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古 い 玩 具 


場) 


フロロ 


ォグ 


時 

千 九.： CX  X 年の S より 秋に かけて 

佛^? ： 

人 物 

白 川留雄 

ルイ. I ズ • モ オプレ 

手 塚 房 子 

手 塚 正 知 

。ホォ レット 

マルセル 

ルイ- ズの 下女 

手 塚の 下女 

ホテル の 女中 

無言 役..— ， 老；； i 人、 若い 男 二人， 勞働者 

風の 男女，" 


フォン テ H ヌゾ ロォ の 古城 —— 池の ほとり —— 日盛り 

川 留^、 池の 撋干 LL 倚い、 鰹-レバ ン^^ゃってゐろ，^ 

ポオ レクトと マルセ， T 腕な 紐みながら、 留 雄の 後る 

.,^；^ リ過； V 、ろ 0  , 

マ.^ セ〃 それから、 どうした のさ。 

ポオ レット 雄 のゐ ろのに 氣づ き) お待ちよ、 い つ か 

の あれが ゐ るから …… (留 雄の 肩！ J. 手， なかけ、 馴れ 馴れ 

しく) 何して るの。 

留 雄 (振り向いて、 さほど 驚いた 樣 子むな く、 心 もち 眉产ど 

よせて、 ボォレ ット の籙， ^見ろ) 

ポオ レット あたしよ、 忘れた の。 

留雄 (素氣 なく 背 向けて) 何か^5か。 

ポオ レクト (ちらと マルセ〃 LL 笑 ひかけ) 久しぶりね。 

留雄 久しぶり だ) 

：\ -ォ レクト それでお しま ひなの ^ 

雄 (遠くへ パ ン.^ 投げろ) 

マ.^ セル 駄目よ、 行かう。 

ポオ レクト あんた-その後、 西 村さん に會 つた。 


具 玩-ぃ 古 


留 マお 
雄ル 雄ね 


ポオ レット この 娘- ま那 語で、 「ありがたう」 つて 云へ る 

のよ。 

留雄 、つるさい な あ。 

ポオ レクト うるさ いな あ。 うるさけ り や、 勝手にお しょ。 

C- マルセルの 手 vMS き 遠ざかりながら) 野蠻 人。 

留雄 0- "す レクトの 方 にらむ) 

マルセル (§5雄.„^見^^1リ) あの 顏。 

(兩人 姿. < ^消す。 長い^。) 

(老^！人、 手 P 、鑌 > な 持ら、 書物， みながら 通リ. マ ざ 

る。) 

(若い Ei- 二人、 舞踏の 足取り LL て、 ロ笛..^:^,きながら 

通リ 過ざる。) 

(勞働 者 はの Ef! 女 ：S き 合 ひながら マ S る 。しばら，、 して、 

手 塚 房 子 現る。) 

房 子 よく 根 氣が績 くわね。  ： 

S 來て 御覧なさい。 面白い から …… 。 白鳥が ね、 麵. II 

を 食 ふのに、 . 獲の 頭が 邪魔になる もんだ から、 も ぢもぢ 

して ろんで すよ。 

Has 子 (留 雄に 寄リ 添び) あなた 暑くない。 

S ぃト え。 (問) 手 塚 君た ち は" 

GJ- 子 もう 來る わ、 寫眞で 大騒ぎ。 ルイ ー. ズ さん を あづま 

やに 立た せ るんで すって。 あの人の 趣味よ。 


留雄 會 つたら どうした】 

ボォ レクト 怒って た。 

留雄 怒って ると 思 ふなら、 あやまりに 行け。 金が 返せな 

ければ、 ほかの 方法で 話 をつ ける さ。 C. 正面 1 な 向く) 

ポオ レクト いやな こった、 あんな 一獲。 

マ〃 セル (留难 の 額ん、 見つめ、 何 か 思 ひ 出した やうに 吹き 

出す) 

ポオ レクト (マ^セルに) 何が を かし いんだよ。 (留雄 

の 額な 見て * これ， 何 か 思 ひ 出した やうに、 吹き出さう 

として) およしよ、 くだらない。 (マ〃 セルの 背 ァ どた た 

く) 

マ〃 セル (大袈裟 に) あいた。 あたし を モデルに 使って 

くれない。 

留雄 君 は 猿が 好きと 見える ね" (强 ひて 笑 はう とする) 

マ〃 セル あんた は、 そんなで もない わ。 

留雄 (背， < ^向けて) ありがたう， さ、 向う へ 行った。 广パ 

ンんー 投げる) 

ポオ レクト (マルセ. ^ふ」 LL らむ眞 似して) マルセルが 

、 あんた と何處 かへ 行きたい つて。 

殘念 だが 今日は 先約が ある。 

セ V 誰か を 待って るの。 

(默 つて バ ンん、 投げろ) 


.11 玩 い' 古 


t'i  B    B  fi? 


お 雄 森へ 行く んぢ やな いんです か。 もう 日が 暮れる のに 


\w 子 ほんと。 立ち通し ぢゃ たまらな いわ。 

22 雄 手 塚 は あしたから でした ね、 ジ ュ ネェゲ の < ^議 は。 

え、。 だからお 遊びに いらっしゃいね。 

雄 だからって 云 ふこと もない けれど …… 一週間で せ 

え 

お 子 え、。 (|^) あ、、 さう、 さう、 昨 R* 時 子さん か 

お 手紙 をいた いたわ。 

お 雄 僕の 所へ も來 ました。 

あなたのと ころへ、 いくどお 手紙 を 上げても 返事 を 

ド さ.，： ない つて …： わるい わ。 妹さんに， なにも 罪 はな 

いぢ やない の。 

お 雄 嫁入りす るって、 あなたのと ころへ も 云って 來 まし 

&子 え ^ 。^人さん です つてね。 感心 だ わ。 あの方。 

お 雄 何が 感心です。 

d3 子 . ひ. -れ よりね、 あたし 大事な 役目 を 云 ひつけら れ たの。 

お 雄 へ え 0 

一： W 子 へえ ぢ やない のよ。 あなた、 何 かお 父さんの ところ 

へ 云って お 上け になった でせ う。 そのこと で大 へん 心配 

していら つし や ろんで すって、 みなさんが。 


お 雄 だって、 勝手に 僕 を 呼び 1:^ さうた つて、 さう は 行き 

ません よ 。それ も 下らない 女 を 押しつけられ るん ぢ やね。 

子 下らな かないん だって 云 ふぢゃありません か。 時 子 

さんの 御 話し ぢゃ。 

雄 あいつ、 餘 計な こと を 云 ふんだ な あ" 

子 それで、 あなた どうな さるお つもり。 

雄 どうも かう もない V： やありません か。 

子 お父さんが 怒って いらっしゃ るんで すって。 

雄 おや ぢ がね。 僕ん ところへ は、 母が 泣いて るって；： ム 

つて 来ました。 

&子 さう でせ うと も 0 

SS 雄 あなた までが ：… 僕 を說き 伏せる つもりで すか C 

^子 說き 伏せる なんて、 そんな 力 は あたしに はないで せ 

うけれ ど、 時 子さん が、 お 父 さまと あなたとの 問に 立つ 

て、 一人で 氣を 揉んで いらっしゃ るから、 それが ぉ氣の 

毒です わ。 

SH 雄 あいつに は， 僕の 心が 丸で わかって な いんです 1 あ 

なた にさう： K ふ 御 親切が あるなら、 こんだ、 御 序の 時、 

よく 云って 聞かして やって 下さい。 僕 は • 日本で 暮 すよ 

り， こっちで 暮す 方が 幸福なん だって …… 。 

lillS 子 あなた はさう おっしゃる けれど …… 。 

(此の 時、 ルイ ー ズ、 太 藤-して 笑 ひながら 走 リ來ろ 0) 
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具 玩ぃ古 


1:^ 子 どうな すった の。  、 、 、 、 

ルイ， ズ だって、 きりがな いんです もの。 あづま やが す 

ん. たと 思ったら * こんだ は 噴水の 前、 それが すんだら 橋 

の 上、 もうい  >- のかと 思ったら、 また あの 段の 上へ あ 

がれって おっしゃ るの。 あたし、 それで 逃げて 来たの。 

0 子 寫眞機 を 持つ と 全くお しま ひ、 あの人 は。 (笑 ふ) 

ルイ， 'ズ (留 雄の 方ォ V 見て) まだ ii 一と 遊んで るの。 あの 

方。 

留雄 あなたの やうに 飽きつ ぼくはありません。 

ルイ， ズ あしたから 見て いらっしゃい。 

S あさってに なったら わかります。 

&子 なに、 あしたと か、 あさってと か.〕 

. ^ィ， 'ズ あしたから 白 川さん にボ ー ズ して 頂く の。 白 川 

さんのお 描きになる こっちの 女が、 みんな どこか 知ら 日 

木の 女に な るんで せう C だから、 あたしが、 その 逆に、 

日本人 を 描いて 見ようと 思 ふの。 あたしなら 大丈夫、 ど 

こから 見ても 日本人って 云 ふ 日本人が 描け ろと 思 ふわ。 

11^ 子 そり やねえ、 曰 本人 は 顔の 色が …… 。 

〃ィ— ズ い え， さ うぢ やない の。 眼よ、 大事な の は。 

留雄 (小聲 11 て 歌 ひ 出す) 

vierr,  tout  est  si  deux. 


Si  pleif 一  prorncsse  ! 


ル. rl ズ (その後1<^リけて) 

Un  sourir  03  tres  Francis  ye ix 

房 子 (ルイ- ズと 合唱) 

Me  r6vcle  im  com  des  cieux 


手 塚 (寫眞 機 1-3- 三人の 方に 向け 、歌が 終って ルイ. 'ズ. - 1^ ゾ 

子と が 正面.^ 向きた ろ 刹那. ^寫し 撮， り) ブラ ゲォ ォ！ 

11^ 子 寫眞 はこれ から 一人で 撮りに いらっしゃいね、 どこ 

？ もつ 

手 塚 まあ、 さう 云 ふな、 ルイ ー ズ さんが 來て 下す つてよ 

かった。 背景と 完全に 調和す るんで ね。 

留雄 も、 「出掛ける。 

手 塚 (留 雄！. L) 君、 一寸 そこ を どいて 下さい。 (か ィ， 

ズも 去らう とする の.^ 止めて) い、 え？ めな たに はどう 

ぞ その ま ゝ 0 

舡ィ， 'ズ (^^3ざかリながら、 13^ 子に) あなた、 いらつ し 
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U 玩ぃ？ f 


fil 手 JC- 
堆て塚 子 や 


あなたの おっしゃる やうな 面白い もの はありつ こ はない 

ん だから。  - 

^ィ， ズ モデル は 理窟 を 云 はな いのね。 

so) 

留 雄 あな た は 日 木 人 が 好きだ つて 云 ひました ね _J 

^ィ I ズ (筆 fs- 止めす： -L) それが どうしたの。 • 

留雄 それで は、 或る 一 人の 日本人 を • 佛蘭西 人と 同じ や 

う に 愛する こと が 出来ます か G 

レ^ィ ー ズ (筆な 止めて) 愛する つて、 どんなに。 

雄 どんなに でも …… 、 男と して。 

〃ィ ー ズ (翁 具，^. -溶 きながら) それならば、 あなた、 何 

處人 だからと 云 ふ 問題 ぢ やなくなる わ。 

留雄 さう でせ う。 寧ろ、 何處人 だから 愛する ことが 出来 

ない と 云 ふやうな 場合が あるで せう。 

〃ィ ー ズ さあ * そり やどう です かね。 鬼に 角、 日本人 は 

あんま り 西洋 の 女 を 好か な いって 云 ひ ます わね" 西洋 の 

男が 日本の 女 を 好く ほど …： 。 

雄 好き 方に も 色々 あるで せう が。 

ルイ I ズ 西洋の 男が 日本の 女に 惹 きつけられる 理由 は、 

男と して、 そんなに 名譽 になら な い つ て 或る人が 云って 

ます 

SS 雄 その 反對の 場合 は。 


、二、、 あたし。 

ぢゃ、 白 川 一!;; でもい. -ゃ" 成る 可く、 そっち を 向い 

... さう、 もっと、 うつむいて (^：^ マ) よろしい。 

僕の せ 中 は、 よほど フォト ギ H  ニックと 見えろ な あ。 

(一 同 笑 ふ。) 

手：； 5^ さ、 行き ませう- (先 LL 立って 歩 さ 出す) 

ルイ ー ズ あたし、 喉が かわいた。 (歩 さ £ す) 

手^ ビィル でも ひっかけ ませう。 

1!^ 子 §w 雄さん、 いらっしゃい。 (ほかの-.' のん 、やり 過し 

て， 雄に 近づ さ) つまらないで せう。 

第 一 場 

ルイ， ズのァ トリ H。 午後 四時。 

ルイ I ズ かま はない わ。 あたし は あなたの 肖像 を 描いて 

ろん ぢ やない から。 さ. しばらく こっち を 向いて. -1^ 戴。 

雄 ぢゃ， 誰の 肖像です。 た^ 曰 本人の 肖像 だと 云 ふん 

でせ う。 地理の 縛 か。 

ルイ. 'ズ 何ん とで も おっしゃい。 

雄 £,M.UW_ 「人間の 魂の 微妙な 旋律」 はい. -な。 

ルイ， ズ なんです つて。 

お 雄 そんなに じろじろ見ないで 下さい。 僕の 額の 中に、 


j-ijje い 古 


ルイ- ズ 日本の 男が 西洋 0 女 を 好かない 理由。 

留雄 それ も、 男の 名譽に はならない わけです ね。 

シィ ー ズ (笑 ひながら) まあ * さう でせ うね。 

雄 こんど は * 女 C 方から 云ったら どうな ろで せう。 曰 

本の 女 は 西洋の 男が …； 。 

ルイ ー ズ 好きら しくない わね』 

SE 雄 近頃 は、 さう でもありません よ。 なかなか。 

ルイ ー ズ 駄目よ U 西洋の 男なん か。 優しい やうで しっか 

りして ゐる曰 本の 女が、 なんだ つて、 女の 御機嫌ば かり 

取って る やうな 男 を … … 。 理想が 違 ふ ん で す か らね リ 

留雄 そんな ことはありません よ。 誰 だって 踏みつけ にさ 

れ るより は、 ちゃほや された 方が い にき ま つ てゐる C 

ルイ- ズ あたし は、 さう は 思 はない わ。 日本 G 男 は、 ほ 

ん たうに 女の 味方 だと 思 ふの、 ほんた うに 女 G 愛し 方 を 

知って ゐ るん ぢ やなく つて。 日本の 男 は、 薄く つて 溫か 

い 股みたい な も 0 ね.。 外から 見る と 寒さう だけれ ど、 そ 

れ にくる まって ゐる 本人 は. 結構、 溫 かいんだ から 文句 

はない わ。 

留雄 薄く つて 暖かい なんて 云 ふこと は 例外です よ。 薄け 

れゃ 大概 寒 いんだ。 

ルイ ー ズ 厚ぼった くって 塞い より は、 輕 いだけ まし だ わ。 

SS 雄 重ぃと暖かぃゃぅな氣がしますょ。 


ィ，ズ 長く jfS てゐ られ ないから 同じよ。 

留雄 なんだ。 

(兩人 笑 ふ。) 

,x ィ ー ズ 然し、 西洋の 女が 日本の 男と 結婚す る C は考へ 

ものね。 それ も、 日本の 男って 云 ふ ものが， ほんた うに 

わかって ゐれば 別 だけれ ど、 さもないと、 とんだ 不幸な 

目に 這 ふわね。 その 例が いくら も ある わ。 

留雄 そり や、 さう です とも。 殊に 曰 本へ 行って 暮 しちや 

おしま ひです。 

ルイ ー ズ ある 人の tl いた 本に、 それ もなかな か 日本 をよ 

く 見て ゐる 人な のよ、 その 本に ね、 丙 洋に來 てゐる 日本 

の 靑年は みんな 行儀が よくって、 物ゎかりが：^く、 控へ 

目で、 親切で、 辛抱強い。 殊に、 西洋の 女が 悅び さうな 

可愛らし いお 土 產を、 いつも ボケ ットの 中に 忍ば せ て ゐ 

て、 たまに は、 絹絲の 結び目 を ほどく 手品 や， 紙 ぎれ で 

動物 0 形 を こしら へ る 藝當を や つ て兑 せる 誠に 赖 母し い 

靑年 だ。 が、 決して 油 ® をして はならない つて。 (笑び 

ながら) ね、 もう その 先き はわ かってる でせ う。 

留雄 (苦笑しながら) わかった やうな、 わからな いやう 

な …… 0 

^ィ I ズ まあ. それ はわかった として， あたしに 云 はせ 

れば、 日本の 男の ほんた うの 値 打 は、 西洋風の 生活で な 


い- 


しに、 やつば り 純日本式の 牛： 活 をして， 始めて わか るん 

だと 思 ふの。 洋服よりも；^ 織裕、 椅子よりも 座 蒲團、 ス 

テッキよりも 扇. ナ •  手よりも 此のお 辭 广 頭 v!^ 下げ 

雄 シ ル ク ハ ッ トょり.*^チ ョ ン髭っ 

ルイ- ズ fi .^M.uy, さう よ。 西洋人 の 似な ん かして. 

どんなに あなた 方 は 擬り を. 卜げ て いらっしゃる かわか 

らな いわ。 

W 雄 全く^ 達 は つと もないで せ、 「わ * あなた 方の 眼 か 

ら御 g や」 なると …… 。 

^  f  IX 見っともない よりも、 ぉ氣 の： 上 母た わ。 

お 雄 ひどい な あ 。どうも 然し、 こればかり は …… 0 

廿ィ I ズ そこなの よ。 なにも わざわざ 西洋 くんだり まで 

來て • 折；^ の 5? 挺り を 下げな くっても * ちゃんとお 國に 

い.，： つし つて、 お 花さん や、 お や 一さん に …… 一) 

(相での 云 ひ 終らない うち) 眞 面：：：： な 話 は眞而 目に 

しませ. 「o 

ルイ.' ズ (パレット， c^s さ、 雄な n 凡- んソ 眞面 IH よ、 あ 

たし. J  (笑 ひ 出す) 何んで したつけ ね、 話しの 起り は、 

(考 へて) さう さう， どうして また • あなた、 そんな こ 

と を； ひ 出した の。 

雄 そんな ことって 0 


〃ィ I. ス 西洋の 女が 日本の 男 を 愛すろ ことが 出來 るかつ 

て-; ム ふやうな こと …； 0 

雄 めら ひながら. >  一寸. 聞いて 見た^け です。 

ィ-ズ (意地 C ろく) あなたが、 そんな 問題に ぶっか 

つて. りっし やる んぢ やない のね。 

§H 难 資は、 ぶっかり さう なんです。 

ルイ ー ズ あら、 さうな の。 で. 相手 CM 刀の 心持ち をお つ 

て いらっしゃる のね。 

$ まだ 疑 ふところまで も 行って な いんです。 

ル， II ズ ぢゃ、 その 方に は、 あなたの 心持ち はわ かって 

るの。 

雄 さあ、 どうです か。 わかって ゐる だら、 「と 思 ふんで 

す が 。 勿論、 さう 云 ふ 話しに はま だ 觸れず にゐ るん です つ 

レ， ィ I ズ ぢゃ、 いつまでた つたって、 わかりつ こない わ。 

留雄 さう でせ うかね。 大槪 さう 云 ふ 場合に は、 どちら か 

で、 もう 大丈夫. たと 云 ふ 時機 を 發 見す る もの だ と 思 ひ ま 

すがね。 

ル. 1，.. ス どちら かで つて …… 兩方 共、 同じ 心持ちで ゐれ 

ばね、 それ はさ， 「ね。 ぢゃ、 まだ 其の 時機が 來な いんで 

せう ひ 

SS 雄 そんな 時機 は 永久に 來な いん ぢ やない かと 思 ふんで 

す： 


具 玩ぃ古 


ルイに ス (； 冉び畫 布に 向 ふ。 落着か 《樣 子) 

$ または じめ るんで すか。 (立ち かけて) 僕 はもう い 

いでせ う。 

ル. 11 ス どうして。 もう 少し •：：• ね。 

雄 (腰 f ^おえす) 

少ィ I ズ (それとなく 留 雄の 方 1 ^盗み見ながら) 相手の 

方 は どんな 方" 

留雄 (採ろ やう LL) それ はま だ 云へ ません。 

ルイ， ズ い、 ぢ やない のつ あたしに 隱 さなく つたって…。 

留雄 あなたに だから 隱 すんで す。 

爪 f  . 'ズ (笑 ひながら) まあ、 あたし、 そんなに 信用が 

ない のか 知ら。 (間) その 方と どうしてお 近づきに おな 

りに なった の。 

留雄 友達のう ちで …… 0 

ルイ ー ズ お 友達って、 日本の 方， - それとも …… 。 

留雄 そんな こと. どうで もい i ぢ やありません か。 

ルイ- ズ あたし も 知って るう ち。 

留 雄 多分 一 

7， ズ 手 塚さん と こぢやな いのね" 

留雄 さう です" 

ルイ- ズ あら • 手 塚さん とこな の。 あそこへ 來る 娘さん 

で …… 。 あたし、 會 つたこと が あるか 知ら …… その 方" 


留雄 それ は、 どう だか 知りません。 僕が 行く ときには、 

その 人 か、 あなた か、 どっち か 一 人に しか 會 はない から。 

ルイ— ズ (强 ひて 笑 ふまい として) 變だ わね。 あたし も 

よく 行 くんだ けど。 

S 何が そんなに 可笑し いんです。 だから あなたに は 云 

ひたくな いんだ〕 

ルイ ー ズ 笑つ ちゃい けない の。 ぢゃ * まじめ。 01) あ 

なた • その 方 を ほんと に 愛して いらっしゃる 0。 

S 僕 は 一 つし か 愛し 方 を 知りません。 

ルイ I ズ 一 度し か 愛すろ ことが 出来ない つて おっしゃら 

ない わ。 

S それ はどう 云 ふこと です" 一度 愛 を 失った 人間が、 

他に 愛 を 求める こと は 許されな いんです か。 

ルイ， ズ そんな 六ケ 敷い こと ぢ やない の。 

S  (立ち上り、 ルイ ー ズに 近く) ルイ ー ズ さん。 あな 

た に 是非お 尋ねしたい ことがあ るんで すけれ ど … … -レ 

. -ィ ー ズ (いくらか 平. や 失って. >  な あに、 そのこと で、 

£u ど 止めろ) 

留难 今- 假に、 あなたが. 曰 本の 男から、 直接に かう 云 

ふ 話 を 持ち出されたら どうします。 どう 思 ひます。 

^ィ I ズ CJirv たやう -10 あたしが。 

留雄 そうら- そんなに 吃驚り なさる ぢ やありません か。 
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J-J 玩ぃ？ r 


ルイ ー ズ だって、 だしぬけに そんな こと 聞いた つて。 

W 雄 だから、 问 じこと です。 その 人に しても、 僕が だし 

拔 けに、 こんな こと を 云 ひ 出したら、 きっとび つくりす 

ろに？. がー ひありません。 それだけ でも *  二人の 間に 大きな 

its^ が あるんで す.' (間) これが 若し、 ti 蘭 西 人の 口 か 

ら だったら、 なんでもな いこと ぢゃ ありません か" 或る 

感動 は與 へる にしても， ^：^外でも， 不思議で もない 戀愛 

のお ちゃありません か." 

ィ-ズ それ は 遠 ふわ リ (間) 氣 にも 留めて ないやうな 

5? の 口から ：… - 

雄 ；^-にも$2めてなぃ，，ー をの 女が です かゾ 

ルイ ，ズ その 方と 云 ふわけ * ちゃない のよ。 (閒：- あなた 

の！^ ね 方が わる いんだ わ。 (無心に 紛. S ど 見つめて ゐろ〕 

雄 (ぜさ 込んで) ぢゃ、 どうお fs- ね すれば い  > -ん です。 

ルイ ー ズ (笑 ひながら) どんな ことが M きたいの * あな 

たは …… 0 

雄 (少し. ちれて) もうい ん です。 わかりました o( ル 

ィ-ズ から 離れて、 椅子 LL 腰な かける) 

ルイ I ズ (パレ- ソト. ^SK き) 何が わかった の、 を かしな 

方リ (5E 雄と； M んで 掛けろ) 

雄 ルイ，' ズ さん. 僕 は 駄：： ： です，」 どうか 察して 下さい。 


あなたが おっしゃる やうに、 まだ その 時機で はない かも 

知れません。 然し、 もう 默 つて は ゐられ な いんです.' 默 

つて ゐる のが、 云 ひ 出す のと 同じ 位 • いや * それ 以上 恐 

ろしい やうな 氣 がす るんで す。 どうせ Sll みがない ものな 

ら、 それ を 早く 知って、 永久に 來な いもの を 待つ 苦し さ 

から 遁れ たいんで す。 望み を 失 ふ 悲しみ ir どんなに 大 

きくっても， 大きければ 大きい 程、 自分 を强 くす る もの 

です。 自分 を，： 交配す る カを與 へて くれます。 このま、 で 

は- 自分の 存在 を. 否定す る こと さへ 出来ない のです。 

レ， ィ-ズ あな た は 隨分. 取 越 苦 勞を なさる 方ね) そ の 方 だ 

つて、 はっきり 御 自分の 心持ちが わかって ゐ ないか も 知 

れな いぢゃありません か」 あなたが、 今、 たって それ を 

知らう とな さるの は * どんな もので せう。 

留雄 そんなら それでい のです。 それだけ のこと でも わ 

かれば， 僕は滿 足します。 (次第-」 晴 やかな 面 持になる) 

ルイ ー ズ さん、 あの人 は. 僕 を 少しで も 愛して くれて ゐ 

るで せう か。 

ルイ I ズ まあ、 そんな こと- あたしに 聞いた つて …… 。 

留雄 (返事.^ 待たないで) 愛して くれる ことがある でせ 

うか。 (留 雄、 〃ィ ー ズ に 近づく) 

〃ィ ー ズ そんな ことが わかる もんです か。 

(いさな リ 立ち上り， 呼^.^ 押す。) 


く 


I 


i 


具?; i^. い 古 
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下女 (現ろ) 

k ィ I ズ 帽子屋へ は 行って くれた。 

下女 はい、 あの …； 四時までに は、 是非お 屆 けす るって 

申し ましたん です けれど ：： 。 

ルイ， ズ (時計, 仑 見て) だって、 もう 四時よ。 

下女 ほんと に、 どうして …… 0 

^ ィ-ズ 御苦勞 だけれ ど、 もう 一 度 催促して 来て くれな 

、 0 

下女 畏 こまりました。 一 方 だけで も 出來て をり ましたら、 

わたくしが 貰って 參り ませう か。 

ルイ ，ズ さう ね。 さう してお くれ。 白い 羽根の 附 いたの 

が、 急 ぐんだ けれど …： 。 でも、 少し 位なら 待って. -、 

兩方 とも 貰って おいでよ： もう 一 度 くらべ て 見ない と、 

…… QS 雄の 方 見て • 媚びの ある 笑 ひ 方ん、 マる) 

下女 さう 致し ませう-」 

ルイ —ズ (留 雄に) あなた. お茶 はいらない" 

雄 いりません。 (« 架 LL 近づ さ、 錄ん、 見ろ) 

ルイ， ズ (下女に) ぢゃ、 大急ぎでね。 

下女 はい こ (退場) 

(長 い 沈默) 

ルイ ー ズ 何に してい らっしゃ るの * そんなと こで、 し 

S-£ 雄 縛 を 見て るんで す： 广浮か 5： 調子) 


.i ィ-ズ (快活- し) どう- 

留雄 どうって， 別に …… - 

,x ィ， 'ズ ぉ氣に 入らない- 

留雄 僕の 氣に 入る 必要 はないで せう。 

ルイ- ズ (いくらか m. まづげ に) もちろん" 

留 雄 (率 I^LL 、而 し、 氣. かとが めろ らしく) しかし、 縛 

として は， なかなか 面白い。 

ルイ ー ズ い \ のよ、 そんな 褒め 方 をして 下さらな くって 

も 0 

SE 雄 でも、 實 際なん だから …… 。 

(外で， 呼 鈴が 鳴る。 續 いて 小 走り _ し」 碑：. i 薛 ふぎ _r) 

下女の 導 あら • 今. あたしが 行かう と 思って ゐた とこな 

の。 ぉ孃樣 がそり やお 待ち兼ね …… さっきから お出 まし 

のお 支度 をす つかりな すって .：.. ぢゃ、 兩方 ともね、 そ 

れ でよ かった」 一寸 待って 頂戴。 

ルイ ー ズ (立ち上 リ、 戸口-し 近き) 御免なさい- すぐ 來 

るから …… (出で 去ろ) 

留雄 どうぞ。 (， せ 想に 微笑みながら >  ま內ん 歩 さよに る) 

(長い間。) 

ルイ ー ズ (髮. ^手で 押へ ながら 入リ來 ろ) ど、 つも 失禮" 

S ちっとも) そろ そろ 出掛けな くっても い、 ん です か。 

^ィ -ズ まだ 早い わ. - 歩いた つて ぢ きなんです もの、 こ 
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【ほいお 


や Pi 下 も"、 下 下 


こか.. To 今日は どんな 人が 來て るか 知ら" 

お 雄 僕 は、 あの人が 來 ると 思 ひます。 >  まあ 一 度， 見て 下 

さい。 が これほど 想って ゐる 相手が、 どんな 人 か， あ 

な た に 几 ル非知 つて 頂きた いんです。 

A  .11 ズ (笑 ひ 抑へ て ，- 綺鼯な 方。 

雄 あなたの やうに。 (fic-) 

ル.！ ズ (天井，^ 見た よ、) 髮は。 

SE 雄 ブロンド〕 

レ， ィ， ズ (眼 つぶって) ^は" 

$  (ルイ- ズの 方に つめ^ リ〕 窣； 色 * どうかす ると 紫) 

(ルイ I ズの 手 取らう とす る) 

ル. 1- ズ aw かに 立ち上り) 聲 は。 

3E 雄 (慌て X) 聲 。聲は ね …… (おしま > ：-れ に) 銀の 鈴。 

广 かう 云 つ て l^vj- か 、 へ ろ) 

ルイ ー ズ ォ ホ、、 、 、、 あなた もなかな か 話せる わね。 

("nLL 近づ. 待って 戴、 支度 をす るから。 (出 

.v^-^ う とす ろン 

S 出 雄 ルイ ー ズ さん。 

ル f  ，ズ (报リ 返って) な あに レ 

雄 その 人 はね、 僕 を 愛して ゐて くれ るん なら-きっと、 

今：！ ！• あそこへ、 白い 羽根の つい た^子 を 冠って 来ます。 

ふィ ，ズ (ギヨ ッ とし ズ) {!: い 羽根の ついた 精子。 (戯 


談の やう L0 そんな ことわ かる もんです か。 (急ぎ 去 

ろン 

留雄 (ぼんやり 考へ 込む) 

(5 

下女 (笑 ひながら 入リ來 ろ) あの. ぉ孃樣 は、 少し、 お 

支度に 手間が お. 取れになる さう で 御座いま すから、 すみ 

ません が 一 足お 先き へ どうぞ …… 。 

雄 (驚いて.) 御 一緒に 出掛ける ことにな つて るんで 

す. - 

下女 はい、 それ はもう。 た X、 あんまり 長く お 待たせす 

ろ 〇 もって おっしゃい ますんで …… 。 

5£ 雄 よ、 つ 御座ん す、 いくらでもお 待ちし ますって • さう 

云って 下さい。 どうぞ. 御 ゆっくりって …… 。 

女 (しかたがなし 去る ン 

雄 (サ W 足げ *」 笑 ふ， - 

女 C 再び 現 ばれ) 甚だ 失禮で 御座います けれども、 あ 

の， 探し もの をな すって いらっしゃい ますから、 それが 

出ません うち は …… 0 

雄 出る まで 待ちます。 

ダ U お 惑 さう に〕 でも …… 0 

难 出る まで 待ちます よ。 どうせ 出ない もの ぢゃ なやん 

でせ う〕 


具 ％ い 古 


^    M    ^  M    ^  M    ^    JV3  ni XV3    gi  JC^^ 


下女 それ はさう で 御座います けれど ：： 0 

留雄 一寸、 ぉ孃 さんに ぉ顏 をお 見せ 下さいって、 さう 云 

つて；^ さい。 御 話しが あるから つて …… 0 

下女 (笑 ひながら 去ろ) 

留雄 子供 だな ぁリ 

下女 (手で 鋭 VJ^ 押へ ながら 入リ來 る〕 只今， お 召 替の最 

中で， 當分. こちらへ はおいで になれ ません さう で 御座 

います。 

留雄 探し もの は 出たん です か。 

下女 さあ、 どうで 御座いま すか。 伺って 參り ませう か。 

留雄 い.^ んで すよ」 (思 ひ 切って) ぢゃ、 僕は歸 ります。 

ぉ孃 さんに ね、 僕は歸 ります つて 云って 下さい。 (下女 

の 方に 近づき- 小 聲で何 か 云に うと L て、 それ ズど やめ、 

出口に 近づく) 

ルイ ー ズの聲 何 をぐ づぐづ してる の。 早く 行かない と遲 

くな つてよ C 

留雄 (努めて 平氣 LL〕 ぢゃ、 向、 「でお 待ちして ゐ ます。 

(： 退場) 

下女 (胸^ If; で 下， C し、 静に 戶,^ 開めろ) 

第二 場 

手 塚 C 家の 應接 間い 午後 五 時) 


1:^ 子 (獨リ で 本 んでゐ る、 時々、 戶 口の 方に 眼 > ^やる) 

留雄 (下女 Li 案內 されて 入 リ來. <0 おや， まだ だれも 來 

な いんです か。 

tss 子 (立ち上 リ) 今日は どなた もい らっしゃら ないかと 

思って ましたの、 ようこそ。 

雄 先達て は 失 tsr 

子 わたくし こそ. - 〔改まった 調子に かついて 笑 ふ) 

雄 手 塚 君 は. - 

子 (留 雄に 椅子な \ ，、めながら) 今朝、 歸 つて 參リま 

したの、 今、 一寸 役所へ 顏を 出して 來 ろって 出掛け まし 

たが、 もう 房って 来る 頃なん です よ。 

雄 ルイ ー ズ さん も 後から 來る さう です。 

子 今日 もお 會ひ になり まして-」 

雄 每曰會 つてます。 

子 ほんと にさう でした わね。 お 仕事 は 進みます か。 

雄 こっちの 仕事 は 一向 進みません。 近頃 は * モデルが 

幕 門で …； C 

子 あたし も 誰か モデルに 使って くれない か 知ら。 

雄 い 、畫 家の モデ ル になら、 なっても よう 御座ん すね。 

子 あなたな らい >- わ- (かう 云って あわて S) モデル 

も樂な 商賣ぢ やな ささう ね。 

SE 雄 苟も 外交官 夫人が へ つぼ こ畫 家の モデルに なった と 
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あって はね リ 

&子 さう 云へば * 外交 {R のと ころなん か、 懲り 鍵り だ わ。 

雄 一度で 澤 山です かリ 

子 まあ. ひどい。 (問) あ さう さう、 お 妹さん か 

ら のお 手紙 * お 目に かけ ませう ね。 (立ち 七る) 

雄 (膝，^ かぜて、 半に 戯談の 如く ソ ぢ や， 僕 は歸り 

ます" 

どうして。 いけない の。 あなた、 ほんと に兑 たくな 

いの U  る やう 雄の^.^ 見つめろ) 

雄 許して ください 僕 は 年 .3,1,: りが 可哀相 だと 思 ひます。 

然し、 それ は * どうす る こと も 出來な いんです。 僕 は、 

過ぎ去つ たこと を 一切 忘れて しま ふ爲 めに、 また， これ 

からつ まらない ことで； 2： 輪 揉め を 起さない やうに、 こん 

な 放浪 牛： 活 やして ゐ るんで す。 日本に 歸 つて、 おや ぢと 

顏を つき 八 3 せて ゐ たら. きっと 双方で 面白くない ことが 

あるに？ 一 ひありません。 それば かりで なく、 僕の 周 園に 

は、 誰 一 人 僕の 氣 持ちが わかって くれる ものが な いんで 

すリ 僕の する こと は 何んでも 邪魔 をしょう とか、 つて ゐ 

るんで す。 - そ こ へ 行く と 外國に ゐれば 自由が 利きます 0 

人が 自分に 意して ゐな いと 云 ふこと は • それほど 苦し 

いこと ぢ やありません。 

子 外國 でなら …… あなた はさう おっしゃる けれど， 佛 


蘭 西なら 佛蘭 西に いらつ して， こっちの 習慣に なれて お 

しま ひに なった としたと ころで、 ほんた うの 幸福が. こ 

こで 求められる かどう か、 それ はなんだ か當 てに ならな 

いやうな 氣 がします わね。 早い話が、 いつぞや、 あなた 

は、 もう 外國 人の 家へ 行く のがい やにな つたって おつし 

やった でせ ぅリ 

留雄 さう 云 ふ 外 國 人の 家 も あると 云った だけです。 

子 それから、 第一に. 町 やなん かで キヨ 口 キヨ ロ顏を 

見られる のがい や だってお つ しゃら な かった。 

留雄 さう 云 ふ 場合 も あると 云った だけです- リ 

お 子 あなたが • いっか、 日本人の 惡ロ を， さんざん 聞か 

せて 下す つた 時に、 あたしが、 戯談 半分に. それ ぢゃ、 

なぜ， そんなに お 嫌 ひな 曰 本人の 家へ なん ぞい らっしゃ 

るんで すって、 さう 伺ったら， あなた は、 かう おっしゃ 

つたわ。 それ は， 好奇心の ti 足と， ぉ世辭 の安資 を、 唯 

一 の 接待 法と 心？ おて ゐる、 外國 人の 家よりも まし だって 

…… 。 (笑 ふ) 

留雄 僕が そんな こと を 云 ひました か. - 1： 笑 ふ) 

1:^ 子 えん、 おっしゃ つてよ U だから、 あたしが、 それで 

は、 やつば り、 日本人が ましな のね えって 云 ふと、 日本 

人の 家 だから 來 るん ぢ やない、 自分 を 外 國人扱 ひに しな 

い 人間の 家 だから だって、 そんな 苦しい 理由が ある もん 


具 玩ぃ古 
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です か。 ハ笑 ふ) 

留堆 全く さう なんだから ；… 0 

房 子 そんな 瘦せ 我慢 はおよ しにな つた 方が いい わ。 

S£ 雄 そり や 勿論、 手 塚 君と あなたと お 二人で 作って をら 

れる 或る 特殊な 雰 園氣、 手 塚 君から だけで もな く • あな 

たから だけで もな く、 僕の 氣 持ちに 觸れて 来る 或る 溫か 

い 感じが， 此の 家の 中に あって、 それが 僕に は懷 かしい 

と 云 ふ 理由 もあります。 あなた 方お 二人が、 此の 部屋の 

中で 靜 かに 話し をして おいでになる …… それ を 僕が、 ど 

こか 隅の 方で. 默 つて 聞いて ゐる、 と 云 ふよりも- それ 

を 感じて ゐれば * それでもう- のどかな 氣 持ちに なれる 

のです-」 かう 云ふ氣 持ち は、 あなたに わかる か 知ら。 

Has 子 そり やわ かる わ" つまり、 あなたの 生活に、 どこか 

缺 けた 所が あるの ね。 一 口に 云へば， 物 足らな いんで せ 

う。 淋しい つて 云つ ちゃい けない かも 知れない けれど J 

S その 缺 けて ゐる もの は、 何んだ と 思 ひます。 なぜ 物 

足らな いんで せう。 (間) 僕 はしたい こと をして ゐ るん 

です。 したいと 思 ふこと で • 出来ない こと はな いんだけ 

れど …… 。 

房 子 (相手の 不誠 赏.^ 責める やうに、 また、 その 高慢 さ，^ 

憐れむ やう Li、 默 つて、 留 雄ん-見 掂ゑ てゐ る) 

留雄 (相手の 視線 1^ 避けろ やう に) わかった。 あなた は、 


僕の 生活に 温か 味が 缺 けて ゐ ると おっしゃ るんで せう。 

房 子 溫か 味ね。 それから 落ち^き。 

留雄 落ち 藩き が.； T  (考へ 込む。 何 か 思 ひ 出した やうに、 

あら はで はない が、 そ は そ はし はじめろ) 然し * 生活と 

云 ふ ものが、 そんなに ち 着いた もの ぢ やな いんで せう。 

戰 ひだと も 云へ、 お祭り だと も 云へ るん ぢ やな いんです 

か-〕 

房 子 そり やさう だ わ、 だから、 なほ、 落ち着いて， 疲れ 

たから だと 魂と を、 休める ことが 必要なん ぢ やなく つて" 

あなた は、 戰 ひとお 祭に 疲れて いらっしゃ るんだ わ〕 

留雄 ぢゃ、 どう すれば、 その 落ち^きが 得られ るんで す。 

iSs 子 そんな こと は， あたしが 云 はなく つたって わかる で 

せう。 

留雄 わかる やうな 氣 もします。 

(稍 長い 沈" >。) 

&子 溫 かい 心に 觸れ て、 それ を、 溫 かいと 感じる ことが 

出來な い やう になれば 、 • もうお しま ひよ〕 

(長い ST) 

留雄 僕 は、 まだ、 望みが あります か。 

liSs 子 そろそろ あぶない わね〕 (淋しく 笑 ふ) 

(呼 鈴が 鳴る 0) 

留雄 (思 はす 立ち上 リ、 戸口の 方 1-5- 見ろ) 


in 


1 

] 


子 歸っ たやう， た わ。 

(慌た > しく 入リ來 ろ) や， 失敬。 君 一人- (房 子 

に.！ 今日は また 晚 飯に 晬 ばれち やって ね。 お前 も 一 緒に 

つて 云 ふこと だった が、 (一寸 留 雄の 方ズ f 見て) もう 遲 

いから 闲 るか。 

子 どなた- _ 

なに. 大使 さ. 僕 は 留守の つもりで、 橫田 夫婦 を 入 

れ てあつた のが， また ST か 急病で ね、 ぉ餘の 逆戻り さ" 

僕 一人なら • 誰かもう 一人 都合す るって 云 ふから、 今日 

はやめても い、 よ。 

子 さう. ；： ややめ る わ。 雄の 方 見て 笑 ふ-) 手 塚 

に) あなた、 それで、 もうす ぐお 出かけ。 

手；^ うん、 だって 返事 をし なくつ ちゃ-. - まあ、 もう 少し 

話して 行く か。 (腰， _K 邵 るす) 房さん、 白 川 君に 夕食で 

も 何したら どう だ。 

^雄 い  >- え、 僕はすぐ御暇します： 

まあ， い > -ぢ やありません か。 僕 もお つき 合 ひが 出 

来る とい  >-ん だけれ ど …… 0 

£^ 子 (手 塚に) ルイ ー ズ さん もい らっしゃる さう だか 

ら、 (SE 雄に) 御 差 支がなかったら あの方 も 御 一緒に、 

ォ 

塚 さう か、 それや 丁度い >-。 


雄 まあ、 先生が 来てから のこと にし ませう リ 

子 さう 云へば 隨分遲 いわね。 いらっしゃり 方が。 

留雄 (無言の ま. - 時計.^ 出して 見ろ) 

手 塚 (思 ひ 出した やう LL) 君 は 御存じで せう、 西 村と 云 

ふ簿 かき， - 

留雄 知って ます- どうして。 

手 塚 (事 L なげに リ なに、 今日 役所へ 警察から 問 ひ 合 は 

せに 来たんで すがね • 何んでも， 女 を 殿った とか， 辯つ 

たと かで 調べられて ゐる らし いんです 。そんな 人です か。 

© 子 まあ" 

留雄 そんな 人 かどう か 知りません が …… 怪我で もさせ 

たんです か。 

手 塚 頤が はづれ たって 云 ふんだ から， まあ 問題に はなり 

ますね。 

d5 子 ひどい こと をした のね。 

雄 勇敢 だな あ、 先生。 

1:^ 子 ちっとも 勇敢 ぢ やない わ。 

5£ 雄 勇敢です よ。 毛唐に なら、 唾 を ひっかけられても 默 

つて ゐさ うな 手 合が 多 いんだから …… 。 (間) 

！:^ リ子 でも、 相手が 女なん です もの。 

手 塚 言葉が 通じな いんで 困る つて 云って ました。 まだ 來 

たてと 見えます ね。 


羹玩 i  、古 
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手 m  fil  B 


に 笑 はれないで 濟む かって 云 ふ 心配で、 胸 を わくわく さ 

せ て るるんで せう。 丸で. 自然な 所が なくなって ゐ る C " 

笑 はれまい と 努めれば 努める ほど、 ぎごちなくなる C は 

あたり 前 だ わ。 此の 人なん か、 それが ひど いんで 

すから れ-」  . 

竽塚 >>r) つ、、 て) 馬鹿： kf へ： 

S  (笑び な. から) そこへ 行く と H 本 C 女 は 得 だな あ。 

1S2 子 な あせ」 

留雄 自分の もの を 自分の も 〇 として、 どこへ 行っても 發 

表が 出来、 それが そ C ま、， i!^ 成された 生- 活 ffe< になつ 

てゐ るんで すから わ- これに 反して、 日本の 男 は、 完全 

に 两 洋人 C 眞似も 出来ず、 さう かと 云って * 個 有の 生活 

樣式 か ら も ？F さ か つてる るん だ か ら 、 どっちに しても- 

殺風景な わ- 1 です。 全然 曰 本 風に 洗 諫 された 女 はあって 

も、 全然 日本風に 洗練され た 5? は、 今時 まづ 無い と 云つ 

て もい、 でせ う _ それだけ 日本の 男 は- 今. 非藝術 的な 

活き方 をして るるんで す-」 

房 子 そり や， 女 だって 大部分：！ 2、 調和 も 統一 もない 牛： 活 

をして ろます けれど， あたし ふの は、 西洋人 C 前 だ 

からって、 何もび くびく したり、 まごまごした りする 必 

要はない つて 云 ふこと なの-、 

手^i^- 成る 程- お前 C 云 ふこと も 尤も だ」 默 つて 小さくな 


留雄 一 年 位に はな るんで せう。 さう だな あ.」 うまく 云 ひ 

開きが 出來 るか 知ら 誰か 通 辯に 行つ たんです か。 

S 役所の 方ぢ や、. そんな こと を 一 々かまって ろら れま 

せんから ね、 ど、 「かなる でせ う。 それに、 相手 0 女が 女 

だし、 うっかり 手出し をす ると 卷きぞ へ をく ひます しね、 

まあ. さ、 「云 ふ 事件に は、 あんまり 關係 しない ことにし 

てるんで す - 迷 i^l です よ。 

迷惑なん です つて。 广留 雄り 方，^ 見て 笑 ふ) 

，なんか も 迷惑 を かけさう だな 一 

どうして： 

こっち へ 来て， R 本人の 證面 にか 、はる や 、「な こと 

をして くれる とね-それが 一 番闲 るんで す、 われわれが、" 

子 それや ほんと ね： たけ ど、 n 本人 C 饞：. g も、 い、 加 

減な ものよ- 一 とかど 立派な n 本人 C つもりで ゐる 人が、 

一 も 西洋、 二 も 西洋なん ですからね • そ G くせ、 それが、 

. 取って 附 けの 西洋で、 隨分 滑稽な すまし 方 をして るるん 

です も 

手 お前に それが わかる か」 

d5 子 あたしに わかる 位 だから、 こっち C 人が 見たら， と 

て も ：… C 

手 塚 然し、 そんな 事 は 大した 問題ぢ やない さ) 

ds 子 問题 よ-" 西洋人の 前に 岀 ると. 先づ ど、 「したら 相 牛 


Ik 


U,f ん いせ 


手 留 B 手 お         B-      fH  ぜ i  0 手 B- 留 


つて ゐれ ば. それで 濟 まない こと もな いんだら うがわ。 

ccis 子の 方な チラり と 兑， 的な 笑 ひ 方 すろ) 

お 子 その 方が よつ ぼ どまし よ，^ 

さう かも 知れん。 (nn の 方， C-J^ リ 返って) 誰か 來 

たやう だせ。 

cir ナ ルイ —ズ さんよ" - 

.1  (茶器 V^Jr ひ 來リ) あの、 マ ドム ァ セル *モー プレか 

り の；； 使 ひで- ぉ攘 さま は， 今日 与 叱」 お 差 支が 出来 まし 

て、 こちらへ： i! へません から、 どうか 比 e 樣に よろしくつ 

て、 さう ぉ斷 りで 御座いました ：… 。 

雄 お 支が 出來 たんです つて、 たビ それだけ。 

ド女 はい。 それだけで 御". ii います ン 

お 雄 うまい こと 云つ てら …… 0 

ナ ど. 「したの。 

35 雄 人 を； 鹿に すろ もん ぢ やありません つて。 …… (問) 

あ •  ^がさ. 「云 はう、 女屮 さんで せう。 (立ち上ろ) 

ド女 はい， でも. もう 歸 りまして 御座います。 

55 维 さう です か、 ぢゃ、 仕方がない 「- 

1:^ 子 およしな さいよ) そんな こと： K ふの は。 差 支 は 差 支 

よ。 (下女に) いく わ。 

下女 SS 


雄 氣 まぐれた な あ，^ 

子 さう とば かり 云へ ない わ - あな たも わからない 方ね。 

塚 0^3 子に) お前の 方が わからな いの かも 知れない 

せう 白 川 君の 待ち 方 は、 お前の 待ち 方と 違 ふんだら う * 

子 ほんと。 (3S 雄の 方-し 笑 ひかけ る) 

雄 (笑 ひながら) 來 ると 云って 来ない 法が あろ もんで 

すか^ 

子 行く と 云って 行けない 時 が ある わ。 

雄 ありません。 來 ようと 思ったら、 どうして でも 來ら 

れる 害です- J 

子 こ、 へ來る ことより 以 h に、 あの方 を惹 きつける 何 

かが ほか に あ れ ば 仕方がな いぢゃありません か。 (留雄 

の 心， か 傑ろ やうに その^ 1^ 兑^ ゑる〕 

维 そり やさう だけれ ど ：… 。 

^ それ ぢゃ濟 まない 譯が あろんで せう。 

子 (SS 雄 LL) そんな 譯 なんか ある ものです か。 

雄 あるか も 知れません よ" (さりげなく 笑 ふ) 

塚 さあ、 それや まあ， あると して 置いて， 僕 は ぼつ ぼ 

つ 出掛けます。 

子 あなた、 それでい  の。 

$ い X んだ、 ぢゃ、 ごゆつ くり。 (立ち上る) 

留^ いや、 S!K も そろそろ …… ハ 立ち上ろ ン 
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B 留 Jd^ 手 B 手留 iS-  ® 


© 留 房- 留 


IISS 子 あなた 一 寸 待って 頂戴， 御 話しが あるから， ね" (立 

ち 上ろ ソ 

雄 急ぐ お話し じ 

子 え >- C 

雄 (默 つて 立って ゐ ろ) 

塚 (穩 やかに) 用事の ある 人 を 無 晴に引 留める んぢゃ 

ない せ- いくら 淋しく つたって ：… 0 

子 (， 笑 ひながら) え  、わかって- "よ。 

塚 いづれ また、 そのうち。 §^ 

子 (手 塚と 共- IL 退場) 

雄 (待ち しさう に室內 1 か步 きまに る) 

子 (いそいそと 人リ 來リ) 留 雄さん 1 ほんと に まだい 

いんで せう。 御飯 を 召 上 つてい らっしゃい ねじ 

留雄 目です、 今日は。 こ G つぎに して 下さい。 

1:^ 子 (5S 难の傍 LL 寄り l^s ひ、 しんみ リと) どうして 。〔問) 

あたし、 今日は- ゆっくり あなたに 聞いて 頂きたい こと 

が あろんだ けれど ：… 。  . 

留雄 ゆっくり、 ぢゃ、 それ も 此のつ ぎに して 頂けません 

か 0 今夜 は 、 どうし て も 行か なければ なら ない ところ が 

あるんで す。 

子 今夜 何時から。 

留雄 今、 すぐ C 


子 (しにら くお 雄の 鼓.^ 見つめ、 訴 へる やうに ：} ，ちゃ， 

もう 一 時間" ね、 後生 だから レ 

留雄 一時間」 -raw 一時間なら よご ざん す。 (^席) 

房 子 うれしい。 aa 雄 LL 近く" my?- 占める) 

(長い 沈 默。) . 

留雄 どうし たんです C  • 

1:^ 子 あたし、 手 埃" と 別れよ、 「と 思 ひます の。 

3  (驚いて) 手 塚 君と。 (間) 理由 は。 

子 理由。 あたし、 あの人 を 愛する ことが 出来ない から。 

留雄 それで。 

房 子 それで …… (間) i^りで日本へ 歸ら、「と思ひますの0 

5^ 雄 日本へ。 (間〕 さ、 「して、 どうな さるんで す。 

12^ 子 (低く) どうす るか わかりません。 S ど、 「にか 

なります わ。 

雄 手 塚 君 は あなた を 愛して ゐ るんで せう。 

子 愛して るるつ もりで せう" 

雄 つもりと は C 

子 あの人から 愛されて ゐる ことが、 あたしに は 苦痛な 

の。 恥し いと さへ 思 ふわ" 

S さう 云 ふ ことがある でせ うね。 然し、 手 塚 君が 可哀 

さう だと は 思 ひません か。 

11^ 子 可 哀 相な やうな 氣 もす るんで すの。 
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子 雄 子： i|£ 


SE 雄 (せく 考 へた 後) あなたが， さう 云 ふ 決心 をな さる 

について • 別段 僕の 意 2^ をお 求めになる わけで はないで 

せう。 

1:^3子 (相手の心持ち1^誠みかれて〕 伺って 置きます わ。 

お 雄 さ うぢ やな いんです。 僕 は、 あなたの 一 な 上の 問題 

に，狭を.^れる|^3;格はなぃんです。 若し 意兑を 求められ > - 

ば、 .u 分の 考 へだけ は 云 ひます けれど。 

1：；? 子 かう 云 ふ 問？ 3 はもと もと 理論 外です からね。 GI) 

直接 此の 問题 について になく * もっと 將來 0 問題で、 あ 

なた の 御^ 兑を りたい と は 思って ゐ るんで すの。 

お 雄 乎； ；: と 別れてから 後の ことです か。 

(長い：^  t -。) 

雄 來 0 問題と：： ム ふと、 活 問題です か。 

調子.^ かへ て、 快沾 に) まあ，， てれ は 今 曰で 

なくって い、 のよ。 今 はた ヾ、 この こと をお に 入れて 

置く だけ、 ね。 びっくり なすった C 

雄 別にび つくり もしません C 僕 は 夫^ 關 係と 云 ふ もの 

. を、 隨分 あやふやな もの だと 思って ゐ るんで すから、 大 

かたは わ。 

子 ほんと に、 あやふやな ものよ。 or 脊 む) 


成ろ 程、 むづ かしい もんだ な あ。 

なに、 結婚。 

結婚で も、 戀愛 でもね。 

むづ かしい んぢ やない わ。 運よ。 

(長い 沈 S -。) 

留雄 運 か。 

子 あなた 一?： 洋の女 を どうお 思 ひに なって。 

留雄 どうと は 0 

iSs 子 女と して。 8 男 は 幸福で せう か。 

雄 男に よります ね。 

子 女に もよ ろで せう けれど …… 。 (笑 ふ) 

S だから、 そんな こと は 一概に 云へ ません ね。 

房 子 ぢゃ、 男 は あなたと して、 典！. "的な 西洋 の 女 はどう。 

もっと 限って、 佛蘭 西の 女。 その 女が、 あなた を 愛する 

としたら、 どんな 愛し 方 をす るで せう、 その 愛し 方に、 

あなた は 滿 足な される。 

5£ 雄 つまり、 丙 洋の 女が .: 般に 有って ゐる 戀愛觀 念に、 

僕が 同感 出来る か どうかと 仰し や るんで すね。 

«S3 子 さ、 つよ。 

お 雄 出来さう です ね。 あなた は 例外 かも 知れない が、 僕 

は H 本の 女の 大部分が 考 へて ろる や、.' に、 男の 爲 なら、 

どんな ことで もす ると 云った やうな 愛し 方 を、 そんなに 
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尊い もの だと は 思って ゐ ません" 

子 「愛する 男の めに なら」 でなければ 駄 だ わ。 さ 

、つ 云 ふ 心持ちな らい \ ん で せ う 。 

留雄 その 「どんな ことで もす る」 が， いけな いんです。 

1:^ 子 どうし-, レ- 

留雄 與へ ると； ぞ ^ 態度 は戀 愛に は 禁物です。 欲しい もの 

を與 へ られる 前 に 、 相手から 思 ふま \ つかみ-取 るんで な 

ければ 戀愛 の 陶醉境 に はは ひ れな い ん で す。 與 へたい も 

の を與 へ る 前 に、 相手が それ を つ か み 取りに 来な ければ， 

相手の 愛 は 完全で ない、 まあ， さう 見ても 差 支ないで せ 

う。 

Has 子 (痛ましげに§£雄の效><^見っめろ) 

留雄 お 互にした いこと をして、 それが 偶然に お 互の 氣に 

人る やうな. さう 云 ふ 二人 だけが、 ほんた うに 愛し 合つ 

てゐ るんで すリ 

子 そん な うまい ことがある もんです か 0 

留雄 だから、 滅多に 戀は 出来な いんです. - 

ds 子 お 互に 望んで ゐる もの を 、進んで 與へ合 ふ • それで 

も 立派に 愛が 成り立つ と 思 ふわ〕 與 へる ことが、 與 へら 

れ るのと 同じ 悅び なんだから …… 0 

S 戀愛 は宗敎 でも 道德 でもありません.^ 與 へる ことが 

相手 を悅 ばす と 思 ふの は、 人間の 本性 を 無視した 考へ方 


です。 そこに 投げ Si された もの を、 與 へられた もの. たと 

思 ふ 人間が あれば 、僕 は その 人間 を 馬鹿 だ と 云 ひま す。 

(稍 長い 沈默？ - 

掌 あたし、 資を云 ふと • あなた はお 氣の！ « な 方. たと 思 

つて ゐ ましたの。 それが： なせ だか、 急に、 あなたが 茨 

ましい や う な氣 がして 來 まし た わ。 

留堆 (いくらか、 たじ ス：， て) さう です か。 

d3 子 、ちゃ、 日本の 女 を 愛する なんて 云 ふこと は、 とても 

あなたに はお 出來 にならない わね。 

堆 (笑 ひながり) それや ど うだかわ かりません， 现に、 

僕 は 曰 本の 女 を 熱烈 に 愛 した ことがあります、 六 七 年へ-^ 

I  一  ^ 

els 子 (ま.；^ 伏ぜ て) 知って ます わ" 然し、 それ は 昔の こ 

とでせ う。 (間) その 女 は. あなたの 愛に^い た 冷酷な 

女でした。 その 頃の あなた は、 また、 相手から 與 へられ 

ろ まで、 それ を 待って おいでになる あなた で し た わ ね。 

(^しく 笑 ふ) あな た か ら 愛され てゐろ こと を はっきり 

感じながら、 その 女 は、 それに 酬いろ 方法 さへ 知らな か 

つたんで す もの。 (長い 沈 默ソ 

留^  (静かに 立 上って 窓 ざ はに 近づく) 

135 子 その 女 は， あなたのお 口から、 たどの 一 度 も， 期待 

して ゐた 言葉 を 聞かされない うちに、 氣 まぐれな 運命の 
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手に 浚 はれて 行きました" - (そっと i^v^ ふく；^ 

留雄 l^f 十さん、 もぅその；！^^はょして下さぃ。 僕達の友情 

は、 もっと 以前の. もっと .1  水し い 思 ひ 出で ir かって ゐる 

ん XT' やありません か。 (ii) あれ は 何時 is- のこと だった 

か、 僕が ブランコ か ら 落ち て 額 に 怪我 を した 時. そばで、 

風船 をつ いて 遊んで ゐた あなたが、 あわて、、 その 紙の 

風船で， 僕の 額 を 押へ ながら、 「お 馬 鹿さん ねえ」 かう 云 

つ て 、 1^ をう ち へ 連れて行って 下す つたの を覺ぇ ておい 

で！^ すか。 今の あなた は、 その の あなた なんです。 僕 

に. 取って  。 ね、 さう でせ う，^ 

1^ 子 い え、 逮 ひます。 その の あたし は、 どんな ことで 

も， 平 であな た に 云へ たのが、 今の あたし は、 思って ゐ る 

ことの ハ 卜 分 も-あな た に 云 へ なくな つて ゐ るんで す もの 0 

S 出 雄 それや、 人 問が 年 を • 取れば， 分別と；： ムふ變 なやつ が、 

心-おの C 逸 を^る やうになります からね、 お * 丸 に 。 

ノ子 osc:-,^ ついて) 分別ば かり ぢ やない のね。 

SEffi- (笑 ひながら ：- 分別 顔 をした 無分別と 云 ふ 奴 も あり 

ますね U 俊なん かに は、 大分 それが ありさう です。 

1!^ 子 ほんと よ Q 

雄 あなたに どうして それが わかります。 

tss 子 (しみじみと) しば.，： くの 間に、 隨分 あなた も變っ 


ておし まひに なった わね-.' 

堆 どう 變 つたんで す。 (d3 子 LL 近づく) 

tis 子 どうって、 そり や、 もとから さう だと おっしゃれば 

それ ま で だけれ ど、 なんだ か あな た とお 話し をして ゐる 

と、 あたしの 云 ふこと が、 いちいち 的から 外れる やうな 

氣 がします の。 (間) また、 資際、 外れて しま ふんです 

ゎリ (笑 ひながら) よく ねらった つもりで も …… 。 

SS 雄 そり や 困りました ねり (問 01, お, やおと して) その 的 

と はなんで す。 

何に 限らず です わ。 

例へば …… 。 

例へば …… (間) 例へば …… (抑へ きれない もの も 

うつち や る やう-. I) 留 雄さん， お 願 ひだから あたし を そ 

ん なに いぢめ ないで 頂戴。 え、、 あたしが 馬鹿な の、 こ 

ん な こと を 云 ひ 出す なんて … … 。 でも， あな た は あた し 

の 苦しい ii!: 白 を も つと 素直に S い て 下さる だ ら うと 思つ 

たんです。 (泣きながら) あたし はどうしたら い、 んで 

せう。 (兩 手で 額 vnm ふ) 

雄 (1:^ 子の 肩に 手な かけ) もっと 早く あなたに 云って 

置けば よかった、 僕 は、 或る 女 を 愛して ゐ るので す。 

子 (！i  く 低く) ルイ ー ズ さんで せう〕 

雄 その 愛 は 遂げられない 愛 かも わかりません。 あの人 
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か ら愛 の 保證を 得る こと さへ まだ 出来ず にゐ るので す。 

しかし、 僕の 心は囚 はれて ゐ ます。 あなたが 僕 を 想って 

ゐて 下さる、 さう 知って、 心が .：• 亂れ はしても、 僕 は 

あなたから 差し延べ られた 手 を …； すぐ. 取る ことが 出来 

ない、 それ はわ かって 下さる でせ うね。 

US 子 (默 つて 靑く。 長い 沈默) 

留雄 話し を わき 道に そらさう とした 僕の 態度 は， たしか 

に 卑怯でした。 僕の 取るべき 道を敎 へて 下さい。 

子 (淋しく 笑 ひながら) い X のよ、 そんな こと。 あた 

しに はかま はないで、 あな た は あなた の 道 をお 歩きな さ 

い。 ぢゃ、 今 曰 はこれ でお 別れし ませう ね。 (静かに 立 

ち 上い， 0 あなたが 昔お 苦しみ になつ ただけ、 あたし も 苦 

しみます わ) (戶 14^ 開けろ) 

留雄 (頭ん ._垂 れ、 力なく 退場：) 

0 子 (送って 出な-から) やつば り， 每週 金曜 曰に は * い 

らしって 下さいね。 (やがて、 兩手 LL て^, やお ほひ、 入 

リ 來リ、 急いで ヒ， マ ノ 1^21 け、 t& にセ レナタ^^g-く) 

第 三 場 

前場と 同じ 場面 

. -ィ、 ズ (白い 羽极 のつ い；： 帽子-いくらか 落ちつか^ 樣 

子」 て) ぢゃ、 使が 来てから すぐね * 白 川さん のお 力ハ 


りに なった の は。 

下女 すぐで も 御座いま せんでした *  K 那樣 がお 出掛けに 

な つ てから も、 しばらく 奥樣 とお 話し をな す つ て いら つ 

しゃいました から。 

〃ィ， ズ おや • さう。 (il) 使 をよ こした 時、 .H 川さん 

はなん とか 云って らっしゃらなかった" 

下女 (笑 ひながら) い  え、 別になん とも。 

ルイ.' ズ (信じない や、 つに) 怒って らしった でせ う" (輕 

く 笑 ふ) ぢゃ * 奥さんに さう おっしゃって 頂戴ね、 すぐ 

お 暇し ますから つて。 (傍の 椅子に かけろ) 

下女 はい， 畏 こまりました。 (退場) 

子 Q ばかに 扉 1 ^開き、 强 ひて 笑 镇 1 化作リ ながら ィ， 

ズの方 近づく) 

〃ィ， -ズ (立ち上り) 今 曰 は。 

子 (日本：^ LL 會釋 して) いらっしゃいませ 。もう， 御 

用 はおす みに なり ましたの。 (ルイ、 ズに 椅子ん 二，'. -め、 

自 分 も かけ ろ) 

. ^ィ， ズ え >rc 今日は もう 通 い か らと思 ひまし たけれ ど 

…： (間) まだ： どなた かい らっしゃる かと 思って … … 0 

^子 白 川さん は. たった今、 ぉ歸 りに なりました わ。 

ルイ，' ズ さ、 「です つてね。 お 約束 をし といて、 すまな か 

つた けれど …： 。 これから どこへ いらっしゃ るって 云 ふ 
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ISS 子 そのこと なんでせ う， お尋ねに なった の は" 

. ^ィ， ズ え 、• さう です の。 

(間。) 

子 立派な 方です わ、 白 川さん は， 

(長い 沈 默。) 

〃ィ I ズ 何 か あの方が おっしゃ つたんで せう、 あたしの 

ことに つ いて。 

Has 子 あなた を 愛して おいでになる つて 云 ふこと だけ … … 

(It がかす かに ふろ へ ろ) 

〃ィ. 'ズ まあ、 今日。 

子 いきえ， も、 「ずっと 前の ことです わ、 そのお 話しが 

あつたの は-. - (ルイ ー ズの 方に 近づく) あの方 は， あな 

た か ら 早く い 、 御 返事 を 聞き た がって いらっしゃ ろん で 

すわ ひ 

(133 子、 そっと 電燈 つけろ。 ルイ， ズの 夢み ろ やう 

な 眼 房 子の！^ ましげ な 眼が 見据 ゑて ゐろ。 二人 は 

急に、 笑鎮 1 ^作ろ。) 

ルイ.. -ズ びっくりした。 

ISS 子 暗い 方が よご ざんした わね。 

第 四 場 

サゲヮ 地方。 ホ テ〃 のバ ル r- 一一  ィ。 午後 一 時。 


S 昨夜、 雨が 降つ たんです か。 

女中 い、 え、 時々、 夜露で こんなになる ことが 御 1  照い ま 

す、 _ へ 欄干 拭く) 

S 今朝 は隨分 寒かった。 

女中 ぉ天氣 のよ ろしい 日 一」 は、 夏で も * きまって、 朝 は 寒 

う 御座います。 (g) 光 月 は、 ずっと 雨で 御 li いました 

から， 今月 はきつ とお 天 氣が續 きませ うと 思 ひます。 お 

客樣 も-今月 に な つ て 急 に 殖え た ん で 御座 い ます か らゎ。 

S 冬 は 淋しいで せう ね、 此の 邊は。 

女中 どう致しまして、 却って 冬の 方が 娠 ひます の、 スケ 

1 ト で C 

留雄 あ \* さう か C  (間) 春秋 は靜 でせ う。 雪 もま だ 

ら ず- 木の葉 も 出揃 はない つて 云 ふ 頃 は。 

女中 さう で 御座いま すね。 十月と 四月 は ひまな 月 として 

御座います けれど、 日和 さへ よければ * 手前 どもなん か 

は、 お 客 樣が絕 えません、 溫泉も 御 鹿い ますし …… 。ctw 

除. ^終りて) あの、 ぉ晝 から、 お 二人とも. またお 出掛 

けで 御座いませう か。 

雄 多分。 どうして。 

女中 い、 え、 まだ 御 部屋が その ま乂 になって をり ます か 

ら …… 。 今日はつ い 手が 廻りませんで …… 。 

留雄 かま はない か ら、 % に し て 下さ い 。 どうせ 晚ま で に 


sr. 


は 散^に 出る から〕 

女屮 畏 こまりました" (力 クシより ijgij ンん 、取り出し) 

こ、 にこれ が 落ちて を り ま し た 。 奥 さ ま の で 御座 い ま せ 

'y.J 广. お 雄！ J-^ さう とすろ) 

SH 雄 その.；；？ -に S いといた. りい、 でせ う。 

女屮 では、 こ、 へ。 ？ ー. ソルの 上に S く) 御免下さい 

ませ〕 (^場) 

雄 ひ 2_ し 1= い^ 1^ して 欄干 * し 倚ろ) 

ルイ， ズの あなた そこに ゐろ c。 

^雄 (n えない ふり./ どして ゐろソ 

ルイ I ズ (モ絲 の ジャケ -ント LL 手ん, 通しながら 出で 來リ) 

どうして S いてき ぼり にす るの。 

雄 0=>^:1!けたま、) ！ 1^ しが 長くなる と 思った から… 


〃ィ I ズ あなた を 紹介し ようと 思って ゐ たのに、 いつの 

問に かゐ なくなって るるんで す もの。 

雄 (ルイ， ズの 方. ^ 向いて) をれ は 失蹬〕 誰です。 あ 

れは _リ 

^ィ ー ズ あたしの^ 校友 達よ. 綺麗で せう。 (間) もう 

結婚して 五 年になる の。 旦那さん は W 舍の 大地 主 だけれ 

ど、 ずっと 巴 5- にゐ て、 交際； j^,^ にも 顔の 賣れた 人。 あ 

れ でもう 1： 十な のよ。 つ てるから 若く見える わね。 


雄 今日 來 たんです ね。 

^ィ ス 此の 土地へ は 一週間 前から 來 てるんで すって。 

パ ラ ー スに 泊って るの。 こ  へ か はって 来る らしい わ J 

食事 を 褒めて たから …… 。 

留雄 僕の こと は 知って るんで すか。 

舡ィ ー ズ それが ね * 詳しい話 をしょう と 思つ てるう ち 

に、 何だか、 變な 工合に なって …… (間) でも、 日本 0 

畫 家で、 あたしの 親しい お 友達 だって、 さう は 云って 置 

いたんだ けれど …… 0 

§2 雄 さう です か 0  (ぷ いと 背, や 向ける) 

ルイ I ズ 今日お 茶に 呼ばれて るから. その 時よ く 話 をす 

る わ。 

(長い 沈 默。) 

留雄 (ルイ- ズ LL 背.^ 向けた ま. - 、スケッチ プクク 1 屮取リ 

出して、 寫生 なし はじめろ) 

ルイ ー ズ (お 雄-し i リ添 ひ、 な：：^ めろ やうに) 少し 歩い 

て 見ない。 

留雄 僕 はもう こ \ にゐる 0 がいやに なった。 

ルイ. 1.. ス どうして。 

雄 だんだん 人が やって来て， うるさ いぢゃありません 

か Q 

. ^ィ ー ズ 今時分 は、 何處へ 行った つて これ 位の. はゐる 
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わ。 避暑地で、 こんなに ひっそりした 處は， めったにな 

いこと よ。 (問) こ、 なら， ホテル を 一 足 出れば. 殆ど 誰 

とも 顔 を 合 はせ なくって い >- んぢ やありません か。 (間) 

ぃ靜 かな 森 も あるし …… (問) これから、 あの 谷 を 越 

えて、 向う の 丘に 登って 見ない。 あの 丘の 麓に 美しい 湖 

水が あるんで すって。 道が 惡 いから， あんまり 人が 行か 

ない つて、 昨日の 馬 草屋が 云って た わ。 

留雄 あなた も 人と 顏を合 はすの がいや なんです か。 

, ィ ，ズ あたし はかま はな い け れ ど …： あなたが ：：： 

0^ 子 LL 掛けろ) 

留雄 え 僕 はい やです。 殊に. さっき 晝 飯の 時に 出く 

はした やうな 眼附 は、 たまらなく いやです。 

ルイ， 'ズ どんな 眼附 よ」 

留雄 さっき、 食堂で、 あなたが 向う に 行って 話し をして 

ゐる 間、 あの 速 中が、 どんな 眼附 をして 僕の 方 を 見て ゐ 

たか， あなた は 知って ゐま すか。 

〃ィ -ズ あの人 達が。 

留雄 どんな 立派な 人達 か 知らないが、 あの 眼附 はなんで 

す、 無罎き はまる。 (寫生 帳 しま ひ、 成ろ可くシィ， 

ズ¥^見なぃ やう に 步 きま はろ) 

ルイ I ズ 人の 眼附 なん ぞ、 どう だってい X ぢゃ ありませ 

んか。 珍しい から 見て るんだ わ。 


留雄 珍ら しいから 見る、 成る 程ね〕 あの人 達に 限らず- 

僕 一人の 時なら • まあ. さう；^ れな いこと もない。 さう 

とば かり も 云へ ません がね U  (n) 然し. あなたと 一緒 

の 時 は. 僕 だけが 見られて ゐ るん ぢ やな いんです からね。 

あなたと 一 緒に ゐる 僕と 云 ふ ものが 興味の 中心になる。 

(so 與昧 だか 何だか 知， ら ない けれど ：… 。 (i!) 西洋 

の 女 を 連れて ゐる 東洋の 男が、 どう 云 ふ 意味で 人の 注意 

を惹 くかビ 問題です。 

〃ィ ー ズ 注意 を惹く  C は 男の 方と つ て ゐ な い で せう。 

あたし 達の 場合なら .：•• 。 

$ そこなん です"〕 冷 靜に考 へ て 見よ、 「ぢ やありません 

，>v 

，レイ， ズ そんな こと 考 へたって 何ん にもなら ない わ。 

留雄 なっても ならな くっても い. -ん です。 世の中に 不釣 

合な 夫妻と 云 ふやつ が ありま すね。 なんだ つ て あんな 

を、 さう 云 ほれる 女 も， 好い 氣持 はします まいが、 あれ 

でよ く 女の 方が、 かう 云 はれる 男 こそ * い X 而の 皮です 

からね。 (間〕 僕達の 方に 注がれて ゐ る眼附 が， た^ 珍 

らしい もの を 見る 眼附 だと 思 ふの は. どう で すかね- (間) 

僕の 方に は、 少 くも、 その 眼附 が、 「こん 畜 iH. 黄色い く 

せ に 生 意氣な 」 かう 云って ゐる のが 明かに わか るん で す。 

〃ィ I ズ 留 雄さん、 つまらな いこと を 云 ふの はよ しませ 
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うわ" s 今 だから 云 ふけれ ど * あたしと 一緒に 人前 

に 出る こと を、 あなたが、 何だか IE つてい らっしゃる や 

，「な 様子が 兑 えて 來 たので. あたし， 不思議に 思って ゐ 

たの C それ も * こ、 へ來 てからよ。 

雄 つまり 二人が かうな つてからで せう。 さう です， 僕 

は •  {：1 分，！： n 身が さう 云 ふ 限で 兒られ ろ ことよりも、 あな 

たが. ^と 一緒に ゐる e:^ に • 氣まづ い 思 ひ をな さり はし 

ないかと、 その 方が 氣 にな るんで す。 それから 惹 いて， 

あなた の 僕に 2^ する 心 持 に 、 暗 い 影が さす つ て 云 ふやう 

な ことが、 ない とも^りません からね〕 

£ い 沈^つ) 

ルイ I ズ 人の W わ 惑 や、 赞.： 問の 口の端で、 心が はり をす る 

や- 「な 女なら， 棄て 、しまっても 惜しく はな いぢ や あり 

ません か。 (ra) "ば を 云へば * あたし も- はじめの 二三 

H は- 人から じろ じろ 顔 を兑. りれ るの が、 何だか 氣 恥し 

いやうな 心 持が しました けれど * あたし が あなたの もの 

であり、 あなたが あたしの もの だと 云ふ氣 持が， だんだ 

ん はっきりして 来る につれ て、 今迄 は、 自分 を 世間のう 

ち， に 置いて、 いく.，：' か 人 ごとの や、 「にあた し 達の 關係を 

見て ゐ たのが， こんど は、 自分 を 全く 二人き りの 世界に 

置いて、 そこから、 平氣で 世間が 眺められる や，.' になつ 

たの。 だから、 人が どんな 眼で 見ようと、 こ つ ちから 


さう 云 ふ 人達 の 眼を嗤 つて やる だけの 餘裕 が出來 てゐる 

わ。 (間) あなた は あんまり 考へ 過ぎる のよ 。あたし 達 

が 不 釣合 だ とすれば、 あたしの 方に 寧ろ 足らな い 處がぁ 

るんだ わ. - 

お 雄 戲談を おっしゃい。 あなたに 缺點が あれば >  それ は 

美し 過ぎる と 云 ふ缺點 でせ う。 

ルイ I ズ そんな こと はま あ 別と して * 第 一 日本の 女で な 

いこと が缺點 よ。 

雄 僕が 佛蘭西 人で ない と 云 ふこと はどうな るんで す。 

ルイ I ズ それが あたしの 望みなん だからい、 ぢ やな い 

の _〕 

SE 雄 僕 も あなたが 日本の 女で ない こと を 幸 ひに 思って ゐ 

ろんで す。 

ル 》1 ズ そんなら、 それでい、 ぢ やありません かリ 

雄 あなた は、 僕 を 曰 本人. たから 愛する んぢ やない と 云 

ひました ね。 

ルイ- ズ それ は， あなたが， 日本人 だから 愛すろ と 云 ふ 

愛し 方なら いや だとお つし やつ たから だ わ。 

雄 さう でした ねい あなたが、 日本と 云 ふ 國に對 して 有 

つてお いでに なる 執 藩が 、 日 本人 で ある 僕に 對 する 好意" 

更に 愛情に なった ので はない かと， 僕 はた V それ を 恐れ 

てゐ ました。 あなたの {1^ 想で 築き上げられた^ 堂が、 ど 
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ん なに 美し いもので あつ て も- 僕が その sg! 堂の 庭に 生え 

た 草 かなん ぞの やうに， あなたの 感傷的な 氣 まぐれ を滿 

たす 爲 めに 摘み取られる こと だけ は いや だと 思 ひまし 

た。 § 

^ィ ー ズ まあ * そんな ：… 0 

留雄 僕の 云 ふこと を 終 ひまで 聽 いて 下さい、 處が、 近頃 

に なって、 やつ とさう 云 ふ氣 持ちが 薄ら いで 来たので す。 

それと 云 ふの も， 近頃の あなたに は- 僕 を 透して 日本 を 

見ようと 云 ふやうな 態度が、 殆ど なくなった からです 0 

少く とも、 かう して 二人き りで ゐる やうな 時 は、 僕 は， 

あな た が 俾蘭西 人 だ と 云 ふこと も、 樊が曰 本人 だと 云 ふ 

こと も 全く 忘れて ゐ ます。 (間) た 、どうかし たはず 

みに、 僕が 外國 人で ある こと、 殊に、 色々 な i! で 『1 りの 

多い 人種に 屬 してろ る 人間で ある ことに 氣 がつ いた 時、 

二人の 問に は、 今迄 知らなかった 大きな 溝が、 今迄 感じ 

なかった 大きな { や； 虚が 出来て ゐ るので す。 さう 云 ふ 時， 

あなたの 顏は、 まあ、 賴り なさと でも 云 ふや、 「な 感情で、 

ひとりで に 晴 くなる。 い >• え、 それ は ほ ん たう で す . (問) 

かうな つたら 何もかも 云 はして 下さい。 あなたが 僕と 話 

し をして ゐて、 例へば 日本人の こと を 呼ぶ のに、 も > 「例 

の 「あなた 方」 と 云 ふ 呼び 方 はなさら なくなった"： 力、 i し * 

その か はり * 第三者と 僕の 話し をな さる 時の あなた は、 


决 して、 僕の 腕に 抱かれて ろる 時の あなたで はあり ませ 

ん。 あなたの 心のう ちに， 或る 戰 ひが 起る。 その 戰 ひが 

どんな 戰 ひか、 僕に はわ かって ゐ ます。 その 戰ひ を默っ 

て 兑 て ゐる僕 は、 自分 の 身 を燒か れ るよりも つらい ので 

す-" (間) 今更 こんな こと. を 云 ふの も 馬鹿げ てゐ ますが. 

黄色人種に 對 して 有って ゐる 白人の 感情 は、 一般に， わ 

れゎ れが 甘ん じ て 受け 容れ られる 性質 の もので はあり ま 

せん。 たヾ、 どうす る こと も 出来な いのは、 肉 § ^的の 弱 

點 です。 猿の やうな 顔面の 骨格 や、 土の や i 'な 皮 慮の 色 

は 勿論、 あなたが • よく， 頸の 短い、 肩の 怒った、 尻の 

細い、 脚の 曲った 男の 後 姿を兑 て、 あれ は 日本人 ぢ やな 

いかと おっしゃる ほど 見す； はらしい 體 格- それ は 白人で 

ない 僕 自身で さへ も- 全く 滑稽に 感じ、 輕蔑 さへ したく 

なるほどの 醜 さです。 (間) さう 云 ふ 男の 1 人と 腕 を 組 

んで 歩く だけで も、 白人の 女に とって は、 大きな 屈： ぼで 

あるべ き箬 です。 

〃ィ } (キクと なリ) 屈辱です つて。 (EI) あなた は、 

御 自分 を どんなに 卑下な すっても、 まあ それ はかま はな 

いとして、 あたしが 夫 を 選ぶ 爲に、 總 ての 自由 を與 へら 

れてゐ る こと だけ は 忘れないで 下さい。 あなたが、 

どう 云 ふわけ で • そんな こと を おっしゃり 出した か * あ 

たしに はよ くわ かりません けれど、 若し 二人の 結婚に 何 


no 
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か 不滿を もってお いでに なるなら、 はっきり， さう おつ 

しゃって：！^ 鉞ね〕 (間) あたしが 普通の 女 だったら、 世 

問 並に、 た 1- 女好きの すろ 男、 さう 云 ふ 男に でもから だ 

を 委せた か も 知れ ま せん。 成る ほど， 異人 種 間の 結婚 は、 

に考 へな け れ ばなら ない 問題 に 遠 ひありません 

けれど、 あたし 達 二人 は、 お 互に、 先づ それぞれ 相手の 

國を 理解し、 二人の 問に は* しっかりした 心の つながり 

が 出 來てゐ る 以上， 少し 位の 障 eg はこれ から 立派に 取り 

除 けられる ものと 思って ゐ ました。 あなたの おっしゃる 

やうな こと は- ほかの 女なら いざ 知らず、 少く とも、 曰 

本人の i.: ハ、 しさ， ^神 的ば かりで なく • 肉體 的に も 特殊な 

突し さ を 認めて ゐる あたしに は、 丸で 緣の 遠い ことです 

わ。 そり や * いくらか 人の 前で、 あなたに も 巧つ かれる 

ほどの …… 心の 戰ひは 大袈裟 だけれ ど， まあ、 努力と 云 

へば 努力 をす る こと もあります" 然し * それ は. 決して， 

あなたに 對 する 不滿 から 生れる ので はなく， あなたが さ 

つき おっしゃった やうな、 .01 人の 偏： から、 どうかして、 

あなた を 救 ひた い、 11 言 紫 は？ 一 ャ 「御座ん すよ 11 どう 

かして， 日本人で ある あなたの 眞價に 尊敬 を拂 はせ たい、 

まあ， これ もつ まらない 自椅》 心からで せう けれど、 さう 

云った 心づ かひが、 つい ふだんの 落ち^き を 失 はせ るの 

かも 知れません。 そんな こと を- あなたが 一 々氣に 留め 


ていら しったら >  それ こそ- 人前に は 出られな いわ そ 

れも あたしが そんな こと を 苦 にして ゐれば 別 だ けれど、 

さう 云 ふ 一種の ゲァ 二 テは、 誰に だって あるんで すから 

ね。 II (優しく 笑 ひながら) 殊に 女に はね。 

雄 (いく 分 おだやかに) あなたの 心 持が それだけ わか 

れば * 何も 云 ふこと はありません。 

^ィ， ズ さ- もう 何も 云 ふこと がな けり ゃ此處 へいら つ 

しゃいし (別の 椅子.^ 引き 寄べ】、 くつ 、ける やうに 竝べ 

ろ) 

留雄 (間の 惡る さう に 腰ん」 下，^ す) 

. ^ィ ー ズ 散歩に 出る〕 

S 僕 はよ しませう リ (叙な そむけろ) 

ルイ ー ズ また そんな ：： (留 雄い-手.. 取って) こっち を 

兑 て御覽 なさい。 

留雄 (そっと〃 ィ， ズの 方ん」 見ろ) 

^ィ -ズ (お 雄の 兩 手.^ 取り * 笑 ひながら) さ * それで 

笑って 御覽 なさい。 

S3 雄 (しかたが なさ、 う LL 微笑む) 

ルイ- ズ (^足げ に) さう、 その 通り。 (留 雄の 方-し 戠 

近づけ、 萆> ^ひそめて) 一寸よ。 

雄 (極めて 輕く ルイ ー ズの頗 Li^^cJ- あてる) 

ルイ. -ズ 駄目. そんな。 (更に 額.^ 近づけ. 留 雄の 眼，^ 
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見上げろ) 

第五 場 

前場と 同じ 場面。 お 夜。 

留雄 ( 椅子に 倚リ、 瞑 恕-し 耽って ゐる： - 

(す ー ケス トラの 舞 か 止む と、 笑聲、 拍手の 昔が 

山乂々 聞え る。) 

〃ィ ー ズ (夜會 服 LL て 現 はれ • 留 雄.^ 見つけて) いや、 

また 置いて き ほりに して- くたびれ たの。 (後る.， -リ留 

雄の 頸 LL 腕 ，，ど 捲 さつけ る) 

留雄 業 はもう あんな 場所へ 出る の はい やです。 

ルイ， ズ わかって &ょ。 あたし だって 好きで 出 るん ちゃ 

ない わ。 (間ソ おや、 もうこ  > -にゐ ませう， ね。 (留难 

の 傍に 座 占めろ：) 好い 月 だ こと。 

(長い 沈 默。) 

S 僕に かま はないで * あなた 踊って らっしゃい。 あの 

連中に 惡 いでせ う- 

シィ ー、、 ス い \ のよ。 (ii) 蟲が 鳴いて る。 

广稍 長い 沈 ir) 

S 寒く はありません か。 

ルイ- ズ え >-、 少し。 广 肩 一士 すぼめろ) 

留雄 (立-つ 上リ 奥！， L 人る) 

I 


，ィ ー ズ 何處へ 行く の。 

(ォ ー ケス トラ の 音が 再び 起ろ。) 

雄 (ルイ I ズの マント，^ 持ちて 出で 來ろ) これでい、 

んで すか。 

,i ィ ー ズ え > -、 ありがたう。 (立ち上ろ) 

留雄 (マント.^ ルイ I ズに 着^ かけろ) 

ルイ- ズ (着 終りて、 留堆の 手 握る) 熱い 手， 熱が あ 

るん ぢ やない C  (腰， y ト るす) 

S  (立った ま、) チョコ レ ー トは まだ あつたか 知ら。 

〃ィ ー ズ あたしが みんな 食べた " (！！) おなか どす いた 

の。 @ 何 か 取ったら。 

(稍 長い 沈默。 〕 

留雄 ねむい ご 

^.1- ズ これ ぢゃ ねられない わね。 (間) どうして • そ 

んな處 に 立って るの。 

留难 (媵ズ ^ 下る す) 

ルイ I ズ 踊れ るんで せう" あなた。 

留雄 馬鹿々々 しくって。 

ルイ，' ズ でも • たまに は 面白い ことよ。 考へ ちゃ 出来な 

いわ-あんな こと。 (間) やつば り 生活 次第ね、 なぐさ 

みなん て 云 ふ もの は - 

留难 一時. 努めて やって 見よ > 「と 思った こと もあります 


n. ない A 


けれど、 こればかり は、 ど £ 'しても 氣が ひけて …… 。 

ルイ ー ズ 日本人 獨特の 自己批判ね- い、 こと だけれ ど… 

…担 もす る わね。 

雄 1^ る 程度まで.： in 分 を 忘れる ことによって、 却って 自 

分の 存在 を はっきり 摑 むと 云 ふやうな こと も、 考 へて 兑 

たこと があります、 バラ ドク サルな 云 ひ 方 だけれ ど。 

ルイ— ズ それ はほんと ね。 

雄 强く活 きる めに、 活意！ i ほど 邪魔になる もの は 

ない と s§ ひます。 

. ^ィ ー ズ さう とも 云へ ない わ。 曰 本人の 有って ゐ る：^ 敏 

な 牛： 活^ 識は、 歐羅 巴の 牛： 活に 織り込まれて みる やうな 

强烈な 刺激 に は堪 へ られな いのよ。 

雄 さ、 つかと 云って， 日本人の 多くが 今でも 粲て られな 

いで ゐる 概念的な 感情の 遊：^ に は、 僕 だって、 あきたら 

な いんです がね。 

ルイ ー ズ つまり *  い 玩具 を 菜て k、 新しい 玩具の 方に 

手 は 出した もの、、 扨て、 その 玩 せで 遊ぶ 段になる と • 

ど- 「も 勝手が 違って、 而 白くない つて：： ム ふわけ ね" (問) 

あたし は、 その 二つの；^ 具で 面白く 遊ぶ ， 」 と を 知 つ て ゐ 

るの リ 

ォ ー スト ラの音 止み、 一 とし さリ、 や、. ゆが 

問える。) 


SE 雄 日本に は、 御存じの 通り， 和洋折衷と 云 ふ 言葉が あ 

ります。 

ルイ， ズ 折 と 云 ふこと は、 必ずしも， ちぐはぐと 云 ふ 

ことで はないで せう。 (間) 怒つ ちゃい やよ. 折衷主義 

をけ なす あなたが、 現在 一 番 ちぐはぐな 生. 活 をして いら 

つし やる んぢ やなく つて。 (！ I)  ：c 洋の 坐活を 肯定な さ 

る あなたの 思想 は、 nl 本ん として あなたが 有って おいで 

になる 傳統 的な 感情、 それ は 恐らく 世の中で 最も 洗諫さ 

れ た 感情よ —— その 感情と 背中 合せ をして ゐ るんだ と 思 

ふわ〕 日本人の 美しい 感情 生活 を土臺 にして、 西洋の 論 

理 的な 思想 牛 -活 を 築き h げる こと は， あたし 達に はそん 

な六ケ 敷い こと ぢ やないで せう。 たど、 それに は、 一 方の 

生活 を 全然 棄て、 しま ふと 云 ふやうな 問 違った 考へ を、 

起して はならない のよ。 S それから また、 さう 云 ふ 

新しい： if. 活 が、 比較的 動きつ よめる 日本の 社會 に， 生れ 

る！？ 能 性が 多い と. * ム ふこと も考 へて 兑る 必要が ある わ。 

雄 それで、 曰 本に 行かう とおつ しゃ るんで せう。 (相 

手の 心中，^ ど 兑 破った 誇り、 さう いふ 誇 リ^ 示した 笑 ひ 方 

1^ すろ) 

ルイ— ズ (-; ；: めら ひな. から) まあ、 さう： K ふこと になる 

わね" (間) あなた、 どう 思って。 

留雄 僕達 は どこへ 行っても • 此處に 居る 以上の 自 .5 は S£ 
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られ ない と 思 ひます。 自分 を 脅かし 束縛す る社會 に、 ど 

んな 優れた ものが 潜んで ゐ ようと- その 社會 は全體 とし 

て 自分 を 活かし はしません。 あなたが 度れ ておいで にな 

る 日本と、 僕が 惜しげ もな く棄 てた 日本との 間に、 どれ 

だけの 隔 りが あるか、 それ は、 僕 だけが 知って ゐて、 あ 

なた に は 分らな いんです-蘭い 日本の 事 は 云 ひますまい。 

又、 將來の 日本が どうなら うと. そんな 事 は 僕達の 知つ 

た事ぢ やない。 僕達 は、 た^、 現在の 日本が、 どの 點か 

ら 見ても、 矛盾と 破綻に 満ちた 住み心地の 惡 ぃ社會 であ 

る こと を 知って ゐる だけで 澤 山です。 あなたの 美し い 空 

想 を ぶちこ はす だけで も、 今日 本に 行く こと は考へ もの 

です。 現實の 日本が、 あなたに どんな 印象 を與 へる か、 

それ を 思 ふと、 僕 は、 自分が 日本人で ある こと を 情けな 

く 思 ひます。 目の あた り 赤裸 々 な 日 本人 の 生活 を御覽 に 

なって * あなた は • きっと、 日本人 を 夫に 有った 事 を 後 

悔 なさる に 違 ひありません。 その 時、 此の 虔は どうなる 

ん です- 

^ィ ー ズ (笑 ひながら) 大丈夫よ. 留 雄さん。 あたし は、 

現在の 日本 を 最も 正しく 視る 方法 を 父から 敎は つ てゐま 

す」 その 點は 誰よりも あたし を 信じて 下さい。 

留雄 われわれ は、 學者 ゃ藝衔 家の やうな 態度で * 常に 自 

分の 周圍に 接すろ こと は 出来ません からね。 


ルイ ー ズ 出来ない 箬 はないで せう。 

留雄 出来ません。 

ルイ- ズ 出来ます。 (挑む やう LL 留 雄：： 级，^ 見つめて 笑 

ふ) 出来て よい 

留雄 あなたが 日本に 行かう とおつ しゃる の は、 外に 理由 

が あるんで せう。  - 

ルイ， ズ どんな 理由。 

留雄 あなた はやつ ばり • こ  >- で 僕達に 注がれて ゐる 世間 

の 眼 を 怖れて ゐ るんで すね。 日本に 行けば * さう 云 ふ 股 か 

ら遁れ る ことが 出来る と 思って おいでにな るんで せう。 

. ^ィ ー ズ あなた はさう お 思 ひに ならない。 

留雄 あなた は、 僕と 一 緖に此 處にゐ るの が、 そんなに 辛 

いんです か。 (立ち上って， ルイ ー ズの側 離れろ) 

ルイ， ズ まあ 驚いた」 あなた はさう 云 ふ もの  >-考 へ 方 を 

なさる の。 (間) あたしが 怖れて ゐ るの は. 世間の 股で 

はなく つて、 それ を 怖れて おいでになる あなたの 眼よ。 

(間) だから、 あなたが、 御 自分と 親しい 周圍 に. 取卷か 

れ ると 云 ふこと が、 あなたに 取っても、 あたしに 取って 

も. 結局 幸福 ぢ やない かと 思 ふんだ わ。 

留雄 僕に とって 自分と 同じ 周 園が、 あなたに-取って は ど 

うか、 それ はわ かってお いでで せう ね。 

〃ィ， 'ズ 日本に 居る 外國人 は、 みんな 日本人の 慎み深い 


へ 遇に (in えして ゐ ます。 あたし は- 日本に 行って、 あな 

たが„^2^4^巴で1^^^遇なさろ やうな 11 それ も いくらか、 あ 

なた の 思 ひ：？ 〔3 しが あるに は ある けれど —— さう 云 ふ眼附 

で 兑られ る やうな こと は 先 づ な い と 思 ひ ま すわ。 

SH^ 成ろ 程、 さう でせ う。 {II 人種，：；：^ れた特 IIT か、 黄色 

人 担の 社.^ いで、 一 1;^ 光って 見えろ のは當 り 前です からね リ 

ィ-ズ (嘆願 マる やうに) 雄さん。 

W 雄 僕 は 日本に 行きません。 (問，) 行く の はい やです。 

(^ン 僕 は， 何 illl の •  .m.E な 半； 活 だけが、 人と して、 ま 

た^ 術 家と し て の 僕 を 宽大 に 育て \ くれる こと を 信じ て 

ゐ るので す。 さう して、 その 生活の 中で、 佛蘭西 人で あ 

る あなたの 濃 やかな 1 が、 僕の 魂を燒 きつく して くれ 

る こと を んでゐ るので す。 

(ォ ー ケス トラの 昔、 更 LL 起ろ。) 

ルイ I ズ (瞬. V  、もせす LL*  くの 何もの か 1<5- 見つめ て ゐ 

る) 

お 雄 (^ィ ー ズの 傍らに 腰 下し) ルイ I ズ さん、 日本 

に 行く こと だけ は 思 ひ 止って 下さい. - 

ルイ ー ズ ぢゃ、 しばらく でい X から- 兎も角 日本 を 見せ 

て M 戴」 永住し なくって もい >t から、 旅行者と して、 日 

本 を 訪ねる だけ、 ね、 それならい. -で せう。 いやにな つ 

たら 何時でも こ つちへ 歸 つて 来る ことにして、 1 と 先づ、 


此の 土地 を 離れて 見 ませう" 

留雄 ど、 「云 ふ 理由が あっても、 僕 は 日本の 土 を 踏みた く 

ありません。 (間) そんなに 行きた ければ * あなた 一人 

で 行ったら どうです。 

ルイ， ズ あたし 一人で。 (かう 云って、^ ど 1^ 迫 的な 身 

構 へ ， ^マる) 

留雄 だって、 さう する よりしか たがな いぢゃありません 

か。 

^-ィ，ズ (憤り.^ 抑へ VO よう 御座ん す 。さう しませう。 

(辱，^ 嚼む) 

留雄 僕の 云 ひ 方が 惡 かった かも 知れません。 一入で 行け 

と 云った の は * 勝手にし ろと 云 ふ 意味 ぢゃ なかつ たんで 

す。 日本 を 見たい と 云 ふ あなたの 御望み は、 11^^實現さ 

せなければ ならない。 僕 は 色々 の 事情で j 緒に 行く こと 

は 出来ない けれど、 幸 ひあなた は 旅行に も 慣れて おいで 

になる し- 時機 を 見て * 長く とも 一年 か 二 年、 …… 

ルイ ー ズ い X え- (EE) あなたが 日本に 行く のがい や だ 

とおつ しゃるなら • あたし は怫蘭 西に ゐ るの がいや だと 

も 云へ るんで すからね^  二人の 違った 欲望 を 同時に 滿た 

す ことが 出来ない とすれば、 道理に 道 を 讓る外 はない と 

思 ひます。 あなた は 御 自分の かたくなな 自尊心で、 二人 

の 生活 を破壞 しょうと なさ るんで すね。 
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留雄 さう でせ うか。 あなた こそ. 御 自分の 見 榮と氣 まぐ 

れで、 一 一人の 愛 を 傷け ようとな さるん ぢ やありません か。 

〃ィ， ズ (努め-:、 冷やかに) さあ. どうで せう， - (間) 

あなた も >  わからない 方ね" 

0 おい：^ き) 

S 此の 問題 は 集 達 一 一人 だけで 解決で きる 問題で はな い 

と 思 ひます G 

んィ I ズ 第三者に 相談ので きる 問題で もないで せう。 

留雄 だから、 此の 問題 は その ま 、にして おいて、 もっと 

根本 か ら 二人の 立場 を はつ き り さ せ て 置か う ぢ や ありま 

せんか： 

ルイ， 'ズ 立場と 云 ふと ：： 0 

S 僕達 ほ 自由なん ですからね- 

ルイ， ズ (息づ まる やう- レ) それ はわ かってる わ- (間) 

ぢゃ、 やつば り- 勝手にし ろと おっしゃる のね。 (涙ぐ 

むソ 

留雄 さう 云 ふ もの、 云 ひ 方 はよ しませう。 お 互に 自由 を 

尊重す る こと は、 お 互の する ことに 無關 心で あるのと は 

違 ひます。 二人の 愛が、 しっかりした 根抵の 上に 築かれ 

てゐる ものなら、 離れて ゐる 二人 を 何時か また 結び 附け 

るで せう。 僕達 は先づ 信じ 合 はなければ なりません- 

ダイ }  Oi!l きながら) その 愛が ほんた うの 愛なら. 今 


二人 を 引離す 害 はない と 思 ひます わ。 愛よりも 强ぃ 何も 

のか ヾ、 あなた を 支配して ゐ るんで す。 信じ 合 はな けれ 

ばなら ない とおつ しゃる けれど • あたし は、 あなた を ど 

う 信じて い  >- のか わからな いぢゃありません か。 

留雄 あなた も 少し 蟲 がよ すぎ はしません か。 假に. 僕が 

あなたに 讓步 するとし ます。 あなた は それ を 愛の. M?^ と 

なさる でせ うが、 僕 は 何に よって あなたの 愛 を 確め る こ 

とが 出来る のです" 

ルイ ー ズ (情けな さう-し) だから、 あなた はわから ない 

つて 云 ふの。 あなた は、 あなた 御自身の ことば かりし か 

考へ てい らっしゃらない けれど- あたし は、 あたし 達 二 

人， 殊に あなたの 爲 めに 考 へて るるんだ わ。 

留雄 それが 實際 * 僕達の 爲 にも 僕の 爲 にも • ならな かつ 

たら どうします。 (I?) あなた もやつ ばり， そんな こと 

で 人が 悅 ぶと 思って ゐ るんで すね。 

〃ィ I ズ なんの 意味- それ は。 

留雄 なんでもありません。 

ルイ ー ズ (むっとして) あたし は、 それが きら ひ * ちゃ 

んと 云ったら い いぢ やない の。 

留雄 (默リ 、、くって ゐろ) 

，ィ ー ズ (脅かす やう LL) なによ e  (間) 云 はない の。 

留雄 儘の 爲だ などと 云 はずに、 あなた 御自身の 爲に、 日 
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Id-  f5  m  ^ お- 


本に 行くなら、 やつば り 一人でい らっしゃい。 (間) 一 

時で も 二人が 別れて ゐる こと は、 僕達に とって 尊い 試練 

です。 僕 だけ は. 甘んじて， その 試練 を 受ける 覺悟 をし 

ました 0 

ルイ I ズ あなたの 冷たい 资 悟で、 どうやら あたしの 決心 

も を さました やうです。 こ の 決心が 鈍らな いうちに、 

早く 旅の 支度 をし ませう。 (立ち上って、. W 干に 倚る) 

(ォ. 'ケス トラの 音 止み、 更 LL^ しい 拍手と、 けた、 

ましい 笑聲が 起る じ 

^ 六 場 

雄の 室" 午後 十 時。 

雄， "おおでし" おて ゐる。 

SS 雄 (d5 子の 差し出す 茶 ^If ^受け取 リ) ありがたう、 あ 

なた は。 

あたし. あとで。 濃す ぎ やしない。 

(茶.^ 飮 みかけて) 熱い。 

あら、 ごめんなさい。 (笑 ふ) 

もう 遲 いでせ う。 

まだい  わ。 どうせ 歸 つたって、 なんにも する こと 

はな いんだから …… 。 

5S 雄 手 嫁 君が 心配 するとい けない。 


房 子 い  >- のよ。 こ  > -に來 てること がわ かって るんだ から 


(稍 長き 沈 默。) 

留雄 何時です。 

IISS 子 十 時よ。 ルイ ー ズ さん は 今頃 どの 邊か 知ら …： 船が 

あしたの 朝 だから 忙しい わね。 でも 元氣 ね、 あの方。 や 

つばり 西洋の 女 はえら いと 思 ふわ。 どこへ でも 一人で 平 
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ませう か。 
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留雄 ほんと に、 溪に かま はないで、 もう 歸 つて 下さい。 

1I& 子 (默 つて 氷嚢に 手 1 ^のせろ ) 

留雄 僕の 心 は 今、 落ちつく 處に 落ちついて ゐ ます。 ^獨 

と 云 ふ 深い 洞穴が それです。 き 分の 難 だ けが 自分の 耳に 

響いて 來る、 それ をぢ つと 聽 きすまして ゐる ほど、 安ら 

かな 生活が どこに あります。 

ds 子 さ. もう そんな こと は考 へないで、 靜 かにお やすみ 

なさい 0 

留雄 僕の 心 はもう あの 女から 離れて ゐ ます； 僕 は 誰から 
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どこ そほんと に それが わかる わけ。 さ • もうお しま ひ， 

この 話 は) 

雄 待って 下さい。 あなた は 苦しむ ために 苦しむ と 云 ふ 

ことが， つまらな いこと だと 思 ひません か。 

&子 だからい、 のよ …… あなたに 此の 氣 持が わかる 箬は 

ないし ：… 。 S それに. まだ ルイ， >ズ さんの こと を 

お忘れになる の は 早い わ。 そんな もの ぢ やなく つてよ。 

ルイ ー ズ さん は、 今日、 あなたが 停 审 場へ いらっしゃら 

な い こと を不 s)！！ に 思 つてい らしつ た わ、 汽 isi. が 出る ま 

で、 改札口の 方ば かり 兑て …… 。 

(稍.^{き沈，ぉ。) 

雄 もうなん にも 云 ひますまい。 此の 問題 は 時が 解決し 

て くれる でせ う。 たに、 僕が 一 人 ぼつち、 たと 云 ふこと だ 

け J:;^ じて 下さい。 

1!^ ゾ子 あたし も！ 人 ぼつち …… 。 

SE 雄 (憐み，^求めるゃぅ1:1::;3子の级，ケ見る) 

1：55 子 だけど， あたし は、 1 2^ 前の あたし ぢ やなく つてよ、 

どんな ことがあつ て も  0 

Si 雄 房 子さん" (泣いて ゐろ ：} 

&子 さ > 何ん にも 云 はないで 寢 ておし まひなさい …… 0 

淚 なんか 出して …… お 馬鹿さん ね。 (留雄の！^^^拭ぃた 

ハンカチで、 そっと A! 分の 1^,^ 拭く) 
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時 

1 九 二 〇1 ^晚秋 

處 

填 併 の 21 境-」 近 さ チロル • ァ ブスの 小邑 づ〃 チ 

ナ 0 

ァ マノ 

ス テ ラ 

エリ ザ 

ホテル • パンシ ョ ンの 食堂。 午後 七 時。 

スト ー プの 火が 燃えて ゐろ。 

ス テゥ、 喪服、 ゲ H 1 かで 眼^ a つて ゐ ろ。 珈琲 飮 

みながら、 害 物の 頁 v;^ 綠 ろ。 

エリ ザ、 珈琲 注 ざ 1^ 持ち たるま、、 傍らに 立つ。 

ほかに 誰も ゐ ない e 

H リザ 明日 は あなたが おたち、 明後日 はァ マ ノ さん 

さう すると 


40 


^^：のルロ チ 


ま 

め 

御 

切 
ね 

め 
な 
た 
は 

ラ 

花 

受 
け 
取 
リ 

ひ 
ん 

な 
力： 
ら 

リ 

あ 
た 
し 
に 

M 

で 
せ 

し 
出 
し 

リ 

r 
マ 
ノ 

な 
つ 

濟 
み 
ま 
せ 
ん 

ハ 
ス 

テ 

の 
方 

花 
束 

差 

、) 

ザ 

御 

ゆ 
つ 
ぐ 

0 

で 

た 
わ 
ね 

來 

1、 

0 

八 

此 

の 

ァ 

ノ 

手 

サ 

ラ 

の 
花 
束 

持 
ち 

入 

ス 

ラ 
ハ 

ひ 

>  • 

か- 
ら 

眼 
な' 
あ 
げ 
て 

リ 

な 
ん 

て 

ら 

あ 
な 
た 

が 

シ 
シ 
ソ 

へ 

ら 
つ 

や 
る 
つ 
て 
い 

«^、 

お 
話 
を 
し 
た 

せ 

そ 
れ 

は 

つ 
キ 
り 

決 
め 
に 
な 
つ 
た 
わ 
け 
ち' 
や 
な 

ん 
で 

ザ 
さ 

る 
ん 
で 
す 

つ 
て 

あ 

の 

ス 
ラ 

ハ 

物 
1： 
眼 
な' 

と 
し 

-C 

リ 
フ 

レ 

ン 
ス 
へ 

ら 
つ 
し 

や 

開 
け 

て 
置 

わ 
け 
に 

ま 
せ 
ん 
し 

し 
や 
る 
ん 
で 
す 
け 
ど 

め 
の 
方 
お 

人 

の 

に 

の 
ホ 

ノレ 
を 

の 
は 

か 
ま 
は 
な 

か' 

ら 

に 

い 

て 
< 

れ 

て 
お 

つ 

つ 
て 
ね 

あ 

の 

方 

4、 
お 

m 
を 
お 
出 
に 
な 
つ 
て 
か' 
ら 

隨 
分 
に 
な 
る 
ん 
で 
す 

わ 

ァ 
マ 

ノ 

壯 
嚴 
で 
す 
ね 

め 
の 
眺 
め 
は 

あ 
た 
し 

め 
の 
山 
に 
映 
る 
夕 
陽 
の 
色 
が 

な 
の 

ス 

ラ 

し 

あ 
し 
に 
拘 

ら. 

よ 

あ 
な 
た 
も 

見 

ら 
れ 

わ 
る 
い 

や 

な 

は 
な 

々 

ら 
な 
い 

そ 
れ 
に 

め 
そ 

は 
公 
m 
で 
す 

マ 

ノ 

見 
ら 
れ 

て 

力' 
ら 
世 
話 
は 
な 

ん 

すい 

ラ 

人 
に 
見 

ら 
れ 
な 

や 

に 

人 

の 
す 
る 

« — 

を 
見 

な 

ァ 
マ 
ノ 

ど 

5 
と 

が 
お 
好 
き 
ね 

め 
な 
た 
は 

ラ 

別 
に 

不 
思 
議 
は 
な 

で 
せ 
つ 

广、 
間 

ひ 

マ 

ノ 

< 

御 
存 
じ 
で 
す 
ね 

ス 

「. 
努 
め 

氣 
輕 

に 

'ゾ 

お 
城 

ァ 
マ 
ノ 

ハ 
や 

肉 
な 
微 
笑 
プぉ 
泛 
ベ 

例 

の 

ス 

と' 

へ 
い 

ら 
し 
つ 
た 
の 

今 
曰 
は 

ァ 
マ 
ノ 

「. 
な 

じ 
め 

ろ 
ソ 

つ 

ゆ 
つ 
ぐ 

召 
上 
れ 

ス 

ラ 
广， 

物 
力' 
ら 

ん 
離 

に- 
リ 

え 
お 

へ 

-ァ 

マ 

ノ 

奥 
さ 
ん 
は 

も 

1 

お 
す 
み 
で 
す 
力' 

栗 

、) 

ザ 

皿 

蓮 
び 
な 
か- 
ら 

ゾ 

鲇 
で 
す 
の 

そ 
の 

と 
が 

マ 
ノ 

へ 

食 
卓 
1: 

ェ 
、j 

ザ 

今 
曰 
は 
な 
に 

1： 

秋の ル 口 チ 


41 


そ 
り 
や 
さ 

わ 

ス 

れ 

5 

ね 

席 

長 
綺 
子 
に 

ュ"^ 

け' 
か 

る 
リ 

思 
ひ 
寸 

す 

わ 
れ 
/ 
\ 

It 

れ 
ほ 
ど 

fj、 
け 
離 
れ 

は 
し 

ゐ 
な 
い 

の 
ん 

M 
味 
が 
な 

ん 

で 
す 

し 

ろ 
な 

そ 

け 

人 

が 
何 

A 

い 

ふ 
に 

ァ 
マ 
ノ 

m 
は 

分 
が 
曰 
本 
人 
で 

そ 
れ 
ほ 

と 

注 
意 

干 
す 
リ 

ス 
ラ 

か 
つ 

珈 

琲 
の 
最 
後 
の 

P 

飮 
み 

め 

た 
は 

ァ 
メ 

力 
人 

や 
な 
い 

相 

手 
プぉ 
見 
据 
ゑ 

ァ 

ノ 

宿 
帳 
は 
宿 
帳 
で 
す 

ラ 

宿 
帳 
を 
御 
覽 

な 
れ 
ば 
わ 
か 
ろ 
わ 

•0 

ん 
で 
す 

ァ 

マ 

ノ 

僕 
it 

ま 
だ 

め 

な 
た 
が 
ほ 
ん 
た 

に 
何 

區 
の 

方 

T 乙 
力、 
知 

ス 

ど 

違 
ふ 
の 

局 

T 

ノ 

信 
仰 

ぢ 

や 
チ- 

い 

で 
せ 

5 

ス 

め 

し 

敎 

0 

な 
た 
は 

ソ 
ス 
チ 

ン 
で 
せ 

敎 
的 
な 

美 

し 
さ 
を 
有 

つ 

ゐ 
す 

r 

マ 

チ 

ノレ 
の 
自 
然 
は 

坐 
活 
も 

ふ 

だ 
が 

祈 
り 
の 
美 
し 

ね 

ュ 

ス 
チ 
ソ 
ク 
な 
と 

ろ 
力 二 
め 
る 
で 
せ 

ェ 

ザ 

急 
で 

プグ 
の 

ぬ 
'じ、 

1 こ 

驰 
せ 
寄 
リ 

力 
\ 

テ 
ン 

ス 

耳 

澄 

し 

て 
リ 

ザ 
ん 
聞 

ん 

な 

お. 

僕 
は 
今 
曰 

つ 
ぐ 

ぐ 

思 
ひ 

し 
た 

ァ 
マ 

え 

ス 

ラ 

さ 
め 

情 
熱 
づ 
て 

さ 

ュ 》 

思 
ひ 
に 
な 
り 

せ 
ん 
か 

て 
の 
ぐ 

せ 

1 
の 

に 
は 

可 

し 
い 

ぐ 
ら 
ゐ 

m 

で 
1 

友 
情 
に 
對 

は 

恐 
し 
い 

ど 
敏 
感 
に 
な 

T 
マ 

ノ 

旅 
を 
す 
る 
人 
間 
の 
心 
持 
は 

變 
な 
も 
の 
で 
す 

ス 

半 
ば 

徵 
笑 

以 

て 

ほ 
ん 

1 
ぢ 
や 
な 

な 

互 
に 

な 
ら 

何 
れ 
に 

生 
の 
別 
'み 

氣 
が 

-in 

す 

ね 

ァ 
マ 
ノ 

僕 
は 
ど 

だ 
つ 
た 
か 
な 
め 

よ 

ス 

笑 

ひ 

な 

が 

ら 
リ 

あ 
た 
し 
は 

あ 
な 
た 
に 

云 
一 J 

た 

い 

づ 

か、 

さ 

お 
ゥ 

や 
つ 
た 
わ 

や 

ん 
で 
せ 
5 

ェ 

V 

ザ 
お 

も 

た 

春 

に 

な 

た 

ら 

へ 

い 

り 
つ 

し 

知 
れ 
な 

い 

わ 
ね 

ス 

葉 

意 

て 
ゐ 

や 
1: 

生 
の 
御 
別 

"^乙 
力、 
4 

r 
マ 

ノ 

奥 
さ 

ん' 

た 

つ 

お 
別 
れ 
し 
な 
け 
れ 
ば 
な 

0 

-* 

せ 
ん 
ね 

it 

%^ 

0 

秋' 


LL あけ) どこ …… 0 

ァ マノ  (而 白が つて) こっち だ。 

H リザ (J^ う 一 方の $1 つし 行き) うそ」 

ス テラ (笑 ひながら) やつば り • こっちよ， そら …… 0 

ザ (そっちへ 行き、 今度 は S ひ 切って 窓， か ^ け) 

こ >t よ、 ル ナ アト  0 

どうしたの。 

え， 伯父さん？ 

町へ 行った の …… 。 

まだい i のよ。 

あら …… 

ぢゃ、 どこで …… ？ 今す ぐ？ ぢき 行く から 待って >!o 

Gl^^^m める) 

ス テラ こ へ 連れてい らっしゃ いよ， 一度 …… 。 

H リザ (そ はくしながら、 ァ マノ に) ゆっくり 召 上つ 

てい 纟。 

ァ マノ ゆっくり …… ？ 不思議 だな あ …… C 

ぢゃ、 食 ふ もの は、 みんな、 こ、 へ 出しと いて …… 

勝手に 食 ふから …： 。 

H リザ の 皿と 珈啡. ^述 び) ほんと にい  >- こと …： ？ 

ァ マ ノ 伯父さんに 云 ひつけよう かな。 

H リザ さう したら、 逸げ 出す ばかり だ わ、 あたし …… 


广 くるりと 廻る) 

ス テ ラ さう/ \  0 

早く 行って おあげなさい。 

じれった がって ゐる わ、 あなたの 少尉さん …… 劍を がち 

やく 云 はせ て …… 「- 

H リザ (..^;1-/\しズ〕 たまに はい  >- のよ 0 

ス テラ おや …… 今頃から。 

H" ザ (髮に 手.^ あてながら • 戶 口 LL 近づき) 伯父さん 

が歸 つて 来たら、 もう 寢 てるって 云って 頂戴ね し 

ァ マノ 何處で …… ？ 

エリ ザ (走 リ去リ ながら- いやな 方〕 

ァ マ ノ 此の 夏、 或る li 逸の 士官に 聞い たんです がね …： 

戰爭中 ， 佛蘭西 の 田舍を 占領 して ゐた 先^ た ちの 中 隙が、 

い よ/ \ 引上げ るって いふ 日. 村ぢぅ の 若 い 娘た ちが • 

道ば たで、 聲を 立て、 泣いた つて 云 ひます からね。 

ス テラ いやな 話ね。 

ァ マノ さう か 知ら …： 。 

ス テラ それに … … (何 か 云 はう として； a L1 口 ，^ t ぶむ 〕 

ァ マ ノ あなた は * 人間の i とい ふやうな もの を、 わり 

に、 甘く見て おいでの やうです ね。 

ス テラ わりに …… です か 

ァ マノ さう でせ う。 


秋の ル 口 チ 
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秋の 


丫" をな さる …； それ も 夢 …… 。 

^わ をな さる …； それ も 一 つの 夢 …… 0 

ス テラ 待って 頂戴 ：… 。 

か して、 あなたと お話し をして るの は …… 0 

. 6^ …… 0 

第 一 、 あたし は：^: きて ゐ ます。 

ァ マ ノ あなた は * あなたの 夢 は 牛： きて おいでになる。 

ス テラ そんなら 1 つの 夢 をね。 

ァ マノ 思 ひ 出で せう …： 悲しい、 華やかな …… 0 

よく ある やつ だ。 

ス テラ うれし さう ね。  . 

ァ マノ ちっとも …… Qs: 〈面目に) 

僕が、 やつば り、 さう なんです。 

(沈默 a) 

ス テラ さう お つし やる だら う と 思 つ て ゐ ました。 

ァ マノ 一； ム はなく つても よかつ たんです。 

ス. テラ ぢゃ、 何 かもつと. ほかの 話し をし ませう。 

ァ マノ ほかの， 話し …… それ もい- - でせ う。 (間) 

あなたが、 いつも 讀ん でい らっしゃる 本 ：… あれ はなん 

です。 

ス テラ これ？  (\ ^に 持ちた ろ 本 見せようと して、 慌て 

て後ス へ uiT) 


なんでもい  >-ぢ やありません か。 

もう * あたしに， 何ん にも 訊かないで 頂戴、 ね。 

質問 は， 一切 • 受け附 けない ことよ。 

ァ マ ノ それ ぢゃ、 お話しが できない。 

今迄， かう いふ 機， vtl がな かったんです。 

食事が すむ と、 あなた は、 いつも 人 を 避けて、 讀 書と 暝 

想に 耽って おいでになる。 

此の 食堂 以外、 僕 if あなたに 近.： 合る こと すら 出来な か 

つたんで す 0  、問) 

今日は、 最後の 晚ぢ やありません か。 

ス テラ 最後の 晚 …： 

それ も、 空想の 遊戲 ね。 

ァ マノ さう です  

その { や： 想の 遊戲 を、 もっと 面白く する 方法はありません 

か …… 二人で ：… つ 

ぉ斷 りして 置きます が …… 

あしたの 朝， あなたの 馬車が あの 峠を越え たら 1 僕 は 永 

久 にあな たの 夢から 消え てし ま ふ 男です。 

ス テラ あなた は、 眞 面目に、 そんな こと を おっしゃ るの。 

ァ マノ さう いふ もの ぢ やないで せう か。 

旅人 同志の 心 は、 約束に 縛られない 友情で 結びつけられ 

る ものです。 


秋の んロチ 


また 握れる かどう か、 わからない、 さう 思 ひながら 握る 

手に、 旅ら しい 自由な 力が 籠る んぢ やないで せう か…。 

この チ ロルの 山奥で * お 互に 身の上 話し さへ した こと G^i 

ない 二人が …… 

二  K と 再び 會 はない とい ふ 誓 ひ を 立て た 上 で 、 

久しく 別れて ゐた戀 人の やうな 一 夜 を 明かして 見たら.：. 

どんなに、 面白いで せう。 (間) 

よう 御座ん すか …… 

あなた は、 夢を見て おいでになる。 

もう 一 人、 夢を見て ゐる 男が ゐる …… 

二人の 夢が • 重なり合 ふ …… 

た^， それだけ …… (間) 

夢で 遇った 二人が、 夢で 戀を する。 

どうです  

さう いふ 戀を、 一度、 して 見たい と は 思 ひません か。 

ス テラ あたし は. 一人で 夢を見て るる 方が い 、の。 

ァ マ ノ あなた は あなたで、 好きな 夢 を 御 K なさい。 

僕 は 僕で、 好きな 夢を見ます。 

ス テラ それで. どうす るの。 

ァ マ ノ あなたが 愛して いらっしゃる 男が、 僕 だとし ます 0 

ス テラ あなたが 愛して おいでになる 女が、 あたし …：. ？ 


ァ マ ノ 僕と あなたと ではない …… 

あなたの 戀 人と、 あなた …： 

僕の 戀 人と • 僕 …… 

とが、 今、 こ  > -にゐ る わけです。 

ス テラ (笑 ひながら) それから …… ？ 

ァ マノ それから は、 云 はなく つても おわかりで せう。 

ス テラ それ ぢゃ、 飯事ね …… 

お 芝居ね …… 。 

ァ マノ 眞劍 なま >- ごとです。 

眞劍 なお 芝居です。 

さ * 

あなた は、 僕 を 愛して ゐる …… 0 

ス テラ だって ：：•• 0 

ァ マノ さう して 置 くんです。 

ス テラ あなた は、 あたし を 愛して るの？ 

ァ マノ  、f …… 0 

下手な 經驗 より は、 合理的な 想像の 方が い. -ん です よ。 

さ *  ，かう して、 

あなたの 戀 人が、 あなたの 足 許に 跪いて ゐ ます。 (.M か 

ない ン 

ス テラ (笑 ふ) 

ァ マノ 笑つ ちゃい けません。 


秋 めん 口 1- 


ス テ ーフ 薪 をく ベ ませう-," 

ァ マノ  (薪 rs- スト ー プ にくべ ながら) 僕 は、 あなたの 心 

喊に 耳を當 て 、 、徴 な^き を き 漏す ま いとして ゐ ます。 

あな た の稃か ら？ i れろ 吐息 を … … (ス テラの 傍に 近づき) 

胸 一 つばい 吸 ひ 込ま、 「として ゐ ます。 

あなた は、 それ を 感じて おいでになる。 それ は， 夢です。 

さ、 

その 夢の 先を兑 ませう。 (ス テラの 傍に 寄り添 ひて 腰 >^ 

おんす) 

ス テラ (や、^,^ ふろ は て) を かしい わ。 

ァ マ ノ を かしい …… 

を か し いと 思 ふから 可笑し いんです。 

子供の 遊び を • 大人が 見て ゐ てはいけ ません。 

(ス テラの-?11.にロ1<^寄ぜ) 俊 は あなた を 愛して ゐ ます… 

心の 一おから 愛して ゐ ます。 

僕 は、 あなたの 美し さに、 魂 を ji はれて ゐる 男です …… 

月竝 だな あ …… 

然し- まあ， い、 …… S いて 下さい …… 

奨は、 あなたの 1? ずを亂 したくない。 

僕 も. 僕の 夢 を亂 したくない …… 0 

戀を 遂げた 刹那の び は、 永久に 續 くもので はあり ませ 


僕 は、 あなた を 獲た 瞬間に、 あなた を 失 ひたいん です。 

わかります か、 僕の 云 ふこと が …： 。 

わからない C 

僕が、 あなたに 愛されて ゐ ると 思 ふ 瞬間 …… 

あなたの 唇が. 僕の 唇に 觸れる 瞬間， 

その 瞬間 は、 

僕の 生涯 を 通じて • 最も 幸福な 夢な のです …… 

先づ、 僕の 手 を强く 握り 綺 めて 下さい …… (ス テラの 手 

产ど 取ろ) 

ス テラ (身ぷ ろ ひして) お 芝居よ …… 

ほんと にお 芝居よ …… 。 

ァ マノ  (兩 手ん、 取らう として) 怖 はがつ ちゃ 駄 CX …… 0 

ス テラ (ァ マノの 手 拂 ひのけて) い  >- え * い 》 え、 い 

けません。 

あなたと いふ 方が、 あたしの 夢の 中へ 出て 來 てはいけ ま 

せん。 

あたし は、 それが 一 番 …… 

あなたの やうな 方な の …… あたしの 夢 を さます の は …… 

ァ マノ 僕 は、 通りすがりの 男です。 

道ば たで、 あなたの 靴 を 磨いた 男です。 

汽車の 中で、 あなたに 席を讓 つた 男です。 

劇場で、 あなたが、 ハ ンケチ を 拾 はせ た 男です …… 0 
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禾大の ル n  ^ 


あの 晚 …： 

あなた は、 あんなに 醉 つて さ …… 

どうして、 あんなに 醉 つたの？ 

あら、 あたしが 醉 はせ たの …… (いきなり， ァ マノ 1^ 抱 

き 寄せて、 脣 もてろ) 

駄目よ • そんなに 默 つてち や。 (間) 

あたしの 寢室 は， あなたの 隣り だった わね …； 

あたしが、 窓 を 開ける と、 あなた も 窓 をお あけに なった 

それから， どうした つけ ：•：. ？ 

ァ マノ  (しかたなしに) それから、 僕が 咳拂ひ をし たん 

です。 

ス テ ラ ュめ， さ > つ、 さう …： 

さう したら …… ？ あたし は …… ？ 

ァ マ ノ あなた は、 窓 を 閉めて おしま ひに なった。 

ス テ ラ 、ゥそ V/" つ か し  

あたし、 唄 を 歌った んぢ やありません か …… (小唄の 一 

節.^  口  i 「む) 

ァ マ ノ その 唄なら、 覺 えて ゐ ます。 

ス テ ラ ね C 

それからが、 あの バ ルコニ 1- よ。 

靜な晚 だった わね …… 


, …… 星が 出て …… 0 

あなたが、 そら、 を かしい の、 子供み たいに …… 

覺 えてる ：… 。 

ァ マ ノ それからが、 チ 口 ルの旅 ；… 

コ ルチナ の 秋の 夜。 

星の か はりに、 こら. スト ー ブの 火が 燃えて ゐ ます …… 

ス テラ あんまり 早す ぎて よ …… 

あなた は、 昔から、 せっかちね。  . 

ァ マノ その 途中 は、 もうた くさん。 

あした- 僕 も、 あなたと 一緒に、 シシ リイへ 行きます。. 

ス テラ シシ リイへ …… 

蛇が ゐ てよ。 

ァ マノ 蛇 • 蛇もゐ るで せう。 

あなた は、 冷たい 大理石の 床 を、 素足で 歩く ことが、 お 

好でした ね、 

ス テラ オレン ヂ畑を 吹いて 来る 風に、 髮を なぶらせる こ 

とも、 好き  

さう、 さう …… 

あなた は， 笛が お 上手ね- レ 

ァ マノ  (喑ぃ 表情) 笛です か …… 

笛 も 吹き ませう。 

(沈^。) 


秋の, 


ス テラ どうしたの、 

あたし、 何 か 云った か 知ら …… 。 

ァ マ ノ い、 え。 8 

(冷やかに) 誰と 話し をして ゐ るんで す、 あなた は …… 0 

誰です。 一^ * その おの 上手な の は。 

(r^ . かついた や う * レン ii;,^ 鹿で せう、 こんな- J と を 訊く の 

よ  

ぢゃ， それ は. もう 訊きますまい" (間) 

然し， 何ん とで も、 ；；^ をして 下さい ；… 

此の 僕に 返事 をして 下さい 「- 

眠く はありません か。 

ス テラ (笑 ひたさう にン まだ 疑って いらっしゃる のね、 

あなた はリ 

おや、 い、 から、 あたし を， 何處 へで も 速れ て 行って 頂 

さう して、 あなたの 氣の濟 む やうに …… 0 

ァ マノ い V え * い、 え、 そんな こと ぢ やな いんです。 

僕 は • あなたの 夢 を さました くな つたので す。 

夢 を 兑てゐ ない あなたの 心に、 なんとか、 もの を 云 はせ 

て见 たいんで す。 

そうら， 

もう、 あなた は. そっち を 向く でせ う。 


(ス テラの 肩に 手,^ かけ) どら …… あなたの 眼 は、 今^ 

を 見て ゐ るんで すつ 

誰 を 見て ゐ るんで す" 

ス テ ラ さん  

僕の 聲が 聞え ます か。 

ス テラ (微かに) しばらく， 默 つて 頂戴 …… 0 

(沈 so 

あたし- どうして、 かう なんだら う。 

ァ マノ れ， を かしいで せう。 

何 を 探して ゐ るんで す。 あなた は。 

ステラ なんにも、 探して なん ぞゐ ません わ。 

ァ マ ノ ぢゃ • 一 紫に 用 はな いんです ねコ 

ス テ ラ あなたに  ？ 

あなた は、 どなた …： ？ 

い、 え • あなた は、 默 つてい らっしゃい。 

…… lg りで 考へ るから" 

ァ マノ あなた は、 もの を考 へて はいけ ない。 

あなた は、 あなたの 情熱が 命ずる ま、 に、 からだ を 投げ 

出せば い \リ 

遠い 幻 を、 いつまでも 追 ふこと が、 どれ だけ あなた を 苦 

しめて ゐ るか、 それにお 氣 がっきません か。 

ス テラ ちっとも， 苦しんで やしません …： あたし は" 
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それ は、 夢 次^です。 

ス テラ (笑 ひながら) え >! 、え  >- 、よう 御座ん すと も… 

…ハ川 心 く 手，^ 引く) 

おやすみ。 

ァ マノ おやすみなさい。 

ス テラ (お.^ す に 出で 去る) 

ァ マノ  (u> っとス テラ,^::^ 送ろ) 

G お 外-」 て、 H リザ、 H" ザと 呼ぶ^れ 萆。) 

(沈 默。) 

1 幕 l 


リナ: ふ 男ぶ 弄;^ お 命 


5*^ 


命 を 弄ぶ 男 ふ^り (1 g 


人 物 

股 鏡 を かけた 男 

繃帶 をした 男 

鐵道 線路の 土手 11 その 下が、 材木の S 場ら しい 僅か 

の 空地、 黑く濕 つた 土  c、 とこる-.^ に、 踏， t 躪られ 

遠くに、 シグナルの 赤い 灯。 

ど： か！ .L、 月が 出て ゐ るの だら う。 

眼 錢ん- かけ.；.： 男 —— 二 卜 四 五 ぐらな-し 見える I が、 

ぼつ〉 ひんと、 村 木-し 腰产 どかけ てゐ る. - 考へ込 む。 溜息 

. ^つく： 濱んー かむ 眼鏡ん 一外して 拭く"  ^^の毛.んむし. 

ろ。 腕組み.^ すろ。 服の 皴ん」 伸す。 舌.. や 出す。 

繃 帶产. > した 男が 現れる： つま リ、 親 中 線帶で 包んで ゐ 

る わけで わるが、 雨 方の 眼と、 鼻の 孔と、 口の 全都、 

それだけが 切リ拔 いて ある "リ 

眼鏡 かけいい 男の 前. 行つ ^リ 來.； ^リ する C そ こに 人 

がゐ るの 1^ 知らない やう * しも 思 はれろ こ 土手の 上に あ 


がるが、 すぐ 降りて 來ろ。 

眼鏡 君、 君、 路切 はもつ と 先です よい 

繃帶 (： 別段 驚いた 様子 もな く) さう です か。 踏切 はもつ 

と 先です か。 (獨 言の やうに〕 踏切 はもつ と 先 …… と 

(眼鏡，^ かけた 男と 鼓んで 腰.^ かけろ) 

00 どこかへ いらっしゃ るんで すか。 

繃！ W 行かう と 思 ふんです がね" 君 も、 どっかへ いらつ し 

や るんで すか-、 

眼鏡 行かう か、 どうしょう かと 思って るんで す。 

繃帶 なるほど。 行く の もい \ が、 どんな もんです かね。 

うまく * 一と 思 ひに * 行けます かね、 

眼鏡 さあ * 行って 見ない ことに や、 わかりません な。 

(長い 沈 默。) 

鏰帶 君 は， どう 思 ひます。 - 此の邊 ぢゃ、 やっぱり、 此處 

でせ うな〕 

眼鏡 さう ですな、 まあ、 此處ら あたりで せうな" 

迷 ふこと はな いんだが、 さて、 迷 ひますな。 

眼鏡 いろ/ \考 へる からですな。 ど、. T にもし やうがない 

とい ふ 場合に、 これです からな。 

帶 僕 は、 かう 見えて、 センチメンタルな こと は 嫌 ひな 

男です がね： 書 置 一 つして な いんです 。それと いふの が、 

ははつ きりして ゐ るし、 これが また、 S, 散文的 
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リ た ふでぶ 7r:'i:« 命 


でして ねし 

いや、 その 點 では、 僕な ども II 樣で すよ。 それや， 

人に よって は、 別の を遝 ぶか も 知れません が、 結： IIT 

^ら ない 1^ は 癒ら な いんです からね。 

1!;? の 一： ム はれる こと は、 どうもよ くわ かりま せんが、 

さう いふ 怠 味で なく • 僕 は， 死と いふ ことによって、 或 

る 問^ を 解決しょう として ゐ るので はなく、 旣に 死人に 

^しい .：111 分のから だ を、 自分で 始 米しょう として ゐるだ 

けなので す。 だから、 何も， 今更、 英雄的な 覺悟 や、 非 

^ぉ的な.：^_想で， 此の 一瞬間 を、 悲壯な 物語りに 作り 上 

にる 必 はない のです.」 

僕 も • それ を 云 ふので す" どうせ， H 分 は 意氣 地な し 

だし 人 ^〇 敗殘 者. た、 運命の Is 者 だ さう 思へば こそ 


§ いや， いや、 Hi;: はわ かって ゐな いんです。 それや * 

その 箬 だ- 君 は、 かう 云つ ちゃなん だが、 一 時の 出来心 

でせ う。 ：：^^<に捨てられたとか、 會 社の 金を遣 ひ 込んだ 

とか、 誤って 人 を 殺した とか …… 

^0 は さう 兑 えます かわ いや、 もう 何ん に 

も 云 ひますまい。 人の 苦しみ を- 一人の 2： 力の 苦しみ を、 

さう 簡單 に片づ けられち や、 たまらない」 

0^.w ちが ひます か." まあ * それなら それでい X。 お 互に， 


かう して、 偶然. 同じ 死に場所 を f』 ん で、 そこへ 同時 刻 

に 落ち合った、 た^それ だけの 事實 に、 さう こだ はる こ 

と はない C どうぞ、 僕に はお かま ひなく …… 。 

S いや、 君の 方 こそ、 どうぞ …… 。 然し、 僕 もま だ 血 

の 通って ゐる人 問です。 i^c 前で、 勝手な こと をされ て 

は 迷^です) 踏切り も、 そんなに 遠く はない、 どうです" 

人 を 呼び ませう か e 

織； W 人 を 呼ぶ …… 。呼んで どうす るんで す。 (間) 邪魔 

はしつ こなしに しょ うぢゃありません か。 

00 かう 見えて、 僕 は、 人 一 倍、 物事 を考 へる 方なん で 

す- 輕卒 だと か、 向う 見ず だと か： K はれる ことが、 一 番 

不愉快なん です，」 

線帶 あ- -、 それ だからで すね C ぢゃ * 1 つ • その 理.： E と 

いふ やつ を、 伺 ふこと にし ませう か。 

眼鏡 それ はお 話しても よ ござんす がね C それより、 君 は 

S. どうい ふんです、」 さう 深い 事情 も、 おありに なら 

ないやう だが .：.. 0 

織帶 さう！！ 1^ えます か e それなら それで かま ひません がね。 

は  -、 此の 編帶 がわ かりません か-し 

眼鏡 火傷で もな すつ たんです か。 

帶 さう あっさり 云っての けられたん ぢ やね …… 。まあ， 

よし ませう。 


IJ す： ふリ】 ぶ 弄ち ど 命 
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B 眼 
で帶鏡 


眼鏡 火傷に は、 赏 によく 效く藥 が あるんで すがね C 

繃帶 火傷なら、 火傷と して， ％： きませ う。 それが 癒ったら、 

どうな るんで す 

眼鏡 い  > -ぢ やありません か. - 

繃帶 顏 中に ひッ つりが 出来ても ：… C  二た 眼と は 見られ 

ない 想に なっても、 

S 御 商 K は。 

編^ 僕 は 商 資人ぢ やな いんです こ應用 化學の をして 

ろる- つまり- 舉 者なん です C 人造 ダイヤ モ ント 0 發明 

に沒 頭して ろ た ん で す 〕 もう 九分 九： Si ま で 成功し かけて 

ふたんです。 處が、 一寸した ことから、 藥 品が 爆發 しま 

してね G 

^鏡 それなら、 更ぢ やありません か： 折角 九分九厘 ま 

で出來 上って ゐる、 そ 0 研究の 方を續 けて おやりに なれ 

ば , そ れ が出來 ない こと はな いんで せう 。顔が なんです。 

男振りが なんです。 I 兀來、 君の やうな 仕事 を やって をら 

れろ方 は、 却って …… " 

m 帶 まあ、 お待ちなさい C 僕 は、 これで- まだ 獨 り 者な 

ん です、」 

Ei 鏡 丁度い  > -ぢ やありません か C 

^帶 許嫁が あるんで す e 

眼鏡 そ 〇 人 はどう 云 ふんです 


線帶 かま はない と 云 ふんです、」 

眼鏡 そんなら。 何も 云 ふこと はな いぢゃありません か。 

な あんだ、 それ ぢゃ， 君. 第一 …… 。 

m 帶 それと 云 ふの が、 そ の 女 は、 僕 を 愛し て ゐ るんで す。 

限 鏡 さう でせ うと も。 

§ 僕 は、 或る時、 思 ひきって、 線帶 を联 つて、 此の 顏 

を兑 せて やつたん です。 

眼鏡 それでもい. "つて 云 ふんで せう。 

§  (うな づぃ て) さう して、 僕 〇 胸に 顔 を 押し あて 》、 

泣く ん で す。 悲しく は な いって 云 ひな がら 泣く ん です。 

眼鏡 わかり ますね、 その 氣持 は。 

$ 僕に はわから ない こ 

C- や 、ねい 沈 默。) 

わかる ぢ やありません か" 

わかる とすれば、 彼女が をつ いて ゐる とい ふこと 

(や 4 長い 沈 S ；。) 

僕 は、 決心し ました C 決心した とい ふよりも 諦めました。 

さう です、 諦めたん です C 

^鏡 さう * 諦めたん ですな あ- 

ね * さう でせ う- 頗る isHT です。 (^) 僕 は、 かう 

見えて、 センチメンタルな ことが、 嫌 ひな 男なん です。 


r)0 


V) た ふァ, ぶ TT プぉ r;^ 


僕 も、 かう 兑 えて、 人一倍、 物事 を考 へる たちなん 

です。 僕 は 俳 まあ 名前 を 云へば. 御 承知 かも 知 

れ ません が、 それ はい ひますまい。 僕 は 俳優なん です。 

新劇の 方で は、 相當 認められて ゐる 俳優なん です。 八 歳 

の^に 親 を 失く し て 、 伯父 に あた る i こ れも 名前 を 

；：ムへば御^^知かも知れませんが、 まあ， 云 はすに 置き ま 

せう •—— 二」 の 伯父の 家 に 引取ら れた の で す が , そこに、 

一 人、 がありまして わ。 

111： 巾 もう その 先 は. 伺 はなく つても わかる や、 「な氣 がし 

ますが、 それ ぢゃ、 たにの 戀愛 事件です ね： 

$ たビ のと は、. どうい ふんです。 ぢゃ。 君の は 何んで 

す. そんな、 つまらない 義理立て ぐら ゐで、 人が 參 ると 

思 ふんです か。 

§  0 ろ と か 參ら ん とか は 問題 ぢ やないで せ うつ それで、 

結： ：2 どうな つたんで す」 

服鈸 そ C 先が わかって ゐ るなら • 云 ふ 必要 はないで せう。 

§ まあ さう 怒り 給 ふな。 

r 、銃 話 を 始める か 始めない うちに * それで 結： S どうな つ 

たなんて く 法が あります か。 張 合 ひもな にもあった も 

んぢ やない。 

0^^ さう また、 張 合 ふこと もない わけです ね、 話が 話な 

ん だから， - つまり、 その 娘さんと 添 ひ 遂げられ なくなつ 


た。 それで 悲觀の 末、 と、 かう いふと ころら しいな。 

眼鏡 何が、 ところら しいんです。 違 ふ も 違 ふ も大違 ひだ リ 

は \ は， 人の ことって いふ もの はわ からん もんだ な あ。 

その 娘 は， たうとう 病氣で 死ん だんです^ 1^ ぐんで，、 

可哀 さうな こと をし ました" その 氣も、 僕が 種 をつ く 

つた や、 「な ものなん です。 僕が、 或る 女優と. どうの か 

う 0 つてい ふ 噂が 立った" そんな こと は絕對 にないん で 

す。 それ を 苦にして、 つまり、 ほんと. たと 思って. 曰 夜 

煩悶し たんです >  一人で、 小さな 胸 を 痛めたん です- そ 

の 女優が、 一座の 座頭と" 名 を 云へば 御 承知で せう、 然 

し、 それ は 云 ひますまい、 その 座頭と 結婚した、 そのこ 

とが 新聞に 出る まで、 その 女 は 僕の 云 ふこと を 信用し な 

かった のです，」 然し、 疑 ひが 晴れた 時 は、 もう 蓮 か つ た " 

彼の 女 は、 iig 院の ベットの 上に、 瘦せー_1-へたからだを；^^ 

たへ てゐ たのです： (淚. ^拭き、 鼻 K ど 啜リ) 僕 は 馬鹿で 

した。 意氣 地な しでした。 今から 考へ ると- なぜ、 その 

時、 すぐに， 役者なん か 止して- これ 御覧と 云って やら 

なかった か。 それ を 思 ふと， なまじ、 藝術 がどうの かう 

のと 夢中に なって、 下らない 観 詞 なんかば かり * 覺 えよ 

うとして ゐた、 あの 時の 自分が、 情けなく も あり， 惯ら 

しく も あり ：：• 僕 は、 遲 まきながら、 死んだ 女の 心持ち 

を、 自分の 屮に 活かさう • さう して， その 女の 後 を 追 は 


リ た ふ 男ぶ な 命 
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うと 決心した のです。 

繃帶 そいつ は、 つまらない 考 へだな" 君が 死んだら、 ど 

うな るんで す。 その 娘さんの そばに、 行ける とで も 思つ 

てるんで すか。 まさか、 さう いふ わけ ぢ やないで せう。 

なるほど、 君の 悲しみ は、 十分 察 しられる。 然し、 决し 

て、 永久に 忘れる ことの 出来な い 悲しみ ぢゃ な い。 今 は * 

それや- さう は考 へられないで せう。 そこが また、 君の 

美しい 處 なんだ。 處で、 君 はいくつ です。 

限 鏡 いくつに 見えます" 3 

S 帶 いくつで もい. -。 君 はま だ 若い。 人生の 花 は、 これ 

からぢ やありません か。 

S 君 はいくつ です e 

00 僕です か。 あて > -御覽 なさい、 と 云ったら， 君 は 困 

る だら う。 三十 五です よ。 だが、 僕の 場合 1 年 は 問題 ぢ 

やない。 

(や、 長い 沈默。 ：} 

S 誰か 來 たやう です よ。 見つかる と 厄介 だ ■) (起ち 上 

繃帶 線路 巡視です ね" どれ、 隱れ るかな。 

(兩 人， 姿 1^ かくす。) 

(土手の 上ん  1* 人が 通ろ。 安全 燈の 火影が、 さっと、 

舞 事： VS どかす める。) 


(汽笛。) 

(汽車の 音 近づく。) 

鏡 s^mi^ もう， 大丈夫で すよ。 

帶 (續 いて 5- れ) 下りです ね。 

鏡 祌戶 行の 急行です。 

帶 £ '！ 0 君 こそ、 思 ひ 止ま るんで すね。 早まつ 

たこと はしない がい > -。 

(汽車が 土手の 上.^? i ろ，」 兩人 • それ yj^o^  〈ム ろ， 0 

鏡 込んで る や、 「です ね-り 

帶 込んで ましたが。 夜汽 isi. は陰氣 だな あ。 

鏡 あなた こそ、 立派な 仕事が おありなん だから、 それ 

だけで * 生きて ゐる 甲斐が ありさうな もんです がな あ 、 

線帶 生存の 意義なん かどうで もい \。 仕事 は 仕雍、 人： ir: 

は 人生です。 君なん か、 まだ これから、 どんな 仕事で も 

岀來 る- どんな 戀 でもで きる。 殊に. 藝術 家と 云へば • 

仕事 そのものが 戀人ぢ やな いんです か。 まあ ざう； おつ 

たやうな もん ぢ やな いんです か。 僕らに や- よく は飮み 

込めない が、 かう、 なんと 云 ふか、 一種の ゲ オル ルスト 

と 云 ふかな、 さう いふ もんが あるん ぢ やな いんです か。 

からだの すくむ やうな、 ぞく/ \ する やうな、 融け 込む 

やうな- さう いふ 狀 態に >  何時でも なれる んぢ やな いん 

です か。 


.、!；)ぷ；^:ズぉ1^»" 


00 そんな ことなら、 あなた 方のお 仕事で も • やつば り、 

y 人に おする やうな 心 持に なれる でせ う。 食 ふこと ゃ寢 

ろ こと を 忘れて まで • 仕； ili- に 熱中す るなん ていふ こと… 

： 世 問 の^や * 家庭の こと を 全く 棄て、 潁 みないつ てい 

ふこと や、 よく そんな 話 を 開く ぢゃ. ありません か。 

^帶 そり や 遠 ひます よ- それ はなる ほど. 學 者の 一 面に 

は、 さう いふと ころも あろ。 もう 一面 を 見ない とわから 

ない」 つまり， 人 問の 問； です よ。 理窟 ぢゃ ない" さう 

でせ う， 一；;;? と 12 じ .ss 遇に ある >  もう 一人の 靑 年に 聞いて 

御 it/ なさい.' その 青年 は、 君と 问じ 悲しみ， 君と 问じ惱 

み を、 の やうな 方法で 解決す るか どうか わからな い- 

いや、  寧ろ さう しないの が 普通で せう。 しない 方が 正し 

いんだ。 

00 正しい と は 限りません- 

m は 飽くまで 反對 するな。 「間 どうです、 玲 S へ 

引渡し ませ * 「か- 

.ゅ： おへ …… 0 さう して、 どうす るんで すつ 3 お 

互に， 邪 魔 をし つ こなしに しょ うぢゃありません か。 僕 

こそ、 ぁ な た の 不 心 s^を 論 し て ぁ げ た い く ら ゐ な ん だ 。 

§  ^！す^さなぃは別として、 君 こそ、 家へ. 歸 つたら ど 

うです C 惡 いこと は 云 ひません よ、 年長者の 言^ を ：：：5 用 

し 仏 S へ。 


(汽 位、 汽車の 音。. > 

00  (起ち 上り) もう、 何ん にも 云 はないで 下さい。 (土 

手の 上-し！^ け 上らう とす る 0) 

編帶 (その；^.. やとら へ ) よし 給へ、 君-それや、 なんに 

もな らんよ。 

is  (搌り 放さう と 荡搔 きながら) 放して 下さい、) 僕の 

からだ は 僕の ものです。 勝手に さして 下さい。 . 

鍵 それや、 君の もの さ、 君のから だは。 だから、 つま 

らんこと は 止せと 云 ふんだ-僕 は * かう 見えて * センチ 

メ ン タルな こと は鱲 ひな 男 だ。 死なして い、 ものなら 死 

なせる さ。 广 突然， 聲，， ぷ；^ らげ V0 馬鹿： しっかりし 

ろ！ (引 リ おろ マ) 

S  (此の 語勢 に氣>, ど拔 かれて) それ ぢゃ， あなた は、 

どうな さるんで す C 

S  (此の ひまに、 相手 1 卞 突-き 5^ や； じ かう する。 

(土手の 上 に 走り 上 一 0) 

(此の 剎那、 汽車が 通る。 線帶 した 男の 姿が える。) 

S ぁッ やった な. - S たうとう， やり やが つた。 

畜生。 

(さう 云って ゐ ると、 土手の 上から、 繃帶^^した男が 

のつ そ "と 降りて 來 ろ。) 

眼鏡 な あんだ、 やらなかった のか。 


た ふ 男ぶ で: な 1^ 


r に * 


§ やった さ、 やった けれど、 早す ぎたん だ。 正確に 云 

へば、 勢 をつ け 過ぎたん だ * 線路の 向う へ 飛び込ん だん 

だ しくじった。 此 Q 次 だ- (CT!- はす まぜて ゐろ) 

眼^ だから、 僕に 先へ やらせれ ばい \ のに。 

さう はいかん さ. >  君に 先へ やらせち や. 僕の 顔が 立 

たん」 君の 自殺に は、 僕 は K 對 なんだ。 見て 見ない ふり 

は 出来ない つ 僕 は、 {HI 分の こと さへ どうで もよ けり や， 

君 を 家 へ 送り けるな り、 警察 へ 引渡すな りする 處だ - 

然し、 それが できない e 君が 僕の 言 ふこと を かたい 以 

上- 君の やりたい こと は * 僕の ゐ ない 處で やり 給べ- - 場 

所 も 此處と つたわけ ぢ やな いんだら やから C 

S 此處を 先へ 見つけた の は 僕なん だ」 

線帶 あと 先の 話 をして るん ぢ やない。 僕が： Ji.; きて 居る 間、 

君 を 殺す わけに は 行かない から、 さう 思 ひ 給へ。 

§ ぢゃ、 僕 を 生かす 爲 めに. あなた も 生きろ こと を考 

へたら どうです。 それなら、 話 はわ かる。 

0^ さう か， 君 は、 ほんと に 死ぬ 氣はな いんだな： さう 

だら う。 それで わかった。 それなら それで、 こんな 處に、 

何時までも ゐ るの はよ し 給へ。 もう、 君、 渥い ぜ- 今の 

が 十 時の 濱松行 だ- 

S 死ぬ 氣 がない の は、 あなた 0 ことで せう。 鐵道 自殺 

0 や り 損 ひ な ん ていふ Q は、 あんま り 流行な いからな。 


(この 時、 また 汽 is が^く • と、 やがて、 列ポの 近づ 

4。) 

線帶 よし * そんなら、 見て ろ。 (土手 りかけ る) 

S 今度 は、 僕 だ。 (11 帶 した 男 >,ャ 引 摺リぉ る マ) 

綠帶 なにす るんだ」 

00  (、、の 問、 素早く 十； 手の 上に 馳は 上ろ。 汽ポ が； 7^ る) 

0^ たうとう， やり やが つた。 ほんと に. やり やが つた〕 

畜 iir こいつ は、 やつば り、 後ぢ や、 工合が 惡 い-」 

(かう 眩く， が、 不岡、 土手の 上，^ 見る と、 眼錢ズ どか 

けた 男が * 吸 1^ こすりながら 、とぼく と 降りて 來 る。) 

00 おや、 こいつ も 擦れ違 ひか。 

S 駄目 だ、 貨物 列 isl. だ。 

S 貨物 ：… ？ 

mm あ、 * 痛え (e-,^ 、二， ろ) 煤が は ひり やが つた。 

こいつ ほいかん ^ とても 痛い。 あいた、 た、 た …； 01〕 

す み ま せ ん が 、 ち よつ と、 見て 下さい、 

^Iw  (見ながら) 見る の はい \ が 、此 C 明り ぢゃ、 君… 

…ご どら、 もっと、 ト vrM き给 へ-」 さう、 瞼に 力を入れ 

ちゃ 駄目 だよ - 

mm  ^兩 手で 引 さあげ る やうに して) ありまし たか、 

右 〇 方です よ- 

線帶 見える もんか。 これ ぢゃ。 


no 
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汽^の や >  ) 

さ、 来た 二人で ゆっくり-取り 給へ。 (土手の 上 U わがら 

うとす ろ) 

i  い * 痛い。 (纈 帶.^ した に りつき) 後生 だか 

ら * こいつ を-取って からにして 下さい。 

だって、 君 …： (もう  一 ^^^^の中.^のぞさ込みな_か 

に) 兑 えない もの をと れつた つて * それや 無理. たらう。 

(汽^の 昔 近づく。〕 

•1;^ いついで に 、それ， ちゃ、 一と 思 ひに やって来 たまへ、 

丁度い k や。 

S そんな 無茶な こと を 云 はないで、 どうかし て 下さ い 。 

これ ぢ やどう する こと もで き やしない。 

(汽ポ が 十； 手の 上 通リ 過ざる。 辨當の^^かニ人の傍 

LL 飛んで 來 る。) 

綿 I： ル (それん 拾び わげ て 屮.^ 见ろ， } 綺麗に 食って あら。 

§ あいた、、 あいた  …… 。 さ、 早く …… ，^ 

,$  ^i^w どら，： 介な 男 だな あ、 ハンケ 

チ かなん か 出し 給へ。 

00 ボケ ットに は ひって る やつ を 出して 下さい。 

綿帶 (ボケ クト から ハン々 チ,^ 引， *v」 出す ：} これでい- 1 

の。 (一ての はすみ に、 お の やうな ものが 落ちろ) お 

や * 何 か 出た ぜ。 (もたり.^ 探す。 一枚の 寫 露.^ 拾 ひ あげ 


ろ) {n^ 眞 だな。 どれ …… (i ^りに すかしたがら) なる ほ 

ど • これ か。 桃割れ だね。 や、 これ や 素敵 だ。 どうだい、 

この 笑 ひ 方 は …： 。 

眼鏡 さ、 そんな こと は 後に して ：… C 

線帶 まあ、 待ち 給へ、 これが 第一 ぢ やない か。 しかし、 

い. -眼 だな あ。 これ だけの 股 は 、君、 一寸ない よ。 

S さう でせ うか。 (問) その 股 は， もう 永久に 眠って 

るんで す。 

11 帶 この 眼が ね、 惜しい こと をした もんだ な あ。 此の 口 

許 だって- 大した もんだ よ： 此の 年に しちや、 ^！^ノしく蠱 

惑 的 だね。 

S その 口が、 堪忍して 頂戴って 云つ たんです。 (泣 募-し 

なろ：) それが 最後でした。 

$ この 口が ね。 

S え. -、 さう 云つ たんです。 

繃帶 それから、 此の 手 を 見た まへ。 何ん とい ふ、 あどけ 

なさ だレ お手玉 を 握ろ ためにで きて ゐる手 だ。 

S い、 え、 それが、 僕の 手 を 握つ たんです。 (聲^ あげ 

て 位く) か、 か、 堪忍、 堪忍、 して 頂戴、 かう 云 ひなが 

ら、 兩、 兩 手で、 僕の 手 を、 に、 握り締め るんで す。 も 

う、 もう、 力が、 な、 な いんです。 (泣 さ 崩れろ) 

00 この 手で ね。 (かう 云った かと 思 ふと、 手 LL 持った ハ 
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ンケチ で、 自分の 眼. 5^ おさへ) 畜生 、涙みたい な ものが 

出て 來ゃ がる。 (間) 

S 僕 は、 かう 見えて、 人一倍、 物事 を考 へる たちなん 

です。 この 決心 をす るに は、 それだけの 理由が あるんで 

す 0 

00 これ ぢゃ、 なるほど、 無理 もない。 君に 取つ ちゃ、 

生きて ゐる とい ふこと は 無意味 だ〕 そこへ 行く と、 僕な 

んか は、 なんと 云っても、 まだ. - 問題 はこれ からなん だ。 

つまり、 僕 は、 自分の 立場 を悲觀 的に 解 It して ゐる〕 そ 

こなんです、 事の 起り は。 僕が、 許嫁 0 心 持 を 忖度す る 

にして，， P* 考 へやう によって は、 もっと、 積極的に、 有 

利に. 素直に、 考 へて 見ろ こと も 出来る わけなん です。 

自分 の 存在が、 相手の 幸福 を 妨げる とい ふ考 へ、 これ や、 

もう、 理窟 ぢ やない 自分が さ、 「思っても、 相手 はさう 

思って ゐ ないか も 知れない。 現に、 この 手紙です。 (ボケ 

クト から 一 の 手紙ん、 取リ 出し) まあ、 讀ん で御覽 なさ 

、 0 

S  (それん类け|^0〕 開いて 讀 ュでリ とする が、 よく 見え 

ない) 

繃帶 見えません か。 (手紙ん、 見す：. 1) かう 書いて あるん 

です。 「お 手紙 拜 見いた しました。 あなた は 誤解 をして 

いらっしゃ るんで すヌ それや、 あのと き は、 た^ 何とな 


く淚が 出ました。 泣く とい ふこと が、 それほど m 純な：；， 淑 

持から だと 思って いた r いて は 困ります。 一群 心配して 

ゐた あなたの 御 眼が、 元の通り^ 全に 兑 える、 さうな つ 

たこと だけで も、 泣きたい ほどうれ しいので す。 ぉ顏の 

疵 がなん です。 あなたの 肉體 が、 若し、 わたくしに-取つ 

て 大切な ものであるなら、 それ は、 たど、 あなたのお 心 

が、 そこに あると いふ mi 印と してな のです。」 

「お別れして ゐた五 年間、 二十の 春から 二十 五の 秋まで. 

わたくし は， あなたの 御寫眞 を 一 度 も 出して 見ませんで 

した。 今 だから 申します。 それ は、 物 を 言 はない 影、 心 

に觸れ 、りれ な い 姿が、 どんなに つ まらない もの かと い ふ 

こと を 知って ゐ たからです。 あなた は、 やつば り^ 逸に 

いらっしゃる- 伯林 大學の 研究室で- せっせと 勉强 して 

いらっしゃる- さう 思って ゐる だけが、 せめても C 慰め 

だった のです、 時た ま 下さる、 あの^ 報の やうな、 あの 

お 端 書、 あれが、 あなたのお 聲、 あなたからの 愛の 言 W 力 

だった のです。 あなたと 云 ふ 方 は、 わたくしに は、 一 つ 

の 神， 1 な 存在です。 いつでも， 何 か考へ ておいで になる、 

あのお 顔 は、 決して、 女に 親しみ を 感じさせる 顏 では あ 

りません。 ですから、 わたくし は、 あなたが、 あなたの 

ぉ書齋 で- 何 かお 仕事 をな さる、 その 時 を 選んで、 あな 

たの 後 姿 を、 いつも 見に 行く ことにして ゐ ました。 兩 手 
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で 頭 を か i へ て， 本 を 讓 んで おいでになる、 その 頸筋が 

ら； 05 へ、 ！ 115 から 腿へ， その 餘念 のない 後ろ姿の、 そこ か 

ら 感じられる 落ちつ いた . ST つか ひ， お 笑 ひに なって はい 

やです わ * たビ それだけが、 わたくしの ものと いふ 氣が 

したので す、 それと、 あのお 聲. 今 もちつ とも 變ら ない 

あのお？ が マ 『突い ちゃん- お茶』 つて おっしゃる あのお？ 驟 

… … 、あれ も わたくし の も G よ J  r. たん お が う ろ ん 

で來 ろ) こ \ たけ、 「よ」 で 結んで ある〕 

§  •  ばに 感心な 方です.； r その 方 は〕 然し どんな もので 

すかね、 そいつ を その ま 受け. 取ろ の は. なるほど、 蟲 

がよ すぎます ね。 ^いて ゐても 胸が つまる。 それだけ、 

もの 手紙の 一句 一句に は しい 努力が^ されて ろる- あ 

なた として は、 やつば り、 その 方 を .：01.5 にして あげる 穀 

務 があります.；；；。 それでよ く 寧 情が わかりました。 あな 

たは、 iH きて ゐ ちゃい けない" 

(その^.^ 步さ まはリ ながら) • どうして、 世の中の 

女 は、 もっと 冷酷に 出來 てるな いんで せう。 君の、 此の 

娘さんに しても • 僕の、 此の 許嫁に しても、 あんまり 溫 

かすぎ る。 僕たち を 苦しめる の は， その 溫 かい 心なので 

すリ 少く とも、 その 思 ひ 出な のです。 

00 さう とば かり も 云へ ません" 隨分 冷たい 心 を もった 

女もゐ ます 0 


lilw さう い ふ 女 は 男 を惱 まさな い 0 男が なやまされない リ 

一度 戏ろ 女の、 溫ぃ 心に 觸れ たら • その 女が、 どんなに 

冷酷た 態 K を 示さう と、 男の 心 は、 その 女から 離れき る 

ことが 出來 ない、 それ はつ まり、 女と いふ ものが、 優し 

すぎ るんで す。 生れつき 溫ぃ 心の 持主なん です。 僕 はつ 

くづ くさう 思 ひました。 さう して • その 女のう ちで も、 

僕の：？^ 嫁 は 特別な 女なん です。 まあ、 此の 手紙 をし まひ 

まで 護んで 御覽 なさい。 

S え、、 もう わかって ます。 

わかって るで せう" わからなければ 嘘 だ〕 何と 書い 

てあります。 「あなたが 御.：！ II 分の 姿 を、 それほど 醜い と 

思 召すなら、 わたくし も. 自分が 醜くなる やうに 努め ま 

す。 世間に 對 してなら ば、 どんな ことで もします。 炭 を 

顔に 幾って 外へ も 出ます。 しかし、 わたくし は. 女です。 

少しで も 美しく- さう 思つ て 大事に する 見目 かたち は、 

たい. - あなたへ のさ V やかな 心盡 しなので す。 わたくしが 

美しくな いとい ふ こと は、 あなたに 才能がない と いふ こ 

とほ ど、 恐し いこと なのです。 二人に とって 恐し いこと 

なのです。 それ 以外の こと は、 た 心と 心との 間 題です 。 

わたくしの、 { や： つぼな 頭 を、 あなた は輕蔑 もしずに ゐて 

下さる。 あなたのお 顏ゃ、 お 姿が、 それが わたしに 敵意 

を、 示した もので さへ なければ、 何んで， 美しい とか 醜 
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いと か 申し ませう。」 どうです。 こ  に 至って、 僕 はもう 

返す 言葉が な：：/」 僕 は、 これで も 不幸で せう か。 僕 は 何 

を 苦しんで ゐ るの だ。 僕 は、 なせ.；^ な、 ければ ならない 

んだ。 

眼鏡 そこが、 男の 意地です よ。 與へ ろと いふ もの を， 受 

け 取って はならない ことがある。 あなた は、 世間の 男の 

やう に , エゴイスト ではな い。 エゴイスト でありた くな 

い。 さう い ふ 信念 を もつ て をら れ >1 ば こそ， かう い ふ 決 

心が できた のです。 しかし， 實に 偉大です よ、 その へん 

織帶 だが、 君の や、 「に • 純な 氣持ぢ やない。 そこが、 僕 

自身 も不滿 なんです。 「堪忍して 頂戴」 …… 桃 割の 少女 

が、 死に 臨んで 1  右い 戀 人の 胸 もとに！ i いた この 一句 は、 

男 一 人の 命に は 代 へられな いつ 君が 11 それ は 何時の こ 

とだか 知らないが！— 今夜まで 生きの びて ゐ たこと、 そ 

の ことが 旣に 不思議な くら ゐだ。 幻を追 ふ もの は 山 を 見 

ず- 谷 を 見ず …… まして 汽車く らゐ なんだ。 

00 そんな ことはありません よ 。僕なん かこ そ. 云 は 

自由なん ですからね〕 その 幻なら 幻 を、 絕 えず かう して 

頭の 中に 描いて ゐる こと. それが もう、 一つの 袁 S の あ 

る 生き方なん ですからね」 僕達 二人の 間に は， 例の 一件 

を 除いて は、 何も 晴ぃ思 ひ 出と いふ もの はない つ 最後 ま 


での 一 と 月 は、 その 中で も- 樂 しい、 そして 靜 かな， 初 

戀の思 ひ 出に 應 はしい 朝夕でした。 ミルク を かけた f 付 を， 

あの、 小さな 心臟の やうな 苺 を、 溪が、 一つ一つ、 匙で 

あの に はさませて やりました。 さう すると. 例の、 あ 

の を 細く して 『サン キュ ー』 とい ふので す 。『 サン キュ 

1』 あ X、 サン キュ ー、 サン キュ 1* こればかり は， 幾 

度 聞いても 聞き飽きません。 あの 苺 一 つで， 口が 一 杯に 

なる らし いんです 。『サン キュ ー』 が- 時と すると 『チヤ 

ンビュ ー』 と： S えたり、 『シャン チ ュ I』 と M えたり する 

ん です。 それから， また. それ を 云 ふ 口つ きです。 あ \ 

たまらない， たまらない" 僕 は， それが 面白さに、 どれ 

だけ 苺 を 食べ させた でせ う。 

繃帶 〔獨 言の やうに) 無茶し よる …… 。 

C4r„ 沈默 り) 

S さう、 云 は^ 僕 は， HT 由なん です コ たド： H 分 0 氣持だ 

けなんで すから ねつ それが、 あなたの 場合 だと *  ^くも 

一人の 女 を， これから 幸福に する か、 不幸に する か C 問 

題なん だから、 まるで， 決心の つけ 方が 違 ひます よ。 さ 

う 云 ふ 風なら、 事 は 早い 方が い >- です ね。 

線帶 やら、 「と 思 や、 いつでも やれる ことなん だから リ 

(や 、長い 沈默。 ) 

^鏡 然し， やつば り、 話 は 聞いて 見ない とわ からん もん 
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ら なくなり ますね。 

眼鏡 人の もので ない こと は だ。 

0 たしかで すか、 それが。 (間〕 たしかなら、 それで 

い、 0 

眼鏡 まあ-もう 少し 考 へさせて 下さい。 (間) ー體、 僕 

は、 何に しに 此處 に來 たんです つ 

線帶 さあ、 自分の 命が 人の 命よりも 大事 だとい ふこと を 

知りに 來 たんです かね。 

^鏡 僕 はどうしても 自分の 命が、 そんなに 大事な もの だ 

と は 思へ ない。 

11 帶 君に とって、 それより もっとく 大事で ない 命が、 

もう 一 っ此處 にある わけなん です。 

00 さう か 知ら。 しかし， 僕 は * あれほど 決心して ゐた 

ん です。 

(汽笛. J っゾ いて 汽車の 音が 聞え る。) 

繃帶 ぢゃ、 その 決心 を斷 行し 給へ。 さ， 僕が ゐて 邪魔な 

ら、 僕は歸 ります よ. - それとも. 元氣 をつ けて あげ ませ 

うか。 (汽車の 音、 次第 LL 近づく。) 

眼鏡 (し.^./ \と 起ち 上リ) その 寫眞を 下さぶ (寫眞 

^受け取つ V- 、つく， *^ 眺めながら) さう だ、 こんな 意 

地の ない こと ぢゃ 駄目 だ。 (^に 編帶 1 化した 男の 手 1^ 

取り) さあ. あなた も 一緒に 来て 下さい。 一緒に 死に ま 
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m    !Hi  m 

帶 せ鏡戰 


もうい .1 だら う • 君。 (起ち あがり、 二？ やうに) 

さ、 そろ/ \- 引上げよう。 

S  (機械的に 起ち 上リ * ふら/ \ と 歩 さ 出す) 

IS 帶 (その後.^ d ふやう に、 股 nvj- かけた 男 _ レ寄リ ひ) 

僕 はかう 見えて、 センチ メンタ ルな こと は：！ ひな Eir た。 

(しんみり) しかし、 なんです よ。 今、 君 を-;^ なせる く 

らゐ なら、 僕が 先へ 死にます よ。 ほんと です よ〕 

—  ^  — 


繃帶 (引 張られながら) さう 云 はずに、 まあ 君から やり 

給へ 。僕 は 急ぐ 必要 はな いんだ。 いろく 計畫も あるし 

する から …… り 

(無理 矢现 に-巧手ん >w き 上げよ うとし V0 なんで 

す、 今にな つて、 卑怯な。 

$ 卑怯な の は 君の こと だ。 (相手の 手ん」 摄リ はらって、 

後ろへ 廼リ、 腰に 手 かかけ て 土手の 上に 押し上げながら) 

愚圖々 々しないで、 さっさと 行き 給へ。 

S  (押し上げられようと する からだ， ^手と 足で 突っ張 

3 それや If: 茶 だ。 そんな 法 はない。 

繃帶 C かま はす LL  、どん/、 押し上げろ) 

眼鏡 そ， そ. そんな 馬鹿な ：： そこ は 痛 いんだ、 痛い， 

痛い、 痛い つたら …… ： 

(汽車の 音， いよ- (、近づく。) 

手. 5^ 放し) さ * 今 だ。 

(轉 がろ やう LIl^ け 降り) あんまり 亂暴ぢ や ありま 

んか。 

つと つかと 材木 LL 腰.， V トし) 失敬 >  失敬。 

(汽車が、 土手の 上ャぉ 通過す る。) 

眼鏡 (t^ つて、 うつむい； ^ま、、 材木の 上-し 蹊> ^かけろ) 

(長ぃ沈£1,^〕 


p.p. 


'k     k  }^  k 


氣を つけて 頂戴。 

夭 くし f 所へ 行きながら) 鼠 は 出なかった かい、 昨夜 は。 

^  (相 變らす 膳 の 上に 氣 取られ VO あなた， 昨日の 朝. 

何， M へ お置きに なつ たの。 昨夕お 湯へ は いら つし やらな 

かった し ：： 0 

失 (投 子. < ^使 ひながら ：} 今日は、 一 つ、 風呂へ は ひる かな。 

0 もう 駄目ね， 一昨日 G 牛蒡 は …… 。 

夫 さあ. おれ も、 今迄、 いろんな 夢を見た が、 これ くら 

み 不思議な 夢 を た ことが な い。 

實に 愉快な 夢なん だ。 

妻 手拭 はあった の。 

夫 あった。 

ク だからって 馬鹿に はでき な い。 

おれが、 かう 云 ふと * お前 はすぐ に、 夢が あてになる も 

んで すかと 來る。 

そり や あ、 夢で 金持ちに なった からって * 何も、 ほんと 

に、 金持ちになる と^つち ゃゐ ない さ。 そんな こと を * 

あてに す る 馬鹿が ある もんか。 

so) 

夢 は、 どこまでも 夢 さ。 

それでい いんだ。 


ぶらんこ 二  S 


夫 

夫の 同僚 

茶の 問 朝 

^ ハ チヤ ブーバ A の 上に お 器ス" 竝 ベながら) あなた、 さ， も 

う 起きて ドさ い。 

(典より) 起きて るよ。 ー體 何時 だい。 

わかって るぢ やありません か。 

- しんな 時間 か。 

いやね * どんな 時間 だと 思って らっしゃ るの。 

(is^^ きろら しく) さう か 0  (il) 力 マ キリ は、 ま 

だ來 ないだら う。 

がス (あたり れ) およしな さいよ、 そんな 大きな 

藤で …… ゥ 

^. (現れろ) 昨夜 はね， 素敵 もな く 面白い 夢を見た よ。 

^  (相手！.！ ならす に〕 の チュ， 'プが 破れて るから、 
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二 ん. b . 


夫妻 夫妻  夫妻 夫 


ところで、 夢と いふ やつ は、 {1^ 想と は、 また 違 ふんだ。 

夢 は • やつば り、 一生のう ちで、 實 際に 在った ことなん 

だ 0 

眠って ゐる 間に、 ちゃんと 起った ことなんだ。 

0 葱が 煮え 過ぎても 知りません よ。 

夫 葱：： 今日は， 葱の 汁 か …… 。 

さう か C 

(籙. 洗 ふ 音。 やがて， 手拭で 親 1 な 拭きながら 現る。) 

(妻 は、 入れ 逢 ひに、 臺 所から 釜， 〈ど けて 來 ろ。」 

妻 ぉ櫃 をもう 一 つ 買 ふの ね。 

夫 (手拭ん \ おに 掛け、 長火鉢の 前 LLV- ゎリ) 煙草 を 一つ 

。ふく 喫 ひたいな。 

妻 いい わ、 時計と 相談して ね。 

夫 (煙-! に 火 つけながら) まだ 大丈夫。 (外ん」 見ろ や 

うにして〕 好い 天氣 だな〕 

so) 

つまり- 夢に 對 する おれの 與味 は、 夢 そのものの 面白さ 

に 在 るんだ。 

妻 (飯, よそ ふ) 

夫 夢 は、 おれ を、 返 屈さから 救って くれる。 

夢 は、 おれに、 人：！； H の 木蔭 を敎 へて くれる。 

妻 (汁ん ちけ る) 


夫 昨日と 今日 ：： 今日と 明日 …… その 間に. おれ は 金の 

かからない 旅 をす る。 

樂 しい 旅 だ." 

おれに. 取って， 夢 は、 現實の 一 部なん だ。 

希望 だと か、 理想 だと か …… そんな {1! 虛な もん ぢゃ ない。 

妻 (碧ん」 取り上げ) あなた は， よく さう、 夢が 見られる 

のね" 

羨ましい か。 そこで、 昨夜の 夢 だが …… ($!-.^ 取ろ) 

その 前に、 此の間の 出張 手當 を、 早く 取つ て 来て 頂戴。 

ああ さう さう。 九圓 七十 錢 ：… こいつ こそ、 夢で もい 

い …： と， 思 ふの は 間違 ひで、 今日は、 是非、 取って来 

る C 

io) 

今朝 は、 卵な しょ。 

どうして C 

買つ とくの を 忘れた の。 

よし、 さう 出な くつち や …… 0 

「忘れた」 

何ん とい ふ 好い 言葉 だつ」  f 

一 切の 醜 さ、 一 切の 暗 さ、 一 切の 苦しみ、 恐ろし さ を 

ふ 言葉 だ、〕 

忘れて くれ、 忘れて …； 何もかも， 忘れて くれ-し 


f)3 


： ん らぷ 


I 


0  (さまり わろ さう _|0 あら. ほんと に 忘れた のよ。 

夫 ますます いい。 (i?) それに、 今日の 飯 は 、上出来 だ。 

妻 (强 ひて 笑^.^ 作リ) 炭が ね …… C 

夫 (妻の^^.^兑て) あ、 ほんと だよ。 

0 さ，. .  ::• (淚 ぐむ) 

夫 馬鹿 展 鹿：： お前 は、 ^を 見ない から、 いけな いん 

だ 0 

たまに 兑れば 下らない 夢し か兑 ない。 

妻 だって、 どんな ilV か而白 いんだ か、 わからな いんです 

もの 0 

^ なるほど， いっか 話した 夢 は、 あんまり 込み入つ てて 

お前に はわから なかった。 わからなかった から、 而.. H く 

なかつ たんだ" 

昨夜の は， きっと、 わかる。 わかる やうに * 話して やる" 

お前 は、 ぉれの^„^だ0*ぉれが、 どんな 夢 を：^ たか。 

それく らゐ のこと は、 知って なけり や e 

0  (夫の 茶碗 >^ 取リ、 飯 つけろ) たくさん つけて よ。 

夫 おい、 おい。 

妻 また、 ぉ畫 までに、 お腹が {<>.;  くわよ。 

夫 (茶碗， ^受け取りながら) それ は、 まだ * おれが 小さ 

い 時分の ことら しい。 

小さい と 云っても、 十六 か 十七 …… 


變に 世の中が 寂しい 頃 だ。  ， 

(問。) 

いつも 云 ふ 通り 

おれに は、 友 逢と いふ ものが 無かった。 

遊ぶ と 云へば 

一 人で 

螭：^ を 捕る か 

冬なら 

日の 當る 裏山の 斜面で 

遠くの 森 を 

毎日 每日 

縛に かく  

それが 樂 しみだった。 

妻 いやよ、 そんなに、 お 醤油 を かけち や。 

夫 おれ は • 子供の 時分 • よく 醬油 を、 飯に かけて 食った 

よ C 

妻 毒 だ わ。 

夫 お前 は- 何んでも. 毒に しち まふね。 

そこで， その _^ク だ。 

おれ は、 あてもなく 

その 森の 中へ， は ひって 行った。 

毎日、 繕に かいた. その 森 さ。 


： んら 
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夜なん だよ、 それが ね. - 

妻 それより、 こっちの が 漬かり 加減よ。 

夬 夜なん だ、 それが …… 

奥へ は ひって 見る と 

森 は 11 その 縛に かいた 森 は 

とてつもなく. 大きな 森なん だ。 

露西亜 か、 南米 か …… 

そんな 處に 在り さうな 

人跡未到の 大 森林 さ。 

妻 (何 か 一 H はう と マる) 

夫 まあ、 默 つて 聽 いてろ。 

夜なん だせ， それが …… 

おれ は饰 いと は 思はなかった。 

ちっとも 怖い と は 思はなかった。 

ただ. むやみに、 悲しかった" 

おれ は、 不 11、 自 殺 を 思 ひ 立った。 

妻 もう 澤山、 そんな 話 は …… いいの * あなた、 そんなに 

ゆっくりして ゐて …… 。 

夫 いいから、 しま ひまで 聽 け。 

自殺 を 思 ひ 立った" 

そこで 

一 本の 樹の枝 を 見つけて， 


それへ 帶を ひっかけた 

頭の 上で、 その 兩端を 結 ひつけ 

いよいよ 

首 を 吊らう としたんだ 』 

妻 (颜. ^そむけ) あなた！ 

夫 いい か 

すると だよ …… 

すると、 誰かが、 後ろから. おれの； 局 を 叩く ぢゃ ないか。 

妻 人が ゐ たの。 

夫 人な もんか。 可愛い 娘 さ、 それが ね. 十二 三の ：… 0 

笑 ひながら、 おれの 顏を 見て る ぢ やない か。 

so 妻 は 夫が 臉 に 置いた 茶 i ぬ，^ 取って 再び 手に 持た 

ぜ ろ o) 

見て るんだ よ。 

どっかで，^ 3 つた ことがあるな あ  

さ、 「思 ひ はした が、 どうしても 思 ひ 出せない。 

妻 あとで、 わかった の。 

夫 待て 待て 

(急いで 飯な かさ、、 み。) 

すると * 向う から、 馴れ馴れしく 

—— 何に してる の.： つて 訊 くんだ" 

おれ は 
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、ュ, ら-; 


夫妻 夫妻 


ブラ ン コを こしら へ てるんだ つ て 云 ふと 

11 ぢゃ、 一緒に 乘 つて、 遊び ませう —— つて 云 ふから 

おれ は 

帶が • これ ぢゃ、 短 か 過ぎる つて 云つ たんだ。 

0  (吹き出す) そんな …… 

失 (お 〈而 さう 云つ たんだ。 

すると 

—— そんなら、 あたしの を爾ぎ ませう —— つて 

メリンスの、 赤い 帶を ほど くんだ〕 

^  (ま) いやよ。 

^ ほど くんだ よ。 

仕方がな いから 

ブラ ン コ を こしら へ て 

二人で 乘 つたよ。 

木の 幹が ぐらぐら ッ と搖れ る。 

頭の 上で、 だしぬけに、 けたたましい 羽ばたきが 聞え た 

と 思 ふと … ： . 森 中 の 鳥が、 一 どきに ガヤ ガヤ と 鳴き 出 し 

た U 

二人 は 


S あはず、 ブ ラン コの 上で 抱き合 つ たさ。 

妻 〔やや 暗い 籙 になり) もう、 お茶 …… ？ 

夫 お茶 だ。 

(間。) 

お茶 だけれ ど …： 

それから 先 さ、 面白 いのは …… 0 

ぢゃ、 二」 の 先 は， 今夜ね" もう、 靴 を 浮く 時間よ" 

今日は、 ブル ドックに しょう。 磨いて あるね。 

(起ら 上って 洋服.^ 出 VO 

(それとなく、 妻の 方 カど见 ながら) その 時 だよ， その 

娘の 顏を、 よくよく 視 たの は。 わからない。 が …… 誰か 

に似て るんだ。 

どこかで 見た か、 會っ たか、 話し をした か ：… 。 

妻 (靴下.^ 徐 めながら) 今日は、 何 處へも 上らない でせ 

う： 

夫 上らない …：. つもり だ-む、 待って くれ …… よし、 上 

ら ない 0 

\ ？-に 角 

何時か、 何處 かで、 どうかした 女なん だ。 

誰 だと 思 ふ- リ 

妻 わかって ますよ、 そんな こと、 さ、 また、 待って 頂く 

の は， ぉ氣の 毒です わ。 
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勿論， 世界 は、 丸で 違 ふさ、」 

さう さう、 覺ぇ てる か い …… 

あの 翌朝、 おれたち は， すぐ、 この 家へ 引越して 來 たね" 

なんだ、 こり や (5^5 屋 * ちう f:- 見廻す) 

これで も、 人間の 住む 家 か ： ： 

人間が 愛し 合 ふ 家 か。 

處が、 昨夜 はさ うぢ やな いんだ。 

森 だと 思った の は， 宮殿 さ。 

ブラ ン コ のつ もりで みたの は * や はら かな、 あた X かい， 

天鵞該の吊^^*、なんだ。- 

妻 吊 床って、 な あに 

夫 吊 B:^ を 知らない のかつ 吊 床 さ， そら …大人の 寢る搖 

藍 さ。 

妻 宮殿な の ：… ？ 

夫 うん …… 。  --デ ご. - 

その 宮殿が. 決して. ありふれた. お 伽. 睛 式の 宮殿 ぢゃ 

ない。 

(外の， 格子戸が 開く 音。〕 

聲 お：/ まだ か。 

妻 (惶 てて 失の 肩 r* リ 離れ) それ 御覽 なさい、 また 遲れ 


こ r-o 

テ，. 7- 

夫 (惶 てて チョッキの 釦，^ はめな-から) いやいや、？； もれ 

ない。 (大 tj- にて〕 なんだ， やつば り 行く のか。 今 曰 は 

休む のかと 思って た) 

m どら …… 0 

(錄の 主， 茶の^に 首.^ 出 マ。) 

妻 あら. いけません • こんなと こへ …… 。 

§ おや、 もう、 歸 つて 来たの かつや、 奥さん、 お 〔十う。 

妻 いくらせ かしても. これです の。 

夫 丁度い い。 まあ、 話の先 を 聽 け。 その {nC 殿と 云 ふの が、 

決して、 ありふれた、 ぉ伽噺 式の 宮殿 ぢ やな いんだ" 

妻 (上着,^ 羞ゼ ながら) そこ は 違 ひます よ。 もっと 上： 


夫 宫 殿と いふ 言葉 は惡ぃ かも 知れない" 一切の 装飾が 

ただ- 住む ものの 爲 めの 装飾なん だ。 

同僚 面白 いぢ やない か。 しかし * さ、 「いふ 装飾が あり 

るかね： 

失 あり 得る さ 第 一 、 吊 床が 奇拔 なんだ- その ブランコ 

さ、 つまり  0 

同僚 どの ブランコ …… 0 

夫 どのって …… つ 

妻 いやな 片 桐さん、 ほん 氣 になって 聞いて らっしゃろ わ。 


： ん 
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1  二 

(ど r, ら から 始めろ ともなく-  二人の 調子外れな 口笛 

が、 一つ 時  >  鏈れろ やうに 聞え てく る。) 
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卜 呵-れ た n 曜の 午後 1— 面した 座敷。 

^  :1^侧の膝^^子に倚リ、 新 問，， ズ 一 ぬんで ゐる) 

「米國 フ ーフ ！ 建材，：：： 社 の タ-ナ ー 支ぽ 人が 一 日 目白 文化 

村 を 訪れて . お X  ロスアンゼルス の 縮 II よ： と 申し ま 

したやう に- 文 ft^ は 今日 蕭洒 たる 美しい 住宅地に 

なりましたり」 

^  (緣侧近く-ぱ^则ズど^-.^、 編物.^してゐろ) なに、 そ 

しょ U 

^  (-H みおけ ろ) 「i:w2 坪の 地 に は、 整然たる 道路、 衞 

牛： 的な 下水 水^ m 熱 供給 装置 テ ニスコ ー ト 等の 設備が あ 

り、 多くの 小綺 魔な バンガ 口  — ゃ莊 重な ライト 式 建築、 

さて は、 ^雅 な別莊 風の B 木^ 築な どが、 i3 士の 眺め や 

樹木に 〔5 む高蠆 一 帶の 晴れ やかな 環境に 包まれて…：」 

(新 ズ ど^げ 出し) おい、 散歩で もして 兑 るか。 

妻 い k から 川上さん とこへ 行って らっしゃ いよ。 

^ 是非 行かな くっても い ん だよ。 

^ あたし は-思 ひ 立った 時す ぐで なけれ やい やなの。 


夫 散歩 か。 

妻 散歩で もなんでも …； 。 

き 

夫 散歩で もなんでも つたって、 ほかに 何 かする ことがあ 

るかい e 

妻 ないから、 それでい 乂ぢ やない のリ 

夫 あ。 

妻 川上さん とこへ いらつ しったら どう、 そんな こと 云つ 

てないで。 

もう 行きたくないよ。 

行って らっしゃ いよ、 ね。 

行かない よ、 お前の そばに ゐ たいんだ よ" わからない 

奴 だな あ。 

わかって ますよ、 憚り さま。 

(間 0} 

あ 》ぁ. これが たまの 日曜 か。 

ほんと よ. リ 

(また 新 igv, ど 拾 ひ 上. け、 讀む とむな し-. J.) 

かう い ふ 場合の 處 置なん て い ふ こ と を • 新聞で 懸賞 募集 

でもして 见 たら、 面白いだ らうな。 

妻 あたし 出す の. リ 

夫 (新聞 LLn ^入りながら 、興味が なさう つ-..！) 何ん て 出 
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實 は- あんまり 行きた くもな いんだ けれど， うちで ぶら 

ぶら し てた つてい ふ ことが 後で わかる と 工合が 惡 いから 

…… それが、 會 ふたんび に. 一度 遊びに 来い、 H 曜 なら 

主人 もゐ るし、 一緒に 芝お にで もって • さう 云 はれ るん 

でせ う、 今日は、 どうせ あなたもう ちに ゐて 下さ るんだ 

し、 一寸 行って 来ようと 思 ふの。 それとも、 何 か 御 都合 

でも あれば つて、 優しく  いて 兑 るの、 それとなくよ、 

夫 それとなくね。 いや、 別に、 おれの 方 はかま はない が、 

お前が ゐ なくって、 晝飯 はどうす る」 

妻 ぉ晝は • お 茶漬の 用意 をして きました。 

夫 晚は」 

妻 晚は、 出が けに 「あづま や」 へ 寄って， 親子で もさう 

云って 置き ませう G 

夫 また 親子 か" 歸 りは遲 くなる だら う。 

妻 さう ね、 まあ、 はっきり わからない けれど、 十 時に な 

つたら、 お 床 を 敷いて 寢て. - 頂戴。 

夫 金 は 持って るかい" 

妻 それが もう、 すっかり なの。 

夫 ぢゃ、 これ を 渡しと かう。 さ、 十圓。 

妻 ありがたう。 

夫 夜風 はもう 寒い よ、 襟卷を 持って け。 
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リミ Ji^ 失 ^  -J^  ^  ^<  ^j^ リ よ^: k  :k 


失^ 夬 妻 夫 


失 さて、 おれ は、 これから ゆっくり 本で も讀 まう。 湯 だ 

け 沸く やうに しといて くれ。 客が 来たら. ビスケットの 

殘り がま だ あると …… 。 髭 も 今日は 剃るまい。 あ、 あ、 

長閑な 日曜 だ。  . 

(おって 下 向いて ゐる) 

どうしたい" 

あなた、 もう 駄 

どうして C 

どうし て. も、 

(新^ ズ" 投げ だし) さう か。 それ ぢゃ、 お前が 若し 男 

だったら、 さう いふ 時、 どう- <i る。 

さう いふ 時って …； 。 

とめろ かい G 

とめる わ * なんとか 云って。 

:!: んて 云って とめる" 

"li! 非行 かなく つても 濟 むん なら， 今日は、 おれと 芝居 

を 附合 はない か、 とか 何ん とか …… 

なるほどつ 附合 はう つて 云 はれたら どうす る。 

行けば い. -ゎ。 

行けば い k さ。 しかし、 行き たくなかったら どうす る 。 

行きた くっても、 事情が 許さなかったら どうす る。 今 曰 

：;^ たいに。 


妻 ぢゃ， 芝居が 活動に なった つてい \ぢ やない の。 

夫 活動 か …… あれ や、 お前、 夫婦で 見に 行く もん ぢ やな 

なぜ。 

誰に でも 訊いて 見ろ。 

それが いけない の、 あなた は。 あたし は、 ほかの 女と 

違 ひます よ" 

遠 ふだら う。 違 ふから. なほ あぶない。 

何 を 云って るの。 

やつば り 出る とい ふ もの は、 とめない 方が ぃ&ゃ うだ 

な 0 

0 さう ね、 だから 行って らっしゃい、 川上さん のと こへ 

でもなんでも。 

夫 しつ. 1 こいな。 今朝お 前 は 何ん て 云った U おれが、 川 

上 の處 へ 行 つ て來る つ て 云 つ たら、 -—— 川上 さん 川上 さ 

ん つて、 每日 社で 顔 を 合せて る 人 を、 なんだ つて さう 戀 

しが るんで せう ね。 日曜ぐ らゐ 1 曰う ちに いらつ しった 

つて 損 はないで せう。 何ん の爲 にあた しが かう して ゐる 

んで， \ — さう 云った ね。 

妻 それが どうしたの。 

夫 どうもし ない さ。 問題 は， お前が ノ 何ん の爲 にかう し 

てゐ るかって いふ こと.. た。 
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妻 夫妻 夫妻 夫妻 夫妻 


妻 夫妻 夫妻 夫妻 夫 


妻 夫妻 夫 


妻 (や、 むき LL な "ン あら， かう して ゐ てはいけ ない の。 

夫 かう して ゐる にも， かう して ゐ やうが ある ぢ やない か 0 

おれが 新聞 を讀 む。 お前 は 編物 をし はじめる" おれが 溜 

息 を 吐く。 お前 も 溜息 を 吐く。 おれが 欠伸 をす る。 お前 

も 欠伸 をす る。 おれが …： 

妻 だから、 どっかへ 行き ませうて 云へ， に， あなたが、 な 

ん とか、 かんと か 云って ：••： ： 

夫 よし、 それ はわかった。 だが、 おれたち は、 日曜に ど 

つかへ 行く 爲 に- 夫婦に なった わけ ぢゃ あるまい- うち 

にゐ たって. もう 少し 陽氣な 生活が できる 箬 だ。 

あなたが 話 を な さらない か ら よ 。 

話 …； どんな 話が ある" 

話 は 「する」 ものよ" 「ある」 もん ぢ やない わ。 

なんだ、 それや …： 哲學 か。 よし、 話 は 「する」 もの 

と し て 置かう。 お前 だ つて 話 をし な いぢ やない か C 

うるさい つ て おっしゃる からよ。 

何 かしてる 時に 喋 舌る からさ。 

う そよ 1 寢て か ら で も よ 0 

ねむい からさ" 

(しんみり) ほんと を 云 ふと、 あたし は、 默 つて あな 

たの そばに ゐ さへ すれば、 それで 滿足 なの。 あなたが、 

もう 少し あたしに 氣 をつ ォて下 さると、 それ こそ、 どん 


なにい い 方 だか 知れな いんだ けれど ：： 。 

(小鼻 かう. こめ かし) 晚販 0 菜 はなんだ い。 

(快活に) 未定よ、 今日の 成镇 次第。 

(その 氣 持に 乘り 兼〃 て) お前 はいつ まで も 女 學生だ 

どうい ふ 意味。 あたし. 何時でも さう 思 ふの、 日曜な 

んか、 それや 餘裕が ある 時 は、 お 芝居 を兑に 行くな り、 

何 かお いし いもの を 食べ に 行くな り， さう いふ こと も あ 

つてい、 けれど、 そんな こと は 第二と して， もっと 家庭 

らしい 樂 しみが、 いくら だって あると 思 ふの。 庭 だって 

も、 これ ぢ やあん まり だ わ。 あなたが 手傳 つて 下されば 

一 寸 した j 化 壇ぐ らゐ こしら へる の は、 それ こそなんでも 

ない わ。 今頃、 コ ス モ ス なんか ビ いつば い 咲いて、 御覽 

なさい。 外から 見ても 綺麗 ぢ やない の。 

だからお 前 は 女學生 だよ。 

そんなら、 あなた は小學 校の 生徒よ リ 

(笑 ひながら) さう いふと ころが あるかい。 

あってよ。 

おい、 散歩しょう。 

も ぅ遲 いわ。 

その 捧 一で もい-" や。 

どこ、 井の頭) 
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夫 夫妻 夫妻 夫^ 夫^夫^ 夫妻 夫妻 夫妻 夫妻 


^ 多摩川で もい 》。 

^ そんなら もっと ゆっくりした 時に しませうよ。 どっか 

でお 畫 でも 食べる つてい ふやう にしな くつち やつ まらな 

いわ 

お前の 處に いくら ある。 

もうい や、 今 III は、 そんな 話 は， - 

(指， ^折りながら) 十六、 十七、 十八、 十九 …… 。 

それ こそ、 朝から 用 意 をして、 朝御飯 を 食べたら すぐ 

出掛ける くら ゐで なけれ や …； 0 

前の 晚に話 をき めと いてね，" 

さうよ、 何處 なら 何處へ 行く つて。 

曰歸 りで 鎌お あた りへ 行く の もい 》 な。 

行きたい 處が ある わ。 

さう する つてい ふと、 東京 驛を八 時 何分 かに 出る 汽車 

が ある。 

^  二？。 

夫 當り前 さ。 早く あの 窓ぎ はの 向 ひ 合った 席 を 占領す る 

ん だな あ， - おれの ステッキと お前の パラソルと を、 おれ 

が、 かう 網 C 上に のせる ：… 。 

0 あたし、 持って ゐる 方が い \ の。 

^ さう か。 後から は ひって 来る 奴ら は、 おれ 達を兑 て、 

は、 あ、 やって るな と 思 ひながら、 成るべく 近くに 席 を 


取る に 違 ひない。 

馬鹿ね。 

汽車が 動き 出す。 

窓 を 開けて 頂戴。 

煤が は ひるよ。 あれ 御覽、 濱 離宮の 跡 だ。 

まあ」 

品 川、 品 川、 山手 線 乘 換. 一 

早い のね。 あたし、 キャラメル を 買 ふの。 

よし、 お い、 キャラ メル。 

あなた はいか - 

もら はう. - 大森は 通過、 も うぢき 社長 家が 見える。 

あれが さう、 けちな 家ね。 

けちな 家 だ。 蒲 田、 川 崎 は 飛ばして 橫濱 と。 こんな 處 

にも 用 はない。 程ケハ 介、 戶塚、 さあ 大船へ 來た。 

あたし、 サン ドウ ヰ ツチ を la; ふの。 

よし、 おい、 サン ドウ ヰ ツチ。 

あなた はいか ビ」 

うむ、 もら はう。 

いやよ、 一入で たべち や。 

さ、 降りる 用意 をした。 下駄 を 穿いて …… 。 

坐って なんか ゐ ません。 そんな …… 。 

先づ 行く とすると 八噃 is だら うな) 知って るか。 
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知って ますよ。 それより、 海岸へ 行って 見 ませうよ。 

それ もよ からう。 ぇ&と …… 0 

自動 享を 呼べば い &ゎ。 

さう か、 おい、 タ クシ 10 さあ， お前 先へ 乘れ。 

ぢゃ、 御免 遊ばせ。 

そこで、 煌 草に 火 をつ ける と。 

その 前に、 行 先 を おっしゃ いよ、 運轉 手に。 

海岸で い \  ちゃない か。 

を かしい わ、 海岸まで なんて。 一寸、 運轉 手さん、 海 

濱 ホテル。 

海？ 湞 ホテル は 閉まって やしない か。 

うそ おっしゃい。 

しゃう がない。 行つ ちまへ。 ブゥ、 ブゥ、 ブゥ …… 0 

何よ. そり や： もう 來 たのよ。 

やれく。 ぢゃ。 見晴らし のい 、部屋へ 通して くれ 給 

へ。 

食堂で い  > -ぢ やない の。 

さう さ、 だから、 お前、 何 か 註文し ろ。 

あなた は _」 

おれ はなんで もい > -。 

ぢゃ、 カルピス を 二つ、 冷たい のね。 

おい、 君、 君、 晝ま では まだ 間が あるから、 少し その 


邊を 歩いて 来よう。 十二時に は歸 つて 來る から。 何 か 美 

味い もの を 食 はして 吳れ。 

妻 さう，) 

夫 それから 當分 滞在した いんだが、 い >- 部屋が あいてる 

かい。 バス • ル， -厶 のつ いた …… 0 

妻 バ ス*ルー ムって …… お 風呂場ね レ 

夫 しッ。 あ、 さう。 ぢゃ、 それにしょう。 いや、 見ない 

でもい X。 それから 君のう ちに 飛行機 はない c」 

妻 あなた。 

夬 ない。 それ ぢゃ 仕方がない。 歩いて 行かう。 さ、 おれ 

の ス テッキ は ：：： 0 

ま た 汽車 の 中に 忘れて 來 やしない。 

いや、 ボ， -ィに 渡した。 あ > -、 それ だ。 

どっちへ 行く の。 

向う に 見える のが 江の 島 だ。 

い. t 景色ね。 

氣を つけない と轉 ぶよ、 どら、 手を曳 いて やらう〕 

人が 見る わよ。 

見る 奴が 損 をす る。 草臥れた か、 ぢゃ、 この^iで 一 と 

休みしょう。 なんなら、 海へ は ひっても い 、よ。 

妻 あたし、 は ひる わ) 

夫 は ひれ。 うむ、 お前 も 裸になる と、 なか/ ヽ 好い 體格 


J;,; にお 
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夫 (^の 乎. ^取り たるま. o お前 は、 ほんと に、 おれが 

いやにな り やしない か。 おれと かう して ゐる のが …… 。 

0 あなた はどうな のり 

失 おれ は、 お前と かう して ゐる ことが、 だんく うれし 

く なくなって 来た、 それ は 事 實だ。 しかし、 お前が ゐな 

くな つた 時の こと を考 へる と、 立っても 坐っても ゐられ 

ないやうな 氣 がする。 それ も、 ほんと だ) 

^ どっちが ほんと なの。 

失 どっち もほんと だ (問) だから、 おれ は、 こんな こ 

とぢ やい けない と 思 ふ。 が、 どうに もなら な いんだつ (間) 

お前が、 さう して、 おれの そばで、 默 つて 編物 をして ゐ 

る。 お前 は  一 ST それで 滿足 なのか。 そんな 箬 はない。 

おれの 守 中に、 お前 は、 どこか 部屋の 隅つ こで、 たつ 

た 一人、 ほんやり 考へ 込んで ゐる やうな ことがある だら 

う。 おれ は 外に ゐて、 お前の その 港し さうな 姿 を、 いく 

ども 頭に 描いて 兑る U 百圓 足らずの 金 を、 毎月、 如何に 

して 盛大に 使 ふか、 さう いふ ことにし か 興味の ない おれ 

たちの 生活が、 つくぐ いやにな り やしない か 。今更 そ 

んな こと を 云っても しかたがな いと 諦めて ゐる かも 知れ 

ない e しかし、 お前 は决 して 理想の ない 女ぢ やない から 

ね。 おれ は、 今のお 前が どんな こと を考 へて ゐ るか • そ 

れが 知りた い んだ。 かう い ふ 活を續 け て 行く うちに、 


だ、 あんまり くへ 行くな。 

せ 大丈夫よ。 

^ 待て 待て、 そこで、 さう して >-兑 ろ。 寫 露 を 一 枚. 取つ 

て S かう-さ、 い、 かい。 うむ、 これ や 素敵 だ〕 G いん 

にん^^して 來る： * 今迄， お前が、 こんなに 美しく 見 

えた こと はない つ どうだい、 その 形 は …… 。 なんとい ふ 

素 畸. りしい 色 だ。 さう く、 や あ、 お前の 髮の毛 は、 そ 

ん なに 長かった のか。 お前の 胸 は、 そんなに ふつく らし 

てゐ たの か。 あ、 笑って るね。 こっち を 向いて 御覽。 う 

ん" それが お前の 股だった のか。 あ 、その 口 は …… (わ 

れ. ^忘れた やうに 叫ぶ) 

^  (はじめて 颜 上げ、 たしなめる やう LL) あなた。 

(•  おい 沈 K) 

こ、 へ 來て兑 ろ。 

(笑って ゐろ) 

::叫^,^差^£し) 來て 御覽。 

いや。 

來て御 つてば。 

广起 上リ、 . ^の兩 乎 取リ、 それ，^ 1 ^りながら) あ 

なた に は、 い 、つてい ふところがない のね。 

火 どうい ふ 風に。 ょぅとすろ.} 

^ いや、 そんな ことしち や。 


る 風轼 
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夫妻 夫妻 


妻 夫妻 夫妻 夫妻 夫^ 夫妻 夫妻 夫妻 夫 


おれたち はどうなる かってい ふこと だら う。 違 ふか。 そ 

れ とも、 お前が、 娘 時代に 描いて ゐた夢 を、 もう 一度 繰 

り 返して 見る のか。 

妻 あなた は 馬鹿よ」 (笑 はう としてつ い 泣^ LL なる) 

夫 人間 は みんな 馬鹿 さ。 自分の ことが わからずに ゐ るん 

だ、 さ、 もうよ さう、 こんな 話 は」 

妻 でも 久しぶりよ、 泣いた の は" 

夫 おれが、 日曜日に お前 を はふって 外へ 遊びに 出る。 そ 

れを お前が 不 滿 に 思 ふの は 當り前 だ〕 たまに は氣 晴らし 

もしたい だら う。 活動ぐ らゐ なんでもない。 夕飯で も 食 

つたら、 出掛ける か。 

妻 (うな づく 〕 

夫 行かう。 そんなら それで、 早く 風呂 へ でも は ひつ て來 

C 淚 1^ 拭きながら) 今日はい >t の。 

どうし てこ 

あなた こそ、 今 曰で 三日 目よ。 

うむ、 少し 風邪 氣 L 鬼なん だけれ ど …… まあ、 今日はよ 

さう。 それより. 今が 三時 半 だから …… さう だ、 夕飯 ま 

で 一寸 出て 来る からね。 

妻 (元の座に^！；^き，恨めしげに) どこへ いらっしゃ るの。 

夫 なに、 ぢき歸 つて 來る。 


妻 (夫の^^>ゃ兑っめ、 何 か 云 はう として、 うつむ さ〕 

え. -、 い \ わ。 

(も； ^>./\し ながら) 川上ん と こぢやな いよ。 

0^ まづげ に) 何處 だってい 、ことよ。 

(妻の 傍に し やが み) 玉 突 だと 思つ てるんだら う。 

(その 方 は すに) い >- から、 行って らっしゃ いよ。 

怒った のか。 

(また； y いて ゐる) 

？ U 方に I* れて) どうし たんだい。 一 蹬。 

あたしが 惡 かった の。 

い. -も惡 いもな いぢ やない か。 だから、 後で 活 il へ 行 

くんだ よ C 

もう、 わかった の。 

何が わかつ たんだい。 

もうい \ 加減に 諦める わ。 

なに を …… 

御免なさい。 

變 だぜリ 

を かしな ものね。 よその 奥さんた ち は、 旦那さん がお 

守 だと、 けっく 氣樂 だって よろこんで ゐ るの。 だけど、 

あたし、 それが 不 il だった の。 

夫 それや、 不思議な のが 當り前 さ。 
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ん j(j  ！ si、 


お 夫^ 夫妻 ジ i      ^ 夬^ 夫 ^夫 妻 失 ^ 


夫妻 夫 妻 夫 妻 夫 妻 夫 き 夫 妻 夫 m 夫 


それが 今日、 やっと 不思議で なくなつ たの。 

え" 

男って いふ もの は、 やつば り、 朝 出て、 晚歸 つて 來る 

やうに 出来て ろる のね。 

Gicil^ すろ) 

男って いふ もの は. 家に ろる こと を、 どうして さう 恩 

に ^3 せ るんで せう。 女 は、 それが たまらない 0 ね。 

何も 恩 に^せる わけ ぢ やない さ。 

だから、 行く 處 があった ら、 さっさと 行って 頂戴し そ 

の 方が、 ずっと；：^-持がぃ^ゎ。 

(ま；，： 椅子に かけて、 新11.^^^み始める) 

あたし、 日啦 がお そろし いの。 

おれ も おそろしい。 

(間。) 

あなた は、 あんまり、 あたし を 甘やかし 過ぎる のよ。 

(編^.^ し 始めろ) 

さ >ゥ でも. V のる ま い。 

い >- え、 さ、 つなの よ) 

むづ かしい もんだ な。 

よそのう ち を 御 g:; 一なさい よ。 

見て るよ。 

あの 通りに なさい よ。 


出来ない よ： 

女 はっけ 上る ものよ。 

知つ てるよ。 

それ ぢ やい >| わ。 

(長い 沈 默。) 

おれたち は、 これで、 うまく 行って る方ぢ やない かな 

あ。 

もう 少しって いふ 處ね。 

金 かい。 

さ うぢ やない のよ。 

(長い 沈^。) 

犬で も 飼 はう か。 

小 烏 0 方が よかない。 

s い 沈 默。) 

(欠伸ん、 する) 

(欠伸 -M- る， } 

(s 

おい、 話 をして やらう か。 

え \  0 

昔々 ある 處に、 男と 女と があった。 男 は 學校を 出る と 

すぐ 會 社に 勤めた。 女 は、 まだ 女學 校に 通って ゐた。 二 

人 は 毎朝、 同じ 時刻に、 郊外の 同じ 停車場で 顏を 合せた。 
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蒗 おおお If! お 文 


一 

午後 六 iir 

文 六 (汁. ^啜り；，： ろ後ソ おせい、 また 生姜 を 忘れた な。 

淺蜊に 半； 姜， 豆^に 葱， 峯； 所に 貼り付け とけ。 

お^い (飯ん、 顿張リ たろ ま >o あれ だけお ちかに 云つ と 

いた けれど …… 。 緣の 取れた 目 i 爪め 中に- いっかの がま 

だ あり やしない かい。 

おち か (指で 口から 鬆の 宅.^ 抆， 々， 取りな-から) 常 公、 お 

前 忘れた ね、 いや だ" 一： おせい に) もうない の。 

常吉 生姜 もでした か. そいつ あ 問き ませんで したせ。 

おち か この 人に 用 を. B 、むと、 いつでも これ、 しゃう が あ 

れぬ ：…： 

厳 太 (むさに なって) 馬鹿) (^の 茶 .g, やおち かの 方 

突々】 出す) 下らない 1^ 落 はよ せつ 

おち か (あっけ に^られて 、厳 太の 額 見る。 俊.， やつけ 終 

ろ や、 投 げ5^ す や う LL 茶』^  下に ©  .V ヽゎ つと 泣き出す) 

お^い (應 太： J.) お前 もまた なんだ ね、 それく らゐ のこ 

と を …… 0 

文 六 よせよ せ、 泣く の は。 洒落る つもりで もなかったら 

う。 おれが 贅澤を 云った のが 惡 かった。 此の 寒. S に 温か 

いもの も 食べ られな い 人間が い くら も あるんだ。 

おせい お 父ッっ あん、 御飯 は。 

文 六 うむ、 まあ 待て。 0^ 产どロ LU おて ろ) 


麵麴崖 文 六の 思案 01 き 


物 

六  (五十 五 ao 

せい その  一 _ナ (四十 五 歳) 

太 その (二， Hi 一歳) 

ちか その； (十 七 歳) 

吉 丁 稚 (十 六 歳) 

作 止 人 w 十二 8 

新 liilk 者 (三十 八 设) 

大正 X 十 X 年の 冬 

in 都の 場末 

お  一 ^ 

麯跑： ^の WLL:^ きたろ 茶の^。 

文 六、 お せい、 m^. おち か、 な 卓，^ ど 園み、 常 吉は少 

し はなれて 別の. 鹏 にっき、 何れ，， して ゐ ろ。 


案 s の 六 文 尾 飽^ 
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文 常 IS ぉ廉文 


文廉 お 常 

六 太で ぜ吉 


(此の 時、 階段の や； -屮 i リ、 梶本京 作、 藥耀 v;^ 持ちた 

る 手，^ 差 出し、 半身.^ 見す 0) 

京 作 お湯 を 一 杯 どうぞ。 

おせい はい 只今。 おち か： 

おち か (藥罐 受け取 リ _」 行き) すぐ 持って行 くわ 。(湯 

な 注 ざて、 二^に 上ろ。) 

文 六 先生 は 近頃 >  一向 下へ 降りて 見えん な」 

廉 太 先生なん て 呼ぶ 0 はおよ しょ， お 父ッっ あん， 小學 

校の 敎員ぢ やない， か 「- 

六 だから 先生 ぢゃ いけない のか。 

太 つけ 上がる からさ" 

せい (たしなめる やうに) 康 ちゃん。 

太 あんな 氣に喰 はない 奴 はない。 

吉 ほんと です ね、 こな ひだ も、 あっしの こと を ：… 0 

六 お前 は默 つてろ。 まあい >- さ。 世間に や 色々 の 人が 

ゐる。 

おせい 廉 ちゃん. どうかし てるよ. 今夜 は」 

(長き 沈^。) 

臁太 C 二階の 方， 化 見ながら) ぉッ 母さん、 駄目 だよ、 お 

ちか を 呼ばな くつち や e 

おせい (常吉 に) お前， すんだら 早く 片 づけて、 (時計 

^见 て」 夜學へ 行くなら さっさと おいでよ。 


(默 つて 勝.^ 片 づけ、 勝手の 方 に 去ろ) 

い あの 子 はなに して るんだら うね、 御飯 も 食べない 

…… 。 (角の 立たない や-つ-.:) おち か 。おち かや。 

何して るって- わかって るぢ やない か。 

(茶碗 V, どお せいの 方 1.1 差 出し) 麼坊、 饭を 食ったら、 

また 將棋 でも さす か。 

廉太 今夜 は 敎會で 丸 尾 先生の 話が あるんだ。 お 父 ッっぁ 

ん 行かない。 

おち か (膳と 藥罐 と. ^ど 持って 二階より 降リ來 る〕 なに か 

用、 ぉッ 母さん。 

おせ い しまって からにお しょ * リ 

お r, か だつ て、 まだお 茶 を飮ん でゐ らしつ たんです も C  0 

お VI い い >t から 早くお あがり。 (獨 言の やう LL) いつま 

でも 片づ かなく つ て …… 0 

文 六 おれ もま だ 食 ふぜ。 

ぉぜぃ あんた はい \ のよ。 ゆっくりお あがん なさい。 

(店先で 客の  一 t がする。) 

文 六 (おせい 頤で指 マ) 

お^:, いらっしゃい。、 か， つ 云って 立 上って 行く)  <:r ハ 

ンを 一斤、 へい。 バタ 附とジ ャミ附 と を 半 斤づ. -、 へい。 

ジャミ は 苺の が 生 事切れまして、 左様で 御座いま すか， 

どもお 氣の毒 さま。 


案 s の 六 文; 跑 IS 


お 文 は<^ 文 服 


m おお 文 S£ 文 


文.； ハ 丸；^^さんはどんな話をなさるんだぃ、 今夜 レ 

廉太 どんな 話か閱 いて 兑 なきや わかる もんか。 人類の 使 

命と 宇 {.S の 神？ S つ て 云ふ题 なんだ。 

文 六 何んだ つて。 あの人の 云 ふこた 六ケ 敷く つて、 おれ 

なんかに やわから ん。 そこへ 行く と 根 さんの 話 はく だ 

けた もんだ な。 問の ii ぢ やどう か 知らん が、 成る 程と 

云 はせ る だけえ らいな。 

服 太 僕らが 成程って 云 はない から 同じ こった。 あんな 說 

敎な ら かない 方が まし だ. - 

文 六 なか-^ さう；：' や あるまい. - あの人 はお 前、 丸 尾 さ 

ん なんかより や、 イエ ス樣に 近い 人 だね，' 云 ふこと は 兎 

も^^ 第一す る ことが 遠 ふ。 あの人に は 見榮を 飾ろ と 云 

ふところがない。 丸：：^ さん は. 親の 仇で も 討った やうな 

顔 を し て饿； to: をす る ぢ や な い か 。 

な aHfc! をす ると 云 ふこと が 愉快な こと だから さ。 

さあ、 そいつ はどう かなし 

太 まだ そんな ことが わからない のか. リ 

六 お前 はもう わかって るの か J 

せい (入 リ來 る) を かしな お {！^： さん，^ 店先で 面白い 話 

をす るの。 奥さんが 取なん だって。 それで 毎晚パ ンを 

K つ て^ろの 「- ハイカラな 奥さんと 見える わね。 處が、 

バ タ 附を賀 つ て歸 ると- ジ ャム附 がい、 つて 云 ふんです 


つて" それから、 ジャム 附を買 つて 歸 ると バタ 附で なく 

つち やなら な いんです つて。 だから、 今晩は， 兩方 買つ 

て歸 るって 云 ふの つ それ もね.. 一緒に 出しち や 面白くな 

いから、 初め 一 方 を 出して …… 

廉太 (ぶいと 立ら 上り) 面 白かない よ-一 そんな 話。 

おせい 「むっとして) おや、 この 子は氣 でも 狂った のか 

文 六 (まあく， うつ 一.， やつ，， > けと 云 ふ 合^.^ する) 

親 太 (鳥 打 m と頸卷 とん.^,; ^りて) 一人で 行く よ。 (出で 

去る〕 

六 康坊リ 

太 (姿，^ 見 y ず，) あ >t。 

六 一 寸。 

せい (^つて iivy.:; 附け 出す) 

ちか (事 一所-」 立 一 b 去る) 

太 なんだい) (闕 のと、、 ろに 立ち たるま-、 • 返 ^待 

つし 

C 稍 長い 沈 り 0 

文 六 說敎は 七 時から だら うつ (15) 機繊を 直して 出て 行 

け。 (間) まあ • すわれ。 

簾 太 「しぶく 火鉢の 側 LL すわろ〕 

文 六 颤 へて るぢ やない か。 (間) ぢゃ  >  今年もう 一度 受 


き: 思の: 文. 澄飽麵 "  so 


藤 文 藤 
太 >■; 太 


文 六 そんなら キリスト 敎で なくった つてい  ぢ やない 

かリ 

廉太 聖書より 立派な 敎 はない よ。 

文 六 そんなら、 その 通りに すれ やい  >-ぢ やない か. みん 

なが _リ 

廉太 解. 釋 のし かたが 違 ふんだ。 どうに でも 解. 1 が 出來る 

んだ。 だから， そこよ >  自 分の ぃ&と 2 心 ふ 解 If でな けれ 

ば 値 打がない わけさ。 

文 六 自分で い- -と 思っても、 ど うだかわ かりやし ない。 

簾 太 そこ は 信念よ.。 自分で い、 と W 心った こと は、 祌が命 

じる ことなんだ ひ 

文 六 さう 思つ てれや 世話 はない な〕 お前、 祌樣 つて 云 ふ 

ものが、 ほんと にある と 思 ふかい。 

廉太 神が なけれ や、 宇宙 はどうして できたん だい、 人類 

は どこから 生れたん だい。 

文 六 猿から つて 云 ふぢ やない か" 

廉太 なんだ、 それや 一 世紀 前の 學說ぢ やない か。 ぢゃ、 

その 猿 は、 何から 生れたん だい-じ 

文 六 猿 か、 猿 はお 前、 猿よ。 

廉太 (^や 1^ さし 馬鹿な。 

文 六 ぢゃ お前に 聞く がね、 人間が みんな 死んで しまった 

ら、 神樣 はどうす るんだ い。 

一   


けて 見ろ つ 三度：： He- 正直って 云 ふこと も ある。 

廉太 學 校なん か、 行かない だってい. -ゃ。 その代り、 IK 

の や り た いこと を や ら し て もら は" 

文 六 何 を や るんだ い： 神學 か。 

(長い 沈^。) 

お 父ッっ あん、 僕、 書 生に 行っても い k かい。 

齊生リ 

丸 尾 先生が 勉强 さして やる つ て 云 ふんだ けれど ：… 

8 何んだ か、 かう してる と， わからな いこと だらけ 

で、 いやにな つち まふんだ もの。 

文 六 だから、 大學 で、 その わからな いこと を敎 はるん ぢ 

やない か。 

藤大 大學 なんて 駄目 だと さ、 僕の わからない ことって 云 

ふの は、 そんな こと ぢ やな いんだ。 學 問って 云 や 學問だ 

けれど、 . 本で 覺 える 學問ぢ やな いんだ。 人生 問題なん だ 

から …： 。 

文 六 人生 問題 か。 さう か、 そいつ は 困った な あ。 

廉太 自分の 哲學、 自分の 宗教と 云 ふ ものが なくつ ちゃ、 

なんに も な ら な いんだから な あ" 

文. K 自分 0 ね。 ぢゃ 、キリスト教 は 維の 宗教なん だい。 

廉太 だからよ。 人の キリスト 敎ぢ やい けな いんだ。 自分 

0 キリス ト敎 とい ふ ものが なくつ ちゃ。 


90  衆ヌ? の,': 文 お 


(長い 沈， 飲 J 

神樣か 、神様 はそんな こと はしない よ" 神 は 創造者 

だリ 1^ 壊 者ぢ やない.^ 

文 六 さう とば かり は 云へ ない ぜ" 

廉太 戰 か、 地 一富 か、 それや、 新しい 世界 を 建設す ろ爲 

め 01^ 壙 よ。 

文 六 だから さ、 人間なん て 奴 を みんな 殺して しまって、 

それより ましな もの を 造らう なんて 云 ふ氣を 起さない と 

も Si るまい。 

雕太 (兩手で頭^か.- へ、 しにらく考へ：^^！む- 

へぉぜぃ、  おち か、 缝 物.^ し 始めろ。) 

文 六 それ は 神様が 人 問 を #3 つた ものと して だよ。 

處が、 ；狎樣 は 人間が 造った のか もしれ ない" 祌は 人間の 

心に るとまで 云 ふぢ やない か。 すると、 人間が みんな 

死んで しまへば、 神-様 なんて 云 ふ もの も なくなって しま 

ふわけ だ) 

廉太 それ はさうよ」 む、 待てよ。 丸 尾さん に 聞い 

て ら、 そいつ あ。 

文 六 聞いて 見な。 

胀太 おつ 母さん- 本 を- ふんだ から 貳圓 おくれ， 来月 は 

何にも 買 はない よ。 

おせい 本、 本って お前、 こな ひだから 幾册買 ふの。 


文 六 出して やれ。 

ぉィ 一、 >  お 二階の 先生 が 本な らい くらで も 貸して やる とお 

つし や るんだ から …… (帶の E ルょリ 金 出して 渡 VO 

廉太 駄目 だい、 あいつの 持って る やうな 本 は …… (おち 

か， 反感，， け 含ん だ^で 廉太， か 見 上け る： 藤 太， 之-し は 一，^ 

づか す) 「結婚と i 薆」 か" そんな もの は讀 みたかね え。 

(お-りか、 ハクと して 再び^ 太，^ 兑 上げる 〕 ぢゃ 行って 

來ら >  (立ち上り、 出で 去る) お 客 さま だよ。 (服. K の 

聲が 聞え る) 

おち か (立って 行く， 一  いらっしゃい まし) 

お VJ い (文 六の そ. にに 纏り 寄り) 今晩 ほね、 お父さんに 

少し 相談したい ことがあ るの、 (店の 方ん 頤で 指し) お 

ちかの ことで ね， -  , 

文 六 おち か が どう し た ん だい。 

おせい (うつむいて) §il はね、 お父さんに 濟 まない こと 

が 出来ち やった の" 

I. 文 六の 不安と 云 ふ よ リも 寧ろ 悲痛 マ" 表" *§、 長い 沈 

文 六 (暗い 想念， か 追ひ拂 ふやう Li) なんだい。 

おせい おち か は、 まだお 父ッっ あんに 云って くれるな つ 

て 云 ふけれ ど、 はふって 置く わけに も 行かない し • 尤も 

まだ、 はっきり さう と は 云へ な いんだ けれど —— まあ、 
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あたしの 兑た ところでは， やつば りさう らし いの。 

文 六 (恐る恐る) さう らしい か.." 

おせい え 、(- 

(沈 S 

文 六 (二階 ど頤で 指し) 先生， fv,- 

ぉぜ い まさかと 思った けれど …… 

(お-つかの 影が 障子に 映って ゐ ろ" 動かない。) 

文 六 (それん- て、 荒々 しく) おち か。 こ、 へ來 い。 

おせい も > 「出来た こと は 仕方がな いんだから、 あんまり 

ひどい こと を 云 はないで ね〕 腹 も 立た 、「けれど- あの 娘 

ばかりが 惡 いん ぢ やない、 あたしに も 重 々 罪が ある ん に 

から …… C 

文 六 (その 言葉が 耳にば ひらない やうに) おち か、 來ぃ 

と 云ったら、 來 ないか。 

(おち かの 際. り 泣く 聲が 聞え る ひ) 

—— 幕 I . 

第二 場 

前と： ^ヒリ 

文 六と おせ いは 長火鉢 LL 向 ひ 合って ゐろ。 

おち か は、 母親の》 おら：. L、  ；JM き 崩れて ゐ ろ。 

前の 場から、 時間 はさう 饈 つて ゐ ない。 


文 六 おれに は 出 來ん， どうあって も 出 來ん、 そんな 厲似 

は。 それ ぢゃ、 お前、 子供の 仕 梁 ぢゃ なくなる ぜ。 い X 

かい、 見て ろ * おれ 0 やる ことが * い、 か、 わるい か、 

まあ * 見て ろ。 

(此の 時. 京 作、 決然たる 而もち にて 階段. ^降りて 來 

so 四十， や し；： ろ 風貌。 S£ 子ん-手- J-J ？、 外出の 股 

装 vsf して ゐ ろ。) 

文 六 (惶 て、 ゐマ まひ,^ 正し) や あ、 先生、 お 出掛です 

か。 i (一う ごわす ぜ。 (おせい- 卜、 どう かぜよ と 云 ふ^く 

ば ぜん、 する) 

V い (あんた おっしゃ ぃょと云ふ|^、ばせ>^する) 

作 一寸 出て 來 ます。 (かう 云びながら，： W 先へ 出る) 

六 「片 唾， な飮ん で) あの、 先生〕 

作 (引き 1:^ される やう LL 後戻り > ^して) は- 

-;  ハ  お急ぎで なければ • 一寸 只今お 話いた して 置きたい 

、 J と が 御座 い ます んで すが、 御 都合 は 如何で せう か。 

京 作 いえ、 伺 ひませ う。 om につく-」 努めて 平静， パぶさ 

てゐ る。 時 々おち か の 方ん-盗み 见 る ) 

文 六 C おせい に、 お前 云へ と 云 ふ 合 岡 V?- すろ〕 

おせ い (そんな ことがあろ もんです かと 云 ふ；^ 附) 

文 六 今夜 は ま た 格 別 冷え ます やうです な。 

京 作 (夢？ -ら さめむ やうに) え > -。 
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文 六 どうも その …； (かう 云った もの  あ-と. か-; 51 かす， お 

せい,^ 見て * 泣き出す のかと S ふやうな 笑 ひ 方， <ど マろ。 

そして、 咳拂 ひ.^ 一  つして.. 京 作 Li お 辭儀. かする) 

京 作 (なんの ことか わから や-し、 これ-,^、 1?- ん i りよつ と 下 

げ てお 价辭笑 ひん、 すろ) 

お^い 广^ つた やうな 紐^して 火鉢！ _L 火.^ つ >r- 足す) 

文 六 (m: 一 ひ 切って) .箕 は その …… 此の度， おち か を (一 

寸ぉ ちかの 方.^ 见ろ) わきへ やる ことにな り ましたん 

で …… ( 一 IM それ，. ひがけぬ 話が ち 上った と 云 ふ 

やうな お 1^ して、 文 六の 方 1 屮：^ ルろ) さう いたし ますと、 

i. お 世話 も 行 屈かない やうになります し * 家内 も 

(一 寸ぉ t- いの 方ん 見ろ〕 なかく まめ， なやう に は 見え ま 

すが、 これが また 至って 無精 者で (おせい、 しかたがな 

しに、 不ゅ W と おと. ^併せた やうな 作" 笑び. ^マス) こ 

の あ ひだ も、 兑て をり ますと- 先生に 差 上げる 吸物の 椀 

で、 隣の ブ ル ドック に 飯 を 食 はせ てゐる やうな 次第で… 

:.( 束 作、 ^ん- みはろ ソ 

おない (付 か 云 はう とすろ) 

文 六 お前 は 口を出す たた おち かが 居ります と、 これで ま 

あ • いくらか 家の 屮が きちんと 致します が >  これが 居り 

ません やうになります と、 先 半： のお 居 問の 掃除 も、 ろく 

に出來 ない と 云 ふやうな ことにな つて * 穢ぃ お話しです 


が …… 0 

^い お 父ッっ あん。 

六 え， もう ゐる のか。 

ちか (哀-幼 すろ やうに) お 父ッっ あん。 

六 (どき まざして) 早い話が、 まあ， 先生の 方で も 御 

ゆ 惑 だら うと. かう 存じ ますんで、 それに また …… ふ 

京 作 わかりました。 つまり， 出て くれと 仰し やる わけで 

すね。 (問) さう 遠 ま はしに おっしゃられる とお 話が し 

にく、 なります が、 事情 は ほに 御 察し  て 居ります 3 わた 

くし の 方から こそ、 お 指 岡 を 仰がなければ ならなかった 

のです， どう 云 ふお 考か" 一番 大事な 點に 觸れる こと を 

お避けに なるや、 「です が、 これ は 是非、 わたくしの 責任 

として、 解決 をつ けて 置きたい と 思 ひます。 その 前に、 

云 は ^わたくし の 不始末に ついて， 先 づ御兩 親に お詫び 

を 致さなければ なりません。 (-「1 手 vJi- つ いて 恭しく 蹟 

する) おち かさんの t;- 來 について-わたくしが 望んで ゐ 

たやう に、 充分の資任を持たせて15^^こともできず、 處 

女の：：^ り を 奪った ま、" おち かさんの 生活から、 わたく 

しが 卑法 にも 姿を消す と 云 ふこと は、 貸に 苦痛です-^ そ 

れと IM 時に、 わたくしの 愛、 男と しての 誓に 信頼して、 

身 も 魂 も 棒げ て 下さった おち かさんの 純潔な 心に 對 して 

今更 申し わけが ありません。 (おち かの 方に 向き 直って 
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丁寧に 頭，^ さげる) 

おち か (，啜リ 泣 き な-からお 辭 51  ぬ 7 ど す る ) 

京 作 資を 申せば * 如何なる 事情 も 二人の 仲 を 裂く ことが 

出来ない やうな、 一 つの 結 H ^を. わたくし は 待ち望んで 

ゐ たのです。 その 結 sf- は *  二人の 愛に 勝利 を與 へる もの 

だと 思って ゐ たからです。 その 勝利 を 見る ことが 出來な 

いのは かへ すがへ すも殘 念です" 然し、 その 望み は、 ま 

だ 全く 棄て なくと もい. さう 云ふ氣 がします。 おち か 

さんのから だに、 萬 一、 わたくし 0 愛の 形見が 殘 されて 

ゐ たら • それ を 知る ときが 來 たら、 おち かさん はわた く 

しの ものです C わたくし は、 おち かさんの ものです \ だ 

んたん 興奮 L て來 る」 わたくし は 現に 結婚して ゐる身 

です。 それ を 否認 はしません。 しかし、 その 結婚 は 名の 

みの 結婚です： わたくしが 妻と 呼ぶべき 女 は、 病身と 云 

ふ 名目で^ 里に 歸し て はあり ますが、 岩の やうな からだ 

と、 永 0 やうな 心の 持主です。 彼女 は、 一 匹の 魚 を 買 ひ， 

自身 ほ 背中の もり 上った 肉 を さらへ、 わたくしに は >  あ 

ばら 骨と 腸と を あてが ふ 女です。 彼女 は， わたくしの 職 

務上 必要 缺 くべ からざる 時計 を 質に 入れ、 隣家の 大學生 

と共に、 子安^ 岸へ 海水浴 をし に 行く 女です。 それだけ 

なら まだよ ろしい。 彼女 は、 一 月 分の 傣給を 受け. 取る や- 

月末の 拂 ひも 濟 さずに、 それ を 懐に 人れ て ：1 里へ 歸っ て 


しまった 女です。 (文 六、 お V」 い、 だんく、 - の：^ r.!.;? 

き 入れられて、 大きく うな づ いた. りな どす ろ) 

文 六 ぉ國 は.^ 

おせい 紀州 だって おっしゃった ぢ やない の。 

京 作 さう です， 紀 州です。 蜜树の 1{ ^地です e さ、 ゥ云 ふわ 

けです からして * つまり …… さう です ぺ墨排 の 港 地です- 

C4T 、沈 ほ。 京 作、 1^,屮拭ふ。〕 

ぉ乜ぃ だんく お 話 を ：！！： つて 見る と、 何とか、 もっと ど 

うに か出来 さうな もんです がね * お 父ッっ あん、 

文 六 しかしお 前， かう 云つ ちゃ 何んだ が、 どんな 彼女に 

しても、 き ま つ た 奥 さ んが あると ころへ、 娘 を おしつけ 

る わけに 行かん ぢ やない か C 

おせい だからお 前さん、 その 奥さんの 方 を どうにか …… 

文 六 おいく、 何 を 云 ふんだ」 先生 はま だ そんな こと を 

おっしゃり ほしない C 

京 作 さう 云 ふわけ ですからして- さう です， 巾し おくれ 

ましたが- その 方 を 成る 可く 早く 片を つけまして、 更め 

て 御 相談 を 致します から、 それまで どうぞ こ のま 、で. 

御 厄介に なって ゐ たいと 思 ふので すが ：… 。 

文 六 わたくし は、 自分の、 王義 としまして、 さう 云 ふこと 

を默 つて ゐる ことが 出來 ません ので • 成る 程， 伺って 兑 

れば， 御 夫婦仲 も あまり 睦 じくない やうな お話しで すが ■ 
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それと これと は、 また 問題が 違 ひま すんで。 かりにも 人 

の 娘 をな にな さるのに、 狐が 鶴 を 凌って 行く やうな、 ま 

あ、 たと へて 兑れ ばです な、 (調子が 次 i や」？^ しくなる。 

相手 ^やばんで か  >  ろと 云 ふと こる が 見え 出す) さう 云 

ふ 法はありません な- それ ぢゃ 何の 爲に 親が つ いて ゐる 

のか わからな いぢゃありません か" 

京 作 (恐縮して) いや、 そこ を 道々 お詫びす る わけです。 

た^, 考へ ていた^き たいの は 四十の 坂 を 越した わたく 

しが、 まだ 十七と 云 ふお ちかさん を、 妻に 欲しい など- 

ど の 而を 下げ て お t まひで きませ う。 

文 六 できない とお 思 ひに なったら、 お諦めになる のが ほ 

ん とうで したな リ 

京 作 痛み入ります。 しかし、 そこが 賈物 など 違 ふわけ 

で、 欲しい と 思ったら 懐 (4 段な ど はして をら れな いので 

す。 世 問の 親 は、 娘の 婿に と 思 ふ s;^ の ほか は、 どんな 男 

でも みんな 狐 だと 兑 做して ゐ ます。 同じ 狐の 中に も、 稻 

荷大 明 神のお 侦もゐ る わけです」 取られた と 思って ゐた 

IT か， 何 羽に もな つて 歸 つて 來 たと 云 ふ傳設 が、 わたし 

の國 にもあります。 (文 六と ぉぜ い 額 見合 はゼ ろ) 

文 六 何 羽に もして 返し て^ふの が 却つ て 迷惑な もの も あ 

るで せう からな。 いや， これ もた とへ です が。 どちらに 

しても、 わたくしどもの 娘 は、 ^と は 違 ふんです から、 


どうぞ そのお つもりで。 今夜と 申す わ け に も 行き ます ま 

いが、 明 曰 は 早速 他へ お 遷 り を 願 ひます。 

おち か 广 母親の 方， せ たる 後、 ま V：、 しく/ \ 位-き 出す) 

京 作 おち かさん、 あなた はなん にも おっしゃらな いので 

すか.) 先生 はもう 行 くんです よ： 

文 六 おち か は 何も 云 ふこと はありません。 お出かけのと 

ころ をお 引 留めして すみませんでした」 さあ、 どうぞ 御 

自. 田に。 

京 作 さ- 「おっしゃられ X ば 致し方ありません。 荷物 ごし 

ら へ を します。 (. 力な く 立ち上り 二階に 上 る。」 

おち か (， 母親の 膝 LL 鎚リ、 おる ぉス聲 にて) おつ 母さん ご 

文 六 (京 作の 姿が かくれろ の 1^ 待って、 がっか リ したやう 

に ) ぁれぢ やどう にもし やうがない 。すっかり 見損つ た 

わい。 おち か、 あきらめろ いくら 髭ば かり 生やして ゐ 

て も， あんな 3? なら 亭主に 持つな、 おせい、 お前 はどう 

思 ふ。 

おせい さう ねえ。 今更なん と 云っても 仕方がない けれど、 

あ X まで 想って 下さる もの を ••：： 。 

文 六 お前まで なんだ、 おせい。 男の くせに 魚の 腸ば かり 

食 はされ て默 つて ゐる やつが 何になる。 おち か、 お前 そ 

んな 男が すき か、 そんな 亭主が い X か。 

おち か (はっさり うな づく) 


索 s の 六 文 ft  ^ 麵 


？  0 


廉文廉       文 常 文 常 


0 吾輩 は， 發 行部數 僅かに 六 部 を 有する 都下 最小 0 新 

聞 「吾等 0 存在」 1^.^3 部. 記者、 濱太 m:® と 云 ふ もので あ 

る 。 言 蜚語 を 弄する もので ない こと を證 明す るた め特 

に 名 乘りを あげて 置く  - 諸君. 吾輩 は兹 に、 新^ 「li{n 等 

の 存在」 の 報道が、 人類史の 最後の 頁 を 語るべき 運命に 

遭遇した る こと を 衷心 誇りと する ものである 「早く 先 を 

云へ」 と 叫ぶ ものが ある) 本日 午後 一時、 中央 天文 i^"^ 

望月 博士 は 突如 天空の 一 角に 一 大薄星 の 出現せ る を gi!:^ 

し * 其の 進路が 正しく 吾人の 地球に 向 ひつ、 ある を 知り， 

助手と 共に 鋭意 速力の^ 定に 努めた 結 2水， 问彗星 は 一分 

間に 二 萬 八 千哩を 突進し 3； 日卽ち 大正 X 十 X 年 二月 三十 

一 日 午後 十 一 吾が 地球と 衝突すべき 必然性 を^す る 

， J と を 確 讚した ので ある〕 その 衝突に よつ て當然 吾が 地 

球が》 W 亡すべき こと は、 同 彗星の 大きさが 地，； の 約 七 

である ことから ffii する に 難くない。 諸君. 學 識經驗 共に 

豐富 にして， 人格 高き 袋： 月 博士の 專門 的兑地 は. へ ブラ 

ィの豫 言 者に も 優る 確か さ を もつ てゐ る、 士は 此の {1i 

前絕 後の 凶變を 世人に 公表す ベ きか 否か に つ い て 熟考し 

た-」 科學 者た る 博士の 信念 は、 次の 如く 問題 を 解決した 

(「も 、「それで わかった」 と 叫ぶ ものが ある C,:II  く 「人類 

最後の 一日 を 因襲の 羅！^ より 脫せ しめよ。」 と (二三の 拍 

手が 起る-. -) 博士 ほ 直ちに 都下の 新聞， 記者 を 招 して 彼 


文 六 い X こと はない。 

お 5 か (聲ス ど あげて 位き 出す。 時々 母の 戠 .J^ni ^上げて お 一！ S 

すろ やうな 眼 附,， やす る) 

(此の 時、 表の 方が 騒. かしくなる。 常 吉- 臺 所より 走 

り 入ろ) 一同、 不安と S 怖-しお そ はれて、 常 吉の方 

見、 表の 方-」 耳ブ尸 傾ける") 

士ロ 聞きました か。 

六 (無意識-.. L 立ち上り) 何 だ。 

吉 (舌 V ピ 、は らして) 地球が つぶれて しま ふんだ さ 

うです 0 

六 なんの こった、 それや。 

(此の 時， 表の 方より * 廉 太が 1^ び 込んで^ る。 一同 

立ち上ろ 0) 

太 ぉ父ッ つさん、 聞いた リ 

レハ 一證 どうしたんだ-" - 

太 地球が 慧 星と 衝突す るんだ つて。 あしたの 晚、 十 1 

時 頃 だって *  かなんだ とさ C 電車 も 止つ ちゃった し、 

巡査なん か 一 人 も 居 やしない。 中央 天文 臺で今 望月 博士 

が發 表したん だと さ。 

(店の 前に 群お の 叫び 驛が 聞え ろ： 一 同， 店先 LL 出る 0 

二階 i リ梶本 京 作、 疏 13 と 新聞紙， M.^^ 手に 持ち たるま 

ま 恐る 恐ろ 降リ來 るつ) 


衆 思の 六夂 M 鲍鎌 


等に 彼等の 最後の 役 nz を たさせようと したので ある。 

悲しい 哉、 ^：！！^：^なき彼等新^！記者は. 博士の 言の 終る を 

待たずして倉^？^姿を消し， 爾來、 一 の 新聞 瓧も號 外の 發 

行 を 企 てる ものがない 有樣で ある 。 {且 な ろかな. 諸せ 省、 

諸， S3 社 殊に さへ 一 令な くして 解 故し、 通 i:: 交通 機關 

は 忽ち .f 絕し。 囚人 は脫， 獄 し， 僕婢 は 遁走し、 飲 <A 店 は 

掠ソ ぜに^ ひ、 恨み を受 くる もの は 殺され、 見目よ きもの 

は 犯され • -:群，兆の？^次^で..：高ぇリて後の句.^驄.^取リ 

難し) 

文.： ハ みんな、 こちらへ 来い。 

(お い、 おち か、 常ぶ n 之- し^ ひ tlLLi: とろ。) 

おち か どうしょう。 もう. 死ぬ のね。 

おせい 地球が どうなる つて 云 ふの。 

文 六 大丈夫 だ、^ ぐな。 (ぅ^<:ぅ^cォろ。 京作_レぶっか 

リな どす る〕 ® ぐ こと はない。 さて、 それで はと …… み 

ん な^ぐ こと はない C 

(服 太、 ： お 木お < ぬん」 伴 ひて 入り 來 ろ。) 

服 太 此の 人 だよ， 今 _ ぬ說 をした の は。 

KM 水 を 一 杯飮 ませて 下さい。  汗 1^ 拭 ひ ！ 同に 會釋す 

ろ) 

文.： ハ さあ どうぞ • おち か、 早く 水 を あげろ。 おせい、 表 

の戶 は…. 麼太， お前 締めて 來ぃ。 (账 太、 おの 方に 行 


くひ 

常吉 旦那 • お つかの 處 へやって 下さい。 

文 六 默 つて 逃げろ * こんな 時 は" 

常吉 aj 寧 手.^. - つい VO ぢゃ 行って 參 ります。 (出で 

去ろ) 

w£i ま (どっ かと：£^ひぉろし) みなさん も. 立って ないで 

坐ったら どうです。 

( 一 同、 思 ひ 出し^ やう-し 坐ろ 0) 

おち か (づ クプに 水ん. 汲んで 來 て- お j 「绩に 渡す) 

萬趙 あ k 、やっと 疲れが 出て 来た。 (柱に もたれる) 僕 

は 何のた めに こんな こと を やって ると 思 ひます。 これが 

新聞記者の 務め だと 思つ て やって るんでも なければ、 勿 

論 名前 を S3l らうと 思 つて やって る ん でも ありま せん。 人 

類が 滅亡して 何が 義務です。 何が 名聲 です。 わからない 

でせ う。 (淋しく 笑 ふ) 僕は獨 身です。 八ッ 山に 女が あ 

りました。 云 ふまで もな く K 笑婦 です。 僕 は あの 女に 惚 

れてゐ たのです が、 自分 だけの ものにする ことが 出來な 

い。 向う も その 通りだった のです。 僕 は 今、 その 女の 家 

に 1^, けつけ ました。 あすの 晚十 一 時には、 その 女と 抱き 

合って、 天の 灰になら うと 思つ たんです。 その 女の 家 は、 

固く 戶が締 つて ゐ ました。 戶の 外に は 百 人からの 男が * 

茫然と 二階 を 見上げて ゐ ます。 時々 誰かれ の 口から、 絕 


案, l^. の 六 文 尾 き3 翅 
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IS 文 廉文廉 

小 小 山 


に は 違 ひない が、 死に 面して 己れ を 讚美す る 一 f やかな^ 

間に 及ばない。 生への 執 藩 は 時間 的 觀念を 超越して ゐる。 

生命の 最後の 甚が、 歡 喜と， N 醉の 中に 閉ぢ られ るなら ば， 

死 は 一 つの 休息で ある C 否， 寧ろ 歡 喜と 陶酔と C 連績で 

ある、 延長で ある」 吾人 は、 殘 された 一 日 を 如何に 過す 

ベ きか を考 へなければ ならな い。 樂 しかった こと は緣り 

返せ。 求めて 得なかった もの を 求めよ、 好きな 一， ほは飮 め， 

歌 ひたき もの は 歌へ、 踊りた きもの は. おれ。 

お ぱい 广 酒の 用意ん ュ. -ろ) 

S 戀 なきもの は 新しき 戀を 撰べ C 

京 作 (おち かの 万に 躪リ 寄る) 

萬 翁 愛する もの は 何もの も 怖れず して 進め。 

京 作 (おち かの 手 fj- 取ろ) 

文 六 (それん、 見て 见 <s ふリ する) 

萬籟 愛さる  もの は、 はにかむ ことなく 一切 を與 へよ。 

お 一つ か (京 作の 肩に もたれ か 、 ろ) 

文」 パ (それ¥^見«ふリ1^する) 

おせい 二 籟と文 六と-し 酒^ 注ぐ，) 

萬籟 (それ. <J> 飮み 干して」 二 曰 C 糧を貯 ふるもの は  一 n 

分 を 頒ち與 へよ。 

文 六 c 立ち ズ 店の 方に 行き * 次いで、 站 T ゃ戶 外に 出す 音が 

す る) 

 1 1 


望 的に、 色々 な 女の 名が 呼ばれる のです" 同じ 名が、 違 

つた 男の 口から 呼ばれる のです。 家の 中で は 物音 一 つし 

ません。 僕が 會は うとして ゐた 女の 名が • 少く とも 十 人 

の 口から 呼ばれました。 僕 は、 それらの 男 を 一 々見る 勇 

氣 はありませんでした。 そのうちに 袼鬪が 始まりました-し 

戶を 破つ て 家の 中に 雪崩れ込む 有樣を 見ました" り 女の 悲 

鳴 を^き ました。 僕 は 逃げ出しました」 (沈 默) 

お 父ッっ あん、 僕、 一 寸 出て 来る よ G 

何 處へ行 くんだ。 

丸；： f さんと こ-, - 

丸 尾 さ ん とこへ 行って どうす る んだ。 

あの こと を 聞いて 來 るんだ。 說敎の 途中で こんな こ 

とに なった もんだ から、 まだ 聞いて な いんだ-〕 若し、 神 

がゐ なくな るん なら、 僕， このま、 死ぬ 〇 はい や だ。 

文 六 早く 聞いて 来い。 

ハ靡太 出で 去  一 V-) 

mm 神 は ある かない かで はない 。信じ る か 信じな い か だ。 

僕 は 信じない C 信じない と 云 ふこと が 一 つの 信仰 だ。 僕 は 

人類が 神 を 信ずる 爲め に 向上した と は 思 はない " 神 を 信 

ずる 爲 めに 幸 画で あり 得た とも 思 はない。 最も 高い 文化、 

最も 樂 しい 生活 は、 人類が， 自己の 力に 最も 大きな 期待 

を 持 つた 時に 生れる の だ。 死に 瀕し て 神 を 祈る 心 は 靜か 


^AU のノ、 义ム UiiiS 


文 お 文 M 
六 XL 六 ろ 


ぉ趙 二人の？ 1^ をお する もの は 一 人 を 放ち 謹れ。 

京 作 (ぉぜぃの^^^^兑る。 お t- い、 きょろきょろ、 わたり 

,^n^ ま はす) 

お^  (醉 ひたる らしく) 人類よ. 汝等は 今 * 自ら 最後の 

•  被 判 を 行 はんとす るな り。 人類よ、 汝 等の 歴史 をして 光 

輝 あらしめ よ。 (かう 云 ひ 終リて * む ふむ け-し s5!-、、 るが 

) 

(そっと、 その 額 のぞく) 

リ來 リズ、 此の 有^ > ^見て 驚く) 

い 腹坊は 大丈夫 か 知ら。 

(何 かしら、 思 ひ (：s つた やうに、 慌て、 表に 飛び出し) 

i. 蔬太. おうい、 蔬坊 …： (萆 がだん だん 遠くなる) 

おち か (京作 の 方 Li すリ ろ ) 

京 作 (遂にお ちか 抱 さか、 へる： > 

；; ぜぃ (逃げろ やうに 走り出で) お 父ッっ あん …… (泣 

さ^になろ) 

V. 六の (=^  Qi3 くの 方-して) 藤坊 …… 

— 幕 — ， 


mm 


娘 母媳母 


葉 櫻 


母 

娘  * 

四月 下句の 眞晝。 

母の 居間 ，—— 六 疊」 

け 放され-;.: 正面の 丸窓から、 葉 櫻の 枝が 視 いて ゐ る。 

母 は. お i ひもの して ゐ ろ。 

娘 は、 その 傍らで、 雜 1^9 の ^緣 つて ゐろ。 

— 間. - 

娘 (颜 あけ、 無邪氣 らしく) あたし. どうで もい. -ゎ" 

母 (わざと 素 なく) 母さん もどう でもい \。 (間) ど 

うで もい. - ことほな いよ。 (間) お前 も 少し は考 へたら 


娘 考へ るって …… 。だから、 あたし、 母さんの い.^ やう 

にす る わ- 

母 母さん は 別に 異存 はない よ。 た V お前の 氣持 さ、 大事 

なの は …… 。 


娘  。 

# それと、 あの人の 態度 …… 、 わからな いのはね …… 。 

見合 をした、 氣に 入った、 貧 はう、 それで、 こっちに す 

ぐ 事 をし ろ …； これ ぢゃ • お前、 あんまりお 手輕 すぎ 

るから ね。 あれから、 もう 一 月に もな るんだ し、 なんと 

か、 本人から …… 話が ありさうな もん ぢ やない か、 そ C 

ことにつ いてさ …… 。 それとも. 直接お 前に 何 か 云 ふこ 

と は 云 つ た のかい。 お前の 氣持を いて 见 る つてい ふや 

うな こと はした の ：… 0 

^  (首 ど 振る) 

母 ぢゃ、 お前と 二人つ きりの. いつは、 どんな 話 をす るの。 

娘 どんな 話って …… 默 つてる 時の 方が 多い わ」 それより 

ね、 變 なのよ * あの人" それや、 可笑しい の。 

母 何が？ 

0 それが ね、 二人つ き. リの. t は、 まあ、 い- - のよ" あた 

り 前な の …… 。 ところが、 あの人のう ちへ 行く と. 急に 

態度 を變 へ ちま ふの" お母さん や 妹さん そば だとよ、 

丸で、 あたしに 素氣 なくす るの。 

どうい ふ 風に …： C 

第  一 、 口， < ^利かない の。 それから、 顏 も：：^ ない の。 

へえ。 

何てい つてい- - かしら …… 、 とてもつ まらな さうな 


100 


娘 -fO:  ィ: j:  <3i     -/J  iii  fit  ioi 


娘 だから、 それでい &ゎ。 (雜 誌に 額.^ 近づける) 

母 なにが い  >- のさ。 

娘 どうに もなら なくっても …… 。 

(沈 默。) 

母 是非って 云 はれた ところで、 向う のお 母さんば かりが 

その 氣 になって ゐて、 肝 Si の 本人が それ ぢゃ， 頼りなく 

つてし やうが な いぢ やない か。 (間) ぢゃ， い- - から、 

あの人が お前に どんな こと を 云った か、 それ を 殘らず 云 

つて 御覽、 云った 通りに だよ。 お前た ち 二人つ きりで 話 

をした の は、 一度、 二度 ：… 、それから、 一昨日 * 歸る 

途中と、 それだけ だね C さ • 初めの 日 は …… 。 

娘 待って 頂戴よ * あん 時 は、 たった 五分 かそ こらなん で 

す もの …… 。話す 暇なん か あり やしない わ *  (考 へな が 

らリ さう さう、 でも、 こんな こと を 云った わ —— 「學 校 

生活が 懷 しくはありません か。」 つて。 「え \。」 つて 云った 

ら、 「は >, >- > -、 o」 つて 笑 ふの。 

母 なぜ。 

娘 なせ だか …… 0 それから、 あたしが、 「此の 邊 はお 靜か 

で よ ろしう 御座 い ます わね。」 つて 云つ たら， 「よ その 家へ 

行く とさう いふ 氣 がす るんで すよ。」 だって ：… 。 それ か 

ら， 「ラ ギオ をお 引きに なりません の。」 つて 訊いたら、 誰 

でもす る _ ^はした くないんで すって 。少し …… ？ 


子 をす るの。 すぐ 欠伸なん かして …： 0 

母 へえ- 

娘 一 咋日 だって さう だ わ" ダリヤの 球根 を 持って行って 

あげた 時ね. あん 時なん か、 みんなお 庭に ゐ たのよ、 そ 

れ に- あの人 だけ、 あたしの 方 を； り 向き もしない の、 

おまけに、 云 ふこと が 云 ふ ことなの よ、 「そんな もの を 貰 

つたって、 植ゑ ると ころがな いや。」 —— かうな の。 あた 

し、 泣きた くな つたわ。 

^ 隨分を かしな 人 だね。 でも、 二人つ きりの 時 は、 そん 

なで もな いんだら う 0 

(うな づく) 

優しくする こと はす るんだら う。 

優しく つ て …… 。 

い  >- えさ、 いくらか お前の 機嫌 を-取る やうに しゃしな 

力、 

機， 娘 を. 取る やうに つて ：：： 。 

つまり * お前が 好きだと か 嫌 ひだと か 云 ひさうな もん 

やない か" 

そんな こと、 云 はない わ。 

云 はない ことがあろ もんか。 

だって * 云 はな いんです もの …… 0 

それ ぢゃ、 お前、 どうに もなら な いぢ やない か。 


mm 
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娘 母娱 at 


(と 云って、 マ趿の^|-へ指で旋毛.^ど甞く) 

母 さう 云 ふ處が あるか も 知れない ね。 それだけ かい。 

娘 初めの 曰 は. それだけよ。 その 次ぎ は * こ でよ、 母 

さんが、 そら * 買 ひ 物に いらし つたお 留守よ。 歸る歸 る 

つて 云 ひながら、 二 時間 もゐ るの。 

母 それで、 大分 話しが できた わけ だね。 

娘 さう で もな い の ： あた しの 方 か ら何か 云 は れ なけれ や、 

默 つてる の、 煙草ば つかり IK つて …… 。 (笑 ひ.，.^ こらへ 

5 あの人、 一 つ 癖が あるの。 かう いふ i:^ …； (と 云 ひ 

ながら、 人 さし 指で. w:^ の Iml^ 撫で) それが、 た e さう す 

る だけなら い、 のよ" さう した あとで、 きっと、 鼻の 頭 

を かう 摘ん どくの。 

母 馬鹿 だね、 お前 は。 それより、 あの人の 云った こと を 

すっかり 云って 御覽」 

娘 あの人 はね、 かう いふの. ！-. 「僕 はま だ 結婚なん かし 

たくな いんだ けれど、 お袋が 11 さう さう- お袋って い 

ふ G よ ー ： お袋が やかましく 云 ふ もの だから … … 」 つて。 

t; ひ それ ぢゃ * お前 …… し 

娘 え、. だからよ、 それ ぢゃ、 あたし * いや だって 云 は 

うかと 思った の。 

母 思つ た^け ぢ やしゃう がな いぢ やない か。 (間。 獨語 

の やうに) やつば りさ、 「なんだ ね。 


娘 そのく せ， あたしに， ぶらぶら 遊んで る 男 は 嫌 ひだら 

うって 訊く から、 ^ひって いふ こと もない けれど * 自分 

で 働いて、 自分のカで生活できる人の方が^^み甲€„{がぁ 

るって 云ったら 。 

そんな こと を 云った のかい。 

え \、 さう したら ：… 0 

さ、 「したら 0 

さう したら- 僕 もらのう ち、 何 か 仕事 を兑 つけよう か 

なあって、 誰に つ ていふ ことなしに 云って 見たり する の。 

母 さう いふ 處を兑 ると. 萬更 でもな いんだね」 (^：^ の 一 

端 1 小^の 方に 差 出し) さ. 一寸 こ ト>」 持って、 おくれ。 

だけど、 を かし いぢ やない か， もう， その 氣でゐ るの か 

知ら …； 返事 を 聞か な い うち か ら リ 

娘 さうよ-」 

母 まだ 何 か 云った の。 

m 日本間が 好き か， 西洋 間が 好き か つ て あたしに 訊く か 

ら， それや 西洋 問が 好きだって 云ったら、 そんなら 離れ 

を 西洋 間にしょう かなあって 云 ふの。 

母 何んでも、 なぁぢ やない か、 あの人 は。 

IB! さうよ。 

母 どうした もんだら うね。 別に 相談 をす るって いふ 人 も 
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愛して くれる 男で なけれ や …… 01) 今日は、 お前に、 

あたしの 昔. 新 をして 聽 かせよう。 11 あたしが、 お前の 

お父さんの ところへ 来たの は、 丁度お 前と 同い年、 十九 

の 春だった。 もちろん、 その 時分 だから、 結婚 前の 交際 

なんてい ふこと は • 誰も 考 へて ゐ やしなかった。 あたし 

は、 夢う つ 》 でお 嫁入 を させられて しまった のさ。 見合 

ひね …： それや、 したに はした けれど、 形ば かり …： 。 

Si リ磁の 曰に、 始めて 知った くら ゐ だもの、 お父さんのお 

か. 片一方 >  あんな 風 だってい ふこと を …； 。 それ だ 

けなら まだい \ のさ。 その 晚. お父さん は， お 酒に 醉っ 

て， お 友達と 一緒に、 どっかへ 行って おしま ひになる つ 

ていふ 驟ぎ ： ：. C なに、 をれ が、 わざとな のさ、 見榮な 

のさ：：。 つまらな いお 芝居 さ ：•：， 。- (間) そして、 その 

お 芝居が， 最後まで 續 いたんだ からね。 こんな 奴 は 眼中 

にないんだ. さう いふと ころ を、 人に 見せた くって しゃ 

一 うがない、 その 爲 めに、 誰か ゐる 時に 限って. あたしと 

口 を 利く こと を 避けようと なさる、 それば かり か、 招が 

あつ てお そばに ゐ ると. 「い k い ><、 あっちへ 行って ろ… 

…」 かうな のさ …： 。 何 か 伺っても 返事 もろく にな さら 

ない つてい ふ 始末な の。 あたし も、 初めのう ち は、 どう 

しても 諦めが つかなかった。 別に 亂 暴な. 取 あっか ひを受 

ける とい ふで はなし * ゐた >- まらない ほど 苦しい 目に 道 

一 


ないし …： 。 何しろお 前が しっかりして ゐて くれな くつ 

ちゃ るよ。 (iz) 貰って やら うぢ や、 いや だ、 あたし 

は" 本人が 是非- MK れと云 ふんで なくつ ちゃ …… 。 そこが 

どうも はっきり しないね 0 

そのこと は ；一::Mt^ ん にへ 免して あるら し いのよ。 

さ う し て お 心 し て るの かい レ 

安心して るか どうか 知らない けれど … … 。 

n 分よ ビぅ でもい、 つてい ふやうな 顔が したいんだら 

i^、 あたし だって、 母さんが い >1 つてい ふやう にす るん ぢ 

やない の。 

ゆ お前 は逮 ふよ。 (i^) だから さ、 こんだ • お前から 訊 

い て 御 £w よ 11 1 體、 あたし を SK れ つて おっしゃ るの は、 

あなたな のです か， それとも、 あなたのお 母さんな ので 

すかって …； " 

^ いやよ、 あたし. そんな こと 訊く の は" 

io) 

母 ね • お前 も女ぢ やない か。 母さんの 云 ふこと はわ かる 

だら う。 §  の 御機^ を. 取つ て 一 生を暮 す やうな こ 

と は、 お前 だけに はさせ たくない、 ね、 い、 かい。 どん 

な 女で も、 生涯に 一 度 は、 自分 を ほんた うに 愛して くれ 

る EJ- に 出ぬ 2 ふ^だ …… 。 その 男 は- お前の 爲 めに お前 を 
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ふとい ふんで はない けれど、 これで は 何ん の爲 めに 夫と 

名のつ く 人の そばに ゐる のか わからなかった …… 。幾度， 

里へ 歸 らうと 思った か 知れない …… 。 それでも、 たうと 

> 「辛 棒した よ … … お前が で きた か ら さ。 

娘 そんなだった の…。 あたし、 ちっとも 知らなかった わ。 

母 お前に は. それでも、 優しい お父さんだった よ。 だか 

ら、 今でも、 惡ぃ方 だと は 思って やしない。 たど、 お前 

に、 あたしの やうに 苦勞を させたくない、 それだけ さ。 

(間) あれが、 お ほかた 男の 病氣 かも 知れない …… " 

娘 でも， それ は 昔の ことで せう。 今の 男の人 は、 そんな 

ぢ やない わ- そんな ぢ やない と 思 ふわ。 活動 だって 見て 

るんで す もの ：… C 

母 活動 か …… 西洋 はい \ ね」 

娘 ぃ& わね。 ぁ& いふ 風に され \ は、 女 だって 钢巧 にな 

る わ C 

0 いや、 もっと、 ちゃんと 引 張って なくつ ちゃ …… C 

娘 あの人ね、 あたしの こと を 母さん そっくり だって 云つ 

た わよ つ 

母 さう 云つ とき や 間違 ひ はない からね。 

0   C 

母 母さんの 理想 を 云 へ ば， あの 人が ぢ か に あた しんと こ 

ろ へ 來 て さ . 「どう か美彌 子さん を 僕に 下さ い、 きっと 世 


の 中で 一 番 幸福な 女に して n:^ せます。」 つて 云 ふの さ 。そ 

こで、 あたしが 「あれ は 御覽の 通り 我儘で、 遊ぶ こと だ 

けし か 知らない 娘です から。」 つ て 云 ふと、 「それ は WI も マ 

知です、 僕 は 奴隸の やうに 從 順な 女 はい やなんで すレ 遊 

ぶこと さへ 知つ てゐて 下されば、 働く こと は 僕が します」 

女が 働いて 男が 遊んで ゐる社 .12 は ふべ き 社. ほです。」 I 

—と， かう いふ だら う。 それで、 あたし も， 「さう までお 

つし やるなら 差 上げな い こと もありません が、 たと へ 、 

あなたのと ころへ 伺つ て も. あの 子 はやつ ばり あたくし 

の 娘なん ですから、 あたくし が ひたいと 思 ふ 時には 何 

時で も會 へる やうに * あんまり 遠方へ 連れて行かないで 

下さい OJ つてい ふと T それや 勿論、 さう なれば * あなた 

は 僕達の 大事な お母さんなん ですから、 おろそかに する 

もんです か。 美彌 子さん は、 僕と 一緒に 散歩に 行く 時の 

ほか は， 片時 もお 母さんの おそば を 離れないで せう。」 つ 

て 云って くれる の e  (1^ 聲 li たろ) 

娘 いやな 母さん * 

母 を かしい かい、 こんな こと 云つ ちゃ …… ？ ぢゃ、 よ 

さう。 よす か は， リ、 今度の 緣 fig は， 一 と 思 ひに 斷 つてし 

ま は うぢ やない か 。ね、 い  >-だ ろう、 

娘 さう して ど、. T する の。 

母 もう 少し 待って 見る さ 


母 m 母 娘 母 


(沈 s 

娘 (だんだん 效.^ 伏^ろ) 

^ 此の §i だって、 あたし や， もう 少しで 云って やろ とこ 

ろだった …… 。 何 さ、 ー體. あの 返事 は …… 。 ちっとで 

も 親み がっくと 思って、 人が 折角 芝居 を 誘へば、 家で 寢 

てた 方が まし だなん て …： .) そんなら 行かない のかと 思 

へば. あの 通りつ いて 來るぢ やない か" それに、 

なに さ、 あの 顔 は …… 。 此 處へ來 るのに も 髭 を 剃って 來 

たこと はな いぢ やない か。 若い 娘の ゐる 家へ、 それ も、 

かう いふ 話の ある 家へ 來 るのに、 いくらか ま はない つた 

つて • あんまり 人 を 馬鹿にして ゐるぢ やない か。 若い 男 

に は、 若い 男らしい 嗒 みってい ふ ものが ある-」 失禮 だよ、 

第 一 …… 。 お前 は、 あ 》 いふと ころ を 見ても、 何ともな 

いかい。 だから. EIT が 好い 氣 にな るんだ レ およし、 およ 

し- 思 ひ 切って おしま ひ …… あたし や 平 だ、 あんな 51^ 

^ 母さん は， あの人、 嫩 ひなんで せう。 

^ 母さん はどう だってい \ぢ やない か。 お前 さへ よけれ 

ば〕 どんな 人 だって かま はない よ。 行く 氣が あるなら， 

行けば い、 ぢ やない か。 

.m  (あっけに 取られて) ！：；^さん。 


(S 

(氣 1 ^鎮めようと 努めて ゐる らしい。 大きな 溜息 ソ 

あたし は、 どう だってい. - のよ。 

ぢゃ、 斷 るよ、 い、 かい. 後で かれこれ 云 ふまい ね。 

(默 つてう つむく) 

(いくぶん 稳か に) それとも • 何 か、 母さんの 納 す 

る やうな —— つまり， お前が こ の 人なら と 思 ふやうな， 

さう いふと ころが. あの人の どこかに あるなら 云って 御 

覽- (間) ぢゃ. あの人の どうい ふ處 がお 前の 氣に 入つ 

たの か、 それ を 云って 御 賢〕 お前に 對 する 素. 振り やなに 

かを考 へて 見て だよ …： 。 

娘 何處 つて …… 別に …… リ 

母 ぢゃ、 た V、 あの人が 好き か 嫌 ひか、 どっちな の。 

娘 (低く)  ^ひぢ やない わ。 

(長ぃ沈^^。) 

母 (娘，^ 兑 つめながら) さう か、 そんなら 好きなん ぢゃ 

* ん、 i  0 

娘 (雜 誌で 鼓，^ かくす やうに し V0 好きって いふんでも 

ない けれど ：：.. 。  、、 

母 まあ、 好きなん だら う。 (叠にっ ぃた物^rかぐぃとし 

な ふ) 

娘 はっきり 云へ ない わ、 そんな こと …： 。 
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母 それが はっきり 云へ なけれ や、 しかたがない。 斷 るん 


母 母さんに 何ん にも かくして やしまい ね。 

娘 どんな こと ：•：• 0 

母. かくして なけれ や、 それでい > -。 (問) たかが あんな 

男 一人の 爲 めに、 お前の 心が もう 母さんから 離れて 行く 

かと 思 ふと …… 。 い、 え • お前 はそんな 理想の 低い 女ぢ 

やない、 ね- さ うだらう。 此の 人なら と 思 ふ 男の 手に、 

お前の 半； 涯を 委ねる ことが で きたら * 母さん は その 曰か 

ら、 お前に 棄 てられても かま はない。 

0  ：… 。 (雜 の ロ紛の 上に- 淚が 一滴 一；^ ちる。 それ fj^ 慌 

て、 手で 拭き取る) 

母 どうして 泣く のさ …： 。 何が そんなに 悲しい のさ。 た 

だ 話 をして るん ぢ やない か。 (沈 默) 窓 を 閉めて おい 

で 0 

娘 (窓 f, ど 閉めに 行く) 

母 さ、 あたしの 云 ひ 方が わるかった， つもつ と- こちらへ 

お寄り … … "途中 か ら變な ことにな つてし まった けれど、 

もっと 詳しく 聞いて 置きたい ことがあ るの。 母さん は * 

決して、 お前の 爲め にならない やうな こと はしな いんだ 

から， なんでも， 本當 0 こと を 云 ふんです よ * い \ かい。 


お前に はわから ない ことで も， 母さん はわ かる ことがあ 

る。 その代り、 母さんの 知らない こと を、 お前 は 知って 

るるんだ から、 いろいろ 話 をして 兑な いとわから ない、 

さう だら う。 (ii) 處で .HIT か、 女に 向って、 かう いふ 

話 を 持ち出した 時が、 一番-その 女に よく 思 はれようと 

する 時 だ、 普通から 云へば ね …… 。 ところが、 その ゆか 

ら、 も、 r 向う の 出方に 不萌か あると すると、 これから 先. 

その 不滿 は， いつ 滿 たされる だら う ：… 。 さ うぢ やない 

娘 不満って …… た^, うちの 人が そばに ゐる時 だけな の 

よ、 素氣 なくす るの は …… 。 恥 かしい からよ、 きっと… 


母 さう 云って しまへば、 それまで さ。 ぢゃ、 あの人が， 

お前 を 想って くれてる とい ふ證據 が どこに ある。 さう い 

ふこと について、 あの人が お前に 何 か 云った かい。 二人 

が 一緒に なれたら 幸福 だと か、 何時までも お前 を 可愛が 

ると か、 なんとか  >  さう いふ やうな こと を 云った かい。 

娘 それが、 さう いふ やうな こと は， ちっとも 云 はない の。 

母 ぢゃ、 なんて 云 ふの さ。 さう さう、 一昨日の 晚、 ：〈， ^つ 

て くれる 途中、 どんな 話 をした のさ。 

痕 二人 さへ 信じ 合って ゐれ ば、 どんな ことで も 恐れる 必 

要はない つて ：： 。 
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母 (笑 ふ) 

m あたし， 氣の 毒で しゃう がなかった わ。 でも、 外へ 出 

たら、 そんなで もない の。 もう 日 が 暮れが つてた で せ 

う …… e 停車場へ 来る までの、 あの 櫻の 並木ね、 花 は 散 

つてし まって るの. だけど、 そら、 トンネルの やうな 靑 

葉ね、 あの 下 を 歩いて る. 時、 何時までも、 此處 に， かう 

して ゐ たいな あって？ K ふの よ ：… 。 (間) を かしい つた 

らな いの ：… 0 

母 それから …… つ 

m あたし、 なんとも 云はなかった わ" (母の 肩に 錢るゃ 

うにして) 眞 暗にな りさう なんでせ う。 あたし. 氣が氣 

ぢ やない の" それに， あの人、 ゆっくり ゆっくり 歩く の。 

…… 呼吸なん かしながら …… C 

母 (息ん、 吸 ひ 込む 眞似， ハ f して) …… つて かい？ 

娘 え >t。 そのうち， たうとう、 日が 暮れち まった わ。 停 

車 場の 燈 火が、 まだ 遠くに 見える の： それでも、 いくら 

か、 人通り はあった わ …… 問) 水 溜 や、 石ころが ある 

たんびに さう 云って 氣を つけて くれる の。 子供 だと 思つ 

てるのね。 


嫫 だって ：：- 。 (間) 切符 を、 どうしても 人に 買 はせ な 

いのよ。 (間) 狡い の。 それや ：… 。 
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母 それだけ かい、 途中の 話 は . ：： 。 

娘 え  ><、 それだけ …… 。 あ」、 それから、 あの人、 精子 

を 被らずに 来たの …… 。 それに， あたしが、 左様ならつ 

てお 辭儀 をしたら、 精子 を 取らう とする の、 そしたら… 

…ね、 氣 まりが 惡 かったんで せう、 走って 逸げ てった わ 


母 逸げ なくった つてい \ぢ やない か。 妙 だね- 

娘 さう いふと ころが あるの よ. あの人 ：：： あたし、 ちゃ 

んと わかろ の。 

母 しかし. もっと、 その 途中で * 何 か. かう 優しい、 お 

前の よろ こびさうな こと を 云 ひさうな もん ぢ あない か。 

それより、 先づ 第一 に、 お前の 心持ち を 知らう とし さう 

な もん ぢ やない か。 丸で そんな 話に は觸れ ようとし ない 

ん だね。 

嫫 (うな づく) 

母 二人で- さう して- 靜 かな 道 を 歩いて ゐる のが、 樂し 

いこと は樂 しさう なんだ ね。 

娘 (知らな いわと いふ やうな からだの ゆ. -1  ぶ. り方ズ どす る) 

母 それ ぢゃ. なんだら う、 どうかした 拍子に * 向う から、 

お前の …： 手 を …… 握ったり なんか。 それく らゐ のこと 

はしたん だら う。 

娘 ふる) 


母 ほんとの こと をお 云 ひよ、 それで * すっかり 向う の 出 

方が わか るんだ から …… 。 お前 を ほんと に 想って ゐ るか 

どうかに わか るんだ から ：… 。 ね、 手 を 握ったら う、 一 

寸 ぐら ゐ ：： a 錄が徵 か-しふろ へ る) 

娘 (力た く 頭1^ ふる) 

0 母さん はそんな こと を 怒り はしない よ" 却って 安心す 

るんだ から …… " さ、 お 云 ひ ：… ： そんなら. 手が さは 

つたこと はあった ね …… 。 

娘 (決心した やう LL うな づ くと， その ま、、 瓿.^ 母の 胸 Li 

押しめ  一/る) 

母 さ 、「だら う * さ うだらう と 思った。 お前 は、 それで、 

なに かい …： QS 調が われ 知らす 亂れ ろ) さ、 「されて、 

默 つて ゐた のかい …… 。 ぢ つと， される ま& にして たの 

かい . ;c 

媒 (からだ 1^^ の 方- し 摺リ 寄せる) 

母 (それん-邪慳に 突 さの けて) あ、、 馬鹿 だよ， お前 は 


娘 (その 一お をュ rJ-LL$; ^びながら、 母の 膝に リ 鎚リ. 訴 

へ ろ やう LL) うそよ、 母さん. 今の は、 うそ …： 0 

母 (娘の 視綜^ 避けながら) うそな もんか。 

娘 (泣 聲-」 なリ) い X え、 うそな の …… C あれ はね …… 0 


lOS 


母 に、 今^^は、 娘.^ 抱く やうに 膝の 上 引 寄せ) よ 

し、 よし- い、 ん だよ …… 0 母さん は * もう、 なんにも 

云 はない …… 。 そんなつ もり ぢ やなかった の 0 なに をし 

たって い 、ん. だよ .：， ね. 母さん は、 とうから， お前 を 

あの人に …… お前た ち 二人 を 一緒にする つもりで ゐ たん 

だ …… 。 (位いて ゐろ) 

m  (^の 胸- -1 叛 1^ うづめ〕 母さん …… 。 

^ い 、とも， い 、とも. なんにも 心配す る こと はない… 

.:。 さ、 あっちへ 行って、 顏を なほして おいで ；… Q 

娘 L 咽び泣，、) 

(『) 

：:;!^ さんが わるかった リね、 堪忍して おくれ …… 。どら、 

母さん が^して あげよう。 (立ち上って、 鏡？， (^ の 前に 行 

く) さ * こ i へ 來て御 

奴 .H^K に 立って 行く。 が、 ゆの 乎. 上リ 刷毛 1^ 受け取ろ と、 

今".^ は、 いつまでも、 それに. E 粉 yHa ま 乜てゐ る) 

は (しば 、りく；， がの する 、、とん-!：:^ て ゐ たが 、それからぶ い と 

^ん. 反ら マ ふ-、 や >- ^々しく.； i-.; ^起ち、 丸， おんいつ ばい 

に 引 EE け、 ぐったりと 片肱 ^窓に よせて * そこへ 坐ろ。 

勿 il;^LL はせ.^ 向けて ゐろ) 

i &、 (此の iT  •  ちつと-鏡.^ 見つめて ゐる) 

〔長ぃ沈^^,,0 


母 お前 も， 何 か 習つ とくんだ つたね …… 。 あの人 は 三昧 

線が 好きだ つて 云って たぢ やない か 。 

娘  。 

母 ほんと に、 どうして 今迄、 ぶらぶらして たんだら う… 

:•。 近頃 は、 お 花に も 行かない しさ ：： 。 

娘  つ 

母 お 針 は 蛾 ひと …… 。 (間) あ 上め、 なんて 蒸 すんだら 

う. 今日は …… 。 (間) あの 毛蟲 …… 。 

娘 (靜 かに 額，^ なほし はじめる) 

母 式 は、 この 秋に す るんだ ね …… 。 それとも、 向 うぢ や、 

すぐにって 云 ふか 知ら .：：. 0  秋が い \ よ 同じ こ 

となら ：… * それから、 新婚旅行 は、 京都 かい。 (間) 

伊豆 あたりの 溫泉 もい \ね …… 。 熟 侮に は、 母さん も、 

娘 時代に 一 度 行った ことがある …… お前のお 祖父さん と 

…… 。 まあ • 處 なんか 何處 だってい、 …… 。 あんまり 駿 

騒し くない やうな ：： 。 だが、 淋し 過ぎても 困る だら う * 

二人つ きり ぢ やね …… 。 (間) ほんと を 云 ふと- 序に， 

西^1-へでも行って來るとぃ.-んだけれどね …… 。 あの人 

は、 英語 は 駄目な のか 知ら …… 。 

娘 蹈逸 語よ。 

母 え、 ぁ&、 さう か， 獨 法だった ね ：… 、 獨逸 だってい 

いさ …… 。 (問) あたし も 一緒に 行かう か 知ら …… 。連 


i 
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娘 あたし …； ？ 

母 (力 r* く) さう さ •：• 0  、！ 0 いけない、 いけない、 

こんな こと ぢゃ …… C 何もかも、 これから だ-いに …… 0 

媛 (静か _レ 立ち上って、 その ま、 母の 校に 佇む) 

母 (背後に 近づく もの、 if 配ん」 感じて、 それとなく、 その 

方に 不安な 眼.^ 向ける) 

娘 (m:】 ひ 出した やうに、 袖で 级 蔽ふ 。そして、 いさな： r 

母の 傍に 泣き伏す) 

—  — 


れ てって くれる かい ：… 。 (間) 憲 二が 舉校を 出て、 一 

人で フランスへ でも 行く 事に なったら. あたし. ついて 

行かう と 思 ふの、 どう だら うね … 。 夫婦で 洋行す るの 

もい >1 だら うけれ ど、 親子 同志 は 親子 同志で また、 い X 

ぢ やない か ：… = 息子の 留學に 母親が 附添 つて 行く なん 

てこと は、 人が 閗 いたって、 そんなに 可笑しく はないだ 

らう。 可笑しくたって い >- さ、 憲ニ さへ 迷惑でなかった 

ら …… C  (間) あ X あ * 母さんが， 巴 里へ でかける なん 

て、 もう そんな 世の中に なった のかね …… 。 f: 娘の 方.^ -振 

リ 返る。 娘 は- 相變" す^に 向って 丹念 LL 化粧,^, し 

てゐ ろ。 そして、 時々 * 手な 休めて、 自分" 姿に 見惚れ 

る) お前" その 襟の 白粉 はどう ：： その 附け方 は ：… 。 

だって， よく 伸びな いんです もの …… C 

澳 すぎる のさ * 第 一 …… 。 

、「そよ * さ うぢ やない のよ …… 0  (かう 云 ひながら な 

ほ マ) 

母 十九 か …… 。しっかりし なくつ ちゃ …… 。 (沈 默) お 

前 もこれ から …… 母さん も • これから だ ：：： (溜氣 つ 

く) 

娘  。 

母 (淋しく) これで 大丈夫と いふの は、 何時の こと やら 
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は.^ めて ぉ近附 きになつ たんだから、 一 つ、 御 一緒に ゆ 

つくり 食事で もしよ うぢゃありません か。 

三^の 妻 賛成です わ。 

三輪 お前が 賛成な こた わかつ とる" どうです ゥ 御 差 支 は 

ありますまい。 

並木の 妻 (夫の 方ん 一見ながら) でも …… 。 

並木 さ 5 さな あ.' 

三 翰 い  > -ぢ やない か * 君 …… 。 

並木の 妻 このな りぢ や、 あたくし …… 。 

三輪の 妻 あら、 あたくし を御覽 遊ばせ …… 。 

三輪 着物なん かか まふ もんです か C ぢゃ， どこか 氣の張 

ら ない 處へ御 案内し ますよ。 

並木 しかし、 僕達 はなんだ よ …… 。 

三輪 まあ、 まかしと きたまい。 (妻に 向 ひ) ぢゃ • お前 

買 ひ 物が あるなら、 さっさと 濟 ませて 来ない か。 おれ は 

こ >| で 並木 君と 大に談 じて るから …； 。 

三^の 妻 (夫の 耳 11 口  寄せて 何 か 云 ふ) 

三输 さう さ、 あたり 前 さ。 

並木 (妻 お前 も 何 か 見る つて 云って たぢ やない か。 

見て 來 いよ。 

並木の 妻 (夫の 耳 とで 何か嗫 く) 

並木 かま ふもん か、 そんな こと …… 0 


(女 どもに 互 LL^^ 兌 八" ひ， 笑 ひながら 退場。) 

三 翰 なかなか 可愛らしい 細君 ぢ やない か。 

並木 先手を打 たれた か。 君の こ 二」、 逸物 だね。 どこかで 

見た ことがあ ると 思 ふんだ が. 雜誌 C  ロ繪 かな。 

三输 そんな 代物 ぢ やない、 子供 はま だかい。 

並木 短兵急 だね。 不幸に して 二人目 だよ。 

三輪 目と は …… ？ 

並木 (LL や-」 や 笑って ゐる) 

三輪 ああ， さう か， 氣 がっかなかった。 

並木 そんな こと はどうで もい  が * 君 は、 いつまでも 若 

、ュ 0  feu 口田 ハ 、 0 

三輪 幸福で ない こと もない が、 さう いふ 君 は、 見かけ ほ 

どで もない のか い C 

並木 見かけ はどう だか 知らん が、 一向 パッ としない よ。 

三 翰 迂 潤な 話 だが、 君 は， 今 …： ？ 

お 木 住んで る處 かい。 

三輪 あ X、 それ も 聞きたい が、 一 IT 今、 何 をして るん 

並木 何って、 何も 出来 やしないよ" 

三輪 學校を 出てから、 何 か 寄いて るって いふ 話 は 聞いて 

たが …… 0 

並木 その 頃 は、 あれで も • 何 かして ゐ たよ。 今ぢゃ 君、 


112  ^！^：^上ぉ 


。小つ て い ふ 名の つ く 仕事 は， 向う から 逃げて 行 くんだ。 

J そんな こと も ある ま い。 

广で 長い間 ) 

並木 (突然、 感慨め いた 口調で) 實際 此處は 面白い 處だ 

よ 0 あれ を兑 たまへ 11 向う に 見える のが 帝^ ホテル だ〕 

僕 は、 あすこの 部 嵐に 一度 も， 1 たこと はない。 しかし、 

こ 、へ 上って， あの 尾根 を 見下ろす と， 帝國 ホテルが な 

ん だとい ふ氣 になる。 あれ を 見た まへ。 あれが 日本銀行 

だ。 あの 中には * さぞ大きな金^^^がぁる ことだらぅが、 

そんな 金. H なんか 埃 溜と 同じ こと だ、 さう 思へ る。 これ 

も、 變な^;:3;け惜しみぢゃなぃ。 つまり、 此處へ 上って 見 

ると、 現お が 現 とし て 此の 眼に 映って 來な いんだね 二 

種の カリ ケチュ ァ として 映る だけなん だ - 

三^ どうして， また、 そんな こと を 云 ひ 出したん だい。 

並木 それから、 あの 自動 を兑 たまへ つ 僕 は、 タク シィ 

とい ふ ものに 乘 つたこと は 生れて 二度し か 無 いんだが— 

1 一 度 は 社長 を 一 m 京 ii へや〕 つて 行った 時。 家へ 判 を 忘れ 

た から. 取って来 いと 云 は れ て 、 .：_：：^ と か 云 ふ 奴 を 呼んで 

くれた、 その 時と、 もう 一度 は、 これ も 社長の 知合と か 

で、 市 議員の 候補に 立った 男の 選舉 事務所へ 手俾 ひに 

やらされて- 何 をす るの かと 思ったら、 自動車へ 乘 つて 

ビラ を 撒いて 歩け と 云 ふんだ， そん 時と …… 。 


一 ひ： 「：！ へえ、 君 はそんな こと もやった のか。 

$ やつ たさ。 自動車、 あれ を 見た ま へ 。僕 は、 自動 と い 

ふ もの は、 大體に 於て 、われわれに 泥 を ぶっかけて 通る 怪 

物 だと 思って ゐる。 そいつが、 こ 》 から 見る と >  如何に 

も 無 邪氣な 玩具 だ" 不器用で、 あわて 者で、 そのく せ、 氣 

取屋 で . 神經質 だ。 これ は 誠に 愛すべ き 動物お やない か。 

三輪 君 は、 今、 社長って 云った が、 どこか，^ 瓧へ でも 動 

めて ゐ るの。 

並木 會社 とい ふわけ ぢ やな いんだ。 小さな 本屋 さ。 それ 

でも * 店の 名前に 社と いふ 字 をく つ- - けて ゐる もんだ か 

ら- 店の もの だけ は、 社長 だと か、 社員 だと か、 まあ さ 

う 云って る わけなんだ。 

三輪 本 とい ふと、 出版の 方 だね。 

並木 まあ さう だつ 

三輪 そいつ は 面白いだら う。 

並木 面白い もんか。 それに、 ここに かう して 立って ゐる 

と、 自分の 足の 下に、 一 つの 美しい 世界が 感じられる" 

それ は、 贅澤な 織物 や、 高 債な 装飾品が 列され 

て あると いふ 意味 ぢ やない。 僕 はね， 下から 上って 來る 

時に、 いつでも、 見當 をつ けて 來 るんだ し と 云った だけ 

では わかる まいが、 今、 僕が、 かう して 立って ゐる *  丁 

度 比の 足の 眞 下に， 五 階 を 通じて だよ、 ー體、 何々 が陳 
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列して あると 思 ふ。 

三輪  。 . 

並木 先づ 階下に は、 羽根 蒲團が ある。 二階に は 姿見が あ 

る。 三階に は 一重 帶 …… 。 四 階に は …… よさう。 だが ね、 

それが みんな、 僕 等に は 手が 出せない やうな ものば かり 

だのに、 それ を 眼の 前に 見て ゐる 時と は 違って、 かう し 

て 、 さう いふ ものの 上に 自分が 立 つて ゐ ると 思 ふ とだね、 

なんとなく、 花やかな 氣 持ちに な るんだ。 所有 愁と いふ 

ものから 全く 離れて だよ。 可笑しい もんだ ね。 僕ん とこ 

の 奴 も * やつば り、 さう らし いんだ。 

三輪 それや、 さう かも 知れん ね •」 それが つまり. 浩然の 

氣と いふんだ よ。 

並木 何の 氣 だか 知らん が、 こいつ は 便利な もんだ よ。 早 

い 話が、 その 一重 帶 なんかで もさ >  去年の 夏から せがま 

れてゐ るんだ が、 どうに もしゃう がない。 だが、 女なん 

て 馬鹿な もの さ。 見る だけで いいから、 見と きませ うつ 

て 云 ふぢ やない か。 見る だけ 見 るんだ ね。 さう して、 此 

處へ上 るんだ。 一重 帶の話 は それつ きりさ。 今年 もどう 

やら、 そいつ を 締めて みないう ちに 夏が 過ぎさう だ 0 し 

かし、 彼女 は、 朗らかな 顏 をして • よその 女の 着物なん 

か 批評して るよ。 

三輪 いいと こだね。 


並木 何が いいと こだい。 (前の 方.^^ で 指し) あれ、 誰 

だか 知って るかい、 あの 夫婦 速れ さ： 

三輪 知らない： 

並木 大村 侯爵の 息子 さ， あの 寫眞 道樂で 有名な …… 。 

三輪 ああ • さう か …； 。 あの 細君 だね •：• C 

並木 シャン だら う。 

三輪 シャンと いふ 點ぢ や- 君の 細. おに 敵 はない よ。 

並木 慰める の はよ して くれ」 撰 だって、 女の 値 打ぐ らゐ 

わかる よ。 處で、 君 はま だお 父さんの うちに ゐ るの。 

三輪 いいや、 別にな つた。 と 云っても、 近處 は近處 だが 

ね。 遊びに 來 ないか。 

並木 ありがたう。 今にな つち や、 どうも 行きに くいね。 

むかし 通り の つ き あ ひ は 出來な いね。 

三輪 そんな こと 云 ふ 奴が あるかい。 こっち はちつ とも 變 

つて やしない ぜ。 

並木 こっちが 變っ てるから 駄目 だ。 貧乏 は 昔からの 贫乏 

だが、 世の中へ 出る と， 自分の るると ころが はっきり わ 

かって 來 るね。 

三輪 自分で世間を狭くしちゃぃけなぃょ。 t^.なんか、 そ 

の 點ぢゃ >  隨分 我武者羅 を 通して ろんだ.^ 

並木 さう かな あ。 

(長い 沈^。  J- 
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三輪 立ち入った こと を 訊く やう だが * 今 ゐる處 は さき 

ざき 兑 込みが あるの かい、 君の 仕事と して さ。 

並木 僕の 仕事って、 今ぢゃ * 君、 食 ふこと が 仕事 だよ。 

それ W 外に 何もない よ。 

三^ でも * 何 か いてる こと は 雷いて るんだら う。 

並木 もう 止めた よ。 誰も 讀んで くれない ことが わかって 

ゐ るのに、 こっこつ 下らない こと を 書いた つて 始まらな 

いぢ やない か。 一時 は、 あれで も、 末 来の 文豪 を 一？ I- 見た 

さ。 それに， おだてる 奴なん かが ゐ たりして ね …… 。 變 

な もんだ よ、 君た ちに はわ かるまい が、 ああい ふ 社會に 

は， 明日に でも 好運が！ I つて 來 ろと 思って、 雨娃が 木の 

紫の 上で 雨 を 待って ゐる やうに だね、 ぢ つと ー點を 《^ つ 

めて ゐる手 合が うぢよ うぢよ して ゐ るんだ" 僕 も その 一 

人だった さ。 處が、 その は、 自分で 力 を 落さない 爲め 

に、 せめて 人の もので もい いところ はわ かる やうな 顏を 

して ゐ たいんだ ね。 だから、 さう いふ 人間 同志 は、 お 互 

に、 對手を かつぎ 上げ るんだ。 しかし、 長い間に は、 自 

分ム 疲れる- ッ 向う も れる。 < ^つても、 自分 達の 問題に 

は觸れ たくなくなる。 それでお しま ひさ。 何の こと はな 

い. 店に 竝ん でゐる もの を. 飾 窓に 出て ゐる もの を、 見 

る だけ 兌て 来たと 云 ふやつ さ。 

三^ それなら、 僕 だって 问 じだよ。 何 一 つ 仕事ら しい 仕 


事 はして やしない。 

並木 それと は、 また、 話が 違 ふよ リ しかし、 今ぢ やもう、 

そんな こと を悔ん でなん かゐ やしないよ。 落ちつい たん 

だからね。 云 はば、 どん底 さ、 と 云 ひたいが、 自分 だけ 

は、 あべこべに 高い 處にゐ るつ もりなん だ。 

三 翰  。 

並木 それが ね、 いやに 超然と 構へ てゐる わけ ぢ やない よ。 

ただ、 割合に. あくせく しないだ けの 覺 悟が ついて ゐる 

とい ふまで さ. - 

三輪 つまり 大悟 徹底した わけ か C 

並木 大袈裟に 云へば ね。 君 はさつ きから、 僕の 帽子 を 見 

てるが …… 0 

三 翰 うそつ け、 そんな もの、 見て やしないよ。 

並木 見た つてい いよ。 11 この 幅 子 はなる ほど 古い。 今 

年 買った んぢ やない。 だからって、 別に、 これ を 被って ゐ 

るの が 氣恥か しいと い ふやうな 見榮 もな くな つて ゐる。 

三輪 そんな こと は、 當 り前ぢ やない か。 君ら しく もない 

辯 解 だね. - 君から、 いろいろ 打明け 話を聽 くの は うれし 

いが、 そんな 餘 計な 威張り 方 はして 貰 ひたくな いね レ 

並木 咸 張る んぢ やない C 

三輸 威張 るんで なけり や、 なんだい。 勿論、 卑下 をして 

ゐ るん ぢゃ あるまい。 僕 はね、 並木 君 ：… 。 


並木 …； 君 はよ さ うぢ やない か。 

i   。 

並木 並木と 呼んでくれ、 昔 通り …… 

三輪 いやに こだ はるな あ」 ぢゃ、 ねえ， 並木 * おれ は久 

し 振りで 君に 會 つて、 こんな こと を 云 ふの はい や だが、 

君 は、 自分で も 云って る 通り、 すっかり 人間が 變 つてる 

ぞ。 變 つてる の はかま はない が、 なんだ つて、 さう， お 

れに、 見榮を 張らな けれ やなら な いんだ。 貧乏 を 恥 かし 

がる 必要 もない が、 貧乏 を 吹 gi して、 獨 りで 力み 返る 必 

要が どこに ある。 貧乏 を 自慢に する こと は. 近頃 流行す 

る やう だが、 默 つて ゐても 貧乏な ことぐ らゐ はわ かる 

よ〕 

並木 (對 手の 額 fj- 見上げろ。 眼が 異樣に 光る) 

禱 侮辱され たと 思 ふの か。 おれ は 他人 を 侮辱して 愉快 

になる 程、 まだ 快 樂に渴 ゑて はゐ ない よ。 云 ふ ことがあ 

るなら 云って 見ろ。 自然に 遠ざかって 行った のに は、 何 

か 理由 も ある だら うが、 おれの 方 は、 少く とも、 最後 ま 

で. 變ら ない 友情 を 示した つもり だ。 

並木 おい、 そんなに 大きな 聲を 出すな。 

三輪 大きな 聲を 出す さ。 君に は、 おれの 心の 聲が 聞え な 

いぢ やない か。 

並木 聞え たよ。 


三輪 何が 聞え た. - ぢゃ、 今 曰 • おれたちと 一緒に、 夕 1^ 

を 食 力。  . 

並木 食 ふよ。 0^,^ 溜めて ゐろ) 

(長い：^ 默。 ：- 

三輪 金 持 は 罪人 だとい ふ 君の 主張 は， 今でも 變 るまい が. 

まさか、 昔の 友達 を 敵 扱 ひに する ほど • 突きつ めた考 へ 

方 をす る やうに なって るん ぢゃ あるまい。 (EE) それに 

おれなん か、 金 持の 部類に はいらな いよ。 

(長い 沈默 e) 

三輪 どうしたい、 そんなに 悄氣 ちゃ、 駄目 だよ。 

並木 悄氣て やしないよ。 

三輪 悄氣 てもゐ まいが、 ー兀氣 がな いぢ やない か C さう さ 

う、 からだの 方 は、 大丈夫な のか。 

並木 ああ、 その 方 は …… 0 

三^ それや、 いいね。 その IT ちゃ、 おれの 方が 慘 めだ〕 

相變 らず寢 てば かり ゐ るよ。 

並木 神 It: 痛 か。 

三輪 それと- 例の …… 。 

並木 ああ ：… C まだいけ ない のか。 

三輪 益. - いけない よ。 

並木 そんな 風に は 見えない ぜ。 

三輪 それが いけな いんだ。 


お上^ 


並木 降りよう か" 

三輪 入れ違 ひになる と：^ 介 だから- もう 少し 待た う。 腰 

かける か。 (蹯 かけ.^ 探す ソ 

.^^"木 ねえ、 尹弋 久し；^ りで < ^"つて， こんな こと |g むの は 

1 ^顔し いやう だが、 都合が よかったら 一 一 十圓 ばかり 貸し 

て くれない か e 

三輪 ( 一 寸ぉ えづげ- し 相 乎の 紐 兑 るが 、すぐ-し.： Hll 手す や 

やって) ああ * いいと も。 それく らゐ なら あるよ。 (， 紙 

入れ，^ 出して、 轼幣 > ^拔き 出 t.、 並木に 渡す) 

並 木 ありがたう。 (そのまま 袂！ IL しま ふ〕 

(ま-ましい 沈 KO) 

一一 一輪 風が 無くなつ たね。 

並木 氣を siw くしゃし ないかい。 

一； I 輸 こそ、 そんな こと を 苦にして るん ぢ やない か。 僕 

は 今日 君に"^ つたこと を よろこんで ゐ るんだ - お 互に 昔 

一"；！ り ものが 言へ るの は うれしい よ。 

並木 少し 與 がさめ やしない か。 

三輪 そんな こと を 云 ふと 興が さめる よ」 

並木 さう かな あ。 やつば. り 僕 は 駄目 だね。 ：袂 からさつ 

きの^, 报カ ^ 取り出し 〕 君、 折角 だが、 返す よ。 こんな こ 

としち やい かん、 どうも …… 。 


0 なに を 云って るんだ。 君の 方で 都合の いい 時 返して 

くれれば い いぢ やない か 。今日は 何 か 買物が あるん だら 

う。 金が 少し 足ら なくなつ たんだら う。 さう いふ こと は 

僕 だつ て あるよ。 運よく 友達に でも 會 へばい いと 思 ふこ 

とが ある。 さう いふ 時には、 なかなか.^;！ ほない もんだ レ 

處が、 君 は 進が よかった-" ただ、 それだけ ぢ やない か。 

並木 さう いふ 考へ は、 僕なん かに は 浮ばない。 

三輪 まあ， いいから 取つ ときたまへ。 急に いる 金ぢ やな 

いから、 急いで 返して 貰 はなく つても いいよ」 

並木 (T 苦笑しながら) 實 はね。 家内に 一重 帶を 買って や 

らうと 思 ふんだ が …… 。 

三輪 (笑 ひながら) 君の 細君 は 果報者 だ。 僕 は 今少し 餘 

分な 金が あるんだ が、 君達の 結婚 祝 ひとい ふと 遲 蒔き だ 

から、 今日 蔡 交を溫 めた 記念に、 傑から 君の 細君に 一 つ 

贈物 を させて 貰 はう。 その代り、 今の 金で- 君から， 僕 

の 家内に 何 か 買って やってくれ。 

並木 御 厚意 は 有難い が、 それ ぢゃ、 なほ * 僕が つらい。 

餘 計な こと を 云って しまって * どうも， 納まりが つかな 

くな つたが、 それだけ は赦 して くれ。 今日は 全く 失敗し 

た。 近頃 こんなに 苦しい 思 ひ をした こと はない よ。 人間 

は 惰力で 活 きて ゐる もの だと は 思って ゐ たの だが、 反抗 

反抗で 活き てゐる 人間が、 ば つ たり 手應 へ のない 處 へ ぶ 
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つかる と， か、 「まで 間 誤つ くものと は 知らなかった。 さ 

つきから 話した こと も、 あれ や、 つまり、 僕の 反抗 心が 

云 はせ た^ 八 百 だ" そんな ことに も， 氣 がっかない 君ぢ 

や あるまい が * あんな 大鉢を 叩いて 置いて、 そのまま 別 

れ たんで は寢 醒めが 惡 いからな あ〕 

三 翰 まあ、 さう- 自分 だけ を 責めな くっても いいさ 「- 人 

1 倍自. 尊 心 の 强 さうな 君に 、 金 を 貸せ と 云 はせ た 僕 に も 、 

いくらか 擦が あ るんだ、 ねえ、 さう 自惚れ さ せ て くれよ 。 

奴さんた ちが 歸っ て來 るまでに、 その 話 をき めと か うぢ 

やない か。 

並木 いや、 それだけ は斷 る。 今日は 斷る。 これ も" 取って 

置いて くれ。 なにもかも、 やり直し だ」 五 年後に もう 一 

度會 ひ 直さう" 少し は 人間が で き て る か も 知れ ん ) 

三 相變ら ず强情 だな あ。 それなら 氣の すむ やうに した 

まへ。 (金 受け-蚊る) 

(三 輸の窭 と 並木の 妻と が 連れ立って 歸っ て來る C) 

三輪の 妻 隨 分かかった でせ う〕 氣に 入った 抦 がない の。 

奧 さま にも 見て 頂 いたんだ けれど …： まる で 好み が 違 ふ 

の 0 

-木 こいつ は 惡 趙-昧 ですからね。 

三 輸の妻 いいえ、 さ うぢ や ございま せんの。 そら、 (夫 

の 方.， 5* ちらと 見て、 あたし は、 どっち かって 云へば" 粹 


好みで せ、 「、自分で 云 ふの は 可笑しい けれど 11 それに、 

奥 さま は、 お 上品な お好みで いらっしゃ るから . ： ： 0 

"1%^ 木の 妻 あら、 あたくし、 そんな、 お 上品なん て …… 0 

三輪 いや， どうも さう らしい。 それで • やめた のかい。 

一一 一輪の 妻 鬼に 角-きめ たんです けれどね， あなたのお 氣に 

召す かどう か …… 0 一  度 党て 下さる とい いんだ けれど… 

-c いいのよ。 わるかったら 、また-取り 換 へる わ、 うちで 

見て …… ね。 それより、 御 一緒に 二重 帶を 見た のよ。 こ 

ちらの 奥 さ ま が御覽 になりたい つて おっしゃ つたから… 

:.o よくお 似合になる のが あつたの。 (並木の 妻 LL 向 ひ) 

あれ を どうし て おきめに ならな かったんで すの。 

三輪 お前み たいに、 獨 りで おきめに ならな いんだよ。 

三輪の 妻 あら， だって …… つ 

三輪 どら、 出掛けよう。 君達 は * もう はな いんだら う。 

それ ぢ やと …… (審 何處 がいい かねつ 

並木 あ. 僕達 は、 ちょっと 寄る ところが あるから、 今 n- 

は失禮 しょう。 (三 翰の 妻に) 折角です が、 此のつ ぎに 


三輪の-: 梨 まあ. そんな ことおつ しゃら-すに …… 。 よろし 

いんで せう、 奥 さま ：：： 。 

並木 今. 思 ひ 出したん だ〕 弱った な あ …… 0 ほんと に. 

今日は 許して 下さい。 


； 8 


Ri! お t 上^ 


三 输 それぢ や 無理に お引止め しない 方が いい。 何れ その 

うち …… つ 

, お 木し ズ (默 つて < ^鞾 すろ) 

三輪の.； 安 でも. 殘念 です こと …… 0 それで はむ さくる し 

いところ です けれど、 近々 に 是非 …… 。 あの、 御 一緒に 

です よ。 

三輪 さよなら。 

(三輸.^^^去ろ，0 

並木の 妻 どうな すった の …… 0 

並木 どうもし やしないよ。 襦袢の 袖. あつたの。 

並木の それや、 ある わ。 でも、 困った のよ、 安いの を 

はう とすると、 傍から， 三輸 さんの 奥さんが、 こっち 

がいいって， 高い の を 撰 るんで す もの …… 。 

並木  。 

並木のお あの人 達 * 隨分. あるら しいの ねえ。 

並木  り 

並水の^^  |^^敵た金紗を13:ったゎょ〕 

並木 金紗 がなん だい。 

並木の^^ 始まった わね。 (^) どこへ 寄る の、 これから 

並木  。 

並木の^ 一  甫*帶 ね、 今、 ずっと 値が 下って るんだ けれど 


 どうかで きない か 知ら  0 

並木 一 赏帶 なんか 締めてる 奴 は、 殆ど ゐな いぢ やない か、 

三輪の， 1 君 だって …… 。 

並木の 班ス さうよ、 ig の丸帶 よ。 

並木 絡の 丸帶 がなん だい。 

並木の^^？乂 だから 欲しい つて 云 やしない わよ。 

並木 欲しぃって云ったってぃぃょ" 

並 木 の _^か どうせ 買へ ないから でせ う。 

並木 馬鹿" それ を 云 はずに は をら れ ない のか。 一 口つつ 

しめば、 一 口 だけ 利口に 兑ぇ るんだ ぞ。 

並木の^  (あっけ LL 取られて 夫の 額ん-見守る) 

並木 あ、 あ、 たまに こんな 處へ 出て 來 ると 餘 計な 奴に 會 

ふわい。 

並木 S 妻 餘 計な 奴って …… よさ さうな 方ぢ やない の。 で 

も • あたした ちの ゐ ない 間に 何 かあつたん ぢ やない？ 

さう 云へば， 少し 變 だった わよ. 挨：！ $5 の 調子が …； 。 始 

め はもつ と 打ち解けた 調子 だ つたのに …… 。 

並木 そんな こと はない よ。 同じ こったよ。 C 問) 今， 何 

してるっ て訊きゃがった.- 

並木の.：^fl^  なんて 云った の。 

並木 本屋に ゐ るって 云つ といた。 

並木の^^?- どこの 本屋 かって 訊き やしなかった？ 
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並木 訊かない。 あいつ は、 そんな ことに 興味 はな いんだ 

しかし、 お前の こと は 訊いた ぜ。 

並木の 妻 どんな こと？ 

並木 舉校 は何處 だと かなんと か …… 。 それに、 氣 味の 惡 

いほ ど 褒めて たぜ。 

並木の 妻 なんて？ 

並木 いろんな こと さ。 それ はさう と， あいつ 失敬な 奴 だ 

よ。 金が いるなら いつでも 云へ つて 云 やが つた。 

並木の 妻 まあ ：… 。 でも 察し てるのね) 

並木 久しぶりで 會 つて、 そんな こと 云 ふ 奴が あるかい。 

馬鹿 云へ つて 怒鳴って やった. - 

並木の 妻 およしな さいよ、 折角 深切で 云って くれる のに 

…… 。 だから 食事 を 一緒にって 云 ふ G も斷 つたの？ 

並木 さう さ。 (問，) あいつに 金 を 借りて、 その 金で 一重 

帶を買 はう か。 

並木の 妻 あなたに できる * それが ：… 。 

並木 できる さ、 しょうと 思へば …… 0 

並木の 妻 うそば つかし …：. 。 

並木 ど、 「して さつ どうしてで きない？ 

並木の 妻 あなたに、 そんな ことまで させたくない わ、 い 

くらなん だって …… ： 

並木 (眞 額で〕 する よ、 お前の 爲 めなら …… 。 


並木の 妻 (しんみり) さう 云って 下さる だけで 澤 山リ… 

…(急に 調子 .^i:^,- へて) ねえ、 あなた、 ほんと に 無理な 

こと はしないで 頂戴ね。 あたし、 なんだか 怖くな つたわ。 

並木  ？ 

並木の 妻 あなたが、 ああい ふお 友達にまで， そんな こと 

の爲 めに、 肩身の 狭い 思 ひ をな さり やしない かと 思 ふと * 

あたし- ぢっ として ゐられ ない わ〕 

並木 だから、 何も 云 ひ 出し やしないよ、 そんな こと は… 

…。 ただ、 向う が …； " 

並木の 妻 ええ、 それ はわ かってる わ。 だから、 そんな 時、 

きつば りと、 斷 わって 頂戴 …… 。 氣を惡 くさせな いやう 

にね。 (間) もう， これから、 何 か 欲しい なんて 決して 

云 はない わ 「) 

並不 それと これと は 話が 違 ふよ。 都合が つけば い いぢ や 

ないか： 

並木の 妻 いいえ、 だから、 お 友達と だけ は， 綺麗な おつ 

き 合 ひ をして 頂戴ね。 どんな 場合で も 卑下 をし ないです 

む やうな …… 。 

並木 お前 はそんな こと 心配し な いだって いいよ。 

並木の 妻 いいえ、 心配よ、 あたし …： -」 ほんと に、 今迄. 

氣 がっかなかった の、 そのこと だけ は …… -- 

並木 そのこと つて …… C 


.10  \m±ht 


並木の 妻 あなた も- 何時までも ぶらぶらして ないで- 早 

く 仕- をして 戴ね "今度、 お金が は ひっても、 一重 帶 

なんか ^3: はないで、 少しで も 貯金し ませう ね。 

並木 可笑しい ぜ、 <t ^に そんな こと 云 ひ 出したり なんかし 

て ：… ひ 

並木の 妻 0^ ぐんで) さうよ、 きっと、 何 かわけ が ある 

んだゎ …… 0 だって、 だって- あなた は、 だんだんい い 

お 友達が 減って くぢ やない の … … 失の 胸に 額 V ゃ埋 

めて 泣く) 

.1 幕 — 
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家 惊讓朋 

政  雨 

m 千千  2 
慕 


家政婦 おい くら ぐら ゐのを …… 。 

朋子 いくらでも いいこと よ、 良い ので さへ あれ や …… 0 

(ベ ン えど 取り上げ、 引出.^ さがしながら) あたし 一寸- 

端 書 を 書く から， それ も 序に 入れて 来る のよ。 さ、 支度 

をして 頂戴。 (端 書 V ^害く) ええと …… 。 

(家政婦 去る。 長い間。) 

朋子 あ、 芳澤 さん …… • 今 朝来た 端寳を 此處へ 一寸 …… 。 

狀 差に 差して あるで せう、 端 書よ" 

家政婦 害.^ 持って 來ろ) これで 御座いま すか。 

朋子 (見す-」 受け取 リ) ええ、 それ …… 。 (见 て) これ 

ぢ やない の。 今朝 来たの が あるで せう。 〔笑 ひながら) 

いやね. これ は …； 0 

(家政 録、 、、れ も 笑 ひながら 去る- 0 

海岸の 寫眞ょ • 蒲 郡って 書いて ある …… 

家政 敲 ハ翁端 書， か 見ながら 現る) 

8S 子 (引つ，；^ くろ やうに〕 どら …… 。ええ、 これよ。 

(間) ——- 「二人とも， 大層 氣に 入ゲ、 四 五日 逗留の 豫 i!^ 

…… 」 か： 

家政婦 は？ 

朋子 こっちの こと …… 。 早く 支度して 頂戴。 

(家政婦 去る、 0 

胡子 (書きながら〕 r …… それで は、 今のう ちゆつ くり 遊 


六月の 午後 

洋風の 客間 を 兼ねた 書齋 

朋 子が 割烹着な 脫 ざながら， 慌ただしく は ひって 來 る。 

その後から、 家政婦が、 何 か 云 ひたさう-しして ついて 

來る. - 

朋子 さうよ， あれ は あれで いいの。 (割烹 iiSi ^家政婦に 

渡し、 机の 前- し 坐ろ) あと， ハンケ チ だけで せう。 暇 を 

見て、 しといて 頂戴。 こがさな いやう にね。 ああ， それ 

から …… そ 0 前に 一 寸ぉ使 ひに 行って 來て くれないつ そ 

この 八百屋に 苺が 出て るか どうか 見て， 若し、 出 てても 

良い のがなかったら • 驛の 前まで 行って ね、 上等の を 一 

箱 取って来て …… 。 


んで お置きなさい。 ロー 那樣 によろ しく  ：： 」 と。 芳澤さ 

ん， さ、 これ を 持って つて …； 。 まだな の、 支度 は：：？ 

あ. さう さう、 お 風呂 を兑 といて ね、 行く 前に …… 。 も 

うお 歸 りになる 時分 だから …… 。 

家政 好 (奥から〕 も、 「ちゃんと 沸いて をり ます。 

朋子 さう" (g^) そ いぢ や、 なにして るの、 あんた。 

家政：^ 一  寸帶 をし 直して をり ますんで す。 

朋子 帶 なんか、 い いぢ やない の、 いちいち …… すぐ そこ 

なんだ もの ：… 0 

(玄 il の n- が 開く 昔、 朋子 出て 行く。 間。 11 ) 

(S 一れ ろ。 機械的に 机の 上の 检端 書， ^取り上げ、 それ 

^む) 

朋子 マ； S いて 現れろ) すぐお 風呂に なさい ます？ 

0  (返^ しない。 そのまま、 奧 LL 去ろ) 

朋子 (やや 1=：>  表情。 ぐったりして 子に よる。 が、 すぐ 

に：？，^ 取" 直して 起ち 上る) 

fs^ おい。 

朋子 (^つて 奥に は ひろ) 

(長い 問。) 

(玄關 で 「御免なさい」 とい ふ 女の 聲。 緩いて、 朋子 

の 「わら …… 」 とい ふさむ 怠 外ら しい 叫び 聲。 ) 

朋 子の * ぼ どうしたの …… 。 どうして 歸 つて 来たの。 ひと 


り？ (間) 今朝 見た わ。 (間) ええ. 四 五日 逗留す る 

つてい ふから、 まだ なかなか だと 思つ てた の に …… パ間) 

さう. まあお 上ん なさい よ。 (間) う ちぢ ゃ今歸 つたと 

こ。 CS) いいのよ， そんな こと …… 。 

(朋 子、 續 いて 恒子 現ろ。 11 恒子 は* やや 疲れて ゐ 


朋子 どうかし たん ぢ やない。 いやね、 笑って ばかし ゐて 


恒子 (腰かけながら) まあ * 一寸 休まして 項 戴。 今 着い 

たと こなの リ 

朋子 そいで ：… ？ 

恒子 あの人？ (意味 もりげ な 微笑) 今 云 ふから 待って 

て。 (溜息) ほんと にお 邪魔 ぢ やなくて …… 。 

朋子 訝 かしげに) いや、 あたし。 そんなに 笑って ばか 

しゐ ちゃ …… 。 恒 ちゃん …… 0 

恒子 せっかちね、 姉 さま は …… 。 (かう 云 ふと、 急 

姉の 視線.^ 避け、 ハンケ チ 取り出-; -。 眼に 涙が 溜って 

ゐろ。 それが、 われながら 可笑しい とい ふ 風 _し* また 笑 

はう とする が、 もう 我慢が できない。 ハンケ チ. ^眼に あ 

てろ と、 いさな リ肩, ^ゆすって 泣く〕 

朋子 (途方に 暮れて リ 可笑しな ひとね …… 0 どうしたつ 

ていふの e  (妹の 肩に 手 1^ かけろ) 


雨臻 
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恒子  。 

朋子 ；！： ^いてたん ぢゃ 分らな いぢ やない の。 あの人が どう 

かした の" 早く おっしゃい よ。 

恒子 御免なさい 。姉 さまの 顔 を 見たら、 つい 悲しくな つ 

たの。 (間) あたし • よつ ぼど默 つてようかと 思った の。 

默 つて、 辛抱しょう かと 思った の …… 。 だけど、 もう 駄 

目 ：… 。 あんまり なんです もの ：：. 0 ぁナ』 し、 あたし、 

うちへ 歸る わ。 (間) どうしても. いやな のコ 

朋子 どうい やなの。 

恒子 どうって  何もかも。 

(長い 沈 默。) 

(姉 は、 うなだれた 妹の 撗籙 1^、 まじまじと見 入って 

ゐろ 0) 

朋子 喧 障 したんで せう。 

恒子 いいえ、 そんな こと ぢ やない の。 (間〕 やつば り、 

いけなかった わ。 

朋子 やつば りい けない つて …… 前から 何 か …… 。 

恒子 さ うぢ やない けど、 そら、 行儀が 惡 いって 云って た 

でせ う。 

朋子 そんな こと …… ？ 

恒子 それば かり ぢ やない の。 ええ. つまり さう だけど I 

それが、 ただ 行儀が 惡 いん ぢ やない の、 あたし * つく づ 


く 愛想が つきた わ。 

朋子 男って みんな さうよ ン 

恒子 そら， 何時かう ちへ 來た 時， 母 さまの 前で 欠伸 をし 

たって" 母 さまが あとで 怒って たでせ う。 ああい ふこと 

が、 のべつ 幕な しなの。 それや、 欠 仲なん か、 あたしの 

前でした つてなん とも 思 やしないけ ど-他人が ゐる 時に * 

そばで はら はらす る やうな こと を ー牛氣 です るの よ。 

切 子 どんな こと …… 。 

恒子 1 々云へ ない の * あんまり いろんな ことで …： 3 汽 

草へ 乘 つてから だって さう だ わ。 いきなり、 腰掛の 上へ 

卿 を のつ けて、 ぐうぐう 眠 るの よ」 それが *  つ た 日 か 

らさ うよ 0 

朋子 話 もしないで …… ？ 

恒子 話なん かする もんです か。 まるで 何の めに 旅行す 

るんだ かわかり やしない わ〕 みんなが lu^ 顔して 兑 てる 

の。 さう でせ う. ハ ンケチ も かけないで. 口 を あいて 眠 

つ てるんで す もの。 

朋子 £<ひf^、らへマ) 式 やなん かで 草臥れたん だ わ V 

恒子 そ いぢ や、 あたし はどう .：• 久しぶりで、 あんな 帶 

を 蹄め て さ。 

朋子 あなた ほ 違 ふわよ， 女ぢ やない の。 

恒子 もう、 姉 さま も、 さう いふ こと を 云 ふやう になって 
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らしゃる のね。 

朋子  。 

惧+ それから 5eM について からで も、 女中なん かにば か 

り 話しかけて 11 常談を 云ったり …… それや なの リ 御 

版 をた ベろ-お なんて、 あたし、 お^ 仕し てる女 中に 恥 か 

しくって …… 。だって * 云 ふこと が 下司な の、 I .不 ヱ 

さん， 東京 だら う。 どうも W 舍の 女に しちや、 様子が ィ 

キ だと つた —— かうな の。 女中の 云 ふこと がいい わ。 

11 1::;那も^£^系ですか 11 だって。 さう する AT 變な手 

つき をして 頭を搔 くの。 —— いや- 逆襲 は 恐れ入るな あ 

11 つて。 どうで せう、 いやね。 

朋子 惊 ちゃん も六ケ 敷い わね。 さう いふ こと を 云 ふもん 

よ， 5? つて …… 相手次第 ではね。 

：^：子 兄 さま も おっしゃって ：•：• ？ 

g 子 ええ …… さあ、 兄 さま はどう だか …… 0 

恨 子 おっしゃらな いわよ。 それから もっと ひどい ことが 

あるの。 昨夜な の， それ は …… C 11 蒲 郡って， 何縣？ 

つ て 訊いたら 11 何 11 だと 思 ふつ て^き かへ すの。 さ 

ま 知って らっしゃる？ 知らなら わね え，， 'だから. いい 

加減に 三 1;^ 縣？ つて、 ただ 云って みたの。 さう したら、 

笑 ひながら、 —I そ いぢ や、 どの 邊 にある か、 日本の 地 

N を 尉いて、 間 をつ けて 兑 ろって 云 ふの。 あたし • そん 


な女學 校の 試驗 みた いなこと、 いや だって 云って やった 

の。 さう したら， 紙と 鉛筆と を 出して、 どうしても 書け 

つてき かないの。 しま ひに、 日本 地 闘も爵 けない のかつ 

て. それや、 しつつ こく 云 ふの 。だから、 あんまり it_g で 

せう。 日本の 地 II ぐら ゐ けます わって、 そら、 よく 書 

いたわね、 あの 通り 爵 いて やった の。 さう すると、 本州 

だけし か$£ かないう ちに- 11 なんだ， それや 胡瓜 かつ 

て …… (笑 ひなが-り 泣き出す) 

朋子 え？ 

m 子 胡瓜 かって 云った わよ" (ま 六 位く) 

朋子 (腹立たし さと、 可 笑 さと，^ 制しながら) 隨分、 失 

禮ね。 

恒子 あんな 人のと ころへ、 どうして 嫁く 氣 になった か 知 

ら …… ？テ リカ シィ つてい ふ ものが ちっともな いの 0( 間) 

朝、 顏を沈 ふ 時、 どうい ふ 風に すろ か 知って て …： ひ IS 

息) それから、 服 を 藩る 時 …… 手 を 前後左右に 振り 廻す 

の …： 。 洋服 を IS るなら、 洋股の^^方ぐらゐ覺ぇればぃ 

いのに、 その ざまったら、 見て ゐられ ない の。 

朋子 さも 份ら しさう ね。 さう 云った もん ぢ やない わ。 變 

に氣 取って る 男なん かより は * さつば りして てい いぢ や 

ない の。 

恒子 處が、 さつば りなん かしてな いの。 なぜって 云へば， 


崎、 
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その 氣取ら ない ところ を氣- 取つ てる わけなの。 わかる？ 

おれ は氣 奴つ てなん かゐ なぃぞ つてい ふところ を 見せる 

つもり なんでせ う。 それが、 もう 一種の 氣- 取け だってい 

ふこと を 知らずに ゐ るの。 だから、 する こと 云 ふこと に 

一 々こだ はりが あって、 そばに ゐ ると * ぢ れつた くなる 

の。 ふんて 云 ひたくな るの C 

朋子 さう か 知ら .: 0 

恒子 さう さう. 式ん 時 だって わかる わ。 どう、 あ 0、 な 

ん でもない やうな 風の しかた は …… 0 さも こんな こと は 

而倒具 いってい ふやう な樣子 をして、 そ 〇 くせ、 あれで、 

固くなつ てるのよ。 ほら. よくしら ばくれ た 顔 をす るぢ 

やない の。 あれが、 てれかくしよ。 11 へえ、 僕が あの 

女と 結婚す るんで すか。 へえ、 僕が 此のお 酒を飮 むんで 

すか。 へえ、 一緒に 旅行 をす るんで すか。 まるで さう い 

ふ 顔よ * あ C 顏は …… 。 第 一 、 停ー华 場へ 行く まで * 行 先 

を 決めない なんて * あんまり 人 を 馬鹿にし てる わ。 母 さ 

ん なんか、 隨分氣 を 揉んで いらし つたわ。 いくど 母さん 

が 訊いても、 11 さあ、 まだ 決めて ありま せんがね。 ま 

あ、 行き 當り ばったり * 汽車の 止った 處へ 降り るんで す 

な。 どこって 別 dlw 見たい 處が ある わけ ぢ やなし …… C ハ 

ハ ハ ハ ハ …… 0 かう なんでせ う 。母 さま はむ ろんだ けど、 

赤^の 伯父 さまなん か、 橫を 向いて 苦い 顏 をして いらし 


つたわ。 それ も氣. 取りよ。 無頓藩 振る のよ。 却って 可 笑 

しい 〇 に …… 0 

朋子 あたし も、 それ は覺 えてる。 さう 云へば、 變な人 だ 

と 思った。 

恒子 それから、 まだ ある わ。 東京 驛で • みんな 经 つて 来 

て 下す つたで せう、 あん 時、 姉 さまが、 汽 isi-c 中へ 花^ 

を 持って来て、 二人に 下す つたで せう。 それ を兑て * な 

んて 云った か覺ぇ てらつ しゃる。 

朋子 (キ ク パ リ) ええ - —— これ どうす るんで すか つ て 

…… 0 そして、 11 厄介 だな あ， 持ち ものに なって …… 

どうせす ぐ 萎れち まふんで せう つて …： 。 

恒子 ね。 わかる でせ う， バ ッが惡 いの を，？^ 魔 化さう と 思 

つて、 わざと 素氣 ない こと を 云 ふ 0 ね。 それが、 氣が利 

いてれば いい けれど、 それだけの 頭 はなし， つい、 人 を 

氣惡 くす る や う な こと を 云って し ま ふの ね 「い 

朋子 K つた 人ね。 しにくい わね。 

恒子 輕 蔑した くなる わ。 可哀 さう になる のが 本當 かも 知 

れ ない けれど …… 0 

朋子 さう 云つ ちまつ ちゃ- また、 なんだ けれど …… 0 

恒子 いいえ、 いいのよ、 姉 さま. あたし はもう 決心して 

るんだ， から …… 0 

朋子 決心って …… ？ 
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恒子 だから、 あたし、 歸 るの よ-うちへ …… 。 

(£ い 沈^,) 

朋子 それや、 あなた * 思 ひ 切りが 早す ぎて よ。 そんな も 

のぢ やない わ" § 男って いふ もの は …… 。 

：51 子 もう！： 山、 その 御說敎 なら …… 。 男って いふ 者 は ど 

うなの …： 。 誰が さう きめた の。 姊さ まも、 やっぱり さ 

うなの ね。 ぢゃ、 こんな こと、 御 相談す るん ぢゃ なかつ 

た わ。 

朋子 情ち やん。 まあ、 もっと 考へ てみ ませうよ。 それや • 

惊 ちゃんの 想像して たやうな もの ぢ やなかった かも 知れ 

ない けれど * 今 いた、 ただ それだけの 話なら、 そんな 

に、 あなたが 思って る ほど、 赏大な こと ぢ やなく つ てよ。 

第一 あの人が、 あなた を 愛して ゐな いってい ふ 證據に は 

ならな いぢゃありません か。 

惙子 それが どうな の、 愛されて ゐ るか、 ゐ ないか は 第二 

の 問^よ」 

朋子 え-,. 

惊子 第一の 問題 は、 愛されて 幸福な 相手 かどう かってい 

ふこと だ わ。 

朋子 だって • 1^ ちゃん、 それ はもう …… 。 

忸子 初めから わかって たって 云 ふんで せう ( ええ， わか 

つてた わ。 それが 間違って たら どうす るの。 間違って な 


くっても * 望んで ゐ たこと が 駄目 だったら どうす るの。 

姉 さま は 幸福 だから、 あたしの ことなん かお わかりに な 

らな いんだ わ。 (泣く) 

(沈跌 •) 

朋子 (キクと なリ) 何 云 ふの. 恒 ちゃん。 こんな こと を- 

あたしの 口から 云 ふの はい や だけれ ど、 一番 あなたの こ 

と を 心配して るの は あたしよ。 だから こそ- かう して • 

何. M よりも あたしの 處へ 相談 に 来て くれたんで せう。 だ 

から. 相談に 乘る わよ。 いろいろな こと を 云ったり 云 は 

れ たりして みませうよ。 怒つ ちゃ 駄目よ * すぐ * あなた 

の やうに …… 0 

恒子 姉 さま、 あたし、 どうしても、 このまま 歸 るの はい 

やよ。 これ だけ はと 思って、 云 はずに ゐ たけれ ど， 姊さ 

まが さう おっしゃるなら. みんな 云って しま ふわ。 きつ 

とびつく りな さる わ。 あたし も、 これ だけ は 我慢が でき 

ない の。 

朋子 一寸 待って 項 戴。 落ちついて もの を おっしゃ いよ。 

云って しまったら、 もう-取り返しの つかない ことがある 

わよ。 もちろん、 姉さんに 云った からって、 それ を また 

誰に 云 ふってわけ ぢ やない けれど， あたし は * ただ * あ 

なた が、 自分の；^ り を 自分で 傷け る やうな こと をし ない 

やうに、 それだけ のこと を 云って 置きたい の。 あなたに、 
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今、 冷靜 になれ つて 云 ふの は 無理 かも 知れない けれど、 

あたし だけ は、 せめて、 度 を 失 はないで ゐ なくつ ちゃな 

ら ないで せう。 あなたの 爲め によ。 さ、 しっかりして 頂 

戴。 さう して、 出來る だけ 感情 を 交へ ないで、 事實 だけ 

を 聞かして 頂戴。 若し 云って いいこと なら …… 。 

(長い 沈 默：) 

恒子 さう おっしゃられ ると， 云へ なくなる わ。 

朋子 やっぱり、 云 はない 方が いいんで せう。 

恒子 だって、 それ を 云 はずに ゐれ ば、 姉 さまに、 あたし 

の氣 持が わかって 頂けな いんです もの。 それに …… 云つ 

たって かま はない わ。 どうせ 圓く 治まる ことなん か あり 

つ こな いんです もの •：•  0 それ はね、 かうな の。 

朋子 (起ち 上リ) すぐ 来る わ。 あなた、 お腹が すいて や 

しない。 

恒子 いいえ。 

朋子 でも， 兎に角、 あり 合せで ね。 

恒子 いいのよ、 姉 さま …… 。 あたし、 これから、 大久保 

へ歸 るから …… 。 

朋子 大久 保へ …… 。どうして …… 。まあ、 もう 少し あた 

しの 云 ふこと を聽 いてから、 ね。 (出で 去ろ) 

(長い間 C) 

家政婦 (茶^ 運んで 來る) いらっしゃいませ。 


128 


雨^ 


ほんと に • 兄 さま、 いらし つても かま はない ことよ。 そ 

の 方が 却ってい いわ。 兄 さまに も 二 緒に 聞いて 頂く わ。 

そして、 御意 兑 を：！^ はせ て 頂く わ。 

朋子 さう …… ： あたし は、 どうで もい いけれ ど ：… (二 

人の^.^ 兑 比べ て) ぢゃ、 兄 さまに もゐて 頂き ませう。 

どうせ、 いざって いふ 場合に は， 相談に 乘 つて 頂かな く 

つち やなら な いんだから …… 。 

0  (ゎざと落ら^^-き^^：：^乜て) 何事です、 ー體. そんな 

に 改まって …； り (腰ィ やおる す〕 

朋子 どう、 あらまし のこと を 先に 云つ といたら …… ？ 

お 子  。 

朋子 でも、 一寸、 一口に ほ 云 ひにくい わね" 何ん て 云つ 

たらい いか 知ら ：… 。 

^  tsraf に 云へば わかる よ。 何 か 問 違 ひで も 起った のかい。 

朋子 (但 子の 方-^ 见 ながら〕 問 違 ひって いふ わけ ぢ やな 

いんです けれど …… 。 そ いぢ や、 あたしから 云 ふわ。 ね， 

いいで せう」 かうな の。 やつば り， 今度の 問題な のパ 間) 

子 C 話で は、 どうもう まく 行かない らし いんです の。 

それが * 取り立てて、 かう いふ ことがあ つたって いふよ 

り も、 性格 的に 合 はな いんで せう ね。 第 一 ， 若い 女の 氣 

持が、 もっとも わからない 人らしい わね G 

請 それや、 しかし * お前 …… 。 


朋子 ええ， それ を- 今、 あたし も、 恒 子に 云つ たんです 

けれど …… ま さか. こんなで も ある ま いと 思って たらし 

いのね。 母 さまなん かも、 陰で 心配して たんです し， あた 

しも それとなく- 恒子 に ：iii 意 した ことがあつ たくら ゐで 

すから ね。 でも * 程度の 問 HI になろ と、 これ やね、 やつ 

ばり、 見損 ひ …… 殊に、 恒 ちゃんの 前で なんだ けど * さ 

ぅ惡ぃ 方にば かり 取れない つてい ふ 場合 も あるし …… 。 

1 槪 に 恒子 を 責める わけに も 行 か な いと 思 ふんです けれ 

ど … … 。あたしに も 幾分の 責任 は あ ると 思って ゐ るんで 

すわ。 . 

恒子 そんな ことありません わ. - 姉 さま はなに も …： 。 

朋子 まあ、 聽 いてらつ しゃい。 それで、 恒子 は、 今にな 

つて こんな こと を 云 ひ 出す の は 不嗜み の やう だけれ ど、 

將來 のこと を， もう 一 度考へ 直して みたい つて 云 ふんで 

すの」 

讓 もっと 具體 的な 說明 を聽か うぢ やない か。 

恒子 でも …… (妹の^ ろ) 

朋子 いろんな ことが 重って ゐる らし いんです けれどね， 

それが：： C さう ね、 どうい ふこと から 云ったら いい か 

知ら …… 。 ねえ * 恒 ちゃん、 あなた- 一番い や だと 思つ 

たこと はなに？  一  fl^ 辛抱が できない と 思った こと … … 0 

恒子 それが、 さっきお 話しようと 思った ことなの。 それ 
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を 云 はなければ わからな いから、 やつば り 云 ふわ。 (間) 

それが 昨夜な の。 ai〕 病： M で、 偶然、 あの人のお 友達 

つてい ふ 人に 遇つ た の よ 「- 今迄 聞いた こと もない 人な の、 

それが "晩方から 來て， 一緒にお 酒 を飮み 出した の.^ そ 

れ だけなら、 まだいい の。 二人共 醉拂 つて、 何時までも 

大きな 聲で 饒舌って るんで せう。 あたし、 あんまり だと 

思った から、 お 隣の 方の 御迷惑に なり やしない かって、 

さう 云って みたの よ。 さう したら T 餘 計な 心配 をす るな 

ッ ごて 怒鳴る の。 さう して、 いきなり * 何處 かへ 行かう 

つて、 二人で 出て 行った きり、 いつまで 待っても 歸 つて 

來な いの C 一晩中、 まんじり ともしないで、 あたし-待 

つてた わ。 夜が 明け てからよ 、變な 顔し て歸 つて 來 るの。 

さう して、 あたしの 顏を 見て、 にゃにゃ 笑って るの。 

(長い r}^ 默。〕 

(朋子 は、 これ も 淚^ 溜めて 夫の 顏プぉ 見て ゐろ 0) 

恒子 それでも、 あたし • しばらく は默 つて ゐ たの。 ただ、 

もう 東京へ 歸り ませう つて、 おとなしく 云 ひ 出して みた 

のよ C すると、 怒った のかって 聞く の。 いいえ、 ただ、 

あたし、 東京へ 歸 りたくな りました、 なんなら、 一人で 

歸 していた だきます * さう 云って やった の。 

(沈默 C) 

恒子 — -歸. りたけ れゃ歸 らう， しかし、 あんな こと はな 


ん でもな いんだよ- つき 合 ひなんだ からね えって. さも、 

あたり 前の やうに 云 ふの。 あたし は， あの人が どんなに 

あやまつ たって、 こればかり は 免せ ない と 思って ゐ るん 

でせ う C そこべ もって 來て、 あんまりな 云 ひ 草 だから、 

—— あなた は、 あたくし に 恥 かしい と はお 思 ひに なり ま 

せんかって- 思 ひきって 云った の。 fsl) さう すると、 

おれ は 何も 後ろ暗い こと をした 覺ぇ はない。 それ をお 前 

が 疑 ふの は， お餅の 勝手 だ、 かうな の。 だから、 あたし 

は、 11 いいえ、 疑 ふ 疑 はな いぢゃありません。 ああい 

ふな さり 方 は、 あたくし を 侮辱な さるば かりで なく、 あ 

なた 御自身 を 侮辱な さるもので すって、 まあ、 さう むづ 

かしく は 云はなかった けれど • さう いふ 意味の こと を 云 

つたつ もりな の」 そん 時 は、 もう、 聲が 出なかった かも 

しれない わ。 (間) だって-胸が 一杯なん です もの _」 

い 沈默。 ) 

子 それだけ …… 云 ふこと は。 

子 (うな づ く) 

子 あなた、 どうお 考へ になって …… ？ 

少し 亂暴 だね- レ 

子 少し どころ ぢ やありません わ 0 それから、 あの人 は 

どうしたの C 

恒子 どうもし ない わ。 それから、 ひと 口 も 口 を 利かない 
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に. つても、 ろくに 話し もしないで * 始終 細君の そば は 

かりにく つついて ゐた などと、 .^めの男のことだから、 み 

ん なに 云 ひふら さない もので もない。 少し 露骨 だが， ま 

あ * 夜なん かで も だね、 早くから 二人つ きりに なりたが 

つてな どと、 どうせ 惡ロを 云 ふに 違 ひない とね。 それ も 

少し いまいましい。 よし. やつに はさつ ばりした ところ 

を兑 せて やらう。 それに は. 晚飯 でも 一緒に ゆっくり 食 

つて、 酒で も 飮んで …… 細君ば かりに 興味 を もって ゐる 

わけ ぢ やない、 とい ふところ を兑 せる 爲 めに は …： 。 

恒子 (何 か 云 はう とする) 

讓 まあ、 ぉ聽 きなさい： そこ は 頗る 細君 をお 用し、 また 

細君の 信頼 を 利用して、 どんどん 事 を 蓮んだ.' 始めて み 

ると. 細君 は、 あまり 御機娥 がよくない。 そこで， 淚を 

呑んで です ね- 細君に 一喝 を 〈せ-はせ た〕 えらい ぞ！ と 友 

達の 眼 は 叫んだ〕 あたり 前よ" と 鼻 を うごめかしながら、 

實は 眼つ きで 細君に 詫びた の だが， 一向 通じない。 

朋子 およしに なったら、 そんな 常 談ロは …； 。 

讓 常談は 云って やしない。 ねえ、 恒 ちゃん. 僕の 話 は、 

決して 不眞 面目 ぢゃ ないで せう" 調子で もの を 判斷し 

ちゃい かんよ。 どうせ 理窟で 解決の つく 問題 ぢ やな いん 

だ。 早く 云へば • その 時の 氣 分が わかれば いいんだ。 さ 

うでせ う、 E ちゃん。 


の。 東ー：-驛へ^15くまで、 二人とも、 默 つた ままよ …… 。 

ただ， うちへ 寄って 來 るって， さう 云って 別れた きり… 


子 ぢゃ、 あなたが、 ここへ 来た こと は 知らない のね。 

子 どうせ 察して るで せう。 

しかしね、 J^l ちゃん • 男って 云 ふ もの は * …… 。 

子 そのお 說敎 なら、 もう 澤山 ：… 。 

どうして …… 0 

子 あたしが、 さっき- 子から 云 はれたん です の。 な 

る ほど， さう いふ ことがあ つたので は、 男って 云 ふ もの 

はぐら ゐぢゃ 承知が できない 害ね。 S でも、 まあ、 

兄 さまの 御意 兑を伺 は うぢゃありません かつ 

0  (少し 固くなって) さう 開き直られても 困る が、 僕 は， 

何も、 の 辯 護 をす ろん ぢ やない。 しかし • しかし だね、 

さう いふ 問 は、 もう 少し、 動機から 穿墜 して かからな 

いと、 衷而に 現れた 事 だけで は、 あんまり 嚴 しい 批評 

はでき ない ものなん だ」 

朋子 だって、 あなた ... 。 

0 まあ、 待て。 それで だね、 僕が、 一つ、 先生に 代って • 

云 ひ 開き をして みょう か。 (間) . 1- 赏 はだね、 あの 時 

はだ， その 友達に きって さ、 や あ、 ぉ樂 しみと かなんと 

か 云 はれて だね、 少し テレ氣 味に なって ゐ たんだ。 友達 
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恒子 (うつむいた ままで ゐろ) 

讓 愚 圖憑圖 して ゐ ると， 九^の功 を I 蒉 にかく 懼れが あ 

る e これ は 一 層- 此場を 立ち退いた 方が 安全 だ) なに、 

それ も 後で わかる 話 だ-」 よく 話せば わかる。 話さないで 

も、 考 へれば わかって くれる ir た r> 聰明な 彼女の こと だ 

から …… ： そこで、 大に 前後 不覺を 装って、 細君の 前 か 

ら 姿を消し たんです。..^ うその くら ゐで い い 害なん だが * 

相手の 男が、 どうも うるさい 男で • なんだ、 もう 歸 るの 

か- そんなに 寂しい のか、 とかなん とか 云 ひ 出す ので、 

どう せこ こ まで 來た ならと、 惡く 度胸 を据ゑ てし まった 

んで すね。 さて- 翌朝， 友達 を やう やく 納得 させて、 や 

れ やれと 云ふ譯 で、 細君の そばに 飛んで 歸 ると、 案じた 

通り. ぼつねんと、 彼女 は， を はらして 待って ゐる。 

その 時. 西洋の 男なら. -1! おお、 わが 愛する 妻よ、 い 

としき 者よ、 さぞび つくりし ただら う、 悲しかった だら 

う， 腹が立つ ただら う。 わたしが お前 を 大事に して ゐる 

とい ふ 證據に は … … などと. いろいろ 優し さうな 言葉 を 

捜 すんで すが、 日本の 男 は、 それだけの 心持ち を、 ただ 

その、 なんでし たつけ …… あ、 その にゃにゃで 現し 得る 

ん です： 西洋の 女なら、 又 そこで —— お前さん は どんな 

にわたし を 悲しませ たでせ う。 もうこれ から、 めんな こ 

と をして はなり ません： 若し また、 これが 最後で なかつ 


たら， わたし は- どんな 男のと ころへ 走って 行く かわか 

りません よ、 てな こと を 云って、 亭主 を 脅迫す る處 です 

が、 日本の 女 は、 そこ は 心？ おた もので、 頸 を 襟へ うづめ 

たま ま、 默 つて， 疊 のへり を 見つめて ゐ る。 それが、 ど 

れ ほど 亭主 を恥ぢ 入らせる ことで せう。 口 を いたと こ 

ろで、 まあ、 東京へ 歸り ませう ぐら ゐ な- 極めて 婉曲な 

ね ；… 。 

朋子 あなた は. 今日はよ くそん なにお 饒舌り がお できに 

なる のね" もういい 加減に なさらない？ たいがい 解り 

ました わ- ねえ、 jg ちゃん- 兄 さまの、 その 先 はもう 伺 

はなくたって、 わかる わね。 

恒子 つつな づ く) 

讓 どうわかった の。 そこで 切られて は 皮肉の やうに 聞え 

るが  >  さ うぢ やな いんだよ。 僕の 云 はう としてる こと は 

です ね C つまり、 あそこまで は、 無事なん だ」 問 £3 はな 

い e 面倒に なった の は、 ただ その 先へ 行って からだ C 11 

怒った の C いいえ …… 云 々からです。 しかしながら， そ 

れ もです ね， 僕の 解 1 に從 へば， ただ、 一時の、 感情の 

もつれと 云 ふか、 云 はばお 互にす ね 合って ゐる だけの 話 

ですな e 

朋子 (ムキ になり) 今 おっしゃ つたこと は * あなた * ほ 

ん たうに さう 考へ て いらっしゃる ことなの。 
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U と 云 ふと- どうい ふこと になる かね。 僕 は、 さっきお 

前から、 ぢ やない、 恒 ちゃんから 聞いた 話に 基いて だね、 

r;^ も 常識的な 考へ方 をして みたまで だ。 それで だね、 若 

し惊 ちゃんが、 その 時の 事情 やなに か を 綜合して みて だ、 

今 1^ が 云った やうな わけに 違 ひない と 思へば だね、 それ 

は それで、 大した 問題に しなく つても い いぢ やない か。 

ただ * どうい ふ 風に して、 これから 仲直り をす るかと い 

ふ 問題が 殘 つて ゐる わけ だが …… それ は、 至極 平凡な 問 

题だ。 

朋子 だから そんな こと を 御 相談して ゐ るん ぢゃ ありませ 

んゎ。 m ちゃん、 あなた、 どう 思 ふ、 今のお 話 …… 。 

:si 子 (f お ほ 深く) 姉 さま 、あたし， 思った こと を 云って 

い い こと？ 

朋子 ええ、 よう 御座ん すと も …… ハ さう 云って 夫の 方 

见る) 

0 僕に は f お？ ii- はいりません よ" 云 ひ 給へ、 しかし、 腹が 

すいて 來 たな。 

朋子 御飯 はもう いいんです けど、 一寸、 まあ， 切り をつ 

けてから にし ませう ね。 その 方が よくはありません？ 

0 よから う。 さ * 恒 ちゃん は、 どうい ふの …… 。 

恒子 今のお 話ね， あれが 男の 方に 取って は、 立派な …… 

云 ひぬ け かも 知れません けれど * あたした ち 女， とい ふ 


と 大袈裟ね、 あたし だけの 問題に しても よう 御座ん すわ 

あたしに して みれば、 それ はちつ とも、 ありがた いこと 

ぢ やありません わ。 男の、 さう いふ 見榮は 11 女 を 踏み 

つけに して 平 氣でゐ ると いふ 誇りなん か は、 どっちみ ち， 

尊敬の 出来る 習慣 ぢ やない と 思 ひます の。 

子 それや さう ね。 

子 ですから、 あたし、 やつば り、 決心 をし ます わ。 

決心 はま あ、 もっと 後で もで きます よ」 ぢゃ、 どうい 

ふ 理由が あるに しても、 それ は 免され ない つてい ふわけ 

です ね。 

子 免す 免 さな いぢゃありません わ。 生活 態度の 違 ひな 

ん です もの …… 0 

子 さう ね、 全く …… 。 

子 それが、 そのこと だけに 現 はれて ゐ るん ぢ やな いん 

です もの、 その 違 ひが …； 0 する こと、 なすこと、 1 1、 

あたしに は 見て ゐられ な いんです もの … … 0 

それ は、 何時からです C 

子 その 曰からで すわ、 式 を擧げ てから、 ；… 0 

急に です か。 

子 急に 目立って 來 ました わ。 

子 それ は、 向う の 態度が 急に 變 つたと いふよりも *  ® 

ちゃん * あなたの 氣 持ちに、 その 時から、 ある 句切りが 
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できた から ぢ やない の。 さう いふ こと はあって よ 0 さあ， 

これから この 人と 一緒に 新しい 生活 を はじめ るんだ、 さ 

う 思 ふと、 その 人 を、 また 新しい 眼で 見直す つてい ふ 風 

になる んぢ やなく つて。 その 時、 はじめて、 夫と しての * 

いろいろな 細かい 心づ かひなん かが、 一 一、 自分の 氣持 

を 明るく し たり、 晴 くしたり す るんだ と 思 ふわ. それ は 、 

まあ、 あたしの 經驗 …… (と 云 ひながら、 夫の 方に 輕く笑 

ひかけ ろ) 

讓 (しきりに、 うな づ いて 見ち 甚だ 嚴肅な 額 して ゐ 

ろ) 

恒子 それ も あるで せう ね。 

讓 それ は、 しかし • お 互 ひだよ。 男の 方から 云っても、 

それと 同じ ことが 云へ るんだ。 それや、 女 ほど、 そのこ 

とば かり 氣 にして ゐな いだら うけれ どね …… 。 結婚して 

みると • やつば りさう だった のかと 思 ふこと や、 こんな 

だと は 思はなかった と 感じる ことが、 男の 眼に だって、 

ざら に 映 るんだ。 

朋子 (一 寸テ レて) つまり 幻滅ね" でも- 女の 方 は、 な 

んと 云っても、 慎み深い し …… 。 

讓 どう だか …… 0 

朋子 男の 生活に 自分 を從 はせ ると いふ 努力 だけ は …… 。 

讓 それやす ろ さ 表面 だけ はね …… 。 


朋子 いいえ、 その E:!! めに、 いろいろな 議 まで 拂 つて ゐ 

ます。 

讓 どんな 權牲 …： 0 

朋子 夫の 趣味に 合 はなければ、 自分の 趣味 も猿牲 にして 

ゐ ます。 

讓 音樂 のこと を 云 ふんだら、 「o 

朋子 いいえ、 それば かり ぢ やありません.^ 

讓 それば かりで なけれ や、 なんだ。 ああ、 さう か * あの 

こと を 云 ふの か。 (笑 ひたさ、 つな- 皮肉な 眼つ ふ、 して 

天井.^ 見上げる) 

朋子 なんです の。 なんの ことです の。 

讓 人に 訊く 奴が あるか。 

朋子 (笑 ひながら〕 あれ は、 昔の ことです わ.) 兎に角、 

あたしに さう いふ こと を おっしゃ るき 格 は、 あなたに は 

ありません わ。 恆 子の 前で、 あんまり 變な こと をお つし 

やらないで 下さい。 

恒子 姉 さま …… 

朋子 いいのよ、 兄 さま は、 すぐ あれな の、 誰の 前で も… 

 0 

譲 (笑 ひながら) ぢゃ、 恒 ちゃんの 旦那さん とおん なじ 

だ？  - ： 

一 恒子 、「そよ、 兄 さま は 好い 方よ。 第 一 、 新婚旅行で、 姉 


i の sdi を 八十 枚 もお 奴り になった 方です もの ••：： 。 

よく えてるな あ。 ちゃんの 旦那さん は. 取らな かつ 

•  、  0 

子 お 1K 機なん て、 洒-: >浴 たもの を 持って る もんです か。 

ステッキ だって 持って やしません わ。 

朋子 あら、 ステッキ を 持って^ かないの。 ぢゃ、 何 を 持 

つて かくの ：… ？ 蝙蝠傘.…？ 

忸子 それと、 飽ょ。 雨 手で， 大きな 飽を 提げて 歩く の。 

赤^なん かに 持たせな いの。 だって、 自分で 持てる つて 

いふんで す もの …… 。 

0 カは强 いんだね。 

® 子 (. 校 味に) ええ。 汽車から 降りろ 時なん か、 人の 荷 

物までお ろして やる のよ。 

朋子 さう いふ 處は， なかなか^ 切ぢ やない の。 

子 それで ゐて、 あたしが 1^ つたり 降りたり する 時 は、 

\.^も^^3:してくれなぃの。 .1:1分 一人， どんどん 先へ 行つ ち 

まふの。 

朋子 東 一： -1! から、 ずっと 眠り 通しなん です つて ：… 。 

0 だれ？ 

朋子 あの人が です よ。 子なん かに はかま はずに、 グゥ 

ゲゥ、 高 軒 を かいて るんで すって …… 0 口 を あけて …… 。 

0  が惡 いん ぢ やない。 


朋子 行儀が 惡 いんです よ。 宿屋なん かに ゐて も、 ずゐぶ 

ん、 そばで ハ ラ ハ ラ する やうな ことがあ るんで すって… 

…。 この 人の 前で、 女中に 常 談を云 ふこと なんか If 氣ら 

しいの わ。 御飯の たべ 方 だって、 それや 下品なん です つ 

て。 まるで 紳士ら しいと ころがな いって 云 ふの つ (失の 

^ん ic^ つめろ) 

讓 そんな こと は、 まあいい さ。 C 髮の 視線.^ 避け) 別に 

大した こと ぢ やない。 

朋子 一番 兑 てて いやな Q は、 何でも， わざとつ まらな さ 

>「 な 顏 を する ことなんで すって …… ： いく ら 景色が よ く 

つても" 景色が いいって いふで はなし * 何 か 食べれば、 

きっと 不味 さう にして 食べる し、 お 土 產を買 ふ つて 云へ 

ば. 荷物になる つて 變な顏 をす るし、 それや 張 合がない 

らしい 0 ね。 

讓 (自分の、、 と ん- 云 つてろ ので はない かとい ふやうな、 く 

すぐった ぃ徵 笑) 

朋子 その上， 不精なん です つて …… 。 お湯から 上っても、 

髮は 解かず ：… (夫の 櫛 1 かもて てない 髮^ 見上げ) 爪が 

のびたら のびた まま …： (譲、 それとなく *  .a 分の 爪 見 

る) 少し 散歩し ませう つて 云へ は、 海なら 此 處に寢 ころ 

んで たって 見える、 散歩なん て 草臥れる ばかり だ • かう 

なんです つて …： 0 
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朋子 恒 子と あたしと は 違 ひます よ。 自分の 立場から では 

判斷 できません わ。 恒子 は、 あたしなん かより は 理想 も 

高 いんです し …… ご 

恒子 そんな ことはありません わ。 でも、 こんな こと を 御 

相談す るって いふの が 間違って ゐ るの かもしれ ません わ 

ね 。自分で は 迷って なんか ゐな いつもり なんです けれど • 

あとで， なぜ 一 言 あたした ち C 耳に 入れなかった つて、 さ 

うお つ し やられる にき まって ると 思った もんです から、 

兎に角， お話しして みたんで すの。 でも， いろいろ 參.^ ジ 

になり ました わ" 

朋子 ぢゃ • やつば り 別れる つもり」 

恒子 ええ。 

讓 しかし- 恒 ちゃん、 それ以上の 幸福が、 先に 待って ゐ 

ると 思ったら 間違 ひだよ。 もう 一 度 結婚す る やうな こと 

が あると して だね、 その 結婚が、 より 不幸な 結婚 かもし 

れな いと 云 ふこと だけ は考へ て 置く 必要が あるね。 そん 

な 結婚な らしない と 云 ふか もしれ ない が、 結婚と い ふ も 

0 は、 今度で も わかる 通り、 際して みないと わからな 

いも 0 だ： さう でせ う"」 尤も、 あてに ならない 幸！ 1 を 探 

り當 てるた めに、 自分 の 運命 を 切り いて 行く 決心な ら 

別 だ。 倒れて は 起き、 倒れて は 起き、 さう して、 たうと 

う 行き着く 處へ 行きつ かないで 力が 盡 きる、 さう いふ 生 


讓 (いよいよ， 自分-し S ひ？ 一? 出ろ、、 とが あるら しく * 小鼻 1^ 

ふくら まぜて. 恒 子の 方 1 小 ろ) 

恒子 (、、 れ はまた、 姉の 驚くべき 想像力 LI やや 不{# ^抱く 

と 同時-, i- いくらか、 尊敬，^ さへ 拂 ひれい 氣 持-しなる〕 

朋子 (益. -雄 辯に) そのく せ. つまらない ところで 咸張 

つて 見せる C ね …… 。 蒲 郡って 何縣 だって 訊く から， そ 

んな わかりき つたこと と 思って、 返事 を せずに ゐた ん で 

すって …… C さう したら、 いい 氣 になって、 日本 地圖を 

書いて， 何處 0 處か圓 をつ けて 見ろ つて、 學 校の 先生み 

たいな こと を 云 ふんです つて … … 。出来な いんだと 思つ 

て、 あんまり しつ ッ こく 云 ふから、 さっさと 日本 地圖を 

書いて やつたん です つて …… C さう したら * 本州 だけし 

か 書いて ない のに、 なんだ. それや 茄子 かって …… 。 

子 胡瓜よ， 姊 さま。 

子 さう さう。 胡 か つ て 訊 くんです つ て ：••： 0 

なるほどね。 (笑 ふ) 

子 隨 分失禮 ね。 (間) それや これ や、 ちっとも 新婚ら 

しい 氣 持に なれな いんで せ う， あんまり 設 風景 で … … C 

はじめから それ ぢゃ、 少し 可哀 さう ね-」 

讓 それで、 お前 は、 どう 思 ふんだ い。 恒 ちゃんに 賛成な 

•  のか C  (間) さう 簡單に は 行くまい。 (間) 第一、 お 

前 だったら どうす る」 
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活を すら 意義 の ある 牛： 活だ と 思へば， これ や * ま た 別 だ ) 

. ね。 理想的の 夫 を 見つけ 出す まで、 つぎつぎと、 男から 

男に うつって 行く つてい ふやうな こと は- これ やで きな 

いでせ う。 果して， 恒 ちゃんが * これなら と 思 ふやうな 

に 出 .S3 ふ チャンスが、 確 .H にあります か、 あると は 云 

へません ね。 さう すると- 若し チャンスが 無い 場合に ど 

うする か、 そのこと もー應 かんがへ て 置かなければ なり 

ません ね。 離婚と 云 ふ 問題 は、 これ や なかなかむ づ かし 

い 。(問) だって， やつば り 離婚で せう， 結婚して るんだ 

から …… Q 

朋子 さう ねつ たった 一週 問 やそこら だけれ ど …： 。 

譲 それ は、 一緒に ゐる 期間が 短 かければ. それだけ、 ま 

あ、 損失 は少 いわけです 。しかし、 一番 大事な もの は 失 

つて ゐ るんだ リ 

朋子 ("如 ましげ に 恨 子の 方 v^n- ろ) 

0 月並な 誘 論 だけれ ど、^ 通 貞操 觀 念に 從 へば、 あん 

たはもう、 處女 として 夫 を ^揮す る 資格 はな いんです か 

らね。 それで， 假令、 やや 理想的な 再婚が できた として 

もです， 新しい 夫婦 關係 は、 全く 純粹な もん ぢ やない。 

何 か、 こだ はりが あるに 遠 ひない. - 二人が 愛し 合へば 愛 

し 合 ふだけ、 その こだ はりが 目立って 來る ものなん です。 

さう いふ 關係 を、 それや、 相 方の 努力に よって、 非常に 


美しい ものにする こと もで きる。 しかし， もれ は 先つ 例 

外 だ • と 云って いいです ね。 • 

恒子 あたくし、 別に 再婚しょう とも 思って ゐ ません し * 

今 別れれば， 明日から 幸福に 生活が できる とも 思って ゐ 

ません けれど * いやいやながら、 ああい ふ 人と 一緒に ゐ 

ると いふ こと が， 全く 無意味 に 思 へて ならな いんです の G 

さう いふ 夫 を 選んだ 輕卒 さは、 別の 方法で 罰せられても 

いいと 思 ふんです の 。例へば， 一生 獨 身で 暮す とい ふや 

うな ことなら、 甘んじて 忍べる だら うと 思 ひます わ。 そ 

れだ け C 覺悟 があるなら • 今 ひと 思 ひに 別れて しまつ た 

方が • 却って 自分に 忠實ぢ やない かと 思 ふんです けれど 

自分 にだけ 忠資 でも 仕方がな い でせ う。 

. さうよ。 自分の こと だけ 考へ てち や 駄目よ。 

- ぢゃ， 誰の こと を考 へる の。 

- みんなの こと …… 。 第 一 に、 母 さまの ことよ" どん 

なに 心配な さる か 知れない わ。 

讓 いや、 それより 第一に • 旦那さん のこと 考 へて みょう 

ぢ やありません か。 あなた は、 先生 を 取り返し のっかな 

い 不幸に 陷れ るか も わからな いんです よ。 さう いふ 時 は 

どうします。 平氣で をら れ ます か。 向う はどうな つても 

かま はな いんです か。 
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恒子 そんな ことおつ しゃった つて， 兄 さま、 あの人 は、 

あたくし Q こと を考 へて はくれ な いんです もの …… 0 そ 

れ よりも， 二人の 幸鎮 を- 平 氣で蹂 み 躍って ゐ るんで す 

もの …… 。 二人の 生活 を樂 しい ものにす るって いふ 希望 

が、 あの人の どこに も 現れて ゐな いんです もの …… 0 さ 

うして みれば、 あたくし の 方ば かり、 ああ もしょう、 かう 

もしょう、 つ て 骨 を 折つ て みても 無駄 ぢ やありません？ 

讓 無駄 かどう か、 まだ わかりません よ、 一週間 やそこら 

ぢゃ …… 。 

恒子 (淚聲 で) 兄 さま は * 飽くまで も * あたくし に、 忍 

從 生活 をお すすめになる のね。 二人が 力 を あはせ てす ベ 

きこと を、 あたくし 1 人に しろと おっしゃる のね C 姉 さ 

ま、 あたくし はい やよ、 それ は …… (！？^,.^ 拭く) 

(沈5 

それや、 向う にす る 意志 はあって も、 力が 足らなくて、 

それが できないなら、 一人で やって みます わ。 どこまで 

もやって みます わ" しかし、 する 力が あって • しないの 

なら …： する 意志が な いのなら， あた し 、 どうし て も， 

そんな 元氣は 出ません わ …； 。 さう する 興味 も ありませ 

んゎ。 いやです" いやです、 死んでも いやです …… (聲 

, ^忍んで 泣く) 

朋子 (貰 ひ 泣き.^ しながら、 聲 だけに 快お に) しっかり 


なさい よ、 泣いて なんか ゐる 時 ぢ やなくて よ。 困る わね、 

かう いふの は。 …… 別段、 あなた を 不幸に しょうと 思つ 

てる わけ ぢゃ， 勿論ない でせ うし、 どうかす ると， 自分 

は あたり 前の つもりで やつ てること が、 あなたの 氣に入 

ら ない …… まあ、 それや、 あなた だけでなく、 どんな 女 

の 氣 に 入る 害 もな い で せう けれどね 11 氣 に 入らな い ば 

かりで なく、 それが、 あなたの 半ー 活 まで 晴 くす るつ てん 

でせ う。 ありさうな ことね。 だけど、 向う にわる 氣 はな 

いとすれば、 どうで せう， ぼつぼつ、 氣 長に、 直して み 

る こと はでき ないか 知ら • …… 。 

恒子 性格 だから 駄目よ …… " 

朋子 さう ね、 ただ 無作法 つてい ふ C と 違 ふんだ から … … 。 

讓 やつば り 程度の 問題 だね。 男って いふ もの は， 多少， 

さう いふ 缺點を もって ゐ るよ、 女から 見れば ね」 性格と 

かなんと か 云った ところで、 結 局、 習 慎 さ。 無責任な こ 

と は 云へ ない が、 恒 ちゃんが 若し， 男の 我儘 を 許さない 

とい ふ 主義で 行くなら * 男の 從歸 物た る 地位 を 潔く 粲て 

る こと だ。 さう して， 文字通り 愛し 合ふ爲 めに は、 文字 

通り 對當の 能力 を 示すべき です"" 

^子 對當の 能力って 云 ひます と" 經濟的に！^^立すること 

を おっしゃ るんで せう。 

讓 經濟 的と は Si りません， 例へ ば 僕が 學 校の 教師 をす る。 


リ s 


(卞 ズ，^ u!li?l り) こいつが 商店の ig!. -務負 になる。 

(朋 子と 恒 子と は sg.^ 兑合 はけ I る 03 

、 、 、 

朋 *r  (心外ら しく) こいつと はなに …… ？ 

0 親 { 祈な 關係を あら はす 呼び 方 だよ。 併し、 それで 决し 

て、 女が 獨 立して ゐ ると は 云へ ません。 こいつ は、 何 か 

つてい ふと、 ほ C 處へ來 て， ねえ、 あなた * どうし ませ 

う  一 

朋子 うそば つかし …… 。 

^ うそな もんか 。ねえ、 これ ぢゃ？ snE の 能力と は 云へ ま 

すまい： 

朋子 でも、 お 互に さう いふ 風に すれば いいんです わ。 ど 

んな ことで も 相談し 合って …… C 

0  11 ねえ、 あなた、 どうします r  。 

朋子 もう 澤 山です よ。 

0 うるさい 話です な * どうも …… 。 1^ 子さん、 一 m に 角、 

八/曰 はお 歸ん なさい、 n ー那 さんの そば へ …… 。 さう して、 

知らん顔 をして 芝： ii3 をお ねだりなさい 二 僕達 もお 伴 をし 

ますって …… 0 

朗子 (^：. や し) それが いい わ。 (しんみ リ〕 ね.. さうな 

さ： ，0 

^1子 (その i.? 持に 乘リ かれて、 何 か t ほくの もの.^ 见 つめて 

ゐろ) 


讓 ；. 靜 かに 立ち上り) 僕 は、 一寸， 食事までに、 頭 を 直 

して 来ます。 序に 爪 も 剪って 來 ます。 マダム .ッ ネコ *サ 

ィ トウの 陪食 を 仰せつかって ゐ るん. たから … … " 

恒子 (姉の 顦，^ ちらと 見て. 輕 く 笑 ひかけ ろが 亡 LM; 戴に 

なり) 姉 さま、 あたし 、今日は 歸 して 頂く わ。 折角です 

けれど， なんだか 落ちつかなくて …… ： 

朋子 歸 るって. どっちへ …； ？ 

恒子 (低く) 大久保 …… ，^ 

朋子 (、、、：：.J^ 低く) やつば り  。 

(畏ぃ 沈 默。) 

恒子 ぢゃ • 兄 さま (起ち 上り) お 免 遊ばせ，) つまらな 

い 事 をお 耳に 入れて、 ほんと に …… 。 

讓 もっとよ く考 へて 御覧なさい。 (間に〕 お前、 なんな 

ら、 经 つて 行かない か。 

朋子 ええ。 ぢゃ， どう， 恒 ちゃん， 今から 向う へ 行った 

つ て、 どうせ  ： 

恒子 ええ、 でもい いのよ、 心配し ないで 頂戴  。 ぢ 

や、 さよなら …… 0 またう かが はせ て 頂く わ、 明日に で 

も …… 0 

朋子 さう。 でも、 ー寸绘 つて 行く から 待って て 頂戴。 

恒子 いいのよ * 姉 さま、 ほんと に …… 大丈夫よ …… 。 

(一同が 座.^ 起った 時、 驟雨 沛然と して 到る。) 


雨驟 
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(三 人 は、 無言の まま、 窓越しに 外 1^ 見つめろ。) 

(恒 子。 大きな 溜息 つく。) 

朋子 なんてい ふお 夭氣 でせ う。 

讓 すぐ 止む だら う。 もう 少し 休んで いらっしゃい。 

(長い 沈^。) 

：: _   |«| 
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あや子 ぢ やい いわ。 まだお なか はすいて ないし、 それに、 

顔なん かどう だってい いんで せう C 見る 人なん かゐ やし 

」 よ 、 つ io 

な 》> わ. TT 

亮太郞 見る 人はゐ るよ。 みんな 見る よ。 それ こそ- 通る 

奴 通る 奴 * みんな 振り返って 見る よ。 君の やうな 女 は、 

開闢 以来. あの 村に 現れた 例し はな いんだから …… C 

あや子 いやな 方 ：… でも， お化^なん か氣 をつ けて 見る 

人 はないで せう。 これでい いのよ r ン 

亮太郎 でも 氣持 がわる かない かい。 

あや子 いいの、 面倒臭い わ。 

亮太郞 そんなら いいさ。 輕便 一 時間 半、 馬車 一 時間、 、41 

を 下り、 坂 を 上る こと 二十 分、 橋 を 渡る こと 二度、 梯子 

段 十七 段、 門から. M 關 まで ざっと 十 間、 廊下 二十 歩、 そ 

れで やっと 座敷へ 通る と、 おや ぢと お袋の 口上が 短く 見 

積って 滔々 十五 分， 着物 を着替 へて 風呂へ は ひり • 昨夜 

は寢 てない からと 云って 一休みす るまで、 なかなか 暇が 

かかる ぜ. - 

あや子 いくらなん だって、 藩く 早々 寢られ やしない わ。 

お母さん は 優しい 方？ 

亮太郞 だか ら不斷 さう 云 つてる ぢ やない か I お袋 は、 

僕の 云 ふこと ならなんでも 聽く C 恐らくお 嫁さん にも 同 

樣だ らう： うちに は 女の子が ゐ ないから、 きっと 珍しが 


るよ。 甘えて やり 給へ。 

あや子 甘えられる お母さん だとい & わね e  (間) ねむい 

のよ、 あたし …… 。 (また^；^玄袋の上に突っ伏す) 

亮太郞 寢て ろよ。 まだ 三十 分ば かり ある。 (S) 恐ろし 

い 霧 だ。 

(間。) 

あや子 あれ 霧な さう だ わ、 變ね. あたし、 さっき 

か ら 、 な ぜ 煙みたい な ものが 一杯 ある 0 か と 思って た Q 。 

やっぱり 氣候 のせ ゐね。 

亮太郎 氣候 のせ ゐさ. -海拔 二 千 九：. C 尺、 これから まだ 登 

りに な るんだ- 君 は 白樺と 云 ふ 木 を 見た こと はないだら 

う」 それから、 落葉松、 えぞ 松と 云 ふやつ …… ス問) 眠 

れるか い。 

あや子 ええ) 

亮太郞 話 はやめよ うか。 

あや子 いいのよ」 聽 きながら 眠る から …… 。 

亮太郎 洒落た こと 云つ てら あ …… e 君に、 栗の 木の こと 

話した か 知ら …… 。 

あや子 なに？ 

亮太郞 栗の 木 さ …… 。 屋敷に ある 大きな 栗の 木 さ。 

あ？ ええ」 

亮太郞 話した かい C 
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もや 子 ええ ン 

亮太郎 なんて 話した つけな。 

あや子 村で  一^の 栗の 木 だって …… 。 

亮太郞 あれ や、 全く 兑 もの だよ。 二た 抱へ ある 栗の 木つ 

て 云 ふの は 珍しいだ らう。 栗が 落ちる 頃 は， 毎朝、 うち 

ぢ ゆうの 女が 出て 拾 ふんだ が、 朝の 問 だけで は 拾 ひきれ 

ない ほどなん だ。 

.ぉ 太郞 此の 秋 は、 京へ 经ら せる ことにしよう。 獨りぢ 

や， 栗を燒 いて 食ふ氣 にもなら ないから ね ：： 。 (間) 

だけど、 家ん 中が^い の をび つくりし ちゃ 駄目 だよ。 田 

舍の 家なん ていふ もの は、 古いの を 自慢に して るんだ か 

らね。 煤けて る ほど 値 打が あると 思って るんだ。 その 代 

り、 風が 吹いた つて ぐらぐら する やうな こと はない。 

もや 子 もぅぁと幾分？ 

^^ル太郞 三十 分。 

あや子 まだ 三十 分？ さっきと おんな じね。 

^^^0 おんな じだ。 

あや子 時計が 止って やしない？ 

お ル太郎 止って やしないよ リ 

あや子 …… 。 

亮太郞 輕 便まで 誰か 迎 へに 來 てろ かも 知れない よ。 弟が 


来て るか、 おや ぢが來 てる か" 

あや子 お父さん， そんなに お 達者な の。 

亮太郎 達者 もな にも >  急ぐ 時で なきや、 馬車なん か へ 乘 

り やしないよ。 

あや子 お歩きになる の、 馬車で 一 時間の 處を …… ？ 

亮太郞 あたり 前 さ。 田舍 者って * そんな もの だよ。 畑 だ 

つて、 自分です るんだ よ。 

もや 子 あら …… 0 だって、 人 を 使って いらっしゃ るんで 

せう-〕 

亮太郞 使って る さ。 使 ふもん も 一緒にな つて 働 くんだ よ。 

あや子 そんな もんな の。 

亮太郎 そんな もん さ。 

あや子 さう でせ うね〕 あたし • 早くお 父さんが 見たい。 

亮太郎 おや ぢの 方で 腰 をぬ かすか、 君の 方で 眼 を ま はす 

か、 僕 も 早く それが 見たい よ。 

あや子 なぜ？ 

亮太郞 なぜって、 お 互に 意外 だら うからね. - 君が 想像し 

てる 僕のお ゃぢ と， おや ぢが 想像して る 僕の 家内と、 そ 

の兩 方と も、 僕に はどう やら 見當 がつ いてる。 實 際と 違 

ふ 程度が、 どっち も 同じ やうな もの だよ。) 

あや子 さう か 知ら …… 0 お父さん、 ぉ鬆を 生やし てらつ 

しゃる？ 
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亮太郞 さあ、 髭って いふより * 毛に 近い もの を 生やして 

たか も 知れない。 どうして？ 

あや子 髮は 分けて らっしゃる？ それとも …… 。 

亮太郞 充げ てる かって 云 ふんだら う。 まだ 充げて やしな 

かったら う。 薄い に は 薄い がね。 だが、 分けてる なんと 

思 ふと 大 間違 ひだせ" 第 一 …… もう 止さう. そんな 馬鹿 

な 話 …… 。 君 は、 駄 m だよ。 わからな いかな あ、 田舍の 

百姓 爺が どんな 恰好 をして るか … … 。 

あや子 百姓 爺った つて、 普通のお 百姓 ぢ やな いんで せう。 

亮太郎 その 差大 ならず。 僕が 櫛 を 使って たら、 息子が 女 

の眞似 をす る やうに なった つ て 村 中 云 ひふら しゃがつ 

た-,) 

あや子 まさか-) 

亮太郞 (笑びながら) まあ、 そんな もんだ よ。 (間) 今 

のうちに 寢 とけよ。 

あや子 もうね むくな くな つたわ。 少し 寒い か 知ら •：.. 。 

亮太郞 自分 はどうなん だい： 羽織 はすぐ 出せる やうに し 

て あるんだ らう。 朝晚 はこの 調子 だよ、 これから …… 。 

あや子 夏凉 しいと 變ね。 

亮太郞 夏 だと 思 はなけ り やい いさ。 なにしろ、 裏の 森ぢ 

や 鷥が啼 いて るんだ からね- 今頃 …… 。 

あ や 子 さう です つてね， 去年の 夏， 輕 井澤 へ 行つ た 友達 


がさう 云って た わ。 輕 井澤と そんなに 違 はな いんで せう。 

亮太郞 もっとい いとこ だよ >  ii な毛廣 なんか うろうろし 

てな くつ て …… C 

あや子 あなた は 西洋人が. 爐 ひね。 

亮太郎 嫌 ひだよ、 あんな 化物み たいな もの …… 。それ は 

さう と、 僕の 方の W 舍 にね、 初めて 毛唐が やって来 たこ 

とが あるんだ。 もう 二十 年 も 前 だけれ どね" それが、 今 

で 云 へ ば 山岳 旅行 を やつ たんだね、 毛唐の こと だから… 

:.o すると、 一 人の 百姓が、 山の 中で その 毛.： に 出く は 

したら しいんだ。 その 百姓、 びっくり 仰天して、 山 を^ 

け 降りて 来たの さ。 さう して 天狗が ゐた、 天狗が ゐ たと、 

村の 者に 注進に 及んだ からた まらない、 その 頃 は 年團 

なんてい ふ ものはなかった から、 屈強な 若い ものが、 手 

に 手に 得物 を携 へて 天狗 返 治に 出かけた， と 云 ふの は 嘘 

らしい が、 兎に角、 あとで、 それが 毛唐 だと わかり、 な 

る ほど 鼻 は 高かった と、 みんなが …… 0 

あや子 うそば つかし、 そんな 話  。 だけど、 ありさう 

な ことね。 (と 云って、 今" 肽は、 腹 yj-^ へて 笑 ひ 初めろ) 

亮太郞 それ 見ろ、 面白いだ らう。 君、 毛唐 好き か" 

あや子 好きで も^ひで もない わ。 

亮太郞 そんなら いいや-し 

あや子 何が いいのよ。 
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亮太郎 なんだか 忘れた。 

もや 子 …… 。 

亮太郞 兎に角、 栗の 木は兑 もの だよ。 花が 〔5 いてれば" 

1 里 手前から 見える し 

もや 子 あたし、 ぉ辨當 たべよう か 知ら …… 。 お茶がない 

わね。 さう だ， お茶がない。 どうす るつ もりだった のか 

知ら …； 。 

亮太郞 飮 まない つもり だつ たんだら う，」 水で 我 する さ。 

此の 邊の水 はいいよ。 それに 藥 かも 知れない よ。 ラヂゥ 

ム なんか 含んで て …… つ 

-.; -ゃ子 そんなら， 濟 まない けど、 汲んで 来て 頂戴。 

-;: S 太郎 何へ？ 

あや子 何かへょ、 きまってるぢゃなぃの。 その邊に{-^^^ 

か 何 か 落ちて ない こと？ 

お ル太郞 よし、 君が、 それだけ 徹底して SK れり や、 水 も 汲 

んで來 S. 斐が ある. - 待って 給へ。 (出て 行く) 

もや 子 (辨 (お プ.^ 開 いて 食 ひ 始めろ) 

(此の IE に、 は 泉 廻りの 上方 らしい 男が、 藝者か 仲 

居 風の 女，^ 逑れ て、 汽十： if の 時間表， ^ど 見 Li 來ろ。 が、 し 

ばらく すろ と、 また 何 返へ か 行って しま ふ 0) 

亮太郞 ハビ| ル^.^^げて^§って來ろ) 

あや子 (片手で それに さはって みて) あら、 熱い のね。 


お茶 を 貰って らしった の。 

亮太郞 男子 意氣に 感ずれば、 お茶ぐ らゐ 貰って 來 るよ) 

僕 も 食 ふせ 。(腰， ^おる し、 れ 3.^ 食 ひ はじめる) 此の 

魚- 大丈夫 かし 

あや子 お茶、 どうして 飮 むの。 

亮太郞 自分で 考 へろ。 

あや子 かう すん の？ (と 云 ひながら、 喇.^ 飮 み，^ し M 

うと マる が、 思 はしく 行かない。 徒ら ラ化 尖らす にか 

) 

郞 (素 知ら 5 額で〕 飲んだら、 こっちへ よこせ。 

子 (すぐに〕 ぢゃ、 はい。 

郞 何 だ。 飮ん でな いぢ やない か。 (流石 IT 手際よ 

傾ける) 

あや子 これで， 折角の、 紳士 旅行 も毫 なしね。 

亮太郞 臺 なしな もんか。 

あや子 だって、 あの 汽車の 中の 澄まし 方 はどう。 あたし 

可笑しく つて …… 0 不斷 のみ もしない 葉卷 なんか ふかし 

て さ …… 。 脚 を かう 組んで. 額に 八の字 をよ せて、 そし 

て 文藝春秋 を讀ん でる 光景 は、 たしかに 歴史的よ。 

亮太郞 君 はどう だ。 ；… 止さう、 顔が 赧 くなる。 

あや子 おっしゃ いよ。 あたしの どこが 可笑しい？ 

亮太郞 可笑しい さ、 あんなに 何遍も 時計 を 見ち や …… 。 
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あや子 時計？ あら …… 。 0 夭 ひながら) 汽車に 時間 は 

つきものよ，」 

亮太郞 驛長ぢ や あるまい し …… 。 しかし， 君 は 案外 可愛 

らしい ところが あるよ U  ra 十圓の 腕時計で、 たうとう 1 

晩の 睡眠 を 棒に振る なんて。 

あや子 (もう 相手 LL ならない) おいしくな いのね • 此の 

ぉ辩當 …： 二 寸^, V しかめ) どら、 お茶 を飮 まして 


亮太郞 おや ぢ より-弟 を 見て びっくりし やしない かな あ。 

あや子 なぜ。 

亮太郞 無愛想な 奴 だから さ e 

もや 子 そんな？ 

亮太郞 いっか， 模範 靑 年って 云 ふんで 縣で 表彰され たん 

だが ね， なんでも、 そん 時 * 知事なん かゐる 前で、 此の 

免狀み たいな もの は、 なんにもなら ないか ら返す つ て 云 

つて， 問題 を 起 しゃがつ たんだ レ 

や 子 でも、 痛快な 方ね。 

亮太郞 痛快で ない こ ともないが ^ 誰に でも その 調子 だか 

らね。 君なん かに も、 平氣で どんな こと を 云 ふか も 知れ 

ない よし 

あや子 それが わかつ てれば いい わ」 でも …… C 

亮太郞 亂 暴な こと はしゃ しないよ。 ゐ るか ゐ ないか わか 


ら ないや， 「な HiT たからね。 十日 も 口 を 利かない ことがあ 

る も 

あや子 まあ。 

亮太郎 だから、 こっちから、 あんまり 話なん かし かけな 

い 方が いい。 うるさい と 思 ふと、 返 Is?- を しないんだ- 誰 

にで も …… C 

あや子 あなたに でも …… C 

亮太郞 (t! 味に) うん。 (IT) 自然、 みんなとの 折 合が 

惡 くって ね。 それ はま あ、 近頃の ことなんだ がね。 

あや子 みんなって、 おうちの 方と….？ 

亮太郎 それより、 村の 顏役 なんかと ね。 そのく せ 人に 

はいいら しいんだ。 變な もんだ ね。 使って る ものの 評判 

は 馬鹿にい いんだ。 

あや子 社會、 王. 義ぢ やたい？ 

亮太郞 さう かも 知れん よ。 (問) そんな こと も あるまい 

がね。 

あや子 ずっと、 おうちに いらっしゃる のね。 

亮太郞 師範 を 中途で よして ね、 娥 ひなんだ^ 校が ：… 。 

本 は なかなか 讀 むらしい、 何處で 探して 來 るか。 

あや子 でも、 さう いふ 方 も 面白い わね。 あたし、 朴訥な 

方、 好きよ" 

亮太郞 馬鹿 ぢ やな いんだよ。 
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もや 子 馬鹿なん て、 そんな ；… 。 ぢゃ、 東京の 者なん か 

はお 嫌 ひで せう。  . 

亮太郎 都 < ^とい ふ もの を輕蔑 はして るね. J あれで • なか 

なか、 理ぉ を； K はせ ると、 云 ふらしい ね。 

もや 子 ^がなら ない わね。 兄さん を 負かし やしない。 

1  パル 太郞 こっち は、 i-K は 苦手 だからね。 農村 問題なん か 

y: 平 だ。 

あや子 あなた は、 も、？ すっかり 都.^； I 人ね。 

亮太郎 さう でもない が、 所謂 「根 こぎに された もの」 の 

一人に は 遠 ひない。 その 點、 弟の 偉い ところ も、 わかる 

に はわ かろんだ。 

あや子 それや さう だ わ" 生れた 十： 地 を 離れない つて 云 ふ 

こと は- 善し； し は 別と して * 美しい こと だ わね。 

亮太郎 の 額，^ つくづくと 見つめ) 君に して その 言 あ 

0. 世は舉げて鄉土主^^^に廳くかと思はれるね。 あ  >- あ 

山川に して 情 あらば、 嘗て 一 と 度 志 を 立てて 鄕關を 出で 

たろ 我，；；、 今、 .^1- に 錦 は 飾らず とも、 美しき 妻を携 へて 

s び汝の 懐に f リ來れ る を 喜び 迎 へよ か。 ブゥブ 力 ドン 

ブゥ ドンド ンだリ 

わ？ おや、 おや …… 0 

太郞 (やけ 茶，^ ど 飲む〕 

(長い 沈^。) 


あや子 霧が 霽れて よ. - 

亮太郞 霽れた。 (時計， ど 見て) さ、 出掛けよう J  -.? つ あ 

と 十分で 出る つ 

あや子 輕 便まで は 遠 かないんで せう。 

亮太郎 一と 足 だよ。 そこに 見えて るぢ やない か。 あれの 

一 時間 は 俊に 汽車の 五 時間 草臥れる。 大丈夫 か。 

あや子 大丈夫よ。 

亮太郞 大丈夫 か。 そ いぢ や、 辩 當の签 なんか いつまでも 

持って ないで、 そいつ を 一つ 持った" (シュ ー クケ， ス 

, 屮顷で 指し、 ，！H 分 は 信玄袋と 行李と.^ 兩 手に $1- げろ) 

もや 子 (惶て v-$s;ws の 空 椅子の 下 LL 投げ rf;! み、 起ち 上 

る) 

亮太郎 (歩き-: 5 しながら〕 旅行と いふ もの は 不思議な も 

ん だね。 動く ことが 苦にならん。 

もや 子 (これ も 歩き 出し〕 ねえ， あなた、 一寸 待って 頂 

戴、 (と 云って^ 中.^ 失の 方に 向け) 帶、 ちゃんと なつ 

てる？ 

亮太郞 なって る， - 

.C 兩人、 再び 歩き 出す。) 

第 二 場 

.H の 中腹に もる 農家の 庭前。 ， 
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B 盛り 11 

大きな 栗の 木の 5^ もとに、 虎が 敷いて あるい 

亮太郎 が^の 上に 膝ん-お るして， ほんや リ 遠くな て 

ゐる G 

そ、、 へ、 あや子が？^ れろ C 

あや子 もうお すみに なって。 隨分 長いお 話ね。 

亮太郎 …… C 

あや子 あたし • ああい ふ 時、 何 處にゐ ていい かわから な 

いから、 困る わ C お母さん は、 どうしても、 あたしに. 

お 仕事のお 手 傳ひを さし て 下さらな い の …… 。 

亮太郎 長く ゐ るん ぢ やない からい いけれ ど、 もう 少し、 

「うちの もの」 になれ ないかな あ …… C 

あや子 あたし？ 

亮太郎 君が 努めてる つてい ふこと はわ かるよ。 努めた つ 

て 無理 だ つてい ふ こと も わか つ てるんだ が、 どうい ふか 

一 々、 いろんな ことに こだ はらずに、 平氣で やれない も 

ん かな あ〕 

あや子 どんな こと？ 

亮太郞 どんな ことって …… 例へば、 芋の 皮 をむ くんだ つ 

て さう だ。 やれ、 ぉ手傳 ひし ませう とか、 やれ 上手に む 

ける か 知らと か、 やれ、 何んだ とか、 かんだ とか、 わざ 

わざ 、 自分 を 自分 で 特別 扱 ひに してる ところが あるよ。 


あや子 保 次郎 さんが、 何 か、 あたしの こと * おっしゃつ 

たんで せう？ 

亮太郎 保 はなん にも 云 やしないよ、 ！； ：；：0 ことたん か …… 

まあ、 あんまり、 あれこれと 氣を逍 はない 方が いいよ。 

どうせ、 しっくり は 行かない にき まって るんだ し、 しつ 

くり 行った ところで、 ど、 「にもなら ない 話なん だ。 もつ 

と、 吞氣 にして 給へ、 吞氣に …… 。 その 方が、 お 互に 樂 

だよ-」 

あや子 あたし だって、 何も、 それほど 氣を逍 つてる わけ 

ぢ やない のよ。 かう いふ 生活に 慣れようと 思へば * それ 

や、 もっと、 どうにかし やうが あると 思 ふわ。 だけど • 

やつば り、 お客さん 氣 分なん だから …… C 

亮太^ それや、 さう さ。 僕が 第 一 、 さう なんだ。 これが 

自分の 家 だと 思つ て みたところで" これ を どうしょうつ 

ていふ 氣に はなれない C そのこと で、 今、 保と も 話 をし 

たんだが、 さ しづめ、 あいつから、 無？ K 任 呼ば はり を さ 

れても 仕方がない わけさ」 

あや子 責任 だって おっしゃ るの。 

亮太郎 まあ. さう いふ 意味なん だら う。 それが、 家；！^ 隆 

盛なら， 僕が 知らん顔 をして ゐ たって、 問題 は 起らない 

わけさ — C 餘程 苦しい らし いんだ。 

あや子 


us 
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亮太郞 君 は、 こんな W 舍で暮 さう と は 思 はないだ らう。 

あや子 事情に よって は、 そんな こと 云つ ちゃ をら れ ない 

わ。 

その 覺 悟が あるか。 

もや 子 だけど、 あなたが ここにい らっしゃれ は、 どうに 

かなる つてい ふの。 

亮太郎 それや、 わからな いさ。 保の 言 ひ 分 は、 はっきり 

してる。 11 ただ 自分た ちが 働いた だけで は 追つ 附 かな 

い、 人の 物 を 搾り取らなければ ：… と 云 ふんだ C 物事 を 

さう いふ 風に 考 へる やうに なって るんだ よ、 あいつ はね。 

あや子 何時でも 何か考 へて らっしゃる やうね。 —— あの 

^はとても； 泳 (敵 だ わ" 此の間 も、 草鞋 を 作りながら、 本 

を！^ んで らっしゃる のよ。 あたしが そこへ 行ったら、 ぢ 

いっと 眼 を. げて、 こっち を 兑てゐ るの。 その 眼の 美し 

さったら なかった わ ！ 澄んで ゐて、 みがあって、 そ 

のく せ、 冷たい 感じ はしない の。 

^太郞 ii^ 鹿に 褒める ね。 あいつ は、 案外、 角が 取れて ゐ 

るよ。 もっと ゴ ッ ゴ ッ してる かと 思ったら …； 君なん か 

に は、 なかなか 優し さ うぢ やない か。 

あや子 ええ、 それや 優しい の。 あなたのお 話 ぢゃ、 どん 

な こ はい 方 かと 思った わ。 ただ、 物 を 言 ふの がお 孅 ひね。 

どうかす ると 啞 みたい。 何 を 云っても、 首 を 振る だけな 


の。 張 合 ひがない つたら …… 。 少し、 恥 かしい のね。 ま 

だ、 子供よ。 

亮太郞 さう か 知ら …：. だけど、 何 か 君、 見た つて 云って 

たぢ やない か、 二三 日 前 …… 。 

あや子 あれ は、 あなた ：… それや、 子供って 云った つて 

丸っきり 子供 ぢ やな いんです もの …… 0 それく らゐ のこ 

と …… -〕 でも、 あれ を 見て、 あたし、 ほんた うに 綺麗な 

もの を 見た やうな 氣 がした わ。 

亮太郎 綺 魔な もの か …… 。 つまり、 ロマンス にして ゐる 

のさ >  君の 方で …… 。 

あや子 それ はどうで もい いの。 なんだか、 あたした ちの 

さう いふ やうな ものと、 全く 違 つ た 種類 の … … 別の 世界 

にで なければ ないやうな •  11 だと 思った わ。 

亮太郞 そんな 大袈裟な もの ぢ やな いんだら う。 11 二十 

三に も なれば、 男の 戀愛は 空想でなくなる よ。 11 誰も 

ゐ ない 川つ 緣で、 魚の-、 冰 ぐの を 見て る やうな ふり をして 

そこへ 來 かかった 女の子 を、 呼び止めて 見る ぐら ゐの度 

胸 はついて 來る。 それば かり ぢ やない。 何 か 手渡しして 

たって い ふぢ やない か。 

あや子 もう 止し ませう、 そんな 穿墜は …… 。 あた ー、 そ 

んな つもりで 云った んぢ やない の。 ただ、 さ >ゥ いふと こ 

ろ を 見て. 自分で ハ ッと 顏を赧 める やうな、 そんな 印象 
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を 受けなかった ことが 不思議に 思へ たからな の。 つまり 

それほど、 現實 ばなれが してたん だ わ。 あの 女の子、 な 

ん ていふ 名 かしら ；… 。 何 處の子 かしら …… 。 落 紫擾き 

の歸 りら しいの よ。 

亮太郞 益. - 詩的 ぢ やない か。 パストラル だね。 

あや子 さうよ …… 。 なに、 そんな 笑 ひ 方して …… 。 いや 

な 方ね。 (il) また 少し^いて みない こと、 その 邊 …… 

さう さう、 あたしと 一緒に 歩く の は、 何ん とかって 云つ 

てらし つたわね。 

亮太郞 目立 つんで ねい 

あや子 (溜息.^ つき： ：- 窮屈ね。 

亮太郞 窮屈 だが、 仕方がな いさ。 强 ひて 周 园 の 感情と 鬪 

ふ 必要 もない さ。 

もや 子 さっき は、 もっと 平氣 になれ つて おっしゃ つたく 

せこ  Q 

亮太郞 だから さ、 もっと 平氣で 土地に ついた 活を すれ 

ばいいん だよ。 わざわざ、 都會人 ぶら なくった つて … … 。 

あや子 變な こと を おっしゃる のね。 もう、 わからない、 

あたし …… 。 あなた は、 もっと、 人の 氣 持の わかる 方 だ 

と 思って ゐた わ。 丸で 無茶よ、 この頃、 あなたの おつし 

やる こと は  0 どうかし ませうよ。 このまま ぢゃ、 お 

互につ まらないで せう。 あなた は、 何 かの 不滿 を、 あた 


しの 處へ ばかり 持って いらっしゃ るん ぢ やない。 

亮太郞 さう か …… 。 さう いふ 處が あるか も 知れない-. - わ 

るかった よ。 どうもい けない ね、 かう いふ 生活 をして る 

と …… 。 頭が すっかり 惡 くなる。 感覺が 純くなる。 精神 

に 澄^と したと ころが なくなろ よ。 田舍の 生活が 必ずし 

も わる いんだと は 思 はない が、 自分の 生活でなくなる か 

らいけ な いんだ" 君 は、 今日は 顔色が 惡 いね。 氣分 がわ 

るいん ぢ やない。 

あや子 今、 おっしゃ つたこと、 あなた も氣 がつ いてらつ 

しゃろ なら、 あたし、 安心 だ わ。 でも • ほんと に氣 をつ 

けて 頂戴ね。 ここにろ る 問 だけなら、 まだいい けれど、 

あなたが、 ずっと さう いふ 風に なって おしま ひに な ろん 

ぢ やない かと 思 ふと • あたし、 泣きた くなる わ。 (n) 

さう 云へば、 あなた も， 今日は * お 顔色が よくない の.； r 

さっきのお 話で、 また 心 if がふえ たからで せう。 (間) 

でも、 保 次郞 さん は、 あなたの こと を 惡くは 思って いら 

つし やらな いんで せう、 そんなに …… 

亮太郎 好く 思って ると も 云へ なから うわ。 

あや子 困る わね。 

亮太郞 別段 困り もしない さ。 こっちが 向う を わかって や 

る ほど、 向 うぢ や、 こっちが わからずに ゐる だけ さ。 弟 

なんてい ふ もの は、 そんな もんだ よ。 


木の: 泶のィ  1;:— で 付 


わ や 子 あたしから、 よくお 話して みても 駄 n かしら …：- 0 

一； S 太郎 話す つて、 何 を 話 すんだ い. - 

あや子 あなたの 氣持 なり 何なり …… 。 

i=S 太郞 の 氣持を 話した つてし や、 「がない さ。 あいつに 

どうして 貰 はう とい ふわけ ぢゃな いんだから …… 0 

あや子 でも、 誤解が あっち や …… 。 

亮太郞 面白くな いとい ふの かい。 しかし- それ もね、 時 

機の 問題 だと W やぶんだ。 今 は 何と 云った つて 駄目 だよ J 

僕が、 { 永の 金を使って、 都き に 出て、 ^問 をして、 そし 

て媒.5-^^」とは顧みなぃで、 下らない 仕事 をして ゐ ると 

いふの が、 あいつの 氣に t へ はな いんだ。 そ いぢ や、 自分 

は、 どれ だけ 鄕 のために 鍵し、 どれ だけ 有意義な 仕事 

をして ゐ るかと いふと …… ハな, かふ リ) いけない、 どう 

も、 一 i が惡 い。 しかし. あいつ はなん と 云った つて、 子 

供ぢ やない よ。 なるほど. 油. 斷 のなら ない ところが ある。 

さっき-: ムっ たやうな ことば かりで なく、 僕 自身が、 なん 

だか、 あいつに 脅かされて ゐる やうな 氣 がして しゃう が 

ない。 

あや子 それ は あなたの ひがみよ。 

亮太郞 それが^；にどぅしてゎかる。 11 いや、 僕の 云 ふ 

の はね、 あいつに， 何 か 企みが あると いふ やうな、 そん 

な こと ぢ やな いんだ" もっと 運命的な， どうす る こと も 


出 一 米ない 二人の 關係 による ことら しい。 はっきり 云 ひ 表 

す こと はで きないが ね。 (問) 以前 はそんな こと はな か 

つたんだ よ。 二人とも 小さい 時 はね、 どっち かって 云へ 

ば 仲の い い 兄弟だった" a なん，^ 见 上げ〕 つよく 此處で 遊ん 

だ もんだ，' 此の 栗の 木の 下で …： 。 ある 曰、 學校 ごっこ 

をしょう つてい ふん で. 僕が 先生 に な つ たわけさ 。勿論 年 

上の ものが 先生になる の を當 然と 心得 て ゐ た わ けだが、 

あいつ は、 いきなり、 ぢゃ、 兄 ちゃんが 先. 生なら おら は 

校長さん だと 云 ひ 出し やが るんだ U それ で學校 ごっこ は 

おじ やん …… つ 今度 は、 兵隐 ごっこ さ。 その 頃， み i 本の 

聯隊 かなん かが 村へ 演習に 來 てね、 子供た ち は、 盛んに 

兵險 ごっこ を や つ た もんだ 11 そ こで. 僕が 軍曹 に な る 

と 云 ひ 出した。 ！ 可笑しいだ らう、 それ はね、 、「ちへ 

泊った 兵 隙の 頭が 軍曹 だつ たんだ) さう すると、 やつ は 

どうして さう いふ 氣 になった か、 いきなり、 ぢゃ、 おら 

は 斥候 だ、 と 云 つ て け 出した まま、 何處 へ 行った の か、 

，おまで 歸 つて 來な いんだ。 これに は 僕 も 閉口した よ。 や 

つ はどう も， 兄き を 兄き と 思 はない ところ が あった。 

あや子 それより、 想像力が あなた 以上に 發 達して たわけ 

よ 0 

亮太郎 想像力が ね J うん、 それ はたし かに さう いふと こ 

ろ はあった，. (ゆ〕 しかし、 此の 栗の 木の 下 は 懐し いよ。 
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(また 空，， P 见 上げ〕 五六 年 前に 比べても、 氣 のせ ゐか、 

葉の 茂り 工合が、 一展 物々 しくな つて ゐる。 東京 附近に 

こんな 栗の 木 は 一 寸 ないだら う。 何しろ， 此の 村で 一 番 

大き いんだ からね。 樹 なんてい ふ も C も、 これく らゐに 

なると、 どことなく 靈 的な 偉大 さとい ふか、 一種 犯す ベ 

からざる 嚴を備 へて 来る。 神秘： g でさへ ある。 それに 

いろい ろな 思 ひ 出が 結び つ き， 家と いふ もの の傳. 統 的な 

觀 念が 加 はって、 今の 僕 C 生活に- 何 か 大きな 力で 働き 

かけて 來る やうな 氣 がする んだ。 考 へやう によって は、 

氣 味が わるい e 

あや子 あなた は、 ー5^へ京にぃらっしゃる時と、 まるで 違つ 

ておし まひに なった わね レ 

亮太郎 どうい ふ 風に …： 。 

あ や 子 物事 を 妙 に 考 へ 込む や う に な つて らっしゃる わ。 

そんな ぢ やな かったん だけれ ど … … 二 

亮太郞 (强 ひて 快活 LL) なに * 考へ てる M 中 C こと を 口 

へ 出して 云 ふのと、 考 へて しまった あとで、 何 か 別 0 こ 

と を 云 ふ C と C 違 ひさ.^ 新しい 刺激がない ど. 同じ こと 

ばかり 考 へる やうになる。 ああ 考 へて みたり、 かう 考へ 

てみ たりす るんだ。 同じ 頭で. 同じ 事 を ひねくって ゐる 

ほど 馬鹿げた こと はない よ。 ol) 慮で 、今晩はね、 一 

寸長 野まで 行か なきやな らん 用事が できたん だ" ！？^" し い 


だら うけ ど- 留守番 をして て くれる？ 

あや子 どんな 御用な 0 …… 。 あたし， 行つ ちゃ、 いけな 

亮太郎 中 li-c 同， 級，^ 3 なんだ よ。 別に 行った つてし やうが 

な いんだが， 家 0 ことで、 また何かとi^i話になろ奴も來 

るし する から， 顏 だけ 出しと かう と 思 ふんだ。 遲く なつ 

て も 泊らずに 歸 つて 來ろ。 efw 列車で、 あす C 晝 は歸、 ：：- る 

から …； C 

あや子 さう ：•：： 。 ぢゃ * しかたがない わね。 そいで、 も 

うすぐ お出かけになる 〇。 

亮太郞 今、 馬車 を 呼びに やって ある <」 (！ I) 洋服に しょ 

うか。 

あや子 どちらで も …… C 白い C なら • 洗！^:^>-しなくっち 

や 駄目で せう。 着 てらつ した ままよ。 ああい ふもんの 洗 

潘 なんか、 1 S3 どうす るの、  さう さう、 訊い とかう 

と 思つ て て …… 0 

亮太郞 ぢゃ， 和服に しょう。 

あや子 でも、 がいる でせ う。 

亮太郎 いらない さ-】 いる もんか。 (間) ぢゃ、 出して く 

れ。 (起ち 上る) 

あや子 (やや 聲 1 か 一 して) 昨夕ね、 お母さんが おっしゃ 

つた C よ i あのね、 保次郎 さんの 單 衣が、 もう 着られ 


mi 


木の 架の # 一で 付 


るの がな いんです つて …… 。 だから、 古いんで いいから、 

^：：儿太郞のを 一 枚 やってく れつて おっしゃ るの。 

^太郞 やったら い いぢ やない か。 

あや子 ええ、 それが ね、 浴衣なら 二 枚 あろけ ど- 衣 は 

ちょいちょい 一 15 と 、よそ 行と、 一枚 づ つき や 持って 來な 

かった でせ. ^0 どうしょ うか 知ら …… 。 

ぉ太郞 よそ 行 を やったら いいだら う。 

もや 子 でも …… あなたが …… り 

亮太郎 いいから， やれよ。 今日は、 ぢゃ、 少し 暑い けど 

もう 一 っの洋服を^^てかぅ。 

あや子 さうな さる？ 

亮太郞 さう する より、 しゃう がない， たらう。 

あや子 今日は、 いい 方 を^て らしって、 それ を. あした、 

なにしたら どう …… 。 一 日ぐ らゐ のびたって …… 0 

亮太郞 それ ぢゃ、 まづ いよ。 すぐ 出して やりれ 2 へ。 ■ 

あや子 お母さん は、 やつば り、 保次郞 さんが 可愛い のれ。 

^太郎 だから 傑が 可愛くな いってい ふわけ ぢ やない よ。 

わ や 子 いいえ、 少し 變. たと 思 ふわ。 あたし、 そんな こと 

云 はれて すろ の は、 いやよ。 だって、 あの方、 着物なん 

て 力：： す ことがあろ？ な いぢ やない の。 あたしが、 行李 

を けて ろの を 御 il- になって- <„1.4 に そんな ことおつ しゃ 

るの よ， お母さん は …… 。 ちゃんと わかる わ。 年寄りつ 


てい やな ものね。 

亮太郞 おい. - 

あや子 はい …… 。 御免なさい …… 。 (間) あ • あの Hills- 

でせ う。 あんなに 埃 を 立てて …… 0 

C 兩人 去ろ J 

i, しにら く ゆ. 一 虚 J 

(保 次郞、 うつむき 加減に、 鍬ん 一 c_ しかついで * ゆろ 

やか LL 步. んで來 る。 彼 は、 古い 紺の ズぉ ンに卷 S 

つけ、 上 は シャツ 一枚、 無^で髮の毛*^£く仲ば 

して ゐ ろ- J 一寸 立ち 止って， あたり 見 まばす 。ま；： 

步さ 出す。 栗の 木の 5^ もとに， 鍬 投げ出し、 雨. お，^ 

腰に あてて、 一 つ 時- 眼 VJ^^ くして 遠くの 方 VJ-D- 入つ 

て ゐろ。 不圖、 何 か考へ 込む やうに、 空ん-仰ぐ。 ^a- 

. ^つく。 どっかと、 ^の 上-し 腿 おろす。 小型の 書物 

1^ 取り出して • 頁，. 5- 綠 るが、 それ，^ 讀み 終け るで な 

く、 下に 置いて、 また， 溜息， ^つく。 首 やけ LL 捩る。 

頭  ど 木の 粋に もた かける。) 

第 ： 二 場 

前場と 同". J0 

月夜。 

遠くで 太鼓の 音が すろ。 
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い 自分の ま は りに ある 空氣 が、 か らだを 包んだ ま ま琉れ 

て 行く やうな 氣 がす るんだ レ 

あや子 もう 蓮い のよ。 何時 だと 思って らっしゃる？ や 

すみ ませうよ。 

亮太郞 まあ 聽 けよ。 此處に 立って ゐ ると、 此€:栗^^木の 

下 は 1= いや うだらう …… 。 紫が 茂って ゐて、 此處 だけが 

影に なって ゐ るせ みだ。 處が、 遠くから 兑 ると、 そら * 

あの 道の 曲って ると ころね、 あの 邊 から ると、 此處の 

ところ だけが、 うつ すらと、 妙に 光って 見え るんだ、」 木 

の 葉 を 透し て 来た 月 の 光 は、 やつ ばり 靑 くなる かね。 

靑く、 しかも、 濡れた やうな 光り 方が する。 その 光の 中 

に、 無論、 君 0 さう して ゐる 姿が 浮き出して ゐ たよ。 誰 

かもう 一 人ゐ たやう だった が、 それ ははつ きり 見えな か 

つた- お ほか. た、 君の 影 だら う。 それとも、 木の 枝 0 影 

か …… 。 さう だ、 此の 枝 だ …… (頭の 上の 枝，^ 仰いで 見 

る) なるほど、 此處 にか. つして pQ ると， 自分 0 ゐる とこ 

ろ さへ わからな いね (間) を かしな 木 だよ， 此の 栗の 

木 は …… 夜 見る とな ほ 不思議 だ。 まるで， 木の下に ゐる 

とい ふ氣持 はしない。 何 か、 かう、 覆 ひかぶ さって 來る 

ね。 この 二三 日 殊に さ、 「思 ふんだ が、 この 木 は， 何 か考へ 

てゐ るよ。 何 かしょうと 思って るよ。 人が 此 處へ來 ると 

奇妙に 葉が 垂れ 下って 來 るつ、 さ、 「して、 頭 oh に あたい 


あや子が 栗の 木の下に しゃ が んでゐ ろ。 

亮太郎 が 現れろ- ^ 

もや 子 何處を 歩いて らしった 0 …… 、 こんなに 蓮く まで 

…… 0 みんな 心配して たのよ *.」 

亮太郞 心配す る こと はない さ。 まさか.！ H 殺 もすまい から 

ね。 

あや子 そんな 心配 ぢ やない のよ〕 あなた は、 すぐ それね 

…… 。 (間) 途で、 保次郞 さんに お 遇 ひに なら な か つ 

た？ 

亮太. 郎 保 は， 今， そこに ゐたぢ やない か。 違 ふかい。 い 

や、 遇はなかった よ。 月夜で 道 を 迷 ふ 心配 はない し、 永 

車を拔 けて， 釣 橋のと ころまで ぶら ぶ， >歩 いて 行った よ。 

頭の 痛 いのもな ほった。 

あや子 それやよ かった わね。 あたし- また、 何處へ いら 

しったの かと 思って …… 。 散歩の 時 は、 何時でも さう 云 

つ て 出て らっしゃ るのに …… 。 

亮太郎 その？ &ー を 一 寸 ひと 過り して 來る つもり だ つたの 

が、 つい. 引 張られて 行って しまったんだ" 

もや 子 ：… G 

亮太郎 月 0 光に さ ：… 。 月の 光と いふ も 0 は、 入 を どこ 

まで も 引 張って 行く もの だよ。 あれ や， 確に 變だ。 吸 ひ 

込まれて 行く とで もい ふか、 自分が 步 いて ゐ るん ぢ やな 


も c を み 上げ るんだ。 すると、 なんだか、 からだが し 

びれ る やうな 風になる 0 呼吸が つまって 來る 0 ぢ つと 立 

つて ゐられ なくなる。 (^) そら、 もう、 11; がふる へて 

來た。 こら- (と 云って 心跌 に 手 グダって) ここが こんな 

に  广さ う "一- ム ひなが ら、 ぐつ-;.:.. りと、 そこへ 1 や お る 

おや 子 (おつけに.：^ られ て、 そこに 立ちす くむ。 が ズど 

取リ^^して) あなた は、 たしかにぉっむが^；；^れてぃらっ 

しゃろ のよ" つてい ふんだ わ。 一 度お 醫者さ ん 

に见 てお もら ひに なったら …… ？ 

六ぶ 太郎 大丈夫 だよ" (Ei) そのく せ * 此處へ はよ く 足が 

向 くんだ レ それば かり ぢ やない。 おや ぢに 用が ある。 I 

—おや ぢ はよ く此處 で仕亊 をして ゐる。 靜 かに 本 を讀ま 

うと 思 ふ。 11 此處が  一 靜か だ， - 話 相手が 欲しい。 11 

此處へ 来れ ぼ 誰か ゐる" 殊に、 ！；；：：：の 側に 行きたい と 思へ 

ば， 此 1  や」 來 さへ すれば いい。 11 君 は， 此處 より ほか 

i;M に 入った 場お はない らしい。 

あや子 そんな こと はな いんです けれど …… 0 

亮太郎 別に 惡 いこと ぢ やない からい いさ。 だが、 1:^ はも 

う， この.； 4 は 御免 だ」 今日 Si り， 此處へ は 来ない よ。 

どうして そんな 處に 立って る 0 …… 。 もっと 側へ 

蒂れ よ。 誰も 兑て やしないよ。 さ、 ここが 平で いい。 


わ や 子 (云 はれろ まま Li 腰， せ お ス す) 

00 そろそろ 東京へ 歸り たくな つたら う。 それより、 

もうと つくに 此處が いやに な つ て る か も 知れな い 。 よ く 

辛抱して くれたね。 

もや 子 どうして そんな ことおつ しゃる の。 ちっとも いや 

に なんん なり やしません わ。 ただね •:  ？ 

亮太郎 ただ ：… ？ 

あや子 ただ， あなたが、 あんまり 議 いでば，， いり いらつ し 

やる から  C 

亮太郞 さう か、 それ ぢゃ もっと 倫 快に ならう-」 君、 今 曰 

は、 午前中、 何 をした し 

あや子 今日はね、 此 間から 溜って る 新聞 を 續 ん でし まつ 

たの。 

亮太郎 何 か 面白い ことがあった か。 

あや子 あなた、 御覧に なつたん ぢ やない。 

亮太郞 笑話 だけ さつ それと 漫畫 …… 。 「ダブと ドフ」 ね、 

時 巧 r の附錄 さ、 あれ は 作 だね。 

あ つ、 子 さう？ あた し 見ない。 

亮太郎 お 話に ならん， あれ を 見ない なんて …… 0 

あや子 どうい ふ 話な の？ 

亮太郎 どうい ふ 話って …… いろいろ あろ さ" それから、 

笑話に もなかな かいいの が ある。 近頃 感心 したのに こん 


i 


i 
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なのが ある 11 男が、 女 を 自分の 横に 坐ら せて 自動 を 

走らせて 来る" 奴さん、 片手に ハ ン ドル を 握り、 もう 

一方の 手で 女 を 抱いて ゐ るんだ〕 それで、 お巡りさんが 

「こら、 こら *  .ー1 手で 持た にやい かん」 と 注意した もん 

だリ すると 「自動 m- が どっちへ 行く かわかり ません」 と 

やった ねり 

あや子 (ぼかんと して ゐろ) 

亮太郞 わからん のか 「) 

あや子 (やっと わか リ) ああ、 さう …… 。而 白い わね。 

亮太郎 面白くな ささうな 面白がり 方 だな。 そ いぢ や、 こ 

れ はどう だ。 (問) おい、 聽 いてる のか。 

あや子 聽 いてます わ〕 (間) でも、 あなた 御自身が、 無 

理に 面白がって らっしゃ るん ぢゃな い、 今日は …… 。 お 

加減が 惡 いなら， もう 家の 中 へ お は ひ り に な つたら い か 

が…. ？ だんだん 冷えて 來 ました わ。 また 風邪で もめ 

すと  0 

亮太郞 もう 少し， ね、 いいだら う。 もう 少し 饒舌ら して 

くれ。 面白くなければ" 默 つて ほかの こと を考 へて ゐて 

もい い. - 饒舌り たいとい ふ 本能 は 死 も 恐れない とい ふ 話 

が ある。 このまま 默 つて 寢 ろと 云 はれれば、 僕 は、 潔く 

死 を 選ぶ。 そこで だ、 ええと、 なんだ つけな • 君 は、 僕 

のうち を • もう 少し どうかした うちだと 思って たらう。 


かう M くと 君 は、 なんと 答へ ていい か 解るまい。 ぢゃ、 

W ひ 直 さう。 僕が どうし て 君 を この 家に 速れ て 来た か..」 

云へば だね、 勿論、 こんな ほろ 家 を兑 せたいからで もな 

ければ、 おや ぢゃ お袋に 君 を 引合 はせ て、 大に 孝行： 彼り 

を 示さ、 「とレ たわけで もな い。 君 はどう 思 つ てる か 知ら 

んが、 それ は發っ 前に も 云った 通り、 おや ぢも だんだん 

年を取る し、 弟 は 家の せ 代 を 固める とい ふこと に 興味 も 

希望 ももって ゐ ないし. やっぱり 僕が 丁 M 歸っ て、 おや 

ぢ が 死ぬ ま で 相當 に暮 して 行く だけ C こと はし て ？ー 3 か な 

ければ ならん と氣 がつ いたから なんだ" そこで、 歸 つて 

見る と、 もう 遲ぃ。 少しば かりあった 山 も 畑 も. 大方 は 

人手に 渡らう として ゐる。 君 は、 その 時 だね、 ある 失望 

を 感じ やしなかった か。 

あや子 •：•••。 

亮太郞 この 栗の 木 も * そのうちに、 誰かが 来て， 伐り 倒 

し て 行く かも 知れな い。 さう い ふ 曰が 來る やうな 氣 がす 

るんだ。 

あや子 あな た の 心 配 して らっしゃる こと は • あたしに は、 

ち つ とも わか り ま せん わし あなた の おうちの 財 產 がどう 

であら-.^ と、 それが、 あなたに-取って どうもなければ、 

ュの たし だって どうもありません わし あなた は、 そんな こ 

と を氣に 病んで いらっしゃ るの。 


Ion  木の i? レカ番 -で付 


第 
四 
揚 


i:? 太郞 そんなら いいさ。 ぢゃ、 もうなん にも 云 ふこと は 

ない よ。 (ia.^ 抱へ て、 かすかに 身 えす ろ) 僕 は、 や 

つ ばり is^ 京 へ 歸 らうと 思 ふ。 その 方が ほんと だと い ふ氣 

がする。 つまらん と 云へば つまらん が- あんな ものの g 

究も、 しかけて みれば， 鑌 けて やりたい 氣も する しね リ 

さう 云へば、 此の 邊に は、 蝙 幅が 多 いんだよ リ そら、 咋 

夕 も 峯_ 所に ゐたぢ やない か。 今、 巢を 見つけて ゐ るんだ。 

あや子 ぢゃ、 毎日、 森の 中 を 歩いて いらっしゃ るの は、 

それな の ：… ？ お父さんが 笑って らしった わ。 子供の 

時分 は、 あんな ぢ やなかった つて …… 。 いやね、 默 つて 


亮太郞 のい ハ：^ 外に..， 快沽な 調子に 惹き 入れられて) 云 

ふと また 五月 蜒 いからさ。 子供の 時分って、 僕が 子供の 

時分、 は、 おや ぢは うちに ゐた 例し はな いんだ からね- 祖 

父が うちに ゐて畑 をす る、 おや ぢは 材木 を 伐り 出しち や、 

1^ に んで 町へ 運んだ もんだ。 その 頃が 萩原 家 も 得意の 

絕： M だったら しい。 おやお は、 何 か 君に こ ほし やしない 

かい。 

あや子 いいえ • 別に …… でも * お父さん は 面白い 方ね。 

時々 人 を 笑 はせ る やうな こと を おっしゃる のね。 

亮太郎 どんな こと …… ？ 

あや子 を かしい からよ すわ。 


前場と 同じ。 

朝 —— 霧が 降って ゐろ。 

遽か L1 驟 々しい？， おが 聞え ろ。 その 中で、 亮太郞 の怒氣 

VMa ん. た 喚 一 慰が 一 段 高く 耳に つく 最後 LL 、「瑪 鹿ツ o」 と 

I 聲 * あと は 寂寞。 


亮太郞 いいから 云って み 給へ。 

あや子 あたしが 歸 つて 来たので …… よし ませう * つまら 

ない こと だから …… 。 

亮太郞 そんな こと 云って る ひまに 云ったら い いぢ やない 

か。 君が 歸 つて 來 たので …… ？ 

もや 子 村 中の 男が おめかし をし 出した つて …… 。 

亮太郎 馬鹿な …… 。 

あや子 それ 御覽 なさい。 

亮太郎 そんな こと 云 ふもん かい。 一!^ がさう 思 ふから 云つ 

たんだら う。 白狀 しろ。 

あや子 いい わ、 そんなら …； 0 

亮太郞 怒らな くった つてい いさ。 (問) さっきから 太鼓 

の 音が してる ね。 お 祭の 稽古 だな。 

(長い 沈 默「じ 
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あや子が、 亮 太郞. ^抱く やうに して、 素足の まま、 後 

ろ V;.- 振り返 リ ながら 現 はれろ C 栗の 木の 极. もとに 亮 太 

郎，^ 寢 かし、 たの 毛. < ど 撫で上げ • その^ ふ-のぞき 込む。 

亮太郞 け、 眼 つぶって、 _ せ しさう *レ 呼吸-^ しズゐ る。 

i あや子の い！^ 望 Li 近き 表 ii5。 

わ や 子 あなた、 しっかりして 下さい。 お 苦し か ありませ 

ん。 大丈夫で すか。 おつむり 冷やし ませう か。 待って て 

頂戴 …… ~) ( 起ち 上リ、 その 逢.^ 兌 ま は マ) 誰か、 一寸 

来て 下さい C ハ 返事がない ので、 自分で 母： の 方へ 走つ 

て 行く) 

(やや 長い！^。) 

亮太郞 (かすかに^ 開いて、 手ん、 額の へん 11 <3 てて み 

ろ。 それから、 堠ナ V さする) 

あや子 (金盟 に 水.， ケ 入れて 持って 來ろ) いますぐ ：… 

(かう 云 ひながら、 甲斐々々 しく 手 ^狡り、 それ. 額に 

赏て〕 いやよ、 あなた， あんな ことなす つち や …… (夫 

の KLL 泣き伏す) 

亮太郎 (15 合 l: ばっさり) 保 を 見て 來ぃ。 

あや子 いいえ， あの人 は 大丈夫 …… C 

亮太郎 怪我 はさせ やしなかった か。 

あや子 いいえ、 大丈夫 …： C でも、 あぶな 御座ん したわ、 

兩方 とも …… C  (間) あなたが おわる いのよ、 あんな こ 


と を おっしゃ るから …… C もっと ひどい 径我 でもな すつ 

て御覽 なさい …… それ こそ …： 0 どうして また， あんな 

亂暴 をな すった Q …… 。 いや、 いや …… 

亮太郞 少し 亂 暴だった な、」 (間，) 保 を 呼んで 來て くれ。 

あや子 まだいけ ません。 もっと あとに しませう。 (額 

手で さはって みて) 此處、 お 痛いで せう …… 、 お 氣分は 

ど、 つもありません * もう …… ？ 

亮太郞 どうもない …… 。 さっき、 少し ふらふらし ただけ 

た 

あや子 さう です とも、 あんな 太い もので …… 。 だけど、 

當り どこが よかつ たんです わ。 

亮太郞 (苦笑しながら) うまく 當 てて くれたんだ らう。 

こっち は 夢中だった が …； 。 

あや子 あなたの は、 そんなに ひどく 當 つてません。 だつ 

て、 T 度 あん 時 * 手で よけたの、 あの人 …： 。 

亮太郎 詳しく 兑て たね。 

もや 子 さ うぢ やない けど …… 。 あぶなく つて 留められな 

いんです もの。 それに、 あの人た ち、 見て る 人も见 てる 

人です わ。 

亮太郞 あの人た ち は、 自分で やりたい 人 たちだ」 人ので 

も、 止める の は. 勿體 ない と 思って る。 气 し 跳れ 起き ；} 

も、 「いい C  (さぅ云ったものの、 ぐらぐらと^^<求が來て 


木の^の 番 一であ !• 


思はすi^^のーISに手v^かけろ) 

あや子 あぶない。 だから、 もっと 靜 かにして らっしゃい 

ね、 もうしば らくの 問 …… 。 (そっと 亮太 郞.^ 寢 させる) 

ひどい わね- 见 舞に も來 ないで …… 0 このまま うつち や 

ら かしと くなんて …… リ 

亮太郎 おや ぢは？ 

あ や 子 向 うに いらっしゃる でせ う。 

亮太郞 お袋が 心配して ると いけない から、 一寸， もう 何 

でもない つて 云って 来て くれ。 

あや子 あっちから いらっしゃ るの が 當り前 です わ。 

亮太郎 外の もんの 手前 > 来られな いんだよ。 一寸 行って 

來て くれし それから、 保に も、 氣の 鎮まる やうに、 僕が 

わるかった つて 謝って 來て くれ。 

あや子 あたし • いや、 そのお 使 ひ は …… 。 

穴 几太郎 おい、 そんな こと 云って ないで …： 。あそこへ 來 

てる 奴^に は、 さう した 方が いいんだ。 おれ は、 弟と 喧 

啼 をして、 此の 家 を 出て 行く 氣に はなれない。 まして 親 

類の 奴等から 後ろ指 を さされる の はい や だ。 あとになる 

と 具合が わるい から、 今のう ち、 あっさり 下手に 出て 置 

かう。 おれ もよ つぼ ど 馬鹿 だよ。 

あや子 それ ぢゃ、 あなた、 あんまり、 御自身つ ていふ も 

のが 無 さすぎ ます わ。 かうな つたら かうな つたで、 理窟 


はあります もの …… 。 

亮太. ぽ あっても， それ はま づ いよ。 保が 僕に 向って ああ 

云った。 I 百姓の 子 は 百姓 をし ろと 云った" それ をむ 

き に な つ て 怒れば 怒 る 方が わ る い 。 

あや子 でも、 あんな 云 ひ 方 をし なくった つて …… 0 

亮太郞 そこ だよ。 あいつの 腹 は 解って ゐる。 こっち を 侮 

辱す る こと は、 自分の 主張 を 燃え立た せる 手段なん だ" 

あの 時代に は考 へさうな こと だ。 あん 時 は、 どうい ふ も 

のか 相手が 弟 だとい ふ氣 はしなかった。 なんだか， 仕事 

の 敵と いふ やうな 氣 がした。 いや * それより、 不思議な 

ことに は …： 自分の 生活 を 脅す …… 惡 魔の やうな 氣さ へ 

したの だ」 

(長い 沈 欧。) 

あや子 また 與 蜜な さり やしない ？ 

亮太郎 僕 は、 か、 「兑 えて、 臆病なん だよ、 (また te? 上 

らうと する ン もうよ からう。 

あや子 (押へ つけろ やうに して) 後生 だから • もう 少し 

潢 になって て 頂戴 リ 

亮太郞 (笑 ひながら) だって、 ここ はお 前、 寢る やうに 

できて な いんだ ぜ。 (頭ん 振って みて」 どうもな いよ。 

こら、 どうもない。 ぢ や.' 少しも たれさせて くれ。 (半 

身ん」 起し、 妻の 方に 倚リ かかる) を かしな もんだ ね、 か 
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うして るの も …… 0 

あや子 あたし. もう、 ここ- いや …… 。 なんて 違った 生 

活 なんでせ う： 二人つ き. リ でゐれ ば. どんなに 苦しんだ 

つて 苦しみ 甲斐が ある わ" 造 は 一筋と いふ 氣 がす るんで 

す もの …… 0 

亮太郎 だから、 東京へ 歸 るよ， - s; 曰に でも 歸 るよ、〕 (不 

圜 -pt ん」 そば だて) また 向う が騷 がしい ぜ。 どうしたんだ 

か， 見て 來て 御覽。 (問) あれ， 保の 聲 だら う。 何ん と 

云って る？ 誰 だい、 あの 聲は …… 。おや ぢぢ やない か。 

これ や、 いかん。 早く 見て 來ぃ。 

あや子 (夫から 離れ、 心 深い 足取りで 奥に 去る) 

〔長い間。 —— 此の に、 亮太郞 は- 靜か LL 起ち 上リ、 

栗の木に手ぁ.1^^へ ながら、 ；！ 3 ん』 伸す やう LL して 奧の樣 

子に き 乂 てる。) 

(1$ び. 敎々 しい 喚 聲が 聞え る。 それが 一 としき リ饌 

まると、 今^は • ギん ^ 取った 女の、 かきロ；^^』くゃぅな 

泣き 聲が、 手に 取る やうに 聞え て來る 「) 

わ や 子 (足音 1 か 忍ば ぜ てお 小る) 

亮. K, 邱 なんだ リ 

あや子 保 次郞 さんが * またお 父さんと …… 。 

亮太郎 なんだ つて …： こ 

あや子 よく わからな いけど * お父さん は、 今す ぐ. こ 出て 


行け、 贵標 こそなん とかって 大變 な劍 幕な の。 保 次郞さ 

んの方 は. EI に 皮肉な 笑 ひ 方 をしながら、 勿論- なんと 

かとなん とか は兩立 しないんだ から、 こんな 家に はゐら 

れな いって、 さっさと 1： 餘を穿 かう としてる の。 それ を 

お母さんが 泣いて 止めて らっしゃる とこ …… 。 

亮太郞 耳 を 傾けながら- (制する やう-し) よし、 よし… 

第 五 

第 一 場と 同じ。 

深夜 11 

あや子が 腿 かけて ゐろ。 その 前 y^sg 太郎 が； 仃 つたり 來 

たリ して ゐる。  . . 

や、 長い 問。 

あや子 あなた. 腰かけて いらし つたら …… 0 何んだ か，. 

氣が せ か せ か し て 、 な ほ 時 問が たつの が遞 いやう だゎリ 

0 靜 かにな つたね。 雨 も 止んだ やう だ〕 

子 もっと ひどい 嵐になる かと 思って たのに …… 0 

郞 ああい ふ 時、 君 はな， かな か 勇敢 だ，； T 雷が^る た 

びに、 眼の 色は變 つてた が、 あれ ッ とかなん とか 云つ 

て、 人に 抱きつかな いところ は、 たしかに 女丈夫の 而影 
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が ある C 

わ や 子 おだてないで 項 戴。 

亮太郎 おだてる んぢ やない が、 あれで は、 側に ついて る 

は 物：： 止らない よ。 こっち は、 一と 通り 壯烈 な氣 持に な 

つて、 ^；の出方ー つで は、 僕が ついて るから 安心し 給へ 

ッ てな こと を、 淚 ぐら ゐ跟 にため て だね、 あれで も * 云 

つてみ たかつ たんだ。 

あや子 馬鹿にし てる わ。 

亮太郞 僕に は、 どうも 近頃、 さう いふ 欲求が ある やう だ。 

あや子 あたしが、 勝氣 すぎる つて おっしゃ るんで せう。 

亮太郞 さう いふ わけ ぢ やない。 

(^い 沈 ？、 

わつ、 子 あしたの 朝、 着いたら、 すぐ 髮を沈 ふの。 

亮太郎 l^J;: はもう さう いふ こと を考 へて ゐる のか。 

保の 奴、 きっと ie^ 京へ 出て 來る ぜ。 

あや子 …： 广- 

亮太郎 保の こと を 云 ふと、 君 はすぐ 變な顏 をす るが、 あ 

れ でも、 僕に. 取って は 一 人き りの あだ。 ああして 家 を 出 

て は 行った ものの、 今頃、 何 處で何 をして るかと 思 ふと、 

一寸 暗い I 双 持になる よ。 同じ 家 を 出る のにしても * 僕た 

ちの やうに、 ほかに 半： 活の： ：4^： 礎が あれば、 また 別 だが ね。 

-mo  i 入然、 ぬ ^ の 外に 向 ひ) 誰 だ、 そこに 立って るの は 


あや子 (ギヨ ク として 。そっちの 方 1^ 见る) 

亮太郞 な あんだ. 電柱 か ：… 。 

(長い 沈 默。) 

あや子 あなた は， ほんと に、 どうかして らしって よ。 

亮太郎 どうかし てるね、 確に …… C あの 栗の 木の F がい 

けない と 思って ゐ たんだが、 此 停車場 もよ くない。 ああ 

眼が 眩み さう だ。 (どっかと 1^.^ おる し、 頭.^ 兩手 でか 

か へ る) 

あや子 靜か にさう して らっしゃい、 默 つてね …； 。つま 

らな いことば かり おっしゃる からい けない の。 なんでも 

ない こと を變 にお 取りになる からい けない のよ。 

亮太郎 それや さう だ。 君 はなんでも 知つ てる 箬だ。 早く 

東京へ 歸 らう。 

もや 子 ええ. 歸り ませう。 

亮太郎 田舍 つてい ふところ は、 どうして、 かう、 總 てが 

陰氣に 出来て るんだら う。 山 も 陰 氣だ" 森 も陰氣 だ。 谷 

も陰氣 だ" 家 も.： 小 も 草 も、 動物 も 人間 も、 みんな 陰 氣だじ 

陰氣 なば かり ぢ やない。 毒氣を 含んで ゐる。 僕 だけ か 知 

ら、 さう 思 ふの は ：: ？ 

あや子 あなた だけよ C あなたの さう いふ 氣 持が、 あたし 
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にもうつつ たとい ふだけ よ。 

亮太郞 君に もうつつ たって ね。 それ ぢゃ、 君 は、 なに か 

あの 家 を、 初めは 陰氣 だと 思はなかった かい。 

あや子 陰氣 だと は 思はなかった わ。 

亮太郞 それ ぢゃ、 ど、 「思った じ 

あや子 どうって 別に …… 。 

亮太郞 あの 栗の 木 だって さう だ。 

あや子 また 栗の 木 …： 。 

亮太郞 さう だ、 よさう。 (問」 だが ね …… 0 さう だ、 よ 

さう 0 

(長い 沈默。 ) 

あや子 東京 はま だ 暑いで せう ね。 

亮太郎 暑いだら うね。 (間) どうして、 そんな 暗い 方ば 

かり 向いて るの。 誰か そこに ゐ るの？ 

あや子 (哀願す る やう LL) あなた …… 。 

亮太郎 馬鹿な こと を 云 ふもん ぢ やない。 (起ち 上リ， ま 

た その 邊ん步 き 廻ろ) おや ぢ はね、 おれが 死ぬ まで 歸っ 

て 来んでも いいって 云 ふんだ」 それ はどうい ふ 意味 だと 

思 ふ。 君に は、 あまり 口 を 利かない やうだった ね。 

あや子 ええ e 

亮太郞 しかし、 君の こと を 感心して たよ、 よく 氣 がっく 

つ てね"」 田舍 者が 感心す るつ て 云 へ ば それく らゐの とこ 


さ。 0?) お袋 は， 君 を 人間 扱 ひに はして なかった ね。 

いや、 ほんと だよ。 少く とも、 ただの 人 問 だと は 思って 

なかった よ。 ぉ辭 係ば かりして たぢ やない か。 あれ も、 

變な婆 さ 。笑 ふってい ふこと を 忘れ てし まつ た ん だね。 

あや子 ほんと に ：… 0 

亮太郎 昔から、 あの 村で は、 村で 一番の 何々 つてい ふ 具 

合に、 いろんな 名物 を數へ 上げて、 それ を 事毎に し 合 

つた もんだ。 村で 一 番の金 持が 何處の 誰， 村で 一 番の年 

寄が 何處の 誰って いふ， それ を また， 子供達 までが き 

覺 えてね。 隨分 滑稽な 話さ。 僕なん か、 小さい くせに- 

その 頃 村で 一 香の 美人だった お 初さん とい ふ 娘 を 見に、 

そっと、 その 家の 庭へ 忍び込んで 行った もんだ レ 勿論、 

1 人で ぢ やない よ。 (間) 今ぢ やもう、 そんな こと を 問 

題に しなくな つたら し いね。 世間が 廣 くな つたんだ」 

(間」 村で 一番の 栗の 木って 云へば、 だから、 その 時分 

は、 相當 自慢の 種 さ。 どうして 笑 ふの。 だから、 今ぢゃ 

自慢に もなら ない つて 云って るぢ やない か。 (間) 君 は 

今度、 僕の 家っても の を 見て、 がっかりし たらう： 

わ や 子 また、 そんな こと ：： 0 

亮太郞 やつば り、 あの 栗の 木 だけ かな、 さう してみ ると、 

君に 見せる つて 云へば ：… 。 

(間， 0 
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化 3)  ^ 
尺 や 太 
fil'>  子 % 


たと 云 ふんだ。 それ を 云って み 給へ-一 

わ や 子 なに おっしゃ るの、 あなた は …… 0 

太郞 なんにも 云 やしないよ。 君が 云 ひ 出す の を 待って 

るんだ リ 今： n まで、 どんなに 我慢 をした か。 もうよ から 

5. この 邊で、 解決 をつ けよう" 

あや子 なんの 解決 …… ？ 

亮太郞 駄目 だ" 君に さう 出られる と、 やつば りこつ ちの 

負け だ： なんでもない、 其處で * その 庭 だ〕 サ ルス ベリ 

を 一本と …… " 

あや子 なによ、 はっきり おっしゃ いよ。 栗の 木って 云つ 

たのが わるかった の U 

亮太郎 惡 かないよ。 まあ 傑の 云 ふこと を聽 け。 庭に はサ 

ル ス ベ リを 一 本と …… 。 僕 はね- 伊太利 風の 庭 園 にしよ 

、「かと 思って るん だ が 、 ど うだ ら う" - 

あや子 ど、 r- も變 だと 思ったら、 やつば り * さうな のね。 

そんなら さ、 「と、 どうし て もっと 早くお つし やらな か つ 

たの。 

亮太郞 なんでもな いって 云って るお やない か。 それとも 

少し 植木に 金 を かけて. 純 曰 本 風の 庭 を こ さ へ よ ，つ が 0 

サ ル スべリだって^^；ゑられるょ。 

あや子 ねえ、 あなた、 今のお 話， ちゃんとして 下さらな 

ぃン 何時までも、 そんな 風に 思って らっしゃる といや だ 


あや子 それ を：^ ら してお しま ひになる の は 惜しい わ」 

一：： ル太郞 どうせお ゃぢが 承知し やしないよ： そこで、 もう 

こっち は、 栗の 木なん かに 用 はな いんだから、 さっさと、 

こんた 處は 引上げて、 もっと 氣の 利いた 生活 を： める と、 

それでい いぢ やない か。 (間) さ、 もう 少し 倫 快な， 話 を 

しょう リ 

あや子 …… 0 

六 冗太郞 はね、 今度 ¥ ぉへ歸 つたら、 どっかで 偕 金 をし 

て、 家 を 一 軒 建てる よ。 自分で 設計 をして さ" 此の間う 

ちから、 それ を考 へて るんだ が. 庭 はどうい ふ 風に しょ 

ぅリ 木 を植 ゑる とすると、 どんな 木が いいかね〕 

あや子 サ ルス ベリって い ふ 木ね、 あの 木、 あたし 好き… 


サ ルス ベリ か、 あれ もい いねり 

1^ の 木 は …… ？ 

おい， よせ〕 

*^ゃ子 なによ， そんなに 大きた 聲を 出して、 见っ ともな 

いぢゃありません か」 

亮太郎 やつば り 云って しま はう- いい か、 君 は、 僕に か 

くして る ことがある だら う。 栗の 木が 何ん：； T どうして 

君 は. そんな こと を 云 ひ 出 すんだ- 栗の 木の 下で どうし 
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から …… 

亮太郞 もうい いんだよ〕 僕が 惡 かった よ。 家の 方 は、 そ 

ん なに 廣 くな くっても いいね」 

あや子 そんな こと、 いや、 誤魔化さう となす つち や …： 

あたし、 聽 かないから …… 。 0^ 产 S 倣る) 

亮 太 郞 だ から， 僕 が わるかった つて 云って るぢ やない か。 

もう わかった よ： 何とも 思って やしないよ〕 

あや子 ほんと ね。 

亮太郞 ああ、 ほんと だよ 

あや子 きっとね〕 

亮太郞 きっと. たよ) そんなに むきになる 奴が あるかい。 

常談 なんだ よ、 あれ や …… 「- 

あや子 また、 そんな ：.： - 

亮太郎 だから、 それでい いって 云 ふのに ：：： ： うるさい 

な あ C  (いきな， リ、 急 ざ 足で 外 LL 出る。 が、 しばらくし 

て、 \i ^つて 來る) 綺麗に 晴れて る 一 星が 一 杯 だよ、 {. ^は 

…… ： 此處へ 着いた 時 は 朝だった ね。 さう さう- そこで 

辩當を 食った つけな、 あん 時 は， それでも- 大いに 歸省 

氣 分かな ん かで >  輕 便の 時間 を 待ち遠しが つた もんだ。 

1 と 月のう ちに、 變れ ば變る もんだ ね、 氣 持なん ていふ 

もの は …… ？ しかし、 人間に は、 ほんた、 「に 故 ：！. とい ふ 

も か 必要な のかね え。 君なん かどう だい ：- 東京が 戀し 


いとい ふの は. 故 IT たからと いふよりも、 都會 だからと 

いふ 理. a の 方が 主 だら う。 僕が 柬京 を. お t がるのと 同じ 

わけに 違 ひない- 都會は 住んで みないと、 ほんた うの 有 

難 味が わからない。 田舍の 生活 は- 想像して ゐる 方が 樂 

しいと いふの は眞理 だね。 

あや子 それ も、 人に より はしない こと？ 

亮太郞 人に よる かも 知れない が、 田舍 はもう 懲り；^ り だ。 

あや子 やつば り、 家と いふ ものが 中心に ならなければ 


亮太郞 それや、 さう だ。 結 情愛の 問题， たね- 親と か 

兄弟と か —— 君 はま あ. さう いふ もの はない からい いけ 

れど —— 煩 はしい 關 係と いふ 以外に 意味の ない もの かも 

知れない よ、 どうか するとね。 

あや子 それが 不思議よ、 あたし ：… 、い 

亮太郞 僕 だって、 不思議で ない こと はない さ。 こんな 箬 

ぢ やない と 思 ふこと も あるが、 さう 思っても、 やつば り 

どうす る こと もで き な いんだから しゃう がない」 

あや子 不幸ね。 

亮太郞 フ カウ ；… ？ 

あや子 ふし あはせ ね。 

亮太郎 ああ、 さう さね …… C まあ、 しかし、 それ もどう 

だか わからな いさ。 肉親の 愛 だけが、 人間 を 育てて 行く 
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亮太郎 (起ち 上り) よし …… 。 

め や 子 (額な そむけ、 指り 先で、 そっと ふく) 

亮太郎 その 邊，^ 步きま はりながら) 村で 一番の 栗の 木 

よ、 今年 もうん と資が 生れ。 

— 幕. II 


C6  -iVij- のョ!  a 


西 高 同大 


原 


尾 


里 


敏 り 牧 
夫 江 子 貢 


の 

J 严 * 

刖 


揚 


走りに 現れろ。 

牧子 どうも， お 待たせし ました。 兄が なんにも 云って つ 

て くれない もんです から、 間 誤つ いちまつて …… 。 (雨 

人 腰 V, どお， 二，) 普段から、 兄 は 兄 * あたくし は あたくし 

でせ う」 何 一. っ手傳 はせ な いんです の" あたくし も、 ま 

た. それ をい いこと にして、 商 分 勝手な ことば かりして 

ゐ るんで す： けれど …； ですから、 かう いふ 時、 困り ま 

すの： でも、 留守に する ことなん か、 滅多にな いんです 

ものね。 さう です わ * ここへ 引 込んで から * 今日が 初め 

て ぐらろ です わ- 東京へ なん ぞ 出ました の は …： -- 

より江 もう、 おから だの 方 は. すっかりお よろし， いんで 

す 

收子 だら、 「と 思 ふんです けれど .：• その後、 風邪 一 つ 引 

きません し …… - あの 顔色です もの、 大丈夫で せう。 

ょリ江 ほんと に、 畏 らくお 患 ひに なった なんて 思へ ませ 

んゎ。 でも. まあ， あたたが、 よく ：：： " 

牧子 ええ、 これ も、 仕方が ありません-； I に なんてい ふ 

と、 えらく 悟った やうです けれど、 あたくし たち は、 御 

承知の 通り、 珍ら しく 身より つてい ふ ものが な いんです 

からね。 物心の つく 頃から、 兄 一人 妹 一 人で、 育って 來 

てるんで すから， かう して 一生. お 互の^ 話に なって 一 # 

すなん ていふ ことが * それほど 不自然に は 思へ な いんで 


東京 近郊で ある。 

一 月屮 句の 午後 五 時 11 

第 一 場 

4<  m.^ の 家 の 應接問 —— 石油 スト-' .フ —— くす んだ色 

i 線の 硬い 家具 11 正面の 廣ぃ fi 子 pv^ 透し 

て、 グ" i ン • ハウス * フレ ム 及び 花； W の 一 部 

が 見えろ" 

^子-：!' に 近く、  一 リ 江： -丄 一十 五 六 お に u^,) ろ — 

I が， •  ちっと 外,^ 眺めて ゐ ろ- さつば".， た 洋装. 

—— 間 —— 

火 S; 收子 11 1 1 十 八 九 4i ぐら！ ぬ， め？？？ -  .r^  女： rll.^. 
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すの。 (問) それや、 兄 さへ そ-の 氣 になって くれれば、 

兄の 世話 は、 「そ 0 人」 に 委せて. あたくし は、 外へ 出 

るな りなん な り 出來な いこと も あり ま せ んけれ ど - ！ そ 

の爲 に、 一 通り 覺 える こと だけ は覺 えてお いたんです 0 

よ n さあ- それが、 何時の 役に立ちます やら …； 」 

よ" 江 タイプ ライタ ァも なすつ たんです つ て …… 0 

•i^- 子 タイプライタ ァ は 邦文 0 方 だけです けれど、 速記 も 

序に K ほひ ましたし …… C それに * 何時ぞや、 神 田で お 目 

にか かりま したわね、 あの 頃 は、 ミシン を やって ました 

〇 よ e 

ょリ. 江 さう です つてね。 あれから. もう 四 五 年に なり ま 

す かしら … … C 逗子 か ら お 通 ひ に な つ て た んで せう- 

牧子 ええ。 兄の 病氣 が、 まだ ひどい 頃でした」 晝間 だけ 

看譃 1- につ. いて 貰って ：： 。 (問) をれ でも あの 頃 は 若 

う 御座ん したわ。 

(沈 5 

より江 でも、 不思議で すわね、 こんなと ころで、 お 目に 

かかる なんて …… C 標札 を 見ろ と、 大里貢 …… なんだか 

いた こと 〇 ぁる^^？前だ と は 思つ て ま し た 0 。 毎 曰 通る 

ん でせ う。 あなたのお 兄樣 だと 知ったら …… 。 それでも 

あなたが 御 1 緒に いらっしゃる かどう かわから ないし… 

；。 あれで、 昨 曰、 停車場で あなたに 御 目に かからな か 


IRS 
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より：： i それ はさう と * 兄 さまの、 此の 御商寶 も、 なかな 

か 面白さう です わね。 御 繁昌で 結構です わ，" 

收子 ところが， 商寶 つてい ふの はおば かりで、 ほんと は 

道樂 なんです の。 ですから， 流行らな いのは 我慢が でき 

ると して、 根が 無愛想な たちで せう。 一度 来たお 客樣は 

大槪、 二度と 來 なくなって しま ふんです の。 (il:> でも、 

あなたの やうな お 客樣が あると、 それや. よろこびます 

わ。 い i え、 それが ね、 お 交際が まるでな いんです から 

ね" 口に 出して は 云 ひません けれど、 やつば り 寂し いん 

でせ う" 舉校 時代のお 友達 も * ここへ 来てから、 訪ねて 

下さる 方 はた だの 一 人 もな し、 あたくし がまた、 引 込 思 

案な もんです から、 御 近所 づき あ ひさへ、 ろくにし ない 

方で …… 。 (間) それに * また、 いろいろお 話 も あるで 

せう。 ほんと に、 時々 いらし つて 下さい ましね。 毎日で 

もよう 御- 11 ん すわ。 今晩は、 ゆっくりして いらっしゃれ 

るんで せう。 も うぢき 歸 つて 來 ます わ。 

ょリ江 ええ， ありがたう 。昨日、 一寸 御 目に かかった だ 

けです けれど、 なんだか、 親しみの もてさうな 方って い 

ふ氣 がしました わ。 不思議ね え- 以前の こと を、 それで 

も * いろいろ 思 ひ 出しました わ" それに、 やっぱり. 草 

花なん か 作って おいでになる 方 は、 どこか、 自然と 同じ 

呼吸 をして いらっしゃる のね。 これからち よいちよ いお 


話が できる のは樂 しみです ゎリ 

牧子 ちっとも 覺 えてら つし やらない つて • 不思議で すわ 

ねつ 兄 は、 あれで 學校 時代に は 法律 を やったり、 文學を 

やったり したんです けれど、 法律 は 始めから 嫌 ひでした 

し、 文學 は、 物事 を複雜 にす るから つて、 買 ひ 集めた 本 

を、 みんな 賣 つてし まひました のつ でも、 時々、 歌なん 

か 作って るら しいんです のよ。 

-~ リ江 あたくし なんか、 本が 讀み たくっても * 暇が あり 

ません もの。 

(長い 沈 默。) 

(此の 時、 fi 子戶 越し Li* 大 かフ ノ ム^!^ 11 つて 

ゐ ろ.^ 义が 見える。) 

リ江 (貢の ゐ ろのに 氣 づき) お 兄 さまが ぉ歸 りに なつ 

たやう です わ。 あたくし、 お 暇しょう かしら …… 

牧子 (外 ふリ 返り) あら、 何時の 問に か …… 。 (立つ 

て 行って、 ^子戶 に 近づき， それ.^ 細目 Li 開け) 兄 さま 

もうお 歸り になった の。 

貢 广 腰.^ か. かめた まま) 誰か 来なかった かな。 

收子 學 校の 前の 花屋さん から、 いつもの 人が 来て， チュ 

リップの 球根 を 少し 分けてく れつて 云 ふんです の。 わか 

ら ないから、 今夜 出直して 来て くれって、 さう 云って 置 

きました。 それから、 去年 • 一度 来た、 あのお 爺さんね- 
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景 でなくなる でせ う。 え え と * 紅茶で も 入れ た ら どう だ，。 

ょリ江 もう、 どうぞ、 おかま ひなく …… ： 

牧子 おかま ひがで きれば いいんです けれど ：.： 。 すつ か 

りお 話に 夢中に なって …… 。 ねえ、 兄 さま、 より江さん 

はね、 あの …… (頭 に 兩手 1^ や"〕 いろんな ことが * ご 

つち やにな つて …… 。 (起ち 上ろ) 

貢 まあ、 ゆっくり 聞かう。 それより、 お菓子が あつたか 

な あ。 

牧子 さあ …… ： (奧に 去る) 

ょリ江 橫濱 は、 錢 橋まで いらし つたんで 御 鹿い ます か。 

貢 ええ、 鉛の 蓿く處 を 見て 來 ました」 ボル トスと かいふ 

佛 蘭西メ ー ルで すが、 なかなか 立派です ね" 

牧子 (茶の 道具， 化 持って 現ろ) すぐお わかりに なり まし 

た。 

貢 わかった さ。 西 原の 奴、 五 年の 間に、 すっかり ハイ 力 

ラ になって 來 たよ。 あの方 ぢゃ、 なかなか 出世して るら 

しいね 0 出迎 人が 大した もの だ。 やれ、 何々.^ 3 の總 代， 

やれ 何々 新聞の 記者. さう いふ 連中に 奴り 卷かれ て、 お 

れな ん か * 眼と と で • 一 寸挨投 し ただけ だ- > 

牧子 何 を 研究 に いらつ しったんで すか っ勞働 問題です か 。 

貢 まあ * さう さ。 あの 男 は、 しかし、 なかなか 才人 だか 

らね。 なんでも、 芝居なん かのこと も 調べて 來 たらしい 


前の^ a 


よ J そんな こと を 新， ば 記者に， 話して たぞ〕 大いに 民衆 劇 

の. ぽ" 励 を 起 すんだ さう だ どうです、 高 尾さん、 僕 C 友 

人の やる w{ 衆 劇 を * 一  つ- 兑に 行って やって 下さい- 

より江 お 芝： なら • あたくし、 大好きで すの- 

R 芝！ ^も， 長く 觀な いな あ. リ 

收子 おめた. から) より、 びさん に 案内して 頂いて • 

何時か 行か う ぢ やありません か ■ 

nu; お前が さう いふ I， ど 起して くれれ. はありが たい" 高 尾 

さん は、 われわれの 生活に， 何 か 非 に ti: い 11 例へば 

光りの やうな もの を與へ に 来て 下す つたんだ ね。 失禮で 

すが、 御主人 は何處 かへ お 動めに でも ：… " 

收子 それが、 今、 お 一 人なん です つ て …… 。 お母さんと 

御 一緒 は 御 一緒なん だけれ ど …… 。 

-ュ只 へえ、 さう です か. - 

^ 子 より江さん がわ、 一 溫室を 見たい つて おっしゃ 

ろの。 兄 さま、 あとで 御 案： 2 してね.' 

S ああ、 いいと も …… 0 今， あんまり 花 は， 咲いて ません 

よ。 ぢゃ. 一 ほくなら ない うち. 一 廻りして 來 ませう か。 

より江 でも， お^れに なって やしません かしら ；… 。 今 

曰に 限りません わ.^ 

.K ちっとも 疲れて なんか ゐ ません。 (起ち 上る) 


牧子 (制して) まあ、 お茶 を 召 上って からにな すったら 

…… " そんなに 齒く もな いんです から …… 0 

ピ；只 (膝な おろ. し) それや さう だ」 

よ" 江 今、 どうい ふ 花が 〔おいて！ In. リ ますんで すの- 

ャ K 今 は ね* さう です ね：： シクラメン、 ヘリ オト 口 ォプ、 

シ ネ ラリャ  つ 

ょリ江 へえ、 ン ネ ラリャ が  C 

牧子 そん な に 感 心 なさろ 程 ぢ や あり ません のよ。 ほんの 

中譯に 咲いて るんで すの. - 

ぶ 只 そんな こと 云 ふなら- 此の 春釆 て御覽 なさい。 チ ユリ 

ッ プ が ど ん な に ハぉ いてる か ， ま る で 和 蘭 へ 行つ た や う で 

すよ。 それから ヒ ヤシン ス * これ は 東京 中で 一 番見 事な 

花 を，：^、 かして 见 せます。 

牧子 效 能！ はも、 っ澤山 …： 。 それだけ のこと を、 他 のお 

客樣 にお つ し やれたら、 えら い ん だけれ ど …… 。 

貢 云って るよ、 みんなに 云って るよ。 

ょリ江 あたくし も、 花の 作り方 を敎 へて 項 かう かしら… 

1K あなた、 さう いふ こと、 お好きです か。 かう いふ 世話 

をして みたい とお 思 ひになります か。 • 

ょリ江 ええ、 食べて さへ 行ければ …… (笑 ふ) 

收子 さあ， それが 問題です わ。 
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貢 (起ち 上り) ぢゃ、 お 伴し ませう。 

より江 0 、れん 釣リ： まれる やうに 起ち 上リ) どうぞ… 

(兩 人出で 去る、 やがて、 ti 子 越しに、 二人の 後 姿が 

見える。 牧子、 一. っ&、 ぽん や リーての 方ん 鱼てゐ るが、 

思 ひ 出した やう LL、  くろり と 正面ん」 向く と、 1^1 は，. ゃテ 

，プ レ， の 上に 突. V ヽ 兩 手で- 镇ァど 支へ ながら- 何事 か 嘆 

想 に 耽る。 此の間 *  S とより 江の 姿 は、 現れた リ" ^ 

れたリ する。 長 い 問」 牧子 は、 突然- テ ー ズ ,£れ 

るが、 何となく そ は そ.：： し；^. 子で、 茶器，^ 片 づけた 

リ、 窓から 外 リ、 鏡の 前に 立って 髮ん- ^した リ- 

つくづく 手の甲^ め 入った リ などす るつ 再び い 間。 

やがて、 また， 彼女 は、 書架の n ょリ寫 萬 帖ズ尸 • 取り a:: 

し、 その 緣リ 始めろ。 そして. 低く、 「西 原」 「西 

原」 と 云って 見る) それに、 消え ァ， けた. 記. 说.； ^呼び 覺 

まさう とすろ ものの 如くで もろ： え た寫 眞帖 んょ綠 る： 

一 つの 寫眞. ^長く 見て ゐる。 外の c 止 音に ilsrv て • 寫眞 

帖 1< ^元-い： 虔 しま ふ。 貢、 續 いて * より江 S ^る。) 

收子 外 は lii- いでせ う。 

ょリ江 溫室 かム 出る のがい やでした わ。 さあ- も 、つお 暇 

しなく つち や …… 。 

貢 まあいいで せう。 


收子 ほんと に、 おうち さ へ よければ …： 。 

より江 いいえ、 遍 くなる と- やつば し 母 一人です から、 

それに、 あ C 邊 は、 それや、 寂し いんです のよ、、 

ぶ 只 お， 逸りし ませう か。 

より江 まだ 大丈夫で すわ.，」 ぢゃ、 御免 遊ばせ。 また、 い 

づ れ近 い うち にお 邪魔 させ て 頂き ます わ。 

收子 そんな こと 仰し やらないで、 毎 曰. 是非 ：… 。 

より江 (笑びながら) お 兄 さまのお 留守の 時 を はは か-つ 

つてね …… 0 

贡 どうしてです。 え、 ど、 「して …： 。 

(ょリ 江 > ^送って、 .ュヌ、 牧子、 出 づ。) 

-  なの 聲 さよなら。 

ミリ 江の 聲 さよなら。 

C 'やがて •  ^！-^ろ。) 

.r: 只 (あたり， 少兑 廻しながら) 此の 應 や：！ 一 間 も (4- に 立った ね。 

(^) おい、 牧 子、 一寸 來て御 ボケ ット から * 色々 

の 化^品ん „2T リ 出しな が ら) 來て御 つてば … … 。 

收子 (現れ) お腹が. S いてらつ しゃる でせ う。 

腹 は 空いて ない。 これ、 どうだい リ 

牧子 (不， ^さう-し K のす る、、 とん、 ：3,】 なから) それ、 なん 

です の、 一 堕 . ：： 0 そんな もの、 ど、 つな さるお つもり… 
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華や かな 11 さう だ —— 二人の 華や か な 友達が 訪れて 來 

るんだ。 來 たと 云っても いい。 あいつ は、 きっと 來 るよ 0 

牧子 兄 さま" より江さん を どうお 思 ひに なって …… ？ 

M 氣 持の いい 人 だね、 何して るの？ 

牧子 外國 人の 商店に 働いて るんで すって ：… 。 賣子 みた 

いなもん かしら ：：： ？ でも" 下品な ところ はない わね 0 

貢 さう か、 職業婦人 だね。 なんでも いいさ 二 お 嫁に 行つ 

たって 云 ふの はどうし たの。 お前， 昨夜、 さう 云ったら 

う。 間違 ひだった のつ 一 

牧子 一 度 行つ たんだ けれど、 うまく 行かな か つ たらし い 

の 0 

lia; は あ。 なに、 かま ふもん か. そんな こと …… \ 友達と 

して 交際 ふ 分に や、 一度 目 だって、 二度目 だって かま や 

しないつ 

收子 友達と してなん て 仰し やらな くっても い いぢ や な い 

の 0 

貢 まあ、 さう、 つけつ け 云 ふなよ- おれ は、 しかし、 駄 

目 だ。 そんな 氣は 起さない 方が いい。 それよりも、 おれ 

は、 何時も 云 ふ 通り， お前の こと を 心配して ゐ るんだ。 

それ も- 今までの 生活で は、 何時 どうと いふ 望み はな か 

つた。 しかし、 かうな つて 來 ると、 お前の 周圍 にも • 明 

るい、 和やかな^ 氣が漂 ひ 出 すんだ。 それ を， お前 も、 


袁 おれが どうす る わけ もな いぢ やない か。 お前に 買って 

來 たんだよ。 

子 あたくし、 眉墨 ゃ頓 紅なん か、 もう 使 ひません よ。 

使 はなく つても いいから、 しまつと けつ 

子 何 を 思 ひ 出して、 こんな もの 買って らしった の。 

いろんな こと を 思 ひ 出して さ。 それ はさう と、 お前、 

西 原 は 一 人で 歸 つて 来たよ。 金髮 美人 を 連れて 來る だら 

うなん て 云って たけれ ど …… 。 

收子 まだ、 どう だか わかる もんです か。 後から 追つ かけ 

て來る こと だってあります わ。 

HM 1?^ ひ い 奴 だな あ。 しかし、 あいつ、 おれん とこなん 

かへ 遊びに 来る かねえ， 久し振りで ゆっくり 話さう つて 

今日、 手紙 を 出しと かう と 思 ふんだ が …… 。 當分、 神 田 

の 鳳仙閣 つてい ふ ホテルに ゐる らしい。 一人 ぢゃ、 家 を 

持つ わけに も 行くまい しね。 . ^さん、 お前が かう してる 

のを兑 たら、 きっとび つくりす るぜっ 

牧子 (そんな 話に 興 味 はない とい ふやう-し) ちゃ、 御飯 

の 支度 をして 來ま すわ。 

お まだ 早い よ。 もう 少し 話 をしょう ぢ やない か。 今日は 

なんだか、 いろんな ことが 新しく 始まる や、 「な 日 だよ。 

今日まで、 世 問から 離れて， たった 二人つ きりで、 途 つて 

來た晴 い 生活の 中へ、 思 ひがけな く， 同時に， 二人まで 
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感じる だら う。 感じなければ うそ だ. - 感じる やうに しな 

くち やい けない よ。 さう なれば 占めた もの さつお 前 は、 ま 

だ 若い。 いや、 若 いんだよ" あの人 を 見ろ。 より江さん 

を …； 。 お前と 同い年 だら う。 あれが、 つまり I 周圜の 

签氣を 感じて ゐ る證據 だ。 お前 も、 あの 通りに なれ —i 

笑 ふ 奴が あるか。 

收子 男って 吞氣な ものです わね。 いくつに なっても 想 

があって …… そして • その {人& 想に 相應 した 興奮が あって 


貢 何 を 云 ふか" おれ は、 今日、 自分で も 少し はしゃぎす 

ぎるな と 思って ゐる。 だからって、 別に、 さう いふ 氣持 

を 抑へ る 必要 はな いぢ やない か。 これ はほんの 譬 へ だ が 

ね、 今、 より江 さんが おれの 細君に なり、 西 原が だよ， 

お前 旦 f 部さん になって くれて さ、 さう いふ 二 組の 新し 

い 生活が 始まる としたら、 お 互に、 よろこん でもい いぢ 

やない か e そ れ はあり 得ない ことか も 知れない。 し か し 、 

一昨日より は. あり 得べき こと だら う。 さう いふ 今日に 

週り 會 つたこと だけ で も 幸福 ぢ や な いか。 希望 は 逃 げ て 

行く もんだ 「) しかし、 希望が 一 つ 時で も、 こっち を 向い 

て 笑って くれれば、 こっち も、 大いに 笑つ. て やれば いい 

ぢ やない か 一) 

牧子 をん な 理 窟は 或り 立つ か どうか 知りません けれど • 


兄 さまの、 さう いふ ー兀氣 なお 顏を 見る だけで も • 晴れ 7;： 

れ します わ。 より江さん は • いろいろ 事情 は あるで せう 

けれど、 きっと、 そのうちに 兄 さま を 好きに なると 思 ひ 

ます わ。 兄 さまさへ、 今の やうな ぉ氣 持で いらし つたら、 

話 は、 とんとん 拍子で きまる と 思 ひます わ。 さうな つた 

ら、 あたくし も 安心です わ。 ここのお 勝手 を あの方に お 

預けして、 あたくし は、 どっかへ 働きに 出ます わ。 でき 

れば、 あの方の 今の 仕事 を 譲つ て le„ 、くやう にします わ。 

貢 そんな こと をし なくっても いいよ。 お前 はお 前で、 ち 

やん と、 結婚 をして • 此の 近所に 家 を 持つ さ …… 。 さう 

する まで は、 そんな. 働きに なん ぞ出 なくった つて， 一 

緒に 家の 仕事 を すれば い いぢ やない か。 あの人 は， 花 を 

い ぢ る の が 好きだ つてい ふ か ら 、 そ つ ち の 方 を手傳 つ て 

|1貝 つても いいし ：… 0 

牧子 とにかく， もう 少し、 おつき あ ひして みないと わか 

りません わね。 

貢 それ もさう だ。 急ぐ こと はない さ. 下手に 切. リ 出して 

もうこ こへ 來な いなんて 云 は れ ちゃ、 な ん にもなら な い 

からね。 それ くらるなら、 始めから なんにも 一. ム：！ fT にゐ 

て、 いつまでも、 友達と して 出 人 をして 貰った 方が いい 

よつ ああい ふ 友達 は 是非、 必要 だ U われわれの 生活に 

は …； 0 さっき、 温室の 中で • おれの 手 を 見て * まるで 
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木の 根みたい な 手 だと 云 ふんだ J 觸 つて 御 覽な さいって、 

手 を 出したら. 面白がって、 指で 撫でたり なんかす るん 

だよ。 ああい ふ 友達 は 是非 必要 だね、 われわれの 生活に 

i  0 

第二 場 

じ^ 拔 リ 

三 H: 下句 I …午後 一 s-s^o 

鉢木植の^：^花 •—— 新しい 裸體螯  輕 快な 蔓ラ ンプ 

など- ン  . 

^と^£-と-か，^.叫，パどしてゐる。 

^ か、 「して、 君が 遊びに 來て くれる こと は、 僕らに， ま 

だ： iHW -斐が あろと いふ こと を敎 へられろ やうな もの だ。 

ああして •  I5S が. 僕の 健康の 爲 めに 乾杯して くれたの を 

兑て、 牧 f は 泣いて たよ" 今 も、 どっかへ 行って、 まだ 

いてろ だら う- . あいつ は、 どうして あんなに 氣が 

弱い のか、 近頃 泣いて ばかり ゐ るんだ。 (大きな 聲で〕 

おい、 牧.^ …… 。 

w 原 まあ， もう 少し 靜か にさせて おいて あげたら い いぢ 

やない か。 かう して ゐ ろと、 いろんな ことに 氣を遣 ふだ 

らうから ね。 

K なにしろ、 僕達 は、 あんまり 世間から 離れ 過ぎて ゐた 


よ 0 

西 原 もう わかった よ" いつまでも そんな こと を 云って た 

つてし やうがない つ これから は、 大いに 交際 を くす る 

さ。 君 も. 早く 細君 を 貰ったら い いぢ やない か。 

貢 (狼狽して) いや、 なにしろ、 あいつから 片 づけな く 

つち やね。 

TO: 原 君 は、 それで， 食 ふに 困らない 时寵は あるんだ し、 

早く 妹さん を片 づけて、 一度 西洋へ でも 行って 來 るんだ 

ね。 さう すると、 人 を あんまり こ はがら なくなる よ。 早 

く 云へば 圖々 しくな ろよ。 おれみ たいに …… 0 

M いや， その IT ちゃ、 牧 千なん か は、 女 だからで も ある 

が、 久し振りで 會 つた 君に さへ、 あ C 通り、 ろくに 口が 

利け な いんだから ね。 今日は これで. 四 度 目 かい。 まだ 

昔 通りに はいかない らしい。 

西 原 七 年 も 別れて ゐ ると * さ うだらうな C こっち は、 割 

合に、 變 つてない つもりなん だけれ ど …… 0 

貢 だから、 思つ てること が 云へ ない。 云 はう と 思って る 

こと を • みんな 相手に 云 はれち まふんだ。 

西 原 それや， どう だか …… 。 

赏 (云 ひ 一 d して) みんなで もない が、 どうで もい いやう 

な こと はさ。 (苦笑す ろ) 

(牧 子が 盆に コクブ のせて 現れち。 なろ ほど、 泣い 
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た 後と に 察せられ るが. S へ る ほどの 若々 しさで あ 

る 0) 

牧子 こんな もの、 お 口に あ ひます か、 どうです か ：：： 0 

i,i 原 今 H は、 あの方， 見えな いんです， 

牧子 あ、 より江さん …… 0 さあ、 もう 見える かも 知れ ま 

せん わ。 日曜の 午後 は、 たいがい、 見えます から …… 。 

^.M 君に 侖： I つたら、 いろんな こと を 云 はう と 思って たんだ 

さう だ - 

西 原 だれ？ 

ぶ 只 いや、 こいつが ね * ところが、 君の 顏を兒 たら、 なん 

だか、 氣 おくれが して ：… 。 

收子 あら、 氣 おくれ なんて、 そんな …… 。 

西 原 僕 はね， 牧 子さん、 向、 つに 行って る 間， 何 處へも 手 

紙 を 出さな かったんで すが、 一度 だけ、 あなたの 處へ綰 

端 書 を あげ ようと 思った こと が ある ん で す よ。 思った だ 

けぢゃ 仕方が ありま せんが、 それ は、 そん 時， 丁度 切手 

を 買 ふ 金がなかった んで すよ。 そ の 端 書 つ て い ふ の li 

多分、 今でも 何處 かへ しまって ある 箬 ですから、 此のつ 

ぎ、 持って 來 ます。 

牧子 まあ、 なんの 繪端 書で せう。 

西 原 あなたに 似た 女優の！！！ i 書です よ。 OKLL) よく 似 

てるんだ よ。 佛蘭西 C 女 は- そんなに 毛唐 臭くない から 


牧子 まあ、 ぁたくしに似た女；^^^なんて、ゐますでせ、「か。 

S 女優って 云へば. 牧 子さん、 一つ， 女ぬ になって み 

ません か。 

:u 子 あたくし がです か。 女 •al にです か。 人が 笑 ひます わ" 

西 原 處が、 笑 ひません。 なせ 笑 はない かって 云へ， if 職 

業 俳優に は出來 ない 芝居 を や るんで す C 僕たち は、 今度 

市民 劇場 つてい ふ 遊 動 劇圍を こしら へ るんで すよ。 どう 

です. 晚、 七 a- から 十 時まで. 暇はありません か。 

牧子 さあ •  .  •。 でも- あたくし， 舞^なん； てへ 出たら、 

足が すくん ぢ まひます わ。 

00 さう いふお を； I ら、 「ぢ やありません か。 足の すくむ 

役 を： (iss 笑 ふ) はいくら もゐ るが. 女が ろない 

ん でね。 

H は * どうして、 あ つ ち の 女と 結婚し な かった の- 

原 どうしてって- そんな 無理な こと 云った つてし やう 

がな いぢ やない か。 ねえ、 牧 子さん。 

黄 さう かな あ。 やつば り * 曰 本 女が いいかね。 

西 原 いや、 さう いふ 意味 ぢ やなく ね。 しかし、 今では、 

さう 云つ とくより ほか ある ま いね 二 

袁 君！； T 日本の 女の、 どうい ふ 女が いい。 

西 £i さあ. そいつ は、 見て みないと わからん。 


！ 
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貢 アトリエ づき だね。 それやい いぢ やない か。 

西 原 いいね。 見せて 貰へ ないか しら …… 。 

牧子 より江 さんのお 母さんに お 話 すれば、 わかり ませう。 

一寸， 行って、 伺って 來て みませう か。 

西 • ぬ なんなら、 散歩 かたがた 一緒に 行っても いいね。 

貢 それや、 それでも いいが …… (獨 言の やうに) 家 を. S 

つぼに する わけに や、 いかんし， おれが いきなり， より 

江さん の 家へ 行く の は、 初めてなん だから， 一寸、 工合 

がわる いしと …… 。 

收子 そんな こと、 かま ひません けれど、 とても、 わかり 

にくい 家です から …； 0 

西 原 ぢゃ、 僕が 牧 子さん について 行かう。 

貢 ああ、 さう した ま へ 。 それが い い。 

s^. 西 原と 收 子と.^ 送リ 出してから、 やがて、 そ 

の 姿 1^、  fi 子 戸の 向う に 現す。 しばらく、 立った まま、 

• ちっと 1 點,^ 見つめて ゐろ。 晴れ やかな 微笑。 それ か 

ら、 上^^*5^肶ぐ0  ^草 LL 火.^ つける 0 その 燈.^  、 空 LL 

向って、 大きく 吹く。 煙草 > ^喫 ひ 終ろ と、 、溫 室の 中 か 

ら、 鉢^ 二 つづつ 蓮び 出して * 花壇に；！^ ベ はじめる。 

長い間。 

此の 時 * より江の 姿が、 また 砲 子 戶 の 向う に5^ れ ろ。 

貢 見つけて、 その 方 LL 近づいて 行く。  二人 は 立 話 


兑 てみ たうちで は、 どんなの がよ かった。 

^ さう いふつ もりで 見て みないと ね。 

さう いふつ もりで 見て みろ よ。 

子 (たま リ 兼れ て) 兄 さま、 西 原さん さへ およろ しか 

つたら • 少し その 邊を御 一緒に 散歩で もして らしったら 


a 食後- 少しづつ、 歩く ことにし てるんだり なに、 今日 

はどうで もい いんだ。 € 

ro^M 歩くなら 歩かう。 

K 此の は. 森が いいんだ。 ああ、 さう さう、 家 はま だ 

見つからな いの。 

^■m. それが ね、 市中 はやつ ばり 駄目 だよ。 と 云 ふの が、 

容が 多くって ね。 

贡 そんなら、 此の へ 来たらい いぢ やない か。 家 はいく 

らも { 仝； いてる よ 0 そんなに くな くっても いいん だら う。 

あの 家 はどう， かね， 尼寺の 隣の 家 さ。 此の間まで 札が 出 

てた せ。 

牧子 あそこ は fir はたて やかましいで せう。 それより， あ 

れ はどうで すかしら …… ，^ 少し 不便です けれど、 より江 

さんの 御 近所に、 なんでも、 畫 かきが 建てた 家が、 建て 

たつき りに なって るんで すって … … 。 惜 手が あれば i^tl; す 

らし いんです よ。 


'室^ 
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すろ。 より江の 快活な 笑 ひ聲。 おは、 また 仕事 L1 かか 

る。 ょリ江 は * それ^ 見て ゐろ。 そのう ちに、 彼女む 

手傳 ひに： J める リ 化 事の 句切が つくと、 二人 は， 應接 

問に は ひって 來 る。) 

袁 今の 家 を 借りた つてい ふの は、 やつ ばり 畫か きです か。 

より江 ええ、 さう いふ 話です けれど …… 。 でも、 畫 かき 

らしくな いんです の， その 人が …： 0 

それが ほんと かもしれ ません ね。 ぢゃ， 西 原 君が 畫か 

き だって 云って、 は ひっても いいわけで すね。 先生た ち 

がっかりして 歸 つて 来る でせ う。 

ぶり 江 家なら、 ほかに、 いい 家が あります わ、 いくらで 

も …： 。 

貢 僕たち は、 あんまり 外へ 出ない から、 わからな いけど、 

一 つ、 心掛けと いて 下さい。 不便な の は、 いくら 不便で 

も かま はない つて 云って ましたから ：：： 。 

より江 西 原さん つて、 西原敏 夫さん て おっしゃる 方で せ 

う。 此の間、 報知 講堂で 講演 をなさい ました わね。 

貢 さう です か。 僕 は、 近頃、 新聞なん か 見ない もんだ か 

ら ；… 0 

(長い 沈 默。) 

. -リ江 隨分 活動して いらっしゃる やうです わね。 

M さう でせ う。 


(長い 沈 默。) 

より江 近頃 は、 お 忙し かありません の。 

M 僕です か。 いいや。 (問)、 僕、 かう いふ 歌 を 作つ たん 

です が、 どうで せう。 11 呼吸 もっかず、 足 昔 も 立てず、 

何者か、 忍び寄ろ 如し， 綻び を？ i ふ —— つ て 云 ふんです。 

實感 なんです。 

よ" 江 (考 へて) さあ ••：. "あたくし、 歌なん かわかり 

ません けど ：… 。 でも • あなた、 御，； m 分で 綻びなん かお 

縫 ひに な るんで すの。 

M あなたの 前で、 かう いふ こと を 云 ふの は：？ 笑し いです 

けれど、 妹なん ていふ もの は， あれで、 やつば り • 兄き 

の 身の ま はりの 世話なん か， 十分に できない ものなん で 

すね。 どうも， 自分のう ちって いふ 氣が しないら しいん 

です。 あれで 亭主 の 面倒が 見られる かと 思 ふ くら ゐ です 

よ。 橫 ifi? でしない わけ ぢ やないで せう が、 さう いふ 張 合 

がな いんで せう ね- これ 御覽 なさい (上^の 釗 が 取れ か 

けて ゐろ のな 見せ) これ だって、 氣が ついて ゐる のか、 

ゐ ない のか、 一週間 前から， このままです よっかう して 

(釦， や 引きち ざり) とれて ゐ たって、 こっちから 云 ひつ 

ける まで 直し やしま せんよ。 

ょリ江 でも、 それ は、 お 兄 さまが、 ずっとお うちに いら 

つし やる からです わ。 外へ お出 ましになる やうな 御商寶 


ITS  i^f のピ; ほ 


なら- きっと， 氣を おつけに な るんで すわ。 

只 そんなら， うちの 中 は" どうで もい いってい ふわけ で 

すね。 さう なんです よ。 此の 部 g だって、 あなたがたが 

兑 える や、 「になろ まで、 額 1 つかけ ようと しないん です 

から •：•： 0 さう いふ こと は、 女の 氣 持で どうで もな るん 

ですからね。 さう いふ、 うちの 中の 飾り 方なん ていふ も 

のよ  0 

より江 さ、 「です かし、 り …… 0 

僕 は * 自 分で 別段に、 趙 味の あろ 人間 だと は 思って ゐ 

ません が. 相當， if, 活に 趣味ら しい もの をつ けて くれる 

やうな 人間が • そばに ゐて くれれば いいと、 いつでも n 心 

ふんです。 さもなければ、 活氣 です。 こいつが 欲しい。 

おに、 だれき つて ゐ るんで すから • 僕達の 牛： 活は ：… 。 

iM,^ さ、 r は えません わ。 

近 でせ う。 それ は …： " あなたがたのお 陰です よ。 

殊に、 あなたのお 陰です。 いいえ， ほんと です。 漠は、 

今、 かう して- 兀氣 よく 働いて ゐ るの も、 あなたの 爲 めに 

なる ベ く 美し い 花 をハ. ^、かせようと い ふ 希菌が あるからで 

すよ。 あなたが 兒に來 て 下さら なくなったら、 僕の 温室 

の 花 は、 みんな 色が さめて しま ふでせ う。 

ょリ江 (戯談 に 取って) あら、 そんな …… 0 

K うそ だと 思 ひます か 。そんなら もっとお 話 をし ませう。 


僕た ち が 11 まあ、 僕が と 云 つても いい わ け で す が 

かう いふ 仕事 を 始めた の は、 別に、 それで 生活し なけれ 

ばなら ないから ぢ やな いんです。 なに か、 健康的な， そ 

し て 、 人手 を 慎 はさずに 自分 の 生活 を 明る くす る や うな 

仕事 はない かと， あれこれ 考 へた 末、 花 を 作って みょう 

と 思 ひ 立つ たんです。 牧 子に は， 物 を こしら へ 上げる と 

いふ 樂 しみが わからな いんです。 物 を 大切に しまって 置 

くこと はでき る。 しかし * 育てて 行く ことに 興 i 外が もて 

ない らし いんです。 おわかりになります かつ これ は， た 

しかに、 あいつの 生涯 を 暗く してる ます。 從 つて， 僕の 

…… 。 また 愚痴 を 云 ふやう です が， 僕の^ 活を， 半面に 

於て 不幸に して ゐる。 

よい： £ でも、 牧 子さん は、 どなたの 爲 めにあ あして * 今 

迄. お 1^ りで いらっしゃ るんで すの。 牧 子さん の 生涯が、 

まあ， 假 りに 暗い 生涯 だと すれば、 その實 任 は、 どなた 

にあ るんで すの。 

(長い 沈 默。)  . 

1； 只 G へん だん 憂 管-」 なろ) 

ょリ江 さう いふ ことおつ しゃる もん ぢ やありません わ。 

あたくし さう 思 ひます わ。 

(長い 沈 默。) 

赏 僕の 責任 もない ことはありません。 だから、 どう すれ 

I   
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ばいいん e す。 僕の 力で. それが どうかな るんで すか。 

より江 早く 牧 子さん を 自由にして おあげになる ことです 

わ。 

n 只 自 山に .：•： ？ あいつ は自. ffi です。 

£n 沈 酜。) 

より江 あたくし、 かう いふお 話 をし に 来たん ぢゃ ありま 

せん わね。 

貢 いいえ、 かま ひません。 僕に 間違った ところがあった 

ら， 云って 下さい。 僕 は、 さっき、 あんな こと は 云 ひま 

した けれど. 寶際 if 牧子 のこと を 一 ばん 心配して ゐる 

ん で すつ あな た が自. ffl にして やれって おつし やる 意味 は、 

どうい ふ 意味 だ か はっきり わかりません が * あいつ を 幸 

福に してやる ことなら、 どんな 儀牲 でも 拂ふ つもりで ゐ 

ます。 あいつが * 今. どっかに いい 口が あって、 嫁入り 

でもす る やうな ことがあれば * 僕 は、 勿論、 自分の 不自 

s ぐら ゐ は 忍ぶ つもりです。 

より江 (笑 ひながら) それ は、 あたり 前です わ。 それ は 

權牲と は 云へ ません わ。 

M ああ. さう です か。 なるほど、 それ はま づぃ譬 でした。 

そんなら、 どうしたらいいで せう。 

ょリ江 そんな こと、 あたくし にお 訊きに なった つて 存じ 

ません わ。 また、 お 答へ すべき こと ぢ やない と 思 ひます 


わ。 その 事 は， 牧 千さん が 一番よ く考 へて いらっしゃる 

箬 です もの。 

M あいつに は • 意志が な いんです" したくな いこと は あ 

つても， したい こと はな いんです からね。 それだけ は、 

僕が 一 番 よく 知って ゐ ますよ。 

より江 全くお 氣の 毒です わ。 

"只 あなたの 力で- どうか、 あいつに、 前 へ^み 出す こと 

を敎 へて やって 下さい。 あいつ は、 今， .HI 分の 股の 前に 

大きな 幸福が 待 つて ゐる こと を 知つ てゐる ん です。 それ 

を 知って ゐ ながら、 どうす る こと もで きずに ゐ るんで す。 

より江 でも、 さ、 つい ふこと は、 誰に だってあります わ。 

(長い 沈 默。〕 

より江 あたくし、 また 伺 ひます わ。 今日は 少し 急ぎます 

から …… 。 ぉ晝 までに 歸 るって 云って あります の。 

お、 それ ぢゃ、 御飯 はま だで せう。 

ょリ江 いいえ、 それ を濟 ませて 來た ものです から • 遐れ 

てし まひ ましたの。 一 寸 した 用事で も- なかなか 午前中 

には片 づきません のね。 またお 邪魔 させて 頂きます "(起 

ち 上り) 途中で、 牧 子さん なんかに お 遇 ひすろ かも 知れ 

ません わね。 

貢 まだ. いろいろお 話しした いこと も あるんだ けれど • 

御 都合が 惡 るければ、 また 此のつ ぎに しませう。 (、、 れ 


'が I の 


も 起ち 上リ、 より：； dv^ 送って 出る。 長い i?) 

より江の 驛 もう、 よろしん です のよ。 ほんと にもう …… 

あら、 ここが， こんなに 濡れて ます わ。 

VK の^ はは あ、 バケツが 漏 るんだ な。 チヨ ッ、 しゃう が 

ない な。 

(や. かて、 二三 通の 郅便 物ん， - もって 現れる。 その 一 つ.^ 

開封す ろ。 ^みながら、 椅子 v;!^ 引 寄 VJ、 腰 > ^おろ 

す。 ま 別 のん いて 譲む。 何れも * 何んでも ない 手紙。 

いふ 時の 精の なさ さうな 表情。 草花の 鉢 一  つ 取 リ 

上げ •  根ざ は、 それから 葉の 裘.^ 檢め、 不川 

な^^ 校み 採りな ど マろ。 窓 ざ はに 立って 外.^ ろ。 外 

へ 出る。 し. はらく して つて 來る。 また 出て 行く。 (長 

い S3、 

(此の， 盯、 收 子と 西 原と がに びって 來ろ 0ソ 

原 別に がな いんだから、 よう 御 鹿ん すつ ゆっくり 探 

す ことにし ま せ、 r-o 

收子 ほんと に濟 みません でした。 (入ロの方^^振リ返リ) 

さあ， どうぞ ••：： 。 かま はな いぢゃありません か、 そん 

な こと …； いやな 方ね。 

江 (^めら ひながら は ひって 來る) あら * お 兄 さま 

i …… 0 


牧子 何處へ 行つ たんで せう。 裏です わ。 一寸 呼んで 來ま 

すか、. り、 どうぞ、 御 ゆっくり …… (かう 云って 出て 行く) 

00 もう 少し 早い か遲 いか するとよ かったです ね。 . 

ょリ： あたくし がで せう。 

IS 原 僕達が です よ …； つ 

より江 おんな じです わ * それ ぢゃ …… 0 

四 原 お母さん はま だお 若いです ね。 

ょリ江 あたくし がお 婆さん だからで すわ。 

西 原 さう お. 取りに なつち や 困ります よ。 あなた は 實に銳 

敏だ" どうです- あなた は 芝居 を やって 見る 氣は ありま 

せんかり 

より江 どうい ふお 芝居です の。 

西 原 勞働 者に 見せる 芝居です" 勞働 者と は 限りません が、 

つまり、 面白い 脚本 を、 頭の いい 素人が、 熟 心に やって 

大勢に、 安く 見せる 芝居です。 

ぶ" 江 あたくし に 出来ます かしら …… 0 

w 原 出来ます。 

ょリ江 暇が あります かしら。 

西 原 夜 は 何時から 暇です。 

i リ江 五 時から …… 。 

西 原 何時まで …… 。 

より江 母に 相談して みます が、 許して さへ くれれば、 電 
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赏 西貢 牧西牧 
原 子 原 子 


車が あるまで 

西 原 よろしい 0 雷 率 代と ぉ辩當 しか 出ません よ。 

ょリ江 結構です わ〕 

西 原 明日から * 僕の 事務所へ 來て 下さい。 

より江 母に 相談して みます わ。 

西 原 事務所 は此處 です。 (名刺 1 ケ 渡す) 

ょリ江 牧 子さん にも おっしゃって 御覽 になり ました？ 

西 原 先生 は、 舞峯： に 出る と、 足が すくむ さう です。 

より江 あたくし もさう かもしれ ません わ。 

西 原 無理に 勸 めら れ ない 仕事です からね …… 。 

より江 あたくし からお 勸 めして みます わ。 

西 原 お母さん さへ お許しに なれば いいんで すね。 

i リ江 ほかに 許し を 受ける 人なん か 御座いま せ ん 。 

西 原 さう です か。 

(牧 子、 績 いて， 貢、 笑 ひ 1 せ «h ベながら は ひって 來 

ろ ひ) 

殘 念な こと をした ね。 (ょリ 江-し) や、 いらっしゃい。 

より江 意氣 地な く. 引 張られて 參 りました。 

貢 さう あって こそです。 トランプ でもし ませう か。 

西 原 僕 は 知らない、 さう いふ 遊び は …… " まあ * 君達 * 

おやん なさい 0 

牧子 ぉ敎 へします わ。 


西 原 結局、 閑人なん だね」 

貢 いや、 閑な こと を 苦にして る 人間なん だよ。 

西 原 閑人と いふ もの は、 閑 を 苦にして る 人間 だよ。 悶を 

樂ん でゐる 人間に、 閑人なん か あり やしない〕 

赏 それ も 一 設 だね" さう すると * 僕たち は 問が あり 過ぎ 

る 〇 かな あ。 

西 原 あり 過ぎる ね。 

牧子 (水 1^ 持って ポ 小る) あり 過ぎ るんで すって …… 。問 

なんかありません わ。 


西 原 いや、 僕 は勘辨 して 下さい。 それより、 水 を 一 杯 ど 

ぞ …… 

只今、 紅茶 を 入れます わ • 

なに、 水で 結構 …… 。 水の 方が 結構 リ 

(取りに 行く) 

そ いぢ や、 まあ. 面白い 話で もしょう。 

僕に かま はずに、 やり 給へ。 

どうせ 暇 遣し さ。 何 をした つて 同じ こと だ r ，僕たち は、 

二人 きりだと、 よく、 トランプの 獨 り 占 を や るんだ よ。 

二人が、 めいめい、 默 りこく つて. あれ を やって ゐ ると、 

夜なん かね、 一 寸， 神秘的 だよ 「レ 

ょリ さう いふ ことが お好きら しい わね， お 二人とも：. 
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M こいつ tr 問 を 閑と も 思 はない 女なん です- 忙しい 忙 

しいって 云 ひながら、 何もせ ずに ゐる。 

收子 あら. うそば つかし …… ゥ 

より江 そんな ことありません わね。 あたくし なんか、 ど 

うかす ると、 なんにも する こと はない と 思 ひながら、 1 

方で、 なに かしな くつち やならない と 思 ふでせ うつ その 

氣 持が こん がら かって、 結局、 落ちつけ ない ことがあり 

ます わ。 

p^j  (Jwt- に) それ はあり ますね。 

牧 一へ 同 f さう いふ 時 だって …… 

より江/  ff w-l.^  t つまり、 さう いふ ことが …… 。 

〔互に 「どうぞ」 とい ふ 眼く にせ) 

西^  - 引取って) 閱は 出來 ちゃ 駄目 だね。 作る やうに し 

なくつ もや …； 0 

巧 それ を 云 ふだけ なら やさしい がね。 

西 原 商賣 にもよ る さ。 

牧子 西 原さん なんか は， おっしゃる だけ ぢ やないで せう 0 

(長い 沈 默。) 

贡 此の 部屋 はなんだ か陰氣 だな. - 外が 馬鹿に 明るいだ け 

に、 家の 中 は， なんだかす すけてて 慘 めだ G 


收子 また 外で お茶に しませう か。 

より江 溫 室の 前の 芝生が よう 御座ん すわね。 あそこで、 

何 か 戴く と、 味が 違 ひます わ。 

牧子 そ いぢ や、 さう しませう。 兄 さま、 一寸 * また、 手 

傳 つて 下さいません。 

赏 机 は あれで いいだら う。 

より江 ええ. です けど、 椅子が …… 0 

西 原 椅子なら、 僕が 持って行きます。 

ょリ江 あたくし も 持って行きます わ。 

收子 それ ぢ や- めいめい- 御 持參で …… 。 、先へ 出る) 

より江 1: その後； -ら、 綾いて ：>  何 かお 手傳 ひし ませ、 つか。 

牧 子の 聲 いいえ。 いいんです のよ。 

M  (ぶり 江が 持つ て 行かう と マ ろ 椅子 ん、 無 に 取り上げ、 

兩 手-し 一 ハ づ つ 持って 出る，； 

西 原 (これ も、 雨 手 -」ー つづつ 持って、 その後 LL 續く) 行 

きます よ。 

ょリ江 (ひと リ、 窓から •  ？ i 室の 方ん てゐ る" 懐中鏡 4- 

出し、 手 Inl. く 艇，^ す〕 

(長い間 O 

收 子の 聲 より、 y さん、 いらっしゃい。 

より江 はい (と 答；、 たさり、 - ちっと、 眼 > ^报る つ，」、 何 か 

考 へて ゐる" 寧ス、 何 か 1^ 待って， e ろ) 


貢 is: 貢牧 


(長い 間。〕 

の t 镲 いらっしゃい、 より江さん 

より江 いま、 すぐ C- さう 云って、 まだ， 動かたい) 

(長い間 じ 

(此の 時， お .然>  西 原の 姿が、 fg 子戶 LL 近く  れ る。 

よ リ江は それ 1=^ 知らす にゐ る J 

西 原 (極めて 落ちつ い.；^ 調子で、 しかし. 親しみ 籠. めて) 

お茶が 冷めます よ) 

よ. リ江 (ハク， こして， そ 5 方 f^l^" リ 返ろ) 

西 原 (朗らかた 微笑 か-以て 之に 應 へる) 

第 三 場 

IS じ應接 間」 

五月 初めの 夕刻、 七 時 頃 ：—— 

薄 ほい 燈火. —ー 窓掛が 風に ゆれて ゐろ。 

收 子が 現れる。 勿論、 前場の 若々 しさ は 去って、 もと 

の n 立たない 女 に な つ て ゐ る 0 窓 ざ ば に 椅子 ズ  1. 持って 

行って、 それ 腰ん」 かけろ。 ぼん や リ外プ ど 見て ゐ る-」 

呼 鈴が 鳴る。 

彼女 は、 一寸 首ん」 かしげて、 不思議 だとい ふ 眼つ きん； 

すろ が、 急いで 座 1=^ 起つ. - やがて 「あら、 どうな すつ 

たの： うすん だんで マの。」 とい ふ 彼女の 聲- i 間 


!> 外出の 服装ん， - した S が、 帽子,^ 被った まま は ひつ 

て來 ろ、 恐ス しく：^ ん だ^っき、 牧子、 その あとから 

不安ら しく つ いて 來 ろ。 

牧子 今日は. もっと • 蓮く おなりになる だら うと 思って 

ましたのに …… " でも， あちらへ 行き 藩く か 行き^かな 

いかぐ らゐの 時間 ぢ やありません …… これ ぢゃ •：•：  ？ 

贯 (牧 子の 腰かけて ゐた 椅子 LL 腰,^ おる し パリ ハさ、 つ に 幅 

子， ケ-脫 ぐ。 牧子 • それ.^ 受け取る) さう さ、 向う へ 行き 

つ く か 行き 藩 かな いうちに 歸 つて 来たんだ もの …… 。 

でも、 顏 だけ は 出して いらし つたんで せう。 

いいや， 出して 來 ない。 

あら〕 

や つ ばり、 出さな い 方が い い  ふと、 あそ こまで 行つ 

て さう 思つ たんだ。 向う としち や、 おれたち を 呼ぶ 義務が 

ある だら う。 しかし、 こっちに、 行く 義務 はない からね。 

牧子 でも、 行かな けれ や、 變に思 ふでせ う。 

貢 變に思 ふだら うな C —— しかたがない。 こっちと しち 

や、 やっぱり、 行かずに 濟 ましたい からな。 

收子 …… C 

貢 どうな つたって、 お 互に これまで 通りの 交際が できれ 

ば、 それでい いぢ やない か。 

牧子 此の 一月って いふ も cr だって， 交際ら しい 交際 は 
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してません わ。 さう いふ 話が あってからで せう、 急に こ 

つちへ 來 なくなって しま ふなん て、 隨分 現金です わ、 二 

人と も ：… C 

a その 間に、 あの 芝居と いふ やつが あつたから な。 

牧子 より江さん ていふ 人の 大膽 なのに は、 あきれました 

わ。 どうで せう、 あの 大， 1^ の 前で …… . - 

K さう いふ 女で なけれ や、 西 原 は 動かせな いんだね。 

牧子 それ は 別の 話です けれど …； 。 

(おい 沈^。) 

K 先生逵 は、 結局， いい 相手 を 見つけた ね。 革命家に 勞 

働^人 …… つ 

牧子 …… 。 

貢 西 原って いふ 男 は、 中學 時代から 秀才だった が， それ 

や、 ひねくれ 者で ね …… 。 

收子 より江さん も >  學校 時代に は、 それや 先生 を 手古摺 

ら せた 人なん です のよ」 やさしい 問題なん か、 あてで も 

しゃ 、つもん なら、 存じません つて、 つんと 橫を向 くんで 

すの、 

!K 西 原に もさう い ふ 處がぁ つた-しかし、 あいつ は， 熱 

情 家で ね。 今で こそ * 冷靜な 口の 利き 方 をし 習って ゐる 

が， 昔 は —— その 當時、 熟 血 男； ：}- つてい ふ 言葉が 流行つ 

たが -11 そ の 熱血 男； 0 標本 だ つたよ。 


牧子 そのく せ、 より江さん は、 人 一 倍 • 涙脆いた ちで、 

よく 友達の 身の上 話なん か聽 かされて は、， 獨 りで 泣いて 

るんで すよ。 また >  あの 頃 は、 身の上 話が 琉 行った もん 

です わ。 —— あたくし なんか も" 隨分、 聽 かせろ、 聽か 

せろ つて- 人から 云 はれま したわ。 それが、 ね. ずっと 

兄 さまと 一 I 人つ きりな もんで、 何 かわけ が ある だら うと 

思 ふんで せう。 その 身の上 話って いふ もの を、 初めてし 

て聽 かせた 相手が、 より江さん なんです わ。 自分で は、 

何氣 なく 云って るつ もりな のに、 あの人、 おいおい 泣く 

ん です のよ。 しま ひに- 自分で も 悲しくな つて …… そこ 

へ、 また、 なんとか、 慰める やうな こと を 云 はれる もん 

だから、 なほ 胸が つまって …… . 可笑しんで すの。 それ 

からが、 きまって、 例の、 仲よ しにな り ませ 、つね * です 

わ。 

貢 西 原の 奴、 一度、 變な ところへ おれ を 速れ て 行って ね 

…… 。 あれ は、 たしか、 今考 へる と • 戶山ケ 原の 射的場 

かなに かなんだ が、 薄暗い 穴の 中で ね …… 。 そこで， 腕 

を まくれって いふんだ よ- 腕 を まくって 見せたら、 やつ 

も、 小さな 腕 を まく るんだ。 それから >  何 をす るかと 思 

つたら、 ポケットから、 鉛筆 を 削る ナイフ を 出 しゃがつ 

てね *  11 さあ、 おれ も 血 を 出す から、 貴様 も 出せ、 お 

互に その 血 を 飮み合 はう つて、 いきたり， その ナイフ を 
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おれの 腕へ 突き立てよう とする から、 おれ は、 まあ、 待 

て、 とね …… 0 

牧子 さう- さう、 あの人の 寫眞道 樂が大 へんな もんで し 

た わ。 毎週 一 枚 ぐら ゐづっ 新しく 寫 したの を 持って来 や 

しませんでした か 知ら …… 。 それが、 また. 一 1 、 變っ 

た寫し 方で、 その 爲 めに， わざわざ、 髮の結 ひ 方 を變へ 

たりなん かしたん ですからね： 二三 度、 あたくし も 一緒 

に寫 さされた ことがあります わ。 

おれが、 これ 誰 だって 訊いたら * どうしても 云 はな 力 

つた.」 あれ も、 さ うぢ やない か、 そら， お前が すわって、 

その 肩へ 手 を かけて る .：•. 。 これ 誰 だって 訊いても、 お 

前 は 笑って て 云 はない から. 學 校へ 見に 行く つて お ど か 

した ぢ やない か C 

牧子 そんな こと、 ありまし たかしら …… 0 でも、 その 前 

に、 あの人 * うちへ 來 ました わ。 

貢 い いや、 来ない 「_ 卒業す る 一 寸前に， 始めて、 お前が 

伴れ て來 たんだよ" そん 時， はは あ， あれ だな と 思った 

ん だから …… 。 

牧子 あの 頃から、 綺麗って 云 ふより、 目立つ 人でした わ 

ね。 どっか、 ばッ としたと ころが ありま したわ …… 0 

M さう 云へば、 あの 時代に、 先生と 西 原とう ちで 會 つて 

やしな いかしら …： 紹介 はしなかった かもしれ ない が… 


牧子 あつたに しても、 兩方 とも、 忘れて るで せう。 だけ 

ど、 西 原さん も、 特徵の ある 顏 だし …… 0  ，てんな こと を 

もう 話し合つ てゐ るか もしれ ません わね。 

M 無論、 そんな 話 は、 とっくにして しまって る さ。 ああ 

あん 時、 あそこに ゐ たのが あなた だつ たんです か、 なん 

て、 やった にき まって る さ。 

牧子 ちゃ、 西 原さん ていふ 方 は、 大學 へいら しつてから、 

おとなしく おなりに なった のね リ 

貢 おとな. しくって …： そんなに おとなし いか。 

牧子 でも、 お 酒 は あがらず、 亂 暴な 口の 利き 方なん ぞ、 

なさらなかった でせ う、 ほかの 方みたい に …… 。 神 谷 さ 

ん なんか、 出 鰐 目だった ぢ やありません か。 

M 神 谷の 方が 馬鹿 だよ、 それや …… 。 西 原 は、 さう だね、 

大 學へ來 てから， 急に すまし だした ね。 眼鏡 を 拭きな が 

ら話 をす る ことなん か覺 えてね。 

牧子 それ はさう と …… 。 

M なに？ 

牧子 いいえ、 なんでも …… 0 

(長：、 沈 默。) 

貢 これで、 先生た ちが * 同時に、 われわれから、 非常に 
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M 收 M  4^ 


表^が 浮ぶ) 

牧子 (紅茶 1.^5^」 んで來 ろ. - お湯が 少しぬ るいんで すけれ 

ど〕 

貢 もう 欲しくない。 

收子 (椅子に 倚リ、 途方 LL 暮れて ゐろ) 

K 何も 考 へる こと はないだ らう。 お前に はお 前、 おれに 

はおれの 生活が ある。 仕事が ある リ どうして そっち を 向 

くんだ い。 (怒鳴ろ やう にソ こんな こと ぢ や. 駄目 だよ、 

何時までた つたって。 

收子 (ハクと して、 そっち プど 振り返へ るが、 その 眼 は-反 

ほと いふ fr り も、 寧る 憐憫の に 近い 色で、 寂しく 暴つ 

てゐ ろ) 

(長い 沈 默。) 

n 只 (S ひ 出した や う に讲架 の 屮 から、 恐らく 手， (：s リ次 第で 

あらう、 書物， ^ど 一 册引拔 き、 肱掛 椅子-」 投げ かかろ やう 

にして、 その 頁， か 繰り にじめる。 勿魏、 それ は- 言葉の 

調子 1^ 變 へろ 準備 でんった に 逢 ひない) 事務所の 電球 を 

外して 来て くれない か。 

敉子 (素 底-し 立って 出て 行く) 

貢 (書物 ァ.' プ. -の上 に 投げ出し、 左の 靴， 屮脫ざ 、 靴下 

. 足の指， 化い-ちる) 

敉子 (IE〕 球， ケ 持って 來 ろ。 此の 光景 に 聊か 意外ら しい 一瞥 


遠い 處へ 行って しま ふう やな 氣 もす るが， それと 反對に 

何時までも、 この 邊を うろうろして ゐて、 なかなか われ 

われの 頭の 中から 消えて 行き さう もな いってい ふやうな 

氣もす るんだ。 

收子 どっちに しても • あんまり ：：： 。 

M うん。 それや、 まあ、 どうで もい いさ。 (間) おい、 

人が 歸 つて 来たら、 茶ぐ らゐ飮 ませろ。 それから、 此の 

間から 云って るぢ やない か、 此の 電球 を もっと 大きい の 

と-取り 換 へよう つて …… 。 

牧子 兄 さま こそ、 序に、 買って 來て 下されば いいんです 

ゎリ (起ち 上ろ) 

M それが いけな いんだ， - 自分で 家の 中をキ チンと しょう 

と 思 はなく つち や …… ねえ、 もう 少し， ここ だって、 家 

-;' しくで きる だら、？ - 

お茶 は、 ただので よろし いんです か。 

そんな こと も， 自分で 考へ ろよ。 

(出で i る) 

-,! ^プゃ 抱へ る) 

G い 11 ) 

お 广何 となく ちつ か S 様子で、 室 內> ^歩き ま はる。 時々 

立ら 止って、 耳.^ 澄ま- To 何， 化聽 かう として ゐ ろの かわ 

からない b が、 さう いふ ii 作の 後で、 常に、 惱 ましげ な 


前の 室 ほ 


S 敉贡牧 n 枚 n 枚 M 牧 n 牧 n 牧 n 


牧 貢 牧  M  % 赏牧 M 牧貢 牧貢牧 H 


vVilJUJ お 後. - 一： 电球， 取換へ ませう か。 

ああ _ 

子 a ！」 球.^ 取リか へ る。 W の 側-し 近寄 リ) マメ です か。 

きめ。 

子 铧創膏 か 何 か 持って来 ませう か。 

それより、 粒 を 持って 來て くれ" 針と ：… 0 

子 そ んな ことなす つてよ ろしん です C  0 

、 、 つ.. こ， rz つ 

子 (飯粒と 針と な 取リに 行って 來る) 

广 針で マ メグ ど 清す C その上に 飯粒.^ 塗る。 そして、 紙片 

力 ど張リ つけろ：" 

子 (この 問. ぽん や， I、 なおに 立つ 一-、 ゐ る：/ 

お前 は， 何 か、 する こと はない のか。 

子 …… 

自分 C 用事 はない 〇.、 

子 いいえ、 別に …… 。 

笑し いね， 今夜に 限って、 どうして、 おれ も、 お前 

も、 なんにも すろ ことが な いんだら う。 

牧子 今夜 * 兄 さまのお 留守の 間に、 しにう と 思った こと 

はあります C よ- 

1K なんだ、 どんな こと …… 0 

牧子 (椅子に かけ) 手紙 を 書かう と 思 ひました の。 


何處 へ？ 

- お 友達のと こ。 

友達 ：… ？ どんな 友達 …… ？ 誰 …… ？ 

- より江 さんと 同じく らゐ仲 C よかった お 友達 ：… 0 

やつば り， 獨 りで ゐ るの。 

. 1 昨年まで は獨 りで るるって いふ 話でした わい 

一昨年まで …： ： ふむ …… 。 あの. 何時か、 何處 かで 

會 つたって いふ …… 。 

子 ええ、 庄 司さん ；… 0 

書いたら い いぢ やない か。 ^3^京にゐる0リ 

子 もとの 處 にゐ ます か どう で すか … … 0 

學 校へ 聞き合せれば わかる だら う」 (ra) こっちから 

手紙 を やれば， よろこぶ だら、 「と 思 ふやうな 奴もゐ ない 

な • おれの 仲間に や …… 。 神お ぐら ゐの もの かな …… 0 

あいつなん か、 もう 子供の 二三 人 もこ さへ てる だら う。 

案外 近所 に 住ん で ゐ て , 知らず にゐる 奴が あるか もしれ 

に 、 nfo 

子 より江さん なんか、 それで したわ。 

此處 の 前なん か 通らない 奴で さ " 

子 さ、 つです ゎレ 

(長い 沈 ST.) 

赏 あした はと …… 0 あいつ を 植ゑ替 へて と …… 0 
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な いぢ やない か 111 かう して ぢっ として ゐ るより 

0:1 子の 背に 頭. ^もたせかける) 

牧子 (静かに 涙ん」 ふく) 

— 幕 — 


牧子 …… .J 

今夜 は. もう 寢て もい いんだが、 寢 るに は 惜しい 晚だ 

な。 11 風が 出て 來 たねし 


何 か、 かう.， 事件で も 起り さうな 氣 がするな。 

子 事件が 起って るぢ やありません か。 

こっちに もさ〕 11 ぢ つと 待つ てれば， 何 かやって 來 

さうな 氣 がす るんだ" お前、 そんな 氣 がしない かい。 

子 します わ。 

ね、 する だら う。 變な もんだ ねレ こんな もの かねえ。 


今夜、 ー晚 * 起きて てみ ようか。 ここに、 かう してて 

见 ようか。 何 かしら、 あるよ、 たしかに …… 。 

收子 いやです よ、 そんな ことなす つち や …… 。 

贡 觅に 角、 これ は 大した ことに 違 ひない よ 、四つの 魂が 

此の 月の 光の 中で * ダンス、 マカァ ブル を 踊る かもしれ 

ない よ。 おれ は、 それが 兑 たいね い 一寸で もい いから 見 

こ、 3<o 

牧子 なんの ことです の、 それ は …… - 

1^ 靜 かに 眠れば いいさ。 (間) さもなければ， 大きな 聲 

で 歌が うたへ るか。 (間) どっち もむ つかし さう だね。 

それ ぢゃ、 どうしょう。 (間) か、 つして るより しかたが 


日會 面の 君兒可 
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時までに、 ，亡の 邊を 綺麗に してお いて、 ねえ やに、 襟の 

よごれた 孺祥 を藩替 へさせて * あたくし が、 この. カバ 

ァ を 脱ぎ さ へ すれば よ ろ し ん です も の 。 

可兒君 それでよ ろしい もんか。 鹿 蒲 國は惜 りて あるか。 

失 人 五 枚 揃ってれば 澤 山です わ。 

可兒君 でも • 初めての 面 日 だからね。 普段 來 たこと も 

ない 奴まで， 思 ひ 出して やって来る かも 知れない よ。 

夫人 一 々端 書なん かおだし にな るんで す もの。 それに、 

月 一度 は， いくらなんでも， 少な 過ぎます わ U それ も、 

一 曰 中と か • 午後 全部と かなら， まだです けれど、 二 時 

から 三時まで 一 時間なん ていふ 面，^:: 時間 は どこへ 行った 

つてありません わ。 尤も、 その 爲 めに • 來 たい 人で も來 

れ なかった りなに かして …… 0 

可兒君 T 度い  さ。 毎週. 冽へば 月曜日 を 而<^3 曰と 決めて 

だね、 第 一 月曜 は 朝から 一 人き り、 第二 月 II に は 夜遲く 

二人. 第三の 月曜 は、 一 日 待ちぼうけ を 食 ふなん ていふ 

の は、 あんまり 氣が 利くまい。 いや、 そんな もんだ ょリ 

さう して-面 會 日で もない 曰に、 一寸で よろしい。 お 手 

間 は-取らせません てな 客が、 ぞろぞろ 来て さ。 そのうち 

に は、 圖々 しく 面 會日を 無視して、 そこまで 來た序 だな 

ど 、 晝食か ら終 罨革 まで 尻 を据ゑ て 行く 奴が ゐ るに 違 

ひない。 さうな ると、 面會 日に は 一 日 終られ、 面會 曰で 
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nf? 而 ジン;?? 兒可 


ない 日に は 落ちついて 仕事が できず、 結局， 而會日 を 決 

めた^け 損と いふ ことになる。 面 曰の 最も 有效な 利用 

法 は *  B を 成るべく 少く • 時間 を 成ろ ベく 短く. と、 ね • 

これ だ。 おれ は、 月 ー囘， 一 時間の 制度が、 最も 機宜に 

して ゐ ると 思って ゐ る。 それや、 もっと 交際で も •  鋭く 

なれば， また 別 さ。 さう なれば * お前 を 中心に して， 月 

一四 ぐら ゐ • 婦人！^ だけの サロン を 開いても い k なリ 

. ^人 あたくし はノ， さう いふ こと は眞 平です よつ 面倒な こ 

と は 出来るだけ m くと いふの が、 あた く し の 生活 のモッ 

トォ なんです から ：：•• 。 

可兒 生 意氣云 ヘリ おれ だって 面倒な こと は 好き ぢゃな 

いさ。 お前 は， なに かい、 おれの 地位が、 社會 的に 向上 

する のを悅 ばない のか。 おれの 周 K に 集、 ろ おれの 崇拜者 

は * おれの そばに ゐる お前 を、 II 時に 崇拜 する やうに な 

るんだ せ。 

. ^人 有難い ものです わね。 

可 兌お 冗談で なくさ。 お前 は、 さう はない かい。 

央人 思 はなければ どうなん です の。 あなた は、 もう そん 

なに 偉くな つて 下さらない 方が、 あたくし は、 安心です 

可兒ぉ どうして？ 

失 人 あなたお 一 人が • だんだん 高い ところへ 上って 行つ 


ておし まひに な る やうな 氣 がする の は- いやです わ" 

可兒君 パ： I 高い ところ はよ かった ね" 女房と い 

ふ もの は、 .Is 分の 亭主 を 買 ひかぶ るか、 世間 並に さへ 認 

めない のが， 世間 一般ら しいが. お前 は. 實 によく 亭主 

の 正 體を擴 んでゐ るよ" い 、氣 にもなら ず、 落謄 もせす， 

さう して、 せっせと、 原稿の 清書 を 手傳っ て く れ て ゐ る • 

その内 助 振り は、 全く 感激に 價 する， 一 

人 「さ う い ふ 冗談口に は 馴れて ゐ る らしく  * 夫の：：： 先の 

^激 _.LM 等の 反應. ^示さす， 机に 向って ぺ ン.^ 動かして 

ゐろノ 

可兒^ 昭和 二 年 一月 十二 日 …… か、 I ュは 降るまい な あ J 

夫人  > 

可 おい、 もう 一時 半 だぜ。 おれ はこの なりで い V か 

しら …… - かう いふ 曰に * ド テラ はどう かね-〕 

夫人 い.. んで すよ。 

可 お どうしてい、？ どうしてい 、つて 云 ふんだ。 さ 

うかな あ。 

ま 紋附 でもお 召に なりた いんです か。 

可兒^ なりたかな いさ。 誰でも さう か 知ら。 

失 人 誰でも は 誰でもで い X ぢ やありません か。 あなた は 

あなた …… 。 一 體. 誰が 來 るんで すの. あなた は、 普段 

の 通りに し てら つ しゃれば い \ んで すよ。 人が 来たらお 
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夫人 r 座 蒲阐， ^出し 奥に は ひろ) 

可兒君 (机の 上，^ 片 づけ、 さも 今迄 仕事 して ゐ たやうな 

^つ. M  、訪問客，. ^待ち受ける； 

織 部 (女中に 案內 されて 入って 來ろ. >  や あ- しばらく… 


可兒君 や あ， 端 書 藩いた？ 

織 部 あれ を兑 て、 今日なら きっと ゐ ると 思って やって来 

たんだが， 忙しい んぢ やない。 

可兒君 なに >  今日は、 どうせ 駄目なん. た。 しかし * 1；；；： な 

んか、 面 會曰を 守って くれな くった つてい 、よ。 あの 端 

書 は. 序に 出したん だが、 あれで、 まあ • きっと ゐる日 

だ け はわ か る か らね。 —— さう 思って … … 0 

8 だから さ ：… C しかし， 月 一 囘は少 かない か。 

可兒君 會 ひたい 人間に は 何時でも 會へ るんだ からね。 

^部 それ もさ、 「だ。 撲も、 そら 二三 年 前に. 一度 而. I： 日 

を 決めた ことがあつ たらう、 1 i あん 時 は •  週 火 t いに 

したんだ： -處 が、 そ C 日に K つて， 外へ 出ろ W 事が で 

きて ね、 閉口した よ。 用事が なくっても、 その 曰が 來る 

と、 なんだか、 外へ 出て 見た くな るんだ- 別に、 人に^ 

ふの が 嫌 や な わけ ぢ やない が 、、「ちに ぢっ として ゐ ろの 

. が 辛 いんだ，； r 妙な もんだ よ。 結： IIT 何時からと もな し 

一 に， 而會曰 はなくな つてし まった わけ だが， 人が 折角 訪 

一   


會 ひなれば い 、んで せう。 誰も 來 るか 来ない かわから な 

いのに、 こっちば かり， 何も、 用意 をして ゐ る わけはな 

いぢゃありません か。 

可兒ぉ お前 は、 女に 似合 はず、 ドォ デモ イイ -I スト だね。 

； y  1  乂   C 

可 君 物事に けじめ をつ ける ことが 嫌 ひだね。 

失 入  ： 

可兒君 なに、 お前 さへ かま はな けれ や、 おれ！ 箭 物な 

んか、 なんだ つてい  さ。 

失 人 そら、 そんな ことおつ しゃる もんだ から、 間違つ ち 

まひました わ- こ  >1 はと. ：：： 「彼女の 眼 も- 鼻 も、 唇 

も. 頭 も ：… 」 ：… あ > -. IT かぬ けたんだ …… " 

可兒君 そこ は 盱 腎な處 だか ら氣を つ け て くれよ C 

(此の 時 •「 御免」 とい ふ聲 -—— 可兒君 は， 飛び起きる。 

二人 は 34 はす 毅ズ e 见合. \，。 もう  一 i^T 御免」 とい ふ、 

や 、〈ぜき；；^んだ聲こ 女中が 取次 ざに 出たら しい。 やが 

て- ii) 

女中 (現 はろ) あの、 織 部さん がいら つ しゃいました。 

夫人 (夫 笑 ひかけ) どうし ませう つ 

可兒君 どうし ませ うぢ やない、 (女中に) お上りなさい 

つて …… 。 (妻に) そこ はい 、から …： 。早く 座婦 園. 


nf? 面のお 兒 一口]" 
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ねて 來て くれて、 まあ- 人に もよ るが、 こっち も會 ひた 

いやうな 人が だね， それに 守 だと. 資に殘 念 だ。 やり 

きれない 氣 がする よ。 

可兒^ さう いふ 時、 僕 は、 こっちから • すぐ 訪ねて 行く 

ことにして ゐろ。 そら * 君が 何時か 留守中に 来て くれた 

ね、 あん 時 も …： 。 

さう さう、 あん 時 は * こっちが …… 0  ！ また. 生 

份な もんで ね …： 。 

夫人 (茶 ズど述 んで來 る) いらっしゃいませ。 

や あ， 先日 は。 

力 人 瓦斯が、 どうい ふんです か、 なかなか つかな くって 

…… 。どうぞ …… 0  (茶，^ 薦める) 奥 さま、 ぉ變り いら 

つ しゃいません か。 

織 部 ありがたう。 だんだん 御 盛んで 結構です。 

失 人 は？ い  え， なんです か …： 。でも. 可笑しい も 

んで すわね。 而，^ 3 曰 をき める と、 1 番に いらし つ て 下さ 

るの が， 一番お 心 易い 方なん です ものね。 

可兒^ 1. 君なん か^きつ と來て くれ るん なら 每週ー 

囘 にした つてい  >- ね 0 さうな ると， 来る 方で も， また 窮 

屈 だら う。 11 何時でも <|1 へる と 思って ゐ ると、 つい、 

半年も^ へなかったり してね。 皮肉な もん さ。 

§ どうして また-十二 n としたの。 


人 可兒の 誕生日 なんです の。 

部 あ * さう だった か。 

兒君 自分で も覺ぇ 易い しね。 

部 自分で 忘れち や 話に ならん 。十二 日、 さう か。 たし 

か、 一月 十二 日だった ね〕 それ ぢゃ • 今日 だね、 ほんと 

の 誕生日 は …… 。 

兒君 滿三 十三 さ。 

部 若い ねリ 

人 あら、 いくつお 違 ひに な るんで すの。 

(勿論、 相手の 年 は 知って ゐて、 さう いふので あろ。 

眼附で それが わかる。 奧_ レ 去る J 

織 部 處 で， 實は、 少し 賴 みがあって 來 たんだが ね。 

可兒君 まあ、 後でい X ぢ やない か。 後で ゆっくり 話さう 


綠部 うん …… 。まだ 誰も 來てゐ ないやう だし. その 話さ 

へ 出来たら、 今日は、 少し ほかへ 廻りた いんで ね …… 。 

また * そのうち、 ゆっくり 飯で も 食 はう。 

可兒君 まあ、 ぃ&ぢ やない か。 三時に は、 みんな 追 ひ 返 

しち まふから. あと iT 君 …… 。 

織 部 それが ね， その 話と いふの は、 ほかで もない が …： 。 

(此の 時、 「御免下さい」 とい ふ 女の 聲。) 

ぢゃ、 また、 後に しょう。 


日 や? 面の 君兒可 
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女 可 女 可 女 


木 I* 妙 は あ" でも あたくし の 方が， 一年 前に 出ました 

んで すの。 

可兒君 へえ， あなた 0 方が 後見たい だ。 

木 i4 妙 あら， さう 見えます？ あたくし， 何時までも： 十 

供 だって、 みんなに 云 はれます の。 

可兒君 鳥居さん です か、 あなた も、 何 か 害いて らっしゃ 

るんで すか。 

鳥居 冬 い 、え。 

女中 (茶产 ど 速んで 來ろ) 

可兒君 あ > -, さう さう * 御 紹介し とき ませう。 これ、 織 

部 九 郎君 …； 識 つてる でせ う * 名前 は …… C 

織 部 いや あ …… 。 

可兒君 (少女ら-か 識ら ^；: らしい の *5 -兑て 取って) 駄 E だ 

な あ、 織 部 九 郎君の 名前 も 知らな くつち や …… 文 學は落 

第 だ- 有 ハ.； ： な 劇作家で すよ。 そらべ 運命 0 喇 1^」 つてい 

ふ S: 本 を， 去年の 夏、 證資 講堂で、 上演した でせ う、 米 

來 iii つてい ふ 劇團が …… 。 知りません か。 知らない ilin は 

ない がな あ" 尤も、 先生の 作品 は、 非常に 先驅 的で、 今 

の 文壇 ぢ や 殆ど わか る 奴な んかゐ ない こと は ゐな いんだ 


緩 部 もうい. -ょ、 君、 紹介 は それく らゐで …… 0  (何：^ 

ないやう：.！ 笑 ふ) 戯： S は あんまり 鎮まないで せう。 


可兒君 (抑へ きれ 《 微笑) 一寸 樂し みだよ， これでね… 

(耳ん そば だてろ) 

(現 はろ) 木暮 さんがい らっしゃ いました。 

(首. a- かしげ) 木暮 …； ？ 

あの、 若い 女の 方で 御座います e 


此の 前、 一度 見えた ことが おありに な るんで すけれ 

ど …… e 

可兒君 あ- さう か …… C  (一寸 考 へて) い. - から、 お 

上りな さいつ て …… 0 

綠部 におして) 愛讀者 かね G 

可兒君 うん、 いや. 作家 志望の 娘さん だ。 

木暮妙 (二十 一 二の 學生 風の 娘.」 —— 會釋 して 入り 来る。 

その後 Li もう 一 人、 その 友達ら しい 同じ やうな 年配の 女 

-か、 ためら ひたがら つ いて 來る) 先日 はお 邪魔いた しま 

した」 この 方， あの、 あたくし のお 友達で、 鳥居 冬さん 

つて おっしゃ いますの。 やつば り、 先生の 御作 品 を， な 

んな もんです から、 あの、 御 一緒にお 連れし ましたんで 

すけれ ど， よろしう 御座いませ うか" 

可兒君 さう です か、 それや どうも …… 0 

鳥居 t^、  (丁寧に ぉ辭 儀す ろ〕 どうぞよ ろしく …… 。 

可兒君 學校 は， おんな じなんで すか" 
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口 ^面のお 兒可 


木 m 木 可 m 木 
甚部 B 兒部甚 よ 


が あるから， 何時か 別の 曰に 来て くれって …… つ あ、， 

奥さんに さう 云って * 出て 貰へ。 

女中 はい。 

織 部 今日は 面會日 だから， 別の 日に 來 いは 可笑し いぢ や 

ないか。 

可兒君 うむ。 

(女中 去ろ、 長い 沈 默。) 

夫人 (現 はろ ：.、- その 方ね、 (と， 名刺 1 せ 見て) 今日は 御 

面會曰 だってい ふこと を 承知して 伺った のです が、 一 寸 

でよ ろし いんです からって， さう おっしゃ るんで すよ-り 

可兒君 どんな 用 か 聞いて 御覧。 よし、 おれが 行かう" oi^ 

つ て 出て 行く) 

織 部 (名刺， 化 のぞき) 關東 土地 株式 會社 …… 。 土地で も 

買 はれたん です か： 

夫人 い  え、 さう だと ほんと に 結構なん です けれど …… 0 

夫人 (女た ちに 某 子 1^ ど 薦めな. から) どうぞお 一つ …… -リ 

(織 部に) 此頃、 碁 はなさい ません の。 

綠部 碁です か。 碁 もね …… 。あれで 飯が 食へ ると い \ん 

です けれど …… 。 

可兒君 r, 客.^ 伴 ひて 入リ來 る) ほかにお 通しす る 部屋が 

ないから、 ぢゃ • 此處で …… 。 かま はな いんで せう * 別 

に 秘密の 用件と 云 ふん ぢ やないで せう から …… 。 


木！^ 妙 戯曲 は ！3 んでも わかりません もの …… 。 先生 は ど 

うい ふ雜 誌に お出しに なり ますんで すの。 

縱部 僕です か。 さあ、 あなたがたに は緣 のない 雜 誌です 

妙 「花 El」 へ はお 害き になり ません わね。 

あ \ あ i いふ 方へ は …… 。 

^ 「花 E ？」 ばかりが 文藝 雜誌ぢ やありません よ。 

妙 え X、 それ はさう です けれど ：，： 。 

(思 ひ 出した やうに〕 ハ、、 、 、。 

妙 あの、 先： iH が 今月の 「花園」 へお 書きに なり まし 

たもの、 あたくし、 少し わからない ところが あるんで す 

けれど ：… 。 

可兒君 え、、 まあ、 それ は 此の 次ぎに しませう。 今日は 

なんだから …… 。 それより- 織 部 君に， 芝居の 話で も 聞 

かせて ぉ賀 ひなさい。 

木 妙 え  >- …； 。 でも、 あたくし、 どんな こと 伺って い 

いかわ かりません わ。 ねえ、 鳥居さん。 あ. 、さう だ わ、 

あなた 脚本 好きだ つて 云って らしつ たぢ やな いの。 

(長い 沈^。) 

(此の 時、 また 玄關で 、「御免」 とい ふ聲。 やがて、 女 

中が 名刺，. ^ 持って 來ろ。 ) 

可兒 *1；5  (それ, ^受け取り ：} 今日はね * 面會 日で お客さん 


曰^ 面の 君兒可 
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容 は あ、 いえ、 別に， こちら はなんで すけれ ど …… 。(座 

につく) 

可兒君 (織 部に) 此の 人 はね、 關東 土地 株式 會 社の 駒 井 

さん …； 。 こちらが 劇作家の 織 部 君 …… 。 そちらのお 譲 

さんたち は …… まあ、 名前 は 聞かな くった つてい-" でせ 

駒 井 は あ、 いえ …… 。 (一?^1^ 搔く」 

可兒君 それで 早く 云 ふと、 土地 を 買へ つて 云 ふんで せう。 

僕ん とこに や， そんな 金はありません よ。 

駒 井 は あ、 いえ …… 。貲 は、 社長が お 伺 ひする 害だった 

んで すが * 社長 は、 丸で 文學 など わからな いんです し、 

お 伺 ひ 致しましても- まあ、 つまり、 お 話の しかたに 困 

ると 申します やうな 次第で-私に 是非と 云 はれ ま し た も 

ん ですから …… 。 それと 申します のが、 私 は， かう 云つ 

ちゃなん です が、 少しば かり 文學の 方が 好きで、 先生の 

御作 品な ど愛讀 さして 頂いて ゐる ものです から， かう い 

ふ機會 に、 先生に 御 目に か \ つ て 置く の もと 思 ひまして、 

伺 ひました やうな わけで …… 。 何も わからな いもので 御 

座 い ま すが どう かよろ しく …… 。 

可兒君 そのお 話と いふの は * 何 か、 文 學と關 係が あるん 

です か。 

織 部 「土の 文舉」 とい ふの が あるね、 近頃 ：… 。 


駒 井 は あ， いえ …… 。 今 曰. 伺 ひました の は、 早速です が • 

私共 の經 營 いたして をり ます 土地と 中し ますの が • つま 

り， 分讓 地で 御座いま すが、 場所と 致しまして は、 東京 

近在で は、 何處 にも 負けない つもりで をり ます。 眺 5^ と 

云 ひ、 氣 候と 云 ひ • 交通の便と 云 ひ …… 。 

可兒君 わかりました。 吿文を 書け つて； K ふんで せう。 

駒 井 は あ、 いえ …：. 。廣 告文と 云 ふわけ ぢ やな いんで 御 

座い ます。 一 つ • 何時でも よろしう 御座いま すから、 そ 

の、 「ちに * 先生の 御作 品の 中へ、 さう いふ 處が あると い 

ふこと をお 書き 願 ひたいと 思 ひまして …… 。 

可兒君 は &ぁ、 宣傳 をし ろと 云 ふんです ね。 

駒 井 は \ぁ" いえ …… 。 .X 傳と云 ふわけ でな くっても、 

土地の 名前 だけで もよ ろしう 御座います から …… 。 例へ 

ば、 主人公が 戀人を 連れて 散歩に 行った とか …… 。 

綠. 部 何 虞です、 その 土地と； K ふの は …… 。 

可兒^ 戀 人なん か 速れ て 行き さう もない 處 だよ、 きっと 


駒 井 は あ、 いえ …… 。 中央線 武-臧 境で 降ります と、 すぐ 

で 御座います。 ぉ天氣 のよ ろしい 曰な ど は、 散歩に は 持 

つて 來 いの 處で 御座います" 三百 年 前の 武驗 野の 面影が、 

その ま > -殘 つて をり まして， 雜木 林の 間に， 富士山が 捨 

の やうに 浮んで 見えます。 


n  (^7 而の; n お 可 


可兒ぉ その 文章 は 君が 作つ たんです か。 

, 駒 井 は あ， いえ …… 。 (また Isf.^ 後く) 

木荘妙 (袖で 額ん-かくして 笑 ふ〕 

^部 その. 域 齿文ぢ や、 君、 荻 蓬 や 吉祥 寺と 變 つたと ころ 

はな いぢゃありません か。 

S 井 は あ * しかし、 ずっと 京から 離れます からして… 


可 a- お それ ぢゃ、 なほ …… 0 

駒 井 いえ， 近頃 は、 それく らゐ 離れた 方が 靜か でい. -と 

おっしゃる 方が、 大分 殖えて 来た やうで 御座います。 

織 部 離れて、 もい、 が …… 。さう すると …… 小說に 書く 

と ：•。 ぉ鵡 はどうな るんで す。 

駒 井 はぁノ ての 點 はまた 更 めて 御 相談いた します が …： 。 

^部 土地 を 只で くれる んぢ やな いんです か。 

齣 井 は あ、 いえ …… 0 うんと 割引ぐ らゐ 致しても よろし 

う 御座います。 

^部 割引か …… 。 それ ぢゃ つまらん。 

駒 井 (^部 11 はかま はで) 如何で 御座いませう、 可兒先 

iH、 一  つ、 枉げて 御 承諾 願へ ませんで せう か。 社長と も 

相談いた しまし たんです が、 先生に さう 願 へれば， 建物 

附で 極く 安く …； 御 都合 次第で は …… 0 

可 s?!!;; 駄目です、 僕 は …… 。 小說 は、 小說 さ、 作者 


が 行かう と 思ふ處 へ、 主人公 は 行きたがら ないか も わか 

らんので すから ね。 

駒 井 御 冗談 …… 。 作者 は、 それ こそ、 主人公の 運命 を 握 

つてお いでに な るんで すから …… 。 

織 部 それや さう だ。 僕ぢ やどう です。 可 3^ 君が いやなら 

僕が！； 本の 中へ 書き ませう か。 大 劇場で 上演され \ ば、 

それ こそ 宣傳 になり ますよ。 その代り、 百 坪で も、 五十 

坪で もい >1 から、 土地 を 只で くれな くつち や …… 。 

可 君 さう し 拾へ、 織 部 君に 鎮み 給へ。 

織 部 僕 は、 かう 書く よ。 つまりね、 その 土地が、 いろい 

ろの 點 から 見て、 理想的な 土地な ので、 或る 金 持が 買 ひ 

占めに か- -る。 するとで すね、 その 土地 會 社の 一 靑年社 

員で、 まあ、 名前 は、 駒 井で もなん でもい- "が …… 。 

駒 井 (惶 てゝリ は あ、 いえ …… 。 

織 部 その 青年 社員が、 社長の 意に 反して、 金 持の 契約 申 

込 を拒絕 する。 そこで、 社長 は、 その 靑年を 解雇しょう 

とす るんで すね。 勿論、 靑年 は、 自分の 所信 を 述べ て、 

社. 長の： 冉考を 求める が聽 かれない。 靑年 は、 仕方がなく、 

自分が 日頃、 ici つて ゐる 社長の 一人娘、 これが 絕 世の 美 

人 さ、 その 娘さんの ところへ、 それとなく 暇 ご ひに 行く 

…； 。 少し 新派 かな。 

駒 井 いえ、 構です。 社長に 娘はありません が …… 。 そ 
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木 鳥 可 木 
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れに 土地の 方の こと をもう 少し …… 。 

繳部 何れ ゆっくり 考 へてから にし ませう。 僕の 處 はね、 

1 寸、 君、 書く もの …… 。 あ、 (#. 地 1.^ 書き) 此處 …… 。 

すぐ わかります。 近いうちに 来て 下さい。 

P 井 は あ、 何れ、 社長に 話しまして …… 。しかし、 社長 

の こと は、 なる ベ く惡 くお 書きに ならない やうに …… 0 

織 部 その 心 fd は 御 無 招 …… 0 なんて、 嘘です よ、 そんな 

話 は …； 。 戯談 です よ。 

(駒 井 1^ 除いた ほかの もの、 みんな 癸 ふ。 此の 時、 「御 

免 下さい o」 とい ふ 聲。) 

io) 

もう 少しお 邪魔 さして 頂いて よろしう 御座いませう 

君 もう、 その 話 は 打ち切りに しませう。 それでよ け 

や …… 。 

(笑 ひながら 現ろ) あの 毛 利さん でい らっしゃ いま 

0 

君 お上りって …… 0 

あん ま り 大勢さん ならば つて おっしゃ るんで 御座い 

ますよ。 

可兒君 お客さん がかい， -ぃ からお 上ん なさい つて …… 。 

女中 (去る) 


木^ 妙 あの あたくし たち、 お 暇いた します わ。 

可兒^ どうし て … … 。 まだい 》 ぢ や あり ま せんか。 丁 K 

い、 お 話 相手が できた から …； 。 

でも …； の 方で せう。 

男 だとい けな いんです か。 

(木 ^に) ほんと に、 お 邪魔 だとい けない わ。 

ぢゃ、 もう 少し …… (^時計，^ n:^ ながら) もう 十 

分 …： 。 

^部 どっちへ ぉ歸 りです か。 

木甚妙 あたくし は、 赤 坂 …… 。 この 方、 本鄉で いらつ し 

や るんで すの 、- 

§ 僕 も 本^です から …… 、 それ ぢゃ …… 0 本郷 は何處 

です。 

(大學 生 少し 恐縮して 入リ來 ろ。) 

毛 利 今日は、 こんな こと だら うと 思って、 餘程 此の 次に 

しようかと 思つ たんです けれど …… 0 

可兒君 此の 次 だって、 同じ こと だよ。 m.:. 校 はも 、「済んだ 

の 0 

毛 利 僕 はま だ 行かな いんです。 あ、 先生の 今度の 拜 見し 

ました。 

可 君 (それ 驚な く、 又は！ SJi^v- !S 風^して) 紹介 

しと かう。 これ、 部 九郎氏 …… Q  (間) 識 つてる だら 
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う。 (間) 劇作家の さ …… 0 

^利 (考へ c:l あ、 さう です か。 

可 5- お 毛 利 君、 學 校の 後輩 だ …； 。 それからと、 そこに 

をら れる レディ ー スは、 こっちの グリ ー ンの 方が 木暮妙 

さん、 そっちの オレン. チ つて 云 ふかね、 それが、 え 、と 


木お 妙 (引取って) 鳥 冬 子 さま …… 。 

可； お 若い 人達 を 引合 はすの は、 好い 氣 持ち だね、 なん 

となく ピリ ピリと 來る もんが あつ てね。 

駒 井 先生方に か \ つ ちゃ 敵 ひません な" 

女屮 (茶 V, ど；^ んで來 る) 

可 お (毛 利に) 此 問の 問題 はどうな つたの。 

毛 利 あの ま  です。 

可兒ぉ それや 困る わ。 なんとかな りさうな もんだ ね。 

い 沈 默。) 

(また、 「御免 遊ばせ OJ とい ふ I 降。) 

^部 なかなか 來 るね。 

木^ 妙 あたくし たち、 失禮 いたします わ。 

まあい >- でせ う。 

0^ 僕 も、 失敬し ようか。 

可 まだよ からう。 

女中 (現ろ) 佐 伯さん つて おっしゃる 御 婦人の 方で 御座 


います。 

可兒君 どんな 人？ 

女中 あの、 三十ぐ らゐ の、 品のぃ\方で御座ぃます，- 

可兒^；ぉ ぁ&、 さう か。 (一寸：！？：： 惑」.) それで はと …… 。 

に 角お 通しして …… 。 しかし、 こ > -ぢ やなんだ から 奥 

さんに さう いって …… 0  (臭 LL 向 ひ) おい、 一寸 …… 0 

夫人 (現ろ) は？ 

可兒^;? 佐 伯の 細君ら しいんだ がね。 わざわざ 今日で なく 

つたって い のに …… 。 どこか 通す 部屋 はない かつ 

失 人 さあ。 

可兒 ない ね。 こ 、でもい X か C あの 話 だら うと 思 ふん 

だが ね。 こっちから 伺 ふから つて、 歸 つて 貰 はう か。 よ 

し、 兎に角、 おれが 出よう。 (起ち 上って 出て 行く) 

夫人 (織 部 L0 ですから、 あたくし が 云 はない こと ぢゃ 

なかつ たんです よ、 月に 一度 ぢゃ 無理 だって …… 。 でも、 

今日は 特別で 御座 い ま せ う。 

^部 第一、 十二 日なん ていふ 日 を 選んだ のが 間違 ひです 

よ。 いくら 誕生日 だって、 月半ばって 云へば、 誰でも 人 

ぐら ゐ 訪ねた くなる 時分です からね。 これで、 三十日と 

か、 なんとか いふ 日 だとね、 それ、 一寸、 出に くい、 そ 

こ を面會 日に す るんで すね、 客が 多くて 困るなら …… 。 

夫人 でも、 可兒 は、 十二と いふ 數を、 それや、 有が たが 
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るんで すの よ。 二で も 三で も 四で も 割り切れる なんて 申 

しまして ね G 

錢部 それから、 六で も 割り切れ ますな。 

夫人 どうです か …… 。 それに 一年 は 十二月で 御座いませ 

錢部 それから、 子 a 寅の 十二支と いふ 奴ね。 

夫人 は あ。 それに、 可兒の 兄弟と、 あたくし の 姉妹と を 

寄せます と、 丁度 十二 人なん で 御座いま すの。 

S そんな こと 云へば、 わたしと 家内と は 十二 違 ひです 

よ。 

夫人 あら、 不思議で すわね、 

可兒君 (現れ) ちっとも 不思議 ぢ やない。 だから、 圓滿 

なんだ。 (.M につ. V0 十二と いふ 數 はね、 七 だと か、 十 

三 だと かいふ やうに、 ある 神秘的な 感じ を もった 數ぢゃ 

ない が 至 l^i ら かな、 整然たる 感じの する 數だ" 從っ て、 

少し 常識的 だが、 寶 生活 を 律す る 上に は、 却って 安全な 

氣持 を與へ るんだ。 僕 は 好きだよ、 此の 數が …… 。 

織 部 僕 は ど つ ちかと い ふと 七と か 十三と か い ふ數が 好き 

だね。 (毛 利に) あなた はどうです。 

毛 利 さあ、 僕 は、 さう いふ こと を考 へた こと はあり ませ 

んが …… 0  (木 暮と鳥 あなた 方 はどうで すか。 

木暮 (鳥居と；^ ん、 見合せ ながら) あたくし、 やっぱり 十 


二が 好きです けれど …… 。 十六 もよ ろしう 御座いま すわ 

綾部 なるほどね。 あなた は …… 0 

鳥居 あたくし、 一 が 好きです わ.^ 

綠部 これ や、 よほど^い 意味が ありさう だな。 君 はどう 

です。 

駒 井 は あ、 いえ …… -、 私なん か は 別に …… 0 なろ ベく 多 

ぃ數 がい、 くら ゐな もんで …… 0 

縫 部 こり や 名言 だ" 

( 一 同 笑 ふ。：) 

駒 井 (名譽 恢復 か 思び たち) 十 は 如何で せう リ 

(誰も 相手 "ししない。 長い：！ e 默 0) 

(「親 まう。」 とい ふ 大きな 聲。 ) 

女中 (現る。 名刺，^ 差 出す) 

可兒君 (それ 受け取り) ^^六郞 …… 。 へえ、 これ は 珍 

しい。 (奥に 向 ひ 萆んん けようと する が、 やめて 化. -ち上 

リー 寸考 へて) 兎に角、 お上り. なさい つて ：… 。 (誰に 

ともなく ン どうも はや  (- 

織 部 誰 だい" 

可兒君 (新しい， がな 坐ら ぜろ 場所 fj- こしら へながら.〕 此 

處ぢ や、 ちょっと、 狭い ね。 

夫人 (現ろ) 毛 利さん、 恐れ入り ますが、 その 座 蒲團を 
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一 寸 …… 。 あなた はよ ろしいで せう。 

^利 (敷いて， e るの，^ 外し) 僕、 もう、 歸り ませう か。 

可兒君 うん、 まあ、 い、 さ 。氣の 毒 だな あ。 

泊 (， ほしげ- レ、 あたり 见^ しな. から 人リ來 る。 何 處！. i 坐 

つてい、 か 一時た めら つてな ろ) 

3^ 部 さあ、 どうぞ、 あちらへ …… 0 

m  (入 リロ Li 坐 リ^ 部 LL 向 ひ 割合-..: 打 r, 解けた 調子で) 

や あ、 しばらく …： 。 

^部 、ついて) 可 兒君は あちらです。 

！ E  (^ちつ さ拂 つて) あ、 さう です か。 (一 見廻し 

可 お.^: つけ) や あ、 しばらく …… 。つい、 どうも… 


:r 兒！； さう かね。 君、 泊 君 かね。 

泊 變っ たかね。 さう いふお も …… なるほど、 聲を 聞けば 

たしかに 昔の 君 だ。 

可兒ぉ 今、 どうして るるつ 

泊 まあ、 それ は、 ゆっくり 話す が、 今日は 何 か、 寄 < "日 

かね。 (改めて 一」 ズゅ 見廻す〕 

可兒ぉ いや、 ：. 日なん だ。 

泊 さう か。 そいつ は、 T 度よ かった〕 二三 年 前から、 新 

聞ゃ雜 誌で、 ちょいちょい 名前 を 見る のでね、 一度 訪ね 

たいと 思って ゐ たの だが、 十 年 近く 會 はずに ゐて、 だし 


ぬけに 訪ねたん では、 と 思って ね.^ 何 かい  > -機會 が あり 

さうな もの だと、 .M は、 今日まで 待って ゐ たやうな 次第 

だ" 處が、 昨夕、 偶然、 「クイン」 とい ふ 維 誌 を讀ん だら、 

君の 小設が 出て ゐる。 ；— 資は、 君の 書いた もの を讀む 

の は、 これが 始めて だ、 それ は斷 つて 置く が ，，—— 。 する 

と、 中に 書いて ある ことが、 どうも、 僕の ことら しい。 

あの 「彼」 とい ふ S? は、 たしかに 僕 だ。 11 いや、 かま 

はんよ。 あれ は、 小說 だ。 わ、 さ うだらう。 だから、 事 

實とは 違 ふ。 違 ふの がほんと だ。 それく らゐ のこと は、 

僕 だって 知って ゐ ろよ、 しかし、 僕 を モデルに した もの 

に 違 ひない。 あの 時の 僕 は、 たしかに、 あ 見える 男 だ 

つたら う。 そこで だ、 君が あれほど 僕に 好意 を 持って ゐ 

て くれるなら、 今、 訪ねて 行っても、 まんざら、 いやな 

顏 はされ まいと ね、 なに、 皮肉 ぢ やない よ、 これ は …… 0 

近頃の 小說 で、 主人公が あんなに 優遇され てゐる 小說は 

ない よ。 僕け 自分 を あれほど 善人 だと は 思って ゐな いだ 

けに、 聊かく すぐった ぃ氣 持に はなる が、 君が 僕 を 善人 

に 見立て >- くれた ことに 腹 は 立たない。 11 おや、 こん 

なに 獨 りで 喋 舌って い  >, のかい。 

可兒君 それや、 かま はない が、 その 話 は、 まあ、 もっと、 

後でし よ うぢ やない か。 それより、 君の、 その後の 樣子 

を 聞きたい もんだ な あ。 
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泊 それ こそ、 何時でも 話せる。 僕 はね、 咋タ、 あれ を讀 

ん でから、 今日 此處 へ來 るまで、 そのこと を 考へ續 けた 

んだ。 11 君が 一 體、 僕と いふ 男 を 11 あの 時、 あんな 

こと をした 男 を、 なせ、 あれほど 寛大な 心で 見て ゐ てく 

れ るかと いふ ことが、 徵に は、 どうしても わからな いん 

だし 

可兒ぉ まあ、 い i ぢゃ ないか、 そんな こと は …… 。 

泊 い M や、 よくない。 それ を 聞きに 来たんだ〕 聞かして 

くれ 0 

可兒君 今日はね、 月に 一 囘 の面會 日で、 此の 通り 大勢お 

客さん が 見えて ゐ るんだ から、 君 一人と 話 をして ゐるゎ 

けに 行かな いんだ。 

泊 (悄げ て j さう か。 しかし、 もう 一と 言 云 はして くれ。 

君 は、 あの 小設の 中で、 僕の 今の 家内と、 以前 何處 かで 

…； 。 (かう 云 ひか.. -て、 あ；^ リに氣 がっさ やっと) さ 

うか…. 。 こいつ はま づ いな。 

可兒君 まづ いと も …… 。 君 は、 まだ、 こ 》 にゐる 人た ち 

に挨拨 もして ゐな いんだ ぜ。 

女中 (現 はろ。 名刺.^ 差 出す) 

可兒君 (名刺 か 見ながら) 原稿なら、 當分 駄目 だ …… 0 

あ、 奥さんに 一 寸 つて …… 。 

女中 (去ろ) 


炎 人 (現 はろ) 

可兒君 これ、 用事 を 聞いて ね、 原稿なら 斷 わって くれな 

I 力 

失 人 (笑 ひながら 去ろ) 

可兒君 (更 めて、 泊に〕 さう いふ 譯だ から、 もう 少し 落 

ちついて、 順序よ く 話 をしょう ぢ やない か。 先づ、 紹介 

をして 置かう。 これが、 傑の 友人、 織" f5J 九郎 1;? …… 

泊 (それ- IL は應 へす〕 而^ 日 は何曜 と何曜 だ.； r 

可兒 せ； これが 劇作家の 織 部 九郎お だ〕 抆^ をし へ „s へ。 

泊 此の 次の 面 會日は 幾日 ….. ？ 

可兒君 おい、 君 • 織 部 君に 挨拨 をし ろ。 

夫人 (現 はろ) あの …… も 原稿です けれど， 一寸お 

目に か \ つ て， 伺 ひたい ことがあ るって 云 ふんです けれ 

ど …… 。 

忙しい つて 云へ。 

で も 面 <^01 日なん ですから  。 

だから， 人なん かに 會っ ちゃ をら れん。 

そんな 無茶な ことおつ しゃった つて …… 。 わえ、 m 

部さん" 

可兒君 そんなら- どうと も 勝手にし ろ。 

夫人 (起ち 上りながら) 上って 1^ いても よ ござんす ね。 

可兒君 上る 奴 は 勝手に 上れ。 


ロ(^(?11-の;^兒可 


nj  ^  nf  - 火- 
兒 利 兑 部 人 


可兒君 まあ、 考 へて 置き ませう。 

^井 は あ、 どうぞ 一 つ …： 。 お 禮の點 は、 充分な にす る 

つもりで 御座いま すから .：：• ： それに .：•： こ 

可兒君 に 角、 今日は、 こんな 風 だから、 明日に でも 來 

て 見て 下さい。 明日、 さう です ね …… 明日なら * 何時で 

も かま ひません e 

駒 井 は あ. どうも …： 。 では、 明日 ：…. 。 (便所の 戸 1^ 

開け かける) 

可兒君 歸 るん なら、 こっちで すよ。 

駒 井 は あ * いえ ；… 一寸 …… 。 (戶 > ^開けて は ひろ) 

可兒君 (手 持 4.ri 汰沙 さう に 一 つ 時 駒 井の 出て 来る のな 待 

つて ゐろ。 が やがて 座敷 に 歸ろ) 

新しい 客 わたくし、 「^細 亞 文學」 の齋 田で 御座います。 

可兒君 もう 澤 山です。 

齋 W は？ 

可兒君 御 の 通りの 有樣 ですから， とても 原稿なん か 書 

け やしま せんよ 0 

寄 S いえ. 今日は、 その、 實は、 談話 筆記 を さして 頂き 

に 上りました ので …… 。 今度、 各方 面から、 少し變 つた 

姓名の 方に. 御 自分の 姓名に ついての 御 感想、 又は、 御 

意見 を 伺って、 それ を 一 つの 欄に 集めて 見る ことにな り 

まして …… 0 


(去ろ) 

僕 は、 ぢゃ、 失敬す るから …… 。 (起ち かける) 

_5 いや、 君 はま だ歸 つち やい かん" 

僕、 お 暇し ます G 

_1? 君も歸 つち やい かん。 

(長い間) 

木 妙 あの、 あたくし たち、 もうなん ですから …… o( 手 

つ いて、 ぉ辭 liS ん- しかけろ) 

可 兒-ぉ え >-と、 あなた 方はゐ たって かま ひません よ。 

(S 

駒 井 广仆 方. かなしに) ぢゃ、 私が …； 。 (坐り K す) 

可兒君 あ、 さう して 吳れ 給へ。 折角 だが …… 。 

駒 井 どうも 御 邪魔 をいた しました。 ぢゃ 皆さん • お 先へ 

：… ち 上ろ) あの …… 先生、 一寸 …… お 顏を拜 借… 


可 お なんです か。 顏で すか。 

駒 井 (^下へ 出ながら) は あ， 一寸， お 顔 を …… C 

可兒ぉ Grf.- へ 出ろ。 駒 井の 後す さリ すろ 方へ 機械的-しつ 

いて； 仃く。 便所の 戸 n である) 

駒 井 (聲 vJ- ひそめて) 先程お 願 ひしました 一件で 御座い 

ますが …… 0 

(此の 時 新し さ i や m 敷に 通ろ。) 


日 會面の 君兒可 
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可兒君 僕の 姓名 は、 そんなに 變 つて やしま せんよ。 

齋田 いえ • どう致しまして …… 。 大分變 つてお いでに な 

ります。 「可 兒」 と 申します 姓 は、 やはり 琉球 G …… 。 

可兒君 そんな こと はどうで も い X ぢ やありません か。 

资 S でも …… 。 さう 致します と、 「可 兒」 とい ふ 字 は、 な 

ぜ …… 0 

可兒君 なぜ も 糞 もない。 可兒 だから 可兒 です。 君 は なぜ * 

齋 田です か。 え、 なぜです。 齋田 ：… 齋田 …… 何が 

だい。 なぜ、 織 部です。 なぜ， 木暮 です。 なぜ …… OC つ 

ま ろ) 

木暮妙 (手傳 つて) 鳥居 …… 。 

可 5? うん、 なぜ 鳥居です。 え、 なぜ、 毛 利です。 なせ 

泊です。 泊 …… 、 泊 …； 。泊なん ていふ 名が ある もんか。 

齋田 それや、 さう お つし やられ  >1 ば それまで V すが …… 0 

可兒君 それまでなら、 それまで どい 》 ぢ やないで すか。 

僕 は • 今日は • 君なん かの 相手に なって を れんので すか 

ら ね。 惡 しからず …… 。 それで はと …… 用事 を 段々 に片 

づけよ、 ( ぢ やありません か。 木暮 さん はなんで したつけ 

な 0 

木|2;^1妙 いえ、 あたくし は * 別に …… 。 (と 云 ひた. から 包 

み.^ ひるげ) これ、 お 暇の 時に、 また • 御 K 下さい ませ 

ん でせ うか。 (原稿，^ 出す) 


可兒君 (受け取 リ) …… 「冬 は 橇に乘 つて」 …… (首ん 4 ひれ 

リ) どうも" 何 かで 見た ことの ある やうな 題 だな。 よろ 

しい。 拜見 しとき ませう。 

木暮妙 どうぞ …… 。 (^^,?居1^、に眼くばせして) それで 

は， また …： 0  (一同-..: 會釋 して 起ち 上ろ) 

鳥居 や、 (これ-, 會釋 して 起つ) 

可兒君 (座1^起^^ぅとせす) ぢゃ、 これで 失禮 …… 。 

木 妙 (廊下に 出て) あの …… 先生、 一寸 …… 。 

可兒君 なんです か。 (起って 行く 木 慕 妙に ついて、 また 

便所の 戸口に 行く。 此の 時 便所の 戸が 開いて 駒 井が 現 は 

れる) あ、 わかりました か" 

駒 井 (恐^して) は、 どうも 、失禮 …… 。 (逃げろ やう 

に 玄^に 去ろ) " 

木甚妙 (云 ひ 出し 惡さ うに) あの、 あたくし • 今 *  -  .^ 

上の 重大問題に ぶっかって ゐ るので すけれ ど， そのこと 

について， 是非 先生に 御 相談して、 解決 をつ けたいと 思 

ひます の。 それで …… 。 

可兒君 さう …… 0 なんなら 此の 次ぎに 御 話 を 伺 ひませ う。 

木暮妙 は あ、 でも、 なるべく わいで その 方の 始末 をつ け 

ません と …… 0 

可兒君 そんなら 明日と …… 明日 ほ 駄目 か。 ぢゃ、 明後日 > 

もう 一度い らっしゃい。 ゆっくり、 御 話 をし ませう。 


•J  I 


门 1^ おの 'さ 可 


— ^ 可 も》 
兒 f^v  % 部 


處で かま はな いんだら う」 

うん， それが やつば り • なんなん だ。 

可兒ぉ ？ S 密を 要する のか。 君に も 似合 はない な。 それ ぢ 

やと ：… 。 (奥に 向 ひ) おい、 そっち 片づ いてる か。 

失 人り^  (奧 から 笑 ひな. から) こちら は、 今、 一寸、 困 

ろんで すの-」 

00 かま はな いぢ やない か、 どこ だって …… " 

可兒 1;;:- なにして るんだ い。 それ. ちゃ、 ねえ やの 部： ：！ は… 

:-o あんまり かな。 

女屮 あら、 どうし ませう。 

夫人の 萆 いけな いんです つて …… 。 ぢゃ、 失禮 して、 お 

玄關 になす つたら …… 。 今、 お 火 を 入れます わ。 

可兒君 ぢゃ、 さう しょう。 (起 a- 上ろ) 

0^  (毛 利に， - では、 失疆" (外に 出ろ) 

C 兩 人玄關 に 行く.^ 

泊 (毛 利 に) あなた は、 まだお II りです か。 

毛 利 と 云 ひます と …… ： 

泊 ^りかと 云へば、 li 身 かとい ふこと です よ" 可兒君 は. 

あれで 評判 はい V んで すか。 

毛 利 さあ …… 0 

泊 (奥に 向 ひ) 奥さん。 

夫人の 聲 (しにら くしてから) は あ。 (現 はろ) 


木！： * 妙 は あ。 で、 そのこと にっきまして は、 詳しい こと 

は、 あの 只今の 小說に 書いて 置きました けれど …… 。 な 

んで すか、 うまく 書け ません の。 

^n^^  \H ^に 拜兑 して ® きませ う。 

木 IE* 妙 どうぞよ ろしく …… 0  ^、と 二人 玄 の 方に 

去ろ。 可兒^ 數 ろ ) 

泊 今の 二人 はなんだ ね。 

可 お (それに は^へ や 宅 利 lO 君 は， 何 か 用事 はない 

の 0 

毛 利 いえ、 別に …… 0 たビ、 一 寸 …… 0 

可 I なに？ 此處ぢ や 云へ ない の。 

毛 利 え. さっきの 問題なん です けれど ：… 。 

可 兒ぉ そんなら- 此處 だってい \ぢ やない か。 かれて 

惡 いやうな 人はゐ やしないよ- もう 男ば かりだ) 

手 利 でも …… 。 

可兒ぉ 駄 E だな あ. そんな ことぢ や …… 0 そんなら、 も 

う 少し 待ち 給へ。 

僕 は. また 出直して 來 よう。 

n lis は 急ぐ 必要 はな いぢ やない か。 

いや • それが、 大いに あるんだ。 

n さ か。 それ ぢゃ， の 方から 片 づけよう か。 此 


曰^ 面の 君^ 可 


205 


失 齊 ^ 泊 夫 


泊 (にやく 笑 ひながら) わたくし は • 可兒 君の 舊 友で 

す。 これから、 ちょいちょい 寄せて 頂きます から、 よろ 

しく …… 。 奥さん は、 何時、 こちらへ おいでになり まし 

たか。 

失 人 あの …… 一昨年で 御座います 0。 

泊 一昨年 ：… 。 さう すると •  丁度、 わたしが 上の子 供 を 

失く した 年です な。 

夫人 まあ」 

泊 さっき も 云った ことです が， わたし は、 可兒 君に 感謝 

して ゐ るんで す。 わたし は、 かう 見えても- 世間に 顏向 

けので きない 男なん です。 何れ、 あとから お聞きになる 

ことで せう が …… いや- 或は、 もう， お聞きに なって る 

かも 知れません が、 わたし は、 孽 校に ゐる 頃、 不 II した 

動機から、 親しくして ゐ た可兒 君の 金 を盜ん だんです。 

勿論， 可兒君 は， それ を 表沙汰に はして くれなかった。 

たビ、 それからと いふ もの、 わたしの 方から、 自然 遠 ざ 

かって 行った G です C なせ 遠ざかって 行った か。 それ は 

おわかりで せう e しかし、 心のう ちに 罪の 重荷 を 引 措つ 

て， 一人の 親友から 離れて 行った わたし は、 生活が 日に 

日に 荒む ばかりでした」 學校 もやめ ました。 

夫人 そんなお 話 は、 もうよ ろし いぢ や 御座いま せんか。 

わたくしに は 何も 關 係はありません もの ：… 0 かう して 


久々 でい らしって 下さった からに は* 可兒 さへ 心が 解け 

てゐれ ば、 もともと 通りの 親しい おつき あ ひがで きる Sic 

で 御座いませう。 ねえ， 毛 利さん …… C 


泊 今、 そこで、 どっかの 子供が 荷 as- に it かれました よ， 

ついそ この 酒屋の 角で . ：.c 

： え. 子供が …… 。 

(默 つて 腕 紐み どして 考へ 込む) 

： (茶 〈，§ などん、 片 づけ 始ぁ る) 

先生 は 今、 お 忙しいです か。 

： は あ、 なんです か、 時間がない やうで 御座いま すよ。 

お茶が 冷めました らう〕 (去ろ) 

可兒 君の 聲 それ ぢゃ， 明 曰 …… はいけ ない と、 明後日 も 

なんだから、 明々 後日に して くれ 給へ C  (間) いや、 朝 

〇 うちが い  >1 なし (間) うん、 それ ぢゃ、 失敬〕 どうも 

今日は 取； 込んで ゐて …… 。(鹿 敷へ it つて 來る) そこで 

と …… (齋 田-」) 君、 また 此の 次ぎ 來て賀 ひませ うか。 

今 曰 はもう 疲れた。 それに、 名前の ことなん か、 僕 はち 

つと も與味 はな いんだから， 勘辩 して 下さい C 

齋田 どうも 弱り ましたな C 先生の がない とい ふこと にな 

ると、 一寸， 此の 企てが 無意義に なり ますんで …… 。 

可 君 そんな こと はないで せう。 第一、 頭が 惡 いよ. そ 


2on 


n ぉ而 の: IT 兒可 


i 


女で 失乇可 =5 
中 利 人 利 兒 利 


んな こと を 企てる なんて …… 。 もっと 氣の 利いた 題目 は 

いくら だって ある ぢ やない か。 今日は 君， 頼む から * 引 

収 つてく れ^へ。 

"お E は あ、 今、 一 寸* もう 一 杯 熟い お茶 を 戴いて から …… 。 

可兒ぉ さう か U  (ぬに 向 ひ) おい、 熱い お茶 を 一杯 …… 。 

夫人の 5^ はい， 只今 ：… 。 

毛 利 お疲れに なって るなら > 僕 も、 これで …… 。 

可兒ぉ さう …… 0 それ ぢゃ、 さう して くれ、 君の 方 も 急 

ぐんだ ね" 明日、 明後日、 明々 後日 …… みんな 塞って る 

から、 その. ヌの日 …… (指 ^折りながら) 十六 日 だね、 

さう して くれ …… 。 

何時 …： ？ 

0 何特 でもい >- 。朝で も、 晚 でも …… 。 

それ ぢゃ、 さう 願 ひます。 お 邪魔し ました。 

い^ 毛 利さん、 只今、 珈辨を 入れます から …… 0 

は あ、 有りが たう。 

(珈琲 V や？； んで來 ス，) 

(一 同れ』 つて 珈琲 fM; 、ろ o〕 

(長い間。) 

泊 西洋で は、 珈琲なん か 飲む 時、 こんなに 音を立て ちゃ、 

いかんの ださう だね。 

(畏ぃ ET) 


齋田 東の 海の 林と 書いて、 何ん と讀 むか 御存じです か。 

可兒 知らん よ、 僕 は、 そんな こと は …… 。 

毛 利 どうも 御馳走 さま …… 0 ぢゃ 先生 …； 十六 日に …… 

( 一 同に 挨^して 起ち 上る) 

可兒君 は、 よろしい。 さよなら …… 0 

毛 利 V 去ろ) 

齋田 では、 わたくし も ：… 。 何れ、 また、 そのうち、 何 

かお 願 ひに 出ます。 

可兒君  Q 

齊 H 御免 …； 。 

可兒君 ぢゃ、 こ \ で 失敬 …… 。 

齋田 どうぞ …… C  (笑 ひながら 去る) 

(極めて 長い 沈 默。) 

泊 今日は、 もう 暇なん だら う。 

可兒君 あ \ 、暇 だよ …… 。 (力なく 兩 手で 頭ん I 抱へ 机の 

上に^, ケ つく) 

泊 ぢゃ、 ゆっくり してって もい >t かい。 

可兒君 あ > -、 い >t とも …… 。 

I 幕 — 


話 挿晨動 
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女 從妻馬 鈴 宇 
中卒 丁子 治 
よ 太數友 夫少物 
し 田 代 吉人佐 


夫 從 夫 從  夫 從 夫從 


動員 揷話 2  3 


明治 三十 七 年の 夏。 

東京。 

第 一 幕 

宇治 少佐の 居間。 I 夕刻 

從卒太 田 (駱共 I 等卒) が 軍用 飽の 整理.，.. して ゐ ろ。 

鈴 子 夫人が 現 ばれる リ 

夫人 さ、 此の 毛糸の チヨ ツキ を どこかへ 入れと いて 項 戴 < 


—— あとから 经 つても い >- けれど、 どさくさ 紛れに 失く 

なされで も するとつ まらない から …… 。 それに、 もう、 

あっち は、 九月に なると 寒い つて 云 ふぢ やない の。 11 

何もかも、 あんた のお 世話になる のね。 ほんと に、 よろ 

しく 頓む わ。 大變 だら うけれ ど …： 。 病氣 だけ は氣 をつ 

けて あげて 頂戴ね。 すぐお なか を こ はすの よ。 

從卒 さ、 「すると、 入れる もの は、 これ だけであります か 0 

夫人 さう ね …… 。 もう 大概 それく らゐの もんね" お 謹り 

は あすこへ 入れた と …… 0 

卒 ゥ イス キイ は 二 本で よろしう あります か。 

人 澤 山で せう。 御 自.： ^でも 一 つ、 岡！！ へ 入れ てらつ し 

やる のよ。 

卒 太 HI も 一 つ 持って行きます。 それから Its? 丁もゐ ます 

から …… 。- 

人 そんなに …… ？ 寒い 晚 にお 酒なん か あがる の はい 

けな いんだ さう だけれ どね。 よく 凍死す るんで すって、 

それで …… C 

卒 は？ 

人 凍えて 死ぬ のよ、 お 酒に 醉っ てなん かゐ ると ：… 0 

卒 どうしてであります か。 

人 どうし て だ か 知らな い けれど … … 0 婦人 會 の 講話で、 

さう 云 ふお 話 を 伺った ことがある わ。 あんた は飮 まない 
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で 
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る 

ほ 
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な 

ん 

巫 うい 

5 

ん 

すい 

る 

け 

のね。 

$ は あ、 駄 IH であります。 

. ^人 駄 m の 方が い、 わ。 

此の 時、 宇治 少佐、 浴衣 姿-」 て 現" ろ。) 

少佐 もう 形づ いたか。 

從卒 は あ、 形 づきました。 

夫人 ゥ イス キイば かりこん な に お 持ち に な つ て 、 どうな 

さるんで すの。 

少佐 お".！ の 知った こと ぢ やない。 (太 raLL) そ いぢ や、 

今日は 歸 つてい >1。 家の ものに は、 もう 會 つたの か。 

從卒 い X え、 まだ 會 ひません" 別に 用 もありません。 

. ^人 でもね え …… 。 

少佐 日 は來ん でもい、。 それから、 副官に、 今晚 はも 

う W はない からって、 さう 云へ。 

從卒 は。 副 {に 殿に、 今晩はもう 御用 はない つて、 さう 申 

します.」 (や" 明 ^取り出し) 御 判 を どうぞ …… 0 

少佐 出 鼓 前に、 からだ を こ はさん やうに せい。 

從卒 は あ。 用飽 1^ 擔ざ、 出で 去ろ) 

^人 御苦勞 さま。 

(少佐と 火 人と は、 對 座した ま、、 哲く 無官。 — お 

もて, <5 -號 外資が？ ^る。) 

夫人 號外、 賈は せませ うか。 
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少佐 すれて るの さ、 つまり …… C 

夫人 そこへ 行く と、 よしって 云 ふ 女 は …… 。 

よしが 換ブ お開けろ。 失 人、 口 噤 む。) 

よ し 號外屋 さん は もう を りません で す。 

夫人 お前の 呼び 方が 蓮い からだら う" し 

よし い X え、 わたくしが 御門の 外へ 出ました 時 は、 もう 

どこかへ 行って しまつと りました G 

夫人 鈴 は 聞えなかった の C 

よし 鈴で 御座いま すか。 さあ、 鈴 は 方々 で 聞え ましたけ 

れど 11 。 

少佐 もうい  > -。 友吉を 呼べ C 

夫人 今 0 こと を おっしゃ るんで すの。 

少佐 い." や 0 

(長い 沈 么。) 

(戸リ 丁 友吉、 恐る S る 現る C) 

友吉 何 か 御用で …… 。 

少佐 もっと こっちへ は ひれ …：. C 寢欒は 新しい のと-取り 

更 へたね-」 

は あ。 

それで はと、 早速 だが、 お前の 決心 を 聞きた いんだ。 


どう だ、 おれと 一 緒に 戰 地へ 行く か。 


友吉 (默 つてう つむく) 

少佐 副 馬の 方 はま あい  として、 正 馬 C 方 は、 あの 通り 

手の か \ る 馬で、 お前に はやつ と 馴れたと ころで も ある 

し、 お前が ついて 行って くれ >- ば、 おれ は大變 助かる。 

將 校の 馬を預 つて ゐれ ば、 日頃 こんな 時の 覺悟 も、 まあ 

して ゐる だら うと は 思 ふが、 念の^め ^ いて 兑 るんだ。 

吉  0 

佐 それとも、 戰爭に 行く のが こ はいか。 

士ロ い >- え、 こはくはありません. - 

佐 そんなら、 どう だ。 行く か。 

吉 (また、 级.^ 伏せろ) 

佐 兵隊に. 取られた と 思へば なんでもな からう。 その か 

ら だで、 そ G 若さで、 意氣 地の ない こと は 云 ふまい な。 

士ロ   。 

少佐 人間 はどうせ 一度 は 死 ぬんだ。 疊の 上で 死んでも 一 

生 は 一 生" 汽車に かれて 死んでも 一 生 は 一 生 だ。 國家 

の爲 に、 潔よ く 命 を 投げ出せば、 それだけ 死 花 を，；^、 かせ 

る ことになるんだ ぞ。 男子の 本懐 ぢゃ ないかし 

犮吉 (默 つて 頭 さげる) 

少佐 給料 は 倍にする し、 お 上から も、 無論 手當は 出る。 

その上、 無事に 歸れ ば、 從軍徵 章 も 頂戴で きる わけ だ。 

夫人 それに 戰爭と 云っても、 普通の 兵險 さん 見たい に、 
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友吉 どうか 一 つ、 そこん ところ を 旦^から よろしく おつ 

しゃって いた^きた いんで …… あの 女 は、 一度 云 ひ Si し 

たこと は 後へ引かない 女で …： .e どうも、 西って しま ひ 

ます。  :c  〉 

少佐 すると、 ぉ祌 さん は、 お前が 行く 事 を 不承知な のか。 

友吉 それと 申します のが、 かう 申しち やなんで すが、 あ 

あい ふい きさ つ も 御座 いました くら ゐで、 わたくしと 致 

しまして も あと で 、 どんな 短 氣な眞 似 を される か も わ か 

らな いってい ふ 心配 も ある んで … … 。 

少佐 そんな こと も あるまい つ 今日、 男と いふ 男 は、 みん 

な、 妻子な り、 親 姉^な リを殘 して、 敵地に 向 はう とし 

てゐ るの だ-〕 お前の 女房 一人が、 あとへ 殘 るん ぢゃ ある 

まいつ さ、 「11 がわ からんでも 困るな。 それ ぢゃ、 おれ か 

ら よく 訊いて 見て やらう。 

夫人 それや、 あん 時 はね、 二人が 一緒に なれる かたれな 

いかって い ふ 場合 だ つ たから、 死ぬ の 生きる のって いふ 

驟ぎ をした の だら うけれ ど、 今度の こと は、 また 別 だ わ 

ね。 あたしが、 大事に 預 つて、 あげる わ、 そんな ことが 

ないやう に …… Q 

友吉 へえ、 恐れ入ります。 なにしろ、 どうも あの 氣 性で 

…… 全く、 わたくしの 手に は …… (頭 vJ* かく) 

少佐 (笑 ひながら) 弱 昔 を 吐くな。 自第 自得 だ" しかし、 


そんなに 危 いところ へ 出ないでも 濟 むんで せう 

少佐 それ もさう だ 。なに 命 は 大丈夫 だよ。 (間) こっち 

へ殘 して 行く もの \ 世話 は 勿論 引き受ける。 お前に 萬 一 

のこと があって も、 心配 はいらん。 

友吉 (默 つて 頭 さげる〕 

少佐 無理に 引 張って 行く わけに も 行かん から、 お前の い 

いやう にしろ" 

ぢゃ、 一 つ、 ！ g に 相談して 見ます。 

それが よから う。 だが、 お 神さん は、 お前、 女 だせ。 

へえ" 

行く 方が い、 か、 行かない 方が い \ かって 云へば、 

行かない 方が い  >- つて 云 ふに きまって やしない か。 お前 

がかう と 決心 をして、 おれ は 行 くんだ と 云って しまへば、 

それ を 行くな と は； K ふまい。 曰 本の 女 は、 そんな こと は 

云 はんよ Q 

友吉 へえ、 でも …… 0 

少佐 でも、 なんだ。 

友吉 は、 さっき も 一寸 話 をし ましたんで すが、 なにし 

ろ、 あの 女 も、 ijf- より はあり ませず、 わたくしに 行かれ 

つち まふと …… ひ 

少佐 だから、 あと はこつ ちが 引き受け ると 云って るぢゃ 

ないか。 
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つかり …… 。 なんだ、 その 面 は …… 。 

(此の 時、 失 人が、 友吉の 妻、 數 代，^ 伴って は ひつて 

来ろ c) 

(数 代、 T 寧に 舍釋. ^する。)  ， 

少佐 そんなに 改 たまらな くっても い >-。 そこで、 あらま 

し 話 は 聞いて る だら うが、 今度、 戰爭が はじまって、 g 

團 にも 動員が 下った わけなん だが、 知っての 通り、 將校 

は、 みんな 馬丁 を 一 人 連れて行く ことにな つ て ゐ る、 

おれ は、 友吉を 連れて行か うと 思 ふが、 お前に Si; 存 はな 

いか。 

数 代 (默 つて 友吉 の级ん 見る) 

友吉 (その 視線 1 や 避けて、 額 1 ^伏せろ」 

少佐 今、 友吉に 話した ところ だが、 友吉 は、 お前 さへ 承 

知 すれば、 行っても い. -と云 ふの だ。 これが、 われわれ 

兵隊なら、 家内に 相該も 糞 もない。 それだけ まあ、 ErrJ 

など は 自由な わけ だが、 日本の 男と 生れて、 此の 千載 一 

遇 〇 好機 會に 少しで も國 家の 爲 めに 働き 度い と 云 ふ 

は、 これ は、 誰し もー樣 なわけ だ】 

數代 さう 致します と、 行っても 行かな くっても、 それ は 

日本人の 勝手な んで 御座い ま す か 。 

少佐 まあ、 さう だ C 

数 代 それなら、 宿 は、 お 俘 を 致し 兼ねます。 


なかなか、 睦 じさう で 結構 は 結構 だが ：… 。 

友吉 なんです か、 ちっと かう、 息が つまり さ- 「なんで… 


人 (笑 ひながら) おやおや、 隨 分ね、 この 人 は …… 0 

佐 數を 呼んで 御覽。 

人 (去る.，〕 

佐 おれ を 見ろ、 おれ を …… 。 おれ は 誰に も 相談なん か 

し は せんぞ"」 

吉 へ ；… C 

佐 お前 は、 少し、 女房の 云 ふこと を H き 過ぎ やせん か。 

吉 それが、 さう しません と、 あとが 五月 1^ いもんです 

から …… C 

少佐 どう 五月 蠅 いんだ G 

友吉 は 何時も、 あたしのから だは あん たのもの、 その 

代り あんた の か らだ は あたしの ものって、 かう 申します 

ん です) 

少佐 さう すると、 主人 はどうなる？ 

友吉 へえ、 そり や、 もう、 わたくし は、 何んで すが、 ま 

あ、 二人つ きりの 時 だと、 さう いふ わけなんで …… 。 夜、 

こちら からお 暇が 出ます と、 それき り、 煙草 を 買 ひに 行 

くこと も 出来ません C 

少佐 果報者 だよ、 お前 は …… C  S しっかり しろ、 し 
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11 あんた が戟爭 になん か 行ける もんです か、 人一倍 隨 

病な くせに …… 。 鐵 砲の 音 を 聞いた だけで 腰 をぬ かすで 

せう。 

友吉 冗談 云 ふない。 そんな こたない さ。 それに、 馬丁 は、 

危 いところ へ は 行かな いんだと さ。 

数 代 あたしが いや だったら、 仕方がな いぢ やない の。 

夫人 そばから 餘 計な 口 を 利く やう だけれ ど、 ど うだらう、 

數ゃ …… ほかの 場合と 違って あたしら は、 自分 たちだけ 

のこと を考 へて は ゐられ ない 時なん だからね、 お前 も 一 

つ 決心 をしたら …… ？ 友吉 だって * 世間への 顔が ある 

だら うからね。 

友吉 それが ありま すんで …… 。 今日なん かも、 隊で、 仲 

間の 奴ら から、 お前 行く かって 聞かれ ましたが、 無論 行 

くって 云って やった くら ゐ です。 

数 代 まだ そんな こと 云って るの。 さっき、 あんた、 なん 

と 云った、 あたしに …… r 一 

友吉 (ぐっとつ まリ. 妻の ig/^c-i,: ま  >- 、も. ち/ \ してゐ 

る ) 

數代 今まで、 二人の ことで は、 いろく 御 心^ を かけ ま 

した 上に、 かう いふ 時お 役に立たな いなんて、 全く、 人 

でな しとお 思 ひに なり ませう が、 こればかり は、 どうか、 


佐 それや、 どうして…. 。 

代 別れる のがい やで 御座います。 

佐 たど、 それだけ か。 

代 た^それ だけで 御座います。 

佐 もう 考へ 直して 見る 餘地 はない か。 

代 さき 程から、 よく 考へ て兑 ました、 實は 陸軍の 馬丁 

が、 戰^ に 行かなければ ならない もの か、 どうか、 わた 

くし どもに はよ くわから なかった ので 御座います。 行か 

なければ ならない のなら、 また それだけの 覺悟も 御座い 

ます。 です けれど、 只今のお 話で は、 行かなくても すむ 

とい ふこと で 御 いますから、 わたくし は 行って 貰 ひた 

く は 御 ilH いません。 

少佐 お前が 行って 貰 ひたくな いと 思っても、 亭主が 行く 

と 云へば 仕方が あるまい。 

数 代 そんな 笞は 御座いません。 行く と 申す ii が 御座いま 

せん。 二人の 問に、 話 はもう ちゃんと ついて ゐ るので 御 

^います。 

友き しかし、 な あ、 數代、 旦郝も あ. - おっしゃ るんだ し 

さ …… 0 いろいろ 御世話になった 義理から 云っても、 お 

伴 をし ない わけに や 行くまい と 思 ふんだ。 

数 代 今更、 あなた、 なんです か。 お世話にな つたこと は、 

また ほかの 方法で 御 恩返しが できる ぢ やありません か。 
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御 勘 辨を願 ひます。 もっとなん とか、 ぉ斷の 致し やう も 

御麼 いませう が、 なまじ 作り事 を 申して、 動きの 取れな 

い^ 目になります よりもと 存じまして、 あからさま なと 

ころ を 申し上げ ますつ 此の 人に 行かれて しま ひまして は、 

わたくし、 も.^ 生きて ゐる 甲斐 は 御座いません …… 。(急 

に袖.^£^し押しぁてろ) 

少佐 わかった、 も、 「何も 聞く 必要 はない。 お前 は， それ 

で、 女學 校まで 行った と 云 ふのに、 國 民の 義務と 云 ふこ 

とがわ からん と 見えるな。 しかたがない。 今、 わしが、 

それ を敎 へて フ つる 暇 はない。 友吉も * よくよく 運の 惡ぃ 

奴 だな。 これから， 何 虞へ 行っても、 肩^！-の狭ぃ思ひを 

す るんだ。 

数 代 そのこと なら、 御 心配 下さい ますな。 此の 人に 肩身 

の 狭い 思 ひ を させて、 わたくしが 默 つて は をり ません。 

世間 はもつ と廣ぃ 害で 御座います。 

失 人 數ゃ。 口が 過ぎ はしない かい。 

少佐 もうい、 から、 二人とも- あっちへ 行け、 そんな 奴 

等と 口 を 利く の も 汚ら はしい。 今日 限り、 、王 從の緣 を 切 

るから、 さう 思へ。 

友吉 相濟 みません。 

数 代 致し方 ございません。 その 覺悟 だけ はいたして をり 

ます。 御 差し 支へ なければ、 宿 は何處 かで 仕事の 口 を 見 


つけ、 わたくし は- こちらで， 奥様の 御手 It ひで もいた 

したいと 存じ て を りました が 、 それ も 御 迷 と あれば • 

二人ともお 暇 をいた 1- きます 0  では、 曰ー那 さま、 

臭 さま、 お 機 よろしう …… 。 さ， あんた もお 挨：^ をな 

さい。 

友吉 (まプ や 下げる) 

夫 入 お前た ち は、 さう いふ 風に して 此の 家 を 出て 行く 氣 

かい。 あしたから、 お 馬の 世話 は 誰が す るんだ い。 

犮吉 (妻の 方ん 1 见 ながら) さう だ，」 明日の 朝 * 鞍 は 誰が 

置く …… 。 

少佐 おれが 自分で 置く。 出陣の 鞍 を S くのに、 そんな 意 

氣地 なしの 手を藉 りたくない。 (憤然と 起って、 奥 l: 去 

リ かける) 

(キ -ソ となって その後,^ 見送ろ) 

身の 勇 ふろ ひ 起す やうに) 0 …： 。 

(後な ふリ 返ろ) 

意氣 地な しと はなんで すか。 (聲. ^ふるはせ) わた 

くし は、 命なん か 惜しく はありません。 わたくし も 3!- で 

す。 そんな 侮辱 を 受ける わけはありません。 

少佐 (故ら-. L 微笑 泛べ) よし、 意氣 地な しと 云 はれて 

腹が立つなら、 お前の 根性 もま だ 腐って はゐ ない。 もう 

ー晚考 へろ。 (姿ん 消す) 
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失 人 まあく、 お前 も、 さう 角 を 立てない 方が い、、 旦 

那 さまに して 見れば、 お前の 態度 を 歯が ゆく お 思 ひに な 

るの は 當り前 さ。 それや、 お前た ちの 立場 は、 わかって 

ゐ るよ J あたし は、 だから、 もっと は 便に、 今度の こと 

はお 願 ひする やうに したいと 思 ふの。 

數代 なんと おっしゃられても、 致し方 御座いません。 た 

とへ 此の 人が^ 氣地 なしで も、 わたくしに 取って は、 か 

けがへの ない 大切な 夫で 御座います、 御主人 御 一 人の 御 

機 娘 を 損じ た^けで、 夫の 命 を 拾 ふこと がで きれば、 こ 

んな うれしい 事 は 御座いません。 

失 人 さう いふ こと は、 云 はなく つても い こと だ わね。 

m 代 いえ、 奥 さま 方と、 わたくし 共と は、 物 を 見る £^ 

が逮 ふので 御座います。 立派な 御身 分の 方々 は、 その 御 

身分 だけの 氣 高い お心掛けが あるんで 御座いませ うけれ 

ど • さう いふ 御 心掛け は、 わたくし 共に はわ かりません 0 

通 川いた しません J わたくし 共に-取って * 名 譽は紙 暦と 

同じで 御 iii います. J  Si 軍の 馬丁が、 死んで 神樣に 祀られ 

ると 申せば、 馬が 嗤 ひます。 

夫人 しかし、 お前 …… 。 

数 代 (夢中で) い、 え、 それ だからと 申す ので は 御座い 

ません。 例へ 何^ 圓と いふお 金 を 積んで いた ビ きまして 

も、 此の 人 を戰爭 などに 出す こと はい やで 御座います。 


戰爭 はおろ か、 1 曰 別れて ゐる こと さへ、 わたくしに は 

できません。 かう 申しても おわかりになります まい。 〔思 

ひ 出す やうに) 一度、 二度、 三度 …… 別れる >ム， ふ 悲し 

みは， もう 凝り 凝りで 御 iia います。 此の 人と  一 32- になつ 

た 時- 今度 こそ は、 どんな ことがあっても 側 を 離れまい 

と 決心いた しました。 (間) 一度 目の 夫 は. 急病で、 あ 

つと いふ まに 失くな つてし まひ ま し た。 11 此 の 人が 病 

氣で 誇れたら、 わたくし も その後 を 追 ふ K 悟 をいた して 

居ります。 (間) 二度目の 夫 は、 旅先で 女 を こしら へ、 

行 衞を晦 ま し てし まひました。 11 此 の 人が 旅 へ 出る 時 

は、 わたく しもきつ とつ いて 行く つもりで をり ました。 

一身 同體 とまで 申します 間柄に、 どうして 別れるな ど 

いふ 悲しい ことがあ るんで 御座いませう。 きっと、 それ 

は、 間違って ゐる ことに 相違 ございません。 死んでも 離 

れな いのが ほんた うで 御座います。 —— 奥 さま、 わたく 

しど もが、 こんな こと を 申す の を、 きっと 可笑しく お 思 

ひに なり ま せう。 

夫人 (しんみり) 口で 云 ふだけ でな く、 それが ほんた う 

に 出来る 身分 だから 羨ましい よ。 

(此の 時、 換 ys^ 開けて、 女中の よしが 半身 現 はす. 0 

よし 奧 さま • あの、 旦那 さまが お呼びで いらっしゃ いま 

す 0 
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數友數 友 数 友 數友敛 友 數 友數友 


い、 大阪へ …… 0 大阪 なら 私の 叔父さんが ゐるゎ …… 0 

きっと， どうかして くれる わ …… 。 ね」 さう しませう、 

さ、 早く ：•：. (起ち 上って 友吉ん 、引. V- 立てようと マる 。犮 

吉は、 なかく お 一ち 上らない) 

—— 幕 11 

第二 幕 

馬丁友吉夫^^の部：！^!!.^  11 0^^c 

辋で 括った 行李が 一 つと， 風呂敷 包が 二つ、 部： 2- の 隅 

置いて ぁリ、 膜の 上に 布片 がさせて おろし 

數 代が 溜 戶 火鉢で 何 か 煮物 1^ して る， - 入口の 土 問に 

立った ま、、 女中の よしが しきり LL 喋 舌って ゐる。 

よし それや、 氣骨は 折れない さ， 曰那 さまが お 留守 だと 

ね。 だけど、 奥さん 一 人に なって 御 なんだかんだつ 

て 愚痴 を 聞かされて …； 。 それ. たけなら い さ。 やれ 淋 

しいって 云つ ちゃ 怒られ、 やれ 便りが な いって 云つ ちゃ 

あたられ …… そばに ついて る もの こそ、 い > 迷惑 さ e あ 

たしゃ、 しばらくお 妾さん のうちに ゐ たこと が あ る か ら 、 

よく わか るんだ よ" 

數代 (うはの 空で 聞いて ゐろ。 齒が 痛む. りし い。 時 々額に 

手 のて などす る〕 


夬人 それ ぢ や- まあ、 今日は * これで 引-取る とい X。 御 

暇 をいた 订 くにしても、 穩 やかに ね、 あと/ \ のこと も 

あるんだ から …… 。 (女中と 兵-」 退場) 

士ロ あっちへ 行かう か。 

代 あんた も、 云 ふ 時には 云 ふの ねし 

吉 當り前 さ〕 侮辱され て默 つてる 奴が あるかい。 主人 

だと 思って へえく してれ や 好い 氣 になり やが つて …… 

代 い \ぢ やない 0、 なんとで も 云 はしと けば …… 0 ど 

うせ これから 世話にな るん ぢ やなし …… 。 

士ロ おれ や、 戰爭が こ はいん ぢ やねえ リ 

代 わかって る わ。 

士ロ だけど、 いま/ \ しいな-" 世間 はうる さいから な。 

代 東京に ゐ なけれ やい \ぢ やない の。 

士ロ 馬 も 可愛い しな」 

代 あたしと どっちが 可愛い の。 

吉 (妻の 額 1^ 見て にやく 笑 ふ) 

代 どっちが 可愛い のよ。 

吉 (數 代の 頗 V や 指で 突つつ く) 

代 (その 手ん」 取リ) それ 御覽 なさい。 もう 心變り をし 

ちゃい やよ。 ぢゃ、 きめた わね。 (問) さ. 早く 何處か 

へ 行き ませう。 (急に明る ぃ^^になリ) 大阪へ 行かな 
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よし だけど さ、 あんた がゐて くれないと、 あたし、 困る 

ことがあ るの。 (間) さう く. 今朝、 旦那 さまと 奥 さ 

まが、 水盃って いふの をな すった わよ。 あの 樣子を • あ 

ん たに 见 せたかった わ。 

数 代 さう いふと こが 違 ふの.； r 

よし あたし なんか- あ 、いふ 時、 どうしても 泣けち まふ 

数 代 奥さん、 泣かなかった？ 

よし 不思議 だね。 

數代  。 

よし 昨夜 • そ つと 泣いた かも 知れない よ。 奥 さま は、 で 

も， あんた が羡 ましい つて 云って らしった わよ。 

数 代 何時？ 

し さっき …… 。 (間) 旦都 さま は、 もう 今夜から、 嫁 

の 方へ お 泊り にな るんだ つて …… つ 

數代 ずっと？ 

よし だから- 今朝 • お別れの 水盃 をな すつ たんだ わ。 ー 

でも、 お出 ましになる 時 は、 なんだか， あたしまで 胸が 

つまる やうだった わ。 

驚  

よし ei^ ましい やうな、 悲しい やうな、 あたし、 萬 歳って 

云 ひたくな つたよ …… 0 


数 代 もうお 晝の 支度 はすんだ の？ 

よし あ、 忘れて た。 あのね、 手が すいたら >  奧 さまが、 

1 寸 つて …… 。 

數代 なんだか、 工合が 惡 くって …； 。 

し そんな ことない わよ。 奥 さま は 何ん とも 思つ てらつ 

しゃり やしない わよ。 た これから， どうす るつ もり 

だら うって さう 云って、 心配して らしった わ" 

数 代 代りが あるまで なんて、 いや だ わね。 馬丁 C 代 ぐら 

ゐ、 いくらでも ありさうな ものね。 男 は みんな 戰爭に 行 

きたいん だって 云 ふから …… 。 

よし 戰爭 もい X だら うけれ ど • 死に さへ しな けれ やね… 


数 代 それより、 死ぬ か 生きる かわから ないか ら いやな の。 

(此の 時、 鈴 子 失 人が 現 はれろ。) 

よし あら …： 0 只今、 さう 申したん です けれど …； 。 

夫人 まだ 手が すかない の。 11 急に 淋しくな つたから、 

話しに 来て おくれよ …… 。 

数 代 はい。 でも …… 。 

夫人 旦郝 さま も， 今朝 は、 あの 通り 御機嫌 を 直して ぉ發 

ちに なつたん だから、 お前 も氣 兼ね をす る こと はないだ 

らう。 今日に でも 代りが 見つかれば、 それでい、 んぢゃ 
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ないか。 友吉も • 今日は、 御用の し を さめ だと 思って、 

いつもよりも 甲斐々々 しく、 お 馬の 口 を 取って ゐた わ。 

あれで こそ だ〕 あたし は. つれし かった よ。 

数 代 恐れ入ります。 

失 人 動員 完結までに if まだ 四 五日 あるら しいから， そ 

れ までに 適當な 人が 見つかれ ばい & けれど  。 お 

前 も、 さう * あわて & 出て 行く 用意 をし なくった つて. 

どうせ 此の 部屋 は 明いて ゐ るんだ し、 先々 の 計畫が 立つ 

まで、 ゆっくりして おいでよ ひ 

數代 有りが たう 御座います. - 

失 人 (よし に) お前、 そんなと ころに 立って ないで • 早 

く、 ぉ晝の ffl 意 をして 來 ておくれ。 

よし はい、 ぉ晝は 何に いたし ませう。 

夫人 昆布の 煮た のが まだ あつたね。 お 鮭で も燒 いといて 

賀は うか。 

よし ：•：. 0  (去ろ) 

夬人 御飯なら， うちの をお あがりよ， お 冷が 一杯 あるの。 

數代 はい。 恐れ入ります。 宿が、 若しかしたら、 ぉ晝に 

歸っ て來る つ て 申しました から …； 。 

夫人 今朝、 お前、 お 玄關で 泣いて たね。 どうして 泣いて 

たの。 

數代 あら、 奥 さま- 見て いらし つたんで 座い ます か。 


い、 え • ね- あの 時、 なんです か …… 0 曰； 那 さま をお 兑 

经 りしながら、 わたくし • かう、 大きな 力に うたれ る や 

うな 氣 がいた しました の。 奥 さま は、 坊ち やまのお つむ 

に- お 手 をお かけに なって、 た i-- 默 つて、 お：：！ をお 伏せ 

になり ました • ぉ坊 つち やまが、 いつもの 通. リ に， 「行つ 

てらつ しゃい」 つて- 元氣 よく おっしゃ いますと •  M0 

さま は. あと をお 振り返り になって， 優しく をな さ 

いました でせ う。 すると、 奥樣は • 急に 坊 つち やま をお 

引き 寄 せ に な つて、 か うお 笑 ひ になり ました わ わじ 

夫人 まあ， 詳しく 見て たのね。 

數代 見て をり ましたと も …… 。 (E) 奥 さま. わたくし 

は、 あの 時、 自分が ほんた うに 見すぼらしい 女 だとい ふ 

ことが わかりました。 でも、 それ は 致し方 御座いません 0 

わたくしどもに は、 かう しなければ ならない とい ふこと 

がな いんで 御座います もの … … 。 

夫人 その 方が 氣樂 でい \ わ 

數代 その代り、 いつも 眼の 前は眞 暗で 御座います。 一人 

では 歩く ことができません。 どうかす ると. 勝^|^^のゃ、ゥ 

に 見えます けれど、 あれ はた^, 自分 を 叱って ろる だけ 

で 御 鹿い ます。 

夫人 しかし、 お前ぐ らゐ しっかりして ゐれ ば， 世の中に 

こ はい もの はない よ。 た^, なんと 云った つて 女 は 女 だ 
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から わ。 友 古 は、 お前の 前 だけれ ど- あ. <  いふ、 どっち 

かと 云へば、 人の 云 ふなり になる 人 だし • これから 先 だ 

つて、 随分 苦勞 がない とも 云へ ない よ。 また • お前 一 人 

で 思案に 餘る ことがあったら、 何時でも 相談 をし におい 

で。 あたしが 出來る ことなら • なんでもす るから …… 。 

^代 さう おっしゃって 頂く と、 却って 辛う 御座います。 

どうせ 不^理 をして お 暇 を 項 くんで 御座いま すから、 一 

つ そ * 激しい お 小言 を 浴 ひながら、 御門 を 出ました 方が、 

幾分で も 心が 輕 いやうな 氣 がいた します。 

夫人 それが お前の わるい 癖 だよ い 

数 代 い、 え， 奥 さま、 どうかもう ほんと にわた くした ち 

のこと はお 氣 にかけ て 下さいません やうに ：… G 

失 人 さう、 お前 兌たい に， 人の 親切 を 無にする もん ぢゃ 

ない わ。 

数 代 さう で 御 庵い ます か。 わたくしども は 蔑み を 受ける 

だけで は， まだ 足らな いんで 御座いま すか。 此の上， ま 

だ * 憐みを 受けなければ ならな いんで 御座いま すか 

に 語調 が^れる〕 それや、 あんまりです、 あんまりです 

…… 。 (？) 

(此の 時， 友 i^::. かし，^./ \と は ひって 來ろ 0 

(夫人 LL 舍释 したろ 後， 妻の たゾ なら 3^ 色ん 見て， 

不. 浙 らしく 夫人の 方ん 見返す 0) 


友吉 どうかいた しまし たんです か。 

夫人 數 はどう かして ゐ るの。 今度の ことで いろ/、 氣苦 

勞も あるんだ らう けれど • あたしが、 折角、 打ちと けて 

話 をしょう と 思 ふと. なんだか、 それ を變に 取って …： 

(数 代 に 向ひソ まあ、 もっと 心 を 鎮めて、 素直に あたし 

の 云 ふこと を 聞いて 御： It- 

友吉 こいつ は、 どうも ひねくれて ゐて 困ります"" それに、 

昨日から • 少しば かり 氣が 立って ゐる やうです から …… 、 

どうも 飛んだ 失 禮 をいた しました リ 

夫人 い 、え. あたし はかま はない の、 そんな こと …… 二 

人の ことで 心配して あげたの は、 これが はじめて ぢ やな 

いんだから ねし 

友吉 全くで …； 。 

夫人 あん 時 だって、 二人が あ. - いふ 風に なった 時 だって、 

旦那 さまの 前 をい X やうに 取りな して あげたの は， あた 

しなんだ からね。 數ゃ、 お前 は、 あん 時. 此の あたしに 

云った こと を 忘れ やすまい ね。 (問) 友吉と 一緒に なれ 

たら、 どんな 苦勞 でもす るって …… 。 それから. かう も 

云った ね， 奥 さまの 御 恩 は 死ん で も 忘れません つて … … 。 

い  >- えね、 あたし If 人に 恩なん かきせ たく はない よ〕 

た r あたしの 心 持が、 お前に わからな いかと 思 ふと、 少 

し殘 念な の。 
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友吉 は あ， それやもう. 二人で、 いつも 話し合って ゐる 

ことです が、 決して、 さう いふ わけ ぢゃ 御座いません。 

今度の ことにつ きましても * 全く わたし 共の 心得 違 ひだ 

つたと いふ ことが、 今にな つて わかりました やうな 次第 

で …… 。 それと 申します のが、 今日、 除で、 仲間の 奴等 

が、 一 人 殘らず 御主人の 御 伴 を するとい ふこと を 聞き ま 

して * わたくし も、 た、 「とう 決心 をいた しました。 

數代 (突然 頸^ 上げて、 友吉. ^見つめろ) 

友吉 やつば り、 お 伴 をいた す ことにな りました。 旦那 か 

らもお 許しが 出ました〕 なに、 さう 決まれば- なんでも 

ありません。 おい、 數代、 今 云った 通り、 おれ も 行く こ 

とに なった から、 そのつ もりで 支度 をして くれ。 

數代 (默 つて 友吉の 額ん-見て ゐる) 

夫人 (数 代の 方に 氣. 仕兼ねながら) さう いふ こと は、 な 

にかい、 數 やに 相談し ないで 決めて しまって い  >1 の。 

友吉 な あに、 こんな こと を • 女房に 相談す るの が 間違つ 

てるました〕 さあ、 支度 をして くれ G 

夫人 ー體 それや、 ほんと なの。 それでよ けれ や、 なんに 

も 云 ふこと はな いぢ やない か。 そ いぢ や、 まあ、 ゆつ く 

り 別れ を 惜しむ とい >!。 あたし は、 その 間に、 ぉ晝 をす 

まして 來 るから …… 。 (去ろ, 

友吉 (少し てれ 臭 さう に) どうして 默っ てるんだ い。 お 


い、 なんとか 挨拶 をし ろよ。 (il) おれ は、 どうしても 

行かな けれ やなら な いんだ。 いや、 おれ は、 行きた いん 

だ 0 なんにも 云 はずに、 行かして くれ、 な あ. おい、 數 

代， 辛抱して くれ。 

數代 (夫の 甑 1^ 見ろ でもな く、^ 下に 落す でもな く、 ぼ 

んゃリ 遠くの 方.^ 見つめた ま > -、 リ、、 くって ゐろ) 

友吉 昨夜 あれ だけ 固 い 約束 を したのに と 思 ふ か も わ か ら 

ない が、 あん 時 は、 おれ は、 惡ぃ夢 を 兑てゐ たんだ.^ (間) 

死ぬ や、 「なへ マな 眞似 はしない から、 今度 だけ 行かして 

くれ。 きっと 無事に 歸 つて 来る 「) 歸 つて 来たら、 今迄 以 

上に、 お前 を 可愛がら あ …： 。 な、 それでも いやか。 

數代  ： 

友吉 どうして 返事 を しないん だい- J  (^) 留守中、 奥 さ 

んの そばで、 氣 樂に暮 して ゐて くれ。 なにも 心配 はいら 

ない。 だってお 前， ぅちの奥さんを！^っ.奥さんを …： 。 

おんな じこと ぢ やない か-," 

數代 (突然、 癎カ 2 く 〕 違 ふ、 違 ふ、 あれ は女ぢ やない。 

自分の 夫が、 何時 歸 つて 来る かわからない やうな、 遠い 

遠い 處へ 行く の を， 平 氣で見 经れる やうな 女が、 どうし 

て 女と 云へ る もの か。 いや、 いや、 行つ ちゃい や、 行つ 

ちゃい や …； 。 

友吉 だからよ * こっち は. 何時でも 歸 つて 来られる ぢゃ 
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ないか。 お 一:^ たって 云へば • 何時 だって 歸れ るんだ。 

数 代 そんな ことまで して 行かな くた つてい わ。 (友吉 

の 方に 觸リ 寄り) よくって、 あたし は、 あんた が 一 つ 時 

でも 側に るて くれな け や、 牛： きて 行けない 女よ。 あたし 

は、 ほかの 女と 違 ふの よ。 毎日！^^日、 半； きて るか 死んで 

ろか わからな いあんた のこと を 想 ひっ^けて、 だん/ \ 

せて 行く あたしの こと を考 へて 頂戴 …… 。 い、 え、 そ 

れ より、 あんた が 行って しまったら、 あたし は、 すぐに 

死んで よ。 うそ ぢ やなく つてよ。 今、 こ で 死んで 見せ 

ろゎリ 

友告 おい、 おい、 冗談； K ふの はよ せ。 

数 代 冗 たと 思 ふの。 (間) あたし は、 小さい 時から 苦 

勞に^ 勞 をし っビ けて 來 たのよ。 今、 たって、 あんた にわ 

からない 勞が ある わ。 た^、 あんた と 一緒に ゐる だけ 

で、 その i>K:^ がせ 勞に はならない の。 あんた の顏 を、 か 

うして 見て ゐろ だけで、 この 世の中に 生きて ゐ たい 氣が 

する の。 (^) ね。 だから さ、 後生 だから 思 ひ 止って 頂 

戴。 に 行く のが いのなら、 戰爭に 行かない こと だ 

つて 偉い sii! よ。 さう でせ う、 人 を 殺さないです むんで す 

もの …… 。 (i?) それに 戟爭に 行って 死ぬ ことなん か、 

かう して 半； きて ゐる ことか ら兑れ ば、 人 か ら馬鹿 に され、 

可お さう がられて 牛； きて 行く ことから 見れば， どんなに 


樂 だか 知れ やしない わ。 でも、 そんな こと は どっちで も 

い V の- - 苦しい 目に 合 ふの が 誰かの 爲 なら、 あたした ち 

は、 いくら だって 苦しんで 見せる わ。 苦しみ ませうよ、 

一緒に、 二人き りで、 人なん か當 にしないで …… 。 

士ロ  a お 惑して 天井 产？ 見て ゐろ) 

代 あんた は， だから 意氣 地がない のよ。 

士ロ あの 馬 は、 おれが 行かない つてい ふこと を、 何. の 

間に か 感づいて ゐた。 今朝， 何氣 なしに 人參を 持って行 

つて やったら、 何時もう まがって 食 ふ人參 を、 鼻の 先で 

押しの け やが る。 無理に 口の 中に 突き 込まう とすると， 

齒を食 ひしば つて， どうし て も 口 を 開けようと しないん 

だ。 やつ、 おれ を 恨んで やが るに 違 ひなかつ たんだし 

數代 そんな ことない わよ。 お腹が 大きかった のよ。 

友吉 い \ や、 遠 ふ。 外の もの ぢ やない ぜ、 人參 だせ" i 

—だから、 おれ は、 冗談に、 「行く よ、 行く よ， 安心し ろ。」 

つて 云って やつたん だ。 さう したら、 大きな 口 を あんぐ 

り 開け やが つた。 

(畏ぃ 沈^。〕 

数 代 ぢゃ、 あたしが、 かう して ゐ るから 行って 御覽 なさ 

い。 (友 吉の頸 LL 腕^ 卷き つけろ) 

友吉 お前 を 連れて行 ける とい X んだ がな あ .：-. 。 

(長い 沈 默。) 
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れ だけなん だ。 仲間の 奴等が、 威勢よ く 出かけて 行く- 

そいつ を， おれ 一 人が、 默 つて 見て ゐる わけに 行かない 

ん だ」 それ ぢゃ、 あんまり 情けない 氣 がす るんだ。 お前 

だって、 これから 先， 毎日 群いで ゐる おれ 0 顏は =^ 

たくない だら う。 どうしたって さうな る、」 何處へ 行って 

も" あれ は 宇治 少佐の 馬丁 だつ て 云 はれる からな あ。 

數代 それ ぢゃ、 どうしても 行く つて 云 ふの ね。 

友吉 さう さして くれ。 若し、 これで、 お前が どうあって 

も 行くな と 云 や あ、 おれ は 生きち や ゐられ ない。 

數代 生きち や ゐられ ない つて …… 0 あんた、 ほんと に 死 

ぬ氣 なの、 あたしと 一緒に 死んでくれ るの。 

友吉  。 

数 代 あんた 一 人に 行かれち まふより は、 その 方が よつ ぼ 

ど、 あたし、 うれしい わつ S かう して 一緒に ゐ たつ 

て、 何時 また 悲しい 目に 道 ふか も 知れな いんだ わ。 ほん 

とに さう だ わ、 あんた が、 さう いふ 氣 になって くれた 

こそ、 思 ひきって、 なんでも でき るんだ わ。 (間) ぢゃ、 

そのつ もりで 支度 をす る わ。 どうい ふ 風に して 死ぬ か、 

あんた、 考 へて 頂戴。 あんまり 苦しまな いやうな、 …… 

なんか、 一 と 思 ひに 死ねる やうな 工夫 はない か 知ら …… 0 

でもい \ わ、 少しぐ らゐ 苦しくたって …… C どうせ、 五 

分か 十分なん だから …… 0 


友吉 (女の 腕と 一 緒 LL  、な _レ かの 誘惑 报リ拂 ふやう に 起 

ち 上る) さ、 かう しちや をら れ ない C 

數代 (友吉 vS- 見す ゑながら) でも、 なによ • あんた は • 

戰爭に 行く こと を. さも 大事な ことの やうに 思って るけ 

ど、 あんた は、 軍人で も 何んでも ない のよ。 たかの 知れ 

た iLlT よ。 戰爭 つてい ふ もの は、 芝： a 見た いなもので， 

好い 役者 だけが 手を叩かれる のよ。 うちの 旦那さん 見た 

いに， 勳 章を澤 山つ けて、 長い 劍を拔 いて 馬の 上から 號 

令 を かけ るん なら、 戥爭に 行く 甲斐が ある わ。 あんた 見 

たいに、 貧弱な 恰好 をして、 馬の 後から 走って 行く だけ 

なら 戰爭 も奠 もあった もん ぢ やない わし (問) おだてら 

れ ちゃ 駄目よ • 調子に 乘っ ちゃ 駄目よ。 こっちば かりが 

お 國の爲 と 思っても、 肝 皆のお 國が、 目 を かけて 下さら 

なけり や" なんにも ならな いぢゃありません か。 

そんな こと 云った つてし やうがない さ. - 

どうして • しゃう がない の C 

お前に はわから ない ことがあ るんだ よ" 

なにが わからな いの。 —— さうよ、 さうな のよ。 .4 め 

ん たは、 もう， あたしの ことなん か考 へて は くれないの 

ォ 

友吉 また、 そんな こと を 云 ふ。 なんべん 云っても おなじ 

こと だ C おれ はた ど、 世間 を 狭く 渡りたくない、 た^そ 
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—あと を {1 し く賴む ぜ * 

よし なんかお 手傳 ひし ませう か。 お 神さん は …… ？ 

友吉 一 寸、 奥へ 行って るんだ。 あんた、 済まない が、 そ 

の腹卷 を. 取って くれない か， - 

よし (上へ あが リ、 取って やろ) はい。 

友吉 (それ V ^腹に 卷き) これ ぢゃ、 少し：^ いな。 

t 暑く つたって 占めて らっしゃ いよ〕 ひどい 汗 わ， (乎 

拭で 存中 ふいて や る) 

.5 一口 もうい >! や。 

よし い、 から、 ぢっ としてお いでよ リ 

友吉 戰爭に 行く つてい ふと、 待遇が 違 は あ …… 。 

よし なに 云って るの： 

友吉 留守中い ろく 世話になる だら、 「が、 ほんと に 船む 

ぜ。 あれで 人 一 倍？ _i ^しがり と來 てるから な。 

よし あんた の 方が 淋し いんで せう。 

友吉 よせ やい、 おれ は、 これで も、 曰 本 5? 兒 だ，」 女房 風 

情に 後髮を 引かれて 溜る かい。 

IL えらい、 えらい。 お 神さん が 聞いたら よろこぶ わよ." 

(此の 時、 へ 子 夫人が 「よしや o」 と 呼びながら 現 はれ 

る じ 

夫人 またお 喋 舌 をして るね。 友吉 に、 何ん にもない けれ 

ど、 お 頭 づきで、 お膳 を こしら へて ね …； 0 


代 それだけ？ 

吉 歸 りに は、 うんと 土產を 持って来ら あ。 

代 それだけ？ 

士ロ 出来るだけ 度々、 便り をす るよ。 

代 それだけ？  or かだんく 小さく たる) 

吉 長くなる やう だったら、 都合 をつ けて 早く 歸 つて 来 

る 0 

代 それだけ？ (IT ど 聞えない) 

士ロ さ、 そんな こと 云って ないで、 早く 支度 をして くれ 0 

代 (默 つて、 行李の 紐 > ^解-き、 服. 6 出 マ) 

(遠くで 迪軍 喇叭の 音が 聞え ろ") 

友吉 (着て ゐろ 服ん 脫. ざば じめ ろ) 

數代 (涙 1^ 押へ て) あたし、 一寸 、奥さんの ところへ、 

お知らせして 來る わ。 すぐ 來 るから 待って、 頂戴。 (友 

吉の額 も 見す に、 何物 かの 後 追 ふ 如く、 よるめ さなが 

ら 出で 去る) 

友吉 (一つ 時 その後ん 見送って ゐ るが、 思 ひ 出した やう 

に、 手早く 服.^ 着替へ ろ) 

(喇叭の 音。) 

(女中よ しが 現 はれろ。) 

よし たうとう 行く ことにな つたんで すって …… 。 

友吉 おれ ほ、 なに、 初めから そのつ もりで ゐ たんだ。 I 
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友吉 い、 え、 もう、 さう しちや、 をら れ ません。 どうか、 

そんな こと は ；… 0 

夫人 い、 よ、 まあ、 あたしの 志なん だから ：… 。 

よし さう 致します と …： ？ 

失 人 あ X。 今朝、 且那 さまに した 通りに …… 。 

よし はい。 (出で 去ろ) 

夫人 お 神さん は？ 

友吉 只今、 奧 さまの 處へ 上る つて、 出て 參 りました が… 


夫人 あ 》、 来た けれど、 すぐ 歸 つたよ。 ぢゃ、 何 か 買物 

にで も 行つ たんだら う。 

友吉 あいつに は、 全く 手 こずり ましたし でも、 やっと、 

知 させました。 (强ひて笑ひ驛.^立てろ) 

.^^人 それやね え、 あ 、云って >- も、 なにもかも わかって 

るんだ から …… 0 

(此の 時、 突然、 よしのけ た、 ましい 聲が閗 えろ。 續 

いて、 よしが、 血相.^ 變 へて 飛び込んで 來る。 一問 そ 

の 方 LL 向さ^る。) 

よし 奧 さま、 大變で 御座います。 

夫人 どうしたの。 

よし (外の 方，^ 指しながら) お 神さん が、 あの、 井戸で 

御 鹿い ます、 奧 さま、 井戸 …… (あと は聲が 出ない) 


夫人 (驚いて 外-.: 走り出ろ) 

よし (後 LL 續く) 

友吉 やり やが つたな" (これ も その後から 走り出ようと 

すろ が、 何 思った のか 急に 部 ISHL: 飛び 上り、 柱に つか 

まった ま、、 恐怖に 滿 ちた 眼 vJ- 1 杯 LL 見開き、 萆.^ ふろ 

は ながら) うそ だよ、 うそ だよ、 おれ は 行かない よ。 

行かない つてば さ。 え、 い、 うそ だって 云 ふのに、 これ 

でも わからん のか …… (殆 び；^ 亂の體 にて、 悶え 呼ぶ) 

— 幕 — 


gl 實の 氏' レ ハ パ ンが 
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一、 、 

ノ  ノ 


氏の 


； (ラゲ ォ ドラマ) 


人 物 

ァ ナウ ンサ ー 

ガ ン バ ハル 氏 

平 野 萬 兵 衞 

そ の 妻 

そ Q 娘 

森 田 六 造 

そ 0 妻 

小 泉 ゆき子 

その 許 婿 

テノ ー ル 歌手 

キ ガ*ム ラ ノ 

連 れ の 靑 年 

高圓 寺の 男 

上海の 男 

旅  客 

カフ M 1 の女將 


ホ テ のお 


北海道 C 女 女給 

カフ ヱ一の 若い 客 

作  者 

其 他 群集。 

マ アナ ゥンサ ー の.^ 介.」 つ！ A いて 

^の アナ ゥンサ _ の聲で .— 

！ 只今から、 ガンバ ハル 氏の 「精神と 電氣」 とい ふ御講 

演が御 魔い ます。 

V. ン バ ハル 氏の 聲！ I え X、 わたくし は、 只今 御. 紹介に あ 

づか りました ガ ンバ ハ ルと. S. す ものであります。 れは多 

分 ァフガ 二 スタ ン あたり だと 思 ひます が、 早く 兩親を 失 ひ * 

物心 の つ きます 頃 は、 もう、 ボ —トセ， I ドの船 着 場で、 靴 

磨き をして をり ました ) 

ところが、 或る日の こと、 モロッコの 诚-链 ®r か、 わたく 

し を怫蘭 西の 貨物船に 載せて、 無理矢理に マルセイユへ 連 

れて 行きました。 そこで わたくし は、 例の ド バン ゴ 婆さん 

と 近づきに なりました。 此の 婆さん は、 御 聞き及び 0 方 も 

ありませ うが、 有名な ソル シェ， 'ル、 つまり 巫女で ありま 

す： その 婆さん 0 ところへ は、 色々 な 人が 出入りして をり 

ました。 露 西 亞の宮 内官、 獨壤 C 學者、 支那の 政治家、 そ 

れに、 英國の 相場師、 これが なかなか 澤 山であります。 そ 
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の う ち で、 わた し を 可愛が つ て くれた 澳太利 の 心靈學 者と、 

マルセイユ^ 力，^ 社の 技師 * この 二人が、 何 を かくし ませ 

う、 わたし を 今日 あらしめ た 恩人であります。 すな はち、 

心！ I- 學と、 ！ Ell^ 學の 二た 道から、 わたしの 好奇心 は 眼 を さ 

まされた のでありまして、 この 二つの 學問を 究める ことに 

よって、 わたくし は 新しい 發兑に 到達す ろ ， ^ と が 出來た の 

であります. - 

わたくし は、 歐 米の あらゆる 都市で、 機 ある 毎に、 此 

の 新お 說を 試み ましたが、 何分、 手數 のか i る. 拉驗を 必要 

とすろ 關係上 * 多く は、 豫 期の 結果 を收 める ことができず 

に 終り ましたが、 幸 ひ、 曰 本に 參 りまして、 東京 放 や：！ ：5 の 

理解 ある 援助に より、 わたくしのお 驗は 完全な 成續 を舉げ 

ろ 機^ を たのであります。 

扱て，  一 口に 「精神と 罨氣」 と 申しましても、 それ は、 

今日まで、 假說 として 行 はれて をり ま す 牽强附 さな 唯物論 

的， が • 想と 違 ひま し て 、 人間 の 精神 活動と 宇宙 の 電氣的 現象 

と の 密接な 關係を 立-:^ に證 明す る ことができ るので あり ま 

すが、 その 理論 は、 こ  > -で簡 にお 話しましても 到底お わ 

かりになります まいし、 また、 門 家 以外に は、 それほど 

面白い 話で もありません から、 すぐに、 これから 御！ y にか 

ける、 いや、 御 耳に 入れる K 驗の說 明 をいた します。 

先づ、 みなさん は. 「千里 股」 とい ふ もの を 御 1^ 知 だら う 


と 思 ひます。 す はなち、 透視と いふ やつであります" 箱の 

中に 隱 されて ある もの、 隔 つた 場所に ある もの を、 はっき 

り 見つける 一種の 能力であります。 この 「千里眼.」 なる も 

の を學者 はどう 說 明して をり ます か。 心鍵學 上に 一 問 Si と 

し て、 まだ 誰， も は つきり し た學說 を 立 て、 は をり ません J 

或は、 「網膜に よらざる 視覺」 の 資驗に 成功した 生理 學者も 

あると 聞いて をり ますが、 その 赏驗 は、 まだ 決定的な 成繞 

を擧げ てはゐ ないやう であります。 

わたくし は、 此の 「千 眼」 についても 旣に 充分の 研究 

を 積んで をり ます。 しかし、 一方、 かの テレ グイ ジョン、 

卽ち、 無線 映 寫の科 ゅ的继 歩が 甚だ 遞々 として をり ますた 

め、 實 驗に少 からぬ 不便 を 感じて ゐる次 第であります。 然 

る に 、昔 響 の 無線 放途 が：， 取 近 長足 の 發達を 遂げ ま し た 結果、 

今日 ま で あまり 問題と されな か つ た 音響 の 透視 1— 妙な 言 

葉であります が、 「千里 股」 に對 して、 「千 M の 耳」 とで も 申 

します か、 遠距離に ある 物音が、 任意に 聽 ける やうに なり 

ました こと は、 なんと 申しましても 學界の 驚異で あると 思 

ひます。 こ  >- でもう 一 度 はっきり 上げて 置きます が， 今 

日の 所謂 ラヂォ は、 ！！• 取 者の 方に は 勿論、 放. 途 者の 方に も 

それ 相當の 機械的 設備が 必要な のであります。 處が、 それ 

だけなら、 今日 電氣學 の 知識 さへ あれば、 理窟 はなんでも 

ない ことであります。 然るに、 わたくし は、 聽-取 者の 方 だ 
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けに ある 装置 を 施せば、 どんな 處で、 何 をして ゐる 人間の 

聲 でも、 好きな 時に 聞く ことができる とい ふこと を發 見し 

たのであります。 この 謎 は 電氣學 の 知識 だけで 解く こと は 

できません し また、 その 實驗も 普通の 無線電話 装置 だけで 

は 不充分な のであります。 が、 その 装置の こと は、 詳しく 

申 上げません。 たど、 或る 場所から 聞え て 来る 昔 聲を， 此 

處で 私が 喋 舌る 聲と 同様に、 みなさんの 御 耳に 入れる こと 

が 出来る やうに なって ゐ るので あります。 此の 實驗に 必要 

なの は、 先づ、 その 聲を 聞かう とする 人の 署名であります。 

今日 放途局 の 方に お 願 ひして、 なるべく 世間 に 名 を 知られ 

てゐる 方々 の 手紙 を 集めて いたに かう と 思 ひました が、 そ 

れは 一 寸困 ると いふお 話な ので、 致し方が ありま せんから、 

先程 ある 紙 屑屋に 參 りまして、 好い加減に 拾 ひ 集めて 貰つ 

た 手紙 や 端 書 を 五六 枚， これから 資驗に 供す る ことに 致し 

ます。 

みなさん は • もう 旣 に- 此の 實驗に 伴 ふ ある 種の 危險を 

豫感 される でせ う C それ は 人間の 姿が、 此の 装置の 前で は、 

全く 赤裸々 にされ * 凡て 秘密の 談合と いふ もの は、 此の 地 

上に あり 得なくなる からであります。 壁に 耳の ある こと を 

恐れた 時代 はもう 過ぎ去 つたの であります。 

今から 始めます 實驗 が、 不必要な 個人の 私生活 を あばき、 

その 名譽を 傷け ない こと を 切に 祈る 次第であります。 


第一 は、 平野 萬兵衞 とい ふ 人、 市内 さ 小撟區 …… 詳しい 住 

所 はわ ざと 申 上げません。 一寸お 斷 りして 置きます が、 本 

人の 聲 だけでなく、 その 3^ 圍に るる 人々 の？ _a も當然 聞え て 

来ます から、 そのつ もりで 御注意 を 願 ひます。 はい、 始め 

ます。 (コ -ソッ とい ふ 機械.^ 合に す 昔) やがて 電流の 通じ 

るら しい 音。 

11 巫山戯 やがん ない、 馬鹿野郎 …： 。 

11 なんて 聲を 出す の、 この 人 は …… 0 

11 なんて 聲だ？ てめ えに や、 それが わからね えの か。 

—— もういおから， はやくお やすみなさい。 

— .. 寢 ようと 寢 まいと こっちの 勝手よ。 

が 氏の 驛 は X あ、 やって をろ やうです な。 

11 おつ 母さん、 一寸、 お湯い 行って 來る わよ。 

—— もう 遲 いからよ せ， - 

. I だって， まだ、 何處 でも 起きて る わよ。 

11 い、 から、 さっさと 行って おいで。 

11 お 父つつ あん、 何ん か、 御用ない？ 

11 ある。 歸 りに 柿 を 少し 買って 來な？ 

11 おつ 母さん， お金 は …… 

11 お 父つ あんにお 貰 ひ …… 。 

11 馬鹿な こと 吐かせ。 出して やれ。 

11 いやです よ。 
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11 なに， いや だ。 (大薛 で) おい、 柿 を 食 はせ ろ、 柿 

を …… 0 

が 氏の 聲 醉拂 ひの 平野 萬兵衞 さん はこれ くら ゐ にして 置 

きまして、 次 は 森 田 六 造 氏、 府下 池 袋 …… 。 (コ クッと 

いふ 音) 

11 (唱 ふ聲) からた ちの 花が 咲いた よう …… 。 

11 Id して！^ 戴よ。 早く  ：• もう 演藝 放途 はとつ くに 始ま 

つてる わよ。 

—— だから 一生懸命に 直して るぢ やない か。 どうも、 よく 

狂 ふ 機械 だな" …… からた ちの 花が 咲いた よう …… 。 

11 あなたが 餘 計な こと をな さるから よ。 さっきまで よく 

聞え てたん だ わ。 

—— 一 暦よ く閗 える 爲 めに、 一 時、 聞え なくなる とい ふ 例 

はいくら も ある。 そんなに ガ ミガ ミ云 ふなよ。 見つ とも 

ない。 

11- ぢゃ、 もう ガミ ガミ云 はない。 早くして 頂戴ね、 後生 

だから……。 

—— そんなに 聞きたい のか。 

—— 今日の は 面白さう だ わ。 

—— 何が 面白い もんか。 「ガンバ ハ ル 氏の 實驗」 なんて、 六 

でもな い. H 驗に きま つ てら あ。 

が 氏の 聲 六で もない •：. 知らぬ が佛と はよ く 云った もの 
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0 つ 


に は、 かう いふ 事件が 虞々 あるので すか。 あると すれば 

うっかり . ： 1 お あ も出來 ません な。 餘談 はさて 置き、 次 

にう つります。 今度 は。 ；… はい、 わかりました。 それ 

ではと …： 只今、 其 筋， から、 資驗に 供す る 人物の 本名 を 

公表す る な と い 、 -御. 注意が ありまし た か ら、 わざと 假名 

を 用 ふること にします。 そのお つもりで ；… 0 そこで、 

今度 は …… やはり、 女の 方です が、 何とい ふ 名に しませ 

うかな" 手紙の 文面で は、 もう 相當の 年配ら しい、 それ 

でも、 なかなか ハイカラな 御 婦人です な。 それで はと… 

…どうも 口 本琉の 名前 をつ ける の は 六ケ穀 しいが … … 。 

まあ、 可笑しい かも 知れません が、 キガ • ムラノ さんと 

でも 申して 置き ませう。 そこで、 キガ • ムラノ さんのお 

聲を 一 つ …… 。 

Q お 初 ピアノの 伴奏で テノ- 〃の獨 IT か 聞え る。 民謠 

風の m であろ。) 

11 (うつと リし た聲 で) い \ わね。 なんて 素敵で せう。 

11 ちっともよ かない や。 

—— どう して … •  ：  0 あんた はなんでも けなしたがる のね。 

—— それより、 小母さん は、 どうして 今夜、 僕 を こんなと 

ころへ 誘 ひ 出したん です。 

(方々 から、 シク、 シク とい ふ が 聞え る。 長い間。) 

—— ；VJ くやう に) もう 少し 我慢して らっしゃ いね。 あと 


で、 い  こと を 聞かして あげる から …… 0 

(間。) 

. I 何 を 探して るの。 え、 どうしたの、 お金 入れ …… なく 

したの。 よく 探して 御覽 なさい。 外 S の ポケット ぢ やな 

、 0 

(シ、 ソ、 シク とい ふ聲。 問。) 

11 ない？ 澤山は ひって たの。 そんな 替な いわね" え、 

澤山？ うそ …… 

(獨唱 止む。 拍手。) 

. I どう、 起って 御覽 なさい。 その邊 におつ こって やしな 

、 0 

(そのうち LL、 が ャがャ と 方々 で がすろ ので、 こ 

の 二人の 會 話は閒 えなくなる。〕 

が 氏の？ t 落した 金入れに いくら は ひって ゐた かわから な 

いのは 殘 念です が、 いや、 それよりも、 まだ 知りたい こ 

とがみな さんに はお ありで せう が、 キガ • ムラノ 夫人の 

秘密 は、 一 とま づ、 此の 群 築の 維 昔の 中に 葬り ませう，」 

(間) 今迄の 實驗 によって、 ほ^、 みなさん は、 人間の 

精神 活動と、 宇宙 の 電氣的 現象と の 間 に 存在す る 不思議 

な關 係に ついて、 たしかな 證據を 認められ たこと  >- 思 ひ 

ます。 すな はち、 ある 人間の 昔歸 は、 物理的に 云ふ音 波 

なる もの 以外に、 最も 微妙- i.i 神 的 動-を 傳播 し、 その 
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波動が、 他の 特殊な 精神 活動、 例へば 「文字 を 書く」 と 

いふ 機能と、 その 機能の 結果に、 一種の 交感 作用 を 及ぼ 

す 事 が 明白に なった のであります、 之 を 言ひ換 へれば、 

人間の © いた 文字に は、 人間の 發 する 昔 聲 と同樣 に、 精 

神が あるので あります。 少く とも、 精神的 波動と、 これ 

に感應 する 性質が あるので あります" 從 つて、 同じ 人間 

の 昔， ほと 箪躋 との 間に は、 特殊な 精神的 脈 終が あり、 空 

中 の 媒介に よって、 その 脈絡 を電氣 的 にわれ われ の 

感 mi. に訴 へ る ことが 出来る それが 此 の 不思議な 實驗な の 

であります。 今日の 資驗 で、 その if 瞋を、 めいめいの 署 

と 限った の は、 自分の 名前と いふ ものが 一 番 書き 慣れ 

て をり、 一番 はっきり その 人の 精神 を i おして ゐ るからで 

あります。 (間) わたくしの 學說を 御 紹介す る 上から 

云 へ ば、 驗 はもう これく らゐで 充分 だと 思 ひます が、 

今氣 がつ いて 兑 ますと、 此のお 話 は、 どうい ふ 間違 ひか、 

プログラムに は、 演藝 放. 逸と して 取扱 はれて をり ます。 

これ は 甚だ 迷惑な 次第でありまして、 當然、 科學講 liT 

或は、 くだけて、 趣味 講 1^ として 頂くべき でした。 が、 

これ はもう 致し方が ありません。 放途 局の 御 都合 も ある 

こと >- 思 ひます し、 かたがた、 みなさんの 御 期待に そむ 

かないた めに、 わたくし は、 斷^、 此の 深遠な 科 學間題 

を、 肩の 凝らない 娘樂 として みなさんの 前に 提供す る こ 


とに 致します。 それにつ きまして、 一 つ、 御 相談が ある 

のです が、 先程、 申 上げました 通り、 屑屋から 貰って 來 

ました 手紙が、 まだ 二三 通殘 つて ゐ るので す。 しかし、 ど 

れを見 まし て も失禮 ながら、 あまり 面白さうな 人物 もゐ 

ないやう ですから、 一人一人 やって 見ても 始まらん と 思 

ふので す。 そこで、 今迄、 そんな こと を やって 見た こと 

はありません が、 今夜、 試みに、 これ を 一度に やって 見 

たら どうかと 思 ふので あります。 或はた -、 わけの わか 

ら ない、 狐に でもつ ま > -れた やうな 場面に なる かと も 思 

ひます が、 なに、 世の中の 出来事 は、 芝居の やう ゾ」 筋が 

通って はゐ ない のであります。 念の 爲め、 ーッ、 ニッ、 

三ッ、 此の 三人の 住んで ゐる處 だけ を大體 御知らせして 

置きます。 え. 1 と、 一人 は 北海道、 一人 は 東京 市外 高圓 

寺、 尤も、 その そばに 神 田 キネ マホ ー ルと いふ 活字が 刷 

つてあります。 それから、 もう 一人 は、 上海に てと 書い 

て ある だけです。 それで は、 はじめます。 

11 妻の わさ子 は、 いよいよ、 住み なれた 我家、 その 昔、 

光 は此處 にの みと さへ 思つ た 愛の 紫 を 後に、 雪 深き 北海 

の 果て、 トラ ピスト 修道院に 向った のであります： 

(甚だ 悲しい 音 樂が はじまる。) 

11 初めてお 目に か 》 つた 旦那に、 こんな ことお 願 ひしち 

ゃ濟 まな いんです が、 どうか 一 つ、 いくらでも 結構です、 
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助ける と 思って ：… 。 

—— わかった。 君が、 かう して、 旅の空で、 惜 金に 苦しん 

でゐ るの を 見る. たけで、 僕の 氣持は 暗くなる" しかし、 

上海 あたりで、 ホテルの ボ ー ィ でもして ゐれ ば、 相當金 

が は ひり さうな もん ぢ やない か。 

II 使 つ ち ま ふ か ら 駄目で す 「- 

11 は ひる 以上に 使 ふん ぢゃ 借金 も 出来る わけ だな。 

I. 淋し いんです よ、 旦那 …… 。 金で も 使 はな けれ や、 ぢ 

つと して あの 灯 を 見ち や ゐられ ません) 

. —— う ちぢ やね、 堅い お客さんば つかりなん だから、 あん 

まり 變な 評判 を 立 て ら れ な いやう にして 頂戴 よ つ 

—— あたし、 そんな 女に 見えます？ 

—— さう いふ わけ ぢ やない さ。 たにね、 いろんな 女が ゐる 

からさ。 いらっしゃいませ。 お 一 人？ この 娘、 今曰來 

たんです の。 どうかよ ろしく …… ゥ」 

—— 朝の 祈り、 晝の 祈り、 夕の 祈り、 彼の 女の 姿 は、 その 

祈りの 度 毎に 淨 めら れ、 心 0 痛手 は 純白の 法衣の 下に、 

あとかた も な く 消え て 行った のであります つ 

11 旦那、 今夜 一 つ、 どっかへ お供し ませう。 ダンス ホ 1 

ルは 如何です _」 

11 僕 は 踊れない よ。 

-.1 蹄ら なくった つて、 旦那、 一度、 經驗 しといても 惡か 


ありま せんよ。 上海 は、 その 點、 世界的 市場です からね。 

——- 何 を そんなに 見て らっしゃ るの。 

i 君の 顏を さ。 

—— あたしの 顔に 何 かついて ます？ 

11 ついて やしない 。たど、 不思議 なんだ。 

.  どうし て？ 

—— 君が、 こんなと ころへ 出る なんて さ。 何 か 事情が ある 

ん だら う。 ：3 

—I 彼女 は 今、 燈 火の ほの 暗き 祭壤 に額づ いて、 何事 か， 

心に 祈りつ V けて ゐ るので あります 3 惡む べき 夫 は、 も 

はや、 彼の 女の^に、 單 なる 憐む べき 男と して 映 じて ゐ 

るに ヌ 3 ぎません，。 

—— 君 は 誰に でも さう いふ こと を 云 ふの か リ 船が は ひる 

と、 君 は、 眼 を キヨ & つかせて 船客の 誰彼 を 物色す るん 

だね、 僕 は、 不幸に して、 君の 眼鏡に かなった わけ か」 

11 旦那 は、 でも、 甲板の 上から、 わたしの 方ば かり 兑て 

おいででした" 

！ 僕 は、 上海 は 不案内 だから、 どこか、 日本人の！^ 營し 

てろ る ホテル へ 泊ら うと 思って ゐ たの だ」 

——- 旦那 は 何處か ら お い で に な つたんで すか リ 

11 何處 から 来た、 あ 〇 船の 来たと ころから さ。 

—— 何 處 へ いらっしゃ るんで す。 
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11 そんな こと を^いて どうす る。 僕 は、 君の やうな 男に 

また 會 ひたく はない よ。 

11 ねえ、 僕に それ を 聞かして くれ 給へ な。 

—— さぅぃふことをぉ^きになるぉ，：5^:さまっ て、 隨分 多い 

の わ。 

11 だけど、 僕 は、 ほんと に 君の 身の上に 興味 を もって ゐ 

るんだ よ。 

1 あら、 まあ、 御禮を 云 はなく つち やならない のか 知ら。 

！ 彼女 は、 しかし、 それ 以上に、 自分 を 憐れむべき 女 だ 

と 1^ つてみ ました。 

—— 冗談 ぢ やない よ。 

—— 弱り ましたな。 

11 それより、 何 か 上らない。 

——  一 IT いくら 欲し いんだい。 

—— ぢゃ、 ハ ム サ ラダと ヱビ フライ …… 0 

11 いぐ. り でも 結構です。 惜金 は 一 一 ；.c 圓ば か りなんで すが。 

11 御飮 みもの は …… C 

-—— の 借佥の 一： 问は 僕に 關係 はない。 

— シトロン でい、。 も 何 か 食 ひ 給へ。 

—— ぢゃ、 五十 圆ば かり 如何で せう。 

11 あたし は澤山 ：… 0 

—五十 阆 …… 。 それや、 知らなぃsi^にゃる金ぢゃなぃ。 


. I をば さん、 此の 女に も 御馳走して い k だら う。 

— そんなら 三十 圓 ばかり …… 。 

— え > ？、 よう ござんす とも  。 

11 馬鹿 云 へ ？ 

11 靜 かに 上げた 彼女の 顔 は 、暗 れ やかな 光に ちて はゐ 

ましたが、 その 眼に は、 われ 知らず 涙の 露 を 宿して ゐた 

のであります。 

11 辨士默 れ。 

(やがて 昔樂が 止む。) 

が 氏の 聲 や. -混 亂の體 であり ますから、 この 邊で 打ち切 

り、 最後に、 みなさんの お許し を 得て、 此の ドラマの 作 

者 —— 名前 はお わかりで せう —— これ を 槍玉に あげる こ 

とに 致します。 一 堕なら、 作者 は、 當 夜放经 局に 出張つ 

て、 自ら 放送 指揮 をな すべきで あるに 拘 はらず、 怠慢の 

ため か、 はたまた、 自信の ない せゐ か、 今以て 顏を 見せ 

ません。 そこで、 此處 にある 原稿の 署名 を 利用して、 彼 

が、 現在、 何 處で何 をして ゐ るか を 突き止め、 あはよ く 

ば、 みなさんの 喝采 を 博したい と 思 ひます。 では、 早速… 

(ダウ ダウ 高鼾が 聞え る。) 

が 氏の 聲 これ はなんで せう。 此の 音 は …… は 、眠つ 

て をり ます。 

(ム 11 ャム ニヤい ふ 驛。) 
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安 北 次 娘 長 妻 笠 
野 男 男た 原 

m  富 
ぶも圭 政け 平 

某 作 次子 一 子 


古ぼけた 柱時計が 大きく 映る。 針が 零時 十五 分 を 指して ゐ 

る 0 

摸 子 を 持った 男の 右手が 現 はれる" 時計 を 捲き 始める。 針 

を 九 時に 直す. - 

振子 を 振って 見る が、 すぐ 止まって しま ふ。 

2 

時計の 內 部が 映る。 ゼン マイが 外れる" 

その ゼ ン マイが、 幕 一 杯に 大きく 映る。 そして、 今度 は、 

それが 急速 度で 廻轉し 始める。 すると、 その 中心から、 

白い 華 車な 女の 右手が 現 はれる。 人差指 を 出して、 何 か 

を 指し示して ゐる。 

此の 畫 面が 次第に 消えて、 の 情景が 寫し 出される。 

3 

笠 原 平 造 は、 日當 のい k 緣 先に あぐらをかいて、 丁む に 小 

刀 を 動かして るる。 兑 ると、 玩具 の 船が 出來 か けて ゐる： 

傍らに、 圭 次が、 おとなし くそれ を 見て ゐる。 もう、 帆 

を かける ばかりで ある。 

妻の たけ子 は 庭の 一 隅で 張 物 をして ゐる" 


ゼン マイの 戯れ 

！ 映 棗 脚本 


全なる 人物 

(四十 六才) 

(四 十二 才) 

(二十 三才〕 

(二十 ォ) 

(八 ォソ 

(四 十五 才) 

(二十 六才) 

此の 「物 lf!, "、 特別の 指定 以外、 どの 部分 晝而で 

表し、 どの 部分.^ ギ^で、 また、 どの 部分， ど 「說 明」 

で $ ^にう とも、 それ は 監；； 2 の 自由 であろ。 たゾ、 各 場 

面々々 の 印象. T 映 1^3. 的に. 沾 かして 賞へ にい、。 
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へ て吳れ ないか。 

平 造 は、 大いに 面！ y を 施して、 上役に 一 禮 する。 

隣席の 靑年 は、 更 めて、 その カレンダ ァを. 取り上げる。 

—— さう 云 や、 さ、 「です ね。 新案特許 なんても の は、 すぐ 

取れる らしいで すよ。 

向 ひ 側の が 手 を 出す。 - 隣席の 男の 手から 力 レ ンダ ァを受 

け 取る。 それ を つくづく 見ながら、 

. 1 笠 原 式 …： 何ん とつけ たらい \ かね。 

5 

平 造 は、 隣席の 安田と 共に 役所の 門 を 出て 來る。 

靑 年が 頻りに 話しかけ るの を、 上の {r^: で 聞いて ゐる平 造 I 

—彼 は 時々、 自分の 空想に 向って 笑 ひかけ てゐ るら しい。 

平 造の 頭の 中 を かすめる 幻影 —— 

汽錦ー — 自動 审 II 飛行機 ，— 電線 II 電話 II ラ ヂ 

ォの アンテナ 11 電車 —— 工場に 於け ろ齒 車の 過轉 11 

化^ 驗室 I 舉 者が 試^管 を 振 つ て ゐる 11 圖書 館の 

本棚 ！ 歐文 の 書籍 —— その 頁が 順々 にめ くれて 行く。 

6 

平 造 は、 何時の間にか 一 人に なって ゐる。 氣 がっくと、 自 

分が 今、 何 處にゐ るの かわからない。 一 つ 時、 きょろ き 


よろ、 あたり を 見廻 はす。 やっと、 方角が わかった らし 

く、 急いで 歩き 出す。 撒水 夫が 通る。 平 造 は 慌て kit- ぴ 

退く。 

11 畜生！ あんな もの は、 なんでもない。 水の K 力 を 利 

用した だけ だ！ 

7 

家の 門口で ある。 平 造 は- 兀氣 よく. M 關の 格子 を 開ける" 

茶の間で 服 を 着かへ る。 食事の 用意が 出来て ゐる。 食卓に 

着く。 

たけ子の 話 

11 お 向う のお 孃 さん は、 いよいよ 十日に 式なん です つ 

て …； 。 今日、 奥さんが 見えて、 仕度 を 一 度 見て やって 

くれって おっしゃ るんで せう。 見て 来たの。 大した もの 

よ、 そり や …… 。 總 桐の 簞笥が 二 棹 …… それに …… 。 

平 造は默 つ て此 の 話を聽 いて ゐる。 践 I いて ゐ るふり をして 

ゐ るの かも 知れない。 その は、 しかし、 それとなく 娘 

の 上に 注がれて ゐる。 

つつまし く 箸 を 運んで ゐる 娘の 姿が、 華やかな 婚禮 姿に な 

つて 眼の 前に 浮ぶ。 そして、 その 傍に 並んで 坐って ゐる 

新郎の 姿、 これ はまた、 役所の 同僚、 安田な ので ある，) 

すると、 何 時の 間に か、 平 造の 眼の 前に は、 今日、 上役が 
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11 からだ を 動かす ことなら、 僕 を 使って 下さい。 

11 あ > -、 君に は、 いろいろ 相談す るつ もり だ。 君 は 文章 

がうまい から 吿文を 書いて 貰 ふかな。 

—— ビ ラ 撒き だ つて やります よ。 

g 人 は 倫 快 さう に 笑 ふ。 

ま 次の.： 床。 11 

翳 者が 脈 をみ てゐ る。 そこへ 平 造が 歸 つて 来る。 

i.  11 平 造と IK 者と が對 座して ゐる。 

—— どうも、 私で は 少し 不安です から、 どなた か 專門醫 に 

お 党せ 下さいません でせ うか。 

11 餘程 態で せう か。 

11 可な り 重態 だと 思 ひます。 どうです か、 いっそ 病院へ 

お入れに なって は …… 。 

平 造は默 つて 考へ 込む。 

4 

茶の 問" —I 


たけ子が 獨り、 圭次の 枕- H に 坐って ゐる。 

襖 越しに 醫 者の 云 ふこと を聽き •  取らう として ゐる。 

5 

平 造と たけ子と は、 醫者を 经り 出して、 座敷に 歸っ て 来る" 

二人 はなるべく 口 を 利くまい として ゐる。 しかし、 云 ふ 

だけの こと は 云 はなければ ならない。 

—— 北 野 に 相談 して 見よう かし 

—— およしな さいね、 それだけ は …… 。 

. —— ぢゃ、 どうす る。 

11 政 一 のと ころへ 云って やって 見 ませう か。 

11 あいつに か …… 。 

11 でも、 ほかの 場合と 違 ひます からね …… 0 

6 

炎天下の 路上 を、 寢臺 車が 通る d その後から、 平 造が、 扇 

子 を 使 ひながら 歩いて 行く。 時時、 幌の 間から 中 を のぞ 

i 平 造 は 車 を 挽いて る 男に 聲を かける。 

—— 此の 車 は、 これで、 いくらぐ らゐか \ るね、 造らせる 

と …… 0 

7 
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思 ふんです。 

良 作 は 苦笑しながら、 

—— わたし も、 自分の 關 係して ゐる仕 に、 もっと^^本が 

欲しい くら ゐ なので …… 。 

平 造 は、 默 つて 對 手の顏 を 兒てゐ る。 明かに 失 EC 色が 兑 

える。 

良 作 は それ を 慰める やうに、 

！ だが、 心 懸けて は 置き ませう。 事業家と いふ も 0 は、 

どんな ことに 與味を 持た な いものと も 限らな い 。 機-ほ" が 

あ つ たら、 さう いふ 方面の 人に 話して 見 ませう。 

平 造 は、 頭 を 下げ. る。 そして、 逃げる やうに 外へ 出る" 

2 

平 造 は 人通りの 多い 町 を 歩いて ゐる。 ある 四ッ 辻で、 老人 

が 自動車に it き 倒される。 人だかり。 巡査。 擔架。 

平 造 は そこで、 自動車 に かれても 怪我 を しない 護身 裝 造 

を 考案し ようと 思つ てゐ る。 それ は鋼鐵 製の 鎧の やうな 

もの か、 或は 魚 を燒く 金網の やうな もので なければ なら 

ない と考 へる。 旣に、 さぅ云ふ護.：^5-装置をっけた人間が 

眼の 前に 浮ぶ。 そして、 その 人間が 赏際 自動 ImK に 鑠 かれ 

ながら、 平氣で 起き 上って 歩いて 行く 有樣 が^に 兑 える 

ので ある。 處が、 さう いふ 奇妙な 恰好 をした 人 問が、 右 
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い。 何よりも、 それ を 商 ふ 男の、 人 を.^ つた 口上が 暇な 

散歩 者の 足 を 止める らしい。 

—— 如何です、 本物より よく 出来て ゐ るで せう。 それ も そ 

の 害、 こいつら に は、 人間の 魂が 吹き込ん であり やす、 

男 は、 かう 云 ひながら、 それらの 物 を 動かして 見せる。 

. I これ は 鬼です。 はい、 こちらが 龜 さん …… 。この 通り、 

のそのそ と^ひ 出します >  何が 可笑しん です。 君 だって 

此の： a と 大して 違 やしないよ リ (笑 ふ) こんど は 蛙で 

す。 さあ， 飛んだ。 おや、 人間が 笑って るぞ。 玩具の 人 

問が …… 。 さ、 これ はなんで す、 ぉ壤 さん (と 云って、 

若い 二人連れの 女の 鼻先へ、 蛇の 玩具 をつ きつける。 あ 

れ ッと大 菜に 叫んで、 女た ち は顏を そむける) は - 

乂、。 なにも、 怖い こと はない。 さう いふ 風に、 あなた 

方の 頭 は 5^ 純に 出來 てる.' ね、 あなた 方が 嬉しい と 思 ふ 

事 は、 ほんと に うれしい 事ぢ やない。 悲しい と 思 ふこと 

も、 ほんと に悲 いこと ぢ やない。 あなたがたが、 た r、 

さう 思 ふだけ です よ。 わかりました か」 わかった 人 は、 

手 を舉げ て！ さあ、 さあ、 皆さん、 ゼ ン マイ 仕掛の 頭 

で 何を考 へて ゐ るん です。 早く 買 はない と 日が 暮れる。 

兎 はこれ で 二十 錢、 龜と 蛙が 十五 錢， 蛇 は 特別で 五十 錢 

…… 0 さあさあ、 買った 買った。 


かう 云 ひながら、 手早く、 玩具の ゼン マイ を 捲き 直す。 

それ を、 いろいろの 氣 持で 見て ゐ るいくつ もの 顏。 1 . あ 

る もの は 無 邪氣に 感心し、 ある もの は、 わざと 馬鹿々々 

しいと 云 ふ 薄 笑 ひ を 浮べながら、 その 實 なかなか 心を惹 

かれて ゐる、 また 或る 者 は、 人が 見て ゐ るから 見て ゐる 

と 云 ふ 張 合の ない 表情" その他、 不健康な 文明が 生む さ 

まざ まな 不健康な 顔が、； の 小さな： iH 命の 假感 によって、 

いろいろな 程度 に 刺激 され 、興奮 さ せ られ て ゐ る有樣 が、 

氣味惡 るく， また、 や、 滑稽に 現 はされ る。 

そして、 それらの 顔の 中に、 いつの 間に は、 一 つの 新しい 

顔が 加 はる。 それ は 平 造の 愚直 そのもの  如き 顏 である。 

その 顔 は、 次第に 他の 顔の 前に 出て 来る。 つまり、 他の 

もの を 押し分けて、 動く 龜の 方に 近づいて 來 るので ある。 

——. どうです、 一 つ、 旦鄱、 お土産に 龜の子 は 如何です。 

かう、 云 ひか けられて、 平 造 は、 一寸、 きまり 惡 るげ に 顏 

を 引 込める." 

此の頃から、 買手が 盛に 現 はれる。 銀貨 ゃ白銷 をつ まんだ 

手が、 あっちから もこつ ちから も 出ろ。 

i 兎 を くれ 給へ。 

11 おい、 龜の 子。 

！ 蛇 を 二 匹 くれ、 二 匹。 

11 蛇と 蛙 を 交せて くんな。 
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みんなの 笑 ひ顏。 

忽ち 商人の 膝の 前に は 白銅と 銀貨の 山が 築かれる。 

平 造 は、 もう そこに 文字通り 腰 を 裾 ゑて ゐる。 そして、 手 

に 取って こそ 見ない が、 玩具の 動く 仕掛 を、 前後左右 か 

ら見 究めようと 努めて ゐる。 それが ために は、 殆んど 地 

ベ たに 額 を 擦り つ けなければ ならな い。 彼 は 衆人 環 坐の 

中に ゐる こと を 忘れて ゐる やうで ある。 彼が 何氣 なく 顏 

を 近づけた 刹那、 一匹の 蛙が ビヨンと 鼻の 頭に 飛びつ い 

た。 可笑し いのは 本人で はない。 が、 他の もの は、 そん 

な ことに は氣 がっかない。 た^ 此の 熱心 さに は、 誰もが 

興味 を 感じて ゐる。 勿論 かう いふ 場合の 常と して、 中に 

は、 此の 憐れむ ベ き 研究 狂 を 鼻で. 嗤ふ氣 障な 紳士 も 交つ 

てゐる 0 

平 造 は、 たうとう 我慢が できずに、 蛙 を 一 匹 手に 取り上げ 

る 0 裏返して 見る 爲め である。 その 時、 商人 は 無意識 か 

故意 か、 代金 を 受け取る 手 を * その 方に 差 出す。 すると 

子供が 何 か 悪戯 をして、 それ を 見つけられた 時の やうに、 

惶 て- -、 蛙 を 下に 置く。 左右 を 見返る、 多くの 眼が 自分 

の 方に 注がれて ゐる。 彼 は、 此の 時 こそ， 自分の 滑稽な 

立場 を はっき りと 意識す る。 逃げる やうに そこ か ら 立ち 

去る。 


9 

平 造の 右手。 —— 掌の 上に、 銅貨が 二 枚。 

0 

病院。 

圭次の 傍に、 たけ子と 看護婦と が、 靜 かに 話 をして ゐる。 た 

け 子 は、 額の あたりに、 いくらか まだ 晴ぃ 影を殘 して ゐ 

るが、 看護^！の方は、 殆ど、 今朝の緊張した光：^^^を忘れ 

させる ほどの 明るい 微笑 を 以て 之に 對 して ゐる。 ま 次. は 

兩眼を はっきりと 見開いて、 何 か 物 を 云って ゐ るら しい。 

たけ子が、 匙で 牛乳 を 飲ませる。 

戸が 開く。 平 造が 悄然と、 疲れ切った 姿 を 現す。 たけ子の 

險 しい 眼 付。 平 造は圭 次の 枕元に 近づく。 圭 次の 手 を 取 

る C その 間， 一言 も發 しない たけ子 は、 遂に ゐた >J まら 

ないやう に 座 を 立つ。 よろ けながら 戶 口に 近づく。 戶を 

開ける。 と 同時に、 袖 を 眼に 押し 當 てる」 姿が 消える。 


病院の 長い 廊下。 11 薄晴ぃ 電燈の 光り。 

たけ子、 窓から 外 を 見て ゐる。 努めて 氣持を 落 付けようと 

して ゐる らしい。 何度も 病室の 戸口に 股 を やる。 廊下 を 
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先づ 茶の間で ある。 長火鉢 もない。 その代り、 安物ら しい 

瀨戶 火鉢と、 食器 を 並べた ま \ の チヤ ブ臺が 一 隅に 片付 

けられて ある。 

庭の 花壇； には雜 草が 生 ひ 茂って ゐる。 庭の 一隅に. 曰 覆 を 

取附 けた 箱 車が、 L よん ほり 置 去りに されて ある。 鶴 小 

屋には 鶴が 一 羽もゐ ない。 富 子が 洗濯物 を亍 して ゐる。 

3 

平 造 は、 座敷で、 55 變らず 何 か考へ 込んで ゐる。 あたりに 

は、 ゼ ン マイ 仕掛けの 玩具が 三 ッ四ッ 散らかって ゐる。 

時々， それ 等の 玩具 を 動かして 見る。 先づ、 拳闘の 玩具 

である。 その 次 は、 ノン キナト オサンで ある。 ト オサン 

が 歩く たんびに、 自分 も 首 を 振る。 最後に、 輪 を 描いて 

飛ぶ 飛行機で ある。 これ は 最も- ャ 造の 意に 叶った もので 

あるら しい。 彼 は 子供の やうに 打ち 興じる。 

4 

玩具 匿の 店先 リ 

平 造が 切りに 玩具 を いぢって ゐる。 


5 

また 別の 玩具 屋。 . 1 平 造の 顔が 飾 窓に 映って ゐる。 

6 

最後に， ある 玩具 匿の 店の 奥。 —— 玩具 屋 の、 工人 は， あれ 

これと 變 つた 玩具 を 平 造に 見せて ゐる。 入り 代り 立ち. K 

り 新しい 客が 来て • 買物 をして は 出て 行く。 平 造 は， も 

、「餘 程 長くゐ るら しい。 主人 は、 此の 不思議な 客 を-五月 

^く 思 ひ 出す。 もう 相手に しなくな るが， i なく、 一 

擧 一 動 を 監視して ゐる。 高い 處に 載せて ある 箱 入の 高 憤 

らしい 玩具 を 平 造が 一 寸 見せて くれと 云っても * 主人 は 

11 あれです か， あれ やお 手に 合 ひますまい。 

と 云って. 取り合 はない。 

平 造 は、 主人の 不機嫌 を 見て •  取り， 何 か 買 はなければ い 

と 思 ふが、 生憎 懐は湘 しいし、 手頃な 欲しい ものがない。 

止むを得ず、 おしゃぶり を 一 つ 買 ふ。 そして 店 を 出る。 

7 

公園で ある。 子供達が 大勢 遊んで ゐる。 纈 飛び をす る もの， 

ブランコに 乘る もの、 ス ベリ 豪-を 滑る もの， それから、 

獨樂を 過す もの、 小さな 自動車 を運轉 する もの、 其の 自 


250  れ &^. のィ マン ヒ 


動 isf. が 平 造の 眼に とまる" $u, そ 0 側に 近づいて 行 

i 乘 つて ゐる 子供に is 藩な く. 機械の 點檢を 始める。 

スケ. "ト に乘 つた子 供が 来る。 その子 供から スケ ー ト を 

• 取り h げて、 Q 分で 乘 つて 见る〕 勿論、 その 構造 を 研究 

すろ こと を 忘れない〕 スケ ー トを 取られた 子供 は * 泣き 

出し さうな 顔 をして 平 造の 後ろ姿 を 見送 つて ゐる。 遊 動 

岡 木 を やって ゐた その 姊 らしい 少女が、 弟の そばに 来て、 

「どうしたの， ビと 聞いて ゐる 0 弟 は • 恨めし さう に、 平 

^の 方 を 指さして、 何か訴 へて ゐ る。 「まあ- ひどい 小 父 

さんね ひと 言つ てゐる 少女の 眼つ き。 

しばらく スケ ー トは 調子よ く 滑走 を續 けて ゐ たが、 忽ち- 

苹 が 廻らなくなる。 平 造 は、 前にの める。 急いで、 修縫 

に. 取り か i る U 子供が たかって 来る。 平 造 は、 汗 だく だ 

くで， 大人の 面目 を 立てようと あせって ゐる。 


ま 次の 枕- 兀で、 たけ子が 居眠り をして ゐる。 ！ 靜 かな 病 

室の 朝の 日 ざし。 

鍔 者が 囘 診に 来る。 

う 一 と.！ です。 今が 一 番 大事な 時です よ。 

- お蔭 樣で命 拾 ひ を 致しました リ 


北 野 法律事務所の 應接 室。 

良 作と 平 造と が 向 ひ 合って ゐる。 

11 どうです • 一 つ わたしの 會 社で 働いて 見ません か。 

11 家內 から、 さう いふ こと をお 願 ひした ので はあり ませ 

んか。 

—— い. -ぇ * わたしの 一存です。 わたし は舊 友と して、 君 

達 を 見殺しに する こと は 出来ない。 さう かと 云って、 君 

達の 窮境 を 救 ふとい ふ 名で、 君達 を、 つまらぬ 恩義で 縛 

る やうな 結果に なること は 絕對に 避けた いと 思 ふので 

す。 なにしろ、 かう 云って はなんだ が、 君の やって ゐる 

こと は、 どうも、 わたしたちに は見當 がっかんよ。 

. I あ. -、 さう です か …… 0 信用で きないと 云 はれ  >- ば そ 

れ まで V す。 

11 笠 原 君 …… 0 

平 造は默 つて 立ち上る。 明らかに 愤懣の 情 を 抑へ てゐ る。 

良 作 は 沈痛な 面 持で 平 造 を 見上げる。 


公園。 I 薄暮 リ 

運動場に は、 子供 は 一人 もゐ ない。 それ は 何となく {さ 虚な 
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感じで ある。 平 造 は、 默 つて ベンチに 腰をおろす。 そこ 

へ、 同じく 仕事に あぶれた らしい 勞働者 風の 男が 來か X 

るリ これ も、 ベンチに 腰をおろす。 全く 別々 な、 しかし 

同じく 孤獨な 二つの 魂が、 何時から か、 そこに 置き忘れ 

られ たやう に 見える。 風が 立つ。 落葉が 舞 ふ。 長い 沈默。 

平 造 は、 起ち 上って、 歩き 出す が、 何 を 思った か、 また 元 

の 所に 腰をおろす) . 

野良犬が 一 匹、 尾 を 垂れて 通る。 


置 車の 中。 11 

平 造 は 吊 革に ぶら 下って、 人が 讀ん でゐる 新聞の 盜み讀 み 

をして ゐる。 その 男が 新聞 をし まふ。 手 持 沙汰な 顔 をす 

る。 殊に 眼の やり 場に 困る。 その 隣り に、 子供 を 抱いた 

婦人が 腰掛けて ゐる ！ その子 供の 持って ゐる 玩具に、 

ふと 眼 をつ ける。 その 玩具 は、 猿の 木登りの 玩具で ある。 

母親 は 子供 を あやし な が ら 猿 を 上げたり下げたりして ゐ 

る。 平 5?;^ は 子供の 顏を のぞき 込んで 「ば ァ」 をす る。 さ 

うい ふ 時の、 多くの 若い 母親が する 會 釋。 平 造 は阛々 し 

くな つて、 子供の 玩具に 手 を かける。 子供が 泣き出す。 

母親 は、 見知らぬ 男 C 無作法な お 愛想に、 や X 反感 を 抱 

いたらし く、 ぶいと 席 を 立つ。 すると、 平 造 は、 にやに 


や 笑 ひながら、 その ^席 を 占領す る。 

電車の 中に 並んで ゐる 無表情な いくつもの 顏 d 

2 

夜店。 

ダンス 人形 を賫る 男。 —I 人形 は、 あら はな 兩腕を 細い 腰 

に當て X、 足拍子 面白く、 華やかな ト ~ ダンス を 踊って 

ゐる： ァセチ リン 瓦 期の 光が、 踊り子の 冷めたい、 白い 

肩先 を 照して ゐる) 

平 造の 顏が、 大きく 笑 ふり 

. I 何と、 うまい もの を考へ 出す 奴が ゐる ことよ！ だが 

おれ は ー體、 何 を どう 工夫 すれば い. -のだ ？ 

3 

平 造 は 富 子 の 給仕で、 形ば かりの 夕食の 膳 に 向って ゐる" 

11 あたし、 今夜 は、 病院へ 泊って 來 ようかと 思った の。 

母さん は、 あれから、 幾 晚も寢 てない のよ。 でも 圭 ちゃ 

んが歸 つて 來 るなら うれしい わ。 11 あたしが ついて る 

から、 一度 家へ 歸 つてお 休みな さいって 云 ふのに、 § さ 

んは、 どうしても 圭 ちゃん を はふって 歸 るの はい や だつ 

て 云 ふんです も 〇.> 

平 造 は、 食事 を 終ろ と、 仰向けに ごろり と寢 ころがる。 富 


252  れ おの イマ ン "fer  i 


子が 枕 を 持って来る。 そして 食事の 後 片附け をす る。 

4 

平 造の 頭の 中で は、 今、 いろいろな 玩具が 次ぎ 次ぎに、 現 

はれて は 消え、 現 はれて は 消えす るので ある。 殊に、 ダ 

ン ス 人形 は、 平^ 0© しい 想 を 嘲りながら、 幾度 も、 . 

その 魅力 あろ 活 な 運動 を 繰 返す リ 

其處 へ、 ノン キナト オサンが ノコ ノコ 歩いて 来る。 

すろ と、 ダンス 人形が、 いつの 間に か、 娘 富 子 そっくりに 

n;^ えて 來ろ。 こっち を 向いて 笑って ゐる。 ノン キナ トォ 

サンの 顔 は、 何時の^にか， 平 造の 顔に 變る。 

そこへ、 今度 は！ 1： じ や、 「な 踊り子が、 一人 出て 来る。 二人 

は 手 をつな いで 廼り 始める U ぐるぐ る絕ぇ 間な く 週る。 

それが 大 きな 獨 樂 に 兑ぇ る 。 

と、 今^は、 踊り. 十が 一 人 一 人 爪先で 週り 出す。 それ は、 

てゐ ると、； ； つの 樂が 並んで 魁って ゐる やうで ある。 

それが、 また、 一つの 獨樂 になる。 その 獨樂が 踊り子に な 

る。 その 踊り子が 娘の 富 子になる。 

ノン キナ トォサ ンは、 いきなり 踊り子の 手 を 取らう とする。 

踊り- ナは いて、 その 手 を； i り 放す。 逃げる。 追 ふ。 

踊り子 は、 ある 波止場に 追 ひ つめられる。 が、 ノン キナト 

オサン はもう 足が 動かなくなる。 その 時 は 平 造で ある。 


兩手を 差 出して、 娘の 名 を 呼ぶ。 

踊り子 は 岸に 浮んで ゐるボ ー トの 中に 飛 ひ 込む。 ボ ー トの 

中には、 白い 服 を 着た 靑 年が 乘 つて ゐる。 ボ ー トが岸 を 

離れる。 靑 年と 踊り子と は顏を 見合 はして 驚く。 靑年は 

政 一 である。 二人 は 抱き合って 悅， ふ。 

平 造 は、 がば と 跳ね起きる。 眠って 居たら しい。 が、 その 

股 は、 何 か 見失った もの を 探して ろる やうで ある。 

富 子 は 氣味惡 る さう に 父の 視線 を 追 ふ。 はたと 二人の 視線 

が 合 ふ。 平 造 は、 しげしげと 娘の 顏を 見守る。 と、 急に 

平 造の 顏は 輝いて 来る。 

—— あれ だ！ 

かう いって、 ^！を打っ。 富 子 は、 何の ことか わからな いが 

此 の 言 紫 の 調子 に 惹き 入れられて ， 我れ 知らず 大きな 息 

を 吸 ひ 込む。 

. — ようし、 占めた！ 

平 造 は 更に かう 叫んで、 富 子の 兩手を 取る。 

5 

大きな 白い 手が、 ゼ ン マイの ネヂを 捲き 終った ところで あ 

る 0 
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第五 卷 

出帆しょう とする 汽船。 盛に 貨物 を 積み込んで ゐる。 監督 

の 任 に 當 つてみ る 三 等 連 轉士笠 原 政 一 —— 彼 は、 ボ ー ィ 

から、 今、 二三 通の 手紙 を 受け. 取った ところで ある。 そ 

のうちの 一 通 を、 手早く 開封す る。 

次の 文面が 讀 まれる。 

—— 秋冷 相 催し 候處、 其 許に は 相 變らず 頭 健に て 勤務の 

.E 安堵 致し 候。 扨， 前便の 趣、 其 許の 考 >  一 應尤に 

候 も、 決して 常軌を逸したる 次第に は 無 之、 たと へ 

一 度 失敗す る も 再び 起つ 勇氣と 自信と を 失 はず、 一 

家の ものに は 多少 苦勞 ありた らん も、 そ は 成功の 曉 

十分に 償 ひ 得る ものな り。 母上より は 如何 やうなる 

便り ありた る や は 知ら ざれ ども、 そ はみ な. 取 越苦勞 

乃至 は 針小棒大 的 報告に 過ぎず と存 せられ 候。 なる 

ほど 今 m まで は、 世の 發明 家と 云 はるる ものが、 何 

れも遣 遇する 困難と 障害と を 小生 も 免 かるる 能 は ざ 

りしが、 いよいよ、 此度 は、 三 ヶ月の 苦心 報いられ 

て、 成功 疑 ひなき 新案 物を發 明いた す ことに 相 成 • 

近々 特許 出願の 運びに 御座 候。 目下 秘密 裡に 見本 製 

作 中 なれ ど、 此の 前の 箱 車 用 日 覆な どと 違 ひ、 一般 


向なる 上に、 各 家庭に 備へ て 以て 一 家團 欒の樂 しみ 

を 滑す ベく * 行く行く は 外國へ 輸出 さるる や、 「に で 

も なれば. 販路 は 無盡藏 ならん と 存じ 候。 來春 御歸ぉ 

の砌り は， 當方も 多少：. gnw を改 め をる に 相 遠 無 之 候 . 

なほ、 圭次 0 病氣は • 追々 輕 快に 相 向 ひ 二三 日中に 

は 退院の 豫定に 御 ii^ 候。 

いろいろ 御 話し 致した きこ ともあれ ど *  H 下 研究に 

忙殺され 居り 候 間、 之れ にて 擱筆 いたし 候し 

時候 不順 0 折 柄 自愛 專ー に 祈 居候、) 家の こと はくれ 

ぐれ も 心配 御 無 招に 候。 

十月 二十 一日  父 

政 一 殿 

政 一は、 手紙 をぢ つと 見つめて ゐる。 その 時、 起赏 機が 過 

り 過ぎて、 大きな 箱が、 政 一 の 頭に ぶっから うとす る。 

11 危ぃ！ 

と、 誰かが 叫ぶ。 政 一 は、 無意識に 飛び退く。 ぢ つと 胸 

^ぎ を鎭 めようと する。 

母と 妹の 淋しく 笑 ふ 顔が、 その 瞬間. 政 一 の 暇の 前に 浮ぶ。 

白い 服 を 着た 支那の 女が、 手を叩いて 笑って ゐる。 

政 一 は 苦笑す る。 
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空に くっきりと 太く、 橫に报 かれた 松の木の 枝で ある。 

7 

平 造 は、 ある 玩具 屋の飾 窓 をの ぞいて ゐる。 その 中に、 「新 

案 特許 相撲 衝樂」 とい ふ 札の ついた 箱 入の 玩具が 陳列し 

て ある。 

——！ 一寸、 そいつ を 見せて 吳れ ないか。 

玩具 匿の 主人が 出て 来て、 奥から 別の 箱 を 出す。 

. I- これ は、 何處で 作って ゐ るので すか。 

 え k と、 裏に 書いて ありませ う。 

—  — これ は 何時頃から i?;^ り 出したん です か。 

11 さあ、 最近 は 最近です が …… 。 

11 他處 では、 あんまり K つてません ね。 

——. 左様です か。 

賫 つてません よ。 資は、 わたし も、 これと同じ 玩具 を 

考へ てゐ たんです。 こ、 に、 この 通り 持って ゐ ますが ね、 

かう 云って、 平 造 は、 包み を 解く。 、王 人 は 訝しげ に 平 造 

のす る こと を 見て ゐる〕 

11 ねえ、 この 通り。 自分で 作つ たんです から、 瞪 裁は惡 

いが、 それ、 この 通リ、 相撲 を-取る。 はっけよ い、 のこ 

つた、 そら、 こっちが 勝った。 どうです。 

—— なるほど。 
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11 こり や、 たしかに、 わたしの 方が 考へ ついた ことなん 

です がね。 ひどい 奴 も ある もの だ" なに、 出る とこへ 出 

れば わかる- 駄目 かな。 特許まで 取つ て あるん ぢゃ …… 0 

それにしても、 どうして、 こいつ を 知った かです ：-o 

—— さう ですな 0 


平 造 は、 我家の 門口 を、 どうして 潜らう かと、 一 隨間、 躊 

證 する 二 いや、 そこまで 來る 間に、 迷ひ拔 いた ことで あ 

らう 0 


大きな 白い 手が、 一 生 懸命に ゼ レ マイの ネヂを 捲いて ゐ る。 

茶の間で は、 富 子と たけ子と が 夕食の 膳 ごしら へ をして ゐ 

る。 二人 は、 默 つて 柱時計 を 見上げる。 相 變らず 時計 は 

止まって ゐ る。 

ナ1 關の 格子が 開く。  二人 は 同時に 耳を聳 てる。 

玄關 では、 平 造が、 今迄 見た こと もない やうな はしゃぎ 方 

で、 

- 萬歲、 萬 歲！ 


を 連呼して るる。 どうしたと 云 ふの だら う。 女 ども は、 

我 を 忘れて 起ち 上る。 富 子が 走り出る。 


平 造 は、 茶の間の 眞 中に、 どっかと 腰 を 卸ろ す。 そして、 

如何 に も 重大な 吉報 を裔し た 人 Q やうに、 徐ろに 口 を 開 

富 子 は、 もう 父の 云 はう とする こと を 察して ゐる らしい。 

頻りに、 うな づ いて 兑 せる。 たけ子 は、 わざと 冷 t„ 丽を裝 

つて ゐ るが、 內心、 若し やとい ふ 期待 を 失 はずに ゐるこ 

と を 暴露す る。 

平 造 は、 徐ろに 口 を 開く。 

—— さあ、 いよいよ、 おれ も 本望 を 達した。 

これ は、 そばに ゐる富 子に 向って 云 ふ 如く 装って ゐ るが、 

實は チヤ ブ臺の 上 を、 必要 以上に 長く 拭いて ゐる Sfl のた 

け 子に、 それとなく 聞かせる つもりら しい。 

11- 今度 は 大成功 だ。 

- なに、 どんな もの？ ね、 お父さん。 

—まあ、 待て。 第 一 に、 工場 を 建てる。 職工 は、 始めは 

先 づ 五十人 ぐら ゐで よか らう。 

I— なに を 作る のよ、 お父さん。 

1. 今に わかる C 何しろ、 外國に 輸出す る 約束 をして 来た 


2r.o 


れ^の イマ ンピ 


んだ。 一と 月に 四 五 百 圓の 利益 はすぐ に 上 るんだ から 大 

した もの だら う。 

かう いふと、 其處に は、 工場で 職工が 働いて ゐる 光景が 映 

る。 平^は、 社-おら しい 成嚴を 作って、 その 問 を 巡視し 

てゐ る。 外で は、 箱 をい くつ も S0 んだ 荷馬車が、 次ぎ 次 

ぎと 出て 行く。 

すると また、 立派な 2： 励 is!- に、 盛装した たけ子と 富 子が 乘 

り 込んで ゐる。 その 動 率 は 劇場の ISHin に駐 る。 二人 は 

しづ しづと から 降りる。 

平 造 は、 今や、 包 を 解かう として ゐる。 富 子 は、 膝 を乘り 

出す。 たけ子 は橫 目で その 方 を 見て ゐる。 何とい ふ 用心 

さ だ！ しかし、 平：？ 3 は、 それに 頓藩 なく、 例の 代物 

を、 彼女 等の 前に、 出来るだけ 派手に ひろげて 見せる の 

である。 そして 滿. せの 熟 を： a り 立てながら、 

—— これ だ。 ね、 L;^ 新式 拳鬪 11 梁って 云 ふんだ。 

二つの 樂は、 皿の やうな 疆の 上で 廻る。 

—— そら、 ね、 相撲 ぢ やない、 拳闘 だ。 はっけよ い。 のこ 

つた" 面白いだ らう。 

圭次は 勿論、 女 共に、 これが 面白くない 害 はない。 もう 占 

めた もの だ" 彼女 達 は 面白がって ゐる" 平 造 は、 一心に 

獨樂を 逝 はすし 

—— そうら、 こっちが 勝った- ノック， アウトと 云 ふ 手 だ。 


もう 一度」 さ、 しっかり。 あぶない ぞ。 どっこい。 面白 

いだら う、 どう だ" 

「面白いだ らう」 を 繰り返しつ X、 次ぎ 次ぎと 絶え間なく 

獨 樂を 廻して ゐ るが、 彼 自^ は 困った ことに、 だんだん 

面白く なくなって 來 るので ある- き は 自由に 動かな くな 

る。 眼 は 曇って 來る。 息が つまって 來る。 指が きかな く 

な つ て來 るし どうして 顏を 上げる ことができよう。 

圭次 は、 まだ 面白さう に 見て ゐる。 しかし、 女 共 は、 平 造 

の このた どならぬ 樣子を 見て、 貲 際 それが 面白い のか ど 

うかわから なくなって 來る。 面白くな け れ ば な らな いの 

だ。 さう だ、 面白くなければ 大變だ —— さう 思 ひながら 

1 生 懸命に 面白く あらう と 努める ので ある。 

平 造 は、 今、 獨樂が 廻らなくなる こと を 恐れる ばかりで あ 

る- 1 樂が 廻り 止んだ 瞬間 は、 彼に 取って、 總 てが 終る 

瞬間で ある。 が、 もう、 これ 以上、 「面白いだ らう」 と 云 

ふ 力 はない。 た^ 無晴に 獨樂を 廻し t ぼける。 

圭次 は、 まだ、 無心に 獨樂を 見つめて ゐる。 

富 子の 眼が、 先づ E® り はじめる C 

たけ子 は、 琉 石に、 失望 を 通り越して、 ある 新しい 危機 を 

豫感 して ゐる。 しかし、 その 豫感 は、 平 造の、 あまりに 

も 打ち萎れた 姿の 前で、 寧ろ、 一種の 深い 喜びに 似た 感 

動に 變 つて 來る。 彼女 は、 はじめて、 何 かしら、 熟い も 
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の を 胸の 奥に 感じて ゐる らし い。 

2 

2 

此の 光景が 次第に 消える と、 それに つれて、 全く 動き 止ん 

だ 大きな ゼン マイが、 徐々 に、 はっきりと 幕の 上に 浮ん 

で來 る。  (終り) 


れ' 效の ィ マンド 
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日光 室の 人々 (2的1き：> 


J^cr は g| き さ ろ 海 31:1： 刖 莊 地 な ろ 二 流 ど ： る の {们 ，4 の =1 光 

ル I ム 

室な リ 0 

さしわたし 四 il ほどの 廣 さもろ 八^形の 建物。 北側の 

二？ 欲 は SI  IS 側の 一 经はー小館ょリ、、、-に通する^1下_レ 

接し、 二 枚の が ラス 戶に てこの 室の 入口ん なすつ、、 の 三 

Is の 外 はすべ てみ なが ラ ス 張りの 腰. おなり。 11 二の 

^?-の4<半部.^现すこと1-^耍す0 卽ち 壁の 一 面と 窓の 二 

面と，^ 切り去りて、 その他.^ 翁 客の 前に 展開^し む。 

蹄 下の 外 LL は" 吐の 一 部分 见ゅ 11 細き 松の 幹 や 校 等， - 

また 人な くして 動か ざろ 遊動關 木の 一端。 この 室 はか 

くの 如く、  よ リ见れ ば 化：： 通の 平家なる も 海面に 近き 

•ML: 對 して は 別に 二階 ほどの 一 S さズ ど^す。 卽ち、 高き 

石坑 わろ 救 地の 外に 別に 突き出して^ もて- M てられた 

ろ ものと 知ろ べし。 されに、 と は 別の  一^に は、 多 

少り ひ！ 瞰的效 ^  もって f ぉ贵 ゎリ —— 灰 だみ た ろ 0  、 

fi^ さ！.、 れ^;れる.^^など。 

又廊 にの 行 きづまり は 別に 演沒 -」 下り 行く 石段に 通 


t  、、の 石 £i は看容 ょリ 全く かくれた リと雖 も， 人々 

そこ 1^ 通る 時 Li は、 窓の  一 その 姿の 一 部分、 が 

ラス 越しに 見 ゆ。  i 


これらの 事、 凡そ！ 1： の 如し 00) 腰張权 ある 廊下な 

り。 腰 張の 終端 扉の 如く 開く。 (b〕 見えざる 石段な リ。 

石垣！.： 沿 ひて つくられた リ o(c) 遊 動圆木 あろ 庭の 一 

部な リ o(d) 濱 逸な リ。 低く して 看 {^i-LL は 見 ir へから 
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や。 背景に は 1. もる 海の 5;^ 望の み 現されたり 00〕 壁 

面 o(f )  の 入口な リ。 腰 あろが ラス 戸、 左右 引ち 

がひに開く0(8)(^)(..0 みな 腰 窓な リ、 が ラス 戶も 

りて、 左右 引ち が ひに 開く。  せし 對す。 

曇 H< なリ。 

室內 LL は， 中心に 卓 布な き 太なる 圓卓 あり。 その上- し 

茶色 Isf- 絲 の頸卷 置かれた リ" その 卓の 周圍 は 型む 

見かけ）^ 古びて 粗雜 なろ 木の 椅子、 或は やや 新しき 藤 

椅子の 肘 かけある もの、 無き もの、 など 取 交へ て 十二 

三脚、 いづれ-.. - その上 Li 座ぶ とん あり 。掃除の 後、 未 

だ 膝 かけた ろ 人な きズど 示す か Q 如く、 椅子に E. 取 も 機械 

的に 正しく 並べられた リ。 

1 

半開 かれた ろ 窓 g  n 

そ、、 に 一人の 靑年 • 窓より 上半身 の リ屮； I して、 手な 

差し延べ などし、 何事 かしきりに 下， や^き 窺 ふ。 あた 

かも、、 の 窓と 下との 高さ 1^ はかろ ものの 如し。 しかも 

その 態度 は 甚だ 打與 じたり。 彼は髮 v^^ きれい LL 分けて 

光らし、 大島 柄の 銘仙 耕 重れたり。 色 蒼 M 一く 痩乜た 

るむ、 學生 風に して 快活、 機敏な ろ 動作。 二十 ニ歲ぐ 

らゐ なり 0 


この 時。 一 人の^;^<5?;げなろ^人. 入ロに現ろ。 がラス 

越し Li 上半身 見 ゆ 。戶 開かん とつと めつつ ゎリ 。藤色 

の 手柄 かけた ろ 丸 SIS はみだれ たりと いふ- J- あら n ど、 

油氣 なくて ほ つれたり。 戶 開きて 入リ來 ろ。 As.^ 

して 小柄。 三十四五^^^なるべし。 襟つ さの 物の 上 LL 

は 細かき 赤 縞お 召ズ ど^^りた リ。 無地 古代紫の 半襟。 

鼓 かたちに、 むかし 花街 11 育ちた ろ 人の 面影、 美なら 

ざるに 非 ざれ ども、 5^氣なき舉動彈カなさ皮^^、 

の 人と して 先づ 哀れ ズ e 催さし む。 凝視して 後、 辛う じ 

て その美 人なる 1^, ほむべし。 開きた ろ 入：！，^ とざす-,！ 

兩手 もてす。 

窓の 靑年、 ふリか ヘリて 彼女 ズど 認め， 微笑す。 

病身なる II 人 (先づ 同じく 微笑 >^ もって 答へ ながら) 藤 

波さん おひと り。 —— 何 をして ゐ らっしゃ るの。 そんな 

ところで。 

藤 波と 呼ばれた ろ靑年 (意味 ありげ の！ _ ^笑) 釣 をして ゐ 

るんで すよ 0 

嫌 人 釣り？  、 

藤 波 (笑って うな づ く。 窓の 下 1^ 指 ざす) コィを 釣って 

ゐ ると ころです。 

婦人 (窓よ リ視 く。 笑) おやく。 陸釣ではなくて， 陸 

燒 でせ う。 


々 人の' • ！ミ光 3 


藤 波 (無 £は^ なろ 哄笑) 

下よりの 婿驛 あら！ 

嫌 人 (窓の 下の 人と^. ^見合せ たろ が 如く 輕く 會釋 す) 

下よりの^ 麟肢 さんです か。 いやな 方。 さっきから わた 

し、 何だか 髮に さはる ものが あると 思って ゐ たら。 . li 

い たづら をして いけません わよ。 

碟波 (沿 化て〕 おつ。 と. と、 と、 と。 11 餌 を とられ 

ちゃ 大 ir た。 (乎緣 ろ。 細き 糸 紐の 先端に 商店の つつみ 

轼，^ まろめ たろ もの 下より 引き上げられる。 長さ 丈餘。 

この^ 作 1^ しながら 首 ふ) さ つ きから 大分お 話が 面白 

さう だ から、 そこへ 下りて 行きたい と 思 ひな が ら 遠慮 し 

てゐ たん です つぬ に 人 ある ， J と を 相 園した いと 思っても、 

お 一:T かっかな いのです か。 

下よりの^  くだらない 11 そんな こと を 仰 言らずに 下り 

て 行 らっしゃれば いいのに。 散歩な さらな け やい け ませ 

んょ。 曰 は あたらな くと も、 風がない からい いお 天氣 よ。 

(^;^身なろ嫌人は*:れらの|?に、圆 卓 のわき ？<リ 肘 

かけあろ 籐椅子 一 つ V3^、 兩手もて^?^たげに引.1-すリな 

がら、 窓 i のと、、 る に 腿.^ ぉス すじ 

藤 波 (窓 sv^w めて、 S 卓の 上の 頸 卷.^ とリ 上げ 、婦人に) 

どうれ、 僕 も 一つ コィの 仲 へ 這 入 つ て游 戈し て來 よう。 

3^ 人 (やさしく 親切に， 半ば 挪偷 して) さんざ * あばれ 


てい らっしゃい。 11 また うんと 熟 を 出す やうに ね。 

藤 波 (笑) ？ E りさ ま。 あなたと は 違 ひます よ" もう 三月 

も 熱なん か 出しません よ。 

(1 兀氣 よく 入口の 戶.^ あけ 又う しる 向きの ままで 閉め 

ながら 出で 行く。 頸卷. ^あてが ひながら 石段 づた ひ！. L 

下ろ 彼の 姿 は •slwg のが ラス 越し LL 見えて、 ^次、 下の 

方へ 隠れ 去る。) 

2 

病身なる 婦人. 窓 i の片 すみ-し 悄然と して ひとり 膝 か 

けた リ。 なす： となき 人の 物憂 さもて かラ ス 越し！. i 窓 

外ん i 见 つめた リ。 終始、 袖口よ リ兩 手え どと ほして 腕， せ 

くむが 如く、 己の が 身 抱く が 如く、 且つ 首，^ すくめ 

たリ 」 

やや 久し，. V 、問 * かくの. ことく ひと リ、、 、、二」 取殘 さろ。 

この 問に、 入口 (f〕 の 上に あろ 閥き 大形の 柱時計 二 時 

1^ 打つ。 

二十. はか リの 令嬉、 しとやかに 入口.^ あけて 入リ來 ろ。 

窓の 婦人 ふり か へ る。 互に目！^^-^交す-リ 

令 嫂 は關 卓の 前の 椅子の 一 つ につく。 彼女 は 紫 矢 耕の 


銘仙の 〈s 物と 羽綠" —— やや 5^ 手 LL して 抉 長く、 もし 

、、の 上に 袴 あらに 二三 年来 流 打の 典型的 女學 生の 樣子 

ぁリ。 濃き ij Si 色の 半 めろ 頸筋 は その 兩顿 とともに 

丸々 と 肥え. 血色 も 亦 つやつやし。 识し、 丈 低く * 目 

.rsl; 立 も 整 ヘリと いひ 難し。 袂ょリ トラ ン ブん) とリ 出し、 

卓の 上-」 廣く 並べ つつ あり。 遠き と、、， 札ん』 くと 

き 赤き 袖口と 太く 白き 二 の 腕と 現る。 

窓の 録人 (再ぶ ふり か ヘリて) お 母 さま は？ もうお 歸 

りなさい まして？ 

卓の 令 儘 え， 昨晚。 11 みなさまに よろしくと 申し まし 

た わ。 G 一旦 架つ さ內氣 にて、 摩 美し) 

婦人 (窓外ん、 見ながら) お 丈夫に なって ゐ らしった の 

で、 きっと 御 安心し てお 歸り なさ いました でせ う。 

令嬢 え。 (掌中の 札.^ 繰る。 時々、 輕 く 咳 >ハ そす ろ 癖 あり) 

…… (對話 給 ゆ。 暫くして つ) 

令嬢 敦 子さん も， 今日は. 飼歸 りの やうに 仰 言って ゐらっ 

しゃいました わ。 —— 今朝 ほどお 兄 さまが ぉ迎 へに お 見 

えなす つ た の だ さ うで ご ざ いますよ。 

婦人 (少し ふリか ヘリて) あなたのお 部屋のお 隣の 方？ 

あの方 も おとなしい 方です のね i あまりお 口 もお きき 

なさらな いぢゃありません か 。 どこが ぉ惡 いので せ う 1 

I いつも ふさいで ゐ らっしゃる けど C 


今-想 何です か、 ただ 神經 衰弱 だか、 何 かです つて」 お 母 

さまが 本當 のお 母 さまで ゐ らっしゃらない Q で、 その 方 

がまた お 優しい ので かへ つて 御 遠慮 が あるので すって。 

ぉ氣の 毒に-」 

歸人 おや、 さう。 それ はま あ …… 

…… (對話 再. び絕ゅ C 哲 くして。) 

婦人 (窓外 1 か 見つめながら) もう 二十日 もた てば、 いい 

陽氣 になります わね え。 さぅすれば、^1^1さん思ひ思ひに， 

ちり ぐに なって おしま ひです ょリ お 馴染の 方が ゐらっ 

し や らな くて はつ. まり ま せんから， さう すれば わた し も 

何處 かお？ ii の あると ころへ でも 行かう か 知らと 考 へて ゐ 

ますの。 

令嬢 溫泉 はよ ろしう ございま すわね〕 

…； (對話 一  一一- i.: ぴ趙 ゆ。」 

ホ  ネ  水 

石段 1^: バ ユリ 來る 人、 窓 g のが ラス Vs ど 透して まづ 頭部よ 

リ 現ろ。 隱 しめきた ろ 朿ね髮 なリ。 痩 V 形の 近代 

美人"」 頤 11 リの やや 畸形なる 面 立 多少 妖：. お.^ 帶ぶ" 下 

險の 下にう す 黑き暈 あり。 薄き 晷は 鮮紅な リ。 年 二十 

六 七。 おもむる LL 上半身 見 >o  くす みたる 靑磁 色-し 細 

かき 飛模樣 ある 錦 紗の羽 I，」 入口  f の 前-し、 石段.^ ふ 

りか ヘリて 立つ 後 姿。 丈 高き 人な リ。 


CCS  々人の また！！ 


つづ いて ー人の^=：^、 同じく 石段.^ 登リて 現ろ。 二十 

四五^^  .欲？55く？^>^ォ ー 〃 パ ク クにし* 肩た くまし く 

健^にして 精力に^ ちた ろ H 貌。 ||かさ薩摩飛白,„^^15 

彼女と 彼と は、 口 光 室- し は 入 リ來ら や。 彼に^ 下の 一 

の 腰 s^c 繊の 一、 とく なれ ろ 部分 1^開 きて、 ^^^に出 

づ。 彼女 もこれ に 從ふ。 

遊 i:^ 木の 動 搖し始 むろ こと。 彼 及び 彼女の 姿、 上 牛 

身， 交々 右往左往して 入口の が ラス 越しに、 隱見 すつ 

必マ しも^ 木.^ 遊べ ろ LL も 非す。 折々 彼女の 銳く 華や 

かなろ 笑路. ぁリ て、 室內 LL^ れ來 る。 

{^-內。 ま"。 

依然として トランプ kHI ベ ろ 令娘 リ 

. おの".^ ななる ぉ人リ 

令娘 (トラ ノブ.^ 切りて 卓の 上に 並べながら 小一お に て う 

た ふ) —— 

^路 越えて 

ひとり 行け ど 

主の 手に 縫れ る 

身 は 安け し 


(間。) 

5! 人 (先刻よ リ殆ど 不動の ま、、 只、 窓外.^ 凝視した リ。 

やや 唐突に、 半に は 令孃に 語る が 如く、 半ば は 舞 語の 如 

く)  ^^ほの上には時々、 日が 當る やうです けれどね え。 

4 

男 二人 • 入口 ろ。 1 の 男 入口の o-v^ 、開ける 問、 

第二 の£カは庭の方.^注視す0ニ人ともどてらズど_^5たリ0 

彼等 は 各と もに、 一見- J- て は その 蟹 1 化む 推知す ベ か 

らす。 三十- - リ四ャ までの 問な ろべ し。 第一 の 男、 0 

だ 暗 信な ろ 表 ii5、 頭 髮畏く 延びて 亂れ たりつ 間に； K  く 

刻まれた る 立 皴は、 必 すし-。 彼が 用ゐ たる 鼻 目 鏡の た 

めの み LL ば 非す。 第二の 男、 iji- 一  の 男に 比して 陰氣な 

ら ざるむ、 C ^か 翼の！^ ふかく. a ら愛 10 なき 風貌な リ。 

通の 金ぶ ち 目錢. ^かけたり。 小柄.^ 彼-か^たる どてら 

は. その 搞 柄と いひ 釣合ば ざろ 身丈と いひ {i^ の 借 着な 

ろ、、 と 明かな-り 0 

4 だ 一の (第一 の 男 LL つづ いて 部 aiii 入り、 その 戶ズど 閉め 

ながら) 何しろ、 非常に 溫 かいね。 東京と はたし かに 十 

度 は 違 ふだら う。 

第一の 男 ふむ. リ 

(窓の 嫌 人物 爱げに ふり か へる。 第一 の 男、 彼女に 目 


々人の 室 光 日 


269 


鏡しつつ 圆 卓の 方- IL 行き， 瞳.^ 上げた ろ 令嬢と も目禮 

交しつつ、 兩 手に 一 つづつ の 筵 椅子，^ 引 さすり て、 

そ 1 卞 M  g の 前 LL 置きて、 己よ づ E ^なかく。 第二の 男、 

入口  LL 近き その 第二の 椅子に 倚る。) 

(以下、 彼等の 對 話は槪 れ低聲 Li て 取 交さろ ろ ものな 

リ。 又、 第 一 の 男の 句 調に は 三分の 自嘲， 第二の 男の 

句 調 LL は 七 分の 諧謔 的耍素 ありと 知るべし。) 

第二の 男 君、 これ や 宿屋と いふより は 保養院の 感じ だね。 

第一の 男 全く。 (うな づく) —— これが 君-この 二 ヶ月 

の 間 を 僕が 顏を 出す 唯 一 の社會 なの だ。 

第二の 男 萬 目 あまりに 蕭條 として ゐる。 尤も 窓外に は 美 

人が ゐ るね e あれ はちよ つと！ かり ビア ズレ の繪の やう 

に 面白い。 それに. Ny ョ pfmallia の 相貌が あるせ- 

第 一 の 男 君の 觀相 は當 つて ゐさ うだね。 あれが ここの 瓧 

會で 問題 を 提供し てゐる 人な の だ —— 恐らく は 僕と 相 並 

ん でかな e つい 一 ヶ月 程 前から るるの だが、 醫 者の 夫人 

らしい。 何でも 御 亭主が 三 四 度 来て * 自分で 細君の 胸に 

聽診器 を あ て て 行った.！ e うだ 。 —1 尤も 聽 診 器 で は 心朦 

の 精神的な 方面 は 一 向わから ない らしい な。 

第二の 男 (表情で) ？ 

第 一 の 男 若い 男が ゐる だら う、 i§S に。 あれ は 夫人より 二 

週間 ほど あとで ここへ 来たが、 その 時、 夫人 も 東京 かど 


こかへ 行っての 歸 りで • 一 緖 にやって 来たの ださう だ。 

何でも 「ちょっと 知り合 ひの 法科 大學 生で， 汽 ie- で 偶. ゆ  1 

乘り 合した の だが- 試驗 の勉强 をす る- S がき まらな い の 

で 一緒に つれて 来た OJ とい ふ 話だった さう. た。 $S ではち 

やう ど 部屋がなかった ので 斷 ると、 それ ぢ やとい ふので 

夫人 は 自分 〇 二 室のう ちの 一 つ を 提供した さう だ。 一 番 

奥の 方 だが ね，^ それで 隣 同士に ゐ て. 二 間つ づきの 部：！ S 

の 間の 襖 間 はいつ の 間に やら 開けっ放しになる し、 御 

など も 夫人の お 給 仕で 差 向 ひとい ふこと になって しまつ 

たさう だ-」 傳 ふるところに よれば- 醫學士 が 来る日に な 

ると. 大學生 は 見えなくなる さう だよ。 

第二の 男 どんな 男 だい、 大擧 生と いふの は。 

第 一 の 男 わからない。 彼等 はこ こへ は あまり 顏を 出さな 

い。 男の 方 は 外の 誰と も 一 切 口 は 利かない (IE) 兒給 

へ。 (海岸の 方... ど 目 額で 知らせろ) あそこの 汀 を 逍遙し 

てゐ るの が、 詩人 藤 波 紫 水 さ。 そんな いろんな 話 を 僕に 

ゎ了 拿. 0 

知らして くれる の だ。 その代りに は 健の 事 も 何 か- 當推 

量で 皆に 報告し てゐ ない とも 限らな いね。 

第二の 男 詩人？ 藤 波 紫 水？ 

第 一 の 男 さっき 話 をし かけて ゐた 隣室の 靑年 さ。 

第二の 男 うん。 (やや 大聲 に) 轉舊的§1^か。その先生 

が くれた とい ふ 名刺 を …… 
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第 一 の 男 (制止の 表 iO 君、 藤 波 君 は (、、つ そい， 圆 卓の 

令^ 1^ 示す) あのお ：1|^ さんと 同郷 ださう だ。 どちらも 埼 

玉縣の ^の 出で。 

i を 一の 男 …… c; うな づく) 

* か 一 の 男 藤波君の^！；！刺は  一 i はする 値が あつたの だが， ど 

こへ やった もの かなりつ いこの 間まで は见 えて ゐ たのに。 

何しろ、 ^^^^的遊民とぃふ肩書がぁって、 その 裏に は 七 

五 調の 新！^ 詩が 印？ i して あるの だ 。(陰惨な ろ 笑 額) I 

I かしこの 濱邊 この 港， われ はう き 世を捨 小舟 • 秋 は 入 

曰の 夕な ぎ や、 冬 は 千鳥の 泣く 夜半 を， わが 身 は ひとり 

めつつ、 人の 運命 を 思 ふかな …… 

第二の フッ、 フッ、 フッ。 (特色 あろ 笑) 

の 男 まだくな かく 長いの だ。 六號 活字で 一 ばい 

あるの だ。 いろんな 彼の 身の上 を咏ん である 11 半^の 

自叙 傅 を 新 s^: 詩で 行 つたの さ。 

(遊^ M 木の 人々、 これらの 對 話の 間に えすな ろ。) 

お 二の 男 まるで 野 口  5? 三 郎の歌 だね。 

一  の 男 さうな の だ。 中學を 出て 東京へ 遊學 すると 半 歳 

ばかりで 病氣 にか かって …… 水に うつれる 月よりも、 碎 

くる 胸の 切な さは、 雲 問が くれの ほととぎす、 血 を 吐く 

までにな りに けり。 甲斐な き 身 をば 養 ふと、 三年が ほど 

の ic^ まくら、 旅に しあれば 割箸の、 わりな く 悲し 朝夕 —— 


とあった。 (笑) この 修辭的 時代錯誤 は なかなか いいだ 

らう。 11 旅に しあれば 割箸の、 わりな く 悲し 朝夕 11 

ね。 

第二の 男 フッ、 フッ、 フッ。 うむ。 なかなか 面白い。 君 

はまた よく 覺ぇ たもの だな。 

第 一 の 男 いいや、 何。 名刺 を in: つて そのまま 机の 上へ 置 

いといた の だ。 別に 捨てる こと もない から いつまでも そ 

こに あって * 毎日 それが 目につく もの だから、 時々 とり 

上げて 讀 んでゐ るう ちに、 つい 覺ぇ 込ん ぢ やった よ。 そ 

の 上た うとう \} ^句 を發 見した 1. 僕の 返 屈 や 思 ひ 見る ベ 

しだら う。 

第二の t 男 (眞 面目に) 全く だ。 來て 見て 想像 以上 だ。 そ 

れに" 一足 も 外へ 出ない の だって？ 

第一の 男 (うな づく) 殆ど 一足 も。 うっかり 外へ 出て ゐ 

て ごらん。 狹ぃ町 だもの 直ぐに 見つけられ てし まふ。 さ 

うすれば 萬 事 休す ではない か。 

第二の 男 それにしても、 毎朝た つた 十分 ほど 彼女に 會へ 

ると いふ だけの 事に • 君 は 莫迦々 々 し ぃ高價 を支拂 つて 

ゐる。 まるで 囚人 だ。 

第 一 の いいや、 決して。 11 さ、 囚人 かも 知れない。 

何 か アン デル ゼンの 小品に あつたね。 囚人の 窓から 入 曰 

が 一 筋 さし 込む の だし 窓のと ころで 鳥が ニ聲 三聲啼 くひ 
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まに、 監房の 壁の 夕日 影 は 消えて しま ふ。 それでも 囚人 

の 胸に はたと ひ 一 筋で も 曰かげ はさした の だ。 僕の 監房 

へ も 毎朝 十分 間. すばらし い 朝 曰が さし. 鳥は啼 くの だ 〕 

また 明日の その 時刻 を考 へれば、 ともかくも 一 日 は经る 

こと も 出来る。 それに 彼女 とても * その 十分 間の ために 

どれ ほ ど 苦勞を する ことか 。彼 男 がま だ 起きな い 時刻に、 

女中な ど に も氣づ かれない やうに、 毎朝 缺か さ-す にこ こ 

へ 通 ふこと は、 並大抵の 事で はない。 それに この 家へ だ 

つて 氣を 兼ね もす る。 その 彼女 を 思 ふと、 撲は その 僅の 

十分 間の ために、 外の 一 日の 時間 は 死んで ゐ て もい いよ。 

第二の 男 死んで ゐ るなら、 それや それでい いさ。 でも 生 

きて ゐ る。 生きて 一 たい 何 をして ゐ るんだ。 

第 一 の 男 僕 は 六 時に 起き るん、 たよ …… 

第二の 男 六 時に？ 

第 一 の 男 だって 彼女 は 六 時半に は 来る " 早起きが 撲の樂 

しみ だ。 だが 一 日 は 永い よ。 まづ朝 G 二 時 問ば かり は、 

十分 間、 彼女と 對ひ 合つ てゐた その IT じ 火鉢の そばで、 

この 事件に 就て 考へ 込む。 結局 わから なくなって そいつ 

を 投げ出す。 一 時間ば かり は 遊 動 圓木を 遊ぶ 11 漠は上 

手に なった せ C 1 1 時間 ほど は 海 を 見る —— 海 は 色が よく 

變 るから ね。 夕方に は 一 時間ば かりお 湯に 這 入る からい 

い。 最も やり切れない 〇 は、 この 今ごろの 時刻 だ。 そん 


な 時には、 そこらの 令： .0 たちの ロ眞似 をして 讚美歌 を 歌 

ふ 11 泣く 事の 代り だ" それから 藤 波 紫 水から 敎 はって 

流行歌 をうた ふ 11 これ が 自暴 自緊 の 最もつつ ましい 表 

0?.-，  -0 

S ゲ 

第二の 男 やれく。 君が 讃美歌 をうた ふところ を兑 たい 

もの だ。 

第一 の 男 それば かりで はない， 夜になる と ii 波 紫 水が 來 

て、 ともに 藝 術と 哲學と を 論ず るんだ よ。 その上に • 埼 

玉 出身の 才人の 落 を 一 緒に 享樂 する 義務が あるの だ〕 

それ も たまにで はない。 毎 晚だ。 

第二の 男 譜 つたら よさ さうな もの だ。 

第一の 男 さびしい の だら うよ-きっと 11 自分の 事な が 

ら わからな いが。 

第二の 男 そいつ は 寧ろ 笑 ひ 事 以上 だ。 ねえ、 いかに 戀の 

爲 めと は 言へ、 曰 本の ハ イネと も あるべき 天下の 君が I 

—何でもい いよ. ともかくも 君が さ. 籐波紫 水の 新體詩 

を 愛誦し、 その 諧謔に 打與 じ、 ともに 詩歌と ぉ學と を 論 

ずるに 到って は、 寧ろ 悲壯 だよ。 フッ、 フッ、 フ ッ。— 

—藤 波 は 君 を 何人 だか 知って ゐる のかい。 

第 一 の 男 知って など ゐる もの か。 僕 は 出たら めの 名で 通 

つて ゐ る。 それから 名 古屋の 新聞記者 だよ- 僕 は。 

第二の 男 名古屋 か。 これ はいい。 切 だし 君 は 自分 を 知 
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ゐる。 それ を 彼 男が 自分の 力 だと 思って ゐる。 さう いふ 

顏 をして ゐる。 忌々 しいの は その 點 だけ だ。 僕 はた. た • 

そいつ を 思 ひ 知らせて やる だけで 充分な の だ。 

第二の：： -f- それならば * もういいで はない か。 11 結局、 

君 はどうし ようとい ふの だ。 

第 一 の 男 知らない。 わからない。 昨夜 もい ふと ほりね え。 

 この 話 は、 今 はもうよ さう。 そのつ もりで ここへ 出 

て 来たの ぢゃ ないか。 

第二の 男 さう いふ 口の 下から， 君が 自分で いつのまにか 

その 話 を 始めて ゐ るんだ。 I— 何に しろ * 君 はまる で 洞 

窟 のなかへ 追 ひ 込められ たやうな、 いや、 自分 力ら すき 

好んで 這 入って ゐる やうな もの だ。 こ こでの 君の 生活 を 

見て、 僕 は尙更 この 比 IS の 適切なる こと を 感ずる ね。 一 

たい 僕 は、 君 を 見舞 ひに 来たので， 忠告 をす るつ もり は 

更にな 、が、 そんな 窒息す る やうな 世界から 早く 出る こ 

とだ。 僕なら もうと つくに 窒息して しまって ゐ るせ。 第 

一 ， ここでた つた 一 晚ゐて 君の 穴 H 氣 にか ぶれた だけで、 

もうう んざ りし て 早く 歸 りたくな つたよ。 萬 目 は 蕭條と 

して ゐる しね。 この 生活 を， 持久 的に やり さうな 勢 ひ を 

君 は 示して ゐ るの だから、 君 はへんに 强ぃ男 だね え。 君 

の やうな のが 一種 精神的 淫亂 だよ。 …… 淫亂と 言へば 

(庭の 方 ふり か ヘリながら) さっきの Mympholllania 
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夫人 はどうし たかな。 

第一の 男 さっきから もう 居ない よ。 

t め？ 二の 男 そいつ は 惜しい 事 をした。 註 ま を 聞いた 上で も 

う 一 度 熟覽 しょうと 思って ゐ たのに。 

第一 の 男 (己の の あ K リ.^ 指， L  、窓 f の 女な ひそかに 示 

して) どう だ。 面白いだ らう I .「 昨日の 花」 だ。 

第二の 男 さっきから 注目 を拂 つて ゐ るが、 「昨日の 花」 ぢ 

やない 「去年 G 花」 だ。 押し花で、 それ も蟲 がつ いて ゐ 

る 0 

第一の 男 お 妾 だよ。 

第二の 另 どうい ふ 人の？ 

第一 の 男 (窓^ラスに 息 1^ ふきかけて、 その上 LL 指 もてさ 

リげ なく、 何 か 書く) 

マァ チャント • ォ. ヮ* へ ルメット スッ "イト 

¥ー の 男 うむ， 兜 町の 商人 か。 

第一の 男 (笑。 うな づく) —— 無論、 大したの ぢ やない 

やう だが。 感心に、 必ず 週に 一 度は來 る。 つくづく 見た 

まへ、 面影に 殘 つて ゐる， かって は敎坊 第一 の 花 だら う 

と 思 ふ。 

第二の 男 —— かって は 敎坊の 第一 花。 老大、 商人の 第二 

號。 病 を 養うて 湘 南の 地に 来る ；… (笑) 

第一の 男 終日 窓に よりて 波濤 を 看る" か。 (笑) まるで 

藤 波 紫 水 だね C 11 子供の 頃から さう いふ 境涯で 育った 


人でなければ出來な ぃゃぅなへは？.？5識的&^問を、 時々！^" す 

るよ， この間 も、 港の， -J ころに 烏が 下りて ゐ るの を兑っ 

けて、 突然， ^と 烏と どっちが 大きい かとい ふの だ。 不 

. 意に ね。 可憐な 感じが したせ。 

第二の 男. 君の 翅味 だね、 何もかも。 (輕ぃ 欠伸。 立ちな 

がら) どうだい、 庭 へ 出て 煙草 を 吹か さう 11 ここで は 

やらない 方が よさ さう だ。 

第一の 男 (词 じく 立ちながら) 差 支へ ないだら うが。 

(彼等 は 入口の 方 LL; 仃 く。) 

(窓 の 婦人 • 直覺 的に 已 のこと された ろ .^感 す る 

らしく 彼等の 後 姿.^ ど ろ —— 但、 惡窓 なさ |:=^0) 

(第一 の 男、 入口の 戶 に 手^かけ る 時、 入口の 向 側に， 

別に 一 人の 令嬢 現る。 第 一 の 男戶. 5^ あけて、 彼女に 

く贫釋 して 出ろ。 第二の 男む： じ。 彼女 は 丁寧に 返 雛 

，レ て、 彼等が 開きた ろ 戸口よ リ 入リ來 ろ。) 

(廊下に て、 第 一 の 男、 海 逢の 方 v;^ 見て 遠方の 人と ム" 

園す ろごと く、 輕 く醴. ^なす。 找等、 の 方に 出て 行 

きて 室 內ょリ ON へす。) 

新しく 室 LL 入 リ來リ たろ 令 嫂。 ^齡 二十 二三 か。 大 C13 

の對の 着物に て 外出 姿な リ。 一 たい 地味な ろ 好み、 令 
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娘と いふよ リも、 寧ス 若き 夫人の 感じ。 入口の 0-1 屮閉 

めんと して、 踪下 LL 人.^ 認め， 戶1^ そのまま LL す。 

二十 ^ぐらね の 外出 姿の 女中 來る。 mf^ 閉す。 一 見し 

て 新來の 令鎮が 下婢な ろ： と、 その 動作に よりて 知ら 

ろ ベ し。 

新來の 令娘 (トランプ 一ん？ 遊べろ 令娘のう しるよ リ) 御 熟 

心な こと 0 知らない 顏 をして ゐ らっしゃる わ。 

トランプの 令娘 あら、 敦 子さん。 (ふリ かへ る) ちっと 

も 存じませんで したわ。 こっそりい らっしゃる のです も 

の。 (已が 隣の 椅子，^ 動かして すすむ) 

敦 子-. ^呼ばれ たろ 令娘 (腰かけな-から、 下婢^ ふリか へ 

リ. - お前 もお かけ。 まだ 時間 は ある ことよつ 

女中 はい。 (彼女 は 木の 椅子 _J. 腰.^ 下す) 

敦子 (トランプ.^ 片 づけつつ あろ 令媳 lO しげ 子さん。 

わたした うとう、 この 汽 K- で 立つ ことにいた しました の 

よ。 いよいよお 別れです わ。 

しげ 子と 呼ばれた る 令嬢 (瞳.^ 上げて 友.^ 見る。 一種 感傷 

的に) さう。 (ふり かへ つて、 うしる の 高き と 、、ふなろ 

枉 時計 見上げて 後) この 次と 申します と * 三時 十分で 

すの。 

敦子 え 0 さう です つて 0  ( 片手 もて 別の 手の 袂 口，， ^少した 

ぐリ 上げ、 腕の 時計.^ 見る) まだ 少し はあります わね。 


しげ 子 停車場まで は 十分 も かかりません わよ。 出來 るた 

け 長く こ こに ゐ らっしゃい ましよ。 

窓の 婦人 (物憂げ LL ふリ かへ ろ) もうお 歸 りで ございま 

すって。 やっと 御 馴染に なった ばかりで すのに ねえ。 み 

なさん がそん なにお 歸 りになります と、 心細う ございま 

すよ。 

敦子 わたし も、 いつまでも、 かう して 皆 さまと ここに ゐ 

たう ございま すのに。 (まことの 感傷.^ 帶 び.；， 1 リ) 

(短き 間 11 ) 

(この間に、 藤 波、 石段ん」 登 W 來ろ。 その 口笛. <, ど 吹け 

る 橫籙、 窓 gLl 見え、 やがて 入口の 前に 立ち、 戶 め 

けて 入り、 廊下の 外 Li て、 先づ 上草履.^ 路み拂 へば， 

足 もと. ><リ 砂： ぼろ。 彼の 口笛 は、 

かなしき 戀ょ、 花う ばら 

と い ふ 節な リ 0) 

藤 波 (室 LL 入 リ戶. ^しめながら、 窓の 婦人に 言 ふ) 奥 さ 

ん。 さっきから、 凝と 海岸ば かり 見て ゐ らっしゃ いまし 

たね。 男ぶ りの いい 靑 年が 散歩して ゐる もの だから。 

婦人 (ロ輕 に) ほんた うに、 それが この 上 もな く 色の 白 

いお 方でして ね。 


人の 室 光 口 


^75 


圆 卓に なろ 女屮 (笑 K ど 忍ぶ) 

藤 波 (道化た る樣 子に て、 その 叶お た黑き 鼓， か 撫で) さつ 

そくお 面 を 一本 頂戴した な。 ハ、 ハ、 ハ。 

婦人 (いつの 間-卜 か 再び、 海の 方.^ ど 凝視しつつ) 淸水さ 

ん にお 客が あって は、 お 相手が なくって、 御 返 屈 ねえ。 

藤 波 ええ。 (人々 l: 一  鱧しながら 圓 卓の 一方 LL 腰.^ かけ、 

その上 LL ある トランプ 札， か 認めて * 手.^ 延べ つ つ) ちょ 

つと、 拜借。 一つ 運勢 を 見なけ や、 このごろ は 全くの 八 

方 ふさがりで。 (トランプ 切ろ。 注意して 敦 子.^ ど 見る) 

おや 敦 子さん は， 今日は 大 へんお めかし をして ゐら つし 

やる 0 

敦子 (眞 面目に) わたくし、 この 次の 汽車で 東京へ 歸り 

ます ものです から。 

藤 波 や， さう です か。 それ は それ は C もう 別れです か。 

それ は殘 念です な。 (ぼつく，， > 持 前の 冗談口 調に て) 

我我 はこ こに 一 つの 絕 好な 色彩 を 失 ふわけ ですな。 どう 

れ。 それ ぢゃ、 お別れの しるしに 一 つ、 先づ敦 子さん の 

未来 を 占って 上げ ませう。 (器用な 手つきに て 礼 くば 

る。 仔細げ に その 面.^ 見ろ〕 いや 、未来 は 福 德圓滿 お 羨 

しい やうな 運勢です な …… 

敦子 (笑 = の 人 笑 ふ 時、 最も さびしげ なリ) ありが 

たう ございます。 何です か大へ ん よく 合つ てゐ さう に存 


じます わ。 (言 ひながら 時計.^ ど晃 ろ) 

しげ 子 まだく 大丈夫で すわ。 

藤 波 時間 は 大丈夫で すよ。 (再び-トランプ > や 切って ま 

S しかし、 敦 子さん の 未来 は 上々 吉 だが、 ここに 少し 

く氣 がかり な こと は、 — え、 もう 一度 兑 ますが、 現在 

であり ますな。 なるほど • さう か。 これ はまこと にお 氣 

の 毒な 卦で すね。 お 互に 深く 愛して は ゐられ る。 しかる 

にです、 ここに 思 ひがけない 障害が 起る。 これ はな かな 

か 有力な 邪魔 ものです ぞ。 然るに も かか はらず、 相思の 

間 は なかなか 御 熱心。 しかし …… 

しげ 子 およしなさい ましよ. 藤 波さん。 そんな 失 鎞なこ 

とばつ かり。 

(敦 子の 表情、 笑へ ろが 如く • 泣けろ が 如し。〕 

藤 波 いや、 何. もうす ぐです。 失禮な こと は 一 切 中し ま 

せん。 易の 上に 現れた る眞赏 だけです。 それで. あなた 

は 結 局 御 結婚な さる 事になる 11 それが ど う も、 思 はぬ 

お 方との 御 結婚です …… 

(敦 子、 園 卓の 上に 面 伏す。 やがて 立ちて 入口の 方 

に 行く、 面ん 雨の 手 もて li ひたり。) 

(下婢 は 驚いて 立ちて、 入口 LL 赴き敎 子ん 慰む。 彼女 

等嗨 き.^ 交 はして 後、 下婢、 戶. < ^開きて、 ふたり 出で 

行く.) 
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(令娘 しげ 子と 藤 波 呆然れ リ。 ) 

(しばらく 間。) 

しげ 子 それ 御 gsl なさい まし。 わたしが おやめな さいと 言 

つたではありません か。 藤 波さん、 わたし 本當に 困って 

しま ひます よ。 —— つ いさつき、 敦 子さん から いろんな 

^を 伺った あとです もの、 何だか わたし が 直ぐ に あな た 

にで も げロ をした やうに 見える ぢ やありません か。 出 

お nz が 何だか 常って ゐ るので す もの。 闲 つてし まふ。 

^波 へえ？ そいつ は W つたな 。占 ひの 上手な の も 困つ 

たもの だな。 

しげ 子 木當 よ. わたし どうしたらいいので せう。 

0^ 僕が 行って あやまって 來 ませう。 

しげ 子 だって、 さう すれば なほ を かしいで せう。 

藤 波 (立って 頭の 横. ^押へ て) うむ。 

人 (始めて、 窓の 方よ リふリ か ヘリ) お 纏さん 御 心配 

なさる 事はありません わ。 あなたが そんな 方ぢ やな い 事 

はわ かって ゐま， _  藤 波さん の 出 目 はいつ もの 率で 

すし。 思 ひつめ てゐ らしった 折からで、 何に でも 淚がこ 

ほれる のです よ、 きっと。 ぉ氣 になさい ますな。 11 0 

波さん、 これにお 5 りたら うっかり 御 冗談 はおよ しなさい 

ね。 

藤 波 …… (正^^に悄氣てゐろ) 


(^刻の 女中 w び 人リ來 ろ。) 

女中 (しげ 子と 籐波 とに 禮.^ しながら) ぉ孃 さんがよ ろ 

しく 申しました 11 さぞお 興 ざめ でゐ らっしゃ いました 

らうが、 どうぞお 許し 下さい まし、 と 0 もう 車が 參 つて 

居ります ので， 失？ i いたし ますって。 

藤 波 いいや， 僕 こそり 

しげ 子 御 玄關へ 出て ゐ らっしゃ います か。 ちょっとお 見 

遼 りさせ ていた だ き ませう。 

女中 さよなら。 それで は。 

窓の 51 人 (ふり か ヘリて) さよなら。 私から も、 どうぞ 

よろしく。 

(しげ 子 及び 女中 出で 行く  0) 

(しばらく 鐯 したる 後 * 藤 波 も 亦 彼女 等の 後 K ど 追う 

て 52 で； 仃 く。) 

6 

(窓の 婦人、 相 變らや 窓外.^ 凝視 マ。： > 

(、、の Ji^ 動な き 場面 肴容 LL!« く 印象せ しめて 後、 

最も 靜か LL 幕と なろ。) 


譜圖堤 馬 風 春 
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春風 馬 堤圖譜 (？： ) 


1 

蝶が 二つ、 もつれ あひな がら、 畫 面の 下から 上へ 消えて 

行く のです。 

2 

藏 入の 下女 i - この 娘 は 十八で せう。 醜から ず。 

男， 二十 二ぐ らゐ です。 風俗 は 同じく 藪 入の 下男です 0 

彼等の 上半身が 現 はれる のです。 彼女と 彼と は樂 しげに 

話し合って ゐ ます。 彼女 は 桃 割の 髮。 又 きらきらと 光り 

動く 銀短册 ある 花簪。 

3 

彼と 彼女との 全身が 現 はれる。 

1 I つ の 蝶 は 彼等の あと を 追 ふやう に 飛んで ゐ るので す。 

彼等の 足 もとは 川原。 


4 

遠景。 11 堤が ある。 川原が ある。 最も 近くに 川が ある。 

川の 上に は i^BT かこちら に 近づいて 來る。 

5 

川の 汀に 渡 舟 を 待つ 男が 二三 人。 猿 ま はし。 行商人な ど、 

彼等 は 萆鞋脚 IT 肩に は 小荷物 を ふりわけに かけて ゐる。 

この 男 たちのな かに 藪 入の 若い 男女が 加 はる。 彼女 を 男 

たち は 注意して 見る。  . 

G 

渡 舟が 着く。  ■ 

舟に 乘る 人々。 下りる 人々。 

下りる 人々 は 若者 も 若い 娘 もみな 鄙 びた 風俗。 この 人々 

も截 入の 娘 を、 その 都ぶ りの 風俗 を、 見る。 

7 

娘と 一緒に 歩いて 來 たかの 若者 は 舟に は乘ら ず。 彼女の 

舟の 方 を見途 つて ゐる。 

8 
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^岡 堤 馬 風^ 


舟 は 一 n; 動き 出してから、 船頭、 岸の 方 を 見て 舟 をもう 

一 度 汀に つける。 舟の 人々 は 岸の 方を兑 る。 

川 の 上に は. 娘 を 見： お 一 りながら 去る 若者と すれ違 ひに、 

^肘 中 俗の 風俗 をした 六十ば かりの 老人 * 杖 をつ きなが 

ら 急いで 來る。 この 人は老 俳諧師で ある。 

^ タイトル 

「やぶ 入 や 浪花 を 出で て 長柄 川」 

1 

舟の 待って ゐる間 * 娘 は 手の 風呂敷 包 を 開く。 そのな か 

から 先づ やや 大きな 馬のお もちや をと り 出して それ を片 

わきに S く。 次に は 風 lsl.。 風車 はま はる。 風車 も 馬の 傍 

に 置かれる。 それから 脚 粋 をと り 出す。 馬のお もちやと 

風 Isi. と を またもとの とほり 風呂敷に つつみ 直す。 包みの 

一 はじから 風 率が 見えて ゐる。 

2 

旣に岸 を は なれた 渡し舟 リ 

舟 顾は掠 を 動かして ゐる。 


行商人た ち は 話に 熱心で ある。 

猿 ま はし は 小 猿と たは むれて ゐる。 

老 俳諧師 は あた り の 景色 を 見て ゐる。 

それらの 人物 を 背景に して • 舟の 片 すみで は、 娘が こご 

んで脚 ># を はいて ゐる。 なまめかしく。 袂 から 布 ぎれ を 

出して それ を 裂 いて ひっか け 草履に する リ 

3 

長い 堤の 上の 路。 渡し舟 を 下りた 人々。 先頭に 行商人た 

ち。 猿 ま はし も つづく。 彼等から 半 町 ほど 離れて 娘。 そ 

の 二三 十 歩 あとに 老 i 師。 

娘のう しろ 姿、 上半身。 右手に は 腕の 上に かかへ てゐる 

風呂敷 づ つみ。 それ を 持ち 支へ てゐる 手の指 はしな やか 

である。 風呂敷 づ つみの 端に 見える 風車が I クル クルと 

ま はりつ づけて ゐる。 彼女 は 左手 を あげて 自分の 桃 割の 

髮か ら^ を輕 くさ は つ てみ る。 

^ タイトル 

「春風 や 堤 長う して 家 遠し」 
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6 

1 

路ば たにこ ごんだ 娘のう しろ 姿。 彼女 は 新ら しい 手拭 ひ 

で * 肺さん かぶり をす る。 彼女の 前に 長い 路が展 けて ゐ 

る 0 

7 

1 

彼女、 堤から 川原に 下りる、 小ば しりに ー兀氣 よく。 

まづ 風呂敷 づ つみ をお ろす。 それから 若草の 萌 えて ゐる 

上に 腰 を 下す。 足 を なげ 出して 憩 ふ。 あたりの 蓬の 葉 を 

なぐさみ につんで は袂 のなかに 入れる。 蓬 をつ む 事に 與 

味を覺 えて、 立って あたりの 草 むらの 方まで 摘んで 行く。 

草の 刺に 手 を さされた らしく、 手の甲 を 自分の 唇で 吸 ふ 

—— 空 を 見上げながら。 

00 

1 

空に は 紙鳶が あがって ゐる。 高く、 また 低く。 

9 

彼女の 目前に うかぶ まぼろし。 …… 五つぐ らゐな 男の 兒。 

まづ その 顏。 それ は 彼女の ものに 似て ゐる。 その 兒 のす 

がた。 …… その 兒は 母親に 手 を ひかれて ゐる。 母親 は 四 


十七 八、 同じく 彼女に 似て ゐる。 それらの 人物 はみ な 田 

舍 びた 風俗で ある。 

…… 最後に 草屋根の ささやかな 家が 淡く 浮んで は 消え 

る …… 


彼女 は 荷物 を ひろ ひ 上げる。 川原の 上 を いそいそと 歩き 

出す" 

川原の 窪に 川 水が たまって ゐる。 彼女 は 水の 上 を 石を傳 

うて 飛び わたる。 

1 

2 

一 軒の 掛 茶屋。 屋外に は 一 本の 幹 古びた 柳が 新ら しい 芽 

を ふいて ゐる。 柳の 糸 はも つれて ゐる。 その 腰掛に は 二 

人の 若者 「い」 「ろ」 が 談笑して ゐる。 氣の 利いた 旅人の 

風俗。 彼等 は 猿 を ま はさせ てゐ る。 ■ 

猿 ま はし は 出て 行く。 

柳の 枝のう しろ を 通って、 穀 入の 娘が 姉さん 冠 をと りな 

がら この 家へ 這 入って 来る。 

茶店の 老婆が 出て 彼女 を迎 へる。 彼女た ち は 顔馴染ら し 

ぃ樣 子" 老婆 は 娘の 藩 物の 袖 を 手に とって ほめる。 娘 は 彼 

女の 花簪を 手で ふれて 見ながら にこやかに 笑って ゐる。 


2S0 


！?? 岡ち さお 風;/ 


二人の. W が 彼女 を 注視す る。 そのうちの ひとり 「い」 は 一 

席 を 立 つ て 彼女 を 呼び かける。 彼女の ため に 席 をす す め ： 

る 0  一 

彼女- をす る。  ！ 

笑 ひながら 「ろ」 は 「い」 を輕く 打つ。 「ろ」 も 立ちな が" 

ら 席の 茶盆の 上に 二 文錢を 三枚 置く。 笑 ひながら 今度 は 一 

「い」 が 「ろ」 を 打つ。 彼等 は 笑ひ與 じながら、 店 を 立 一 

ち 出る リ 

老： ぬ， 一一： 枚の ニ文錢 をいた だきながら 趙を言 ふ。 娘に 席 一 

をす すめる。 娘 腰 を かける。  ノ 

老^r 茶碗を持って奥に去る。  一 

柳の 枝 ごしに 今の 二人の 客が、 もう 一度、 娘の 方 を 見る。 j 

娘 も 彼等 を兑经 る. -  一 

2  一 

2  一 

腰拼の h に 娘 ひとり- 今、 立 去った お 者の ふり かへ つた 一 

柳の 枝の 問 を见 つ^けて ゐる。 その { み； 間に 一 つの 顔が 浮- 

ぶ 0  一 

それ は 渡 場で 別れた 若者の 顏 である。 

新ら し い 茶碗 を 用意 し て 老婆 出 て來 る。  一 

ネ； 間の 顔 は 消える。 娘 はふり かへ つて 老婆から 茶 を 受け 一 

取る。  一 


老 俳諧師が、 柳の 枝の かげから 出て 來 てこの 茶店に 憩 ふ。 

2 

娘が 歩いて 行く。 行く手に は 三 四 軒 ほどの 田舍 家が かた 

まって ゐる。 猿 ま はしの 後 姿。 子供が 三 四 人 その後に 從 

ふ。 

4 

2 

草屋根の 裾に ある 板廂。 その上に 虎猫が 一 疋。 立って 啼 

いて ゐる。 

5 

2 

日ぁたりのょぃ3^^家の緣側に、 頸 飾の ある 三毛猫が 一 

疋、 丸くなって ねむって ゐる。 頭 を 上げて 目 を あけて 振 

り 返って 見る。 そのまま 再び 眠って しま ふ。 

G 

そ の ！；！^^根に 虎猫 の ゐ る 田 <lic 家 及び そ の 家。 それら の 家 

の 前の 路 a 

藪 入の 娘 その 前にと ほり かかる。 

偶々 或る 十ば かりの 小童が 家 のなか か ら 出て 來 て、 通り 

かかる 彼女 を 見る。 急に はしゃぎながら、 路ば たの 石 を 
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汁 

0 

…… 女の子に 乳 を ふくませて ゐる 三十ば かりの 若い 母親 

の上半^^。その母は2景に出て來た母親の若ぃ時でぁる。 

(それ は 今 s< に歸る 娘に 似て ゐ なければ ならない。) 


…； s;? の 子に 乳 を ふくませて ゐる 四十 二三の 母親。 (抱 

かれて ゐる Bf- の 子 は S 景に 出て 來た兒 のより 少 さい 時で 

なければ ならない。〕 その 母と 子との そばに、 十二 三の 女 

の 子 (彼女 自身) が、 抱かれて ゐろ弟 を あやして ゐる。 

8 

3 

…… 母の 乳房から 男の子 は、 姉 の^に 背負 はれる。 

弟 を^ 负 うて ilg 戯 して ゐる 十二 三の 女の子。 

9 

CO 

…： a し ぃ田舍 家の 一 室に 病み やつれた 瀕死の 男 —— 五 

十ば かり。 その 枕 もとに は 三つぐ らゐの 男の 兒を 抱いた 

四十 五ぐ らゐの 母親と、 十五ぐ らゐの 女の子。 彼女た ち 

は 泣いて ゐる。 外に 村人が 數人。 


0 

4 

…… S 景と 全く 同じ 田舍 家。 その 戸口に 四十 七 八の 母に 

抱かれて ゐる 五つば かりの 男の子。 この 二人の 人物 も 亦 

W 景と 全く 同じで ある。 

藪 入 の 娘が 畦 道 の な か をうな 垂れながら 歩 いて ゐる。 そ 

の 顔の 前で は， たんぼ ぼの 花 を 指に つまんで くる-^ と 

ゆるく ま はして ゐる。 aw 景と 同じく。) 

2 

4 

…… 富有な 都會の 家。 朝早く。 白 鬆の隱 居が じょたん の 

なかから， 鷥の籠 をと り 出して ゐ る。 

老人が 座敷の 障子 を あける。 外は緣 側で ある。 

緣 側の 向う に、 庭木の 梅が 花 をつ けて ゐる。 

庭 を 掃いて ゐる 若者が ある。 彼、 その 顏を緣 側の 方に 向 

ける。 藪 入りの 娘 を 渡 場まで 見经 つて 来た 彼で ある。 

Co 

4 

緣 側に 鶯の籠 を 持 出した 隱 居が 手 をた たく。 そこへ 餌す 

り 鉢と 靑 菜と を 用意して 出て 来る 仲働きの 女中 —— それ 
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は 今、 藪 入 をし つ \ ある 娘と 同じ 人物で ある。 彼女 庭の 

方 を 見る …… 

4 

4 

彼女 • うなだれた 手に たんぼ ぼの 花 をく るく と 弄び な 

がら ゆいて ゐる。 

4 

かの 若者の 胸に 顔 をお しあて て、 羞づ かしげに うなだれ 

てゐる 彼女。 (前景の 上に おぼろに 一 一 重 露出。) 

歩んで ゐる 彼女、 おもむろに 笑 ひ 顔になる。 

7 

4 

故鄕の 家、 弟 を 抱いて その 戸口に ゐる 母親 (S 景と 同じ 

も の • 前景 の 下にお ぼろに 二 重 露出。) 彼女の 笑 ひ は顏か 

ら 消える。 彼女、 手の 荷物 を 持ち かへ る。 

、4; タイトル 

「故 $鄉 春 深し 行々 て 又 行々」 


9 

彼女の 上半身。 その 手に は 蒲公英の 外に 堇， 蓮華草、 菜 

の 花な ど 摘み とられて ゐる。 彼女 は _s を 上 げ て 前方ば か 

り 望んで ゐ る。 


畫 面の 下 隅に は、 彼女の 手に 持 たれた さまざまの 野の花 

が 見える。 それ を 前景に して、 遠景に は、 路の 片側に 三 

軒ば かり 草屋根が まばらに 並んで ゐ る。 に は 夕日が 

あたって ゐる。 その 家が だんだんと 近づいて 來る。 

1 

5 

杉の 梢が 夕日 を 受けて ゐる。 たくさんの. 腸が みだれて 飛 

ぶ 0 

2 

5 

J§ 景の 家々 近づく。 その 家の 一軒 (S 景钌 そ」 現 はれた 

もの) に、 母親と その 手に 抱かれて ゐる 弟と が兑 える。 

畫面 の 片隅に あつ た 花と 手 と が斜に 上へ 動く、 遠 兄 の 家 

を 遮りながら。 
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 ] 


彼女、 花 を 持つ た 手 を あげ て 遠方の 家の 戸に 立って ゐる 

母子に 相 SI をす る。 


nia;.$: 戶に 倚ろ 白 髮の入 

お を 抱き 我 を 待つ 春 又 春」 


戶 口に 立って 笑 をた たへ てゐる 母親、 二三 歩 前に 進み出： 

る。 男の 兒は 母に 抱かれながら、 滿 面の 笑に、 双手 を擧 j 

げて 人を迎 へる 有機。 彼女が 面に 後 姿 を 現 はす。 己の 一 

家と 母と めと に 近づく。 


彼女 は 手 の 花を捨 てて m を 抱く。  „ 

母 は 娘の 荷物 をと つて 持って やる。 また 娘の 髮の 上に 冠. 

つて ゐる 新ら しい 手拭 を もとって やる。  j 

小さな 5? の： は 抱かれて、 しっかりと 姉に つかまる。 ！^; 

は り をす る。  一 

彼女 は 母の 手に 持 たれた 自分の 荷物の なかから、 風車 を』 


拔き とって； に 持た せて やる。 弟 は それ を 高く さし 上げ 

る。 風車 は クル/ \./-\ とま はる。 

母が 先に 立つ て 家 の な か に 這 人 る 。 

貧しい wf: 家の 內部。 (fA 景， 瀕死の 病人が ゐた 部屋に 

同じ。) 

！&が 炎 の ゆ れ て ゐ る 新ら し い を そろく と 歩みな が 

ら 持って来る。 

站は その 部屋の 押 人れ を あける。 そ の 內 部に 現れた 貧し 

ぃ佛 壇； に 、； か ら受- 取 つ た賴 II を 立 てる。 さう し て拜 むつ 


老排詣 師 が 、彼女の 家 も そのな かに 維って ゐる三 四 軒の 

家並の 前の 路を 行きす ぎる。 日が 暮れ かか つ てゐ るな か 

を， 彼 は 小さく 遠ざかって 行く。 

9 

5 

淡い 月光の 中。 或る 門が ある 家の 前。 梅の 花が いて ゐ 

る。 老 俳諧. 1 は 来て 立ち どまる。 案内 を 乞 ふ。 


タ 


ル 
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V 燈 を 置かで 人 ある さま や 梅が 宿」 

1 

玄關の 障子に. 2： 部から、 灯影が うつり， 障子が 開いて、 

手. 燭を 持った 老翁が 顏を 出す。 笑顔になる。 老 俳諧師と 

互に 會！！ をす る。 

6 

貧しい 田舎家の 內部 (L- 景と 同じと ころ。) 

行燈 0 下に 食事 を 終った 母と 娘と がゐ る。 幼い 弟 は、 ま 

だ 食事 を 終らず に、 しかも 姉の 土 逢の 馬の. おもちゃ、 ，！ー 

その 底に 車の ある もの を 押し 動かして ゐる。 また その 馬 

〇 ぐるり に は、 小さな 猿 ま は し と 猿と がお ほ ろ に 浮び 動 

いて ゐる。 

顏を 上げた 娘 の 前に は まほろし の や う に 7 景 (渡し場) 

の 若者が にこやかに 立って ゐる …… 

目を伏せた 母の 顔の 下に は>  お ほろ にぉ景 の激 死の 病人 

が 見えて ゐ る。 …… 

しかし， この 三人 は みんな それぞれに 笑顔 をして ゐる。 

3 

6 

上 り框に おもち や の 馬 を S い て 男の 兒は 泣きし や くって 


ゐる a 

母親 は 泣いて みる 弟 をす かしてろ る。 

泣く 兒の姉 は、 腰 を かけて 新ら しい 草 腹 を はき 試み、 ，て 

れ から き ？ S  g. 絆 を 脚 につけて ろる。 

姉 は 泣 い てゐる 幼い 弟 を 抱いて 家 を 出る。 母 は そのうし 

ろ か ら黨 箱ら し い 風呂 一， ぷづ k み を 持 つて ゐる。 

6 

姉と 母と は、 子供と 一 東 箱の 包みと をと りかへ る。 ：fS は あ 

きらめて もう 泣かな い。 た 乂不機 娥な顏 をして ゐる。 

娘 は 歩きつ づける C 母 は 立ち どまる。 彼女た ち は 正午の 

短い 影を曳 いて ゐる。 

G 

6 

娘 は 歩きつ づける。 母が 小さく 遠ざかる〕 母 は 手 を あげ 

て 目 かざし をす る。 娘 は 振 か へ つ てみ る。 

7 

6 

^景の 門 ある 家 を、 景の 老翁に 見逡ら れて老 i 師が 

出て 來る。 正午の 短い 影 を 良いて ゐる C 


老 俳諧師 は 歩きつ づけて S 景の あたり をと ほる。 道ば た 

に 菜の 花。 


柳の あろ 掛 花：^  £  8 から、 主家に 房る 彼女が 出て 

來 る" 彼女 は， 入日の ころの 長い 自分の 影 を 踏みながら 

歩いて 行く。 

0 

7 

彼女 は 歩いて ゐる 11 …… 景 * ぉ景， ？ a 景、 g 景， 

景、 など 交々 二重に おぼろに うつった 中 を。 最後に 7 景 

の 幻影の なか を s;^ も 長い間， - 彼女の だんだん 長く 地 

にう つるり 


掛茶 ほの 柳に、 十 曰ば かりの 月が おぼろに かすんで ゐる 0 

老俳化 マ  1 師 がその せハ のなか を 通りす ぎる。 ， 11 長 堤の 上 

を ゆく 彼 は 影 5£ の 如く。 (以後 は 月光の 世界。) 


路の 上に 老 俳諧師が 立ちと まる。 後 は 立ちと まって 川原 

の 方 を 兌る。 


凝視して ゐる老 俳諧師の 顏。 驚き。 感心す る 表情。 


月夜の 川原。 その 濯 木の 茂みの なかに 一 疋の 狐が ゐる。 

狐 はくる りと 一 つ ころんで 立ち上る と、 …… 一 人の 贵公 

子の 後 姿 を 見せる。 


？ん景 と 同じ 表情で、 俳諧師 は 歩き 出す。 月 を 上げる ( 


「公達に 狐 化たり 宵の 春」 


老 俳諧師 は あたり を 見 ま はして 歩いて ゐ たが、 小さな 竹 

籙の ある 別の 場所に 立ちと まる。 再び 川原の 方 を 見る。 
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堀 口 長 城 先生に 捧げます。 孝行な 息子が 

とった 父の ため：，： せろ 芝居な のです、 

わたしけ これ，^ お求め に，^ リ、 令息 犬學 

君の. ：，- め に 代作いた しました C 


ひと リの花 とそれ LL ついて 行く 村人た ちの 1 

0 

隱士、 許. H 

帝王、 堯 

堯の お供,^ して， C ろ 人々 えらい の やえら くな い 

の や 大勢 

許. S の 友、 ^EK 乂 

5^ 父に 伴 はれた 镜 

责話 時代  ， 

美しい 面白い 國  . 


やや 遠い あ-;^ リ から 笛の 音と 太鼓の ひびきと が、 ^^れ 

聞え てゐ ます。 

細流 LL 沿うた 往 5 ^です。； 流の 向 側に は 木々 が 生 ひ 茂い 、 

桃の 花 ざかリ で マ 0 そ の. な か か .り ^で icj^  ：,  小さな 211 

极の W が えます。 この 林のう し ス に、 あまり f. はくな 

ぃぁ.^リに容のゃさ1 ぃ.£が0^^^ます0 ほんの リ iss 

ん でゐん のです。 

林の 1," かから、 のどかな 調子の 欲が 問えて きます。 歌 

つ てゐる 人の 姿 は、 花 ざ かリの 桃の 木の かげに なつて 

見えない のです。 

箕山 0 ふもと 

潁 川の ほとり 

山に 採り 

川に 飮む 

人と 生れて 

性 を 養 ひ 

春に 逢うて 

花 を 見る 
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ら 現れる。 

ひきつづいて さらび やかな 行列が 出て 來 ろ。 たくさん 

な 人数、 それが 立ちと まろ-一 

行列の 七 分 ど ほ リ ま で は觀 客-し M えろ。 ^s-リの部分 

は 舞 is5tS の 外につ ゾぃヾ ゐろ心 持〕 、、の 行列ば、 前 LL 迎 

リマ ざた 花嫁の 一行の 素朴 さ とづ ノト ラストす る もの 

です。 

行列の 中央 LL は 夭 子 堯が、 四 人の 奴隸 Li よって かつが 

れた舆 の 上- J- 乗って 居られます。 王冠，^ いただき、 白 

い 長い 1_ ベ か ある。 彼 は 紫色 LL 佥絲 と寶 玉，^. おめ 縫 ひつ 

けた 抱，^ 着て なます。 彼，^ とリ繞 つた 家來 たち も、 そ 

れぞれ また 荧色 ゃ綠 色な どの 美麗な 抱ん、 - 纏び、 また 履 

穿って ゐ ます。 伍、 奴隸 は^ 足でま^ 殆んど 裸體で 

ぁリ ます。 

侍？， 化の 一 人 陛下。 只今、 行き 逢うた 者 どもの 話のと ほり 

でございますれば、 許 由 先生のお 住居 は、 ここで あらう 

かと 存ぜ られ ます。 

堯 さう か。 それで はわた したち が此 處へ來 たこと を、 ち 

よつ とその 人に 傳へ て 貰 はう。 わたしが その 人に 相談し 

た い 事が ある の だと 申し て くれ。 

侍從の 一 人 畏 りました。 

彼 は、 もっと 若い 別の 侍從 ふリ 返って.^ 令す る— - 


許 由 先 il- に、 陛下 をお 出迎 する やうに 申す の だ。 

若い 侍從は 一 醴 してから、 流の あ；^ リ さよる くと 

見 ま はす。 向 側 ふ _し渡 るべ. V 抬が ないから です。 I： が 後 

に 彼 は 行列の 遠い 後方 f^:;^ て、 手で 六 度 さし 招く。 

六 人の 奴 麓が 出て 來る。 

若い 侍從 は、 六 入の 奴隸に 手で 何. ことかん 八 S 令す ろ、 

口 は 一 切 利かない。 

奴 隸建は 流の なかへ 這 入って 行く。 水 は、 ^ ぃぜぃ 一 

尺五寸 ぐら ゐ しかない ものである。 

奴隸 たち は 前後に 並んで 立 つ て、 い づれ も^く  1^,^ 

かがめろ。 0^ の 奴隸の 第二の 奴隸の 頭が、 i が 二 

の奴隸の^^し第三の奴隸の頭が、 以下 かう いふ 風 12 し 

て 六 人の 彼等が 身 かがめた 上 1^、 若：. 侍從 は奴隸 va. 

核に して、 その. 中の 上,^^ みながら、 流れの 向 ふ-し 

彼 は 木立の なか へ かくれて しま ふ。 

わたしに 暖を はかせて くれ。 

：從 どうな される ので ございま すか。 

わたし は 土の 上へ おりなければ ならな い。 

：從 いやいや。 決して それに は 及びますまい。 

どうして だ。 わたし は 地に おりて、 その 人に はなけ • 

れ ばなら ない。 さう して 歸 る-;^ に は、 この 輿の 上に その 
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を 望んで ゐな いのです。 許 由 先生 は、 このごろ 民が どう 

いふ を 好んで うた ふか を 知って ゐま すか。 

許. 5 はて、 どうい ふ 喫が 流行る のでせ う。 

堯 わたし はよ く 知って ゐる。 臣は みんな ー樣 に、 「太陽が 

上ったら ば 起きて 働く、 太陽が 沒 した 時には 休息す る。 

井戸 をう がてば 水 は 湧く し、 田 を 耕せば 米 はみ のる。 天 

子の 德と いふの を われら は 一 向に 知らぬ。」 とま づか うい 

ふ 意味で でも あらう かと 思へ る やうな 事 を、 下々 の 言葉 

で 歌って ゐる。 到る ところで 唄って ゐる。 

許 山 さう 仰 言れば わたし も K いた ことがある やうに 思 ひ 

ますよ" 

0 さ >r でせ う 。ところで、 一たい わたしが この 唄 を 始め 

て 聞いた の は、 いつの ことであった か、 ともかくも、 世の 

中が うまく 治まつ てゐ るか どうか を 知りたい と 思つ て、 

わたし が 最初 に 忍び の 姿で 町へ 出て みた 折の ことで あつ 

た …… 

侍從の 一 人な ろ 史官 陛下。 お 言 紫の あ ひだで おそれ 多く 

ございます るが、 それ は 陛下が 御卽 位の 第 六十 一年 目で 

ございました レ 

堯 さう か。 ともかくも、 その 時に 始めて わたし は あの 頃 

を 聞いた。 或る 年寄が 何 か 慰み ごと をしながら 歌つ てゐ 

た。 尤も その 同じ 時には、 また 別の 唄 も 歌 はれて 居った。 


それ は 言葉 はもう わすれた が、 確に わたしの 治め 方に ti 

足して ゐる 者の 言，： 架であった。 わたしが あれば こそ 世の 

中 も おだやか だと 言って ゐ たやう に 思へ た" これ を歜っ 

てゐた の は 若者 だ つた。 わたし はまる で 意^ 對な - J 

の 二つの 唄 を 聞いて 迷った もの だ。 しかし、 わたし はどう 

もやつ ばり 身び いきで、 自分に 都合の いい 方 を いて ゐ 

た。 とい ふの はね、 年寄と いふ もの はいつ も 不平の ある 

もの. たし、 若い者 はいつ も 希望の ある もの だから、 若い 

者の 唄 こ そ本當 の 民の 聲だ らうと 信じ てゐ たの だ。 それ 

がどうで あらう！ その後、 わたしが 忍び 姿で 町へ 行く 

度 毎に、 あの 年寄の 歌った はいつ も^く けれども • 以 

前 それと II じ やうに 流行って ゐた 若者の 歌った は、 ど 

，つも ノ J く 稀に しか 閱か れな い。 それ も 近年に なって は 全 

く 聞く ことが 出来ない。 その 112^ 對 にもう 一 つの は、 い 

つど こで でも、 誰の 口からで も 聞かれる の だ —— 「天子 

の德 とい ふ もの を われら は 一 向に 知らな い。」 とい ふ 意味 

がね。 わたし はこれ に 就て 一度 誰かに 相談して みょうと 

思った。 さう し て 民が 許 由 先. 生 と 呼んで ゐる あなた こそ 

その 人で あらう と考 へた。 今日は うらら かな 天氣 では あ 

り、 わたし は 思 ひ 出して ここに 來 たの だが、 ^iJの途で遽 

に 思 ひ 立って、 これ は 相談す るまで もな く、 この 頭の 上 

の 重い もの を、 是非とも あなたの 頭に のせて 賀 はねば な 
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らな いと 決心した。 とい ふの は、 わたし は途 で、 —— そ 

れ もこ こから あまり 遠く もない ところで 民 どもが 集つ て 

酒 を 對んで 昔 樂を费 して 踊って ゐ たの だ。 それが いかに 

も 太平の 祥と 思へ たから、 ゎたしは^^物をとめさせてそ 

れを 兑てゐ たの だリ その 時、 民 どもが 何と ひ 出した と 

思 ふ。 やつば り あの 流行 ST たったり わたし は 悲しくな つ 

たよ。 むかし はわた しの 忍びで 歩いて ゐる こと を 知らず 

に つた もの を、 今 はいかに 醉ひ痴 れてゐ るから と は 言 

へ、 わたしの この 行列 を 目の前に 見ながら ひ 離して ゐ 

るの だ。 民に は 何の 惡意 もない。 それ は 天の- 感だ。 わた 

し はた だ，： HI 分の. } 救德を 自ら 資め るより 外 はな い。 わたし 

は その 圾で 決心 をした。 許. E 先生。 民 は あなたの 愁 心の 

いこと を 一おう て ゐる训 天 無私な あなたの やうな 人 を、 

今から、 今までの わたしの 與へ乘 つて 頂いて、 わたし は 

その あなたの うしろに 從 うて 歩いて 歸 るつ もりです。 

許. S いやいや。 陛下。 あなた は 間違って ゐられ ます。 わ 

たしが：！^,' へる のに、 天下が 今日 の やう に 太平な こと は あ 

りますまい。 陛下の 民が 1:^ つて ゐる こそ、 陛下の 德を 

讚美して ゐる もの だと わたしに は考 へられます。 日と と 

もに 起きて 働き、 曰と ともに 休む。 地の 下に は淸ぃ 泉が 

あり、 地の 表に は 1；0； に が る〕 それで ゐ ながら、 eK 一ん 

もし 不服 をい ふとしたならば、 民の 求める ところ はわた 


くし にも 判らな い の です。 上 に 好き 天子が ゐられ る こと 

を さへ 有難い と 思 はない 世の中 こそ、 わたしに は 理想の 

時 だと 思へ るので す." 明君の 德を 民が しみじみと 感ずる 

やうな 時代 は、 何 か 有難くない 事の あった あと かも 知れ 

ない のです。 どうぞ その 冠 は ただ今の ままのと ころ へ お 

置き 下さい ませ。 たとひゎたしにぉ^！せ下さっ ても、 わ 

た し も ただ あな たが 今な され て ゐ ろと ほりの 事より 外 に 

は出來 さう にもない のです から。 

M ど の やう に でも あな た の 好きな やう に な さ る が い \  0 

ただ わたしの 頭の 上に こ れが あるの は、 今 は もう 適當 で 

はない。 わたし はもう 年 をと つて 来て、 頭に でこぼこが 

出来た と 見えて、 冠が うまく 乘 つて ゐ ない。 それに 頸が 

痛い。 肩が 張る。 どうか これ を わたしの 頭の 上から とら 

していた だきたい。 されば と 言って、 これ は 尊い もの だ 

から、 無鬧 なと ころに 置く こと はならない の だ。 許. S 先 

生 どうぞ、 あなたの 頭の 上へ 置かせて 下さい。 

許 出 お 言葉で はあり ますが、 陛下。 あなた はわた しとい 

ふ もの を 御存じな いから そんな こと を 仰せられる の で 

す。 陛下、 わたし は實 は、 瓢を 二つに 割って こしら へた 

盃 でさへ、 折角 人から 貰つ て ももて あます やうな 莫， な 

男な ので ございます。 

堯 とい ふの は、 また、 どうい ふ 話です。 
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許 山 いや、 ついこの 間の ことで したが、 わたしが 掌 をく 

ほめて この 川で 水を飮 んでゐ るの をみ て、 親切な 人が わ 

たしに； 威簞 でで きた 盃を 一 つくれた のでした。 指の あ ひ 

だから 水の：？^ れる やうな ことがなくて よいと いふ ことで 

した。 なるほど そのと ほりで したが、 これで 飮 むと 言つ 

て もやつ ばり 腰 を かがめて 水の面から 掬む の は 同じ こと 

です。 同じ ことならば KM もい いわけで すが、 水を飮 まな 

い 時には 盃は 手よりも 厄介な ものです。 柱へ つるして 懸 

けて 置く と 風が ふくた びに 搖れ て、 ガタ ン くと 音が す 

るので す。 それが うるさい ので、 わたし はたう とう、 そ 

の盃は 水の なかへ 捨てて 流して しま ひました。 

0 ハ、 ハ、 ハ。 

許 由 わたし は そのと ほりの 莫迦で ございます。 况ん や、 

王冠 は 瓢箪の 盃 より はもつ と 持ちに くいもの だとい ふこ 

と は、 お 話 を 承った だけで も 充分 に 判る の でバ 一 ざ い ます。 

それほどの もの を わたしが 戴いたならば、 わたし はま あ 

どんなに か 持ち あ つか ふ 事で ご ざ い ま せ う 。 

堯 フム" 

堯 " 歎 す る C  ： れ ら の 對 話 の 問 に 小 鳥 の 聲 な ど が 聞 

えら。 

許. H しかし、 陛下が もし、 どうしてもお 冠 を どこか 別の 

ところへ おうつしな さらねば ならない とお 考 へなら ば * 


わたし は 到暖 お受けす る * ^ と は 出來ま せんけれ ども わ 

たしの 友 だち に 父と 申す 人が ございます。 

堯 さう いふ 人が ゐ ると、 名前 だけ はわた しも 聞いた？？ も 

ある-〕 

許. W すぐ この 山の 上に ゐ るので ございます」 大きな 木 0 

洞の なかに 住んで 居ります。 その！ IC 根： 兀には が うづ 

くまって 居ります から 直ぐに わかります。 わたしが お^ 

を. S. 上げても よろしう ございます。 この 人なら ば、 ひよ 

つと すると、 そのお 冠 を 持つ ことが 出来る かも 知れない 

のです が。 あの人 は 瓢箪の 一 ^さ-持つ ことならば たしかに 

出来た のです からね。 わたしが、 柱に それが ぶつつ かる 

音が うるさい から 拾て たと い ふと、 折角^つ たなら ば 拾 

てるに も 及ばな か つ た 11 風が 吹 い て かゆれ、 それが 

柱に 觸れ るの も 自然の 發 する 音な の だから、 それ を樂し 

むすべ もあった らうに、 と 彼が さう 申した に は、 わた 

しも 彼 を 尊敬した も G です e 

侍從； ^ち. ^ふり か へ つて。 

堯 お前た ち は、 今、 許 由 先 牛； の 言 はれた 巢父 先生と いふ 

方 を 知つ てゐ るか。 

侍從 n ス は 互-し 額ん 見合-;，。 たうとう しばらくして。 

老侍從 存じて は 居ります。 しかし、 陛下、 幾 父に 御 相談 

なさろ こと は、 多分 御 無 川 だ と わ たくし は 信じます。 い 
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へ 置かう と. 仰 言る の だ。 わたし は 無論 御辭返 をして、 

君のと ころへ 行く やうに おすすめ したの だ" しかし 家來 

たち は 君 0 こと を氣違 ひか、 それでなければ 仙人 だと い 

ふやうな こと を 言つ て、 君 0 ところ へ は 行かう と はしな 

いの だリ 

m 父 ハ、 ハ、 ハ、 ハ" 殘 念な こと をした なつ それで 君 は 

また 何 だって 耳 を 洗 ふの だリ 

許 山 君のと ころへ ならば 行かな くって、 わたしの ところ 

へなら ば 來る。 それ はどうい ふわけ だら うと 考へ てゐる 

うち に 、 まだ わた し の 不充分な ところ が，： E 分 で わかつ た 

の だ。 さう 云へば、 天子が そんな こと を 仰 言った 時、 わ 

たしの 耳 は 1 石 の 耳. だか 左 の 耳 だか はわ か らな い が、 

一瞬間 その 話に 氣を とめて 聞いて ゐ たやうな 氣 がする リ 

それで わたし は 耳 を 洗つ たと こ ろ だ。 

$ ^父 さう か。 それ はよ かった" それにしても どうして わ 

たしのと ころへ お出な されない の だら う。 

許. a 君 は 欲しかった のかい。 

巢父 うん。 欲しかった リ わたし は それ を 戴かせる のにい 

いもの を 知って ゐ るんだ し 君 に は まだ 話さな か つた か 知 

ら。 泰山の 頂きに 立派な 石が あるんだ よ。 めづ らしい 紫 

色 をして ゐ て それ に 金色で 龍 の やうな 模様の 紋が出 て ろ 

る。 まるで 天子の 袍 0 やうな の だ。 この 上へ 王冠 を 置い 


たらば さぞ 似合 ふだら うと、 それ を兑 つけた 時から わた 

し はさう 思って ゐ たの だよ。 石 はいい もの だよ、 それ だ 

から 千古 不滅の 德が あるの だ。 

m 父 話しながら 歩き出す。 

許. S どこへ 行く の だ？ 镜に水 を 飲ませる ので はない 0 

力 

m 父 (步 きながら、 さう だよ。 だが この 邊の水 は 今 a は 

汚い。 汚い こと を 聞いた 君の 汚い 耳 を 洗った の だから。 

面倒で も 今日はず つと 川上まで 行かな け やなるまい。 

(歩. きながら) もおう。 

： (歩きながら) わたしの 镜は 汚い 水は飮 まない。 

(歩きながら) もおう。 

<M 父と 犢とは 行って しま ふ。 許. S がそれ 見送って 佇 

んでゐ ます。 

I  ^  — 
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n?i 仰^な 


暮卷揷 話 


彼 11 ーー：十の^^^：年紳士 

彼女 —— 十.^ 九の， 令 ：1 の やうな わ どけない 夫 

人。 11 彼の-巧 ス 

老！： 士 11 人物、 五十 五 ぐら ゐ？. H 髮 

ホテルのお ー ィ 

ポ；. ^棘 手  ， 

Hi; じく^ 乎 

海^。 小 都 <^、 有名な^. 驳地、 第一 流の ホテ^。 

u 1?け 放し；：. 大 さ な ケ.' スメ ント。 その. 奥の 

バ^コ ン -11 がっし リ し.；^ 唐^ 校 樣の錢 細工で 罔 まれ 

てゐろ r ^マリのお は mi である 。泡の t-, がい 水平線が 手す 

りの 上 三寸ば かリ のと： るまで 現 はれて ゐ ろ。 手す リ 

の 校 樣の隙 問から も、 無論； g の 色が のぞき 出て ゐる。 

四=- ぶの のどかな、 淡い すみれ 色の？ ノ H。 

ケ ー スメ ントの 外 は叨ろ い 午後 二 時. こる の 日 ざしで、 

灰色の^ にもの 、影 は 映 じ 出されろ。 

バルコンの 正而、 手すり LL すれく のと こる に 小さな 


卓が 一 裹。 その 卓の 三方から 椅子が 三脚。 

1 脚 は；^ l: 面し、 他の 向 ひ 合って ゐろニ 脚の その 一 脚 

LL は、 まだ 極く^い 11 卞八 九の 令 鱸の つ しあ どけ 

ない 夫人" 

tfe 女) 

が、 ：：：光^^っしるからぅけて、 ひとりで、 .21 い 毛絲り 

編み もの，^ して ゐる。 その 毛絲の 玉， + 着物の 抉 LL 人れ 

て あろので、 抉が ぶらぶらして ゐる —— そんな： とが 

彼女.^ あどけな くして ゐ る。 二 本の 長い 編み棒で 彼女 

は 丹念に 編んで ゐろ。 

そ、 二 

が ケ ー スメン トの內 側-」 僅に ある 蹄 一^  ケ I スメ 

ン ト の 手前^ それに 沿 つ て 左右に 通す —— の 右から 出 

てく る。 mi の 上衣.；^ ズ-- ン 巾 分な い 服装。 スク キリし 

た 三十の 钟士。 片ー卞 にフラ ン ス と の 本.^ もって 0 ケ 

，スメ ン トん拔 けて バ ル づ ン へ 出ろ 0 

彼女に 對 して 腿 かけながら、 

彼 もうさつ そく 始めて るね。 (笑： g) そんな もの を 丹念 

にこ しらへ て 見た つ て、 日本の ハ ィ カラに はなれる だら 

うけれ ど、 よそへ 行って 何にもな り やしないのに。 

彼女 (笑^) さう でせ うねえ。 


話 挿？ さ暮 
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彼 ほい！ また 負けた か 11 いつも その 手で やられる の 

だが、 柳に 風 だね。 あなたに は 全く 學 ぶべき だよ。 外交 

の 秘法 を のみ 込んで ゐ らっしゃる I 輕く 受けな がして 

置いて その 間に どん どん 資 行し て 行く の だ. か ら。 (笑) 

彼女 だって 私、 もうせんから こんな こと をし なれて ゐる 

のでせ う。 何もせ ずに ゐ ると 手 もちぶ さたな のです よ。 

だから 出來 上ったら また ほぐして しまって、 また 編み 直 

しても ぃ& のよ。 (少し ほどく) 

ぢゃ、 それでもう 解き ほぐして しま ふの？ 

女 (笑) え！ 

これ はまた ひどく 反 杭 的 だな" (笑 紐) 

女 ：… うそよ 。間違って ゐ たのです もの。 

僕が 邪魔 を し た も の だ か ら。 

女 さう！ 

どうれ、 僕 も あな たの 邪魔な ぞ をして 嫌 はれる より、 

…… ( 一 たん 卓上に 置：. て もつれ 書物.^ とリ 上げる、 海の 

方 ちらと 見て) . i ほんとうに 靜か だな あ。 

彼女 (海の 方. ^見ろ) 

彼 は齊, ひるげ、 それ 片手に もって 讀み 初め 

る 0 

彼女 はや はり 先刻からの っゾ さ， 小編んで ゐる。 

間 0 


この間-し、 

？ィ) 

が、 金お タ ンの澤 山つ い.； い 制服 つけて、 "II 下.^ 右 か 

ら 現れて 慇 SILL 歩^ 正しく し か し 足音な く 左 L:,^ リ 

去る。 間 もな く 再び 左から 出て ホ で/、 同じ 歩^で、 た 

だ 胸のと、、 るで 兩 側の 時計な 開けて それ v^n- ながらお 

へ 通， り 去る。 機械的、 バルコンと は 全く 關係 のない 動 

作 0 

彼女 (編みながら) あなた。 

彼 (讀 みながら) 何？ • 

女 少しお 話 をな さらない？ それとも 御 本が おもしろ 

彼 い \ や。 御 本 は あんまり 面白くない 一 I た^ね (笑 d も 

う. fj ん からかう いふ 癖で ね * 何も 讀ま ずに ゐ ると 手 もち 

ぶさたな のです よ。 

彼女 あら！ (上 H で 見 VO 直ぐと 私 をおから かひに な 

る 0 

…： 私ね、 あなた、 一度お 嫁に 賀はれ たこと があった 〇 

です よ。 

彼 いつ？ (本. ^卓上-し 置いて 稍眞； に〕 今まで そん 

な ことはなかった と、 あなた は 言った のにな？ 

彼女 い  >- え。 11 太 當に ではない の。 冗談 …… 
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彼 冗談に お 嫁に K はれた？ 

彼女 11 でもね。 if:: さんが さう 言って 私 をから かふので 

彼 いつの ことなの。 それ は？ 

彼女 もうず つと 先 11 さう ね (数へ る やうに 心 持 頭 一 や 動 

かして〕 七 年 も 前です わ。 女舉 校の 二 年の 時 だ. から …： 

へえ？ 

女 それが.； r あなた。 どんな 人 だとお 思 ひ 溢ば す？ 

知らない i 解らない。 

女 お爺さんよ！ それ も 妙な お爺さん。 

あら、 編む のな やめて) もう 毛絲が 無くなつ たか 知ら 


彼 —— 部 へ 行って 取って 來て 上げよ、 「か。 

彼女 い K のです わ 11 ありがたう。 持って来て ありまし 

たの、 (編物ん ネ 上に S いて) もう 無くなる かと 思つ 

て。 そら …… -刖の袂から^^の^^出す〕 ぢゃ、 お t 七れ 入 

ります が， これ を かう いふ 風に (什 方〕 持って ゐて下 

さらない？ 

彼 卷 いて 上げよう よ ：—— あなた • その ま、 で 持って おい 

で 0 

彼女 (絲 nv ^さがし 中：： して 彼に 渡し かける o_ ^一ぐ S ひか へ 

してひっ：：^めろ) あなた 持って 下さい ましよ (笑^。 


押しつけろ やうに 束.^ 差し出す〕 11 あなたが， ぉ卷き 

になれば • き つ と 固す ぎる か柔か すぎます わ。 

^-,,ど受取ろ) そんなむ づ かしい ものな の。 

女 え ♦ かげんが あります わ. - 

ぐ ま 1 化兩 手-」 かけ V0 これでい い？ 

女 え y すみません。 (卷. V. 始める) 

-兩 手.， ど 無 器 動か マ) それで、 今の 話 はどうした。 

そのお 爺さん は！ 

以下、 彼女 は si^ きながら。 

彼は兩 手，^ 動かしながら。 

彼女 その 方が ね、 それ は 妙な の。 樣子も 不思議な 方 だけ 

れど、 學 校の ひける 時刻に 二日 も つづいて 門のと ころに 

立って ゐ たの。 三日 目に はたう とう 學 校へ いらつ したわ。 

私の ゐる敎 室へ。 それから そのお 爺さんが 先生に 何 か 小 

さな 聲 でお 話 をな すった と I 心ったら、 先生が 私の 名 をお 

呼びに なった の。 11 何でもな いのよ。 私に 魏本 をお 讀 

ま せ にな つ ただけ な の です が、 —— 國 語の 時間でした。 

あそこの ところ 11 「田舍 と 都會」 とい ふ 章のお しま ひ， 

今でもよ く覺 えて ゐま すわ . . — (自然と 讀む 口調で) 「心 

きょき 田園の 人々、 ょし^：^し？ぉず咏し得ずとも， その 身 

こそ は 月 花と ともに、 やがて：^ なれ 歌 なれ。」 と 言 ふの。 

ね、 よく 覺 えて ゐ るで せう。 ニ學 期の 半 ごろ だ わ" その 


話^ 春^ 
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お 爺 さ ん は 暫く 參觀を して 出て 行って おしま ひに なった 

わ。 それが 一 ばんお しま ひの 時間だった でせ う 。わたし、 

歸 らうと 思つ て 何げ なく 門 を 出る と、 t4」〇 お爺さんが、 

やつば り、 その 日 も、 門のと ころに 立って ゐ るの よ。 わ 

たし ほんた うにび つくり したわ。 だって その 方が 妙に 私 

に 口 をお 利きになる のぢ やない か、 つて そんな 氣 がした 

のでせ う。 だもの だから、 私 はお 友 だち の 陰に なって 急 

いで 歩いた の 。もう 大分 來た と 思つ て 振り向 いてみ ると、 

どうで せう、 やつば り その 方 は 立って ゐ らしゃる の —— 

私の 方 を 見ながら よ。 その -s る 日、 

彼 また 來 たの？ 

彼女 い >- え。 もう それつ きり —— でもね、 皆さんが おか 

ら かひになる ので せ う —— でも 上の 級になる と 時々、 そ 

んな 風に お嫁さん を 見に 來る 方が あるので せう。 それ を 

き つ と^|2宿舍の方が上 の級の方々 から 聞 い て來た の で せ 

う。 わ た し き まりが 惡 か つ た わ 0 そ れだ の に 皆 さんが、 

それや 面白が つておから かひになる の。 あんまり 同じ こ 

と を おっしゃる もの だ から； fT 氣が ふさいで しまった わ。 

何だかもう 學 校へ 行く のがい やにな つた くら ゐ」 11 を 

かしい わね。 ほんた うに 赤ちゃんよ。 おうちへ 歸 つても 

ね、 私の 樣 子が 變 つてる たので せう， お 母 さまが 「どう 

かした の。」 とお たづね に な つたこと よ 11 大變 御 心 の 


やうに、 私、 困った わ。 一 I ほんた うよ。 

彼 その 話 はおう ちで はしなかった の？ 

彼女 え \ だって その 曰す ぐ 一 H つてし まに なかった でせ 

う。 へんに 言 はないで しまったの。 だもの だから、 言 ひ 

そ びれ てし まって， —— それに、 皆さんが そんな こと を 

言って おから かひになる なんて、 お 母 さまに 言 ふ C はき 

まりが 惡 いでせ う。 

彼 うんこ — 一たい、 どんなお 爺さん だら うな。 

彼女 さう ね。 それや 變 つて ゐる 方。 ちょっと：：；^ ると 洋 

人の やうな …： 

西洋人 - i 西洋人に はそんな 變 つた 人もゐ さう だな。 

女 ところがね。 西洋人で はない のです のよ。 

ふむ。 お爺さんって 一 たい 幾つぐ らゐ？ 

女 それが ね、 さあ 幾つく らゐ でせ う， 二十 供だった から 

よ つぼ どの お 爺 さ ん C やうに 思った けれど 四十 位 だ つ た 

かしら。 もっと 年と つて ゐ たかし、， T 。五十；^? さう わ. 

やっぱり わ か らな いわ。 -! さう さう き つ と 五十 位 で す 

わ。 あ、 さう だ. 教室へ 這 入って ゐ らしった 時髮が c 白 

でした も c。 瘦 せて、 いくらか 怖い やうで 11 でも、 今 

考へ ると 上品な ：… 

ビア ノ の 音. かす る，、、 の^^ のど、、 かや 丄； ^いとこる 

から —— ^在 { 各の 手す さびら しい ま づぃ彈 き 方。 あり 
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ふれた 曲0 

ふハぶ 然、 バルコンへ、 ！—  _i 下からで なく、 ケ I スメン 

ト , ^？^ らや —— V か-し パ.^ づンの 上へ、. n!;lH の、 

(老 钟士) 

が^ろ I— 左 か ら 。 彼女が 今 話して ゐ たと 全 く： li じ 形 

の 人。 横^。 茶の 格子 の 旅行 服.^ - おて ゐろ。 慚ャ S と 

め悛 とが 相 半した とで！. < 言 ふ 異様な 物 腰。 身 逸に は 何 

か 特別の や-お.. やむ つて ゐ て， その 人-か 來 ると 舞 祭の 調 

子が^, CLL 1 變 する。 彼女のう しんか. り 卓の 方 へ 進む。 

彼 (老 钟士  評しげ に见 ろ。 毛絲 S 束， か 手から 卓上に 置 

くリ nvj- 上げて 彼女 LL) ：… 

彼女 (彼の無--ー："の1^?,^解さ>'-_:。 —— 卷く 手，. ^やめて) 

あなた， どうな すった の。 もうお くたびれ になって。 も 

う ほんの 少しのと ころです のに …… 

老紳. H  (進みより ながら、 咬く) あまり 不意 だら う …… 

彼女 (ふり かへ ろ)？ (輕ぃ 驚き。 手の 毛絲 いたま， や 卓 

上へ 無 &-識 に く。 毛絲 のた ま は 投げる やうに S かれれ 

ので、 i;: 十 上，^: るが つて、 十の 端から 手すりん 越えて 落 

ちろ — 下へ。 — 见ぇ ない 地面へ 0) 

老 紳士  (眩 さつ づけろ) 驚いたら う …… 

ひれ 女 (彼に〕 あなた！  (^J-LL うなされた 人の 低い 聲に 

似て ゐろ) 


老钟士  ore- き) もっと 驚く こと だら う …： 

(彼と 彼女と LL 會 1^ すろ) • さぞび つくりな さるで せう。 

n 突然で 。(海-」 面した 椅子な 指しながら) 私 を こ \ 

へ暫 らく 坐ら してく ださる でせ う？ (彼等 LL 關はす U 

腰 下^  後 姿と なる〕 

彼 あなた は どなたです！ 

老钟士  (彼. < ^輕く 手で 制した だけで、 それ LL は 答へ やに) 

私 は いっか あなたた ちを愕 かさな けれ やならなかった 者 

です。 (彼女 に) これ、 私 だら う。 11 私を覺 えて ゐる 

で せう  

彼 (起立) 

老 紳士  (一切 相手に は關は すに 。この 人の 聲は 叨 哳で、 し 

かし 低く 赏く —— 抑揚 のん まりない 調子で い つ も^ 語 LL 

近い 口調、 時々 目の前の 相手.^ はっきり 意識す ろ。 彼女 

に —— ン 七 年 前にお 前のと ころへ 現れた 時、 私 はほんの 

さんたまん たりず むだった 。今日は 一 つの 眞實 です よ。— 

—私 は眞資 を 言 はなけ やなら な い。 あなた は を 聞か 

なけ やならない。 11 それだけに お前が 怖れる の も 無理 

ではない。  ， 

よわ 子、 11 よね子 さんと いふ 名 だね。 11 あの 時、 學 

校で 聞いて 覺 えたが …… 

彼 さう です。 11 あなた は 何 か 御用です か。 11 あれ は 
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私の 妻で T。 

老钟士 さう です とも。 さう です とも。 それ を 私が 知らな 

いでなる ものです か。 

.—— あなた は、 あれに 似つ か はしい 夫 だ、 と 私 は 兑てゐ 

る。 信じて ゐ る。 

まあ あたな も そこへ おかけ。 何でもな いの だから" あな 

たがた をび つくり させて 本當 にす まない。 

だが、 いっか は 一 度び つくり させな け やならなかった。 

その 時が 今だった まで だ。 

. I よね子さん、 i— 私が つけたかった やうな 名ぢ やな 

いが * そんな こと はどうで もい 

彼女 あなた。 (夢に うなされた 人の や、 高い 聲 LL 似 て ゐ 

ろ) 

^   

老钟士  11 い、 の だよ。 ねえ！ よね子。 

11 私 はお 前のお 父さん だよ。 —— 信じられまい。 11 

あたり まへ だ。 i お前 は 生れた その 日から 隨に 慣らさ 

れ てきた。 

お前 ひとりで はない。 たくさんの 人が、 いや、 人間 は 今 

までのと ころで は、 皆、 みんなで はな いまでも 大方、 嘘 

の 方に 慣れて ゐる。 

突然、 かう し て 本當が 目 の 前 へ 来て 坐つ て も 容易に は 誰 


も 信じまい。 解るまい。 

だが、 今に 追々 とわ かる。 後になる ほど もっと わかる。 

11 私 は 疑 はない の だよ。 沁みと ほる。 どこまでも， めみ 

とほる。 11 それが 眞 〔M と いふ ものの 力な の だから。 

！ ね， よね子、 私 はお 前のお 父さん だよ。 本當 のお 父 

さんだ よ。 11 この 一 言が 言 ひたかった だけ だ。 私 はお 

前た ちの あと をつ け ま はして ゐた。 11 たった 1 言い ひ 

たい 爲 めさ。 

彼 (腰 1.^ 下す) 

老 紳士 ふ 仮 女に) 私 はお 前が い k 夫 を 持った こと は 新聞 

で 知った よ。 あなたた ち は イギリス 大使の 夜會で 知り合 

つたの だね。 私 は それ を 新聞で 知って から …… 

新^ は 賑やかに 書いて あつたね。 (彼-し) あなた はいつ 

任地へ 11 たしか 羅馬 だとい ひました わ 11 いつ 羅 馬に 

お 立ち になる ので す 。—もう すぐ 近 いうち だ とい ふが。 

彼 〔瞹昧 Li) ええつ 11 何なら ば. (彼女に) よね子、 

t 部屋へ 行かう ではない か。 ハ 老钟士 に) あなた も そこで 

お 話 下さいません か。 

老钟士 いや。 私 はもう 直ぐ 失禮 する。 ここでい いで は あ 

りません か。 

11 この 建物の 二階に は、 あなたた ちと 私と より 誰も ゐ 

ない。 それに 本 當の話 は 誰が 聞いても いい ものです。 
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…… 私 は 新聞で みた。 あなたた ち は羅馬 へ 行く。 私 は あ 

なた たちの 行かない 前に 自分の 娘に、 一言、 本 當を言 ひ 

たかった。 でも， 私 はもう いつ 死ぬ かも 知れない。 11 

私 はさう 年寄りで はない が、 でももう 疲れて ゐる。 

11 あな た 方 は さ つき 私の 年の， J と を 言 つて ゐ たやう だ 

つたが、 私 は、 I！ この 娘 は 私が 三十 四の 時に 生れた。 

あの 女 11 この 子の 母 は あの 時 二十 七だった。 私の 今の 

年 は， だから、 あの 子の 年に 三十 三 を 加へ たもの だ。 — 

—私 も、 時々 *  分の 年 を 思 ひ 出さう とする 時にはい つ 

もさう して 數へ るの. た。 

. I 私 はもう 大 ぶんお い こと Q 分の 年 を數へ もしない 

が。 でも あの 子の 年なら ば、 いつだつても. S つて ゐ る。 

(H の：： 刖の 彼女 か て) 今年 は 二十. たね。 

彼女 (ロ，^ 可憐 に 见 ひらく  ，無 心のう ちに 大きく わ どけな 

く： S づく) 

老钟. H  (うれしげ- し) ほう お IS は 私に は 似ないで お 母 

さんに 似て ゐ るよ。 今の やうに うな づく ところな ど：！ 2も 

つくりだよ 0 

—— 私な どに は 似ないでも いい。 お母さん に似てお くれ。 

…； ぁれは^！-らしぃ人だった。 

…… あの は あの 女の こと を、 時々 • 馬鹿 だと 言って ゐ 

たつけ が。 


—— さう、 單純 ではあった。 だが、 あれ こそ- 眞實 をす 

ぐに 見て とる 人だった。 眞貲 に對 して 答へ る こと を 知つ 

てゐ た。 

—— ただ 弱かった の だ。 いや あれ だけで はない。 私の 方 

が もっと 弱かった か も 知れな い 。 

——- 私が 死なう とさへ 言へば、 あの 一時に、 あの 女 も 死 

ん だの だ。 

！ さう すれば * よね子， お前 はこの 世に は 無かった の 

n  一  0 

無かった 方が 幸福 だな どと. お前、 思 はないだ らう。 

思って はいけ ない。 これから さきで も * いつでも。 

11 私で さへ も絲の やうな 生 を でも 生きた かった ではな 

、-. - 0 

I 力 

—— 生きて 來た ではない か。 

!. 生きて よかった ではない か。 

(彼に 向 ひ) この 子が お父さんと 呼んで ゐ るの は、 ただ 

この 子のお 母さんの 夫です よし 

11 それから 私の 友達だった 11 いや， 今でも 時々 は 友 

達 だ。 あの 男に だけ 言 ひた ぃ樂し い 話題が いつも 澤山ぁ 

るの だもの。 

ただね、 その 男 は 夫と して は- 或る時、 あまり 妻 を 愛し 

なかった ものです よ …： 。 
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- あなたに も わかる でせ うが、 同情 は 愛になる し， 信 

頼 も 愛になる ものです。 

—— あの 女 は本當 に， 私の 妻になる べきだった。 その 前 

に、 間違って、 あの 男と 結婚して しまって ゐ たのです ね 

え 0 

あの 12- は よね子が 私 〇 娘 だとい ふこと は 知って ゐ るので 

す。 あの 女と 私と が あの 男の 前で はっきりと 言った の だ 

から。 しかし • その 事 を 知る と 直ぐに あの 男 は 急に 自分 

の 妻が よくな つた 0 です ね。 私に 信賴 しきって ゐる あの 

女 を、 ほんた うに いぢら しいと 思った のでせ う。 そのい 

ぢ ら し さ を あ の 男 自身 に 盡 させた くな つたので す。 さう 

だ、 その 氣持 も本當 だ。 あの 時の あの 女 を 見て 誰 だって 

心 を 動か さず に はゐな いだら う" 

. I あの El^ は 强 い Ei- です よ 11 女 を 捨てるなら 捨てる で 

せう が、 鸾 はれる の はい やだった のです よ。 

11 ああい ふ 性格 を 私 は その後い つも 愛して ゐる。 11 

私が 彼に よね子 を C こして 置いた よりも、 彼が 私に よね 

子 をの こされた 方が、 きっと. もっと 傷まし かった に 違 

ひない I - それ を 枝 ほ堪へ てゐ る。 ただ あれほどの 人間 

が、 どうして さう 中 を、 世 C 中 C 嘘の 約 一 3- を 重く 兑 

たがる だら う。 

いや、 世の中へ は默 つて ゐて もい X。 それ を 知らす 必要 


はない かも 知れない C 

だが (彼に) あなたに は 何 か 話しました か。 その 事 を、 

よね. 子 0 事 を、 あなた G 妻た るべき 娘 9 誕生の こと を〕 

^   

老钟士  (言 はんと マろ 彼， ^待た すに) さ うだらう と 思つ 

た。 それが あの 男の やり方 だ。 むかしから 變 つて はゐな 

いの だ。 

あなた が 外交せ だ とい ふこと を あの 5? は 喜んだ だら う— 

1 いつも 外 國にゐ る 人なら. 何も 知れ ま； >と 思って。 彼 

のさう いふ 態度が i それだけが、 私 C 敵 だ ご 

なぜ、 あの 男 は 眞資を あなたに 言 はない 0 だ、 事の 初め 

に噓 があって はならない の を 11 あの 男 は 知りす ぎる ほ 

ど 知った 害ではなかった か。 

11 なぜ また， あの 女が 言 はない の だ。 あの 男が 言 はせ 

ない の だ。 

11 私 を どこまで 埋もれた ものにする つもり だら う。 1 

I 私 は あな た にも 知ってい た だき た い >  今 あな たが その 

やう に 愛し て ゐられ る よね子 の 父 は 私 だとい ふこ と を。 

この 好い子の 父 は 私 だよ。 そのお 譽を あなたから 私に 受 

けさせて もら ひ 度い。 世に 時め いて ゐる 人が よね子 C 父 

ではない。 

私 こそ 11 こ 〇 妙な 男 こそ よね子の 父です よ。 


—— さう いて、 ^々 一 . あなたの 氣 持が る や..' なら、 

よね 千 を 私に か へ し て 下さ い。 私に かへ して 下さ い。 

彼 (".；^然；：ろぅちに不安と微^-な恐佈) よわ 子 を 私から 

. 取り返さ. T と 思つ て あなた は 御 出 に た つ た の です ねつ 

老 紳士 よね子が その やうに 牛； れて來 て 私の 娘で あろ こと 

が、 何の 恥で せう。 誰の でせ う。 罪 も 恥 も * あの 女に 

ない。 あの S? にもな. い。 私に もない。 況んゃ * よね子に 

あらう s】 理 はない。 

ただ 間 if ひ は 、 眞 が 今まで 匿され てゐ たとい ふだけ の 

m..^ 11 だから こそ、 私 は それ を 告げに 来た。 

この 外に は、 誰に I 非 もない。 誰に 恥 もない。 ただ みんな 

の 不^で はあった かも 知れない 0 —— もう- 私 はさう も 

W 心 ひ はしない が。 だが、 今にな つて 一 番 悲しい の はきつ 

と (彼女-」) お前 だら う。 

しかし - 彼に) あなたが 本當 にあの 子 を 愛して くれる 

なら、 今！ n から はきつ と. あの 子 を もっと 可愛く 思 ふで 

せう。 悲しみ を 持って ゐろ女 を こそ 一 しほい としい 氣に 

なる もの だから。 11 少く とも 私 はさう だった。 —— よ 

わ 子の 悲しみ を あなた は 支へ て やる でせ う。 

よね子！ 

彼女 (^v^ ヒ げて老 钟.？ -ん见 る，—：^ 結し-^ 表情 —— 放 

心した 火 な 險) …… 


老^ 士 悲しみが 今にお 前の 心へ r 几み 人る たらう" 何も 知 

らな いお 前の 心を亂 T の を 者し て お くれ。 

も. 「年 をと つた 私が • また い つ 逢 ふか 判らない お前に、 

私の 生涯の 遣 if お をお くろの だ！ -I お前の 父の 一 つの 眞责 

をね。 

悲しく とも * お前 は それ をい つか は 知らな けれ. はなら な 

かった の だ- 生きる とい ふこと は 自分に 就ての 何 ごと を 

でも 知る こと さ 。すべ ての 眞寶を 知らなければ いけな い。 

與 へられた. たけで、 それ を 知らないで しまって は 生 は 一 

つの 夢 だ J 

解からなければ 虻 一 意味な 謎 だ" それぞれの 人に は みんな 

一 つづつ の 謎が ある。 知った だけで 解からなければ 悲し 

みだ リ 

—— 私の いふ ことが 判る か 知ら。 しどろ もどろ で、 とり 

とめ もない 0 

—— いつも ひとりで ろる 人間 は ひとりぎめの 求！？ - より 外に 

は 言へ ない。 

I！ ともかくも- 私 は 知らせて お前 を 悲しませ るし 

それ を 悲しく 思 はな くなる の がお 前 の つとめ だ。 

お"： i の 悲しみ を きっとお 前の 夫が 分けて 背負う て くれ 

るつ 

私も亦、 同じ やうに しょう。 私 はお 前の 心 持 をよ く 了解 


話 挿春甚 


307 


する よ。 

1 1 十 年 の 間お 前が 私 の 心の な か で 育 つ て來た やう に、 今 

度 は 私が お前 の 心の なか で老 い て 行 くだらう。 それが 私 

に は どんなに 梁し いか。 

11 お前. 私 を， お前の 心に 住まして くれる だら う？ 

私 は 疑 はない。 私と あの 女との 娘で あるお 前 は 喜んで、 

それだけ のこと を させて くれる に 違 ひない。 

私 は それでもう 充分な の だ。 だから、 お前 はつお を 何も 氣 

の 毒に 思 ひ 出す こと はない よ。 

私 は 幸； I だよ 11 くと も 今、 この 一時の 私 は。 

-—— 誰が この  一.；^ の 私の やうに 生きて ゐる もの か」 この 

一 時 を 味 ふために 私の？ C 獨な 二十 年 は 必要だった。 しか 

も その さびしい 二十 年の 間、 お前 こそ 私の 希望であった」 

その 希望 は 今， 遂げられた。 

今日まで. そば に ゐ なかつ たお 前が 私 を あれほど に 慰め， 

たや、 「に、 今 曰から 後 もお 前 は 私 を 慰める だら、 r。 

11 まあ 考 へて ごらん。 二十 年の 間 • お前のお 母さんの 

そばに 私が ゐて、 お前が 私の 膝の 上で 大きくな つたと し 

た ら I それが 世間 の 幸福と いふ もの だ らうが 0 

さう い ふ 幸福 の な か に は . 私が 今 感じ てゐる この 天地に 

相 通ず る やうな こんな 一 時 は 果して ある だら うか！ 

世間の 幸福 も • この 一時 を 水に うすめて 二十 年に まくば 


つた だけの 事 だら、 「よ。 

11 幸福 は 世間の 人々 には^: g の 人々 らしく、 私に は 私 

らしく 與 へられた。 誰も 幸福 も 不幸 もない。 

お 前 に 與 へる この 悲しみ は 私 に どう する こと も 出來な い 

が、 i それ を 癒 やすのが お前の 務め だが、 ただお 前 は 

私 を 哀れな 父と 思 ひ 出さず とも い い。 

1! ごらん、 私 は- 晴々 とした 顏 をして ゐる だら、 「ひ 

彼女 (再び^ん 上げて 老 紳士  兑 ろ.！ 凝結した 表 iw, 

—放心し. 大 さな 瞌) 

無 首。 問。 

老^！上 (更に 彼女に) こ 々とした 私 を t;- えて ゐ てお 

くれ。 

4 リ，： 問の 人 を 信じて はいけ ない よ —— 世 Si の 人 はね、 お前 

のお 父さんの こと を —— 私 を さ、 氣 がふれ たやう に 思つ 

てゐ るら しいの だが、 それ は 嘘 だよ。 

私 はた だ * いつも 私の 世界に 住んで ゐる だけ さ。 だが， 

誰 だって さう ではない か ——- ただ、 大 ていの 人の 世界 は 

みんな $1迎 「てゐ る。 私に 開 けた ほ界 だけが、 外の 人の 

と は 共通ではなかった 11 自づと 私 は、 外の 人と は 違つ 

て考 へ、 違つ て 振舞 ふだら うよ 11 ，でれ だけの 事 さ。 

彼 S-S  11 それにしても あなた は、 あまり 不意に 私 

どものと ころへ お，：： 山で に な つ た ：：： 


老 紳士 不意に？ さう 不意に。 あなたた ちに は あまり 不 

^^に。 だが * 私に はほんた うに 自然だった のです よ。 不 

意 どころ か- あなたた ちが 私 を 呼びよ せた としか 思へ な 

いくら ゐ自然 だった。 

彼 11 あなた は 私たちの 話 を iM いて ゐ らしった かとさへ 

思へ るので す。 

老 紳士  (彼に) さうな のです よ。 (彼女 LL) 全く だよ。 

今 曰 だけで はない。 I 母 日。 お前が たが こ. -へ 出る 度 ごと 

に 11 お前が たは 私に つけられて ゐ たやうな もの だな。 

11 お前が たが この 土地に ゐる とい ふこと を 知って、 私 

は 一週 問 おくれて こ &へ來 た。 

お前が たが あそこに (おの 手で 右のう しス 1.^ 指す) ゐ 

るの を 知って、 私 は あそこ 广左 の 手で 左 の う し る す) 

へ 来た。 

不氣 味に 思って は いけない 11 お前が たは いつも 私に 見 

守られて ゐ たの だ、 私の 親 ご >- ろに。 

—— 私 は それ 程お 前が たを兑 たかった の だよ ——樂 しん 

でゐ るお 前が たは それほど 私の 喜び であった リ 

11 そのお 前が たと 一緒に、 ここへ、 一度 かう して 腰 を 

かけて 兌たい とい ふの が、 ふとした 私の 願 ひだった。 い 

つ か 、七 年 前 にお 前 を學校 へ兑に 行った 氣 持の つづ き だ。 

そのうちに その 願 ひ は $r して 来た —— 私 はどう かしてお 


前に 私の こと を、 お前の 父の こと を、 眞當の 父の こと を 

言 ひたいと いふ 切願が 出た ！ 夢に 望んで ゐ たこと を 成 

し 遂げた くな つた。 その 時 は 今より 外に はない と 思った。 

-11 お前が たが 外國へ 行って しまへば、 私 は その後で 死 

ぬか も 知れない。 お前 は 私 を 知らない でし まふ。 私 はお 

前に 知られな いでし まふ。 ：—— さう 思 ふこと が 私に は堪 

へられなかった。 

さう かと 言って、 私 はお 前 を おどろかせ 悲しませ るの を 

た め ら はず に は ゐられ な かった〕 私 はお 前た ちの 末 永 い 

幸福 を兑 究めた だけで、 それだけ でもう 滿 足して、 私 は 

今日、 默 つて ここ を 立 去る つもりだった" 

その C- 取 後の 時、 今日が 別れ だと 考へ ると、 私の 願 ひ は 一 

番 切なかった— i- ここへ 一度お 前が たと 坐りたい、 私が 

お前に とって 何者で あるか 知らせたい。 —— その m え 上 

つた 私の 切願が 通じた の だ。 

お前 は、 七 年 前の 私の^で、 ここへ 私 を 呼んだ ではない 

か n さう としか、 私に は 思へ ない。 

11 お前と 私と を 引き合せ た いとい ふ 何者か が あ つたの 

だら う。 (彼に) あなた は いづれ ゲ ェ ェ ス へ 行く でせ う 

ね？ 

彼 (め まり Li 唐突な 話題 LL) え？ •：：： 

老钟士 この 子 を そこへ つれて 行って やって 下さい。 —— 
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あの 美しい 町で 私 は 十 年 住んだ ！ あなたが 外國へ 行く 

人 だとい ふ 事が あの 男 に だ け の 仕 合で はない。 

(ボケ- ソト から 手帳な 出し * それん. 卓上に 開いて 書く) 

ここが、 あの 町の 停車場 だ。 11 ここが グランド. キヤ ナ 

ル。 それが かう 曲って ゐる あたり —— さう 橋の ある 手前 

を * 左へ 曲る 堀割に 沿うて、 曲る とすぐ 右手に、 .  - か 

う い ふ 名の ホテル が ある。 町の 名 も 番地 も 書いて 置く。 

私 を 十 年 住ま はせ たの はこ こだ.^ 舟が すぐ 玄關へ つくよ。 

私の ゐ たの は 表の 三階で， 水の 上から 見上げる と 左から 

五つ 目の 窓の ある 部屋 さ 11 も、 つ 壁 の 色 ぐら ゐは變 つ て 

ゐる かも 知れない が。 ゲェ 二 スへ 行ったら、 あの 部屋へ、 

すくなくとも あの 家へ 留まって くれ。 三流ぐ らゐの 家で 

は あるが. 古風で なつかしい。 べデ 力に も 出て ゐる。 贅 

澤 ではない が、 宿屋に なければ ならない もの 11 親切 だ 

け は あそこの 誰も 彼 も た つ ぷ り 持ち 合せて ゐる。 おや ぢ 

は 11 私より 少し 若い が あの 頃、 い も 地酒に 醉 ひすぎ 

て は ( 同 想 的 に ，) 帳場 で 神 さ ん に きめつけ れ てゐ たつ 

けな。 喧嘩の 時で さ へ 仲の よさの 溢れて ゐる 夫婦 だ つた。 

ふたりとも 生 粹のゲ ェ 二 ス 八だった。 

I さう さう、 あのお ゃぢ は、 まだ これく らゐ (來上 n? 

尺ぐ らゐの 高さ,^ 手で 示して) のころ に、 口 シャの 文豪 

アントン • チェ ホフに 頭 を 撫でられた ことがあ ると 言つ 


て それ をよ く自 浸に した もの だが、 一八 九 一年 三月、 ァ 

ン トン • チェ ホフと いふ 署名 を 大事に しまって あつたつ 

け。 —— そこに 娘が ゐる。 ス ザンナ とい ふ 名 だ 11 もう 

大きくな つたら 、つ。 …… よわ！ 个！ 

彼女 (老 钟士ん 、兑 つめる 11 光って ゐろ 大きな 睦) 

老钟士 ス ザンナ はお 前と 同い年 だよ。 よね子。 私が どん 

なにお 前 を 愛した か。 そ れ を 知つ て ろる 世の中 で たった 

一 人 0 人が スザ ンナ だ。 あの 子 はいつ も 私の 膝に 抱かれ 

た. ——- お前の 身代りに ね。 あの 子 は 私に 一 ばんな ついた。 

1 日中 私の 部屋に ゐ たもの だ。 よわ 子。 私 を 生きさせて 

くれたの は • ス ザンナ だった ！！ お前の 影だった。 …； 

私 はスザ ンナ にいつ も 何 を 話した と 思 ふ？ お前の こと 

ばかり だ つ た。 私はス ザンナ に 言 つ たもの だ —— 可愛 い 

ス ザンナ や， 私に もお 前と 同じ年 ごろの 娘が ひとり ある 

の だよ つて。 

. I 私 はね， よね子、 ス ザンナ より 外の 人に は 今まで 誰に 

もお 前の こと は 言はなかった 11 それが あの 女、 お前の 

お母さん とその 夫と への 私の 心づ くしだった。 11 せめ 

てスザ ンナひ とり ぐら ゐには 話さず にはゐ られな いぢ や 

ないか。 

11 スザ ンナは 私に 尋ねた よ。 —— 小父さんの 子 は 何と 

いふ 名 だって 9 —— 私 は 答へ やうがなかった。 


でも、 よね子、 私 はお 前のお さへ 知らなかった ぢ やない 

か —— お前が 生れた こと は人づ てに 知れた。 お前が よく 

育って ゐる こと も わかった。 それより ほかの 事 は 何も わ 

からなかった —— 

でも. ；；^ はもう お前のお 母さん も 私に 無い くら ゐ なら， 

よその 國で 死なう と^ひ 定めて 日本 を 出て し まった の 

は、 お" 1 が 二つの 時だった。 

ス ザンナ はまた ill くの だ 11 小父さん は. なせ， そんな 

に 愛して ゐ る，： ：！： 分の 子 を ここへ 速れ て は來な い の だ？ 

つて 0 

私 は 抱いて ゐるス ザ ンナに 言 つた 11 ス ザンナ や、 お前 

はいい 子 だから 今^から はもう その 事 は 12  くの ぢ やない 

よ  

彼女 (颜 > ^上げて 老 紳士-^ 见ろ。 —— 凝視 11 一脈の 表 

. 1 幼 □ ^的 恍惚) 

老 紳士 お前 は！ お前 はほんた うにお 母さん そっくり ぢ 

やない か 。■ 

存分に 泣いた あとで あれが 私 を 見上げた 顔 は、 今のお 前 

の その 顏だ …； (EE) 

私は何を^^しかけてゐたっけね？ 

彼 ケ (幼见 的恍 偬、 幼 兒的語 ^) スザ ンナ。 

老 紳士 さう —— スザ ンナは 私が そこ を 立つ 時には、 小 父 


さ ん は 私 を 置 いて， 自分の 娘の 方へ 行く のか と 言 つて 泣 

いた。 あの 子 は あの 時 十三だった が —— あれ は 倒 巧な 子 

だった よ。 小父さん は 自分の 娘に 貪へ るから うれしいで 

せう とも 言った。 私 は 首 を ふって その子に 會 ひたく とも 

果して 會 へる やら …… —— と 答へ ると スザ ンナ は. どう 

してけ： と 不思議が つた。  ， 

私 は その 時 返事 をした —— ス ザンナ や， おとなに はおと 

なでなければ 判らない ことがある。 お前が おとなに なつ 

た sr 小父さん はまた 来て、 その わけ を 話して 上げよう 

よ  

これらの 話の 半よ リ、 廊下に 

S- ィ) 

(自 勸^, お 轉手〕 

(同じく 助手〕 

いづれ も それぞれ-」 金お タン 附の 華やかな 制服な 翁 

て、 おより 和 つづ いて 出て 來る。 機械的な 動作。 

再びす ぐ 左よ リ、 ？？； 3 韓 手と 助手と、 あまり 大きくない 

1 つ のせ トラ ン グか 二人して 前投 ょリ 持ち？^ び來 る。 

そのうし る 14 リ： i5 1 イ^ ふ。 トラ ンク 1^ 運ぶ 二人 は 右 

LL 去ろ。 明るい パ ル コ ンに對 して、、 の 薄暗い 廊下の 励 

作 はすべ て 影 蛮的で ある。 

;^|ィ (ケ." スメ ントの入一::の片脇11*  ^^！立して) そち 
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ら におみ でで 御：： El いました か。 

老 紳士  (ふり かへ る 11 一種 かがやかな^) 何 か。 

^1 ィ お 仰せつ けのお 供が まみり ました」 

老紳. H  (時計 か 见ろ らしく) 汽車 は 何時. た。 

三時 二十 五分で 御座います」 

老， 紳士 よし」 (立ち上る) 

お， ィ 敬祿。 W び 左 LL 行き- ^^ぐ手：ヒ；^：傘と " ン ティ 

ンダ と，^ 持って 出て 來る。 右に 去ろ。) 

老钟士 お前が た を 私に 會は せた 何物 かが、 今もう 私に お 

前 がた と 別れる や- つ に 言 ひつける らしい-」 11 さやう な 

ら。 I！ 今 別れなかったら、 いつ 別れて よい やら わかる 

まい。 11 さよなら。 (卓上に is- つ^あつ い 手！^. ^とり、 

1 枚 裂いて、 そ 片んご さあ、 これ を 渡して 置かう。 

彼女 (受取る) 

老 J;^ 士 よね子、 11 私に は、 ス ザンナ はお 前の 分身の や 

うに さへ 思 はれる の だから …： 

((むに) 自分の せゐ でない 悲しみ を もった あなたの 妻 を 

あなた はもつ と 愛して やる でせ うね。 

(ハ； ^女に) よね子、 さやうなら。 

老； i: 士は 彼等-し 北 =1^ むけて ケ， ス メント の 方に 輕快 

-卜、 大 K に、 歩..：、 出す。) 

動 女 } (同時-」 立つ、 


彼女 もうし …… (幻に 呼びかける 人の 5t，  0O —— 七 八 歩 

ほど 步 い やい 老 紳士， や 呼び とめる) 

老 士  C>  I  K  メ ントの 中央に 立ち どま リ- 彼^ん-ふ りか 

へ つて) 私 かい。 

彼女 え！ (凝視) ：… あの、 (うなだれて) …… 何でも 御 

座い ません。 (再び 相手, H ぽ視 して) さよなら。 

老 紳士  (快 IX に) さよなら。 —— きつ とゲ ェ 二 スへ おい 

で 。 お前が どんな に 愛 せ ら れた か ス ザンナ にお ぽ きょ。 

スザン ナには 何もかも 話して おやり。 私 C 約.；，：： 〈だから。 

—— さよなら。 

老 钟 士廊ド ょリ おへ 立-り 去ろ。 11 無雜 作-.：。 

—— ピアノ やむ。 

彼と 彼女と 立って ゐる。 i ^^^^ 昔 心 に IS くが 

如き 表情。 

彼 …… 〔呆然と 立って るろ， ：！：！ 分と 彼女と mlT ついて〕 今 

あなた は あ 〇 方 を よ び と め た ね 。 

彼女 (呆然と) え！ 

ゆ". 何 をい ふつ もり、 たった C?  i 私 も 何 かいふつ もり 

だった が。 

彼女 わたし …： わたし、 ともかくも、 もう 一 度兒て 置き 

たかった の。 

彼 あなたに 何 かお も ひ當る ことがある？ 
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彼女 (大きく うな づ くつ 彼の 餌ォゃ 見入って、^ に 返ろ 瞬 no 

1 i,v^.^^5  —— わたし、 妹た ちと まるで 氣 質が 

遠 ふので す。 

彼 …； 0!) 

彼女 (^に 近づ きつつ) あなた。 い つ かゲ エニスへ つれ 

て 行つ て 下さる わね え" 

彼 (やさしく〕 ああ. 行ん う-十- つれて 行く とも？ 

(彼女. 5^ 輕く 抱いて 劬 ろ) 

彼女 (^然と) それにしても • あの方 は、 どちらへ 立つ 

ておし まひに なった で せぅ" 

彼 あな た に 紙 ぎれ を くれた で は な い か 。ち よつ と お 見 せ 0 

彼女 (^マ) 

彼 や。 これ ゃゲ M  二 ス の Isg の ことか.^ 私 は あの方の 所 

霱き だと 思って るた。 1 . 所 書ぐ らゐ は、 何に しても、 

知って かなけれ やなるまい。 

ふいで、 老 神士， ^近 ふ 彼 に， I ) 

彼女 あなた！ 行っても う 一度、 お引きと めして 下さい 


彼 は^女の 官^ かすに 去つ てし まふ。 

彼女 は 彼.^; F」 にんと して ケ.' ス メント の 上まで 來 ろ。 

ひ 返した ごとく またもとの 手 マリのと： る！. 1.5 ^ろ。 

彼女！：： その 指 LL、 さっさ 卷 さつけ てゐた \ip 絲, T その 


まま 未：；，： しつ かりと 持って ゐろ • 

地而 _」^ ちた 毛絲 のた まと、 卓上の 毛絲の 束と から ほ 

どけた 絲が、 彼女の 指から 彼女の 步 いた あとに 絲 にな 

つて 5{ かれろ. - 

彼女ば パ ^ コ ン の 手すりに 倚ろ。 うなだれろ。 . I 考 

へ てゐろ やうで あろつ さし ぐんで 來ろ やうで も あろ。 

彼女に、 ふと、 地面に i 洛 r つた f- 絲 のた. i に Bv:,* とめた 

らしく 始めて、 それに つき、 しか？ - 半お 識的 動作で、 

しづか LL それ.^ 片手で 手繰り 始めた …… 

水平線 LL 遠い 船が 通って るる。 

— 幕 —— 
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お 彼 元 


姉 竹 元 竹 元 


五月 晴 ( 


幕) 


人 物 

野 村 竹 亭 

等の 姊 

ゑ い 


1 cl-g: 十 位よ く兑 ると もつ 

と 若い 

竹亭の^-" 三十 位 會肚晨 

三十 八 位 

；, 出ろ 人物 -11 元吉が 

近 顷離緣 した 女 


東京 近郊の 古びた 借家。 

茶の間。 片側に 窓 一 つのう す 暗い 部屋 。取亂 した 感じ。 

朝め しの 卓 .0 11 長火鉢の そばに 元吉と 姉-と。 . I 尤 

も 目上の 坐る 場所が 空いて ゐ る： と。 

初夏の 喑ぃ 朝。 古びた 子-しさ マ 窓の 少しば かりの 日 

ざしで 知れる。 . 1 .最も1;ろ い 日光。 

(奥の 方 V ^ふり か へ つて、 ふすま 越し LL 次の 問に 呼び か 

) ろ。 錄者 特有な 疳高な 聲) これ、 御飯 をた ベ ん か 

；? ruT もう みんな 濟ん でし まふで……。 (元吉 に) 


5 よ 5 しん，、， ひ :, 

今日はせ つかく のお 天氣ぢ やさ か、 わた しゃ 共 進 會を兌 

てく るの ぢゃ。 (もの，. 3^ 喰べ ながら) 誰も つれて 行って 

くれさう にもな し * ひとりで 行って くる。 

元吉  

(ふすま ズど開 0 て。 竹亭が 入って 來 ろ。 —！ 站 より-... 

ふけて 見えろ 0 打见 たと こ， 十 以上。 手入れ，^ しな 

い 延びた 髮， 不與： i る 餌つ. V, つ) 

竹亭 (坐りながら、 姉，^ 见て) 何度も 同じ こと を 言 はん 

でも わかって ゐる。 11 仕事が 出来さう だから * 描き か 

けて ゐ たの だ！ そんな ことぐ らゐ わか つ てゐ さうな も 

の だ。 

姊 (竹亭 の 語勢に 少し 怯えて) さう。 それや 濟 まん こと 

をした 0 ！ 御飯 をた ベ てから ゆっくりしたら いい。 (竹 

亭の 茶碗に 盛リ ながら) 

竹亭 駄目 だ。： —今日はもう 描け ない！ (姊の #1 出した 

茶 Jive 受取ら うと，. - せす 食事.^ 終 へ て 新 siv?- 見ろ 元士 a 

に) 今日 も 休んだ のか。 

- 1—1 いいや。 (新聞から 放さす-」) 

. どうしたの だい。 

一 日曜 だもの、 今日は。 

 (や つと 茶、.^ 受取ろ) 

今日はお みおつ けがない のぢ や。 11 氣が ついて みた 


竹 t&  Vr  ili 


竹 姉 竹 姉 竹 も IJ 竹 


竹 k^- だから さ —— 

姉 11 あんた も あまり 毎晚 よそ で お 酒 を飮む のにお よし 

ょリ 

竹 9 だから、 冷たい C は 仕方がない。 だから， 御飯が 冷 

たいなら、 なぜ。 11 お茶ぐ らゐ は^して おいて くれて 

もよ ささ、 r 'な もの だ。 li そんな ことぐ らゐ はわ かるで 

.ij う。 

站 待って おくれ" いま，： S して 上げる。 

竹亭 11 お 火 は あるの？ 

姉 お 火 はない が、 K ぐぢ や。 


竹 一 や いいよ 11 それに は 及ばない-,) 0 一口 11 一口. ベた が 

ら • 小 g ぐ 元 吉に) お前 は よ く 我 侵 を して こん な 朝饭を 

食 ふな： ！. おれ は 何だかな さけない よ。 ，—— よその 家 

ぢゃ もっと 氣 G 利いた 〈is をす る。 これ ぢ やまる で 人間 

の販ぢ やない。 生き ものの 飼!： ぢゃ。 おれ ほ 鳥に だって 

もう 少し は氣 をつ かふよ C 

元吉 (新 閗> ^たたみながら) 姉さん-:: ことほ 今 さ.，： 言 は 

なくった つて わかって ゐるぢ やない か。 

^  (^i せの れパ話 はよ く 0 からない ながらに) かんべんし 

ておくれ。 ゎたしも共進會を•JI1^にぃCぢゃ。 .！ 誰もつ 

れ て 行 つ て くれな いから、 今日は ひとりで 行く の ぢ や こ 

11 早く 行きた いと 思って いそいで るる Q ぢ や. - 

竹亭 自分 0 都合で こんな. を， K はせ る Q か。 飯々 とう 

る さく いひながら 何 一 つ 用意 はして ゐな いの ぢ やない 

かつ こんな もの を， K はせ るつ もりなら、 今日は 休む と 言 

つた 方が 增しだ 。 —— S. おれ は 仕事 をし かかって ゐ 

れば饭 など は 休んだ 方が いい C だ。 —— ：S さん. 姑さん 

は 共 進會な ど を兑て どうす る G です。 子供み たやう に。 

でも， 見たい も 

亭 あんな も C あ HJ 舍者 だまし ぢ やない か。 

だって、 私 は S 舍者 だもの。 

亭 田舍 者に は 違 ひない さ。 だが まんざら、 東京が 珍ら 


ら、 ぉ昧^1"の味が變ってゐた.。 あれ や/?？ K ベら れん G 

マ, ( 一 口 なって 茶. おな 下に 2 く) お茶に？ 

:( 土 奴な め：： す) 

亭 ス乂取って，ぉ茶ズど釵の上へ かける。 茶^^プど取上げて 

ま；： 下 LLja く) 水 だね！ これ や。 

(！？^^-しかめ耳^^傾けて) え？ 

亭 (大 で) 水です よ、 これ は I 


:, 火鉢 产 兑る。 小聲 で) 火 も 無い の だな。 . ！！ 姑 さ 

ん、 i^is が 冷たい のなら …… 

站 ゆうべ. みんなが 他所で 食べて 来たので 殘 つたの ぢゃ 

よ 0 
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し いわけで も ある ま い。 東京に だ つ て 三年 や 五 年 は 住ん 

だ ことがあ るで せう。 

站 (意味 G ない 微笑) もう 二十 年 も むかしのこと ぢゃ 

の。 

竹亭 (， 元吉 Li) 姉さん は 小石 川に ろた のぢ や。 おれ は 夏 

休み に 東京 見物に 來 て- さんと ころに ゐた時 の 事 を 今 

もよ くお ほえて ゐる。 —— 十四の 時ぢ や、 多分。 (ひと 

リ 言め いて) おれ 〇 生涯で の 最初の ひとり 旅ぢ やった。 

. — - 姉さん は 新婚で ね、 夫 は 大學の 法科に ゐた 男ぢゃ •  ^ 

お前 も 知って ゐる だら う。 11 それが 婶 さんの 第 一 次 結 

婚だ。 

元吉 (氣 のたい 返事) うん。 

竹亭 姉さん ももと は か う で も な か つ た C 電 ねがさね の不 

蓮で、 ほけ て しまったの だ。 今ぢ や、 ただ 「走り 1^ らな 

いだけ の 馬鹿」 ぢゃ。 11 尤も、 もとから そんなに 氣 Q 

利いた 人ぢ やなかった やう だが …… 

(t 長い 問-. 0 

(その^に、 竹亭は 街.^ 食 ひたがら、 だんだん 不錢攘 

になって 來 る。) 

竹亭 …… 饰 さん は、 一たい、 共 進會を 見に 來た のか。：— 

！元吉 の 家 を片づ けに 来たの ぢ やない の か 。お ゑい が 行 

つてし ま つ て 女の手が な くな つ た か ら、 手 つ だ ひ に 來 て 


くれたの ぢ やなかった のか レ 

姉 手つ だって 片 づけよう にも、 あんた は 「この 仕事が す 

むまで はこ こに ゐ なけ やなら な い」 とい ふぢ やない か.^ 

11 いつ になったら みなす むの だか 知らないが" 

竹亭 だから、 早くへ S ませたい と 思って、 今朝 も 始めて ゐ 

たの ぢ やない か！ 

元吉 兄さん • もう、 およしよ。 i  ^さん も。 

M. (無表情に) あ、 わたしが 惡 かった。 (竹亭 の 額.^ 

おがら) ねノ つよつ と 待って ゐ てね 。お も 焚きな ほす。 

お茶 も わかす。 ね、 きげん. t1 してね。 

(站* 立た うとす る。) 

竹亭 -素氣 なく) いいよ、 いいよ。 

元吉 さん。 さう して あ-にたら いい。 

竹亭 いいつてば！ おれ はもうと つくに 済んで ゐるぢ や 

ないか。 尤吉。 おれ は 飯が まづ いと 言って おこって ゐる 

C: ぢゃな いせ- そんな 子供 見た やうな こと を い つ まで も 

氣む づ か し く 言 つて ゐ るの ぢ やない C 11 わ からない か。 

11 ただ、 おれ はへんに 情けない の だ。 11 おや ぢ やお 

ふくろ もまた、 何 だって こんなと ころへ 姉さんなん ぞを 

よこした の だら う …… 

元吉 —ー だから、 そんな-取込みの とこ 乙へ 行った ところ 

が、 もとより 邪魔になる ばかりで 一予つ だ ひどころ ぢゃ な 
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い。 面倒 だら うが、 御 承知のと ほりの 人物で 當人は 何と 

1!;:：1 つても 行く と 言つ て^かな いからって 11 おや ぢが、 

さう くれぐれも 言つ て 來てゐ る …… 

竹 一 や 邪魔になる * 而倒を かける。 そこまで はわ かって ゐ 

て ， それ か ら さき はお ゃぢ に も 判らな い ゅぢゃ 。お前 に し 

たっても さ うぢ や。 11 考 へても 見ろ。 やもめの 兄弟が 

三人 顔 を つ き 合せ て、 家 を^む 思案が 何で 面白 いの だ！ 

おれの fa ひたいの は それ ぢゃ。 それ ぢ やのに お前た ち は， 

無祌 經な而 をして あたり ま へ さう に暮 して ゐ るね。 

1 兀吉 だって. 兄さん。 & かに どんな 顔の 仕方 もない もの 

ね。 わたし は 兄さんの やうに ものごと をく よ/ \考 へ 込 

まない やうに 出 來てゐ るの さ。 (.= 分の 言葉 1^ 和げ f< う 

とす ろ^い ズ〕 

竹 一 や だから！ お前 はよ からう。 —— お前 は 好きで 女房 

を 出した の だからね。 

元吉 ：•：. 私が 出した とば かり は 言 へん。 あれが 出て 行つ 

たと ム：！  一！ 2 へろ。 あのと ほり 出て 行った。 平 氣な顔 をして 

出て 行った 0 あの 女 はもう せんから 二言 m に は 出て 行く 

と I 一一 ：！ つ てゐ たもの ぢゃ。 

竹 一 や なるほど、 さう も 言へ る。 11 あれ は 出て 行った。 

だが 出て 行きながら， あれ はお 前に 一 言 ひきとめて 貰 ひ 

たかった の だ。 あの 場に なって、 どうぞお いて ド さいと 


は 言へ まい。 女に だって 意地 は あろ。 ことに あの 女 は 意 

地 張りだった。 だが 口 さきだけ だよ。 なぜ もっと 心 を 見 

拔 いて やらない の だ。 11 それが 見えない お前で は ある 

まいが。 11 見て 見ぬ ふり をした の だ。 

元吉 でも、 それほど までにして 置かな け やならない 女で 

もなから う 0 

竹亭 さう か。 —— だが 考 へて 見ろ。 どれほど までにして 

お前が つ れて來 た 女 だ つた か。 あの 女 は 意地 張り だ つ た 

からお 前のと ころへ も來 たの だぜ。 それで 今度 は、 意地 

張りで 出て 行か な け や な ら ない。 お ゑ い は お前 を 好 い て 

ゐ たの だぜ。 おれに は その 心 持 を しみじみと 言った。 1 

—どうい ふわけ だか、 お前 は 相談し なかった が、 お ゑい 

はお，：：.. に 何もかも 言った。 

元. H3 兄さんに いふ 半分 だけの こと を 私 に 言 へばよ かつ た 

の だ 0 11 兄さん はまた お ゑ い の 言 ふ 相談なら 聞く のに . 

私の する 話 はうる さがって. 取合つ て はくれ なかった ぢゃ 

ないか。 

竹亭 さう さ。 お ゑい はお 前のと ころに ゐ たいと 思って お 

れに 相談 をした の だ。 お前 はお ゑいが ゐ なくっても いい 

と 思；^ ながら おれに 相談した の だ。 —— おれ はお 前の 心 

を鼸 へさせようと は 思はなかった。 今でも さう 思って は 

ゐ ない。 お前 は、 しかし、 お前 を あれほど 好いて ゐる女 
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を 出して しまったの だ。 11 贅澤 をす るが いい。 お前 は 

若い …… 

元吉 (妥協 的た 微笑) 兄さん だって 若 いぢ やない か。 兄 

さん は 自分の 好みで 年って しまった 0 ぢゃ。 

竹亭 餘 計な こと を 言 はずに 聞け！  11 お前 は 働き も あ 

る。 11- おれの やうに この 年に なって 弟の 食客 をし なけ 

れ ば な ら な いやうな 男と はちが ふ。 だから 女の 贅澤 をす 

るの もい い …… 

元吉 兄さん、 今時分 そんな こと を 言 ふくら ゐ なら、 なぜ 

もっと 早く 言つ て くれないの だ。 

竹亭 いやく レ いまでも まだ 早い くら ゐ だよ。 11 思 ひ 

當る やうに なつてから 言った 方が いいの だよ レ … … それ 

にしても お ゑ い 0 奴 も 馬鹿 だ。 あれほど おれに ほ 言 ひな 

がら， お前と 顏を 合すと、 怒鳴り 合って ばかり ゐる。 — 

—尤も * 女 だから あれ も 出て しまへ ば また その 氣 に は な 

る だら うが ：： 

元吉  

竹亭 (自嘲の 口調で) お前の 兄弟に は、 女に けられた 

兄贵も あるし、 男に 逸 げられ た 姉 も ある。 ， I！ その 埋め 

合せ をお 前が する か。 ふ \ ふ。 ( 一 種の ilK) 

(姉、 この^、 ふ^ リの對 話ん」 と. ざれと ざれ！ J. 聞 くら 

しく。 突然、 姉はヒ ス テ"カ〃に^iき出すc) 


姉  私が 來 たのが 惡 かった の だよ。 ごめんよ。 うちで もみ 

んな とめた のぢ や。 11 だが 私は來 たかった のぢ や。 皆 

が 困って ゐ ると 思って、」 (泣く) 誰か ひとりぐ らゐ はや 

さしくして くれても いい。 うちに ゐても 私 は 邪魔 もの だ。 

せめて ここへ 来れば …： 

竹亭 うるさい！ 何 を 泣 くんだ！ 

(竹 亭は荒 々しく 立って、 ふ す ま ん あ け て 奥 の HI へ 行 

i ふすま 閉める C) 

(姉に. 泣く のん やめ ズ、 ぼんやりと して ゐ ろ。) 

(元 吉は卷 煙 革ん 出して 火ズ どっけ、 何でもない 天井の 

方, ど 見. 、ゐ る。) 

(奥の から ——— ) 

竹 亭の聲 (茶の！ E の 人々 -し 甘 ひかけ ろので はな い 。外の 何 

もの か 言 ふらしく、 或に ひと リ ごとら しく) こら！ 

 こら： ，rdlez  tchs  tchs  toliez,  Tcl:ez,  T-chcz  tcluz, 

(舌.^ 鳴らす 聲) —— こら、 出ろ！  11 出て 来い。 … 

…どうしたんだ。 こら！  11 さ， ：：： 出て 来い！ お 

、-, で ー  さう、 さう * さう  

耳慣れない 叫び 聲 Qly/ls! 

竹 亭の？ t 痛ッ！ 畜生！ 

(聲と 同時に、 ものの 障子に 投げつ けられ^ 昔。 やや 

重い ものの 疊にー 浴ち る 音。 かラ ス の权 のこ はれる 昔。 


ff^t  jj 五 


竹 Mi  tr  yt  iili 


竹亭 (婶に) 手 を はなしなさい。 ともかくも 殺さして く 

れ。 見なさい。 あれ はもう 助かりつ こ はない。 

广 11- 〃んな^s51の片El.^y^<^OJ 

(元 吉， 姊 に 竹亭， ^放させろ。) 

(竹 亭、 皿ん I 投げろ。) 

叫び？ 櫞 Qu-Qil-Q-V! 

(竹 亭は 一ての it , si- の 障子 ，.5- けて 緣 側，. " ら ig- へ 出て 

行く つ ひ 

(開け放された 陣 子の 奥から、 —— た ♦> 黑 い ほ ど 綠 

の 木-か • 權陶 し い か た ま リ Li な つ て m  >,w ろ ゥ) 

fic  -兀吉 と！^ と 無 首つ) 

C 冗吉に 茶の の 押入から 古 んも してれ J 沈から 

れた水 ふく。) 

(婶は 出て むって、 雜巾 v^i;:- つて 來ろ。 11 子供の や 

うに. しやくり 泣さ^ して ゐ る。) 

元吉 姉さん. ちょっと それ を、 (n;g で 示して) とって 

おくれ。 

( おさ な-から) ど、 つ す る の ？ 

1 兀吉 兄； 13- の 目に つんん やうに .：•： 。見ろ と 兄 中；：： は、 また 

E 心 ひ 出して おこる だら うから。 

^ あんなに 可愛がつ てるた のに わえ。 

元士ロ  、「ん リ 


それら 11 ^ に ねる： li=  LL 雜 つて 11 ) 

W び 惯れ ない 叫び^  fjs  ！ 

(元 士！： と婶と 立.. '上ろ。) 

(各、 ふすま，^  了 衩づっ 左お に く。) 

(ぬの II ゆ。) 

(什： 中の；！：； 4.^ 家の 部 ST  11 枠に 張った 稍 太 さな 

^^。 その上に は 半.^ の，：：： い^^の 岡. かわる C  .^mi:> 

の 上に 粉の 具 服が いくつか。 そ S 皿の 一 つ vJ-::: 手 

に ふり 上げて、 竹亭が 部 c!- 屮央 に. ^や； 乂 つ てゐ る。) 

(竹卒 の^ LL^ の 大きな 鸚^ 籠。) 

竹亭の ふり 上げた 手の！^,^ おさへ て 11 ) 


そんな、 そんなむ ごい ま.？ やめて！ 

兄さん、 どうしたんだ！ 


- a 浯ぉ いた s^) 何、 あいつが 嘴んだ の だよ。 

ー？^^|8きなさ い！ 

. 何 を 言 ふの だ" 分 こそ 落 きなさい。 11 そいつ 

を 殺さして くれ . ： 

1 兀吉 兄さん。. £1 鹿た、 おこる 事お やな いぢ やない か。— 

1 あいつ はよ く 喷むぢ やない か. - 

竹亭 あんなに 大切に してやつ たの だ。 おれ は まれる こ 

と はない. - 

元 Jia 患 だってき げんの 惡ぃ事 は ある。 
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惡 いの だ やら …… (た-,. -と から 手轼 1な 出ャ 一 讀むソ …… 

お 天氣 なら ば お 待ち いたし ますつ 雨の やう な ら ば 待ち ど 

ほしく とも 次の 日に いたし ませう つ ；！ ぉ天氣 ならばお 

待ちいた します 。雨の やうな ら ば 待ち ど ほしく とも 次の 

曰に いたし ませう。 (V れつ.；： さう に) 何べ ん讀ん だか 

ら つて、 雨なら、 ぉ天氣 ならと より 外に は 何も 書いて あ 

り はしな い。 あの方の 親切が 足りな いから だ わ -—• 曇つ 

たら 一 た い どう すれば いいとおつ しゃる の 1  

(この 言葉 の ^ LL、  fm は 無意識 に 花 .^ど 接リ 取つ て は 

投げ^てる。 り^って に 投げ捨てろ …… ) 
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これ だから、 たまに は 下界 へ も來た くな る の だ 。だが (歩 

さ 出す) 星と も あらう ものが、 下界の 少女な どに 目 をく 

れた とあって は 仲間に 申し わけがない。 

6 

コ ク ク場 0 

コ ック 二人、 窓から H<y^ 见 ながら、 

A これ や、 潭の 底が くさって ゐ るに 違えね えせ。 

B いいや- ソ オダの フ アウン テンが 開けつ ばな しなんだ。 

(is 合洒， 調合 人、 扉.^ あけて 突入す ろ。) 

調合 人 おい！ 見て くれ 11 おれ は氣が 違って はゐ ない 

か 0 

A 何 だ？ —— もっと ゆっくり もの を 言へ。 

B 一たい どうしたて えんだい？ 

調合 人 聞いて くれ I かう だ 。今の さっきよ、 シルク ハ 

ットを 召した 若い 曰 ー那 がた が、 十 人 もど やどやと バァへ 

とび 込んだ。 

A いづれ は兩 やどりの つもり だら う。 

調合 人 それや、 さう かも 知れない よ。 —— 所が さ • そい 

つらが カクテル を 注文 しゃがった JACI つ S  MA シ dAL 

にも 無い 名 を、 擇りも 接って 五十ば かり もべ ラベ ラと列 

ベ やが つた。 


夜の 夏き し樂 
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B ハ、 ハ、 ハ 。やられ やが つたな。 トチ メンボ ー めが，. 

調合 人 それや それで い い！  —結； IT おれの 一， ン セン ス* 力 

ク テ ル をう ま いうまい と 言 つ て飮ん だ" 十杯づ つも やつ 

たもんだ。 

A な あんだ。 —— また 力 ク テ ル の 自慢 か。 

調合 人 それが ね。 (聲， ^ひそめて〕 おい、 みんな 星な の 

だ。 ！ おれ はちゃん と見拔 いた …… 0 

(8と纽.产ど見合ぜて0) 

A やつば りこれ (自分の 額 1^ 指で 指しながら) かげ 

ん なの だな。 

B  (うな づ いて、 調合 人の 聲色 で) 若い 時分に や、 これ 

でも 未来派の 詩人だった の だ 11 酒の 調合より 外に ゃ藝 

術がない と氣 がつ いた * か。 ァハ、 ハ、 ハ" —i さう し 

て 今夜 は、 たうとう， お 星 さまの カクテル を 湖 合し やが 

つた！ 

調合 人 (心配 さう に〕 全く おれ は 少し へんかな あ。 

7 

ぺ k の 音し きリ LL ひびく 0 

濡れて 水の したたる 並木。 

靑， m ぃァ， 'クラ イト LLg; し 出されて 光る 瀋 れたァ ス フ 

ァ. トの 道。 


シ. -ク ハットの 靑 年钟士 11 例の銀色の花,-^^レ挿し 

た ひとり、 浩れ ながら 澗步 する。 

雨合羽-. L すつ ぼり くろまった 號 外資が 來 ろ。 

靑年 紳土號 外.^ 買 ふ。 讀む .11 

何 だと 11 バ グ ダ ッドの 都は逑 日の 大雨の た めに 大 洪水 

—— ハ號外^^.^-るめてすてながら) ざま あないな，. 

8 

きたない 街 G 

おかみさん がふたり。 隣 同士の かど 口で 挨投 11 

A 全く 困って しま ひます ね。 —— これ ぢ やおし めだって 

乾かす ひま も あれ やしません わ。 

B まったく ほんた うに 何とい ふ惡 い、 いやな 御 H< 氣 でせ 

うね …… 

A ほんた うに 氣 まぐれな …： 

(シルク ハットの 靑 3^ 钟士 * 例の&色の花1^胸に^^し 

た ひとり、 通リ かかる。 —— 醉 つて ゐる。 おかみさん 

たちの 挨投ん 、聞くな リ、 ふたり 11、) 

钟士 何 だと，. 何とい ふ惡 い、 いやな 天氣 だと 11 、 お 

い。 もう 一 べん 言って 見ろ こ 氣 まぐれ はおれた ちの 性分 

だ。 -11 それが どうしたと いふん、 たい。 やい、 手前た ち 

の 都合ば か り 言 つて ゐゃ がって  >  手前た ちのお しめが ど 


.1 


夜の Si さし や、 


うした とい ふの だい。 それが おれと 何の 關 係が あるんだ 

い 。おれが 輟んで 手前た ちに おしめ を ほして くれと 言つ 

たか。 11 も， つ 一 べん 言って 見ろ、 ただで は 置かない か 

ら …… 

A  r あっけに とられながら」 どこの 若 那 だか 知らない 

が、 わたし や 何もお 前さん の iss^ 口なん ぞっ いたお ぼえ は 

ありま せんよ リ 

B わたし だっても さ， - 何 を 聞き まちがへ たんだ か 知らな 

、力  

粹士 とほけ るな！ 

K 立 澱な 旦那が、 へん， 醉 つばらつ たか. りって つて、 何 

とい ふ 口 の 利き ざま だら う。 

钟士 立派な 旦那た あ、 誰の 事 だ 。おれた ち や ごろつ き だ リ 

A それ ぢゃ 立派な ごろつきの 旦那、 何しろ 私たち はお 前 

さんの こと を 言った のぢ やない の だから。 

紳士 いいや、 言った。 

B 私たち はた だお 天 i おの 話 をした だけな の だ」 11 それ 

がどうし たとい ふので す 

钟士 だからよ U  いて §K くがいい や、 な」 おれたち だつ 

て、 時た まに や 遊びたい の だ- 11 おれたち を 何 だと 思 

ふんた。 かう 兑 えたって、 お 1& さま だぞ。 

つと、、 からか、 シルクハットの 仲間 大 ぜぃ どやどやと 


出て 來 ろ。) 

(  リす 暗かった のが、 <f ふに 明るくな ろ 0) 

(おかみさん A  B は 取 阅 まれろ つ) 

AB  (悲鳴) 誰か 早く 来て 下さ， 'い！ 

(is 次 •  ぉ大ビ い。) 

( 口々 LL 罵り 合 ふ。 格闘 LL なる 

(巡#^大ゼぃ0 サ —ペル 1 ^鳴らしながら 出て 來 る。) 

おれたち をつ かまへ て兒 るが いいや。 バグダッドの 二の 

舞 ひがしたい のか。 

(とい ふ 言葉 も 聞え る。) 

(呼び子が 一 萆 鳴る。) 

(閱： .L なる。) 

OS  く 短い sio) 

(突然 LL 月光が さす。 11 靑 い 一 めんの 月光の なかに、 

今まで 倒れて ゐた群 .=r か、 びと リづっ 目 v$-: すリ なが 

ら 起ち 上ろ。 巡^と 彌次 とば かリ で、 シ^クハット 

組 は ひと リもゐ ない。 ^M. 額 見合す。) 

(沈 默。) 

翻 次 の 一人 おれ は、、 あんな 花火 を 見た の は 始めて だ： 

(群集、 空.！^ 見て てれ かく ニ1^ に 哄笑す る 0) 
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1^ 場の 洒，： 

調合 人が ひと リ 咜き ながら カク テ ル 1 ケ 調合して ゐ 

る も 

•R クテルで は、 ナンセンス • カクテルと ノン シャ ラン ，刀 

クテルが 一 等なん だ。 誰も 飮む 奴が な いんだから 腹が立 

つ r  II そこへ 行く とさす がお 星 さま は え れ えもん だ。 

—— 人間な ん て 奴 あ * どいつ もこい つ も 苦 いの か 甘い C 

か (赤い 一 ほ 一 g なとり 上げて) でな け や 承知し ない、— 

ir へん 蘀 でも 入れて やりてえ もんだ： 

0 

1 

(2〕 の 窓。 0O の 令嬢。 

令嬢 * 窓 .11 よりかかって 月 1^ 見ながら、 

この 月が もう 三十 分 も 早く 出て くれれば • わたし、 あの 

方に 逢へ たの だのに。 11 ほんた うに 何とい ふ 意地の 惡 


(窓の 外で ナイ チ ンゲ ー ルの 聲。) 

クッキ ッ ー クウ * ク ー キッ ー クウ。 ぉ孃 さん、 お 天氣の 

惡 口 を つ くと 星 に ひどい 目にあ ひます よ。 クッキ ッ ー ク 

ゥ。 

— 幕 — 


い お 老 

さ杂婆 


らも ト" 折 風が 吹き；； q んで部 室の 障子が 搖れ資 へろ-」 

ぉ籴 (彼女は障子の影の>.^-の間から話しかける) いさ！ 

なぜ 早く かど を 締めん か。 そこから 這 入って 來 るん ぢゃ 

ろ、 風が あ ふ つ て危 くて 火が もされん。 

いさ (^LL,l:i: も へす LL.g^ の 耳元で 大？ t に 云 ふ) か 

ど を 締めん と危く て 火 を もされん と。 

ぉ灸 (いさの 甘 葉に つけ 足す やう LL  、叫ぶ が 如く) 障子 

も 何も 今に 飛んで， 了 ふよ。 

老婆， 待て、 待て、 親 燕が 今に 歸 つて 來 るの ぢゃ。 それ ま 

でか どを閱 けて 置 いて やら んと 燕が か あい さ うぢ や 。 

ぉ条 ハ叫 ぶが 如く ：> ば さま。 何 を 云 ふのぢ や、 いくら 燕 

か て もう >  J の 暗が りに、 そとで この 風に 吹き つ さ ら され 

て 何んで うろつ いて ゐる もんか。 もうと つくに 巢へ歸 つ 

たん ぢ やろ。 構 はん， 構 はん。 早く ，かど を 締めて まま を 

食べに お出でよ。 

老婆 いいや、 いいや。 親 燕 はさつ き 出た きり まだ 歸 らん 

のぢ や。 このし けで あれ も 斜が觅 つからん 0 ぢゃ。 あれ 

が歸る まで 開けて 置い て や らんと、 あれ は歸 れん わ い。 

ぉ灸 (叫ぶ) 歸 つたの ぢゃ、 歸 つたの ぢゃ。 ば さま は 眼 

が 露んで それが 兑 えなんだ の ぢゃ 0 それに きま つ てゐ る。 

ば さまのと ろい で この 暗り に 燕の 番 したと て 燕の つの 

字も兑 える もの かのう。 


い |j  (一 is) 


れ 姓の 家と.. -漁^ の 家と も 思へ る 小舍の  一 {^-。 廣ぃ土 

の 向う-し 入口が わる。 土間の： r? り tC 英 , か 敷 い た 

权の 11 である。^ 物 は 黑 く 煤けて. e ろ。 この 部：； J- と， 奥 

の^と. ^仕切ろ 古びた 障子に は 時折お の 影が さす リ 入 

^の外にゅi^oぃ。 部 の屮は 1" ど 1=ぃ。 人 口からの 

純い 外 光と、 障子に 映ろ おの とで やっと 人^のお 様 

たど は. 認められる。 

i>  I 牛齡 不明、 女にしては一ま丈な體^£。 しかし 中風 

の やうな .；^：^ で 半身 不隨 になつ て ゐ ろ 。 そ れ が の n 

の 土  n に 近い 所へ 坐って ゐろ。 そ- S 側-. i 孫！^、 のい さが 

立って ゐ ろ。 

1;^ の 外で は 激しい風の 昔が して、 明けつ 放し；^ 入 n か 


少し かへんで ある 

四十 化の 女 

老婆の 孫。 お.^ の 娘。 十二 一一 一 
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老婆 (半^く が 如く) さ うぢ やない、 さ うぢ やない 0 お 

れ はもう 锡年 毎年 かう し て 燕 の ー帘を し なれ てゐ て、 巢立 

ちす る 燕 を まだ 一 度 も 見の がした こと はない 程ぢ やわ。 

もう m 立ちして 飛んで 了 ふとい ふ 時には •  二日 も 三日 も 

前から 親子の 素振りで 分る の ぢゃ。 今日は このし けで さ 

へなければ， あれ 等 は 飛び立つ 積り ぢ やった のぢ や。 わ 

しに は 何もかも ちゃんと 見通し ぢゃ、 親の 燕 はさつ き 行 

つたぎ り まだ 歸 らんの ぢ やわい。 眼 は 見えいでも 羽音 C 

氣配 でも わしに はちゃん と 分る C ぢ や-" 隨 ぢ や と 思 ふ な 

ら踏 つぎと 螺 と を 持って来て 巢の 中を視 いて るが い 

い。 ひょっと 歸 つて ゐ るなら おれ も 安心ぢ や。 門 を 締め 

て M は、 り。 

(、、の 時風特 •」 激しく 表口よ リ吹さ 込む し 

いさ ば さま。 それ ぢ やかう しょう。 少し i 燕 C 出 這 入 

り 出来る 程 開けて 置 い て 外 は 締め て 了 はう こ ど うぢ や、 

そ れ で え え ぢ や ら ラ 、 の う - 

老婆 踏み つぎを 持って来て 視 いて 見ろ。 

いさ うちに や、 そんな もの あない e  (首 ひ 乍ら 土間へ 下 

リて 行く、 さう して 九 尺 か 二 枚で 締める 頑丈 な 障子ん」 締 

める。 ^さう で 立てつ けの よくない もの。 締め切らす LL 

二 三寸 だけ 隙け て S く) ば さま、 これでえ ぇぢ やらう 0 

ハ 子供の 機^.^ 取る や 、つ-し) ねえ、 ねえ、 かう やって 置 


けば 大丈夫 ぢゃ。 燕 は 賢い 鳥ぢ やさ か、 こ V から 拔 けて 

來 るよ。 

ぉ灸 さ うぢ や， さ うぢ や、 さう して 置けば 大丈夫お や、 

さう して 置い て 早う こっち へ 來 て み んな まま を <d{ ふの ぢ 

や- こんな 日 は 平く しまうて しま ふの が 第一 ぢ や。 いさ 

よ、 いさよ、 こちらへば さま を 連れて来い。 

(次の 11に 灯 したら しく 障子が 叨 るくな ろ。) 

いさ ば さま、 (孤^の 側に.^ リ添 うて その 手ん rH! 分の ほ 

に 掛けながら〕 そら 立つ のぢ や.」 

老婆 (不精 無" せ，， ！ 立ち上る 努力ん、 しながら) どよ つ こい 

しょつ リ 

いさ (， おど 老婆と M 時に) どよ つ こいしよ つ。 

(老婆に い さ の 0 に すがって 歩 さ 51 す o) 

2 

次の間し 高い 所から 釣リ ランプの 鎖が 下って ゐ る。 0 

暗い ラ ン ブが燈 つて ゐ ろ。 ラ ンプの ホヤ は 上の 方に 煤 

けて 曇って ゐ るが 下の 方 は 絲麗に 磨かれて ゐる C 人 さ 

な 紙 製の 傘が その上-」 被 さつ ズゐ る。 奥の 方に 火の 

の 無くなった 寵が兑 えろ。 古びた 荒壁の 上に にい さり 

古 い 習 字 た ど が 張 ら れ ズ ぁ る C そ の 傍 Li 佛 の や う な 

ものが 見える。 習字の 紙は飜 リラ ンプの 火が 時折 リ^ 


燕 


が 入って 搖れ る。 

三 人 に し ズ は 大 き 過 ，vr- ろ 木 の ぉでし 老 婆 と お 灸- と い さ 

i が 坐る C 

老婆 かう いふ 晚には 火 C 用心が 何より ぢ や。 

ぉ汆 それ を 知って ゐ ながら なぜ また 早う か ど を 締めてく 

れんの ぢゃ。 > J んな晚 に 火 を 焚きた.^ な い と 思、 「たが 飯 

が 無くなって 了うた のぢ や、 今日は いもんが ゅぢ ゃぞ 0 

い さ ほんた うにえ らい 風ぢ や。 

ぉ灸 こんな 風 をう ちの 中へ 吹き込まして は 障子が 飛んで 

了 ふば かり ぢ やない。 それで 無うて さへ 潰れたがって ゐ 

る 小 <fr ちゃ もの、 めちゃめちゃに 碎 けて 飛んで 了ふぞ 3 

(小.！^;、 いさに) 表 は is けて あるん ぢ やらう >  しっかり 

締めて 來 ておくれよ、 11 戶も" そっと 行かん とばさ ま 

がうる さい ぞ、 ば さま はまる で氣 狂ひぢ や、 燕の ことと 

さへ いへ ば。 

(いさ 立って 55 て 行く つ すぐ つて 來る 。し 

(いさん.^" 凡 处：： めて) どこへ 行って 來 たん ぢゃ" 

いさ ご の 前ぢゃ もの、 —— ぢゃ惡 いと 思うて 小用 

して 來 たん ぢ やよ。 

C 二人な^,^; ^めろ。) 

お. li-  04- ん倾 けて) たうとう 雨 も 降って 來た。 沖へ 出て 

ゐる 舟がなければ ええが、 じげ に は 今日は 一 艘 もない §1 


* ち や が餘 所の 濱に は 出た 舟 もな い と 限られん わ。 ；^^！-年 - .! 

の 季節に はきつ とこん な 早 風が 来る の はどうい ふ譯ぢ や 

らう。 よう 忘れん わい、 いさ、 お前の ぢ いさん やとう さ 

んが佛 になった の もこん な 風のお 蔭ぢ やった。 仕方がな 

い、 うちば かり ぢ やない わ。 じげ から 十七 艘 出た 舟が 一 

鎪も 鎵ら んのぢ や、 お前が 恰度 まだ 腹の 中に ゐた 時分 の 

こと * ちゃ. - 

老婆 何 をつ まらん 話 を 始めた のぢゃ 子供に そんな 話 を 

きかして 何になる かよつ 

ぉ条 ば さま は 氣の强 さうな こと をい ふ人ぢ やが、 いさ、 

ば さま はお 前が 生れた 時から (小！ おで 少し 氣が變 に 

なった の ぢ や. - お前の， を 父 さ んに兑 せ て やり 度 かつ た 

とそん な ことば かり 云って、 氣病 をした のぢ や" いつも 

頌 、-强 情な ことば かり 云 ふば さま ぢ やが、 大根 はやさ 

しい 人な のぢ や： それで なきや、 わしら.. <^沖ー も 辛抱 は 出 

來 なかった iT ちゃ： 

老婆 (耳 傾けて ゐ たが 小 聲のマ i がさ こえ？！ ので〕 お前 

等 は 何の 話 をして ゐ るん ぢ やつ 

ぉ籴 (淋しく 笑 ひ 乍ら〕 燕の 話 をして ゐ たの ぢゃ。 

いさ (1^ と 同じ やうに 笑 ふソ ば さまが 燕の 好の 話 をして 

ゐ たの ぢ やわ。 

老婆 おれ は 毎年 毎年 燕の 番をして ゐて、 巢 立ちして 飛ん 


燕 


S2.) 


老 

るち 婆 


お き 
く条 婆の 


で 行く 燕 を まだ 一 度 も 見逃した こと はない ST ちゃ。 燕 は 

且那衆 Q 軒で なければ 來ん とい ふが 噓ぢ やわい。 ，てれが 

隨ぢ やなけ や この ばばあの うち も i 那衆ぢ やわい" 

お < 木 ば さま は それが 自慢 ぢゃ。 

老婆 それ は さう と 親 燕 は もう 来た ぢ や らう な ひ 

ぉ朵 とっくに 來てゐ るよ。 燕ぢ やとて この 吹き降りに 何 

んで いつまで もうろ^/ \- して ゐる もの か。 

老婆 さ うぢ や、 さ うぢ や。 あれ は 賢い 小鳥 ぢゃ。 

いさ ^の 音が 段々 强 くなる のう- レ 

ぉ条 さ うぢ や、 風が 酷い ので 分らん が 風が 絕 える とえら 

い 昔が して ゐ るな. - まるで 地鳴り ぢゃ。 波で もせねば 

ええが C 

(沈 默。) 

ぉ条 夏 は みんな 落ちた ぢ やらう e 夏蜜柑 はし まひ ぢ 

やさ か 落ちても ええが、 蜜柑 は 大事 ぢゃ。 

いさ ，は？ 

お 稻は 大丈夫 ぢゃ。 大丈夫 ぢゃ、 まだ 風に 當る 程に 延 

びて ゐる もの かよ。 —— うちら の やうな 芋 作り は どんな 

風で も 何の 心 もない わい。 (さびしく 笑 ふ) 

いさ (手で 額の 汗， な 拭きたがら ) 芋 粥 はうまい が 食 ふと 

暑い のう。 

(いさ 食事 5?^ リ 立って 食器の 後始末 L ようと マる。〕 


00 

翌： n 朝。 風雨 の 音 全 く 止 み た ゾ 時 々 昨夜 の 名 ら し く 

波の音が 聞え る-」 

I と 同： J 場面 ご 

いさ 老婆 v;^ 助け \ ^尺 口の 間の 端 土 問に 近い 所に 老婆，^ 

坐ら ぜ る。 

(咬く が 如く) 靜 かなええ 天 氣ぢゃ ご お前 等が 奥 立 

には以 つて 來 いぢ や。 まて まて、 今に かど を 開けて や 

ぞ。 

(いさ 土間に 下リ 草履ん」 つ つかけ て 表の 戶.^ 隙け ろ、 - 

その 時 光：^〕 とと も 外から 燕が 蓊迪に 入口^?^ リ拔 

ける 0) 


ぉ条 構 はんとお け、 あしたの ことにしょう ソ (跌 つてな 

る 老婆 LL) ば さま、 默りこくって何を=5j^へ てゐ るん ぢゃ 

(お 条り； 1-.^ 見上げて) 何も 考へ てない わ。 

かう いふ 晚には 早く 寢る に^るの ぢゃ。 (獨 首ら し 

) ぢ やが、 こんな ST と 波と ではお ちくと 睡 つても ゐ 

られ ぬわい-、 

いさ 橋が 流れねば よいが のう： 

ぉ条 雨が それほどに は 降って ない.。 


V ぁッ、 ぁッ。 

老婆 親燕ぢ やない か。 11 それ 見ろ！ 

へ^. 叫び 戶 外へ 翔け リ 去ろ- - 老婆 體ん， ^捻； り 向けて 梁の 

K: ん 、兌 上げろ- - 次の r お！ E 土 iE.^ 見下す。) 

老婆 ゃッ！ (驚駭 。沈 默。 綾いて 喚く ソ ぉ条" 出て 來 

い。 出て 来い。 いさ、 これ を兑ろ 

ぉ条 (^子 1^11 けて 现さ 乍ら) ば さま、 なん ぢ やのう、 

大きな， 蹈を 出して。 

いさ (^^り返って、同時_し) やつ。 (7;=^ り. ^仰って ト； IE;- ら 

ル し^した 燕の 子.^ ズ 5 手-し 一 杯拘ひ 上げて、 - てれ と 

;;4-との眼の^^-し突.^出す0) 

お <^ 何ん ぢゃ！ どうしたの ぢゃ 

老婆 何 を 言 ふの ぢゃ、 夕べお 前 等が 殺した のぢ や。 歸. り 

ぬ屮 に親燕をぉ前^？^か締め出 し てし まったん ぢゃ、 —— 

そのお 守に 子供が あばれて 落ちた のぢ や、 知れた こと ぢ 

ゃリ きまって ゐる。 きまって ゐ る。 

わ籴 さう かしらん。 そんな 答 は あるまい。 風に 吹き飛ば 

されて 落ちたん ぢ やらう" 

老婆 何 をい ふん ぢゃ。 親 燕 は 今戶を 開ける の を 待ち兼ね 

て 飛び込んで 来た わ： 

いさ それ はほんた うぢ や。 

老婆 (始めは 強く 段々 力無げ-,. L) お前 等 はま だ 日 も 暮れ 


切らん 中に 燕の 親 を締出 して 了うた のぢゃ 。うちの 中 は 

暗く て もま だ 戸外 は 明かった のぢ や。 11 いつも 岬へ ま 

だ 曰が 當 つて ゐる 時分に でも、 ここ 0 うち は 日が 【！ 5 約つ て 

了う てうち の 中が 眞暗 になって 了 ふこと を、 お前 等 は 忘 

れて 了うた か。 うち は 夜で も ^は 暮れずに 殘っ てゐた 0 

ぢ や.^ …… 

(この ゆ 燕 W び^ はしく 入って 來 てま；： 飛び去ろ。 に 

さ、 燕の 後 追うて 開け かけて 五六 寸隙 いてなる- レな 

^けつ 放して、 一：1 外 へ^け 出す 「つ 

(戶外 は輝 くやうな 朝 e その 朝の 光の 屮 ん 仰いで 

ゐる いさの 姿. かくつき りと 浮び 出し、 これ- J.  くらべ て 

C. ェ. 2： の 老^と ぉ条と はた だ 黑 い 影の やうに 感ぜられ 

る，) 

いさ (子 らしく 手ん、 上げて 叫ぶ) 燕！ 燕！ 穴ぶ 一面- 

何處 から 來 たん ぢ やらう、 燕が 集った。 

老婆 低く カ强 く) 知れた こと ぢゃ、 みんな. き 揃 ひ をし 

て 八/  21 は ； i を 越え て 立つ んぢ や。 その 中で うろ ノ  \ 子 を 

さが して ゐ るの がう ち の 燕ぢ や 11 見ろ も， 「來年 か らは 

うちへ は 燕 は來る もの か。 

(無せ 3 の お .^.か最-.^然 とし， i 上乂 つて ゐ ろ。) 
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M  (歌曲 小品) 


第 一 景 に 

白い 光の なかで 


山 iiLL は靑 

舟の ぐる： 


柳が ある。 その か^にに 小舟が ある C 

LL は 爆陶 しく 芰， W 企と が繁 つて ゐる。 

舟の ぐる リ .U は 蘆 一お が 茂って ゐ る 。 

( 一 EJ- して 夏 だとい ふこと がわ かる) 

舟に は、 ：g 原が. E 分の 膝ん」 抱いて 坐って ゐる。 

原り 頭に は 奇形な 冠が ある。 山の やうに 聾え てな- 

高さば 一 尺に かリ、 その上 LL に 夜光の 玉が 鏤めて あ 

舞蔡 が、 <?吁レ 少し づ  くな つて 來る。 

第 二 景 

初め m 一い 光の なかで —— 

後に 靑 い 光の なかで 11 


屈 原が 起って 歩き 出す。 

屈 lei はた ゾ 影の やう に しか 見えない が、 その 冠と、 

た その 衣 《01- と LL 錢 めら れ てなる 夜光の 玉の ために、 や 

つと その 形が 見えろ。 (舞 i おが 黑ぃ のた，、) 

遠景が. H くな ろ —— 月魄 でもる」 ； が，：： 山て 來る 0  S 

し舞裹LLはU^んな い〕 

(ただこの- S -、  ^白 い 光で 初めて はっさり しズ來 3 

11 ^槨 もた ければ 舟 もな い。 t 支 もな い むな い。 

I -た 枯れた 藍お があって、 ：w に その-:: i .U 立 つ \ 」 

ゐろ 0 

原の 衣裳に、 乞食の 襤褸と IS しゃう につ * ゝれで や？ ろ〕 

0, その 垂れさが つた 衣片の 端々 に は、 奇ぉな 冠と S 

C や う に さ ま な \ の 类し い 玉が ちりばめられて Iwi れさ 

がって ゐ また 彼に 把の 長い 劍，^ 帶 びて ゐろ C  、、の 

劍の把 も 鞘 も、 In じく 玉 ズど錢 めて ある。 

屈 原 —1 

(水の面ん to- つめながら) 

汝を あざ むくす ベ を な み 

水よ、 眞を うつす かな 

わが 面影 はやつ れつ X 


姿 はいたく うつろ ひぬ 

むかし^. 衣 は 朽ち はて. - 

われ は 乞食に 似た るかな 

C 】 C た 歩みながら) 

すがたお は變 ると も 

心 はいかで 變 るべき 

(あ；： リ.^ 眺めて) 

あ. -、 ^の？^ の 秋 ふかみ 

淨 としてげ に 愛し けれ 

汝がこ \ ろ を こ  ろに て 

秋よ、 わが 身 も 老いん とす 

(物1|5:-もなく不^;:^に舟が現はれる0) 

C- その 舟の 上に^ 失が ゐ ろ。) 

(舟，， 火もう し， C から 月 > ^浴びて ゐて、 叨 る い^ 

のなか LLW^^.^ どお す。) 


::5"豚>?^^びかけて〕 


屈 原- 


屈 原 


君 は 三 閬の大 夫なら ず や 

——- 頸 垂れて 行く ひとよ ~ 

誰 そや、 われ を 呼ぶ …… 


澤に 住む 漁 夫、 無禮 なれ ど 

君に 問 はめ、 三 闆の大 夫。 

名に し 負 ふた ふとき 君の 

など か >t ろ 境に 至る。 

問 はる  は うれし 

答 ふろ は 憂し。 

世 はみ な淘 りたれ ど 

われひとり 淸 みたり。 

人み な醉 ひたれ ど 

われひとり 醒めたり。 

身はこの故に^^:1はれたり。 

聖は莴 物に と^まらで 

恒に 世と  もに 移る となん。 

君に 問 はめ、 三 閭の大 夫、 

仉悉 くもし？ i- りたり とならば 
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屈 原 ，1 . 

忘却？ 忘却" 忘却"： 

魚 一 I 

然 なり。 よろ づの物 わが 口より 來り 

わが 體を拔 けて 出で 去る 時、 

物 はた^ 形な し。 虚無に 歸す。 

た^ 流水と \ もに 虚無に 歸す。 

われ は 魚の み、 時の 流れに 住む。 

必ずしも われ は 澄める 淵の みに は 住まず。 

屈 原 —— 

い と 古怪な る 魚 も あるかな。 

さても 汝、 いま 何のた めに 我に 来れる？ 

魚 11 

汝が 呼ばう によりて 来れり。 

魚の 腹に 寧ろ 葬られむ と 

汝が 呼ばう によりて 来れり。 

いざ、 わが 口の 門に 来れ！ 

(魚 は 口.^ ひらく。  ——— 思 ひがけな く 巨い。) 

(直徑 一 間ぐ らゐ もる。) 

(屈 原 arm すろ。) 

(魚！：：  口  f^isv る。) 

魚——— 


魚， ！ 

止めよ！ 止めよ！ 

来し方 は 知らず 

われ は 魚の み。 

IS 原 11 

(おもむる-」 身 構へ.^ 解いて) 

呵々。 魚は魯 なる に 似たり。 

魚 11 

われ は 魚の み。 唯、 魚の み 

人が 名 づけし 地の 名 は 知らず 

来し方 は 思 はで 行 手の み 見て 

た^ 流水 を飮 める われ は 魚の み。 

屈 原 - 

(凝視した がら) 

古怪 なる 魚よ〕 古怪に 過ぐ。 

よも 世の常の 魚に は あら じ 

告げよ、 天地に 何 を か 司る？ 

魚 11 

唯、 琉れ のなかに 忘却 を 司る！ 
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ぬ 柳が ある。 小舟が わろ 小舟ぃ ぐろリには^！^と签と 

が， おつ て ゐろ。 (.i が  一 じ) つ 小舟の 上 LL,1 舟に た 

かゐ る。 

WW- のうた だれた から、 冠が 一：^ ちろ. 水の なかに 入 

ろ 0 しか， J ゃ乂と ズ^ とに 受 t7 支 へられて、 冠 は 水に は f_ に 

しな ぃ0 

タ烧の 赤い 空で わろ。 その！-に水^：：ー-の上の冠の！^がか 

がつ、 いて ゐろ。 

M..^^.^^^. 稍お どろいて 水中ん，^ ろ。 さう して、 

その 冠 *^?lAn ^す ろ。 \^^>^さしのぺてそれん.^へれはんとし 

ながら 0 

；原 —— 

思 ひ： S つして は おぞましく 

つかれ Ei^ て  >- はま ど； CV ひて 

わが： 尬ゃ _i ^ちに けむ； 

に ゆらぐ 舟の 上に 

あやしき 夢を兑 つるかな。 

^の枯 とお も ふせの 

己が 心 はう つり 出て 

S たけな はの 夕 ぐれに 

秋 ゆく さま を 見つ るら し。 

あやしき 夢に 现 はれし 


漁 人よ、 月 かげよ •  一 

はた は を かしき 瞬 屑よ …… 一 

わがせ に 何 を 啓す とや  一 

こよ ひ は 解ん、 この 夢 を。 


幕 


S3'j 


ソロモン ギ 

「人 これ LL  M リ て篾 言と 譬喩 i 智惠ゎ る 者の 

首 葉と その Isffi と. 5* 知らん o」 


ソロモン 王 

その 后た ち數入 

その 一 楚臣 たち 十數人 

旣に歸 つて ゐる六 人の 船長 

今歸 つて 来た 一 人の^ 長 

望樓の 【s? 

用人 數 人ら C 他 

〔最も 樣式 的な 演屮： ：ん气 要求 マろ〕 

黑ぃ 夭 葡^のう へ に 紫 金啻の 大きく 荒 い 立^の あろ 背 

景。 

背：^05中央ゃゃ髙ぃところに大きな窓が 一 つ。 —i 靑 

い { ル弋か 見える. - 


、、の 窓の 下に 一 群の 人物が ゐる。 固って 盛 上げられた 

やう _」 族って ゐ ていい。 三十 人 以上。 

人物の_1^^も高ぃところにはソ n モ ン 王が ゐる。 11 

齢で は あろが よ ぼ/ \で はな い。 (ロダン のこしら へ 

たュ ーゴ ーの像LL似；：ゃぅな^£^だと思へばぃぃo〕 

王のぐるリLLは一  ひくく、 后た ちが ゐ る。 七 人 ほど。 

そのお 貌と髮 の 形と で それぞれに 異邦の 録 だとい ふ： 

とがわ かろ。 〔パ 口の 女な ろ H ヂ ブトの 録、、 、れは 五い 

に 近い。 后；： ちのうち で E. 取も^^ けて ゐる。 その外に 

は 三十 前後から 十七ぐ らゐ まで 順次に。 モ アムの^、 

アン モー 一の 綠" H ドミの 3g、 ヅ ドン 及びへ テの少 な 

ど〕 

王と 后た ちと は 寶石づ くめの 著 物で ある。 

后た ち は それぞれ Li. 腕 や 肩が 现 はれて ゐた 方が い い。 

.——.SI いの やら、 少し 蒸び；： の やら、 ほ (白い の やら • 

やや 黑ぃの やら、 艷 やかな の やら、 係 ましい の やら。 

后た ちの 更に I  el:- 下に は 王の 重臣；： ち 十数 人。 〔大臣、 

侍 從. w^^. た-せ、 軍 1^- など。〕 

重臣た ちの 足 もとに は？ おひつ くばうた 者 どもが ゐ ろ。 

六 人の ズ 及び 数人 の 用人た ちで あ る。 

高い とこる の 人物 は、 それ； てれ に その 下に ゐろ 人む の 

ため：. L 下半身が かくれて ゐて 上半身し か えない。 さ 
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日 も • その 前の 曰 も、 雲と 星と 月の出 入と を 見て ゐ た。 

潮の 音 を 聞いて ゐた。 しかし、 われらが 考 へられる かぎ 

りの 樣子 では、 われらの 船が 来る あたりが、 そ 0 やうな 

惧 れに陷 入ったら うとの 何の 徵も 見られない。 …… 

船長た ちの I 人 (敬禮 IVO まことに 陛下の 仰せられる 

とほり で ご. さいます。 

王 それに わたし は、 もう 永い §r 遠くで 嵐に 會 うて 逃げ 

か へ つたら うと 思 はれる 姿 をした 海鳥 は、 一 羽 も 見た こ 

ともない 。だから われらの 目 と 智惠と がと どく 限りで は、 

われらの えらい 船長と いい 船と を 掠める やうな 恐し い- U 

は、 ^の 上に は 無かった らうと 思 はれる。 

a 長た つの I 人 (敬 禮) まことに 陛下の 仰せのと ほりで 

ございます。 只今が、 最も 海の 平和な 期 節な ので ござい 

ます。 お案じ 遊ばされず とも * 陛下のお 船 は 今に 間 もな 

く. 勇ましく ここへ 歸 つて 參る ことと 思 はれます。 陛下 

がお 待ち かねの 者 は、 わたくしどもの 仲間で は その 考も 

その 技 も、 一ばん すぐれた 者で ございま すから、 陛下の 

篤い 御 信任に 決して；： U; く 者で は ございません。 問 違 ひも 

なく この 入 曰の 間際の 滿 潮に 乘 つて 參る ことで ございま 

せう 。- 

ハ この 時、 梯子 f ^下りて Slil 樓の 頭が 降りて 來ろ。 立つ 

て敬禮 する。) 


王ン モロ  、ノ 


望樓の 碩 (喜びの？ 5 ぐ) 陛下のお 船 は、 只今 水の面に 帆 

影 を 現 はしまして ございま す。 

(人々 歡聲， 化 あげろ。) 

た. 王 は うな づ く —— U か l: 期待 の 表情。) 

樓の IST 敬 tfr-  ？ゎ 子ん」 E 升って 歸 つて 行く。：； 

おの 一 人 早口で) それにしても、 陛下 0 お 船 は どんな 

費：^ を もって 歸 るので せう。 

最もお， い 后 わたし は 孔雀と 猿と を ん であります" 眞紅 

で 伶 長 の やうに 歌へ ろ孔， 资と、 人間と 同じ 言葉で 自分の 

心 持 を 話しす る 猿と な C でございます- . i わたし は 猿 

に い てみ た い 事が ある Q で ございます C  ！ 通の 孔 

0 や 普通 の 猿な ど な らば もう しかたが ありません も 0  ： 

王 (微笑) わたし はまた 二】 んな變 つた 孔崔ゃ 猿が ある だ 

らうと は 思はなかった" 

最 も お い 后 われら の 王樣が 御存知 遊ば されな い と 仰. せ ら 

れろ なら、 と て もさう い ふ も C は 無 い の で-、 /さい ませう 

力 . 

船-4^たちのー人 ,敬1 お. して) レバノン C 香 柏から 壇に 生 

える 一台 のことまで、 また { 今： を 飛ぶ も G、 地に 歩く もの、 

水 を くぐる もの C 何 を で も悉 く 御 さぐりな された 陛下で 

さ へ もお 聞 及びな されない 生き も の でございます" - どう 

ぞ おあきら め 遊ば して 下さい ませ： いつぞやお み を 承 


つて わたくしども も， もう 力の 及ぶ かぎり はお し 巾し 

上げた 0 で ございました。 今 nr 歸 ります 者と て も 

お 望 をお 滿た 申し上げられようと は存 せられません。 

同じ仲間の^^；のために、 これ は f5 め 御 詫び を 巾 上げて S 

かねば なりません」 

最も^と つた 后 (たしなめる 人" 櫂 威 プ.^ っズ」 そんな 

猿 や 孔雀 や、 なぐさみ も C など はどうで もい い C でヾ 

わた し は 陛下と わた し と 〇 命 を 燃えさ せ ろお 一 g が 欲し い 

のです。 

王 (微 矢〕 わたし はそんな 珍 m な 酒が あつたと は かな 

最も 年と つ た われら 0 陛下が さう 仰せられるならば、 

嗟、 とても 遂げられない 望で ございませ うか。 

王 さう だ- われらの 命 は 夕づく 曰かげ の やうな もの だ」 

最も 年と つた 1:;^ それで は 今：： IG お 船の 長 は 一 年も餘 分に 

國々 0 〔？」 をめ ぐり 歩いて 來て、 一 た い 何物 を 陛下に 獻じ 

ようと いふ G でせ う- 

^長の 一人 恐れながら. ffi- し 上げます-、 わたしどもが 考へ 

まする ところでは、 ほ ITT の 御殿の なかに 無い ほどの も 〇 

ならば、 世界の ど こ C 涯を搜 し て も 恐らく 無駄で あらう 

かと 存じます： いや、 いや - 陛下の 御殿に だけ はあって、 

外 に は もう ど こに も な いものの 方が 多分、 多 か らう か と 
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存じて り ま. i  陛下の 御 智惠を 初めと して …… 。 

c 奴 も 年と つ 4 ^后 けれども aME たち 1< ^顧みて) . 1 史 

^-^u  (敬^。 恭しく) 何^で ございませ うか。 

E^LJg- とった 后 今日 歸 ると いふ 船の 長が、 一年 前に、 仲 

間の もの どもと En ^(饺 の^で 別れる 時に、 仲間た ちに 何と 

中し 傅へ させた か、 その f 一 C 一 架 をもう 一 度讀ん でみ て は 下 

さいません か- リ 

0  (火. T  、なま h 物.^: g 手に ひらく。 恭しく 請-; 0 「わが 友 

よ、 歸り てこれ を 陛下に ホ： ！げ 奉るべし。 哀れなる 地の 上 

に はも 早、 陛下の み 心を悅 ばせ 車るべき 寶は 鍵き たるが 

如し。 われ は國々 の 港 を！^ 廻り たれ どもつ ひに 一 つも こ 

れを 得る こと 能 は ざり き。 われ は 陛下の み 心に 協 ひ 奉ら 

ぬ こと を 恐れて、 今 ひと 度 國 々を さぐらん とす，^ - ものの 

敷なら ぬ 命 かけて 陛下が 僕 は 、今一 年の 後に は、 こめ、 度 

こそ 必ず^ 下の めに 陛下のお 25 になくて かな はぬ 至 

齊を搜 し^め 、陛下の. おき 御 足の 下に i くべ し。 至 

1； の ありかす でに 知られ たれば、 陛下が 僕 はすで にこ こ 

ろに 期す ると ころ ありて、 伏して 一年の おん 暇 を 乞 ふ も 

のな り.，、」 

老い；^ ろ (船" 4i たちん 下して) それ ごらんな さ 

い。 今 曰のお 船の 長 はわた したち の 陛下に、 固く 誓 を 立 


てて ゐる ではな いか。 ちゃんと 目 あてが あつ て この 上な 

ぃ賓を 陛下に 差 上げようと 言つ てゐ るで はない か。 お前 

たち は その 者の 手柄 を嫉ん ではならない の だ。 

^長た ち (敬 禮：) 恐れ入りまして ございます。 

(Sr4i たち 互 LL„W さ 合 ふ。) 

(望樓の！^、 梯子段^ 下 リて來 る。 立って 舞 ふが 如く 

敬禮。 つ 

望樓の 頭 陛下のお 船 は 矢の やうに 近づいて 參 ります。 風 

を 一 ばいに 孕んだ 百の 帆 は 入日 をう けて 金の やうに 輝い 

て S ります。 お 船に はめで たい 三角の 最も 大きな 紅い ま、 

を 掲げて ございます。 

(玉 うな づ く。) 

(？- 樓の！ ST 敬禮。 立ち去らん とす 0) 

軍の 待て： お 船 はもう 喇叭の ひびきの 聞え る あたり 

まで 近づいて 居る か。 

望樓の 頭 多分、 今少し 近づけば 聞え るで ございませう- ソ 

軍の1^^ それならば 充分に 近づいた 時には、 喇叭 を 吹く が 

よから う。 陛下が お待ち兼ねの こと を 舟 子どもに 知らせ 

よ。 それから 漕ぎつ かれた 者 ども を勵 ませ。 またお 城の 

者 どもに はお 船の 近づく 事の 相阖 にもなる だら うから。 

の 頭 かしこまりました. - 

(望樓 頭 は 再び 敬. g して 去る 0) 
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(人々、 希望 わろ 沈 ^ブー 味 ふ。) 

王 (半に 咬く-ことく) わたし はまる で 子供の やうに この 

船 を 待ち兼ねて ゐる。 とい ふの も、 これが わたしの 兑る 

ことの 出來る お 0 船 か も 知れな いから だ。 あと 二 年し 

なければ この 次の 船 は fi^ を 出な い。 さう して 三年した け 

れば船 はわた しの と ころ に歸っ て は 来な い。 そ 0 時 どん 

な 珍電な もの や 好 い 消息 を罱 さう とも、 わた し は もうこ 

の 世に はない かも 知れない の だ、 

后；： ち (1:1 々-. i) 不吉な こと は 仰せられな いがよ ろしう 

ございます。 

王 いやいや わたしに とって は 何 〇不士0, でもない C 人が 

最後に 知る ところの もの を 見る ことが 出來 ると 思って 樂 

みなの だ。 全くもう この 地上に は、 さして 變 つたこと や 

特別な もの も 無い と 見える 

(喇叭 鳴りび. ひく。 以下し ばらく 喇-^ の 聲聞ゅ C) 

(人々、 喇叭に 环 1^ 傾ける-) 

广王は 一 瞬間 だけ 注意な して、 やがて 言 ひつ づけろ 0) 

王 思へば わしが 始めて、 エドムの 土地の 紅海の 濱邊 0 ェ 

テラに 近い ェ ジ ォ ン ゲ ベ ル で ヒ ラム 0 僕たちに 船 を つ く 

らせ たの は、 もう 二十 年 もむ かしの 事であった らう： 彼 

等はォ フルから たしか 四百 一 一十 タラン 0 金 を わたしへの 

土產に 持って 來て くれた …… 


史 せ (大きな 甞： 巧-な 開いて < -ク， ^くりながら) 1々、 

陛下 C 御： 記憶 のと ほりで 居らせられます。 

王. (微笑) 物忘れ を しないの がわた しの 病氣 だ" 

(おさ 后む ち 無意味 LL 笑 ふ。) 

最 老 いたろ 后 あの ころの こと を 言へば、 シバ 0 女王 は、 

あの 美しい 娘の やうな 女王 は その後 どうな された のか 知 

ら) ：ー わたし も あの ころ は 若かった のです-、 

最 も 若 き 后 シ バ の 女王と やら はこ C 上な い^し い 方 だ つ 

たさう でございますね 、 

最 も 老い；^ る 后 ああ、 (癸) あな たよりも もつ と美 し か 

つた。 11 陛下 は 广 笑) わたしに 氣を 揉ませた もので 

すよ。 陛下 はわた し を いやがって わたしが 何 か 申 上げる 

といつ も 屋根の 上に 逃げて おしま ひなされ た も の で す 

よ： 

(人々、 笑 ふ-)〕 

王 (苦笑) まったく、 爭ふ：^^と ー緒に部屋にゐるくらゐ 

ならば 屋根の 隅に をる 方が いいの だ。 11 わたし はた だ 

シ バ の 女王の 話が 面白 か つ たの だ" あれほど 物好きな 女 

も 稀ら しい。 あ の 女 は智惠 の ある 年寄 を兑た いとい ふが 

望みで， わたし を 見物に 来たの だからね。 …： 何に して 

も. むかし はよ かった。 タルシ シの 船が 出来た ころに は、 

世界に はま だ さまざまな 夢も寶 もあった もの だ。 面白い 
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好い 1 もあって、 わたし は 1： 々の つた 話 を， まるで 

渴 いた 者が 泉から 飲む やうに 樂ん だもの だ- 11 わたし 

にもち よつ とで は理. S のの み 込めない 出來 事の fSp 隨分 

とあった り 11 その 頃の 事 を 思へば. 世界 は 今、 全く 貧 

しいち つ ぼけな もの になって しまつ たもの だ 「- 

太 E  LL し て ：土 の 友な る ザ プ タ 陛下 ， 御言 紫 で は あ る が さ 

ぅでは御^^！ぃませんコ 陛下が 世戶ル 中の 賢と 智惠と を、 殘 

らず 陛下の 御.： ^5- のま はりに おせ 集めて おしま ひなされ た 

ので ございます。 

王 — つまり は し- v,r ではない か C 

(喇叭、 つき 51 く.^ バリ ひびく つ〕 

(5- 樓頭、 降 リズ 來ろし 立って 敬禮 マろ。) 

陛下のお 船 は 只今 ャ S か、 「といたして S 「ます。 

(この In 葉と ともに、 - 怒の 外-し 大きな 船の- mt,m とその 

上 LL あろ 大きな 三角 の^い 旋 とが 現 はれる 「-) 

(旗 は 夕風の なかで ひら/ \ と はわ.！ めさ^ろ。 最後の 

人 日，^ うけて^い てゐ るつ) 

(人々、 ？ ci" び ざわめく，、.； -  . 

(録 つて 來 た^お、 ひと リ扉. ^押して 入って 來る。 扉 

の 前に 跪く  -  ^^3ひっくばぅて敬禮する0) 

(王 は 手 力"^ げて迎 へ、 招く J 

大臣 階下の 御 許しが 出た から、 ずっと 近づく がいい。 


(歸 つて 來た 船長、 道 ひながら 進み 寄る") 

〈彼の 上 L.L 人々 の 注視が 集ろ。〕 

c 彼 は ひ どく W 然 として ゐる じ 

火 臣 お前が 遠 い 異邦 か ら持 つ て 来た もの を、 殘ら ず、 早 

くこ こへ 運ばせた が よから、？ - 

つて 來た 船. 長 ：… (無 首) 

大 ほ 言上すべき こと はすべ て：！^ なく 巾し 上げた がよ か 

ら， r- 

歸 つて 來た 船長 …… (無 首. 

大 臣 陛下 は 先刻 か らず つ r.J お待ち兼ね でゐら せられる リ 

王 言へ。 わたしに どんな it を 持って来て くれた か： 

歸 つて 來た船 長 陛下。 陛下のお 船 は 何物 も 持って は #-.リ 

ませぬ ので ございます！ 陛下の {=n 殿に 無い もの は、 ，y 

だ 希望 だけで ございます， ン . —ー この 一 年の 間、 陛下の 樊 

は 陛下に 希望 を 差 上げた の で ござ い ます" 

(人々、 沈默 に 落ち入ろ。) 

(この i ^に 滑！ 5f の 音、 カーフ^ \ とさび しく ひび い て 窓 

外の^ は椅 頭からお ろされ る。) 

軍の 長 (起つ。 ^ 越な ろ， 調子) 陛下 斬りす てませ う、 

この 者 を！ 

王 (静 LL) ともかくも、 灯 をつ けよう ——晴 くな つたで 

はない か" 
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(数十の 燭臺 にに、 二人の 用人の 手に よって 左右から 

一 つづつ 灯 > ^ともされる ) 

王 (微 ® 歸 つて 来た わが 船の 長」 お前 はわた しに わた 

しの 無くて かな はぬ もの を くれた 。ともかくも 一 年の 間、 

わたし は 夢と 希望と を 持った。 さう して 今 は 失望 を！ 

この 一 年の 間、 わたし は 久しぶりに 生きて ゐた やうな 氣 

がする。 e 顧みて) 史 宵！ この 事 を 記して 置け -ソ 

口 モ ン 年老いて、 愚なる 者と なり 得て 縫に 生 き た り！ 

とリ 

最も 年老いた ろ 1:^ 陛下.、 - あなた は 今日は ほんた、 r に智惠 

の ある 方の やうに は ぉ兑、 ズ に は な りません： 

王 そのと ほりだ - お ま へ たち 澤 山の 婦ど もが、 それぞれ 

に あま りに 澤 山の ^;£: 界を 見 せ 澤 山の 神 を わ た しに 敎へ た 

からだ …… 

(人々、 王の 言葉.^ 解せ すに、 ただ 無意味に 空虚に 笑 

ふ。) 

(王け-最も 嚴肅た 鼓.！ - して ゐる -■) 

— 幕 —— 
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き 彼 
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じ。 極めて 柔^な？ お 度-) 

健ぃ！^ミった人は今、 、の 部 M へ 來 たらしい- 

君に. n ぶ とんな ど ん』 す す め て ゐ る 0 

健 な 人 ぐ M リな がら) で * 何 かい。 まだ 二三 日 はもる 

つもり か い ) 

的な 人  

細君 それが でございますよ.」 急に いやにな つた さう にご 

ざいまして。 海が 心細い やうに 申し ましてね" 今朝な ど 

はまた 東京へ か へ りたい と 言 ふので ございま すよ。 

健^た 人 へえ？ どうして また。 海と 言っても ほんの 八 

時 問 かそ こいら でせ う。 (納 的な 人に) それに 靜 かな 天 

氣 ではない か。 ここ はいつ も か、 つ a つた やうな の だせ。 

的な 人  

え、 艏 のこと は、 ともかくも、 海岸に 住む の はいけ 

ない と氣 がつ いたの ださう で。 遠い 水平線 を 毎日 見る の 

はい や だと 申しまして ねえ- 

沾 的な 人 さ うぢ やない。 培に いやな のぢ やない 3 僕の か 

ら だのた めに よくない の だ」 

健^^な人 西 岡の 別莊 は、 しかし -i 

^；^的な人 (遮ろ〕 君、 別莊 ではない よ。 ほんの §51 の 

なかに ある 小舍 だよ。 


彼 者 誰 (1 S 


景 中の 人物 

的な 人 

の 細 君 

0 な 人 

^に 出る 人物 

田 

子 保2の^!1^ズ君 

^Ko 川に 沿う；： 或る の I 室 0 

晚 秋，、 11 灯のと L る 前後の： と 0 

ii^ 的な 人 のどて らん 、一.^ て ゐろ。 

健^ さ、 つな 人に^ 廣 服な^て ゐ る。 

彼お ふ；： りと も 三十 二三 ぐら ゐ。 

細^に 二十 二三。」 くっきりした^ 立。 楚な 透明な 
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健康な 人 さう かい。 それ ぢ やその 小舍 だが、 そこ は 一 た 

い 山の 方 だとい ふぢ やない か。 そこから、 いっか まだ 學 

校の. 時分に、 手紙 を もらった ことがあ つたが 何とか 山 房 

と &!^ いてあった ぜ。 

一： 讷 的な 人 暦 枝 山 房 さ 

健 な 人 だから さ、 山なら はいいで はない，, v,^ 西 岡が す 

すめ るんだ ものき つと 君の 氣に 入る よ" 我々 C 連中 ぢゃ、 

君と 西 岡 かがらに な い 詩人 だ。 前から 氣が會 つ てゐ たね、 

的な 人 …… …… 

健s^."人 それに あの 邊 はきつ と溫 いよ。 閑が ある 身分な 

ら、 奥さん、 傑 もお 伴 をしたい くら ゐで すよ、 

00 ほんた うに それ だと 1 、王 人 もどん なに か樂 しいで ご 

ざい ませう にね え。 ほんた うにお 暖かです つて： 十 一 月 

C 半に は、 もう 永 仙が 〔„ ^、くって、 西 岡さん のお 話で-こざ 

いました わ。 

^康な 人 いいな C  .:: どうだい、 君、 今 さら そんな こと 

を 言 はずに 行って みたまへ よ。 

.:;c- 的な 人 暖 いのはい いの だ】 i 海が いけない の だ e  — 

—海の { 仝氣は いけなくな い。 ！ 海 を 見る ことが いけな 

いの だ、 

健康な 人 だから さ C  ^を 見なければ いいだら う、 山の 方 

ばかり 見て ゐれ ば。 (笑) ねえ、 奥さん。 


^君  (微笑、 さびしい が Q 然 なる もの) 

的な 人 (彼女 等 3 笑 ひに 誘 はれろ： と 無し LL 、この 人の 

言 1^ は 常に は：； 勧，^ 拒 すろ 如 さ：：！ 調) ，てんな わけ に 行 

くもの か。 山の なかに あって 海が 兑 える C だ。 見えれば 

見た くなる よ。 —.— 誰が 片方ば かり 兑 つめて 暮 せる もの 

かね C それに 僕 は^が 好きな の だ： 11- その 好きな 一泡 を 

見て はいけ ない の だ e 11 あまり 遠す ぎる 景色 は、 そ 〇 

うへ に それが 單純 だと 来て は、 經に はおになる 〇 だ) 

—— さう いふ こと を 書いた 本 を 侯 は兑た ことがある。 

健康な 人 でも、 ここまで 來 たの だ も C ね〕 それに SI 岡に 

も いやう だな あ e 

細君 せっか く 御 親切に 御 心： IfT さ つたの です ものね え。 

"i^ 的な 人 さう だ。 それ はよ くない。 

(n  ) 

健 ii- な 人 r 細君に) え —— 何とかい ふところで したね 

え 

-. しも... -  .7  5? 

00 船 は. S 木と かで 下ります さう で、 潮ケ 岬の 近くで ご 

ざいます つて。 

病的な 人 潮ケ 1. ではない と 言って ゐ るのに」 潮の 1: とい 

ふの だよ-" 西 岡が さう 敎 へて くれた ぢ やない か、」 潮ケ W 

と 言 つた C は 俺 0 問 違 ひだ." 西 岡 が 首 ひ 直して くれた ぢ 

やない か" 地名 だからめ ちゃ を 讀ん ではい けない の だ。 


n;8 


；; 謂 も' 


广？ 化 顺な徵 iilO ほんに、 さ、 「でした わ. - 

健 な 人 は、 は、 はり け ふ はだい ぶん 機嫌が 惡 いやう だ 
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^^的た人  (ごく 無 怠咏た 微笑) 

お 1 氣が はっきり 致しません も C ですから」 主人に 

n のかつ と ii 一る のが 好 ？な の で ノ  J ざ い ま すわ- , 

健 な 人 それ は 誰し も 二-の 方が 愉快です な あ- J  (^^的.な 

人 に ；； ま あ、 しかし 一:f が 進 ま な い な ら急 いで 行く こと も 

ない さ。 少し ここで 遊んだら い いぢ やない か。 奥さん を 

つ れ て 紅 紫で も兑に 行く がいいよ。 さう し て 行 ？た くな 

つたら 紀 州へ も 行く さ。 ，s ひ 出した やう！.：)  .„,e うさ 

う、 奥さんい どこかお 出かけの ところ ぢ やありませんで 

した か。 私に はどう ぞ お 構 ひなく。 

細^ よろしかった のです わ ffl 事で は ございま せんの。 

まきが てら 二」 こまで、 手紙 を 入れて 來 ようと 思つ てゐま 

した -!.. あまりち よい/、 女中さん たち を 氣の誇 だと 思 

ひま し てね。 い つ でも いいの んきな 手紙な ので ございま 

すよ C 

$K な 人 はあり -1 でも、 せ つ かくです から 行つ て いら 

つし やい ま せ ん か 「 そ c 間に 僕 は 御主 人 と 內緖話 を し た 

いんだが な あ」 (哄笑) 

0n おや、 私に もうかが はせ て 頂きたい こと。 (笑) 


一 病的な 人 (鎮， な 上げて、 先づ技 一 ケ、 それから 彼女ん、 見ろ) 

君 それで は、 わたし、 ちょっと 御免 を 蒙って 出て まゐ 

ります わ。 ね、 あなた」 

的な 人  广ぅ ぉづ く) 

(細 巧 立 つ て 隣リの 問へ 行く の X ど 呼 び か け な が ら ！ 

— ) 

健康；，、 人 外 は 案外 さむ ござんす よ、 川風で つ 

細君 (こごんで 核 間な もけ たがら 、ふり かへ つて) さや 

う で .> J ざ います か。 では 手袋 を して まゐり ませ う- S 

て；：；： く) 

一)？ 的た 人 君 は 保 ST ゃ峯 子さん の蠓 をしょう と 思った の だ 

らう" それで あれ を 返 席 させた の だね。 それに は 及ばな 

かった P に： 

健 厳な 人 奥さん は 知って ゐる のかい。 

的な 人 知って ゐる どころ ぢ やない。 君が 今から そ 0 話 

を しょうと いふ こと ま で も 知 つて ゐる 。 

健康た 人 どうして？ 

"お 5 な 人 僕 は 君が 這 入って 来た 時から. 君の 今 曰の^ 事 

はちゃん と 知って ゐ るよ。 —— あれが けさ 敎へ て くれた 

ものね： 

健康な 人 へえ？ 
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^的な 人 あれの 言った とほり の事ぢ やな いまでも、 何 か 

それに 關 係の ある ことがあ るに 違 ひな い こと はわ か つ て 

ゐる。 あれ はね、 峯子さんがここへ尋ねて來る^1クをニ晚 

も 見た の だ。 

健 厳な 人 君の 細君 は峯 子さん を 見た 事が ある？ 

な 人 ない。 だが いろ/ \樣 子 を 聞く と、 どうしても 

それが 峯 子さん なの だ" —  ー だから を かしい の だ。 「障 

子に 篏ま つたが ラ ス 越し LL 外 V^B- る： -— 遠く) 君、 あの 

女 はね —— 僕の 家内 さ、 あれ は不 m 心 議な女 だよ。 これ か 

ら 起る こと を、 それに 大變 似た 事 を 何でも 知って ゐ るの 

だ。 夢で 見る の だ。 i だから、 僕 は 毎日 あれに 夢が た 

り を さ せ るの だ。 ！ i あれ の 母の 妹 は 落ちぶれ て 田舍 で 

巫女 をして ゐる さう だが" あれ も 不思議な {B 能 を 持つ て 

ゐ る.) 僕 は 時々、 ぞくつ とする ことがあ るよ。 —— あれ 

の 妙な 美し さは、 -! いつも 月 の 光で 濡れ てゐる やうな 

美し さは、 さう いふ 妙な ところから 來てゐ るの だよ 0 君 

の 前 だが。 C- ゲラス 越しの 外ん、 見ろ 11 遠く) 

健康な 人 (し. はらく^ 手の 撗. 鼓.^ 見る) 11 要するに そ 

れぢ や、 細君 は峯 子さん のこと は 知って ゐ るんだ ね。 

"お 的な 人 それ は嗱 でで も 知って ゐ ようさ。 僕 も 話した。 

それに 今 あの人が ここに 住んで ゐる こ ともねえ。 11 だ 

から、 何も あれに 内緒に する ことはなかった の だ- それ 


どころ か、 あれ は 今、 君と 僕と が 何 を 話して ゐる かもち 

やん と 知って ゐ るよ。 11 だから、 君 は あの 女 をな にも 

外へ 出す ことはなかった の だ" 君 は 困った をして くれ 

た。 (外，， せ ろ) —1 あの 女 はまた すっかり 戶を お-つ 

すよ，' 

健 ぃ5 な 人 え？ どう， r- るって？ 

病的な 人 あの 女 は 自分の 心 を 閉めき るんだ。 すっかり 

戶を おろして、 その 隙間から ぢ つと こちらの 心 を視 くの 

だ。 さう して あの 女 は 石になる i 大理石に ね。 (ゲラ 

ス 越しに 外 1^ 見ろ —— f おく) 

健^な 人 (相手の 額ん-ため マ やう に：：：^ る) もれ や 一たい 

どうい ふこと だ い，」 

病的な 人 すっかり 冷たくな るんだ〕 11 いや、 それが、 

決して 反抗的で はない。 I 何も 担まない。 それで、 た 

だ それだけの 事な の だ- ,1 大理石が if のと ほりになる 

やうに. - さう して 何の 暖かさ もな い。 —— 僕 は 一 人 ぼつ 

ちで 放り出され るの だ。 

健廣た 人 君の いふ こと はどう も あまり 詩的で、 僕に はは 

つきり わからな いが、 君、 君が そんな 氣 がする のぢ やな 

いの かい。 君が さう 思 ふの だよ。 

病的な 人 さう さ。 僕が 思 ふの だら う。 さう して、 世界の 

事 は、 何 だって、 誰 だって みんな さう 思 ふの だら ケ。 思 
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ふだけ だら う。 

健 な 人 なるほど こいつ はむ つかしい な。 その 相手 はち 

よつ と^にはむ かないな。 ，— ともかくも それ は 詩人の 

か  る ii^;: 讽 さ。 

胡 的な 人 0 ラス 想し に 外 >:<n ^る III 1^;^ く) 何もかも 今 

にわかる よ。 (間. - …： fl;^ 君に だけ 僕の 秘密 をい ふが、 

あの 女 は、 あれ は 二 人格 だぜ。 . I 僕を惱 ますの は そ 

れだリ —— それが 僕 を 一. お 博に す るんだ。 —— 今に わかる 

よ.， - あれが 今に 歸 つて 來た ところ を 党た まへ。 心が 石に 

なって， 表情まで が 大理石 像の やうに 硬ば つて ：… 

健 な 人  

"ォ "的な 人 n;; は 信じない ね。 言 5,^ では 判るまい よ。 今に 歸 

つ て來 たらよ く兑 たま へ 。 -! さっき こ、 を 出て 行く 時 

から， あれ はもう 二人 格 を 現 はして みた" 君は氣 がつ 

力な 力 つたの 力 》z 

健^な 人 (5 手 > ^？疑 はしげ n 见 ながら) いいや。 

一、^  ".1; 的な 人 は、 やつば リ 時々、 が ラス 越しに 遠く 

外な D ^ろ。) 

53^ な 人 …… に、 話 は _ お ふが、 君 は 久保を 知って ゐる 

かね。 おほえて ゐ ろかね. リ 

"；^ 的な 人 ぁ&、 あの E 期 生の だら う。 あの 久保 だら う， - 

どうして？ 


健 靡な 人 あれが、 今， やつば りこ ちらに 來てゐ てね。 

"お 的な 人 (全く 無 興味に〕 ふうん。 

ti"i グ." 人 君の こと を © すると、 逢 ひたがって ゐ たぜ。 逢 

つて 話したら どうだい" 久しぶり. た" 

な 人 漠は あの 男 は 好かない ゥ あれ は バルガ-な 男 だ" 

健 人 さう かな〕 無 ii^: おな 奴 だが， 面お いがね， 快 潤 

でつ さう/ \. 君が 氣 分が 重く つて 西 岡の 別莊へ 養生に 

行く の だとい ふとね … … C しばらく irm してから) 君が 

あんまり 奥さんと 仲が い  >- からだら うと 言って ろた よ。 

ゝ， ， 9  、  0 

メメノ 

^的な 人 t 相手の 葉にば 1^ んど 注意，. ^ 拂 はすに、 小萆で 

f  ) ；… 

健 嵌な 人 え？ 何 か 言った かい。 

病的な 人 保 田の 話な 早くした まへ。 

健 ii- な 人 あ、 保 田 も 君が ここへ 來た事 を 知って ゐ るよ" 

久 保が 言 つたの だら う： 11 先生た ち ra: じと ころへ 動め 

てゐ るから ねつ 保 田が 久保を 世話した のさ。 

^^的な人 (無 興味に) ふふん。 

健 碟な人 保 田が ね、 久しぶり だから 君に 逢 ひたいと 言 ふ 

の だよ。 君、 逢って 見る 氣 はない かい —— 久保ゃ 僕 やみ 

ん なして。 奥さん を兑 せて やり^へ よ。 

"衲 的な 人 (外.^ てゐた H!,^ 相手に 向けながら) 保 3 
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が？ 保 田が- に、 僕に 逢 ひたい。 君、 ^^を言ひ給へ。 

でも、 保 田が 僕に 逢 ひたいな どと いふ 箬 はない-」 もし そ 

んな事 を 言 ふなら， それ は 保 田の 虚榮心 だ" あの 男 は 君、 

年月が 經 つ ほど 僕が 憎くなる 箬 なの だし 

健康な 人 そんな 莫迦な こと はない さ。 どんな 事 だって 年 

月が 經 てば 済んで しま ふよ。 水 は どん/ \ と 流れた ぢゃ 

ないか。 

^的な 人 澤 山の 水 は琉れ て も、 その 中に 流れないで 立つ 

てゐる 岩が ある。 11 君 は 知るまい が、 保 田は峯 子さん 

と 侯と を だました の だ」 うまく だまして 峯 子さん を 自分 

の 方へ つれて 行った の だ。 目隱 をして、 こっちが 南です 

よと 言 ひながら、 無理に 手 を 引いて 北の方へ つれて 行つ 

たの だ： 僕 は 知って ゐる、 保 田は峯 子さん が 自分の もの 

になれば なるほど、 あの 時 の 彼 自身が 鮮やかに きつば り 

と 思 ひ 浮ぶ に 違 ひな い" あの 時 は 手段 を 撑 ばなかった が、 

今にな つ たなら ば 摸び たか つ たらう つ さう し て 僕が 憎く 

なる 0 はわ かって ゐ るの だ- 

健 IS な 人 0；：5 惑げ に：) さう いふ 理窟になる かな-し 

".Is 的な 人 さう だよ C だから 保 田が 僕に 逢 ひたいな どと い 

ふ 箬 はない さ。 君、 おせっかい はやめた まへ。 君 は 保 田 

0 ところへ 行つ て は、 僕が 保 田に 逢 ひたが つ たやうな こ 

と を 言 つたの だら う。 僕 に は 保 田が 逢 ひ た が る やうに 言 


ひながら- ふたり を 結； IE 君が だまして、 11 あの 時 保 田 

が峯 子さん と 僕と にした やうな こと をして. 今度 は In^ 對 

に 仲な ほり を させようと いふの だれ。 

健康な 人 君の やうに さう 何もかも 氣をま はして は 困るな 

あ e  ♦ 

病的な 人 いいや、 君が 何と 言つ て も 保 田 はそんな こと を 

言 ふ 害 はない。 僕 は あの 男 をよ く 知って ゐる。 (突然， 首 

葉产ど 切って が ラス 越に 外 見ろ) 

健 な 人 何 だって さっきから、 さう 外ば かり 兑 るの だ 

： お， 2 た 人 ii で、 峯 子さん も 知って ゐる のかい、 が こ 

こに ゐ る こと は 0 

健康な 人 さあ * もしかすると 久 保が 話した かも 知れない 

病的な 人  それで わかった。 やつば りさう だ。 峯子さ 

はも、 「二度 もこ こへ 來か けて ゐ たの だぜ。 11 おとつ 

i もき 0 ふ も、 夕方に ね。 ちゃう ど 今時分。 ，：ー 川の 向 

ふの あの 道 を 通 つ た 。さう し て たうとう 來ず にし まった。 

11 その 姿なら 僕 は 見た。 —— それ を 知って ゐて あれ は 

11 ちゃんと 夢に 見た の だ、 二日 も： (外ん-a^<りなが 

ら丫 ： まるで 魔法 使 ひだ。 …… や あ (突 鼓 的な お^。 

立つ) 峯 子さん が 來てゐ ろ！ (傍 l: 兼てから あったら 


しい f?-^^.^ 持って。 障子 少しめ けろ。 双眼鏡  >  か し 

ん てて^く"  I； - 健い な 人 も 1^ じ やうに 立 つ て 障子 1^ あ 

けろ ：> 

(凉& >r-  ニ十^^ほどの向^^に、 川 沿 ひの 片側 町。) 

(灰い るの 大きな 石造^ 築 物と それに 附賜 すろ 長い 石 

き 

(济^ し；. 1 並木。〕 

(未だ 輝-さ.^  はさない 街^。) 

(夕 ぐれの つ；： 空、 水の 反映 ) 

0 ベ て い -E! で. n つ ほ：. 塞 い # 色 ) 

"お 的な 人 (双 叭鉸 _」 兑入リ ながら) や あ、 ぉ辭儀 をして 

るる —— 

健^な 人 どれく。 どこに？ 

お 的な 人 (見入りながら) そら、 ちゃう ど 我々 の 眞向ふ 

. -こリ 

おお^な 人 — どれ、 ちょっと 僕に も 見せた まへ。 立って 

ゐる人 かい。 11 はっきり 兌えない。 

-婀 的な 人 (双 鏡ズザ 泥す〕 

^い.^ な 人 (^きながら) 成る ST こっち を 兑てゐ るね。 

黑ぃ 手袋 をして ゐ る」 …… 峯 子さん な もの か。 だが、 I 

—見た ことの ある や な 人 だが … … おや … … (愕然とし 

て、 n から 眼錢か 外す。 っ讷 的た 人 v!^ 凝視 マろ) 


病的な 人 さ！ も 一度 それ を 貸した まへ。 

健康な 人 は * は、 は、 (一種の 笑) 何 を 言 ふの だ" さあ 

よく 見た まへ。 (双眼鏡 返しながら) 君の 好きな 人に 

は 違 ひな いが、 あれ は峯 子さん な も の か！ (手 V, ど 上げ 

て、 f; 仏く の 人に 相^ん 二. 'る， I-. 去れと) 

i;^ 的た 人 (相手の 言葉 LL.f:t ん借さ TLL 眼鏡 K ど のぞき 込 み 

ながら) あ、 歩いて 行って しまった。 (視野 おもむる 

に變 へながら) 橋のう へ の 人 ごみへ 雜 つてし まった …… 

健康な 人 (K- お 味 さう に) 君、 もうよ した まへ。 こんな 

誰 そ 彼 時に、 あんなに 遠くの 人の 顏ゃ 姿が 見 わけられる 

もの かね-. - (相手ん、 憫み勞 はろ やうに) ね、 もう 坐りた 

まへ。 そこが 開いて ゐ ると 寒い から …… 

(^的な 人 坐る、」 健 靡な 人 障子， 少しめ る- 後者 は 前者 

のうな だれ ヾゐる 姿 1^ ちっと 見入る —— 氷い 沈^。) 

細君の 聲 (次の 部屋から) お、 * ほんた うに 寒い こと〕 

病的な 入 (低い 聲にカ 1^、、 めて) あ！ あれが 來たリ ー 

—君！ 僕 を 苦しめる あれの 第二 人格 をよ く 見 給へ！ 

—— あ の聲 がもう それな の だ。 0 百 ひながら 部屋の 電燈 

(夕方の 光りと 灯の 光と が 交錯す ろ。) 

(細^；^入って來る。 11 黑ぃ 手袋。) 


誰 者 彼 


3 ふ? 


一 

健康な 人 や。 おかへ りなさい。 —1 お 突-かつ たでせ う。 

(^君 vf^ ろい 

君 失禮 をいた しました。 11 ほんた うに 川のと ころの 

寒う ございます こと- 東京 はま だ こんな ぢゃ ござ いませ 

んゎ、 きっと。 ー—  (！ i めて 無邪氣 に) よく 私 をお 見 

つ け 遊ば した ことね。 わたしが お 辭儀を 申 し 上 げた の が 

わかりまして-つ il わたし、 序に 川の 向 ふへ 行って、 こ 

ちらが どんなに 見える か 【挑めて ゐ ましたの。 11 お ふた 

り で 障子 を あけ てわた し を御覽 遊ば したで せう。 

健康な 人 的な 人-し 注意しながら、、、 つ そリと くうな 

づきながら) 何しろ-もう >r す 暗がりで はあり、 遠く も 

あります か ら ね G 何だか あんまり はつ き りしません でし 

たよ …： 

病的な 人 (健 ii" な 人の 言葉ん- 遮って、 險 しい 口調で， 細君 

_10 何 だ，， お前 は d 手袋 を はめた ままで 失禮 ではない 

か 0 

細君 (夫の 口調に 別 LL 驚かす に) おや、 まあ どうし ませ 

う 0 ついう つかりして。 御免下さい まし。 

(慌てて チ 袋，^ とる 細君，^、 健康な 人 は M  く 見る. ！ 

彼 は 彼の 女の 言葉と iii 作との なかに 最も 自然な 從 

見ろ だけで あるつ) 

健康な 人 …… (病的な 人.^ 見つめる〕 


.11: 的な 人 (健康な 人 ね， ど、 「だ C 君 はま さか！^ や g 

違 ひ あっか ひに する つもりで はなから うれ。 

健康な 人 ハ相 手 勞はろ 口調で) 何 を 言 ふの だい、 君 は 0 

. I ただ 漢 はさつ き 君， 君 は 詩人の やうな 1^ 氣に かかつ 

てゐ ると 言った だけ ぢ やない か。 

病的な 人 (うな づく) 全く さ 11 たった 一 べん， H! 分の 女 

房の 顏を夕 やみの なかで 外の 女のと 兑 そこなった ぐら ゐ 

な ことで、 i 对違 ひに されち や ひどすぎるから な、 ハ、 ハ、 

ハ、 ハ、 ハ、 ハ、 ハ、 ハ、 ハ。 (笑。 長い 笑。 その 笑に、 

•  •  0  09 攀 鲁 9 參 肇攀鲁 9 攀鲁鲁 

しかし， 狂人の ものに 非常に. よく 似て ゐ る。 その 陰氣な 

大笑のう ち LL) 

— 幕 II 


3>4 


^者 彼 


"Hi: 出の"！ 15 '永 


家鴨の 出世 S  S 


出て 來る鳥 

家鴨の 末っ子 

家鴨の： « 親 

家鴨の 小さい 姉さん 

家鴨の 兄。 一、 二、  ニー、 四 

家鴨の fi 母 

隣り の 七面鳥 (づ ク ク 頭の やうな 身形) 

七面鳥の 子どもたち 

そのほか 家鴨の 近所の 鳥 大勢 

遠い 山の なかの の 爺さん 

(オラ ンダ 風の 百姓の 身形) 

鷂の 婆さん 

覆面の 鳥 (中世 の 武士の 身形) 

(出て 來ろ鳥 は^.^ 除き、 すべて それぞれの 特 


徵，^ 持った 羽で 身體 包む。 足の かたち もこれ 

LL 準す ろ。 そして 服装 は、 羽ん あまり 澤山隱 さ 

« やう Li 藩： なして 貰 ひたい。) 

舞臺 装置 

第一 幕 第一 場 

舞 辜； の や. - 右手 寄りに 家鴨 小屋の 切斷面 1^ 見せろ。 小 

屋の そと は 1 面 LL 桃い るの 慕で ふさぐ つ 

第一 幕 第二 場 

家鴨 小屋り 切斷面 li その ま 、戶 口と 壁と 1^ はめ込み、 

桃ぃるの^:?-.^落してそとの苹原.^"见せる。 ii;^ の 花と 春 

の 鳥と が 要ろ 0 

第二 幕 

秋 。川 ベリの 牧場 の 風景が 前の 51 ょリ も 廣く见 られる 。 

しかし 舞臺の 都合に よつ C は、 前の 場で 祧 いるの 幕 >^ 

落す 時： -L、 すで LL 第二  の 量 色，^ 见乜 てし まっても い 


第 三 慕 

大きい 爐と、 皿，^ 澤山 飾った 棚の ある オランダ 風の 百 
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し。 よし。 みんなで お fg 母さん をお よびかえり いま 行き 

ますよ。 いま 行きます よ。 さあお 前 もお いで。 

母親 いえ。 わたし は 行きません わ。 

m& なぜ さね。 馬鹿正直と いふ 事 はちつ とも 自慢に はな 

らな いよ〕 

母親 それでも わたし はこの 卵が 何だか， 愛い のです。 こ 

の 1 てこ な 卵 を あた 、める の が 何だか な ほ樂 しみな の で 

す。 おむさん。 どんな 子どもが^ るで せう。 それに 孵り 

が 運い と：： ム つても、 もぅ今まで我^^！した事ですゎ。 それ 

を 思 へ ば もうち つとの 辛抱ぐ らゐ 何で も あり ません わ ソ 

0^ だが また あの 七面鳥に 一杯 1乂 はされ るかと 思 ふと 口 

俗し いよ。 いくら 七 而 鳥が、 この 庭での 親方 だってね。 

ゆ 親 それ だってよ ろし いぢゃありません か〕 さう すれば 

わたしが 附 した 七而烏 の 子 はきつ とわたし になつ き ま す 

わ" 乳 兄め の 家 仲 問と もき つと 仲よ しになります わ" 

そして この 庭で は 前よりも 喧嘩が へります わ" どせ うの 

1$： が？ 1^- 所から 飛んで 來て も、 き つ と 讓りぁ ひ をいた しま 

すわ。 さう なれば いくら あの 傲慢な 七面鳥さん だって、 

家鴨 の 馬鹿正直 もな かな か 馬鹿に 出來 ない こ と を さ と り 

ませうよ。 

祖母 やれやれ、 お前の ひとり 合點 にも あきれる よ。 

S  c;t.H ，ます) お母さん 卵の 工合が どうやら 變 です 


よ 0 

祖母 どれ。 なるほど 殼 をつ X つく 昔が して ゐる。 いよい 

よかね。 ひと 並の 子供が 生れて くれ、 ばい. -が。 

^^親 とび 拔 けて 善い 子なら なほい、 ぢ やありません か。 

祖母 それが 片輪の 方に とび 拔 けられて はねえ。 

母親 (怒って，) そんな 事！ わたしの 苦勞 にかけ たって 

ありません わ〕 

祖母 だが そのお 前の 苦勞 で、 七面鳥が また 只 まう けだつ 

たらね え。 あ  > -。 あ X。 生れる 前から こんなにお 祖母 さ 

んに 心配 かける なんて！ 

母親 お母さん。 (眞 面目 _」) もうす ぐに この 子 は 生れ ま 

す。 子供の 生れぎ はは 大切です わ。 どうか そんな 言葉で 

誕生のお 部屋 をけ がさないで 下さい。 緣起 よくして やつ 

て 下さい。 どうか 善い 子が 生れる やうに。 善い 子が 生れ 

る やうに。 

(その 時に 鼓，^ やぶろ 一昔が する。 それから 苦々 しい？ t 

がさ こえて、 母家 鴨の 向 ふから、 待 通の 家鴨の 子に し 

て は 少し 大きい、 厥 色の 醜：. 子が 步い乂 出て 來る。 母 

親 は 不安に-つたれ、 _滅 母！； 1 じ， C じ， C 視き 込む。) 

飢母 あ >t。 どうしゃう。 やつば り 七面鳥だった よ。 

母親 (一生懸命に 打ち^して) 早合點 はしないで 下さい。 

この水かきを御^^^？さぃ。 (醜い 子 は 首な わげ て ひと 聲 


世 出の 鴨 家 


なく) 

0^ だが このい やな 聲は！ これが 家鴨 C 言葉の しゃべ 

れる子 だと 云 ふの かい？ わたし や 御 先祖に 何て 申し あ 

-ナ やう。 

母親 え. -。 わたしの 子どもの 生れた の を 喜ばない やうな 

御 先祖なら、 もう 今日から 他人です わ- お母さん」 この 

子 はわた しの 子です わ。 わたしの ぃ丄 十です。 後生です 

わ。 この 子 を 祝って 下さいな。 よそゆき 0 聲で、 大きな 

fi^ で、 祝って やって 下さい。 

(がっかりして」 わたしに は出來 ない よ。 

母親 よろしい わ。 それなら わたし ひとりで 祝 ひます。 い 

え。 兄弟た ちに お 祝 ひさせます。 (火聲 で) みなさん。 

みなさん。 いらっしゃい。 お母さんの いひつ けです よ。 

お前た ちの 弟が れ ました。 末っ子が いま 生れました。 

みんな 大急ぎでお 祝 ひに いらっしゃい e 

(外で がやがやと 先き あらそ ふ聲 がする。 扉. か 開い 

て 大勢の 子 家鴨の 首が 一 度に 內 1^ のぞく。) 

母親 さあ。 遠慮なくお 入りなさい。 これが 今生れ たばか 

りの あなた 方の 弟です よ。 仲間に 入れて やって 下さいな。 

(誰も^^味ゎるさぅにして入らなぃ。) 

母親 なぜ 返事 を しないの。 なぜ 誰も、 遠くから でもお 祝 

ひ 一 つ 云 はない の。 聞き まちがへ な 0 かい。 それで はも 


う 一 度 云 ひます よ。 この 子 はお 前た ちの 弟です。 お：： H さ 

んは嘘 はっかな いよ。 この 子 はお 母さんが 現に 抱いて か 

へした 末っ子で すよ。 

(みんな や はリ酜 つて ゐ ろ。) 

母親 この 子 はこん なに しさう にして ゐ ます。 それ だの 

になせ誰もかまってゃらなぃの。 (ぉ^5?|.がなぃ) 一 带上 

0 お兄さん。 あなたから お入りなさい C さう して 手 を ひ 

いて やって 下さいな。 (子 家^の^ がー つ 扉から かくれ 

ろ) どうしたと 云 ふの。 では 一 一一 1^ 目 C お兄さん 來て 下さ 

い。 (もう 一つのお がわ わて、 かくれろ) まあ、 では そ 

の 次 C お兄さん。 (ま；^ 一つ ひつ、、 む) あ- 何故 みん 

なわた しの 子な のに、 同じ 兄弟な G に、 さう 意地 わるな 

の。 さう いやな 子な の。 ではい、 よ〕 (優しく)  一^ 末 

のちい 姉さん" お前 は氣 だての い、 子だった ね。 これ は 

お前の すぐの 弟よ。 相手して やって 頂戴ね。 

ちい！ t  (？ &ん だ， ~t で) え."〕 わたし はお 相手 をいた しま 

す。 

lis い 子 は わ はすうれ しさう に 甘.^ お. ける o> - 

兄 一 (同時にち い 姊 さんの^-せ 押へ 、低に き.^ おどかす や 

うに) お前、 あの 子と 遊ぶなら もう 仲間 はづれ だよ。 

兄 二 さう とも。 あん な 奴、 撲た ち の 恥 だ ) 

ちい 姉 兄さん。 どうか さう 云 はないで 下さいな。 


mo 
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$1 いけない。 いけない。 

兄 三 云 ふこと をき かないと あとで ひどい ぞリ 

兄 一 (威^って) さあ。 あっちへ 行かうよ。 (ちい 婶さ 

ん -し) お前 も 羽 を もぎら れ たくないなら 一 所に おいで。 

(扉が しまる) 

0^ ほら 御 誰 だって いやがって ゐるぢ やない か。 

S   

0^ この 子 は， が鴨ぢ やない。 これ は 片輪 だよ. - 

ゆ 親 いえ。 いえ。 この P 、を兑 て やって 下さい。 甘えた さ 

、「に、 とひつ きたい やうに、 わたし を 見つめて ゐるぢ や 

ありま せんか。 母親に でなくて、 どうして 羞 まずに、 子 

供が こんな：：： つき をいた しませう。 

(それから^ 親と： g ゆと ほ爭 つて、 次の 言葉 > ^同時-し 

がャか ャと. 一 H ひ 合 ふ。) 

0^ お前 そんな 事 を 云った ところで- —- この 子が -11 わ 

たしゃ こんな 者 を 孫 だな ど、 云って —— やれ 情けない。 

© 親 (かば ふやう- し、，：： Is- する やうに) この 子 はわた し 

の 子です， - .i^ 鴨です 0 誰が 何と； K つても わたし はこの 子 

を 育てます わ。 (末っ子，^ 抱 さ 寄せて) ね〕 ね。 お前 は 

ほんと にい >• 千に なって くれる わ」 なって おくれ。 (末 

つ 子 は i=.7-^$ 親の^に，." ぐリ込 む) 

(その 雜 のうちに 幕) 


第二 場 

もぅ^^の虞盛リ-レなリました。 か 牧場で 歌って ゐミ 

す。 家鴨 小屋の 前で は 末っ子が 一 羽ぐ つまらな さう に 

立って ゐ ます。 そ、、 へ の 花の 蔭から、 家鴨の， ノ たち 

. カダ した 玩具 ズ. - 抱いた ちい 姉さんが、 あた リの樣 子， やつ 

か ゾ ひながら 出 て來 ます。 ちい 姉さんに 末っ子 な 見 つ 

けろ と, LL 元 氣 にな リ ます 0 

ちい 姉 いま 忘れ もの をした つて 云って 來 たのよ。 あなた 

どうして ゐ るかと 思って。 

末っ子 (うれし さう に) さう？ 

らい 姑 みんな は 垣根のと ころで 遊んで ゐ るの) あなた も 

仲間に 入らない？ 今日は みんな 機 ゆ T かよくつ てよ。 

末っ子 足が 痛く つて、 まだ^ けられな いから、 また こん 

ど"〕 

ちい 姉 足って この間 親ら れた ところ。 

末っ子 え \。 

ちい 姊 わたし も 一 所に こ- 1 に 居たい わ。 わたし ほんた う 

は 始終 さう 思 つて ゐる のよ。 だから あな たと あんまり 遊 

ん であげ ない と 云って、 わたし を 恨まないで 頂戴な。 

末. つ 子 大丈夫 さ。 お姉さん は 僕と 遊ぶ と あとで いぢ めら 

れ るんで せう？ 
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末ち 末ち 末ち 
•0 レ、 o レ、 o レ、 

子 姉 子 姉子姊 


末っ子 僕 こそ ちっとも いい 弟ぢ やない や。 

ちい 姉 ああ。 そんない やな 話 はもうよ しませう ね。 うそ 

よ。 うそよ。 わたしたち は 一 番、 一 番ぃ k 姉弟な I んだ わ。 

(また 烈しく 呼ぶ 聲がマ ろ。) 

ちい 姉 また 呼んで る わ〕 では 行って よ。 

末っ子 行って いらっしゃい。 

ちい 姉 (急-」 IT 降して) ああ。 どうし ませう。 

末っ子 見つかる と 僕 困るな あ。 

ちい 姉 では 行って よ。 行って よ。 また あとで 來る わ。 

末っ子 無理して 来な くっても い、 んで すよ〕 

ちい 姉 (大人ぶ つて 身 體. a ^反り かへ らぜ ながら) あなた 

はほんと にえら いのね え。 

末っ子 さん こそ ほんと にえら い 姉さん だな あ。 

(ちい 姉さん は 急に k1 け 寄って 末っ子.^ 抱きしめ- 乂か 

ら、 いそいで 右手に 出て ゆく 、末っ子む わと から 左手 

に 入ろ。 そ、、 へ パイブん』 銜 へた 七面鳥が. ま 母家 鴨と な 

れ だって、, ^りか V る 0) 

祖母 たった 一 つの. 取得 は あれが 家鴨な みに 泳げる とい ふ 

ことなんで すよ。 

七面鳥 さう とも。 それで まあよ かった のさ。 その 取得 ま 

でなかったら、 それ こそ あいつが わたしの 子に なって、 

わたしが 卵 を 孵す に 無精 を きめこんだ 事に される ところ 


ちい 姊 うそよ 。うそよ。 この間の ところ はま だよ つ ほど 

痛い？ 

末っ子 (がまんして) い チぇ〕 もう 大分い 》 の。 毎晩お 

母さんが なほして 下さ るんだ もの。 僕に はお 母さんが つ 

いて ゐ らっしゃる からなんでも 我慢す るの。 (急！. L 心配 

さ、 ヒ し) だけどお 母さん はこの 頃お かげんが わる いん 

ぢ やない の。 

ちい 姉 (あわで) そんな 事ない わ" そんな 事ない わ。 

末っ子 それならい いけどり 

(裏から、 みんなで ちい 姉さんん、 呼ぶ 聲が M える。) 

まあ。 もう 呼んで ゐる わ。 どうし ませう。 

行って らっしゃ いよ。 

あなた は？ 

こっちの 土手で 遊んで ゐ よう。 

何して？ 

ひとりで 何 かして ますよ。 

(^^か近くに來て啼き出す。) 

ちい 妹 (引つ 返し^ 來て) あなた 怒って ゐ るん ぢ やない 

の 0 

末っ子 なぜ。 

ちい 姉 末ち やん。 わたし ちっとも いい 姉さん ぢ やない わ 

17. 


?G2 
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でした よ" 

御免なさぃね。 御：^^}.^|をかけて。 むしゃくしゃして 

るた もの だから、 つい、 とばつ ちりが あなたに 行つ たん 

です よ U だが わたし は木當 にどう しょう。 死んだ お 爺 さ 

んに すまない のです。 あのひと は 家畜- H で 一等 赏を とつ 

た s?:.i りなんで すから ねえ。 その 孫が あれな のです よ。 

一 K は 1^ て：： H にしようと 思った けれども、 母親が 泣き 悲 

しんで、 どうして もさう させない のです。 それから とい 

ふ もの は 祌經に 病んで、 わたし を 目の敵に して 用心す る 

ん です。 か あいさう に 母親 は あの 子の ために 1^ せて ゆく 

ん です。 

七 面 全く あのお 子 だけ はちつ と出來 そくな つたね。 ほ 

かの は みんな 可愛い のに。 

00 あ 、あ〕 いっそ あの 子が 11 

七； € 鳥 全くむ だな 苦勞 なんだから ねえ。 

！ g ゆ しッ。 母親が 出て 来る やうです よ。 

(扉が いて、 母家 鴨が うつむきながら 出て 來 ろ。) 

^親 小父さん。 どうか そんな 大きな？ i であの 子の 惡ロを 

仰らないで 下さい ましな。 どこで あの 子が 聞いて ゐ ると 

も 限りません ゎリ それ は 顔 だち がちと 醜 いのは 玉に疵で 

すけれ ど、 それ もどう せ^ 入り 娘と いふ わけで は ござい 

ません G ですから。 


七而鳥 御尤も！ です がね り 人間に 見られて、 家鴨 もこ 

の 頃の はこん な 恰好に なった のか、 などと 云 はれたら お 

家の 恥に ならない とも 限りません からね。 ひいては われ 

われ 家禽の 恥に もね〕 

母親 でも あの 子は氣 だての よろしい 子です。 それだけで 

も あの 子が 生れた だけの 事 はあります わ。 今に 育ったら 

どんなにな るで せう 。あなたの 仰る のと はまる で 反^に、 

鳥 仲間に もこん な氣 だての が あるかな どと 云 はれて、 方 

々 の ija さんに それ は 可愛がられる かも 知れません わ。 

狐 母 (怒って) それなら ほかの 子 はな ほさうな る わけ だ 

よ 0 

七而鳥 (聲, ^そろへ て) さう とも。 どこから、 え >f と、 

その 證明 がっきます か。 

母親 (^ けす に) いまにつ きます で ございませうよ！ 

七面鳥 ごろつき だってね。 

S 何です つて) あんまり なお 言葉です わ。 

七而鳥 勝手に しゃがれ。 

(おどかす やうに 胸.^ ふくらましながら 行 つて L ま 

ふ，) 

飢母 お前よ けいな こと を 云って たうとう 親方 をお こ ら し 

て しまったね レ 

母親 だって あんまり なんです もの。 癖になります わ。 (七 
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而 鳥の 方 ズ ど 振り返って) きっと 育て. - 見せる とも！ 

00 では わたし も 「勝手にお し」 だ。 あんな 子 を ひいき 

にす るの なら リ 

(飢母 は七而 鳥の 方へ 行って しえ ふ。 母親 は それ.^ 見 

送つ て-静かに 首 1.^ 报リ、 前掛カ どい i りリ ながら 戸口に 入 

ろ 。日 はだん だん 高く、  おけ はます ます 機：^ かよい。) 

(末っ子 は 小屋の 横から 出て 來て 壁に 倚リか V- る。) 

—— 幕 11 

第二 幕 

その^の 秋でした。 づ ス モスが 家鴨の. 好の 五倍む 古 M く 

^き 乱れて ゐ ます。 黄る い 銀杏の 葉の 散： r はじめた 小 

屋の 前の 草原で は、 L う 大分 育って 大きくな つた子 家 

鴨た ちが 大勢 繩 飛び ゃ獨樂 廻し.^ して 遊んで ゐ ます。 

少し 離れて 末っ子が 仲 は づれの やうに 立 つて ゐま 

す 0 

兄 一 (わざと 小屋 _」 閗 えろ やうな 大聲 で) 川つ ぶちへ 行 

つて、 み.. -ず でも 掘らない か。 

兄 二 あ  > -。 川つ ぶちへ 行かう。 (目く ば乜 V?- して そっと 

舌,^ 出す) 

兄コ 一 僕 も 行きます よ。 


兄 四 僕 も。 

ちい 姊 (五色に 塗った 毬.^ か. - へて ねろ) 兄さん. * 川つ 

ぷ ちなら さう 遠く も ありま せんから、 末ち やん もつれて 

行って やって 下さいな。 (传 は； ぬん、 見合 ^1 る) ほかの 所 

なら 無理に お 願 ひしません けれど、 この 子 は 川つ， ふちが 

大好きなん ですから。 (末っ子に) あなたから もお 顧み 

なさい よ。 

末っ子 兄さん。 僕 もつれて 行って 下さいな リ 

兄 一 だが お前 を つれて ゆく と 途中で 知り合 ひに ff;- つた 時 

に氣 まりが わるい からな あ" 

ちい 姊 そんな 事 云 はないで。 この 子 は あすこへ 行く とそ 

れ はおとな しく ひとりで 遊んで よ。 

末っ子 僕 は 川つ， ぶちが 好きなん です よ。 せいせいす るん 

です。 それから 上流の 方 を 見て ゐ ると、 なんだか 蕃ぃ 

が ある やうに 胸が どきどきす るんで す。 あの 上流の、 水 

のきれ いなと ころに は 何が あるんで すか。 靑ぃ 屋根に 金 

のしる しのつ いた 處 はなんで すか。 あれ を 見て ゐ ると 探 

檢に ゆきた くな るんで すよ" 

兄 一 馬鹿。 あすこ は 白鳥の 國 だぞ。 

末っ子 白鳥？ 白鳥の 國 つてなん です か。 

兄 一 (赤面して) おれが まだ 見た こと もない もの を^く 

ない。 あれで 三 里 も あるんだ もの。 大人 だってう つかり 
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兄 一 (怒って うしる んふリ 向き) 誰 だ。 こいつに しゃべ 

つたの はリ 

末っ子 誰から も 聞かないでも 知って ゐ ますよ。 僕 はつれ 

て 行って もら はないで もい \ や。 その か はり チぼ もし ませ 

ん よ" 自分の したい こと をして 遊びます- 

兄 一 おい。 俺た ち はき さまの 兄贵 だぞ： 

末っ子 です けど 僕 はお 母さんの 子どもです。 (化ば ドッ. と 

笑 ふ) お母さんの 云 ふこと をき >r ます。 

兄 一 お母さん？ あは  >-。 お前のお 母さんが どこに みる 

つて 0 

ちい： t  (心配 さう に) 兄さん！ (一生懸命に； -ま かし 

て) さうよ〕 さうよ j 末 ちゃんの お母さん は あすこに、 

お 家に いらっしゃる のよ。 今日 もお かげんが わるく つて 

お休みに なって いらっしゃる のよ。 お母さん はわた した 

ちが 垣根 を 越し はしない か、 ど こか あぶな い 所へ 行き は 

しない かって、 始終 心配して いらっしゃる のよ。 

末っ子 それ だのに 姉さん！ 兄さんた ち は 人 問のお 屋敷 

のァ ハ ビの貝 を ねら ひに ゆ くんです よ。 あれ は 猫の 喰べ 

かすな のに。 

兄 一 (びっくりして) や あ。 たうとう 知って やが るな。 

かう なれば もう 邪魔が 入つ たんだ。 きさま と 喧嘩 だ 。 ( 蹴 

ろ) 


あすこへ 出かければ  >  途中で 流さ れ て 土 左衞門 にな るん 

だって さ。 チ ェ ッ。 どうせ^た ちの 行かれない 處の 話で、 

S "間 を つぶす の はよ さうよ . - 

^  (わざと 大？^ で) さあ" 行かう。 行かう。 くにせ 

. ^し 合 ふ) 

水つ 子 ぼ は 行って はいけ ません か。 

兄 一 いや。 お前に は 一 寸殘 つて ゐて もら ひたい 用が ある 

んだ。 本 常 は 僕たちの 行く の は 川つ ぷ ちぢ やな いんだよ。 

川 つ ぶち へ 行かう つ て 大き い 聲で云 つたの は、 お 母 さ ん 

を 安心させる ためなん だ〕 ほんた うは 一 m 根 を 越して いい 

所へ 行 くんだ がね" 前 はこ こに 立って tlw してお くれよ リ 

川の 方 を， 问 いて ぢ やない ^ 戶ロ を 始終 にらんで ゐ るんだ。 

横なん ぞ向 いちやい けない ぞ。 

i4 つ 子 立って ゐて どうす るの。 

兄 一 誰か 心配して さがしに 來 たら、 みんな は 一 寸 川つ ぷ 

ちへ 行った つて、 云って くれ、 まい > -ん だり 

つ 子 i; さつく の. - 

1 お前 馬鹿正直 だな あ。 

つ 子 お母さん を油斷 させる のリ 僕 はい やです。 

1 何 だと リ 

つ 子 ^は 兄さんた ちが どこへ 行く か 知って ゐ るんだ も 

の 0 
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ちい 姉 兄さん" 兄さん。 

兄 一 いや。 承知 しないよ。 こいつ は 何とか 云って はすぐ 

に、 お母さんに おべっか を 使 はう とす るんだ からね。 お 

い。 お前 は 始終お 母さんの 側へ くっついて 居さへ すれば 

い、 と 思って るの かい。 お前 はお 母さんの 自慢の 子な の 

かい。 

ちい 姉 兄さん。 いけません。 

兄 二 默れ) ほんと だと も。 こいつ は。 (禾っ 子の 言葉つ 

き， ま d (似して) お母さんのお かげんが わるい なんて、 大 

げさ に 悲觀し た顏を 見せ てゐて も、 お母さんのお かげん 

がな せわる いの か， 知らないん だって さ。 

末っ子 (姉の 方.^ 搌リ向 さ、 訴 へろ やう- b ちい 姊 さん。 

ちい 姉 みんな 嘘よ。 氣 にしない でね レ氣 にしない でね。 

兄 一 なんだ。 まだ ごまかす 氣 だな- よし。 もう 我慢が 出 

来ない。 僕たち を 馬鹿にして ゐ るんだ からね。 今日 こそ 

お母さんが いつも、 默 つてろ 默 つてろ と 仰った こと を敎 

へて やる ぞ。 お前、 水溜りに でも 行って 顏を うつして 來 

い。 お前の 顔 はだん. たん 變 つて 來 てろ るんだ ぞ。 お前 は 

それでも 家 鴨 かい。 

(末っ子 はっと 驚く。) 

兄 二 や あい， まゐ つた か。 

兄 三 それでお 母さんのお やせになる わけが 分ったら う。 


(足で 砂 1^ ひっかけろ) 

兄 四 一寸。 (みんな！. 1 合 圆 すろ) 僕が もう 一つい >- 事 を 

敎 へて やらう か。 (わざと ゆっくり) お前 は 粲て兒 にな 

らうと したんだ よ。 

末っ子 え ッ？ 

兄 一 (意地 わるく) それ をお 母さんが とめて 下さつ たん 

だ。 お母さん はお 前の 恩人 だ。 そのお 母さん は 毎日 泣い 

てい らっしゃる。 お前の ために！ お前 はえら いねえ。 

皆 (はやした てろ) えらい ねえ" えらい ねえ。 

末っ子 (し 1： らくぼう つと した. ま 、 立って ゐ たが、 やがて 

額 色が 變 つて フーフ フラ 倒れ か V  3 

ちい 姊 (しっかリ末っ子^^支へて) 末ち やん。 末ち やん。 

がまんし てね。 がまんし てね。 うそです。 兄さんた ちの 

云 ふこと は みんな 嘘です。 お母さんのお やせになる の は 

兄 たちのせ ゐ なんです。 兄さんの 意地 わるの せゐ です。 

皆 何 だと。 女の くせに。 11:^: 意氣！ 

末っ子 (眼 1^ 開いて) 姉さん。 もうお 止しな さいつ 

ち 、，，！t なぜ そんな 蓽を云 ふの。 わたし だってもう 我慢 は 

. 出来ない よ。 女 だって * お母さん 似なん だからね。 御に ぼ 

なさい。 この 末 ちゃんの 傷 は 誰が 毎日つ ける のです。 そ 

れを どなたが 毎晚 そっと， かう やって なほして 置いて 下 

さるんで す。 どなたが 毎晚 いつもお そくな つてから， 眠 
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てし ま へ ば みんな じ やうに い、 子になる わたしたちの 

顏を見 くらべながら、 不思議 さう に晝 間の こと をお 歎き 

にな るんで す。 まあ、 兄さんた ち こそ 今す ぐに. お 母 さ 

んの方 を 向いて お詫び をなさい！ 

兄 四 チ エツ U 

兄 一 生 意氣云 ふない。 (倒れろ ほど 蹴とば す) 

ちい 姉 (が よんして 泣き 聲で) わ、 わたし は どんな 事 さ 

れた つてい、 んだ わ。 いくらでも わたし を 打って 頂戴- リ 

わたし は 末 ちゃんが 厭， ^ つて ゐ るのに. 無理に よけいな 

ひいき をし たんです。 むしゃくしゃす るなら わたし をい 

ぢ めて 頂戴。 

兄 二 ところがお 前-ちゃ • つまらな いんだよ。 (いきた リ 

末っ子：. い 飛び か  >  ろ。 す ろと ほかの 兄た ちむ それ./ 似 

す ろ) 

ちい 姉 (大？ t で 叫ぶ) あらお 母さん！ お母さん！ 

(WJ たち はん わて 》 逃げて 行く。 末っ子 はちい 姉さん 

、； 5- 助けて こす。) 

^親 (前 ：^^ つけた ま、 戸口から 颜 1^ 出して) 何 だね。 

どうし たんだね。 また 末 ちゃんが 打 たれた のかい。 引つ 

摄 カネた の 力、 

末っ子 (ごまかして) い、 え， みんなが 姊 さん を， 何に 

もしない のに- いま，  蹴つ とばし たんです。 お母さん 耥帶 


を 出して 下さいな〕 (ちい 姉さん.^ 支へ る やう にして) 

かう やれば 歩け るで せう？ 

母親 やれやれ。 また か、 また か。 01,:&,^っ.^な.から引 

つ 込む) 

ちい！！ (末っ子の 肩に つかまって、 びつ、 -v^ 引きな-から) 

末ち やん。 兄さんた ちが 云った 事 は みんな 嘘よ。 みんな 

嘘よ 。分った？  . 

末っ子 (うな づ く) 

ちい 姉 今夜 わたしが もっと 本當 のお 話して あげ ま せう 

い  こと？ 

(うな づ く) 

あなた わたしが 好き？ 

(うな づく) 

大好き？ 

(やっと 笑 ひ 出す) 

(うれし さう LL) ぢゃぁ 「大丈夫」 つて 云って 頂 

笑 ひながら) 大丈夫。 

(ちい 姉さん はいきな" 末っ子の 額-し 接吻す る。 それ 

から 小 SS1 のなか へ 1 所 LL 入る 0) 

(あたりが 靜 かになる。) 

(してら くして 末っ子 は 扉，^ そっと 開け ズ 出て 來ろ。 
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カバ ン.^ 肩に かけて ゐろ。 末っ子 は 足音ん-立てない や 

う 11.:^ の 前. ^通り 過ざる が、 窓の 下まで 來 ろ と堪ら へ 

られ なくなって 膝 1 ^つき * 权に 接吻す る。 それから 片 

腕で 泣き 隱 しながら 立ち去ろ。) 

(おら 子 はもう 一 度 裏手の 栂の向 ふ！， 1 姿. わら はし 

て 、方々..^ 迷 ふやう LL 見廻す が、 やがて 遠くの 靑ぃ山 

々に惹 きつけられる やうに 行って しま ふ。) 

ちい 婶の聲 (ゆっくりと 小屋の なかで) 末ち やん。 -1 

末ち やん。 —— 末 ちゃんてば" ！-. あら 隱れ たって 見つ 

けて よ 0 

—— 幕 11 

第 三 幕 

話 か はって 冬の 或ろ 夕方でした。 遠い 山の 麓の 百姓家 

のなかで、 末っ子 は 部屋の 隅の-； SPT し 疲れて 眠って ゐ 

ます。 末っ子 はもう 若者ら しくな つて ゐ ます。 蒲囫の 

う へ に はぽス ぼる になった カバ ンが投 つても リ ます。 

そこへ 5^ さんの きと 婆さんの 鹳 とが 心配 さう に 入って 

來 ます。 木 機 姿の 爺さんの 翁 はい ま 山から 歸 っ^に か 

"です。 窓の そと LL は 消え か V つた 赤い 夕燒 雲が ひろ 

がって 居り， 爐 では 火影が：^ かに 動いて ゐろ だけです 


が • 婆さんが 持って 來たラ ンブ の；.： めに 部 m のなか は 

クト乞 IL 叨 ろくなります 0 

婆 戶 口に 倒れて ゐ たの はこ C 方なん です よ." 

爺 やれ。 やれ。 助けて やって いいこと をした わ， レ さもな 

ければ 凍え てし まったら うに。 どこの 誰 方 だか 知らな い 

が。 

婆 御覽 なさい よ。 からだ ぢぅ泥 だらけで 傷 をして ゐ るん 

です よ。 何の 鳥で せう。 家鴨と して は 鼠色で 少し 變 です 

し 0 

爺 渡り鳥 かしらん て。 世界 を胯 にかけ ると いふ ひと さ。 

婆 それ はま あ 落ちぶれた 有樣 でした よ。 ひがんだ や、 「な 

nn つき をし て 他 を まぶ しさう に 見 るんで す。 倒れ てゐた 

から わたしが^ けつけ てあげる とねえ、 この ひとの はう 

が 羽で 顏を かくすんで すよ。 打 たれる の を 避けで もす る 

や 、「に。 

爺 戶 口で 邪魔に なると、 小言で も， ほふと 思った のか。 い 

や はや。 こんな 若者が 平氣 であ はれつ ぼく. 一乙 食 根性 を 出 

すなん て。 戶 口にる たって い いぢ やない か。 どうせ 1 ぬば 

ただ。 それとも うちの 卵 を 盗んだ ことで も あると いふの 

かい。 うむ。 意氣 地の ないひと だ。 

婆 でもね え、 かう やって 眠て しまへば 罪 もありません わ。 

それに 御覽 なさい。 どこか 甘つ たれて 育った やうな 風ぢ 
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やありません か。 

m なにか^ 心 をお こして 家 をと. ひ 出した か。 いや わしに 

も资 えが ある ぞ。 何^も 若い 時だった。 or か 大きくな 

ろ) 若い 時だった。 若い 時 は賓石 だよ 一 (ベ そ かき、 

ハ ンケ チん- 出して. れハ， ^かむ) いや 婆さん. わしの 若い 時 

はもう 二 ぼと かへ つて は來 ない よい 

(末っ子！： fi が ヘリ，^ うつ。) 

婆 何んで すねえ、 お爺さん〕 起して しま ふぢ や ありませ 

んか。 もう 少し 向 ふへ 行って、 —— 

(そのと たんに 木つ 子 は眠ぽ けて 大きい 聲， 出す C 爺 

さん 婆さん はん わて、、 互 ひ LL 合 闘しながら 隣 リの部 

SSi へ 出て 行く 「- 遠くで 時計が ゆろ やか LL 五 時 うつ。) 

末っ子 (突然 火？ ^_|0 お母さん！  (0,^ さます) 今の 

は 夢だった のかり！^ はお 母さんに かじりついて、 はしゃ 

いで、 お母さんの うれしい やうな • そのく せ 仕方なし に 

僕 を 叱って 兒 せて ゐる やうな • 顔に 見とれて ゐ たんだ。 

!. みんな 夢だった のか。 11 夢 だと も U  11 赏 際の 僕 

はこん ななの だもの。 (無理に 起き 上り、 カバ ン から 母 

家鴨のお 眞.^ とリ 出し) お母さん。 お母さん。 —— お 母 

さん！  は 今 こんな 有様で、 こんな 處にゐ るんで す。 戶 

口に 倒れて * 拜む やうに してな かへ かつぎ 込まれ たんで 

す。 .1  乙 食のと ほりに なって、 恥なん て 事 はとうに 忘れて 


しま ひました。 お母さん やちい 姉さんが * いえ 自分で さ 

へま さかと 思 ふやうな こと をして 來 たんです。 それでも 

まだ、 どこかに 僕の 仲間 はゐ ないか， 同じ 恰好の 鳥はゐ 

ないかって、 しっこく 圖々 しく さがし たんです 。醜い 顏 

は、 あれから どんなにな つたで せう。 僕に は 姿 をう つし 

て 見る 氣 はとても ありません もの。 水溜りが あると 急い 

で 逃げたん です。 (淚， さ、 ら へ ながら 寢臺 からお りて、 

床 LL 坐って しま ふ) でも、 でも-僕に はよ く 分って ゐる 

ん です。 どこの 町へ US いても みんなが 變な鳥 だ， 變な鳥 

だって 慘く扱 ふんです。 どんなに 機嫌の い- - 村へ 入って 

も 僕 を 見る と 急に 意地 わるくな るんで す。 (自暴 お、、 

して〕 さう でせ う 。もともと 生れな いでいい ものが 生れ 

たんです もの。 お母さん！ (寢臺 の蒲圃 のうへ LL 颜 突 

つ 伏す) 僕が 生きて ゐ ると. 方々 の 町の 鳥まで 惡 くなる 

ん です。 だから —— だから (よろ- <る と 立ちん がろ) 

漠 はどうしても、 かう しなく ちゃい けな いんです。 (壁 

の 釘 Li^> やかけ、 首， 4 ^く； らうと すろ) 許して 下さい。 

僕の する こと を 許して 下さいね。 

爺 (靡.^ 域って とび 込んで) 待った。 お前 を 今 ここで、 

この 闞 のうちで 死なせて はお 家に すまない ぞ。 

末っ子 離して 下さい。 私に は 家 はな いんです。 親 もない 

ん です。 
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爺 いや 分った よ) わし はすつ かり 立ち聞き したんだ" 泣 

かされ たんだ。 だが さ、 「かと 云って 鳥 を 一 羽， ここで 死 

な せて いい 理窟 はな ；- ぜ 。 お前 さ ん が 首 を く、 つて 堪る 

もの か。 

末っ子 なぜです C 僕の やうな ものが なぜ。 

爺 お前さん はま だ 若い C なせと いふ わけ は それだけ さ" 

うんと こ！ (カ，^入れて緦.^切ってしまふ) お前さん 

は まだ 若い。 まだ 若い！ (に、 ほ、、 して 末っ子の 身體 Li 

^ つ て る) これこれ、 こ C 腰 は 枝の やうに こんなにし 

つかりして ゐる。 これこれ、 この 筋肉 は 蕾の やうに こん 

なに はち切れて ゐ る。 (末っ子の？ 1= なかん 打つ) ああに m 

い お 前さん だ。 お前さん に は 何で も 出来る ぜ 。 

末っ子 何で も 出来る.， ， ああ ) そ 0 考 ならもう ま へ に 、 

一 度 僕に も わい たんです。 「僕に はま だ 何でも 出來 る。 家 

を 出よう」 とさう 思った 時に、 この 山が 丁度 家 c: 庭から 

f 逨 くに 見えたん です。 靑 くきら きらして、 高く 聲 えて、 

まるで 僕 C 11 み ど ほり C 場 听 に 昆 , え た ん で す し で も そば 

に 來て兑 ろと 急な坂 這で， 石 や 棘 草 だらけでした" そし 

て やつ ばり 僕 は ひとり だ つ た ん です。 - 

爺 なるほど お前さん は 方々 に 傷 をして ろ なさ ろね - だが 

待てよ。 その 慯 はとり かへ しのつ かない やっかね。 (爐 

にかけ てあつた 藥罐 ふ」 とリ、 湯ズど 金たら び にあけ て) ど 


れ * これで 洗って 見せよう かね。 だが これ だけで はちつ 

と 足りない やう だ〕 ：：；2- さん： もう 一杯お 55! を わかして 

おくれ。 

婆 (！：$リ から) は あい。 

やな さて C これからが 相談 さ。 そこへ おかけなさい。 どつ 

こい。 (，： ：！ 分も^ 子に 腰かけ、 湯で 末っ子の^ なか.^ 洗 

ふ。 すると そ、 、だけ 鼠色の よごれが ちて 3M.nILL なろ。 

しかし 末っ子 は氣 がっかない) どう だね" かう や つ て 

(手拭ん ^ 見せる： 血 や 泥が おちる たんびに、 お前さん は 

急 に 苦勞が 跡 か た も な く 消え て ゆ く氣は しない か ^os 

昧 ありげ に) お前さん はもう 一度 生きて 見た くな り は 

しない かね。 お前さん は不仕 合せ だと 云って 居な さる。 

うむ。 それでお 前さん は不仕 合せな のさ。 

婆 (金 だら ひなか、 へ、 うつむきながら ^いで 入って 來 

る) どうもお そくな りました よ。 (ふと 效^ あげ、 今 は 

ほ とん ど ほ； C にな つた 末っ子 て、 あっと 云 ふな リ、 

金； - しら ひん」 S 直いて しま ふ) 

末っ子 (驚いて) 何です。 どうな さつたん です。 

婆 あなた こそ. ど、 どうな さった のです。 ー體 まあ —— 

あなた は 何 G 鳥なん です" 

末っ子 cte い， C が 曇ろ) も、 「二」 0 お 話 はよ しませう。 

爺 广我 慢 しされな くた つて) なぜお 前さん はさう 分らず 
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なんだ。 

本つ 子 なにが です。 

爺 え、、 まだ そんな 事 を 云って ゐる。 お前さん は 現に 立 

派な 家鴨 ぢ やない か。 

婆 まあ、 あなたが 家鴨さん です つて？ さう だと も！ 

こんな 立派な 家鴨が 今までに ありまし たかい。 

末っ子 (ぅス たへ ろ) 

^ 八：： IT かゆかない か。 お前さん はよ つぼ ど 自分の ねうち 

を 知らない ひと だな。 疑 ふなら 勝手に 疑 ひなさい。 わし 

は；： r ちう の 鳥 を證 人に 立てます ぞ。 どうして くれよう。 

さ、 つ だ" (末っ子. かよる けろ ほどに， その 羽み 引つ ばつ 

て ひるげろ) これ はどうし たと い ふんだ よ： 

木つ 子 えつ？ (羽 > ^見ろ) 

爺 やっと 氣が ついた か！ だが その 雪の やうな 色 は 羽ば 

かりで はない の だぞ。 頭 も だ。 背な かも だ。 どこも かし 

こもだ。 可哀 さ. r に！ お前さんと いふ 持主にまで 愛想 

をつ かされて ゐた お前さんの 汚さ は、 本 當は血 や 泥の 汚 

さ だつ たんだ。 その 泥の 下に 血の 下に、 まるでたん ぼ、 

の； fc^ かい 飛び 毛の やうな やつが 靜 かに 育って ゐ たんだ。 

それが たうと，^ 表に あら はれて 出た ぞ！ 時期が 來 たか 

ら 誰に も兑 える やうに。 お前さんに も觅 える やうに。 さ 

うたと も。 この 通り だ" 下 を 向け！ それ、 その 金 だら 


ひ を！ 

末っ子 (おそる おそろ 足 もと^ 見て、 <r たら ひの fi;! に寫っ 

た 自分の 姿,^ のぞく。 感き はまって 動け なくなろ 3 そし 

て 無 一 百の ま、 膝 ついて、 爺さんの 足に かじりつく ノ 

爺 (眼お に皴 寄せて、 上 機敏 LL なリ きって) ありがた 

い！ この 眞 白な 羽 はよ つぼ ど羞み 性だった と 見え る 

ね。 いつも まだまだ 早い、 まだまだ 駄目です なんて >  人 

前に 出たがら なかつ たんだね。 婆さん。 一 つ 今夜 は (0 

く) んゼ す る〕 

婆 (前掛 で 1^1^ ふきながら) え ><。 え- -。 どんな 御馳走 

でもつ くります とも" (Ig 方の 袖ん. J まくり上げて、 えら 

い 勢で 蹇 所へ 出て 行く： - 

爺 (うつむいて 泣いて ゐろ 末っ子の 肩.^ そっとた 、く〕 

これでお 前さん は 迷 はすに 家へ 歸 つて くれる でせ うな。 

末っ子 歸 ります とも！ それにしても あなたと いふ 方が 

いらっしゃらなかったら、、 僕 はどうな つたで せう。 

爺 いや わし は 年より だ。 型の きまった 禮 ならもう 聞き あ 

きた" さあ 返事して 貰 はう。 お前さん はまつ すぐに 家へ 

歸 つて、 「僕 はやつ ばり 家鴨 だつ たんです。」 とお 母さんに 

云へ るかね。 

末っ子 え、。 部屋 ぢ うに S く 聲 で 云 ひます ょリ 

爺 立派な 言葉 だ。 覺 えて ゐ ます ぞ。 あ、 J 今夜 は苢途 だ。 
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わし は うれしい の だ。 息子の 出世 を 聞く やうに うれしい 

の だ。 わし は. せ體が 丈夫で， 節制 家で. 長生きし たばつ 

かりに、 今夜 とんでもない 事 をして しまった。 いや、 ま 

つたく とんでもない 事だった。 こんな 若い さかりの 鳥 を 

一 羽 助けてし まった。 これで お前さんと は 生きて ゐる間 

いつも 手 をつな ぎました ぞ。 さだめし わしの 見た 事 もな 

いやうな 往來 で、 見た 事 もない やうな 身なり をして、 お 

前さん が に こに こしたり 蝶 つ たりして ゐる樣 子が、 わし 

の 時 どきの 夢に 入り ませうよ。 さあ、 くつろぎ ませう I 

杯 を擧げ ませう！ 

0  (扉 v5M ばいに 開けて) お待ち J:„?3 さま。 腕前 はこのと 

-i り！ 

(婆さん は 戸 口にすれ すれになる ほどの. 大さな Ms い 

るの 盆のう へ に鱲 嫁で 飾った 御 走 1^ 山盛リ にして、 

よるけ ながら 運んで 來る 0  ^^さんと末っ子は.：|^膽，^5 

かれろ が、 で 手傳 ひながら それん」 卓のう へ におる 

す。) 

爺 それ 椅子 を かう 並べ て。 

婆 あら ナイフが 一つ 足りません ね。 

M  (駔け 出 マ 婆さんの 後る から ) お 酒 は 穴 倉の 飛び切り 

の やつ をね。 

. I 幕 — 


第 四 幕 

また 春が めぐって 來 ました。 それ は該の 立ち、， めても 

る 明け方の： とでした。 去年の^ がまた 枚 おみに 

來てゐ ます。 去3^-の^の花がまた$^のなかの&の やう 

に獒 しく 眹ぃ ズゐ よす。 だんだん 四.： >r か叨 ろくなろ に. 

つれて， まだ みんなが 眠 しづ まって ゐろ 家^ 小， fel の" M 

に、 末っ子が ひとり 待ちくたびれて ゐ るの. か见 えま マ。 

末っ子の 羽に、 いま は 一 厣 £11 くな つて、 輝いて ゐょ す、 

末っ子 まだ 曰が のぼらない のか： 僕 は 夜な かに ここに 蒞 

いて、 もう 二 時間 も 待た されて ゐ るんだ。 裏口から 人れ 

な い こと もな いんだ けれども、 もしかすると 兄さんた も 

に まつ さき に 出逢 ふか 、りな 。出逢った つて の 方 は か ま 

はない" が * 兄さんた ちが 僕 を 見つけて、 それと 氣が つい 

て、 工合 わるさ > 「な顏 をな さると 困る からな。 (f:^ く 一、 

雞が啼 く) そろそろ 朝な のに なぜ みんな は¥ 起し な い 

の だら う-。 ここまで 靜 かにき こえて 來 るの は 誰の 寢息か 

しら。 お母さんの かしら。 お母さんの だ！ お母さん は 

今でも この 窓ぎ はに おやすみ にな るんだ。 だが お母さん 

は 今朝 はぐつ すり 眠て 下さった 方が いいや。 少しの 寢不 

足 もな くって、 機嫌よ く 起きて 下さる といい なリ 後悔す 

る 事 もな く、 今朝 はお 母さんに とって、 はればれした 朝 


!1ト出の11^^5《 


だとい いんだ。 少しで も氣 苦. おがお ありに なると 困 るん 

だ。 さう してせ つかく 僕 を 御 2:- になっても、 すぐに 胸が 

つまって、 もう すんで しまった 事の 愚痴が さきにた つと 

闲 るんだ" だって 僕 はもう 昔の 僕で はない の だからな。 

(近くで 二番 雞が啼 く〕 となりの 叔父さん も 起きた な。 

では うちもも うぢき だら う。 ぁチ あ。 (伸び.^ して の 

上 LL こ K: がろ。 疲れて ゐ ろので うとうと、.」 すろ) 

$ 親 (少し 前よ リ 老けて ゐ ろ。 静か-」 扉，；^ あけて ま はし 

5 やつば り ii5 はしない わ U 居 はしない わ 。わたし はま 

あなんと いふ -fe? 鹿 だら う。 また あの 子が か へ つ て 來た夢 

を兑 たの だよ」 あの 子が 怠 際に 来て、 早く 戶を あけて 下 

さい、 あけて 下さい、 さう しないと 僕 は 死んで しま ひま 

す、 と 云った 氣 がした の だよ。 さう して わたし は 又い つ 

もの やうに、 嘘 だ、 わたしの 未練 だと は 思 ひながら、 ふ 

らふら 出て 來て しまったの だよ。 あ > -。 やつば り ほ はし 

ない。 居る はずがない わ。 それでも 一度 かう やって 兑ま 

はした， ゆ は、 一日 淋しい の だ。 泣く の だし はしゃいだ 朝 

御飯のと きも、 わたし だけ はむ つつり して、 みんなの 起 

きたての 顏をか はらして しま ふの だ。 そのく せ あの 子が 

家 を 出た 時に、 ちい 姊 さんの 泣き 聲を 聞いた 時に、 わた 

しは兑 かけ ほどに は 悲しめなかった G だ。 それ を 今 に 

なって、 あの 時 悲しめなかった こと を 悲しんで ゐ るの だ。 


ああ。 わたし は 馬鹿 だ。 馬鹿 だ。 

末っ子 (起き 上ろ ) お母さん だ！ まづ なんと 御挨 が.^ し 

たらい いだら う。 

母親 (すかして 见./  ) そこにい らっしゃ るの は どなたで 

すか。 あなたで すか、 さっき わたくしの 窓のと ころで 罪 

ない たづら をな すった の は。 

末っ子 お母さん、 僕です。 僕です。 僕が 歸 つて 來 たので 

す. > 

母親 僕です？ 僕です？ その 聲には 聞きお ほえが ある 

が。 (よく のぞき 込む ゾ 

(二 羽と もしに らく 物ん 二  H にない。) 

末っ子 僕が 分って 下さいました か？ 

母親 (眼..^ ふいて) 分った よ。 分った よ。 お前が どんな 

姿に なって ゐ ようと も、 わたし は 忘れ やしないよ or 僕が 

お分りに なって 下さいました か？」 お前 は 今 こんな 立 I 败 

な 姿に なって 来ながら、 へり 下って、 育て、 あげな かつ 

た わたしに 恥 か し ぃ氣 をお こさせない やうに、 靜か に さ 

う 云った ね。 お前 は 今でも やっぱり 親切な 子 だね。 察し 

のい い 子 だね。 あ、。 それでこそお 前だった。 わたしが 

每日蟲 よくも 待って ゐた お前だった。 (抱く) 

末っ子 (^親の 羽の 下から〕 ちい 姉さん は？ 

母親 奥に ゐ るよ〕  • 
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末っ子 それなら なぜ 早く 呼んで 下さらな いの。 

母親 わたしが 愁 張りだった の だよ。 誰に も 知らせな いう 

ちに、 少しの 間 だけお 前 を 横取りしたかった の だよ" 思 

ふ存 4- に ！ 思 ふ 存分な どと いふ こと は 今日が 始めて だ 

からね。 まあ。 わたし も駄々 つ 子に なった ね。 お前が は 

じめ て駄々 つ 子に なれ. たやう に 。だが お前の いふと ほり 

早く 知らせて あげない とち い 姉さん はほんと に 怒って し 

まふ かもしれ ない ね。 (大聲 _|0 みなさん。 みなさん。 

早くい らっしゃい。 早く。 末 ちゃんが 歸 つて 來 ました。 

末 ちゃんが 歸 つて 来ました リ 

(兄の ひと リが 入口の 戶， か 開けて 首.^ 出す が、 驚いて 

すぐに 引っ込める。 家の なか ゾ驟 がしくなる。 庭の 向 

ふから 隣リの 七面鳥の 子が 首，， や 出し、 また 急いで 引つ 

込める。 それから 戸口 ゃ欏の 木戸から、 ちい 姉さん,^ 

はじめ、 兄た ち、 祖母 家鴨、 七而 鳥、 七面鳥の 子、 そ 

の ほか 近所の 鳥な どが 大勢 集まる。) 

ちい 姊 (幾分 &か しさう-し、 末っ子に 近づいて) ぉ歸り 

なさい。 

末っ子 只今。 

ちい 姉 ありがたうよ。 

末っ子 なんのお 禮で すか。 

ちい 姊 だって あんなに 役に立たなかった、 わたしの 事 を 


わるく 思って ゐな いんです もの。 

末っ子 あ. -。 氣 兼ね はやめて 下さい。 さう しないと また 

不仕 合せになります よ。 その 不仕 合せ は 美しい 不仕合 だ 

つた かも 知れません ね" でも 不仕 合せ は不仕 合せです よ。 

お母さん 聞いて いらっしゃいます か。 今日 か ら 1^ た ち は 

す つ か り やりな ほ すんで す。 僕 はお 母さんの こと を 思 へ 

ば 思 ふ ほど、 お母さんの そばに ゐて はわる かったんです 

ね。 それが 今日から は、 お母さん も 家鴨ら しい 家鴨のお 

母さんに なれば、 僕 も 家鴨の 子になる んで すよ" 僕 はや 

つばり 家鴨の 子だった ん です。 

00  (浜， さ-ぼしながら) 末 坊や。 末 坊やつ それで はわ 

たしの やうな もの も 恨まない でおくれ かい。 

末っ子 ああ。 お祖母さん。 (行儀よ くお 辭儀 する。 返事 

に 困りながら ：} だ. つて、 あなた は、 あんなに 御 先祖に 忠 

義 だつ たんです もの。 

Ig 母 (釣り込 i れて 丁寧に ぉ辭 5^ ん」 しながら〕 まあお 前 

そんな 資ぃ事 を 云って くれて、 わたし や、 (一 で) さ 

ぁリ みなさん や。 それ、 挨^ をして" (兄；： ち はき まリ 

惡 さう LL 挨 i^v ケ する。) 

0m  (羽 ひとつう つて) ああ。 お 目出度い わ。 お 目 出 

度い わ。 けさの 明け方に 不意に こんな ことにな らうと は 

わ。 さあ」 ちい 姉さん。 けさ は 煙の たつ 朝御飯 を 一膳 ふ 


やすのです よじ さあ。 子供た ちい らっしゃい。 お 家に 入 

り ませう。 そして 今日から は 同じ やうに わたしの 駄々 つ 

子になる のです よ。 それからお 互 ひに 駄々 つ 子になる の 

です よ。 お 互 ひに 甘えたり、 無理 を 云ったり、 仲な ほり 

したりす るので すよ。 誰も それ を氣 にも かけない。 自慢 

にもし ない。 それ だのに 家の なか は 今までと はまる で變 

つてし まふので すよ。 みなさん それ はま あどん なでせ う 

ねえ" さあ。 お 家に ひきあげ ませう。 

末っ子 广 突然 心配 さう-し 動か なくなろ) 

^親 末ち やん。 どうしたの > 

末っ子 (指さして) あの方が、 さっきから ぢ つと 僕 を 見 

つめて ゐ るんで す。 

^親 どの 方が？ 

(そのと たん-. 0 わし だ。 (大勢り なかから 出 

母親 あなた は どなたです。 

•m 面の  

^0 何の 御 川が あって ここへ いらした のです。 なせ さう 

わた し の 子ども を兑 つめてい らっしゃる のです- 

•m 而の鳥  

母親 歸 つて 下さい。 歸 つて 下さい。 あなた はこ こに 邪魔 

しにい らしった のです ね。 


覆面の 鳥 (靜 かに 末っ子へ 手 > ^差し出して) 友達よ。 迎 

ひに あがりました よ。 

ちい ：5t  (こ はい I が 1^ し V 、末っ子，^ かに ふ) 

末っ子 (毅 色が か はろ) あなた は どなたです。 

母親 广 恐怖, 尸 もって) あなた はこの 子 を ひに いらし つ 

たのです ね。 あなた はわた したち を嫉 んでゐ らっしゃる 

のです ね。 でもお 氣の毒 です が、 あなたの 計略 はしく じ 

り ませうよ。 この 子 はやつ との 事で 今朝 こ 、へ 驚いた の 

ですからね。 

覆面の 鳥 (また 静かに) 友達よ。 わたし 達の 用意 は 出来 

て 居ます。 

末っ子 (恐る 恐 ろ ) あな たは 僕 を どこへ 連れて ゆ か う と 

仰る のです" 

覆； ぬの 鳥 ；-川 かみ の. C 鳥の II の 御殿ん、 指す) 

末っ子 あすこへ？ あの 靑ぃ 屋根に 金の しるしの ついた 

ところで すか？ あ X。 あすこ は 僕が 小さい 時分から 見 

るの が 好きな 處 でした。 あすこ を 見て ゐ ると 妙に 淚 がわ 

いたんです。 です が …； です が 僕 はお 斷 りいた します つ 

僕に はま だ ここの 家です る 事が あり ますから ね。 僕 は 家 

鴨です からね。 

化 面の 鳥 あなた は 家鴨で はない。 

i 惡魔！ 
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(犬 勢の 鳥が 動搖 すろ。) 

末っ子 僕が 家鴨で はない？ それなら あなた は 何の 鳥で 

す。 どう 云 ふわけ であな たは、 場合 を 選り も 選って 今朝 

ここへ、 そんな こと を 知らせに いらし つたの です。 

覆面の 鳥 (覆面.^ 投げす てろ。 金の？^ 輸，^ して ゐる) わ 

し は鵠だ n わし は あらゆる 子供の 運命 を つかさどって ゐ 

る 方の 御 使 だ" 

(空から 角 i2 が ひぐ わ たろ。) 

見物の なか、 ら 鵲だ。 鵠だ。 

末っ子 あなたが 鵠で すか。 では 伺 ひませ う。 差し出され 

たお 杯 をお 受けし ませう。 僕 は 何な のです かし 

(母親 思 はす 羽で 額.^ かくし、 聞え な いやう に マる") 

鵠 (しづかに) あなた は 白鳥 だリ 

ちい 姉 お \。 お. -。 

(太 勢の 鳥が 勖摇 する"〕 

末っ子 (低い 聲で) 僕 は 白鳥です か？ 

0 思 ひ あたる こと はない か。 あの 川 かみの 靑ぃ 屋根 を、 

わけ は 知らず に 戀し く 思 つたこと はない か。 

末っ子 (S5 ひ あたろ やうに ：} 撲は. 01 鳥です か。 

鵠 あなたが 心の どこかで、 絕 えず さがした 場所 は あすこ 

なの だ。 あなたの 故：！. は あすこな の だり 

(のこらす の 鳥が 默 つてし まふ <) 


0 みんな 默 つて ゐ るな。 みんな 不服 さう にわし を 見て ゐ 

るな。 だが わし は 御 使 だ" わしの 役目 はこれ なの だ。 わ 

しの 役目に 融通 はきかない。 わしの 役！： n は 事. 試 を 云って 

果 される。 (角笛よ；^ ひ *> く) さあ。 時 が來 た。 今 こそ 

あなたの 秘^ を 話して きかさう。 ( 一 步 前へ 出て 欲 ふや 


0 


三年 前の ことだった。 

白鳥 御殿の 一 羽の 〔=c 女 は 

心の わるい 下部の 云 ひよ るの を まともに とった。 

事 は 露見した〕 下部 酒 もりの 席から。 

事 は 腹 か ら笑 はれた ，氣 位 0 高 い 局た ちに よって。 

だが 女 はしと やかな 心 持ち主だった。 

後悔の 涙のう ちに 

今は靜 かな 樂 しみが 胸に わいて ゐた。 

今 は 生れ 来る 子の 生れる 日 を 

靜 かに 指 をり かぞへ て ゐ た。 

そして かぞ へられた 日は來 た』 

冬の ある 朝、 宮女は 御殿の  一-;! 1^ で產の ひも をと い 

た C 

安らかに。 だが 父親 はすで に 逃げて ゐた。 

不身，：^.ゅにゃ1£.6^|;,.御8^ ね^,、5,介^.な つ， 
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てリ 

さう し て 行く へ はわから なかった。 

母親 はなげいた、 病の 床に ついた。 

だが 母親 は 星の やうな 卵の 生れた こと を 讚め た 》 

へ 

にあ まった ことと 涙に むせび 

自分の からだに かへ てもと 思 ひつめ て、 

身 を もつ て 終日 終お あた  >- めた リ 

だが あた i める 彼女のから だは 日 ましに 冷え、 

衰へ、 瘠せて 行った。 

さう して 霜の か^ゃ いた 晴れた 冬の 午後 

母親 は：！！^ 後の ぬくもり を その 愛兒 にあた へて、 

すべ て の 祈念 を そのな，^ にこめて 死んで 行った。 

この 子 は どう か 無事に 1： り ます やうに。 

さう して ゆくゆく は 立派な 鳥になります やう こ 0 

それが 消え か 、 つた 母親の 魂の さけびで はな か つ 

たらう か。 

その 聲は 遠く するどく 天上の わしの， 王 人にまで 達 

した。 

主人のお 心 は 動いた。 

「わし は あの 子 を 祝福しょう。 

しかし あの 子 は 殿に おいて はいけ ない。 


わし は あの 子 を 死んだ 母親に ふさ はしい、 

愛情の 深い、 大きい、 こまやかな 子に したい。 

しかし それに は あの 子を毅 へなければ ならない。 

苦しまな いと 生命の こと は 分らない。 

苦しまな いと 世界の こと は 分らない に 

命 をう けた わしの 心 は 震 へ た " 

手 は 震へ た。 

だが 主人の 眼 差は嚴 しかった。 

わし はす ご/、；^ 出した C 

わしの 役目 は 御 使 だ！ 

その 晚 わし は 闇に 乘 じて 下界に おり、 

$ の 煙 突から 入 つ て 卵 をう ば つ た。 

わし はふた、 び 圏 の {^ へ ま よ ひ 出た。 

ゎしは下戸^：を見まはした。 

その 時 ni! にと まった のがた つた 一 つ 

この 家の 貧しい 灯だった。 

わし は 祈った 

わしの 心 はき まった。 

さう して 心 を こめて 家鴨 の 母親 に し ばらく 白鳥の 

卵 を ゆだねた。 

白鳥の 子 はかくして 生れた。 

かくして 育った。 
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だが かくして 今日！ 

時が 来た。 (一 步ぁ とへ 返ろ) 

(大勢の 鳥が 動搖 する。) 

末っ子 お母さん (溢 慮が ちに) 僕 はやつ ばり 白鳥の 子 

だった のです。 

S   。 

末っ子 お母さん。 (何 か 云 はう とする) 

母親 (遮って かに) それが どうしたと 云 ふの かい。 こ 

の 方 はい まお 前の r やおと かいふ もの をお しゃべり になつ 

たね。 そしてお 前 は 白鳥の 子 だと 仰った ね-〕 だが それが 

わたしたちの さ つ きの 約. is: とどう い ふ關 係が ある の 。 お 

前 はなる ほ ど 白鳥 の 子 か も 知れな い 。 さう でない と はわ 

ざと 云 ふまい。 わたしに は その 證據 もない、 また 證據も 

いらない。 そんな こと はどうで もい いの だよ" 一鬼に 角い 

まの わたしに とって かけが へのない 大事な 事 がら は、 お 

前が わたし を 忘れずに 歸っ て來て くれた こと だよ。 そし 

てわたしが お前 を 忘れずに 待って ゐ たこと だよ。 そして 

わたしたちが 今お 互 ひに ゆるし 合った こと だよ。 おお。 

戸外に は 丁度 春の 天使が 來た やうに、 この 家に もな に か 

の 花 が^かう として ゐ るの だよ。 末ち やん や。 この 事 を 

考へ ておくれ" わたしたちの 因緣は 今の 「r& 密」 ぐら ゐ 


で 崩れる ほどの ものな のかい。 

ちい 姉 そんな 事 は 決してありません わ。 

母親 ちい： s さんよく 云って くれたよ。 それで は 末 雄 は* 

あの 白鳥の 國 とかに は 行かないで くれる わ。 

末っ子  。 

S なぜ. 默 つて ゐる のかい。 お前 はま さか 大 それた こと 

を 思 ひ はしまい.； r 

末っ子 (困って) でも、 1;^ は 行かない といけ ない のです。 

S  (絕 望して) ああ。 それで は 急に ここが いやにな つ 

たの だね。 お前のお 家に ゆきた くな つたの だね。 

末っ子 お母さん。 どうか 間違 はないで 下さい。 露骨に 云 

へば 死んだ お母さん を嫉 まないで 下さい。 僕の 白鳥のお 

母さんへの 心 持 は、 今お 話 をき いたばつ かりの せゐ か、 

それとももう 死んで ゐ らっしゃ るせ ゐか、 何だかお 伽. 斷 

の や ，「なのです 0 そのため にこの 家 を 出て ゆく にして は、 

あんまり ぼうっとし てお 斷 の やう な ん で す。 まして 死 

んだ お母さん は 最後 ま で 僕の 幸讓 を 祈 つ て 下さ つ た やう 

な 方です もの。 僕が ここに、 代りの あたたかい 家 を 見つ 

けて、 そこで 可愛がられ たって、 なんでお いやが. リ にな 

り ませう。 Sgi はこ こに ゐ たいので す。 ここ を-家に したい 

のです。 いえ、 いつまでも ここ を 家に は 致し ませう" で 

も 僕の 行かなければ ならない 處は あそこです" 


1 


i 


？ .78  出の <ir 求 


なぜ ひ なぜ o 

. ^つ 子 ^が 白鳥です から。 僕 は 一 牛： お母さんの 子です が、 

そしてい つまで たっても お母さん をお 母さんと よびます 

が、 やつば り 白鳥の やうに ：冰 がなければ な りません から" 

..H 鳥の やうに 啼 かなければ なりません から。 そして 白鳥 

の やうに 胸 を 張らなければ なりません から。 ああ。 お 母 

さん。 よく 慯を なほして 戴いた 水 かき を 使って、 ここ を 

離れて、 川 を の ほつ て、 あすこ へ 行って しま ふの です ね C 

何だか 済みません ねえ。 でも さう しないと やっぱり 濟ま 

な いんです。 あの方に です。 11 死んだ お母さん だと 思 

つて 下さるな。 このお 使 ひの 方の 御主人に です。 本當 に、 

お母さん。 がっかり なさった でせ うね" 何もかも これ か 

らと いふと ころで こんな 雍 になった のです からね。 だけ 

れど煤 も々 のま  >- では、 いつまで 經っ て も 恰好が 半端 で 

せうよ。 可笑しいで せうよ。 嵐 や、 It- や、 洪水に すぐに 

負ける でせ うよ。 でも 嵐 や、 や、 洪水 は みんな 無邪氣 

なやつ なんです。 用意 をし ない 僕の 方が 惡 いんです。 だ 

からお 母さん！ 今が つかりな さる か はりに、 先き を樂 

しみに して 下さい。 何年 か經 つたら、 あの 時 はやつ ばり 

あれで よかつたん だね つて、 笑って 見せて 下さいね" き 

れ い な 股を兑 は つて 下さい。 僕 だ つ て それ を あだ に は い 

たしません よ" 


末っ子 どうし たんです。 お母さん！ 

so) 

母親 (羽. はたさして) 末 雄 や。 分った よ。 分った よ 。わ 

たし はね、 お前 を まだ ゆ つ くり 手 もとにお い て 可愛が つ 

たこと がない の に 、 今 ま た すぐ に 手ば なすの はつ ま らな 

いと 思った の だよ。 それに わたしが さっきから 有頂天に 

なって つくつ た計畫 を、 >  ^  0 方と お前と でかたつ ば し か 

形な しにして しまったので、 一 寸 むしゃくしゃ したの だ 

よ。 勝手に 自分で つくった 計 喪な のにね。 わたし はこん 

な 我儘な お母さん なの、 たよ ノ それに ひき かへ てお 前 C は 

何とい ふ 見上げた 甘え 方 だら う。 おお。 末 雄。 それで は 

行って おいで。 行って おいで。 

末っ子 oi- しさう に) 許して 下さった の。 

00 あ 》 あ" 行って おいでと も： わたし はもつ と 胸 I ば 

いの 聲を はりあげて 「行って おいで」 と 云 ひたいの だけ 

れ ども、 もう 胸が つまって こんな いぢけ た聲 しか 出ない 

の だよ。 だが わたしの 心 を 開いて 見せたい。 わたし は 喜 

んで 許して あげて 居る よ。 末 雄 や。 お前 はお 前ら しく 行 

くがいい。 わたし はこ こで 待つ よ〕 お前の 進備 はもうと 

とのった の だ-そのと とのった 惟 Hi の 最初の いしず ゑ は、 

わたしが 手 を か けて やった にしろ、 準備のと とのった 身 


as はお 前の も c だ。 行く がいいよ。 母親 は 母親ら しく 年 

と る の も 忘れ て 待つ ば か り だよ) 母親 は な ばいて はいけ 

ない。 愚痴 を こ ほして はいけ ない，、 笑って 兑绘ら なけれ 

ばいけ ない。 わたし は いつまでも .：1^ はすに、 樂 しみに し 

て、 梗氣 よく 待ちます よ。 さやうなら-〕 (接吻す る. - あ 

あ。 末 雄。 ふたり は 母子で ない と 分った 日から、 本當の 

母子に なった ね。 お 禮を云 ふよ。 

ちい：： t  (駅け よって) 末ち やん。 末ち やん。 わたし fl 

待って てよ。 待って てよ、 

！ g 母 (兄た- ゥ,？ 押し わけて) 末 坊や。 それで はわた し は 

もうこれ で兑 納め かも 知れない ね。 まだお 前 を 可愛がつ 

たこと もなくて" ご ：… ごめんよ。 さやう ならよ。 「急 

に 未 ん 1 出し \  、 ) だが お前に も 時々 はこ こへ 来て もら 

へ る ものなら ね。 だって わたしの 先き はもう 短い の だか 

、ク 20 

末っ子 (靴 母と 一 ゥぃ姊 さん > ^ど 抱いて) ええ U 今に まじり 

つけの ない； 冰ぎ 方が 出来る やうに なったら、 お 天氣の い 

い 日 曜日 に 下り てま ゐり ま せう。 (鶬 LL 會釋 す る ) 

(鵠 は 末 つ 子に 二 尺 ほどの 銀 い *<: の 鍵， や 渡す。 角笛が 

ひびく。) 

末っ子 それで はみ なさん。 行って まゐ ります。 

皆 さよなら 「」 さよなら。 御 達者に。 


末ハ子 では リ 

(末っ子 はおの あとから、 何度も 扳リか ヘリな. から iSS 

く。 それから i 取 後 に 手ん、 あげ、 合 31 ズ 行って しま ふ。) 

(やや f おくで^ 笛の 普。) 

母親 (^1.4にきれ.^,.」リ出し.) 未 もやん や.、 末 もやん や。 

( それ 振ら) 

ちい 姑 ああ、 聞え たのよ) (0- はりきれ.^ 出して 报ろ) 

(この 時. K 陽が のぼろ。 見！^〕 つて ゐろ のの 額 はふん 

な 明ろ く 照らされる。 水ポの 昔が はじよ る o、< 

母親 (しにら くして 我 LL か ヘリ) ああ〕 もう 兑 えなくな 

つたよ。 あの 子 はた > 「とう 行って しまったの だよ" (力 

なくよ 5ハ めく ソ 

(みんな； M いて それ.^ ささ へ る。 ^くで もう  一 ^かす. 

かに 角笛の 音。) 

11 幕 11 

(大正 七^ 1 月 作.) 


サノ 偽サ ンタ クロ  — ス 

ク  七つの 場面から 出来て ゐる話 

ス 

「サン タク 口 ー スサマ 0 サクネ ンハァ リガ トウ 0 コ トシ モ 

マツ テヰ マス。 ヤマダ ハナ コ」 

ti リ の女屮 お： ん、 何 を 持って いらっしゃ るの。 おや 

！ ^® ね。 假名が.3^3ぃてぁるぢゃなぃの。 お 娘さんもう 字 

かお 一?« けになる の。 (.：^-返す ) まあ 宛ノ もが 書いて ある 

ぢ やない の。 京 橋.！^ 銀座、 サン タク 口 ー ス樣。 お 父樣の 

宇 字ね、 あなたのお 父： 一は 面白い 方ね え。 あら 本當の 切手 

が 貼って ある ぢ やない の。 勿嬗 ない のね え。 ぉ壤 さんそ 

ん なに まに け 出して は 危なく つてよ〜 め、 いけません、 

いけません- いけなく つてよ、 それ を ポストへ 入れて 

は" あら、 入れて しまった。 11 あ &ぁ、 仕方がない Q 

i わえ〕 


三 

銀座にて靑：^^詩人 (口から. R い 息が たつ) 雪が ふる か 

な。 すっかり 軒並みに 飾りつ けたな。 メリ ー クリス マ ス、 

^の 色 合が うまい や。 卽興 詩が 出來 ないかな、 出 來ても 

金に ならない や。 窓い と 腹が減るな。 この 二つの 密接な 

關 係に ついて、 ひと っ圆書館で徹！^的に調べ て やる かな" 

やけ だからな。 

おや、 サン タク 口 ー ス になる 人 募 築- 大正 屋食料 品 店 U 

この 店 かな d  (不意に 起ろ. S -」 忠と歡 び) なって やらう か 

な。 クリスマスの 曰い ち に ち。 面 を かぶ つ て髯を つけて。 

スト， I ゲ に 暖ま つ て。 辩當 はくれ る だら うし" 恥 は あか 

るみに 出な いし〕 ォ ルゴ ー ル だの 銀紙 だ の に. 取り 卷 かれ 

て。 —— 化-さう かな〕 俺 は 無愛想 だし、 人好き はよ くな 

いし、 すぐに かつと する し" —— 入らう かな" I— 止さ 

うかな U 11 入らう！ (店へ 入って 行く) 

年老った 郵便 夫 面白い 事 もない なつ クリスマスと 新年と 

盆に ほ、 いつも 俺 は 足に 豆 をつ くって しま ふ。 今日はち 

やん と鍾 へ 油 を 塗 つてお いた" 敵が その 氣 ならこ つち も 

その 氣さ。 郵便！ 


ズー a ク タン * 偽 
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え、 と、 もう 大分 カバンが .1 くな つたな。 おや。 これ は 

tkt 地が 書いて な ぃぞ。 地 は 書か んき やい かんとい ふ 事 

にせん かな 0 なに。 サン タク 口，' ス樣) 馬鹿にし とる。 

おまけに 大人 0 字 だ" 子供なら まだし も U  - おいて やらう 

か 。 後が う る さいな 、往来な どで 破いて は。 め んだ うだ！ 

い  >- かげんに 投り 込んで やれ。 こ X は 止さう、 主人が 江 

戶ク 子ら しいから。 こ  >- も 止さう、 小僧が 理窟 を 云 ひ た 

さうな 顏を しとる。 さう だ ！ こ.. - がい \  。 赤い 帽子 を 

かぶって 白い 髯を 生やした 男が ぼんやり 立つ とる。 こつ 

ち を 向いた な。 おや 而だじ 假裝 だ。 面なら なほい \。 郵 

便！ 

あれが サ ンタ クロ，" ス とい ふ 奴 か。 一 £3 サン タク 口- 1 ス 

とい ふの は 耶蘇の 親父 かしらん て。 や あ、 俺 を 呼び留め 

てゐ る. 逃げろ。 逸げ ろ。 

五 

銀座 ほ 内 0 サ ンタ クロ一 ス 

、オル ゴ ー ，レ の g は ロベルト • シュ ー マ ンの 「子供 の 場 

面」 作品 i?^ 卜 五。 丁 ぼい ま 第二 節の 「不思議な I な」 な 

かおで てゐ 3 

變な 郵便！ S だな。 俺に 葉書 を わたして いきなり ® け 出し 

たりして。 俺が 假装 〇 サン タク 口 ー ス だから、 向 ふも假 


装の 郵便： r たとい ふ 洒落 かな" なに、 サン タク nl ス樣。 

止して くれ、 これあき つと 「詩の 泉」 の 仲間が 俺 を兑ぬ 

いたんだ- 俺の 友達で なくつ ちやこん な 目茶な 惡戯 はす 

る もんか。 何で また 俺 だって $^JE^ 拔 いたらうな あ" ^ 

格 かな。 手つき かな。 靴の 穴 かな.' 靴の 穴 だ。 あ、、 赤 

面しち やった。 さう か、 面で 人に は兑 えない か。 よしよ 

し) 

一 體 どんな 事 を かいて 嘲弄って ろ るんだら う。 なに、 「サ 

ンタ クロ ー スサ マ、 ナ タネン ハァ リガ トウ。 コ トシ モマ 

ッテ牛 マス」。 一 向平 凡ぢ やない か。 まさか 火に あぶる と 

とてつもない 皮肉が あら はれたり する んぢ やないだら う 

な。 しかし 中 野 C 消印 だよ。 を かしい な。 さう 云へば 本 

當に 子供の 字ら し ぃぞ。 ヤマダ ハナ コ。 ヤマダ ハナ コと 

い ふお 孃 さんが 書いた の だな。 もし本當に^^3 い たと すれ 

.X  

(「子供の 場面」 は 第 七 節 「夢想」 LL や H 打して ゐ ろ。) 

< 突然〕 ぉ壤 さん ありがたう，. 僕は滿 足しました よ！ 

ォ ルゴ ー ル 〇 「夢 相 ご は 白い 心， 臓の やうに ひ^いて ゐ る。 

ぉ孃さ ん の 夢想 も 殺され は し な かった ぞ。 淚が 、 J ん な に 

出て 来た" 奋睛が 行 はれた 0 だ。 通信の 奇 か 行 はれた 

んだ。 基. ほの 生れた ョに。 東洋の 都 のなかで。 涙が 鼻 

の あたまに 溜って 痒い や。 面 を 一 寸脫 いで 拭いて やれ」 


支-^ 人が 妙な 顔 を して ゐ るな。 自分勝手 に 面を脫 い で は 

いけない つて、 今朝. K ひき かされた からな。 おや/、、 こ 

つち ヘルいて 來 たぞ" 急いで かぶらう。 かぶる か はりに 

この ビラの 束 を、 ありた け店ぢ うに 撒いて やらう。 一、 

二、 一一；。 

キンデル スッ >-!*■ ン 

Cj 子供の 場 13」 は^^^十 一 節 「おどかし」 へ さし か > 

ろ。〕 

クリス マ スぉ E 出度う！ 

もう ひと 朿。 

クリスマスお ：ni 出度う！ 

もう ひと 古水。 

クリス マ スぉ E 出. おう！ 

ぉ據 さん 萬 歳！ 

生きる あ ひだ ネ： 想 を 忘れな い 者 m 歳- 

ナ乂配 人 (飛んで 來る〕 おいつ！ あんな 氣狂ひ を 雇つ ち 

やい かん ぢ やない か" (卒倒し かけろ) 今日は 鶴 屋>  一大 

正； S の 大々々 i- 大 的決戰 日なん だ" (卒倒) 

( しばら くも^ の ビラの 雨が 靜 か に -; i ろ 0) 


若. > 父親 (新しい 人形， 抱いて 眠って ゐろ 娘の 傍で、々 刊 

,.^^^んでゐる) ほんと に サン タク 口 ー ス から 貰った つ 


もりで ゐ るな。 その 人形 は 右の 頼に キズが ある、 それで 

安 かったん だよ。 だが お母さん がな、 靑ぃ リボン をう ま 

く頓か , ^ り さ せ て 、 产ば水 を裔物 に ふりかけ ておい て くれ 

たよ。 (氣 のない 樣 子で タ刊. ^手に とろ) ジグス がマギ 

ィ を離緣 すると 痛快 だな U  (K,^ めくる) は \ あ、 <„ ？械 ii 

が大 ぶんの 人出だった やう だな. ン 「喜劇 クリス マス、 口 1 

マ ン プ、」 い 事が あった やう だな。 1 「サン タク 口 

1 ス e 大人 氣 ，--, 大正 IE は そのために 銀. M 第 一 の 容來に 

て、 店頭 は 押すな 押すな と危 ふく 破壊 されん とし」 ！ 

どうした わけ だ。 I； 「サン タク 口，' スは 胴上げされ て 

せ 動き ，，" 出来 H  遂 に 右腕 打撲傷 ：—— 原因 は 0 に 昂 

喪せ る 支配人の 談 によれば」 ！  これ は變 だぞ。 

うちの 花子ぢ やない かしら。 きの ふ 俺と クリス マス ごつ 

こ をした 時に 11  (娘 1^ 搖リ 起す) 花 子、 花 子。 ちょつ 

とお 起き。 ！ 困るな あ、 すっかり 歩き 草 疲れて 眠 込ん 

でし まった。 

(お 伽噺な 一 册とリ わげ) さう だ、 これ だよ。 俺が きの 

ふ 花 子に 讀んで 聞かせた の は。 (讀 む，， >  郵便 を 出せば 世 

界ぢ うの どなたと も 話が 出來 るので す。 郵便 は 鳩のと び 

出す 魔術 の やうに ふしぎで すよ。 郵便局 は 仉界 のど この 

國の どこの 村に も 建って ゐ ます- 郵便 は 世界 を 暖かく つ 

つむ 目に 見えない 絹の 網です。 郵便で 人と 人と は 手 をつ 


り o*y 


なぎます 。これ を あなた 方の 分る やうに やさしく 言へば、 

郵便 は…… 

^  ,hm  (割烹着 产 やお、 別の タ刊 v?^ 持 一、 笑效. ^はち 切ら 

せて 入つ て來 ろ) あなた、 こっちの 夕刊 を 讀んだ こと！ 

父親 いや 俺 はこつ ちの 夕刊 を讀ん だんだ。 

七 

^線- m  isf の 終 S の 鐸夫 〕 Q 见 車の なか LL 眠て -C る 詩人，^ 

起す) もしもし。 起きて 下さい。 こ、 は終點 です よ。 終 

電車の 終 です。 一時 過ぎ ましたよ。 もう 十二月 二十 六 

日です。 どうしたんだ らう、 この 人 は) 金 や 銀の： 鈴 を 肩 

からかけ て" 右の 腕 をく ぢ い て 繃帶を 頸から 吊 つて ゐる 

なク 喧嘩で もした のか しら。 

それにし ちゃ 眠ながら 笑 つてる。 い、 事が ある の かな。 

い 、喧嘩 をした のかな リ 

や あ 吃驚した。 そんなに 跳 ひ 起きな い だ つてい k ぢ や あ 

りません か。 何 を そんなに け 出 すんで す： いやにに こ 

にこして。 もしもし〕 符を おいて 行って 下さい。 切符 

を 下さ い ： あ 驚い た 。 立ち ふさがりで もし た ら 突き倒 

される ところだった。 切符 もお かずに 一直線に 畑 を 突つ 

切って 行くな。 なんて 大 なんだら う。 や あ 綺麗 だな。 

頸の ま はりの 鈴に の こらず 明りが 點 い たぞ。 豆 電燈を 仕 


込んで あるんだ な。 馬鹿に 早足 だから 明りが 兑ろ兑 る 小 

さくな つ て 行く ぞ ， や あ： ぉ路を かま はず 突 つ 切って ゐ る。 

危ない、 危ない。 あれ ぁ氣が i< な かしらん" 自殺し や 

しまいね。 

眠りして ゐた 老驛失 この頃の ずる は 上手くな つたよ。 

粉囂の 笑 ひ 5t ちらちら" ちらちら。  (ん- ばり) 

(大正 十 十 一 »J 作) 
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とても 堪ら ぬわい。 どうにかして、 早く 眠って しま ひた 

いもの だが な あ。— (間〕— やつば り 駄目， た。 え \ いっそ 

のこと 起きて、 ひと 緩り、 緩る としょう か。 (起 上ろ つ) 

お 一い。 (行燈 に 灯 1 ^つける。 舞薹、 全く 明かろ しコ 

正面 は、 おが 狭き 床 * 左-,. 1、 それ Li 連り て 三尺の 戸 糊の 

上-」^ 形の 佛境、 又 それに 述リて 出入口の 障子 二 枚、 そ 

れ 開けろ と緣と 雨戸。 上手に 柱ん、 中央 に 典 一 間 は 壁、 

手前 一 間 は 窓。 下手 は 奥 一 問が へ の 出入口と 壁、 手前 

の 一間 は戶 棚。 床 Li 梅、 佛！？ の 前に 鐘、 行燈の 側に 机、 

ィ X てみ な、 俳諧 M の 庵に、 ふさに しさ、 、しら へ 0 —— . 

圍爐 裏に 粗朶.^  くべ 終って、 兩手ん、ぁぶリながら)ぉ、 

^^^寒ぃ。 なんて まあ 寒 いんだら う。 お、 寒い。 Is). - 

何 か i 巧へ る もの は 無 いかな あ。 堪らなく 腹が {登 い てきた し 

二日 も. 俊べ ないで ゐ ると、 どうも かう 心まで こた へ る 

わ" この 名主 殿に 頓 まれた^ 勢 物語 さへ 寫 しあげて しま 

へば、 あと 一 月ぐ らゐ は、 樂な もの だが。 さう だ、 あす 

は、 ひとつ 前借りに 出かける としょう わい、 何 か 無い か 

な あ。 新、 「{ 仝-いてきて は、 どうも 堪ら ぬわ、 飯が 喰 ひた 

いな あ. - 飯で なくっても 何んでも い、 けれどもな あ、 何 

か 無い かな あ。 菓子の かけらで もい、 がな あ。 ひとつ 探 

してみ るか。 と 云った ところで、 有る 箬 は 無し、 でも、 

若し やと 云 ふ ことがある。 え >- ひとつ 探して みると する 


能 祇 a 幕) 


時 

北"、 冬。 

能 紙の 庵リ 

俳諧師 (六十 あまり) 

(五十ぐ らゐ) 

(三十ぐ らゐ〕 

(二十たら す) 

の 音。 

そのうちに ^あがろ。 

取の 昔 U 

0.,^  んど開 Mr 

唯、 下手 ？リ に 闹爐. おの， ぉリ. 乂、  i^LL めかし。 

能^  のなかに て) お、 1  一い 塞い。 どうも 眠られぬ わ。 

なんとい ふ 寒さ だら う。 それに、 斯う； ^が. 〔人 ハーいて ゐて は、 


祇能 


387 


能 泥 能 泥 


能、:/ &能 '；も 


か。 (と 立 上ろ 0) 菓子、 菓子、 菓子、 菓子と、 あ、 何 

か 喰べ る もの は 無い かな あ。 i 巧へ 物、 i.r へ 物、 喰べ 物、 

噴べ 物と、 c 戸櫊 の屮、 佛 壇の 中等、 諸 所， や 採す、 無し。) 

呆れた もの だな あ。 (此 時、 部屋の なかほどの 疊 一枚、 

次 * おに、 もち 上って くろ。 これ _し 氣附 いて 思 は T 飛び 上 

つて 色, <^ 失 ひ、 す さリす さって、 戸棚の 中に かくれ 入リ 

しが、 またそう つと あけて 首 だけ 出し、 こば. こ は 見つめ 

ながら、 や  >- わって) 泥棒 かな。 — ；首， ケ かしげ〕 で 

も、 こんなう ちへ 入って くる 害 は 無し、 —— と 云って 怨 

をかった おぼえ はなし、 11 身に 恐れる ところ は 無い が、 

. 1, (疊、 突然、 激しく 上って、 棒の 半身 現れる。 思 は 

す戶. ^閉 す。 泥棒 もび つく リ して、 ひつ、、 む。 しばらく 

たって、 s'.-^. そうつ と 首 だけ 出す、 ；.^ 棒 もま；： そ 

うつと 首 だけ 出す。 兩人、 鎮 v5M 口せ て 言葉 無くして 見つ 

め あ ふこと しにし、 11 やがて 、無理に 力，^ 入れて) だ 

れだ あ。 

棹 泥棒 だ。 

祇 a 女心の 體に て) 泥棒 か あ。 

棒 シ， -ッ。 

祇 Of 勺，： 側に かけ 寄って) 上がらつ しゃれく。  ？ 

手傳 つて 上がら to さぞ 寒かった で ござらう。 さあ 援 

らっしゃれく。 (と 蒲圑， か；： づけて、 圍壚 裏の はた 


に 坐って、 粗荣 プヤく ベろ。 J ^棒 は 立ちし ま >- 5^ ろ。 粗朶 

. ^くべ ながら) さぞ、 塞かった で ござらう、 こ C 夜更 

けに まあく  ！ (下から 見上げて) そなた、 何か^べ 

る 物 を 持って ゐ ないか。 

(つ ッけ义 どん LL) 喰べ る 物が あるく らゐ なら、； \ 比 

棒に なんか 入る か。 

能祇 なる 程。 

泥棒 何 か 喰 はせ ろ。 

能祇 ャァ そなた も か。 

棒 ナ -1 C 

能祇 わし は 腹が 本： いて ゐ るんだ。 

$ 勝手にし ろ。 

能祇 わし は 二 Si も 飯 を it はな いんだ。 

$, 嘘 をつ け、 何 か 喰 はせ ろ、 俺 は 四日も^ はな いんだ。 

S  —— 上に は 上が 有る もんだ な あ。 

$ 馬鹿にするな、 何 か 喰 はせ ろ。 

能？ W 噴 はせ たいけれ どな ァ。 何ん にも 無くって、 わし も 

やっぱり 腹が 空いて ゐ るんだ レ 

棒 喧ひ 物が 無ければ 金が 有る だら う。 

祇 金 も 無 いんだ。 

棒 嘘 をつ け、 出して しまへ。 

祇 ちっとも 無 いんだ。 


^能 


i 一 


能-紙 

泥棒 

化， 


おや あ 探す ぞ。 

ゥム 探して くりやれ。 

ヨシ。 (^しま はろ。 f 化祇 * そのうし る について、 

^く  o〕 うるさい ッ. (卞 紙、 間爐衷 端- レ かしこま 

何ん に，， j 無し J 呆れた 奴 だし 

わし も、 今、. 呆れて ゐた ところな の だ。 

こんな 所に 長居 は 無用 だ。 (と 出て 行かう とする 0) 

マァ 待った し 

なんだ。 

マァ 待った。 朝に なれば、 わしが 金 を 借りて くる 程 

さう すれば^ へ る - それ迄 まあ、 こ、 で 待た つし や 


朝 迄 待てろ か。 

0^ だいぶな 一 いて ゐる とみえるな。 ぢゃ あ、 折角 だが、 

何ん のお あいそ も 無かった が、 では、 こんど 寄らつ しゃ 

れ。 こんど こそ 御馳走 をし ます ぞぇ。 

,泥 棒 ふざける ねえ。 

?\ 正面の 障子 1^ あけて、 其 そとの 雨戸.^ あけろ。 

風、 吹き込んで、 圍爐裘 の 火 は.^ どリ、 行燈は 消え か 

V- るし 

雨戸 vJ- 閉め V- 出て 行く。) 

能祗 —— (突然、 立ち上って、 急いで 雨戸.^ あけ、 


Li) 待った あし 

泥棒 なんだ。 —— (•# び 現れろ。) 

能祇 待った" い ものが あった • 待った ノ\0  (と 〈_.r レ 

で、 机-」 行って、 統に 何やら 書き) ぃ& ものが あった- 

待った く。 (と、 それ，^ 泥棒の 方に 持って行き) これ 

を、 そなたに あげる 程に な、 いっか また 此村を 通る 時が 

あ つ た ら、 どこでも、 大 き な う ち へ 行き さへ す れ ば な 、 

こ 乂  G 坊主が 書いた もの だと 云 へ ば、 いくらに でも 買 ふ 

て くれる わ.^ これ を そなたに 進せ よう。 

$  -. 不^ 相 lO さう か、 ぢゃぁ 貰って 行く としょう レ 

c- と 懐 Li 入れ) ありがたう。 c- と 去ろ。) 

能祇 さやうなら" ——- (見送って) まるで 風に 飛ばされ 

て 行く やう だ わい。 氣の 毒な 御 人 だな あ。 —— お \、 も 


う 東が 白んで きた〕 早く 喰 ひたい もの だな あ。 (と 戸 K ど 

閉 して、 座敷に 歸 ろ。〕 四日 も i.- はない と 云った な。 さ 

ぞ、 { 仝 腹 じい ことで あらう のう。 (錢 、鳴く。、 たうと 

ぅ寢 ずに しまった わい。 (さっきの、 ちらかした 机の 上 

, 仑、 とりかたづける d 紙の， 緩-ちた のん 開いて 見 \) ま 

だ、 だいぶ あるな。 あと 二日 三日 だな。 (あちこちに て 

盛んに 鵄 鳴く" 上手の 窓の 雨戸な あける。」 風 も 無くな 

つてし まった な。 (蒲圑 え .^n' 棚に 納っ て、 机、 行 燈,？ ^片 

し 寄， ゼ 、1 正 面 や 雨 A&^AC  Ksi, か歸， さ Ji けに 
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机な 元の 位置に^ して、 手 15： ブ やとって 正面の 緣から 降り 

て緣 先-さの 弁 尸で 效な洗 ふ。 次 i?; に曉の 色に なつ て さて 

明るくな つてく る。 数の 鼙。 能 一 砥の水 1^ 流す 音。 鐘、 靜 

に bu- わたろ - :—- 座敷に 上が リ佛增 の 前-..: 坐って 靜 >し 

鐘.， f つつ て 合掌す る。 拜み 終った 顷、 おもての 方に あ； - 

つて、 1.1 はかに 駿々 しい 人聲 がすろ。 正面の 出入口の 方 

見やつ VO なんだら う G 

名主 (障子.^ あけて 現ろ。) お早う ござります。 

能祗 ヨウ 名主 どの、 これ はお 早う ござります。 ササ さど 

, 「ぞ こちらへ。 

名主 ありがたう ござります" (と、 うしる 1< ^ふリ か ヘリ) 

お前 達 は、 もう 歸 つてい、" 

C かや/ \ しな-から、 人聲 t;?S くなる C 

何者： J- か、 つきと. はされ て、 泥棒、 再び 現れる。 

う し ス 手 に裨か れてゐ vQ  0) 

能祇 (びっくりして) ヨウ C 

$ おほえて ゐろ。 

能祇 さっきの 仁で はない か、 こり ゃマァ どうした ことで 

ござる の.^ 

名主 (上りながら〕 いつもな がらの 能， 紙 殿のお 智慧に 

は、 ィャ まことに 感服つ かまつ  て ござる。 (と 坐る。) 

0^ 1 體、 なんで ござるな" 


名主 ィャ 恐れ 人った もので ござる。 ィャ 驚き入つ たもの 

で ござる C この やうな 智 ii を もって、 泥棒 をつ かまへ さ 

せる と は、 ィャ どうも 恐れ入つ たもので ござる。 

能？ W  * なんで ごさるな。 手前に は、 とんと、 わけが、 わか 

り ませぬ ゎリ 

名主 ャ その や、 つに 仰せられるな" 早 代 (い 所へ、 御 足 

勞 ながら、 御 同道 を 願 ひたい もので。 

S 代 {G 所へ。 

名主 さう で ござる。 此野郞 を 代お 所へ 引つ 立てる C で ご 

ざる。 それにしても、 馬鹿な 奴で は ござらぬ か、 能， 砥 i^l 

の 智慧に、 か \ る とも 知らいで、 字の：？， 2 めぬ 阿呆の 悲し 

さに は、 ェ へ 手前 どもの 門 を 叩いて、 これ を 出して ご. さ 

る- (と、 さっきの 紙 V^Ei- せる。) 

能祇 (. 紙と、 ふたりの igvT 見比べて ゐ たが、 突然、 m 

1^ かきな-から) ャハ ハハハ ：… (と 笑 ふ。) 

名主 ァ ハハハ …… (と共に 笑 ふ。) 

能祇 (ん わて 、、それ.^ 制し) 此仁は 泥棒で は ござらぬ 

わ。 (泥棒の 方 LL むいて) 御 氣〇 毒で ござった なァ。 

名主 泥棒で は 無い。 

能 祅 いかにも 泥棒で は ござらぬ わ " 

$ それみ ろ。 

名主 でも、 これに 書いて あるで は ござらぬ か。 (請む) 
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泥棒が かどた て、 行く 夜 塞かな。 此 句なる ベ く 高く 御 買 

ひ. 取り 下された く 候、 能祇。 ！ ^棒が かどた て  >- 行く 夜寒 

かな。 と、 寶 いて あるで は ござらぬ か。 

？叫. 衹 でも 泥棒で は ござらぬ わ。 

名主 —— ィャ、 なにも、 その やうに 怖がる に は 及び ませ 

ぬわ。 この 位な 奴ナ ー -ー。 

化れ 祇 ィャ， 全く 以て 泥棒で は ござらぬ。 

名主 11 

化， 砥 11 ゥ 、では、 何 かわた くしの 物 を 持って をり まし 

たかな。 

名主 ゥ ム、 それ は。 

能 紙 早く 繩を、 といて あげていた t きたい。 (泥棒に) 

御 氣の毐 で ござ つ たな。 (名主 -」) 早く 繩 をと い て あ 

げ ていた^きたい。 

名主 ほんた うで ござる か。 

I 化 紙 ほんた うで ござる 0 早くと い てあげて いた きた い。 

名主 大丈夫で ござる か。 

ム じれ 紙 大丈夫で ござる。 さあ 早くと いて あげて、 いた ヾき 

たい。 

名主 大丈夫で ござるな。 

能 紙 一 - (うな づ く。) 

名主 なんの こった。 (と襯 と .V 、はじめる 0) 


能？ g ありがた うござる く。  11  (繩 * とかれろ。 泥棒 

L1) あ  > -御氣 の 毒で ござった な。 あやまり まする ぞぇ G 

あやまり まする ぞぇ。 (名主に) なんとも 申し 譯 ござ 

らぬ 次第。 手前の 胸に 浮びし ま  を、 句に した 、めしが 

事の 起り、 なんとも 申し 譯 ござらぬ。 

r 泥棒 に) あやまり まする ぞぇ。 御氣の 毒で-こざ つたな。 

あやまり まする ぞぇ/ \o  (名主に) なんとも 申し 譯ご 

ざらぬ。 

名主 さう で ござった か 0 

能？ i なんとも 申し 譯 ござらぬ。 (泥棒に) 御氣の 毒で ご 

ざったな。 

11 (間) ——- 泥棒 は， す、 リ 泣-きして ゐろ。 

名主 (問が 惡る さう に) 手前 11 手前、 いろ/ \ 用 がご 

ざり まする し、 それに、 まだ 朝飯前で ござれば、 これで 

御免 かう むります。 

能 紙 マよ いで は ござり ませぬ か。 

名主 ィャま だ 朝飯前 で ござれば。 

0M. ィャ 手前 もま だで ござる。 それ は 丁度よう ござる。 

折角のお いで、 何 は 無くと も 是非 さしあげたい、 マよ い 

では ござらぬ か。 

名主 また こ ん度 御馳走 にあ づ かりま せう。 

能祇 マよ いで は ござらぬ か。 
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名主 また こん 度 11 

化： ^紙 そ 〇 こん 度が 面倒。 何 は 無くと も Hlil 非 さしあげたい 0 

是非 マ あがって いって 戴きたい。 

名主 さう で ござる か。 デ ハ 御！： 一一 にあ まえて 御馳走に な 

り ませう 0 

能 紙 それ は： おけない。 では 早速ながら 金子 を少， 借り 

中したい。 ナニ^;^ 物語 さへ 寫 してし まへば、 必ず 御 返 

し 致し ま す 程に な、 少 々 ば かり 金子 を 御惜り 申した い。 

名 主 さやう で ござる か。 (と金 1< ^とリ 出し) —— デ ハ ま 

ことに 失禮で は ござれ ど、 これ はおみ やげ 0 しるしに。 

S ナ 二お みやげ は、 おみやげ。 これ はまた 手前の 志で 

ござれば、 さやうな 御 心置き無く V 遠 a 無く あがって い 

つていた ビ きたい。 (と金ん」 とる 0) 

名主 さやう で ござる か。 では、 御馳走に なり ませう。 

能祇 では、 ちょいと、 行って 參 ります る 程に、 暫く 御 待 

ち 下さり まし 0 

名主 どうぞ) 

S  (泥棒- し) 暫く 待って ゐて 下され や。 (と 立ち上ろ。 

よ， C めく  0) 

^0  i (突然) おいらが 行って こよう。 

(ふリ か ヘリ) ェ、 そなたが 行って 下さる〕 それ は 

!K ふけない な、 i - では、 ぉ賴 みすろ かたた あり やう は、 だ 


いぶ 草臥れて ゐた ところ だ。 それ は _ おけない な。 では、 

いっそ、 お頼みす るかな。 かう ッと、 ゥム、 このお 方の 

おうちの ぢ きさきに な、 同じ 側ぢ や、 何んでも 商うて ふ 

る、 「ちが ある。 そこに 行って な、 米と、 酒と、 それから 

ほかに 何 か、 兑 つくろうて 買うて 来て 下され) 御 願 ひし 

まする わ。 いま 風呂敷 を 持って 來 まする からな り 11^ けな 

いく。 (. と 戸棚から 風 S 敷な^ リ 出し-,、、 金と 共に；^ 

If^ けなう ござるな" 

どの位 づ>- —— 0 

mm ゥム、 米 を 11 一 一升に な， 酒 を それから 一 升、 で、 

あと C で 何 か、 兑 つくろ ふて 買 ふてきて 下され。 あ ひす 

まぬな" 

m0 ナ 二。 では、 ちょっくら 行って 參 ります。 

能祇 ありがたう ござるな。 ^泥梓の出て行くの>^a^:さっ 

て) 御 苦勞で ござるな。 11  (名主に) 近頃、 どうも 

弱りまして た。 それに、 かう 腹が さいて をり まする と、 

思 ふやう に 歩 付 ませぬ でな。 

名主 ァ ハ 御： 儿談 を。 

營 鳴く  0 

ふ tic  f 

二人 障子の 方.^ 見ろ。 

驁 鳴く  0 

だいぶ 天氣 が、 つに きます るな レ 


娘 名 能 煩 


能？^ ことしは！^も少なぅござったな。 

名主 さやう で、 長命 寺の 梅 も、 もう、 荅を、 もってき ま 

したわい。 

S もう 荅を。 それ は、 早い ことで ござるな。 

p"-w、 正面の 子に、 籠な 背負った 娘の 影が うつつ 

て 行 く  olljlj いで 立ち上って、 障子 ズビ あけて 呼びと める 0) 

娘さんく。 

^  (ひっかへ して 來て、 正面の 出入 n に 現れろ。) あり 

がた う ござります。 味噌 潰け に、 大根に、 梅で ござり ま 

す。 

化 衹 ちっと、 お 願 ひが あるんだ けれどもな。 どう だら う 0 

みんな s:!!: ふけれ どもな J 

娘 ェ 0 

能祇 ちっと、 お 願 ひが あるんだ けれどもな リ 

ァノ みんな 買うて 下さる。 ァ/ みんな、 ほんと に。 

S ァ、 だけれ ど、 ちっと、 お 願 ひが あるんだ けれども 

な。 働キ 42： は 出す けれども、 ちょいと、 1 時ば かり、 濟 

まない けれども、 働いて くれない か。 

娘 アイ/ \o ナ-ー そんな こと、 どうせ 町へ 行って、 これ 

を るに は、 一 m か、 るんで す もの、 夕方 迄 働いた つて、 

よご ざいます よ。 

化れ^ それ はおけ ない。 では、 むか ふへ、 ま はって くれな 


いか。 (と 下手. ^さす。〕 

娘 あい/ \。 (と 下手 Li まばろ。 —— 能 ー砥 ん 下手の 方に 

行く。  ！ 蔚 に-上 つ て) これ は、 どこ へ 置き ませう。 

ァ、 そこへ 置い といて もら はう。 そこに いれ 物が あ 

るから な • 

娘 梅 は、 どこへ 置き ませう. > 

能？ t 梅 か、 (井- 户 端の 方 を 見やつ VO それ は 要る と、 

ァ ー ット • ァ、 これへ 水 を 入れて くれない か。 (. と 鐘.^ 

渡す。) 

娘 あいく-。 (と、 それ.^ 受け取って、 水ん、 入れて 能 

に 渡す。) 

能 紙 ありが とく 0 いま、 米が くるから な。 さう したら、 

たいて 下され や" 

m  ( うたづく。) 

能 紙 どっこい/ \ く/ \o  (と 鐘, V  、よ i:, と、： ハ-」 蓮 

ん でから、 次-」 に 梅，^、 か、 へて 持って くる。) 

名主 (あっけ *J- 、とられて ゐ たが、 始めて、 ロア ど 開-き) よ 

い 梅で ござるな。 

たくさん、 荅を もって をり ます。 

： ァ、 お 錢を拂 ふて 下され" 

一 —！ 。 (懷 より 財布， ^取り出して、 娘 LL  、金 y?^^ すつ) 

ありがたう ござります。 いま、 おつり を 出します。 


砥 fj^ 
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(名主 •  布.^ 持って 待って ゐ ろ。) 

いっしん 

S  (そっち LL は、 目 もむ け や、 一心 梅 生けながら) 

ァ、 つり は 働き 賃ぢ や。 

0 ありがたう ごさり ます。 (名主、 財布.^ ひつ： まぜる 0) 

では、 火 を、 おこして おき ませう。 

15. 祇 ァ、 粗染 が、 そこに あるから リ 

(能祇 は、 ，ー 心に 梅ん、 生け、 娘 は 粗朶 ズ くべ て、 

火.^ おこす。) 

名主 よい 薰 りで ござろ な" 

能祗 長命 寺の 梅 も、 デハ あと 五六 日で 見頃で ござるな。 

名主 さやう で、 また、 さだめし、 人が 出る ことで ござら 

う ； 

0^ その 頃 迄に は、 伊勢 物語 も寫 しあげて しま ひます ぞ 

え 0 

名主 ありがたう ござります。 

泥棒 (正面の 出入口-. i 現ろ つ) 行って 參 りました。 

能祇 ァ、 これ は、 お早う ござった。 ありがた、 つ ござ 

る 0 

泥掉 米に、 酒に、 昆布 卷を餘 つた、. -け、 買って 參り まし 

た" 

S ェ、 昆布 卷、 それ は 結構， 結構、 何より 結構" では 

早速、 仕度 をし ます ろん な。 ァ、 娘さん。 米が きました 


から， い  >- 程， たいて 下され や。 (と 立 r, 上ろ-じ 

娘 あい/.、"  (-^ 米. ^持って^に 人ろ。、 

能？^ ァ、 これ は、 たつぶ りで ござる た t 

つて 來 て、 圍 爐】 かけ、 机ん え *- ての 上の れん-おる して、 

さと： ふに-化，^ i て、 茶. お、 皿^, や 待って 來て、 ii.-, し 

らへ rM< ろ。 泥 梓む 手 ふ。 名主に^^ ズど 取り出して 

萆 ，ふ。 Is- は 井戸端で 米ん」 といで. ろ。 ii- こしら へが 

終って から〕 ァ、 サゥ く" (と 俎板 ズダ 蚁リ， たして 太 

切リ 始める？： 

主 お 上手で ござるな。 

^ な れ て を り ま す る からな。 

主 ァハハ ：： (と 能- 砒と 共に 笑 ふ 0) 

梓 (， 手傳， ひ 終 つ てから K 爐衷 端に； 仃 つ て祖朶，.^  く ベ て 

ゐ たが、 や. かて 德 利-.! さはって 兑 r、) もう、 い X かも 

知れね え。 

能祇 ァさ うで ご. さる か。 〈娘-し) では、 これ も ひとつ 煮 

ておいて 下され や。 

娘 (米，. ^ とお 一ながら) ようご ざり ます-〕 

能祇 C 泥棒が 熱い 徳利.^ 持ち かれて ゐろ のん 、见 C) ァ、 

そこに 手拭が ある。 ，でれ でと つて 下され。 

S これで、 よご ざいます かつ 

能祇 ァ、 かま はん。 (名主！.：) ササ さあ こちらへ。 
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fife  I'll  fife 名 能 


れはー < ふけない。 ありがた うござる、 ありがた うござる。 

(と、 うけて 飮ん でから、 ：ん.ばは泥^^::に1^,^さマ0) 

、泥 棹 (片手.^ 首筋 LL やって) 11 濟 まねえ- (と、 うける。〕 

名主 さあ、 さあ， 11 先き 程 は、 失禮 しました な。 許し 

て 下され や。 

ri^ 棹 广ぁ わて、、 それ， 午 制し) ナ- 一、 おいら こそ 堪忍し 

て くんね え。 

名主 ィャ 許して 下されな】 

掉 ナ -I おいら こそ 堪忍して くんね え。 そんな こと 云 は 

れ ろと、 おいら、 もう、 堪ら ねえ —— (と 涙ぐむ 0) 

名主 ィャ わしが とんだ 粗忽から 起った こと、 どうか、 勘 

辩 して 下されな。 

、泥棒 堪忍して くんね え。 面目ね え〕 -11 (と 泣き， たす。；) 

S まあい \ わ/ \-o —— お前さん、 さぞ、 空腹いだら 

うなう 0 どうして、 また- 四 曰 も 喰 ひな さらな かったん 

だえ リ 

—— 堪忍して くんね えく。 11 よく 聞いて 下され 

たレ 11 堪忍して くんね え。 (と 餌から 掩 つて ゐた 手,^ 

と る "^) 

S ナ， -ニ。 ， 

§ おいら は 隣 國の者 だ。 11 金 を 貯めて な あ、 .！ そ 

の 金 を 持って、 都へ 出て 何 か商寶 しょうと 思って 國を出 


名主 では、 御馳走になります ろかな。 (と lit ぜん-しまつ 

て 立ち上ろ。) 

mm さあ， こちらへ。 (と 名主ん ヽ 上手に 坐. りせ：：！ さ 

あ、 こちらへ。 (と 泥 梓ん、 それにむ かって 坐ら せろ。〕 

泥 梓 丁度よ ございます。 (と 徳利，. いて 坐ろ。) 

それ は •  六 4 けない。 (と n 分 も ん 中に 坐い， 0 何も、 

ほんた うに、 ござらぬ けれど、 くつろいで、 あがって い 

た^きたい。 (ふた リ共 * 一 下げろ 5> さあ、 いか t で 

ござるな。 (と 名主-」 さす。) さあさあ、 (と 5 ^梓： し、 さ 

さう とすろ。 ，r 比 棒、 ためらって、 ，：： 分-か 能祇 LL 酌ん」 し.. - 

うとす ろ。) ィャ、 さあさあ， - (と- さす。) 

ありがたう ございます。 (と 貰って から、 こん^に 

能， 紙-..: さ マ。) 

m ァ、 これ はありが たう ござる。 

主 では、 頂戴 致します る。 

m さあ、 さあ。 

^ いたぐ きます。 

祇 さあ- il (飲む。； - ァ？」 れ はい- - 心持ちで ござる 

なァ。 ！| ァ、 さあ、 布卷 は、 いか 1- で ござるな 0 

名主 頂戴 致します る。 

能 紙 これ はうまい。 

名主 結構で ござるな。 11. 0$. 名主- 」 さす。) ァ、 こ 
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00 遠慮し ちゃい けない、 此ぉ方 は 金 持ぢゃ 、遠慮し ち 

やい けない。 馬鹿な。 ほ しちやい けない くくく 

く (名主 _」 .} サな るべ く 高 く^う てあげ て 下さ れ。 

名主 よろしう こざる。 —— さァ (，v 金, 屮 おく  C) 

S さァ とつと け。 

00 だって。 

能祇 さァ、 とつと け、 とつと け、 とつと け/ …… 

0  ありがたう ござり まする ッ。 

能祇 (ih ャ つって) ァ、 目出度い。 ァ 、目出度い。 

名主 その 金 を 持って、 都へ 上りめ され や。 

泥棒 ありがたう ござり まする ッ。 

名主 必ず 出世な され や。 

0 あ り が たう >  J ざ り ま する ッ。 

能祇 あ  >- 目出度い。 あ 、目出度い。 —— ゥ、. ササ さあ 

ァ飮 みませう。 さあ ァ飮 みませう。 (と 三人-」 つぐ、 

棒 だけ、 f^, な、 とら ざろ.，^ て) さ、 そなた も、 ぉ飮 

みなされ 。あ knc 出度い。 (一口 飲んで) あ、 H 出度 

い。 (と、また飮んで盃.^1^き〕 あ 出度い" ■—— ゥ 

ヮ ハノハ  

名主 お目出度う ござる。 さあ 門出 をお 祝 ひ 巾 さう。 (と 

泥棒に さす。」 

？比榨 (それ.^ うけて) 此御恩 は 決して 忘れ は 致しません。 


m 能 


能 i'li 名 

m  n 主 


必ず 出^なされ ゃリ 

きつ と出仉 致します。 

. あ、：：：！ 出度い。 (と J^.^ つ. ざま はす。) . 

輝く 笑 新-" 

し. 笑 ひ。 

の やりとり 0 

.m, 米.， や いれ；： 鍋ブ どもって さて • 圍爐 裏に かけて 火 

*^んほぐ。 

ァ* 火 根 も 煮て 下され や-" 

あいく。 . ； 

輝 やかな 笑欽。 

し. 1- 笑 ひ。 

盃 りつ リとリ 0 

li- し、 >. 、笑 ひ。 

igr しさり に 火.，^ ん ふぐ。 

そのうちに 幕 


L 


彌 WS^  I 阜な 
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如皐と 默阿彌 (1 3 


時 

明治 十四 年 六月 二十四日 

處 

東京 淺草馬 道 猿 寺橫町 の 瀨 川如皐 の 家 

人 

三世 瀨川 如皐 t 十五 歳 

二世 河 竹 新 七 (默 阿. 彌) 六十 六歲 

如皐の 妻お たつ 六 七 五 歳 

醫  者 

隣家 C 女房 

暮れが た。 11 

.^ 川如阜 の さ 、 や か な 住 £?。  ： 二 間 つ ，ゝ きで 上手の 

一 間 は書齋 LL なって ゐて、 え だ 灯， ケ いれな い 薄暗 い な 

か Li 如 率 が ^みほう けて 寢てゐ る。 其 上手？ 障子 ズど隔 

て. -亳 所。 -1! 下手の 一間 は 玄躪兼 茶の間で.' 

の 障子 の 外 は 土 1? で 5^ 子。 —— 


醫者が如ゥ|«.,^診.5^^してゐろ。 女 iSs のおた つ は 其 後 じ 坐 

つて Hug であ ふ いで ゐろ。 

醫者 (ゃがて、診，3^^し終って手,^洗ふ。 拭きながら 11 お 

たつに) あした 藥を かへ てみ ますが ね。 (如阜 に〕 に 

がいけ ども、 我慢して 飲む で 下さい。 

(おた つ は、 茶，^ 入れ かへ に 立つ。) 

如皐 先生。 

醫. 一?-  

如阜 もう 駄目 で せ う な ァ 。 

醫者 ナ なにが です。 

如卒 ィャ も、 「おさらば でせ うな ァ 0 

翳 者 ト とんでもない。 すぐにな ほります よ。 

如阜 ィャ どうか、 ほんと C こと を 仰 言 つ て くだ さい まし、 

ち つ とも 氣 に い た し ま せ ん か ら。 

醫者 ほんと も 嘘 も あり や あしま せんよ。 すぐな ほります 

よ。 

如阜  さう でせ うか. レ 

0^ おきな ほります とも。 だが、 靜 かにして ゐ なきや あ 

いけませんよ。 今が 肝腎の 時です から。 

如 華 肝腎と 云 ひます と。 

醫者 ィ ャ すぐな ほります よ。 早くな ほって、 またな に か 

面白い 芝居で も 書いて ください。 
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如舉 …… ネェ 先生 レ どうか、 ほんとの こと を 仰 言って く 

ださい まし。 ちっとも 氣 にいた しません から。 自分 ぢゃ 

あ、 もうこん ど は、 おしま ひの やうな 氣 がす るんで すが。 

露 ィャァ そんな こた ああり や あしま せんよ。 とんでも 

な い。 あ 芝居 つ てば ネ、 今度の 新 富 ii は 大變な 前景 氣 です 

ト<。 御存知で せう が、 なんでも 菊 五郎のお ぢ いさんの 追 

善 興行と かで ネ、 ァ さう く疆. 疆狂齋 0 か い た 土 蜘蛛 の 

看板が 大した 詐 判です よ" …… お茶： M の 二階へ ほ 盆燈籠 

を さげまして ネ、 そり や あもう 大變 な景氣 です よ。 早く 

なほって (おた つ、 茶 7e 持って くろ。) 御 一緒に 觀に行 

くんです な 0  ；… ハ 、 、 ，.：： ァぢゃ あ、 お 大切に。 (と 

立ち上ろ 0) 

お；： つ ありがたう ございます。 

如^^^ ありがたう ございます。 

おた つ は g?i 者，^ 送って 行く。 

據者は 土間に お リズから、 お；.： つに 何やら さ、 や 

く。 ぉたっは、 ^^"ぃて、 何やら 閗 きかへ す。 ふた 

リは、 しにら く：！ ii しあって ゐる 0 

11 やがて、 醫者 は挨接 して 歸 つて 行く。 

如" 4 オイ。 おた つ。 (： おた つ、 來ろ 0) なんてった 0 ェ、 

なんてつたん だ ひ 先生 は、 

おた つ なんとも 云 や あしない よ。 


如皐 あ >- 。お まへまで が 嘘 をつ くの か。 

おた つ 嘘なん かつ きゃあし ない よ。 

如阜 お まへ はちゃん と 知って るぢゃ あない か。 俺 や あ、 

もう、 覺悟 をして るんだ。 去年 弘福 寺のお 住持に たのむ 

で 戒名まで もっけて もらって ある こと を、 お まへ はちゃ 

んと 知って るぢゃ あない か。 

おた つ だって、 だって なんとも 云 や あしない よ。 

如阜 お まへまで が 嘘 をつ くの か。 …： 俺 や あ、 もう、 ち 

つと も氣 にしゃ しないったら。 

おた つ だって、 なんとも 云 はない もの を。 

如舉 い- -。 ぃ&。 お まへ にも、 ずゐ ぶん 苦勞を かけた な 

あ 0 

おた つ なに を 云って るの さ" …… ァ、 ネ先. おも 云って た 

ぢゃ あない か〕 ネ、 サァ 平くな ほって 新 七さん の 土 蜘蛛 

でも 觀に ゆかうよ。 ネ" 

如阜 チ ェ ッ なんで ェ。 新 七の 土 蜘蛛 か。 なんで ェ、 たか 

が 能 か ら盜 むだ もん ぢゃ あねえ か ひ 

おた つ …… だって 大變な 評判 だよ。 

如阜 チ エツな に 云って やがん でえ。 新 七なん かに ゃァ何 

一 つ 自分の ものなん かァ 書け や あしね えんだ。 みんな 講 

11 種 や 何 か の燒き 直しば つかり ぢゃ あねえ か。 

おた つ  


彌阿默 と阜如 
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如阜 第一、 俺が こんな 目に 這って るの も、 みんな あいつ 

のお かげなん だ。 小團 次って 奴 も 奴 だ。 死んだ 奴の こと 

を …… なにも、 云 ふん ぢゃ あねえ が、 なんでえ、 たか〜 

市 村 座 の火繩 賢の 息子 ぢゃ あねえ か 。誰が あれ ほ ど ま で 

にして やつたん でえ。 

おた つ …… ほんと にね え。 

如皐 楔 莊子を やって；. C 日間 も 打ちつ けたな あ、 いって 

え 誰のお か げだ。 切られ 與 三の 觀音久 次 ゃ黑田 騒動 の 安 

養 法師 を やらして 寶り 出さ したな あ、 誰の お か げだ。 

おた つ  

如皐 それ を 新 七の 奴が 攫って 行 きゃあが つたんだ。 たか 

が f 忍 塚の 殺し 場 をち よ つ と 直した ば つ かりで 攫つ て 行き 

あがつ たんだ。 ま た 喜 ん でく っ附 きる がる 小團次 も小團 

次 だ。 

おた つ  

如皐 この 瀨 川如皐 つ て え 名 を 左 交 さんが あの 新 七の 野郎 

に讓 つて や らう つて 云つ た 時 に、 なん て 云 や あが つ た。 

そんな 立浪 なお 名前 はって 辭返 しゃ が つ た ぢゃ あねえ 

か。 その 溜 川 如阜を 襲いで る この 俺が、 いってえ、 なん 

て ざま だ。 

おた つ ァ、 靜 かにして くださいよ。 ネ、 ァ、 サァ。 

如皐 その 左 交さん の 守 田 座 へ も 大きな 面ァ して 入り こん 


で ゆき あがった。 この 俺の 屮村 座へ も 犬面ァ して 乘 りこ 

んで きゃあが つた。 ナ なんて やつ だ、 ほんと に。 ろくな 

もの 一 つ. IE け もしゃ がらね えく せに。 なんでえ、 どれ も 

これ もみん な燒き 直し ものば つかりお や あねえ か 。すぐ 

目と 鼻の 間に ゐゃ あがって、 見舞に ひとつ きゃあが. りね 

え。 (ひどく 咳き： む。) 

おた つ (さ マリながら) ァ、 シ靜 かにして 。お湯 を飮む 

かえ。 

如皐 水 を くれ。 

(おた つ、 飮 まぜて やる。 醫 者の 手 つ；： 八ぶ 盥.， ど 

片 W けろ つ) 

おた つ …… ほんと にね え. - 薄情た もん さねえ。 …… なん 

でも、 隨 分い、 暮し をして るんだ つてね え。 猫まで が 河 

岸 の 尾 寅の もんで な き や あ^べ な いんだって さ。 この間 

う ち へ き た 魚屋 が 地內の 師匠のと こへ 持って行き や あ 魚 

の 良い 惡 いはす ぐ わかる。 魚 を 一 つべ らづ、 切って 猫に 

やる と、 場 違 ひの もの は 喰べ ない つ て さ、 r 云って ゐ たよ。 

如皐 チ ェ ッなに 云って やがん でえ。 地 の師 K が いて 

あきれら あ。 師匠 師匠って 師匠 風 吹かせ やが つ た つ て、 

うしろへ ま はり や あ、 み ん な舌ァ 出 し て 笑 つ て る こと を 

知らね え の けえ、 九 代 目 だ つ て 誰 だ つて みんな 感心して 

や あしね えんだ。 みんな 馬鹿にしながら、 おだて  >- こき 
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お m お m 


使って るんだ。 こ、 へで もき てみ や あがれ。 ほんと に、 

洗ひ^^奴ひみ んな：^^ つ て やら あ . その 高慢ち きな 鼻お つ ベ 

しょって やら あ 0 

おた つ ほんと に、 、「ん と 云って やる がい  >- よ C 

如ネ 云って やる とも、 洗 ひ 浚 ひ、 なにもかも みんな 云つ 

て や らぁ。 足腰 0 た ねえ やうに して やら あ。 

お たつ ほんと に 思 ふ 存分う んと 云って やる がい、 よ。 

如ネ 云って やらね えで、 どうす る もんけ え" …… 

おた つ ァ、 ァノ今 ランプ を 持って くるから ね。 (と 立ち 

上って、 玄 i-LL 行- V- ほ 子 vS? けろ。) ァ、 こり や あどう も 

ありがたう ございます" 

隣". の 女 1：；? の ft い X え。 

二し つ いつも 撒いて いた ビ いて。 

5t い 、え。 お；：：.： ひさ まだよ。 

おた つ どうも ありがたう ございます 。( とラ ンブん 、とろ 0) 

0 ァ- ァノ 今ネ、 地 2： の師 ぼが ネ、 そこで 玉子 を 買って 

たよ。 なんでもお まへ さんと こへ くるら しかった よ。 

おた つ ェ〕 さう 0 

聲 ァ、。 

おた つ (如 阜-」 ) ^をす り や あ 影 だね え。 

聲 ェ tl. をして ゐ たの。 

お；： つ ェ ，o 


如 率 き やが つてみ ろ。 

おた つ (隣り の 女 11^.0 でも、 う ちぢ や あない かもしれ 

ない わ- むか ふ はえら いんだ もの。 

い >- え 0 お まへ さんと こらしかった よ。 

た つ さう つ 

ァけふ はどうな の G 

つ …… (わざと 失に！ g えろ つ-うに) ァ、 ァ ノネ 今お 

醫 者さん がさ， 「云 つたの よ" だいぶ い 、 んだ つ て 。もう、 

すぐに、 なほ るんだ つて。 

如阜 チ エツ" 

聲 ァ さう" そり や あい X 按排ね。 お 大切に なさい ょネ。 

おた つ ありがたう- 

0 う ちぢ や あ、 まだ 歸っ てこない のよ" 

おた つ さう。 ァ。 (と 外，， ど 指せな マ。) 

聲 さ うら 0 

おた つ ァ V つや ァ、 ァノ晚 にで もお 話に いらっしゃいよ、 

ネ 0 

0 ありがたう。 V リ やお 大切に し 

おた つ (會锋 し て，.^ r 二. 、障子ん よしめ) やって き や あが 

つたよ。 (と 、ランプん】 IJ:- つてく る。) 

如阜 さう か。 驚い ちゃ あいけ ねえ ぞリ うんと 云って やる 

から。 


彌 IpISL ちと 皐な 口 
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新 如 新 如 


如阜 ャ、 腹を少 うし やられて ネ。 

新 七 そいつ あいけ ねえ や。 切に しなけ やい けね え。 

(おた つ、 茶.^ もってく  K-0) 

(新 七、 頭，^ さげろ o) 

(おた つ は、 また 茶の！ E の玄醐 l: -仃 く。) 

如旱 土蜘蛛が大§^ば評判だってね。 

新 七 ャ、 ナ ー -I つまらね え。 たかが 能 を 齊 き 直した もん 

* こ J  <  0 

I/ よ 


新 七 どうも、 ほんた うにもう いやん なつち や ふよ 0 自分 

〇書 きたいって もの は 何 一 つ 書け な いんだから ねえ。 こ 

ん ども 昔 羽：！ がきて 三世の ャ： S に 三世が 踟蛛の だんまり 

を やった ことがある から、 自分 も 何 か 一 つ： i 蛛のも C を 

やりてえ つてんで ね、 それから 守 W さん もき て、 ぢゃぁ 

マァ、 能の 土 蜘蛛で も 直して くれって ことにな つて、 マ 

ァ據處 なく 筆 をと つたの さ。 


新 七 ほんと にもう いやん なつち や ふよ。 狂言 作者 だ 何 だ 

つて 云って 》、 いつ てえ、 どこが 作者 だってんだ。 ネ ェ -、 

役者 だの 座- 兀 だの X 註文で 講. 1 種 や 何 かばつ かり、 でつ 

ちヒげ さ せ ら れてゐ るんだ からな あ 0 ほんと にもう いや 

ん なつち や ふよ。 


おた つ うんと 云って やる がい  >- よ。 ！^^所にゐゃがるんだ 

もの、 なん ほなんでも こない 譯には ゆかな いんだら うよ 0 

如皐 云って やる とも。 

(おた つ は、 マ クチ, な 擦って ランプ， 士 つける。) 

( …； 格子， 〈ど あける 音が する。〕 

新 七の 聲 御免ください。 

おた つ (如 皐と額 ど 見合せ て、 障子， やみけ ) いらっしゃ 

いまし-」 

新 七 ァ、 こんな 夕景 にう かに ひまして」 ャ もうとう にお 

見舞に うか^ はなき やならない んで すが、 ャもぅ 何 や 彼 

や 忙しい もんです から、 どうもつ ぃ失禮 をして しまって。 

おた つ サァ、 マァ どうかお 上りく ださい まし」 

新 七 (I 醴 して、 上る。〕 

おた つ ちらかって ゐ まして ( —— 枕許に 座 蒲圑， ^置く。) 

新 七 C 坐って) どうな すった い C 

如阜 ャァ … … 

新 七 とっくに、 こようと 思って たんだけ ど、 ャ もうち つ 

とも 暇がない もんだ から。 

阜 忙しく つて ：112 構 だよ。 

七 ャ どうも-」 


どこが 惡 いんだ ィ。 


'102  ^i^'l2;u-e4n 


如 c や でも 大變な 評判 ぢゃ あねえ か。 

七 ^や あ、 もう、 つくぐ 考 へたんだ。 は、 俺 や あ 

もう、 今年で 引；^ をしょう と 思って るんだ- 

如 t や ェ なんだ つて。 

新-七 俺 や あ、 もう、 なにもかも、 みんなす つかり、 おさ 

らば をして しま はう と 思って るんだ リ 

如 ijji' ド どうして。 

^七 ャァ、 もう、 やりきれ ねえ や. > 

如卒 ナ なにが、 どうした つてんだ" 

新 七 ャもぅ 俺 や あ、 たまらね えんだ。 芝居の やつ だって、 

なんだ つて、 み んな俺 を い 、 馬鹿者 扱 ひに して こき使つ 

てるんだ からな ァ。 

如 CI-  

新 七 俺 や あもう ほんと にた まらね えんだ" みんなで、 よ 

つてた かって、 なんだ のか だのって 俺 0 惡ロ ばかり 云つ 

て や あがって、 い、 コケ极 ひに して 笑 ひもん にして る， ん 

だからな ァ。 それで ゐて 践ぢゃ あみん な 爪を硏 いでる 奴 

ばっかり なんだ。 ちっとで も-:^ にもう 隙が あり や あ 俺 を 

ぶつ 倒さう つて 奴ば かりなんだ。 

卒  

新 七 ャァ それにもう 近お は 劇 改良 だ と か な んだ とか 云 

や あが つ て ると 觸ろ と 五月^く つ て や りきれ ねえ や 。 


如阜  

新 七 ャ まったく 田舍 者の 新しが り や は、 ほんと にもう 始 

末にお えね えよ。 ナァ 人情って ものが、 いってえ 改良 出 

來 るかつ て んだ。 つ ま り 人情 を ザ ン ギリに して 金時計 を 

ぶらさげよう つてんだ。 ャ どうも モウ 汕っ臭 くって 頭 1^^ 

つ 臭く つて やりきれ ねえ や。 

如牵  

新 七 依田 學 海が 此間 あるひとに 「狂言 作者 なんても のァ 

新 七み てえ な 馬鹿で も出來 るんだ」 つ て 云った さう だ。 

笑 はせ やが るぢゃ あねえ か。 馬鹿にして やがら あ" ャ俺 

や あそん な こた ァ もう ちっとも 氣 にしゃ あしね えが ネ。 

なんだか、 かう、 もう、 …： やりきれ ねえんだ よ。 …… 

ャァ つまらね えこと を 云って すまなかった。 

如阜  

新 七 だが な あ 俺 や あもう ほんた うに 引返 をしょう と 思つ 

てるんだ よ。 去年 あ、 して 先代の 一 忍 塚 は 建って しまった 

し、 座の 方 も、 みんな それん \弟 子 を ま はして しまった 

し、 俺 や あ、 もう、 寶は 藤澤の 遊行 寺から 阿 ^ 號を賀 ふ 

ことにまで なって るんだ。 

如卒 オイお たつ 起して くれ。 

新 七 ァ いけね えよ。 寢てゐ なよ。 

如舉 ィャ寢 てばつ かり ゐ ると 背な かが 痛く つて やりきれ 
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ねえ か。 だが、 さう なんだか らしゃう がわえん だ。 ナァ、 

俺 や あ 人間が 大好き なんだ。 だから、 その 人間の 腕で も 

なんでも 持って 振り ま はして え くれえ なんだ。 その 人 問 

の 腹ん なか へ でもなんでも 飛 ひこんで 行きて え くれえ な 

んだ) だが、 さう すり や あ、 却って 寂しく させられ てし 

まふんだ。 俺 や あほん とに もう 人間が 大好き なんだ。 だ 

から 却って 離れて ゐ なきや あいけ ねえんだ。 俺 や あ 火の 

玉み てえ な 人間なん だ、」 だから 冷い とこへ でな きゃあ 行 

けね えんだ。 情ね えこった がし やうが ねえんだ。 俺が 弱 

いの かも 知れね えんだ。 だが、 しゃう がね えんだ。 …… 

俺 や あ、 もう、 寂しく つて 寂しく つてた まら わえん だリ 


如阜 …： (問) …… だが、 ほんと に、 引退 をす るの かえ，、 

新 七 ゥム" ••：： さう して、 も， つ • どっかへ 引っ込ん でし 

まひたい よ- 

如阜  

新 七 ナァ。 

如皐 ェ。 

新 七 かう、 なんだ なァ、 秩 父の 山ん なか か、 なんかへ 生 

れて、 なんにも 知らね えで、 それで 炭燒 かなん かで 一生 

を 終 つてし まったら 幸せ だ らう な あ。 

如皐 ャ まったく， さう 考 へたく もなる よ。 …… だが、 や 
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つばり、 それに だって 情ね えこた ァ あるよ。 

新 七 (うな づ く。) 

…… お、 「ち 0 人 は みんなお 達者 かえ。 

新 七 ァ ありがたう。 お 琴の や つ が 相變ら ず 頭痛 持で ねえ。 

如. M さう か い レ いけ わえ な ァ。 どうに か し て 直らな い も 

ん かな あ。 

新 七 ャ しゃう がね えな あ。 

弱るな ァ" ： … ァ、 お in 一 g さ ん はやつ ばり 是眞 さんと 

こへ 通つ てゐ なさる のかえ。 

新 七 ァ ありがた、 re あれ も， 弱く つてね え。 

… … お 糸さん は 近頃 どう し て ゐな さ る え 0 

新 七 ァ 、こいつ も駄 Enr たよ。 三十に もな つて 五町からの 

t ははもう 歩け ねえんだ からね え" 丈， は あの 通り 高 いが 何 

し ろ十赏 E と 無え つ て ん だからね え。 モ ゥ 自分で もす つ 

か り^%め てゐ て、 可哀想 に 俺の ためにば つかり モウ 生き 

てろ やうな もんだ よ。 

如 や よくお まへ さんの 手傳 ひ を す る ん だ つてね え 。 

新 七 ゥム近 は， ちっと 調べ ものが あってね、 毎晚 寄席 

へ 通って は >  續き物 を 速記して きて 俺に みせて るよ。 … 

…一一； 十に もな つて 嫁に もど こへ も 行かね えで、 俺の ため 

にばつ かり、 かう、 つくして くれてん のかと 思 ふと、 俺 

や あもう Is. 哀 想で たまらね え" 


如皐 どっか 良い 緣は 無い かねえ。 

新 七 自分で 行く 氣が ねえんだ からし やうが ねえ。 それに 

i!r か弱い しねえ。 ；… ァノ 朝比奈 なんん ァ 俺の 眼の 惡ぃ 

時 だ つ たもんだ から 筆 取り をし て くれたんだ がね。 俺の 

臺詞が 早い もんだ から、 たうとう 泣き だしてし ま や ァ が 

つた。 ャ俺も 一緒に 泣い ちゃった よ。 

如皐 可愛がって やん なよ。 

新 七 ありがたう。 マス は とられて しま ふし、 殘っ たやつ 

は みんな ST か弱い し * ほんと に、 お まへ さんなん か 却つ 

て氣 樂で羡 しいよ。 

如荜  

新 七 、つ ちぢ ゆう 病人 だらけなん だからな あ。 それに 俺が 

氣を 詰めて やって る もんだ から、 女房の やつ、 延榮を 妾 

にもったら なんて 薦め やが るんだ U 

婦^ つ 淋しく 笑 ふ。 ；} 

新 七 マ 波風 一つ 立た ねえって ば、 マァ さう なんだ が、 ャ 

もう、 な ん だ か 、 か う、 凍てつ いてし まつ て る や うだ よ 。 

(時計が、 七 時半.， fr- つ。) 

新 七 ァ こいつ あいけ ねえ。 八 時 迄に 藥硏 I！ まで 行かな き 

や あ。 

如 卓 マァぃ > -ぢゃ あわえ か。 

新 七 ャ こいつ あ、 どうも、 おつ そろし く 長話 をし ちゃつ 


阿お とネ如 


J 


新 如 新 如 新 如 


新 如 お 如 如 新 お 


た 0 寢てゐ たと ころ を C 

阜 マァ も、 r 少しい >^ち や あねえ か。 

七 ャ どう し  一 J も 行か な き や あな ら ねえ ん. た . 



七 ど- 「しても 用が あるんだ。 

皐 さ、？ 一 V  * ちゃ あ * また、 きて くれよ 0 

七 またく るよ。 (おた つ L:) どうも、 とんだ 長話 をし 

てし まひまして 0 

お；： つ ャも 何のお 愛想 も ございませんで。 

新 七 (玄鼸 から 風呂敷 包.^ 持って きて〕 哈 r へて くれない 

か 0 

如阜 ャァ ありがたう。 

おた つ どうも ありがたう ござ います。 

1- 力た つ は- 立って さズ 包，^ 持って行く。) 

新 七 ぢゃ 大切に してね。 寢てゐ た 方が い、 ぜ。 

如阜 また、 きて くれよ C 

新 七 また. くるよ。 

おた つ (as,^,^ 持って きて) どうも • ありがたう ござ 

いました"  ，，. 

新 七 (風 n-n 敷 とって、 おた つに) では、 お 大切に。 

おた つ ありがたう ございます。 

新 七 ぢゃ寢 てゐた 方が い、 せ" ぢゃ、 さやうなら (と 


立ち上ろ 0;} 

如阜 さやうなら、 ありがたう。 

新 七 (お ハ" つに、 - ど、 「もとんだ 長話 をして し まひ まし 

て〕 

ん" つ い" え" 

七 ぢゃ 大切に ね〕 

阜 ありがたう。 

(新 七、 おた つに 送られて、 土間に おりろ。) 

率 ァ、 ァノ、 提灯 を 持って るかえ。 

たつ お持ちで？ 

阜 持って なかったら、 そこに あるの を > 

七 ァ， ぢゃ あ、 ひとつお 借り 申して 行きます かな。 … 

…晝 間つ から 出て ゐた もんです から。 …… ャ 助かります。 

おた つ きたな いんです けれども (と 、わたす。) 

新 七 うけとって) ちゃ 明日。 

おた つ いつでも、 おついでの 時に、 ,-, 

新 七 ありがたう ございます。 ぢゃ、 お 大切に。 

お たつ あり が たう -、 J ざ います。 

新 七 (おた つに) さやうなら。 

如皐 (その 聲ん」 ひきとって) さやうなら。 

新 七 (姿 は 見え 52 が應 じて：/ さやうなら。 (おた つに) 

さやうなら 0 


40r.  ？ E6>72JU0 如 


おた つ さやうなら 0 

(新 七 は I 格子，^ 開けて、 出て 行く。 ：} 

おた つ (^子，^ ffl めて、 きながら) なんだ ね。 …… 意氣 

地がない つたら、 あり や あしない や。 

如 率 俺よ か、 新 七の 方が よっぽど 可哀想 だ。 

おた つ 負惜しみ を 云つ てら あ。 (と 坐ろ つ) 

如舉 おめへ なんか にゃあ、 わからね えんだ。 

おた つ 負惜しみ も 大概に する がい X や。 

如^^ゃ …： (突然) ァ、 ァノ、 替の蠖 1^1 を 入れて やった か。 

おた つ (首 振ろ 0) 

如^?^- ぢゃ 新しい のか。 

おた つ いえ。 

如阜 オイ 藥研 堀まで 行 くんだ。 途中で 絕 つたら どうす る 

ん だ。 老人が、 途中で 提灯が 消えたら どうす る。 オイ 早 

く： おっかけ てって 持って つて やれ。 …… 持って つて やれ。 

持って つて やん ねえ か。 

お；. 1 つ は、 不性 無精-し 立ち上ろ。 

如卒 ハ 、早く。 

おれつ は、 蠘 Is.^ 持って 出て 行く。 

如^^-ば、 ひと リ、 .ち つと 腕ん」 くむ だま、 考 へこむ 

でゐろ 0 

幕 
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m    m    m 夫妻 夬妻 失^ 失邀 


歲末揷 話 (1 5 


冬。 夜。 

東京の 場末。 

新 世帶の 貧しい家。 

見窄し い， 長火鉢。 其 傍の 食卓 は旣 に^ 立 されて あ つ V 

新聞， 叔 が 覆って ゐる。 —— 

若 い 妻が 長火鉢 に _靠 れて、 たゾ ぽん ゃリ として ゐ る。 

I. やがて、 立ち上つ て 障子 力 ど あけ 靴 ざ か ら タ刊， 小 

持って. きたが 讀ま うと もしす ：IL、 マぐ 拋リだ して， ま 

た、 つくねん として ゐる。 火， 箸で 灰 LL.:If などな 書いて 

ゐる 0 

と、 突然. .ぉ もて ゾ 「もし。 もし。」 と、 いふ 聲. かし 

て、 すぐ LL 遠く 消えて 行く。 訛め、. さに 下りて 格子，^ あ 

け、 おもて.^ 見；： が、 - 誰む ゐな いので、 また 火鉢のと 

. 、、る L:1I^ つ てく ろ 0  - 

I, やがて、 格子ん あはろ 音が すろ 一) 

妻 (立ち上-つて 障子 ズど あけ) いま • お ほきな 聲 してろ た 


の、 あなた ぢ やなく つて。 

夫 おれ だよ。 

妻 どうな すった の。 

夫 いきなり 十 圓札を 。ホケットへ ねぢ こ んだ 人が あるん 

だ 0  . 

妻 ェ 

夫 追つ かけて つたが • あの 角のと ころで わから なくなつ 

ちゃった 

マァ、 どんな 方レ 

きれいな 娘さんだった よ。 

マ ァ 

おつ ぼって きて やった。 

あ C 角 0 ところへ 打つ ちゃつ てきた し 

マァ …… (と. お I て へ 、 かけだす。) 

オイよ せよ。 オイよ せ。 オイよ せ。 すてと け。 すてと 

け 0 

(かけ：；.： して 行った が、 11 もな く  つてく る 0) 

オイす てと けつての に 0 

だって (と 格子の 外に 姿ァど or なろ 0) 

すて X こい。 

きっと、 これ 玆甚 -3 よ。  . 


m  ^<  m         m    -に 妻 夫^ 火 


妻 夫き 夫 m  ^Ji 妻 夫^ 夫^ 夫 


夫 …… すて. - こいし (と 上 l^LL 腰， す。) 

0 广 夫め 氣持 オノ 察して 行き かけた が …… 立 止って) デモ 

飛ん ぢ やうと • もったいな いわ- 

飛んだら 他の 人が 拾 ふ： 

デ モ 溝へ でも 落つ こっち やうと。 

い  > 'から、 すて >• おいで. ネ.。 

誰か 拾 ふとい、 ん だけれ ど。 誰も 拾 はない ともった い 

ない わ.〕 

すて、 おいで) 

(と、 靴の 紐な とく ；… 

…； ねえ あなた。 これ 折 iw: の 好意 だ わ，" 1^; にしち ゃ惡 

いわ。 ねえ- わたし 達た つてい まに うんと 慈善 をして あ 

げれ ばい、 わ …： 世の中、 相持ち だ わ。 

マァ い、 から、 すて、 おいで。 

…： 今月， 何 月 だと 思 ふ 0。 

そんな 二と、 ど、 つ だって、 ぃヒ しゃないん つ。 

だって. あなた- うちに、 いくら あると 思 ふの。 ：•：• 

いま- うちに はニ圆 三十 八錢 きりない のよ) 

ホハ (手な やすめて) 思った よりある ね" 

0 ェ* さっき 前のお かみさんが ニ圓 返しに きたの よ。 

央 さう か。 サァ、 すてと いで- ネ。 

0 いま 迄 だ つ て拂 つ て 無 いとこ だらけな ん. たし ソ 


給料 を 貰 ふから， どうにかなる ぢ やない か。 

四十 五圓 ばかり 0 給料 ぢゃ • とても 足り やしない わ。 

朝から 晚迄 働いて るんだ ぞ。 

(ま 敷 LL 上ろ 0) 

(上らす それに これ だけ あり や あ 炭が 買へ る わ。 

(ふり か へ ろ 「0 

あなたなん か 一 日 編輯 .MC 温い 處にゐ るんだ からい. - 

けれども、 わたしなん か、 おち ノ\ 炭 も つげない わ。 

どん/  \ つぎ や あい  >- ぢ や な い か D 

お金の 拂へ な い 炭つ いだ つ て * しゃ、 つがな いわ" (と 

障子に f i れて 上栃 -」•  腰.^ かける 。) 

蒲團 でも 藩て ゐりゃ い、 ぢ やな いか。 

蒲 團 なんか 着て ろち や 働け やしな いわ。 

嘘 をつ き や がれ。 煮豆 ば つ， かり 食 はして やが るく せに。 

(立ち上って) わたし だつ て 煮豆ば つ か り 食べ さした 

かない わ" 

央 どうと も 勝手にし ろ。 • 

妻 ^  、^手に する わ。 (>ci:^ に 金,？ 入れて」 mss に 上って 

夫 オイよ さない か. ほんと に オイ •： オイよ せよ、 ほん 

とに …： 

0  あたし. やつば. リす て、 くるわ。 (と 立-つ 上る。) 


話 挿 末 歳 
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妻 夫妻 夫 き  夫妻 夫妻 夫妻 夫妻 夫妻 ジと 


： に m 夫 m 夫 m 夫 m 夫 妻 夫       m 夫 妻 夫 妻 夫 妻 夫 


夫 それみ ろ。 

妻 (歩きながら) まったく なんだか 變た わね〕 (と 外 LL 

出て、 V さ」 戻って くろ。) 

えらい。 えらい。 

石 を 上へ 置いて きた わ" 

ェ 

だって 飛ん ぢ やうと * もったいない わ。 

どこ へ い てきた。 

そこ 、つちの の 所へ。 

しゃう がない な あし 

だって〕 

ぢゃ あ、 お まへ. J おんな じこつ ちゃない か。 

ぢゃ、 あの、 交番へ と t け ませ 、つか" 

交番 へと C けた つ て 譯 を 言 へば やつば りおれ 達の もの 

になつ ちま ふ。 •••：• どうにかなる だら う。 (と.^ とつ 

て 立ち上る つ, 

いまに き つ と 誰か 持って くわ。 (と 立ち上って 萧 物.^ 

持つ ズ くろ。) 

(妻 >」 手傳 はぜて 着更へ ろ。) 

(洋服ん 壁に 掛、： いな. から) …… ひどい 風ね。 

…… 015 ながら) ：： 持って こい。 

- 立った 儘) ェ 


持って こい。 


持つ といで。 

…； ゾゥ (と 外に 出て、 持って さて 食卓 G 上-し E いて 

坐 ろつ) 

あした、 孤兒院 へで も 寄附して やらう。 

ァニ」 れ がい. -ゎ， それが い k わ、 さうな さいね。 

ハ うな づ いて、 札な ほうる。) 

(火；； かの 抽出しに しまって) それが い k わ。 (と 茶. 

入れ …… 茶ん 二-.、 めて) お金の ある 人もゐ るんだ わね 

え〕 

よせよ- そんな こと〕 (茶v^飮むで) オイ。 

ェ 

お まへ。 さつ き ニ圓 返して くれたって 云った な あ。 

ェ 、 

牛肉 を 一 圓買 つて こない か。. 

エリ- 

どうも 近頃 ま る つ きり 油が 切れ て し ま つ たやう だ。 

…； ェ。 ぢゃ 買って くるわ。 

ァ 、。 だが 寒い とこ 可哀想 だな あ。 

い、 え。 ぢゃァ ノ 御飯 も 蒸しと きませ うわ。 

ァ、 、ちゃ、 火 はおれが 興して おこ、 つ。 
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ま 失^ 夫^ 失 


妻 ァ、 ぢ やすみません U お頼みす る わ。 つと. お 鉢，^ 持 

つ て iiSsi 所に け く。) 

(炭 1 ^ついで 火 興す 0} 

(御 お iv^ 持って f 法， 所から 出て-さて) 興って。 

ァ 、 

ぢゃコ レぉ願 ひします わ。 (と 御饭蒸 l^s く。) 

ァ 、 

(K へ 所 へ 入 つ て 風 CO 敷，^ 持つ \、 さて) ぢゃ 行つ てき ま 

すわ ひ 

^  いとこ 氣の毒 だな あ。 

0  鞸 して 出て 行く。) 

夫 は、 しさり Li 火，^ 與 して ゐ たが、 御钣 J:^^,^ かけ 

て、 茶，^ 饮み、 夕刊， ^取って. M 轉 つて 讀 むで ゐる。 

…… と、 あわた ゾ しい 格子の 音。：) 

妻 大變 よ。 前のう ち 夜逃げよ〕 (と 上って くろ) なん 

だか、 うちの なかで ガ タガタ して ゐ るの。 變 だと 思って 

たら * ちゃう ど芳 ちゃんが お 使に 出る ところで、 どうし 

たのって^ いたら、 夜中に 引越 すんだ つて、 どこへ つて 

いたら 知らないっての。 

夫 …… ぢゃ あ、 なんだ ね" ゾノ 夜逃げの さなかに、 おれ 

達のと こへ だけ はニ圆 返しに きた つ て ん だね。 

妻 さう ねえ。 


夫 さう か。 …… いくら あるって つたつ けな あ。 

妻 今 牛肉 買った から 一圓 三十 八錢 よ、 レ 

夫 おれ は 二十 錢 きりない。 …：. ァぢゃ あ 今の 十圓 な、 あ 

れをど つかへ 行って くづ して ニ圓 にして ネ、 怒らな い や 

う に な あ、 な に かお 餞別のお 品 をと 思 つたん です けれど 

差し 當 つて 何も 思 ひっかない もんです から- これ を芳ち 

やん にお 菓子で もと 云 つ て 、 怒ら な い や う に さう 云 つ て 

早く 持って お出で。 

妻 ァさ.i^しませラひ ァぢゃ あお 酒屋さん へ 行って くづし 

てきます わ" 

失 ァ 早く 行って おいで。 

妻 きっと 喜ぶ わ〕 

夫 早く 行って おいで。 

0 ァ それから 歸り にお 葱 を 買って きます わ" 

夫 (振り かへ つて) 怒らない やうに な あ。 

妻 (應 うて 出て 行く。〕 

失 は、 しばらく  つと 坐り こんで ゐ たが、 立ち上 

つて 机の 抽出しから 原搞 1^ 取リ 出して、 調べ 始め 

ろ。 …… と、 やに はに、 が タピシ とい ふ 格子の 音。 

^  (报リ か へ ろ。) 

妻 大變 よ， -\。 

夫 ナ なんだ。 


話 挿 末 f 笈 
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夫妻 夫妻 


夫妻 夫妻 夫妻  夫妻 夫妻 夫 


妻 ァ ノネ . 十 圓盜ん で ネ、 不良少女が つかまつ てるのよ。 

夫 …… 

妻 いま 八百屋 さんへ 行ったら、 ゾ 口/ \ みんなが 交番の 

方へ 行く のよ。 どうしたんで すって 聞いたら 十圓 盗んで 

つかまつ たんです つ て、 それから あたし 行 つてみ たのよ。 

さう したら、 あの 江戸 屋ネ、 ァノ 小間物 尾の 番頭さん が 

怒鳴って るの、 なんでも 店先に あつたお 金 をと つて 逃げ 

たんです つて。 

夫 ド どんな 人だった。 

妻 耳隱 しに 結った ハイカラ 0 娘さんよ。 なんでも、 札附 

ぎの 不良少女 なんです つて。 十圓 位、 普通のお 孃 さんな 

ら， 始終 持って るで せう けれど • 不良少女 だって からき 

つと つれて かれる のよ" 

夫 とにかく 行って みょう *  (と 立ち上って) 一 口を出 

せリ 

S 口^波して) どうな さんの。 

マァ 行って みょう。 

交番へ 屆 けり やよ かった のね え。 

今 そんな こと 云った つて 仕樣がない。 …… お まへ が、 

さきへ 拾 ひたが つたん ぢ やない か。 (洋服の す.' パん」 羽 

妻 早く 行か なきや 駄目よ。 


夫 (出て 行く。) 

妻 は、 不安 さう LLE^ 送った が、 座敏 LL^S つて 考へ 

こんで、 やがて 立ーゥ 上"、 ^1 か 切って さて キ肉 

煮 はじめろ 0 …… 

::• そのうち-し 格子の 昔。 

出む か へ ろ。 

やつば り、 さう だった よ。 (と 上って くろ。) 

どうな すつ て。 

十圓 おいてき て やった よ。 (と^  口.^ 撖 つて 坐ろ。) 

だって-な いぢ やない の。 (と！；^ュ 口  見ろ リ) 

交番へ 行ったら、 やっぱり、 其 女なん だ。 それから 信 

濃屋 へす ぐ 飛んで 行って C 羽 I- の 無い の.^ 示して) 一 

圓 五十 錢に 叩つ こんで， 交！^、 へと つて 返して 小間物 ほさ 

んの 前に 落ちて ましたって、 とどけて きて やった よ。 0 

I さうな 顏 をして ゐ たよ。 


サァ 食べよう。 妙に 腹が {仝 いちゃつた" 小間物：^ も 引 

きとった よ， - 

サゥ 

さあ 食べ よう。 

(よそって) ぢゃ ぁァノ つれて かれなかった のね。 

ァ 、、 嬉し さうな 顏 をして ゐ たよ。 
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お去^ 去^ 失 


.: 及 よかった われえ。 

夫 ァ 、うま い。 

^ お 羽 絵が 無け り や， 闲 ろで せう。 

^ な あに 勤め は 洋服 だもの。 

^ …… 一圓 五十 錢とは ひど いわねえ リ 

失 ァ、 おれ も 急 い だ か ら な あ . 

0 でも、 あんまり だ わい 

^ 仕方がな いさ。 

^ だって。 

失 マァ 仕樣がない さ。 

^ あんまり だ わ。 なん ほなんでも、 (と OI 分の v^、 よそ 

ひながら) ァ それから 前のお かみさんね。 そり や あ 喜 

んで、 よ。 

^ ァ 、さ、 「かい C どこへ 引越 すんだ つて， - 

^ ェ 、なんだか： K はない の。 その、 「ちに お たづね します 

つて リ 

尖 だって 夜逃げ をし ちゃ あ， たづ ねても こられな いだら 

0 さう わえ」 

夫 い 、人だった な あ ^ 

0 ほんと にい. - 人だった わね え。 ,<dr へたが、 やがて、 

茶碗.^持ったチ^^^LLぉぃて， お ンャ" して ゐ る。) 


夫 どうした のさ。 

妻 ェ (と、 また 食べた が) なんだか、 あたし 食べた く 

なくなつ ちゃった わ ひ 

夬 お食べよ。 

麥 (4r へたが) どうしたん だか、 あたし、 モウお なか 1 

杯に なつち やった わ 0 

失 そんな こと 云 はないで 折角 買 つ て き た ん ぢ や ないか。 

サァ お食べよ。 

套 (食べる-) 

失 (ゃがて&べ終っ \,-茶^^>せだす。) 

0  (よそって だし、 無 现 に自 分の 产ど 食べて るた. か …… 食 

ベ 終つ や、) あなた リ 

ェ 

一 ^どうな さんの。 

どうにかす るよ。 

だ つ て、 あともう 十 曰 つきり な いのよ。 

ァ 、 ど、 「にかす るよ。 

だ つ て 今迄 だ つ て拂っ てない とこ だらけなん だし、 今 

月ば つかり は モウ どんな ことした つ て， とても 待つ ちゃ 

くれや しないの よ。 

失 らんな こと 今い はなく つたって い  >ぢ やない か。 

0 だって。 


ジミ奏 失 


夫^ づた妻 夫妻 失？^ 失 


^ そんな こと は、 お まへ なんかよ か、 おれ 0 方が よ っぽ 

ど 心！^ して るんだ よ。 

0 いくら 心配した つてお 金 は 降つ ちゃ あきやし ないし、 

十圓 くろと 思へば こんな こと だ L。 

夫 ァ 、 もうい 、よ。 

0 ュハ 钭ぢ や、 とても 足り やしな いんだし、 あなた 0 小 

說なん か 一 體 ぃっ賫 れ るんだ かわかり や あしない し。 

失 ァ 、 もうい- 1 つ たら。 

0 なんだか- あなた、 ほんと に 頼りなく つてし やうが な 


あなた， ほんと に ぃ&人 すぎて 賴りな いわ。 

馬鹿にしろ、 い、 加減に。 ；… サァ お食べよ。 

…… それに も、 「少しで もお 金が 入り や あ、 直ぐお 友達 

と 一 緒に お 酒 を^むで しま ふんだ し〕 

^ そり や ぁ>  お まへ、 つきあ ひっても んぢ やない か。 

^ いくら、 おつき あ ひだって、 うちに ゐて お金の 言譯を 

す る も 0  \ 身に な つて ごらん な さ い な 0 

^ …… 

妻 それに， あなたつ くらろ お 友達とば つかり 仲 G 良い 人 

は 無い C よ  >  わたしなん か、 どうな つたって ぃ&ん だゎレ 

夫 もうよ せよ 0  , 


妻 お 友達く つたって なんだか わかり やしない わ どつ 

かの 力 フ ェ ，にで も 可愛い  >- 人で も あるんで せう。 

夫 馬鹿。 

妻 ェ 、どうせ 馬鹿よ。 どうせ 馬鹿よ。 かう やって， うち 

にゐて 心配ば つかりして ゐて， あなたば つかりお もて を 

び ま はって ゐて、 こん な 間 尺 に あはない ことつ た らぁ 

り やしない ソ ほんと に。 ェ 、どうせ 馬鹿よ" ェ 、どうせ 

あた し な ん かほん とに 馬鹿 よ 。 

夫 勝手にし ろ。 

妻 ^  、勝手にす る わ。 力 フユ 1C 利 巧な 人で もつれ てら 

つ しゃいよ じ 

勝手に しゃがれ。 

ェ 、勝手にす る わ。 わたしう ちへ 歸る わ。 

わたし 歸る わ、」 . 

歸 れ、』 

ェ 、歸る わ。 …… 歸る わ。 

歸れ。 

歸る わ。 歸るゎ U  (と 立ち上る 0) 

オイお よしよ、 ほんと に モウ、 好い加減で およしよ、 

ほんと に …… (茶^ '出す。) 

妻 (坐って、 よそ ひながら) こんなつ まらない ことった 


414 


m リ<  ^リミ 


た わ。 結婚なん て、 iis 讓の やうな もんだ つて。 

夫 馬鹿。 (と 怒鳴 リ つける 0) なんだ と 思って やがん だ。 

ほんと に、 なんだ と 思って やがん だ。 ：… (問) …… そ 

り や あ 結婚な んて もの は 富籤に や 違 ひな いんだ" それ も 

みんな 綺麗な 凾に 入って ゐる 割に あはない 富籤なん だ。 

だが それでい」 んだ" 仕方がな いんだ。 みんな さうな 

つち やって るんだ C  鎮ぢ やな いんだ。 

0 ュ 、どうせ 割に あはない ils 籤で せうよ。 割に あ ふ 人 を 

つれて らっしゃ いよ。 わたしう ちへ 歸る わ。 歸る わ。 

^ …… 

0 歸る わ。 

夫 歸れ。 

0 歸る わ。 

夫 歸れ。 

妻 歸る わ。 歸る わ。 (と 立ち上ろ。) 

夫 (怒って n のうちで： 1： やら 眩く r-) 

妻 (た ゆた ひながら-..^、 靴 や ざ に おりる。) 

夫 オイ。 

妻 (ふリ かへ る。) 

夫 歸ん のか。 

0 ェ、。 (と、 た ゆた ひながら も， 行 さかけ ろ。) 

夫 オイ。 


ら、 あり やしない わ。 

^  (な 卓の 下 ちて ゐ た護設 風船 Li 氣附 いて) なんだ。 

(と 取ろ。) 

妻 夕方， 芳 ちゃんが 忘れて つたの よ。 

^  (膨 えせ かけた が) なんだか 氣 味が 惡 くって 膨 ませら 

れ ないや。 (とズ や ^取ろ) サァ お食べよ い 

0 いく ぢな しねえ。 風船 ひとつ 膨 ませられな いんです も 

の 0 

女って やつ は 平氣で 風船が 膨 ませられる 動物な んだ。 

ェ 、動物よ。 どうせ あたし なんか 動物で 馬鹿よ。 


動物で 馬 鹿で なくって • 誰が こんなと ころに ゐる もん 

です かレ 

失 なんだ と" また ひつば たかれたい のか。 (妻の 餌ん 

て) け ふ は、 ひつば たいち ややらない ぞ。 結 はお ま 

へ はおれに ひっぱたかれ なけり ゃ滿 足しない んぢ やない 

か 0 

妻 ひつば たかれたい 人なん か、 誰が、 ある もんです か。 

夫 嘘 をつ け。 ひつば たかれた くって、 うづく してやが 

んぢ やな いか。 け ふ は どんな ことした つ て ひつば た いち 

ややら ないから。 その 手 は^はない ぞ。 

^ …： ^校に ゐる ゆ、 ほんと に、 みんなで よく さう 云つ 


夫^ 失 妻 


失 m  ^<  m  :k  m 


ェ o 

荷物 はどうす るんだ。 

あなたが • みんな- 質に 入れち やつたん ぢ やない の。 

みんな だしてと にけ て やる。 

い  >- わ。 とうさんに だしていた くから 0  (と 逸 巡し 

て， Q たが、 出て 行く. 0 

(すぐに 飛び出して おもてに 行った が、 …… 妻 LL 何 か 云 

ひながら、 挤 子，^ - あけて 入って くろ。 ^^?1<に俯ぃてゐろ0) 

サァ お上り 0  ( 妻、 上ろ。) サァ 仲良くし ようね リ いつま 

でも 仲良くしょう ね。 サァ もうよ さ、 「。 ネ * サ、 いつま 

でも、 仲良くし ようね。 ハ •：•： 八； 3{..i 十のと、、 るに きて、 急 

いで？ ふ 鍋に 入れ) サァ 食べな ほさ， 「リ お まへ もお 食 

ベよ。 (茶碗, だして) サァ よそって くんない か。 


…… (.1:315: でよ そって 食べ る。) 

(す. -リ 泣いて ゐ ろ。) 

ァ 、もうお よしよ。 …… (食べ 終って • 茶 1 屮飮み …… 

問。 …… 寢轉 がる。 眩く やう LL- ァ - うまかった。 

妻 は、 す、 リ 泣、， てゐ たが * やがて、 そのうち LLft 

ん、 あげて 泣 キ 伏す。 

…：. ¥ …： 


々ノノ 


ダ  立 (1 3 


10  苦しく 曇った 蒸 暑い 夕方。 

闹を 呼ぶ 蛙の， 感 がしき りで ある。 

こ. -に^ 後， ^ヒ山の五合^!^の前-：、、 五六 人 

の子；^^^がほれんぼ^して、 .3- 逮が隱 れ；： 子 

ゆ rj- 探し ま はって ゐろ。 —— やがて 

一の 子供 (杉の 木の 下 Ll 立って ソ 見つかつ たく。 

二の 子供 かけて きて) な あんだ。 そんなと ころに ゐた 

のか e 

他の 子供 も、 かけ 寄って くろ。 

一二の 子 佻 は* 枝^った つて， すろ/ \ と、 お 

りて くる 0) 

四 の 子供 どうりで 兌つ からなかった。 

五の 子供 こんど は 宽さ まだ。 

二の 子供 どこへ 隱れ たんたら うな あ。 

i の 子供 ほんと に、 どこへ 隱れ たんだら、 「な あ。 

と、 みんなで、 また 探しながら、 次第：. i 下手 


の 方 LL と 去って 行く。 

と、 や-かて、 しにら くの 後に —— 「蛙が ゥ J くから 歸ァ 

ス， 蛙が 鳴く から^ ァス o」 と、 云 ふ It がして、 だんだ 

んに 遠くたって 行く。 

すると、 ^の 下手、 ぬ- 5 の 下に^ まれた 粗朵ゃ 枯れた 

# の 枝が バ ラ と 崩れ て 、 其！ f から ci- 宽が ノ クソリ 

と 現れて 太. は， 化 つ く。 汗ん」ふきな.から庵に^^ つ て S 

にヒ， り 障子な 開け よ-つと して 手， せかけ ろ と Tw: 側から、 

い ん なリ？ ^いて 良宽ん <突 きのけ て、 ひとりの が 一 散 

に 花 适の方 LLm け 込んで 行く。 良寬 は、 ^つけに と、 り 

れて、 その もとな 見送る。 と、 突然り 稻 光りが 閃く。 

^兑 ヒげ て部展 に. <- ろ) くの.^ で の 昔が する" 

机の まに リ、 開けな され^-二、  C 戸棚の 中、 部 31 の、 つ 

ち は、 そ： かしこ •  にと リちら かされて ゐ る。 國 

！ ：!^ とって 扇， さながら、 それ.^ 1 々片附 け. はじめる。 

また 稻光リ がすろ。 こんどに 、かなり 近くで ル2 が 鳴る〕 

怫 Li 佻へ た 花 が A ュ の 上 -」 お 一 ゥ て それ，^!!^ し；： 茶 .^ が 

倒れ \  、なろ の-」 氣附 く。 懐から 手拭，^ 出して そ、、 拭 

いて、 花と 茶碗と K ど 持って 上 の 濁緣に 出て 笕の 水ん、 

汲んで 花ん-挿す。 バラ， （-と；.^ の 昔。 木の葉が 散ろ。 

手 差しの ベて み る。 部屋に 入 つて 佛境に 花 供 へ 合 

掌し、 机の 前に 坐って あ ふ いで ゐ ると、 ザ， -ソと 俄か 


立タ 
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も ぶ i 侍 侍 良 侍 良 侍 良 侍 


どうか 此傘を 渡し て や つ て 下され。 

侍 畏まりました。 (仲 IE 屮 LL) すぐに。 

良寬 ft ^うござる。 (と^ 笠.^、 とリ ながら) 相！^ みま 

せぬ。 fK.- うござる。 (仲 IE 屮は、 それ.^ パ 沘リ、 番傘.^ か 

かへ て馳 けて 行く、 見送って) 恭 うござる。 

ャ IK ふう ござった。 

侍 ィャ。 

良宽 老の 足で はな かく 追 ひっき ませぬ でな。 ャ忝 うご 

ざった。 サァ (、こ 軒下ん」 傅って、 ふ； ^りん-上 \ ^の^に 

案內 し) サ ァ。 

侍 ィャ、 サァ。 

良寬 デハ おさきへ 御免 を 蒙む ります る。 (と 洗足.^ -.. て 

部屋に 上リ〕 これ は-/^  (と M- の ふきこむ 下手の 窓の 

戶 1^ 閉めて、 部 屠のう ち 见ま はし.) 暗うな つた。 (正 

面の 障子に 氣附 いて 一枚 づ、 はづし て 下手 LL 立て かけ 

る 。侍と 仲間 乙..，， 洗足な して 上り、 侍 は 仲間 乙に それ.^ 手 

傳は せる。 仲間 乙 は 持って ゐ^ 包 1 ^侍に 渡して 手 ふ) 

ャ どうも、 ありがた うござる。  どうも あり 力た う 

ござった。 (正面の 障子 四 枚 全く IE け 放されろ。 上 リ^ 

に 坐って ゐろ侍 LL) サァ、 サァ (恃は 立ち上って 下手 

に 行って 坐る。 仲間 乙 も その後：. L 行って 坐ろ。 一 方， .u 

宽は 園爐裹 端から 土； -Ml^ と つ て ハ乂の 水ん 汲んで くろ。 1- 


LL 夕立。 やに はに、 立ち上って、 廚 Li かけ、、 み、 菅笠 

. ^冠リ 尻.^ 端折って 番傘.^ か、 へた ま. -現 れ、 草鞋 f?- 

穿いて 花道の 方に 馳け 出さう とする。 と 其 時， 一散に 

下手から 馳け てきた 侍と 其 仲間 屮乙に 行き あ； ^る。) 

どうか 軒下 をお 貸し 下され。 

寬 ォ、、 サ お上りな され。 

f!^ けない。 (と 仲 11 と共に 軒下に 1^ け 込む 0) 

寬 サァ どうか、 ずっと 0 

ふけない。 

寬 サァ どうか、 ずっと。 (と 振り かへ つて 云 ひながら 

馳け 出す J 

ァ もしゃ 良 寬殿 で は ごさらぬ か。 

寬 2  乂ち 止って) 良寬で ござる C …ちょっと 失 鱧 をし ま 

する 。直に 房つ てま ゐ ります る 。ちょ つと (と馳 け 52 す。) 

—— ァ 暫く。 

H  (花 造で 立 止って 1^ り 向く。) 

この 雨中、 もし (仲間ん」 指して) これにて 間に合 ひ 

ますれば。 

$  • 11 ャァ * どうも、 それ は fK4 けない。 デハぉ 1^ みし 

まする。 (と 云. ひながら 馳け 良って) けない 。此 さき 

に ひとりの 男が まゐ ります る。 此 雨で 定めし 困って ゐる 

で ござらう。 此 さき 半里ば かり は 一 軒 も 家が ござらぬ。 
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I 坐って) ャ どうも. ありがたう ござった レ 

侍 ィャ。 

サァ (と 土^.^ す、 め、 圍爐裘 端から 茶碗 とつ 

て) 茶 かひと つきり で、 どうか， お ふたりで。 

侍 afi し vo 11 それがし は當與 板の 近習 を 動む る 原 田 

伊織と 申す る もの.. 以後 何と ぞ よろしく。 

良^^ どうか 私の 方 こそよ ろしく。 良寬と 巾し まする。 サ 

ァ どうか サァ。 

# ありがた うござる。 1^ 戴つ かまつ る。 (と、 ついで、 

ラま 相に 飮む。 飮み 終って、 茶- Ji.^ 前へ 置く。) 

(こんど は 仲^ 乙 Li  ノ、 サァ、 サァ。 

#  (扳. り 向いて， 1^ ズ おして ゐる仲 乙に 點 1^ く。) 

仲 11 乙 I 主人と 良宽に 禮ん- して 11 良宽、 應 ふ。 11 茶 

碗と 土瓶，^ と つて 飲んで 前の 脇に く. リ〕 

侍 (脇 LL ん つた 包ん」 前- J-S いて く 0 —I 鉢の 子で あろ。) 

&^^ ォ 、 …… ャ どうも. これ はどう も …… なんと 申し あ 

げたら よい やら、 これ は. どうも、 ありがたう ござった。 

これ はどう もなん と 中し あげたら よい やら ： … • これ は ど 

う も あり が た う ござった リ 

侍 は 今日、 殿に は 71 彥 神社に 御參詣 を あそばれ しその 

歸る さ、 あまりの さに 路傍の 樹 藤に 駕籠 をと^ めて 暫 

しの 御 休息 を あそばされし ところ、 其 時， 圖ら ずお 目に 


とまられし は、 目の前の 草のう ちに ありし これなる 鉢の 

子、 「おれが の、 ほんに おれが の」 と、 いふ 如：^ にも 御 美 

事の 御 筆跡に。 定めし これ は 何 か 仔細の ある 器な らんと、 

幸 ひ 路傍に 土下座 致し をった る 百姓に、 それがし を もつ 

てお 尋ね ありし ところ 御 貴殿の 御 品との こと。 

良寬 ャ どうも。 

侍 早速、 御 屈け 申せよ との 仰せ * 卽 ちそれ がし 持參 つ 

たる 次第で ございま する。 

良宽 ャ どうも * これ はどう も >  なんと 申し あげたら よい 

やら， こ れは どうも あり が たう ござった。 

侍 ィャ。 

良寬 なんと 申し あげたら よい やら、 ャ どうも、 ありがた 

うご ざった。 實は先 s; は 托鉢に まゐ りました 歸り 道、 ふと 

目に 入り ましたの は、 (佛 igi, か 指して) あれなる 堇の 

花、 今時分、 その 珍し さに、 思 はず 殺生いた して まゐり 

ましたが、 天罰 は 覿面、 其 時、 そこへ 忘れて まゐり まし 

た此 鉢の 子、 ャ どうも， なんと 申し あげたら よい やら。 

侍 ィャ …… さやう で ござった か。 

良 寛 ャ どうも、 ありがたう ござった。 

侍 …… 就きましては、 甚だ， 近頃 以て 率爾なる お 願で は 

ござい ますれ ど、 殿に は 御 貴殿 の お 富き な されし も の を ， 

何なりと も 一筆、 是非共、 御所 菌 いたした しとの 御意. 
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良 侍 良 侍 良 侍 良 


侍 ィャ 定めし 殿 もお 喜 ひなされ る ことで ござらう 。ォ ，、 

よい あんばいに、 だいぶ 小 止みに なりました。 

良寬 (窓の 戸^ あけに 立ち上って) ォ 、もう • 雲 も、 切 

れ てま ゐ りました 。(雨戸.^ あけ) ォ、 もう ァノ むか ふ 

の 山に は 日が 當 つて をり まする。 

侍 ォ 、 …… 美しい ながめで ございま するな あ。 

良宽 …… もう * すぐ、 やむ で ございませう。 (と 座 に^§ 

らうと する つ 天井,^ 傳 つて 雨が？ g つてき たので 侍 は 思 は 

す 見 上る。〕 ォ-ャ これ はく  (と^に 入って 招 鉢 产ど持 

つてき て) これ はく  (と， 一て、、 に K  く 。其 時 一方 投 

せ 1- から は 仲間 甲、 さいぜんの；^ 梓 > ^手拭で 筏 手 に く、 し 

上げて、 左手に は その 手拭 持ち、 右手で は 傘 1^ さし か 

けて やつ てく ろ。〕 ャ 0 

侍 ォ、。 

(仲間 甲、 泥 枠 やってくる。) 

侍 ーナ なんとした。 

良寬 r トど うなされた。 

泥棒 . ャィ えて ゐろ。 (仲 傘， 化す ぼめ、 sii.^ と 

る。 11 ) 

侍 なんとした。 

良寬 ド どうな された。 

泥棒 覺 えて ゐろ。 (溜緣 LLS^, かかけ るし 仲 は 軒下-し 


此儀 何と ぞ お聞きと り 下さい まする やう、 1 重に お 願 ひ 

仕ります る。 

宽 ャ それ はどう も。 性 來の惡 筆。 とても …… 

甚だ 率爾なる お 願 ひで は ございま すれ ど … … 

^ では マと にかく、 何 は ともあれお 禮 のお 言葉 を。 

ャ どうも それ はありが たう ござる。 どうも それ はあり 

がた うござる。 

寬 では、 しばらく。 

ャ ありがた うござる。 

寬 (鉢の 子，^ 持って 立ち上り 怫 壇に 置いて 一 f4 し、 机 

の 前に 坐って 書いて 11 侍のと 、、るに 持って くろ。 坐つ 

て 差し出し) では。 

侍 ありがたう ございま する。 (と、 とって 讀む) .：：• ャ 

どうも …… (こんど は s-f^ 出して〕 「みちの ベ に すみれつ 

みつ \ はちの こ を わが 忘れて ぞ來 しあ はれ 鉢の 子。」 ャど 

う も ありがたう ござ つ た/ \。 

良宽 …… 

侍 「みちの べに すみれつ みつ  >- はちの こ を わが 忘れて ぞ 

來し あはれ 鉢の 子。」 ャ 定めし 殿 もお 喜びな される ことで 

ござらう 0 

良寬 あけくれ 世話になり まする あの 鉢の 子、 それ を 忘れ 

てく る なぞと は。 
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膝まづ く  0)  . 

侍 なんとした 0  • 

4 宽 サ * マと いて あげてく だされ。 

^^m. この 傘 持って、 追つ かけて 參 りました。 後 姿 やう 

やく 見ました が 呼び や あ 呼ぶ ほど 足 を 早くして 逃^て い 

きます る、 やう やく 追つつ きます と、 いきなり 儂に とび 

ついて， 何だか、 わけの わからね えこと を 一 つて、 とも 

すり や あ 濃 を； 返.：^ もぎって、 また 逃げ出さう とします る" 

あんまり 怪しい 奴 ゆ ゑ、 これ にゃあ、 てっきり 何 かわけ 

が ある こと X、 引つ 縛って 參 りました し 

,u 宽 …… ァ、 …… ャ これ はどう も、 これ はお 氣の 毒で ご 

ざった。 サ といて あげてく だされ。 これ はどう もお 氣の 

毒で ござった。 ぉ氣の 毒で ござった。 ；… (と 手拭.^ 解 

はじめろ 0) 

侍 (. 仲^ 甲に 何 か 云 はう としたが 寬 に 手傳 はう とする。 

rt-^ 鹿う ズ解 い て ゐ ろ。 仲 n 甲 ！ .L 何 か 云ば う としたが、 

泥棒 LL ン お許し 下されい く。 (良宽 _b お許し 下さ 

れい。 (良^ 應 ふて 一心に 解いて ゐろ。 泥棒に) お許し 

下さい ませ./^。 , 仲 iES-LL) …… コ レ …… なんとして、 

お；；^ び、 申 上げる。 なんとして、 お詫び を. 中 上げる。 

ィャ もとは、 わたくしから 起った こと ：： 

^ ィャぉ 客人に 對 する 御 無禮， 幾重に もお 詫びつ かまつ 


る。 幾重. ii もお 誇び つかまつる。 

良宽 ィャ みな、 わたくしから 起った こと …… 

侍 ィャ。 なんとして. お詫び を 申 上げる。 

0  (解いて) -—— これ はどう も、 ほんた うに どうも， お 

氣の 毒で ござった。 (仲 izs-LO これ はどう も、 あり 

が たう V  つた。 あり が たう 」 ざ つ た リ 

侍 am 棒に) ど. うかお 許し 下されい く 幾重に も それが 

しょ， リ お詫び 致します る。 どうかお 許し 下さい ませく 

幾 iiH^ に もお 詫びつ かまつ ります る。 どうかお 許し 下さい 

ませ。 (仲間 中 に) 設 ない 奴ぢ や。 なんとして お詫び 

を 申 上げる。 詮ない 奴ぢ や。 

チヤみ な、 わたくしから 起った こと 11 

侍 ィャぉ 客人に 對 する 御 無 縫， 幾重に もお 詫び をつ かま 

つる。 幾 fa." にもお 詫びつ かまつ ります る。 

ft- 寬 ィャ、 マな にしろ そこで は 濡れます る。 サ、 マ どう 

かお 上りく だされ。 (と 立 一り 上って) サ どうかお 上り 

くだされ。 サ、 マ どうか/ \ …… (とおの 方に 行く。) 

侍 (手..！^ 差し だして、 す 、めろ。) • 

0 そこで は 濡れます る。 サ、 どうか/ \ - 

侍 ュ.' >• めろ。) 

良 1 サ どうか サ お上りく だされ。 

侍 (仲 SHE'LL) 御 案內申 上げぬ か。 
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仲 間&  (不審 相に 立ち上って、 手 力 ど 二三 度た 差しの ベ 

る：) 

^ なんだ" ，si は。  . 

仲間 甲 (かすかに) どう 力 0 

$ …… たくさん …… 

ft- 寬 サ、 マ そこで は 濡れます る。 サ、 マ どうか  

0 サ、 サ ；… 

仲 iES- どうか。 

|_ 叱 棒 たくさん。  - 

良宽 サ、 マ どうかお 上りく だされ …… 

仲間 どうぞ。 

侍 サ、 サ …… 

泥棒  

良寬 サ、 マ どうか •。 

侍 サ ……  .. 

仲間 甲 どうか。 

泥棒 (仕方なし に、 やう やく 立 上る。)  . 

(仲 問 甲 先に 立 つ て^^^に行く。 …… ) 

良宽 サ、 サ …： ， (仲間 甲、 £ 比 棒、 互 ひに 讓り合 ふ。 …… 

泥棒、 先 LL 洗 ふ C) どうも、 ほんた うに どうもお 氣の毒 

で ござった。 (仲間 甲 Li) 雨の 降るな か を、 わざく 

あ り が た う V  J ざ つた。 あ り が た う ござった。 


仲間 甲 

(泥棒、 洗 ひ 終って 上る。) 

良宽 サ どうかく、 (泥 椿 そこに 坐る。) どうかく  0 

侍 • サ、 サ。 (と、 *,， 、め ろ。) 

良寬 どうかく。 

侍 (す、 めろ。) 

§ どうかく。 

侍 (す、 め る 0) 

良 寛 どうかく。 

$  ，(やう やく、 侍の す、 める その 隣り に 坐ろ。) 

$  (上った 仲間 巾 に) サ どうか。 

仲 問 屮 (侍の 後、 仲間 乙と， 龃んで 坐る。) 

(良 も 座に つく  ) 

侍 (1^ 棒に) 云 はう やうな き 御 無 鱧、 お詫びの 詮術も ご 

ざらぬ が、 どうか 幾重に もお 許しく ださい まする やう。 

それが し は與板 の 近習 を 勤む る 原 W 伊：^ と 申す る もの、 

幾重に もお 詫び をつ かまつ ります る。 (やに 枠む、 ど ざよ 

お. して 辭儀 なして ゐ るの 1.^ 見て) サ、 マ どうか- 

どうかお 許し 下さい ませ。 

良寬 (土瓶 す、 め て) ほんた うに どうもお 氣の 毒で ご 

ざった.，) (茶碗 とり) 茶！^ が ひとつき りで、 サ、 ァ 

ノぉ ふたりで …… サ、 サ …… ハと、 す. - めろ。 泥棒 飮 む。) 
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わざく こんなと ころまでお 房り なされて、 ほんた うに 

どうもお 氣 の？； ^ で ござった。 

^  K^.u^  SM 々お詫びつ かまつ ります る。 

ィャ みな、 わたくしから 起り ました こと。 なんとも 

相 みませぬ こと をいた しました。 どうかお 許し 下さい 

ませ。 

侍 ィャ どうかお 許し 下さい ませ。 

良宽 ィャ みな、 わたくしから 起り ました こと。 (泥棒に) 

ァノ もうよ ろしう ござる か。 (泥棒、 應 ふ。) デハ (と 

立ち上って 中間 甲-し 持って行き) サ、 サ (と、 す、 め 

ろ 0) 

^ コレ、 そちから もお 詫び を 申 上げぬ か。 

仲 Iww- とんでも ねえ こと をいた しました。 どうか 許して 

くだせえ まし。 

ィャ わたくしの 方 こそ、 どうか 許して 下さい ませ。 

雨の 降って ゐる さなか を、 どうも ありがたう ござった。 

ありがたう ござった レ サ、 サ •：：- (と、 す、 めて 立ち上 

リ、 座に りながら) ォ、、 もう、 すっかり やみ まし 

たな。 (坐って) 11 これで 凉 しうな り ませう。 

^ …； 甚だ、 なんとも、 失禮 では ございま すれ ど、 定め 

し^に は 御歸城 あそばされ、 お待ちな されて r ございま 

f. 甚だ 失禮 では ございま すれ ど ；… これにて、 お 暇 


つかまつり まする。 

B マよ いで は ございませ ぬか。 

ィャ 定めし 殿に はお 待ちな され て r ご ざ い ま せう。 

寬 さ やう で ござる か。 デ ハ ま た どう か、 ちょ く/ \ぉ 

いで 下さい ませ。 

侍 ありがたう 存じます る。 また 一 改めてお 詫びに 伺 ひます 

る 0 

良寬 ィャ 今日は どうもと ん で もない 失禮 をいた しまし 

た。 どうか これに 懲りずに、 ちょくく. おいでな されて 

下さい ませ。 

侍 ありがたう 存じます る。 (と懷 から 欲紗 包.^ 出し) 失 

禮 では ございま すれ ど、 御 參詣の 途次、 何も 調 ふること 

が 出来 ませぬ。 殿より おみやげの おしるし、 何と ぞ御受 

ポ 下さい ませ。 

良 so- ィャ これ はどう も ありがたう ございま する。 ありが 

たく 頂戴いた します る。 (と 立ち上って 机の 傍 LL 行き、 

開いて) ォこれ は 恰度よう ござった。 ありがたう ござ 

いまする。 (と 座： _L 歸 つて) ありがたう ございました 0 

(と 欲紗， ^返し〕 殿様に、 よろしくお 傳へ 下さい ませ。 

侍 ( 一 禮 して 欲紗， ャ懷 _し 入れて) デ ハ 失禮 いたし まする 0 

良寬 殿樣 にか さねぐ の御禮 どうか よろしくお 傳へ 下さ 

いませ，"  ， 


立 夕 


42  J 


(■S       (も 良ミ? &良ミ ミ1£ 良 泥 良 泥 


伶 ( 一 謹して、 1^ 棒 _ し) デ ハ 失禮 いたし まする。 どうか 

幾重に もお 詫びいた します る。 どうかお 許し 下さい ませ。 

デ ハ お 先へ 失禮 いたし まする。 御 ゆるり。 (良 寬-し 會釋 

して 立ち上る (0 

良 m  (立ち上って 送り- i," がら) どうか、 また、 たび.//^ 

おいでく ださい ませ。 

侍 是非 また 御 伺 ひいた します る。 

A 寬 どうか。 (仲間 屮 に) どうも ありがたう ございま 

した。 

仲間 甲 S ふ。) 

(侍、 仲！^ rr 乙、 下にお りて 草鞋 1 やおぶ。 

樹々 では 蝉が 鳴 さ はじめろ。) 

侍 (結 ひ 終って 立ち上り 、ふたり-し •) デ ハ失禮 いたし ま 

する。 

良寬 殿樣 によろ しくお にへ ください ませ。 (侍、 1) ふ。) 

道が 滑ります でな、 どうか 氣を つけて おいでな され ませ。 

侍 ありがたう ございま する 。(ふたりに) デハ 御免 下さ 

いませ。 

良寬 さやうなら C 

1^ 棒 (應ふ：〕 

侍 御免下さい ませ。 

(三人 は 庵の 前.^ 通って 行く。) 


S さやうなら。 (仲間 5-、 乙に) さやうなら。 さや 

うなら。 ( 11 三人 は 鵡> ^して 通って 行く。 見送って 座 

LiiS リ、 泥棒- -1〕 これ は失禮 いたしました。 ，さっさ 

. 赏 つた 金子.^ とって) ォ、 サ これ を 持って いらっしゃ 

れ。 これ を 持って いらっしゃれ" 

i   

S ほんと にどう も、 わざく こんな 處 までお 一 il^ りな さ 

れ てお 氣の 毒で ござった。 サァ これ を 持つ てい らっしゃ 

れ。 サ。 

棹 …… 大丈夫 か …… 

宽 なにが …… サ、 持って いらっしゃれ。 

棹 (受けと つて、 キヨ ト /\ して ゐる) •：：• 

M   

# …… わけが、 わからね え。 

宽 ェ …； どうも ほんた うにお 氣の毒 で ござった。 

#   

M どうかな されました か d 

棒 …… オイ ぢ いさん。 

寬 ェ 

棹 俺 も 子分の 十五 六 人 も ある ゴマ C 灰 だ〕 

寬 大した もの だな。 

^  ； i へ 金 半分お め へんと こへ おいてって やらう。 
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は 分 云 分て 

よ な 

CO 

な 力： は つ 

の 

\- 、 つ 

：^^ ら ^ へ ゐ 

ね あは あゆ 

° 遠な 大 マうた 

も と 

はう ま ° る 

え り な り 

力、 

そ m. 

金 そ ° ら 
を んぃ * 

れ 

の き 

ね 。た 金 0 

で やい やつれ し 

か 

を 

を ね 

え サ ど 力： 

f?>  め 

し 

よ ね 

侦 な 、 よ 

* ズー 

でァ うな 

\  # 持 澤 や り え 

ひ こ だ か 

ァ 。 

、持に け 

マ PJ つ 山れ か で 

も とらら 

に 

俺 つ か り 

とたて だ 

つ 。ゆ a 

し 2：^ りり 

は 

も て な や 

お と 

な は 0  ° 

つ 

云 ゆる あ 

ま つ 

い ね 

ど 

/ 

ひ か よ 困 

きれつ 

へ と 

で え 

の 

\ 

出つ。 る 

ね よ し 

さ き 

持 で 

位 

しし そだ 

えり や 

ん ね 

つ  、 

力、 

r\ 

た や れ ら 

、 力、 れ 

要 ち 

て と 

か れ よう 

サ *  0 

ゐ つ 

る 

m 

ら 0 り 0 

と お 

ん 

て  V 

だ 鉢 

に t、 

つ め 

だ 

ら 

の 

や お 

立 夕 


425 


とけく マ 是が非でも とつと け。 

,u 宽 要らない のかえ。 

$ おり や あ 半分 あり や あ 澤 山 だ 。サ、 マァ とつと け、 

とつと け" 

良寬 さう か。 ぢゃ あ， そのうちから. 半分のう ちから 廿 

文 引く と、 

,$ マァぃ  やな。 

稳 四兩 三分 三 朱 四百 五 文 だ。 

良寬 ァさ うか。 (と 机 LL 行って 紙 LL 何やら 書き、^ に 入 

つて. それに 鈑粒， 化つ けながら 出て きて 庵の 柱 *レ 貼ろ。) 

泥棒 なんだ， それ は。 

良寬 かう してお けば. 誰か また、 要る 人が とりにくら あ 

な 0 

泥棒 なんと 書いて あるんだ。 

fiM 「四兩 三分 三 朱 四百 五文是 有り 候。」 サ。 

S おめへ。 要らね への かい。 オイ ；… 困って ゐ ねえの 

； 3-  、  0 

良宽 どうして、 

S …… おめえ は氣樂 でさ ぞい \た らうな あ。 

良 -K …… 氣樂な ことなん か、 ちっとも あり や あしない。 

かう やって ゐても 寂しく つて 寂しく つて • どうに もた ま 


ら なくなる 時が あるよ。 

泥 棹 おめえ みて へな もんでも. そんな ことがあ るかな あ。 

良宽 この頃 は 子供が @ 日 遊びに くるので、 そり や. J めもう 

面白い よ。 だけれ ども、 誰も こない 曰に は、 あの E- のと 

ころに 出て 誰か こない かと， 出たり 入ったり 一 日 どうす 

る >  J とも 出來 なく て 募し てし まふ in も あるよ。 

泥棒 (<!:.】LL) ぢ いさん。 俺、 おめ へんと こへ、 毎 曰きて 

もい ぶい。 ェ * おい。 

良 .Jc:^ ェ きて くださる。 それ はありが たいな 。ありがたい、 

ありがたい. ャ ありがた 、「ござる。 どうか 毎日き てくだ 

され。 その代り わたくし もお まへ さんのと ころへ ゆく か 

ら な。 ャ ありがた いな。 ありがたい。 ャ ありがたう ござ 

る 0 

泥棒 こられる やうな う ちぢ や あねえ が …… U  仏に) ぢぃ 

さん。 俺 この 金 みんな 賀 つてい くぜ。 ， 紙 1^ 指し) あの 

金 みんな 賀 つてい くせ。 

良宽 テ、 サ どうか、 持って ゆかつ しゃれ。 (と 立 上つ 

て 貼った 紙，^ はがし \」 しまって) サ 持って ゆかつ しゃれ。 

(と 坐リ ながら〕 ど 、「か 毎日き てくだされ。 わ しもゆく 

からな 0 

泥棒 俺. この 金、 みんな、 子分に くれてやら あ。 さう し 

て ほ もこん なか、 ら 元手 資 つて. 何ん か、 商 資すら あ。 
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記 [Kl 太 j54 き 


n 秀 p 


秀圆秀         圆 秀 圆^ 圓秀 K      闘 秀 


やがて 正面の 換んヽ そうつ と あけて が 現れて 部 M 

のうち > ^注お く兑 廻した-か 誰れ もゐな いと 究めた 

ので、 うしる.^ a- リ 向いて 手招. ^し^。 すぐ その あ 

とから^ 告. かお づ く して、 わた リ LL 氣产ど 配りな-から 

入って 來た。 

00  (..1!.4 い て换 ^ 门 て き つ て \if  つ て ゐろ衣 r や 差し出 

しながら) サァ 大丈夫。 早く" 

秀十： " 一!^ 〔けない。 (と <!T 、で^ f^^.. さに じめ ろ 0) 

M 通 サ 平く 11 (衣 v^*l- し 出しながら 秀吉 のめ まリに 周 

なて. -ゐろ isi-I^H- つめて) 11 こ はう ござる か。 

セ 3 こはく はない が 命が こ はい。 

M おんな じこつ ちゃ。 

吉 共の 命 は 大寧ぢ やからな。 

M 誰れ の 命 だって 大 *F ちゃ、 ぉん.：^?-はもぅ三四千の人 

の 命 を^した ので は ご ざら ぬ か 0 

秀吉 (なほも^^^-^ざながら) それ は戰 ひの 習 ひぢ や。 

勝手な こと を 云って ゐる。 11  (衣な うしろ からか 

けて やって 脫 いだ I^VJ- ひとまとめに すろ 0) 

秀吉 ァ 采配 は井戶 のなかに。 

S 通 (うな づ く。) なかなか智！？^^者ぢゃな。 

(采配と IS な 持って 下にお リて 采配 > ^井戸の なかに 

投げ入れ、 ^y^^ の 窓 下に.；^ まれた 炭俵の 一 つ vs^ 


にし 空て 其な かに 押し込む。 

秀苦は 惯れな い 衣 まご， して 翁る。： ：！ 

秀吉 (やう やく 衣 l^ta 終って、 頭 一な 叩きながら) サァ早 

0m よし/ \。 (急いで csLi 上って 茶疏 とって 井戸端 

におり る 0) 

吉 早く 

0 よし/人。 (水， か 汲む。) 

吉 早く/ \。 

0 いま/ \。 、茶 .¥」 水ん 又れ て 行って くる。) 

吉 (坐って 頭， か 叩いて) サァ 早く/、.。 

^ よしく  0 

吉 サァ 早く。 

通 よしく。 (茶 の 水， ケ少 しづ. -秀吉 の 頸に かけ 

吉 广 驚いて^ に 滴れて くるの ^袖で 拭って) 早く。 

M いま/ \。 (懐から 剃刀ん」 とりだして 髻.. ^落しに か 

かる。 4. '子， トプ 0。 秀吉 びっくりして 伸び あがる。 剃刀^ 

！ ^りあげて) ォ、 驚いた し 

吉 早くく。 

M さう ふるへ てゐて は、 ちっとも 剃れん がな。 

吉 早くく。 


記 太 遺 拾 
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秀 圓秀 lai 秀 
吉め 通吉終 通舌ハ 


圓妻 夫圓夬 


圓通 大丈夫/ ヽ. - (頭.^ぉさへて髻.^^^しはじめる0)1 

て、，. - つよ」..； 1 ほつ i-  ノ ぐ- んし - ゥ， ジ にん： 一.； ぶんな ，、3 や- クじ や： つ 

—剃 除 鬚髮、 當 願 衆 生、 斷除 復惱、 究 竟 寂 滅、 I . 

と剃髮 の^ 口す さみながら 剃る。 呼子 また 鳴る。) 

(周章て、) まだで ござる か。 

も うぢき J/\、 動かずに./ \ -、 ソレ よし。 (と 剃リ 

ろ。) 

(口 1^ 叩いて) ひげく。 

ァ、 よしく 大丈夫く。 (片 髭,^;?^ し、 其 鎮な眺 

て) 中國の 探題 羽 柴筑— 

シ ッ 

(^ 吉は片 髭の it 圓通は 剃刀  > な 持った ま." 兩人暂 

くわた リん 、見廻す。) 

圓通 (頭.^ おさへ て) サァ 大丈夫く。 大丈夫く。 (殘 

つた 片 ^1^. ^剃り 落して) ソレ よし。 

秀吉 (急いで 頭と 額 でながら) けない 一生 忘れぬ 

ぞ - 

i ァハハ …… 

秀吉 (辭 の摇鉢 LL 目 つけて) ァ味 嗜を擂 つて ゐ よう。 

(と^に かけ 込む。) 

0m ァハハ …… (急に 氣附 いて) ァ、 ドレ。 (紙の 上に 

剃リ 落した 髻ゃ IS 此.^ とって 井戸端 Li おりろ。 11 盛んに 

乎 子が 鳴ろ。 水 汲みながら) しきりに 鳴るな。 (水 


流して) 洗 ひ 流さん © 、惱の Li  、どぶに 入りて 俾果を 得 

よ、 喝、 か。 ァハハ …… 

上手から 一:^ 參リの 歸リの 若い 尖 IT 何 やら^し 相に 談 

リぁ ひながら 出て くろ。 ^{a は^いて はす 1^ リ かへ 

つたが 安心して また 味 ^描り はじめる。 11 (^^:し.咪 

. か f ろの が 口 的で はない から *レ 1^ つて ゐる 必耍は 

な い。) 

夫 01 通.^.^ 見て) ァ 好い ぉ天氣 で ござります。 

00  (振 リ 向いて) ァぉ歸 りで ござる か、 ぉ歸 りに なら 

ない 方が い. -、 ぉ歸 りに ならない 方が い. -。 

通 いくさ ぢゃ。 

ェ0 

いくさ 0 

通 ゥム 11 羽 柴筑前 守が 毛 利と 和^ をして 中國 から 登 

つ てく るので， 

夫 ァ では it にたが はず 信 長 様の 敵討ちに、 

圓通 ゥムさ うぢ や、 デ 智 方の 四方 馬 守が 今 そこで 

待ち伏せして ゐて ひと 合 一. 戟 始まら、 「とい ふところ ぢゃ、 

それに 東 新田で はもう 始 つて ゐる U 危ない く、 ぉ歸り 

にならない 方が い、、 ぉ歸 りに ならない 方が い. -0 

夫 ほんた うで ござる か。 


4.っ0  ifEf!':】 太; '3 拾 


5b-  M 秀 

吉 iifi 吉 病な 


0  (夫に) どうし ませう。 

S 通 危ない く、 サァ 暫く 上って お待ちな さるが い.. -、 

サァ骄 く 上って お待ちな され、 こ \ にゐれ ば、 たと ひ、 

やって きたって どうもし やしない。 

お (失に) どうし ませ 50 

失 お袋 樣は 大丈夫で せう か。 

0M 大丈夫 ぢゃ、 お袋 樣の 方で そなた 方 を 心配して ゐる 

くら ゐぢ や、 大丈夫 ぢゃ く、 サァ 暫く 上って お待ちな 

さるが い、、 サァ 上って お待ちな され、 お待ちな され。 

0 だ 大丈夫で せう か。 

サァく 上った く。 

夫 — (決心. なして) ではお 世話になり まする。 

M 通 サァ く。 

夫 ff.b 安心して おいで、 わたしが ついて ゐる。 

妻 大丈夫で せう か。 

^ 安心して おいで。 

00 サァ く。 

夫 ありがたう ござります。 ではお 世話になり まする。 

§ サァ くお 上りな されく。 

夫 ありがたう ござります。 

サ臾 入の 方に。 

^ ありがたう ござります。 (と 妻 連れて 上ろ 0) 


00 サァく  (ふたりの もと-しついて 上り) サ 奥の 方 

に 0 

夫 ありがたう ござります。 (と 妻と 共-. L 頭 1 かさばて 正面 

の换 から 退場。) 

0M  (秀吉 が 長 い 袖 持ち あ つか ひに して ゐる のか 見て、 

その 方に 歩みながら) 村で 評判の 孝行 者ぢ や、 此間 おや 

ぢが 亡くな つたの で 毎日 仕事 を 早 仕舞し ては缺 かさず の 

日參ぢ や。 (と 袖， 卞 つし, Q  LL まにして 首筋で 結いて ゃリ 

がら：) それにお 袋が、 おや ぢが 死んで から、 どっとの 

ぢゃ。 

来ん な。 

ゥ 、もう 來て もい、 時分 ぢ やな。 

滅相な。 來 ぬわ、 うまい く〕 

(突然、 與の 方で 物騒し い 音が すろ。) 

圓通 ャ そら 来た) 

秀吉 頼む。 (遮二無二に 味 な擂リ だす。) 

OS. 通 は 換の方 に 行く。 正面の 換 1^ もけ て 僧 甲み は 

ただしく かけ 入ろ。 その あとから 年老いた 僧 乙。) 

僧 甲 タタ 大變 でございます タタ 大變 でございます。 

(圓 通うな づ いて 行かう とする。 僧 乙 いぶかしげ に 

秀吉， か 見る C) 

0^^ ァ新發 意 ぢゃ。 (と 云 ひすて ゝ换 から 退場、 僧 甲 も 
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僧僧秀 


m mm 僧秀僧 


武武 秀武秀 


それにつ ヾ いて かけ 入る。) 

乙 I— お 精が 出ます な。 

吉 11 

丙 (上手の 緣から 登場、 乙.. ど 見 C) タタ 大 ir ちゃ 大變 

ぢゃ。 

乙 (驚いて 振リ かへ る。) 11 

丙 タタ 大變ぢ や 大變ぢ や。 

乙 ァ 、びっくりした： -1 そり ゃ大變 にや 違 ひない けれ 

ど 何も そんなに 騒いだ つてし やうが ないやな、 明智 方が 

や つ て來た つ て、 またなん だ、 羽柴 方が や つ て 来た つ て、 

わし 達に はどう もしゃ しないよ、 わし 達 はた^か うやつ 

てゐれ ばい X ん だよ、 (物驟 しい 奥の 方 vJ- 見やって) 馬 

鹿 馬鹿し いこった、 いくさ ごっこ なんて 馬鹿馬鹿しい、 

人の子 を 殺して 喜ん どいて 自分の 子が 殺された 時 にゃあ 

歎く なんて 馬鹿馬鹿し いこった、 のう 新發 意さん、 さう 

ぢゃ あない か。 

士ロ  (無心 Li) ゥム。 

乙 橫 柄な 仁 ぢ やな あ。 

丙 ゥ、 いやに 落着いて ゐゃ がるな。 (と 舌な 鳴らして 

換 から？？ 一場。 奥で はしき リに 物騒し い 一昔が する) 

僧 乙 のう 新 S 意さん、 ひとつ 見物に 行かない か。 (と換 

から 退場 0 


(上手の 綠 から、 わたり.^ 見廻しながら 四方 田 方 

の 武士 甲。 下手の 奥から E 一の 上 uj. お おて 俊 頭 

笠，^ 背負つ；： 武士 乙。 いづれ， のま、。) 

武士 甲 ゐ たか。 

武士 乙 見つからぬ。 

武士 甲 どこに， 「"くれう せ やが つた か。 

武士 乙 全く 不思議な 奴 だ。 

武士  W  (佛 境の 下の 戶 棚，.^ あけて (H ぐ またし めろ 。秀吉 

に) お、 ャィづ くにう) 陣羽織 を 藩て： Ijiw の はえた 奴が こ 

こにやって こなかった か。 

士ロ 探して みなさい。 

士 甲 探しても ゐ ぬの ぢゃ。 

吉 では 仕方がな いな あ。 

士 5- ゥ、 どうした もので あらうな あ。 

士乙 いまいましい な あし 

(換 から 检.^ 持った 武士 丙。) 

武士 丙 見つかつ たか。 

武士 甲 見つから ぬの ぢゃ。 

武士； 内 裏の 蒙 はどうした。 

武士 乙 ゐ ない。 

武士 丙 どこに かくれ やが つた か。 

武士 甲 全く 妙な 奴 だ。 . 


(奥の 方から、 けた、 ましい 女の^び 聲 がする。 

1 同 その 方，.^ 見ろ。 换 から 武士 丁、 さいぜんの 女 

1^ 小脇 Li 引きす つて 出て くる。 女 は 「放して。」 

「あなた。」 「誰れ か 助けて。」 等と、 しきりに 叫ぶ c;- 

武士 丙 どうした。 

武十： 屮 なんだ。 

武士 丁 掘り出し物 ぢゃ、 今宵の 酒の 肴ぢ や。 (と 下手に 

引きす つて 行く) 

武士 乙 あ ひか はらず 拔 目がないな あ。 

武士  5- 何分^む ぞ。 

ハ 武士 丁、  ひ 叫ぶ 女プ. • 引きす つて 下手に 返 場。 

奥の 方から 「お 花 ァ。」 「お許しな されて。」 等と 叫 

ぶ 男の^。 換の 側に 立って ゐた 武士 丙 振り か へ つ 

て：^ で 突く。 その かげで の悶 IB する 叫び。 

呼子 一 驛。) 

武士 乙 ャゐ たぞ。 

(また  一 5 

武士  3- ャ また 鳴った。 

武士 丙 なんの こった、 ひきあげ だ。 

(失^ I^SK て さた 圆通換 に 現れる。) 

武士 乙 なんの こった。 

武士 屮 また 別な 所 を 探す ので あらう。 


武士 丙 ゐれ ばい、 が。  . 

武士 乙 不思議な 奴 だな あ。 

(と、 各々 下手に 退場。) 

秀吉 (關 通ズ e 見て) 酷い な あ。 

00 これが 戰 ひの 習ひぢ や。 

秀吉 11 (渔ニ 無二に 味 t?. ^揺ろ。〕 

(上手から 武士 戊抆 身の ま 、下手に 退場。 上手 

の緣 から 槍ん」 持った 武士 巳 下手に 5?」 場。 へ 必中 井 

戶で 水ん V 飮む。 一 方關通 は換の 闘の 外 LL 出て、) 

隠 通 可哀想に 誰れ かゐ ない か ！ ァ 本堂に 運ぶ の ぢ 

や 11 可哀想に -i サょ いかしつ かり 持つ て 11 サ よ い 

か。 (と S 場リ) 

(上手から 武士. s。 武士 .&。) 

武士 虎 蓮の い k 奴ぢ やな あ。 

武士 申 たたつ 殺して くれる が。 

(下手 LL 退場。 

换 から 四方 W 但ぉ守 、 武士 モ，、 下-手に むかって 歩む.. - 

や〕 中、 四方 田 井戸に 0., どっけて 中.^ 視 く。) 

ra 方 田 (急に) 寵澄を 持って 參れ。 

(武士 壬、 下手 LL 返 場。 

四方 田、 釣瓶で 注 总 深く しさり LL 中ん、 かさま はす。 

武士 壬、 燈.^ 持って 登場。) 
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四 K  r-i 武 
方 士 方 士 


(で 壬 なんと 申し ませう。 

k:.:,:!H —— 前の 林 をもう ー應 とつく とおし、 石 殿より 

の 注進 を 待てと 申せ。 

武士 壬 ェでは§;石|^.に2;^^兵には行かぬのでござりまする 

か 0 

四方 S —— ゥム。 

武士 壬 猿 面 を 追ってき た 明 石 者に 15 いても、 また 猿 

面 唯  一 P に て こ に 馳け來 つ たと ころ を兑て も、 明 石 ほ 

猿 面 方と 餘程 の 合戰を 致し て を ると 相兑 えます る が " 

1： 方. 田， 助太刀に 行きた い ことはゃまゃまだが.：？^^共0^5； 一 

の； _シ ども 切り 拔け てこ、 に 飛び こみ ——• まだ 生死 C 程 も 

し か と 定 ら ぬ 上 は、 う かつに こ \ を 離れる わけに はい か 

ぬ、 11 おっつけ 明 石 殿 よ り 注進が くるで あらう、 今 の 

やうに 下知 を 致せ。 

武士 壬 かしこまりました。 

四方 田 行け。 (武士 壬 下手に 退場 11 待たせた 

. 1 (と 腰から 巾 (一 S ん) 取り出し) 寺 を 荒し てす まなかつ 

た。 佛 前に 喜捨 をす るぞ。 (と 巾 ほうる。) 

—— ではお 納めして おくと しませう。 

四 方 田 ョ シ (と； ザ さかけ て 秀吉. ^I:ir 少し ためらって) 

坊主。 (秀吉 返事 無し) おい 坊主。 

簽吉 (ゎづ か 後ん 振り向い ヾ) ハァ。 


^ 持って 參 りました" 

3 中 を 照 せ 。 (中 さ VI てし きリ に かき ま はす 0) 

士 ャ、 采！^ _」 

W ゥム e 

( II しにら くの 後、 ？ うやく^ 奴-」 入れて 采配， 引 

さ 上げる. - 水， や 流し 采配 は 井戸端に^る。) 

武士 壬 くたばった、 くたばった、 くたばり ましたな、 fi^ 

面 はくた ばりました な」 

四方 田 11 いや その. 猿 智慧で あるか も 知れぬ。 

(圓 通、 秀吉の 方に 行かう として 検から ".^ -れ たが、 ふ 

たリ に氣附 いて、 部 尾の 中央に 坐る C) 

武士 壬 ィャ くたばった、 くたばった 、- くたばつ たに 遠 ひ 

ござり ませぬ、 でなければ 是れ ほど 探して ゐ ない とい ふ 

わけが ござり ませぬ、 追 ひ つめられて 逃げ場 を 失 ひ、 さ 

すが は 屍 を さらす こと を 恥と 思ひ此 中に 飛び込んで くた 

ばったに 違 ひご ざり ませぬ」 

^方 田 —— ィャ 然し さう、 うかと は 信じられぬ 11 と 云 

つて 今 しらべる わけに はいかず、 (圓 通に 氣附 いて) ァ 

住持」 

§ 逾 なんで ござる， - 

四方 S 暫く 待って くれ 11 (武士 壬- し) 何 は ともあれ il;;! 

の 者に 下知 を傳へ い。 


m  m  n     U 四 til 
方；. お 方な ia  i 方 iin^ ん 


SI 方 s これから 一 と <=;^； す るんだ、 飯 を-ぬ はして くれん 

か 0 

^^吉 as. 逝に) ようござる か。 

00 お^べなさい〕 (と^に 行く。) 

四方 W 1K4 けない。 (と^2__1上って|.5み苒でレ.腰1.ゼ^-け禿吉 

(秀 .HaLL ン サァ お前さん は あっちへ 行って おいで、 

立歡な 御大 將樣ぢ や、 勿 g:^ ない、 わしが 給仕 をす る、 サ 

ァ お前さん は あっちへ 行って おいで、 勿 ない。 

秀吉 ハ 

四 力 W  (^^^3ん、抑へては通_.0 ィャ それに は 及ばん 此坊 

主で^ 山 だ 11 

^0  (秀吉 に) サァ お前さん は あっちへ 行って おいで 

(g  口 ハ 

四方 E ィャ それに は 及ばん 此 坊主で 澤山 だ。 (秀吉 に) 

サァ 早 く。 

g 迎 サァ. * めつ ちへ。 

SI 方 E それに は 及ばん と 云 ふに (秀 苦に) サァ 早く。 

^0 デモ。 

^ 方 出 よいと 云 ふのに 而 倒な (秀 iia に) サ なに をして 

をる 早く、 サ 早くな に をして をる、 サ 早く。  0^.i は 仕 


方が なし LltlLLSg ろ。 秀苦 は^から 穴 小 碗と 箸と. 化：^ つ C 

側の 襟から 飯ん- そふ。) サァ 早く。 (チタ 1 一 a 、茶』 ぬ さし 

だす、 それ，^っけとって) 恭 けない。 その ii^ 嗜で よい。 

(秀 吉- 擂鉢ん」 前に 置く。) 恭け ない。 ossnlsif かっこ 

で) うまい。 11 (夢中で かっこんで) うまい M-n 

に) ^けない な。 

たんと。 

田 一お けない。 (きょる/, \> しな-から ゆ 中で. ^ベる。) 

——馬鹿に 腹が すいた —— 

偉い人と いふ もの は、 どうせ、 たヾは 喜捨 はしない 

あ 0 

田 ェ。 

ィャ。 

m  (喰べ る ) —— うまい n  (喰べ 終って) もう 

一杯、 馬鹿に がすいた、 すまん な (よそって ゐ ろ秀告 

5 うい 奴ぢ や，/ \- (茶. おん」 うけとって) 忝け ない、 

うい 奴ぢゃ (喰べ ながら) 11 その 歳で かう いふ 

勤め はつらから う I s;^ を 大切に せいよ —— 體が 一 番ぢ 

ゃぞょ 11 體が 一 番ぢ ゃぞょ 11 

一 K 乃吉 ！ (わ づかマ S ん- さげる？  ，，，、 

四方 E ほんた うぢ ゃぞ -1- が 一 番ぢ ゃぞょ ！ 蹬を大 

切に せいよ 11 
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四 秀四秀 
方 吉方吉 


四 涛四淸 四 清 
方正 方正 方正 


秀吉 l (傍-. Li 爪,^ かぶせた 香の物の 皿の あつたの に目 

, ^つけて、 それ.^ 出して) 香の物) 

四方 田 ァ これ はありが たい ありがたい。 (香の物.^^ ベ 

て) うまい 11 (喰べ ながら) 11 戰 ひが すんだら 都 

へ たづね て參れ ！ 必ず 馳走 をす るぞ よ。 

(頭， 小さげ る o) 

必ず 馳走 をす るぞ よ。 

ありがた うござる。 

11 たづね て參れ 必ず 馳走 をす るぞょ 11 うま い 

11  (喰べ 終って 兩手 1^ 膝に おく。)  ！ 

秀吉 ！ (間， かお それて〕 もう 一杯。 

四方 田 —— ゥム ではもう 少し 貰 はう、 もう ほんの 少し、 

ほんの 少し。 

秀吉 (よそって 出して) これでよ 、「ござる か。 

四方 田 ァ 丁度よ いく、 うい 奴ぢ や。 

(秀 吉、 茶碗.^ 持って 井戸端に おりる。) 

四方 田 ァ すまん な。 

秀吉 (水ん』 汲んで 持って くる。 その 間 LL 四方 田 も 喰べ 終 

ろ) 水で ござる が。 

四方 田 ァ、 かま はん 0 11^ けない く。 (と、 うけとって 

飮ん で) ァ、 うまい *  (飮 みほして) . —— ァ、、 うま 

い，；： 馳走に なった な。 (圜 通に) 馳走に なった。 


00 ィャ もう" 

四方 田 ェ ー ット、 ァ よい 物が あった。 (と 接から 印籠，^ 

とり 出して、 秀吉」 ) これ をお 前に やらう、 なんに でも 

効く のぢ や、 都で も ST かたい 藥ぢ や、 これ をお 前に やら 

う、 よい 物が あった。 

秀吉 (うけとって) ありがたう ござる。 

s: 方 田 うい 奴ぢ や。 

(下手 か ら 加 藤 虎之 助沾正 血 刀ん』 ひつ さげて ^場。〕 

ヨウ 四方 田" 我れ は 加 藤 虎之助 淸 K 11 

S 猿 面 はくた ばった； て。 

なに ッ 11 偽り 中すな。 

S 采配 を 見ろ。 

(采配ん」 見て いきた リ) うぬ ッ。 (と 5- つて か. - る。) 

H 猪口才な。  < 

(と、 うけて 兩人 しにら くの 間 は； はしく 切り結 

ぶ。 秀 吉は擂 古木ん、 持って たゾ まご/ \ すろ。 

圓通 はさい ぜんから、 もしゃ 慮って 立ち去 リ 

かれ 遂に はふたり の 仲 见てほ ^ ゑんで ゐ たが 

此騒ざ LLS^- はや 立 上って 執で 心に 见 つめる。 逮に 

淸正は 四方 田，^ 下手の ラし 切り倒す。) 

秀吉 (思 はす 一お び だして 檑 古木ん 、投リ あげ) 淸正、 あつ 

ばれく。 


正 ii'r  :.f- 秀 31-  ftV 秀  i^i  ^     i^^  ^ 


秀吉 11 ァ、 待て， - 

正則 尸 V 屍る。) 

秀 H 口  i 皆 もっかれ てゐ よう、 今宵 はこ X で 屯 するとし 

よう。 さう して 阴 早朝 立つ と 致さう、 諸 將達は 本堂に 通 

る やうに、 後刻 ゆるり と對面 致す であらう。 

正則 かしこまって ござり まする。 

秀吉 行け。 

芷則 ハ。 

(正則、 下手に 退場。) 

(日の 光 は 次第に 薄らいで くろ。〕 

秀吉 —— (太 息 ついて) ァ、 よかった リ 

画 通 助かった な。 

秀吉 (ふりむいて) ひとへ に そなたの 恩ぢ や、 一生 忘れ 

ぬぞ， 必ず 忘れぬ ぞ、 必ず 恩返し をし まする ぞ。 

圆通 なんの。 (淸 正に) ァ そなた —— その 炭俵の なかに 

鐘 を 入れて おいた、 出しと いて 下され。 

秀吉 fK4 けなかった。 

■ ィャ () 

卞； こ&で ござる か。 

00 ァ たしか その 二 側 目の まんなか ぢゃ —— どれ 本堂 を 

片附 ける とする かな。 

秀吉 後刻 ゆるり とお 禮を 申し上げる。 


^0 なにが あつ ばれく ぢゃ。 

(秀 吉、 1^ 古木，^ どお るす。) 

正 (秀吉 の：^.^ 见 つめて) —— ォ、。 

吉 淸正。 

正 ォ、、 ォ、、 御大 將ぢゃ 御大 將ぢゃ 御大 將ぢ や、 大 

悅 至極に 存じます るッ。 

吉 して ひ はどうな つた" 

正 もとより 勝利に ござり まする、 明 石の ^を 切り ちら 

して をり まする うちに 御 姿 を 見失 ひ、 こ 、迄 くれば また 

もや 四方 田の i^、 切って 切って 切りち らし、 悉く 味方の 

勝利に ござり まする。 

吉 いつもな がらの そち 達の 骨折り 秀吉 過分 に 思ふぞ 

よ- 殊に 四方 田 を 打った る そちの 手 隨 一 なる ぞょ」 

正 あり が たき 仰せ 11 御 運 益々 目出度い、 」 とで ご ざ り 

まする。 (福 CTri; 則 下手から 登場。) ォ 、福 島， 御大 將は 

御 無 ぢゃ御 無事 ぢゃ。 

则 ， 秀告 の^ つめて) ォ、. I- ォ、 大慶 至極に 存 

じます るッ 0 

吉 いつもな がらの は たらき 過分 に 思 ふ ぞ。 

则 ありがたう 存じます るッ。 

： 止 刖 lO サァ 平 く鬨 の聲ぢ や。 

则 ヨシ (と；；： きかけ る。) 
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m 秀 m  r^m 


る。 相伴せ ぬか ど うぢ や。 

iSs 正 ありがたう 存じます る。 

秀吉 ゥム では そこに あるから。 急に 腹が {. ^いてきた。 四 

方田メ がさ つきうま さ、 「に 1  几 ひ をった わ〕 (と 部 屍の 中 

央-」 鉦ろ。) 

4^ 正 さやう に ござります るか。 

秀吉 (下手^む いて 坐って) ひどく 空いて きた。 (ヤー？ 正、 

檔と 擂鉢と 持って きて えへ た】 S に 行く。) ァ それ か ら e 

こに 香の物が あるから。 

洁正 ハ。 (茶碗、 箬、 香の物, か膀 のせて 持って きて 秀 

吉 LL 對 つて 坐 リ秀吉 の 茶 if  LL 飯,^ よそ ふ。) 

秀吉 1- ひどく  { 仝いて しまった。 .11  (茶 igv^ つけて) 

けない。 (^ベろ) 11 始めて くった ，| . 

箭正 (Q 分の,^ よそ ひながら) 始めて と はハハ ：…. 

秀吉 ハハハ ：… (喰べ ながら) 全くうまい。 全く こんな 

うまい 飯 は 始めて だ —— 

淸. 止 ハハハ …； 戴きます。 (喰べ て) うまい 。全く こん 

な 、「ま い 飯 は それが しも まだ. 极は せられた ことが ござい 

ません。 

さう 云 ふな。 

ハ ハ …： ィャ これ は ハ ハ …； うまい。 

うまい .1 


M ィャ なんの。 (と換 から 退場。) 

士ロ  (坐って) まづ よかった。 

正 (憊ん 、持って きながら) いつもな がらの 御 智慧、 た 

^た 驚き い つ て ござり まする。 

吉 ハ ハ …； 窮 すれば 智慧 も 出る わ" 

正 驚きい つて ござり まする ひ (SS り聲 きこえ 一 0。 その 

方， んど 見やって) ァ 、、 目出度い。 

秀吉 ゥム 目出度い 目出度い、 これ も、 ひとへ に 皆 そち 達 

の 骨折り ぢ や. 殊に 四方 W を 打った る そちの 手：. ST 過分 

に 思 ふぞ。 

洁正 (^v^ 正而 上手 寄 リに据 ゑて) 恐れい つて ござり ま 

する。 (下にお リろ 0) 

$  (^ち 上つ-..、 陴羽艤 ，^る。 萬の？ 5-、： える。 淸正 

ば 井戸で 水 ブゃ飮 む。，) ァ 身共に も 一杯 くれ。 (と 部 尾の^ 

LL 出る つ) 

洁正 かしこまりました. - (と に 上って 茶碗 とって、 

水ん 汲んで 秀吉 にさし だす。) 

秀吉  一 1^ けない。 ( 一 ロ飮ん で) ァ ： 「まい。 (飮 みほして 

淸 正に 茶碗ん かへ す。 淸正は それ， やしま ひに 廚 _レ 上る 0} 

-— 妙に 腹が {仝 い てきた 11 を 喰 はな いか 淸正 リ 

せ £ 正 ハ 唯今と りよさせます るで ございます。 

秀吉 ィャ そこに あるの だ。 それに 身共が 潛 つた 味 嗜がぁ 
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秀 m 秀  洁 秀浩秀  涛 秀 ；苦 


蚊い ぶし.^ 持って 上手の 緣 から 出て きて 部 

12- の 隅に 置いて 退場、 0, 紫に 立ちのぼる。 

ク^ にお そってく ろ。 奧の 方から しづかに 

木负の 音が 問えて くろ。) 

禿 十： a 1 (喰べ ながら) I 味方に 殺された 者 や 手 負 

ひ は どの位あった リ 

ifS 正 ； ゆ： く —— 極く ゎづ かの やうで ござりました。 

秀吉 さう か 11 ァ 、馬鹿に 腹が すいた 11 

(夕 開 は fs- あに 濃くな つてく ろ。 秀吉 喰べ 終って 

十 S 正：. L 茶碗,^ だす、 ^^5正，，-そふ0 11 ゆろ やかに、 

しづかな 木魚の；； i 燈 持った 若い 僭 マ， 上手 

の緣 から 出て きて 佛境に 灯.^ 點 もす。) 

秀吉 い ま 時分 あ の 木魚の 音 はな に をして ゐ るの ぢゃ。 

0 ハ ィ さっき 殺された 村の 衆の 囘向 をして ゐ るので ござ 

I ま T' 

秀吉 さう か。 0^£正からニ杯目の茶碗なぅけて^べ る。) 

正 も ft 分の-」 二 杯 n:, 小 f< そつて， おべ ろ。 僧ば. mm 

の 隅の でし 灯 つけて 退場。 正面の 窓 LL 其の 影が う 

つって 行く"  11 i や N> す、 ゆるやかに、 しづかな 木魚 

の 昔。 —— そのうち に 秀. 一.::2 は  一 口，^ ベ て はなん となく 

考へ 込んで くろ。 やがて 印籠. ^取り出し 前に 置いて 一 

n 喰べ て はなん となく 考へ 込む。) 


正 どうかな された ので ござり まする か 0 

吉 ィャ —— 

正 (不霧 相に それ.^ 見ながら 喰べ 終 つ て〕 戴き まし 

た。 (と Li 行って 土瓶.^ 持って 井戸の 水 vJ- 汲んで くろ。 

しづかに、 ゆろ やかに 木魚の 音。 月の 影 さしてく ろ。 次 

第 LL すだく 蟲の音 。 秀吉 もやう やく 喰べ 終って 淸 正の 持 

つてき た 土^ん、 見て 茶 isv^ だす。) ごはんで ござります 

るか。 

士ロ ィ ャ茶ぢ や〕 

正 水で ござります るが、 今 * 茶 を 持って よこさせ ませ 

士ロ ィャ 水で よい。 

正 さやう で ござります るか。 (と秀吉の茶碗-レ水^^っ 

いで 自分のに もつ いで 飮んで ) 戴きました。 (と 膳ん、 わ 

きに 乜ろ。 しづか-し、 ゆるやかに 木魚の 音。 秀吉の 前 

に は 印籠。 11 不. 相-し) どう か あそばし たの で V  J ざ り 

まする か。 

士ロ  (かすかに) 可哀想 だな あ。 

正 ェ。 

士  口 ィャ 11  (間) .11 いくさ をして ゐる のが、 なんだ 

かわけ がわから なくな つ てきた-, - 

淸正 なんと W せらる >-。 
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^吉 なんだか 1 いくさ をして ゐる のがなん となく 變に 

なって きた レ 

0 正 どうな された ので ござり まする。 

0 どうしたの だか 自分に も わけが わからぬ。 

ル 正 —— (EI^ ひきって) まさか、 よも や 明智が 恐ろしう 

一； 〈ル吉 馬鹿な. なんの！； 智 * 夢にも 恐れる もの か、 馬鹿な。 

0^ もとより さう で ござり ませう。 11 失禮の 段な にと 

ぞ 々御 許し 下さり ませ。 11 だが 一 體 どうな された の 

で ござり まする。 

秀吉 —— Ct わ LL) あの 木魚 をき け、 あれ はさつ きこ > - 

にきた 若い 男ぢ や、 殺されて しまったの ぢゃ。 (印籠 

見 VO これ は 四方 田が SK れ たの ぢゃ、 11 あの 木魚、 殺 

されて しまったの ぢゃ、 女房 は 四方 田の 士にな ぐ さみ も 

のに 速れ て ゆかれて しまった。 さう して 自分 は 殺された 

のぢ や。 うちに は、 お袋が たった ひとりで 病んで 待って 

ゐ るで あらう。 

正 ァ その やうな こと を. ぉ氣 になされ てゐ るので ござ 

ります るか、 その やうな こと は戰 ひの 習 ひで しかたが ご 

ざり ませぬ。 

一 ゾ吉 まだ 此 村に は その やうな 者が 大勢 ゐる であらう。 家 

も かなり 燒け たやう だ。 K 畑も滅 茶く だ。 


&正 その やうな こと は戰 ひの 習 ひで しかたが ござり ませ 

ぬ 0 

秀吉 11 しかたがない、 11 しかたがない， 11 なにが 

なんだか， わけが わから なくなつ てきた わ。 

正 どうな された ので ござり まする、 失證 ながら その や 

うな こと を 申されて ゐ たので は 敵が 打てますまい。 

秀吉 さ うぢ や 11  (印籠，^ 見て かすか- し) 0 11 3 

に) けれどもな 四方 田 は.：？ 共の 敵ぢ や、 その 四方 H にせ 

A ハが飯 を^ はし て やつ た、 す る と 四方 3 は ？ おん で 此.； 共 

に を 大切に せいと 云って 此 印籠 を くれた。 (と 印 

手に とり) なにがなんだか、 わけが わから なくなつ てき 

こつ 0 

洁正 でも はなければ なり ませぬ。 では 一 磴 もしも は 

なければ どうなる の で ござり まする。 どうし て も はな 

ければ なり ませぬ。 

( I 上手から 若い 信び と. リ 寺男 ふた リ 登場、 秀 古と 

淸 正に 輕 くな： 釋 すろ。) 

寺男 一 (歩きな がらせ 一入 レ 僧-, 0 どの たな レ 

僧 御師 llkl 樣が、 たしか、 この 邊 だと 云 はれた が —— S 

疊の 方に 近寄って」 ァ、 あすこ だ。 

(三人 1^」 ほに 行く、 中に 入れる * は 上半. 兑 えた リじ 

寺男 一 やれく，」 -! どえらい 鎧 を 藩て ゐ るな。 
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f 口  (突然、 sfi ん i むで 立ち上り、 11 兩人 1 ケ 見廻して 

どつ かと 坐す 0 

月光 は、 い- ^ゆ。 

IS 通 は、 靜かに 合掌して ゐろ。  , 

i ^財 正 は、 しきり：， L 刀の 手入れん」 して ゐる。 

蟲の 昔が しき リ であろ。 

.  そのうち LL 幕 


し-？；じ-ク-フザしで/^めっぷザホ し- -r めつ めつ じ 0-,、 わ J  -0  ,ノ、 

^ 諸行無常、 是生 滅法、 牛 ：5g 々已， 寂滅 爲染、 

丄 マ^ニ どえらい^だ リ 

$ 一  こり や、 あんでも. きっと 立-奴な 御大 將だ ぞ。 

寺 ゥム立 1^ な 御大 將だ * どえらい 鐘 だ、 肩先き 切ら 

れ てる だな〕 

.^-mio ゥム： 屑 先き 切られて ろ だ。 やれ/ \、 なむ あみだ 

二 なむ あみだぶ く。 

サァ nhw:!^ んで 下さい。 

一 ァ、 サ 無駄口た、 いて ゐ ずと 21- く 態ば うわい。 

ーーー} なむ あみだぶ く。 

(と、 抱き起して 下手の 奥に？ び 去ろ。 僧 は それ-」 つ 

づ いて 入ろ。 秀告は それ 一 かに さいぜんから 見つめて ゐ 

ろ。 i-M 正 は^らの に氣づ いて^-し かたづけ s: 方 W の 

0 び 去られ；.： 方 カバ 见 送って 刀.^ 拔 いて 燈 .U 照して n:^ 

る。 池、 正面の 换 から？ 1=1 場。) 

g 通 ァまだ こ  においで なされた のか、 本堂 はかた づき 

ました ぞ。 

in  けない。 

fi.^^ 佛 境 に ^ん. - たいて、 そ の：； 1 に 坐って 合 掌 

すろ。 ^正 は 腰から 砥矜, ^とり 中；！ して 刀身.^ 燈に 

g 一しながら 砥 紛.. ^うってし きりに 手入れ,^ すろ 0) 
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娘 武娘武 娘 武 


武井 ほんと に 出ん のか。 

士  ：1 村 出る とも。 

娘 ほんと よ。 

武井 そんな ことがあ るかな あ。 

吉村 あるかって、 まったく だよ。 

妲 ほんと に 出る のよ。 

武井 さう かな あ" 

や： ：！ 村 マァ 上れ。 

娘 荷物 は。 

武井 チッキに したが まだ 着かな いんだ。 (上ろ。) 

ii" 村 ぢゃ此 次の 汽車 だら う。 後で-取りに 行かう。 

武井 松 W は。 

吉村 まだ 歸っ てこな いんだ。 

M どうしたん でせ うねえ。 こんなにお そくまで 畫を 描い 

てる， 3! はなし。 

吉村 どっかで 一杯 やつ てんの かも 知れない よ。 - 

娘 だって、 けふ武 井さん がくる ことわ かってん だし。 

吉村 どうしゃが つたんだ らうな あ。 

武井 とにかくべ コ ペコなん だ 。なんか 1  ュ はして くんない 

か 0 

吉村 ァさ うか。 

武井 汽 lei- の サンド ヰ ツチ だけ ぢゃぁ • とても やりきれな 


S. お 鉢と 茶碗 や 箬ん- 持って さて チヤ プ皇の 上-」 

©  く。) 

武井 ャァ すみません。 

娘 (蟋 帳,^ 持って きて 中の もの 1^ 臺の上 Li 出しながら) 

ハイ これうまい のよ。 リビ ー の コ，' ンビ ー フ。 日魯 の鲑。 

それから； 1： 分の 牛肉。 星印の 海老 d それから 日本 橋漬。 

(蔓の 上の >士 置き か へ て) つ いでに ェ ー ァ シップ。 

武井 …… 纏 詰ば かりだな あ。 

士 口村 どうせ モダン ガ ー ル のお K 所 だよ。 これで 每日養 麥 

屋 から 飯 だけ 買 ふんだ からな あ。 

武井 へ ェ、。 成程 こり や あ 化物：！ 数 だ。 

娘 なんです つて ；… おぼえて らっしゃい。 これからもう 

踊って やん ないから。 

； マ アマ ァ さう 怒り 給 ふな。 

ずゐ ぶんだ わ。 


今晩 踊らない。 

：ェ 0 

だって 此 ひと は 駄目 だ し 畫 描き 先生 も 駄目 だ し 折角 蓄 

音 器 持って きたんです もの。. 

武井 踊っても い- - ねえ。. 
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吉武吉 武吉武 


武 吉武吉 
井村 井村 \» 


武吉 武吉武 武娘武 娘 武娘武 


吉村 だって 近頃 は 科 a^f の 力で 證 明して ゐ るんだ からし や 

うがない よ。 心靈學 つてば モウ 君 一希 新しい 學 問なん だ 

からな あ。 バ ー ミン ガムの 大 舉の總 長の オリバ ァ • ロッ 

ヂ なんか 死後 は 如何って いふ 立派な 本まで こしら へて る 

ぜ。 こり や あ 君， 無線電信の 可能 を發 兌した 立派な 科學 

者 だ。 

武井 フム。 

吉村 ァノ、 ダ ー ゥヰン と 同時に 進化論 を發 nl^ した ワレス 

博士 だ つ て、 どうしても 疑 へな くつ て 仕方がな しに 信じ 

たって 云って るせ。 

武井 さう かな あ。 Jli^ のせ ゐぢゃ あないの かな あ。 

吉村 だって、 君， みんなに 見え るんだ からし やうがない 

ぢゃ あない か。 僕らの 方ぢゃ あ. これ を. 集合 幻視つ てん 

、こ ゾ i  20 

,1/ 力 IPV 

ゥ厶 0 

ォ、 論より 證據、 あの 柱 を 見 給へ。 

なんだい、 あり や あ。 

あり や あ • 君、 此 寺で 有名な 血の 跡なん だ。 

だって 綠色ぢ や あない か。 

ゥム そこなんだ。 あり や あ、 君、 来た 時に あ i_ お々 し 

い 血の 跡 だつ たんだ。 なんでも 此 寺で 有名な ものなん だ 

さう だ。 つまり、 三十 三 間 堂の 天井板み たいな もんなん 


出る さあ。 

さう かな あ。 

マ、 論より 證據、 今晩 見て ゐ たまへ。 

痛快 だな あ。 


娘 ァぢゃ あ 針 を 買って くるわ。 もう、 すっかり 使つ ちゃ 

つたから。 

： ヂャ あしたに しょ うぢ やない か。 遠 いんだら う。 

イエ 直ぐ 停車場の 側よ。 (と、 行き かける。) 

： ひとりで 行く のかい。 

モダン ガ ー ルを 侮辱す る もの ぢ やなく つてよ。 

： ャ レャレ 0 

ぢゃ 直ぐ 行って くるわね。 

： 行って らっしゃい。 

(娘、 出て 行く。) 

： …； (喰べ ながら〕 …… うまい。 

松 田の やつ、 どうしたんだ らうな あ。 

どっかで、 やつ てんだら う。 

だ つ て 君の くる こと はわ か つ てんだ しな あ。 

ャァ 然し こり や あ 全く 荒れ てんな あ。 なんぼた^-の 

避暑と は 云へ こ-に 一月 籠城と は 恐れるな あ" (喰べ て 

ゐる 手,^ やめお 化けの 眞似 K どし) 全く、 これ は 出ん のか 
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ヮ アドなん て 人 は 幽界 遍歷 つて やつ を やって ね。 あの世 

に も 市街が あ つたって いふんだ。 もっとも、 こり や あ、 あ 

ぶな つかしい がね C で、 よく 檢 ベて みて、 もし 觀念 的實 

在 や 何 かで なくって、 ほんと に 市街が あるんだ つたら、 

そこに は 無政府 的共產 主義が 行 はれ てゐ るか、 或 ひはギ 

ルド • ソシァ リズムが 行 はれて ゐ るか。 

武井 ィャ 待てよ。 いくら あの世 だって そんな ものが 行 は 

れてゐ る 箬 はない よ。 アナ ー キス チック. コム ミニ ズム 

だなん て 共產、 王義が 政府が 無く つ て寶 現される なんて、 

いくら あの世で も 空想的す ぎる よ。 ギルド • ソ シャ リズ 

ム だって 政治と 蜜 業と を， はっきり^ 別出來 るなん てこ 

れも 空想的な 樂天的 妥協 思想 だよ。 

吉村 ィャ そり や あ 君の 方の 專 門だった な あ。 で， マ、 僕 

の 特別に よく 檢べ てみたい の は、 つまり あの世に も マ ル 

クスの 辯證 法が 行 はれて ゐ るか、 どう かってい ふこと だ" 

それ にゃあ わ け が あるんだ。 こり や あ 催眠術 に 下降 法つ 

て やつが あってね」 人の 全 生 涯を逆 に 繰 返 さ せ る 方法な 

ん だが、 つまり 被 術 者 を 子供の 時に 返らせる と. 其 人が 

小學校 時分と ち つ とも 違 はな い 字 を 書く つて やつなん 

だ。 で ， デ 口 シ ャ ス つ て 人が ジ ヨセフ インと いふ 子供に 

此 下降 法 を かけて みると ジ ヨセフ イン の 赤ん坊の 時の 次 

に 暫くし て 老人 P 新 末 魔が 現れて ク n I ド • ブ ー ルドン 


とい ふ 人 に な つてし まったん だ。 それ をな ほ 下降 法 に か 

けて 行く と カルテ 口 ンと いふ 老婆に なり、 次に は 5^ 死 を 

した 子供、 次に は 自殺した 男と いふ やうに なって 行った 

の だ。 これ はメ ェ テル リ ンクがま：！ぃてゐろ！：^驗なんだが 

ね。 で- つまり 生と いふ ことが、 ど 、「も、 あるら しい 

ん だ，」 で * 僕の 研究した いのは 其- 冉 iir か マルクスの 辯 _ ！^" 

法 中 の 飛躍に よって 行 はれて るか、 どうかと いふ こ とな 

んだリ 

武井 ゥム隨 分 大變な 問題 だね リ 

吉村 ゥム もう 此 世で もダ ー ゥヰ ン の 漸次 的な 進化論なん 

か 破れ か .1 つて フ ー ゴ， - .ド. フリ ー ス の 變異說 の 種の 飛 

躍を認 め る 學說が 其 地位 を 占 めようと して ゐる くら ゐな 

ん だからね え。 

武井 ャ だが こんな 田舍寺 の 化物な ん か に そんな 六 岡 敷 い 

ことが わかる かな あ」 

吉村 ィ ャ事實 さへ 示して くれ \ は それで 十分 だ。^ 說は 

こっちで 立て \ やる つもりなん だ〕 さう して、 せめて は 

あの世に マル クシ ズ ム を 大宣傳 し て やる つもり なんだ。 

も つ とも ダ ー ゥヰン の 幽靈も ft 問 II ン ドン に 現れて 原子 

に 就いては 論じ て ゐ た やう だ が 、 共 K: 生 つて ことに 就い 

て は- ちっとも、 まだ 論じて ゐな いんだよ。 

武井 ゥム。 ぢ やま づ 何よりも 第一 に 其い >1 ミヂ アムって 


446 


迄ろ 出の W 


fl 松 吉松武 松 


吉村 なんた つて。 

武井 どうして。 

松 田 ィャ あんまりい、 とこだった もんだ から ひ！^ から 

スケッチ プック.^ 出して) 一寸 やって たら 憲兵に と つ 

つかまつち やつたん だよ。 要塞 地帶條 令って やつ さリ お 

まけに これ だ) 

吉村 落つ こたの か。 

松 田 眞っ晴 だからな あ ^  Gs^ の 方へ 行きながら) ィャさ 

ん ざん 油を搾られて これから 氣を つけろ つ てんで 歸 され 

た の さ。 そり や あ 法律 を 犯した > J と は飽迄 もこ つ ちが 惡 

いんだが、 い X 景色なん か 自由に 誰でも 樂 しめる やうな 

早く 國防 なんて 無く な る 時代が こない かな あ。 

吉村 ャ ァ また 始ま つ たな あ。 

松 田 後で 大に 論じよう。 

(と， 裏-」 洗 ひに 行く。) 

0 今ゐ たの 松 田さん ぢ やなく つて。 

(と， つてく ろ 0) 

吉村 ゥム。 

娘 どうしたの。 こんなに おそくな つて 0 

武井 憲兵 分際へ 引 張られち やつたん だと さ。 

娘 どうして。 

武井 要塞 地 帶條ん P つて やつ さ" 


やつ を 得る こったな あ。 

告村 だが、 こ、 の 化物 は ボル テル ガイストって やつで、 

騒ぎお 化けと でも It すかな。 ひどく 露骨に 現れ るんで、 

かなり 都合が い & んだ。 この 通り 機の 準備 も 何もす 

つかり 出来 て る んだ。 た ^室が 不完全な ん で 空氣 の 檢查 

が 出来ない のが .IB! に殘念 だよ。 

武井 そんな ことまで する のか。 

十： 口村 ゥム。 リシェ なんて 人 は 幽靈の 出た 後の 部屋の 空氣 

を檢 ベて 窒素が 多くって ひどく 腐って ゐた つてんだ。 寫 

眞 の 方 はわけ あ 無 いんだよ。 勿論 二重 寫 しなんて もん ぢ 

やな いんだ。 た V やっこさん" 分光 鏡の 端の 光が ひどく 

嫌 ひらし いんだ J どうも アルト ゲイ ォ レット 光線に 乘っ 


て- 


田 

お 

村 

松 m 


、るら しいよ 0 

(突然， ド カンと いふ 音が すろ。 

松 S が 廊下 LL 寫生箱 yj- 投り 出して C) 

どっこい しょと" (と， 腰ん かける 0) 

ヨウ。 

3 ゥ。 

どうしたんだ い。 

ャ どうした も、 かう した もない や。 

なんだい。 

憲兵 分 除へ 引 張られち やった。 


迄る 出の 月 
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00 …… さて 御坊 達- まことに、 由々 しき 大^ ぢ や。 三 

百年に なんなん たる 此 生涯に 於て、 いまだ、 かって、 か 

ほどまでの 恥し め、 かほ どまでの 憂目 をう けたた めしが 

ござる か。 なんとい ふ 苛資ぢ や。 なんとい ふ 苦 ST ちゃ。 

わし は此 寺の 開山 ぢゃ。 したが 存生 屮、 涅桀經 を 講義し 

て、 あれ はよ し、 これ は惡 しと 斷. を 無理 强 ひした る.：！？ 

長慢 0 罪に よ つ て ^3^、^ 地獄 に tli: 落し 今で は そこで 一廉 

の 大役 を 仰せつかる なみ/ \ な ら ぬ 幽魂 ぢゃ。 二世の 笞 

巖殿 とても 一 切經を 寫し怫 像.^ 刻み 謹 中 を 肥した ろ fii- 

痛の 罪に よって 黑繩 地獄 LS 轉し 勘定 率 行 を 勤めて をら 

る 幽魂 ぢゃ。 最後 Q 惠凝殿 とても 此寺を 紅毛人に 荒さ 

れた る を 憤激し て 勝手に 自；？ ^したる 罪に より 鋒 双. 埘地 21 

にあって 砥硎師 を 勤めら る、 幽魂 ぢゃ。 かやう に、 こ、 

に をら る 御坊 達 の 各々 方、 まつ た 今 忍び に 行って を ら 

る 、 御坊 達。 い づ れも皆 々 m き 役 にあって 幽冥界 の 安 

寧と 秩序と を 保って をら る 、譽 ある 亡魂 ぢゃ。 それ を 何 

事ぞ。 たか^ 靑き 小童 どもが、 こざかし くも 此 寺に ま 

ゐ りしば かりに、 かほ どまでに 脅かさり ようと は、 ィャ、 

、「たてきと も、 うたて き  

S 仰せのと ほり ぢゃ。 

者 シッ、 謹 聽。 

曇設 ■ まことに 切齒。 淺間 しの K りぢ や。 まづ 彼等 は 値の 


間拔 けだから だ わ" 

松 田 (正面から 出て きて) ャァ 何しろ 飯 だ。 (と 坐って) 

相變 らず鑌 詰ば つかり か 「； 

ぢゃ何 かこ しらへ たらい、 ぢ やない の。 

田 どっちで 云 ふこった い。 

あたし や あ * そんな 舊 時代 ぢ やない のよ。 ぉ間拔 けさ 

ん。 (と 蓄音器 f ^取り LL 行く。) 

田 (耀詰*^かき^|^しながら) なるほど 新 代 だ。 

さあ 踊らな. いつ (と、 蓄昔 器と レ づ ー ド.^ 持って くる。) 

井 少し 休んで。 

これ、 とてもい  >- のよ。 キン カジ ユウ。 (口吟む。) こ 

れ 素敵よ。 知って る。 ブリン キ ー. 厶 ー ン. ペイっての。 

(口吟む。) …： 

松 田 ひどい 蚊 だな あ。 閉めても い X. たらう。 

と、 立 上って きて 障子 閉めろ。 

と、 同時に、 暗くなる と、 

襄手 に 赏 つて 薛 火の 飛び交うて ゐる のが 見える。 

、二 は此 寺の襄 手の 庫 裡；. 、ある。 

靑 白い 光のう ちに 大きな 卓ん」 園む で 暴 設の靈 怪，. ぜ 

中央-.！ 七 人の 靈怪が 掛けて ゐろ。 

すべて、 異樣 なろ もの、 氣配 である。 
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出ぬ 故 を 以て 卑： Si にものめ くと 此 寺に 推參 いたした。 

其 上 參ろゃ 否や、 ま づ眞っ 先に かの 有名なる 柱の 血 をば 

奇っ怪なる 藥を 以て 拭きと つた。 何とい ふ 不屈。 何とい 

ふ剛3^1。 許し 難き 度し難き 振舞 ぢゃ。 これに 對 して 日毎 

に 後り か へ らる 、惠凝 殿の 一 方なら ぬ 御 盡瘁に は 一 同 if 

く感佩 いたし を る仕镜 なれ ど も、 それに も 怖れず かの 小 

娘 は 性 鍵り もな う 怯めず 懼 くせず、 また、 いとまめ やか 

に 拭き と り を る 。 A 今 著！ 1 築 十 七の 冒頭に も依異 のお そ 

れ 卜：： 今つ、 しみと すと あるに、 まことに 侬異を 怖れざる 

僭上の ir 言語 逍斷、 不： e 至極。 沙汰の りの 所業 ぢ 

や 0 

はかの 小娘の 軒が うてなら ぬ。 此十ヲ に參 りし 

數 ある 武藝 者、 本 武藏、 荒木 又右衞 門と 雖も、 

者 シッ 

S 殊に 彼等の 口にする マルク シズム とい ふ 敎は靈 魂 を 

なみし〕 

靈魂 をな みし。 

S 靈魂 を。 

a ぬ 出の^:^、 いさな リ 飛び込んで くる。) 

0^ 恵 凝 ほ。 御坊 は、 御坊 は。 

S 何ぢ や、 あわた ビ しい。 

お 山 御坊 は、 御坊 は。  ， 


曇 譲 何ぢ や。 

00 何事で ござる。 

5： 翁 山 ヮッパ ども は 腹 を 抱へ て 笑って をる ぞ。 かやうな 辱 

しめ を 受けた こと はない。 かやうな 辱し め を …… あ > -、 

腹立たし や。 あ 口惜し や …… 

惠凝  

r 捣山 御坊 は 日毎に 血 を 塗り かへ るに、 あの 小 ヮッパ の 箱 

から 画の 具 を 盗んで を つたの ぢ やな。 

00 画の 具。 

潟 山 それが け ふ は 問 違へ て綠 色の 畫の具 を盜ん だの ぢ 

や 0 

者：^ ナ 二 綠色。 

『掠 山 さ うぢ や。 腹 を 抱へ て ヮッパ ども は 笑って をる。 御 

坊が卑 Si にも あの 箱から K の 具、 を盜み 出す ところが 眼に 

見える や うぢ や。 ヮッパ ども を怖ぢ 怖れ あわて ふためい 

て、 こ は <\ 、"盗む ところが 見える や うぢ や。  あ \ 腹 

立た しゃ〕 かほ どまでの 侮り、 かほ どまでの 恥し め をう 

けた こと は ござらぬ。 あ. - 腹立たし や。 あ. -ロ しゃ。 


(希 t 一の 靈、 飛び込んで くろ。) 

暴設 何^&ぢゃ。 

ぁ&怖 しゃく。 ひとりで はとても 聞いて は を れん- 
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め  >1 怖し や 0 …… 

曇漠 何ぢ や。 

希遷 あの また マ ル クシ ズムと かいふ 敎を說 いて をる のぢ 

や。 …… この 世 を 支^して をる もの は靈 魂な どで はない。 

此世を支配するものは此世の中の^：：田の有樣、 此 世の中の 

祿の 有樣ぢ や。 それが 却って 靈魂を 支配す るの ぢゃ。 そ 

れが、 此 世の 樣が心 や 志 を 支配す るの ぢゃ。 

^覺 ォ、、 外道。 

山 異端 ぢゃ。 

耆 ゥ 、やめろ〕 モウ、 我慢、 ならん。 ようし、 あの 小 

ヮッパ ども 愚僧が 追 ひ 散らして くりょう。 愚： Is に は 魔 

法力の 轟きの 術が ある ぞ。 此 轟き こそ 北山 科 あせ 倉の 變 

化より 直傳 したる ものに 愚^ 獨自の 秘法 を 加へ たる もの 

ぢ や。， J れぞ卽 ち 今昔 物語 の 十七に も 伊勢 物語 の 芥川 の 

章に もの せ られた る 轟き ぢゃ。 これに 愚 Isii 自 の 秘法 に 

よって 源氏物語 の 夕顔の 轟き を 加へ たる もの ぢ や 。 此轟 

き、 此 t 心り、 此 叫び、 いざ、 眼に もの 見せう。 少く とも 

彼れ ら 日本人な らば、 日本 文 學に對 する 尊敬の 念より し 

て も 怖れねば ならぬ 害ぢ や。 方々、 御免。 いざ 參 らう 0 

(と、 希遷产 ど 連れて 正面より 走い-去る。) 

愁覺 うまく や つて くれ 、ばい >- が。 

曇謨 各 々。蔭ながら 助力の をいた さう。 


(皆々、 萆^ 合せて 呪 始めろ。) 

山 (聞き lit 1^ たて) ォ、 やんだ よ うぢ やな。 

00 御坊 達。 夜の 櫻の もとにて いたる？ i の 會を御 

忘れな された か 。秋の 月夜に 本 Ji そ」 て 催した る迎歌 の .^：： 

を 御 忘れな された か。 今 こそ 我れ ら の 平安が 亂 されよう 

として ゐ るので すぞ 0 さあ， 一 心-小 亂に 祈る は今ぢ や ご 

(者 巖、 泣き叫びながら 入って くる。) 

耆 3^  ：… なんとい ふく  ：： 

曇設 どうな された のぢ や。 

耆 S ぽ …： (泣き 喘 ざながら) ：： 愚^が^、 リ 始める と. か 

の 小娘め が眞っ 先に 部屋 を 出 まう した〕 さすが は 女、 い 

し く も 怖れ た な と， なほ も不亂 に^ると ころへ * 小娘め 

再び 現れ， 手に 小さき 鋭 を 持ち r 幽靈 さん。」 

曇謨 ゥム。 

者 「幽靈 さん。」 だいぶ 喉が 惡 いやう ね。 これ ブ 口 チン 

よ。 一日に 三囘 三粒づ 、飲んだら どう。 

曇漠 言語 道斷。 

潜 山 なんとい ふこと ぢ や." 

者 厳 此. おりこ そ ；白 年 前、 領主の 姉 君 楓姬が 氣を失 ふて 病 

が 重りし に、 それに も か. - はらず 日頃 懇 なる 和 蘭^. 1^ の 

梅澤了 白と のかたら ひ を絕 つ て硅扭 律師 に 歸 伎した る 捻 

りぢ や。 それ をく かの 小娘 づれに 蔑まれた かと 思へば- 
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義は 常に 變る。 時に より 處 により 國 びと によって 變る。 

現在の E 義は 祖父 の 正義で はな い。 孫の 正義 は 現在の 正 

義 ではない り 正義 は 世の 祿の 樣の變 ると 共に 移り 變る。 

まづ 人の 思 ひ 志しが 世の 樣 によって 不 斷に變 る。 世に 常 

住 不壞の ものが ある 害 はない。 

曇設 ォ、 白 法 隱^… - 

贫覺 鬪諍 堅固 だ。 

S 辯證 法。 ヮッパ どもの 敎 の名ぢ や。 

(「辯 證 法。」 「辯 證 法。」 と、 囁き かばす 聲 がする。) 

希遷 萬 象 は 正反合と 變化 をす る。 今 は 雇主の 世の中 ぢゃ 

が、 やん がて は 雇 はれ 者の 世の中， はて は 隔て 無き 世の 

中と なる。 

曇謨 何 を 馬鹿な。 もの ト考が 無常迅速 ならば、 き やつら 

が 云 ふ それ そ の 雇、 王 雇 はれ 者 て ふ考へ も變る ベ き に 無常 

の 理を說 くに 不變の もの を考へ てす る。 愚し きうら はら 

の 極み ぢゃ。 

惠凝 (うじ t して ) 差 出が ましき はヾ 口で は ござれ 

ども、 まことに 仰せの 通り 政 ごとの 先 占な ど は 出 來るも 

ので は ござらん。 此 寺に 押し入った るかの 紅毛の 國は思 

はぬ 大河の 氾濫に よって 據處 なく 敷きた る 町の 投が 次の 

町から 次の 町へ とうつ り やが つて は全國 中に 擴ま つたと 

いふ こと ぢゃ。 …… かの 柱に 就き ましての 所業 は …… 何 


口惜しく てく ；… 

曇設 御^ 理ぢ やく …… だが、 御坊 はだい ぶ. 一 几ぶ つて ゐ 

られる やう ぢ や。 かなたに 行つ て靜か に 御休みな され て 

はいか ビぢ や。 あの 柳の もとに は 苦 滑らかなる 墓が ござ 

る。 大始 がそな たの 悲しみ を 慰めて くれる で ござ らう。 

(者！！^ は、 ひた 泣き！.： 泣きながら 去ろ。) 

^s. そ、、 へ 飛んで くろ. 0 

$ 助けてく だされい 0 とてもく ひとりで は をら れん 0 

どなた かく  0 …… 

0 ナ 何事 ぢゃ .0 どの やうな こと を 申して をった の ぢゃ。 

0 あ X 怖し やく。 まだ 耳に へばりつき。 

0 何と 申した のぢゃ 0 どの やうな こと を 申した のぢゃ 0 

0 あ 口にする だ も 怖し い。 

山 何と 申した のち や。 

^ …… if 樂 など は無 いと 申した のぢ や。 

同 (悟 然。) 

0 極樂は 無い。 永遠の 0; 理は 無い。 そんな もの は嗤ふ 

べき もの ぢゃ。 

0 何と 中す。 阿彌陀 如來、 十 劫の 昔、 四十 八 願に 應酬 

して 西方に 建立 ありし 微妙 莊嚴 の淨 土。 これ こそ 卽 ちわ 

れら 淨土宗 の 永 お 不滅の 極樂 淨土ぢ や 。 

S 常 の^ 樂は 無い。 永遠の 正義 は はれて あれ。 正 
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とも 面目 次第 も ござらぬ 慙而 I 至極の 所 菜で は ご ざ れ ど 

も、 此 たび こそ は 必ず，， <\ き やつら 小ヮ ッ パ ども を 追 ひ 

散らし て くれます る。 どうかく 拙 僧に 何と ぞ恥を 雪 が 

せて くださり ませ。 

00 ォ、。 

惠凝 如何 樣 にも 申し開き も 無き 仕儀 なれ ども、 あり やう 

は、 まこと {} 人の 血 を 得る とい ふこと は 今時な み/ \な 

ら ぬ。 六ケ 敷い ことで ござり まする 0 こたび こそ は 必ず 

必ずき やつら 外道 めら を 追 ひ 散らし くれます る。 

曇遷  

惠凝 拙 僧 は 最早 姿の 見えぬ 唸りな どで はなく、 かの 柱よ 

り 此兩腕 を 現し てみ せます る。 これ は 花園 世-尊 寺の 變化 

の 型に て 後年 か の 化物 作者 鶴屋 南北が 東海道 四 谷 怪談に 

用 ひ て 江戶中 の當り をと りました る 型で ござる。 必ず 必 

ずヮ ッ パ ども を 追 ひ 散らして みせます る ほどに 萬 望 萬 望 

拙 |5 め をお つか はしく ださり ませ。 

曇 誤 ャ けなげな り。 よく ぞ 申した。 とく ま ゐれ。 

惠凝 ハ アツ (と、 平伏して) いざ。 (と、 希遷 と共に 出 

て 行く。) 

『為山 なに を。 うまくいく かどう か。 

00  ：… まことに 僧つ き 外道 ばら。 き やつら は、 かやう 

な こと を 申して をる。 一切 は 流轉し 一切 は變化 をす る 0 


二度と 同じ 河に 入る こと は出來 ぬ。 存在 は卽ち これ 革 

命。 

覺 ォ 、外道。 

謨 戰ひは 一 切の 父ぢ や。 

山 ォ 、 阿 修羅。 

0 理性 は沒理 となり 恩惠は ilirs!^ となる。 

覺 ォ、^ はれて あれ。 

(希 遷、 - 喘ぐ 惠凝 1^ 肩 _1L かけて 入って くろ。) 

遷 しっかり、 しっかり なされく。 

謨 何事 ぢゃ。 

覺 ドど うした のぢゃ 0 

遷 腕 を 折られた のぢ や。 

覺 ェ 、o 

凝 ：… あ、 悔し やく …： あ、 侮し やく …… いづこ 

ま で 我れ ら に は 紅毛が 祟る ことか。 かの 柱より 雨 腕 を 現 

す や 否や、 紅毛の 風習に 從 つて 腕 を 上げろ と種ケ 島を擬 

せられ、 あまりの ことにつ い 腕 を 入れん とする 時 .：：： ； 

呪 ひ 0 言葉 を 浴 ひせ かけ られ其 怖し さに。 (片腕 fj- さす 

る 0) 

遷 サァ 早く 行って 御手 當を なされ。 

謨 何と； & したの ぢゃ。 

凝 第 四 次 を 利用して 逃げる わ。 
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i ォ 、o 

s サァ 早く。 

(惠 凝、 古井戸の 藤に 消えろ。〕 

r ぬ 山 n ほどに も 無い。 

しばらく 御免。 

(と、 いきな リ 出て 行く。) 

義 何ぢ や。 

S …； それに、 き やつら はまた * 其 紅毛が 我れ ら佛の 

敎 によって 此 日の 本 を排し 斥ける のぢ やと 申して をり ま 

すろ ぞ。 

ナ 二  0 

S 佛の敎 を かの 紅毛の 富める 輩が 己が 方便に 使 ひ 「萬 

物 は 一 如。 もとで は 働 き、 働き はもと で。 雇 はれる 者 は 

雇主に して 雇主 は 扉 はれ 者。」 と * 設 きちら し、 敎の 上に 

は 一如 を設き 行の 上に は 隔て を 保つ によって、 佛の敎 に 

對し 貧しき 雇 はれ 者 達 は自づ から 眼に 見えぬ 怒 りを鵾 

し- に ゆく りなう 此！ 1 たみが 排し 斥けられ るの ぢ やと 

中して をり まする。 

Mm だまれ。 淺 はか 千 萬。 此界及 十 方。 利益 不唐 捐。 ナ 

一一 もとでと 働？。 さすれば 其 一 如の 爲に こそ 力 を 致す ベ 

_f /ちゃ。 fit- は 四 性 平等の 爲に戰 うた。 其 智慧 門， 難解 

難 人。 所詮， 紅毛に は 俾の敎 がわから ぬの ぢゃ。 


(庭の 彼方に 太なる 咳の 如き 聲 がして 陰 火が 燃える。) 

希遷 殊に 彼れ らは、 その もとで は、 富 を 生む 爲の 富と は、 

ー體、 誰が 如何にして 富 を 生み、 それ を 誰が 我が ものと 

す る か など. - 奇っ怪 極る 亂 世 誘 念 の 言 を ば ほ ざ き をり ま 

する ぢゃ。 

(嵆 覺、 やにに LL 飛び込んで くる。 

金冠 朱 衣 の 恐し き 形相。. せ々、 S はす 感嘆の 聲， 狡 

す る。) 

赞覺 見られよ。 方々。 これ こそ 卽ち、 かの 咳 病 神 大納言 

伴の 善 雄より 申し受け たる 衣冠 束帶。 朱 を そ、 ぎた る此 

面容。 此 限の 罈き， 此 爪の 鋭 さ、 これ を 以て かの 外道ば 

ら追ひ 散らしく れん。 思 ひ 出せば 今より 二百 年、 此國の 

領主 藤 堂相模 守、 隣 國の姬 を 招きて 櫻 狩りな せし 折に 一 

度 現じた る此 姿。 其 時姬は 失神な して 遽 かの 歸國， 緣談 

は 破れて かの 美しき 淺野 伊豆守に 輿 入 れな し , 相模守 は 

怒って 伊豆守に 戰 ひなし 伊豆 は 落城、 姬 諸共に 自^ をな 

したる 其 時の いでた ちぢ や。 方々 は 物の かげより ぉぢぉ 

ぢ出づ れば小 ヮッパ 共の 恐れぬ 法 も あれ。 我れ は 表の 渡 

廊 より、 とビ ろ/ \ と 踏み 參 らん。 

曇謨 ャ 勇まし \ 勇まし > -。 

贫覺 折 も あれ。 梟 は 森の奥に 鳴き 大^ は 柳の 古枝に 風 は 

迷へ る 魂の 如く 寺の ま はり を 吹きめ ぐる。 (希 遷-」 ) い 
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暴滔 曇瀉 曇 
設山覺 tii;^ 山 覺山謨 


希 曇 布 * 希 


ざ參 らん。 方々。 御免。 

S 拙：！^ は 裏から。 

嵆覺 勝手にめ され。 

(#1^ は 正面から 左に 希遷は 正面から 右に 出て 行く。 

しにら くして 聲々 LL 「表から」 「表から」 と、 囁き？^ 

飛び込んで くる。) 

何ぢ や。 

どうな された のぢ や。 

渡お に 

霞に。 

何事 ぢゃ。 

ド どうな された のぢ や。 

(決然と して、 またもや 馳け 出して 行く。) 

何事で-こざらう。 

どうしたの ぢゃ 0 

(と、 皆々、 いぶかる。〕 

00  (激怒して 入 リ來リ 手に ぜる もの 1 や 叩 さつに) あ \ 

腹立たし や ノ\  ：: 畜生々々 …； (と、 缀リ ながら) あ 

あ 腹立たし や/ \ …… 

バ35 山 水 瓜。 

#3 覺 …； かの  一 m 廍の 隅に これなる 水 1^。 眞靑 なる 顏、 眞 


つ 白なる 衣、 ぁまりの怖しさに思はず飛んで^5》-ったが 

(皆 皆の 樣 なろ 笑。) 方々 の 手前 …… 引つ 捕へ て 、あは 

よくば 味方に も つけん ずと •  二 たび 參れば これな る 水 1^ 

に 白き 衣 …… (皆々 の 異様な ろ 笑。) あ \ 恥 しゃく ：… 

あ. - 腹立たし やく (と- gs- ろ。) 

ハ 希遷、 飛んで くろ。) 

遷 餓鬼、 畜生、 阿修羅、. 外 适ッ。 

0 何ぢ や。 

遷 もう 我慢が ならん。 聞き捨て ならん。 

0 何ぢ や。、 何事 ぢゃ。 

遷 … … 被れら は 全 露 社會、 王 義 t 入 n 共和 國 憲法 第 十 三 章 

第 六十 四條 及び 六十 五條に よれば 曾って 侶であった も 

の 地主 履、 王 皆 一 切 C 權 利から 剝；： 非され て をる と屮 して を 

ります るぞ。 

00 何ッ. ャ言語 這斷、 不 千莴， ゥム惡 鬼、 羅剎、 提 

婆 達 多 • き やつらの 頭上に 六道 三 有の 塵 を 起す 法 も あれ。 

いざや 方々。 かくなる 上 は 力 を 合せ ひに ひ 祈りに 祈 

り 怨敵 退散 惡鬼 調伏 仕らん。 鈴 を 持てる は それ を 打て、 

鐃を 持てる は それ を 鳴ら せ 。木魚 を 持て る は それ を 叩け。 

いざや 力 を 合 はせ て 最後の ひ を ひ 申さん。 S. 摩 

訶 痤隸， 郁枳、 目枳、 阿隸" 阿羅. 婆 第、 涅隸 第、 涅 多 

婆 第、 伊 傲 ……  • 


资怪共 は^ゃ 鏡 や 木魚ん」 一 心 不亂に 然も 陰々 滅 々と 打 

ち^らす 0 

其 時 * 彼方より. は蓄脊 器の 脤 かなる デャ ヅバ ンドが 聞 

えてく ろ 0 

彼れ ら はこれ lift; け まじと- 3: も 不亂に 鳴し；^ てろ。 

然し 其！ tju のうち LL  ；… 

^か 大海原の 彼方から-ほ 二十 六お の 月が 三 尊搖漾 とし 

て 現れる であらう， し 

さう マれば 兑物は 次第に 波打 際：.： 行く であらう し、 其 

時此 芝居 は 自づと 終る ので あろ。) 

1 九 二 七、 九、 一 四， 戯作。 


れざ冬 


4  00 


<^ン さ れ 二  m 


時 

現代、 冬の 夜。 

場 所 

某大 劇場の 樂屋。 

人 

初代 と、 稱 ばれる 人氣 俳優 リ 

一二 代 Ml 11 と、 稱 ばれろ 老優) 

その他、 子役、 男衆 等。 

正面 は、 全體が 茶色の 壁で その 屮央 LL は 一 間の 出入口、 

定紋ん. 染め 51 いた 紫の 暧簾 •  かか ^ つてな ろ。 上手 は、 

床、 違 ひ 棚。 ii- に は 茶掛け、 棚に は 人形。 下手 も 壁で 

手前の 一 間に は 棚 ，か つって 衣裳 や 小道具が 載 V- てもり 

奥の 一間に は 錦 翁な 貼り まぜに した 六 枚 屏風が 少し 正 

面に 折り まげて 立て 、あろ。 その 正面 下手 寄りの 壁 *卜 

は 帽子 や 外套が か つて ゐて その 前-」 は 火鉢 や 茶道具 

が あり 男衆の 溜リ LL なって ゐ る。 壁 は 床が 砂、 他 はす 

ベて 茶色た が電氣 が皎々 とつ いて ゐ ろので、 さほど 陰 


氣 LL も 見えない。 中央、 稍 や 下手 寄りの 舞 一： ¥?fLL ば錢 

蹇 据. 、そのむ かふに は 毛氈、 その上-しぬ 手な 樂 M 

布團、 その 側に は 火鉢、 5^草盆など。 —— 初代と 稱ば 

れ ろ人氣 俳優の 樂 c^. である。 

—— 溜りの 火 の 前で 男衆 s- が 1^ 手ん 、して： IW 眠り，^ し 

ズゐ る。 乙 は 火鉢 に かし リっ いて 火 .5- 興して ゐ る。 ！ 

—  —と、 やが 乂益 切れの 拆が 鳴る。 ふた リは、 すぐに 立 

上って、 鏡臺の 前に 行って 仕度 した リ 火鉢の 火 直 

したり 何かと それん \ 忙しい。 …… 

男衆 屮 これ や あ  >  おそくな りさう だな。 

男衆 乙 ェ ，一 …… 初日つ から、 たいへんな 景氣 です ゎェ。 

男衆 甲 ゥ ム 。 

— I 出入 n の 外，^ 馳 けて 行く 多^の 草投の 音。 11 

まもなく、 樋：：： 次郎兼 光の 扮 装，^ した 初代が、 男衆 丙 

つれて 入って く 一  0。 い きなリ鏡臺の前に坐って《|.?- 

とリ含嗽なして)ぉ1-^飮み底ぐに鎮，^-はしはじめろ、 眉 

間-し」.， 泚，， せっけ 芝- m 筋， 加へ る。 

紋附 持の 頭取が 入 S. てく ろ」 

頭取 賣 りきれ ました」 (と大 入 袋ズど it! す。) 

初 4< お目出度う。 (と 受けと つて 鏡せ； il のわきの 棚 にたて 

る。〕 


4oC, 


(、ざ そ 


H 初 ： 一 
\\  \\ 代 


初 三 初 三 初  三 初 三 


顷取 は， 5= 群 7 どして 忙し さう に 出て 行く。 一 初代 は. 額 作 

リ終 つてから 水入りの 签.^ つけて 立上り、 ^と 萠黃の 

荒 い シ マプセ .3-5?;衆5--.1手傳はぜ て肌^^脫ぐ。 

ビジ ヨウ 縫 ひ、 火阪手 甲、 脚 終、 腹掛け、 古代紫の 帶 * 

, ばし 鏡 LL 姿 YJ-K してから、 火鉢に むかって 上手む さ 

-し お 几に-脱ん， - かけろ 0  . —— その 扮装 は、 見る から：.！、 

しお 快 でんろ。 

-:: 代 n. か^; m 植 四 郎の 称へ ！ 采 銅で 仕上げた 額 LL は 

汕 m で 皺が かいて ある。 a 勝の 胡疏で カラの 鞠 ひま. ゼ 

^mo 竪- 板^ 茶 木綿、 裹は 花色の、 いかにも、 よたれ 

た^お。 紋リの六尺帶には壶：：1$|!の^2:入れ" みすぼらし 

三代 = お n 出度う。 (と 入って くろ。) 

- 初代 お：：： 出. i^- う C サァ どうぞ。 

(？^ 衆； 2" 火 の 前に 斑 iJi 阁ん 持って く ろ。) 

n  (坐 rvo ャァ、 どうも、 大した もんだ) 

ャァ どうも、 どうか、 惡 いとこ を敎 へて 下さいな。 

= ャァ 大した もんだ よ。 あの 「なんの 誰が 笑 ひませ 

、つ * そ。」 なんてと こァ。 ャもぅ 素. 晴らしい もんだ ょリ あ、 

やってくれ るんで、 おれの 「あり やう は、 さっきにから、 

さう したかった のぢ やわい 0 」 がまる で 生きて くるんだ。 

あすこ を、 のつ べらぼうに やられた ひ にゃあ， おたまり 


こ ほしが あり やしな い。 お ま へ さんが あ \ や つ て くれる 

んで、 おれが まるで 生きて こようって もんだ。 ャァ あり 

初代 ャさ うです か。 氣を つけて やり ませう。 

代： ：n ャァ ありがたう。 素晴 しい もんだ。 

代 どっか、 かう 惡 いとこ はないで せう か。 

代 HI ァ 、あすこ だ。 あの 「これ も 誰が 蔭」 つてと こな。 

あすこで おれが 一 足 出て お まべ さんが 「モ シ」 と、 とめ 

て、 トンく と 下って、 刀 を 置いて、 兩手 をつ いて 「親 

仁樣" つてと こな。 あすこが、 かう 少 うし 離れす ぎた や 

うだった ぜ。 

代 ャ あた し も さう 思 つたんで す。 氣を つけます。 

代 目 ァ 、さう か。 ャァ どうも 大した もんだ。 どうだい 

ァノ マァ、 見物の ャ ンャ、 ヤン ャ はつ 

代 ャ これ もまった く、 それ こそ 「これ も 誰が 蔭」 です 

よ〕 

代：：； ャ とんでもない。 ャァ、 おれなん か、 もう 駄目 だ 0 

代 まるで あなたに 舞臺を 引きずられて るん ぢゃ ああり 

ません か。 

三代 m ャァ、 めつ さう もね え。 ャァ おれなん か、 もう、 

駄目 だ。 

初代 ャ、 ド どうも 0 


i 


n?'^  4o7 


初 三 初 三 初 三 

代代 代代す i'vi 代 


三代 口 それに、 正直な ところ、 年 をと ると かう いふ 役 は 

もう 究ー くって こたへ るよ。 

初代 ほんと に その 薄着 ぢゃ あねえ。 

三代 口 ナ ー -1、 舞臺へ 出り や あ • 汗が 琉れら あ。 

初代 ダガ ほんと に 風邪 を 引かない やうに して ください 

よ 0  2  二  0 

一二 代 n ァ ハ 大丈夫 だよ。 年 を とらな けり や あ 出来ね え 役 

だもの。 

. 初代 ダガ まったく なんて 寒さなん でせ うね ェ。 

三代 H ゥム、 こり や あ 雪 だな あ。 

初代 ェ、。 この 風ぢゃ あもう どっかで 降って るの かもし 

れ ません ねェ。 • 

三代 目 ゥム。 ャ だが、 こり や あ 時代と 世話との rl ひ 交ぜ 

で. なかく やり 榮 えの ある 役 だぜ、 ェ 、。おれが 若え 時 

これ を やった 時に や あ 大變な もんだった。 東京 中が われ 

つかへ る やうな 驟 ぎだった な あ。 こんな ことがあ つたよ。 

この 次の 慕 だり ァノ 逆樓の 松へ 登って、 (身 振リ. ^して) 

北 は 蝦 江 長柄の 地、 東 は 川 崎 犬滿村 11 つてと こで な あ" 

「東 は 川 崎天滿 村」 つてい ふと、 いつも 東の 淺敷 のおん 

なじと こに おんな じ 女が ゐるぢ や あねえ か。 始めのう ち 

は氣 がっかな かったん だが、 四 五日た つうちに 表から い 

はれて わかって きたんだ。 で • そこ を 見め えとす るが、 


どうも. そこ を 見る のが、 やつば. リ、 一番に 寸法が い、 

んだ〕 ：： で、 たうと、 「その 女と 出来ち やった。 

一 初代 ャ こり や あ、 いきな 話 だ。 

暖」； 账.. 5* あげて 男が 小田卷 『基； のせ お盆 1^ さし 出ヾ。 

男衆丙t^Ef-から何ゃ.りil ぃてそ ；：^^受けと つ て 持って 

くろし) 

男衆-内 ァ ノ柳 橋の 小 しづさん から。 

初代 (男衆 丙 に 蓋ん』 と-りせ てみ て) ァ こり や あ 丁度い >-o 

どうです。 

I 二 代 目 こり ゃぁ考 へたな。 樂屋 への 通し もんとし ちゃ あ 

なか/ \ 珍 らしい や、 ひとつ 御馳走になる かな。 

初代 サァ どうぞ リ 

三代 E  (とろ j 

初代 r 男衆に) お まへ 達 も 持って つてお 上り リ 

(男衆 芮、 数 だけ 持って行く。 ゾ 

目 (食べな. から) お まへ さん. ど、 「だ わ。 

御 相伴 したいん で す けれど、 これ か ら あば れ るんで 

から。 

目 ァ 、 さう だな " 

で、 今の 話の その ひとは、 

目 (4r へながら) ァ、 死ん ぢ やった。 

■ 1 さう です か。 


i 


45S 


れざ冬 


三代：：：： —— だが な あ。 …… おれ や あ、 この頃、 つくん \ 

かう W 心 ふんだ 。 もう 惚れ るなん てえ こた ああり や あしね 

え し^れられる なんてえ こ ともねえ し、 こんない X こた 

あねえ。 い、 な あ" と、 つくづく、 かう、 思 ふ ことがあ 

るよ。 

初代 さう です かねえ。 

三代 m  1: 寂しい が靜 かで い X や。 …… かう、 としょり 

の 何とい ふの かな あ。 

初代 11 

三代：：！ こんな こと もあった よ。 こり や あ 今の 話より ずつ 

と あとの ことなん だが、 やつば りこの 役 を やって ゐた時 

の 話 だ。 … … 或 女 を つれて 或お 客が 樂屋 へ たづね て き た 

んだ。 ャ なんでも 暑ッぃ 盛りだった し で、 その 時分 もば 

かに 謦 ，；^+ の やかましい ことがあ つてな あ， お ま はりさん 

がま はって きたつ てんで、 どうし ませう つて 騒ぎなん だ。 

で 仕方 がれえ から その 女を戶 棚へ かくし たんだ。 で暑ッ 

い 盛りだった から、 扇 を 戸棚へ 入れて やった が， その 扇 

から、 たうとう できて しまったよ。 

一 初代 ャ こいつ もい きな 話 だ。 ぢゃ、 つまり なんです ね。 

扇が とりもつ 緣 かいな つてんで すね〕 

三代 n  — まあ、 そんな わけ だつ たんだな あ" 

初代 デ その ひとは。 


三代 目 それから ぢ きに 變 ないき さつで • わかれて しまつ 

たよ。 なんでも 支那で 遇った つて 人が ゐ るんだ がね。 

初代 支那って な あ， ずゐ ぶん、 なんです ねェ。 

三代 目 ゥム。 …… ャ、 どっかい \ とこへ でも かたづいて 

ると い  > -ん だが、 今でも その 女の こと を 思 ふと 變な氣 が 

する よ G 

初代 さう です か。 

寫眞 屋 ごめんください。 (と 暖^から 11 初代 LL) 寫 

眞屋 です が此 幕の 終りに 一 つお 願 ひ 致した いんです が。 

初代 c; 點 頭く。〕 

寫眞屋 ありがたう ございます。 

(と、 暖簾 おる L て 去る。 

と- それと 入れ違 ひに 初代の 弟子が、 遠見の 極 口 

の扮装 した 子役 1^ つれて 入 C てく る。..) 

初代 (それ V ^見て ：} ャ こり や あよく 出来た。 よく 出来た レ 

弟子 どうで ございませう。 

初代 よし、 よし. よく 出來 たリ 

三代 目 ャァ こり や あよく 出来た。 しっかりお やりよ。 ェ 

ェ。 しっかり や るんだ よ。 

初代 御 褒美 を あげる よ。 

弟子 (子役に 「ぢゃ も o」 と、 うながして、 三代 目 UJ ご 

めんく ださい まし。 (と 子役.^ つれて、 子役 はお 辭儀 


三 初 
代 代 


H 初 三 
代 代 だ 代 


H 初 
代 代 


して、 ふた リ 出て 行く。) 

初代 (見送って) ャァ よく 出來 た。 

目 (見送って ゐ た. か) ：：： ァ 、もう おれなん か、 だめ 

ァ 0 

(見、、 む 「) 

目 子^ はない し、 女房 にゃあ 先に 逝かれて しま ふし 

…ャァ もう、 なにもかも、 おしま ひだ ァ。 

ソ そんな そんな こ た あ、 あり や あし ま せんよ。 

n ャァ もうだめ だ。 

(ま はりの IT か 聞え ろ。) 

初代 だって 大勢の 聶貭の 見物って ものが ゐるぢ や ああり 

ません か。 

三代 目 ナ ー ニ兑； i なんか 誰が こんな 老い ほれに 聲 ひとつ 

掛ける も 〇 が ある もんか。 

初代 だって、 あんな に 掛かる ぢ や ああり ま せ ん ，か 。 

三代 目 いくら 掛かった つて、 おれなん か あだめ だよ。 み 

んな， 家へ 歸れば 忘れて 寢 てし まふんだ。 お まへ さんの 

通 ロを兑 にこよう つても の は あるが、 誰が おれの 櫂四郞 

を 見 に >  J ような んて もの が ある もんか。 

初代 ソ そんな そんな こた あ、 あり や あしま せんよ。 

三代 目 ャァ もう みんなお しま ひだ ァ。 

(まに リ S 拆が遗 く に 鳴 つ て 行く。」 


三代 目 舞臺の 上で， おれが 若い Is- にやった 役 を 見て ゐる 

と、 かう、 なんとも 云へ ねえ 持に なって しま ふこと が 

あるよ。 

初代 さう です かねえ。 

三代 目 ャ こ いつあいけ ねえと 我れ に歸 るんだ がね え。 

(S1 きの 拆 が^る。) 

ァぢゃ あお 先へ， - 御 ゆっくり。 

0 ァぢゃ あ 御馳走 になって くよ。 

初代 は 出て 行く。 男衆 丙が ついて 行く。 

三代 口 は 乇グ/ \ と 小 E 卷蒸ん 食べ ヾゐ 00 

まもなく、 盛んに 初代， 卞 よぶ 掛け 聲が閗 えてく る。 

三代 目 は 頭， ケ 上げ ズ、 しにし、 .^ら52か^,11ケ眺めズゐ 

る 0 

盛んた 掛け 聲。 立 廻りの ンケの 音。 

男衆 甲が、 お茶 プど 持って くろ。 

三 代 目 はま；： 八； i{ ベ はじ. める-" 

盛 ん な 掛け 驛。 立 廻りの クケ の 音。 

三代 H はまた 頭ん、 上げ； T か、 ふと、 鏡 LL うつる 自分の 

姿 ァ ど 見る。 

そう つ と， むさ 直って たべ る。 

盛んな 掛け 聲。 クケの 昔。 


4C)0 


<K ベ . ^はって 茶 饮み ぼんやり 前  や つめて ゐる」 

と- 「^は 川^ 夭^ 村」 と， いふ 錄が 幽かに 開え てく 

る。 

頭 上げた が、 また 项楚 れて考 へこむ- ノ 

漁師の 子供-」 適し い 扮裝. ^した 槌 松の 役の 子役が 男衆 

に つ れられ て 入つ てく ろ。 

三代！；：！ (それに 附 いて) ァ， サァ 行かう。 (と 立ち上 

つて〕 ァ、 い X 子 だ 。い  子 だ。 (と 手^ ひき) ァ， 

サァ おんぶ をして つて やらう。 (と踞 む。) 

子役 揚 幕から …… 

；!; 代 n サァ おんぶし てって やらう。 ：： ァ、 サァ、 こつ 

から、 おんぶ をして つて やらう。 

子役 (おぶさる。) 

三代 m ァ どっこい しょと。 (と、 立ち上って) ァ、 い 

い 子 だ。 い、 子. た。 (と- ふリ かへ つて、 子供， や 見なが 

ら) ァ 、 ぃ\子だ/\ ::: 

…… -、 消える やうに、 暖；^ から 出て 行く。 

やがて、 幕 が 1% かに 下りる。 
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吉田謙 三 會杜 i  (二十 八) 

富 士子妻  (二十) 

禮  子 { ほ士 子の 妹 (十一〕 

高 橋芳雄 謙 三の 從_ 弟、 醫學生 三十 七) 

宿の 婆や、 別莊の 小間使 

八月の 初 頃。 夕方から 夜リ 

東京から 遠くない 海岸の 避暑地、 漁師の 家に つ e い 

た、 贷間 用に 出来た 離 室。 二 間にな つて ゐて、 前に 

綠が 通って みる。 右 は 床、 押入、 奥に 窓。 左に は玄 

0. 奥は藏 所。 

綠の前 は I 寸した i^Ll なって ゐろ。 草花の 鉢な ど。 釣 

ラム ブ のぼん やり 灯って ゐろ 室の 內は夜 だが、 窓！. L は 

西：：！.^ 除け てさげた 旗の 影が うすくう つって ゐる。 部 

屋 LL は^い 夫婦の 假の 住居ら しい 道具が いる， 置か 

れて ある。 

か マ かな 波の音、 時々 f 说 くで 離 太鼓。 


芳 雄が 窓ぶ ちの 机の そばで、 鏡 LL 向 ひながら ヮ. イシ ャ 

、ソ つけて ゐ ろと： るへ、 母屋つ ゾ きの 緣 から 謙 三が 

は ひって 来る。 

謙 三 なんだ もう 歸り 支度 か。 

芳雄 後で やっても 手數は 同じ だ。 なかく これが ね ；… 

(ネクタイ *5> 結 びながら) まあ 二日 目に して は 上出来 だ 

らう。 蝶結びまでに は 行かなくて もばった 結び 位に は 出 

來 たり (鏡え どの ぞいて 額 1^ 撫でる) ふうん。 

謙 三 ひりく す るんだら う。 

芳雄 何だか 不氣昧 に ほてる よ。 女が 皆 白粉 をつ けて ゐる 

の も萬更 お洒落の 意味ば かりで はな いんだね。 

謙 三 さう いへば 禮子 につけて やれば よかつ たんだね、 す 

つかり 忘れて ゐた。 

芳雄 うん、 でもい ま 生 意氣に 白粉み たいな もの をぬ りつ 

けて 出かけた よ。 僕 もこの 過酸化水素 タリ- ム つて 奴 を 

つけて 見よう かな。 (级へ 塗る) 

謙 三 (見て ゐて 急に ふき 出す) 

芳雄 どうした。 

謙 三 (笑って) 君が その チヨ ボ髭を はやして、 桃色の 水 

藩 を 藍た 恰好はなかった ぜ。 

芳雄 可笑し いのは 水着で、 何も 髭 を 引合に 出さなくても 

い. -ぢ やない か。 


謙 一 一一 しかし 濱 では 特に 目立って 可笑しかった ね。 本當に 

思 ひ 切って 早く 剃らない かな ァ。 

芳雄 待てよ。 今少した てば 自然と 頭の 下る やうな 立派な 

ものになる から。 —— 職業 上 どうしても 必要で ね、 今 か 

ら 生やして 置かない と 間に合 はな いんだ。 

謙 三 さう だね、 洋服と ちがって 出来合 ひとい ふの はない 

からな 0 

芳雄 まあい、 さ、 君なん ぞが變 にけ なしたり する の は、 

つ まり 僕の 髭の 存在 を 段々 認め て 来たと い ふわけ なんだ 

から。 (肩 ゆすって) お湯が 馬鹿に 泌 みたが、 水着が 

小さい ので 肩が すれたん だな。 11 然し 驚いた ね。 こ >- 

へ 來てゐ て 海へ も は ひらずに、 水着 一 つ 持って ゐな いな 

んて。 もう 一 と 月に もなる だら う。 

謙 三 うん、 そろ/ \ 1 と 月 だ。 

芳雄 丁度 僕の 卒業 試驗 最中だった ね、 君が 退院して から 

こ. -へ來 たの は。 

謙 三 (しみん 君 もよ かった な、 もう 試驗 なんてい 

やな ものから 解放され たんだから。 

芳雄 本當 だよ： 11 全く 永い 間 馬鹿な 事 をして 來 たもん 

だね、 受驗 半；々 活を まる 三年 もやつ たんだ からね、 僕 は 

多分 一生 試驗の 夢を見たら うなされ るよ。 いやな もんだ 

ね。 11 學 校へ 這 入った 時 は 生き返った 氣 がした よ。 そ 


れと 同時に 三部へ は ひつ て^ 舉を Is: として 研究しょう 

と 夢中に なって ゐ たのが、 まるで 馬鹿げ てくだら なく 思 

はれた ね。 —— 受驗 生活が 僕 を 下^な 人間に した か、 ^ 

が 利口に なつ て 悟り を ひらいた か、 まあ どっちに しても 

苦心して 録を のばす やうに なった よ。 何も 學問 をす るた 

めに 髭の 必要 はな いんだが。 

謙 三 いやに 鬆 にこ だはる ぢ やない か。 11 しかし 君、 あ 

の 三年 間 をよ く 辛抱した と 思 ふよ、」 俺なん ぞが 人！！ 3 似に 

大人ぶ つて ゐ るのに、 君が 眞 面目に 豫備校 通 ひ を して ゐ 

るの を 見て ゐ ると、 何だか 叱られる やうな おがして なら 

なかった. - 

芳雄 冗談で せう、 二」 れが 僕の 馬鹿な ところ さ、 が 小 倉 

待で うろく してる うちに 君 は 舉校を 卒業す る。 こっち 

が やっと 制服に ありつい たと 思ったら、 君の 方，； T やもう 

1 人前の 月給と りに なって、 戀愛 をしたり、 結婚 をした 


謙 三 皮肉 をい ふなよ。 11 俺 こそ 自分の 馬鹿から とり か 

へしの つかない ところへ 来て 了って、 丁度う かく 淺瀨 


に乘り 人れ た 舟みたい な樣 だよ。 船 も 利かなければ へ 

も 着かない、 それで ゐて 一 寸 した 小波に も 始終 ゆり 動か 

されなければ ならない I 

芳雄 さあね、 しかし 羨し い. せ 分 だよ。 戀女 房と 二人で こ 
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んな ところへ 保ャ おに 来て ゐられ ろん ぢ やない か， あまり 

文句 はいふな よ。 ^なん ぞは 明日から 施療 病院の 代診に 

なって、 朝から こきつか はれに 出掛ける んぢ やない か。 

謙 三 11 いや！！； r  © 面目に 考 へて ゐる 事なん だが、 俺 は 

もう なりゆきに 押されて 暮す 牛； 活が とても 溜ら なくなつ 

て.； r いっそ 思 ひ 切って 舟 を 沖へ 流して、 それから 出直 

して 兑 ようと 思 ふん. たが。 第一 富士 子に しても • 今なら 

まだ 遲く はない と 思 ふし ：… 

芳雄 (にやくして) 君 何 か 富う ちゃんと 面白くない 事 

でもあった 0 か い。 

，三 そんな 事ぢ やない 。もっと 眞 面目で 云って るんだ よ。 

芳雄 さう かね」 でもぐ づ くして ゐて 夫婦 喧 1. の留 に 

させられ るなん ぞ はつらい ね。 11 僕 はお 暇 だり 禮 子ち 

やん どこまで 行った かな。 

謙 三 ^子なん かどうで もい. - から、 まあ 坐って 俺の 話 

を いて くれ。 

芳雄 (冷 かす やうに) 聞く がね。 そして 君と 富う ちゃん 

がさし むかひの ところ を拜兑 して 行きたい が • 今日は 歸 

る。 もう 八 時 だ- 

謙 三 まあい  >- から 少し 落 付けよ。 inE 士子 はきつ と 八 時半 

とい ふので 歸 つて 来る だら うから。 11 何もない が 久し 

振りで 一緒に 鈑を食 は うぢ やない か。 


芳雄 うん 久し振り だ、 だから 富う ちゃんに も 逢 はう と 待 

つて ゐ たんだが、 これで 僕 だって 明日から はお 勤めが あ 

るんだ し. 禮子 ちゃん を 麻布のう ちまで 逡 つて 行かな け 

れ ばなら な い ん だから、 どうしても 今度ので 歸る よつ 

0 三 それ ぁ體子 は どうで 休み だ か ら 泊め て やっても い、 

から、 君本當 にも 少し 居て くれない か。 眞 面目で 聞いて 

もら ひたい 事が あるんだ から。 

芳雄 眞 面目 々々々つて、 馬鹿 に お ど か すね。 —— そ ん な 

ら近 いうちに ゆ つくり や つ て來 るが、 禮子 ちゃん は 速れ 

て歸 つた 方が い \ だら う、 後が 面倒 だから。 11 富う ち 

や ん に 僕の 洋服 姿 を 見て もらへ な いのは 殘念 だが 仕方が 

ない。 

謙 三 また 來 るって. もう^た ち はこ. -にゐ なくなる かも 

知れない よ。 

芳雄 どうして。 

謙 三 どうして も。 il 君 は 俺た ちの ラブ .ァ フエ ャには 

始終 立會人 になって 來 て くれたね。 ところで ど うだらう 

その 最後に も立會 人に なって くれる 親切 はない か い C 

芳雄 C 笑って) さあね。 もっと 暇な時まで 待って もらへ 

ない もの かね。 

謙 三 君、 眞 面目な 話は眞 面目に 聞いて くれない か。 實際 

俺 は is  士 子との 問 を 今日明日 にも はっきりき まりをつ け 
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にも ございませんで。 且 那樣、 これ はう ちで 搏 へたお 祭 

の 餅で まづ いもので すが、 どう か 御鎮さ まに でも あげて 

下さ い。 

謙 三 どうもい ろく 手數を かけて、 ぢゃ君 夕飯が はりに 

一杯 やらない か。 

芳雄 (わざと 快沾 に) や ありがたう。 婆やさん、 うちの 

ぉ鳆 さま が さっきから 見え な くな つてね、 どこへ 行った 

かわかり ません がね-) 

婆や ほんた うに まだ 御歸 りに なりません か： きっと 近 藤 

さんの 人達と お宮の 方へ 行かれたん でせ うが。 

芳雄 さう かな- (立って窓*^びらさ簾，^ぁげ禮子0水^ 

プ どと リ 入れる。 軒-」 富士 子の 水 や S が 残って ゐる) 早く 

つ \ 」 來な いと 時間に 間に合 はな いんだが。 

婆や 何でしたら！. びに 上ります が …… 

0 三 な にい \ ん で す よ、 あ の 子 は 泊 つて 行つ て も 構 はな 

いんだから： 11 それより は、 さあ、 ぐつ AJ やれよ * さ 

うく， さ つ きの 御 土 逢が まだ あ つ た： 

(裹 所から サ ン ドキン チの 皿な 出して 來る， 0 

芳雄 でも 婆やさん 僕 丈 はどうしても 八 t-EII 十分ので 歸ら 

な い と 都合が わ る い か ら 、 馬 で も 自動 でも 早く 來た 

奴 を 知らして くれません か，、 

婆 や まあ 奥樣が 御歸り になる ま でい、 ぢゃぁ りません 


ようとして ゐ るんだ よ。 今の 狀態を つ^ける 事 はもうと 

て も 溜らな いんだ。 

芳雄 だって 國の 方で は大接 承知し さう になって ゐる とい 

ふぢ やない か C 今 だって かう 大 びら に 二人で 暮らして ゐ 

る ん だ か ら、 正式に 結婚す るに したった つ て簡單 に 行く 

わけ ぢ やない か。 

謙 三  

芳雄 よし またい ざと なって 國の 方で 不承知 だとしても、 

子供で も 出来たら も， 「問題に ならない からね。 腹 は 借物 

でも、 孫 は 孫 さ" それに 今 急に 無理 をして 籍を 入れる 必 

要 もな いぢ やない か， 富う ちゃんだ つて かう して 暮らし 

てゐ さへ すれば 不足 はない と 思 ふんだ が。 —— 何 かそん 

な 風 の 面白くな い 事で も はじまった のかい〕 

謙 三 そんな 事ぢ やない よ。 俺 はね • 結婚と は 反對の 事で， 

富士子 とのき まりをつ けようと 考 へて ゐ るんだ。 

雄 結婚と 反對 のこと。 

一二  (肯 く) - 

雄 1^ 疑 ふやう- J.) でも 君、 まさか ，—— 

三 いや 本當 だり 

(問。 宿の 婆やが ビ， 'ル に 一 寸し^ 食べ^ fs- もって 緣 

から 來ろ C) 

婆や 奥さんが 御 出になる と 御： M 走が 出来ます が、 生憎 何 


1 に,、' 


か" 折 5?： 御出でにな つたのに、 tH^ 憎 御 留守で …… " 

謙 三 氣の 利かない.^ に は 困った 者で ね" 妙な 時 出かけて 

來て 飯.. はずに 歸 るって 云 ふんだ から" 

芳雄 iii? 鹿に するな よ。 II ぢゃぁ 婆やさん 乘 物の 方 を 一 

っ賴 みました ょリ 

婆や はい f 欢 知いた しました， ではお 孃 さまのお 迎へ はよ 

うご ざいます ね。 本當に^3-京のぉ子さん方は人なっ つ こ 

いから， さ つ き 近 藤 さ ん の 人達と お出 か け に な つたに ち 

が ひありません よ。 11 では ごゆつ くり。 

(婆や 茶 盆 な 片 づ けて 持ち去ろ つ) 

三 鱸 子の 奴 泊る の はい、 が、 お腹が { ^いたらう に。 ど 

こへ 行つ てるんだ らう. - 

芳雄 誰かと 一 緒に 踊りで も 兑てゐ る だら う。 人お ぢ しな 

い 子 だから W る J さっき 汽 isl- の屮 でもく だらない 婆と お 

しゃべり を 初めて 閉口した よ。 何と 云っても 客 商 資 を し 

て rO るう ちの もの はちが ふね。 

謙 三 {：5 十 子 も それ だ- もう 遊びに 出^ける 知合が 五六 軒 

も出來 てね、 海へ も その 速 中と 一 緒に は ひりに 行 くんだ。 

近^っての は 何でも 曰 本 橋の 糸： K だ さう で， すぐ 近所に 

別莊が あろんだ" は そこの 内儀さん の 紹介で、 今日 赤 

阪の (ilK 額へ M 師 のと こへ 出かけて 行つ たんだ。 

芳雄 美顔術。 日 やけ をな ほしに 行く の はま だ 早 いぢ やな 


謙 三 いや そこの 弟子に して もらって. 稽古に 通 はせ よう 

と 思 ふんで ね。 —1 

芳雄 へえ、 自分の 顔 を いぢる のに 美顔術の 稽古まで しな 

ければ ならない のかい。 

謙 三 あれに 何 か 手職 をつ けて やりたい と 思っても、 餘り 

地 な 事 で は 我慢 を 仕 通 せない だら、 つし、 いはに 少し は 

！^ぉ于な職業をと考へ てね、 樣子を 聞きに やつたん だ" 

芳雄 (間。 コクプ か 置いて) ー體君 はどうし よ- 「とい ふ 

んだ。 僕に はわから ない" 

謙 三 さつ き か ら 一 "ム つ て ゐ る ぢ やない か、 こ、 で お 互 に 新 

しく 出直さう と 思 ふんだ。 

芳雄 富う ちゃんと 別れる とで もい ふの か。 

謙 H うん 俺に は それより 外と ろ途 がな くな つ たんだ。 

芳雉 しかし また、 どうして そんな 事に なつたん. たらう。 

さっきから 君の 云って ゐる 事が 何だか 冗談ら し くて 仕方 

がない。 ！ どうして 急に そんな 氣 になった か， 僕に は 

まるで 吞 みこめな いねつ 

謙 三 君、 何も 急に 思 ひ 立った 事ぢ やな いんだよ" 退院し 

て か ら、 會社を 休んで まで こ、 へ來 てゐ るの は、 自分 丈で 

は 二人の 戀の 决算を ゆっくり やって 見たかった からだ。 

俺 はお 互の した 事 を 一 つ 一 つ 書き入れた、 そして 今夜 富 
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士 子が 持って来る しらせ を 受け. 取れば、 すっかり バラン 

ス • シ ー ト が 出來上 る ま で になって ゐ るんだ し 

芳堆 僕 はまた 君た ち 二人が、 こ、 では 一番 樂 しい 生活 を 

してろ るんだ とば かり..： 心って ゐ たが、 ぢゃ あもう 別れよ 

うとい ふ 氣でゐ たの かい。 —— それにしても まるで わけ 

がわから ない。 

謙 三 それ は 五月 頃す でに 自分が 考 へて ゐた 事なん だよ。 

S 五月って 云へば、 君が 病 氣で寢 てゐた 最中 ぢ やない 

か.^ 

謙 一一 一 さう だ。 

芳雄 君た ちの 關係 を國の 方で 默許 する やうに なった 時ぢ 

やない か、 富う ちゃんが 完全に 君の 細君に なった 時ぢゃ 

ないか。 

謙 三 さう だよ 「一 あの 病院の 白い 部屋で、 熱の ため 眠られ 

ない 晚 なん ぞは、 富士 子が よく 夜通し 枕 もとに 坐って ゐ 

て くれた もんだ が、 さう いふ 事が つ く 度に、 俺 は 段々 

に 別れなければ ならない とい ふ氣 にな つ て 来たよ。 

芳雄 可笑しい ね。 さう 云って は 何 だけれ ど. « 際 あ \ ま 

ではし ないだら うと 思った 位、 親身に 手 をつ くして 看病 

して くれた ぢ やない か。 君の お か あさ ん が 富う ちゃ ん に 

好意 を 持 つ やうに な つたの も 無理が な いと 思 ふよ。 

謙 三 夜、 汗ばんだ 險を 開く と、 いつでも 富士 子の 目が 俺 


の 顔 を 見つめて ゐ たが、 まあ あの 黑ぃ 瞳が ： SiKi:: 分に 何 

を 語って ゐ たと 思 ふ。 11 ね、 瀕- 死の 病人に 對 して、 い 

つで も憐 みと 救 ひ を 求めて ゐるぢ やない か」 俺 は 死んで 

も 死 に きれな いやう な氣 がした、 親.：^^ にされ、 ばされ る 

程、 俺 は 背負 ひ 切れぬ 荷に 堪 へられな くな つて 來た〕 

芳雄 重荷って いふが、 しかし それ は當 り前ぢ やないだら 

うか。 富う ちゃん は あれ 以前から、 去年の 秋から、 いは^ 

君 の 妻 君 になって ゐ たんだ もの、， おに もしもの _s5f でも あ 

れば どうした らい >t か 心配す るの は當 り前ぢ やない か。 

謙 一 11 しかし 俺に は 思 ひがけない 心の 重荷だった よ。 ^人 

としての 情け や 慰め を豫 期して ゐ たのに、 力の ない 自分 

が 反 つて 助け を 求められて、 はじめは あわてた がだん だ 

ん 恐ろしく なって 來た」 自分の 背负 されて ゐる ffi 荷が、 

やがて 弱い 自分 を K し 潰す 程の もの だとい ふ 事が わかつ 

て 来た。 一 生 背負 ひ 通す 丈の 力 も覺悟 も 出来て ゐ ない 事 

がわ かって 來た。 —— その 頃から 富士 子と 別れよう とい 

ふ 決心が ついたん だ。 

芳雄 飽きた とか 凝に なった とかい ふなら 格別. さう いふ 

君の 考 へに は 大分 無理が ある やうに 思 はれる わ。 あんな 

にやさし く 親切に した 事 を、 うれしくない 箬 はない と 思 

J 力  

謙 三 結局 は 自分の 心 弱さから 來てゐ るか も 知れない。 し 


かし それ かとい つて、 堪 へきれ ぬ實任 を、 重荷 を、 倒れ 

るの を 承知で 背負って は 居られな いぢ やない か。 頼もし 

ぃ心强 ぃぉ^<を、 淋し い 人生の 逍 連れに たと 思 つたの 

に >  モれが い つ の 間 にかいや しい 家畜の 姿に な つ てゐる 

こと を 發兑 し た ん だ " し か ミ、 自分 が s,^ 社 A に な つ た 

り、 ：U_IB; になった りして？ t つた 犧牲は 決して 一生の 足 

手 まと ひ を 求める 爲 ではな かったん だ。 

芳雄 敢て 富う ちゃんの 事 をい ふので はない が、 君 は 女の 

持つ てゐる 美し い 本性 を餘り 冷く 見て ゐるゃ うぢ やな い 

か。 よしんば 家畜で もい、 ぢ やない の， 一 V や さしい 忠 資 な 

家畜 だ つ たら 人生 の 道連れに し て も 差 岡 へ な いわけ だ。 

S さう かも 知れない。 ことに 女と いふ ものが みな 家畜 

になる 性質 を 持つ てゐる もの だとしたら、 さう あきらめ 

るより 外 あるまい。 そして 自分が 富 士子を まるで 別极ひ 

に し た の は 馬鹿 だ つたら う。 それにして もこれ か ら 荷 

を^ 负っ て 艱苦な 一 生 を； はるの は 溜らない よ。 はじめ か 

ら家奋 を 飼 ふ つもりなら if ま づ，： m 分が そ の 主人た る 心 

の 準備 を 整へ てから、 その 最上の 者 を 選び出さなければ 

ならな いんだ。 それに あれ は 決して い k 家畜に はたれ な 

い 人 問なん だからね。 

や 雄 S —— 撲 はもと から 富う ちゃん を 君の 最上の^ 連 

れ だと は 思つ ちゃ ゐ なかった。 しかし 君 も苦勞 した 上で 


一 緒に なつたん だから、 何とか 考へ 直せない もの だら う 

か 0 —— 今更 君 に 捨て られ て は 可哀 さうな わけで も ある 

し …… 

慊三 捨てる なんて 君、 そんな 事 はしない よ。 この 儘で 行 

つたら； 一人と も 共倒れ さ • 俺 はま だ 一 人前の 覺悟も 力 も 

ない 人間な のに、 富士 子が それに 鎚り つくんで は、 二人 

共 もが き 死す るよ り 外な いんだ ： 自分 はから だ もやつ と 

人並に はなった し、 このぬ かるみ から 足 をぬ いて 本 當 に 

人間 の 修 案の 出来る 所 へ 出か け て 行きた いと 思 ふし、 富 

士子 に も 家畜 根性 を 捨て る やう な 道 を 執ら せ ようと 思 ふ 

ん だ。，— 舟 を 沖へ 流 すんだ ね。 (づ クプズ ど 乾 マ， ) 

芳雄 家畜 i を 捨てさせ るって どうす るんだ。 

謙 三 君" この 濟邊 での 一月の 半： 活は 自分に いろ/ \ な 事 

を敎へ て れ たよ。 富士 子が 白い 豹の やうな せ，！^ にあの 

水 ぞ：？ を つ け て 濱 へ 出か ける とき は 男 も 女 も 振り返 つて 

る の 生 き ノ\ し た 美し い 姿 だ。 そ こで 女王の やう な氣 

持で 女 やうに！；^ る 舞った 後， 淋し さう に歸 つて 来る 時 

は、 も. r 俺の 家^に なって ゐる。 からだの 上で も、 心の 

上で も 弱く 生れ 付いた 俺 を、 强 ひて 身 を 屈して 媚びる や 

うな 目 付で 見ろ とき、 俺 は 自分 の 重荷 を 感ずる と共に 富 

士子を 傷まし く 思 はずに はゐ られ ない。 

芳雄 (^つて： gl^ みつめる) 


mm 


謙 三 濱で思 ひ^く 秋波 を }v 送る 男が ..M 多く あろ やうに、 富 

士子 にも 他に 好ましい と 思 ふ 男がない と は 云へ ないだら 

う。 それが 牽 かる 羊 C やうに 力なく うち へ歸 つて 來る 

の は 、 俺：^ 外 に あれ の 生 活を 保證 し て ゐ る 者 が ゐ な い か 

ら だとし み <\ 感じた ね。 あれが 自甶な 生きく した 心 

の 儘の iH 活を 经れな いのは、 そして 家畜の 心 を 抱く やう 

になる 〇 は、 主として 之に 原因し てゐ ると 考へ 义，- んだ。 

芳雄 …； さう いふ 事 はいへ るか も 知れない。 

謙 三 この 人生の 道連れが、 一人が た^ 他に 輟り 他が 一人 

に 縮られ る 計りで、 どうして 互に 仕 合な 生 涯を途 る こと 

が 出来よう。 蘇む 者と まれる 者、 主人と 家畜、 この 關 

係の 二人が どうして 價値 ある 道連れになる ことが 出来よ 

50  i— 俺 は 今 別れたら、 自分 を もっと カ强 いものに す 

るた めに 努力す ると 共に、 富士 子に 一 人で 生きて 行ける 

やうな 方法 を 執らせて、 一 人 立 0 出来る やうに しょうと 

思 ふ、 それが あれ を 一番 幸扁に する 事 だ。 それから でな 

ければ 幸 ：1 に なん ぞ なれな い んだ 11 。 

芳雄 さっき 云った 美顔お の 事なん だね。 

謙 111 あ \、 あ G 方 さへ 一通り 稽古 を濟 ませたら、 俺 もす 

つ か り 重荷 を 下ろ せ るよ。 それ か ら本當 に 世 C 中に 出直 

すよ、 身 ー袋 で 自，： S になって。 改めて 沖の まん 中から 舟 を 

漕ぎ出 すんだ ね。 ！！- 今のう ちなら 遲 くな い。 


芳雄 君 はもう いろく 考 へた 結果の 事 だら うし、 それに 

二人とも 不仕 合に ならない の だ つ たら、 僕な ん ぞ がどう 

の かう C 云 ふ 事 は な い が ね、 1!：3 うち やん がよく わかって 

くれ. - ばい \が。 

0 三 今 C うち は 自分 で 自分 の 心 も わか らな い だら うが、 

一 人立ちが 出来る やうに なって 初めて 自分の 位 か はつ 

きり 見える よ。 それまで は 何にも 知らずに 俺 〇 いひ 付け 

で 稽古に itw へばい  >- のさ。 

芳雄 —— さうな つた、，： 國 の 方で もどん なによ ろ こぶ だら 

う、 君も資 際い  >か げん 親？ f 法に 苦勞 させたん だからな。 

謙 三 (苦笑し ズ〕 そんな 事 ほいって くれろ なよ。 もうせ 

の 程し らず な 事 をし ない や うにい k 敎訓 になった よ 。さ 

うなれば 萬更 無駄な 經驗 とも 云 へ な いぢ やない か。 

芳雄 僕の 受驗 生活よりも 意義 ある 事 は確 だね、 第 一 色^ 

の 苦勞な ら仕： 榮ぇ が あると い ふ もんだ。 -—！ し かし 君 も 

, J れか ら や り 直す とすれば、 一一： 年 遞れた 僕 も やっと 追つ 

ついて 一緒に なれたと いふ もんだ ね。 

謙 三 本當 にこれ からしつ かりやら うね C 

芳雄 僕 も 背 .M 階級に は ひった が、 いつまでも 無給 0 助手 

で も な か ら うから、 半年 もした ら どっか^ 洲通ひ C 船に 

でもつ とめようかと 思 つて 內々 頼ん でゐ ると ころ だ。 四 

五 年 船醫を したと ころで 開業 費な ん ぞ出來 ま いが、 下手 


mm 


芳 女 

ら i^l せ 中 


0 代 # を や るより は 倫 快 だと 思って ね。 

謙 三 それ あ 愉快 だら うよ、 是非 やれよ。 11 俺 も 富士子 

を 古 に 通 はせ るた めに、 來月 か ら\ ほい 社 の 方へ 出る が、 

そのお ^0 が 済んだ ら、 國へ歸 つて ま づ！ f 當を ゆるして 

もらって- ！ 1 

芳雄 歸參が 叶 ふってわけ かわ。 

謙 一一 一 札. 科の 叔父の e^; 場で も 手 fs- ふとす るか、 そして 毎日 

小說 でも んで 人問學 でも 硏究 する か。 

芳雄 その 方 は 大丈夫 だ、 もう 資 習が 濟 んでゐ る。 

謙 三 |ij 習 か。 § —— あ >t 一  曰 も： IT くさうな りたい な 

ァ 0 

芳雄 もうす ぐ出來 るん ぢ やない か。 

謙 三 うん 11 

から 別莊 の女屮 がに ひって 來ろ、 眠つ；^ 禮子 

なおぶ つて ゐ る。) 

女中 ごめん 下さい，； -1 

芳雄 おやく. が-」 ゐ るんで すか、 とんだ 御迷惑 を かけて 

どうも 0 

E 三 どうも 御 厄介 さま C 禮子、 なんだ お前 大きい なり を 

して 0 

女中 いえ、 あの 御 疲れのと ころ を 無理に 御 連れ 申した も 

のです から。 


(？ 子に 起されて 部 Si! へ 來 る。) 

0 三 ほ ら 女中 さ ん がお ん ぶ し て 連れ て來 て 吳れた ん ぢ や 

< ん- 0 

ぉ錢 さまお 目が さめ まして。 ほ まだお ねむ いんで 

う、 今 H は 海で お疲れでした ものね。 

禮子 ちゃん、 さあ 目 を さま すんだ よ： どこへ 行った 

うって 探した と こなんだ。 さあ 1 緒に 歸 るんだ から。 

しっかりして- 

鱧 子 (いやた i 威ん 二， ろ) 

賺三 だら し 0 ない 奴 だね。 高 橋さん 歸 るんだ つてよ。 お 

前 泊る かい、 それとも 一 緒に 連れて行って もら ふかい。 

ま 子 どっちで もい & わ。 

芳雄 は、、 どっちで もよ く はないだら う。 富う 姊 さんと 

こへ 泊り たいんだ 4r 

女中 失禮 です が あ C 奥樣 は 1^  4 だ ぉ歸 りなさい ませんで せ 

うか。 

ま 三 まだ 歸 つて 來 ません が、 何 か 御 招で も ；… 

女中 いえ、 もしお ひまで したら 御 話に 御. ：5 で 下さい まし 

つて さう 申して 居ります ので。 —— 失禮 いたしました 0 

ごめん 下さい まし。 ぉ孃 さまお やすみ 遊ばせ。 

(挨 して 去ろ 0 禮 子ば 洋服の ま 、 で ij^ そべ つて ゐる 0 

緣则 から {IS の 婆やが 紅 提灯^つ けて は ひって 來 る。) 


讓芳婆 
三 雄 や 


芳雄 (身ん ^ 起す) 來 ました か。 

婆や (笑って) 通り を 見て ゐ ますが * 停車場からの ばか 

りで。 I ぉ孃 さま お宮へ ぉ詣 りに 行つ たんです か、 田 

舍の お祭り はつ まらなかった でせ う。 —— おやもう おや 

すみで。 ー— お祭り C 提灯です が、 こ  >- へ 下げて 置き ま 

せう か 0 

S ありがたう。 ぢゃ馬 草 を 5^ みます よ。 • 

婆や 承知 致しました、 すぐ 御知らせ 申します」 (去る) 

(謙 三と 芳 雄と はしに らく 無言で なる 0) 

芳雄 (ふと 醴子 1 な 見て) 寢 かして やったら ど うだらう。 

謙 三 子供の 始末 は 俺た ちに は出來 ない よ。 富士 子の 歸る 

まで 何 か 掛け て やらう。 蚊に く は れ て は 可哀 さう だ。 

(芳雄 け 座 布 園.^ 折って 枕-しして やる。 f?^" 三 に 押 人 ん』 

さがして、 丸めて あろ .：！^  士子" 5^. 手な 浴衣ん、 出し ズか 

けて やる。) 

謙 三 まだ ある、 もう 1 杯 やらない か-い 

芳雄 あり 丈の まう。 しかし 君 も 人な みに 酒なん ぞ飮ん で 

身體 にさ はらない のかい。 

讖 三 大丈夫 だ」 俺 は この頃 寢酒を や つ てね、 每晚戀 の 終 

り を 弔 ふ 杯を舉 げてゐ ると いふ わ けだ」 酒で も飮 めば 何 

だか 戀人 同志が さしむ かひに なって ろる やうな 一;f;f{ 持 に も 

なれる よ 。富士 子もビ ー ル G 一  杯 位 は平氣 でつ き 合 ふし、 


この は？，：^ 屈になる と 煙草まで ぶかく や るんだ。 どう 

せ そこ いらの 別 莊で奥 から 習つ て來 たんだ ら う が 

芳雞 今迄 そんな 事はなかった ね C 

謙 三 海邊へ 來てゐ ると へん な 物が 好き になる と 見え る ん 

だね。 この頃 は 酒の みの 口に 合 ふやうな 料理なん ぞをこ 

しらへ て よろこんで ゐ るよ。 それが つい， 1 酒と いふ 事に 

な るんだ C  しかし： 戀人 ごっこ ももう 打ち切り さ。 さ 

あ 今度 はお 互にし つかり や らう よ 。 

芳雄 それで.：； E うち やん は 毎日 一はへ は ひつ て 何ともな い ん 

だね。 

謙 三 富士子 か、 何ともない とも。 た 二三 日 前から IT か 

少し わるい なんて 云って たが .11 

芳雄 注意 しなけ あいけ ない ね、 海へ は ひったり なん ぞは。 

謙 三 君， もう 曰に もこ. -を 引き上げる んぢ やない か、 

心 ぼ は いらない よ e 

ハ 婆やが <!.0 いで 出て 來 ろ」) 

自動 草が 來 ました * 前にと めて ゐ ますから。 

や ありがたう。 ぢゃ君 失^す る。 

ぢゃぁ 今 は 東京で 逢 ふよ。 

ハ芳維 太. I お ざで 緣で .^Tl^ はく、 謙 三 L 庭へ 下りて 見送 

つて 出て 行く。 や しにら く。 謙 三が 庭から つて 來 
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て 緣の枉 -し 倚って、 つと^ 子の {s;^ 姿ん 見つめて ゐろ。 

やがて 部： Si へ來て 食べ物，^ 片 づけろ。 そ、、 へ 婆やが 來 

て 母： へ はこぶ。) 

(謙 三禮 子の 枕 もと-し {i^ そべ つて、 圆 一:51^ 使 ひながら 

机の 上から 夕刊，^ とって 1^ む。 玄關の 方で r.;^』 の 方へ 

よ はして 預 戴。」 と {:5 士 子の ？！^ が す る 。 你夫 が 風呂|,5^, 包 

と^ 包」， -,^ 緣！. いて つて 去ろ 0) 

an ハ 今にと いふ？ t がし、 玄關の 障子が めいて 袋，^ は 

たく 昔が する。 やがて.： ほ士 子が 洋傘, かもった ま、 に ひ 

つて 來ろ ) 

や 出士子 (緣 側へ 來 ながら) どうも 逼く なって。 まあ 子 

はねち まって。 留守に お 客 様が 大勢 來 て大 へんだ つ た で 

せう。 (洋傘，^立てかけ、風1>:1敷包.^£^:って部21!へ來る) 

麻布へ 行ったら、 今 出た ばかしと いふと ころで， あなたが 

お 一 人で さぞお 闲り だら うと 思 ひました けれど il S 

所へ 行って うが ひ r ろい  • 

嫌 一一 一 高 橋 もい ま つたば かりだ。 たうとう 夕飯 ぬきだ。 

子 ( ^ん. 出して) まあ。 いえね、 御 前に 歸 つて 御 

馳走 を こしら へようと も 思つ たん で す が 、 高 橋さん だ か 

ら あなたが きっと どっかへ 御 案 内 す ろんだ と 思 ひまし 

て。 あなた も 召し 上らない。 

^三 お客様 だけが 食 はない わけはな いぢ やない か。 しか 


し 御 土 產のサ ン ドネ ッ チ をた ベ てビ， I ル で 腹 を こさ へ た 

からもう い  > -ん だ。 

{；5  士子 (もどって 來る) あたしい ろ、/ \ ま はった もんだ 

から、 これで も 大急ぎ なんです よ〕 

謙 三 倬で歸 つて 來 たの。 

宮 士 子 乘合が あまり こみました か ら (包ん V 解 い て 改 ま 

つて) 只今 歸リ ました。 還くな つて 誠に みません。 今 

日 は ま た 禮 子が 出まして 御 厄介になります つて 竊 布の 母 

がよ ろしく 申しました。 これ は あなたに つて 。 —— あら、 

いやな 髮で せう。 こ の 井戸し r ひぢゃ あよく 落ちな いもん 

だから、 今 H は 久し. 板り にす つかり 洗って 莨って 來 たん 

です よ。 あたしなん ぞ 七三で もない から 夜會 にしたん で 

す. --「 昔の ハイカラ なんでせ う。 でもい やな 恰好で. お 

つかさん に ひやか されち ま つ た " 

ま 三 おつかさん はお か はり もない か- リ 

富士子 お蔭様で 丈夫で ゐ ました >  夏 休で お 客 漾もゐ ない 

し 今日 は お てんばが こ つちへ 來た ので、 これから ゆつ く 

り晝. M でも し ような んて ところでした よ： 

謙 三 東京 は 暑いだら うな。 

富士子 え >t もう 髮 .1  一 i ひさんと こから 歸 つたら、 すっかり 

汗び しょに なつち まって、 おつか さんと 御 風呂へ 行った 

ん です。 あたしから だが 日に やけて るので、 おつかさん 
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びっくりし ましてね、 こんなに 丈夫になる もんなら， わ 

た し も お 水浴 に 行きたい なんて 云って 11- おつか さんが 

海へ は ひったら それ あい 、樣子 だら うて 笑 ひました よ。 

謙 一二 あ \ 今日ね、 高 橋が お前の 水着 を惜 りて 泳いだ よ" 

{ ぉ士子 まあい や だ、 高 橋さん が 女の 水着 を 藩たら、 ほ \ 

大變 よくお 似合 ひでした らうね え、 あたし 拜 見した かつ 

た 0 

謙 三 高 橋 は それよりも 月賦で こさ へ た 洋服 を 得意で 見せ 

に來た ん だよ。 ネクタイ を 結ぶ の が 大變さ 。 

富士子 さう く、 It 布のう ちで も その 話で 大笑 ひ" 今朝 

御 披露に いらした の を、 禮子 がせび つて こっちへ 連れて 

來 ていた^い たんです つて、 禮 ft はほんと に .忖 話 ，0 燒 け 

る 子で あな た 方 はとん だ 御迷惑 でした のね。 

II 三 なに 俺た ち は ほったらかして 置いた が、 さっき 夕 は 

んも 食べ ず に 飛び出して、 お 祭へ 行った とか 何とかで、 

近 ii さんの 女中に おんぶして 寢て歸 つたよ。 

士子 そんな 御 厄介 を かけて。 まあ 憎らしい、 平氣 でぐ 

う？/ \寢 こん ぢ まって- レ 

謙 三 寢てゐ ろの はい 卜が、 何しろ その子 も 夕飯 を 食って 

ゐな いよ、 尤もい ろ/ \ 物 はたべ たが、 お腹が 穴于 かない 

かと 思って ね。 

富士子 まあ 千 松のお 揃 ひで 大變 ねえ。 —— ね あなた、 甘 


いもので も 一 つお つまみに なりません か、 到来物で 一寸 

おいし いんです よ。 

謙 三 まあお 菓子 は 明日に しょう、 それよりも 後で ビ ー ル 

をもう 一 杯の まう。 何 か 肴 を 仕入れて 來 たんだら う。 

富士子 え >- いろく 買って 來 てよ、 歸り がけに 銀， li へお „1 

つ て 來 たんです もの。 . —— 饞子 を どう し ま せう、 もう 床 

をのべ て かせ ませう か。 

謙 一!！ さう だね" 

a ぉ士子 手：. 十く 押入から 布 闺.^ 出して 敷く。 蹬 子に 近 

づ い ヾゅリ お、、 すつ) 

謙 三 よく 眠って るるから そ 0 ま、. おかした らい、 ぢ やな 

いか。 

富 士 子 で も 上 衣 を と ら たくて は- 

(上衣ん」 >s が^て、 床- >i 抱 い て 行かう と ； て やめる。) 

富士子 あなた 済みませんが 一 寸手 is- つて 下さいな、 赏く 

つ て とても 私 C 手 に おへません か 、リ。 

Q 一三， li^ へ 抱いて； 仃っ て かす」 ぉ士子 上衣.^ た V- み 

乍ら 思 ひ 出した やうに 云 ひ 出す C) 

富士子 あなた 小 林さん と 逢 ひました よ。 

謙 三 小 林。 

富士子 ほら" せんに 麻布のう ちに 居た 農大の 方、 あなた 

の 御 部屋 Q すぐ 薛 り だ つ た ぢ や あ りません か。 
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謙 三 ふん， どこで 逢った の。 

i^.^ 子 今 汽車の 中で。 一所に 降りたん です よ， '何だか 髭 

なん ぞ生 やして.； 5  • 今 i;. 校の 先生 をして ゐ るんで すって、 

そして 近いう ち 洋行 をす るんで すって し あな たとの 事 を 

人に 聞いた と 見えて いろく ひやかす もんだ から、 あた 

しも 竊に さはって うんと のろけて やった わし あしたで も 

遊 び に いらっしゃいって。 せんから いやに 色男 \ つ た い 

やな 方でした C ね- 

諫三 (しばらくして) お前 赤阪の 方の 話 はどうだった し 

{:E 士子 行く に は 行つ たんです けれど， つい 待らずに 歸っ 

たもので すから. —1- 

謙 三 ^つて 来ない つて。 お前 何の 爲に 東京へ 出掛けたん 

だし —— 富士 子、 一^お 前 は 虞：.^ 目な 用 件と 遊び事との 

別が わからない のか い。 髮を 結ったり 買物 をしたり す 

るの が、！^ な 川 ♦ で 行った 箬ぢ やな いぢ やない か"， M ふの 

探 P では 今 m からで も 用意 をし なければ ならない 事 もよ め 

る- しかも それ は 誰の 爲 の ふんだ。 方々 ほっき 歩い 

て * 肝心の W 向 を Hi^ さなかった なんて， そんな 馬鹿げた 

話 はな いぢ やない かし 

ぉ士子 (1^ 付いて) まことに 屈かない をいた しまして 

申譯 ありません、 これから はよ く氣 をつ けます からどう 

ぞ おゆるし 下さい ましし はお つかさん にす 、めら れて 
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ひ で したわね -」 ——. おつかさん もさう いって ま したが、 

あなた のお 身體 具合 次第で、 そろく 東京 へ 歸ら うぢ や 

ありません か。 

謙 三 うん さう だね.^ 

宮士子 (獨 語の やうに) なるべくなら it ふ扣 のうちへ 餘り 

遠くない ところに 住みたい ものです わ」 やつば りおつ か 

さんが そばに ゐ ると 思 ふと、 何 かにつ けて 心强 いんです 

もの。 —— 

謙 三 (位さ 笑 ひの 口調で〕 富士 子、 まあお 祝 ひだ。 酒 を 

うんと 飮 ませて くれ」 

(宮士 子 笑 ひながら 紙 包 1^ 解 い て 食料品の 鑌ゃ 場. と 

リ 出す。 膝，.^ 抱いて それ f^i^ つと H つめ ズゐろ 謙 三の 

頭 は 段々 に うなだれる。) 

— 幕 -I 
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て il 外郊 


な 里 田園 石 


見 


村 
正 
太 


川 


か 子 郎子孝 


正太郞 (氣 がつ いて 針 fj- とめる) あ >- うっかりした。 

園 子 (無意味；.， ，微笑 。手に すろ 鏡ん-、 iil- しおして) そっち 

と 取り 換へ て くれない. - 

正太郎 よし 來た e 

(火鉢-しわろ 錢, ぷ 2 して 取 リ卷へ ろ。) 

正 太 1§ 姉さん、 また 突う こんで 置く Q かい。 

阅子 え V どうぞ」 (缓. 試して て) まだ 少しぬ るかつ 

た。 ： 正さん * そこ C 火 はよ く. f! や ざて ゐ るの。 

正太郞 (穀で 火鉢 搔さ まに， 二. 0 さう ね、 あぶない か 

な) 

園 子 (-5^ 缦 1^ 髮 _.u おて..' 見 v、) これ ぢゃ あとても 利かな 

いわ. - , 此頃 まるで 手入れなん そしない もんだ から、 仲 

仲 癖が つかな くって。 (火鉢へ やって 來ス) 火 はどう。 

正太郞 (手荒く 炭,^ い V る) うん、 起きる よ。 

園 子 (のぞいて) そんなに しちや 駄目よ。 

正太郞 な あに 大丈夫。 〔ふうふう 吹く ソ 

同 子 C 灰ん」 避けて) 正さん いやよ、 すっかり 灰になって 

了 ふぢ やない の。 (坐って) あたし 起 すんだ からい、 

ゥ し 

正太郎 ("llu どゅづ つて) 暖 いんで 火の 事なん 力 忘れて ゐ 

た …… C 

同 子 、火 碧で-: 灰な 調へ ながら) いえね， 今度の 炭 は本當 


郊外に て a  S 


(三十) 會社晨 

(二十 四、 その 妻 

(二十 二) 同 子の 弟 

(十九) 姉弟の 從妹 一 

(四十す ざ ) 子の 乳母 一 

四月の はじめ、 夕方 

東京の 郊外， Hi 子の 家 

よくんる 借家の 一 軒。 (拙作 「明 口」 と 同じお t 蹇 にて 

よるし， }  ^下の-! <6 の 間と^ 間 。茶の 問に^い て玄 關 

とお 所と がわる。 前 方 の ^ な 空 地 が 庭 となって- Q る。 

外出^に ぉ转 へた^ 子が ズ.， いの 間で 鏡？ し 向って 髮の手 

入れん，' して ゐろ。 少し 離れて 火鉢に 肘 vi- つき 乍ら、 

正太郎 に？ W 誌 か 請んで ゐろ。 あたり LL レ コ， ド がちら 

かって ゐ ろし 傍の 蓄音機が 陽お な 舞踏曲.^ 奏して ゐ；^ 

のが、 ゃ.かー\^1が終って^音,？立_,、ろ。 

g 子 (报リ 向いて) 正さん！  — 
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m       正 園 
子 力、 力 4 太子ん 


都會 に 住んで ゐ たつ て都會 牛； 活を 充分 樂ま なけれ あ 何 に 

もな り あしない。 

問 子 —；姊 さん も • もう 駄： II になった ん だ.；；； え。 

正太郎 駄 ぢ やない がね。 (笑って) だって 婶 さん は大 

し た 理想 を 持 つて 東京へ やって来たん ぢゃ な いか、 - 11 

僕なん かいろ/ \ 生 意氣な 事 を m:^ えたの も • みんな 姊さ 

ん の 感化 ぢ や な い か 。 11 それが いつまでも 郊外に なん 

ぞ納 つ \ 」 ろ る ん だから、 ^に は 不思議 で なら な い や 一」 

園 子 まあ 感化 だなん て， 姉さん も 大變な ことにな つた" 

正太郎 感化 さ •」 i 國 では 都會 生活 讚美の 御說. 教を 何遍 

きかされた かわからない。 劇場- コ ンサ アト、 銀座、 力 

フエ — 廣 なん ぞ はそんな もの を 目 あてに、 舉 校へ 來 

たや 、「な もんだ」 ！ だから、 すっかり 不 .ぉ學 生に なつ 

て 了った ぢ やない か。 姉さん. のお， まだよ。 

園 子 (見 上-けろ やうに) …… でも 早い も C 一 わえ、 もう 卒業 

だなん て _ 

正太郞 何 を 卒業し たんだ かわかる もん ぢ やない —— だが 

國 へ 歸る ん だと 思 ふと いや だな あ。 

園 子 あたし も 本當 に湘 しくな つて 了 ふ —— (まざら マ や 

うに〕 仕方がな いから、 これから は 蓄音機で もやって、 

せ いん \ 文化 生活 を 始めて よ。 11- でも 本當に 置いて 行 

つてい k の. - 


に 惡 くって。 11 ？ if 所 C 炭 だ からう つかり するとす ぐ 消 

えて 了 ふの よ。 もう 火鉢に 用がない から、 f ちぢ や あ 土 

釜ば かりにした もんだ から。 

正太郞 …… 水道 もない し、 瓦斯 もない し W 舍の、 「ちょり 

も 不便 だね。 どうして 市 一 k: へ 越さな いんだら うな、 婶さ 

だって、 仕方がな いわ-. リ 

郎 石 川さん が 毎日 會瓧へ 通 ふんだ つて 大變ぢ やない 

11 こ、 の、 停車場からの 道 と 來 た らまた ひど いん だ 

ら 0 

(ii;.; つて) 正さん みたい に、 下町の 便利な 處に ばか 

り ゐる人 はさう 思っても、 馴れ、 あ 何でもない のよ。 現 

に 御 近所 だ つ て みんなお 勤め の 方ば かりよ。 - ii それに 

もう 二 年 も るるんだ から、 あたしよ そ へ 越して 行きた い 

と は 思 はない わ- - 

正 ナヘ 郞 姉さん そんな 事 を 云 つ て ii 文化 生活 も 何も 出来 

な いぢ やない かし こ. 1 ぢゃぁ 第 一 東京に 住んで ゐる やう 

な氣 がしない と 思 ふが な。 

園 子 でも 靜 かなと こに ゐ つけ て、 たま に賑 かな 所 へ でも 

行く と、 何だか こ は ぃ氣 がして  r 'ちへ 歸 ると ほっと 

する 位よ。 

正太郎 いやた な姊 さん、 そん な 意氣地 G ない 事 を 云って。 
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正太郞 い k ん だよ！！ さん。 うちへ 引つ こんで 帳場に 立き 

ろん ぢ やない か、 チェ ニイ 位 買って もら はなく ちゃう ま 

ら ないや。 11 その代り レ コ ー ドは ろくな もの を 置いて 

行き あしない よ。 くさい ものば かりだよ。 

子 え、 え. -、 どんなんでも 結構。 

： 止 太 W さう だな * 姉さんと こで も 少しい- * 奴 を 買ったら 

い i や、 今 コ ロン ビヤへ 隨分澤 山 来たから。 —— 何 だ 

つたら 今 U 歸 りに 一緒に 寄って 見よう か。 銀座へ 出て。 

！! 子 (：^ な， （：し) さう ね。 

(鋭ん、 持って 鏡 察に 111 ^る。) 

太郎 —— 姉 さ ん どう して さう 不^にな つたんだら う I 

1 一年 も 一お にゐ 乍ら、 まだ 丸 ビル を 知らない なんて、 

まるでお 話に なり あしない。 

園 子 (笑って) 女です もの、 一人で どんく 勝手な とこ 

ろへ 行ける もんです か。 正さん 自分で 速れ てって 吳れも 

しないで、 そんな 亊を いふんだ もの …… 0 

太郞 僕と 行か なくたって • 石 川さん と 行けば い  さ。 

11 子 だって それ あ 無理よ、 だって —— お勤めへ 出かける 

ん だから、 そんな ひまが ありあし ない。 

.化 太郎 でも 曰 帳っても のが ある 11 

S 子 たまのお 休みです もの、 うちの 中で ゆっくり 休んで 

ゐ たいで せう。 それに、 毎日 丸の 内へ 通って ゐる 人に、 


見物に 連れて行って 下さい なんて 云へ ない わ、 氣の 毒で。 

. —— それに あたし も、 からだ を わるく してから、 億劫で 

外へ なんか 出た くもない んだ から … … 。 

正太郞  

園 子 これで 正さんでも ゐ なくなれば， 太當 にど こへ も 行 

かれなくなる わ、 丸 ビルで も ホテルで も， どこへ でも 速 

れて 行って 貰へば よかった のね。 〈つて) あたし 惜し 

い  一 3^ をした。 

正太郎 まだよ ほど 工合が わ る. い の 。 

IS 子 え、 * 大した 事 はないけれ ど、 . I まだ 何だか はつ 

きりし なくって つ お；： film- ん になった せゐょ C 

太郞 (眞而 H に〕 姉さん、 僕が 此間 話した 事ね、 本當 

に 一 寸 國へ歸 つて n:^ る氣 はない の。 お母さん だって どん 

なに 悅 ぶか。 11 靜 養って 意味で 一 月な り 二月な り 遊 ひ 

に 行かない 0 留守番 は 國 から 誰かよ こせば い  > -ん だか ら 。 

園 子  

正太郎 ね， 僕が こんな 事 を 云つ ちゃ 惡ぃ かも 知れない が、 

石 川 さ ん で も 姉 さ ん でも、 あま り 意地 を 張り 過ぎ はしな 

かったら うか。 11 國ぢ やみん な 姉さんの からだの 事 を 

心配して るんだ よ。 女 屮がゐ なくって 無理なん ぞ しなけ 

れ ばい、 なんて、 お母さんが 始 な^. 云って る 位 だよ。 11 

今では 誰 だって 何とも 云って やしないん だから …… 
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やありません か。 — 今更に なって。 生じつ かな 親切な 

んか 受けたくない わ。 

正太郞 無 任な 親類の した 事 はどうで も、 お父さん やお 

母さんの 心 持まで 疑 ふやうな の は 僕 不賛成 だね ： お に ， J 

だはって 何と 云って い 、かな ——- 現在、 純淬な 愛情に ま 

で 手 を 摘れ ま いとする の は、 あま り に ir 意地 だ と 思 ふね。 

g 子 だって 正さん、 親た ちに したと ころで、 親類 中が 反 

對 だった 爲に、 いは^ その 人達の 顔を立てる ために あた 

し をう ちから 出した とい ふんで せう」 そんな わからない 

^が ある でせ うか ！ 心から 怒 つてした とい ふなら、 

あたし だって 親子です もの、 どこまでも 意地 を 張り はし 

ない わりで も そんな 間違った 仕 打 をされ たんだと 思 ふと、 

いかに 親. たって あたし は：：： 惜しく つて.？ つない の —— ど 

ん なに 卞 ：3 し い^が あっても， あやま. リに 行かう となん ぞ 

思 はない わ。 

！；^太郎 あやまる も 何もない や、 姉さん。 11 姉さんの 病 

氣の時 だって， 國 では 出來る 丈の 事 はしたい からって 石 

川さん へそ 云って よこした 位ぢ やない か。 お母さん も 姉 

さん eg- はの こと を どんなに 心配して るか 知れない よ。 



正 太郎 だから， ：！： でもな く體を 休めに 來 たって 云って、 

僕と 一 緒に！： へ 行って 兑ょ うぢ やない か 姉さん。 


園 子 正さん、 もとから 本當 にあた しのこと を 思って 

くれてる の は あなた 丈よ。 あたし いつだつて 鎮 りに する 

の は あなた だけな の。 11 あたしみ たいな 事 をして かう 

して 暮 してる 者 は、 親から だって 憐 まれたり 同情され た 

りすろ の は、 溜らない ほどつ らい ものよ。 だから どんな 

事で もこら へて 通した の。 — 意地っ張り だの 根性 €1 り 

だのつ て 嫌 はな い で、 あた し の 我儘 を ゆるして 頂戴ね、 

御 願 だから。 

正太郞 僕 はた V 姉さんが 仕 合になる やうに、 いろく 思 

つて 見た だけ だが …… 

鬧子 正さん が あた t の爲を 思って 云って くれる の はよ く 

わかる わ。 それ は 心底から り 難いと 思って よ。 —— で 

もちた しが 國 へ 歸 つた 日に は 石 川 の 立ち 場が なくな つ て 

了 ふんだ から、 どうす >- めて くれても 歸る わけに は 行か 

ない の。 一度で も歸 つたら 最後、 あたし 達 は 頭 を 下げた 

と い ふ 事に なる ん です も の 、 これ ま で 意地 を 立て 乂 來た 

の がなん に も ならな くなる わ。 

正太郎 僕 はそんな 風に 考 へない けれど —i 

園 子 折角 云って くれる けれど …… 惡く思 はないで ねえ" 

—— かう して ゐ たって 何も 用 はな いんです もの、 ごろ ご 

ろ し て樂を し て ゐれば 自然 に よ くな るんだ わ。 

正 太郎  
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園 子 (ま： きらす やうに、 ふと) どうしたんで せう 遲ぃ 

わね え- 

正太郎 石 川さん、 僕たち 病院へ 行く つての を 知って ゐる 

ん だね.^ 

園 子 え >-、 昨夜のう ちそ 云った の。 II 遲 くなる やう だ 

つたら 待たずに 出ても い. - つて 云って た 位 だから、 よく 

知つ て&ょ e 

正太郞 ぢゃぁ 出かけよ、 「や 姉さん。 

子 うち をから つぼに して。 

正太郞 大丈夫 さ， ゾ 

園 子 御飯の 支度 はして あるから ぃ& けれど …… でも、 も 

う • 歸 つて 來 さうな もんだ か ら、」 

正太郞 (立 上って 袴 プ> しめ ^す) あんまり 遲 くなる と 銀 

座へ 寄れな くな るんだ から …… 。 

(格子が 明いて 「こめんなさい： あ 川 孝さん て、、 

ちらで すか o」 とい ふ 聲 がする。 取次へ 出た^ 子の 返事 

ん、 聞 いて 「いや どうも わからな く： つ」 な ど、 云って す 

ぐ 去る し 

正太郞 何 だい 姉さん。 

園 子 俥 や。 - (房って 来て) 誰か 来たの よ： —ー とにかく 

こ  > -を片 づけなくて は- —— 正さん. その 盤 をし まって 

io 


4  Si 


つに クト^ 


正太郞 ばあや、 あっちへ 御出でり 今日はお 客 さま V？ やな 

» ^力。 

なか は あ *  ^さん はいつ もお 變 りがなくて …… 。 三年 も 

お 逢 ひ. S. さな いんです が、 もうす つかり 東京 衆に なって 

御 iii つ て 田 村のお 母さんが 兑 たら、 なん ほ よろこ ぶんだ 

かわからない。 

阅子 ほ X、 とんだ 衆 でれ え.〕 (^^子に) いつも； 止さ 

ん に 叱ら れ通 し な ん で す よ 。 東京 に な が ら 東京 を 知ら 

ない つて- でも 無理です わね え、 速れ て 行って くれな け 

れば、 女が ひとりで そんなに 飛 ひま はれません もの。 

•illl 子 いえ 姉さんなん ぞは、 も、 「永く いらっしゃって 知ら 

ない 所がない でせ うから、 面白い所 を敎 へて いた^いて 

兑 物し て 行きた いと 思 ひま すわ。 病院の 母へ な ど 行 つ た 

り 行かなかった りして ゐ るので すから、 で；^ 屈して ゐ 

るより は 方々 へ參っ て兑た いと 思 ひまして。 午前 屮 はお 

速が あるので ミネ ルゲ へ 通つ て 居ります が. • 

EI 子 ミネ ルケ …… 0 

チ. r 子 え ほんのい たづら です けれども、 こちらに ゐる 間、 

二週間で も；：； 週 問 でも 手 ほどき をして 貰 ひたいと 思 ひま 

して。 —— いつもば あやが 一緒に 行 くんです よ、 エレ， ェ 

タ ー が 大好きで" 三越で も 丸 ビルで も、 昇ったり 降りた 

り、 それ ぁ大變 なんです よ。 


圃子 まあつ  . 

なか 孃 さん、 そんな 事 を 云って。 

正太郞 (； の 間で レコ. -ド か- -：：： づけ 終ろ) ところが 流石 

. のば あや も、 この間 尾 張 町で うろた へたね。 うっかり 道 

を橫 ぎら うとして、 電車と 自動車に 追つ かけられて、 う 

わ あと 游 いだ 恰好はなかった ね。 あれ ぢゃぁ 昔 盆踊りが 

うまかった ir たと 思 ふよ" 

なか m 村の 兄さん、 人の 惡ロ 利く と あとが こ はいもん だ 

よ， 

正太郞 エレ • ヹタ ー で 逃げれ あ 大丈夫 だら う： (^笑 ふ〕 

園 子 あ、 お茶 を 忘れて —— 正さん、 あなた こっちへ 来て 

御 相手をして 頂戴。 ぢゃ 4； ま 十さん 一 寸失禮 して， - 

S 子 姉さん. どうかなん にもお 構 ひなく. - 

？ S 子 いえなん にも。 (なかが 21- 物 籠.^ 差し出 VO まあ 結 

構な もの を澤 山に。 濟 みません。 遠慮なく 早速 頂戴 致し 

ませう 1— こんな 不便な ところで、 氣の 利いた お茶 、「け 

一 つな いんです から- リ 

雪 子 でも 大變靜 で 落 付いた ところで 結構です わ。 ！ 宿 

屋 では 夜晝 吉. I. が ひ^いて、 わたし！ 5 い た晚な どは寢 付 

かれませんで したわ.' 

なか ほんと に孃 さん、 落ち 付いた え 》 とこで、 こ、 - のう 

ち だとなん だか 東京に 居る やうで ねえ もの。 
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(二人 は 家の 隅々 や 狭い 庭.^ 物 珍ら しく 見 ま はす。 圜 

子 K 今. 所へ 入り、 果物 1^ 洗って 鉢に 盛って 来て 出す。 そ 

れ から 菓子 重.^ 出し、 銅壶の 加減.^ 見る。) 

正太郞 (客間で) 姉さん、 物 をた ベ るんだ から 僕に 紅 

茶 を 入れて くれません か。 

阅子 あの、 ミルクが なくっても い X コ 

正太郞 結構。 S ちゃん はどう。 

雪 子 いた^きます。 

正太郞 ぢゃ あば あや も飮 めよ、 お 揃 ひだ。 

なか は あ、 なんで _ も 御馳走に な るん す。 

雪 子 (園 子に) 姉さん， ばあや も 東京へ 来てから 急に ハ 

ィ カラに なつたん です よ" 

なか (閱 子に) だっても 折角 東京 さ 来て、 人のう まいと 

云 ふ もの を 食 つ て 見な いと 損が いくで せう。 

闹 子 本當 だね、 ばあや。 , ： だから 見る もので も聽 くも 

ので も、 雪 子さん の 行く ところなら、 どこへ でも 連れて 

行つ ていた^くんだ よ- 

なか  え  >- え、。 纏さん が 厭 だっても くっついて どこ さで 

も 行く です。 —— 田 村の 姉さんに なって しまへば * あと 

お tt も 出来ね えと 思って" 

圃子 そんな 事 もない、 たらう が …； 。 でも 雪 子さん が こん 

な に 立派な ぉ孃 さん に なって、 ばあや もさ ぞうれ しいだ 


ら うわえ —I ど こへ お 伴した つて、 あたしの 育てた お 一 ぎ" 

さんだつて 云つ て 自慢が 出来 るんだ から。 

なか ほ、、 したって 姉さん、 どこ さ 行っても 高 聲で話 を 

する つて、 譲さん に 嫌 はれて 了ったです よ。 —I それで 

氣 付けて ゐて も、 何でもつ いき  >- たくなる ので，、 

園 子 さ、 「ともさ- ばあや。 わからな いものが あったら、 

よく- i;ti 子さん から 伺って 置かない と， 國へ歸 つ て も柬" =^ 

の 話が 出来な いんだから ねえ。 11 それ を 叱る なんて， 

孃 さんが 無理 だ わね え。 

g 子 あら 姉さん、 わたしな ど は田舍 者， たから、 is- 京の こ 

となん ど はなん にも 知らないんで すよ。 11 6^1£}.だって、 

どれが ど うだかわ からない 位です もの。 

園 子 誰 だって、 雪 子さん 、来たば かりで は當り 前です わ、 

あたしなん ぞ- 今 だに 一人で は どこへ だって 出られない 

んで すよ。 - ,--| だからい つも 正さん に 速れ て 行って もら 

ふ 始末です ゎリ 

雪 子 い、 え、 姉さんな ど は。 そんな がありません わ" 

—— こっちに 居る といろ/ \ 面白い ところへ 行かれ るん 

ですから、 本當 にお 仕 合です わ。 

なか 姉さん な ど はすつ か り 京 衆 になって 了って … … 0 

でも 少し は 國の方 さも 來て おもら ひ 申したい も ん です 

よ〕 
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園 子 (まざら マ やうに 笑つ て) 行く わ、 ばあや。 

oi^ 間へ 來 て^に 紅茶.^ す ふめろ" 正太郞 はさつ きか 

らネーゲ ル^^れぺてゐろ。) 

1® 子 姉さん もず ゐ分 久しく 國へ 御出でにならな いんです 

わね。 

^子 え  > -、 もう 三年になります か ——— 。 

なか ia- 京に 御座って 面白い ことば かり 見て ゐ ると * 國の 

布な ど は 忘れ て 了 ふでせ うな。 —— - 今日 みたい にい \ お 

天氣 だと、 わたしら だって 國で 雪の 降つ てるのが 噓 みた 

いな 氣 がする です もの。 

正太郎 まだ © が あるの かな。 

子 今年 は It- が 多くって。 (圜 子に) 先達 國を 立って 來 

る 日なん ぞは、 大吹 S だった 位です から、 まだく 澤山 

つて 居ります よ。 —— 考 へて兒 ると、 ばあや ぢ やない 

けれど まるで 腿みたい です ゎリ 

正太郎 僕が 冬 休で 歸 つた 頃 は， 雪が 大變少 くって 橇が利 

かない 位だった ね。 

なか さう く、 田 村のお 母さんが 姉さんの 御祈躊 をして 

もら ひに 行く 時、 实-中 俥に のった の は 十 何年 目 だなん て 

云って たもの —ー あの 時分まで は 珍ら しく  か 降らな か 

つた。 

1^ 子 さう 云へば 姉さん、 ついう つかりして 御見舞 も 中し 


上げないで。 -11 この間 は 本當に 惜しい こと をし まして。 

lii をれ でもお からだの 工合 はもう すっかり おな ほりの 

やうです ものよう-ございました ねえ。 

なか あの 時 は みんなで 御 心配 申して ゐ たです よ" 姊 さん 

つねが 御 丈夫で ない 方な のに、 半 11 で 病院 さは ひった と 

云 ふので、 それ あ 大^ぎ 申したん で。 11 兄さんと この 

おきよ ばあやな ど は、 毎朝、 ！； 敏 へお 詣 りに 行きました 

しね。 .—— あの 時 は、 W 村のお i さん も， げ そっと 瘦せ 

たって、 町で 評判し ましたよ： 

園 子 本當に みんなに 心配 を かけて …： お蔭で 命 だけ は 助 

かってよ。 

なか まあ 早くよ くお なりに なって 何よりだったです よ。 

•11 孫 はこれ から も 見られる が、 姉さんのから だは 一 つ 

しかない の だから つ て、 始終 さう 云 つて ゐられ た です よ。 

なぁ壤 さん。 

雪 子 u. それ で も 折角お 子 さ ん が 御 出来 になった ところ 

を 殘念 で ございま したわ。 田 村の 叔母さん だって どん な 

に樂 しみに して 待って ゐ らしった かつ —— お子さんが 生 

れ たら 姉さん も 見せに 來る だら うなん て. 樂 しみに して 

ゐた 程です もの。 

なか それ あそれ としても 姉さん、 本當に 一 べん 國 さお 歸 

りに なって 見れば い  に。 そんなに 田舍を 嫌った もので 
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もないで せう。 11 これから T 度 花時 だし、 うちの 孃さ 

んの歸 る 時 1 緒に どうです。 なぁ孃 さん。 

園 子 さう ねえ。 國ぢゃ これから 花が 咲き出す わね. - i 

梅 も 櫻 も、 桃 もみん な 一 時に 開 くんだ から、 本當に 春に 

なった つてい ふ 明るい 氣持 がする わね。 —— こつ ち に ゐ 

て も、 あのうれ しさば かり は 忘れられな いわ" 

正太郞 (わざと ぞんざいに) だから 云 はない こっち やな 

い、 いらっしゃい、 いらっしゃいって 勸 めて ゐるぢ やな 

いか 姉さん。 へんに 強情 を 張って るんだ から、 厭に なつ 

ちま ふ C 

なか おや、 兄さん も そんなに す- A めて ゐた とこです か。 

正太郎 うん。 もう 二 年 も歸ら ない ところへ 病氣 だつ たん 

でお 母さんが ひどく 心配して ゐる だら う。 だ か ら 僕が 東 

京 を 引き上げ 序に、 お 土產に 姉さん を ひつばつて 來 いつ 

てい ひつ けられて ゐ るんだ" 

S 子 まあ、 お 土 逢 だなん て 11 C でも さう 云へば この間 

春 庵さん がう ち へ 来た 時、 東京 さ 行つ て 田 村の 姉さんに 

逢 つ たら、 うま い 杏 の 藥を 調合し て 待 つて ゐ るから と 申 

し 上げて くれ、 さう いへば わかる なんて 云って ました か 

ら、 きっと それ を 聞いて ゐ たんです わ。 

正太郎 あ \ あの 老 ほれ醫 者，， 11 杏の 藥 だなん て 何 だ 

い 姉さん。 


園 子 (笑って) 風邪 藥。 

正太郞 下らない。 

園 子 だって 本當 なんです もの。 (雪 子に) あたし は 子供 

の 時分から 弱く つて、 しょつ ち、 「風邪をひいて ゐ たでせ 

う 0 だから 春 庵さん が吳 れる藥 といへば、 杏の やうな お 

ひの する 甘酸つ ばい 水藥 にき まって ゐ たんです よ。 

なか 11 姉さん は、 「ちの 孃 さんと ちがって 弱かった か 

ら、 春 庵さん の藥 をよ く 飮んだ わけです ものね、 レ 

園 子 いつも 熟が 出て 呼びに やる と. また 鎮 さん は 杏の 藥 

を飮 みたくな つたな ァ つて、 笑 ひながら みてくれ たも C 

よ。 11 あの人に は 本當に 世話になりました わ。 

正太郞 僕 は あんなよ ぼ/ \ の漢 法なん ぞは虞 平 御免た 

ね。 うちへ 来たって 僕 はみ て 貰 はない ことにして ゐ る，" 

, ！. 何だか 危 かしく つて 堪ら な いんだ もの。 

圃子 正さん、 そんな 事 を 云った つて リ —ー あんなに 親. せ 

になって 病氣 のこと を 心配して くれる お 者なん て どこ 

にも ゐな いわ、 11 あたし この 冬 病院に は ひって \、 つ 

くぐ さう 思つ たんです よ。 學問ゃ 機^でお 役目で 病氣 

をな ほしても らふよりも、 親切に 扱 はれる のが 病人に は 

一 番 うれしい もの だって こと を。 ——| 大きい 病院に 寢て 

ゐて、 每曰 別々 の 先生から 藥 をいた V いても、 何だか.；^1- 

に 利く やう に は 思 はれない 位でした わ。 (冗談ら しく) 


八， 度お 氣に でもな つ たら、 あた し 春 庵 さ ん に み て もら ひ 

たいと 思つ たんです よ 

チひ 子 ほんた うに、 姉さん も 知らな い 所で 病氣 をな さ つ て， 

ど ん なに 心細かった で f —— 今度から はお 見舞に も 上 

がれ るんで すけれ ど， 御無沙汰 をして ゐる時 でした か 

. い， II？ でさう 思った けで …… 

なか 今度 もし 梅で も 惡ぃ時 は、 何でもい 、から 國さ來 

て、 春 庵さん に みても らふ ことです よ 姉さん」 

fi- 太郞 だって 杏の 藥 ばかり 飮ま さ れ るん ぢゃ 仕樣がない 

や. し 

^子 まあ 正さん、 あなた 小さい 時に 春 庵さん に 苦. いお 藥 

でも 飲まされ たんで、 それで 惡ロ をい ふの ね- 

へて、 Ei^ 物 や 菜 子.^ す  >- める) It 子さん どうぞ。 ばあや 

も 食べて 下さいよ。 n これ は 正さん から 貰った 國の羊 

Ji ，に、 珍ら しく もない けれど。 

この間の， まだ あるの。 僕 はもうと、 「にたべ てし 

まった.，」 

阅子 でもう ち ぢ や あま りいた i>t かない もんだ から … … 0 

^ -^^  (や、 皮 ァ s-」) この 羊羹 を 貪って 藪醫 者の 話 をし 

て ゐれ あ、 國にゐ る と か はりがない ね. リ 

なか 久し振りで 姉さんと 兄さんの ゐる ところで 御！ g 走に 

た つたら、 さっきから 田 村の 御宅 さ 行 つ た やう な氣が し 


て ；… さう でね ぇか孃 さん。 

雪 子 ほ \。 

園 子 だって その 箬ぢ やない か、 ばあや、 Iti 子さん だって 

ぢき田 村の 姊 さんに なって くれろ ひと だもの。 

(なかの わ：：， 1 か まりのない 笑： 欲の 上 に 電燈が ともろ。 

雪 子が GI くばせ して 座.^ すべ る。) 

園 子 まだ い 、 ぢ や あり ま せんか * 折角 こんなと こへ 來 て 

下す つて ソ —  ー. それにもう 歸 つて 來ろ頃 ですから。 

雰子 でも …… また …… 

なか 姉さん、 また 今度 は孃 さんのお 母さん も 連れて来 ま 

すから  >  し 

園 子 まだ 本當に い でせ う」 —— i. 一子さん と はま だ，/ \ 

お 話が あるんだ から。 111 ばあや、 さ • 坐って。 

(押 問答して ゐる うち、 挤 子が 明く.) 

正 太 石 川さん ぢ やない- 

園 子 さう でせ う- きっと- (そ ろ ら へ 行く) 

0^^ の 三 人に 麼く なった や う に 坐り 直す。) 

孝 (-晚 で、 わ. さとらし く) もう 出かけた かと 思って 来た 

んだ。 11 また ひどい 停電 を 食った もんだ から.」 11 正 

さん もゐ るかい-つ —— 

(は ひって 来て 間へ ゆく) 

孝 (快活 さう に) • 正さん、 待たせて 失敬し ましたね.，、 い 
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や 今日 も 停電で 三十 分 も 立往生 させられ ちまって。 肝脊 

の ラッシュ • ァヮ ー に やられて は 叶 ひません よ- (雪 子 

に) いら つ し やい- \ ^ざ/ \ こんなと >  J ろ へ 來て いたど 

いて 恐縮です •，) お母様の お出での 事 を 伺つ て 居りました 

が、 つい 御見舞が 通れまして 失禮 しました-, -,. 今 曰. 

圔 子 を やる ことにな つて ゐ ましたが. 反って どうも … … 。 

それ に 結構な も 0 をいた ^いて- 

き子  •  ！ 御無沙汰 を 致しまして …… 母から も よろしくと 

申して 居ります …… 

^ いえ • こちら こそ 御無沙汰ばん りしまして 11 どうで 

す， お母様の 御 病 氣の方 は。 

雰子 —— お蔭 樣で …… 大した こと はな い ので ございます 


孝 いや それ はよ、 「ございました ね- (なか に) ばあや さ 

んで すね。 今日はよ く來て くれました- 

なか は あ —— あの、 旦那さん もお 母さん もお まめで …… 

今、 どちらに 御座る でせ う- 

孝 おや ぢで すか >  相 か はらず で ： お no 方から 仙臺へ 

行って、 去年の 暮に福 岡の 鎮務 へ やられました よ、) 役 

人なん ぞ してる もんだ から， あ 0 年に なっても 方々 歩き 

ま はらな くち やなら な いんです ね。 il (正 太郎 に) 成 

續 はどうでした： 


正太郊 な あに！： の 通りです。 

孝 例の 通りで 結； 稱で すよ C1! 全く 舉校 G 成 ii ^なん； て は、 

{| は 際 社 ％」 立って 働く 時には 何の 役に も 立ちません から 

ねし た t われ/ \フ n レ タリ ャに は， a& 校 を 出る と 就職 

とい ふ 難關が あるので、 まぁそれに5^して^.1„^看权になる 

位の もので せう。 11 どうです、 今年 塾の 方の 成？.^ は . 

正太郎 さあ 知りません ね」 

孝 正さん なん ざ 暢氣で ゐられ るから い  >- わけです ね- . 

！ まあ 可也で せう ね-うちの 會瓧 でも 二人 採り ましたよ。 

11 しかし 正さん の 前 だけれ ども- 熟の 人 は 問 も あり 

目先き もき くが、 どうも 一般に 顧氣に 乏しい とい ふ 非難 

があります な >  11 、「ちの 社 など もしき りに そ 云って 

ゐ ま す が 、 どう で す か ね - 

正太郎 さ 、「でせ うか。 

孝 やつば り ブル ヂョァ 育ちの 人が 多い からな んで せう 

が、 今後の 社會に 活動す る 場合に は考へ て兑る 必要が あ 

ります な。 は \。 飛んだ 說敎 になり ましたね」 —— ぃク 

頃 國へ歸 る豫定 なんです： 

正太郎 卒業式 あたりまで 11 来月の 十日 頃まで 遊んで ゐ 

ようと 思 ふんです が- 

孝 それ ぢゃ 卒業 祝 ひも ゆっくり やって い \ わけです ね。 

(雲 子 K) 折角 この 冬から い X 議論 友達が 出来た 
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なか 姉さん、 ほんと に 来て 下さいよ C 

園 子 正さん、 今夜 運くな つて あたし 伺へ ないから- あな 

ただけ 雪 子さん を经 つて 行って くれない。 濟 みません が。 

正太郞 さう かいこれ から ぢゃ 姉さん 駄目 かい。 ぢゃ僕 ま 

た 明日で もやって 來ら あ。 (孝へ) 僕 も失禮 します。 

孝 今日は 本當に 失敬し ましたね。 ぢ やお 叔母さんへ よろ 

しく 御 願 ひします。 

(三人 は 去る。 園 子と 孝 見送る。) 

孝 I もう 立派な お嫁さん だね。 

園 子 え. -。 あた しも さ つき は 別の 人 かと 思った 位よ。 

.—— すぐお 風呂へ 行って。 

孝 今日は どうで もい、。 -!! 何時頃 来たの かい。 〈着 替 

へ る) 

園 子 さう ね、 四時 頃 かしら。 あたした ちが 出かけようと 

して， あなたの 歸 るの を 待って た 時 だから。 . I この 力 

ラ ー、 もう 洗濯屋へ やり ませう か。 もう 一度 位い >1 かし 

ら 0 

孝 行きち が ひに ならな くって よかった ね。 11 あ \ 今 曰 

も 停電で 馬鹿を見 ちま つ た。 

園 子 どうしたん でせ うね、 此頃。 お 勤の 人 は 困る わね。 

1 雪ち やん も 仲々 ハ ィ カラね、 毎日 ミネ ル， ヮへ 通って 

るんで すって。 


と 思ったら、 もう 正さん は卒榮 して 歸 つて 了 ふんです か 

0. 張 合 ひがありません よ。 

なか ほんた うに 姉さん もどん なに 徒然になる か …… 

孝 これから は It- 子さん と 二人で、 時々 國 から 遊びに 來て 

もら ふんだ ね J 

(格子の 方で 一 寸 した 物音。) 

子 夕刊で せう。 (立って、 持って 來ろ) 

S^I 子 (阅 子に) 姉さん. あの あんまり 蓮くな ります から， 

これで 失禮 します- 

阅子 でも、 まだ …… 

や t 子 いえ 本當に 11 。(孝- し) 失禮 でございますが …：. 

^ まだい- -ぢ やありません か。 こ、 は 田舍で 何も ありま 

せんが、 御飯で もた ベて 行きません か。 い、 だら う. ば 

あや。 

なか あの、 不調法で すが ：：： これで 御免； 蒙って …… 

3 子 ではお 止めし ません わ。 —ー 本當 にこん なと ころへ 

わざく 來 ていた 丈いても 何のお もてなし も出來 なくつ 

て …… 。 明 曰に もお 伺 ひ 致します からって、 叔母さんへ 

よろしく 申し上げて 下さ いな。 

とんだ 御 邪魔 中し 上げて。 —— どうぞ 。御 待ちして 

居ります から。 
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園 子 この間 新聞に あつたで せう、 毛糸の 編物 を敎 へる と 

ころで せう。 (果物の 籠 見せて) あなた、 こんなに 貰 

つて、 う ちぢ や 仕樣がない のにね。 どっかお 遣 ひ 物に 出 

来ない かしら。 I— 高 濯さん とこ へで も 上げ ませう か— 

—病氣 見舞 をい た^いた 御禮 に-一 

孝 うん〕 小さい 籠 を 買って 來て 分けて やれ あい X さ。 — 

—I 病院 へ は 何 を 持 つて 行 くんだ い 。 

園 子 あたし、 近所で カステラ でも 1只 つて 行か、 「と 思った 

ん です けれど， 叔母さんが 好きだから。 

孝 何しても 澤山 もら ひ 過ぎた ね." , —これ あ 千 疋屋の だ 

から 上等 だよ。 

子 千疋屋 なんて 可笑しい 名ね。 

孝 有名な うちなん だ .11 丸ビ ル にも あるよ。 新橋の 本店 

か ら買 つ て 来た ん だ ね。 (パ ナ、 ん たべて) 仲々 上等 

一 ) 

園 子 (；^ ベる) おいしい わね。 11 ほ >- 坐り こんで しま 

つて。 ぢ ゃぁ片 づけて 御飯に しませう。 問.^ 片 づけ 

る) あなた 維 誌 屋が來 ましてよ。 (カバ ー のか、 っズゐ 

る雜誌 1^ 渡す C 孝 は 長火鉢のと、、 るで よむ. - 園 子 は 二三 

度臺 所へ 往復す る) 

孝 —-— 雪 子さん いくつ だって。 


園 子 (^所で) 九です つて、 ノ柄が 大きい せゐか 割りにき 

けて 見える でせ う C —— でも 正さん と は 丁度い、 夫^で 

せう。 あの人 も 年より は 上に 見られる 方 だか、 り 

孝 (撗 になって) 正さん もこれ から はすつ かり 若 且那に 

な つて 了 ふんだ ね。 この 蓄音機 は ど う したんだ」 

園 子 正さん が、 新しい の を S3： ふつてから うちで 莨った の 

よ。 ，—— 盤 はい V のがない さう です けれど。 (出て 來て 

食卓ん、 開く) 

孝 置 土 逢 かね〕 (ね；. まく) 

園 子 まあ ，—— あな た 濟み ま せ ん が ， 御飯が 冷 いんです よ， 

さっき 炊いた もの だから. - 

(孝に 手近の レ づ ー ド かけ 乍ら タ 刊^? む。 さつ.. 

の 陽氣な 舞踏 S が 不調和に 鳴り 出す。) 

(闺子は茶碗ゃ小鉢^^蔓所から運んでは<^^:!-へならべ 

る。) 

— 幕 I 
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しばらく  0 

侍 (出て 來ろ) 御用 人樣、 御 注文の 棺が 三つ 出来て 參り 

ました 0 

用人 さう か 。受け取って 置け。 

侍 畏 りました。 (も；x^くしながら) あの、 いづれ、 そ 

0. 殉死の 方の 御用 品で ございませうな。 

用人 あ >• 、無論 だ。 (算！ ^，の 手，^ 休めて) いかに 殿樣だ 

つて、 御 自分で お休みになる 分 は、 この間の 一 つで 澤山 

だからな。 

侍 全く。，；— で， ー體誰 方が お供 申し上げ るので ござい 

ませう。 

用人 それ はわし に はわから ん〕 たビ 誰に したと ころで、 

この 追 ひ 腹と いふの は 迷惑な もの だ。 お供の 葬式まで こ 

つち 持ちになる の だからな。 

# でも、 しかし ！ー 

用人 いや 先 殿様の 時な ど は大變 だった よ。 後から後から 

と 七 人に も やられた からな。 お供 をして 死ぬ の は無閣 に 

い &氣 持ら しいが、 御 扶持 だ 御 加 t- だと 後始末 を 背負 は 

される 方 はやり 切れない。 今度 こそと 思って ゐ たら. や 

つばり 駄目 だ" 

侍 何事 も 御 心配の 種です な。 

用人 あ. -. また 豫算 超過 だい 同じ 忠義 をつ くすなら、 金 


死 (一 S 


時 

封建時代の 末期 

場 所 

ある 小 藩。 城主の 館の 一室.」 

奥の 方から 火勢の 請經 の？ t , 鉦 や 木魚の 音 が 陰 * し 籠つ 

て 聞こえて 來 る。 

itil ほの 一 隅に 小 机ん おへて * 用人 は^ 頻プど 見ながら し 

さりに 大きい^ 悠な彈 いて ゐ る。 ^巾の：：；： 金。 時々 小 

首, ど 傾けた リ^,:: -y^ つ いたりす る... 
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のか  > -ら ない 事 をして くれる とい  >- の だが。 (帳面へ つ 

けろ) ，—— 上等の 棺三箇 か. > 

# それにしても 誰 方と 誰 方で せうな。 あちらで 皆が 勝手 

な 取沙汰 をして 居り ましたが、 どうも 見當が つ かな ぃ樣 

子で。 

川 人 ふむ" 御 家老で なければ わかるまい。 -—— とにかく 

棺は 受取つ て 置け。 

はい C  (立つ) 

用人 (呼び止めて) それからな、 勘定 は 御 葬儀 萬 端相濟 

んだ 上で、 纏めて 支拂 ふから と 商人に 申 付ける C だ ぞ。 

^ 畏 りました〕 (去ろ) 

(妊が 一 し-. V, リ 鳴って 讀 I- が 止む-) 

(家老が は ひって 來る。 腕 > ^組んで 考へ る」) 

川 人 (おがつ いて) も、 「ぉ經 はお 濟 みです か。 —1 お 跳 

へ の 棺が屆 いたさう です が-」 

家老 棺が。 うむ 二  i それで はすぐ に 稻葉監 物と 石山 重 

九郎の 邸へ や：！ つて 貰 ひたい。 この 二人 だけ は、 今夜のう 

ちに 追 ひ 腹 を 切る ことにな つて ゐ るの だ〕 

人 (よくも 聞かす に) 何に しても、 今度 は； 一： 人 だけで 

打 止めに したい ものです な。 殿樣の 御遊 興に 引きつ t い 

ての 御 病氣、 それに 御 葬儀と、 もう 物入りが 常-なる 一 方 

ですから， お供のと ころ は 精々 儉 約して いた^， 一 な い と 


堪り ません。 (！^ 面.^ 展 いて 兑せ) この 通り、^ 金 •  ^ 

金、 借金で、 それでも 足りない 場合です からり 

家老 わかって るる。 11 わしの 方で も 足りない 事で は 四 

苦 八苦 だ。 

ffl 人 でせ うが、 是非 三人き りで 我慢して 下さい。 11 こ 

〇 上 臨時費が 嵩んだら やり切れません。 

家老 二 in 々しく) 下らない。 わし はお 家の 一大事 を 云つ 

てゐ るの だ" 

川 人 破 逢す るの は 一大事 ぢゃ ない のです か) 

家老 借金 は 御代 變 りに 踏み倒せば 済む、〕 稅金を 上げれば 

金なん ぞ はすぐ 出来る。 た ^心配な の は、 肝^のお 家が 

つぶれ はしない かと 云 ふ 事. た〕 

m: 人 え。 お 家が つぶれる-— - 

家老 うん。 さう だ。 1—— 殿 樣は御 本家から 一 1^5: 十に 來た方 

だら う。 今度お かくれに なった 0 に、 一 人 もお 供に 立つ 

者がない となったら どう だ" 御 本家で は 一 家中み な 不忠 

不信の 家來 ばかり だと 考へ て， 若君の ない の を 幸に 領 .1? 

をお. 取 L げ にな るに 相違ない。 さうな つたら わし もお 前 

も 明日 か ら 扶持 離れ の 浪人 だ リ 

用人 (も わて X) ， 殉死が 三人 も あったら、 當節 十分 ぢゃ 

ありま せんか。 何處へ 聞こえた つて 立； g な ものです リ 

家老 ところが 二人し かないの だ」 それ も、 稻紫監 物 は 殿 
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様のお 守役で 御 本家から ついて 来た 者 だ。 常々 殿 樣の不 

iij- 持な の を われ/ \ に濟 まなが つて ゐ たの だから、 まあ 

これ は ifX 任 上 翕然の， 殉死 だ。 今 一 人 石山 重 九 郎は御 母 

殿の， は. 十 だから， 殿様と は 乳兄弟の 間で、 これ も 御 本家 

から 呼んで 來た者 だ」 i: 當 家中で は， 誰 一 人お 供 をす 

る 者が な い の で 胸 を 痛め てゐ るの だ。 

用人 でも、 棺は 一一 一つお 跳へ になった のでした な： 

家老 そこ だ。 ——- 先殿樣 がおか くれの 時， お供に 立った 

者が 何人 あつたと 思 ふ。 

川 人 (帐而 指して) ぇ&、 ちゃんと 費用まで 書きつ け 

てあります。 栗 原  一 M. 水 野 十郎， 澤田龍 之 助、 桝村半 

太夫 -— 

家老 名なん ぞ はい- -, とにかく 七 人 だ. - 

用人 え. -、 七 人。 あれに は 閉口し ました、 何しろ 獲 ir^ 外 

ですから。 

家老 先 殿様と は 御 人柄 も 御行 跡 もちが ふ 事 は 御 本家で も 

認めて ゐる。 それでも、 せめて 先 殿樣の 半分 はお 供 を 立 

てない と， 御 本家 の 而目 を つ ノ Is す ことになる。 さ うだ ら 

う。 また 當家 としても、 御 本家から 御出でになった 殿樣 

に對 して は、 それ 位の 義務が あると 云 ふ もの だ。 

W 人 (^盤. ^取り上げて) 七 人 を 二で 割る と * え \ と 三 

人 半です な。 ふうん、 四捨五入 すれば * 四 人。 なるほど。 


家老 (詫びる やう-」) いや その 端數は 見の がして 貰 ふの 

だ。 い  か。 そこで どうしても 三人 だけ はお 供が 要ろ と 

云 ふこと になる。 

用人 さう いふ 勘定 に なります な。 

家老 御 本家の 者に しろ、 とにかく 頭數 では やっと 二人 挤 

へたが、 あと 一人が 難物で な、 誰もな り 手がない の だ。 

用人 ぉ心當 りがない のです か。 

家老 それがない ので 弱って ゐる。 

用人 いよくなければ どうす るので す。 

家老 無理に も 誰か を 死なせる つもり だが —— . '仕方がな 

ければ 二人で 我慢す るか。 

用人 棺が 一 っ餘 ります。 

家老 そんな もの どうで もよ い。 

用人 よくありません。 —— 困ります な.〕 それと きまって 

から 云って 下されば 無駄 を 跳へ なくても 濟ん だのに。 .！ 

1 この 貧乏暮しの 中で は、 全く 棺ー っ儉 約しても 助かり 

ますのに。 ー體 11 

家老 わかって ゐ るよ。 

用人 いえ/  \。 ー體 * その —— 人の あても ない のに 棺を 

こしら へる。 そんな 贅澤は 金 持の 道樂 です。 こんな 苦し 

い 時に やる 事ぢ やありません。 (帳面 1^ 叩く) あ. - 惜し 

い。 む ざく 無駄 づ かひ をして 了った。 棺の餘 り 物ば か 
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り は、 まるで 外に 使ひ途 がない。 .1 -ぁ X 惜しい 事 をし 

た 0 

家老 (不機 線に) うるさい： お前な どの 知った 事ぢ やな 

い。 お 家の ために 入用な 棺だ。 

用人 それでも、 使 はなければ 無駄 物です。 

家老 いまに 使 ふ。 

用人 死に 手が あります か。 

家老 ある。 

用人 誰です。 

家老 誰でもい- -_」 

用人 それ、 やつば り 居ないで せう。 

家老 (怒鳴る〕 無禮 者。 誰も 死な. 1 ければ. この わしが 

皺 腹切って 棺には ひる。 つべ こべ 云 はずに 算盤で も彈ぃ 

てろ 0 

(少し 前 か 、" 遠くで が やく 袋ぐ 物音。) 

(さっきの 侍が 出ろ。) 

侍 申 上げます。 

用人 何 だ。 

侍 さき 程から 若侍 共が、 棺 のま はりに 集つ て、 しきりに， お 

死の 尊 をして ゐ ましたが、 そのうち 賭 を 始めたり 喧嚷ロ 

論に 及んだり して 手が つけられません。 棺を あちらに 置 

くと、 どうも 皆 の 氣が 立って 面白くない やうで すが —— 


家老 さう か。 では 卽刻 稻葉監 物と 石山 重 九郎の 邸へ 这り 

屆 ける やうに 0 

侍 はい。 

家老 殿樣 のお 供に 立つ 骸を 納める の だから • 至極 丁寧に 

扱 ふの だぞ。 

はい。 

若侍が 騒ぐなら、 潜更 だ" 早くせ い。 

はい。 ：：.- そして あとの 1 つ はどうし ませう，」 

うん。 あとの 一 つか。 それ は …： とりあへ ず こ、 へ 

蓮べ。 

侍 長り ました。 (去る) 

(やがて 遠くで 喚聲 らしい 5 ぜ 昔" それが 間近まで 來 

さ 

(侍 二三、 白 布で 包 ュ<  れ；， ： 立： 汲な： &，  運び込み， 中央 

Li 直して 去る。) 

(入れち が ひに 和尙と 家老の な 子が は ひって 來 る。) 

家老の 息子 何です * 今の ぎ は，' 

和尙 ほうへ お供の 支度が 出來 たのです な。 南無！： 彌 陀佛， 

南無 阿彌 陀^。 

家老 (息子に) ど、 「だった. J 誰か 承知した か • 

家老の 息子 (首 1^ 振ろ〕 駄目です。 いや どうも 弱り まし 

た。 みんな 逆ね ぢを食 はせ るので す。 殿樣が 勇ましく 戰 
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場で 討死され たのなら、 一同お 後 を 14^ つて 追 腹 を 切る。 

武ャ； 3 のた めお 家の 爲に 捧げる 命 は 1 いくつ 投げ出しても 

惜しくな いと 云 ふので す。 しかし 11 

家老 まあい-。 一人 も 駄目 か。 

家老の 子 私 は 嬲り 物にされに のこく 出掛けた やうな 

ものです。 殿様の 御行 跡 を， まるで 私の せゐ だとで も 云 

ふやう に みんなで 非難した 揚句が、 眞平 御免 だと 御斷り 

をお ふので す。 ひどい 奴になる と、 駁樣と 同じお 氣 なら 

御供した いなど k 嘲弄し ましたり 

家老 (溜息 つく) うむ。 

和- W お 話中 だが 、殿様の 御お 氣は 何だった なり 

家老 なんでも その やはり 勞 咳の 一 種で、 腎 虚の鎮 ひだと 

侍 か 云 ふので すが。 

S なに^ 虚リぉ 若い のにお いた はしい ^er た。 南無^ 彌 

陀怫、 ー£ 無！： 彌 陀佛リ 

家老の 息子 御 本家との 關 係も說 きました が あの 速 中 は 耳 

にも 入れません。 所155^』私の手ではどぅにもならなぃので 

す e 

家老 うむ。 (和， 何に) さあ 和尙樣 。打ち明けた 話が 殉死 

の 人 數が少 いので * 私の 立場と して 甚だ 闲 却して ゐ るの 

です が、 ぉ宗 3：11 の 上から 見ても、 やはり 大勢でなくて は 

いけない もので せう か 承りたい ものです。 


和- W 左樣。 ー體 この 殉死と いふの は • 殿様が なくなられ 

て 中 有の 一 人 旅に 赴かれる 時， 臣下の 者が 死 出の 山三途 

の 川 を 一緒にお 供して、 淋し さ を 慰める のが 趣意に なつ 

てゐ ますから な。 

家老 すると， 多い 程い \ わけです か。 

和^ まあ さう も 云へ ますな。 しかし 三人で 澤 山です よ。 

さ き 程 御 本家 の 御名 代 も 大層 御"； i 足で したから、 三人で 

十分で せう。 

家老 御名 代 も御滿 足でした か。 

和尙 殿樣に 就いてはと かくの fM- きいて ゐ たが、 三人 も 

のお 供が 出る と は 御 本家の 面目に なると 云って お.  悅ひで 

したよ" 11 それとも 常々 のお 氣性 を考 へても 少し. 版 や 

かに 人數 を！^ やします か" 

家老 實は —— 

和-:^ いくら 多くても、 多い 分 は 構 はない のです よ〕 昔 支 

那の武 公に は 六十 六 人の 家来が お供 をし、 また 穆 公の 卒 

する ゃ從っ て 死す る 者 KII 七十 七 人と ある。 

用人 (叫ぶ) 百 七十 七 人。 S3 

和尙 しかし かう なれば 少し 無茶 だな。 三人 位が 丁度い > - 

と ころで せ 、り。 

家老 實は、 その 三人が 一 人足り ない のです G 

和-; 5 ほほう リ 


家老 そこで， この 殘 つて ゐる棺 を 御 葬儀のお 供に 出した 

いと 思 ふので すが —— 

用人 なるほど。 —— それなら 二人で 濟む。 

家老 W 息子 確に い > -考 へです。 . 

和-: 1: いや、 それ は 虚偽です、 詐欺です、 斷 じていけ ませ 

ん お 死者 を裝 うて 棺 だけ を擔ぎ 出すな ど、 は 言語 道斷， 

殿樣を だます ことです。 佛を あざむく ことです" 愚老は 

之 を 知つ て病且 許す わけに は 行きません。 

家老 (あわて、) そんな 大 それた つもり は毫 頭な く、 苦 

し まぎれに ひょっと 思 ひ 付いた 丈です よ。 どう か 氣を惡 

くしないで 下さい。 11 なるほど、 いけない 事でした リ 

. —— ところで どうい ふ もので せう * 女のお 供 は： 

和- 3： それ は 一 向：！ ひません ^ 秦の 始皇は 後宮の 美 姬千餘 

人 を 伴つ て 冥土 へ 立った 例 もありま^  殿樣も ことに 

女人なら ぉ说 びで せう。 

用人 千 人の 女 —ー 

家老 さう です か， 有り難い。 (息子に) 奥へ 行って、 浪 

路と いふ 女 を 連れて 來ぃ。 

家老の 息子 (靑 くなる) え、 浪路 どの を。 ど * どうな さ 

るので す， 1 體。 まさか，—— 

家老 どうで もい、、 早く 引っ張って 来い。 —— 何 を愚圖 

愚阖 して ゐる。 —— 聞き 質す ことがあ るの だ 早くし ろ。 


家老の 息子 でも。 一 體 どうい ふ 事 を 11 

家老 速れ て 来れば わかる 事 だ。 平く しろ。 

(家老の. リ5 子 思案 级に 出て 行く。) 

用人 御 家老 殿、 心當 りが 出来た のです か. - 

和-: n しかも 女の ねリ 

家老 かれて 殿樣萬 一 の 場合に は， きっとお 供 申し上げた 

いと 云った 女が 居る のです。 

和尙 ふむ、 奇特な。 そして まだ 若い のかね。 

家老 え、 • 若くて すばらしく 美しい 女です よ そ C 爲に 

殿樣 のお 情 を 受け て ゐた 者です。 

和尙 ほほう。 無理 もない。 殿様と 離れて は 一 日 も 牛： きて 

ゐられ ない と 云 ふ 寸法 だな。 

用人 (帳面 1^ 緣る) はは さう です か。 どうりでお 仏？ 金が 

法外に 高い。 

家老 まあ これで 三人 揃って 私 も 安心です。 

人 女の 事 だから 女房 子 はなし、 御 褒美の 一時金 だけで 

事濟 みで せうな，， 〕 私 も 助かる。 

和尙 さう 云ふ緣 故の 深い 女が お供したら、 殿樣も さぞ か 

し御滿 足で あらう。 これ も 生前 慈悲 善根 を 積まれた 酬い 

だ。 有り難い。 南無 阿彌 陀佛。 

(そ、 二 家老の 息子に 伴 はれて 侍女 浪路 がに ひって 來 

る。 非常 LL 色つ ぼい 女。) 
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した こと を- 改めて 許して 上げる。 

和お この 世は假 りの 世界で な、 生者必滅 會者定 離， よろ 

こび も 悲しみ も 一時の 夢 だ) あの世へ 行けば いつでも 殿 

樣に 可愛がって いた^ける-) かねて 其 望みで ゐ たと は、 

若い 女性に 似合 はずよ くも 悟られた。 -—— 見上げた もの 

です。 

家老の 息子 浪路ど のがなん で そんな 馬鹿げた 事 を 云 ふ も 

のです か。 

家老 馬鹿。 默 つて 引つ こんで ゐろ。 —— (浪路 lO 去 

年のお 月見の 晩にお 前が 殿 樣に申 上げた 健 氣な願 ひ を， 

わし ははつ きり 覺 えて ゐる。 それが 叶つ て さぞ 本望で あ 

らう。 なリ il お前 は 女の 事 だ- あちらへ 下って 髮も洗 

ひ 肌 も淸め て ， 心 しづ か に 身支度す るが い >- 。 

和尙 あ 惜しい 器量で -— 殊勝な 事 だ。 南無 阿 1^ 陀佛リ 

家老 (I 很路の 肩スど 後で、) さあもう 泣く に は 及ばない." 

笑って お 側へ 行ける の だ。 こんな 立派な 棺 まで 用意して 

ある。 

I 很路 (無闇 LL 泣いて ゐ たが， 親， 中 上げて) 御 家老 樣、 あ 

た しどう すれば よいので ございま せ う。 

家老 無理 もない、 白？？ -の光 も 見た ことが なから うな。 逆 

手に 持って、 かう やる の だ〕 (手 似で 敎 へろ) 

家老の 息子 あ、、 殘酷 だ。 


^^路 御 家老 様、 何 か 御用で ございま すか。 

家老 うむ、 その、 少し 内密の 話が あってな。 ！ー さて 殿樣 

の 御 他界 は、 申す まで もな く 一  家中の 大 不幸 だが、 われ 

われ 日 お 側に 仕へ る 者の 悲歎 は 御同樣 また 一 しほ だ。 

ことに 有り難い 御 寵愛 を 蒙った 女の 身で は どんなに 悲し 

いかつら いか、 わし はお 前が 氣の 毒で ならない。 

浪路 有り難う 存じます。 わたし は ：… わたし は …… (鎮 

1^ 伏 ろ) 

家老 全く 愁傷に 堪 へない、 ^樣 はことの 外お 前 を 愛して 

居られた" それ はよ く 存じて 25 る J うむ" お前 も 殿樣を 

心からお 慕 ひ 申して ゐた" いや、 よく わかつ てんる。 感 

心な 事 だ。 —— それが 今度の 御 逝去 だ。 お前 は 杖柱 を 失 

つて 身 も 世 もない 思 ひだらう。 わし も それ は 十分 察する 

ぞ U 

浪路 (泣， 1- 崩れろ) 

和-: 1! 南無 阿彌 陀佛， .M 無阿彌 陀佛" 

〔豕老 いよく 明日が 御 葬儀で， もうお 骸 のお 側に ゐられ 

るの も 今夜 限り だ」 あれ 程お lei- ひ 申し上げた 殿樣の 御顔 

も、 もう 見られ なくなったら 情な さが 1 倍 だら う： 本 

當に氣 の 群 * でなら ない。 i それ を 思って いま 和 尙樣に 

御 願して 見たところ だ。 お前 は 女の. ぜ として 不淨 を！^ つ 

て？ S 慮して ゐる だら うが、 差し 岡へ ない。 殿 樣と御 約束 
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南無 1： 彌 陀怫。 (目 V?- 瞑ろ) 

OKi^ に 叫び 出す) 人殺し —— 

(飛. び 出して 身.^ 避ける 。ソ 

これ. どうした C 

あなた こそ， 何 をな さるんで す。 

咽 喉 をつ くに も 作法が ある。 それ を敎 へて ゐる とこ 

ろぢ やない か。 

浪路 緣 起で もない。 あたし 指 は 切る 事が あっても， 咽喉 

になん ぞ用 がありません。 

家老 なに" さて は 殉死に 氣遲れ したな。 主人 をた ばかる 

不埒 者 奴が。 

浪路 あら、 何 か 思 ひ 違 ひして いらっしゃる。 誰が 殉死な 

んて、 馬鹿らし いこと を やる もんです かつ 

家老 去年お 月見の 宴に、 滿座の 中で 云った 言葉 を 忘れた 

のか。 

浪路 ほ > -. あの 事です，， V.- あれ はわた しの 大手 柄 だって、 

殿様から 御 褒美が 下りました よ。 . —皆さんお 酒が ま は 

つ て 大陽氣 のと ころへ、 殿様が 御機嫌で お つし やい まし 

たね。 「あ、 愉快 だ-." こ の 儘 死にた いが 誰が 供に ついて 來 

る」 つて. ころが 誰 1 人と してお 答へ する ものが なく、 

座が 白けて 了 ひました。 御 家老 さま だってお 側に 居た 癖 

に T 御 伴し ます」 つ て 御 返事し なかった ぢ やありません 


か 0 

和- 3: ふむ， いかにもな" 

浪路 御 家中の 人 だけなら い  >- が、 ょそからの御客^：！^^兑 

えて ゐ るで せう。 み すく 殿樣に 恥 を か 、 せ る の が^^ り 

可哀相な ので、 大聲で 「わたし をお つれ 下さい」 と 云つ 

て 上げた のです。 一期 半期の 奉公で も、 、H ^入に 忠義 はつ 

くす ものと 思って、 氣轉を 利かして 上げました。 —— そ 

れ がなん で不将 でせ う。 

家老 本心ではなかった と 云 ふの か。 

浪路 あたし 一人の 命ぢ やな いんです もの， さう 無闇に 死 

ねません わ。 - -1- い \ 人に 聞いて からでな いと。 

老 では、 殿樣を だまして ゐ たの だな。 

0 飛んでも ない。 殿樣 こそ あたし を だまし たんです。 

老 言葉 を愼 め。 不屆き 者。 

路 だって さ うぢゃありません か。 あたしとの 約束 を果 

して 下さらずに • おかくれに なつたん です もの。 

和尙 南無 阿 彌陀佛 。南無 阿彌陀 佛、" 

浪， 路 あたし はい やな 惡侍 にっき 纏 はれた ので、 その ポク 

除け に 御 奉公 に 上つ たんです。 すると 其 日 か ら殿樣 が 無 

理無態 にお ロ說 きな さるで せう。 男が あるの は 承知 だ . 

あとで 立派に 添 はせ て やろ からと おっしゃ るので、 たう 

？ う 御言 葉 に從 つたんで す： ところが 話の 目鼻 もっけず 
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に、 さっさとお なくなりに なつたん です もの、 あたし は 

だまされ たんです。 殿様 は 嘘つきです。 あたし それ を考 

へ ろと， 腹が立つ て 腹が立って、 口惜し 淚が出 るんで す" 

家老 だまれ、 だまれ。 

いえ だまりません。 殿樣は 大^つ きです。 —— ぢゃ 

あお ？ 一言 の 中に、 あたし を 男と 添 はせ て やれと 書いて あ 

ります か。 それ 御 14 なさい" なければ 鳴つ きです。 大嘘 

つきです とも。 

(豕老 (怒 1" ろ) 無禮 者つ 許さん ぞ。 (^15子に) そやつ の 

で ：！ の 根 を 止めろ リ 

子に 逡巡 する。) 

广ー？ £仲 いて) まあ.. あたし を 切 るんで すか。 あたし 

に ：！； の £€咎 が あるんで すつ 御 家老 樣 なら 勝手に 人 を 切つ 

て もい、 んで すか。 ——， た t ね、 一 寸氣 をつ けて 下さい。 

こんなお 多 福 でも 殿様のお 情に ぁづ かった 女です。 いは 

ば卞. 筋ぢ やありません かつ あまり 無茶な 事 はして 貰 ひま 

.r^  、| つ 

(.=^卞.^^ズパ引く。 浪路 わざと 近づく。) 

浪路 若旦那、 さあ 切って 下さい。 あたし あなたの 手に か 

かれば 本 s«i よ。 いつぞや は 々御手 紙 を 下す つて、 本當 

に うれしう ございま したわ。 御 親切 は 忘れません。 殿樣 

が 大の燒 き 手な ので 御 返事が 出せなかった のです よ， 惡 


く 思 はないで 下さいな. - 今日は またとんだ い \ ところへ 

述れ て來 ていた^いて。 ！ これ はきつ と あなたの 御 親 

切からで せう。 御禮を 申します わ。 

家老の 息子 いや 父上の いひつ けで 11 

家老 こらもう い X、 構 ふな。 G 很路 に) 用 はない、 下れ、 

00 さう おっしゃら なくたって、 御 葬儀まで は 義理 だと 

思 つて 居て 上げたん です よ。 嘘つ き や 咽喉 つきが こ はい 

から， もう 一 日 だって 居られません わつ (一人 一 人に わ 

ざ と 丁寧 に〕 永 々 御世 話さ ま になり まし て. 有り難う ぞ 

ん じます つ (やがて W 人の- 3 へ ゆく) あたしの 御給 金 を 

勘定して 下さいな〕 

川 人 支拂は 全部 御 葬儀 あとだ。 

いえ 今いた ビ きたいの。 (帳面 ひったくって 綠ろ) 

さあ これ を 下さ い。 

人 いま- その 現金がない。 

浪路 自分の 金で もない もの を、 けち/ \ しなくて もい > - 

でせ 、つ。 (手早く^5*^開けて 一 包取ろ) これ だけで 澤 

山。 

用人 (目^^^！：黑さぜて) 滅相 もない。 そ、 そんな 大金 を 

い  > -ん だよ， ぉぢ いさん。 特別 手當を どつ さりいた 
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だく わけが あるんだ から。 なんなら 殿樣に 伺つ て 来な、 

奥に お休み だ。 

和-： 1： 無 阿彌陀 怫.^ 

S  (家老 レ， 息子 に) 若旦那， これからい 、人と 町で 煙 

草屋 を 始めます から、 どうぞ 御 ひいきに。 - —— では 御 機 

嫌よう。 (去ろ) 

61 呆氣 LL とられて 数ん 見合す。 ：} 

家老 (ゆ 5 子 ると) 馬鹿。 

用人 驚いた。 あきれた， (箱 視 いて) 困った。 (歎 

和尙 女 は 怖ろ しい 。外面 如菩薩 內心如 夜叉。 うむ。 

(侍 は ひって 來 ろつ：) 

0 御 家老 様， さき 程お 云 ひつけの 通り、 稻葉 監物樣 石山 

He.: 九郞樣 のお 邸へ、， で れん \棺 をお 屆 けして 參 りました。 

家老 大儀だった。 

(侍 去る。) 

家老の 息子 (棺な 叩いて) さあ， また この いれ 物の 心 節 

だ。 

用人 無駄に する の は 惜しい が、 11 この 上百兩 さらって 

行く やうな 玉は眞 平です ぜ 。 

和尙 何に しても 空で は 役に立たない。 

家老の 息子 父上. どこかお 心當 りが ありま せんか。 

家老 もう 思案 も盡 きた。 


用人 いよ/ \ 無駄に なって 了 ふの かな 。上等の 棺 一 筒) 

惜しい 事 だ。 

和 W しかした ど 二人のお 供で は 殿 樣も淋 .,1 から うん $ 

が娠 かだった だけにな。 11 

それ に 御 本家 の 思- ネ ^ もどう か な 。 

家老の 息子 二-こです， そこが 一番の 心配な のです い 

和-: 1： (家老 lO 誰か を 無理に も納？ おさせる わけに 行き ま 

せんか。 先代のお 墓所に は 七 人 もの 殉死 者が 控 へて ゐる。 

それが 今度た つた 二人で は、 兑た 01 がいかに も 淋し く兑 

す ぼらし い。 お 墓 を 飾る だけで も. も 一 人 は 是非とも 欲 

しい Q 

家老 それ は 私 も 望む ところで すが、 世の中 はどう も 思 ふ 

や、 「にならない。 

和尙 SkT 樣 のお 後 を 慕 ふと 云 ふより は、 代々 3^ 顧 を 蒙 つて 

ろる • こ C 御當 家の 咸嚴 のために、 誰か 一 街^して お^ 

しさうな ものです がな。 

家老 さう 云 はれる まで もな く、 私が ni^ 先にお 供した くな 

るので すが、 いかに せん 先 殿様から 懇に 後：^ を 托されて 

ゐ るので， 資任上 捨てたい 命 を 永ら へて ゐ るので す。 心 

苦し さ 御 察し 下さい。 死ぬ よりつら いこと です。 

和尙 ごもっともで リ 

用人 (家老に) でも さき 程 は， やむ を なければ 皴腹. 
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き 切って 棺 をふさいで 見せる と 云 はれまし たな。 

家老 馬鹿な。 わしと して そんな 輕々 しい 口が 利け ると 思 

ふか。 11 (和-: 全く 苦しい 立場です。 0:^5子，^顚 

みて) これ とても 同 機， 私が 萬 一の 時には 赏ぃ 責任 を嗣 

がなければ ならない 身です から， 泣いて 願 ふの を 叱りつ 

けて，； r 死 をと めた わけです 。若い 身 { や； で さ ぞ 無念 だ らう 

と、 それが 不慨 でな りません。 

和-; E いや、 一 々ごもっともで すよ 

家老の も， 5 子 (しき リに考 へて ゐ たが 突然〕 和 尙樣、 罪人 

ではい けません か。 

和-:? お供の 事 か。 罪 入で も 何でも 差し 岡へ ない。 誰か ゐ 

ろか リ 

家老 誰 だ 誰 だ。 

家老の^^子 石 川 主 水です り 

家老 なんだ. あの 亂暴 者の 謀- R 人 か。 ど， 「して， 殉死 どこ 

ろか、 殿様に！？ Hi つた 人間で はない か。 

•: が老の 息子 あれで も， 理非 は辨 へなくても 利害 はわ かる 

でせ う。 磔 になる よりも 切腹の 方が 樂で せう。 どうせ 死 

ぬの は ei;^ の 前にち が ひない か ら、 造 族 を 取り 立 てると 

いふ 條 で も -3 し た ら、 案外う ま く 話が つく か も 知れ ま 

せんよ。 

和- W  (家老 に) 流石 は あなたの 御子 息 だ。 ふむ、 いかに 


も 妙計です.^ いや 流石です。 

家老 (ft- 子に) よし， 此 際の 事 だ、 思 ひ 切って 談判して 

見る. ^人目に つかぬ やうに すぐに、 こ 乂 へ 連れて来い。 

こっそり だぞ。 

家老の 息子 承知し ました， - (去ろ ソ 

和尙 なるほど。 御子 息の 名案に は ほと く感 股 しました。 

用人 しかし 牢內 でばつ さり やった 方が 簡單ぢ や ありませ 

んか。 手数 も か  >ら ず、 それに 第一、 遺族 を どうの かう 

のとい ふ 金 も いらない。 

家老 お前 は 何にも 知らないんだ、 牢 内で 容易く 片付けら 

れる奴 か。 あいつ を 殺す のは磔 にす るか 自分で 死な せ る 

かより 外ない。 大勢で 騒ぎ立て \ 殺したら、 すぐと 世 問 

へ 知れ て夠死 の 化の 皮が 剝れて 了 ふ _  ^ 

和-: i! なろ 程な.^ 

家老 奴が 承知して 切腹 すれば しめた もので、 石 川 主 水 前 

非 を 悔いて 殿に 殉死と • かう 立派に 披露が 出來 ませう- ン 

和尙 いかにも。 

家老 それで 四方八方 うまく 行く の だから、 遺族の 者へ 少 

し はずんで やっても よから う。 御用 人の 方で も その 心得 

でゐて くれ。 

用人 さっきの 女に 百兩 持って行かれ たので、 すっかり 算 

盤の 析がは づれて 了 ひました。 明日の 御 葬儀が 首尾よく 
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出せる かどう かも わかりません。 

家老 さうな つたら お 和 尙樣の 御 袖に 縫る ばかり だ。 御 慈 

悲に御 布施 を まけて いた どけ。 

和-何 はは、 一圃の 御 家老 だけあって、 かう いふ 場合で も 

餘裕 棹々 と 冗談 を 云 はれる- 敬服の 至りです つ 

用人 もう 滅茶苦茶 だ， 燒け糞 だ (箕盤 矢 鳕に彈 く) 

、しにら くつ) 

(石 川 主 水と 家老の 息子が は ひって 來 る。) 

(石 川に 囚人 姿。 魁偉な 體龌。 ) 

(父^の 指 園で- 家老の 息子 は 石 川の 繩ん』 解く。 ま^ 

父親の 出した 大小 石 川に 渡して 差させ る。 みな 默然 

として 5^.1^ する 0) 

家老 (息子に) これ、 茶 を 持て- - さて 石 川 氏— - (石 川 

の 一 睨み に ひるんだ 形) こ、 は 裁判 0 場所で はない。 同 

藩の 侍 同志と してと くと 懇談した いために 御 足勞を 願つ 

たの だ。 そのつ もりで ゆっくり 寛いで 貰 ひたい 「- 

(家老の 息子 茶な 運ぶ。) 

主 水 (顔ん. - 睨みつ けながら 飮み 千す) 毒が は ひって るの 

ぢゃ ある ま いな。 

家老 怪我に も そんな 厭味 をい ふ もの ぢ やない。 お 互 武士 

だ * 虚心坦懐に 事 を 運ばう。 そこで 用件 だが、 貴公 こ X 

で 切腹して くれ。 


主 水 なんだ と。 

家老 この間 中の 贵八ム の 行動 は、 國^ 犯で も あり 謀 反 罪で 

も ある。 あんな 事 を や るから は 死 は 初め ら覺 し て ゐ 

る箬 だ。 もう 裁判 も 確定して 碟に處 する ことにな つて ゐ 

る。 しかし •  r-M. 公 程の 侍 を 三尺 高い 木の，：^ で 泥棒 や 

火つ け 間男な どと 同じ.；^ 態 はさせ たくない。 政^の 改革 

を 企てた の だから， 立派な 愛國 者で はない か。 考へ ると 

いかにも 殘念 だ」 ひと 事と は 思へ ない。 i 武士 は 相 見 

互と いふ 事が ある。 そこで 殿様に 特別の 御 慈悲 を 願って， 

切腹 の 御沙汰 を 賜 は る やうに 取り 計った の だ - 

主 水 大きに 御世 話 だ • 

家老 え。 それで は 貴公、 いや だとで も 云 ふの か。 武士ら 

しい 立派な 死に 方 はしたくない のか。 搭馬で 引き ま はさ 

れて、 田樂 ざしの 槍 料理 を 食 ふの がそれ 程 SV; みか。 あま 

り 物好きが 過ぎる ぢ やない か。 

主 水 うん： その上 野天の 爆し 物にされ たいの だ- 

和尙 南無 阿彌 陀俾。 南無 阿彌 陀俾。 

主 水 あわて 者。 まだ 早い。 ，ii お先走りに、 棺桶まで こ 

しらへ たた t 

家老 掛ね るの も 大抵に したら どう だ」 ひとの 情 はすな ほ 

に 受ける も 0 だ。 11 0 一  切：^ と磔 では、 痛 さから 云つ 

て もお 話に ならない 違 ひだ。 そこ を考 へた だけで も、 有 
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り 難く お受けし てよ からう。 折角の 好意 ぢ やない か。 

主 水 いや だ。 苦し けれ あ 苦し い 程、 馬鹿 殿 を 憎んで やる。 

俺 は 精一杯 苦しんで 死んで 見せる。 あいつの 惡逆 非道が 

いやで も應 でも 天下に 知れ渡る やうに、 大驟ぎ をして 死 

ぬんだ。 こんな 風に， 血 だらけの 目 をむ いて 見せる。 そ 

れ から 牛の やう に^って やる。 う うん。 う うんと。 

家老 もう わかった わかった。 厭な、. り それでい > -,. 別段 無 

理强 ひする ので はない。 たに 武士た る 貴公の 面 n を 思 ひ 

名譽 を赏ん じて、 潔い 死に 方 をす &め たの だ e 磔は あま 

り ^ のい k もの ぢ やない からな。 

主 水 名譽 も楚； も ある も 0 か。 俺の 死 態 を 見たら 第二の 俺 

第三の 俺が， お々 と 飛び出して 來て、 誰か^ 馬鹿 殿 を 殺し 

て ？.1{れ よう。 それで 俺の 怨も 俺の E 的 も はじめて 果 され 

るんだ" 痛い 思 ひ をす るの も あいつ をい つか 痛い目に， 這 

はせ たいから だ。 おとなしく 死んだ 日に は 俺の 命が 無駄 

になる。 

ま老 どうしても 切腹 はい や だと 云 ふの だな C 

、； 上水 いや だと も。 あいつ を 殺す のに 利 目がないから いや 

だ。 さあ 2f. く 殺せ」 さっさと 磔 にしない か C  (怒鳴ろ) 

(和- 3! と (氷老 と 瓶ん 见合 マ。) 

家老 0^ く) 恐れ多い isT たが， 貴公 それ 程までに 殿樣を 

お 怨み 申 上げて ゐる のか。 


主 水 當り前 だ。 野郎 一 人が 目の敵 だ。 畜生、 今に 見ろ、 

俺に 劣らない ひどい 死 態 を させて やる か ら。 

家老 ところが その 殿 樣が赏 はもう おかくれに なった の 

主 水 なに。 ^をつ け。 あの 業突張りが そんなに 易々 死ぬ 

る もの か。 

和尙 いや 全くの こと だし 本 月 五日の 夕方. おいたま しく 

も 御 逝去に なって、 明日が もう 御 葬儀 だ" 南無 阿彌 陀佛。 

主 水 (呢ん で 一 人 一 人の 額 讀み 終り やがて 川 人.^::^ VO 

うん * 貴樣は 正直 さうな 面 をして ゐる。 おや ぢ、 くたば 

つたと 云 ふの は本當 か" (rg む) 隱 さす 云へ。 

用人 (おびえる) 本 當で， 困る のです。 (帳簿.^ ：^くソ 

何から 何まで、 この 通りの 物 入です。 本當 なので 實に闲 

るので す。 

主 水 さう か。 畜^、 先 を 越して 冥土へ 逸げ あがった な。 

どこまでも 續に 障る 野郎 だ。  ふん， それなら それで 

い、 C 

家老 聞かれる 通り だ，^ 當 の殿樣 なき 上 は， 贵公も もう 意 

地 を 張る 必要がない" 思 ひ殘す ことなく 見事に 切腹が 出 

来よう。 贵 公が 國家を 思 ふ 一 念から 事 を 起した の は， わ 

れ われが よく 承知して ゐ るから. そこ は 武士の 情 だ、 遣 

族に 對 する 處置も 決し て掛念 に は 及ばな い y 
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和-何 この 際 この場合 * 愚老 とても そなたの 切腹 は 毀樣へ 

の，； r ；^】 とも 兑 做して- 葬 鱧 供養 を懇 にして 上げよう、 碟 

など x ちがって 速に 俾果が 得られます ぞ。 

主 水 殉死と は 追 ひ 腹 を 切る ことか。 これ あ 大笑 ひだ。 殺 

さう とつけ 狙った 俺が 死んでも、 殉死に なるとい ふの か。 

和- 5： 人間 死に さへ すれば 仇 も 敵 も 一切 平等、 みな 御怫の 

弟子になる の だ。 あの世で は 恩 も怨も 消えて、 法の 友達 

となる。 冇り 難い。 南無 阿 彌陀佛 こ 

主 水 調法な もの だ" だが、 あの 憎い 馬鹿野郎と 道 づれに 

なる の はお 斷り だ。 r うそぶく) 

(和-何と 家老 また 籙1 せ 見合す。) 

家老 (形ん 7 改めて) さて 石 川 氏、 仕方がない、 もうぶ ち 

まけた 話 をす るが、 E1 家の ために 何にも 云 はずに 切腹し 

て くれまい か。 家老 0 職に フ，： る わしから、 贵公を 見かけ 

ての 頼み だが， ！- 

主 水 馬鹿にお だて 上" るぢ やない か C 

家老 いや 全く 心からの 御 願 ひだ。 ！！ かねて 承知の り 

殿 樣は御 本家 C 出な ので、 今度の 御 死去に 就いては ぎり 

ぎりのと ころ 三人， お 死 を 出さなければ、 當家 として 義理 

が 立たない。 さもないと 御 本家が 家中 一 統を 不忠 不信と 

見て 所領 沒收と 来る のが 明か だ。 1 ところが この 棺に 

は ひる 者が 居ない の だ。 お 家の 存亡が この 一人でき まる 


場合に なった？ 

主 水 は- - あわかった。 それで さっきから 無 に 腹 を 切ら 

せたがる の だな。 

家老 貴公が 网 家の 事 を 思 ふなら、 どうか この 隙. 效に命 

を 捨て  >. 貰 ひたい。 戰 場で 功名 手柄 を 立てる よりも 切； 

して くれる 方が 何 倍 も 有難い の だ。 ，—— ： お 族 綠， 鼓に は 十 

分の 手當を 出す から， どうか 切腹 を 承知して 賀 ひたい • 

主 水 親 もなければ 子 もない から、 そ C 心配 は 無用 だが- 

とにかく この 棺 をふさぐ 役 を すれば い  > -ん だな」 

家老 き い て れ るか。 それで こそ 贵公は 本當の 愛國者 だ。 

主 水 うん、 いかにも この 棺 をふさいで やらう。 

S あ X 天晴な 心掛け だ。 南無 ：！： 彌陀 佛，' 南無 阿 彌陀怫 G 

(主 水 立って 刀，^ 抆き、 和-: i:- し 向 ふ。」 

主 水 やい 坊主、 貴樣 死ね" 

C- 和 T 何に 驚愕、， - S  i 佣 とで 口が さけす、 たゾ. ^がく だ け 

でもろ。) 

主 水 た V の 人間なら 俺が 追 腹切って やっても い \ か、 死 

人 は 名代の 馬鹿野郎 だ、 地獄へ 行っても 惡ぃ をし さう 

な 奴 だ。 貴樣 一 緒に 行つ てよ く敎へ て やる が い 、 それ 

にさつ き默っ て 聞いて ゐれ ば、 貴樣大！^-冥土の事が？！^ぽし 

いな 道案内に はもって 來 いだ。 —— 口癖に 念？ ViP へ 

てみ たが、 そ C 功德 がい ま來 たんだ」 ざま あ 見ろ」 
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(一. K 刀で 切り sl^ す。) 

+H 水 (家老に) こいつで 間に合 ふだら う。 offlLLI^.^ か 

ける) 

(取老 (むう W くな つて ゐろ〕 だ、 誰でもよ いの だ。 (息 

子ん Ig みて) あ. - これでお 家も大 磐石 だ vt- んな石 川 氏 

のお 蔭 だぞ。 

用人 あ. - これで 棺が 生きる。 

家老 (は 紙 出し、 息子に) これ 刀の けがれ を淸 めて 來 

い。 これ どうした" 

(家老の ま 子 ははに めから 主 水の面 前で 畏縮して ゐた 

が、 今の 一 太刀で-かおへ 上って 動け ない。) 

家老 (虚勢で) ^"：:^ 氣地 なし、 それでも 武士 か。 しっかり 

しろ 0 

(膝で 歩いて 行って 太刀，^ 拭 はう とする。) 

主 水 序に， ほ も 死ね。 

家老 な、 た、 なに を 云 ふ ：： 

主 水 HiT 鹿. おのお 供 だ。 si こら 地： M 行きの 相棒になる 蒈 

、た。 切^でも して 兑ろ U それとも 一人 ぢゃ 死ねない か。 

ぢゃぁ 俺が 殺して やる。 (立 上る) 

^ス もう 松が な い 

主 水 (家老し gi^ のお 蔭で 俺 も 愛 E1 者に なれたが、 政 

道なん かどうで もよ かったん だぞ。 馬鹿 殿の 奴 俺の 好き 


な 女を橫 取りした から * 憎くて 殺した くな つたんだ。 し 

かし 折角 愛國 者に して 莨った ところ だ。 貴樣を 殺して お 

家 を もっと 大 磐石に してやる" 

(切り下げろ。 もう 正 氣> ^失って ゐろ 家老の 息子，^ 切 

先で つ、 き、 之 も 切り下げる。) 

用人 あつ 二つ だ。 

(主 水 リむ いて 用人へ 行く. リ) 

主 水 おや ぢ、 今度 は 貴 樣の番 だ。 -.— は.^ 腰を拔 かした 

のか。 i いや、 命 を. 取る んぢ やない、 金 を 出せ。 路用 

にす るんだ、 有 金 全部 こ. -へ 出せ。 

(用人 箱 差 出す。 主 水 開けて 見て 下へ 4;^ ける。) 

主 水 馬鹿にするな。 これ だぞ。 (刀 一 か 振り上げろ) 

用人 それで みんなです。 本當 です。 だから 困る のです。 

さっきまで 百兩 包み 一 つ だけ ありまし たが— i 

主 水 百兩 だと。 それ を どうしたつ 

用人 ひどい 奴で 11 女が ふんだ くって 行きました。 

主 水 出 ^！目 を 云 ふと、 許さん ぞリ 

用人 いや 全く， 本當 のこと です。 これまで 奥に ゐた 女で 

す。 この 通り、 ちゃんと 帳面に 書き こんで ある。 (帳簿 

見せろ) 大きく、 一 金百兩 11 

主 水 (突然 叫ぶ、 帳簿 1^ 叩いて) おい、 この 女 はどうし 

た. どこに 居る。 
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外-し 際-レニ 三 の^子が 片寄 V て わる" 

ゆお ffl は 椅子 に掛 にて ゐる。 二 州は疊 に 片足 げ 出し、 

杜 LL 凭れて 安座し \、ゐ る。 11 二人とも 少し 酒-かま は 

つて ゐる ◦ 

二 州 (議 il や V つ ゾ け ズ) あの！： ハ四郎 の 一 件な ど は、 

最も 著しい 例 だからな.」 

糨 S 一  なんだ、 與四郎 とい ふ cir 

二 州 さう だ、 君の 知らない 事だった ね。 ，：— そいつ は 岡 

田 塞 泉の 甥 で 御 書院 番ま で 動めて ゐ たが、 誰知らぬ 者の 

な い 放蕩 無頼の徒 だ。 それが 學問 吟味の 試 驗に應 じる と 

見 上 成鎮で 及第した ぢ やない か . 

§ ふむ。 

一 一 州 S の 席に は 林 祭 酒 はじ め 叔父 の 寒 泉 ま で 立會 つ た 

の だから、 舉 問の 出来映え は 確に ちが ひない。 だから 上 

科に 當 てるの も 無理 はない。 しかし だ。 

精 m, しかし. --i 

二 州 そこまで はい、。 ところが、 規定 通り 上司から 御褒 

の詞 があって 僅か 二三 日立つ と * どう だら う、 何 か不都 

合 を 仕出来し たこと が ばれ て、 早速 の 小齊請 入り ぢ やな 

いか。 ー,— 聖堂の 儒お が 秀才の 折紙 をつ けた 者が こんな 

有樣で は - 舉問 吟味 も 徒に 世上の 物 笑 ひに な る ばかり だ。 


仲秋 明月 


(六十 五位) 

(五 十 位) 

(五十 五位) 

(十 八 九) 

時 

寛 政の 末、 ある 年の 八 n; 十五夜。 雨後 

； 1^ 戶駿 河^、 栗 山の 邸 

舞 臺 

11 庭に 面しれ お 11。 廻リ緣 が. ^に 主人め 替资 左-卜 勝 

手の 方へ と？^ じて ゐ る。 ite に は 竹の 饥林か あり、 芭花 〔- 

二三 株。 池の I 部が 前 LL 見える。 

都 iSi! は 中央 Li 釣られた 一 つの 蘭^に 依って &; ら され 

ろ。 その 下に 洒^ > 小 盛った 支那 風の 卓- ま はりに 椅 

子 三つ。 正 而が衆 山の 左右が 二 州 情 a- の 席に なって ゐ 


n 明 秋 仲  'つ f)  了 


S でも止むを？.^まぃ。 S$J- 問藝 術が すぐれて ゐ たら 上 科 

に ぬんだ つて： 

二 州 いや、 止むを^^^ーぃでは濟まされなぃ。 平日の 行 ひ 

が 宜しから す、 人 0 指彈 をう ける やうな 人物が、 儒 {GC 推 

舉 によって 御 賞 賜に ぁづ がると いふので は、 明德を 明 

に すべ き學問 0 權咸が 疑 はれる ことになる ん. た C 

管 しかし 試驗 0 答案 を 吟味す る 儒せ は- た r そ C 出來 

映え を 評 i!^ する より 外 仕方がな いぢ やない か。 その上に 

素行 の Ifs^J 糸 ま で する の は， もう 學問 の 範圍外 に 屬す る 事 

だ 0 

二 州 その 通り だ。 だから、 さっきから こ C 制度が 惡 いと 

云って ゐ るの だ。 

精 里 それ とても、 勸學の ©1 曰から すれば， 一 の，ぉ 、法た る 

を 失 はない さ。 すでに この 春に は 二百 四十 九 人 ほ ど の 應 

試 者 を たとい ふだら う。 11 昨 曰まで 淨瑠璃 三昧 線の 

鄭聲 に 心 耳 を 1:-， 」 し た 輩 ま で が . ； 聖賢 C 敎 に 志し て 講！！ 

辩書を 事と する C も 偏に この 制度のお 蔭 だら う.、 

二 州 それが 第一 面白くな いんだ。 君 だって， その 二百 四 

十九 人 を 本 當に賴 母し ぃ好學 Q 士とは 思 ふまい (_  等 は 

單に嚴 命に 依って 心ならず も經 書を繙 くに 過ぎな い の 

だ。 學問を かろし め、 た V 立身出世の 踏 豪 だと 考 へる 輩 

なんだ。 (睨む) 


mm そんなに 愤慨 しなくて もい > -ぢ やない か。 勿論 彼等 

は、 皆が ifj^ 問 執心の 者と は 云へ ない。 しかし 嘘に も聖 

賢の 敎 へに 親しむ C は褒 むべき ぢ やない か。 敢 て悅ん で 

い  > -箬ぢ やない か C 

二 州 いや 違 ふ。 勸 院 c^ilffi 求 を 囀る と 云 ふ" 君 は-て 

の 喧し い 囀り を 聞 い て、 學 徒が 殖えた 問が 盛大に な つ 

たと よろこぶ ことが 出來 ろか： 11 雀 は 羅竟崔 だ- あま 

り 騒ぐ と 反 つ て眞 0 舉徒 の 妨げ に な る ば か り だ 〕 

精 里 それ は あまり；； S 端な 議論 だ- 勸 の、 王^ は 何も 洧 

を 作る だけ C 事で も ある ま い 0 萬 人 を sni 敎に 薰染せ し め 

て、 修母整 家の 貨 を舉げ させる ためだら う C 經齊に 親し 

ん で を の 感化がない とい ふ 法 は な い か ら 、應試 C ための 

勉學 だって 決して 無益 ぢ やない。 

二 州 手段の ために 書册を 手に したと ころで、 なんで. せに 

つくも C か。 しんから 求め 者で なければ、 いくら 講 S 

0  口 眞似を しても それ は. 0 ネ；^ り IS 然だ C ことに！： 出 

與四郞 の やうな 不 ST か 上 科に 當 てられる や う な 制度 

は、 むしろ 學問 振興に IT か ある。 

m 里 で は どう すれば い、 と 云 ふの だ 

二 州 試學の 投を嚴 重に せずに、 普段 0 修藻を 某： にして、 

一 m の 風姿 篤行 嗜學 の 程 を檢定 し て赏賜 を 行 ふこと にす 

るの だ。 さもな く て鸚鶴 0 やうな ：！ 先の 才子が 御褒詞 に 
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ぁづ かるので は、 衆人 一 般が上 を 護り 學問 を： il ん ずる や 

うになる にき まって ゐる。 

精 里 それ は 理に ちが ひない が * さて 多 人 數に之 を 施す 

こと は、 云 ふべ くして K 土 難な 事 だら うな。 

二 州 それ を 押して g 仃 しなければ 斷 じて 露 0 學問 振興 は 

來 されない。 舉 問と 人間 を 別物と 考 へる ことから すべ て 

の 問へ ひが 起 るんだ。 m+ 問 は 身 を 修飾す る 衣冠 束帶 では 

ない。 血 だ、 肉 だ、 人間 そのもの だ。 (胸，^ 叩く) . —— 

それが 道具と 視られ 手段と して 玩 ばれる の は 許す ベから 

ざる ことで はない か。 今日の 制度 を 改め ざろ 限り 遂に 其 

弊が 救 はれない 11 

(^一 t5"v^iw さつけ、 あわて、 立って 席-. 11^ ろ ひど 

い 跛で あろつ) 

(1^.5 がに ひつ て來る 0J 

•1^5 どうも 失 鱧。 (席に 就く) 何 か 激越の 口調で 鬪 論の 

i だった が、 論 は；！、 酒 は； ir 杯 を 怠られて は 困る。 

どうです 中 菊の 銘酒 は。" 

全く 陶然と い. -氣 持に なって ゐ ます。 李 白 一斗 詩 百 

簾 11 詩宗の 嗜ん だと ii: じ 芳醇 を 口にして ゐ ると、 自ら 

詩興の 湧き出 づ るの を 覺 えます： 

二 州 これで 月 さへ 出て 來れ \ は， 素晴らしい 絕唱が 出来 

上り さう だが ：… 。 とにかく 酒の 點 だけで は 詩仙に 負け 


ない つもりで、 さっきから 大いにつ とめて ゐる ところで 

すよ J よよ 0 

栗 山 ！ 山城の 薄 酒 飲む に堪 へす。 君に 勸む且 吸へ 杯 中 

の 月" 洞簫聲 は斷ゅ 月明の 中。 唯 恐る 月 落ち 酒杯の 窣； し 

きを ：… 。 同じく 杯を擧 げろに も， 月と 共に しないと ど 

う も 快くない。 i しかし これ も 是非の ない 事 だ、 我慢 

し て 酒 だけ は 十分 や つ て くれ 給 へ 。 

00 中秋 萬 里 晴陰を 1^ じ、 11 - —今夜の 雨 は 天下 幾 萬の 

詩 客 を 歎 かしめ るか も 知れません ね。 たに 僕 等 は、 特別 

の御趙 向に 依って、 中華の 酒に 醉ひ 中華に 遊ぶ 思 ひの 出 

來 るの を 至； i とします。 

二 州 全く だ。 僕 はさつ きから この 蘭燈を 仰ぎ 椅子に 倚つ 

てゐ ると. いくらでもい X 詩が 書け る やうな 氣 がして な 

ら いつ かう いふ 坐活氣 分がない から、 本朝の 詩文 は 所 

詮彼 土に 劣 るんだ ね。 11 悠然と に對 して 杯 を 街んで 

ゐ ると、 李杜蘇 白の 心境 を わが 物と して 感じ 得ます ね。 

栗 山 もっとも のこと だ。 かうな ると かって 僧 員 月 C 說ぃ 

た、 吳の 泰伯を 皇祖と する 史論に 心から 共鳴せ ざる を 得 

なくなる。 われく が 中華の 書 を 讚み 中華の 思： 恕に 接し 

てゐ ると、 どうし て も 同じ 種 同じ 裔 0 人間 だと 斷定 した 

くなる。 

二 州 さう です とも、 それでなかったら、 萬 里 を 隔る彼 土 
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の 文字が、 かほ どま で 僕 # の 胸 を 打 つ 答が な い 。 どう だ ， 

古賀 君。 

精 里 僕 もさう 思 ふ-〕 本朝 開 關以來 東方の 君子 國 として 淳 

風 良俗 を 保ち 得た の は、 單に 天佑 だな ど  > -片づ けられ ま 

いつ 古来 有 道の 國 たる 中華の 裔が 渡来した 爲と 見て， は 

じめ て 源 因が わかる とい ふ もの だ。 僕 はこの 椅子に 倚つ 

て^ 目 すれば， 遠い 遠い 祖先の 姿が、 髮髴 として 幻に 描 

き 出される …… 0 

栗 山 (額 く) それにつ けても、 われ/ \ は 一日 も 早く 學 

問 を攛め 文化 を 逸 めて、 不肖の 兒 孫た らぬ やうに しなけ 

れば ならない。 ，-| その 根據は 昌平 坂 學問所 だ。 兩 君と 

も 述齋祭 一 S と 協力し て、 この 覺 悟の 下に 學政 を處理 され 

ん事を 希望し ますよ。 

精 里 それ はもう、 あなたが 侍講に 進まれてから は， 僕 等 

も寢食 を 忘れて 微力の 程を盡 して ゐ ます。 實は今 も 今と 

て • 尾 藤 君と 舉問 吟味 の ， J とで 爭論を し て ゐた ところで 

 0 

Mn^ ュ<-ま>っ〕 

精 里 尾 藤 君 は 現在 0 試學 制度 は 反って 學問 振與を 毒す る 

も の だと いふの です。 ^間 を 手段と し て 玩び效 利 的 に 之 

に對 する 弊が 生ずる。 應 試の 者の 勉學 など は、 蒙 求 を 囀 

る勸學 院の崔 に過ぎないので、 眞の學 徒の 煩 ひ をな す も 


の だと- i 

栗 山 うん、 大分 傲 "践 的な 意兒で -1— 理想家た る^に 適し 

ぃ意兑 だ.； ， に 

二 州 僕 は 理想家 かも 知れません。 しかし 今の やうな 考試 

に 依つ て 褒貶 を附 する 時 は • 徒に： It 々たる 小才 子 を 幸す 

るに 終ります。 年來齊 籍も手 馴れ 心 ざま も廢 直で、 常に 

文武の 道に いそしみ 勤 仕に 値する やうな もの は， 自ら 一 

家の 見 を 具へ 怠 間に 迷 ふ 所あって、 必ずしも 講師の 評に 

當る と は； K へません〕 さ う い ふ 篤行 の 士 が 下等 になって， 

下らな い 人間が 上 科に 選ばれたら、 それらの 日常 を 知つ 

て ゐる卷 はどう 思 ひ ま せう. - 學問を 投機の やうな も の と 

賤 しみます。 

栗 山 成程、 一 理 ある 言 だ) ふむ。 

二 州 今の 制度で は， どうしたって 舉問 が^と 離れた もの 

に 扱 はれて ゐ ます。 しかし これ は 間違び だ。 身に ならな 

いもの は眞の 舉問ぢ やない。 考！！ は 吟味 は須く 人間 全體を 

見なければ ならない。 

Mm その 主意に 異存 はない。 しかし 學問 吟味が よし 半面 

の眞 だけ を鬧 明しても、 之 を 無^の 築と は 云へ ま いぢ や 

ないか。 

二 州 (きっと-;:? つて) 君に も 似合 はない 設を 吐く。 君 は 

僕の やうな 船 夫の 子と ちがって • 幼に して 武藝も 習 ひ 射 
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御 槍術に も 長 じた 身 だ。 その 武藝の 免許 はどうい ふ 人間 

に與 へられる。 

MM   。 

二 州 師 たる^ はよ くく  =1^- 子の 性行 を 見き はめ、 たと ひ 

業 だけ は 名人 上手の に 達しても 心 だて 人柄の よからぬ 

者に は 免許 は 許すまい。 どう だ、 さ うだらう。 徒に 膂カ 

を恃む や、 r な 暴漢に 一流の 免許 を ゆるしたら、 どんなに 

^^上を|.:$するかゎからな ぃからだ。 志 ある 鞏も そんな 奴 

と 同じ 門に 學 ぶこと を 潔しとしない だら う 3  學問吟 

味 も これと同じ ぢ やない か。 

.^,N  -^w  おの 言葉 を 開いて わし は 感慨に 堪へ 

ない ものが ある。 11 學問 吟味 も、 すでに 弊害 を 云々 せ 

らる >- までに 盛大に なった かと 思 ふと、 わし は 全く うれ 

し淚が こ ほれろ 位 だ。 ！—— しかし いかにも 餘弊も あちう 

な、 ことに 君の 如き 學ぉ 肌の 人から 見る と。 

二 州 趣 意を惡 いとい ふの ぢ やありません。 考試を 筆紙の 

にだけ に 止めな い 、 も つ と 寛大で 變通 自在な 規約が 必要 

だとい ふので す。 I ^〈黌 が 求學の 十； を 築めずに、 官吏 登用 

の機關 になる やうな 風潮 を來 すの を遣憾 とする のです。 

架 山 それ もな、 さう する まで は 中々 大變 だった よ。 學問 

研究 は どこまでも 大切 だが、 その 研究 を 盛大なら しめる 

便お を 作る こと もまた 大切に ちが ひない からな。 


精 里 それ を 思って、 今日 昌平 黌の大 を 致した あなた- 2 功 

續と 苦心と に は • 心からの 感謝 を 捧げずに は ゐられ ま せ 

ん 0 

栗 山 いや， すべて は 學問藝 術に 傾投 せられた 定信 公のお 

蔭 だ.、」 昌平 黌も 年々 規模 を 滑し • 典籍 備は， リ兩君 はじめ 

世の 頃 3& を 儒官に 迎 へて， 學問 研究の 根元たら しめる た 

めに は， わし とても 一 通りで ない 苦勞 もして 来たつ もり 

だ。 、 J れは學 問 究 によき 便宜 を 作りた いとい ふ 微炎か 

ら だり 

精 里 程 朱の 學を 正學と 立て、 自餘の 異端 邪道の 學 波に 一 

大 痛棒 を 下した お の 英斷 も、 みな あなた の 方寸 か ら 出た 

ことで せ、 r  ^ 正學 攻究の ために、 一 i 棘を拓 いて 坦々 たる 

大道 を 開か れた こと は、 後世 に 殘る 大恩 澤と 思 ひ ま す。 

栗 山 過褒 敢て 當ら ない が、 菲才 も 顧みず 正學の 源泉た る 

昌平 黌の 隆盛の 事に は 出来る 丈の カを盡 した。 學問 吟味 

もお よそ その 一 法と して 役立って ゐ ると 思 はれる が 11 

綺军； さう です とも、 これ あるが 爲に學 問 所 は 九 鼎 大呂ょ 

り も S く 世に 見られて ゐ ます。 

二 州 僕 は、 皮相な 學 徒が 雲集す るよりも、 一 人の 誠の 好 

學の士 を 求めたい のです。 

栗 山 はは は。 君ら しい 正直な 潔癖 だ〕 しかし 何も 俄勉強 

の 輩 を 毛^ ひしなくて もい. >。 だまって ゐ たら 放蕩に. せ 
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を 持 崩し さうな 者 共 も、 殊勝に 經書 を講讀 してる る。 其 

樣 はむしろ 可憐 ぢ やない か。 

二 州 僕 は、 その 浮薄な 氣 風が 眞摯な 學徒を 毒す るの を惧 

れ るので す。 

.5;- 山 いや 大丈夫 だよ 君。 中華に 科擧の 制が 布 かれて 幾 百 

年になる。 學問 吟味と 同じ 餘 弊が 坐れ てるる にち が ひな 

い。 ！_ ところが 鴻儒 Jsis を 推して 镇々 輩出して ゐる 

ではない か，、 

精 ffi ふむ。 あなたの 云 ふ 通り、 中華の 例が 一 番確 だ- 科 

擧の制 あるが ためにい よ ノ\國 民が 聖敎 を學 ぶから、 學 

問藝 術が 日進月歩して 極まる 所 を 知らな いの だ。 

山 尾 藤 君、 玉石 同 架、 なんでも 學 問させる に 限る。 玉 

は 自ら 磨いて 後日 燥然 たる 光 を 放つ にち が ひない。 11 

要はた ビ 彼等に 道 を 開いて やる こと だ。 来る 者 は 担 まな 

いどころ か >  ひろく 衆人 を迎へ て 講述を 聞かせる 必要が 

ある。 さもないと、 玉 を 逸して とんでもない 異學の 磨き 

を かけられる からな。 はは。 

精 里 江戸で も 下町 派の 五 鬼が、 1^ をと いで 控 へて ゐるか 

栗 山 わし は考 へる。 官のカ を 借りて^ もい. 1 から、 門扉 

は 出来るだけ ぐっと.： g く！！ く。 文字 を讀む ほどの もの は 

すべて こ、 に 包容して 了 ふ G だ。 學問 所の 門 をく^る 者 


は， 誰でも 彼で も 程朵 0 學を學 んで歸 るの だから、 それ 

だけで も 冗學 0 勝利 だっそして 中には； 凡と 共に 玉 も 潜ん 

で 、 必ず わが 學派 のお を 擧 ぐ る 者 も 出て 來 る 0 だ リ 

精 S.; もう それが、 ^々として 行 はれて ゐ ろから 愉快 だリ 

栗 山 上に は 名君あって 舉問藝 術に^い 理解 を 持 たれ， 廳 

に 上る はすべ て 昌平 黌で性 理の學 を舉ん だ^と なれば- 

十 年；. C 年の 後異學 を 一 掃す る こと も 難く はないだ らう。 

諸藩招次ぃで宋學に^^する->飽くのは.|;^に本懐 の 至 り 

だ。 (間) はじめて 學問 吟味 を 行った 時， 考 試に ir した 

者が 鎖 か 十四 人だった こと を 思 ふと、 わし は 今昔の 感に 

堪 へない。 今曰黌 の 盛んな こと はどう だ III 

二 州 0^.^^げて) 僕が 褊 を 固執した の は 至らな かつ 

た。 ^^く自分で恥ぢます。 正學 振興の 大^の ために は、 

いか にも 淸獨 併せ 吞む 底の 覺 悟が 必要 だ つ た" 片輪^の 

一 微を こ、 で 押し通す 場合ではなかった …… 。 

§ なんだ： fii 君、 改まって。 

栗 山 いや、 年寄りの 愚痴が 出て つい Ml 苦しい 話に なった。 

—— 今夜 は 詩 <p ピ戰 はす.！ Hn だった。 さ， 改めて 杯 を S ャ 

げ 給へ。 

二 州 いや 僕、 J そ 小 理窟 を 云 ひ 出し て 折 iw: の ii5 與を 妨げ て 

濟 まなかった。 さき 程の 惡詩 二三、 みんな 物に なら 

ん。 これで は 酒で お 相手す るより 外 はない。 
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0M 中秋 無月で やつば り 詩興が 湧き 惡ぃ。 どうしても あ 

るべき 所に 物がない と {ゃ英 たる 感じ だね。 

詩人 は 想像の 馬 を 十 里の 先に 驛れ ばい \。 

二 州 それで は、 僕の やうな 凡才 は 資感が 出せない から 馱 

目です よ。 今夜 は 月 を 失 ふと 共に 詩 を 失った とい ふわけ 

です。 

S しかし この 銘 II に醉 ひ、 蘭 燈の下 宛ら 中華に あるの 

ひ を て 1^、 快 この 上ない。 おもて な し fK ふ く 御禮を 申 し 

ます。 

栗 山 はは は" 長 崎の 知り 人から これらの 道具 を 贈られた 

ので • 兒戯に 等しい 趣向 をして 諸兄 をお 招きした が、 生 

, 憎の 雨で …… 。 幸 ひ 聖堂 內の 聖者と 雉 橋畔の 賢哲の 參會 

を 得て 足 至極 だが、 この 上 はどう か 老酒の 壺を 傾けて 

くれ 給へ 0 

二 州 その 老酒と 聞いて、 は 跛 を 引いて 馳 せっけました 

ょリ 勿論 十分 頂戴し ます. - 

望 はは は。 {na 舍で 塾生に 園 まれて ゐて はさ； て 肩が こる 

こと だら う。 --— 流石に 中華の 詩仙の 飲む 酒 だ • 一杯 ご 

とに 一 詩 を誦吟 する やうに 佳味 を 新たに する。 

栗 山 中華の 風に^ ふと 云っても、 何の 珍羞 もない。 た r 

酒 だけ だ。 ゆっくり 杯 を 重ね 給へ。 —— 老酒の 壺は 中々 

大きい から、 まだ- WH,^ に盡 きる やうな 事が あるまい。 


二 州 (間) な ぁ古賀 君。 大阪 では 春 水と 三人で よく 飮み 

よく 談 じたな。 いまこの 席に 四 人で この 卓 を 園んだら さ 

ぞ倫快 だら うな。 

栗 山 それ あわし も 同感 だ。 11 ところで 尾 j^. 君、 彼の 息 

子の 襄は どうして ゐ るな。 なかく の #馨 兒で、 頼 家 後 

ありと 云 ふべ しだな。 

二 州 困った ことに は 何分 病弱で、 今歸 國 して 靜薆 中です 

が、 これに は 春 水 も 胸 を 痛めて 居ります。 

栗 山 才子 多病の 譬 に拽れ ない のかな、 氣の 毒な。 (突然 

立ち上って) 度々 中座して 濟 まない が、 一 寸失禮 J 

精 里 御 多用のと ころ、 どうか 御隨 意に。 

(栗 山の 去ろ の 待ち かれて、 精 里む 立って よろめき 

乍ら 緣则の 方へ 來て 坐る。 ニ州は椅子から、仁リ^1丁  _/ 

ゐざリ 寄ろ。) 

二 州 どうした。 

精 里 いや どうに も 溜らん。 ひとの 足 だか 自分の 足， だか わ 

から なくなった。 

二 州 痛い のか" しびれが 切れた のか。 

精 里 さあ 何と 云って い  >- か。 11 とにかく 血が 下って 重 

苦しくて 溜らない。 君 はどう だ〕 

二 州 僕 か、 僕 は 椅+へ 掛ける とから いけな いんだ。 こと 

に惡ぃ 方の 胸と 來 たら、 づきん づきん 痛み 出す とい ふ始 
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末 だ。 

精 S どうも この 椅子と いふ もの は 難物 だ。 聖賢の 像 を 見 

ると、 みな 泰然と 腰かけて ゐ るが 1— 僕 は 閉口 だ。 とに 

かく 主人の ゐ ない 間 だけで も 一 休みしょう。 

二 州 僕 はさつ きから 二度 程 休みに 降りた。 自分に は足疾 

が あるせ ゐ かと 思ったら …； 君 もやつ ばり さう か。 

精 里 脚から 股. • 腰の あたりまで すっかり 感 K が なくなつ 

た。 酒 を飮ん でも 十分 醉 がま はらない。 

二 州 僕 等 はいかに 中華 を 慕っても， うかつに 彼 土に 行け 

ない ねし 

精 里 全く だ。 これで は 命が けだ。 

(眞鎮 で 雨脚， か 延ばし， せっせと 揉んで ゐる。 人の 氣 

配でもゎて、席へ\2^らぅと立ちかけろと：るへ、 美し 

い 小間使 が洒 瓶 1^ 捧げ て は ひって 來ろ 。) 

(意外の 有棕に 立ち 域む の 1^ 見て、 二 州 も 精 里 も 思 は 

す 顧み て 大聲に 笑 ひ出す。) 

二 州 はは はは C  ,11 おい 古賀 君、 不. 取敢 このま-" で 一杯 

やら うぢ やない か。 

精 里 さう だ 。樂々 ぐっと やらう。 (小間使に) 甚だ 勝手 

だが， こ .1 で 一杯つ いで くれ 給へ。 

二 州 も 少し 飮ん で、 足を醉 はして 了 はない と 苦しくて た 

まらない。 


(小間使 は 酌. ^マろ。 二人 は數次 杯，^^:: る。) 

精 里 あ >- うまい-」 はじめて 酒 0 味が わかった」 (小 問 使 

に) や、 もう 有り難う レ 

二 州 有り難う。 酒 はこ >- へ 置いて K はう。 

(小間使 去る。 二 州 は つと 小間使の 姿-^ 見送る。) 

精 里 さっきから 僕 もさう 思った が、 なかく い > -娘ぢ や 

ないか。 

州 うん。  . 

里 古愚軒に斯の美色を藏す、 大に珍^a^すべきだね。 

州 うん。 

里 どうしたんだ。 妙に ほんやり して 11 

州 うん。 (間) 資は 久太郞 のこと を 思 ひ 出した ので 

な。 11- 春 水の 子 G 襄だ。 

里 病氣 でも 惡ぃ のか。 

州 さ うぢ やない が .一 た^の 病氣 ではない の だ。 

里 た r の病氣 でない と は。 

州 素行の 修まらない 11 いは^ 遊蕩 病 だ y 

里 あの 謹嚴 無比な 春 水の 子が、 さう かねえ。 

州 江戸 を 去る やうに なった の も、 その 方の 間違 ひが あ 

つたから だ。 

精 里 ふむ。 

二 州 現在の 叔父た る 僕の 邸に ゐる 間に、 小 問 使と して 働 
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いて ゐる预 り 娘と 通じた の だ。 僕が 譴責す ると 恥 ぢて邸 

を 出奔した が、 それから 學菜も 成就せ すに 歸國 して 了つ 

た。 —— その 娘と いふの が、 今の 小間使に 面 立が よく 似 

て ゐるリ II つい ほんやり 久太郎 のこと を考 へて ゐ たん 

だ 0 

粘 m さう か。 

二 州 春 水からの 消息に 依れば、 歸郷 しても その 病癖が 癒 

らず 一 家 心痛の となって ゐる樣 子 だ。 靑春 客氣の 一 時 

のおなら い  が、 それが 病疾で  一 tin 女色に 溺れる やうで 

は 、 あれ 程 の才を 抱いても 遂に 世に立つ こと が 出來ま い 

と W 心って …； 0 

精 里 先 の 言が ある。 11 皓齒蛾 眉、 命じて 伐 性 之 斧と 

曰 ふレ 

二 州 それ だ。 

(しさ リに杯 望 わる 0) 

二 州 11 久太郞 も、 囘 想して 美しい と mT ふやうな 戀愛を 

するなら. j^li だが …； 徒に 愁 情に 麼 して ゐ るの だから 末 

が 案じられる J 

^ai いや、 いづれ にしても 色情 は 君子の 慎むべき もの だ。 

二 州 色情 11 それ はさう だ。 が 僕 は 男女 相思の 至情 はか 

なり；^ いもの だと W ケ ふよ。 純潔な 戀愛は 決し て 心 を. ii ふ 

もの ぢ やない。 反って 惰弱から * 卑屈から、 自棄から、 


放肆から 人 を 救 ふ もの だと 思 ふよ。 

精 里 これ は 意外 だ。 琉 水子から 戀愛 讚美の 說を 聞かう と 

は 思はなかった。 

二 州 しかし これ は 机上の {1^- 論ぢ やない。 僕の 體驗 がさう 

敎 へる のだリ 

S 怪しからん、 君 は 身に 覺ぇが あると 云 ふの か。 

二 州 ある。 

綺里 これ ゃ閱 捨てに ならん。 相手 は 誰 だ、 云 ひ 給へ。 

二 州 はは、 今の 事ぢ やない。 さう いきむな。 

精 里 昔で も 構 はない。 どこの 誰だリ 

二 州 …… 久太郞 のこと で 思 ひ 出す が …… 僕の 戀人は 11 

戀人 であると 共に 恩人 だな。 

精 組 何でもい \、 早く 話して くれ。 . 

二 州 …； しかしもう 此 世に ゐ ないか も 知れない な 僕 

より 三つ 年上 だから。  . 

精 里 ぢゃ あそろ く 還 隱だ。 ふむ、 面白い" 

二 州 何 をい ふ。 その 頃 は 娘 だ • やさし い^だ。 情の 深い 

隱の 表情. うるんだ やうな なつかしい 聲音 —— 僕 はいつ 

まで も覺ぇ てみ る。 

^里 どこの 者 だ ——— 大阪 か。 

二 州 いや 鄕里 だ。 伊豫の 漁村の 娘 だ。 i 僕が どうして 

生れ もっかぬ 片輪に なった か、 それ は 話した ね。 跛に な 
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つたこと が 進學の 動機に なった こと も 話した ね。 11 僕 

の戀 人と いふの は、 五つの 僕 を おんぶし たま &崖か ら落 

ちた、 隣り の 娘 だ。 お しづ だ。 

00 鄉 里に ゐた 時の 事 か —1 大分 古い 話 だな。 

二 州 うん， だが 僕 は 生涯 あの 當 時の 事 を 忘れまい。 やが 

てお 1- 畠の 儒者 捨場に 骨 を 埋める 曰が 来る まで、 美し い 

お しづの 面影が 僕の 心に 樂 しい 思 ひ 出と なって 殘る だら 

う。 —— お しづ は 片輪に なった 僕 を 身 を 捧げて 慰めて く 

れた。 はじめは あやまちの 償 ひ をす るつ もりだった らう 

が、 それが 後で 戀に變 つた …… 。 二人とも 年頃に なって 

ゐ たからな 0 

精 里 うむ。 

二 州 僕 は、 自分が いつまでも 不幸で ゐて やさしい 戀 人の 

心 を 傷まし めたくなかった。 お しづの 顏に 明る いよろ こ 

び を 達る ために、 どうにかして 一 人前の 人間に ならう と 

考 へた。 その 一念で 勉強に 精出した ので、 大阪へ 出られ 

るまでに なった。 學 問で 身 を 立てる 道が ひらけた の だ。 

00 大 K での 勉強ぶ りだつて、 儕輩が みな 驚く ほど だつ 

たぢ やない か。 

二 州 … … それ か らは 諸兄の 鞭撻 を 得 て 今日 に 及んだ が， 

古賀 君、 四國 の舟乘 りの 息子 が 學問所 の 儒官 に な れ よう 

と は 思はなかった- まるで 夢の やう だ。 —— 僕 は 一 つの 


業績、 を 成就す る 毎に、 昔の 戀 人に 對 して 感謝の念 を 新に 

した。 I もしお しづが 跛に して くれなかったら、 僕 は 

父 築を嗣 い で 蹯揖を 手 にして ゐ たらう。 更にお しづとの 

戀 愛がなかったら 海濱の 一村 ii で 終った にち が ひない— 

精 里 なる 程な。 戀愛 もなかく 馬鹿に ならない。 

二 州 馬鹿になら ないど ころ か、 有り難い。 

霊 なる 程 >  さう 聞けば 有り難い。 

二 州 有り難い とも。 おし づは戀 人で も あり 恩人で も ある。 

僕の 墨-問の 守護神 だ。 

精 里 僕 等 友人に とっても 同時に 恩 入 だ。 11 さあ、 おし 

づ のために 杯 を擧げ よう。 

二 州 …… なみの 體ぢ やな いぢ やけに、 よう 氣を つけて な。 

11 大阪へ 立つ 時の わかれの 言葉が 、 いつま で も 耳， ハ水 に 

殘 つて ゐる。 それぎ りで 逢 はない が …； 。 なみの ST ちゃ 

な いぢ やけに …… 

精 Si それから 一 度 も 逢 はない のか。 うむ。 さう か。 

(栗 山が は ひって 來 る。) 

栗 山 はは。 雨 君と もどう した。 さあ 席に ナ はり！^ 2 へ。 —— 

度々 中座して どうも 相濟 まん リ 

(二 州と 精 里 は 額.^ 見合. 0 ろ。) 

耩里 いや、 誠に 勝手です が、 こちらで 結構です が …… 

ISc 、山 いや、 雨 君の ために 設けた 席 だ。 遠慮なく 掛け 給へ。 
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(小間使が 出て 來 ろ。) 

栗 山 酒 を こ \ へ 持って来い。 さあ 兩 君. 飮み 直し だ。 こ 

こで はい X 氣 持に 飮 める。 

00 酒 あり 月 あり 而 して 美女 あり、 豈 一詩な かるべ けん 

や だ。 

二 州 とにかく 無 禮講が 酒が 一 チ はうまい。 どうも あれに は 

閉口だった。 椅子 を 見た だけで も 足が 重苦しくなる。 

栗 山 君達 もよ つぼ ど 懲りた と兑 えるな。 この 良夜に 澄 は 

反って 目 ざ はりだ。 (小 問 使！.. 0 蘭燈を 消せ。 

(燈 火が 消えて、 三人の すがたが 月光に あら ひ 出され 

る。) 

精 里 さつ き 座敷 の 椅子に 嚴 しく 掛けて ゐた 三人 は， 栗 山、 

二 州、 精 里 だが， かう して あぐらで 飮 んでゐ るの を 見る 

と. 彥輔、 in ベ 佐、 彌 助です な。 

栗 山 はは、 面白い。 (月.^ 指す) その 三助に いまこの、 王 

賓を 得た " これで 今夜の 燕飮は 誠 に 畫龍 點 暗と 云 ふ ベ き 

だ。 

精 Si  11 寛 政の 三助と いはれ る 者が 偶々 三人 會 して 杯 を 

擧 ぐる • また 一 奇 とすべ しです。 

栗 山 われく も 问 志 彌助を 江戸に 迎へ てはじめて 三 揃 

つたが、 この 三助が 手 を携へ て正學 のために 氣を ， id くの 

だから、 本 ifM この 上な しだ。 殊更に 酒が うまい。 


わ しもゆつ くりお 相手す る。 

山 どうした。 

州 はは は、 は. 二人とも. 椅子に 腰かけて しびれ を 

切らした ので 11 

山 さう か、 ^？達もさぅか。 

里 はさつ きから —— 

山 (哄 ilfO はは はは、 君達 もさう か。 はは はは。 わし 

は 苦しくな ると 中座して， 度々 奥で 休んで 來 たの だ。 は 

はは、 みんな さう か。 

二 州 0, 椅子 はもう SdT 个 です。 跛 はこれ に 限る。 

00 下卞 身が づきく み 出して、 どうに も 我慢が 出來 

なくなった のです。 

^山 そんなら さう と 云って くれ  ばい \ のに、 わし もと 

んだ おつき 合 ひ をした。 

MM でも 折；^ の 御 趣向 だからと 思って。 

ゾぉ 山 いや. わし はまた ：！ 君が ひどく これが 氣に 入った 樣 

子 だから …… 。はは。 では？ 19 の 上で 樂々 と飮 まう。 (鈴 

. ^ぬらす〕 お X、 月 が 出て 來た。 

二 州 愉快 だ 愉快 だ。 

Mm 愉快 倫；^。 

C 一： 人は緣 側に 出て、 IS 後の 月 1^ 见 る。) 
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中秋 明月が 三 人 の ^cn だ姿 vs.^  21ら し て ゐ ろ 0) 

—  ^  — 


精 里 異 學邪設 は、 月に 追 はれる 閱の ごとく 藪 陰に 潛 むよ 

り 外 なくなり ませう。 僕達 は 〔G のた め 世の ために、 正學 

の 光で 日本の 隅まで 照す 責任が ありますな。 

架 山 この 三助が 揃って ゐれ ばき つと 出来る。 良 佐、 彌助、 

彥輔 11 よくも 名が 揃った もの だ。 三助 中秋に 會し、 月 

に對 して 異學減 鍵 を 誓 ふか。 は ほ は。 

S その 意味で 今夜の 會飮 は、 本邦 儒舉の 歷史に 特霸大 

書され るか も 知れません な。 はは は〕 

栗 山 時に 尾 藤 君、 どうした。 ひどく 池の 方ば かり 眺めて 

ゐ るな。  ， 

州 いや …… 0 

山 水に 浮ぶ 月影で 故鄉の 海で も 憶って ろる か。 

里お い。 (二 州の 肩ん、 叩く) また 思 ひ 出した のか。 は 

州 馬鹿な。 III 酒 だ、 酒 だ。 

M さ うだらう。 11 なみの ちゃな いぢ やけに …… 0 

ま 文- 0 

山 なんだ • なんだ。 

州 いや その —— はは は。 

やつば り 有り難い か。 はは は。 

(二 州と 精 里 は 額. ^見合せ て 笑 ひつ ゾ けろ。 それな 見 

<  、 意味 はわ か ら « 乍ら LL. 染 山む 豪傑 笑 ひ .=3- はじめる 0 
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兄さん も隨 分な 汗つ かきね。 (下着類 まろめ て 出 V0 

ほら、 みんなぐ しょぐ しょ。 

ばあや (受 取って) 11 急に またお 暑くな つたんで す も 

の 0 

伊勢子 (子供ら しく 袖で 額際, せ 拭く) あたしなん かも こ 

ん なよ。 もっとも、 今日 あたり ネル を 着て ゐては 當り前 

だら うけ ど。 —— 今夜 こそ^ ひ 上げる わ) これ ぢゃ 溜ら 

ない。 

ばあや なんでしたら 奥 さまの 單衣 をお 出しし ませう か。 

伊勢子 い k わ、 今 曰 一 曰の 辛抱 だもの。 それに あたしみ 

たいな 太って う-ちゃ * てんで 合 ひ はしない。 借りられる 

の は寢卷 位の もの だから 情ない わ。 (ポ ケント から 手 巾 

^取り出して) こ れも 序にね。 

にめ や はい。 ざっと 一す  ぎし て來ま せう、 夕方 ま で に 

乾いて 了 ひます から。 

伊勢子 でも I -御 洗濯 は あとに して、 あたし 達 御飯に し _ 

ない。 11 いま 溃 けて だけ 置いて。 

ば $  (柱時計 見て) おや、 もう 十二  井戸端へ 一 

寸顔を 出した と 思ったら、 もうお ひるです かねえ。 

伊^子 あたし だって、 御 掃除 をして、 髮を 結った つきり 

よ。 —— 構 やしない わ、 ばあや。 たまに 寢坊位 はした つ 

てい. - のよ。 ゆうべ は あんなに 遐 くまで 待つ たんだし、 


松  井 三十 二三の 个" 

三  じ^ 顷の 同僚 

伊 t1  力 子 松 井の ゆ 妹， 二十 位 

ば あ や 四十 五六 

時 

梅 晴れの 日曜， 正午 頃 

場 所 

お 外 

松 井の 家。 階下の 茶の^と， M の^。 玄關とー：^^所は^^に 

なって ゐ ろ。 11 二階へ 上ろ 階 子 段の 裙が见 えろ。 

茶の の 前は綠 側。 一 寸 した i^。 

伊^子、 松井の肶ざ拾てた^^^服ん、始氺して，6ろ - ば あ 

やが お盆.^ 持って 二階から 降りて 來ろ。 

伊^子 (待ち 構へ て) どう 云って、 御飯の こと。 

に-^ や あの、 ぉ濟 みださう です〕 

伊 子 さう。 さう だら うと 思った。 11 わえ * ばあや。 


兄 さ ん はま たど つ か で 好きな 事 を して ゐ たんだから c( ポ 

ケ -ソト から 小筘 l^w して、 もけ て 見ろ) からつ ぼ. - 

にあ や なんです か大； ^"綺麗な • -1 

伊勢子 これ。 舶來 C 煙 一， 早。 —— よそへ 行って、 こんな 贅 

澤な もの をぶ か 吹 かして 居る のね え 。 き つと 金：！ よ。 

にあ や どなた かから 御歳暮に 頂いた の は， ブリキ C 鐘に 

這 入 つて ゐ ましたが、 11 舶来 の はおい しいんで せう ね C 

伊勢子 可愛い 箱 だら う。 あたし 針 さしに しょうか しら。 

ばあや 0:^が ついて) ぉ孃 さまの 方に、 ほかに、 何 か 洗 

ひ 物 は。 

伊勢子 ない わ" —— とにかく おひるに してね， きまりが 

つくから。 

(ばあや は 汚れ物 持 つ て臺 所に 行く。〕 

(伊勢子 は 松 井の 持物 や 買物ん」 奥の間へ 片づ けて か 

ら、 緣 先へ ft て 服に プ ラシ vs^ かける。) 

r しばらく。) 

(にあ やが 出て 來て食 の 用 ^すろ。) 

伊勢子 ばあや、 洗濯屋が この頃 遲 いわね。 ワイシャツが 

二つ も 行って るんだ から C 

(二人 食卓に つく。) 

伊勢子 さう さう。 ゆうべの 御 料理が そっくりし てあつた 

っナ 20 


にあ や 晚 まで 逢いても なんです から、 お】.^ さん 召 上って 

下さいな。 

伊勢子 兄さん C お 藤で、 あたし 一!^ まで 御：！ 走が たべられ 

る わ。 ばあや. もお 上り。 一 つ あたしの 手 並 を 見て 貰 ひた 

いんだから」 

にも や いえもう 私 は 11 0 

伊勢子 あたし 一 人ぢ やた ベ 切れないから。 

ばあや さう です か。 では 御 fjl^ 慮な しにいた ヾ きます。 

ョ。) 

にあ や 奥 さ まも 今頃 は 御 扱な ん で せう ね。 何 を 召 上 つ て 

いらっしゃ るか。 11 i ほ 岸で はお 野菜が なくって. お W 

りに なって ゐ ません かしら。  . 

伊勢子 さう ね C 姉さんと 來 たら 特別 野菜 好きなん だから。 

i これが 肴 好きだったら 文句 はない のに。 三度 三度、 

生きの い  >1 ところ を 勝手に たべられて。 ——- 手紙に 一? ほい 

てあつた わね" 朝晩、 地 引 網 を 見に 行 くんだ つて」 

ばあや 海岸 C 散歩が 何よりの 藥 だって 云 ひます が， もう 

あちら は 大分お 暑い ことで せう ね。 is^ 京 だって こんなで 

すから。 11 奥さんなん ぞは、 少し 曰に やけた 方が よう 

ございま すかね。 ふだんが あんまりお 色が 白い から。 

伊勢子 あたしみ たいに 眞黑 になっても 困る わ。 11 姊さ 

ん だって、 きっと 浴衣 位 は 着て ゐ てよ。 この間 经 つて 上 
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げたんだ から。 ばあや、 あれ どう 思って。 

ばあや あの 水玉の、 かう 11 

伊； 子 え、、 あれなら 氣に 入る わね、 少し 手 かしら。 

姉さん はまたい つも 地味な 柄ば かり^て るんだ ものつ 

ばあや 派手なん て、 あれで T 度お 似合 ひです とも。 

伊^子 ねえ。 あれで にで も 結って 御 それ あとても 

悴な 奥さんに なって よ。 

ば わ や ぉ£;!^^かまたぃ、方ですからね。 

伊勢子 …… きっと 朝から 待って るに ちが ひない わ • 今： n 

は曰曜 だから、 に 一人ぼっちで 淋しい 顏 をして ゐて 

よ。 —— (二階.. 见て) いやな 兄さんね え、 これで 四 

遍 目。 

ばん や  0 

伊^子 姉さんが 立って 行って， まだ 二十日 そこ そ こぢや 

ない。 それが 昨夜で もう 四 HilH よ、 へんな 所へ 行った の。 

よそへ 泊って 來て * 見舞に 行く の をす つぼ かすなん て あ 

ん まりね。 姊 さんが 可哀相 だ わ、 なんにも 知らずに 待つ 

て ろんだ から。 

ばあや ほんた うに。 

勢子 あたし， もう 初めつ から、 知らせて 上げる つもり 

だった けど、、 姉さんに 心配 させて は惡 いと 思った もんだ 


から …： 。 いっそ， そ 云って やらう かしら。 

にあ や でも、 折角 御 養生に 行って ると ころです もの、 や 

つ ばりお 知ら せし ない 方が よくはありません か。 

伊勢子 あたし どうして い、 かわから なくなる の 。なに か、 

あた し 達が 行き 屈 か な い 事で もした から、 兄さんが そん 

なと ころへ 行く のかと 思ったり つ —— もし さうなら • あ 

た し 姉さんに 濟 まな いんだ か ら。 

ばあや そんな わけが ある もんです か。 本當に 旦那 樣 によ 

くして 下さ るんで す もの。 

伊勢子 だって、 いくら 姉さんが 留守に なった からって、 

あんまり 度々 なんだ もの。 あたし 氣 がかり で 仕樣が な い 

の。 うちに ゐ る- あたし なんか 氣に 入らない せゐ なん 

だ わ、 きっと。 

ば $ いえ 御孃 さん。 飛んでも ない。 11 あなたが ぉ氣 

に 入らない なんて， 1 , 

伊勢子 それでも、 姉さんが ゐた時 こんな 事 一 べん もなか 

つたんだ もの。 

ば わ や 御讓 さんがお 出で に な つ て か らは さう です が …… 

伊勢子 11 ぢゃぁ 前に は， やつば り 時々。 

ばあや よく 夜分 遲 くな つてお 歸 りに なりました。 每晚ぅ 

ちで 御飯 を 召 上る やうに なった の は、 御孃 さんが 御 支度 

を し て 下さ る か らで すよ 0 


もも' 嫉 
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伊勢子 どっかへ 御 料理で もた べに 行った のかね 11 兄 さ 

ん食 ひ道樂 だから。 

にあ や それが 御飯 だけで 御歸 りに ならない こと もあって 

…… 。 だから、 ぉ讓 さんがいら つし つたので、 奥さん も 

ほっとなさい ました 0 

伊勢子 そんな 時， 姉さん はだ まって ゐて。 

にあ や 御 心配 もな すった でせ う が .11 お となし い 方で す 

からね え。 

伊勢子 うんと やりこめれば よかった のに。 あたしだった 

ら、 それ あ 云って やる わ。 だって 病氣で 寢てゐ るのに、 

良人が あんなと ころへ 行く なん て 不人情よ。 

ばあや 奥さん も， ぉ讓 さんに お みすれば よう ございま 

したね」 おとなし くして ゐ ないで。 —— でも 旦那 樣 方に 

は • いろ/.、 おつき 合 ひもあって、 どんな 方で もた まに 

は お出で に なる さう です よ。 

伊勢子 いやね え、 馬鹿な お あし を 使って、 女に 謂され に 

行く なんて、 —— 兄さん どうして 度々 そんな 所へ 行 くん 

だら う。 

ば もや やつば り 面白い 事が あるんで せう。 

伊勢子 いやね え。 —— あたし、 兄さん はいつ も 三 島さん 

と 一緒 だと 思 ふわ。 

ばあや お 近し くして ゐ らっしゃ るから， さう かも 知れ ま 


せんね。 

伊勢子 あたし あの人 大きら ひ。 きっと、 あ C 人 兄さん を 

誘惑す るの よ。 —— ひとり 者。 それとも 奥さんる るの。 

ば もや もう 赤ちゃん がるます よ。 

伊勢子 それで ゐて I！ 。 奥さんと 仲で も わるい の。 

にあ や そんな 事 もないで せう が。 (笑って) 奥さんての 

は、 三 島さん が どっかから 拾って 来た 方です つて。 

伊勢子 拾って 来たって。 11 ぢゃぁ 藝^。 

ば $ なんです か 西洋 料 にゐた 11 

伊勢子 あ \、 バァの 女 翰。 いやね え。 11 そんな だから、 

あの人 どうせろ くな 人問ぢ やない のよ。 兄さん を わるい 

所へ ひつば りこむ のよ。 

ばあや 根が い、 方で もお 上 はちが ひます からね え。 

伊勢子 …… ばあや， 兄さん どこへ 遊びに 行く か 知って ゐ 

る 0 

ばあや (微笑) い、 え、 存じません。 

伊勢子 あたし、 この間 わかった" 洋服の ボケ ット を兑た 

らね —— 別に さがす つもりなん かなかった けど —i 

(二階で 松 井の t- ぶ聲 がする。) 

伊勢子 ばあや、 行って よ。 あたし、 いや だから。 

ばあや さう です か。 —— 御馳走 樣 でした。 

(また 呼ぴ聲 がすろ。) 


r -、 
マ 

ぐ 
降 

リ 

來 
ろ 

に 
あ 
や 

ん、 

茶 

述 
ぶ 

リ 

木 
常 
に 

や 
ら 
し 
< 

つ 

ば 
あ 
や 

出 

來 

ゃト 
勢 
子 

め 
た 
し 

め 
の 

夭 
ひ 

を 
聞 

た 
だ 
け 
で 
も 
ぞ 
つ 

す 

る 

は' 

ん 
や 

御 
近 
所 
だ 

た 

す 
る 

自 

タメ  i 

さ 

な 
り 

だ 
ら 

兄 

や 

ん 

'乂 

ん 
力、 

な 

ぜ 

め 

ん 
な 

や 

な 

人 

つ 

つ 

ゐ 
ろ 
ん 

f 片 

二》 

子 

下 

ら 
な 
い 

藝 
者 
の 
は 
な 
し 
で 

し 

ゐ 
る 
ん 
だ 
わ 

(て 

や 

お 

人 

も 
m 

な 

に 

な 
つ 
て 

1 

丫ひ 
きチ 
子 

」. 

ど 
づ 
し 
て 
る 
の 

じ 
る 

ハ 

あ 

や 

卓 

片 
つ- 

〔す 
/J 

火 

鉢 

-- • 

勢 
子 
が 
茶 
プぉ 
焙 

し 
焙 
じ 
る 
ち、 
ら 

を 
片 
づ 

f チ 
子 

入 

れ 

へ 

な 
ぐ 

て 
は 

出 

い 
わ 

1 

ふ *• 

や 
め 
た 

に 
や 
お 

茶 
を 

伊 
勢 
子 

な 
あ 
に 

ば 
め 
や 

\x 

あ 
や 

降 
リ 
て 
來 
る 
リ 

伊 
勢 
子 

金 
卓 

肘 
プぉ 
つ 
レ 、 

聞 

立 
-C 

ゐ 
も 

り 

It 
あ 
や 

"^ヽ 

< 

リ 

つ 

た 
ら 
な 

い 

きチ 
子 

ん 

ひ 
と 
の 

顔 
を 
じ 
ろ 

ぐ 

見 

氣 
味 

が 

わ 
る 
い 

17： 
お 
や 

は 
い 

八 

if 

-V 

力， 

け 

ン 

S 

ハ 

わ 
ざ 

快 
沾 
に- 

リ 

ば 
あ 
や 

水 
を 

杯 

飮 
み 
た 

い 

ね 

11' 

あ 

や 

お 
呼 
び 
で 
し 
た 
か 

つ 
い 

つ 
力、 

し 

ゐ 
し 

\x 

つ 
が 
庭 

い、 

出 

來 

見 

る 

衣 

ん 

で 
ゐ 
る 

誰 

ゐ 

な 

の 
で 

居 
際 
1- 

立 
つ 

ハ 
や 
か- 

足 
音 
7 ど 

せ 
ズ 

が 

か 
ら 
降 

X 

來 
ろ 

上 

で 
松 
井 
の 
呼 
ぶ 
驛 
が 
す 
ろ 

し 

し 
ぐ 

リ 

\x 
お 

や 

は 

所 

へ 

入 

る 

m 
の 

音 

く; ト 

勢 
子 
出 

行 
< 

G 

伊 
勢 
子 

大 

丈 
夫 

す 

そ 

な 
ん 
だ 

の 

1 

ま） 
や 

外 
は 
お 

暑 

ん 
で 
す 
よ 

m 

つ 
リ 

伊 
勢 
子 

Z -、 

後 

の 

散 
歩 

1 

寸 

さ 
ん 
の 
m 
似 
を 
し 

見 
る 

の 

に 
め 

や 

お 

孃 
さ 
ん 

わ 

や 
だ 

丄 

1 

A 

P 

ズ i? 

出 

し 

か 

け 
— >- 

リ 

め 
た 
し 

行 

つ 
ゾ 

來 

0 

伊 
子 

笑 
つ 

リ 

舶 
來 
の 
煙 
草 
な 
ん 
て 

賈 
つ 
て 
來 
ち 
や 

ま 
せ 

5 

は' 

to 

や 

に 

も 
少 
し 

め 

し 
た 
が 

1 

i 

買 
つ 
て 
參 

0 

な 
力、 

た 

伊 
勢 
子 

今 
度 
は 

煙 
草 

忙 

し 

わ 
ね 

奧 
の 
間 

行 
ぐ 

も 

It 
あ 
や 

お 
孃 
さ 
ん 

お 

煙 

草 
ベ 

め 

し 

た 
f い 
し 
ら 

mm 


sSi へ來 る) 

(に あやは 一 たん 引つ こんで、 辜： 所から コクブ 付つ 

て. S る 0) 

にあ や ばぢ やば ぢ ややって ゐ たもんで すから 失 禮 致し ま 

した 0 

三 島 (立钦 みして) its まない が、 もう 一 杯。 

にあ や 大變ぉ いし さう です こと。 

- ばあやが 二 杯 目ん ふ つて，： H ると、 三& 3 は 八" { 卓の そば 

に. 坐って ゐ る。) 

三 &5 や. 有り；！ う。 (半に 飮ん で) あ. - うまい。 うまい 

ねえ。 

にあ や (笑って) 三 島さん、 お！ より はう まかない でせ 

う。 

三 島 どうして どうして、 全く，.；^ に 限る つ 

ばあや お 酒 を 飮んだ 後 は。 ——. 今日は 朝から 召 上った で 

せう 0 

三 島 だってば あや。 うちへ 歸 るに ほ喧. If の覺 悟が なくち 

やなら な いから、 少し 元氣を つける 必要が あつたの さ。 

に あ や お 可哀相に お宅で は 心配し て 待 つて ゐら つし や る 

0 こ 0 

三 島 いや、 「ち 0 ヒス テ リイに は 困る よ。 折角い- 1 氣 持に 

なっても、 うちへ 歸 ると 帳消しに される から、 また 飛び 


出す ことになる。 がみく やられて 計り ゐ ると. 自分の 

家って 氣 がしない よ。 

ば もや 奥さんに したら あたり 前です わ。 もと/ \il なびに 

な ん ぞ 行く 方が 惡 いんです もの。 

三 島 ，11 とにかく、 僕ん とこの 奴みたい な 拾 ひ 物 はいけ 

ない。 蓥 ひやう が 早 くっても ぅコチ くだ。 その上 ヒス 

テ リイと 來てゐ る。 うちに ゐて は. 女らしい 情味なん て 

もの は 毛 程 も 味 はれな いんだ。 だから —— 

あや だから なんて *  i 三 島さん も 自分勝手で すね- 

三 島 さう いふ もん ぢ やない よ。 —— ところが こ、 の 家 は 

ど うだらう。 どこの 隅々 へ 行った つて、 かう、 暖ぃ潤 ほ 

ひとい ふ ものが？ ほれて ゐる。 11 富士 子さん がゐ なくな 

つてから だって、 伊勢子 さんと いふ ものが ゐる。 やさし 

ぃ姊 妹の 手が 屆 いて ゐる。 

ばめ や それ はお 孃 さん は 感心です よ、 よく 旦都： 様の 世話 

をなさい ますよ。 

三 島 ねえ、 女らしい 心づ かひが 何に だって 現れて 來るだ 

らう。 —— それでた まに 氣 晴らしに 行く 位の こと はよ く 

了薛 もして くれ るんだ から、 僕から 見れば 天國 さ。 

にも や (聲 ん」 低めて) ぉ孃 さんだ け は 露 面 に 怒って ゐ 

らっしゃ るんで すよ。 旦^ 様の こと を。 

三 島 へえ- どうして。 
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三 松 は' 三 ば 松 ば 三 松 


そん な^をす るの は， 口 一都 樣の 情愛が 足りな いん 

だって。 

三 島 伊勢子さん らしく つて 面白い。 姉さんに 代って 燒餅 

を やいて や るんだ ね。 11 代理 嫉妬 か。 

ばあや 何と 云 ひます か。 一 I でも ロー 那樣 のお 歸 りで も遲 

いと. それ あお 氣の なほ ど iH:!^ なさ るんで すよ。 I . 

三 島さん なんか， いつも 恨まれて ゐ ますから 御注意な さ 

、 0 

三 だって 僕 は 何も。 

ばあや 1- 仰 有い。 あなた はまる で 信用が な いんです から。 

誤解 だよ， ばあや。 11 ^勢子さん が此頃 へんに 他 

人 行 一!^ で、 話しかけても 逃げ を 打って ばかり ゐ るが 11 

さて は そのせ ゐ かな。 僕 は 心】 晚 から^れて ゐ るのに。 

にあ や まあ. あきれた。 あなたみ たいな 浮氣 者なん か- 

う  ちのお 娘さん  は  大 嫌な ん で す。 

三 a3 いや 浮氣ぢ やない、 S 劍 なんだ よ。 僕 は 伊 f カ子さん 

を兑る .ぱ に、 本 常に半； きて ゐる女 だとい ふ氣 がする。 1^ 

ぢ うに 娘盛りの 赤い 血が 燃えて ゐる。 そこへ 行く と、 營 

莠不^2{の藝^|<-なんか、 まるで 女の 幽靈 みた いなもの だ。 

僕 はねば あや、 ^；^ ク 十さん の そばに ゐ ると • 生 甲斐が あ 

る やうに 感ず るんだ よ リ 

にわ や (吹. さ 出す) 馬鹿 も 休み休みお 云 ひなさい。 三 島 


さんったら よくも そんな {! ^々しい。 —— 

三 島 僕 は^ 勢子さん に 逢 ひたいば かりに こ  の 家へ やつ 

て來 るん ぢゃ ないか。  え、 どこへ 行った の。 さっき 

から ちっとも 顏を 見せな いぢ やな いか。 

ばあや 知りません よ。 

(松 井が 降 リて來 る。) 

井 何 を 云って るんだ い、 そんなと ころで 0 

島 曰 一 那樣の lis 口 さ， ねえば あや。 

あや あんな こと を 云って —— . 

井 煙草 はどうし たの。 

あ や いまお 孃樣が 買 ひに いらし たんです よ。 11 下に 

もなかった もんです から. - 

B さう かい、 煙草屋へ 行った のか。 ぢ やすぐ 僕 も 追つ 

かけよう。 (立つ) 

もや ほ、、 不良少年 とまちが へられ ますよ、 三 島さん。 

井 なんだい。 

^ 僕が ね， 伊；！？^ 子 さ ん に す つ か り 失戀し ち まった のさ。 

11 あ x つまらない。 歸 らう、 歸 らう。 (緣 側へ 來る) 

松 井 歸る。 どうせ ゆっくりして ゐ たらい- -ぢ やない か。 

(綠 側で) 

三 島 大 がい 氣を拔 いたから， もう 食 ひっき もしまい。 い 

や.. た、 いや だ 0  (伸び,？ すろ：, 
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11 ばあや、 濟 まない が 僕の 上衣 を 持って来て くれない 

か〕 

(ばめ や ニ^へ 行く。) 

松 井 (頭.^ e 振って) 僕 はどう も へんにい らくして 困 

るリ 

三 島 少く とも 女に は 反つ て 敏感になる ね。 さっき も ほら、 

電車で …… 

松 井 11 房 州 行 もた うとう 駄目 か。 

三 島 (笑って) 君が 泊る と は 思はなかった。 あんな 妓が 

い. - のかね。 

松 井 (笑 ふ； たまに はね。 

(伊勢子が 急 ざ 足で 庭へ 歸 つて 來る。 敷島の^1^ 1ル筘 

1^ 持って ゐ ろ。) 

三 島 いよう。 伊勢子さん、 あなたの 歸 るの を 待って ゐた 

ところで すよ 

(伊勢子 上ろ。) 

(ばあやが 降りて 來てゐ ろ。) 

ばあや お 藩せ しませう C 

一一 一島 ひ il^ 終って) 伊勢子 さんに 逢へ たから、 もう 歸 つて 

も VC 

松 井 さう かい。 

(三 島玄 闘から 歸る。 三人 見送る。) 


は あや 暑かった でせ う。 

伊勢子 (汗.^ 拭いて〕 そんなで もない けど。 11 八百屋 

へま はって 來 たのよ。 晩に 野菜 サラダ を こしら へて： 2^ ト< 

うと 思って C 

ばあや 今日は、 あっさりした 物が い X でせ うね。 . I お 

孃 さん、 私 は 一 寸洗物 を 乾して 了 ひます から。 

(ば わ や は K 在所へ は ひろ。) 

(松 井に 食卓の 上 LL ある 煙草，^ 取って ぼんやり 吸って 

ゐろ 0) 

松 井 ^勢ち やん • さっき 二つ 三つ 紙 包が あったらう。 

伊勢子 はい。 (奥から 持って来ろ) 

松 井 富士 子の 方へ、 とにかく 小包で 出す ことにしよう。 

11 買 ひ 忘れた ものが あるか どうか、 調べ て见て くれな 

いか。 

「伊勢子、 N ハかキ 1 卞： a して 來て、 みなから 一 々品 

物 引合せろ。) 

伊勢子 あ、 へ ャ* ネットがない。 

松 井 さう かい。 書いて 行った 丈 は みんなの つもり だが… 

…つけ 落ちが あつたか も 知れない な。 明日で も s:- つて 來 

ょラ。 

伊勢子 いえ、 こっちで s ひます わ。 早い 方が い >- から。 

松 井 ぢ やい >1 やうに して- あとでば あやにで も 出さして 
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伊勢子 化粧品 や 何 かも 費る もんだ から。 

松 井 それなら、 初めつ から あそこで 買へば い. -ぢ やない 

か。 何も わざく 11 

伊勢子 上等な ものなん ぞな いんです。 

松 井 ぢゃ あ、 ある 物 だけ 買って から 僕に 頼めば い \ だら 

う。 丸 ビル を あちこち 探したり、 包 を ぶら下げて 人 ごみ 

を 歩かなくても よか つ たんだ " 

伊勢子 姉さんから、 あなたに お頼みして 來 たも C ぢゃぁ 

りません か。 

松 井 だから 買 ひ 揃へ て やれば ぃ&。 

伊勢子 いえ、 ちが ふわ。 11- たと ひ 小包で 屆 いても、 一 

つ 一 つ 兄さんが 買って 下されば うれし いんだ ゎレ 

松 井 僕 は、 そんな 下らない、 面倒な 事が 大きら ひだ。 

(間。) 

松 井 C 强 ひて 優しく) 伊勢ち やん、 今日は 少し どうかし 

てるよ) 馬鹿に 御機嫌が わる いぢ やない か。 「わざと 平 

氣 らしく〕 兄 さ ん が よ そ へ 泊つ て來た ， 」 と でも Jl 「力 r に 入 

らな いの。 

伊勢子 …… (突然 泣き崩れる) 

松 井 (肩^^-抱ぃて〕 どうしたの、 急に 11 

伊勢子 ひどい わ、 ひどい わ ：：： 

お 井 でも ！ 


伊勢子 そんな、 そんな ひどい 事 をし なくたって …： それ 

おや 姉さんが 可哀相 だ わ。 

松 井  。 

伊勢子 姉さんが 立って から、 もう 四遍 H よ。 そんない や 

らしい 所へ 行か なくたって … … そんなに いぢめ なくた つ 

て … … 

松 井 いぢめ るなん て， 伊勢ち やん. 僕 は 11 

伊勢子 いえ、 あたし なんかい、 のよ、 どうされ たって い 

いのよ 11 でも 姉さんが 可哀相で！ 姉さんに 済まない 


松 井 伊勢ち やん、 どうしたんだ、 何もお 前 を • どうも か 

う もしな いぢ やない か。 

伊勢子 兄さん あんまり だ わ、 あんな、 いやらしい 而當て 

なん ぞ しないた つて. あたし 歸る わ。 (立ち上ろ) 

松 井 本當 にどう したんだ、 面當 てなん て" 

伊勢子 あたしが 歸れ ばい \ のよ〕 (歩く) 

松 井 (E- とめて) どこへ 行 くんだ。 

伊勢子 ！^" さんへ i 姉さんへ 行って あやまります〕 あた 

しが ぼんやりで、 馬鹿 だから こんな ことにな つて -11 あ 

たし 姉さんに 済まない。 (新に 泣く) 

松 井 何もお 前 は， 馬鹿で も ぼんやり でもな いぢ やない か。 

伊勢子 いえ、 どうせ 兄さんの 御氣に 入らない. のよ。 だか 
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ら， だから 11 

松 井 何 を 思 ひち が ひして るんだ、 僕 はお 前が 好きで， 好 

きで たまらな いんだ。 (腕 握リ しめる) 

伊勢子 うそよ、 うそよ。 氣に 入らない から、 あんない や 

しい 所へ 行って、 あたし を いぢめ たんだ わ。 居た 、まれ 

ないやう にす るんだ わ。 

松 井 (益々 迫って) ちが ふ、 ちが ふ。 お前が 好きで 好き 

でた まらない から、 遊びに 出かけ たんだ。 

伊勢子 いえ、 いえ。 あたし 歸る わ。 姉さんに あやまる わ。 

(むがく) 

松 井 (熱^^>^:^て抑へ ろ) 伊勢ち やん， お前が 来た 其 日 

から- もう 僕 は 好きで 好きで たまらなくな つたんだ よ。 

伊^子 (や. 付い そんな こと。 —— だって、 もう 

四遍も あんなと ころへ …… 

松 井 それが、 お前 を 好きな せゐだ 。 たまらなく 好きだ か 

らだ 、 

伊勢子 だって 11 

松 井 お前の この 手 を、 この 胸 を • この 肩 を 頸 も 頼つ ベた 

も Dusk も も， 耳杂 から 髮の 毛まで， ST ちうみん な 好き 

で 好きで たまらな かったん だ。 

5=： 勢子  C  (後へ よ，^ めく) 

松 井 そんなに 好きで も、 義理の 妹 を 僕 はどう すれば い 


んだ。 わかった か。  - 

供勢 子 …； あたし …： 0 

松 井 伊勢ち やん、 僕 は富士 子が、 お前の 姉さんが 病氣な 

ので、 もう 半年 あまり. K 當の 夫婦 ぢゃ なかつ たんだ。 そ 

こへ お前が 來 たんだ〕 それで 僕 は、 どう すれば よかった 

んだ。 

伊勢子 それで …… 。 

松 井 遊びに 出かけた の も i お前が 好きだから だ。 好き 

で- 好きで- たまらなく なって だ〕 (執1 して 抱く ソ 

伊勢子 てつつ とリ となって) あたし なんか …… あたしな 

んか …… 

松 井 いつまでも かう して ゐて くれ。 僕 は どこへ も 行かな 

い。 お前 さへ 居れば、 お前 さへ ゐれば …… 

(二人の 接吻に 奥の 問へ 隱 される。) 

(墓所の 水口  Q 戸が あく。) 

(伊勢子が紙白粉で淚にぬれた^^^^なほしてゐろと、、 

るへ、 ばあやが つて 來 ろ。) 

ば わ や た r いま。 へ ャ • ネット はこれ でよう ございまし 

たかしら 。ぉ孃 さまのと おんな じだって は 云 ひました が。 

伊勢子 (離れた ま \) それでい \ の。 11 ばあや、 何 か 

結 はく 紐 を 見つけて 頂戴。 

(众 卓の 上の 品物な 油紙で 包み はじめろ。) 
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(なか/ \き ちんと した 形に ならな い。) 

にあ や 私が 致し ませう。 

伊勢子 い k わ-あたしが やって 見る か ら。 

(ゆっくり /\ 崩したり 積んだ リ して ゐる。 〕 

(ばあや はな 卓の 上の W ハが キ,^ ろ。) 

にあ や ぉ孃 さん、 なんでせ うか、 このつ ばの 廣ぃ 精子 ほ 

女の人 も 冠つ てゐ ますんで すね〕 

伊勢子 さうよ。 

ばあや 奥さん 0 ろる うち 御 伴 をして、 一 べん あちらへ 參 

りたい も i:- です ね。 

伊勢子 あ \。 

にわ や 三人で、 こんな W 子 を かぶって 濱邊を 歩いて 見 ま 

せう ね。 

伊勢子  。 

(にも や は M ハがキ 1 を 見て ゐ ろ。) 

(伊勢子 は 小包に 丁寧に 紐，^ かける。) 

(松 井が 出て 来て；^ つ と 其 樣ん、 見て ゐ る。〕 

— 幕 — 


'お 4，  PI 


門.^ 毀つ 


七 尾 嘉右ェ 門 町人、 五十す ざ 

M 泰助 その子、 二十 四 五 

同 辰 五郎 その IT  二十 前後 

綱 W 後 節の 師匠 三十 二三 

その 妻 三十 位 

下婢い と 十六 七 

入 沼 倉 松 仙 塞 方の 世話人， 四十 位 

iE^ 廻り 養 i^g  二十 八 九 

同 市太郎 二十 S 五 

共 他 裏 廻 りの 若い者， 仙峯" 藩の 兵卒 

秋 W 藩 横手 城下 

明治 ー兀戊 liK 年 八月 十 一 日 

そ の 一 


横手 太 町に. わろ 嘉右ェ 門の 家の 內。 廣ぃ憙 所。 楝 木.. - 

見ぜ； ヒ 大 井.' ， 

中央 疊 敷きの 都 分が  一 eii 高くな つて ゐる。 4< きい 爐が 

切って あろ. - 

上手 は 米倉の 壁、 それ- し 沿うて 戸棚 や 棚が わる。 そ 

の 前 は 板 敷。 

下手ば、 入： n から. II つて-つる 土間.^ vi^ て、 內 土蔵、 戶 

前の 所が 权 なって ゐる。 

前 は 廣ぃ土 問。 所々 I： 藍 瓶が 埋めても る。 

臺 所の 正面、 障子の 藤 は 茶の間 や 居 問。 上手 隅に 二階 

へ 行く 梯子段 C 裾が 見えろ。 

土間 ゃ臺 所の 上-卜、 S の 反物が ^1=5- つ け て 張り 渡さ 

れ；： 儘で もる コ 

諸 fi?! 具 類は片 づ けられ、 家族が 立 退 い た 後の 力 虚.^ 感 

じさ^ ろ。 

夕方 近い。 i^s 方の 戸口が 締められて 家 屮が薄 1 "い。 引 

0 が 開かれて 裹. 所の 上手， たにが 稍 ろい。 

奥 is^ 聯 e-5sf の 横手 城攻擎 が旣に 開始され て、 家-し 殘っ 

た^^ぽ$!緊張してゐろ。 

：!;^ 助は爐 ほに 坐って ゐる。 

辰 五 郞 は堪， 所 の 隅で 火 ^装束 LL 改めてな ろ。 い と そ れ 


ふ-手 傳ふ。 

ffir か 下手から 河水， ひ んで來 、土間の 側 "し置 いて 去 

らうと する。 行き^ ひに、 嘉右 H 門が 土蔵の 鎗 二三 

投げて 這 入って 來る" 

嘉右ェ 門 目塗りの 土 は 出來 たか。 

善 一 新しく 二 舟 こねました から 11 

嘉右ェ 門 よし。 (內土 一  1 の 戸ん め 錠ん」 下る す) みん 

な， 裏の 土藏で 休め。 

(善 ^去 る。 嘉ぉ ェ門臺 所に 上って 柱 に 0 ^ か け ろ 「」) 

嘉右ェ 門 辰 五郎、 なり だけ は 立派に 固めた な。 (坐ろ) 

もう 人 も 通らな くな つ たやう だ。 門 を 締め て來 い。 

11^ 五郎 はい。 

(急いで 土間に 下リ潜 リ戶 明けて 表の 方へ 去る。) 

(稍 遠く 二三の 砲 聲。」 

嘉ぉェ 門 (聞き澄まして) やっぱり 山 崎 街道 だ。 山內ロ 

ぢ やない C  11 もう 藩いた 時分 だな。 

養 助 いくら 女の 足 だって- とうに 向 ふに 行って ゐ ますと 

嘉ぉェ 門 三左衞 門の 所に 居さへ すれば 安心 だ。 11 いと、 

お前 も 行けば よかった のに。 

に と  0 

嘉右ェ 門 本當 0 戰ひ はこれ からだ。 其 時 こはくな つても 


知らない ぞ。 はは。 

いと いえ 11  (上手 琉 しの 方へ 去る) 

嘉右 ェ門 兵糧 方に 泣き出されて は S るか ら な 0 -—— io 

いざと いふ 時 は 先祖の 御 位牌 を 持ち出す の だ ぞ。 それが 

お前の (巧た、 忘れるな。 

養 助 え- - 支度して あります。 

まお 右 ェ門 外の 物 は、 辰 五郎 も 居る し、 どうで もい 俺 

は 最後まで この 家 を見屆 ける。 

養 助 私ら も 11 

嘉右 H 鬥 い. -。 云 はれた 事 だけして くれ。 11 辰 五郎 は 

何 を 愚圖々 々して ゐる。 11 辰 五郎、 辰 五郎" 

K 五郞 (潜リ から IJ^V^ 出して) あの， 江戸 ホ.？ の師： M が 逃 

げて くるんで す。 

謹 右ェ門 (立って) ，後の 師匠 か。 うん、 入れて やれ。 

(挨 接の 一 門.^ 閉ざす 音 C 潜り戸ん， /しめて^; M 夫婦 

と 辰 五郎が 這 入って 來ろ 。^匠 は 大きい ぉ呂敷 包、 女 

133 は 三味線 fs 一へ てゐ ろ。： 一 

嘉右 ェ門 お  >-。 師 ぼか。 どうした。 

師匠 へ い。 近くで どかんく 始まつ たんで， 御 助け を 願 

ひに 上りました G 

熹右ェ 門 は X、 よくやって 來た。 11 とにかく まあ 上れ。 

さ、 おかみさん も ゆっくりして。 


^匠の 妻 御 迷.！^ I さまです が、 どうぞよ ろしく 御 願 ひ 申し 

ます。 

f:li ぉェ門 何の 迷^な もの か。 俺のと ころで もこれ から 籠 

城の s:^ ノ怙 だ。 人數が 殖えれば いっそ 氣が强 くなる よ。 は 

は。 -—- 0^0. お茶で も いれろ。 

つお 助. も liM 五郎 L 、色彩の 變 つた 訪容 得て、 一寸 息 

_w しい 緊張 ほから 救 はれた i-^ 持で 共に 笑 ふ。) 

師匠 有り難う ございます。 ところが とんだ 臆お 侍で， 皆 

さまの 手足 まと ひになります ばかりで ：••： 。 

0M それでも 師匠、 一一： 味 線 を 持って来 たの は 流石 だ。 武 

土の 魂 だからな" 

の 妻 太- 當で すよ 若 n ー那， これが おまん まの 種で ござ 

います もの。 

^匠 え 、もう、 去年から 何度 擔ぎ 出した ことです か。 ！ 

!H 分の せが 危ぶない でも、 これ だけ は 忘れません。 

=^ ノ、 て！ ろと- 1 っは愁 のさせる 業です ね。 

0 いや、 その^の 道具 を 1^ ぶの は 感心 だリ 人間 その 心 

けが 大事 だ。 、 

へい。 (W くな ろ) 

w^^xn さあ 困った。 俺 は 好きで 染物； 1^ をして ゐ るが、 

あの 藍 瓶 を^ 负っ て i!r け 出す わけに は 行かない ぞ。 

師ぽの 妻 まあ R: 那， 御 冗談 を —— 。 でも 御 商 K 道具に は 


算盤 だって ございませう。 

嘉右ェ 門 さう か、 算盤 か。 はは。 しかしお かみさん、 俺 

は 商賣は 一 向 不得手で な、 算盤 を彈 くよりも， 淨 瑠璃 を 

唸ろ 方が まだうまい つもり だ。 はは。 

師匠 旦那 も 若旦那 も、 義太夫と 来たら 全く 玄人です よ。 

11 お 箱の 朝顔 日記 も， 暫く 伺 ひません が …… 。 

嘉ぉェ 門 嫌な 時世に なった な。 折角 師匠に 来て 貰っても、 

世間の 驟 ぎに 遠慮して、 こそく 土蔵の 中で 稽古 をす る 

始末 だ。 そしてた うと..' 戰爭 だ。 

師匠 へい、 私共 薩人 渡世の 者なん ぞ * この 末 どうな り ま 

せう やら。 11 三味線 を彈 くの も 何だか 惡ぃ 事で もして 

ゐる やうで ：： 0 

養 助 いっく 迄 そんな 事 はない よ。 そのうちに 世の中が 

治まる にき まつ てゐ る。 —— もう 御 一 新と いふ ものに も 

なって ゐ るの だから。 

師匠 早く さうなら なければ、 私共 はもう 上ったり です。 

や つ と御當 地まで 來 て • 旦都方 の 御 ひいき をいた どいて， 

やれ 嬉し や と 思つ て 居 ま し たら、 ま た こんな 骚 動が 始ま 

つて I— 

嘉ぉ ェ門 . i 養 助に 義太夫 を 習 はせ た 時分 は、 手 廻り 別 

家から 同じ年 の 子供 を 呼び， 集めて、 十 何人 一 緒に 大 

ぎで 稽古 させた もの だ。 —— 大 びら に藝事 も樂 しめない 
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やうで は、 人の 心が 段々 惡く なって 行く 許り だ …… 。 

(砲；.^ ニー 二、 稍 近づいて 聞 ゆ。，) 

師匠の 嬰 段々 近くな つて 来ました。 

嘉右ェ 門 おかみさん も、 こんな 田舍 まで 來 てこ はい 目に 

遭 はう と は 思はなかった らうな 。 —— もう 少し 早け れば、 

うちの 女子 達の 居る ところへ 经 つて 上げたん だが。 

師匠 御新造 樣方 は、 どちらへ 御-逃げに なりました。 

山 内の 西 姓のと ころ だが 11 。 (嘉右 HSZlO さつ 

き 市太郞 にで も、 一 緒に 連れて行かせ るんで したね。 

嘉右ェ 門 師 K もとう にどつ かへ 逃げた と 思った からな。 

11 氣の 付かない こと をした。 

師匠 いえ。 とんでもない。 そんな 御 心配 は。 11 去年 か 

らもう こ は い 目に 遣 ひっ^け なので、 私共 も 糞度胸と い 

ふんです か、 少し は圖々 しくなりまして ね。 今日 も >  近 

所の 人が 皆 立 返いても、 勝手 はわから ずつ い 愚 圖 ついて 

ゐ ましたが、 耳 〇 はた で 大砲が 鳴り 出した の で 急 にあわ 

て 出して ！ 

養 助 だが わざく 大砲の 彈の來 る 方へ、 お 城の 近くへ や 

つて 来る なんて、 師匠 もよ つぼ ど變り 者 だし 

師匠 でも 旦 都の 御氣 性から して、 きっとお うちだら うと 

思 ひました から， 11 

嘉右ェ 門 それが もう 少しで 締め出し を 食 ふところだった 


師匠の 妻 もし！^-:1さまが御立；，；？.|きの後だったらと、 あたし 

はもう 無我夢中 で^け 出しました。 大町 通， リへ來 て、 目 

印の 御門が 明 いて ゐ るの を 見た 時 は —I . 

師匠 こいつ は A^^lr たから どん/ \ 先に 走つ て 行 き ま す 

が， 私 はこん な 大きな 御 荷物 を授 つて、 目が くらみ さう 

なんです。 御門のと ころで： ii ^五郎さん の 姿 をお 兒 かけす 

ると、 安心して 動け な くな り まし た 。 

嘉 右ェ鬥 まあい X。 こ ^ で 落 付いて 籠城 だ。 1! 町人に 

は 勤王 も 佐 慕 もない、 正直に 家 築 を 守って ゐる 者に、 攻 

め て 來る敵 も ある ま い。 —— 流れ 彈が やつ て來 たら、 そ 

れ は 時 の 災難と いふ もの だ。 惡 い さへ し て 居なければ 、 

どこの 軍勢が 押し寄せて 來 たって、 ちっとも こ はがる 事 

はない" 

35  ニニ. 0 

嘉右ェ 門 たにな、 萬 一 大砲の 彈 でも 破裂して 火で も 出た 

ら、 精出して 消し止め るの だ」 こ はがって 逃げ出したら. 

こ. -の 家 だ け で な く * 隣近所 はおろ か 町 巾燒け ない も 0 

ではない。 . l 町人 は 自分の 家 を 守る のが 務め だ。 …… 

師匠。 俺 はこの 家が 灰になる まで はかう して 頭 張って ゐ 

るよ。 

帥 匠 もう 私共に は * どこが わが 家と いふ もの も ありませ 
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です。 

師匠 江戸に 住めな く な つたの も あの 惡者共 のせ ゐで すか 

ら * そいつ を趙ら して 下さった 酒 井 さま は 正しい 有り難 

い 方 だと 思って ゐ ました。 それが 賊 になって こ 〇 横手へ 

攻めて 來 ると は， 世の中 は 解らない もの で ござい ま すね 

え〕 

嘉右ェ 門 いや 賊 でも {G 軍で も、 その 人の い  > -惡 いに か は 

り はない よ。 ほんの 廻り 合せで 敵 味方になる 世の中 だ。 

現に 今 だって、 一 と 月 前 0 味方 同志 C 戰ひぢ やない か。 

師匠の 妻 どうし て ま た * そ ん な ことに な つたの で せ うね。 

嘉右ェ 門 わからな いね、 おかみさん： —— 養 助 はいろ い 

ろ講， t して くれる が、. 勤王と か 佐幕と かの 理窟 だけで は、 

どうし て も 俺 に 得 出来な い 。 11 た ど 人の 心 G 持ち 樣 

が亂れ て 無理が 出来た の だとし か 思へ ない」 11 この 奥 

羽ば かりで なく、 日本 國 中で 戰爭 が始っ てゐる さう だか 

ら な。 

養 肋 え X。 どこでも 戰 ひです。 勤王の 大義 を 奉じない 者 

を 亡ぼし 盡す まで は. どうしても 必ずし なければ ならな 

ぃ戰爭 です。 —— お 父 樣の云 ふやうな、 そんな 廻り 合せ 

で やって ゐ るので はありません よ。 

嘉右ェ 門 さう かな。 戰ひ をして ゐる 侍ば かり か、 町人 百 

姓の 難儀まで 勘定に 入れても， それでもし なければ なら 


ない 戰爭 かな。 どこかに 無理 はない かな。 

養 助 動王の精神を.傲1^させるためにはゃむを3£な い 事で 

す」 

嘉右ェ 門 ぢゃぁ 養 助、 動 王の 道理と いふ もの は. ひどく 

むづ かしく つて， えらい 人で なければ わからな いも 0 か。 

S そんな 事はありません〕 日本の 國に 生れた^に は • 

日月 〇 如く 明かに、 お C づから わかる 箬 C も C です。 ，て 

れ なのに 11 

嘉右ェ 門 まあ 待て。 i それから お前 は， 賊 m に は それ 

程 の 道理が わか る 人間が ま るで ゐな いと 思 ふ C か。 仙-ぉ^!! 

藩に も米澤 藩に も會 fi 藩に も" わかって みる C はは 軍 方 

ばか. リだと 思 ふ 0 か。 

養 助 …… C 

嘉右ェ 門 それが わか つ てゐ ながら. 命 腿け c:.^ さ をす る 

賊の 方に， まだ 外の 譯 はない のか。 お 軍 方に も 何 かの 間 

違 はない のか。 11 俺に は、 今度の 戰 にどう も 無理が あ 

る やうに 思 はれて ならない。 心の 持 方 さへ 正せば， 日本 

國 中で 戰爭 なんかし なくても 済む と考へ るが なリ 

養 助 無理 11 心の 持 方 を どうす るんで す。 

嘉右ェ 門 誰でも 一 段 上 C 人 を 信じて 從 ふこと だ。 それが 

順繰りに 一 段づっ 上の 人 を 信じて 行く の だ" 11 天子 樣 

でも 將軍樣 でも， 上 に 立 つ 方に 間違 の あらう 箬 は な い C 


636  つ 毀 タぉ門 


づ 4：  liiP 

1, ； 

し、 

(Hi  Iff 

ん 

.It. 

ん お 

iyj 

？ /l                 力 ： 

つ 

\  ^ 

力 * 

1 

r\ ハ' 

rs わ 

郞 へ 

レ * 

と 

へ 

or,  ^ 八 JI' 

も 

つ 

1 入 

レ 、 

(Fit  "V' ふ 

hi 

1 

ん 

1  J 

ナ 

め 

ト- 

て 
し 

O セ' 

リ 

V  in ョ' 

s し 

今 'di 

ャ 

1 1 

ネ 

一 M タ大 Xv\\ 

の 

ず 

？ 

て \V 

に SL 

Til i 

お ザ;^ 

o 寸 

]il 郞 

レク 

气 

わ 

计 や i» 

Jib 

7, 

1  [  1 や 

か 1  - 

は 姿 

チ产 
は 

？ fix; 

の 

うお 
ノヒ 

» い \ ひ 

中 
1 

つ 

― 

fj  * 

*M め 

ir セ 

や 

\  、 

り 

n 

卞 

ノソ 

ろ 

H   -r  -A* 

力： 

A 

ノ\ 

リ 

il ス 

タ#  I) 

J-Tt ソ 

ィ i 現 

"ゝ 

し 

71 

ノ  J 

て Si  く  $B 

み 
夕 

に 1 

V 

こ 

ミ rr 哞 

レソ 

sa  -± 
ar:  ^ 

1  r  1  /辛 

W  (i 

チ产 

な 

\  ^ 

で 

3^ ん 、る 

く 

の 

ん 4^ 

の 

人 し、 

ノ、  V 

の I 
レノ  1 

の す 

SI 

ク I J    /J  J      V  ノ 

な 

卞 
刀 

ト 

レジ r\j 

-! kk こ 

斷 f- 

し  0 

1 

ん 

+ もの だ 

J       M     —ノ     /  w_ 

つ 

の 

rr ゝ 

X) 

\ 1  ふゝ 

が I 

チ" 

0  IT 力 o 

て 

m 

の 

リ 

ドメ  r  M4 

ら 

ゆ 

ろ 

4(1 今 

7       ノ  J ズ 

心 
'し 

は 

一 
し 

ー厂 
リ\ に 

打 

r り 

ヌ W 

\U    〃  PC 

や 

も 

农 

ち 

に 

ら の 

刺 

小 

す 

今、 

に 

が ス 

、） 

出 

チ， 

な 

ま 7C 

力、 

堂 

C 

V ゾ 

の 

m. 
a?: 

す 

J に 

に 
• 一 

今； 
に 

去 

古 
刀 

ま 

力で 

jte 寸; 

nit     / 一 

7[\j 

わ 

£ラ 

り 

や 

し 

ろ つ 

7< 

もゝ 

」 • 

う 

行 

喚 

た 

し 

る 

v3 て 

世 

に 

る 

位 

ぐ 

て 

の 

飲 

の 

足 

が 

大 

中 

み 

の 

上 

砲 

に 

込 

ち' 

と 

ボ 

る 

兄 

で 

無 

ん 

や 

は 

ン 

四 

0 

さ 

ど 

理 

だ 

な 

わ 

養 

薛 

m きき 

師 

師 

薛 

師 

助 

を 右 

り 

に 

お 助 

だ 匠 

ぐ 

右 

よ で 

。 す 

IS: へ 

れ 

右 ね 

王 0 

匠 

打 ェ へ 

し 

ェ 

れ 

ェ 

の來た 

の 

近 

も 

た 門 m 

て 

門 賊 

何 感 

た 

門 

力、 

m い 

力、 

門 

妻 

ぐ 

し 

な K 

腰 

1 

は 

で 心 

ん 

砲 

か 

<- 
ひ, 

を 

お ボ 

も に 

だ 

誰 

近 
づ 

1 

あ 

す 

のん 一 

拔 

女 

城 ン 

手 ね 

も 

ん 

る 

か な し 

力' 

で ベ 

m え 

仲 

ゐ 

み 

と 

橫 

な 

と 

な 物 さ 

し 

も ィ 

ひ 0 

々 

な 

ん 

て 

し' 

手 

地 

癱 

0 ぢ り 

て 

リ 

咸 を 

八 

け 

な 

見 

の 

響 

い 

ぐ 

や 聞 

は 

m 何 

1 レ; 

れ 

れ 

る 

城 

が 

0 

贼 こ 

困 

ふ 

よ 

よ 

で 

ば 

緒 

'リ 

下 

し 

大 

it 之 

る 

あ 

く へ 

リ 

豪 

御 

だ 

め 

お 
い 

に 

砲 

追 。 

大 裾 

傑 

飯 

力" 

1 

だ 

つ 0 

き ゑ 

5 

だ 

に 

ら 

ね 

怖 

拂 辰 

力、 

な る 

ち 

困 

た 

へ 五 

ら 

U で 

の 

る 

や 

ろ 

な 郎 

が 

を せ 

か 

た- 

と 

し 

い 去 

本 

ぶ う 

み 

ら 

い 

ん 

ぐ 

0 ろ 

物 

つ 。 

ゥ 

事 

は 

贼 

大 

な J 

it 

放 

ん 

つ 

は 

殘 

が 

ぜ 

せ 

め 

つ 

力' 

足 

さ 

大 

ば 

仲 

り 

を 

5 

ぎ 

ひ 

間 

殘 

ま 

ゐ 

踏 

い 

つ 

い 

入 

つ 

せ 

た 

み 

で 

U 

ぐ 

0 

ん 

ん 

ゥ 

入 

す 

> 毁プぉ 門 


537 


三 む 
人 v3 
は 

つ 

窓 

見 
上 
げ 
て 
ゐ 
ろ 


音 匠 

喚^^ 

m と 
が い 

高 と 
ま な 
る 殘 
r し 

一 や 


まき 
ズ 1- 
ェ 
門 

な 
に 
お 

城 
が 


ぐ 
な 
る 

し 

IX 


走 


一 り 
r«] ま 
下 し 
手 た 


右 
ェ 
門 

辰 
五 
郞 

怪 
我 
し 
な 
い 
や 

に 

氣 
を 
つ 
け 
ろ 


辰 
五 

萆鐵 
C 砲 
辰ば 

/J* 

郎 り 
去で 
ら す 


嘉辰 養 
右 五助 
ェ 郞 

Y'\ 大 
川 砲 
お 原 は 
城 町 ど 
方で こ 
は せ 


ど う 

し I 
た 材 
。 木 
の 
間 
ま か' 
だ ら 
打 煙 
た が 
な 見 
い え 
力、 ま 

0 す 


辰 
五 

郎 

m 


嘉 
右 

ハ丄八 

JS 門 更 

五 I： 
郎 お 砲 
ま城聲 
た 方 v5 
出 は 

-C ど 
來 う 
る し 

v3 た 
ん 
だ 


養 
助 


の 音 
方 、 
で 喚 
辰 聲 
五 か' 
郞 遙 


等 
の 

が 

る 

に 0 


等 

II 

田 
'じ • 

II 

す 

耳 

プぉ 

て 
寄 
リ 
添 
ふ 


% 師 U 
匠た 匠 匠 


ろ臺人 

。 所 。 

そ內 it 

ろ 土 同 

同 

見ハ八 

上爐蓥 

It へ 

ら の 

れ土邊 

^ 問 じ 

じ 

ら い う 

う 妻 

1  m 

引 の 藍 

た P 蔵 に- 

近 日 

げ 邊 助 

く と む 

と 

1  m 

窓 上 瓶 

取 の (I 

く の 

面 

の 

て に た' 

リ。 も 。 

思 あ 

ど の 

は 手 に 

P お 

曼 夜 

ゐ 坐け 

何 

いや 

う m 

m で 滕 

く は 五 

ろ つ ^ 

> ん 

し が 

め 師 ^ 

や 開 郎 

vj て 音 

U 

た 'ま 

て 匠 下 

行 の 

靑 も 

ぐ 

： 上 

ん ^ 

あのろ 

に- て 師 

燈 一 

も 

引 

だ 伏 

る 妻し 

'あ 匠 

め く 

の 

リ ぜ 

G とて 

善 ろ 。 

茶 よ 

f、  m 

入 

お 

え る 

い ゐ 

m  。 

の リ 

m つ 

ら 

山 

と ろ 

其 尸 

間 S 

プぉ て 

れ 

が 

が 者 

他 1 リ i 

の 四 

L 來 

ろ 

落 

ぐ 

m  r- 

障 時 

U ろ 

や 

ち 

( 

い め 

ま 71】' 

子 間 

が ^ 

る 

夕 る 

It 太 

ら 

1- 

時 

钣 ° 

リ 郎 

m 

4、 

ん 

の が 

影 

ち' 

出 

食 

-れ 3^- 

が 

つ 

伏 

い 1e 

ぜ 

ん 

ソ 

へ 

者 か 

し 

引 

ろ 

な 

て 

が け 

窓 

だ 

ゐ 

ゐ 

ゾぉ 

つ 

つ 門 


；ゃ -.1/ 

E  Ti 市 

市 苦 

ひ 

が い 

U  M 時 五 い 太 
1)1; * 郞 ^ 郎 

は 

太 m い ん 

太 

五 

つ 

市- 名 燃^ 

し 者 郎 ん ど 郞 郎 

ろ 椒 

ぐ 

太 一 

ズ- 一 

兑 一 

な 

十、 ^  '  4  • 

な た わ 

'ン 'iXilr 

'M 

0 

郎 

し 

て そつ 

お y 

、 、 

ね め 7J  * ん 

ん 

1- 

し 

兄 愛 

フ \  * 
ゐ い 

ゐ れ も 

城 ど う 

小 

城 に ら つ 

市 
太 

(X 

ブ  V- 

ろ よ 

て ぢ i ま に う し 

の *   、 て 

了 あ 山 

} ) 

n やい 

はして 

、 、 

方 あ た 缀 

れ 
は 
よ 

つ 

バ、 ュ , 

の f)、 

71 \ 

惜 お て大て ° 

に 

は れ に * い 

リ 

た 

犬 レ） 

力， m 

し 城 行 砲 だ 

小 あ 胸て 
ささ 5^ を來 

き 

ら -ii- 

く  0 すい 

力 二 力 * 

小 
人 

1 

の 

/ ハ r 

か 

な m な 

な • 

ふ 

い！^ どて 

m 

1 

Ih も 

ら し 

上,、 

つ ち 力' 

い 鐵 

ダ 

. r  . 
山 

ェ 

てろ つ 

の 砲 

に 

え 
ま 

7)、 

ん や 

な の た 

さ の 

"つ \ 

の 

/ ら 

J.* 
7w 

° も ん 

ハ 

了： さ の 

力 

― 

\  H 

あ だ 昨 ラ 

大 

U せ 方 

た 

た 

打 て 

と 

た ね 

砲 

だ て か 

ち 

1 し 

ち は 

0  - 

な 

し ゐ お 

J  u 

1-J 

出 溜 

ふ 

軍 玉 

ん 

た 城 

善 

I) 

し ら 

と、 

だ 

が ば 

か 

よ 方 

え 

9 

た な 

返 力、 

^ か 

た 

1  二 

ん い 

4> 

き り 

發 

わ 

に 

た' よ 

5 

上 た' 

力' 

お 

げ レ 

打 

ら 

ど 

て 

城 

る 

な 

お 

あ 

市 K 

市 

善 

市 

善 ま'，： rtr ま 7- 

若 



巿 善 

た 

太 五 

あ 七 

こ ~> 太藏鐵 大太藏 

い 太 レ、 へ 

太 

る 

太 蔵 

の 

%  % 

の jHti 

へ 何 郞 

砲 町 郎 

者 郎 者 引 

% 者 

郞 

で 

大の ^ 

う を 通 

市 

二 一き 

お 

S 大沼 裏る か 竹 ん 持 り 

な ~K 

役 揚 

晝 山城 

す 

T 沼 が 廻 

し G ら に 

- つ ま 

あ 郎兵人 仙 げ 入 ど 

の 

內 の 

ぐ 

\-/  二 

居 り 

と來^ 

た で 

に 

兄 險み臺 た 

やで 火 

郞 て 

云た の 

番來 

1*. た^ さ 

見 だ 

5 

は が 

さ 

ぉぽ 

1" ヒ 

お 

兵て 

は 

で 町い は う 

な 

に 

、 見 

れ 

！ 衞 

たつ 張 

カミ 、 

4) 

に な ど だ 

い 

街 明 ぼ え 

た 

-. の 

1 つ 

，て を 

つ も 

も f=if ゐ の う な 

道 

る 

う た 

あ 息 

&何： 立 

待 う 

ん 光 

な 力： だ U 

道 で 

ぐ 

と i い 

^  — i- 

4v  U ふ て 

て う 

力" 

寺い 少な 

で 賊な空 ° 

ぐ 

を 

の 力' 乂 

ん し 1 

聞 

と 

つ 燒 

ん 尾 ら 

し 者ら 篝 

だへ 

た や だ 居 1 

ぐ 

逢 て 

け 

に 

0 う 

た 

だ -； 火 

ら 歸 

な た 淨 

つ 

る 

し 

も 

裏 、 

の 

1^ 山 を 

う つ 

び は 

し き 光 

た 

た 

た 

m 倉 

と 内 焚 

0 た 

つ 

オト 

り 寺 

庄 か 

だ 

は 

り 松 

聞 か い 

氣 

ぐ 

つ 

だ に 

0 み 

内 

け 

い 

亍" と 

くらて 

で 

た 

衆 

だ 

事 

i-f 云 

お 來 ゐ 

ゐ 

し 

ら 

ん 

は 

が 

な 

つ ふ 

た 

ら てた 

る 

た 

な 

餅 

ん 

て ん 

ら 

親よ 

よ 

ゐ 

田 

街 

合 だ 

大 方 

た 

道 
へ 

厘 

t き 町 0  ； 

劍 

力- 

り 

し 

0 と ： 

付 

來 

っ穀; ^門 


539 


はしない。 

K 五郞 大沼はゃっばり仙^！^衆にっ ぃたんだな。 11 この 

間から、 内通して ゐ ると いふ 噂が あった ぢ やない か。 

市太郞 ,f、 いろ/ \ 兵卒 を 指圖 したり、 妙に 威張って 

ゐ ましたよ。 

11 ^五郎 咸 張って ゐた のかい。 

(師匠の 妻と いとが 飯 f^.K ひ 終ろ J 

(いと、 灯な つけて 上手へ 入り、 師匠のー^^^と共_し後片 

付 LL か V ろ ひ) 

(嘉 右ェ 門が 茶の間から ？降 か か け る 。 ) 

嘉右ェ 門 .11 市 太 郎- 

市太郎 へい。 (立ち上る ノ、 

嘉右 H 門 用ぢ やない。 —— 一 ばい やった か。 

市太郞 え. いただきました。 

嘉ぉェ 1: さう か。 今日は 難儀 を かけた な。 11 明日 はま 

た 早く 山內へ 行つ て くれ。 持つ て 行く 物 は あとで 出して 

置く- J 11 も、 「裏へ 行って 休め。 

市太郎 へ い。 朝 は 暗い うちに 參 ります。 

嘉右 Hi:  . I 善藏. リ 

善 蔵 へい。 (立ち上ろ) 

嘉右ェ 門 誰か 一 人毫 丁番 を 置いて、 あと は みんな 休ませ 

ろ。 11 (獨 言の やう-」) もう 夜 討の 心 li もない が、 


火の 用心 だ。 11 水 だけ は 十分 汲んで けよ。 

善. 拉 へい。 —— では 御免 蒙って。 

(若い者 一 同が 下手へ 去ろ。) 

(tl- 五郎 伸びん 二， る。) 

師匠 辰 五郎さん、 今までつ ぃ氣 がっかなかった が、 ひど 

く 丈夫に 固めた もんです ね。 

辰 五郎 Oe 分の 刺子 姿ん 頼みて) はは リ 

師匠 しかし あの ボンベイと いふお を いた 時 は、 どうな 

る 事 かと 靑く なり ましたね。 今頃， こんなに 仲び 仲び し 

て られ よう と は 思 ひませんでした リ 

辰 五郎 なんだか 張- リ合 ひ拔 けがした。 ，—— 贼が 打ち出す • 

すぐ 落城 だ。 も 少し 華々 し い 合 il, か あるかと 思って ゐた 

ら —— 

師匠 (手 v3 ^振って) いや これが、 華々 しかった 日に は大 

變で すよ。 琉れ彈 か 逸れ玉が 降って 来ます ぜ。 また 賊が 

負け て た と し たら 只 は 逃げ ま せ ん よ。 町中 火 にして 行く 

にき まつ てゐ ます。 

五郞 川原 町に 火 をつ けた 位 だからな" 11 戰 ひよりも， 

あ の 方が よつ ぼ ど 危ぶな かった。 

師匠 戰 ひが これ 位で 濟 むなら， 有り難い 方です よ。 11 

去年の 暮は. 薩 摩の あばれ 者と お 上の 兵險 とが、 江戸の 

町 どこかし こで 戰ひを 始める ので.， 每曰 毎晩お どくし 
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てゐ ました。 そして 揚句の Ei^ は 火まで 付けられ るんで す 

から、 お 話に なりません や。 

辰 五郎 —— あんまり もろ 過ぎた よ。 

^.fc しかし あれ はもと から 覺 悟の 上 CHI" 城です な 。人数 

から 云った つて 賊の 方が 何 展倍も 多い のに、 大砲 一 つ 持 

たずに 介 II？ を 始める なんて。 

.^,^0 せ^ は ija 引 揚げて 了 ふし、 お 城に 殘 つて ゐた 横手 

侍と；： ム つたと ころで、 ほんの 知れた 數 だからな。 11 敗 

ける の も、 それ は 無理 もない が …… 。 

^ぼ 一一： 方から 大砲 を 打ち こまれたん ですから、 大方 討死 

でせ う。 —— あ >T とかん/ \ やられて は、 どうに もなら 

ない。 

辰五郞 叔父さん も 兄さん も • さっきから それ を 案じて ゐ 

たが —— 殿樣 はじめ、 比.：！ がう まく 引 揚げて ゐれ ばい  >- が。 

邮ぼ こちらで はお のお 知合 ひも 多い 事です からな。 

C お^、  二階から 下りて 來て爐 逢へ 來 ろ。〕 

§  (茶の 1! へ錄 v,.^ 掛けろ) お 父樣、 山 内へ やる 手紙 を 

Sis いて S ひさました。 

f^i^HI: さう か。 市 太郎は 朝早く 出かける さう だ。 11 

それからな、 序に 子供の もの を 何 か 持た せ て やれ。 

^^„=1助 何が い- -で せう。 

1:^.;^ ェ？： 玩 4: と、 ：^^でもゃるか。 11 明日から 賊が 入り 


こんで 来れば， 樣 子に 依って は 十日 一週間と 歸 つて 来ら 

れ ないか も 知れない。 あっちで 子供に 飽きられたら、 だ 

まし やうが なくって 女子 達が 困る。 11 もう 今夜から 困 

つてる かも 知れない ぞ。 

養 助 え > -, 場所が 變 つて ゐ るし、 きっと まだ 寢 ません.； T 

嘉右ェ 門 うん。 お前に 似て， W つ 張り だからな. -ぃ、 所が 

似ない もの だ。 はは。 

師匠 ぉ孃 さま も， 知らない 百姓家なん ぞへ 連れて行かれ 

て、 どうしたんだ らうと 思って いらっしゃ いますね。 

嘉右ェ 門 大人に はた まに 不自由させる のも藥 だが、 子供 

は 可哀相 だ。 大 なり 小な り 軍 さに は 誰 一 人 難儀 をの がれ 

られ ない。 困った もの だ。 

師匠 それ あ 全く。  11 戰 場で 功お 手， お を 立てる 方 は い .\ 

として. 民 百姓 は 化， ひ 惑ば か り 背負 は される ん だか ら や り 

切れません。 

嘉右ェ 門 (灯.^ して 茶の から 出て 來ろ) 合戰 だけ は 

濟ん でも， 後始末 はいつ まで か \ る やら。 ^つても 負け 

て も 荷り 難い 事 は 一 つもない。 (養 助に) 俺 は土藏 から 

着類 を 出して 来る。 あとで 玩具 を？ 1=；! つて くれ。 (呼ぶ〕 

いと、 いと。 

(いと 出る。) 

慕お ェ門 手 燥 をつ けて • 俺に ついて 来い。 そっちの 方 は 
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おかみ さんに 頼んで な〕 

師匠 何にも 御 役に も 立ちませんで。 11 今夜 はまた 御 無 

理を御 願し まして 相濟 みません。 

嘉右ェ 門 いや、 おかみさん みたい な 別鎮を 連れて 夜 歩く 

AT 燒餅を やいて- 仙 豪 衆が どんと やる からな。 用心に 

越した 事 はない C はは C 

(慕 右 Hi: といと 內 土蔵に 這 入る C) 

.S0 兄さん、 大沼の 事 は. K- 當 でした よ。 

養 助 倉 松が どうしたし 

辰 五郞 間者 だ 間者 だって 云 はれた でせ う。. 1 今 曰 はも 

ぅ仙臺 方の 世話 を し て 、 淨 光寺 に 詰めて ゐる さう で す。 

養 助 やつば り 前々 から 賊に 内通して ゐ たんだな。 

辰 五郎 (師匠に) うちへ なん ぞ もちよい く來 て、 何 知 

らぬ顏 をして ゐ たんだよ C 

師匠 へえ、 憎らしい 奴です な。 お 域が あんなに 早く 落ち 

たの も、 一 つ はそんな 奴の 手引き も あつたん ですな。 

m 五郎 間道 傳 ひで 攻めて 来たと いふから。 —— それにし 

て も、 ひどく 呆氣 なく 負けて 了った もんだ。 

養 助 何 をい ふ、 橫 手の 侍が 必死の 覺 悟で 戰 つたんだ。 

匠 多 に 不勢 ぢゃ、 どんな 强ぃ方 だつ て 叶 ひ ま せ ん 

やね こ 

K 五郎 そんなら、 初めから 人 數を澤 山に すれば よかった。 


積 手で 合戰を やる 0 はとうに わかって ゐ るのに、 前の 日 

に な つ て * 官軍が みな 引 揚げる なんて 話 はない 箬だ 」 

師匠 まあ、 さう です。^ が大； ぎじ 押しお せて 來 るの も わ 

かって ゐ ますから ね。 

辰 五郎 …… 第 一 薩長 0 兵隊が、 大砲 一 門 して 行かない 

の だから、 合戰 らしい 合戟も 出来なかった わけ だ」 自分 

さへ よければ、 ひとは どうで もい &と云 ふ 腹なん だね。 

整 助 辰 五郎、 お前な どの 知った 事ぢ やない。 ！  W い 略な 

ら、 仕方がない。 

師匠 それ あまた、 いろく 段-取りが ありませ うからな。 

辰 五郎 だって • そ 0 軍略 だって、 みんな 薩長の 兵 嫁がき 

める 事で せう。 あの人 達 は、 どうせ 横手 を 負ける ものと 

踏んで、 放って置いて， みすく 党 殺しに した も IM 然な 

ん です。 

養 助 下らない 事 を ——- お 上の 軍略に、 お前な どが とや か 

く  口 を ：！ がむ ， J と が ある か 0 

辰 五郎 —— 同じ 官軍で ありながら、 橫 手が 危ぶない のに 

加勢 も來 なかった ぢ やありません か。 軍略な ど はどうで 

も 、 人情が あったら、 急いで 馳 けつけ るの が當り 前です。 

11 お 城の 人達 も， さぞ 心細かった でせ うよ。 

養 助 (息苦しく) 勤王の 大義の ため、 錦の 御 旗の 下です 

る戰 ひだ C みんな， び 勇んで、 討死 を 遂げられ たにち 
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力 ひな、  

私 は 、きつ とお 軍 の 不人情 を 恨んだ と 思 ひま すね。 

や；^ 助 不^な こと を 云 ふな。 (^む) 

(座 が. n けろ。) 

(いとが 內 土蔵から おれ-布^ ズど述 び 始めて 戸 0  ^0 

む.リ 

<'師匠の^^>づか上手から手.^拭き乍ら出て來る0〕 

師：！^の^^ わえ やさん、 もう 済み ましたが.. あと *  は あ 

りません か： 

(いと、 f  0) 

(^匠の^^^3した灯^^持って？^所へ 來る0) 

師 .M  める やう LL) しかし、 まあ • 過 ぎた 察です し， 

とにかく 戰^ も 濟んで 何よりで ございま すよ。 毎 曰々々 

今 口の やうに どんく ばちく が i まいたら、 私共 も 生き 

たおが なくなります からね。 早く 片付いた 御蔭で —I 

翁 助 (かつと して) 師ぽは * お 城が 早く 落ちた の をよ ろ 

こんで ゐ るの かり 

^ぼ い >1 え、 そんなつ もり ぢ やありません とも。 た V 軍 

さに は、 これまでもう ひどい 目に 道つ て 來てゐ る もので 

すから • つい 11 

や！^ 助 お前 達 は 江戶者 だ。 官軍が 德川 方に 负け ると、 い i 

氣 味に ちが ひない わけ だ。 


師匠 そんな. とんでもない。 私共み たいな 流れ 渡りの 者 

に は、 どこのお 國も 住めば 都に なって、 御世話になる 土 

地の 味方です。 さっき もお 城の 火 を 見たら、 悲しくな つ 

てこれ と 二人で 泣きました。 

養 助 なんで 味方な もの か。 11 勤王 軍の 張本薩 摩が、 お 

前 達の 敵 だと 云つ て ゐるぢ やない か。 

師 il^  (きっとして) それ ぁ薩 摩つ ばうなら、 官軍で も 何 

でも！ 13 いと 思 ひ ま すが、 御 恩 を 受け て ゐる 横手 の 官軍が 

敗け たの を、 なんで 悅ぶ わけが ありませ う。 若旦那、 物 

の わからな い 私共で も， そんな 犬畜生に も 劣る 心 は 持つ 

て 居ません し 

0M  . I. {G 軍に 二つ はない。 

師匠 いえ、 あります とも。 薩 摩の 無法者に どうして 正路 

な 事が 出来る ものです か。 勿瞪 なく も 錦の 御 "腐 を かさに 

着て ゐる惡 者です。 辰 五 さん も 云 はれた やうに、 義理 

知らず 人情な しです。 11 若旦那、 そんな わからない 官 

軍が ある もので せう か。 あいつら はに せ 者の 官軍です。 

師匠の 妻 (はら./ \ して) あなた 11 そんな …… 0 

師匠 あんな 奴等が 幅 を 利かして ゐて は." 官軍 もき つと 人 

の 恨みの 的になります。 天朝 方の 名折れになります。 

養 助 だから、 賊の 味方 をす る氣 だな。 有り難い 庄 内の 手 

引きで もす るが い. -10 
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^匠 (淚 >^ 浮べて) いかに 若旦郝 でも、 あんまり ひどい 

私が、 私が さう 見えます か。 ひどい ：：： 口惜し いん 

です …… G ぬ，^ 蔽ふ〕 

(裏 右 ェ門は 少し 前から 內 土蔵 ブゲ 出て 戸前に 立って ゐ 

ろ。 いと LL 小 聲で布 圃の處 置^ 云び つけ、 手燭ん そこ 

に 置いて 瀘 逢に 來 る。) 

嘉右ェ 門 養 助。 またお 前の 癎の蟲 が 起った な。 ，11 師匠 

もお かみさん も、 氣 にかけ て くれるな。 これが 惡ぃ 持病 

^匠 . ！ 私共 こそ， 物 を 知らない 分際で 口答へ したりし 

て • どうか 若旦那、 御勘辩 下さい まし。 

嘉右ェ 門 11 養 助。 官軍 だの 賊 だので、 よし 惡し をき め 

る 癖が まだ 取れない のか。 困った もの だ。 お前 はいくら 

本 を讀ん でも、 それ ぢゃ 何にもなら ない ぞ。 本に 請 まれ 

てゐ るの だ。 官 とか 賊 とか， 勤王 や 佐幕で 物事 を： ir づけ 

るの が 抑々 の 間違 ひだ。 

整 助 間違 ひだと は 思 ひません。 

嘉右ェ 門 何 だと。 

S 道理に そむく 者 はいつ だって 惡 人です。 泥棒が 施し 

をした とて、 之 を 善人 だと は 云へ ません。 施し はい 上爭 

でせ う、 しかし その 本の、 盜み をす る 人間 を 善人 だと は 

云へ ません、 *  11 勤王 の 大義に 從はず に 佐幕 の 軍 を 起す 


や うな 者 は、 天理 に そむ く惡人 に ち が ひ な いぢ や ありま 

せんか 「」 

嘉右ェ 門 云 ふ 事 は 立派 だ。 それで 師ぽを いぢめ たの か。 

は 」>1 い しかし それ は 本の 上面 だけし か兑 ない 者の 議論 

だ； て ^ 世の中へ 出れば 死んで 了 ふ 議論 だ 

翁 助 そんな 事はありません。 これが 生きて 行く 上の、 唯 

一 つの 正しい 尺度です。 

嘉右ェ 門 それ は 道理 を 計ろ 物 さしに はなっても、 その m〈 

の 善惡を 見る 役 に は 立た な い 。 

養 助 道理より 奥に 善惡 はありません) 

嘉ぉェ 門 いや ある。 

斐助 何です。 

嘉右ェ 門 お前の 忘れて ゐる もの だ。 人の 心 だ。 人柄 だ" 

養 助 そんな 物 は 11 

慕お ェ門 道理の 上の 善惡 よりも、 人と して この 方の よし 

惡 しが 一 番 大本 だ」 お前 は 理窟 を 書いた 文句に 目が くら 

ん で- それが 見えない。 道理 を 離れた 仕 菜 を、 お前 は 道 

理 の 尺度 で 見よう とする か ら 駄目 だ。 

養 助 道理の 尺度でなくて >  何で 計る のです。 

嘉右ェ 門 人の 心 を 知る 目 だ。 

S それ は 言葉 だけです" 

嘉右ェ 門 うん、 さ， r 思 ふか。 それ ぢゃ養 助， 一 つお 前に 


つ 


聞く。 お 城の .1 様 をい \ 方 えらい 方と は 思 はない か。 勤 

王の 旗印 を 立て、、 落城 を覺 悟で 賊軍と 戟 つたの だ。 

，お 助 無論え らい 方です。 そんな こと は 11 

ff;:" お Hi: ふん。 ところが 一 月 前まで、 奥 羽 同盟の 意見で 

藩 論 や 動か し てゐた の は 誰 方 だ。 同じ 戸村 十 太夫 樣ぢゃ 

ないか。 もし 其 時 薩長の {ほ 軍が 攻めて 來て、 今日の 逆に 

^となった としたら. それ 丈で 殿様 を わろ い 人え らくな 

い 人と 太ん おに 思へ るか。 

。お 助 しかし 殿 si^ はもと く mffi: も あり、 勤王の 志 も あつ 

た 方です。 

f?-;^ ェ門 それ の 方が 佐幕と 兑 做されろ 同盟に 加擔 した 

の は、 色々 事情が あつたから ではなから うか。 藩の 軍費 

が 足りな か つ たか も 知れない、 出來る だけ 戰爭を 避けて 

民 •rj:: 姓 を 否し めまいと い ふ 御 趣意 か らだ つ た か も 知れな 

い。 11 とにかく  一  H 前の 佐 il!^ でも 今日の 勤王で も. 戶 

村 様の えら さに 變り はない。 I— ^匠が よしんば 庄： S を 

B つて 薩 isv,- 佾ん でも、 ^理 よりもつ と 深い ものに 動か 

された からだし 

何も、 庄内を ici ふな どと いふ わけ ぢ やありません が 


嘉右工 門 ——- 肋" とか 賊軍と かで 人を片 づける の 

はよ せ。 もっと 奥に、 人の 心の よし 惡しを 見なければ な 


ら ない。 取り はづ しの 出来る 看板なん ぞ のために、 誰が 

命懸けの 戰ひ をす る もの か。 どこの 藩で も 勤王 佐幕と 方 

針が 定まる の は、 た V 廻り 合せに 依ろ こと だ。 それ をき 

める の は 上に みる 人達の 仕事 だつ 下々 の 知った ではな 

、 0 

€ 几 助 ！ それでも， 私ら にだって 意見と いふ もの はあり 

ます。 

嘉ぉェ 門 生兵法 は大 傷の もと だ。 た t 1 段 上の 方 を 信じ 

るの だ。 俺 は 勤王で もなければ 佐幕で もない、 どこまで 

も 戸村 樣に從 ふだけ だ。 二 段 三 段 上の 事 は、 理窟で わか 

つても お 心まで わかる もの ぢ やない。 薩長の 成り 上り 武 

士が、 天朝の 御意 を體 した 氣 でも、 諸方で 間違 ひの 種 を 

蒔く の は その 爲ぢ やない か。 天朝 は 有り難くても、 薩長 

が 僧く て 賊 に なる 者が 出 て はゐ ないか。 

養 助  。 

嘉右 ェ門 (氣 がつ いて) みんなに えらい 設敎を 聞かせた 

な。 はは、 無 禮な奴 だ * 辰 五郎. 欠伸して ゐ るぞ。 11 

さあ 今夜 は ゆっくり 休める。 おかみさん、 あそこへ^ を 

出させた。 御座 敷 は 二階 だから、 いとと 行って うまい ェ 

合に 敷いて 莨 ひたい。 

師 S の 妻 何から 何まで 御迷惑 をお かけし まして、 本當に 

ありがたう ございます。 
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(校？^ していと. と共に 二階へ 布圑 ，^ ?^】 ぶ。) 

嘉ぉェ 門 師匠. こ、 の 家で は 世 とちが つてな、 親父が 

下手な 義太夫 を^つ てゐ ると 息子が 子：！ I くだ。 まあし か 

し、 養 助が 本 を讀む 〇 もどう せ 一 つの 道樂 だと 思 ふから、 

なるべく 肩. せ を 狭く しないで ゐ るが、 少し 窮屈 だ.」 どう 

だ 師匠、 擾 後の うんと 艷 つぼい ところで も 授けて * 養 助 

を や はら か し て貨 へ な いかね。 全く 親父が 助か るから な。 

X ュん C 

(門 叩く 音が する。 人聲 もす る。：； 

嘉右ェ 門 (坐った ま、) 誰 だ。 

(返事の ir かよく わからない。) 

嘉右ェ 門 辰 五郎， 見て 來 い-じ 

(師匠の 妻が 二階から 下リ て來 ろ。) 

(辰 五郎 • 潜り戸の 外へ 出る。 話 聲。) 

(やがて 門ん、 開ける 昔。) 

1:^ 五郞 (歸 つて 來る) 叔父さん i 

(大沼 倉 松が 仙蹇 藩の 兵卒，， ど 二人 從 へて 這 入 つて 來 

る。 お si^ 灯.^ 持って ゐ る。) 

嘉右ェ 門 倉 松さん ぢ やない か、 何 だね こんなに 遲く なつ 

てから。 

倉 松 七 尾 親方、 少し 用事が あってな 迎 ひに 来た。 

嘉右ェ 門 ほう * さう かい。 


倉 松 御 苦勞 だが、 一寸 淨 光寺まで 來 て^ひたい。 

嘉右ェ！： 妙 だね。 -11 淨光 守なら 1： 彌陀 ほぢゃ あない か。 

、「ちと は 宗旨ち が ひだ」 それに まだ 俺 だって， お 寺から 

迎ひを 受ける 程の 年で もない にな。 はは」 

倉 松 親方、 冗談事 ぢ やない。 お前さんに 川の ある 方が ゐ 

るんだ。 

嘉ぉェ 門 誰 方 だね リ 

倉 松 仙臺藩 の 松 枝兵衞 と い ふ お 侍 だ リ 

嘉右ェ 門 はて、 知らないお 名前 だ。 何の 御 川 かね" 

倉 松 行って 御 話 を K けば わかる。 

嘉右 ェ 門 商人 は 儲け 話で な い と氣 が乘ら ない もの だよ。 

-—— もし 染 物の 御 註文なら、 it^ 盛 を 持って行かなければ 

用が 足りない からな。 

倉 松 ——- 松 枝 樣は短 氣な方 だから、 餘 りお 待たせし ない 

方が い \。 

嘉右ェ 門 まあ 折角のお 迎 ひだ、 すぐ 出かける" 

倉 松 仙臺 勢の 假御 本陣 だ、 武藤折 江 樣、 川上 與兵衞 様と 

いふ 方もゐ る： >  粗相の ないやう にした 方が ぉ爲 だよ、 親 

方 C 

嘉右ェ 門 倉 松さん は大厨 仙： M 方の こと がくは しいんだ 

ね-〕 

倉 松 番兵に 名前 を 云へば 案内す る。 では 御苦勞 だが すく 
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来て^ ひたい。 

$^-右ェ門 承知した。 11 お前さん も、 よる 夜中 使 ひ 走り 

までして 御苦勞 だな。 

05:- 松 等 去ろ。) 

右ェ門 (一座.^ 兑て) はは、 何も 心配す る 事 はない。 

一寸 出かけて 來る。 11 いと、 いつもの 袴 羽織 を 持って 

来い。 

0 いと、 俺の も 持って 來ぃ。 

H お Hi: お前なん ぞ 行かなくて もい、。 

, お 助 ぉ父樣 一人 はやれません。 賊の 奴等が 11 

ー：！^ぉェ門 ^.效助.俺が留守の時、 この 上座に 坐って 指圖を 

する 役 は 誰 だ。 お前 はう ちに ゐろ。 

益 助 …… それで は 111 ^五郎に お供させます。 

？ぉぉ ェ1: あわてるな、 惡ぃ事 さへ しなければ、 神佛 だつ 

て 怖ろ しい こと はない。 行って 話 をして 来る だけ だ。 — 

I お 五郎- いらない ぞ。 生れた 日から、 五十 年 も 每曰步 

く大町 通り だ。 目をつぶって 行っても、 怪我なん ぞ しな 

い。 . I 俺 は 一 人で 行く。 

(^E の^、 身支度，^ 手 ふ。) 

(お 五郎、 捉灯 > やつけ る。) 

5^ お ェ門 どうせす ぐ歸 るから. 寢 酒の 髑 でもつ けて 置 

け" 今日の 草臥れ 休めに 一 ばい やらう。 11 ぢゃぁ 養 助、 


行って 來るぞ 、し 

(嘉 右ェ 門出て 行く。 辰 五 郞>- 師匠 夫 嫁が 後.^ 追って 

見送って ゐ る。 しばらく。) 

養 助 辰 五郎、 辰 五郎 リ 

(三人 はび つて 来ろ。： > 

養 助 お前 後から 行け。 ぉ迎 ひだと 云って 外で 待って ゐる 

の だ。 變 つた 事が あったら すぐ 知らせに 来い。 11 提灯 

を 忘れるな。 

c& 五郞急 いで 出て 行く じ 

師匠 若旦那、 向う だって 名の ある 侍なら、 無暗な 事 はし 

ますまい。 

養 助 さう は 思 ふが. 何しろお 父樣は あの 氣性だ …… 0 

師匠の 妻 元氣に 歩いて いらっしゃ るんで、 賊の 本陣へ な 

ど 行く 様子 ぢ やありません ものね) 

養 助 …… 俺 も、 無理に ついて 行けば よかった。 

師匠 まあ 辰 五郎さん がゐ ますから —— 

、しばらく。)  ， 

養 助 師ぼ、 裏へ 行って 市 太郞を 呼んで 来て くれない か。 

師匠 へ ぃリ 

(下手へ 行く。) 

广市太 郞と善 蔵と，^ 連れて来ろ。) 

市太郞 親方が、 賊に 呼び出され たんです か。 
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養 善師整 U 養 

助 蔵 匠 助 匠 助 


1^4 助 大 沼が 迎 ひに來 てな。 —  —市 太郎， 淨 光寺 は どんな 

工合だった。 

市太郞 奥の 方 はよ くわ かりま せんが 侍 方 は 本堂 に ゐるゃ 

うでした >  il 門のと ころに も 庭に も、 篝火を 焚いて 兵 

卒が 立って ゐ ました。 * 

養 助 賊が お前に 何か亂 暴な 樣子を 見せなかった か。 

市 太 13 別段な こと もありませんで したが、 劍附鐵 砲 を 持 

つて ゐ るので- 氣 味が 惡 かった だけです。 

養 助 そんな 奴が 澤山ゐ るの か。 

市太郞 いえ、 みなで 二三 十 人 i 十 人位が 所々 に 番兵に 

立って、 あと は 腰かけて 休んで ゐ ました。 そして 大 沼が 

あちこち 歩いて いろく 世話 を燒 いてる ました。 

(. 一 人 一 人 若い者が にび つて 來て、 ムロ 所の 板 敷に. 膝？ - 

けろ C) 

(二階から 下りて 來 たいとが、 そ、 二 行く  0) 

師匠 な あ 兄、 そいつら は 手荒な 扱 ひなん ぞ しないだ らう 

なリ 

市太郞 薩 摩の 兵險 なんかより、 おとなし さうな 面 付 だつ 

た" 

S さう おっかない 連中で もない か。 

市 太郎 また 大沼 だってと ころの 人間 だ。 傍に ゐ て， 親方 

に 5; 说 多な 事 はさせ ない よ。 


善藏 (養 肋に) でも 樣子を て參り ませう か。 

養 助 五郎が 行って ゐる 11 はたで^ ぎ 立てる と、 反つ 

て惡 いか も 知れない な。 

市太郞 大丈夫で すよ』 親方が 立 I 派な 人 だと わかれば、 相 

手. た つ 一 」 自然 そ の 氣 になり ま す よ -」 

善 藏 行って， もうよ つぼ どになります か。 

^匠 まだ。 それ 程も經 たない が。 

市太郞 どら 善藏 兄、 表へ 行って 淨 光^の 方で も 兑てゐ よ 

(市 太 郞善藏 港 リ戶の 外へ 出る。) 

(してら く  0) 

師匠の 妻 (氣 がつ いて) 旦^が さう おっしゃ いました 

が、 ぉ寢 酒の 支度 を 致し ませう かしら 11 

養 助 いつ 頃 屍る かわからない が 11 さう、 歸 つたら すぐ 

飮 める やうに して 贺は うか。 

(いと 師匠の 妻、 支^す ろ。) 

…… 師匠、 も 一人 誰か やって 兑 ようかな。 

大抵 御 心配 はない と 思 ひます が ：… 

用事 だ け な らもう 戾 つ て 來 て もよ ささ う だ。 

え .1、 さう ですな。 

(は. ひって 來る) こつ ち へ 提灯が 走 つ て 來 ます。 

走って 来る 11 辰 五郎 だな。 


5-1 S  つ な'!' 1 


^匠 何 かまた …… 。 

(門のと こる で：； 1- 五郎の 聲" すぐ 來る 0) 

,§■0 いま 來 ます U  11 すぐ 後から 來 ます。 

師ぼ あ k よかった。 

M;!^ の 妻 ぉ歸 りなんで すか。 

K 五郎 どうしても 門の 内へ 入れな いんだよ。 でも 父 さ 

んが木 堂の 階段 を 下りる ところが 兑 えたから、 すぐ 飛ん 

で來 た) 

#B 何 か 11 變 つた 樣 子はなかった か。 

辰 五郎 兵が 立って ゐる 丈で、 他の 老は寢 たの か、 お 寺 

はしん として ゐ ましたよ 0 

G:;^ お ェ門 は ひって 來 ろ。) 

§ ぉ歸 りなさい。 どうかと 案じて ゐ ましたが …… 

惠右ェ I： つまらない 心配なん かする もん ぢ やない。 (市 

,.^^0^A<^ なんだ、 まだ 寢 ない のか。 赛^！も裏迴りも 

. るな。 —— さう か 丁度い. -。 みんな 裏から 大褪を 持つ 

て來 い。 

S へえ、 今頃 大槌で どうす るんで すか， 親方。 

0^x^ い V から 持って来い。 

(ふお い 者 去る-」〕 

0^^^-ェ1:上るじ 

辰 五お ^で 何 をす るんで す、 V が 光寺へ でも 攻めて 行 くん 


です か。  一 

嘉ぉェ 門 はは。 そんなと ころ だ。 今 わかる。  ： 

§ 用事 ほどうい ふ 事でした リ  ： 

惠右ェ 門 うん。： お 枝と いふ 0 は 仲々 しっかりした 侍 だ" 一 

俺 も 負けさう になって な。  一 

養 助 何 か Mi 理 難題で も 云 ひ 出したん です か。  一 

嘉右ェ I： うん、 俺に ほどうしても 染め上げられない 註文 一 

だし 11 阴 G から 宿 をし ろと いふの だ。  一 

養 助 え 11 あいつら が 泊 るんで すか。  一 

嘉右ェ 門 誰が おめく 泊める もの か。 戶村樣 横手 寄鄉十 - 

八ケ 町の 親御 肝煎りまで つとめた 家 だ。 お 城に 大砲 を 打 ： 

ち こんだ 敵の 高 張 を 立てられ るか。 五本 骨の 日の丸 扇 を 一 

かざした 門に、 竹に 港の 侵 幕が 張られる と 思 ふか。 11 一 

無論 斷 つた。  一 

養 助 そ. れで i! 承知し ました か。  _ 

嘉右ェ 門 しっこく、 上げたり下げたり、 頼む とまで 云 ふ 一 

んだ、 どうして 私の 家みたい な 破屋が 懇望 かと！^ いたら 一 

——— どう だ、 みな 門 C お 陰 だ。  一 

師匠 御門が どうし たんです 一』  _ 

嘉右ェ 門 大^ 株は淨 光セサ 本陣の 近くへ 泊りたい。 そこで ： 

うちの 門へ 白羽の 矢 を 立 てた ii こ れな ら 諸人 の 目印に 一 

なるとい ふの だ OI  —  ！ ュ _ の 時 俺 はう ま い 決心が つ い た よ •  ノ 
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00 もし 門 を こ はして、 あとで が-！ 

慕お H 門 侍に は 弓矢 鐵 砲の 攻 fF」 具が あろが、 人が. iw 由 

に なる も の は， HI 分 の 家 だけ だ。 これ を こ？： i し て 敵が 困れ 

ば、 もう 本望 だ」 情ない が、 俺た ちに 出 來る御 恩返し は 

は？々 こんな もの だ。 

i   ： 

嘉右ェ 門 i 。五十 過ぎれば 侍 衆 だって is 御免 だ U 

俺が 隱居首 を 持ち出 してやる 道：^ だ-だまって 昆てゐ ろ。 

(呼ぶ) おい、 もっと 力を入れて 打つ 叩け。 游 なん ぞ序 

にぶつ 倒しても い X、 門 を 滅茶滅茶 にこ はせ。 (一層 £4 

い 昔 ) ——. 心 ばかりの 敵討ち だ ) あ の 音 を ^ いて ゐ ると 

心が 幅くなる。 11 師匠、 さあ 一 ばい やらう。 これが お 

城が 勝った 晩なら、 お 箱で も 出す の だが な …… 。 はは は、 

養 助。 親父が 勤王の 大 忠臣 になった 祝 ひだ、 お前 も 飲め。 

(門 v^^ つ 音つ ゾく 一 I ) 


1 


次 
郞 


！ 

-i 


隣 告後松 同 同 同 松 

^ミ 村 藤 ^  本 入 

の  進 

-K はせ一 美 勝 ト£' け ぬ 


母 親 n  § 


二 

雞子 

郞 

. 女 


母 

長男 

父， 登場せ す 

進 一郎の 姉 

同 


IB- 京 山の手の 松 本家 の t! 敷。 正 0 終 側の 子 二 枚 程 TO.^ 

け放して小さぃ.貼が0^んる。 下手.： 押入と 二階 へ 

の段^^子の上リロ。 左 Li 折れて、 障子の はまった 子 

^.ぉりの腰.愁、 接いて す • ^の il への 換。 舞毫 上手 は換、 

^^下1^^て、 ^^^し迎すろ樣になっ て：！^ろ。 

秋の^れ のお 方 近く。  ^^..;:くと、 長 一  火 W 千生 

の 制服，^ つけて^ m 近くに 少し^,^ くづ して 新 ig な 5 お 


一 

んでゐ ろ。 &  くして 玄關の わく 音。 やがて 玄關の よ 

リ襖， 屮 あけて、 靴娇に 衿、 高等 學 校の 制服 ス どっけた 弟 

のへ 二と、 女學 校の 二三 年^らし きお-配の 美^子が 入 

つて 來ろ。 臉 二に 部 に 入ろ と 壁 の帻子 かけに、 兄の 

^幅の 横へ， s 分の 帽子ん、 か け て から • 兄の 方-」 近づ 

勝 二 唯今。 

美 子 唯今 •:: あら 兄さん ほ 今學 校から リ 

浩 一 ぁ气 會 があった もの だから。 …… 病院へ 行って 來 

たの かい。 

美 ゆ t 子 え \、 …… あのお 母 機 は？ 

浩 一 ー最 所の 方 だら う。 先刻 婆やに 何 か 云って た樣 だから。 

…… そして、 お 父樣の 工合 ほ 何う、 やつば し變 り はな 

い？ 

勝 二 あ  > -、 ちっとも。 何だか 餘り 良くない らしい や。 

^一  さう か。 …； (n1 化 外ら し) さ、 スた らうれ。 

美^子 それにお 父 機 は 近頃 又瘦 せち やった やうね" 私 何 

だか 今日 もぢ つと お 父 樣の顔 を 見ろ と、 まるで 人が 違 ふ 

やうな 氣 がして 變な氣 になつ ちゃ つ てよ。 後一 の 伯母 樣 

達 も そ い つ てた けど、 本 當に變 つち や つ た わ わ。 

^一  全く 變 つて 了った、 まだ 動めに 出て いらつ した 時分 

のこと を 思 ひ 出す と、 まるで 別人の やう だ。 然し 無理 も 
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ない さ 。あ、 して 病院に もう 1 年も^！てゐるんだからね。 

…… 。 a お 产ど替 へる やう-」) 伯母 樣 たち は？ 

二 今日は 歸 るって。 さう だ あの人 達 もお 院へ 泊って 二 

日 目 だものね …… 何でも 少し 話が あるから 撲 達に 一 足 先 

きに 歸っ て吳 れつ て 云つ てたん だが —1 もう 直ぐ 歸っ て 

來る だら う。 

洁 一 吉 村の 伯母 樣も？ 

笑^-子 え. 何う せ ご 一緒よ。 

^ 一  だけど * 何う して 又お 前 達と 一 緒に 歸らな いんだい。 

类 子 え i 、だって …； (膀 二-」 向 ひ) ねえ 兄さん。 

勝 二  (暖 味-」〕 ゥム。 

浩 一 何 だ ， 何う か したと 云 ふの かい。 

勝 二 いやね、 何だか 病院 は 今日は 變 なんだ よ。 伯母 樣た 

ち も 何 だ が 、 お 父 樣も亦 ひ ど く 興奮し てゐ るんだ … … 。 

洁ー ハァ、 ぢゃ又 何 かあつたん だね。 だが 何う して 又お 

父樣は こ の 頃 あ 乂 やきもきと 怒り ぼくな つ たんだら う。 

あれが 病 氣と云 ふ もの か 知ら。 

勝 二 何方に しても あれで は 病 氣は餘 り 良く はな いんだ 

ね" 何だか 先き が …… 。 

美津子 兄さん ，：-. 。 

(三人 .1:. つ し 默 ろ。) 

浩ー だが、 ー體 今日の は？ 


勝 二  (不^ 決らし く) サァ何だか又ぉ母^2^-の ことらし 

い。 伯母 樣 たち も そんな 話 をして たから。 何でも 今日 

つ て來 るの も そんな ことら しいよ。 

美 津 子 え. - さうな のよ。 みんな そのこと で、 そのお 母 3$ 

のこと で、 ひどく 云 ひ 合って たのよ。 お 父樣は 「彼奴 は 

俺より も儉約 の 方が 大 i5T(" なんだら う。 俺 は 兌；？；^ し に し て 

もし まっし てれば 好 いんだら う o」 つ てお な 目 付 をして 

云って るし、 伯母 樣 たち は 又 「本當 におけ いさんの 氣も 

知れない。 是非 一度 云 はなく つち や。」 とまるで ムキに 

なって るんだ し …： 0  - 

浩 一 あ- -又 それ だ …… c 

勝 二 全く、 あんな こと を 見せられたり^ かされた りする 

の は 堪らな い あ.' 僕 は それで 病院 へ 行つ た つ て * 不倫：^ 

で 堪らな いんだ」 …… だけれ どお 母 標は何 か 本當に そん 

なにお 父 様に 冷淡な 所で も ある 0 か 知ら。 

浩 j まさか そんな こと も あろまい と 思 ふ がれ" 

勝 二 だって 伯母 樣た ち の  > 」 と を 聞 いてる と ま る で さうな 

んだぜ G そ し て 僕達 に ま で變に あてこする ぢ やない か。 

僕 は 其奴が 麖に .ぉ つ てなら な いんだ。 あの人 達 つたら い 

や に 氣が 强 くって 大風で その it 僻んで る やうで ね) 田舍 

の 人って あんなの かね， 僕 ああん な 人達 大嫌 ひだ。 

浩ー そんな こと を； K ふもん ぢ やない よ。 あの人 達 だって 
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父 様の 機嫌が 惡 かったり、 又 あの 病人 を控 へて 家ん 中で 

口 論な ん かやって 貰って は 堪らない か らね。 

勝 一 一 あ >t あ、 堪らない 。堪らな い。 ぉ父樣 が病氣 にな つ ち 

やつてから、 まる で 家ん 中が 陰 氣に不 ii 快 に な つ ち 士 一  つ 

たつ 僕 ほ 時 々 もう 家なん か 飛び出し たくな つ ち や ふんだ。 

美 律 子 木當だ わ、 この頃 C 陰氣 さって ない わ 。お母様 は 

私達に はぶ 當 によく して 下さる けれど、 でもお 父 樣が丈 

夫で いらした 時の 事を考 へる と あの 時分 は本當 によ かつ 

た わね。 私、 この頃 時々 お 父 様に 速れ られて 旅行した 時 

のこと なんか 思 ひ 出して 仕方がな いの。 

(勝 二と 浩ー、 一寸 妹の 親ん-見ろ、 そして 默リ 込んで 

了 ふ。 上手 次の間の 方よ リ 母親 けい子 出て 來る。 四十 

五六 歳、. 質素な ^f; 装 もして ゐる。 理性の 勝った. りしい 

引締っ た 0 の 録人， 然し 物腰 は 凡て、 静な^！人でぁ 

る。) 

けい子 オヤ、 勝 二 も 美津子 もお 歸 りなさい。 何時お 歸り 

だ つたの。 ちっと も 知らな か つ た。 

(二人とも 妙に 固くなって 默リ 込んで ゐ ろ。) 

けい子 そしてお 父樣の 御樣子 は 何う。 (返事がない ので〕 

何う したの- 變に默 り 込んで ゐ ますね。 

美 律 子 (慌てた やう lO お母さん-お 父樣は 同じ ことよ。 

何だか 本當に 弱つ てらつ しゃる やう だ わ) 


親 母 
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けい子 さ、 ro やつば しいけ な いんです ね。 何しろ あんな 

に 長 患 ひだし ね。 …… あ， 阴日は 私が 病院へ 上る 日 だが、 

美津 ちゃん は 何う します • 行きます か。 

美津子 え、 行く わ。 あした 日曜 だし， お母さん は 朝ッか 

らね 0 

けい子 え >1 さう です よ。 ：… それ はさう とお 前さん 達お 

腹が 空いた でせ う.」 さ、 すぐ ご飯に しませう。 

美津子 あ、 私 それよりか 先に 顔 を 拭いて 来る わ， 何だか 

今日 隨 分外 は 風が あるの よ。 …… お母さん. 婆や はゐて 

けい子 ゐ ますよ" だけど 今 忙し いんだから 顏を洗 ふ 用事 

なんか 位 は ノ  J 自分で なさい よ" 

美津子 え X  0  (^ざ 足 にて 去る) 

けい子 さあ * 勝 二 も お出でなさい。 …… (K つて ゐ るの 

で) まあお 前 何う かした の" 

膀ニ いえ ；… (と 毀の 親 見. T に 立って 行く) 

けい子 まあ あの 子 は 何う したと いふんだら う-, 變に默 り 

込ん ぢ まって。 さ. 浩 一 も 一緒に 行きません か。 

浩 一 僕 …… 僕 は 止し ませう。 先刻 學校 C 歸 りに 會で 色ん 

な もの を 食って 來 <  し たか ら 。 

けい子 さう。 でも 時分時に 少し 食べと いた 方が よく はな 


浩ー (少し 笑 ひながら) え、、 でも 今お 腹が くちくな つ 

てます から。 

けい子 ぢゃ、 まあ〕 (行. かけて、 何 か r^Ll 想る らしく 

立ち 止ろ) ねえ 浩ー、 美 M 子 も 勝 二 も 何だか 變で すが 何 

かあつた とで も 云 ふん ぢゃ ないか しら。 あの 11 院に 

でも" 

洁 一 さあ • よく は 知りません。 然し —— 0 

けい子 ぇリ 

浩ー (ー寸云ひ^^ったが) いえね， お 父樣の 工合が 變だ 

つたんで すって。 いえ 容態 ぢ やない のです。 何だか 酷く 

機嫌が 惡 かった とかで ね。 

けい子 (坐りつ、) まあお 父樣が ；… 機嫌が^い つて、 

何う したと 云 ふんで (1 、つ。 

浩 一 それに 伯母 樣 たち も 何だか …… 。 さう * 今日もう す 

ぐ歸っ て 見える さう です が、 何 かお 母さんに 云 ひたい こ 

と が あるって 云って ゐ た さう です よ リ 

けい子 まあ- あの方 達 が 私に …… さう、 だが 何 かしら 


浩ー (暂く 母ん a- つめ V- ゐく〕 ねお 母さん〕 お母さんが 

お 父樣 に 返 院を勸 めら れ たって 本當 です か 」 

い 子 返 院をリ  え. - ：… その 話 はし はし ましたが 

2  0  . 


^ 1 さう です か。 —— 事の 起り は それなん ださう です。 

けい子 まあ、 それが 何う して そんなに お 父 機 を 怒らした 

とい ふんで せう i 私に や 分らない。 此の間 は、 でも ご 

i:^5^かょか つ たんだから 4r そし て 又 それ を 伯母 樣たち 

までね。 

#5 1 1 —1 何う； K ふ譯 なんです。 

けい： ナ それ はお 前：： 唯 私の 考へ でね …； 。 

ゆ 一 (W く^" ケ つめて ゐ て) 私の 考へ …… (急に 與蜜 

した ii 子で) さ、 「でせ う 萬； 尜 お母さん は その 調子なん で 

す。 僕達に は てんで 打ち il け て ほ 下さらな い ん だから。 

いえ、 それ は 構 はな いんです。 です けれどお 母さん. - お 

父 様 だけに は ：！：、 「か 良くして 上げて 下さい。 ね、 何う か 

仰し やる や * 「にして 上げて 下さい。 お 願 ひです。 

けい子 (ま-こついて) え、 まあお 前 -— 。 

^1 ね * ぉ父樣 はもう 何う せ. おく はならない 方なん でせ 

う。 みのない 方なん でせ う。 院長のお 田樣 もさう 仰し 

やつたん ぢ やありません か。 右の 肺が すっかり 駄目で 左 

ももう やられて ゐろん だって、 そしてもう 二 年と 持た な 

いんだつ て。 それにもう 一 年 は 過ぎて ゐ ます、 だからい 

くらおく 兑； .ii^ つたって あと 一 年し か 持た な いんで せう。 

本當 にも う^られて 了った 命ぢ やありません か。 醫者 

さ へ もさう はっきり 云つ てるのに G 


け い 子 え、 それ は …： だから 私達 は覺 悟して ゐな くて は 

. ならない とね" 

^ 一  いえ、 私達が 覺 悟の ことなん かぢ やな いんです。 

ぉ父樣 自身の ことなん です。 (は i 的 L0 わお 母さん、 お 

父樣 は本當 に ぉ氣の 毒ぢ やありません か。 私 は あの 病人 

が 怒ったり 苦しんだ りして ゐ るの を 兒てゐ られな いんで 

す。 まして 色んな 錢な. 隊ゃ、 蔭口 を^いたり しなければ 

ならない なんて、 僕 全く 2；|1 らな いんです。 考へ て 下さい。 

僕達に は 今お 父 様の ことが 第 一 ぢ やありません か。 

けい子 まあお 前、 何う したと お 一 K ひなんだ え。 そんな こ 

と を 突か • ^云 ひ 出して 11 いえ， それ は 勿論 さう です とも 

さ。 だか ら私 に し て も 今更 それ を 云 はれな くった つて 出 

來る だけの こと はして ゐるぢ やない かね。 しない もんで 

すか。 

沿 一 え. - それ は 勿論 さう でせ う。 然しお 父 機が あんなに 

け い 子 ではお 父樣が 何ん な こと を 云って らっしゃる とい 

ふんです。 

浩 一 それ は隨 分な こと を- ii  (云び かけて .c】 に 又 思 ひ 返 

したやう に) でも 僕 とても あんな 不愉快な こと 云へ ませ 

ん 0 

けい子 だけど それで はお 前、 分らな いぢ やない か。 まし 
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て 今日は ひどく 御機嫌が 惡 いと 云 はれた ので は、 私 は 本 

當に 困ります がね ——- 0 

浩 一 然し .—— 。 

(この 時 玄^の あく 音リ) 

洁 一 あ • 伯母 樣 たちが 歸っ て 來られ たんで せう _」 何う せ 

今日は 伯母 樣た ちか らも 話が ある で せう。 まあ あ の 人達 

から *3 いて 下さい， - 僕 も 此の間から 一 遍 お話しし たいと 

思つ てゐる こと も あるんで すが、 又 あとに します。 

(浩ー ぶいと 立って 上手に 入ろ C けい子 凝と その あと 

v^兑送ったが、 立 一つ 上って 玄 開の 間の 方へ 行き かける 

時、 その もいて、 藤 つ 子吉村 はま子 入って 來 る。 

共Li相^^£年配の老j^^人•\J っ子は被布姿に切リ下げ！^、 

氣の 勝ったら しいお 貌、 はま子！^"^ 姿特徵 なし-」 二人 

とも 何か舆 喪して ゐろ： と-か 樣子に 現れて ゐ ろ。) 

けい子 おやお 歸 りなさい まし 病院で おとまり では 本當 

に お 草 疲れ で ノ  J ざ い ま せ う。 j 済み ま グ せ ん で す わ わ 0 

せつ子 い、 え 済まな いのは 此方 こ 二」" いつまでも ご 厄介 

にな つ てゐ ましてね。 

けい子 まあ あなた- 何 を 仰 しゃいます.」 何にもお 構 ひ 致 

しません でして 失禮 計り …… そして 矢張り 良く はない や 

うな 話です が、 先程 子供達が 歸 りまして 11 。 

\.」 つ 子 え， r それが ね。 …： 本當に 困ります よ。 


はま子 (^3リ首の^^1-に) 考 へて：：：^ ると あの人 も氣の で， A 

人です ね。 

けい子 …… 。 

(Ir  く： おじ 

けい子 あ. • あなた 方ご^ は.： 何で ございます。 あ 〇 何に 

も-こざいません けれど。 

はま子 え、 有り難う-。 私達 は 病院の 方で 濟 ませて 來 まし 

たから。 

けい子 まあ、 左様で ございました か …… ではお 茶で も 入 

れ ませう C 

(けい子 去る。 二人、 被 布，^ 5! ざて 坐ろ。) 

V つ 子 ね、 だけど やつば しさう なんだ よ。 何う せ 死んで 

行く 人に お金 を かける 必要 もない とね。 それ はも、 「成 

行 先き も 分って る 病人 だから • さう 云 へ ば さう 云つ たも 

0 か も 知れな いけれ ど， それで は あんまり 不入情 だ と ：w 

ふ もの だよ， - 

は ま 子 それ はさう だと も。 第一、 そんな こ とだ つ たら 私 

達 親戚が 默っ て 見て ゐられ ないから わ C 

せつ子 兎に角 ー應は 話さなくて はね こ 

はま子 え X え だが * 何しろお けいさんと； K ふ 人 も 根 

が 商人の 家の 生れ だからね" 

(け い 子 茶； 迈 具ん、 持つ ズ 出て 來 ろ。) 


け い 子 何だか また つ て 來たぢ やありません か。 此の頃 

のお 天氣 はちつ とも あてに はなり ません ね。 

はま子 秋の です か。 

rvj つ 子 まあ 私達 も 早く 歸 つて 來 てよ かった か 知れ ませ 

んリ 降られた りなん ぞ して は堪 りません からね。 

けい子 木お に^な， お； 合です。 人 もこれ では， 不愉快な 

ことで ございませう。 

はま子 < ^くね …… 。 

(IP  く  ETO 

^つ 子 (c 亡- r 形.， か 改める やうに して) 所でね、 おけい さ 

ん。 一寸 あなたに お， 話が あるんで すが 1 -。 資は 私達 も 

もう 此の 二三 日 屮に歸 らうと 思 ひます。 

けい子 まあ 左様で ございま すか。 本 當に御 心配ば かりお 

かけして、 …… でも 木當に そんなに …… 0 

つ 子 けれど 此方に ね てからもう 一 週間に なります 

よ。 …… それに そんなに いつ 迄 もと 云ふ譯 にも 參り ませ 

ん^；！^！^もぁりますしね。 

はま子 何しろ 國の 方が ね。 

けい子 左^で ございませう とも。 女って 者 はお 互 樣に仲 

仲 の 多い もので ございまして わ。 (低い 愛 笑 ひ) 

ぜっ子 かしく) ですからお けいさんり 病人の あと 

の^は 何分 よろしくお 願 ひ 致します よ。 …… あ、 それ か 


ら あの人 は 當分 退院 しない さう ですからね。 

(けい子 初めて。 或る 感じ，^ 相手から 感じ 中 Z す。) 

け い 子 あ、 退院 は …… (暫く si) さう でございます か。 

せつ子 あなた も ご 異存 はないで せう ね。 あなたが， 病人 

にお 勸め になった さう です が …… 0 

けい子 え、 それ は …… いえ 私の 方 は 宅が 返 しないと 中 

しますなら 別段 …… (一寸 云 ひ 漉りながら) です が 又 

何 かそん なに^ 體の 方に よくない ことで も 出来たん では 

ございません でせ うか。 

せつ子 (じる りと n:- る) いえ， そんな 譯 ではありません 

がね) (わざと 笑び 1^ 浮べながら) だけど あんた は あの 

病人 を そんなに 輕々 しく 兒て御 出なん です かね。 

けい子 輕々 しくって .11 (驚いて 相手 見ろ) 

せつ子 ね， おけい さん。 相手が あんな 病人です もの。 殊 

に 此の は 金る で兑る 影 もな く み 呆けて 了つ て ゐるぢ 

やありません か。 私なん ぞは あの 樣子を 見た だけで 返院 

とか 何とか 云へ たもので はありません がね。 まあ 今日 も 

云って たのです が、 そんな こと を 無理に 勸 める なんて、 

少しお 考 へが 遠って やしない かとね。 …： 今日 を 最後に 

お 願 ひして 置きます が、 何う かこれ から はもう 少し 人 

を 丁寧-し 怒らさない やうに 氣を つけて やって 下さいな" 

殊に あの 病 氣には 氣を立 て させない やうに と吳々 もお 醫 
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者から 云 はれて ゐ るんで すから" …… ね 何う ぞ …… 。 

けい子 まあ 私 * 病人に 氣を 立てさせ るなん てこと はちつ 

とも 致し てゐな いつもり なんです が" 

せつ子 え  >- それ はさう かもしれ ません が、 然し 病人 はさ 

、「ではな いんです。 例へば その 退院の 話なん かで も、 今 

日なん か 酷く 怒り 散らして ゐ るんで すから、 私達 も あれ 

では 側に ゐて はら /\ さ せ られま す か ら ね 。 

けい子 ま あ， さう でございます か。 … … いえ， そ の 退院 

の 話と 申します の はね。 實は 此方に も 色々 の 事情が ござ 

いまして- まあ  一 口に 云へば 暮らし向き 0 ことなん 

です が、 兎に角 私共 はもう 全く 現在 行き 詰つ て來て 了つ 

てる ものです から、 決し て 自ら 進んで やりた いこと はな 

いので すが 、 巳む をえず あ の 院長 の 角 田 さ ん とも 相談 し 

たわけなん でございます。 所が 院長さん も、 何う せ容浸 

は 今の 儘で 急變 のない P リ同 じだし 本人 も 承知なら 些と 

も 差 支 はない からとの お 話だった ものです から、 一 時 宅 

C 方に 引取 つ た 方が 人手 0 少 いこと で も あり 私 の 方の^ 

合 も 好い ので， 私 も 何もかも 打ち明けて、 病人に も 相談 

致したん でございますが、 その 時 は 人 は 事情 をよ く 知 

つて、 ！ a- く 承知 をして 吳れ たんで ございます。 「淹 もさ 

う 思 はな いで はない： 何う せ 急 に はよ く はな らな いんだ 

から、 まあ 家へ 歸っ て 子供達の 顏 でも 見ながら 療養す る 


方が 好いだら う …… さう しょう、 に と 云つ て吳れ まして 

ォ 

せつ子 (話 外ら マ やう LL) 成程ね」 - でれ は 又 此方に も 

色々 な 事情が おありで せう。 何しろ あの 氣は金 を ふ 

病氣 とさへ 申します からね。 然し 病人 は ご存じの やうに 

あと 幾ら もない 人の ことです か ら • 今更 もし か 费 EE に 事 

を缺 いて 病人 を 見殺しに したな ど 土 K はれて はま あ 私達 

にしても あとで はたの 親戚な どに 顔向けの 出来ない やう 

な こと に な つ て は 申し 譯 ありま せ ん か らね、 - 

けい子 (少し 急き込んで) まあ そんな こと を！ 私に し 

て 見れば これで も 私 {} 力に あり 餘る こと を やって 來た、 

出来な いことまで も 無理 にやつ て 来た と 肖 分 は 思って ゐ 

る 0 で-こざいます： 考 へても ご 賢 下さい まし、 私達の 内 

輪で 旣 にもう 一 年間と いふ 長い 病 K 生活 を 支へ て 来たん 

で ござ い ます も の。 それ は その 間贅澤 、 J そ 何も 出來ミ せ 

ん でした けれど ：：： 。 

せつ子 いえ、 それ はね、 病人の ことです から 色々 ^1 一； 理も 

申し ませう さ。 だが、 それ は 此方 も 辛抱し なければ ね- 

唯 私達 ほね、 (つけた やうた 愛想 笑 ひ したがら) お 人 

の氣に 逆ら ふやうな こと を 云つ て 貰ったり したんで はお 

氣に 障り はしない かと 心 觀 しまして ね-" それでな くって 

もこの 頃の あの 機 の惡 さなんで すから、 それ を考へ て 
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下さらた くつち や。 14 は それでお 願 ひした わけなん です 

かられ。 

はま子 (初めて：：：. 5^ 出 L 取 リ傲マ 風-卜) 本當 におけ いさ 

ん- WIr:;- どうぞよ ろしく ね。 それ は 色色 あなたのお 心 持 

もお お-しします，"  ー乂こ 〇 人 も 少し 云 ひ 過ぎた か 知れ ませ 

んが、 まあ それ は 何もかも 病人 を 思 ふ 心からで ね。 私達 

も 親せ のおと して 木 常に 心 「化して ゐ るんで すから。 それ 

にもう 二三 日で E^c 方 へ^つ て 了 ふと すれば 又 後々 の こ 

ともありまして ね、 つい 11 0 

けい子 (^.^ もげす、 感 ん、^ しつ、、 もう 切り上げたい 

と 云 ふ 2I!.L) え- 1ぇ> -, それ はもうよ うく 分って 居り ま 

す。 です けれど そのこと は 何う ぞご 心配な く。 私 一 一 まにし 

ましても あなた I— (淋しく 冷た い 笑 ひ， ^上げて) 夫 

の ことで ござ います もの。 

せつ子 何う ぞぉ願 ひ 致します よ。 (立ち上って) さあ 私 

ひ.： - も 少し 二階で 休ませて M ひませ う。 何だか 疲れが 出て 

來た やう だから …； 。 

はま子 え X …… ではお けいさん。 

(立ち上って 二人とも 二階の 段 梯子の 方へ 行き， 上つ 

て 去ろ けい子 一 人 沈んで 俯 甘れ たま、 坐って ゐ る。 

の 方-し は 夕^の 色が^々 蔽ひ か、 つてく る。 稍畏さ 

^0 突然、 右手よ リ浩 一 つかつかと 母の 前に 來て 坐る。 


旣 Li 和服に^ へて ゐ る。) 

浩 一 お母さん。 

一， けい子 一 寸ふリ むく。 然し 默 つて 答へ たい。) 

浩ー (すつ かリ興 した 調子で〕 お母さん …… 僕惡 かつ 

たか 知れません が 何もかも 阅 いて ゐ ました。 伯母 樣た ち 

にあん な に まで 云 はれ て 堪らな いぢゃありません か。 そ 

れと云 ふの も 11 いや 私 はお 母さん を 非難し ようと 云 ふ 

ので ほありません- ね、 斯うな つたら、 何う か 何もかも 

, ル仅げ 出し て ^ もお 父樣 のた めに して 下さい C 本當に お 願 

ひします。 

けい子 に：^ 一め て靜に 口ん 開く) 一 體何を 何う しろと 

云 ふ 0 です。 

浩ー (行き 詰って〕 それ は …… 私に は …… よく 分り ませ 

ん けれど、 お母さんの 腹に 聞いて 下さい。 そして 幾ら も 

する ことが、 ある やうに、 私に は、 思へ るので す。 私に 

よ  0 

けい子 い 、え， 私に は 分らない。 私 は 必要な こと だけ は 

健に して ゐ るの だよ。 そして その他の こと ：：： あの この 

頃のお 父 樣が唯 焦 立って 時々 我武者羅に 仰し やる こと， 

それならば、 出来ません。 ：… 私達 はも 出來 ない 所へ 來 

てゐ るの だから。 

浩 一 然しお 母さん。 お母さん は ご存じない かも 知れ ませ 
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んが、 お 父 様の あ C 言葉 を いて ごらんなさい^ 伯母 樣 

たち も 先刻； K つて ゐられ ましたが、 それ は い ん で す 

よ。 「俺が 何 を jfS つて 吳れ， 何 を 買って 來 いと 云った つ 

て、 一つ だって 碌に 問いて 吳れ たこと はない」 ー體 俺が 

2^^3った金を俺が使ふのに、 何の 遠慮が 要る もんか。」 つ 

て- 又 こんな こと さへ 仰し やる のです"」 「實に ひどい 奴 

だ、 一 體俺を 行 先がない と 思って、 見殺しに する 0 か。」 

つ て. - 1 體 こんな 言葉 を 私達が 何ん な氣 持で 聞いて ゐら 

れ ると 思 はれ るんで す。 實は それ を 今日 も 勝 二 や 美津子 

が 满院で 云 はれた もの だから * 歸っ て 来て 私に 訴へ るの 

です。 …… お母さん は 何ん な 風に ぉ考 へな のか、 私に は 

分りません が、 餘り 情ない 話 だと 思 ひます e 何 のために 

そ ん な に 費用 を 惜し 4 れ て、 あ 0 病人 の 氣を焦 立 た せ て 

あんな に 苦しめ て ゐられ る のかと 思 ふと、 私 は …； 私 は 

全く 口惜しい と 思 ふので す。 (啜リ 泣く) 

けい子 まあ 浩ー、 お前 も隨 分な こと を 云 ふぢ やない か。 

… … お 前 は 伯母 樣た ち の 言葉 は 信じられ て も， 私と いふ 

もの はそんな に 信じられな い の です か ね。 

^^ヒ だってお 母さん • 私 は …… (何 か 云 ひかけ て やめて 

再び 俯 赏れて 了 ふ) 

けい子 先刻お 前さん は， SM いてた でせ うが * 伯母 樣 たち 

に 言 つ たやう に 私達 は 今 は もう 何う にも 期う にもなら な 


い 所へ 陷ち 込んで 了って 居る の だよ。 …； 1：： は 今まで 修 

菜 中 0 お前 達 に 何も 云 ふで はない と考 へて ゐ まし たが、 

それならば 今 T 度よ い 機， だから 云つ て 了 ひませ う。 私 

達は貯 へと いふ 貯へ、 それから 一 つの 財 逢であった こ C 

家- それ ももう すっかり 失く し て 了って ゐ るの だよ。 

… … 元々 世 問 か らは 何う 兑られ て ゐ るか 知らな いが、 お 

父樣 とい ふ 人 は， お金と いふ ものに 5 一： とも 執^の なかつ 

た 上、 氣の强 い 方 だから 自分が こんなに 早く 病氣で 3^ れ 

るなん て • まるで 夢にも 考 へて は ゐられ ず、 さて 今の 様 

な 場合に な つ て兑 ると 何う する こと も 出來な いのです。 

. I それにもう 一 年 近く あ k して.：^ 院に這 入つ てらつ し 

や るんだら う。 それだけ でも 大抵の こと ぢ やなかった の 

です。 それ は滿更 お前 だって 察しの つかない こと ぢ やな 

いだら う …； C 

S 1 一 寸酜 つて 母の： 懿.^ 兑 ろ。) 

けい子 …… それに 私に して 兒れ ばお 前 達 子供の こと も考 

へなければ ならず …… 」 

浩 一 (e ふに f;! ろ〕 い、 え、 お母さん。 そこなん です 。僕 

達の ことなん か 何うな つたって 構 やしな いぢ や ありませ 

んか。 ：：： い え、 そり や 心配して 下さる の は 有り難い 

と 思 ひます。 だけど 何う か打逍 つと い て 下さ い。 —— そ 

れ だから 云 は e 伯母 樣 たちなん かも あんな こと を 云ふ樣 
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にな るんで す。 自分 達 後に 殘る もの  身の上 許り 考へ て、 

死んで ゆく 人の こと は 構 はな いんだ なんて * それが 餘り 

不人情 だと 云 ふので す。 餘 りに 打算的 だと 云 はせ るんで 

す。 ね、 何う か 僕達の こと は 構 はないで 下さい。 若し そ 

れが" IS 支る と い ふ ことなら 僕達 は 明日から でも 學 校なん 

か 止して 了 ひます、」 い >- え、 もう 止して 了 ひます。 そし 

て 何でも 働ん うぢゃありません か。 

けい子 まあ、 舉校を 止す？ 今 學校を 止した つて 何が 出 

來 ると 云 ふので す。 そして 何れ 程の それが 足しにな ると 

いふので す。 - ：… いえお 前の 心 持 はよ く 分って ゐ ます。 

然し 今の 世の中 は g;:. 校 を 出て さへ 一人前になれない 人の 

多い 1  時節なん ですからね。 唯 若い 人の 一 傲から 無暗に 飛 

び 出した つて、 本當に 何が 出来る とい ふので せう 11 。 

ゆ 一 然し そんな ことが 何です。 そんな こと は 何にも 問題 

ぢ やな いぢゃありません か。 …… 大事な の はお 父樣 のこ 

とです。 僕達の せの 上よりも ぉ父樣 のお 心 持 を 察して 上 

げて 下さいと いふので す。 … … お 父樣も もう 自分で 自分 

の 先き のない こと を 時々：^々 と考 へる らし いんです … … 

そして .s- をり 「な ぁ浩 一 、 愈々 今度 は 俺 も 駄目ら し い。 

だが、 もう 一 遍 よくな つて 働け たらな あ。」 つ て 僕の 顏 

なんか を 凝と 眺めながら 云 はれ るんで す。 そんな 時 見る 

と 目に 一 杯淚を 溜めて …： あ-" お 父樣は 何ん なに 一 日で 


も 生きて ゐ たいと 思って おいで なんでせ う" 11 ね、 お 

母さん、 せめ てもう 癒ら な い も のなら ば 生き て ゐる間 だ 

けは滿 足に途 ら せて 上げた いぢゃありません か。 僕 は 家 

の樣 子が 全體 何ん な 程度にまで なって ゐる のか 知り ませ 

ん。 お母さん は 何にも 僕たちに は 云って 下さいません も 

のね。 けれども、 けれども 僕達が 學 校に 行つ てること に 

不自由 をし ない 所 を 見る とま だ餘裕 がつ けられ るんで せ 

う。 だから 僕達の こと を 打 遣って 11 ねお 母さん、 お 母 

さん は 何ん なに 見て ゐられ るか 知りません が、 私に した 

つて 勝 二に したって 行 先 は 長いんで す。 いくら IS いたつ 

て、 幾らで も 起き 上 る 力 も 機會も あら うと 云 ふ ものです。 

今の 場合. 僕達の こと を考 へる の はまる で餘 計な こと ぢ 

やありません か。 今の 僕達の 務め は 唯， あのお 父 樣をぁ 

ん なに 苦情 多くな く 平和に 死なせて 上げる こと だと はお 

思 ひに なりません か。 (衣 物の 袖で 淚カど そつ，. > 拭く) 

けい子 (暫く 面ん」 伏せて、 凝と して ゐろ。 やがて 1^ ズど 拭い 

て) 有り難う。 よく 云って 吳れ ます。 お前の 云 ふこと も 

些とも 無理 はありますまい。 …… けれど 私の 云 ふこと も 

まあ 聞いて おくれ。 私に したって 何も 自分 達が 生きて ゐ 

るから つて. 唯 あとの 人間の こと や 又 伯母さん 達の 云 ふ 

樣に 唯經濟 だけ を考 へて ゐる 人間で もありません。 唯 私 

の 現在 は 先刻 も 云 ふやう に 何う にも 出来な いんです。 私 
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はお 前の やうに 全る で 感情 だけ で * 又 伯母 樣達 の やうに 

見榮ゃ 義理 許 り で 考 へ て ゐられ る 0 を寧ろ^^^ま しく 思 ひ 

ます。 私 はいつ だって， 全體 のこと を考 へなければ なら 

ない のです。 家中 ija の こと を 勘定 に 入れ ていか なければ 

ならな いんです。 … … それ はね、 成程 私 は 冷酷な 人間 だ、 

打算的な 人間 だ と 云 はれても 仕方 はない か も れな い 。 

だけれ ども， 私に して 見れば その 一 家の fj 済と いふ こと 

を いつでも 露 先き に はっきりと 考 へて 行かな け れ ば な 

らな いのです、 此 世の中で は それで 行かなければ 行けな 

いんだから。 成程 伯母 樣 たち は 色んな こと を 仰し やる。 

然し 一 度 私達の 現在の 內輪 のこと を 云 ひ 出した つて 少し 

も眞身 に なって 聞いて も吳れ な ければ 相談 に 乘 つ て も吳 

れな いぢ やな いか。 …… それに 又 私が 先刻. お前さん 達の 

行 先 の こと を考 へ なければ ならな いと 云つ た 0 も 何も 自 

分の 爲にぢ やありません レ それ はつ まりお 父樣の 大事な 

願 ひだった からです- 希望だった からです。 云 はな けれ 

ば 分らない が， ぉ父樣 の 一 生で恐らくぉ前たちの+〕^-位氣 

にかけ てゐ たこと は な か つたで せう。 いつも 子 供 達 だ け 

は 立派に 自. 田 に 成長 さ せ て や り た い 。 それ 計り を 口癖の 

樣に 云って おいでだった のです。 現にお 父 操が あの 長い 

間 の 敎授 生活 を 止し て 世間 の 風評 も 構 はず 思 ひ 切って 牧 

入の 多い 營利會 社 の 方へ とお 這 入 り に な つたの も、 元は 


と 云 へ ば 全くお 前た ち C 爲で した。 そして 全く 自分が 散 

々 修 .s^ 時代 に 苦し ん で 思 ふ 様に 勉强も 出來な か つ た た め 

に、 肝心の 研究 時代 に .：Jr 體も惡 くな つて 十分の 働き が 出 

來な い と 云 つて 口惜し がられ るに つけても、 「あ、 子供 

達に はこの 苦し さは 味 はせ たくない。」 と： 々淚を して 

仰し やって ゐられ た。 がさう して 折角、 お前？！ 11 のこと を 

思って 會社へ 入った の も 束の間 • 何の ^裕も 出來な い 中 

に 間もなく あ k して 倒れて お 了 ひなす つたので す。 …… 

で す か ら お 前 ；：？？| を自. e に 立派に 成 菜 さすと いふ こと は 全 

く お 父 機 の 長 :,. 間 の 志 で あ つ た こと は 云 ふまで も ありま 

せん。 恐らく 今 もこの 世に 殘 して 行かれる 唯一 つの 心殘 

りに 這 ひないで せう。 今まで- 一 年の 病院 生活の 問に も 

幾度 そ の >  J と を if, に お 話 し に な つた か も 知れな い 0 「俺 

の こと はも 、「何、 「せ 駄目 だと 思 ふ。 だから 子供 達 の こと 

だけ は 11 む …… あれら だけ は 何、 「か  たのむ (E:5 は マ 

泣く ン …… 」 つ て 幾度 も 幾度 も 云 はれたん だよ J 11 (^ 

に 額.^ わげ て) ね。 お前 は 先刻お 父樣 C 心と お 云 ひだつ 

たね。 然し 私の 知って ゐ るお 父 機 o 心 は それです。 それ 

が本當 の お 父樣を 少しも 離れな かった 長い 長い 問のお 心 

の 中です。 だから—— 私 はお 前の こと も 大切に 考 へない 

わけに は 行かない のです。 

洁 一 § て 力 弱く、 唯 沈 の 長く 接く の，^ 恐れろ と 云つ 


た.？！ 子で) です けれど、 お母さん。 お 父樣は -I あんな 

に ー 今、 いらくして ゐられ るの が …… 。 

けい子 成 e:! ね、 それ は 私 だって 氣 にかけ ないで はない。 

…： けれど、 私に は 仕方がない. 全く 外に 仕方がない。 

それに、 私に したって 出来るだけ のこと は 少しも 逆ら は 

ずに して ゐる つもりなん だからね。 唯 一 氣な こと は出來 

ない 。出來 な い ん だ か らぁき ら め て ^2:は な け れば な ら な 

いと E 心って ゐ ます。 …… (；^ つと 物 思 ひ に 沈みお がら) 

然し 考 へ て 行く と 斯うし てぢ つ とし て ゐてさ へ も、 この 

£^ ではい かないで せう) 一つの 返院を 何、 「するとい ふ樣 

な 問に  1 • そんな ことにい ざこ ざ關 はって 居る 餘裕 もない 

や、 「に 切迫 詰った の來 るの も覺 おして ゐ なくて はなら 

ない ので はない か 知ら。 ねえ， 浩ー。 

浩ー (すつ か リ：， おんだ 調子 になって) お母さん。 僕 は 何 

とお 答へ して 好い 〇 か 分りません。 唯， 僕 はお 父 様が あ 

んな で は その 爲 に.： 勢 を^ら せ やしな い か と 夫が 心 な 

ん です。 それで はお 母 さ ん の 心 も 知らずに . 却 つ て 11 0 

け い 子 私 は あきらめて 居ます。 今の 私に は みんな 一緒に 

亡びて 了 ふか、 ほ 分 一 人 を 冷酷な 非人情な 人間と して は 

た を 生かす か 二つに 一 つの 路 よりない のです から。 然し 

私 は 一緒に 亡びられない、 …… 何う L たって 亡びて 了 ふ 

わけに はいかない …； Gs.;f-g (おして 來る) あ. -私は 何 


度 思 ふか 知れない。 死んで 行く 人が お 父 様で なく、 私 だ 

つたら 何ん なに 仕 合せ だか 知れない と 11 。 

浩 一 (悲しげに) お母さん …… 。 

(けい子 浩 一力な く 頭ん 金る。 や、 長き 問。) 

(突然 玄 11 の戶慌 しく 人の 走リ 入ろ 音、 續 いて 大きな 

聲で 「松 本さん、 松 本さん お 電話です。」 と 叫ぶ. - 浩 一 

反射的 に 立 つて. ざ 足に 玄 LL 入ろ。 換裹 にて、) 

隣家の 下女の 聲 御 病人の 容^が 急に 變 りました からすぐ 

に來て 下さいつ てい 看護 「おさんからの 電話です。 

浩ー の驛 ァさ うです か、 何う も 毎度 有り難う ございます。 

尸 、 ィャぢ や 直ぐに …… -」 

(この 問 LL せつ子、 はま子 二  から" 勝 二、 美^子 上 

. 手の 間. -り 驚きと 不安の 面 持に て慌 しく 現ろ。 勝 二 は 

玄 關 の 所まで ゆく。 けい子 は つと 慄 へろ 程 賢 張せ る 

心 持 l:v  、坐した ろ 儘、 类 子 は その 側に 立つ。 言 終る 

と^；^ちに浩 一 室內 LL 入リ f 氷ろ。 玄關の 閉まる 音。) 

浩 一 病院から なんで す。 容體が 急變し た か ら 直ぐ 來 て 下 

さいって。 看護婦 か ら 知ら せ て 寄越し たんで す -—— 0 

^0  a" ど § に) え、 容 i 急に 變 つたんで すつ 

て …… まあ 先刻まで 些とも そんな 樣子は 見えな かった 

がね。 

类维子 本當 にさう でした わね。 ねえ 伯母さん、 …… あ. - 


親 母 


お 母 あさん 何う しませう。 

けい子 (つと 立ち上って) 一 S で」 角す ぐ 病院へ 參ら なけれ 

ばなります まい。 

はま子 あ、 すぐに {. 吶院 へ、 病院へ ：… C 

B 一  さう だ， 多 だし 自動 草 を 云 ひませ う。 遠い から そ 

の 方が 好いで せう。 (一寸 t ぬ 勢ながら 母親.^ 見る) ねえ 

お母さん リ 

けい子 (sltl-.:.^ さう ね. リ その 方が 好い ね。 

浩 一 おい 勝 二、 お前 そこまで ぼけて 行って 吳れ ないか J 

それ あの 旭 自動 草で ね、 何でも 好い すぐ 一 臺 來て吳 れつ 

て 0 

勝 二 角の だね。 あ \ぢ やすぐ。 (玄隱 から 飛び出す) 

つ 子 まあ 何う したと 云 ふんだら う。 だから 私が 云 はな 

いこつち やない。 あ」 駄目 だ * 駄目 だ、 …… だから 云 は 

ない こっち やない。 

はま子 あ k 何う したと いふんだ かね。 

S つ 子 も はま子 3P 慌-/ 切つ てう K うるして 口走りな 

がら、 二階へ 上る。 けい子と 一  は 一 寸氣 に なろ やう 

に、 その 方ん」：： たがす ぐ 上 手 次の間の 方へ 行き かけ 

る。) 

美 子 まあお 母さん， 大變だ わね、 大變だ わね、 (1^ ど 

泣み 聲で) まあ 何う しませう。 まあ 本當 にお 父樣 は、 何 


うし ませう  0 

(けい子 は す ぐ $i 子の 肩 Li 手 yj- かけ お める 稳 Li しつ 

つ 々上手に 入ろ，) 舞 一お 哲く 人な し， - ^くして •  K: び 

せつ子、 はま子、 前の 外出^の P 1 トと 1^ 錢ぉ LL てと 

めん、 かけながら ニ^から 下" て 來て， 支 關の方 へ 打 さ 

かけろ。 、、の 上手から 黑 つ. ほい コ ー トな. Isa ん だけ 

い 子、 少し 通れて 浩 一 も 衿， やつけ て ST つ。 ^ど 玄^の 

間に 入リ かけんと すろ 二人ん n- て、) 

け い 子 あら. あの 一 寸ぉ待 ち 下さい まし。 唯今 あの 港 一 

が 自動 軍 を 云 ひ ま し た か らもう すぐ 參 る で ノ ざ い ま せう 

から J 

せつ子 自動車 V …… (反抗的な 調子ん 、露せ-レ^した が") 

私達 は 電 草で 澤 山です よ。 

けい子 でも こ、 から 病院まで は K 分大 1- です もの。 もう 

あすこ は 郊外に 近いん で す か ら ， - 

はま子 でも まあ ：… 電草 〇 方が 勝手です か ら -11 0 

けい子 だって こんな 時に あなた。 時間が 11 0 

せつ子 ( 一 寸マ おみ て) でもね C 自動 Is- なんか 贅澤 です わ" 

8S とい ふ 言葉 1^ 强め ていふ) 

浩ー (不快げ な 少し 急き込んだ 調子で) ね 、伯母さん。 

つまらない 事に 角 を 立て- - たって 仕方がな いぢ や ありま 

せんか。 ね、 悪い こと は 云 ひません、 自動 isf の 方に なさ 


r ま 


冊 


いまし、 場なん ですから。 

せつ子 (一 寸迷 ひながら 尙 意地 强く) いや 私達 はやつ ば 

しお にし ませう。 (稍 拾 白の 如く) いえ、 急場って お 

云 ひだ けれど、 もっとも つと 前の 急場に 自動 2- で も贅澤 

でも 何でもして 下さる とね。 だから 私が 云 はない こっち 

やない。 (はま子， せ て) ね、 私缝は常！^^-で 11 。 

はま子 え さう しませう。 まさか， それで 何うな ど > - 

云 ふ譯ぢ やあります まい。 

けい子 (もう 丁；^ 懇^ 的な 調子で) です けれど、 ね、 あ 

なた …； あなた …… G 

(けい子 は 迫って 行った が、 二人が 依估地に 玄 Si の^ 

に 入って 了った ので、 その \ ^前で る。) 

(やがて 玄關 の戶の 忙しげに 開く 音 C カタ カタと 出て 

行く らしい 氣勢。 浩 一は、 チヨ ククト 舌 打して 不快ら 

しく 無 首の tr 緣 側の 方に 行き • ぽんゃリ^^^见る。 

けい子、 ふリ S リて、 何 か 云 ひか" にたる L やめ、 腰 窓 

の^子， や あけ 外ん n>- ろ- ^子， 1^1 く 無言 リ 夕 iq がの 色 はも 

ぅ餘 程^い。 ^1#3くして* 母の 方.^ 見て "お に？ ^ふか 

け る 0 

お 一 ねえ、 お母さん ：… 0 

(けい子 かに 板り：.？，！ ろ。 言た し。) 

^ 1 お母さん は 今度のお 父さんの 容體を 何う 思 ひます？ 


え。 

けい子 何う つて、 私 は .11 (親 1^ 背け 外の 方 見ろ) 

浩 一 (恐ろ、 如く) 或はもう 今度 こそ これつ きり 駄目な 

んぢ やないで せう か。 

(けい子 沈默。 尙 後ろ向き に なりて、 外 1 ハ おと 見つめ 

て ゐろ樣 子， 稍 長さ 重苦し-き 沈 IT と、 戗に r い 子、 

感情 激發 v" る 如く 咄嗟に 手帛 にて 額ん ニ敝 ひ、 萆な 立て 

て 泣き出す。 浩ー 驚いて 側-しかけ 寄る：) 

0  - お母さん、 お母さん、 何う したと いふんで す。 

(けい子 泣き やます" 窓 側-し 身 1^ 屈めつ、、 肩ん」 I- は 

して ゐる。 浩 j や 3 方に くれて 立つ。 稍哲、 して、 けい 

子. 身ん、 起し， 後向きの ま、 1^ に. 1^ んだ路 で 切々 に 話 

す。〕 

け い 子 ね浩 一 …： 私 は …… 私 はきつ と. お 父樣を 苦しめ 

てゐ たに 違 ひない かも 知れない ね … … あ \ 本當 に ひどく 

… … 若し か 今度お 前の 云った やうに でも. ひょっとして 

なったら、 …… 私 は …… あ、 私 は …… (感情 昂 ぶった 樣 

に、 手 巾で 額 くす。 慙 くして 又籙， か はなし. - ね。 浩 

1 若し さう だったら お前 は 私 を、 ，1 怨 むだら うね .：： 。 

(浩 一 默 然として 俯 首， 考へ 込みし ま、 答へ ない。) 

けい子 だけど …… だけど 云って おくれ。 私 は 本當に 間違 

つて ゐ たんだら うか。 
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靑年 あ やつば り 駄目 だ。 俺 は 死ねない。 何う しても 

死ぬ 勇氣が 出な いつ 意氣 地な しお！ 弱蟲奴， ： ：： あ. -。 

(その 儘、 暫く そこに 立ち 塞す。) 

(やがて また 悲しげ な^, 

$ た t 指 一本、 ぐいと 引き さへ すれば い、 もの を、 そ 

れが 出来ない。 あ  > -、 哀れな 奴！ 生きて 行く 力 もない 

上に * 死ぬ る 力 もない と は..  汽車 を 見れば 怖氣 がつ 

き、 水 に 飛び込 めば 死に 切れず ：… あ、 何う すれば い、 

とい ふの だリ 

S. 考へ 込む") 

靑年 (教ん 、上げて) だが、 俺の やうな 人間 は， やつば り 

死ぬ より 外に 道 はない。 こんな 意氣 地な しで * 何 一 つ 仕 

事 を やり遂げようと いふ 元氣 もなければ、 何ん な 人間と 

爭 つたって、 すぐ 氣 組で 負けて 了 ふ弱蟲 の、 俺の やうな 

男が、 何う して こ の 先き マ g 足 に 生き て 行け る もの か 11 

死 だ。 何う しても 死 だ。 死より 外に は 道 はない。 (立ち 

上ろ。 焦々 した 風- IL そ、、 いら 步き 出す) ：：： ぁ乂 あせ 

め て 何 か 天災で も 起つ て くれな いもの かな あ。 地震 だ つ 

て、 崖崩れ だって 何 だってい、。 一思 ひに 俺 を 殺して く 

れ さへ すれば、 俺 は 喜んで 死ぬ だら う" …… だが， 駄 =n 

だ。 思 ふ 時には、 何 一 つ 起り や あしない。 死に場所 を據 

して • こんな 山ン 中まで わざわざ 來 て， 野宿まで して ゐ 
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.M クぽ ふ-山中。 夜.' 秋。 

樹 かげに、 旅装，^ した 一 人の i^s 年が， と^ ひに 耽 

つて ゐる。 瘐ぱ て、 i^A^O 』 おらに はリ ュ ク クサ 

ッ "が 拉げ 出されて ゐ ろ。 

W くして、 贵^ は、 何 か 1^ 決意した もの、 やうに、 す 

つくと 立ち h ろ。 ズ； 1 い ンの 後る のかく しから ヒスト^ 

,.で取リ^,1す。 やがて、 それ.^ 自 £5^ のこめ かみの 所へ 擬 

マろ。 れ f 張 ifJ ろ：^ れ；^  I:- へろ 右手 —1 0 

が、 また不ゃちレその手^^ぶ^^す.^  m^lo 

mm- 

i.  w び や は ピスト〃 へ つて 行かう とすろ。 

が、 何故か s??^ して 決しない。 その 中 また： R タリと 手 

. ^おして 丁 ふ。 


盜强 と 


ろのに、 朋れ所 か、 狼 一疋 出て 來 やしな いぢ やない か 


Qn^u. がっかりした やうに、 焚火の 所へ 來て、 苒 

び や 抱へ 込んで 了 ふ。) 

(と、 一方の 樹の 一代み の 中から • 一人の^ な容 子の 

男が わら はれて くろ。 ， 髭む；.： > やらな^ に 汚い 頗 被り， 屮 

して、 身なリは古びた法被^^ゃし、 お 口外^の やうな も 

の^きて、 ジ n リジ ロリ と、 靑^5^の樣子ん」ぅか*> ひな 

がら 寄って 行く。) 

w¥  (ふと 紐 1 チ 上げて) あ. - 駄目 だ、 俺 はやつ ばり 自分 

で 自分 を やつ つける より —— 。 

(と 立 ち 上ら う と す る 途 端、 ふと 男と 鼓ん」 見合 ばせ る。 

靑： ^流石に 驚く. - 男、 嘲笑 >^ 浮べ つ、 口ん) 切ろ。) 

男 おい、 若い の。 手前. 何 か 食物 を 持って る， たらう" そ 

いつを 出さね え か。 

(青年 無 首。) 

や い、 <.i! 物 を 出せ つ てんだ〕 何 だ つ て 返 一.〕？ f をし ねえ。 

俺が 云つ てるのが >  えね え か。 

(青：^  じくお 一言 d 

男 やい やい， 小：！？ ツ子" まだ 分らね えの か。 手前の 食物 

を 出せつ てんだ。 愚 圖愚圖 してやが ると ひ で え ぞ リ 

(靑： ^た ほ 無 一 百) 


男 やい、 早くし ねえ か。 それとも、 手前 生命が、 惜しく 

ねえと でもい ふの か。 

Q"i^  二 ャリ  >- 笑 ふ-,, 0 

男 チヨ ッ， 笑って やが る。 一 體 ^：: 様、 <=J{ 物 を 出さね ぇ氣 

かリ Oii めよ る) 

靑 广 (規 ささ、 つ Li リュック サクク ん、^ さし) 食物なら そ 

ん なかに 入って ゐ ます。 

男 へ、 いやにお ちついた 野郎 だな〕 立ち上り もしね え。 

腰で もぬ かして やが るの か。 

(云 ひつ 、男、 リュ ツク サックの 所へ 行 さ、 取り上げ 

て 開けよ -.; としたが 勝手が ^ ふらしく ま ； 、 つ く 「じ 

男 じれって えな" やい、 贵樣 これ を 開けろ。 あけて、 「ま 

い 物 をす つかり 出せ。 大體， 贵樣 がそん な 所で、 ほんや 

りして るって 法が あるか。 

(男リ H ク クサ クク v!- 目の前 LL つ さ 出す。 靑年は 何 h 

心 LL 待ち 、つ け てるる や う にわ ざと 動かない 0) 

男 やい 開けろ つてんだ。 早く 開けね え か。 云 ふ 通りに し 

ねえと、 半： 命が 危 いって 云って るんだ ぞ。 

靑 1^  (t. 向 ふ 1^ 向いて ゐ ろ〕 

男 チヨ ッ * まだ 默 つて やが る。 ，—— やい 此方 を 向か.；： え 

か Q 

靑年 (しぶ/. \ 其方.^ 向く) 


に 0 


iTe^ と 靑 


m 力 ふん， 生白い ひょろひょろの 面 を しゃがって * それで 

の 云 ふこと を 聞かね えって ゐゃ がるの か。 馬鹿野郎) 

やい、 兑損 ふな、 この 俺 はな、 そんなお 優しい 人間 ぢゃ 

ねえん. 六ぞ。 ちょいと 手 を 出し や あ、 贵 様の やうな 青 二 

才の 一 入 や 二人 は  一 にばら して 見せる 人間 樣だ： て- さ 

うだ、 いっそ 手前に きかして やらう。 此の間 からこ 0 界 

隈を 荒ら して^って ゐる、 噂の 高い 人殺しの 强盜の 話 を 

知って る だら う。 俺 あその 强盜樣 だ。 (嘲笑 かべ) 

へ、 何う だ、 少し ほ 驚いた か。 ざま あ 見や あがれ。 

(靑年 は 別 Li 驚かない。 じる リと ただけ で 俯いて 了 

ひ、 了 心に 何 か 待ちう けて ゐる樣 子で ある。) 

(少し：：^ ぬけの？^ にて) 可笑しな 野郎 だな つ …… よし、 

手前が 俺 を 甘 く见 てると いふん な ら 、此方に も覺 悟が あ 

る。 がま あ， 今 はま づ食物 だ。 俺 は 少し 腹が減つ てるん 

だ。 何しろ 二日 前から、 この 山ン 中に 入り込ん ぢ まって 

るんだ からな あ〕 さ、 とに^5:これを開けろ、 おい 開けろ 

つてんだ これ をよ。 

(と Ef^ なほ 近づいて、 背 囊 んら きつけて 打ち ふろ 拍子 

-J-、 するりと その 口が あく 0〕 

ホ 年 (瓿. ^上げ) おや、 もう 開いて るぢ やありません か。 

なに 開いて る？ (見て 苦々 しげ LL) ふん 忌々 しい 野 

^だ。 覺 えてろ」 …… (袋の 中ん、 かき ま はしつ 、： >  何 だ 


碌な もの は 這 入って やしね ぇぢ やねえ か。 ！ おや、 何 

だ パン か。 けちな もんだ な。 やい， これに 何 かっけて 〈i{ 

ふ ものが ある だら う。 砂糖 か 何 か。 

靑年 バタ ー があります。 厚い 紙に くるんだ 鐘の 中に。 

男 何 だ、 バタ ー だ。 バタ ー つて 何 だ。 そんな もの 聞いて 

るん ぢ やねえ。 砂糖が あるかつ てんだ。 

靑年 砂糖なら、 やっぱり 少し 大形の 鍾には ひって ゐ ま す 。 

だが， 角砂糖で すよ リ 

男 よし， どの 纏 だし あ、 これ か。 や、 これ や あ、 固めて 

あるお ぢゃ ねえ か。 こんな ものが つけて 食 はれる か。 馬 

鹿 野郎。 貴樣 * いよ/ \ 俺 をな めて やが るな」 やい • 氣 

をつ けろ。 一 體 こ- - を何處 だと 思って やが るんだ。 

靑年 山ン 中です"、 

男 馬鹿。 當り 前よ。 11 ぢゃ あ、 俺 は 何 だ。 

靑年 先刻 • 人殺しの 强盜 だと 云った ぢ やありません か。 

男 チヨ ッ。 こいつ は 一 ：!^ 何 だら う。 よくよくの 馬鹿 か、 

途方 もね え： 命知らず だな あ。 —— ようし、 いよく 今 

に 思 ひ 知らせて やる から。 な、 この 寒夜に、 身ぐ るみ は 

がれて よ. 事に より や 序に. 生命 も 貰って や るんだ リ へ 

ッ、 その 時に なって ヂタ バタす るな し 

靑年  C 

男 ふん、 これ だけ 云 はれても， あやまる 氣 一 つねえんだ 
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な o 

靑年 だって， 何 を あやま るんで す。 僕 は 君の くれっても 

の は 上げて るし —— 0 

男 何 を。 まだ 口答へ してやが る。 なに、 あやまら なけ や 

あ， あやまらな いでい- その代り だ • —— 0 

if お 年 しかし、 僕が あやまったら. 君 は 僕 を 殺さな いんで 

せう。 

男 チヨ ッ、 贵樣 何處ま で も 俺 を か らか ふ氣か 。 生 意氣な 

こと をい ふと かう だぞ。 (バ ン， な 持つ 手 1仑 ふリ 上げろ) 

靑年 (一寸見 上げる だけ でも ろ .) 

男 (少し 呆れて) 妙な 奴 だな〕 11 よし * ぢゃ いよく 

これ だ" (懐から 七 1  ぼ， 个取リ 山 Z し) さあ これ だ. - おい、 

こ  >-ぢ や あ 何ん なに 喚いた つて- だ あれ も來ゃ あしね え 

ん だぞ。 うむ？ 

(側-しょって 男 は 七 首ん 靑 年の 0 の 前にぐ つと つ き 出 

す。 靑年 は、 一寸 それに 目.. やる と、^ つてく るリと 

横.^ 向く。 が、 一 R ー覺悟 はして ゐて も、 矢張り 或ろ 恐 

怖 LL 襲 はれろ もの  >- やうに、 彼の 全體の 表情に 極 て 

固く おってなる。 が强盜 はこれ 1 化 感じない。) 

男 を かしい な。 まるで 感じと いふ ものが ねえ 0 …； (思 

はす 靑 年，^ 見つめる。 が、 やがて 一 人で 額く) いや 感心 

だ。 それだけ 覺悟 が据 つて ゐりゃ あ * 俺に も考 へが ある 


とい ふ もの だ，」 さ" 若造、 此方 を 向け e 手前に 少し 問 か 

してやる ことがある。 (と 彼に 顿被リ とり 猛な而 措 

へ fVC つと 出し、 そこに. ^るして、 七： fHV^;.^^ びな が 

ら 5lS けろ) な あ， ぉ前がさぅー^^ちっ ぃてゃがるのは全く 

い. - 度胸 だ.^ それ もい  >- だら う。 何う で遲 かれ 早 かれ、 

手前の^ 命 は 貰 ふんだ からな あ， ^何故 だと 言つ て 見ね え、 

うむ？ 寶 はな、 俺 ももう 今 こ X へ 追 ひ つめられて ゐる 

な體 なんだ。 高 飛し 損ねた のが 不仕 合せ， 現に この 山の 

下の 警察の 奴ら も、 うんと 張り込んで 來 て やが るんだ か 

らな あ。 何う せまた 靑年 園，， V 村の 奴等の 手 を かりて， 

段々 この 山 を-取まい て 狩り出さ う と 待ち 構へ てゐ るん 

だ。 だからよ、 貴樣 もこ >- で 俺に 出 一 さった のが 運の つき 

§o 俺の 顔 を 見た からに や 半 一 か し ち や a けね え. i^s- 體だ。 

俺 0 身に なり や あ. 何う せ 一 一人 殺さう が 三人 殺さう が 问 

じだから な あ。 は、 は. は * 何う だ， 少し は& 一いた か。 

！ やい/  \、 いつの 間に かまた 其方へ 向いて しま やが 

る。 此方 を 向けつ てんだ。 此方 を。 s!2 くたばる まで、 

何う しても 俺の いふ こと を かねえ つ ての か e 

(靑 1^-- 此方^ 向く" そし マ 相手の 七お >^:il5- ぶ の yJ-gn く 

見て ゐ ると、 if ね！ IL ビ タクと しれ やうに， すっと 立 r, 上 

る C) 

男 (快げ LL 初めて 笑 ひ) は  > -、. 一 【亡」 怖氣っ きゃあが つた 


な。 ざま あ 見や がれ。 

oc^ き 込んで) い、 え、 殺 すん なら；： 十く 殺して 下さ 

い。 餘り 焦らせる と， 僕 はまた 怖くな りさう です 0 そし 

て， 死ぬ にも 死ねなくなる かも 知れません。 ね、 いつら 

早くして 下さい。 ぉ頤 ひです、 さ、 早く、 早く 1- 0 

(後る 向， V>L なって ろ。) 

$  (ふり 返") 何う したんです。 何故 早く やってくれ 

な いんです。 11 あ， さう だ 。{: 彼 は 急-」 口：】 ひ 出した やう 

_し 慌て ゝ- 再び ポケットよ リ 短銃ん-と リ屮： し、 ！ g 盗の 前に 

突き出す) それ ぢゃ この 方が い  、これで や つ て 下さ い。 

さ、 これで —— 0 

( Hf- - きらり と 光る ヒス トルん. 見て- 吃驚して 飛び退 リ 

ヘス。) 

お や、 そり や あ 何. た。 …； ふうむ。 ぢゃぁ 手前 はやつ ば 

り 彼. 仲 問 だつ たんだな。 糞 落藭 きに 落着いて ると 

E むったら、 そんな もの を 持ち やが つて。 くそ ッ、 俺 だつ 

て 一 ばし の sf: 黨だ， 、 手前の やうな 靑ニ才 にさう 容易く は 

捕まらね えぞ。 さ、 來 るん なら 來ぃ。 さあ 來ぃ。 …； さ 

ぁ來 い。 …… (云 ひながら 虚勢ん、^ りつ 》 も 身.^ どかば ふ 

樹立 探す) 

十 "=ギ 冗談 ぢゃな い。 ^が 君 を 捕ま へ るなん て。 . I 君が 


^り 文句ば かり 云って ゐて、 仲々 實行 しさう に な い か ら . 

いっそ * これ を 貸さう と 云 ふまで だ。 

(5K 暫くけ tA んな 額で 見る 0 がまた <1ラ しから からと 笑 

男 は、. -、 貴樣は 餘ッ程 食へ ねえ 奴 だな。 そんな ことで、 

俺 を油斷 させようと 思つ て も、 誰が そんなべ テンに か 乂 

る も 0 か。 

$ を かしな こと をい ふ 人 だ，； r 君 は、 さ うぢ やな いん 

だ、 僕 は 全く 君 0 手で 殺された いんだ。 11 いや、 君 は 

まだ 僕 を 疑ぐ つて るんだ ねし ぢゃ 薪う しょう。 そら こ Q 

ビス トル を そこへ；^ つち や ふよ。 い、 かい …； 。 

(ヒ ス トル，^ 继 ると、 丁度 二人の 間へ おちる。) 

靑年 そら、 抛った ぢゃ ないか。 君 自身で 拾って くれ 給へ 0 

男 (靑 年の 樣 子ん びながら) へ、 拾へ？ チ エツ 止さ 

ねえ か。 ：！^ にゃあ、 ちゃんと 手前の 腹 は 分って るんだ) 

さう うまく はいかね えよ。 え. おい、 _i ぜ； そこへ 飛んで 

行く つ 拾 はう と 思って 條く。 その 隙に 飛び か 、るか 刃物 

三昧で 行かう つて 云 やが るんだら う。 第 一 、 その ピスト 

ルを 拾って 見たら、 彈. K がなかった つて 奴 あ、 よく ある 

奴 だ。 そんな 活動 仕込の 手なん ぞ にやす くと、 か. -る 

もんけ え。 

靑ギ (呆れた やう lO 恐し く 疑ぐ り 深い 人 だね。 僕 は 先 
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刻から 云って るん ぢ やない か。 さ うぢ やな いんだったら 

,i 彈丸 はちゃん と は ひって ゐ る) 00, 君が それ を 拾 

ひに 行った つて 何う もしゃし ない。 第一， 僕の やうな 弱 

蟲に そんな 力が ある もの か。 僕 は、 自分で さへ 死ねない 

意氣 地な し,？ 男ぢ やない か …… 。 

男 おいく 巫戲 ける のも大 S にしね え か。 死にたい だの。 

殺して くれ C つ て、 誰が そんな こと を眞 にうける もんけ 

え。 そんな ことで、 俺 0 氣を控 かうた つて、 そり や 駄目 

だよ、 駄目 だ駄 2! だ， - 俺 あ 知って るんだ。 そんな ピスト 

ル 決して とらね えよ。 

IS つち や ふな あ。 11 (考 へて) ぢゃ 仕方がない。 

もう 一 遲，，^〕 つて、 君に： おさう。 

やい/ \ 、待て 待て， 何の かの 云 やが つて、 

手前 それ を 拾ったら 一お 知し ね えぞ 仰へ でもよ つて. 見ろ、 

さう すれ や あ、 俺の 方が ii^ ひついて、 ー：：..^ ひに こ Q ドス 

で g: 喉 首 を さしち や、. 'からな あ。 やい、 氣を つけろ * 氣 

をつ けろ、 やい 止せって 云って るんだ ぞ、 やい、 やい、 

やい つたら。 

(相-手の： の 言葉の 中に、 靑：， や はさつ さ. と 行って、 ヒ 

ス ト .X んに； S つて 了 ふ。 しかし 男が 飛び こんで 行き さう 

な氣 勢ん、 見せても 身 一へ ようと もしない。 男 • 

ひるみ Y 相手0ーー^體ん<^^捉マ るに； お、 しんで 茫然た ろお 


樣。) 

靑 G おに 介 V す； &に f.K. ピストル な 突き出しながら) 

さ * これ を 君に やらう。 い 》 か。  t 

男 (またも 慌て、) 化：： つた • 待 つた" 待って くれ、 打つ 

放す の だけ は 止して くれ- —— あ \  (？ゃはしな-から) ^d! 

あ、 とてもお 前さん にや £ ほねえ。 俺 あ ノ つた。 さ、 こ 

の 通り 刃物な ん ぞ捨 て ち や ふ。 俺 あこ んな §i な 目 に 逢 ふ 

C は 始めて だ。 全く か、 「謄 が据 つてち や^ はねえ。 11 

な あ 俺 も 男 だ。 何の か C 云 はねえ U さ * お前さんに まか 

す、 縛る とも 何、 「ともして くんね え。 

(男、 意氣 地な く. は- -、 來て、 しょん ぽリ 立つ。 十 か 

ま はす、 無^に ヒス トル 1^ 渡さう とすろ。 男し リ. こみ 

すち」) 

靑年 困る ね。 撲 はそんな 君 を 縛ったり する 人問ぢ やない 

ん だったら。 同じ こと を 幾度 云 はせ るんだ。 さ、 何にも 

云 はずに、 これ を 受けと つて、 それで 僕 を 殺して くれ、 

殺し さへ すれ やい &ん だ， -  , 

男 え、 殺す" —— 本當 に。 

靑年 冗い ね、 君 は。 —— 先刻 は あんなに 威張って 約束し 

たぢ やない か。 いつでも 一思 ひにば らして やる つて。 さ 

あ、 そんな 意氣 地の ない 恰好 をし ないで • 始めの やうに 

元氣 よく、 「何 だ 生 意； お だ、 かう だ ぞ。」 と 云って、 (ド 


574 


ir>5i と 5r-w 


男 

男 

靑 

ゲ J 

靑 

ね 

命 さ 

然 

地 

年 

ん 

ひ 

の 

出 年 

あ が 

た 

へ 免 

若 

ゐ 

か ん 

調 

え な 

力" 

ぐ 

に 

眞 

や 

ハ 

li. つ 

何 

w  。 

あ そ 

子 

k し 

や 

夜 

れ 

男 

リ な 

め 又 

、 ろ 

か 

-化： 

で 

り ん 

ズ お 

え で 

と 

の 

め 

冗 に 

考 

ゐ 

恐 

な な 

か 

据 

そ 

引 

そ 

談 ？ 

先 の 

へ 

そ 

な 

ら 

が に 

へ 

分 何 

も 

つ 

そ 

め 

れ 

の 

》、* 

刻 ^ 

れ 

が 

ぐ 

ら 死 

て 

り ん 

君 

た 

ん 

づ 

が 

退 渾 

や 氣 

あ 見 

ゐ 

に 

ら 

さ に 

寧 

ま な 

に 

0 

な 

し 

さ 

ろ 

な が 

ん -〔 

る 

it 

さ 

れ 

0 ァこ 

ん 

せ 1 こ 

m 

の 

大 

の 

リ 

所 

い 强 

な 獨 

答 

力、 

し 力： 

ん 

Of 

や 

强 

き 

力 

ち' 

の 

に V) 

强 

へ 

ら 

力 * る 

ん 

レツ 

い 

な 

や 

な 

は 、 

ぼる 

盜 

氣 

も ん 

み 

も 人 

な 

な 

男 

な 

め 

^ 僕 

ふ 

、 で 

レ J 

。間 

い 

い 

で 

で 

人 

リ 

笑 

乂 が 

す ^ 

く, 

ら す 

> 

馬 た 

ん 

な 

笑 

ひ 

リ 氣 

い 

あ 

つ 

ん い 

鹿 か 

だ 

ぐ 

づ 

せ 

が 

て 

ん 

め 

で 

な 0 

々 と 

よ 

が 

つ 

脅 

ん 

1- 

强 

リ 

や 

つ 

何 

に え 

力-: 

々 い 

分 

ら 

さ 

い 

た 

チ P 

リ 

し 

何 

し 

僕 

つ 

何 

れ 

の 

SI 

や 

が 

た 

で 

て 

に 

ん 

に 

出 

m ん 

し 

何 

ん 

す 

ゐ 

の 

ビ 

突 

分 

來 

で な 

て 

ん 

だ 

な 

な 

山 

グ 

然 

バ 

よ 

m 立 

な 

め 

ん 

が 

奥 

高 

が 派 

お 

に 

つ 

ら 

で 

何 

の 

据 な 

ま 

が 

意 

し 

よ 

し 

笑 

に 

ん 

つ —生 

へ 

突 

氣 

な 

ぐ 

終 

ひ 

ンと 一好 放して 见ろ 0  吃^して 飛び退く。) かう して 

やってくれ  ばい、 んだ。 愚 岡 愚 闘して ゐて、 また 氣が 

か はると W るから。 さ、 早く， 早く。 

キ無 现 矢 0  -」 男 _」 举统ん r ら た る。 男 しげぐ と 

W 木當に 妙な 人 だ。—  ：！：^^そん な に 死にたぃんだか 

そんな こと は 何- 「だってい 》c さ、 早く 一思 ひに や 

つて くれ。 

Ei- 駄目です よ。 そんな こと i— 0 

何故。 i- 何う して だ" 

F 力 あっし や あ、 もう 何だか 氣が ぬけち やった。 

$  (がっかりして) 駄 だな あ。 何て 意氣 地な しだ、 

さっきまで. あんた 大きな こと を 云って みた 癖に。 二人 

も 三人 も 殺した 俺 だの、 顔 を 兑られ たからに や、 やっつ 

けち まふ だのって，. - —— その 言 紫が 本當 たら、 何でもな 

いぢ やない か" 

W 力 だって 駄 E! です つたら。 もりや あ、 先刻 は 全く 殺す つ 

もり も あつたんだ が ；… 0 

所が もうられ がいけ な いんだ。 全く お前さんの やうな 

氣の强 い 5；： にか i つち や あ …： 。 


im と 年靑 


も 食 ひたく なくなつ ちゃった。 チヨ ッ、 何て 變な晚 だら 

うな あ 0 

(哲く 間。) 

(靑 年、 ふ と ュ r;,: 夢から め たやう LL つかつ，. -と 男の 

側に 來リ執 t 心に 說 さつけ る。) 

靑年 ねえ 君。 本當 にこれ は 僕の 唯一 つの 願 ひだ。 最後の 

お 願 ひだ" 何う かやつ ばし 僕 を 殺して くれ" ねえ 賴む 

から。 

男 (呆れて) まだ か. 冗談 ぢゃ ねえ) そんな こた あもう 

出來 わえ つて、 幾度 云って るか も 知れね ぇぢゃ ありませ 

んか。 

靑年 だって • 僕 は 何う しても 生きて ろたくない。 いや、 

到底 その 力が な いんだ。 

男 そんな こた あ、 あっしの 知った こと ぢ やねえ。 

そんな こと を 云 はないで， 頓む。 ねえ、 君 は 全く 二 

度 も 人 を 殺し た男ぢ やない か 。 

男 いくら 殺した つて さ。 人間 さ， 「無暗と 人 を 殺せる もん 

ぢ やありません よ。 

w¥ だって さ —— 0 

男 (少し 短 さがつ て) 何が だってな もの か。 しかも 結局 I 

は それが あっしの 罪に な るんだ からね え。 何う せ 死ん ぢ 一 

やったら、 お前さん だって 4, 粗んで 殺されたん だなん て， 


證 人に 立って くれる もの ぢ やなし. - -I 馬鹿 々々しい。 

誰が そんな こと を. - 

靑年 しかし * こんな 山ン 中で 誰が やった つて 分り やしな 

いぢ やない か。 

男 (つ ひ LL^ 然として) 止さね え か。 煩い 奴 だな あ。 そ 

れ ほど 死にた けれ や あ • 自分で 始末 を したがい  > -ぢ やね 

え か。 俺 あ、 そんな 死神の ついた やうな 人間に か、 はる 

な あ • いや だ。 緣起 でもね え。 

(暫く 間。) 

靑年 あ、、 何う しても 駄目な のか。 このまた とない 機會 

にさへ 駄 y なのか。 …… そして やつば し、 俺 は 生きて 行 

かなくて はならない のか。 又しても あの世 間の 腹黑 ぃ强 

愁な奴 共、 汚い 醜い 社會の 中に、 踏みつけられて、 虐げ 

られて …… あ k 堪らない、 堪らない、 考へ ただけ でも 堪 

ら ない …… 。 

(男 氣味惡 げに^ 離れろ。) 

男 變 だな あ、 氣 狂ひぢ やない かしら。 ぉぅ^:1-ぃ。 何だか 

を かしな 晚だ。 こり や あ * 俺に も 死神で ものり 移って 來 

るん ぢ やねえ かしら。 I ぶる つ， 桑原、 桑原 …… 。 

(男 益々 元氣， ^失って 遠ざかろ、 この 時、 月 雲に^ は 

れ あ；^ リ 暗くな ろ。 弱くな つれ 焚火の み仄叨 るい。 靑 

年 * 暂く 沈默の 後、 また 俄：. Lffi 氣の やうな 聲 1^ ふ リひ衩 
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强 と ^竹 


つて、 哜 El の 中に 叫ぶ。) 

あ 、あ、 駄 H だ， 駄目 だ。 何う しても 生きて ゐ るの 

は 嫌 だ。 俺 は 死 ぬんだ。 11 死 ぬんだ。 死にた いんだ。 

(その 中に ふと また 强 の 姿 1^ 見て、 忽 r ，それ LL  jfr びか i 

る) さ •  ！；；；ぉ 、むから 俺 を 殺して くれ。 何う しても 殺して 

くれ。 さ、 殺 すんだ」 殺 すんだ。 頼む、 lg む。 

(强盗ゃ"ぃて飛び？^1ろ1.^ なほ も. ぼみ か、 つて、 S 

G 如く 叫ぶ。) 

さ、 ^すんだ" 殺さ なきや、 俺が 貴様 を 殺しち まふ 

ぞ、 さ 殺す か、 殺す か。 11 やい 俺 を 殺す か e 

あ >- 死神 だ。 死！： だ U 放して くれ、 放して くれ。 

(强^は今は^^げむとのみ氣，^^^焦リ、 み 合 ひて 後 

キ^ ふり 放し、 思 ひ 切リ突 放す。 靑年 倒れろ。) 

sf; あ、 助けて くれ、 助けて くれ。 

,( 男 叫びつ 、逃げ去る。) 

(やがて また：^  LL 刀 光 g 一り 出す o』 

(^くして、 ^；？^^-ぽんゃリ^さ上ろ。 すっくと 立ち上 

つてお た リん、 1=^ る-〕 やがて、 しっかり L た 驛で獨 語す 

る W 

不 だな ぁリ 俺はゐ る。 俺 はやつ ばり iH きて ゐる。 

i だが あの 强盜は 何う したんだ。 先刻 あんなに 恐し い 

一 を あげて ゐ たが ：… 。 まさか、 彼奴が この 俺 を 恐れて 


逸げ て 行った ので も あるまい に。 (0 ^廻す) が、 やつば し 

逃げて 行った のかな。 (ふと 考へ 込む) それとも —-- 俺 

は 本當に 弱い んぢ やな いんだら うか" … … あの 恐し い 人 

れ：^ し 0 男よりも 强か つ たんだら うか …… 。 

$ はさよ とんと し \\ ュ a , 化 IT けて 佇んで ゐ ろ。) 

— 幕 1 
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女 下 同 同 同 同 同 樫 
村 


人 


新 夏 ま秀靜 辰め 

中 男子 子 子 子 雄 雄 


置かれて ゐる。 時 は 若葉 時、 午後の 明ろ い 日光が 庭 か 

ら緣 側の 方へ 一 杯 に 射し 込んで ゐろ。 

なほ， 上手に 木戶 があって、 そ、、 から衷 庭 © りに 此方 

に 来られる やう に もな つて ゐ ろ。 

幕 あくと 庭の 方 LL もう 老人で あろ 下男が ^まって 苹 M 

りか 何 かして ゐる、 ^敷の 方 LL は 誰， t ゐな いが、 ^子 

の 友達で も 來ズゐ ると 見えて 座蒲國 などが 二三 枚 散ら 

かって ゐる。 暫くす ると 座敷への 出入口の 換が あいて、 

洋服 姿の 靜雄、 帽子，-^手にしたま.- っかく入って來 

る。 年の 頃 二十 五六 歳、 身裝 は、 物 はさう 惡く はない 

が 可な リ齋 崩した もの va- 着て ゐ ろ。 餌 立 は 上品 • 然し 

何處か 廢 的な やつれが 見えろ。 少し 洒氣 ん帶 びて ゐ 

るら しい。 然 ろに 態度 は亂 れてゐ ない 彼は緣 側から 部 

屋の 中へ 入って- 暫く 見なかった 家の 中^ 見ろ とい ふ 

氣 持で、 I わた リー 寸懷 しげ に 見廻し 、又秀 子の 机の 

上の 置物 VJ- とリ 上げて 見た リ しながら、 ぽん や リ とそ 

、、に 突立って ゐる。 

女中 現れて、 一 寸中 1^ 見込む。 

女中 おや、 此方で いらっしゃいました か。 

靜雄 何 だ。 

女中 いえ、 あの —— 大奥 樣は 唯今、 お 客樣で 客間の 方に 

いらっしゃ るんで すが。 
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長 男 

次 男 

母 

辰 雄の 妻 

靜 雄の 妻 


舞蹇、 樫 村 家の 離 座敷、 下手 は 庭。 離 座敷 は 二 間つ 

さで 廻 リ緣、 その I 方の 奥！.： 出入口が ある。 部屋 は 現 

在秀 子の 居間.. I なって ゐる もので、 一 方の 小 間 LL ある、 

机、 本筘 その他の 一 寸 した 装飾な どに 女學 生らし い 趣 

味が 表れて ゐる。 

下手の 庭 は 可な リ廣 やかな 庭の 一部に 當 つて 居り、 そ 

こ！ _L は靑々 とした 立 木 二三 本、 その 下に 鉢木植 など も 
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ザ *  ^ 秀 # 秀 


(is 

下男 (一寸 額 色， や 鋭 ひながら) ね、 靜雄樣 、あなた 何う 

しても ぉ兄樣 とお 仲直りな さらない おつもりで すか。 

靜雄  。 

下男 いっか は、 ひどく； I ムひ爭 ひ をな すった やうで ござい 

ますが， …… それでも やっぱり 何 かにつ けて、 お 兄 樣はぁ 

なた のこと をお 氣 になす つてい らっしゃ いますよ。 11 

それに あれつ きり、 こ をお 出 ましに なったり した もの 

ですから、 大奥様なん ぞは 11 

00 爺 や、 その 話 は 止めよう よ。 そり や あお 互にい ろん 

な ことがあ るんだ からね。 

下男 でも 手前なん ぞに はこん なに ila 稼、 い. 1 方ば かりお 

築り のお 家に いらし つて、 何 御 不自由の ない 身で ありな 

がら 11 別して あなた、 大旦那 樣が おなくなり になって 

から は、 もうご 兄弟 衆ば かりが お 互にお 力に ならなくて 

は ，11 つまり 大奥 樣も そ , J を ノ  J 心 配 に なって いらっしゃ 

るんで すから ね。 

靜雄 分って るよ、 分って るよ。 でも 今の 俺に は 仕樣の な 

いこと さ。 いや、 お前の 心配して くれる の は 有り難い が 

ね、 まあお 前の いふ やうな わけにば かり も 行かない のさ。 

下男 さう でございます かね。 —— そり や 手前なん ぞの申 

し 上げる ので は 何で ござ いますが …… 


靜雄 亡.： 不拽、 握に なって) 爺 や、 俺 は 昔から しちく ど 

いこと は^ひなん だから。 …… 

下男 へえ、 へえ. いえ 何う も餘 計な こと を 申し上げ まし 

てす みません。 —— では まあ ごゆつ くり" へえ、 へえ。 

(下男、 御辭儀 7e して 上手 木戸よ リ 去ろ。 突然 下手 奥 

に 快活な 若い 女達ら しい 笑 ひ； か える。 が、 やがて 

急 ざ 足で 出て 来たの は 妹の 禿 子 だけで あろ。 ：^;- 女 はパ胙 

雄.^ 認めて 稍 驚く。)  . 

子 あら、 靜雄 兄さん" 

雄 お、、 秀子 か。 

子 兄さん 。まあ、 いついら しったの。 

雄 う、 む、 つい 先刻。 

子 そして、 ずっと 私の 部屋に いらし つたの。 

雄 今、 お母さん 達 お客様 だし、 一 寸ね。 11 

ながら) それに 俺の 昔の 部 ilr^ 見た かったん だよ し 

秀子 でも、 それ ぢゃ、 あたしの ものなん ぞ 見て ゐ たん ぢ 

やない？ いや だ わ。 

静雄 そんな こと は， しない さ。 

秀子 分らない わ。 兄さん は 意地が 惡 いんだ もの。 11 ぢ 

や 何よ • 今お 友達が 來 るんだ からお 母樣の 方へ 行つ てら 

つ しゃいよ 0 

靜雄 さう か。 ぢゃ あま あ。 (行き かける) 
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秀子 あら、 兄さんの 靴下。 大きな 穴が あいてる わ。 いや 

な 兄さんね。 —1. 誰もつ くろって 吳れる 人ない の。 

？. 行き かけ；^ 1  お 雄，  > ひっし 振り返 リ秀 子と 籙，^ 見合 

はす。 その 眼にば 咄嗟 だが 怒りと 詰問の 色が あり， （- 

と ある" 秀子 窓外の 面 持で た V スぐ。 間- と 出入口の 

换ん いて 母親 まさ子 》^れ ろつ 人柄な 化，" 通の 老母で ある。 

秀子 それ 機 < ^に 兄の 眼 1^ 避け て 、〕 

秀子 あ、 お母さん」 ぢゃ靜 雄 兄さんい k わ" 私達 や 

つばし お 庭先の 方に 遊んで る ことにす るから。 お母さん 

こ 、でお 話な すっても い X のよ。 ハ靜 雄の 顔 見ない や 

う LL して 引 さ 返して 行く) 

1ゅ 雄 あいつ までが、 さう だ。 

まさ子 靜雄、 何 を 云って るの。 

堆 (默 つて 母の 斑.^ 見 、急 U 又 目 外ら す) 

(まさ子、 その 頭の 上から；^ つと 餌 色 身 装,.^ 見渡し 1 

の 表情。 問。) 

まさ子 秀 子が 来ないなら、 まあ 其方へ 入って お 坐り。 

(靜雄 無言で その 通りす ろ。 まさ子 その 側 に 坐る 0) 

まさ子 お前、 變り はない のかい。 …… 

^雄 え > -。 別に …… 

まさ子 でもよ く來 たね。 ！ 然し 何處 か。 惡 いん ぢ やな 

いの。 顏色 もよ くない やう だが 11 


静雄 え X、 い. 1 え。 ：：： 

まさ子 靜雄、 お前 あの 時の こと を まだ 氣 にして ゐ るんだ 

ね。 な あに、 そんな こと は 構 や あしない よ。 お前 達 兄弟 

ぢ やない か。 それに 兄さん だって、 何も いつまでも あん 

な こと を 腹に 持って ゐるこ ともなし、 私 だってお 前、 お 

前が あれつ きり 家へ 來 なくなつ たので は 却って 何ん なに 

心配して たかしれ やしな いんだよ。 ね、 だから そんな こ 

とを氣 にしないで 矢張り 家へ おいでよ。 さう すり やその 

中に、 何でもなく 兄さんと だって 折れ合へ て 了 ふよ 0 11 

全くお 父樣が なくなって か ら、 お 前 達 二人が いつまでも 

仲 違 ひして ゐ るなん て、 私の 身に なって ごらん、 第一 世 

間に 對 しても 聞え のい \ こと ぢ やな いぢ やない か. - 

静雄 でも、 お母さん。 私 は 今日は そんなつ もりで 歸 つて 

来たん ぢ やな いんです。 11 實 はね …… 

まさ子 え？ 

静雄 (間、 急 LL 感傷的 になって) あ  >- やっぱり 來 るん ぢ 

やなかった。 何 だって 来て 了つ たんだ、 ばかな …… 

まさ子 何 だね、 まあ、 何 を 云 ひ 出 すんだ ね" お前 何だか 

暫くの 間に 變 になった やう だね。 11 あ、 お前 また 飮ん 

でゐ るね、 (嘆息す ろ やう LL) 相 變らず だね。 

00   。 

まさ子 いえ * それ は 酒 をのむ の も 無理に 留めよう とはい 
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はない けれど、 餘り度 を 過す の は 止して おくれよ。 お前 

の はやり 出す と 可な り 無茶ら しいから ね。 i 私 は身體 

が 案じられ るんだ よ。 —— で、 その 雜誌 社と かの 仕事 も 

うまく やって るの かね。 

は 雄 え， まあ …… 

(間。) 

さ 子 靜雄、 お前 何 を さう 默っ て愚圖 ついて ゐ るんだ ね。 

折角 來て、 何 か 話す ことがあ るん なら、 はっきりお 云 ひ 

な 0 

静雄 え >- 、あの 11 實 はね、 新 子の 奴が …… 

まさ子 え、 新 子、 あ 》 あの人、 新 子さん と 云った つけね、 

i (何 か 熱心に) で、 あの人が 何う かした のかい。 

靜雄 (一寸き つと なリ まさ子の 眼の 中，^ 視き 込む) 

まさ子 何う したの。 お前、 私達が あ G 人の こと を 云 ふと、 

すぐむ きにな るんだ ね。 

00 だって 私に は 又、 家の 者が 彼奴の こと をい ふとなる 

と， すぐ 何 か 事 あれ かしと 待つ てる やうな 氣 がす るんで 

す。 お母さん だって、 あれと 私と 一緒に なること は反對 

でした からね， そり や あ 彼奴 はもと 女給 もして ゐた 女で 

す。 です けれど、 それ だからって 何も いつまでも そんな 

眼で 人間 を 見る と 云 ふなん て ひ ど 過ぎ ると 思 ふんです。 

まさ子 何 を 云 ふんだ ね、 それが お前の 條 みとい ふんだ よ、 


私 は 今 だって 何も. I 

靜雄 だって 先刻 もね、 秀 子の 奴が、 私の 靴下の 破れて ゐ 

るの を 見て， 「誰もつ くろって 吳れる 人 はない の。」 なん 

て 皮肉 を 云 ふんです。 未だにき つと 家の 者 は 私に …… 

まさ子 ばかな。 あの 子 だって 何も そんなつ もりで いふ 害 

はない よ。 だから さ、 私に したって、 そこまで お前の 氣 

に 入って ゐ ると いふなら、 何もい ふこと はない と あの 時 

も 云った ぢ やない か。 . 1— で、 何う したと いふ 0, 新 子 

さんが 「」 

0m  (少し 折れて) え 》 それが ね、 可な り 長い間 病氣だ 

つたり しまして ね。 

まさ子 病氣。 それ はいけ ない ね。 で まだ ずっとい けない 

の 0 

静雄 い >- え、 もうこの 頃ぢゃ 起きて ゐ るんで す。 けどね、 

それや これ やで、 いろんな 費用が 嵩んで 了ったり した も 

のです から 今 全く 困って ゐ るんで す。 そり や 私 もい けな 

いんです。 病 の 費用 だけなら に 角、 私自. せの 昔から 

の 無駄 使 ひ の 癖 もぬけな いもんだ から、 つ い いろんな こ 

とで 滅茶滅茶 にな つ て 了つ て 自分で 困つ てゐ るんで す 

が。 —，：- 然し 又 そんな ことから 氣が 焦々 し て來 ると 1^ の 

こと 酒で も飮 みたくな り、 飲めば 益々 氣が 荒む と 云った 

工合で、 11 意氣 地がない とも 思 ふんです が、 自分で も 


化！^. がない もんだ から。 …； はね 今 も 友人の 所へ 泊つ 

た りして 二 晚も家 を 明け て ゐ る ん です。 

まさ子 そんな ことお 前、 それで は あの人が 困る ぢ やない 

力 

0^ お P 家へ 歸 つても n;r か 詰る やうな 氣 がして •  —— 彼 

奴が 心配して ゐる だら うと 思へば 思 ふ ほど 歸る氣 もしな 

いんです ひ 

まさ子 ぢゃ、 社の 方へ だって。 

0^ え、 出て やしないんで す。 だ け ど id 方が な いんです。 

まさ子 相 1 ら ずのお 〈^ だね、 やつば り まだ 氣 儘がぬ けな 

いんだね。 …… ( 一 寸考へ て) だが、 それ はま あそれ と 

して、 ね靜雄 * お前 何う しても あの 小說 家になる つもり 

で やって ゆく のかね。 私 は 今更 こんな 話 を 蒸し：.^ さう と 

云 ふんぢ やない がね。 それでも 今の やうな 話 をき くと、 

やつば し 私 は 心配に な るんだ よ。 今の 仕事 だつ てお 前 は 

そ の た めだと お 云 ひだ けれど そんなに 曰々 のこと で 焦々 

し て ゐ る ん V つ や 仕 かな い ぢ やない か。 11 お前 だ つ て 

ちゃんと^ 校 も 出た 人 問 だし、 何 だってもう 少し 工合の 

い 仕^も ありさうな もの だと 思 ふんだ がね，^ 兄さん だ 

つて、 お前が 危 かしい こと を 止す つもりなら、 骨の 折り 

も あろし 自分の 方 だつ てす る こと はす るんだ つて —— 

雄 G ケ つて) お母さん • その 話 はもう 止して 下さい。 


私 はもう 心 を 決めて ゐ るんで すから。 11 でも それで ゐ 

て、 こんな こと を 云って はす まな いんです が、 何う か 先 

刻の こと だけ は 一 つきいて くれません か。 —— ね、 私 だ 

つ て あれ だけの こと を 云って 家 を 出と きながら こんな こ 

と を 死んだ つてした く は な いんです が、 新 子の こと だの 

,InI 分の 焦々 した 氣持を 思 ふと 堪らな いんです。 然しもう 

今度き りです。 何ん な ことがあ つたって、 もうお 母さん 

に 迷 "一は か ける こ と な ん かありません から。 

まさ子 ^；！^ー惑なんてことはちっともなぃがね。 ！ お前の 

こと は 可哀 さう だと 思 つてみ るんだ か ら。 

0.^^ な あに、 そんな こと は —— でも 本當 にこれ つきり で 

す。 私 だ つて その 中に き つ と 立派 に 私の 仕事 を やって 見 

せます Q  ：… きっと …… 

(、、の 出 人口の 襖の 向 ふで 兄お 雄の 一 ほが する。) 

辰 雄の^ 秀子、 秀子 …… 

-i. 換ん』 あけて 現れろ。 年齢 三十 三 四、 赏直 なろ 

市井の人の，：：^ にて 老けて 見える C) 

雄 秀 子はゐ ない の。 11 あ、 お母さんで すか。 

(と 云 ひながら 靜 雄と 餌 ^見合せ、 二人共ば つの 惡さ 

^0^^M^.^O と靜 雄に 俯向き、 ほ 雄 は  一口 ー默 つて 

引返さん とする。 が、 思 ひ 返した やう- -nw 雄の 方に 來 
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僕が 小說家 志願 を すれば 危へ J だと いふし、 職業と し て雜 

誌 記者 をす ると もっと 違った こと をし ろと 云 ふし、 人が 

結婚 するとい へば， 兑 もしないで そんな 女 はいけ ない と 

いふし， 何 一 つ 僕の 希望 を 理解して くれないんだ。 それ 

でゐ てお 互の 問が 滿 足で るら れる か 考 へて 見る がい 。 

辰 雄 いや それ は 何も、 一 々俺が 反對 するとい ふの ぢ やな 

い。 只お 前の 場合が 一 々 餘り贊 成 出来ない ことば かり 

だつ たんだ。 それば かりで なく、 何處の 家庭 だって 餘り 

賛成す る 所 は あるまい ぜ。 11 現 に お 父 様が 生 き て ゐ た 

ら、 お前の 今やって ゐる やうな こと を 1 つで も 許す かね。 

静雄 そり あ 許さない かも 知れな いさ。 がそれ が 何 だら う。 

僕 はお 父樣 がるた つて 同じ こと はする よ。 

辰 雄 だけど、 お前 だって 少し ははた のこと を考 へたら い 

、 0 

静雄 しかし 僕 は、 人の 前で 恥になる やうな 車 をして ゐな 

いつもり だリ 

辰 雄 だが ね、 お前 だって 相 當の敎 育 を 受けた 男なら， い 

つ ま でも 身狀 の き まらない 唯 ごろごろ してる やうな 牛： 活 

ュ. <  

静雄 ごろくなん かして やしない 仕 leji- を もってる。 

辰 雄 だが、 その 仕事 も あんな 雜 誌の ことなら 餘り 世閱の 

信用の ある 方ぢ やない ぜ。 


まさ子 (とリ なす やう LL) 今日は 珍しく 早かった ね。 

1;^ 雄 え- -、 久しぶりに 今日はな 3 合 もな し、 少し 早く 歸っ 

て來 たのです。 r 静 雄の 方. ^一寸見て 强 びて 何氣 なげに 

€'^.^^3 お前 近頃 何う して るんだ。 

$  (一 寸 ミ；； つきながら〕 別に 何う もして やしない。 

同じ こと さ。 

1^ 雄 何とかい ふ雜 誌の 仕事 は 相變ら ず やって ゐる のか。 

0 食へ ないから ね。 

ふむ。 ：. 相手の 反抗的な のに 少し 機 1^1 な惡 くす るが 

表 は 笑 額で」 …… だが 食 へない とい ふ の もお 前の は 自分 

からだせ。 

1& 雄 說敎 なら、 もう 聞か なくって い \  。 

(辰 雄 まさ子と 額 見合せ、 「斯うい ふ 奴です。」 とい 

ふ 表 iwl ^すろ。〕 

まさ子 靜雄、 お前 それが いけな いんだよ。 兄さんが ちゃ 

んと 折れて 出て ゐ るのに、 お前の その 返事の 仕方 は 何 だ 

ね。 それ だから 何う にもなら な いと い ふん ぢ やな いか。 

靜雄  。 

辰 雄 な あに 靜雄 はま だ 誤解して ゐ るんで すよ。 ねえ 靜雄、 

俺 は 何もお 前說敎 をして ゐ るん ぢ やない よ。 それ は 以前 

からだ。 俺 はお 前に 相談して るの だ。 

靜雄 だけど、 僕の する ことに は 何でも 不賛成 ぢ やない か。 
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ないから ね〕 それにね、 身內 の名譽 になる 爲に藝 術 家に 

なったり、 い  >- 藝術を 作らうな どと 云 ふん ぢ やない から 

ね。 お生憎さま さ 

まさ子 本當 にお 前 はま あ 何て 子に なつたん だら う。 その 

物の 云 ひ 方 は 何 だね。 . ！ 一 體私 だつ てお 前の その 自分 

さ へ よければ い i とい ふ 身勝手な 考 へ 方 は氣に 入らな い 

ん だよ。 

靜雄 だってお 母さん、 みんな、 身勝手々々々 つて 私に 云 

ひます けどね、 私 はう ちの 者 こそ 身勝手 だと 思 ふんです 

よ。 やれ、 そんな 仕事 をして は體 裁が 惡 いの、 碌な もの 

にならない のって、 皆 貴方方の 立場から ばかり 考へ たこ 

とぢ やな いんです か。 人間 は 生きる ために は 何ん な こと 

だってし なくち やなりません。 そして 仲々 思 ふやう に 豪 

くなんて なれる もの ぢ やな いんです。 親讓 りの もので 大 

きな 顔 をして の ん氣に 暮らし てゐ るの と 譯が違 ひます か 

らね。 全く 何方が 身勝手 だか 考 へて ごらんなさい。 

辰 雄 靜雄、 それ はお 前 何とい ふこと をい ふんだ。 お前 は 

さう いふ 人間なん だ。 11 俺が 財產 をう けたから つて、 

何も 俺 一 人が よければ とい ふそんな 考へ はない。 11 た 

だお 前が 何處 まで も 俺の いふ こと を 聞 入れよう としない 

もの だから。 

靜雄 眞は 自分の 氣に 入らない ことまで して 人の 世話にな 


鋅雄 下らない。 いつだつて 世間 だと か 何 だと かばつ かり 

云つ てゐ る。 自分が い >t と 思ったら ちっとも 構 はな いぢ 

やない か。 

m 雄 それ はお 前 は 構 はない かも 知れない。 だが、 そのお 

前の 身狀 が、 俺 やお 母さん —— まあ それ もい として、 

これから 先き の ある 秀 子の 緣談ゃ 何 かにまで 障って ゐる 

こと だって 考 へない かね。 

雄 だって ；… 

雄 ちっとも 構 はない かね。 

雄 ：… 仕方がな いさ。 …… 

雄 (少し むっとして) それに 俺 はお 前の 日々 の 行狀だ 

つて 知って ゐ るよ。 未だに， そこいらの まるで 地 廻りの 

不良少年の やうに、 のべつ 飮んで 歩き II つてる つてん ぢ 

やない か。 

0^  (冷然と) そり や 人間 だもの、 少し 位は飮 みに 行く 

こと も あらう さ 0 

K 雄 だが、， 1 め それ もい. >- 。では、 お前の いふ その 

小說を 少し は 書いて ゐる のかね。 一 堕 何 か勉强 はして る 

のかね。 俺 は 樫村靜 雄なん て 名前 は、 餘 りきいた こと も 

な いがね。 

5^ 雄 (ロ^し さう：. L) そり や 仕事の ある 身で 仲々 さう 出 

來 やしない さ。 やれば すぐ やれる と 云った 手間仕事 ぢゃ 
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らうと は 思 はな いよ。 

辰 雄 (きっとな り) ではお 前 は何處 まで も 俺達と は 一 緒 

にゐ たくない、 俺達の 云 ふ 事 は 聞き入れな いとい ふんだ 

な 0 

^！! 雄 さう さ。 

雄 ようし、 それだけの 覺悟 があるなら 結構 だ。 たしか 

に それで 行く ね。 

静雄 無論の こと さ。 兄さんの 世話になん ぞ誰 がなる もの 

か 0 

(間。 雨 人 互に 暫く 見合って ゐろ C) 

辰 雄 だが 靜雄。 -1- そんなら お前 は 何故 俺の 家へ なん ぞ 

來 るの だ。 

靜雄 この 家 は 兄さんば かりの 家ぢ やない。 

辰 雄 ばか 1K へ、 俺の 家 だ。 

欝雄 家 はさう かも 知れない が ，僕 はお 母さんに 用事が あ 

つたから だ *o 

辰 雄 なに、 お母さんに 用事"  む。 又 それ だ〕 まあ 

お前 考 へて 見ろ、 この 前 家 を 出て 行く 時 何と 云った。 何 

と 云 はれても い \、 立派に 自分で やって ゆく。 もう 俺 は 

1 生家の 闘なん か 跨がない とまで 云って 行った んぢ やな 

いか。 それで ゐて 半年 かそ こいら で、 もうこ そく 家へ 

やって来る。 そしてお 母さんの 甘い のにつ け 込んで 11 


靜雄 つけ 込んで？ 

辰 雄 さう さ、 つけ 込んで 來 るん ぢ やない か。 用事. たって 

分り切って ゐる。 一 體 お前と いふ 男 は， そんな 大きな こ 

との 云へ る ほど 意志の 强ぃ 男で もな いんだ" 決心 だの 覺 

悟 だのと 云 つ て、 ちっとも 滿足 にやり 通せな い 男なん だリ 

すぐ 途中で へたばって 了 ふ。 俺に はよう くそれ が 分って 

ゐ るんだ 。だから， お前の 才能と か 何とかい ふこと から 

でな く， 意志の 問題から そんな 小說 家なん てこと は危ぃ 

とい ふんだ。 —— 現に 今のお 前の 生活 を 見る がい、〕 そ 

の 日 その 日の 忙しい 雜誌 就の 好い加減な 仕事に、 結： S い 

ぃ氣で 紛れ て 遊んで ゐるぢ やない か、 何が 謹 志願 だ 」 

. 1 それで 暇 さへ あれば のんで 歩いたり 騒いだり して ゐ 

て、 擧 句の 果に 困って くると、 また 呵を 切って 出て 行. 

つた 家への こく-やってくる。 II お前 はまた >  お 母 さ 

んに金 を 貰 ひに 来たんだ らう？ 

靜雄  

まさ子 辰 雄、 もうい > -ぢ やない か。 そんなに お前の やう 

につけく 云 ふ もの ぢゃ あないよ。 まるで， お前 達 は 逢 

ひさ へ すれば 喧嘩ば かりして るんだ. - 

辰 雄 い \ え 一 度 ははつ きり 云つ といて やらな くち やい け 

な いんです。 何とかい ふと 理解がない 理解がない の 一 點 

張りで • 自分 達ば かりが 一 段 高い 人間の やうに 思って ゐ 


ハ人 るんで す r- いえ. そり や あそれ だけの 器量の ある 人間な 

r> ら 別です が， .In: 分の 決心 を 半年 も 過す こと も出來 ないで 

ゐ て， た ビ做慢 に 構 へて ゐる だけの 人間なん かに 遠慮す 

ろ こと はな いんです。 m 今 曰 だって- 資は 過ぎた こと 

は 過ぎ たこと. - して， そり や 私 はた どの 商賣 人で 俗人 だ 

けれど * 話さへ すれば 分る こと は 分る つもり だから * ち 

やん と 落， いてお 互の この 先き の 話 を 進めようと 思った 

ん です。 です けれど、 この？ お 一度 ぢ やありません か。 人の 

持 も 分らないで • 頭から 俺 は 藝術家 だで は 話に もなら 

な い ぢゃ ありま せんか。 それで ゐ て 自分の 中途半端な、 

誤魔化され 刀 ^ ぃ意氣 地の な い 性分に はまる で 感じが な い 

ん です。 私 はこん な 人 問 は 大^ ひなんです。 一 體靜 雄が 

我々 家族の 者 を 一 がいに 輕 蔑して 顕 みないと いふ ことが 

許せるなら、 我々 だって こんな 一種の 不具者 を 無視す る 

こと も 出来ろ わけ ぢ やありません か。 

(ぶる/ \erx ん、 ふろ はしな-から； なに、 僕が 不具者 

だって？ 

堆 さう だし 不具者で なくば、 無能力 さ、 お前の やうな 

^^氣地な しに- 絨 £； 術な んて 以て の 外 だ。 —— ま た 出來た つ 

て輕 蔑す ベ きも C さ。 少く ともお 前なん か に 出 來る藝 術 

なら • 俺 は 一 番に 御免 1 るね。 

§ お 雄 が. 勝手にし ろ、 兄さんに 何が 分 るんだ U 俗物。 藝 


術 は 兄 さ ん達 の やって ゐる 勞働ぢ やな いんだ。 た 噴り 

つ い て每日 紙に 書い てた つ て 出来る もん ぢ やな い んだ ) 

雄 そこで、 カフェで 管 をまい てゐ ると 出來 ると.：， ふの 

か 0 苦し くな ると 人の 懐ろ を あ て に す る やうな 精祌 から 

生れて くると いふの か。 

t ，雄 (僅 Lis 分ズど 抑へ てゐろ とい ふ 極.： の興資 1^ 吸に 見 

V で、 兄ズ. 正面から 睨みつ けズ るる。 が 終に は 何も 

云 へ ；：^くなって到頭そのま、腕で^ん蔽って泣き出して 

了 ふ) 

(稍 長い間 0) 

まさ子 靜雄、 何も さう 氣を 立てる こと はない よ。 もうい 

いよ。 11 けれど 辰 雄、 お前 も 餘り云 ひ 過ぎる ぢ やない 

か。 何も 今日 久しぶりに 來た靜 雄に そんなに つけく 云 

ふに 當らな いぢ やない か。 大體 お前 だって 兄と して 餘り 

思 ひ 遣りが なさ 過ぎる。 何も たまにお 金 を 取りに 來た位 

で、 i そり や 困る 時 は 誰に だって あるん. たから。 

(この 首 葉の やい 中から K 雄の 妻： 農 子 入って 來る。 一 寸 

一座の 樣子 -し 驚 いたらし い が引：^ み ，.^ならすそ つ と？ お- 

m へ 入つ て 片隅 に 坐 つて 聞いて ゐ ろ。) 

雄 お母さん はすぐ それ だからい けな いんです つ そり や、 

何も 私 だ つ て 金が 惜し いの、 やって いけない のと 云 ふん 

ぢ やな いんです。 
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まさ子 そんなら 何も そんな ひどい こと を 云って、 この 子 

の 前から 弱い 心 を 叩き 潢す やうな こと をす るに 當ら ない 

ぢ やない か。 大體， お前 は 自分が 長男で， 都合 良く 行つ 

てゐる もの だから ii 

m 雄 ばかな。 そんな こと を 云へば， 私に だって 云 ひ 分 は 

あります 「長男 だから 都合が よか つ たな ん て 仰し やる が、 

私が 長男 のために 何れ だけい 一つん な ことに 頭 を 抑 へら 

れ、 擎肘を 受けた か 分らない e 

まさ子 ばかお 云 ひで ない。 それ は當 り前ぢ やない か- お 

前が 財 產 を つぐと いふ ことに なれば i— 

m 雄 財 11M が 何です： そんな もの を賀 ふより 私も靜 雄の や 

う に 寧 ろ 好き な こと を やった 方が よ か つた か 知れない。 

勿論， その 方が …： 

1SI 子 of. 仃 II 割リ んで) あなた、 あなた、 お母さんに そ 

んな こと を 仰し やって ii 

m 雄 默 つてろ。 お前の 知った こと ぢ やな いんだ。 

夏 子 だって あなた —— 

00  (. まに 氣.^ かへ て) もうい  >-。 何も 云 やしない。 今 

更 お母さんなん ぞ 相手に 云った 處が 始まらない ことなん 

だから …… 

まさ子 (怒って) 何 だって -—— 

辰 雄 (まさ子に E 丄 向かす) 靜雄， 俺 ほ 何もお 前が 憎い か 


らい ふん ぢ やな いんだ。 お母さん は 誤解して るるら しい 

力  

夏 子 あなた。 II 

ま さ 子 まだお 前 はそんな 11 

(M. まづ い 問い) 

辰 雄 (突然 投げ出す やうに) 靜雄 * 金が 入用なら 俺が や 

る、 だからお 前歸 つてく れリ 

01 雄 俯向 いたま、 返事， しない。：^ は 先刻 か ら ま "し 

何だかす V リ位 い  <  な るら し 、レ J 

(と、 下 m カ木戶 n の 方.. <リ 入リ來 ろ？ 

下 £ 力 (少し まごつ さながら) おや ile! 樣 こちらで。 …… 靜 

雄樣- 實は 唯今 あな た樣 の 奥樣が ぉ兑 えに なりまして 是 

非 1 寸 逢って お話ししたい ことがある からと 仰し やい ま 

すので、 1 

$ なに 新 子が 来た，、 こ X へ— ；- 

下 SR はい。 あなたお 一 人 だと 存じました ものです から、 

此方へ お連れ 申しました のです が。 (云って ゐ ろ屮！ -L 新 

子 入 リ來る 0 髮 はほんの ¥u たま、.；^ み 上りの やつれ r 凡 

えて 一 寸傷 よしい 感.： 與へ る。 然し額立は-こく素^^な 

性質な；^^.-してゐろ" 彼女に 遠慮しながら 入って 來 たが、 

意外に も. M 敷の 多勢の 人々 > ^見て 心 弱く そ 、二し 立ち iiR 
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靜雄 分った。 分った" 

新 子 でも、 明日 社の 方へ おいでになり ませう か。 そのう 

ちへ 見えた 方 も大變 心配して • いらっしゃ るんで すから。 

静雄 分った よ。 11 何 だ、 あんな 社なん ぞ。 二日 や 三日 

休んだ つて それが 何う したと いふんだ。 …… 仕事 だって 

何う した つ て 手に つかない こと も， 入 間に や いくら も あ 

るんだ。 …… 

新 子 (凝と 靜雄ズ ど 見つめながら 悲しげに) あなた 11 0 

(と、 急- し 彼女 は そ、、 LL 佇んだ ま、 泣き出す。) 

靜雄 おい、 何う したと いふの だ。 こんな 所へ 来て， 困る 

ぢ やない か。 

新 子 すみません。 すみません。 

靜雄 すみません ぢ やない。 泣くな つて 云って るんだ 。(と 

云 ひながら 彼も赏 は I 寸 情けない 氣 になって 來 るの 氣 

配って ゐ ろので ある) 

(此時 まさ子 立 つ て緣 側に 出て まだ 欽 欷く新 子 LL 向 ひ 

初めて 言葉，^ かけろ。 其聲は 親しみの 籠った^ かな 調 

子で あろ，) 

まさ子 あなた、 あの in 新 子さん でした つけ。 まあ 此方 

へお 上ん なさい な。 先刻から 餘り 何で、 突然だった もん 

ですから、 I さあ 此方へ.。 私が その、 靜 雄の 母です。 

新 子 (幾" 肱，. -ぉ辭 儀して) い X え * い  え、 もうこ  で 


で 了 ふ J 

00 …… 何 だって こんな 處へ來 たんだ。 

新 子 はい、 すみません。 あたし 一寸 申 上げれば い \ と存 

じました のと、 それに 11 皆樣 こちらに おいで だと は存 

じません もので したから。 

男 いえ、 それ は 私が つい 失禮 しました ので …… 

雄 (新 子：. 0 で 用事 は 何 だ。 

子 本當に 私、 飛んでも ない こと を 致しまして。 ——- 初 

めて お 伺 ひします のに、 こんな 所へ 突然 上って、 それに 

私、 こんな 身裝 のま  で， ——； 

靜雄 11 そんな こと は 何う だってい X よ。 それより 用事 

は 何 だ" 何なん だ。 

新 子 はい、 あの 11 

靜雄 はきく 云 はない か。 何 をび くくす るんだ。 

新 子 いえ- あの —— 資は • 昨晩 も 一 咋晚 も、 社の 方から 

人が 見えて、 ちっとも 社へ お見えにならない からって • 

11 その、 今 一番 忙しい 時 だのに 大變 お障りが あるんだ 

とかで、 $1 さん 怒って、 いえ、 心配して らっしゃ るんだ 

さう ですから。 

靜雄 …… そんな ことか。 

新 子 でも • その 方が 明日 は 是非 出社して 頂かなければ 主 

任の 方が、 . i それ は大變 —— 
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結構で ございます。 突然 こんな 裏口から 伺ったり しまし 

て。 本當 にあた くし、 何とも 失禮 な。 . 1 . 

まさ子 まあ、 そんな こと は iii それに 何しろ この 靜雄 は、 

我儘 ものです から 時々 氣難 かしい こと を 云って ね。 —— 

新 子 い  え， そんな こと はない ので ございます。 た あ 

たくしが 餘り 長く 病氣 をしたり して、 家の 中が つい 不愉 

快な ものです からつ あたくし も本當 にす まない と 思って 

ゐ るので ございます。 働いて 家に 歸 つてい らしっても 私 

の やうな 11 

静雄 何 を 下らない こと を 云って るんだ。 11 餘 計な こと 

は 云 はなく つてい > -。 

新 子 い  え、 分つ て 居ります。 分って 居ります。 11 私 

が 至らない のです。 でももう 病氣は 直つ たんです し、 私 

の ことなん ぞ ちっとも 氣 にかけ ないで、 何う ぞぉ歸 りな 

すって 下さい まし。 お 願 ひします。 - あたし あなたの 

お 身體が 心配な のです。 そんなに 毎日 …； いえ 私 唯 それ 

が 心配な のです。 ね、 もれで は 折角 これからのお 仕事 だ 

つて 11 

靜雄 仕事？ 

新 子 あなたが 長い間お 望みに なって らっしゃ るお 仕事の 

ために だって、 11 

00 お前 は 俺の その 仕事 を 信じて ゐる のかい。 


新 子 え X。 —— 信じて ゐま すわ。 

静雄 (凝と 新 子の 餌.^ 見詰めながら) 馬鹿 だな， お前 は。 

新 子 でも- あたし …… C 

静雄 もうい. - 分って ゐる。 何 だまた jH くの か。 11 

新 子 はい。 は、 はい。 

靜雄 惡 いのは， 俺 だ 11 俺 だ。 

(暫く 間。) 

まさ子 あの 本當 に、 新 子さん。 此方へ お 上ん なさい。 11 

お 上ん なさい。 

新 子 い &ぇ、 い 、え， 有り難う 存じます。 

辰 雄 (ぼん ゃリ 見て ゐろ夏 子に 向 ひ 詰ろ やう に) おい、 

お前 座蒲團 でも 上げない か。 

夏 子 はい。 (立って 緣 側に 行く) あの、 何う ぞ。 

新 子 い  え、 もう 何う ぞぉ構 ひ 下さらずに —— 

静雄 (遮る やうに、 だが 優しく) 新 子、 もうお 前 はい. -0 

俺 もす ぐ歸 るから。 11 お前、 やつば り そこから 出て 表 

の 方に 待って ゐて くれ.. 俺 はすぐ 此方から 出て 行く から.. 

新 子 はい。 (一 寸靜雄 1^ 見上げて) すみません。 11 皆 

樣 何う も 飛んだ 失禮 致しました。 初めて 伺 ひまして 御挨 

搜も 致しませんで。 —— 何う ぞ ご免下さい まし。 

(新 子 二度ば か リぉ辭 儀 した あと、 愼 えしく 出て ゆ 

く。 比 a 默って その後る 姿 产て ちっと 見送つ ズゐ る。 靜雄 
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物 

妻 

息 子 

田舍 から 來てゐ ろ 父 

同じく 母 

隣 リの娘 

郊外 Li 近い 勝 見の 住居。 

階下の 座敷、 緣側。 少し •  はかりの 庭。 貧弱な 植木が 二 

三本 そこに 立って ゐる 。座敷の 一 方 は 茶の間へ、 I 方 

は 玄？！ へ 通に て ゐる。 

春 も 半ばす ざの 或る日の 午後。 

勝 見の 妻 緒 子。 座敷の 緣 側に 近く 坐って 錢 物， かして ゐ 

る。 隣リ2娘新子その傍で^;|人雜誌の頁，.^鋭しながら 

話して ゐる。 

新 子 まあ、 きれいな 方。 —— 男爵 河 田 信 實氏新 夫人 高 子 


の 君、 をば さん、 この 方隨 分い 、きり やうね。 

絹 子 (一寸 1^ リ 向いて) あ、 それ。 きれいな 方ね，」 

新 子 (ft^^it リ) 大阪資 梁 家 松浪謙 三郎氏 夫人 

. I ね、 こんな 人達 平生 何 をして るんで せう。 

絹 子 なにって、. I やつば し IS じで せう。 

新 子 だって、 お金の 心配 はなさ >- うだし、 家の 仕^だ つ 

て 大抵 そ のために 雇つ て ある 人が する ん で せう、 —— ぢ 

や あ 何にもす る ことが な いぢ やない の。 

總子 さう 云へば 何 だけれ ど、 —— でも、 何ん な 人 だって 

結婚 すれば、 娘 時代と は 違 ふ ものよ。 

新 子 それ はさう でせ うけれ ど、 —— でも、 何 か 事が あつ 

て 境遇が か はると、 この 人達 何ん なになる でせ う C 

絹 子 何ん なになる つて 11 

新 子 きっと そり や あ、 慘 めよ。 私、 それが 見たい わ。 い 

つ そ 何 か 一 時に 變 つて さうな る 時が あれば い >f のにね。 

子 まあ 11 亂 暴ね。 

子 あら、 本當 よ。 私 時々 そんな こと を考 へる の。 I— 

子 だって それ ぢゃ あ、 その 時 あなた は 何う する の。 

子 私？ —— 私、 自分 一 人で 生活 出來る やうに 何 か 習つ 

て 置く つもり だ わ。 

？  

新 子 ね、 をば さん。 あたし、 今度 齒科 翳舉 校に 入らう と 
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思つ てろ のよ。 

紐 子 まあ、 女の 齒科 醫" 

新 子 え  >- 。齒科 is 學校は 女 だって 入れる のよ。 

销子 さう。 

新 子 可笑しい と 思って。 

^子 い >J え、 そんな 可笑しい なんて 11 

新 子 私、 あれなら やって いけさう だし、 そんなに 惡 くも 

ない と 思 ふの よ。 

紹子  

^子 段々 世の中が 變 つて 行く のね。 

新 子 え X、 それ は變 つて 行く わ。 

子 あたし 達の 時代に は、 何にも そんな こと を考 へな か 

つた …… 

新 子 何 を 11  . 

紹子  (^つて 絲，^ 口で 切って ゐろ) 

so  jE^ の 方で-こ 用 聞きの 萆。〕 

Si 子 は あい、 三河屋 さん？ —— あ、 お 酒なら そこへ 置い 

てって 顶戴。 

新 子 あ、 田舍の 方、 今日は 何處ご 見物。 

紹子 明治 祌 {«« でせ う。 11 1 彥 がつ いてね。 

新 子 あら、 ー彥 さんがついて。 


絹 子 え >-o 

新 子 でもよ く 案内 出来る わね。 

絹 子 まあ、 明治 神 (1^1 なら 慣れて るし、 あすこなら 危 くも 

なさ うだし する から リ 

新 子 でも ほんと に 1 彥 さん はしつ かりして る わね え。 

絹 子 そんなで もない のよ。 でも まあ、 あの 子 はね。 (徵 

笑して ゐろ) 

i 子 うちの 正 ちゃんなん ぞと來 たら、 からっきし 駄目 リ 

何でも 姉さんて、 私ば かり 賴り にし てるのよ。 

子 それ はま だ あの 年頃です もの。 

子 だって、 一 彥 さんと 同い年よ。 

子 さう だった かしら。 

子 さうな のよ、 大變な 違 ひね。 

(間。) 

子 ね、 あの 田舍の 方、 勝 見さん のお 父さん。 

子 え > -。 II 田 舍の人 丸出しで せう。 

子 それ は 仕方がな いわ。 

子 時 々それ は 可笑しい ことがある のよ。 

子 さう。 

子 あ、 此間 もね、 丁度 本郷の 方ね、 うちの 人の 出て ゐ 

る 研究所の 前 を 通り 合 はした のよ。 するとね、 大きな 聲 

で、 あ これが 慶 一 の 研究所 かって， まるで あれが うち 
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慶絹 慶絹慶 慶 絹 慶絹慶 


の 人の 持物 かなん ぞの やうに いふの。 何しろ 聲が 大きい 

ん だし、 ほ 草の 中の 人が 皆 一時に 私達の 方 を 見 るんで せ 

う。 私氣 まりが 惡く なつち やった わ。 

新 子 (笑 ひながら) まあ、 さう。 

錯子 あれで も 困る わね。 

(丁度、 表の戸の もいたら しい 音。) 

新 子 どなた か歸 つてら つした やう だ わ。 

絹 子 あの方 達 かしら- 

(絹 子 立って 行く。 表の 渙 1 な あけて 外. へ聲ァ ど？ - ける。) 

絹 子 まあ 貴方， ぉ歸ん なさい まし。 (ー且 出て 行く) 

(やがて また 洋服 姿の 慶 一 と 前後して 座敷に 來ろ - 0 

I は 何 か 物 思 はしげ な氣難 かしい 額.^ して ゐる 。新 子、 

1 寸會釋 する c) 

麇 1 (ぶっきらぼうに) や、 いらっしゃい。 

絹 子 今日は 早 いんです ね、 そんな 日だった かしら。 

慶 一 いや. 今日 午前で 研究所の 方 を ひいて ね、 一寸 わき 

へ 寄って 来たんだ.^ 

絹 子 あ、 さう です か。 

(その 儘、 ま^ 換ん V あけて 隣リの 茶の間に 入る 0) 

(新 子、 一寸 手 持 無沙汰に して ゐ；： が やがて 隣 リへ聲 

なかけ る-) 

新 子 ぢゃ、 をば さん、 私 失禮 します わ。 


絹 子の 聲 あらさう。 ぢ やまた ね-じ 

(新 子？^ り.^ ビ視 いて 會釋 して 去る 

- やがて 慶 一、 和服 に*1?替 へ^ vi- しめつ、 出て 來るじ 

(緣 側近くへ 坐い、 腕 組す ろ。 側の 雜 誌.^ とりあげ， 

口 仏 g ん： りよい と 見て ゐ；. ： が、 if 亡. L また^り 出す リ) 

慶 一 (獨 リー 一 1"Q やう Li) 文化 住宅 I か。 

(絹 子來る C) 

絹 子 あの 子つ い 先刻から、 遊びに 來てゐ たんです の。 (云 

ひつ、 縫物な 片 づける) あの 子 仲々 面白い こと をい ふ 

0 よ。 

一 何 だって。 

子 い え-」 女の 齒醫 者に な るんで すって。 

一 (氣 のない 整で) ふうむ。 

子 あんな こと を 云って >- 、お 嫁 に 行く の は 何う す るん 

でせ う。 

一 (とりあ はす) 人の こと ぢ やない か」 

广問。) 

一 だが、 お 父樣達 は。 

子 明治神宮の 見物に いらつ したの。 

1 誰と C 

子 一 彥と C 

一 一 彥と？ 
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紹子 え あの 子 今日^ 校が 午前で ひけた ものです から。 

Is" 一  あんな 子供 1 入で 大丈夫 か いつ 

^子 あの 子なら、 間違 ひ はない と 思 ひます わ。 

^ 1 問 遠 ひ はない つて、 相手 は 年老 だぜ。 

紹子  

m 1 若し 怪我で もしたら 何う する。 

^子 まさか， お i やお 母樣が 11 

¥ いや 一彦 だよ。 

糾子 あの 子 だって、 大丈夫 だと 思 ひます わ。 省線 も 慣れ 

てゐ るんで すし。 —1 

疫 一 誰が そんな こと を保證 出来る。 この間から 省線で 間 

違 ひ のあった こと が隨 分新閱 にだつ て 出 る ぢ や ないか。 

紹 子 (心 元な く) それ はさう です けれど) 

疫 一 それ 兑ろ。 大^、 お前 は 母親の 癖に 不注意で いけな 

いよ。 もっと 氣を つけな きゃあ，— —- 

销子 え > -、 11 でも 本當に 大丈夫 かしら。 

S 一  ^うだか 分る もんか。 お前が した こと ぢ やない か。 

Si 子 だけど、 私 …… 

疫 一 何 だ、 いはれ てから 急に 心配し 出したり して。 ばか 

だな。 11 大丈夫 だ。 

(si 子、 ぽん や リ^^.^ L つて 茶の 入る。) 
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ォ 

慶ー それ もさう さ。 しかし、 俺に して 見り や あ、 何方に 

しても お 父樣の 方の こと は、 して 上げな けり やならない 

義務が あるんだ からな。 何しろ、 ありったけの もの は 皆 

俺に つぎ 込んで 了った 親父 だ。 

絹 子 それ は 伺って ゐま すわ リ 

慶 一 考へ て 見る と可哀 さうな のさ， 俺が 子供の 時 • 少し 

ば か り 問が 出來た とい ふので、 無暗と 爆 て られ たり、 

俺が またせが む もの だから、 親父 もた うとう 一 生に 1- 度 

の大 博奕で もうつ 積り で、 何もかも 投げ出して 了った の 

さ. - 

絹 子 でもお 父樣 達、 私たちの 内 曲の こと を 知つ てらつ し 

て 0 

慶 一 それ は 知らな いか も 知れない さ。 俺が 十分う まく 行 

つ てゐ ると 信じ 切って るら しいから ね。 

絹 子 それな のよ。 い \ え 、それ も 結構 は 結構です けれど • 

それ だから- 補助 を！？ して くれで はね。 

盧 一 それ はさう さ。 しかし ii 

(暫く 無言。) 

慶 一 それにね。 これ は 別の 話 だが、 若しかすると、 今度 

あの 研究所 も 閉鎖され るか もしれ な いんだ。 

繕 子 (驚いて) まあ、 何う して。 


廣 一 まだ、 はっきり 分らな いんだが、 何でも 經费 節減の 

今度の 内閣の 儀牲 になる らし いんだ。 

絹 子 え • そんな ことが i 困る わね。 ぢゃぁ • あなた は 

何うな るの。 

慶 一 な あに、 さう 心配す る こと はない さ。 硏究 は又大 

の 方で もさして 貰 ふとして、 生活の 方 はま ぁ何處 かの 

教師の 口で も 探し やい >-。 

5g 子 でも II 

鹿 一 まあ、 それ は それさ。 11 兎に角- 親父の 方の こと 

は、 何れにしても 何とかし なくち やねえ J 

絹 子  

慶ー いや * それ はお 前 は、 内 曲の こと を 云 はないで そん 

な こと を、 —1 とい ふか もしれ ない。 しかし 俺に して 見 

ると 親父に だけ は、 何と 云 はれても 拙い 面 は 見せた くな 

絹 子 だって、 それ は —— まして 研究所の 方が そんな だつ 

たりす ると 11 

慶 一 しかし また 俺 は、 あの 親父の 折角 持つ てゐる 希望 を， 

何う も 破りた く はな いんだ。 親父 は 今 全く 俺に だけ 希望 

をつな いで ゐ るんだ からな あ。 まして、 我儘 を 通しての 

今 の 俺なん だから。 僅か な 金 で 、 親父 の 夢が つながれ て 

ゐ るなら 何でもな いぢ やない か。 
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慶ー ばか ッ。 それ はこれ から やり さへ すれば • 何とで も 

出来る とい ふの ぢ やない か。 

絹 子 だって、 それ ぢゃぁ 11 

慶 一 もう 止せ。 一 體貴樣 は 亭主 を やりこめさへ すり やい 

いとで も 思って るの か。 

絹 子  

(間。 白けた 沈默 0) 

0 1 あ. -ぁ。 嫌に なって 了 ふ。 11 何が 生活 だ。 何が 學 

問 だ。 …… 

(慶 一 立って、 緣 側の 柱の 所-し 行って 力なく 倚リ懸 ろ。 

^れた 空 1 小 ぼんやり 見上げて ゐ る。) 

0 1 一一： 十； H にして 凡人、 か。 四十 歳に して 何 だら う。 

(稍长 い 間 0) 

絹 子 あなた。  . 

慶 一  

絹 子 ね、 あなた。 あなたの 思 ふ 通りに なすって 下さい。 

私、 何でも あなたの なさる とほり にします わ。 

慶 一  

絹 子 だって、 先刻 は 私、 あ より 云へ なかつ たんです も 

の。 何も そんなつ もり ぢゃ なかつ たんです けれど、 私 j 

I  (淚 ぐむ) 

慶ー  


紹子  

！ HI だから、 親父の 方の こと は、 まあ さう いふ ことにき 

めよう。 ：！： うせ 俺が 何とか 才覺 をす るから ね。 

紹子  

m 一  ハ少し5^1ぉ，な强め) 何故 默っ てるんだ。 それ ぢゃぁ 

不 ii^ 知 だとで もい ふの か。 

緒 子 いえ、 不承知 だな ど. - いふん ぢ やありません けれど、 

11 私、 今の やうな 狀 態で、 何う して 出来る だら うと 考 

へます の。 

isn そり や あ、 幾らか 無理な の は 分って ゐる。 が、 それ 

を 何とかし ようと 云って るんだ。 

糾子 え 11 でも それが ね。 

ml おい、 先刻から 云って るぢ やない か。 出來な いぢ や 

すまな いんだって。 

子 それ は 分って ゐま すわ。 

1 分って ゐ るなら、 何故し ようと 云 はない。 

子 だって。 I— 

1 何が， だって だ。 

子 そんな， 無理 を 云った つて 仕方が ありません わ 0 1 

—ぢゃ あ * あなたに その あてが あるんで すか。 

0 1 あて 9 —— 

糾子 え、。 
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慶絹 麇緝直 
― 子 一子— 


絹 子 ね、 またお 父 様.； __』 がお 歸り になったら、 何處 かもう 

少し 小 鼈な 家で も 探し ませう か。 私達 小人 數 だし、 狭く 

つ て もい  ><ん ですから。 

慶 一  

?>S 子 (考へ 込んだ 風に) やつば し 駄目ね。 私達の やうな 

女 は C —— 何ん な 時に なっても、 こんな ことし か考 へら 

れな いんです もの。 广自 "悄然と する) 

鹿 一  

(間。) 

壅 一 (ふと 身，^ 柱よ リ 起し. 又 5lt 側に 驟ん」 下す) いや、 

實は俺 もね、 今日、 所の 歸 りに 或る 本屋へ 寄って 來 たん 

だ。 いっか その 本屋から、 通俗 科學 叢書と いふの を 出す 

から —— な あに 俗な 下らな い 本屋な Q さ it その 叢書に 

ね、 二 f£ 門 持って くれない かって、 頼まれて ゐ たんだ。 

絹 子 ！ 

麇一 本屋 も 下らな いんだし、 斷る つもりで 打ち やって 置 

いたんだ がね、 今日 また 思 ひ 返して 行って 見た のさ。 丁 

度 まだ 引受け 手が なくって、 その 儘に なって ゐ たから. 

まあ 話 をき めて 來 たんだよ。 

絹 子 (力ない 聲で) さう です か。 

K1 (苦々 しげ LL) まあ そんな ことで もやる 氣 なら， 何 

とで もなる のさい 


絹 子  

(間。〕 

絹 子 でも あなた. 本當に 研究所の 方が なくなったら 何う 

なさる おつもり」 

何う な さ る つて， だか ら —— 

い \ え、 研究の 方。 ぁの論文もまだへ：^^中なんでせぅ。 

それ はさう さ。 

それでい  > "の。 

あれ だけ は 俺 も 困る がね。 11 だが 研究論文 を 無理 

に 作り上げる ことなん か、 今 は 何う だってい 、とも 思つ 

てるんだ が. - 

絹 子 あら、 そんな こと，」 

慶 一 俺 も 初めは 熟 心に 考へ てゐ た。 親父へ の "：^目 のた め 

にも 一 生 懸命に なって 學位 なんても の を考へ てゐ たこと 

もあった からね。 ！ 、たが 結 今では、 意地に だけ 鎚っ 

てる 俺なん だ。 

子 なぜ。 —-— 何う してなん です。 

直 一 考へ て 見る と、 元々 俺 は學， おにな ろ だけの 人間 ぢゃ 

なかつ たんだね。 

絹 子 まあ、 あなた 11 

慶ー (苦し さう に) 頭が 駄 R なんだ 〔、頭が 11 俺 も、 こ 

んな JiT ちゃなかった と 思 ふんだ が、 いくら 焦っても、 い 
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くら 一 生 懸命に なっても、 この頃の 鈍り 樣は 何う したと 

いふんだ らう- -— 生活の た め に 磨り 切れた と いふの か、 

年の ために 衰 へたと いふの か …… 何方に しても それで 堪 

へられなくなる やうなら。 …… 俺 はやつ ばし 駄目な 人間 

だとい ふこと にな るんだ からな あ。 

Si 子 あなた 1! 

(間 じ 

二  (ふと 抿 返り) は、. -、 氣 にし 出した のか、 な あに 

心 iTd する こと はない よ。 俺 はやるよ やつば し硏究 は續け 

て 行く よ。 

^子 だって、 そんな 心細い こと …… 

^ 1 だから さ。 ！ な あに、 一 寸 思った だけなん だ。 人 

間. 誰 だって、 時に や 心細い 考を 起す こと も ある だら う 

ぢ やない か。 

子 でも、 あたし …… 

虔 一 おいく、 そんな 悄 氣た顏 をして くれるな あ、 

家のお 父 様 や- お母様 を 見て ごらん。 それ こそ、 丁； 3 鐵 

の 如く 信じて ゐ るせ。 

Si 子 何 をです。 

度 一 俺が えらい 才能の ある たとい ふこと を さ。 少く 

とも 將來曰 本で も 有數の えら い 者になる だら うとい ふ こ 

と を さ- - 


fi 一  恐らく あれ だけ は、 永久に 變るま いね- - 少 くと も、 

親父 達の 死ぬ まで はね。 

絹 子 まあ。 -i 私 だつ て， さう かも 知れない わ。 

慶 I  ？ 1 (一寸 振 返って、 ふいと 立 上ろ。 少し 疲れ 

た もう， % 山 だとい ュ 表情.〕 

慶ー (ふと また 空ん、 見ながら) あ. - あ-全くい. - ぉ天氣 

だな あ。 ！ こんな 日に、 何處 かきれ いな 海岸へ でも 行 

つて、 砂つ 原へ ねころんで ゐ たらい k 氣 持. たらうな あ。 

S 印 子 のんきな こと を 云つ てるのね。 

慶 一 いや、 本當 だよ。 この頃 は 久し V. 何處へ も 行った こ 

とがな いぢ やない か。 ！： - おい 明後日の 日曜が こんな だ 

つたら • 一  つ 皆で 何處 かへ 行かう か。 お 父樣達 も、 それ 

まで はゐる だら うから、 ね。 

絹 子 (氣 のない 聲で) ぇ丄。 

慶 一 あ V さう だ。 ねえ、 おい、 いっかお 前荣 又の 方へ 行 

つたの は 丁度 今頃だった ね。 

絹 子 え  > -。 でもお 父樣 達. 田舍 にい らっしゃ るんだ から、 

あんなと ころ 駄目 だ わ。 

慶ー いや、 お前と 行った 時の こと を 云って るんだ よ。 

絹 子 え、。 それ は —！ い  >- え、 あれ は秋ぢ やなかった か 
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しら、 あ、 でも 草 餅が あつたから やつば し 今頃，； r 

魔 1 はつ は。 女って、 きっと 貪 物の ことで 覺ぇ てるんだ 

ね。 

絹 子 まあ。 さう でもな いんだけ ど —— あ、 あの 時. それ 

から あの、 鴻の臺 の 方へ 週った でせ う。 あすこのお 宫の 

處で 活動 寫眞 C 實演 をして ました わね。 

慶ー 實演 か、 實演 はい \ な。 

絹 子 だって、 實演ぢ やな いんです か。 

慶 一 いや、 さう だよ、 さう だよ。 

絹 子 あなたったら， 私の こと 何でも はぐら かすの ね。 知 

りません わ" (輕く 笑 ふ。) 

ハ間。) 

(又 表の戸が あく  "し 

絹 子 あ， 今度 はお 父樣だ わ。 

(出て ゆく。 暫くして 耕 平、 マみ、 一 彥,， ^先き に 立て 

て 入って 來る。 ソ 

1 彥 唯今。 

慶 一 うむ。 (父 達に) ぉ歸ん なさい C 

耕 平 あ > -、 疲れた。 何處へ 行く にも 電車で、 今度 はの り 

換へ か、 今度 は 降りる のかと、 氣が 焦々 する わい。 

慶 I さう でせ う 「- 東京 は それで 煩 さいです よ、」 —— 慣れ 

れば それほど でもな いんです がね。 


耕 平 これ ぢゃ、 東京に 住む 氣も 起らん ねえ。 

慶ー (笑 ひながら) さう です か。 

マみ でも、 一 彥 ちゃん は 本當に はきく と * よく， 心得た 

もんだ ねえ レ 

轿平 何しろ 一 兀氣が よくって、 さっさと 歩く ので、 わし も 

婆さん も大 閉口 さ。 

絹 子 まあ、 子供って 仕樣が ありません わね： 家で もう ま 

く 行ける かと 思って、 心配して ゐ たんです のよ。 

マみ 何う して、 何う して、 しっかりし たもの" とても 田 

舍 〇 子 は、 眞似 もで きないよ： 

絹 子 そんな こと もありません けれど IC あ、 お 母樣〕 

ぉ顏 をお 拭きに なりません？ 外 は隨分 埃で せう。 

すみ え x/\、 それ は大變 でな あ。 11 それ ぢゃ、 ちょ 

つと 拭かして だけ 貰 ひます かな" 

絹 子 さあ， 何う ぞ- 今お 湯 をお とりしま すから。 

(絹 子と f み 入 一な-一) 

0 1 明治神宮 は 何う でした。 

耕 平 いや、 もう 結構だった よ。 -:i わしら は、 あ、 した 

廣々 とした 所が、 やつば し 性に 合 ふんで な あ。 

慶 一 私 も、 暫 らく 行きません ご 

t: 平 やっぱり 近いと、 却ってね え。 

慶 一 え X： 
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耕 平 だが、 見る 所 は 大抵 見た からな あ。 

慶ー しかし ！ 

すみ いや、 もう わし も 見物 は 澤山ぢ や、 何しろ 斯う 草疲 

. れては 弱る わい。 

慶ー ぢ やま あ. 見物 は 止しに しても * 歸 るの は 明後日に 

なさい、 折角、 私 も 休みなん ですから。 ！- 

耕 平 うむ、 それ はい、 がね。 11 婆さん も 何だか 歸 りた 

がって るから リ 

慶ー お母さん" い、 んで せう- 

すみ あ. --、 一日 位の 所 は 何方でもい  さ。 

K 一  ぢゃ あ、 鬼に 角 明後日に なさい。 

耕 平 (すみに) ぢゃ あ、 さう する か。 

マみ え 》、 (ふと 隨 のばして 立ち上 リ ：>  所でと • わし 

は 一 寸 物 を 藩 か へ て來 ませう，^  (表の 換 から 去る) 

耕 平 (後る から) お前、 段 梯子 を氣 をつ けな。 

すみ (かげで) はい/、。 

鉼平 いや、 東京の 梯子 は急ぢ やで なう。 

慶ー 何 かにつ けて、 せ  >- こまし くって 嫌です ね。 

耕 平 全く これ ぢゃ人 問 も せ 、こまし くなる とい ふ も ん だ 

1 彦 父さん。 僕お 隣り の欽 ちゃんと こへ、 遊 ひに 行って 

くるよ ひ 
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耕 慶耕慶 耕 


0 1 よしく。  11 だが ご飯 前に 歸っ てく るんだ よ。 

(一 彥 頷いて 去る つ) 

(問。) 

耕 平 こ  >- の 庭 は、 少し 濕氣る やう だね。 

慶 一 え. 1、 少し 向 ふより 低めに なって ゐる ものです から 

耕 平 所で、 お前、 ，—— (云 ひ 難 さう に) あの 話 だが ね、 

何うな つたら う。 もう 歸る日 も 近いから、 返事 だけき い 

て 行きた いんだが： 

慶ー え X、 お 絹に も 話しました。 ー— 出来るだけ は 致し 

ます。 

4^ 平 あれ も 承知して くれた かね _レ 

慶 一 承知 も 不承知 もない。 ー兀々 私が する ことです からね。 

耕 平 それ はさう だが ね。 i いやさう か、 それなら 俺達 

も 助かる C 

慶 一 何う か， ご 心配な く。 

耕 平 いや、 實 はわし もお 前に 氣の毒 だと は 思つ てるんだ。 

お前 も 世間に 出る につけて いろいろの 物 入 も あらう と 思 

ふから な G 

慶 一  

耕 平 しかし^ 達 も、 今まで 色んな こと はあった し、 あ X 


して 51 舍で 働いて ゐて もこの 頃で はね 11 

慶ー いえ. 分って ゐ ますよ" 11 その 話 はもう きまった 

ん だから， それでい  > -ぢ やありません か。 

耕 平 うむ。 (手 持 無沙汰に^ ろ) 

(間。 稍 長い：^ 默。 ) 

平 だが お前， あの 11 身體は 何う だね〕 

一 え X* 何と 云って I なぜです。 

平 何だか、 その 顔色に 元 氣 がない やう だから。 

一 さう です か。 

平 何しろ、 頭 を 使 ふの がポ 母な のに、 その 毐な 仕事 をし 

て ゐ るんだ からな あ。 

慶 一 何 を 云って ゐ るんで す。 今の 世の中に 頭 を 使 はない 

仕事って ある もんです か。 

耕 平 それ はさう だが な あ。 わし は それが 氣 になって 仕方 

がない のぢ やよ。 

慶ー (笑 ひながら) 無駄な 心配 はお やめなさい- 

耕 平 しかし， 何しろ. ゎし達にとってはぉ前だけが^^り 

だからね。 折角 丹精して， 立派に なって 貰った の はえ、 

が 又 そのために、 何 かこと があって は • と • つい 铨計な 

こと も氣 にか X るので なう-」 

慶 一 (默 つて 氣の毒 さう に 見て ゐる) 
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慶絹慶 絹慶絹 
一子— 子— 子 


耕 平 國で お前の ほが 出る 毎に、 わし も 鼻が高いの ぢ やが 

な、 もう 何れ 博士 樣ぢ やとな、 いや、 比^！の者が云ひょる 

のぢ や。 (機鐮 よく) は  全く 村の 者が、 わしの 顏 

を 見る 毎に、 お前の 瞟 をし よるの ぢゃ。 

度 一  

耕 や いや、 わし も 今まで 赏 の處、 隨 分苦勞 した。 お前の 

£^ になう リ お前 も 知って る 通り、 すっからかん ぢゃ。 が、 

わし は 後悔 もせねば、 しいと も 思つ ちゃ 居らぬ。 本當 

ぢ やよ、 いや * そんな こと 少し だって 思つ ちゃ 居らぬ。 

お前 さ へ 立派に な つ て くれたら、 何う せみん な歸っ て來 

る こと だとな う、 まあ 婆さんと も始： r お. 云 ひ 合つ てゐ るん 

だよ。 まあく、 何處 まで も滿 足に 行って くれる やうに 

頼む よ。 それが わしら の、 唯 一 の樂 しみ だで なう。 …… 

慶ー (ふと 話 外ら す やう LL) だが 村の 人達 も變 つて ゐ 

ませう ね。 

耕 平 うむ、 村の 者 か。 全く さ。 わし 達の 仲間 も 段々 なく 

なる し、 若い者 も 仲々 立派に なり 居る が、 —— でも • よ 

そ 土地へ 出て そんな 出世して ゐる 人間 は 誰も ゐな いよ。 

疫 一   

耕 平 あ， あの 淺 さん、 あすこの あと-取り もす つかり 放 

蕩を 始めて ね。 

慶 I あの 仙太郎 さんが， 今にな つてね。 


耕-牛 さう さ-〕 —— あの 淺見さん の 旦 都が 俺に 逢 は つし や 

る 時に、 いつも その 愚 療 さ r> そして やつば し、 お前の 話 

が 出る のさ。 

慶 一 (少し 煩 ささう に) まあ 私の ことな ど は 11 

耕 平 い >t ゃ本當 のこと さつ 本當 のこと さ。 

(この 時、 二階から すみ 呼ぶ。) 

すみ お前さん、 一寸 来て おくれよ。 

耕 平 おや、 呼んで るな。 - i 何 だよ。 

(立って ゆく") 

耕 平 (階 子の 下から) え、 何 だって、 何がない つて I . 

(上って. 行く 氣勢) 

(間 リ) 

(慶 一 、 >  つ と考へ 込んで ゐろ。 if 亡. .1 ごる リと撗 Li な 

る C) 

「茶の間から 親 1 な 出す) あなた。 11 あなた。 

うむ。 (額^ 上げろ) 

私、 一寸 使 ひに 行って 來 ますよ。 

何 だい e 

お 酢が もう。 切れて るの。 ！ 一寸 行って 来ます わ。 

うむ" 

(結 子 去， 0.- 慶 一 又橫 になら。) 
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I 
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(間。) 

(入日が 赤い 光， 小さし 込んで くろ。) 

(I 彥褢 口から 歸 つて 來て、 緣 側の 所へ 來ズ、 腰 V5> か 

ける。 懷 から 何 か 本 Y ^とり 出して 讀み 出す 0) 

(間。) 

慶ー (ふと 氣が ついて 聲 1^ かける) 1 彥。 

i   

慶ー ー彥。 

1 彥 (後ス 向 LL 本ん) 見ながら) え。 

慶ー 何 をして るんだ。 

1 彦 本 を よんで ゐ るの。 欽 ちゃんと こで 借りて 来たの、 

小學 理科 0 本。 

慶ー (起き 上リ、 側：. 1 ゆく) どれ-,」 何ん な ものが 書いて 

あるんだ" 一 寸 お見せ。 

ハ 一 彥默 つて 本 1^ 差し出 寸。 ) 

广慶 一 、 見出し ゃ揷 ちょ いと はぐ つて 見る。) 

慶ー 星 0 科學 だね C 

一彦 ぉ父樣 のと こに も、 地球の 繪の 書いた 本が 澤山 ある 

ね 0 

慶 一 お 父 様と こに は、 地質 學の 本が 多 いんだよ。 

1 彥 チシ ッガク つてつ 

慶 一 いや .—— お前 これ 讀んで 分る かい。 


ー彥 (默 つて ゐ る.) 

慶ー 面白い かい" 

i あ- -。 

慶 一 ぢゃ。 この 櫓 は 何。 

一 彥 そこ， まだよ まな いんだ ひ 

慶ー 土星って 星 だよ。 

1 彥 さう- だけど- 僕 地球なら よく 知つ てら あ。 

慶ー 地球 はこれ だよ ■ 

1 彥 だって 地 圖が窗 いてない や。 

慶ー は. n 池圖 か。 いや これ は 太陽系と いふ 闘なん だから 

さ。 —； —第 一 、 お前 地球なら、 今 斯うして お前 やお 父 さ 

んが、 それから このお 家 や、 お 庭が 比，：： 立って ゐる これが 

さう なんだ ぜ。 これが こ G まん ま、 どん-/,.^ 動いて ゐる 

ん だよ。 

ー彥 (默 つて 考へ ズゐ る) 

慶ー 一 體， お前， 何が 學 校で 好き、 ■ 

一 彥 僕、 理科が 好きだよ。 

慶 一 親父の 二 代 目 か.^ 

一 彥 え？ 

慶ー ぢゃ あ. お前 大きくな つたら 何になる つもり だ。 

一彦 (考 へつ、) 僕お 父さんみ たいになる の。 

慶ー (凝と その 颜， な 見ながら) お 父樣の やうに なっても 
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I 核 等 一 家の 住居。 11 秋の 日の 暮れ方 前から。 

茶の間と 座敷と が 並んで、 庭の 方-.! 向いて なる。 庭に 

は 植木の 鉢が 二つ 三つ。 あた リ はま：：，： 明るい。 

座敷の ゆな 側-」 近く， 卷子 (二十 位) と大村 (二十 七 八〕 が 

話して ゐ る。 ニ人の前には澤山の翁葉^^か散らばって 

ゐる 0 

そっちの を 見せて ごらん。 

これ。 

あ  >,。 11 これ は 何とい ふ 役者。 


子 バ ー バラ. ラマ ー ル 0 

村 妖婦 役の 顔 だね。 

子 え 、ゲ アンプよ。 とても 素 的な の or 心なき 女性」 

つての 見なかった？ 

村 見なかった。 

子 よかった のよ。 私達の 仲間で は、 その 人 一 等 人氣が 

あると 云っても い 》ゎ0 

村 へえ， さう かね。 11 そっちの は。 

子 これ。 

村 いや、 そっちの 男の。 

子 バ ー セル メス？ 

村 何だか 知らないが。 11  (受けと つて 見て) あん 

まりい X 男ぢ やない が。 

春 子 でも、 熟 情 的な 所 はとても い のよ。 グ アレン チノ 

みたい に、 綺麗ば かり ぢゃ 駄目 だ わ。 

大村 おやく.、 恐し く 活動； 迎 なんだ ね、 卷 子さん は。 

春 子 い、 え、 私なん ぞ 駄目。 學 校のお 友 iR- と來 たら、 そ 

り や あ 通な 方が 隨分ゐ るの よ。 ！ だって • 私なん か^ 

り 見な いんです もの。 

大村 さう 云へば. 僕 も隨分 久しく 活動 を 見ない な あ 。今 

度い つか 皆で 一緒に 見に 行かう か。 

卷子 え  > -、 い-" わね。 11 でも 駄目、 た わ。 


S  大ぉ大 お 太 ^/ii 大 


大 m 大 赛 プ《 -大 m 大 


大衬 なぜ。 

^^^子 だって、 姉さんが。 

大村 1 枝さん だって 行く だら う。 

^；^子 でも わ。 

太 村 行かなぃ， 

行かない こと もないで せう けれど。 ！ 姉さん は. 

あんな 所へ 行く の。 餘り 好かない の。 

村 さう かしら。 

子 何しろ あの 性質です もの。 

村 さう かもしれ ない ね。 

子 さうな のよ J 姊 さんったら- お勤めの 外 何もな いん 

だもの。 

村 尤も 暇 も あるまい しね. 吾々 と 同じで は。 

子 だって， 夜 は 仕事 はなし、 日曜 だって ある わ。 

村 所が. さう ではない よ。 そり や あ 一 曰 勤めて 歸 つて 

來 ると、 ぐったりして 了って 外へ なん ぞ 出る 氣が 起ら な 

いから.； ：- 日曜. たっても しさ，^ 却って、 一ん 日、 家に 

ねころんで ゐ たい 位 だからね。 

チ  

村 だから まあ 春 子さん も、 (冗談ら しく) あんまりせ 

びったり なんかし ちゃ あ、 いけない よ。 

子 まあ * 誰が。 11 私、 時々 學 校のお 友達と 行く こと 


だって 内證 にして ある 位な のよ U 

大村 その 方が い、 さ。 

^！^子 この 檜 葉書 だって， 皆 机の 抽斗に 隱 して あるの。 ー 

1 (そる 片附け かけて) あなた だって 云つ ちゃ あ 

村 い X とも、 そんな こと 云 や あしない。 

子 きっとよ。 

村 大丈夫 だよ。 

子 (或ろ^ 差 見 ぜズ) 分らない わ. -大 村さん は。 

村 何う して。 

子 姉さんの 肩ば かり 持って る 人です ものつ 

村 え。 

子 だって さ うぢ やない： 

村 は、 > -。 何 を 云って るんだ。 11 だけど さ • 何しろ 

姉さん は あ X して- お 父樣が なくなつ てから、 ずっと 一 

家 を 背負 つて 働いて ゐる人 だからね。 

春 子 それ、 それ。 それから 斯うで せう。 —II だから、 あ 

ん ただって 姉さんに 十分 感謝し なければ いけない。 學校 

へ 行って るんだ つて， 云 は^みん な 姉さんの おかげ だか 

ら でせ うつ きまり 文句よ。 

大村 仕樣がない ね。 春 子さん つたら この頃 少し 不良の 氣 

味が あるね。 
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卷大泰 大春大 


"子 まあ。 —— (ぷリ つと する) え  >1 え、 何 うせさう 

よ。 もりゃぁ私は姉さんのゃぅに^^德の婦人ぢゃぁりま 

せんから リ 

大村 おや， また 姊 さんか。 11 何も さう 事々 に 姉さん 姉 

さんて 11 

春 子 知らない わ。 ——1 あんた が 云 ふんです もの。 

大村 おや、 怒った の。 

^子  

大村 ね、 本當 に。 

掌  

大村 (春 子の 側に 寄り、 手 1^ とる) え。 

恭子 (低く) いや だ わ。 

大村 (その 手 だ 放さす) 何う したの さ、 そんな ことに 怒 

つたり して。 ！ 

掌  

大村 分って るぢ やない か。 僕 は 春 子さん の 外の 人の こと 

なんか 何も 考 へち ゃゐな いんだ。 

掌  

(間。) 

春 子 だけどね、 この頃、 姉さんて ばね。 

大村 また 姑さん か。 

卷子 い  え。 だって 何だか ひどく 神經 質なん です もの。 


氣 になる わ。 

大村 神經 質。 

子 私の こと だって。 何 かにつ けて • 監視して ゐろ やう 

なの。 


本當 よ。 私、 何だか 堪 まらない 氣 がする わ。 

ぢゃ、 何 か 疑ぐ つて ゐる らしい？ 撲 たちの こと …：. 

！ 1 さう かも 知れない わ。 

手紙で も 見られた の。 

そんな ことない と 思 ふけ ど。 —— 

(間。) 

大村 さう か、 いやさう なんだら う。 時々 は 僕に も そんな 

素振りが 見える。 

^；^！：子 さう でせ う。 

大村 (ふと 考へ <1 んでゐ たが) な あに、 何方 だってい > - 

や。 分ったら 分った 時の こと さ。 僕の 心 はもう きまって 

るんだ。 ！ i 春 子さん だって さ うだらう。 

春 子 (徵 かに) え X。 

大村 そんなら， 問題 ぢ やない さ。 何ん な ことが 起って 來 

て も、 一 一人の 心さへ 變ら なければ それで い んだ。 ねえ。 

春 子 (俯さな. から 唯 額く) 

(と、 突然4八村はi^s熱的LLi^^子.s.-ひきょせて接吻1f3ん 


Mi 


m 大 ^ 太ズ" 
子な 村 子 村 子 


(一 枝默 つて 部： ielLL は ひって 來 ろ。) 

(机の 上 LL 包み 产ど き、 坐 ろ。) 

一枝 (静かに 春 子 に) お母さん は今ゐ ない の？ 

春 子 (まごつ さながら) え >t 、ちょいと 外へ。 

1 枝 さう。 

(問。 —— 電氣 つく。) 

大村 (誰に ともなく 間の 惡 さう LL) 僕歸 ります。 (行き 

かけろ：！ 

1 校 (暫く 默 つて ゐて 不意に 聲 かける) あの • 大 村 さ 

ん 0 

大村 (ふリ 返って) え 》。 何 か 11 

i   

大村 ぢゃ、 失罎。 (又 行き かけろ) 

一枝 いえ、 ちょっと お話した いんです けれど、 やつば り 

又い つか。 11 た^ね. 卒業 まへの 春 子さん に、 あんな 

こと は 少し 遠慮 をし て 下さ いね。 

大村  

5 頼みます わ。 

大村 いや、 寶 はね。 11 

一枝 い 、え、 い. -ん です の。 今 は 何も。 

大村 11 ぢゃ云 ひません。 です がね、 何う か 春 子さん に 

は、 誤解の ないやう に。 春 子さん に 何にも 罪 はな いんで 


とす C) 

(？说 いて) あら ッ、 いけない わ- 


だって、 私 11 

何 を 恐れて るんだ" 恐れる こと はあり やしな いぢ や 

いか。 

でも 私 …… 

(^子 & はけて 立ち上って 逃げる〕 火 村 も 立って ろ や 

ぅL:そのぁとv5-i^?}ふo  ^5^子は、 正面の 換 から 出ようと 

して、 さっと はく 0 そこ は玄關 からの 上 リロの 部 M-IL 

>^ じて ゐ ろので わろ 0) 

P.  iS けた 瞬！ E、 そこに 姉 一枝が 外出 歸リの 姿で 凝 

と突ク 立って ゐ るので、 ^！！^子思はす驚ぃて立ち留る。) 

^；！^子 あら、 姉さん〕 

(大村 も 吃^して そこ：.： 立ちす くんで 了 ふ。) 

(一枝 は 二十 七 位、 何處 か理智 的な、 また 獨立 婦人ら 

しい 囚ぃ 表： is と、 生沾 のた めの 何處 か：^ ょリ ふけた 影 

, ^持って ゐろ。 彼女 は そ： Li 緊張した 形 LL 突っ立った 

ま、、 やつば リ何か 心の 极 しい 動 搖ん、 抑へ かれて ゐる 

らしい 樣子 であろ。 暫くして i;!^ 子 再び 聲 1^ かけろ。) 

# 子 まあ * 姉さん〕 ！一 いつ、 歸 つたの。 

5   


姊 
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一春一 春一 春 


すから ね。 

i   

春 子 本當だ わ、 本當だ わ. - 私 全く 困って 了 ふわ。 大村さ 

ん つたら。 あんな こと 11 

大村 失敬し ました。 僕 少し 興奮して ゐ たもので すから。 

1 枝 (^つと 大 村の 面. ^兌ろ) 

大村 (その 眼.^ 避ける やうに 面 背けて) 兎に角 今日は 

これで 歸 ります。 失禮 しました。 (その ま、 去る， し 

(^子 も， やがて 間の 惡 さう LL 去らう とすろ。〕 

一枝 (ふと 萆 1 かかけ て) 春 子さん。. I 春 子さん。 

春 子 え。 

ー拔 私、 すこう しあな たに 話が ある わ。 

春 子 —— な あに。 

一 枝 あら， 何も そんなに 固くなる こと はない わ。 唯 私の 

話き いて 貰へ たらい  の。 

春 子 え X。 

一枝 何も、 今の ことなん か 咎め立てす るん ぢ やない わ。 

春 子 姉さん、 私 何も 今， 咎められる やうな ことして ゐな 

くって よ C 

一枝  

春 子 だって、 大 村さん が あんな こと をし 出したん です も 

の 0 


一枝 分って る わ。 

^子 だって、 大 村さん の 手から 逃げて あすこへ 行き かけ 

たら 姉さんが ゐ たん ぢ やない。 

1 枝 え さうた つたわ。 11 まあ、 それより 此方へ い 

らっしゃ：/」 

子 だけど 姉さん。 姉さんい っ頃歸 つて 来て たの。 

拭  

子 ずっと 前から。 

枝 さう、 ずっと 前と いふ こと もない けど —— . 

子 なぜ、 ずっと 入らなかった の-」 11 ない こと だ わ わ。 

枝 い X え、 さう いふ わけ ぢ やない けど、 入らう とした 

、り. 何だかば つの 惡 いやう-な 時だった から。 

春 子 何う して。 

1 枝 私 の^が 出たり、 それから …… (春 子の 額,^ 見ろ) 

卷子  (俯いて 了 ふ 〕 

(間。) 

I 枝 でも， 私 あんな 所で 立 聞きして 了った こと は、 惡か 

つたわね。 私、 それ は あやまる わ，、 

$   

一枝 何も そんな 氣ぢ やな かったん だけれ ど 11 仕方がな 

かった の。 本當 にす まなか つたわ。 

掌  


Ml 


春一^ 一春一 春一^  — 春 一       春 一恭 一泰 


一 权 でも、 それにつ いて、 少し S いて 置きたい の。 だつ 

て —— 。 ねえ、 あんた 達の， その ま に 放って置 いてい 

いとい ふ 話で もない らし いんです もの。 

卷子 (俄か LL 採ろ やう Li  、又 幾らか 反抗的な 氣 持で 一枝.^ 

見ろ) 

一枝 い、 え、 私， 何も あんた の 不爲な ことなん かしない 

わ。 私、 あんた のために は 何でもして 上げる 氣でゐ るん 

です もの。 今まで だって --— その 氣持は 分って くれる で 

せう。 

卷子 f 徵か LL 點 頭く〕 

5 だから、 何もかも 隱 さず 云って 頂戴 _u 一度 はお 互に 

明らかに しといた 方が い  >- の だから。 

子  

一枝 ね、 大 村さん と は  一 si: ん なおつ き 合 ひなの。 いえ、 

それ はね、 大 村さん がいつ も 家へ 来て いらっしゃる 人な 

こと は 分って ゐる わ。 お父さんが 以前 隨 分お 世話した 人 

です ものね。 だけど 11 その 以上の こと をい ふの。 

春 子 その 以上って。 

一枝 いえ， 例へば i あんた 達 手紙の やりとり もして ゐ 

るの わ： 

春 子  

1 枝 一 體手 紙で は 何 を 書いて るの。 




枝 ね、 本當 のこと を 云って 頂戴。 

子 姉さん： 

枝 え。 

子 姉さん、 隨分 可笑しい のね、 だって 手紙の ことまで 

知って るなら、 先刻 みんな 聞いて ゐ たんで せう。 そんな 

ら 何も か も 分り さうな もの だと 思 ふ わ。 

枝 さう .i ぢゃ ぁ本當 にあな た 方 は 愛し 合つ て ゐる仲 

なのね し 

子  

枝 それで この 先 き 何.. 「する つもり。 

子 大 村さん は 私に 結婚して くれと いふの" 

n え、 あんた に。 だって まだ 卒業 前の あなたに。 

子 だから 卒業して から。 

枝 それで あなた は。 

子 あたし、 11 私 仕方がな いわ。 

枝 仕方がな いって。 

rf   

拔 さう。 I 結婚まで ね。 

チ  

(一枝- 暂く默 つて 考 へて ゐろ。 何故と もな き； 1^ き 溜 

,35 なする。) 


姉 
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春 一春 一春一^  — 春 一春一 春 


も ― 一  ^ 


一 枝 い. -ぇ、 それなら それでい- - かもしれ ない。 —— た 

けど あた し、 云つ てお きた い ことがあ るの」 

春 子 え〕 

一枝 ぃトん * た^ 一寸ね し でも、 それ も考 へて 置かな く 

ちゃなら ない ことか も 知れない から。 

券 子 な あに。 考へ て 置く つて： 

一枝 では あんた- 大 村さん を何處 まで も 信用して ゐて、 

I— いえ 信用 出来る 人と 思つ てゐ て。 

子 え >,。 1— だけどな せ。 

お  

子 なに か、 さう して はならない ことで もあって。 

枝 さう いふ わけで もない けれど C —— いえ 實 はね、 大 

村さん は 前 に , 或る人に 結婚 を 申込んだ こと が ある の 。 

子 まあ. ほんと？ そして それ は 誰。 

枝 い X え、 誰って i でも 兎に角 本當 のこと よ。 

子 誰 だか 云って。 でな けり や あ. 私信 じない わ" 

枝 信じな くった つて、 事實 だから 仕方がな いわ。 

子 ぢゃ、 その 人と は 何う したの。 

枝 それ は 成立し なかった の。 

子 何う して C 

枝 二」 C 人が ことわつ たから。 

子 ことわった」 


1 ^ 餘 儀ない 事情で ね、 その 人 も 仕方がな かったん だ わ。 

¥ナ さう C  . I  (凝と 姉 V, ど I::- ろ) 

(間。) 

一枝 それが そんなに 前の ことで はない の。 それな C に ま 

たす ぐ 心が 外 へ 移る と い ふの は 少し 移. リ鎮だ と 思 はな 

、 0 

掌  

一枝 さう 思 はない。 

子 でも、 —-— 本當に 誰な の。 

枝 誰って I . 

子 云へ ない？ 

拭  

子 さう。 云へ なければ 私 も 別にき > にく はない わ。 

一枝 だって 11 

ill^ 子 それに、 私 そんな こと 別に 何とも 思 はない わ - そして 

大 村さん の 心 持 だ つて ちっとも 不，： in 然と も 思 はない わ。 

i   

春 子 だって. 事情が 何う だった つて、 鬼に 角 その 人 はこ 

とわつ たんで せう。 

5   

春 子 それなら その 人 は 結局 愛して はゐ なかつ たんです 

わ。 ，1 でも 私 は 愛して ゐ るの。 


姊 


5   

^^子 だから 私、 そんな 人の こと 思 はなく つたって、 ちつ 

とも 差 支へ ない と 思 ふわ" 問題 ぢ やない わ。 私 唯、 今の 

大 村さん を 信じて ゐれ ばい  >- ぢ やな いの。 (與 奮し つ、 ) 

そして 私 それ を 信じる わよ。 姉さんが いくら 反對 したつ 

て 信じる わよ。 

1 枝 まあ 私 何も 反對 なんか 11 

お 子 いえ、 反對 して ゐる わ。 大反對 だ わ。 私に は 姉 さ 

んの氣 持 はよう く 分って ゐ ます" 何もかも 分ります。 ！ 

1 でも 私は大 村さん を 信じる わ。 信じて い  と 思 ふわ〕 

それに、 結婚 だって、 して 見せます わ。 え. -ぇ、 きっと 

して 見せます わ。 

一 枝 まあ、 春 子さん。 あんた そんな こと 11 

^^子 い  えい- <  の、 妹さんから 見たら、 何う せ 私 は 不良 

少女よ。 構 はない わ。 放って置いて 頂戴。 

1 抉 亂 暴な。 私 あんた に そんな こと 云った こと はない わ U 

春 子 い、 え、 III じこと よ、 云 はなく つたって、 私 姉さん 

の氣持 はよう く 分って るんだ から。 でも 私 * 私 はっきり 

いふ わ」 私 は 姉さんと 違 ふの。 だから 私 姉さんみ たいな 

11 狭な 兑 方に 服從 する 必要 はちつ ともない わ。 そんな 不 

純な ——- 

1 抉 不純な 11 


^子 え i さうよ。 ぢ やきく わ。 姉さん は 本 當に純 粹な氣 

持から 云って ゐて？ ね、 私達の 心 持 を 本當に 理解して 

云って \ り —— い \ え 違 ふわ。 姉さんの は 別、 それ は嫉 

妬よ。 自分の 今までの 生活から 来た 偏った 心から， わざ 

とそん なケ チを つける なんて、 恥 かしい 卑 法な こと だと 

思 はない。 心の 狭い 嘘つき だと 思 はない、 い \ え 私 分つ 

てろ の C 分って るの。 姉さんの 嘘つき 1 本當に 卑怯な 嘘 

つき： (興奮して 泣き出す) 

(、、の 少し 前より、 母親外から^^って來て茶の間へ入 

つて 來れ が、 二人の 間の 樣 子の 唯なら S の 1 化 見て 飛ん 

で 入って 來る 0) 

母親 まあ、 何う したと いふの。 春 子、 春 子。 お前 はま あ • 

何とい ふこと を； K つてる の。 姉さんに 向って その 口の 利 

き やう は 何です。 

春 子 (唯 泣いて ゐろ) 

母親 本當に 仕樣が あり や あしない 。何かとい ふと。 この頃 

お 前 は 姉 さ んに 反抗的に なって、 11 お前 は 少しで も 姉 

さんの こと を考 へた ことで も あるの。 お前さん のために 

何ん なに 盡 して くれて ゐ るか。 11 いくら 姉妹 だって， 

少し は 物の 辩へ とい ふこと を考 へる もの だ」 

春 子 C 鋭， ^あげて) 私 何も 姉さんに 無理に 反抗なん かし 

て やしません わ。 唯 姉さんが 餘り 卑怯な こと をす るから、 
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私* 私 それ を 云 はう としたば かりだ わ。 

$ 親 それく、 すぐ その 口調 だ。 まるで 姉さん を 姉さん 

とも 思 はない。 私 は それが 氣に 入らな いんだよ。 木當に 

生意氣 にば かりなって 了って 始末に 負へ やしない。 

一 枝 お母さん。 何も さう いきなり 怒りつ ける にも 當らな 

いわ。 それにお 母さん は 何にも 今 はお 知りに ならな いん 

です もの。 

母親 知らな くっても さ。 春 子が お前に そんな 反抗的に 出 

るって 法 は 1 つもありません。 よしんば 何ん な ことがあ 

つたって、 何 一 つ 云へ なくっても 仕方がな いんです。 

一枝 そんな 無茶な、 そんな こと を 云った つて それ は 無理 

です わ。 

母親 い \ え， 無理な ことなん か ある もの かね。 春 子、 春 

子、 お前 少しで も 自分の 身の上 を考 へた ことがあ るか い。 

お父さんが 亡くなつ てこの 方と 云ったら， 皆お 前 姉 さ ん 

のお か げぢ やない か。 お前が 何もし な い で樂 々 と學校 へ 

行って るんだ つて 11 

一枝 お母さん * お母さん。 そんな こと を 幾度 も 云 ふ 必要 

はない わ。 

母親 い. -ぇ、 云 はすに は ゐられ ない。 云って やります よ。 

、 J の 子 は 何も 苦勞と いふ もの をした ことが ないから、 い 

つまで 經 つたって 少しも 身にしみて 物を考 へる ことなん 


て あり やしないん だよ。 

春 子 お母さん。 それ は 餘りだ わ。 私 だって 何もかも 分つ 

てゐ ます わ。 姉さんの こと だって 感謝す る こと は 感謝し 

てゐ ます わ。 

母親 何 だって。 11 それで ゐて さうな のかい リ 一 々口答 

へ をしたり、 何 かにつ けて。 ふりく したり- 私 は 全くお 

前に は 呆れて ゐ るんだ よ。 本當に 今度から、 そんな 風 だ 

つたら • 承知 をし ないから。 

卷子  

母親 だって 少し は 姉さんの 氣 持も考 へて ごらん。 本！ に 

私達の ためにったら， 何ん な 風に 今まで 一 生 懸命に 働い 

て來 たか、 あんな 男の 中の 勤めに も 出て 11 それ は 何ん 

な 辛い こと も ある だら うに、 それ だって 何 一 つ 不平 も 云 

は. すに、 唯 わき 目 も ふらずに 默っ て 忍んで 來てゐ るんだ 

よ。 た 目をつぶって、 今の 年まで 通り過ぎて 來てゐ る 

んだ よ。 たに 働いて 働いて ！ 

1 枝 お母さん。 11 

母親 當り 前なら もう 疾 くにお 嫁に も 行って ゐる 時分で ゐ 

ながら、 それでも、 そんな こと は 今まで • 一度 だって 口に 

もせず 皆 心の中に を さめて 辛抱して 來 たの ぢ やない か。 

1 枝 お母さん。 お母さん。 やめて 頂、 戴。 もうい、 わ。 も 

うい も 


014 


姉 


； Yji  —         -  fJ: 

子お 子 は 親 


子 ね 0  (4t 心 Li 姉， か 見つめる) 

一 伎 え- -。 だけど …… 私大 村さん を 何う とい ふこと は. I 

—なかった の。 

春 子 だって— ：- 

一枝 い. -ぇ、 それ は 先刻 あんた の 云った とほり かも 知れ 

ない。 私 • たしかに ことわつ たんだから。 

春 子 でも 私、 ——- 私達 …： 

一枝 い X え， それ もね、 大 村さん の 心に ある こと だ わ. - 

あの人の 心が さうなら —— 何にも 云 ふ こと はな いぢ やな 

いの。 

春 子 だ つ て 姉さん の本當 の 心 持が 本當は …… 

1 校 もうい X わ。 そんな 話。 過ぎて 了った こと ぢ やない 


一 春 子 だって 姉さん、 私、 ！ あ \ 私 、何う したら い \ だ 

一 らう.)  

1 枝 (俯いた ま、 凝と 考へ 込んで 了 ふ- 

(母親 怪訝な 額^して 二人 产ど c:^ てゐ ろ) 

(表の戸の むく 昔。) 

(烁親 慌て 、立って 行く。〕 

母親 (襖の かげで) あ、 山 岡さん です か。 いらっしゃい 

まし 0 

一 


«说 だって、 私 は 本お にす まない と 思って ゐ るんだ よ。 

私 だって、 よくお 前の 心 持 は{ おして ゐ るよ。 先に 大村さ 

んが、 何とか 話 をして 来た 時 だって、 お前 は 私 や 春 子の 

こと を 思って、 ことわって 了った んぢ やない か。 あの 時 

分の 大 村さん に は 勿： f 私達が か、 る わけに も いかない 

し， いかなければ • 私ゃ赛 子が 何う にもなら ない と 云 ふ 

のでね。 11 私 は あの 時、 お前の 心 持 を 思って 泣い たん 

だよ。 だって 私 に 何う しゃう もなかった〕 自 分 達の こ 

と を 思って い、 ことにして， 默っ て 見て ぬ ふり をして 

来て 了った。 11 

一 杭 本當 にもう い  の。 お母さん。 

母親 堪忍して おくれ。 私 だって 何もお 前の 行 先 を はな 

いん ぢ やな いんだけ ど， 何う しゃう もなかった もんだ か 

ら。 だけどね、 また その 中 何とかな ると 思って I . 

一 枝 え- <o さうよ。 何う にかな つて 行く わ、 きっと。 心 

配す る こと はない わ。 私 も それ を 信じて ゐ ますの 0 


(突然) 妯 さん。 

？  

今お 母さんの 云った あれ、 11 本當？ 


师 


山 母 山 母 


山 の萆 や 、今晩は。 一枝さん はお 出で^す か。 

母親 は、 居ります でございます。 —— まあ 何、 「ぞ お上り 

下さい まし。 

山！： の聲 あ. -、 それ ほよ かった。 お 差 支へ はない かね。 

な あに， 丁度 一 寸前 を 通った もの だから、 は  >1>-。 

母親 まあ、 さやう です か) さあ 何う ぞリ 

(# 子、 茶の間へ 去 リ換ん ^ 閉める。) 

(母親.^ 先き に 山！： 「五十 年配」 入リ來 ろ。) 

山！： や， 一枝さん か。 何う も その 後 御無沙汰し て 了って 

な あ〕 

一枝 (强 ひて 笑 額 1^ つく リ ながら) いらっしゃ いまし。 

いえ、 此方 こ そ 全く 街 無沙汰し て 了 ひ ま し て。 

山 g でも- いつもお 達者で 結構。 

一枝 ありがたう ございます。 

(母親 茶の間 Li 入り、 春 子に 囌く。 春 子 額いて 茶道具 

ん- 出して 用意 1 なす る。 母親 座敷に か へ る。) 

母親 本當 にょう こそ。 

山！： いや あ。 中々 靜か. なお 住居 ぢ やな あ。 

母親 いえ、 もう 主人が なくなりまして から は、 すっかり 

引き込んで しま ひまして。 

^问 然し、 一枝さん がしつ かりして やって ゐられ るので * 

結構 ぢゃ。 


母親 全く、 もう 一 枝 だけが 紐り で- 1— それに これが 一 心 

にやって くれます ので。 

山 岡 いや、 さ うぢ やと も、 さ うぢ やと も。 —— 所で 今：！ 1 

お寄りし たの は 他の こと ぢ やな いんです がね。 此問 一 寸 

あなたまで お話し をして 置いた 11 

母親 は、 あの ことで ございま すか。 ひにく さう L1) 

實は あの 話 は、 娘に はま だして ございま せんので すが。 

—ー 申譯な いんです けれど、 ついこの 所お ちついて 話す 

機が ございません ものです から。 

山！： あ X、 さう。 —— いや >  それ は 私から 何も さう 急ぐ 

わけで もな いんです が、 がま あ、 先方 もなる ベく 早く 意 

嚮を 知りたい やうで ね。 

親 それ はさう で ございませう とも。  

岡 何なら- 私から こ  >1 で —— ？ 

親 え、 —— それ は それでも {且 しう ございま すが。 

岡 それ ぢゃぁ i いや、 一枝さん。 {过 は あなたの こと 

ぢゃ がね。 實は あなた をお 嫁に 賀 ひたいと 云 ふ 人が ある 

んぢ やが ね。 11 いや. わしの 知人で な あ- 何 うだらう 

かと 思って な あ。 

一お  

山 岡 いや、 その 男 はね、 資は 先年 細君 をな くして ね、 そ 

のう， 子 洪も實 は 二人 あるんだ がね. な あにもう 大分 大 


r>\c, 


母 山 母 


きくな つて ゐて手 はか > -ら ないし、 何しろ 金の ある 家 だ 

から、 附け人 も 多勢で わえ、 その 方の 氣兼は 少しも いら 

ない のさ リ 

5   

山！： それに あんた の 境遇 や， 氣質を 聞いて 非常に 感心 を 

して， さう いふ 人 は 私の やうな 家庭 を處理 する のに 持つ 

てこいだ から. 是非 來て 欲しい と、 强 つて 所 してる の 

さ 0 

i   

山 岡 たヾ、 少 うし 先方が 年が 行き過ぎて ゐる嫌 ひも ある 

がね。 が 木 人 は 金 も あり 苦勞 もしない せゐ かして、 中々 

元氣 でね、 なに 年 は 四十、 四十 一 だが ね、 —— 何しろ そ 

り や あ- 兀氣で とても 若々 しく 見える し * 一枝さん と 並ん 

でも さう 不 釣合で ない とい ふこと はわし が 引き受けても 

い. - がな。 それに 何しろ 名望家で 資產は うんと あるんで 

れリ 無論、 お母さん やお 妹さんのお 世話 も 引き受け るに 

きまって ふるし. まあ 結構な 綠と 思って わし も. こ 相談 

する んぢ やが ね。 

一枝 (唯 形式的 L:^  くソ 

山^ 浙う. & しちや あ 何 だが * あなた だって， やつば しい 

っまでも燭.：^5-で、 今の やうな 勤め をして ゐる とい ふわけ 

にもい くまいし、 それに，^ ほ 社な どに 勤めて ゐても * 男と 


違って 女 はわ。 無禁 なやう だが -—— 餘り 末始終、 大した 

こと もない やう だから。 まあ 初婚と して は、 何 だけれ ど、 

. I なに 相手が よけれ や あね。 私 や あ 早く を さまった 方 

がい \ と 思 ふの さつ 

一枝  

山 岡 (方向.^ かへ て 〕 それに 今 はね、 お母さん。 年の 違 

ひと か 何とか いふ こと はもう ちっとも 問題に ならな くな 

つた 世の中 だからね。 いや、 考へ ると 結構な 世の中 さ。 

何なら、 いっそ わしなん かも 女房 さへ なければ 一つ 若い 

人 を 貰 はう かと も 思って ゐる 位さ" は w。 いや これ は 

冗談 だが ね。 

親 まあ 何 を 仰 しゃいます。 In . 

岡 は- -、〕 

親 いえ， それに あのう， その 話の 方 は 今す ぐ 御 返事と 

いふ わけに も參 りません か ら、 又 私から 娘 に 委し く 話 を 

しました 上で、 御 返事 を 致します から。 

山！： や、 そり や 無；！ さう です よ。 さう 今 急に はね。 それ 

ぢ や あ、 そこ は 又 あんた から 宜しく 話して 貰 ふとして、 

いや 一枝さん も、 まあ 委しい こと はお 母さんから よく E 

いてね * 返事して 下さい。 

一 枝 え  > また …… 

(彼女に 唯 形式的に 重 々しい 氣 4^ らしく 會釋 して 俯 い 

一 


ふ 

何 そ 

久 

し れ 

し 

不 

ろ で 

く 

意 

も. 

話 ， 
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の 

が 私 
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話 

お 

nSO 

前 

人 

何 

1 ぐ 

カミ 

' お 

突 

お 

刖 

然 

母 一 

親 枝ね 


思 
ひ 
だ 


てゐろ 0) 

(春 子、 茶 ど 入れて 持って くろ。 しとやかに 氣 取って 

挨授マ ろじ 

山！： いや、 これ は赛 子さん か。 先刻から ゐ たの かね。 —— 

いや あ、 これ はい、 娘さんに なった ね。 これ はまた i . 

(^^^子、 媚態.^ つくって 俯く。) 

山！： ほう 全くい  娘さん だ。 若い 人 は 全く きれいだ ね。 

もうす ぐ 引く手 數 多のお 嫁さん だ〕 は -。 

$  (姉-. u,^4- かれつ、) い >i 、もうお 轉 婆で 仕樣が 

な いんで ございます。 ，—— あ • お前 彼方へ 行って。 

G_ ^子 會釋 して 去ろ。) 

山！： 全くい &ぉ 娘さん だ.〕 春 子さん も 一 っ何處 かへ お 世 

話しよう。 (考 へつ  >-) いや 降る ほど あるに 違 ひ な い 

よ。 あんた もい k 娘さん 持ちで 仕 合 はせ だね つ 

母親 い X え、 何う 致しまして。 

山！： いや 全く ぢ やよ。 は \ -t。 

(山 岡、 話しつ ゾ けんとし たが 一 座の 空氣が 何となく 

接 ざ 穂が ない ので やがて 立ち かけろ。〕 

山 1： いや、 それ ぢゃ あ、 わし はもう これで 失禮 しょう。 

一寸， 寄り道で 伺った e けだから〕 

母親 左樣 でございます か。 でも 餘 りお 愛想な しで C 

山！： な あに 愛想 も 何も ある もの かね。 また 來ま すから ね。 


11 それ ぢゃ あ、 一 枝さん。 今の 話 はお 母さんから も 聞 

いて、 よく 考 へて 置いて 下さいね。 

一枝 は" (f) 

山！； ぢゃ あまた。 (立ち上ろ) 

母親 本當 に失禮 しまして。 

あんた から も 今の 話、 よろしく：^ みます よ。 わし は 

非 や ：！ にい V 緣ぢ やと 思 ふしね。 

母親 え X* よく 話します でございます。 

山 岡 ぢゃ 失禮" (支 關 -_LW3 ゆ) 

一枝 (送って 出て) 失禮 しました。 ご免下さい まし。 

(換の蔭で^々の挨^^ 山 岡 は つたら しい。) 

(母親と 一 枝 出て 來る。 二人の 問-. 拙い 沈 K。) 

母親 (取りな マ やう-」) お前、 今の 話ね， 山 岡さん が此 

間 来て 不意の 話さ。 

S   

母親 久しく 来ない 人が 突然 やって来 たと 思ったら ね。 … 


C; り： ：- それで- もす ぐ お^に 話 をしょう と 思つ たんだが 


姊 


•j 


一 fJjr  一        ij: - 


お  

叙 何しろ • 私達 も餘 りお 前の世 話ば かりにな つて ゐて 

すまない と 思 ふし、 それにお 前 もね、 いつまでも —— 

枝 (不ぉに^|-って) ぉ^；^さん。 やめて； 3 戴。 

奴 え。 

议 ^むから、 今 は 何にも 云 はないで IS 戴。 

(と、 ！ 枝^-し衣^の袖で額，^^^ザって泣き出す0) 

(驚い 3 まあ、 お前。 

(側 LL 行く が， たゾ 困った やうに 立って ゐ ろ。) 

G 移ト v^ra い V 、春 子-..^ 飛んで 出て 來 ろ。) 

な 子 姉さん。 i 姉さん。 

(一 ^5^はなほ泣きゃまなぃ。 やがてつ と：！，， 5- 離す と、 

お 子の 方ん 见 ないで 靜か にい ふ。) 

一枝 春 子さん) 11 先刻 はつ まらない こと 云 ひ < "つたわ 

ね。 私が. お 鹿だった わ.^  二人が 愛し 合って るなら， あん 

た大 村さん と 一緒にな ろの がい \ わ。 —— 私、 今 はっき 

り 分った。 私 は 11 たビ 働く の、 た t 働く の。 .：：• 

(それから おかに 緣侧 に 出る。 が、 1$ び こら へ 切れ Si 

やう-.:、 彼女 以 袖で 颜.^ 蔽って 了 ふ. 0 

, i  Is お —— 


夢 i 食 乞 
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乞 食 と 夢 ( I  S 


人 物 

£ 食 甲 

£ 食 乙 

乞 食 丙 盲 E の 老人 

その他， 通行の 男， 通行の 女、 支那 簡麥屋 

惰 景 

或る 大き ク 橋の 袂。 

河岸に、 I 本の 柳。 罨俊 0 

雪の 降った あと。 

11 暮れ方。 

橋 7 抉に、 乞 4i{ 甲と乙と が ゐる。 

物 持ぬ の 一人の 男. か、 二人-」 施し，^ して 去る。 

(間。) 

中年の 女が 出て 來る" 二人 また、、 れ LU 乙 ふ d が、 女 は 

見向き もしな い で 行 つ- て 了 ふ。 

その あとに 誰も-. ：3 ら ない。 

寒さうな 職の 音。 


乞食 屮が 立ち か  >  ろ。 

乞食 もう 人が 途切れさ、 「だ 。そ ろ/ \>歸 る としょう か。 

乞へ； -. { 乙 うむ〕 (が、 刖 に 立ち上ら うと はしない) 

甲 お. -、 寒い、 寒い。 11 日が 暮れ かける と、 急に 寒さ 

が 身にしみる やう だせ。 

乙 うむ。 

甲 だが- 今日は 案外 賀 ひがあった ぢゃ ねえ か。 え、？  — 

I 今し方の 旦那.、 大した 氣 前だった。 

乙  。 

& この 雪で、 あぶれ だと 思ったら —— (乙, か见 て) どう 

したんだ。 お前 まだ ゐる つもり かい。 

乙 いや。 11 さ うぢ やねえ。 

甲 ぢゃ、 立ちね え。 歸る とき まったら、 早く 行か うぢ や 

ねえ か。 

乙 うむ リ 

甲 それとも、 金を兑 たら * 急に また 愁氣 でも 出た か。 は 

は  > -、 だが、 今日はもう 駄目 だぜ。 

乙 ばかな" (立ち上る〕 そんなつ もり ぢ やねえ や。 

甲 は w。 だが- 見ね え。 向 ふの 河岸 ッぷ ちに は， みん 

な t: が 入った ぜ。 

乙 お \、 さう. だ。 いつの 間に か、 そんな 時分に なつたん 

だね。 


1 


甲 これから、 あす こぢや、 陽氣な ことが 始ま るんだ。 

乙 こち とら、 寒々 と歸 つて 行く のにな あ。 

m. ま氣 地の ねえ こと： K ふねえ。 これで も 今日はたん まり 

入った ぜ。 どうだいつ 今日は 歸 りに、 いくらか おみきで 

も 仕入れて 行く か。 

乙 ぃ\ たらう。 

m.  ^  V-  VO お前 も 大分. この頃 あ. 仲間ら しくな つたね 

え 0 

乙 へん、 云って やがら。 

m. さう だよ。 初めの 屮， 俺達の 仲間へ 来た 時 にゃあ、 變 

にしよ ぼくして やが つて さあ ：：. 0 

乙 いふなよ。 そんな こと. もう 北口の こと ぢ やねえ か。 

m. な あに、 つい 此の間までの ことよ。 何とかい ふと. 俺 

!.， も勞^ 者 だ 勞働者 だ つ て 威張り た がった • あの 時分の 

殼が、 まだ どこか そこらに いてる んぢ やねえ かと 云 

ひて え 所 だ。 

乙 て やんで え。 

甲 よ \  0 

(問。) 

ml さ， ほんと に 行か- 「か。 

乙 (ぽん や リ^ 干 に 手ん， - かけて 向 ふん V 見ズゐ ろ) 

m. おい 0 —— 本當 にどう したんだ。 


乙  - 

甲 いやに、 考へ こんで るぢ やねえ か" 

乙 な あに。 

甲 全く 變だ。 

乙 だが、 何 だね. ズ。 

mr うむ？ 

乙 ！ 乞食な んても G は 吞氣は 吞氣 だが 全く 榮ぇ ぬ 仕事 

だね え。 

甲 それや あさうよ。 

乙 每 曰々々、 かう やって ゐ たって. 貰 ひなん か、 高が 知 

れ てるんだ からね。 

甲 何 だ、 そんな ことか。 

乙 .11 あ. 1 あ、 何 かかう、 一 氣に佥 持になる 運で も 廻つ 

て來 ねえ かな あ. - 

甲 乙の 瓿ん ニ寸 見て、 急 に 笑 ひ 出す) は ッはッ は ッ- 

乙 何 だい。 

ra. 何 だい もない もんだ つお 前 • そんな こと を考 へて ゐた 

のか。 は ッはッ は" 

乙 を かしな 野郎 ぢ やねえ か。 

甲 を かしな つて、 そり や あお 前の こと だ。 

乙 何が よ。 

甲 お前の 分際で。 は ッはッ は。 まあ 泥棒で もし なきや， 


I 
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. 乙 な あに、 俺 あ、 その 日から 確かに 大<|！ 限 だ」 さう すれ 

あ- ば ッばッ 使って やら あ。 ^間の 奴ら 見て えに、 ケチ 

な 使 ひ 方 はしね え〕 

甲 へん、 さう して 後ろへ、 手が 通る か。 

乙 うまく、 やれ あ 大丈夫 だ 。俺が そんなへ マ を やる もの 

力 

甲 金を使つ て《^ねぇ。 第 一 、 その 人柄が 承知し ねえ。 

乙 そこにぬ かりが ある もの か。 第 一 番に 身なり を 整 へら 

あ。 

甲 大きに 人品が 上る だら うよ。 

さん- 3 

乙 當り 前よ。 さて. そこで 使 ひへ：^ を考 へる。 散々 ッ ばら， 

うまい もの を 食って、 りうと したな りで、 お前 達の 所へ 

も 来て やら あ 0 

甲 有難い 仕 合せ だよ。 

乙 そり や あ 全く 俺 あ、 氣前 がい x ぜ。 おい 三 公、 お前に 

五兩 やらう。 おい 藤 八、 お前に も 五！！ だ。 

甲 おいらに やい くらだ。 

乙 それ 見えね C お前 だって 欲し いんだ。 

甲 チヨ ッ 0 

乙 お前に は， 友達甲斐に 十兩 やら ぁレ 

甲 何 だ、 それ ッ ばち。 ケチぢ やねえ か。 

乙 ぢゃ あ、 二十！！。 
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甲 ばか だな」 ；… 

乙 だってよ、 だってよ。 全く 兄哥， お前 だって、 どつ さ 

り 貰 ふな あ • い &氣持 だら う。 

m. やる 方が 氣持 がい &ゃ) 

乙 それ 見ね え、 お前 だって、 やっぱり それ を考 へて るん 

だ。 —— だから 俺 あ • たった 一度で い \。 人に 施し 〇 出 

來る 身分に なりてえ ッ てんだ。 11 

m. すり やい、 ぢ やねえ か。 殊に 今日は、 可な り 身 入り も 

多 かったん だ、 

乙  C 

甲 遠！！^：ーするこたぁねぇ。 ば ッばッ と 器用に 使 ひねえ。 あ 

あ. やん ねえ。 

乙 一 淋しく 苦笑す る〕 …… 

甲 え、 そのな りで よ。 な あ、 嘸 かし、 みんな 喜んで 貰つ 

て くれる だら うよ。 

乙  0 

(問。) 

甲 おいく、 本當 に- お前 行かね えんなら、 俺 あ 先き に 

かへ るよ。 

乙  。 

m. え、 どうす る氣 だ。 おいらい つまで もこん な 所に ゐる 


の はい や だよ。 この 寒空に よ …… 0 

乙 、.ぼんゃリまだ^1で へて ゐる) 

甲 チ エツ * 仕樣の ねえ 野郎 だ。 -11 あ、 何だか こんな 所 

に 愚 II ついて やが る もんだ から， 俺 ぁ下ッ 腹が 痛くな つ 

て來た ——あ、 1 寸 待って くれ。 おら あ、 そこまで 行 

つ て來ら あ。 

乙  。 

甲 え * 一寸 待って >- くれ。 11 そこの 「共 问」 まで だ。 

一 寸 行って くるから な。 

乙 (かへ リ 0- ズ！^  く  0 その ま V- , 一 へた y 千に もたれた ま V- ぽ 

ん ゃリ考 へて ゐ ろ。) 

< 稍畏ぃ 間。〕 

(風の 音。〕 

广 所へ、 乞お 丙 risH の 老人」 とぼく と 出て 來ろ C) 

(ふと- すれ 遠 ひ ざ ま、 丙、 乙-」 と リ すが る やう LLL 

く. 聲ん- かけろ。〕 

乞へ 伎 丙 あ  > -, 且 那樣。 どうぞ、 少しお 惠 みなす つて 下さ 

いまし。 もし 且那 樣. ，-— 旦那 樣。 

乞 八 ：- 乙 白 一 那樣？ 

丙 どうぞ、 お 願 ひで ございます。 哀れな 年老り で ござい 

ます。 ぉ惠 みなす つて 下さい まし。 


] 


な: と な t 


乙 おいら あ * 旦那 樣ぢ やねえ。 

丙 い、 え、 nl!^ 様、 そんな こと 仰し やらずに。 ほんの 少 

しでよ ろしい の で ござ います。 盲の 年老な んで ございま 

す。 

乙 何 だ、 めくら か。 

丙 はい。 年老で めくらで ございます。 この 雪 に、 ねる 所 

もな い 哀れな 者で ございます。 どうぞ 頂かして やつ て 下 

さい まし 0 

乙 だが、 俺 あ ，：： 。 

丙 全く、 ほんのお 志 だけで い. -の でございます 。今日は、 

何も 頂けな くって、 難 俵 をして ゐ るので ございます。 ど 

ぅぞ、 ぉ惠 みなす つて 下さい まし。 

乙  C 

W 年老が 助かります。 盲の この 年老が 助かります。 

乙 だが お前 ：： 。 

丙 ほんた うに. せ 寄りの ない 哀れの 年老な ので ございま 

す。 それに 今日は 全く， まだ 何にも 頂かない ので ござい 

ます。 

乙 だが， だってな あ …… 。 

IS 本當 に、 そんな こと 仰し やらずに。 ねえ 旦那 樣。 どう 

ぞ、 お助けな すって 下さい まし。 この 寒 {11 に、 誰 一 人た 

よりにす る 者 もな く • あなた …… (泣く) どうぞ * ぉ惠 


みなす つて 下さい まし。 頂かして やって 下さい まし。 ほ 

ん のお 志 だけで よい G でございます。 

乙  。 

丙 お 願 ひで ございます。 お 願 ひで ございます。 

(乙、 考 へて ゐろ。 ふと. 汚い 袋から 金 1 ケとリ 出し、 

與 へる。) 

乙 ぢゃ • これ だけ やらう。 

丙 r  <。 (手 採りで 受けと リ) 有難う ございます。 有 

難う ご. さいます。 (幾度 もお 辭俵， ケし) 旦那 樣ノ めり が 

たう ございます。 

乙 いや 俺 あ、 本當に 旦那 樣ぢ やねえ。 

丙 い >- え、 い \ え。 これで 年老が 助かります。 本當 にあ 

りが たう ございます。 旦 都樣。 本當 にご 親切な 旦那 樣。 

乙 俺 あ、 旦那 樣ぢ やねえ ッ たら。 

is 何 を 仰 しゃいます。 そんな …… 。 いえ、 ありがた うご 

ざいます。 ありがたう ございます。 旦那 樣 …… 。 

乙  。 

丙 ai- つた 金.^、 自分の 袋」 收 めようと しな. から) おや、 

これ は錤貨 でございますね。 穴が あいて 居ります ね。 

乙 さう だよ、 十錢 銀貨 だよ。 

丙 は、 は、 さう でございますな。 それ を 二つ もま あ， ー 

1 まあ、 旦那 樣、 この 年老 を可哀 さう と 思 召して、 いや 
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有難い ことで ございます。 (丁寧に ぉ辭儀 1^ すろ) 

乙 (い ゝ氣持 さう に た ゾ 樣 子.^ 見て ゐる) 

丙 本當に 有難う ござります。 有難う ござります。 

乙 ぢ いさん、 お前 ほんた うに 身寄り も 何もない のかい。 

丙 はい、 左様で ございます。 もうこの 年に、 誰も 鎮 りに 

する もの もない- 情けない 身の上で ございます。 

乙 ふうむ。 

Ira ですから， こんなに ir か 降りましても、 やつば しかう 

して 出歩かなければ なりません。 —— どうに もなら ない 

ので ございます。 

乙 氣の毒 だな あ。 

丙 いえ。 でも、 これで やっと 今日の ご飯に も ありつけ ま 

す。 ありがたい ことで ございます。 

乙 何 だ、 爺さん、 まだお 前 今日 飯 を 食って ゐ ねえの か。 

丙 はい、 昨日の 晩から。 11 いえ. お 恥 かしい ことで ご 

ざいます が、 何しろ 盲の ことで ございます。 人に 頼んで 

食 はして 賀ふ にも、 本當 に 嫌な ことで ございま すよ 。 —— 

この 慘 めな 年老 を， 欺したり からかった りして、 折角の 

貰 ひも どうか するとた r で 取り あげられたり する こと 

も、 度々 あるので ございます。 

乙 ひで えこと をす る 奴 だな あ。 

丙 全く 殺生な 奴で ございます。 (その ま 、泣いて ゐる) 


乙 どうしたの だ。 

丙 いえ. お金 を 頂いた 上、 いろんな こと をき いて 下す つ 

て- , -何處 0 旦那 様 か 存じません が、 涙が こ ほれ るん 

でございます。 

乙 な あんだな、 つまらね え。 

is い、 え * つまらな いこと では ご ざ い ま せ ん。 全く 勿 

ない ことで ございます。 (泣く) 

乙 まあ. い X やな、 い  >- やな。 

丙 本當 に、 私 は、 こんな 嬉しい こと は ございません … … 0 

乙 本當 にもう い X よ。 泣く  0 は 止しな。 錢を 貰って く 

つて 奴が ある もの かな。 

よ パ。  よ い 0 

おい、 爺さん。 これ を も 1 つ、 やらうよ。 

へ？ 

これ をよ。 11 (手に 渡す) さ、 受け とん わえ。 

へ、 まだ この 上に。 まあ， ありがたう ございます。 へ、 

へ、 あ * これ や あ ギザ ギザが —— あの 五十 錢で ございま 

すね。 

乙 先刻、 何處 かの —— な あに * とッ ときれ え。 とッ とき 

ねえ。 

丙 へ、 へえ、 有難う ございます。 ありがたう ございます。 

乙 何 だね え、 そんなに 禮 ばかり 云 はれたん ぢゃ、 俺 0 方 


が 困つ ちま ふよ。 

！ S いえ、 何 を 仰 しゃいます。 旦那 樣。 こんな 有難い こと 

は ございま せんよ。 

乙 そんなに しいかい。 

:s はい、 はい、 もう それ は。 本當に 有難う ございま すよ。 

旦那 樣。 

乙 (思 はや 快げ LL 笑 ふ) は ッはッ はッ。 

(あたりに 稍 1= い。) 

a-la は. 段々 e; るく ii らし 出す 0) 

(ふと、 支那 器麥 が 通り か、 ろ。) 

乙 at4_」"^ いたやう) 爺さん。 

へ？ 

乙 お前 先刻 腹が すいて ると 云った な あ。 

.^ はい、 何分に も 昨夜から 何も 頂いて ゐな いので。 

乙 さう か。 11 ちょつ と 待ちね え。 

a 乙な 乙， つと、 支那 麥 llJilS あと, せ 追 ひ、 側！ _Lf<w 

何 か 小？^ でい ふ。) 

そばや え？ (ふ リ返リ 乙の 身なり 1^ 见て) 何 だお 前 か。 

乙 お 願 ひだ。 11 何でもい 、から。 

そばや いけね えよ。 

乙 (5- に 側に よ リ^ か 頻り^い ふ) 

そばや いけね えよ。 


乙 だが、 頼む から" 

そばや いけね ぇッ たら • いけね えんだ。 

乙 チヨ ッゥ 

そに や 汚 いぢ やねえ か。 

(ハ乙 食 丙、 乙の 側： J- ゆく。) 

丙 あ、 もし 曰； 那。 どうか、 あっしの ためなら 止して ぉ吳 

ん なせえ リ 

乙  0 

is ご 親切 は 有難う ございま すが、 そり や あ， あなたが 迷 

惑なさい ます。 

そばや 全く だ。 汚ね えよ リ 

丙 本當 でございます。 私 は 何も： lii 構なん でございます か 

ら。 

乙 (なほぶ ぬ麥 ほ， の 側に 付き、 何 か ぼそぼそ 云 ひながら 嘆 

願す る) 

そに や いけね ぇッ たらい けね えよ。 

0 本 當に且 那樣。 飛んでも ない こと をなさい ます。 い 

え、 全く ご 親切 はありが た、 「ございま すが、 どうぞもう 

そんな こと はお やめな すって …： 。 

そば や それ 見ね え。 向 ふだ つ て斷っ てら あな。 誰が.！ 乙 食 


乙 (慌て、 一ぬ 麥 のせ" 葉 v:t 遮リ な-から 丙-し) ばか だな 
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お前 は。 11 お前 は默 つてり や あい \ん だ。 

丙 でも— ：| 

乙 默 つてな よ。 —— (禱麥 auLL) よ， 賴 むから。 な あ、 

そばやさん C 

そばや 何 をい つて やが るんだ。 汚い やい。 

乙 だって • お前、 鉢 ごと 買 や あい  ><ん だら う。 何でもね 

ぇぢ やねえ か。 

そばや い 》 や、 いけね え」 受. 取る 金が 汚ね えから だ。 

乙 だって、 お前。 

そばや 煩いよ- 緣起 でもね え。 もうあつ ちへ 行って くん 

ねえ。 

乙 (这！ .1 怒リ) 何 を 云って やが るんで え。 手前 だって、 

商賣ぢ やねえ か。 金 を 出し や あ， 此方 も 客 だ。 

そばや 何が 客よ。 此方で ことわつ てる 者が 何故 客 だ。 

乙 何 を I 

IS もし、 旦那 樣、 旦那 様。 私 は 何にも 本當 にいらない の 

でございます。 そばやさん も、 どうかもう 行きな すつ て。 

そばや 煩 さい やい 。手前 ぢ やねえ。 此方 0 奴 だ。 

乙 as^ くな つ マ、 傑 へ な-から) チヨ ッ、 覺ぇて や がれ。 

そばや 何 を- 勝手にし ろ。 

(n 麥尾、 ぷんぷんして 去ろ。) 

丙 (乙の 側に 來て) もし 旦那- 旦^。 . 


乙 

丙 い X え、 二」 り や あ、 01 那樣 のお 志 はよう く 分って： lis り 

ます。 けれど、 そんな こと は 却って、 私に も 苦になり ま 

す。 私の やうな 者の ために、 あんな ことまで いはれ て… 


乙 

丙 本當 にす みません。 飛んだ ご、 迷惑 をお かけして 了 ひま 

して … … 。で も it 麥屋さ んだ つ て、 無理 も ござ いません。 

全く 私の やうな …… 。 

乙 (拉げ 出す やうに) お前 はばか だな あ。 

丙 いえ、 それや あ、 、それにし たって， 蒲络： さんが、 あ 

んな こと を 云 ふの は 酷す ぎます。 受けと る 金が 汚い なん 

て、 まるで あなたが …… 0 

乙 畜生 奴-. あんな 奴にまで 11 

1E でも、 それ も 皆 私の やうな 者が ゐ たからで ございます 

よ。 こんな 污ぃ 乞食め が。 

乙 ばかに してやが る" 

西 どうぞ、 お許しな すって 下さい。 本當に 飛んだ 馬鹿げ 

た 目に お 逢 はせ 申しまして。 —— 

乙 お前に 云って るん ぢ やねえ。 

丙 それ だって。 

乙 m さい ッ たら。 11 あん 畜生め！ 


'^とな 


卩 3 乙 1^ 乙 丙 乙 丙 乙ず j 乙！^        乙？^ 乙 乙 


丙  。 

乙 あいつが 何 だ。 高が、 夜 あるきの 支那 蒲麥 iiir ちゃね え 

か 。  . 

,^ へ、 へえ。 

乙 俺が どうしたんだ。 俺 だって i 俺 だって、 い ざ とな 

り や あ ：… 0 

乙 ちえ ッ！  (：ts しい \i2 打 。そ Q ま、^ ろ) 

乙 ハ 不意-」 呼びかけろ) おい 爺さん。 

-ぉ へえ。 

乙 お前、 先刻、 俺から 物 を 貰って 嬉しかった かい。 

^ ぇトん X、 それ はもう、 何とも 有難い と 思 ひました。 

何しろ 今の.：？ 5- の 上 を …… = 

乙 冇難 いぢ やない よ。 一!" しかった かと K いて ゐ るんだ。 

丙 はい/ \. もう それ は。 

乙 ばか だな あ， 爺さん。 

丙 はい。 

乙 もし かな あ。 

丙 はい。 

乙 俺が、 お前と 同じ 身分の 者だった ら どう 思 ふわ。 

rz: へ？ 同じ 分と 仰し やい ますと。 


乙 -— 乞食 さ」 

丙 へ？ 

乙 ね， それだった ら —— どう 思 ふ？ 

W へ. - \ ご 冗談 を。 11 何で、 乞食なん ぞが 私に こん 

なにお 惠み 下さる もんです か。 

だが、 さう でない とも、 限らね ぇぢ やねえ か。 

だって、 それ あ …… 0 

ぢ や ， どう し て . さう でね えと 云へ る。 

ですから ；… 。 

乞食 だって， 金 はもつ てること は ある。 今の 乞食 は歸 

りに 草に 乘 つて 歸る奴 だって、 あると いふん ぢ やねえ か C 

それや、 そんな 奴 もゐる さう です が …… 0 

だからよ。 それ だったら- どう 思 ふってん だ。 

いえ、 それ だったら 11 

それ だったら、 どうなん だ。 え > -? 

(， 哲く考 へ ズゐ る) 

え > -? どうす る。 


え X  ？ . —— はっきり 返事し なよ。 

へえ、 それ だったら 11- 貰 ひません 

貰 ひません？ —— なぜ だ。 

だって、 乞食から なん ぞ。 —— 
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55 

乙 だが、 お前 だって、 乞食なん ぢ やねえ か。 

le それ はさう でございます。 でも —— この 上、 同じ やう 

なえからまで， さげすまれた くはありません。 

乙  。 

丙 本當 でございますよ。 誰が 乞食から なん ぞ ：… 0 

乙  。 

丙 は >->-。 だが 乞食なん て 者が、 吳れ るって il も ありま 

せんから 安心です がね。 

乙  。 

io) 

(稍 長い間 リ) 

乙 (突然 與； 蜇 した 劃 子で) 爺さん、 おいらお 前に もっと • 

金 を やらう。 

0 へえ。 

乙 へえ ぢ やねえ つ 金 を やる つてい ふんだ。 

12 へえ) 

乙 それとも、 俺から 貰 ふな あ 嫌 か。 

丙 いえ. そんな こと は ございま せんが …… 0 

乙 そんなら 貰 ひねえ。 やる つて 云って るんだ から。 

IS でも、 もう 先刻、 あんなに 頂き ましたん ですから 0 

乙 頂いた つて • い ><ぢ やねえ か。 俺が もっと やる つてい 

ふんだ。 
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乙 いや、 そこの 橋の 袂の 所に 坐って、 手 をつ いて、 そし 

て^3^って贺ひてぇんだ。 

丙  。 

乙 一 々、 手 をつ いて、 「ありがたう ございます」 つて 云つ 

てな あ D 

丙 へえ 0 

乙 どう だ 。何でもな いこと だら う。 さう すれ や あ、 こ > - 

にあり つきり の 金 はやって もい V ん だ。 

丙 私 はもう 別に …… 。 

乙 何 だってつ それ ぢゃ あ. お前 は 出来ね えとで も 云 ふの 

か。 n ふの は^だと でもい ふの か。 

丙 (^^^にー始ぃて，、 いえ、 さう いふ 譯ぢゃ ございません 

が …… 0 

乙 そんなら. しわえ。 早くし ねえ。 すれ や あ、 や るんだ。 

IS へ气 

乙 しねえ ッ てんだ よ、 早く。 何 をぐ づ/ \> してやが るん 

だ 0 

丙 へ、 へえ。 .( 慌て、 立つ ズ行 つて、 それと 思 ふ 逢へ 行 

つて 坐ろ) あの、 この 邊 でございます か。 

乙 さう. た。 その へんだ。 11 何でもね ぇぢ やねえ か。 俺 

が 金 を やる とい ふのに、 …… ざま ぁ兒ゃ がれ。 

丙  リ 


乙 あ • 所で， 爺さん。 金 は 別々 に 投げ るんだ ぜ_" 

丙 へえ. - 

乙 それに 一 々 「ありがたう ございます」 つて 云 ふんだ せ。 

丙 へえ" 

乙 面倒 だっても、 まあ、 通りが  りの 人間から、 一々 貰 

つてる と 思 や あい k つ 何でもね えこと だ。 

丙  つ 

乙 (昂然と して： 一 ぢゃ あ. 始める よ。 い、 かい. M5 め。 

丙 へえ。 

乙 一 々 「ありがたう ございます」 ッて云 ふんだ ぜ" 云 は 

なけ あやら ねえから。 

W へえ リ 

乙 (袋から 金な 取リ 53 し) 投げる よ。 そら ッ。 (^げろ) 

丙 (拾 ふ) ありがたう ございます。 

乙 さう だ • その 調子 だ。 ——- そら また 投げる ぞ。 

丙 (拾 ふ) ありがたう ございます。 

乙 そら、 また だ。 11 何 だ。 その ざま は。 

丙 落ちた 所が 分らな いんで こざいます よつ 

乙 右手の 下の 所に ある ぢ やねえ か。 

丙 あ \ こ  か。 

乙 ざま あ、 見や がれ。 人 をば かに しゃがって …… 何て ざ 

また。 


夢 }. 'ぶ？乞 


C31 


乙 

n 

乙 

丙 

丙 

乙 

n 

乙 

丙 

乙 

乙 

乙 

n 

乙 

た 
そ 

へ 

や 
る 
ぞ 

乙 

n 

ふ 

急 
に 
默 
ろ 

默 

つ 
て 
丙 

凝: 

見 

ろ 

め 
む 
が 
た 

ざ 
い 

-* 

す 

は 
ク 
は 
ソ 
は 
ク 

あ 
り 
力： 
た 

ざ 

い 

す 

ぐ 

んヽ 

つ 

は 

ソ 

は 

そ 
ら 

へ 

つ 

だ 

め 

さ- 

-3: 
t 

レク 
ォ 

た 

つ 

だ 

は 
ッ 
は 
ク 
は 

俺 

お 
暗 

1: 

興 

奮 
し 

つ 
リ 

そ 

あ 

が 
た 

5 

ざ 
い 
-* 

す 

お 

は 

俺 

力' 

ら 
-lit: 

つ 

な 
ん 

な 
め 
爺 
さ 
ん 

へ 

め 

が 
た 

ざ 

ま 
す 

俺 

め 

お 
前 

に 

や 
つ 

る 
ん 
だ 

ぶ 
え 

や 

つ 

る 
ん 

/二 

CD 

が 
た 
う. 

ざ 
い 

子 

は 

'ッ 
は 

ク 
は 

m 
し 

力'' 

爺 

ん 

ら 

つ 

え 
1 

め 
り 
力： 
た 

■t 

ど 

だ 
爺 

ん 

m 
し 

ノハ 
ズー 

i 

ら 

た 

つ 
だ 

へ 

え 

CO 
り 
が 
た 

ざ 
ま 
す 

そ 
ら 

つ 

だ 

へ 

え 

へ 

ひ 
つ 

'リ 
め 

0 

が 
た 

5' 
い 

ま 
す 

ぐ 

づ 

ぐ 

ェ 
は 
な 
< 

つ 
た 
つ 

い 

ん 
だ 

そ 

り 

だ 

の 

な 
た 

甲 

甲 

乙 

甲 

乙 

丙 

乙 

丙 

金 
を 
や 
つ 

る 
ん 
だ 

投 
け' 
ろ 

乙 

甲 

丙 

乙 

ゐ 
る 
ん 
で 
す 
か 

丙 

乙 

丙 

八 

不 
意 
1 こ 
笑 

ひ 

出 

リ 

は 

々 

つ 

か 

れ 

で 

お 

前 

が 

八 

間 

リ 

乞 
食 
だ 

八 

チ e 
見 

0 

れ 
か 
ら 
丙 

見 

0 

め 
< 
ら 

の 

乞 
食 
だ 

之 

め 
ぐ 
ら 

お 
/ 

ど 

し 
た 

ふ 
ん 

だ 

め 

り 

が 
た 

ざ 

ま 
す 

投 
げ 
る 

お 
あ 

が 
た 
う- 
ざ 
い 
ま 
す 

は 
つ 

と 

氣 
が 
つ 

や 
-) 
1： 
ii 
返 

リ 

や 

何 

で 
も 

ね 

ズ- 

ん 

て 

の 
場 
の 

子 

怪: 

|'- 

め 

つ 

つ 
お 

何 
を 

し 

广 

乞 

食 

わ 

ら 

f は 
木 
しる 

リ 

ま 
す 

音 
聞 
- C 

ド 

の 
方 

へ 

手 

ん 
の 

し 
リ 

の 
0 

が 
た 

つ 

力 
な 
ぐ 

む 

つ 

無 

窓 

の 
や 

1: 
金 
な 

け' 

0 

あ 

が 

ュ- 

す 

1 

ど 
つ 
し 
た 
ん 
で 
す 

旦 
那 

投 
げ 
力' 

け 

て 

る 

手 

プ 

お 

し 

ふ 
リ 

め 
0 

力： 
た 

ざ 

-> 

03-2  夢と 1：^ ぎ, 


金 を やって ると いふの か。 

乙 (默 つて 投げろ) 

:5： ありがたう ございます。 

m. は 、こいつ あい >-o お前 も中 々味な 眞似 をす るな 

あ。 成 sr さっき も 云って たからな あ。 11 は \> -、 施 

しか， リ 

乙 (やめる) 

m. いや、 こいつ あ • 面白え。 おいら もやら う。 やらして 

—I ^お！ ろえ、. おい o—i;   ,  — 


乙  0 

m. (乙に 構 はや〕 え-おい、 爺さん。 おいら もやる よ。 

丙 ありがたう ございます。 ありがたう ございます。 旦那 

樣。 

m.  口； 那樣 だ？ は ッはッ は。 こいつ あ 11 0  (拉 げろ) 

^ ありがたう ございます。 

W, そらよ 0 

ありがた 5 ございます。 

m.  fh. も 一 つ。 

； S ありがたう ございます。 

乙 0!!.4:.1屮. ^遮り ：} 止さう。 11 おい、 止せ。 

m. 河. た、 急に。 

乙 止さうよ。 —— 4=- して くれ。 


甲 だって、 お前 だって- やって たん ぢ やねえ かゥ 俺に も 

もう 少し やらして くれ。 

乙 もう 澤山 だつ 止せ、 止して くれ。 

甲 ちっと 位の 損 は 構 はねえ。 近来に ねえ 思 ひっき ぢゃぁ 

ねえ か。  . 

乙 (丙の 方に 向 ひ.^ る やう 爺さん. もうい  よ。 

丙 へえ？ 

乙 もうい  >1 から * あっちへ 行きな。 

丙 ？ •—— へえ。 

乙 行きな つてんだ よ。 お前 も 隨分愁 ばり だね え。 

丙 へえつ だって —— 

乙 い k 加減に しねえ か。 行きな つてんだ。 

丙 (びっくりして 立ち上ろ) 

乙 何 を 愚 圖 々々してやが るんだ。 さつ さと 行きな よ。 

丙 (權 ^Li 驚いて) へ、 へえ。 行きます つ 行き。 I m 

いたな あ、 ちっとも 譯が 分り や あしね え。 11 

乙 爺さん ッ。 

IS はい. はい。 ありがたう ございました。 ！ 且 鄱樣， 

本當 にあり がた うご ざいました。 はい、 はい、 さやうな 

.ク0 

a 乙 食 丙、 びよ こくお 辭 儀しながら， あたふたとし 

て 去る。) 


夢と^ 乞 
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(甲と乙、 別々 の 心で、 ぼんやり 芮の あとな 見送ろ. 0 

(間。) 

(ふと 兩人、 顔， や 元に 返して、 E,^ 見合 はす。 乙、 急 

に その 目, ^外ら す。〕 

(間。) 

甲 どうしたんだ。 

乙  ク 

甲 え、 急に 機^が 變 つてよ。 え、？ 

乙 (つと E- の 側. 離れて、 額 干の 方に 行く。 そして； りつと 

向 ふ 見つめて ゐろ) 

E- 本當 によ。 11 どうしたつ てんだ。 

乙  0 

甲 え， な あ。 (側 による) 

乙 (不意- b お前 は考 へなかった のか。 

甲  。 

乙 あれが、 俺達の 姿なん だ。 11 あれが、 俺達の …… 0 

甲  0 

(乙、 急に 欄干に 突 伏して 位く。) 

ぼん ゃリ 突立って、 その後る 姿.^ e 見て ゐス -0  n 

~J また、 次第- レ淚 ぐんで くる。) 

II 幕 — 


fi.  4 


新 巡 女 女 女 女 同 

優 優 is 優 
記  給 

者查 D  C  B  A 仕 


は 大小の ポ ス タァん I 面 に 張り 廻して あるの が、 少し 

違って ゐろ 位で わ ろ。 

幕 あくと 女優 A と 支配人， 丸 卓子.^ 挟んで 應對 して ゐ 

ろ。 女優 はけに けにし い 派手な 身 装， なして ゐろ 太った 

女. - 

店 負 は 向 ふで 帳簿 類に 何 か 頻りに 書いて ゐろ。 

女優 A  (少し 考へ 込みつ、) さう ねえ。 ぢゃ あ、 その 案 

にし ませう か。 

支配人 え \、 それが よう ござんす よつ もう それなら 評判 

になる こと 受 合です リ 

女優 A で も、 何だか 仕事 の 底が 見え 過ぎ て やしない こと。 

支配人 何う して 1- す" 

女優 A だって、 眞晝中 銀座の 眞 中で、 女の 私が、 男 二人 

を 投げ飛ばす なんて、 あん まり 芝居 氣た つ ぷ り だ わつ 

支配人 そんな ことがある ものです か。 …… 男 は 何う せ， 

私の 方から 差し向ける 人間です から、 萬 事 呼吸 はの み 込 

ん で ゐ ま すし ！ それに あな ただって、 今では 立派な 映 

畫 女優 さ んぢ やありません か。 そこ をう ま くやる 位 は 朝 

飯 前で せう。 

女優 A あら. 皮肉 は 云 ひっこな しょ。 何う せ そんな 藝 C 

達者な 女優なら、 私 あなたの 所なん かの ご 厄介に はなら 


女優 宣傳業 sals 


入 物 

宜傳業 店 支配人 

^ 店 a: 


時 代 

いつの ことか しらな い 

場 所 

或る ビルディング 内の 一 室 

二三の^ 移 机、 ii^ 客 川 丸 卓子. 椅子、 帳^、 害 類 棚、 

か他話等化，".^の事務所と£^;、ならなぃ。 唯. もた リの 壁へ 

向けて、 女 @ らしき 樣々 の 姿態.^ とった 寫 nsr 若しく 
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ない わ。 

支配人 これ は ご挨投 です。 でも 此の頃 あなた は 仲々 藝の 

方で も 評判が よう ござんす よ。 

女優 A あら あんな こと を 云って。 隨分 口がうまい のね。 

支配人 な あに。 た ビ事實 を 云って る だけです よ. は. - 

.-。 やつば し、 人間 相 當に賣 り 出して くると 違 ひます つ 

てね。 

女優 A その 宣傳も 結局 あな たの 方の お か げ。 と 云 ひ た い 

のでせ う -0 

支配人 無論、 少し は 私の 方 も 自信 を もって ゐ ますが ね。 

女優 A まあ _リ 

支配 入 だって、 ごらんなさい。 現に 今の 人氣 女優と いは 

れる ほどの 人で、 私の 方の宣 傳のカ を藉り な か つたと い 

ふ 人が あります か？ いは ど、 私の 店に か、 つたから こ 

そ、 ぢ やありません か。 

女優 A 相變ら ずね。 でも， 私 * あなたの 店の 宣傳 をき X 

に 来たん ぢゃ ない のよ。 ——- それより、 本當に 何う？ 

私が £ 力 二人まで 投げ飛ばす つ て ことが さ。 

支配人 い \ぢ やありません か。 それに あなたならば 格 服 

も 立派 だし. 大して 不自然と も 見えないで せう。 

女優 A 隨 分い. - ご挨拨 ね。 

支配人 い V え， さう いふ わけで なく  • 唯 その ：：： それに 


何です よ。 やつば しそれ 位の こと をし なければ、 宜 傳だ 

つて、 利： ni が なくなって ゐる 世の中で すから わ。 

女優 A それ はさう です けれど、 でも 何だか 餘 りお 芝 £5 過 

ぎて 白々 しい 氣 がす るんで す もの。 

支配人 さう です か。 —— ぢ や あ、 やつば し 前の 方に でも 

なさい ます か。 

女優 A 自動車から 河の 中へ 飛び込む のね。 

支配人 さう です。 「美人 女優 自動車 衝突 を 避け て 河屮 に 1^ 

落。 映畫 その ま \ の 活劇」 i なんて 一 寸惡 くな いぢ や 

ありま せんか。 

女優 A でも、 ほんと はちよ いと 樂ぢ やない のね。 第一う 

まく そんな 風に 行く かしら。 

支配人 行きます とも。 

女優 A だって， 

支配人 い、 え、 何う せ その ぼろ トラック も醉 つばら ひも 

此方から 特別の を 差し向けと くんです からね。 川つ ぶち 

の 角で その ト ラ ッ ク が 正面から 來る、 避けよう とする、 

醉 つばら ひが 前で ふらつ く。 まごついて あは や 衝突と 云 

ふ 時に、 あなたが 驚いて 立ち上り、 自動 ポを 出る、 拍子に 

川の 中へ 落っこちる。 これ はと 驚いて. 運 轉手も 飛び込ま 

うとす る 時、 衆人環視の 中に あな た が悠 々として 拔き手 

を 切つ て 向 ふ 岸に 泳ぎつ いて 上って 來る。 一 寸人 2： を ひ 
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支 女 支 女 支 女 
配 優 配 く 優 配 ffi 

人 A 人 ね A 人 A 


くぢ やありません か。 

SA でも 物が 一： f なしね。 

+义配 人 ^物 位 11 

女 溢 A いえ、 それ はね。 11 でも 上って 来る のが ぬれ 鼠 

ぢゃ あ， 餘 りい 》sr ちゃない わね。 

ナ乂配 人 いや、 そこが 却ってつ け 目なん です よ。 今まで 綺 

麗. たったの が 一 轉 して ぬれ 鼠になる。 その 變化 だけで も 

印象が 強く 、 又 问情を 10: - で」 とに もな るんで すから ね。 

女 極 A でも  0 

支配人 駄： ：；！ です よつ そんな こと を 云って ちゃ あ。 それ 位 

の意氣 込が なくつ ちゃ あ、 效 栗の 上り やうがない ぢゃぁ 

りません か。 傳と いふ もの は奇拔 なら 奇拔 なほ ど、 醜 

惡 なれば 醜悪な ほどい、 ん ですから。 まして、 今の やう 

こ  

女^ A い、 え. 本當 にもう 講義 は澤 山。 それ は、 うまく 

さへ 行けば、 無論 私 だって、 それ 位の こと はやるつ もり 

よ 0 

支配人 大丈夫で すったら。 その あと は 又 私達の 商賣 です 

もの 無論. 少し だって 手ぬ かりなん か あり やしません。 

一 门； さう して 人の 口の端に 上った が 2;!- 後、 矢 繼 早に いろ 

んな宣 傅 もします からね。 

^^A さう を、 それならい & けど、 11 で- 場所 は何處 


にして？ 

支配人 さあ， それですな あ。 11 いや， それ は 何れ 運轉 

手の 方と 相談して 改めて 御 通知し ませう。 

あ、 さう。 で、 日 は？ 

さう、 今度 の 日 曜 あた り * お 天氣さ へ よければ ね。 

え  >- 結構。 ぢゃ あ、 よろしく 願 ふわ。 本當 にうま 

きっとよ。 

承知し ました。 有り難う ございました。 

ぢゃ あ. さようなら。 

御免下さい。 

(女優 去ろ。) 

店晨 あんな 太っちょで、 幾らか 賣り 出せます かね。 

支配人 でも あの 顔に はやけ に挑發 的な ものが ある ぢ やな 

I 力 

0M 何だか 變に淫 魔ら しい 所がね。 

支配人 それが い 、ん だよ。 却ってね。 何しろ この 商賣に 

や あ- 平凡な 鏢 教 よしと いふ 奴が 一番 困 るんだ よ。 

0M それや あ * さう です ね。 だが あの スタイルで 河へ で 

も 落つ こちたら 隨分 見物で せう ね。 

支配人 ほんと にさ。 此方が 見たい 位 だ。 は > -、。 

ハ 支配人、 ふと 氣附 いたやう に 机上の ペル^ 押す。) 

(^4;! 隣室の 處. -り 額.^ 出す。) 


業 fS 宣 優女 
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支 女 支 女 


してる ぢ やありません か C 

女優お 相變ら ずの 自家 .展吿 わ。 尤も ご 商 Sa; だから 仕方 は 

ないか もしれ ない けれど。 

支配人 皮肉 を 云って らした つて， やつば しあな ただって、 

お客様の 間 は 安心して ゐ ますよ。 は > -、。 

女優 B  まあと に 角. そんな こと は 何う でもい、 わ 

一 つ 急々 に 素晴らし いの を考へ 出して 頂戴。 とてもな 拔 

で、 全 國七千 萬の 同胞の 膽を ぬく やうな の をね。 

支配人 いふ ことが 大き いんだから。 

女優 B 當り 前よ。 私 は 望が 大き いんだから。 

支配人 いやはや。 

女優 B 本當の 話。 引き受けられて。 

支配人 見縊つ ちゃい けません よ。 出來 なくって、 看板に 

顏を合 はせられ ます か。 

女優お えらい ッ。 11 それでこそ 私も^：:! して 期待して 

る わ。 

支配人 あれ だ。 上げたり下げたり。 11 いや 降參 します 

よ。 あなたの やうな 人に は。 

女優 B あらい や あよ。 そんな 11 とに 角 頼んだ わよ。 二 

三日 中に 又 下相談に 来ます からね。 本當に 一 つ 飛 切の 奴 

をね。 

支配人 承知し ました。 


支配人 お 次の 方。  - 

給 化 はい。 (去ろ) 

(女優？；、 活澄 LL 入つ V- くろ。 とても 奇拔な 身 装。) 

支配人 いや あ、 これ はこれ は、 いらっしゃ いまし。 よう 

こそ。 

優 B 今日は、 又 ご 相談に 上った のよ。 

配 人 いや、 何う も每度 有り難う 存じます。 

優 B この間の 飛行機の 一 件 は 一 寸 うまく 行った わ。 

配 人 さう でせ う。 だが ね。 (自分の 口ん、 指す。 默 つて 

ると いふ 表情) 

女優お え \ 分って よ。 今度 も 一 つ あれ 位な の を やって 貰 

ひたいの。 何しろ 又 一寸 素晴らしい 寫眞 をつ くるの。 だ 

から その 前に 一 つうん と宣傳 して 貰 ひたいの よ。 

支配人 さう です か。 —— です が、 あなたの は 手を替 へ、 

品 を かへ、 隨分 やりました からね。 

女優 B ぢゃ あもう 種 切。 

支配人 すぐ それ だ、 あなた は —— 冗談で せう。 手前 共で 

種 切なん て藥 にした くも あり や あしま せんよ。 

女優 B でも 世間で は、 あんた とこ はこの 頃 あんまり 名案 

も 出ない やう だって 噂よ。 

支配人 ばかな こと を。 だって、 それなら私んとこ！^上の 

店が 何處 かにあります か。 依然として， その 權咸を 镯5 


r,  8 


3i 傅 iL 優ケ 


給 支給 支 
仕 配 仕 配 


女^ B ぢゃ あ. さようなら。 

支配人 失禮。 

女優 B  (行 さかけ て 一寸 ふり：. U リ) あ、 ちょいと い  >- も 

の あげ ませう か。 

支配人 何です (- 

女 @B とてもお いしい 鉑來 の始。 

支配人 それ は 御馳走様。 广 受取って 食ム) 

い. -ぉ藥 にな るんで すって。 

支配人 (わざと 驚いた 鎮 fj- して) え。 何の。 

女 I^B ほ  >-  > -  > -。 さようなら。 

(女 ゲ lAB 去ろ。) 

店戲 相 ^{ら ずです ね。 

支配人 木當 にね.」 だが、 めれ でゐ て、 變に コ ッを 心得て 

ゐ るんだ から 始末に おへない。 

0M 全くで さ。 とても 1 i でい かないお でさ」 

支配人 尤も それだけ S3! 出して ゐ るんだ がね しだが 結 IIT 

此方 も あんなの は 始末 は い  >- よ。 

0M 全くね。 11 です が、 ri^ 行 機って、 此 間の SE 險 飛行 

の 一 件で せう。 

支配人 あ  >- さう。 Ei: 乘の替 へ 玉の 一件 さ。 あいつ あんな 

ことす ばす ば 云 ふん. たもの。 おどかされ るよ。 

0M 全くです ね。 


支配人 あれ だけ は何處 まで も 秘密に ね。 

0M よ ござんす とも。 

(支配人， ベ かん 押 マ。) 

(給仕 來 る。) 

人 あとが ゐ るの かい。 

はい。 

人 來て賀 つて。 

はい。  . 

(給仕 去る。) 

(女優 C 來る。 いや LL しゃたら しゃなら して ゐろ 0) 

女優 じ (變に ilrw 取った 色つ ぼい 調子で) あの、 私、 ちょ 

いとお 願 ひした いんです が。 

支 Si 人 さあさあ- 何う ぞ 此方へ。 

女 侵 C はノ ありがたう ございます。 (しな 作って) あ 

の、 あなた 様が， 支配人 様で いらっしゃい. まして。 

支 人 は. 私が さう です。 

女優：.； あら、 さよです かつ 初めまして …； 私. かう いふ 

ものな のです が、 あのう、 ちょいと やつば り あの方の こ 

とでお 願 ひしたい と 思 ひまして。 

支配人 (名刺，^ 1 寸兑て ：>  は、 やつば しご 宣傳の 方。 

女優し は. さやう でございますの。 

支配人 今、 何方に お出 動です か。 
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支配人 「リボン i^」o さう いふんで す。 一人が 云 ひ 出す と 

ijc それに 應 じて、 到頭 「リボン 孃」 「リボン 孃」 つて そり 

や あ 受け ましたよ。 

まあ， 「リボン 嫂」 。い \ 名前です ことね。 あ、 私、 

其^ 分、 まだ 出 〈せに ゐ たんです けれど 11 でもち よいと 

そんな 話 をき いた ことがありました やうに 思 ひます わ。 

支配人 無論 その 人の ことです よ。 そして 私の 方の 店の 考 

紫です 0 所で 何う です。 何 かさう： K つた. 式の もので は。 

女優 C よ ござんす わね。 私 も、 そんな 風の なら 出来る やう 

に 思 ひます わ。 少し は氣耻 かしい やう だけれ ど。 i 

支^人 いや、 そんな こと 云って ちゃ 駄目です。 引 込 思案 

が 一 群い けな いんです よ。 大瞻 に、 何處 まで も 押し 强く 

や るんで す。 何ん な ことで も 構 はない から、 やり 出した 

らばね。 結：： ：！； 向 ふが まけて * 此方が 押し切る とい ふ 所 ま 

で 行く わけです ね。 

女 極-し は あ。 でも、 何 かそん な 案が あるんで ございませ 

、「か。 

卜乂 m 人 T 度 * 此間 今の 件から 考へ ついて、 簡單 なのです 

が、 まだ 何方に もお 話しして ない のが 一 つ あるんで すが 

^^c は あ。 

+乂配 人 つまり 何で す 。色と り どり の 豆， 電氣を ネ、 極めて 奇 


拔な 11 案に よって、 着物へ 装置して、 歩く に從 つて 身體 

の 諸方で 光ったり 消えたり させ るんで す。 つまり、 装 身 

ィル ミネ ー ショ ンで すね。 それでもって 夜の 公園と か、 

靜 かな 散歩 路 など を 歩き 廻 るんで すね。 それ も 一日 や 二 

日で なく 十日で も 二週間で も、 人が もう 「また あれ か」 

と 慎 さがる ほどね。 その 中にはき つと 若い 新奇 好みの 靑 

年 達が 「夜光る」 女なん て. きっと もてはや すに 違 ひ あ 

りません からね。 

女優-し さう です かしら。 

支配人 凡て 党た 眼に きれいで、 謹って ゐて、 手取り 早い 

つて 0 が、 現代的 要求です から。 

女優 C それ はさう です わね。 

支配人 何う です。 やって ごらんな すって は。 只今 丁度 持 

ち 合 はせ の屮 では、 最も 早手迥 し な 出ず 入らず の 案と し 

て、 これな どが 至極 恰好 かと 思 ひます がね。 

女優， し でも • それで 一 躍 有名に なれ ませう か。 

支配人 さあ、 一躍なん てこと は、 少々 無理で せう けれど， 

相當の 効果 はきつ と あると 思 ひます よ。 まあ， こ \ いら 

から 仕立て上げて 行ったら 何う です。 一旦 一寸で も 人の 

目につ いたら、 もう 占めた ものです からね。 あと はもう 

ずっと 樂 ですから。 . 

女優 C さう？ —— ぢ やそれ にお 願 ひしょう かしら。 
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支配人 (給仕に〕 困る ぢ やない か。 今 来客 中な こと は 分 

つてる ぢ やない か。 

給仕 いえ、 それ は 幾度 も 云つ たんです。 だから 順番 を 待 

つて 下さいつ て。 だけど こ の 人 はまる で 聞かな いんです、 

支配人 そんな 無茶な。 -—— (不倫^ら しく 女優 D の 方 へ 

向 ひ) 若し、 何の 御用 か 存じません が、 何分 今 この 通り 

来客 中なん です。 それに 私の 方の 店の 性質と して- 凡て 

ご 相談 は絕對 秘密 を 保たなくて はなら な いん で す か ら 

ね。 そこへ 無斷 でさ うづかく お入り 下す つて は 困る C 

です が。 

女優 D でも、 私 は 是非 一時 も 早く あなたに お 目に か、 つ 

てお 話したい と 思った ものです から。 

支配人 ですから、 御用なら ば、 ご 順 をお 待ちに なって 下 

されば。 . 1 

給仕 さう です。 順番が あるので す。 私 は 順番 以外に お. 取 

次す る ことが 出来な いんです。 

女優 D だって 私 は 11 。 

支配人 (仕方なし _し と 云った 風で) では 一 體 * ご用 事 は 

何な のです。 

女優 D い  >- え 私 は、 あなたに ご 忠告した いと 思って 參っ 

たのです。 少し あなたの 反省 を 求めたい と 思って。 

支配人 忠告？ 11 反省  何 を。 

 L 


の 中の 多くの 女優 達の 墮落を 少しで も 防ぎう る と す れ 

ば. あなた も， 少し 考 へたって い、 ぢゃ ありま せんか。 

支配人 (苦笑したがら. 一 大變な ことにな りました ね 。が、 

まあ. あなた も考 へて ごらんなさい。 1韁* 今の 世の中 

に 何ん な 事業 だ つ て 宣傳と い ふ ことに 力を入れな いやう 

な蓽禁 家 は 一 人 もありません よ。 早い話が、 宗敎 だって、 

古來 布教と 云 ふ こと を や つ てゐ るんで すから ね。 

女優 n い、 えそれ とこれ と は 違 ひます。 あなたの 所な ど 

は 力； IT か あらう となから うと， そんな こと はまる つきり 

構 はない。 唯ば かくしい 好奇心 を 爆って 寶り 出し さへ 

すれば い \。 それだけ ぢ やありません か。 

支配人 だって、 そこが 私の 方の 商 K なんです よ。 第一お 

客樣 がそれ を 望んで るんで すから ね。 私の 方 は 唯 その 手 

足と なって 手續き の 上の 事務 をお 引き受けして ゐ るに 過 

ぎな いんです。 

女優 D ですから. その 手足が なくなったら きっと その 根 

性の 曲った 人達 も 仕方なく、 もっと 自分の 本當の 立場 を 

反省す る だら うと 思 ふんです。 

支配人 それ は 嘸 かし 結構で せう が、 では 私の 方 はどうな 

るんで す。 

女優 D あなたの 方なん か 元々 事業の 性質 を考 へな いんで 

すから。 


^1 まあ 一 言で 云へば、 あなたに すぐ * こんな 職業 を 

おやめに なって 項きたい と 思って r す。 

支配人 飛んでも ない 。商 K を やめる？ 

さう です。 一^ あなた 方の 今やって る ご商資 とい 

ふ もの は 何です か。 資に輕 薄な、 出 目な 仕事で 藝 術の 

ために まじめ な 努力 を 怠らな い 本當の 女優と いふ もの を 

擧 つて 邪逍に ひき 入れる やうな 職業 ぢ やありません か？ 

支配人 一 ^ あなた も 女優さん なんです か。 

女優：； さう です。 私も眞 の 藝術を 志す 女優の 一 人です。 

その 立場から、 私 はもう 默 つて ゐられ なくなった のです。 

いかに 宜傅 の 世 の 中と は 云へ、 あんまりな こと だと 思 ひ 

ます。 

支配人 だって、 仕方 もないで せう。 それが いは et- 代の 

要求なら。 

女 俊 D でも、 それが 非常な 害毒 を 流す とい ふ 結果 は 許せ 

な いぢゃありません か。 ですから、 私 は 直接 あなたに 相 

談 して- 自分で その 非 を 悟って 頂き、 思 ひ 切って やめて 

頂きたい と 思って 來 たのです。 

支配人 亂^ ですな。 が、 然し 私の 方に しても. に その 

筋の 認 .H- を て やって ゐろ仕 iJlIf です よ。 それに やって る 

に はやって る だけの 理 ^ も あれば 、必要 も あるんで すよ。 

女 ，てれ はさう でせ う。 けれど あなたの 決心 一 つで 世 
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支配人 何 を 云って るんだ。 勝手な …… 。 

女優 q でも、 いかに あなた 方 だって 商業 道德 とい ふこと 

は考 へる でせ う。 だって、 ごらんなさい。 唯澤 山のお 金 

を拂 つて， 耻も外 M もな く、 唯 卑しい 宣傳 だけに 浮 身 を 

やつす 極く 下等な 人達 だけが 結局 認められ 賞 讚され， 世 

問に もてはやされて 行く なんて …… 。 本當に 思っても 堪 

ら ない。 何とい ふやく ざな 嫌な 世の中に なって 了った も 

のでせ う。 私 それ を 思 ふと 全く 口惜しい と 思 ひます。 情 

けない 氣 がします。 本 當に私 …… 

支配人 とに 角 私の 方の 意嚮 はさう です。 幾度 仰し やって 

も。 まあ， さう 愚痴 を こ. 1 でお 並べに なって 下す つても 

私の方では 致し方 はない のです から。 何う ぞ もうい. -加 

減に お引きと り をお 願 ひします。 

女優 D ぇ&。 默 つて 下さい。 何が 愚痴です。 この 悲しむ 

ベ き 事 實を嘆 い てゐ るの が 何が 愚痴です。 あなた 方の や 

うな 良心の ない 方に は， 私達の 心 は 分りますまい。 分る 

もんです か。 

支配人 又 別に 分る 必要 もありません しね。 

女優 D 何て 人 だら う。 よろしい。 あなたの 方が そのお つ 

もりなら、 私達に だって 覺悟 があります。 私達 は 何處ま 

でも 自力で 賣り 出して 見せます。 世間に 認めさして 見せ 

ますつ 何處 まで も藝 術の 力で。 藝術 そのもの. >- 力で。 


支配人 結構です。 何う ぞ、 御隨 意に。 が、 こ  >- で そんな 

こと をい くら 仰し やっても 仕方が ありま せんよ。 私の 方 

では お客様で ない 方の 宣傳は 致さない のです から。 

女優 D 本當 に、 本當 に、 何とい ふ 人達 だら う。 あ  > -本當 

に 私 は、 この 良心の ない 墮 落した …… 0 

支配人 もし、 もし、 こ で そんな 大きな： 齒を なさらない 

で 下さい。 この ビルディング にだ つ て 近所 は ある んで. f 

よ 0 

女優 D い  え、 します。 します とも。 そんな ことが 何で 

すか。 私が こ X で 少し 位 大きな 聲を 上げても、 あなたの 

所の 商 賣が窗 らして ゐ る害惡 に比べ れば、 ずっとく 罪 

は 輕- いのです。 

支配人 ばかな こと を 仰し やる の も 大抵に なさい。 私達 は 

あなたが 婦人 だと 思って 随分 こらへ てゐ るんで すよ。 さ • 

もうお 聞きす る ことはありません。 出て 行つ て 下さい 0 

女優 D い X え、 行きません。 私 は 云 ふだけ のこと は 云 ひ 

ます。 

支配人 こ. -は あなたの 家ではありません。 出て 行って 下 

さい。 

女優 D い X え。 行きません。 

支配人 出て おいでなさい。 そんなば かな ことがある もの 

です か。 (店晨 L0 君、 この 方 をお つれして くれ。 
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支配人 いつまで 頑張る つもりです。 巡査が 來 ますよ。 

女優 D 巡査が 来たって、 何が 來 たって、 構 ひません。 私 

は 云 ふだけ のこと はいふの です。 

支配人 もう 云 ふだけ のこと は 云った ぢ やない か。 

女優 D い. -ぇ、 私 は 私 一 個の 女-俊と して 來 てるの ぢ やな 

いんです。 眞 面目な 女優 全體 のために 來て ろんで す。 こ 

んな ことで おめく 引き 下れません。 

支配人 チヨ ッ、 ばかな。 ぢゃぁ 勝手にす るが い. -。 だが， 

もう わし は あんた の 云 ふこと なんか 聞かない から。 

(給仕 巡査 力 ど つれて 上って 來ろ。 巡査の 後ろから、、 つ 

そリ轄 子.^ 被った 靑年 がつ いてお ろ。 彼 は^って 後方 

から： の 場の 樣子， „ ^眺めて ゐる。 新 ii 記者な の；， ：。) 

i 何が 起った とい ふので すか。 

支配人 いえ、 この 婦人が、 滅茶苦茶な こと を 云って 怒鳴 

りこんで 來て 動かな いんです。 

巡査 は あ。 何か强 請に でも 来たんで すか。 

(女優き つと 巡. 脫 みつける。)  . 

支配人 いえ、 さう ではない のです が、 突然 やって 來て、 

私の 方の 商賣を やめろ なんて 飛んでも ない こと を 云 ひ 出 

すんで す。 そしてい くら 說 得しても 何う しても 聞かな く 

つて、 栗て はこの 亂 暴です。 まるで 無茶です。 

女優 D い  え、 亂暴は あなたの 方です。 あなたの 方が す 
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るから • こんな ことにな つたので す。 私に いはせ る だけ 

の こと をい はして さへ くれ- -ば —— 

支配人 そんな こと い つまで 云って た つ て 同じ こと ぢ やな 

いか。 人 を 馬鹿にし てる。 商寶を やめろ なんて。 

S  5. この 婦人 は 何な のです。 

支配人 やつば り 何處か G 女優さん なんだ さう です がね。 

私の 方の、 女優 宣傳の 仕事 を 不都合 だと 云 ふんです。 餘 

りしつ ッ こいので、 營 業の 妨害に なる か ら歸れ と いふと， 

やめる まで 歸ら ない と 云って この 始末なん です。 

巡査 それ は 少し 亂暴 だね。 (女優 D に) 君、 君、 そり や 

あ 君が 無理 だ、 そんな こと を 云った つて、 こ&の 事務所 

だって 立 一 ゆに 鑑札 を 受けて やって ゐる 仕事 だからね。 

支配人 それ ごらんなさい 。誰が 考 へたって さう です。 

女優 D い. 1 え、 許されて る， 計され てない の 問題 ぢ やな 

いのです。 元来が *  J の 商賣そ の ものが 不都合 だ とい ふの 

です。 

支配人 然し 私の 方 は 何も 詐欺 や 不正 を 働いて る わけ ぢゃ 

ない。 

女優 D い  >- え， 詐欺 や 不正 も 同然です。 こ&の 店の 宣傳 

の 結果と して- 何れ だけ 女優と いふ もの X 眞價が 不平等 

にされ てゐ ます か。 しかも さう した ことから， 今では ど 

の 女優 も ど の 女優 も • 本來 の 藝衔な どと いふ もの を 全る 


きり 考へ もしないで、 唯 人氣の 前に、 又 その 人氣 を？ Sa! る 

ための 宣傳 のた め に、 もう 何物 を も？^ 牲に して 顧みない 

とい ふ有樣 です。 人氣 のために は、 一 にも宣 傳ニ にも.： M 

傳で、 血 股です。 そして、 滔々 と墮 落して 行く のです。 

それと いふの も 全く かう い ふ 商資が 存在す るからで す。 

火- 兀は 健かに こ X なのです。 

支配人 ばかな こと を 云って は闲 る。 それ は その 人達の 心 

柄ぢ やない か。 何も 私が 惹き 起した ことで はない。 

女優 D い  >- え これが 弊 宵 を  一 助長して ゐ るので す。 

煽って ゐ るので す。 

巡査 だが、 やつば り それ は 人が 惡 いやう だね。 とに 角 そ 

んな こと は 寧ろ 劇場 か、 撮影所に でも 歸 つてから 云 ふこ 

とだら うな。 

支配人 さう です、 さう です、 さ、 「です とも。 

(靑年 記者、 支配人の 側に よって 來 る。) 

記者 一 體 あの 婦人 はいつ 頃から 来て るので すか。 

支配人 なに 二三 十分 前から 來 てるんで すがね。 

記者 さう です か。 何處の 女優です か。 

支配人 まだ そこまで 聞いて ゐな いんで すが 。 

記者 名前 は。 

支配人 いえ、 それ も。 C かすぐ 不審 起し) が あなた は 

何方です か。 


ゾ广 

つ 人 

支 

.id 支； id 支 H[i 

J-J 係 
仏 13e 

て' 
、 

が 1^ こ 

rill 愦 

る 

所 

配 來 _ 者 m 老 

[1 し -tJ 

?i3£ リ 

rf、 
も 

JI レ 

1"- 

1， Vj 

か 

^ 人 

プ，， 

ん 

人 ら 

人 

1 

八 

ム 

1  > の 

5： な E 
S い 者 あ 

n 

化 

さ 

で 

れ な 

え 

い 

1 \  、 

し い 

, ,1.- 

i 中 

し & 

す 定 

い た あ 何 

6 じ ャ 

い ^ 

ば 
は 

ち に 

i, の 

is:  0 

\) に' 

1- の 

が 

の 

X ち 

去 壬, 
'« 不ム 

ふ ^ 
i< ん 

\  、 

や ： 

\-U ォ |i 

rip.  » 

Mb 

す 

ね 方 

え の 

* 1 

し 

•     1 3» 

な ： 

魔 

、ソ 

ひ 右 

つ 

力'' 

卜 J 

»  a/ 

71 

— し 

レン し 

い 

むム 1' 
m に 

も ■ 1 

» し 

て 

力し 
グ卜 

ま +、 

せ V 

、J_  -X. 

1 

七 

八 

今、 W 

7— も 

1)、 

z、 チ、 

り な 

Mi 

9： 

て 

レ 

J  b 

r  '- 

め f/ 

、 

11 な 

ろ ： 

優 

な し 

V  、 

レン X 

t 

仏 

V  ： 

は 

き 

―、 

Ife: へ 

ん 

し と 

の 

歐 

報 

つ ， 

V  、 た 

ノ 

で 
し' 

c 

m 

レソ 

で 

レ 

"r 

ん 7J* 

《*r 

港 

人 

ノ、 

し 

わ て- 

, の 

-r-  1、 

iri 

to 

1  -r 
U 

つ 

チ， 
な 

订 

去 
ィ 1 

ぐ チズ 

は 

口-  o 

チ- 

に 

> 

く 

て 

く 

つ 

で 
し 

4^ つ 
ソ 

乂 

ま 

の 

頂 

て 

ほ て 
リ し 

り 

ムレ 
他 

へ 

儘 

f い 

る 

广 is 
レ 

や 

V リ 

/ , 

支 

寸 

な 

と 

/ チ ^ 

ナ r 

雜 

な 

ね 

ft 

き 

い 

實 

警 

い の 

い 

人 

1： 

や 

は 

官 

か た 

ん 

t、 

力 * 

本 

の 

不 

を 

な め 

だ 

新 

な 

當 

方 

快 

に 

の 

呼 

い に 

聞 

に 

な 

事 

び 

の * 

に 

1^ 

表 

務 

に 

巡査 そんな 小難 かしい こと は， まあ 兎に角 出てから にし 

たまへ。 出てから に。 

女優し だって 私 —— 

(：g- 圆々 々して ゐろ 所へ 記者 口  V ^出す。) 

記者 失禮 です が、 あなたのお 名前 は。 

女優し 私の 名前？ 鎌 井 しん子です 。え &、 私 は 何も 個 

人的な 問題で 來 てるので はな いんです から。 何も 名前 を 

かくす 必要はありません。 

記者 結構です。 所で 鎌 井の 鎌 は 鎌 倉の 鎌？ 

女優. え. 1 さう です 0 

記者 ご 出勤の 先き は。 

女優 U プラン. タン 摄影 所。 

記者 は あ、 プランタン。 で * ご 出身地 は。 

女優 D 出身地。 

記者 え \。 失禮 です が、 東京で は 11 

女優 ありません。 越後です。 

記者 あ. - さう、 越後。 で學校 は。 

女優む え &女學 校は卒 菜し てます。 

記者 何 處？ 

査 君 • 君 • もうい、 ぢ やない か 。こんな 所で さう 何も、 

(女優 むに) さ、 もうい > -、 S たまへ l、rs:f^ まにし i_  , 


m 傳宜敎 


n4- 


,:/:;,^ い. -ぇ * 一寸 待って 下さい。 いえ、 出ます。 出 ま 

す。 出ます けれども 一 寸、 一 寸 だけ 待って 下さい。 

巡ォ だが、 幾度 云った つて 同じ こと ぢゃ ないか。 

女優 D でも、 全く 腹が立 つんです もの。 何う したって 默 

つて ゐる わけに はいかな いんです もの。 こんなに までな 

つ て來た 時代， こんなにまで 人 氣を爭 はなければ ならな 

い. なんて， これで は 全く 議會 も同樣 です わ。 私達 決して 

代議士 なんか 笑へ ません のよ。 

S  (思 はす 笑 ふ) 云 ふこと が變 つて ゐる。 

女優. ：5 何 を 笑 ふので す。 全く 私達に とって は 今や 眞劍の 

間 題です のよ。 眞の藝 術の 向上 や、 少しで も その 發達を 

考 へて ゐる ものに は、 實に、 實に …… 

巡査 (遂 LL 憤然として) もうい. 1 つたら。 しつ ッ こい 奴 

だな。 さあ， 出ろ、 出ろ、 譯を 云つ てるのが 分らない の 

か 0 

女優 D だって、 私 は 云って るぢ やありません か。 藝 術の 

ために、 本 當に眞 面目な 私達 仲間の ために、 まだく 私 

巡査 い X, 出ろ • 出ろ。 (無理 LL 引き出す〕 

女優 D  (悲鳴. ^上げて〕 だって 、私， 藝術 のために 藝術 

の藝 術の …… 

(遂 Li 扉の 外に i 二人とも m え る -〕 記者 も 5^ は す茫 然 と 


して 見て ゐ；： が、 ふと 氣附 いたやう！. 1 腕-む 計 見て、) 

記者 ぁッ、 夕刊 〇 締切 だ。 

(とい ひ樣、 飛び出して 了 ふ。) 

K^i  (漸 く 吾 LL 返った や 、つに 散亂 る あた リズ？ 見お しつ 

つ) やれく、 飛んだ 奴に 舞 ひ 込まれた もの だレ 

^仕 (同.. しく あた リ 1^ 見^し) まるで 嵐の あとだ。 

(二人とも 思 はす 見 4" はせ て、 t.. 息づ く。) 

支配人 (不意に) しまった。 一杯、 してやられた。 

(店晨 "お 仕、 思 はす ふり 返ろ。〕 

兩人 何です？ 

支配人 立派に あの 女の宜 傳 をして やって 了った リ 

兩人 9 ：…： 

支配人 宣傳の 本家へ 暴れ込んで 11 チ エツ、 上に は 上 を 

行く 奴が あり や あがる。 

(三人 茫然 突立って ゐ る。) 
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リ 終の 弒 


わ。 . 自分で 餘 計な 神 經を惱 ますの が 一 番 いけな いんです 

ッて。 …… 

Ei 一川 分って ゐる。 自分の 身體 だもの。 …… 

とも子 ぢゃ ぁ尙更 です わ。 

黑川 だが、 俺 は 何も それ を氣 にして るので はない の だ。 

とも子 つまらない。 …… それより ぉ藥は 上つ たんです の。 

黑川 先刻 のんだ〕 

とも子 さう です か。 ぢゃぁ 夕方まで はいいんです のね リ 

黑川  。 

とも子 今日は、 外 も そり ゃぁ溫 かなんで すわ 。穴ち だって 

それや あ， きれいに 晴れて ゐ ますの。 當分 いいお 天氣が 

つづき さう です のね) 

黑川 (外 眺める) 

と i> 子 今の 中ね。 …； この 時候の いい 間に 少し 氣を おち 

つけて 養生 さへ なされば ：… 

黑川  。 

と IP 子 くさくさ なさる ことなん かない わ。 もう 暫くの 辛 

抱 …… さう すれば 何もかも よくなる の。 …… 

黑川 小鳥が 來て 鳴いて るな。 

とも子 あらさう です か。 (見る) 1— 四十雀ら しいの ね。 

先から あの 梅の 樹へ はよ く 小鳥が 來 ますの よ。 …… 

黑川 本當 にいい 天氣 らしい な あ J …… 


とも子  。 

黑川 人出が 多い こと だら うな あ。 

ii^   。 

(間。) 

黑川 だ あれ も 来ない ね。 この頃。 

とも子 ええ。 …… やつば り、 少し 離れても ゐ ますし ね。 

黑 川 餒冶も あれつ きり。 …… やつば り 病人の 側に 來 るの 

は „1 なのかな あ。 

とも r ナ  0 

黑川 和 田 や 木 村 C あれ は 分って ゐる。 だが。 …… 

と）.。 子 お 忙し いんで せうよ。 みなさん、 夫々。 …… 

黑川 忙しくな くっても、 来ない 奴 は 来ない さ J 後藤 や 中 

村。 ... …ー邊 だって 來て くれない。 

とも r.h   0 

黑川 だが 結句、 この 方が いいに はいい， …… 斯うして 一 

人で 靜 かにね てゐる 方が、 心 持が しみじみとして、 氣が 

おちつく-" …… 

と I 子  () 

黑川 段々 人に も會 ひたくなくなる。 …… もっとも 段々 生 

きて ゐ たく なくなり もす る。 …… 

とも子 あなた。 

黑川  0 


fioO  リ 終の 秋 


と， T 子 駄 0 よ。 そんな。 11 

&；! 川 よし、 もうい はない。 —— 一 生 云 はなく つても いい。 

，！ 一生った つてもう 何程 もな いんだ。 

と-, 子 知りません わ。 ばかな。 ；… それより よくな つた 

ら、 何處へ 先に 行く のかで もお 考 へになる といい わ J 

g.: 一川 さう だ。 それ もい いだら う。 一 - 何處へ 行く。 

とも子 さあ、 何處 へ。 ！ 靜 かな- m 宁 かい、 やつば り溫 

ね。 

川. さう。 り HrTC た. 信 州 か、 それとも 伊豆の。 


とも子 何う しても ^豆 だ わね。 溫 いのは。 

mi 川 それ も， 人の 鲶り來 ない、 ずっと 南の 方へ 行 くんだ 

れリ 伊 j-M か、 もっと 南へ 行って 蓮臺寺 か。 …… いっか 伊 

is- の訥 子の 別莊で 見た 梨の 花 はきれ いだった ぜ。 

とも子 酌 子。 役者の？ 

m 一川 ああ。 それから 、海岸の 方のお 寺に さいて ゐた 椿の 

花。 …： 四=^ たとい ふのに、 1:5 の 貸 浴衣に 羽織で 寒くな 

い 時 さへ あった。 …… 

とも子 まあ。 ：… 私 あっち は 知らない。 でも 伊香保へ 行 

つた ことがある 0リ 

黑川 潮の 匂が つんと して。 …… だが、 今 家 は 何うな つて 

るんだ い。 


とも子 ぇソ  

黑川 俺が このままで 永 引く としたら。 …… 叔父さんの 方 

の 話 は 何うな つた。 

と む 子 そんな こと。  

m 一川 そんな ことで はない、 若し …… 

とも子 いいの。 それ は、 何う にで もなる わ。 

黑川 旅 も 矢張り 駄目 か。 

とも子  つ 

(2;- い 間 C) 

とも子 (不意-,! 笑 ひ 出す) いや、 あんた は、 すぐ、 そん 

な 方へ 話 を もって 行く の。 

黑川 もって 行く んぢ やない。 自然に 落ちて 行 くんだ。 

とも子 話を替 へませ うね。 ぢゃ あね、 よくな つたら 一等 

さきに 召 上りたい もの は 何。 私に とって は、 その 方が 先 

決 問題 だ つた かもしれ なかった わ。 

黑川  。 

とも子 ね。 こんな 時、 却って、 本當に 自分が 何が 一等 好 

きだった か 分る でせ う？ 

黑川 さう かな あ。 

とも子 だって， 一 等 印象の いものが 一 等 先き に 思 ひ 出 

せる 箬 だと 思 ひます わ。 

(間。) 
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黑川 駄目 だ。 

とも子 なぜ。 

黑川 何 を 思 ひ 出した つて 皆 まづ い。 いやま づく なって 了 

ふ。 一 等 好きな ものまで まづ くな つて 了 ふ。 止して くれ、 

そんな 話 は。 

とも ff   C 

黑川 俺の 食愁 のまる でない の を 知って る 癖に。 ：… • 止し 

て くれ C 

(間。〕 

(不意に 表 LL 人の 訪れる らしい 聲 がする。) 

とも子 (直ちに 立つ) 何方 か 見えたら しい わ。 …… 一寸 0 

(それ^し ほに 立って 行く  0) 

(とも子 っズ くる。) 

とも子 鍛冶さん。 

mi 川 さう か。 

と }PJ,IJ  ,^曰 t  — 

川 一寸 逢 ひたいな あ。 

とも子 いいんで すの。 

黑川 とほして くれ。 少し 鎮 みたい こと も ある。 

とも子 さう です か。 — でも、 餘り 長く はいけ ません の 

よ 0 

(とも子 去ろ。) 


(^抬 とも子と 共に 来る。) 

とも子 よう-こ を 0 

(座 蒲 園.， ど 出して、 出て 行く。) 

穀冶 隨分 暫く。 ご無沙汰して。 

黑川 いや。 

銨冶 来よう、 來 ようと 思 ひながら、 つまらない E^l^ で忙 

しい も 0 だから • …… つい 失敬し ちゃって， ：：： 

Mi 川  0 

餒冶 工合 は 何う だね。 いくらか いい？ 

黑川 うむ。 まあ。 …… 

^冶 顔色なん かい いぢ やない か。 

黑川 いいのが いけない。 

鎮冶 ばかな。 11 よくって 惡ぃ 奴が ある もの か。 

黑川 ふむ。 —I まあいい さ。 

^冶 みんなから もよ ろしく。 逢 ふと 矢張り 君の か 出る。 

黑川 さう か。 —— だが 誰も 來 ない。 

毅冶 11 やつば りね。 11 何のかん 0 ッて 忙しい からね。 

黑川  。 

銀 冶 石 川 はこな ひだ， 支那へ 行く と 云って たし、 河 合 も 

暫く 關 西の方 へ 旅行し て ゐ たやう だ。 

黑川 ：… さう か 
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僕 も、 暫く 何處 かへ 旅行で もして， 息を拔 きたいと 

思 ふ 位 だ。 

黑川 ^なんか， まるで 山家に ゐる やう だ。 段々 世間と も 

遠ざかって …… 

^冶 い いぢ やない か。 さぅぃふ時にぉちっぃて物を^{々へ 

るんだ ね。 僕なん かも 忠ひ でもしたら、 今の 慌 しい 氣持 

が 少し はなくな つて >  物 も 少し はまと もに 考 へられる か 

もしれ ない と 10 つてる 位 だ。 

黑川 …； …… " 

(5 

(とも子、 菊の花.^ 一  杯 花瓶： -L さしても つて 來 る。) 

とも子 鍛冶さん に きました の 。それから 御見舞 も …… 0 

黑川 さう か。 有難う。 ！  (H でさしつつ) そこいら あ 

たりへ おいて くれ。 

とも子 え？ ここ？  ここ？ 

I.:; 川 あ • そこ だ * そこら へんへ。 

(とも子 花 舰ん. ^枕許 近くに おいて 立ち去ろ。) 

黑川 きれいだ ね。 此 間から 少し 花 を 欲しい と 思って た 所 

，*  ； 0 

餒治 さう か。 それや あよかった リ 

黑 川 花 だの 子供 だの 兑てゐ り や あ、 結局 何も 惱 みはない 

ん だね。 


毅冶 それや あさう だ。 —— 今の 君なん か 一 番 それが いい 

んだ から、 さう して るんだ ね 。今 急 に 焦る 必 要 もな し さ。， 


冶 さう して、 吞氣に 暫く 養生 さへ して ゐれゃ あ" …… 

川 分って ゐる。 …… だが、 それ も 淋しい もんだ。 

冶 それ は 君。 11 

川 誰も 段々 訪ねて くれなくなる。 女房と 子供との 聲だ 

け をき きながら、 一 つ 事を考 へつ づける。 …… 

冶 …… 

川 先き のない こと を 先き のない まん まに 考 へて ゐる。 


冶 いけない ね、 そんなに 悲觀 的に なつち や あ。 …… 

川 だが ね、 君 だけ は來て くれる。 …； 僕 は それだけ は 

感謝して るんだ ぜ。 

冶 K るよ。 さう センチメンタル ぢゃぁ U 

川 然し、 君、 君 は 一 人 切りになる 氣持、 11 ただ 一 人 

だけ 置かれて ゐる とい ふこと でな しに、 誰から も 離れて 

1 人 切り この 世 St から 放り出されて 行く 氣持 を考 へた こ 

とが あるかい" つまり 死 さ。 自分 だけが 息が 絕 えて、 何 

の 感じ も なくなって， 燒 かれて- 粉々 になって、 …… こ 

の いろいろの 物 を 見た 眼 も、 いろいろの 物 を 食った 口 も. 

それから この 自由に 振り 舞 はしたり、 溫ぃ 人の 手 を 握つ 
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黑殺 m    m    m       毅黑 m m 


(とも子 入って くるつ) 

とも子 (茶 し 出しながら) 何う ぞ。 

鍛冶 ありがたう。 —— ここ は曰當 りが よくって 結構です 

io 

IT- 

とも子 ええ、 午後まで ずっと 當 りつ 切り、 それだけ はい 

いんです の。 

^治 何よりです。 (黑 川の 方.^、 こんな 日當 りの いい 

听にゐ て， 君の やうな 暗い 考へを もつ なんて 不 思議 だね。 


と JT 子 何 か 申したん です の。 また。 

^冶 氣の 滅入った ことば かり 云 つ て 仕樣が ありません 

よ 0 

一川 …… 君達に は 分らない さ。 

^冶 分らない ことがある もの か。 だが 何方に しても 氣を 

引き立て なくつ ちゃ あ。 世の中が 一 つの 戰 だと 同樣 に、 

病氣 だって さう さ。 元氣 のい い 方が かつの さ。 弱氣 では 

戰 はずして 敗れて 了 ふよ" は ッはッ は。 

とも子 本當 です わ。 此方が しっかり してれば 病氣 なんか 

ねえ" 

截冶 でも あなたが お 達者で 何より。 —— 黑 川の 病氣 がよ 

くな つたら、 今度 は 一 つ あなたが ねて 了って、 あべこべ 

に うんと 介抱 させて や るんで すね。 


とも子 ほんと です わつ ほほ ほ。 

(間。) 

SI 奴 冶 (黑 川に) 所で、 君い つか ス ツボンの ソップ が 何う 

だと か 期う だと か 云って たね。 あれ を 一 つ 今度 こしら へ 

て 貰って 來 ようか。 

川 いや、 そんな ものいらない さ。 

冶 あれの 效能 をのべ 立てて ゐ たの は君ぢ やない か。 た 

しか あの 家は淺 草だった ね。 

川 いいよ、 君ん とこから は隨分 遠い。 …… 

冶 遠い 位。 何 を 云って るんだ。 僕 は 病人 ぢゃ あなし * 

11 な あに 平氣 さ。 それ に あ の すぐ 近所に は 河 合もゐ る 

ん だよ。 今度 引 張り出して 来よう。 

川 河 合- 河 合 か" …… あいつ も 何う してる かな あ …… 

久しく 逢 はない。 

冶 とに 角 やって る さ。 この頃 はかなり 調子が いいら し 

、 0 

川 あれが ね。 あんな 奴で も K り 出して くるの か。 彼奴 

の小說 なんか、 なって ないやう に 思って たがね。 

冶 さう でもない さつ まあ 勉强 家だった からね。 

川 勉强 したって 仕樣がない。 あんな 奴." 何う にもなら 

ない 凡 くらだった ぢ やない か。 
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黑毅黑       毅黑毅 と 


冶 C ちつと 相手ん 1 見て ゐる) 

川 それ ぢゃ あ、 石 川 は 何う なんだ。 この頃。 

冶 それ も しさ。 大した こと もない。 

川 でも あいつの 方が 受けが よかった ぢ やない か。 支那 

へ 行 くんだ つて？ 

お 冶 あ、 まあ、 そこいら を 見物して 來る だけ だら う。 

黑川 その外に 仕樣がない さ。 あいつに 何の 支那の 知識が 

ある もの か。 11 大方 上海の 淫賣の 研究で もして 來 やが 

るんだら う。 

毅冶 あ、 森が ね， 君に は 少しよ くな つたら、 また 何 か 書 

いて 貰って くれと 云って たよ。 今 「新時代」 の 編輯 を や 

つて るんだ。 

黑川 森？ あいつがね。 

殺 冶 病中 雜記 か、 何 か。 …… いろんな 構想 や 何 か、 ねて 

ゐて考 へない かね G 

黑川 考 へる もんか。 …： 森が か-さう か。 道理で-あの 

雜誌 にあい つ の 創作み たいな ものが のつ てるの を い つ か 

•M 吿を 見た やうに 思った。 …： 俺ん 所へ 遊びに 來てゐ る 

時分、 何て 下らな い ことば かりい ふ 奴 だら うと 思って た 

カオ 

(間 0 

t お 冶 奥樣。 赤ちゃん は 何う です。 


とも子 ええお かげ 機で、 あれ C 方 は、 丈夫 過ぎる 位で】 

黑川 君。 ぢゃぁ 野澤は 何う してる ね。 あいつ もい つも 不 

平ば か り 並 ベ て るお だ つ た が 何 だ か 近頃 いた ものが 評 

判が よかつたん だって。 …… 

銨冶 らんな こと 誰に 聞いた。 

黑川 たか、 この 前 来た 人間が 云って たよ。 

鋭 冶 な あに、 仲間 ほめさ， あいつの ものなん か。 11 

黑 川 さ うだらう ね。 何う せ そんな こと だら うよ。 

4 お 冶 さう とも。 (と ー 。子に) 赤ちゃん はたし かこの 春で 

したね。 

も 子 え、、 さう なんです よ。 

冶 早い もんだ な あ。 

川 早い もんだ よ。 —— しかし 君、 あの 西 田) 11 

冶 君、 そんな 話 はもう 止さうよ。 云った つて 面白い こ 

とも 何にもな いんだよ。 何う せ、 この頃 大して 才能の あ 

るお も 出て みないん だからね。 

川 それ は さう さ。 どん 栗 の 背比べ ゆ 代な ん だから。 … … 

冶 はは は。 それほど 分つ てれや 文句 はない。 

川 あんな 富 田みたい な 愚論 家で さへ、 ひとかど 物 を： K 

つてる。 

毅冶 あいつ は 馬鹿 だよ。 

黑川 才 かち 頭 0、 俺 を みれ や 目の敵に してやが つた …… 


6.')6 
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あ、 あいつ は 何う だ。 

殺 冶 あんな の 雷いた 物、 誰もよ まない。 

一川 だって、 あんな 奴 だって まだ 何 か 洒啞々 々窨 いてる 

ん だら う。 

g 冶  ふために さ。 當人 側から 見て やれば それ も 仕方が 

ない さ。 

川  。 

锻^  i. それ ぢゃ、 僕 も そろそろ 失禮 しませう か。 餘 

り 長く つても 却って …… 

とむ 子 さう です か、 それ ぢゃ あ. いつも 失禮 致しまして。 

^治 ぢゃ あ〕 11 君、 失體 する から、 お 大事に。 あの方 

のこと は：，？^ 知した から。 (立ち かけろ) ぢゃ あ. おちつ 

いてね、 ^.1^生してくれ給へょ。 

mi 川 (不^に 興銜 した 聲で) 俺 は 養生なん かしたくない。 

似 冶 冗談 ぢ やない.' 今が 大事な 時ぢ やない か。 

黑川  0 

S 焦々 しないで ね。 また 近い ：2 來 るから。 …… 

mi 川 (遮る やうに) いや 、来て いらない。 わざわざ 愚弄 

しになん か 決して いらない。 

S 愚弄？ 

6.1 川 さ うぢ やない か。 まるで、 嘘ば つかり 吐いて ゐ る。 

君達 は- 兀氣 だよ。 幸福 だよ。 分りす ぎる ほど 分って る。 


^冶 何う したんだ。 急に。 …… 

黑川 まともに 云って る 時 はまと もに 返事す るが いい。 俺 

は 何も 嫉妬 心 や 何 かから 聞いて るん ぢ やな いんだ。 それ 

、たのに 少しも 本當 のこと を 云 はない。 俺の ために 皆 を や 

つつけ る.、 惡ロを 云って 片附 けて 了 ふ。 

毅冶 はは は。 それ は 君の 方ぢ やない か。 

黑川 その 心 持 を 先 くぐりして —— 見え透いて るよ。 その 

裏から お前 はもう 何程 も 先き のない 病人 だ。 さう 云った 

目 付が 鼻の 先き にぶら 下って るぢ やない か。 

餒冶 困るな あ" そんな iinl 鹿な こと を 云 ひ 出して は。 僕 は 

何も …… 

黑川 初めつ から、 この 世の 者と して 應對 してや しないん 

だ。 歸 つて くれ、 歸 つて くれ。 君が 來 ると， 俺 は 胸く そ 

が惡 くな るんだ。 その 丈夫 さうな 世間 を樂 しみ 切って 落 

ち 着き 拂 つ て る顏を ぶ ら 下げて、 入って 来る 時から 俺 は 

鑌に障 るんだ」 歸 つて くれ。 歸 つて くれ。 

殺 冶  。 

とも子 まあ * 何う したと いふんで すの。 急に そんな —ー 

そんな こと を 云 ひ 出したり して …… 

黑川 默 つてろ。 お前に 云って るん ぢ やない" 鍛冶に 云つ 

てるんだ〕 何 だ、 親切 ごかし な 大きな 顏 をして。 歸 つて 

くれ、 歸 つて くれ。 
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とも子 あな た、 餘-リ な 、 J と を い ふ も ん ぢ や あり ま せ ん わ。 

そんな 失禮 な- -1 

m 一川 お前 だ つ て さう だ。 何 だ、 鍛冶の 話の 中に の せられ 

て、 まるで- ボカ ボカした お 天氣の 曰に 散歩で もして る 

叙で 物 を 云って る。 

とも子 あなた。 …； あなた」 …… 

黑川 俺に は、 分 るんだ。 皆 分 るんだ。 勝手にし ろ。 皆 俺 

の 敵 だ。 俺の ひとりぼっち を、 死んで く 者の ひとり ほつ 

ち を はつ きり 分らし て くれる 殘 酷な 奴ば かりだ。 あっち 

へ 行って くれ 緞冶、 もう 二度と 來て くれるな、 彼方へ 

行って くれ、 行って くれ。 (咳き 入る) 

と I 子 あなた。 1 - あなた。 —— 困ります わ。 そんなに 

興奮し ちゃ あ。 一 番 いけな いんです つたら、 それが。 …… 

I お 冶 鬼に 角 僕失禮 します。 (黑 川に) 君、 すまなかった。 

失敬す る。 來る のがい けなかったら、 いつでも 止す 。ね、 

だから 怒らないで、 らんな にな や b ないで ：… 

黑川 彼方へ * …… 彼方へ …； (眼.， ど！^ つて 手ん 振って る) 

とも子 何う； 々• (殺 冶 LLH 配せ する) 

毅冶 ぢゃ あ- …… 失 謹」 (あ^ふたと 去ろ) 

とも子 さ、 氣を おちつけて、 氣を おちつけて。 …： 駄目 

です よ、 そんなに 與 奮して は。 …… 

K;i 川 ばか。 …… ばか。 お前 も 彼方へ 行け。 被 方へ。 俺の 


側へ なんか 來 るな〕 i_ 炎豕を 出て 行って、 かに 1* せ.，」 明 

るいお 天 陽樣の 下で、 わ あわ あ 笑って 暮ら ひ】 リ .-r  ノリ-二 

へ. 一 行つ ちまへ。 …… 

と. も 子 ("る ノ一- して) あなた、 あなた、 私、 E ります 

わ、 困ります わ。 …… 

mi 川 行つ ちまへ、 …… 行つ ちまへ。 …： 

ij^ 子 條 さん、 篠 崎さん。 

(看護^ 慌てて 入って 來 る。) 

看護婦 まあ、 何う したんで すの。 . …： 何う したと いふん 

です 0 し 

とも子 急に 興. 镇し ちまって …… 何 を 云った つて、 まるで 


黑川 行つ ちまへ、 行つ ちまへ、 お前なん か 彼方 

看護婦 そんな こと 仰 有る も 0 で は あり ません わ 

ちつけ て、 氣を おちつけて …… そんなに、 そん 

す る C がー 番 毒な んぢゃ あり ま せんか. - 

黑川 早く …： 早く、 死ん ぢ まひたい。 (咳き 入る 

看護婦 奥さん" (H 配 VJ する) 

(とも子：, ぬ い <^ い で 立 つ て 行く。  J 

看護婦 さ、 ぉ氣を 慎めて 下さいより いけません、 

せん" —— 暫く 辛抱して。 
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…； 人並に …… 本氣に …… 

とも子  

黑川 俺が あんな こと を 云って るのに。 あんな 無茶な こと 

を 云って るのに。 …… 

とも子 だって。 …… 

黑川 分って ゐ るんだ。 だからい ふんだ〕 なぜ、 みんな 怒 

つて くれない のか。 なぜ もっと 本氣 に。 ：：： もっと 當り 

前に。 …… 何う せ、 俺 は …… 俺 は …… 0 

と、. つ 子  

(稍 長い間。 樂隊が 矢張り 聞え てゐ る。) 

黑川 (不意 II) 花 を くれ。 その 花 を。 

とも子 花  これ？ 

黑川 (額く) 

(とも子、 ^つて 二三 输.^ とって やる。) 

Qil 一川 それ， ひ 片手で 受取って 食る やう Li  i.. めて ゐ る。) 

(ときに それ 額 Li ひしと 押し あてて 目ん-^ る。 いつ 

の 間- -i か 手が その 花ん r。 みく ち つ- に 押しつ ぶして 了 

ふ。) 

(とも子、 E:: はす 鋭ん 竹け る 0) 

— 幕 l 


に； r， 


W.  tii え 


女 -U3 女 男 女 


證 據 (一 ® 


人 物 

中年の 舯士 

通行の 若夫婦 

百 姓と その 女房 

郵便配達 夫 

お 沿 ひの 山の、 屮^ 1 か； S る^ 上のお。 

下 から 少し 勾 Pi になつ たれ ^は、 上-へ r に^.. r> 中いた 崖の 

I 端.^ つて 向 ふに 繽 くら しい。 その， M の 曲り角の あ 

たり にに、 ポ などの^, お，^ 防ぐ ため か、 片側に. K 

い ^石が ％ い 代りにす つと？ 政 かれて ゐる。 向 ふ は廣々 と 

したお、 そ 二へ 十 >: 々し い ！• が 幾 .U  i 突-き 出 てゐ ろり 

I 类し ぃ；^：-^でぁろ。 

五月の：：： の 午 校、 もう 十分 初 •  豆の：.，^ ん、， ¥ん だ る い 口 

光、 冴ぇ，^.\した小忠の？^- 


下手から 和服の 若い^ 婦 連れが やって 來る。 女 は丸鬆 

關西 風 に 褪ん」 からげ 波 手な 長 橋 拌の褪 な てゐ る。 

男 は飽、 女 は 袋 包，.. ど^げ て ゐる。 

男 (ふと 向 ふ.^ 見て) あ、 あこ や、 あこ や.. もうあない 

近ぃとこに^^んたぁる。 

女 あ. -、 あこだった か。 

あの 坂ん とこに， ずう と 家が" 亚ん だる やろ、 あれが 皆 

ii、。 

さう か  >  中 々 え ，>^ と こだ んな。 

き ま つ て る が〕 わ い が つれてく とこや。 

へ、 まるで {HI 分のと こみたい だすな。 

よ k  乂  0 

ほ \  >r リ (二人 去る ソ 

(上手から j 人の^便配l^ii失^^る。 小 B の聲 LiSS き惚 

れる や う に、 ち よ いと 上.^ 見上げた ヾ けで^ つ て 下 

に 去る ) 

(と、 ま；.： 上手から 洋服， 化 驚た 少し 老けて 见 える 屮 

の 紳モ， と、 m 力と はかなり 年の.？ マ た、 派手な 身なりの 

若い その 妻ら しい 女と が やって 來 る。) 

(女ば 綺麗な 洋傘 V やさして ゐる。 先き に 立って 少し 坂 

^下り か 、ると *) 


據 登 
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夫 女 夫 女 夫 女 夫 女 失 女 -火 •  女 ジミ 女 'Tc 女 -火 女 


女 夫 女 夫 女 夫 女 夫 女 夫 女 夫 女 夫 女 夫 女 夫 女 


まあ， い 色 だ ことじ I まるで 油畫の やう だゎリ 

あの 海の 色， か ら. S  0 色、 素 的 ぢ やない ことじ 

うむ" 

木； 一：！ E に 初夏の 五月って 感じ がする わね。 

うむ。 

少し こ X で 休んで 行き ませうよ。 私 草 はれた わ C  (稀 

代りの 石ん』 手. E. では 六いて かける) あなた もお か けな 

さ y ひ 

うむ。 (： た ほ 海.^ ぼんやり 眺めて なろ) 

あなた。 おいやな の。 

いや。 かける よ。 (側 LL 行く) 

い やね。 何 か 私 に ぉ氣に 入らな いこと で も あ つ て C 

何もない さ。 

だ つ て、 先刻から 何 を 云 つ た つ てた ^.-ぅむ/\ つ てば 

かり 氣 がな い つ て あり や あしない わ。 

さう かね」 

さう かねえ だって、 私 知らない。 (外方 向く) 

おいく。  11- だって 俺 はそんな つもり ぢ やな いんだ 

よ 0 

ぢゃぁ なぜ、 そんなに 私に 冷淡な の。 

冷淡 かい。 


き まって るぢ やありません か 。 

困るな あ。 

あら、 闲る 0 は 私 だ わ。 

ぢゃ あ、 何う すれば い \ ん だ。 

まあい 

お前 ot^ に 人る のに は？ 

知りません。 

それで は 闲るぢ やない か。 

あなた は 馬鹿ね。 

さう かね. - 

ま る で 感じ とい ふ も 0 がな い んだ わ。 


(問。) 

(1 寸 おん、 か へ て) ねえ、 あなた。 

うむ。 - 

先刻 逢った 人達ね。 

あ 0 若夫婦" 

え ^ C —— あれ 何 と 思 つ て 0 

何とも 思 はない さ。 

それ ぢゃ 話に ならない わ。 11 わ あれ、 新婚旅行 ぢゃ 

ないで せう か。 

失 さう ではない らしい ね 0  11 まだ： ui 始 してから さら 經 
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女 夫 女 夫 女 夫 女 ： 人 女 夫 女 -火 女 夫 女 


- 一-も 兑な いって 風ぢ やありません か。 

モん なば かなこと はあり やしない。 

： -- も う な ん で す もの . - 

S るな あ。 11- しかし、 俺 も相當 忙しい 人間 だからね。 

一- れは 分って ゐ ますつ 

分って たら- 少し は 察して くれ • 

です けれど、 それば かり ぢ やな いんです もの。 

何故 さ。 

い、 え、 先の 奥様 をお 思 ひ 出しに なろ のに も 忙し かつ 

たと：； ム ふこと です よ。 

S るね、 そんな 無茶 を 云つ ちゃ あし 

^^#^ぢゃぁりませんょ。 私こそ* い. - ヤ^の 皮 だ わし 

たが まあ、 それ も 人情 だから さリ 

めら それが リ 又 私 は 現在の 妻に こそ is の 愛 を 注いで 

しるの を 人情 だと 思って よ。 

ハ それ は 分って る さ。 

女 でも あなた は" さ うぢ やない のね。 

小、 ばかな こと を . 俺 ほ 何よりも お前 を 愛し てゐる さ。 

女 ^仰し やい。 今、 先の 奥 樣を思 ひ 出す のが 人情 だと 云 

つた 口の 下から。 

^ しかし、 それ は 話が 遠 ふさ。 

女 違 ふもんで すか、 


夫 ぢゃ お前 は， 女房なん ぞ 死んで 了ったら 一度 だって 思 

ひ 出し もしない やうな 男が 好きだ と 云 ふ の か い 。 



夫 たと へ ば お前が もし i;^ りに 先き に 死んだ やうな 場合 に 


俺 はそんな 男 に な り たくな い よ。 

でも^き て る 私に。 

だから、 俺 は、 こんなに も 深く お前 を 思って ゐる とい 

ふんだ . 

でも 私、 あなたの 仕 打 を 見て ゐ ると 11 

信じられな いと 云 ふの かい-) 

え. -〕 だって、 證據 がな いんです もの。 

又證據 か： 

その上、 今の 處 では、 みん な 反 對 の證據 なんです もの 。 

あなたの 愛情が 薄い と 云 ふ i 

さう かねえ。 

さう かねえ ではす まない わ。  , 

ぢゃ、 何う すれば い 11 の だ。 

だから、 その 證據を 見せて 下さい。 


あなたが 本當に 私 を 思 つてる とい ふ證據 を。 
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女 Tr 女 V 女 ： ぶ,： 女 


若 女 若 夫 女 夫 女 若 女 若 女 若 女 


か。 ちっとも 存じませんで したわ。 いつ 頃から。 

おい ef^ え. 1、 二三 日 前から。 

女 ま あ * さう で す か C —— あら、 あな たも こ 》 へ おかけ 

にならない a  (女すぼめた洋傘,^2さ へょゼる) 

サ；？ い 男 (葛んで) え. -有り 難う。 —— すみません。 (側 

へ かけろ 〕 

女 でも 全く、 本當 にこ X いらは い 、景色です のね。 あな 

た 始終 此方に いらし つて。 

另 ；， 一 5:^:- つて こと もありません。 

さう" でも 本 常にい- -處だ わ。 

•  m^ そんなに ぉ氣に 入りました か。 -11 らして お 宿 は。 

この 下の 吾妻 尾 C 別館です の。 

い ei- あ、 新築の、 結構です ね。 離れて ゐて。 

でもつ まりません のよ 0 

力 なぜ。 —— 何う して V す。 

たって 宅 は隨分 忙しい 身體 でせ う。 ですから 此方に ゐ 

つ . しても、 まるで.； 東京に ゐ るのと 同 じ な ん です もの。 

おい 男 そんな こと はないで せう」 

女 い >t え、 さう です Q よ" 毎日 用事ば つかり。 それ は 温 

c:^ に來 てるんだ か、 事務所に ゐ るんだ か 分らない 位です 

ゎリ ほ to 

おい 男 まさか、 (失の 方 见ろ。 夫 苦笑して 默 つて ゐる) 


女 (構. にす) 本當 に、 あなたで もちと 遊びに 来て 下さら 

ない C 

若い 男 え 》、 それ は 有り難う ございます けれど、 お 差 支 

女 あら、 差 支へ なん ぞ ちっとも- I 私 だけ はいつ も 1 

人 ぼつち で 返 屈し てるんで す か ら 何う； V  ノ 」 逮盧な i 

若い 男 いえ、 お 差，： 文へ さへ なければ 喜んでお 伺 ひしたい 

ん です。 

それに 以前のお 友達の こと も 伺 ひたう ございま すわ。 

い 男 あの ダリヤ 詩壇 社の 連中です か。 

え \  0  11 隨分皆 樣變 つ て ら つ し や る で せ う。 

い 男 え- -。 それ はもう 隨 分。 

さう？  さう で せう ね - 

い 男 第一、 あなた だって さ， ^おゃありません か。 

ほ >- >1、 まあ さう ね。 

(他 なく〕 おい、 もう そろ/ \ 行かう か。 

あら、 まだ い >1 ぢゃ ありま せんか。 折角 一 右山さん も い 

らっしゃ るのに-」 

さう かい。 

い 男 ひひ】 1.1 立って) いえ 私 ももう 失禮 します。 

あら、 何う して。 私達 構 ひません のよ。 

い 男 でも また、 改めてお 伺 ひします から 11 


據證 
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若 女 夫 女 若 女 若 女 ま， ^ 女 失 女 若 女 失 女 


夫 いや、 わしが •  取って来て やり ませう。 

若 ：， 男 しか し 危う-, 」 ざ い ますよ。 

夫 な あに、 大丈夫です。 家 内 の ものに あなた C ご迷惑 か 

けて はすみ ません。 

(夫、 石.^ えて 降リか V ろ。) 

女 あなた， 大丈夫。 

夫 大丈夫 だと も。 俺 だって これ 位の こと 幾度 もやって ゐ 

るから ね" - (見えなくなる) 

女 (下ん 視き 込みつ、) あなた、 危う ございま すよ。 あ 

ら、 もう 早から 滑つ ちゃって ，11 そんなに 急がないでも 

い >-〇 よ。 氣を つけて 11 あら 又 滑つ ちゃった。 

(問。) 

女 (突然 六聲 に) 危ぃ！ そんな 石持つ からだ わ。 本當 

に 大丈夫な の。 あら， また 滑つ ちゃった。 もう 三度よ。 

あれ で うま く 傘の 所まで 行け るん で せう か 0 

女 まあ. 若 山さん、 ごらんなさい。 あのお つかな 吃^の 

樣 子ったら、 滑稽な 位 だ わ。 —— ね、 あれ ぢゃ餘 り大丈 

夫な 恰好 ぢ やない わね。 ほ &、。 

(5 

女 (以後殊更に媚態的な動作^^：：-て) 一 寸若 山さん。 あ 

なた も 少し 此方 へ 寄つ て 下さらな い。 


女 さう。 でも まあ- これ ぢゃ 失禮 です わね」 (と 云 ひな 

がら 立^上る； ペラ ュ g ヽ 石の 上 にお ぃズ あった 洋傘な- M 下に 

おとして 了 ふ) 

ふら ッ。  - 

何う した G 

あれ、 かさ を 落し て 了 ひました わ。 

い 男 (si き J:^ 一ん マ) あれく、 あんなに 遠くに 落ちて 

行って 了って」 

あら、 あんな 所に 留 りました わ。 

お. -、 崖の 途中 だね。 

困りました わね。 何う しませう。 

い 男 でも、 あすこなら、 餘り 急な 崖で もない から、 取 

りに 行け ませう" 

さう でせ うか。 

い 男 僕が 行って 取って 來 ませう か。 

い X え、 い. -ぇ、 危う ございま すわ。 

大丈夫で すよ。 

い X え、 い. 1 んで すの。 -取 るん なら 宅に 取って 頂き ま 

すから ひ 

うむ、 あすこなら、 取れない こ ともないね。 

ぢゃ 取って 來て 下さる。 

い 男 いや、 僕が 取って来て 上げ ませう。 


. . I 


女 -ks 女 若 女 お 女 


k お- 女 -ぶ,: 


—— あ . たうとう 洋傘 の 所 ま で 行き ま したわ〕 

サ：" い si- 今度 は 帽子です ね。 でも あんなに 遠くに 行つ ちま 

ってぉ氣の！^：^ですね。 

あら、 洋傘 だけ も つ て 上 つ て來 ちま ひ ます わ。 

い 男 精子 はとらない つもり なんでせ うか。 

さう と 見えます わね。 -11 あの 若 山さん。 

い 男 え 

ぁなた手を^^して下さぃな。 

い 男 手 を。 

え ^, もっとの り 出し て兑た いの。 (男 の 手 ん」 と 

リっ 、身 體， 小の リ 出す) 

若い 男 でも.、 餘り のり 出す と危 いです よ。 

女 大丈夫よ) 

おい でも 11 

女 い V のよ。 それより もっとし つかり 握って ゐて 頂戴。 

おい 男 (にら して) あれ * しかし そんなに のり 出し 

ちゃ、 二人で 手 を 握り 合 つてる の が 下 に兑ぇ る ぢ や あり 

ません か-" 

女 (素 知ら i:- 虱で) あれ * まだ あんな 所 だ わ) 上る の は 

中々 骨が折れる と兑 えます わね。 

(若 い 男 • 、 、の 時分から 女の 樣子 ズ ど；^ つと 見つめ 始め 

るつ) 


おい sf- え、 ^^はるって" 

女 私の 側まで。 

^^m^  (：，？^ つきつ. 0 かう です か。 

女 もっと 私に 近附 いて、 私に つかまらせて 顶戴。 もっと 

下 を-兌 るんで すから。 つかまりつ >0 よくって？ 

い m 力 え x く、 構 ひません とも。 

しっかりして ゐて 頂戴 ひ 

い Ef; え >t よご ざん すと も。 

(-- "か、 る や う ：」 しつ、) あら、， でも まあ あんな 下 

刀まで 行きました わ。 11 あら、 また _ ぬって ゐる。 本 

に 恰好つ ちゃない わね。 

^^m^   

丄 るで 熊 か 何か轉 がって る やう だ わ。 あら ッ、 精子 を 

, ^つ ことしち まって) 11 あれく. 今度 は； m 子が あんな 

に 下まで 行つ ちま ひました わ。 

まあ. ごらんなさい。 あんな W つたら しい 顔 をして 兑 

上げて フ 3 ます わ。 olf,^!^ リな がら 六聲ん たおして) え i 

见 えてよ い つたわね え。 

若い 男 こんな 所から をん な聲を 出した つ て閗 える もんで 

たか 0  - 

でも、 あの 情ない 顔ったら。 11- あ. 1, でも 又 降りて 


す ft 證 


女 若 女 若 女 ま' 1: 女 


若い mi- あなた は、 やつば し 世間の 云 ふやう に 不幸な il^il 

にいら しったんだ， - (與 i^fi し て ： 本當 に^おお t  > "ます。 

心からお お-し. -ま す。 


一. おに そんな 風に 快活に なすつ てらつ しても、 お 心 

の 中には 何ん なに 苦悶の 多い ことで せう。 本 J^s に 心から 

お 察し & ますよ。 11 尤も 誥が考 へたって， あの方と あ 

なた とが 共鳴 出來 ると は 思へ ません から.； T  I あなた 

は 木當に 優れた ご 婦人 だのに、 あの人 はいは^ 唯 一 個の 

Kl- 凡なる：^ 人です もの。 ご 無理 もありません よ。 


若 い 男 でも 僕 は 嬉しい と 思 ひま す 0 奧 さん。 今日 初めて は 

つ き り と 僕 は あな た の 心 が 分り ま し た " あな た は 僕 を や 

つばし 親しい 昔の 友人と 思って ゐて 下す つたんで すね。 

あんなにまで ii:^ 慮の ない 言 紫 や. fiip 切った 素振り、 

I！ 奥 さ ん ，しか し 僕 も 木當 に 心 か ら の 以前 の 友人 だ と 

いふ こと を 申し上げ ますよ。 それ こそ 本當 に： も 忠 な 

！ いや、 いつ そ 打ち 明ける こ と を 許 し て 下 さ る な ら與 

さん、 僕 は資は 何年 か 前から、 何ん なに か あなた を戀し 

てゐ たのです。 愛して ゐ たのです。 

女 (驚いて) まあ， 何 を 仰し やる の。 

若 い X 之。 .ぉ さん、 本當 です。 本當 です。 今にな つ 


女 あら * まだ^つ てるのよ。 上って は^り、 上って は 滑 

り ， ェ.*  >  L^o 

若い 男 (突然) 奥さん。 

女 上って 來 たらき つと. 洋 k ゾ あっち こち 泥 だらけに し 

てゐ るに 違 ひありません わ) 

若い 男 (i^ 一心 LL) 奥さんし 

女 洋傘 一 本のた めに 飛んだ ことにな つて 了 ひ ま したの 

ね。 精子 はなく する し .！ 餘 計な 心配 はする し — 

若い 男 ハ愈々 熱心に) 奥さん。 

女 だつ て 本當だ わ。 さ うぢ やな い の 。 

若い 男 與 さん- —  ー 侯 こんなに 云って ろる のが 聞えない 

んで すか。 

(^めて 向き 一はり) あら 若 山さん い な あに。 

い 男 僕、 あなたに 伺 ひたい ことがあ るんで す。 

まあ、 何です の。 

い 男 僕. 露 面目に 伺 ふんです がね。 

え  >1。 (男の 語 ：！ 呼 IL 少し- こみす ろ) 

い 男 あなた はやつ ばし あの方 を 愛して はいらつ しゃら 

な いんです ね.， - 

宅 を。 . I 何う して。 

い 男 でなくて、 そんな 輕蔑 S な 口吻 は S ません もの。 


若 ダミ 苦 夫 若 夫 若 夫 


て、 そんなに 白ば くれる の は 止して 下さい。 僕 だって、 

もう 何もかも 打ち明けて 云って ゐ るので すから。 (思 は 

す 女 LL 手.^ かけろ) ねえ ひ 何 5 か。 何う か、 僕の 心 も 察 

して 下さい。 (引きよ せんと マろ) 

女 あら， そんな こと， いけません わ。 

若い 男 僕 は 決して" 1 を 云って ゐ ません。 眞. M です、 本當 

です、 ですから …… 

女 あら， いけませんったら。 夫が 來るぢ やありません か。 

サ おい 5- でも 僕 は— 僕 は 11 本當に …… (激しく 女ん、 抱 

,.^ょぜ て：^吻*なん とす ろ) 

女 (. 化 v^i つかきながら) 何 をな さるんで す。 失 禮な。 離 

して 下さい、 離して —— いけません ッ たら。 離して — 

あの人 を 呼びます よ。 離して、 いけません ッ たら、 11 

あなた、 あなた 一 —- 

二；； い 男と 頻りに 爭 ひながら • カ抗^！す思はす、 女が 

ef- の LL  • かつく  " と f ル かれろ 所へ。〕 

ヒ、 お.' い。 

(と 云 ひながら a: 隶. 先き に 立て、 失 i は，， ど屮 I す。 上つ 

て 來る。 ^子 はなく 簿秀 げた 1^.^ 见ぜ、 服に 所々 泥 だ 

らけ LL して ゐる。 ^い 男， S はで 女 す。 夫 は默っ 

て 側 Hiis つて 來 る。) 

^  oe 〈而 n: な^ 付で 女に) この 態 は 何う したと いふんだ。 


(女默 つて 靑 くな リ俯 垂れて ゐ る。) 

(若い 男 LL. ノ 何う したと いふんだ 。君。 

い 男 (これ も， 靑く なって) いえ 11 

何が いえ だ、 はっきり 云 ひ 給へ。 

V   

君 は、 これが わしの 妻 だとい ふこと は 知って ゐ るんだ 

らう 0 

い 男  

何とい ふ 無禮な こと だ。 

.v 男 すみません。 すみませんつ 11 全く 僕が、 惡 かつ 

たんです。 僕が 一 時の 興奮から， すみません。 すみ ませ 

ん …… 

夫 (女に) お前 は 何も 云 はない のか。 

女 一  

夫 おい. お前 はこの わしに 何にも 云 ふこと はない のか。 

^   

夫 おい ッ。 

T 若い 男 (恐 はす 出て) い. -ぇ。 奥様に 何も 惡 いこと はな 

いのです。 僕が IS ぶかった のです。 僕が I . 

夫 默り 給へ。 

若い 男 でも 僕が …… 

夫 默 れつたら。 11 いや 君の やうな 人間の 禮 镜を辨 へな 
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い 男と 話す の も 汚ら はしい 。今度の こと は 許して やる か 

. 行 つ て aK れ給 へ。 行つ て —— 行 つ て 了 ひ hi へ 。 

(若い 男 • 夫产 ど|« く^と 見つめ、 やがて マ ごくと 去 

る。) 

(間。) 

夫 (再び 女-し) おい、 お" S はこの 俺に 何と 挨拶す る氣だ _ 

いや、 何の 言 ijt も あるまい。 何とい ふ 態 だ。 何とい ふ不 

倫な こと だ。 ，11- 

女 G1 く级 ズど 上げて) あなた、 I 

失 い X や、 俺 はもう 何もき かぬ。 そのお 前の 仔細ら しい 

口から、 何 を 云 はれた つて 信用 はしまい。 

女 い え、 あなた。 あれ は 全く 若 山さん が 11 

失 い、 や、 若 山ば かり ぢ やない。 お前 も 承知の 上 だ。 ぐ 


女 證據。 

夫 さう ともお 前 は 先刻 あんなに も？ f 組-お々々 と 云って た ぢ 

やない か。 

女 でも、 それ は i 

夫 ないで はす まさぬ。 其上俺にはもっとく^？^：^：-を證明 

する 外の 證據は いくら も あるんだ。 


^  は 何もかも 始めから 見て ゐた。 お前 達が 二人で 樂し 

さう に 寄り添って ゐ たの も、 肩に 手 を かけたり. 手 をつ 

なぎ 合ったり して ゐ たの も， ！ お前 達 は 私 を兑 て、 笑 

つた ぢ やない か。 人 を洋き 1 本の 爲 にあの 下まで やって 

おいて *  i あれ だって 初めつ から If 騰 があった のかし 

れ ない り 

女 い  え. らんな こと 決して、 ——ー 

夫 い. - やさ うぢ やない。 しかも その 擧句 お前 は に兑ぇ 

なくなつ たんだ。 長い間。 かなり 長い間。 11 そし. て：；：^ 

後に 俺が 見た のが あれ だ。 


失 それでも 初めから お前 達が 潔白 だと 云 へ るか、 云 へ る 

なら 云って 見ろ。 

女 だって、 私。 —— 本當に 決して そんなつ もり はな かつ 

た G です。 いや それ は に 私 も あんな こと はしました。 


る だ。 お前 達 は 初め つ か ら俺を 欺 い て ゐ たの だ。 

女 そんな こと、 そんな こと 斷じ てありません。； はた 

^ 駄目 だ。 事竄が 誰 明して ゐる C 

女 ぃ>^ぇ* い 》 え 違 ふんです、 そんな こと。 —i  f! に 若 

山 さ ん が •  を 無 理 に 抱 き す く め た ん で す 。 

夫 い. -ゃ， 二人 は 同罪 だリ 

女 でも さう なんです。 さう なんです 0 

^ ぢゃ、 その 證© が あ か C 
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けれども あれ はた 、 あなた の ため に し て 兌た の です。 

^ 俺の ために？ 

女 さう です。 ； T あなたが. K 當に私 を 愛して るて 下さる 

か、 ：！.^ した かったんです。 あなたのお 心が 兑 たかつ たん 

です。 

^ ばかな こと を 云へ。 

女 ぃト え- 本當 です。 それ を 若 山さん が感遠 ひして —— 

失 それ は： ぶ ひぬ けだ。 今にな つて そんな こと を 云った つ 

女 いぶん， ぃト え。 私が i この 私が I— そんな 嘘を吐 

くもので すか。 

^ だから、 その 證據が あるかと 云 ふんだ。 

女 そんな こと. を 云 はずに —— , 

夫 い、 やい ふ， 證據が 必要 だ。 

女 私の 潔白 を t:E じて 下さい。 

夫 1^:1:! がな くって は 1：3 じられ ない。 

女 信じて 11 

^ 駄目 だ。 證據 だ。 

¥  ^^據 11 

央 さう だ。 

女 あ- -0 

失 isi 女！ 嘘つき ー 
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夫 女 夫- 女 


百 女 百 女 百 女 

姓 お 姓 え 1^- 姓 m 


^ お前の 言葉、 お前の 顏付 • それでもう 十分 ぢ やない か 

女 でも それが 何う して， ii 

夫 その 言 紫の 調子、 その、 俺 を まともに 見る 墮の 中に、 

俺 はお 前の 眞實を 十分に よみ 取つ てゐ るよ。 


わしに とって、 それより 以上の 證據 はない。 

广 凝と 夫の 目の 中. ^見つ、) あなた- …… 

は. 1、c また 泣く のか。 泣く の はお 止し。 お 互にもう 

ようく 分つ たんだから。 

女 〈突然：^：！ぇろゃぅに男の胸に鎮ん^埋めて) 私 本 當に馬 

鹿でした わ。 すみません- すみません。 私 11 私 …… 

失 (溢し くその 肩, 化 抱きながら) もうい  >- 。もうい. 10 

は&. 1。 (静かに 笑 ふ) 

(下手から 一 臺の 荷車.^. 3{ぃ やい 百姓が 来ろ。 車の 後る 

か、 赤 ン坊， やおぶ つた ひつ 、め 髮の 女房ら しい 女が 押 

して ゐる。 女房 は 來かゝ つて ふと 先き の 夫婦に 見 とれ 

始めろ。 百胜氣 付いて ふ リ返リ 怒鳴る。) 

百姓 ばか ッ、 何 見て る だ。. I 車が 一 M くって 仕樣が ねえ 

ぢ やない か。 

(女"：^3吃驚して車.^押出す。) 

百姓 もっとし つ かり 押さね え か よ。 

女 1^ 押してる でね え か。 


百姓 こ X は 坂 だよ。 もっとし つかりよ。 

女 一!^  (路ん にって) うんと こしょ。 

Gel. 緩 かに 坂，^ 上って 行く。) 

(哲 くして、) 

(^しながら) 父ッっ あん。 

何 だよ。 

お前の 股引. 尻の 所 あ、 えらく 擦り切れ てきた にね 

さう けえ。 

歸 つたら、 すぐ つぎあて とくべ えな あ。 

うん、 さう して くんろ C 

(その 儘 * うん 車 押して 患の 後に S つて 了 ふ。) 

(見送って ゐた 女と 夫， 思 はす 額 1^ 见 合して 笑 ふ。 明 

ろく。 それから 女. K の 側 LL ょリ 55^  V； "はたく。 夫 女 LL?i 

傘， やとって やろ。 女 ふと 夫の 頭 > ^见 ろ。) 

女 あら、 あなたの おお リナ。 

夫 (一寸 てれて) なに、 い 主， い、 も —— は 

(女中 It なさ、 うに ちょっと 失 l^n ^ろ。 ilo がまた 女 

让 え ろ やうに 少し 媚んぶ a んで笑 ひながら、 華 かな 洋傘 

, ^さしかけ， ぴったり i 寄り添 ふ。 やがて 無言の 中 に 

二人 揃って 步き 出す。 口 は麗か LL 小 .n? の^は 頻リ であ 

3  — 幕 — 
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か 0 

六 蔵 何が、 そんな こと。 あり や あ 彼奴の 癖 だ あね。 

ふぶ 八 でも さ。 

六葳、 何 だね、 お前に も 似合 はねえ。 お前 飮 まねえ と、 か 

ら意氣 地が ねえんだ な あ。 

宗八 は &>-o 

(六 蔵 來リ、 燜德利 f,.^ 銅壺 L1 入れる。) 

六 蔵 本當 にお 前， 何にも 氣に する ことなん かねえ ぜ。 お 

前 は 俺が いつも 無理に 引 張って 來 るんだ。 

宗八 そり や あ、 お前の 氣持は 分って る さあ リ 

六 蔵 そんなら 何にも 云 ふこた あねえ ぢ やねえ か。 

宗八 うむ。 

六 蔵 本當 だぜ。 俺 あお 前との むの が 好きなん だから。 誰 

とのむ よ り 好きなん だ か ら。 

宗八 (笑って ゐろ) 

六 蔵 え、 宗 さん、 お前い つもの やうに 機嫌よ く醉拂 つて 

くんね え。 本當 だぜ。 俺 あそれ が 何より 嬉し いんだ。 (云 

ひつ 、燜德 利の 工合 見る、 取り上げて) さあ、 何う だ 

一 つ。 まだ 少しぬ るいか もしれ ねえが。 (1^.^ さす〕 

宗八 あ， こり や あすまね え。 ー! 何かと 云 ひながら すぐ 

手の 出る 奴 さ。 は X  >-。 

六 蔵 い、 つて ことよ。 は 所で、 肴 は 11 と。 (あ 


たり, 見て、 片隅の iiv^ 持って くろ) ま、 けちな もの だ 

が、 これで もつ 》 いて くんね え。 

宗八 結構 だと も。 さ、 それより お前 酌 だ。 

六 蔵 や、 これ は。 

(以後 互 LL さしつ さ  れつす る。) 

六 蔵 だが、 人間って 奴 あ、 不思議な もの さね。 

宗八 ふむ。  、 

六 蔵 俺の やうな 人間が、 お前の やうな 人 問とう まが 合つ 

てよ。 かう、 ぃ乂氣 持での み 合って るなん ざ。 

宗八 さう さね。 (笑 ひながら) すまね え 次第 さ。 

六 蔵 俺は餘 りの めね えんだ。 それで ゐて、 お前と だとい 

くら か はの める。 い. -氣持 さ。 酒 はやつ ばし 相手 だね" 

宗八 冗談 ぢ やわえ， た ほさ。 た ほで なく つ てお 氣の毒 

さ 0 

六藏 止して くんな。 お前 は 何 、「も はぐら か していけ わ 

え 0 

宗八 いや、 はぐら かす わけ ぢ やない さ。 が お前さんの 話 

はまた、 少し まっとう 過ぎる からな。 は、。 

六 蔵 全く だ。 何しろ 俺 あ、 お前の やうに 諸國を 歩いて 來 

た 人間 ぢゃ ねえから ねえ。 

宗八 いや あ、 これ は 一 本參 つた。 

六藏 いやいや、 そんなつ もり ぢ やねえ のよ。 俺と 来たら 
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お前、 まあ 三十 年 も 小 使 ひ を 勤めようと いふ 人間 ぢ やね 

え か。 

ゥ小 A だが、 俺 は ま た 支那 ャ  1 洲ま で K に か け て 流れ歩 い て 、 

51 句の 果てが 食 ひつめ 者の 人間 だからね。 

六-威 だが、 それが 何う したと いふんだ。 俺に して 見れば、 

却つ てぉ前を^！^まし ぃと思っ てるんだぜ。 

，お八 飛んだ こと だ。 

六錢 いや、 さ うぢ やねえ、 全く だ。 考 へて 見る と • 俺な 

んぞ 全くな 氣地 がな さ 過ぎて， \ ^にもなら ねえ" 

{ ヘル 八 ばかな こと を 云 ふぢ や あねえ か。 

六 蔵 い  や、 さう ださう だ。 さう に 遠え ねんだ。 まあ • 

考 へて 兑ね え、 口に こそ 何でもね えが、 三十 年と いや あ 

大した 長さ だ。 

.〔. 小 八 そり や あさう だ。 

六お そのお い 間 をよ、 俺 あ. 何 一 つ 面白い^も せずに 暮 

らして 来た。 何 か 間違 ひで も 仕出来し やしね え か。 人 か 

ら 叱られ やしね え かと、 びくびくしながら、 いつも かも 

人から 使 はれて 一!? つして 来た。 11 使 はれて、 使 はれて、 

たに それだけで 過ぎて 来て 了つ たんだ。 

,v、  \   

六 1:^ ねえ〕 そして 俺 あもう この 姿 だ。 あと 何が 出來る 

とい ふんだ。 俺 あ 全く^ 氣地 なく 一 生 を 棒に振って 了つ 


たんだと， この頃 つくづく 忍 ふの さ。 

宗八 愚痴 だせつ そいつ あ。 

六 蔵 さう だ。 愚痴 だ " だ が 、 俺 あ 結 周 この 年に た ろ ま で 

愚痴 だけし か殘 つて ゐ ねえ 人間 だと 思 ふと 情けね ぇぢゃ 

ねえ か。 

宗八  

六 蔵 それに 俺 あ 子供 もな し、 毎日 あてのない a を ぼん や 

り经 つて ゐ るより 仕方が ねえつ 今 曰び になった つて、 ち 

つと も變 つた 日 を 見る ぢ やなし- ！^^朝き社へ行って、 人 

の，； in^ 履 を 出して、 ぉ辭儀 をして、 使ひッ 走り をして、 揚 

句が がみがみ 叱られる か， うまく 行った つて、 當り 前の 

こと だと 云つ て 俺ら な んぞ にや 見向き もし て くんね え。 

それが 俺の 毎日 だ。 これから 先き の 毎日 だ」 …… 

宗八 もうい >1 よ、 い  よ。 六藏 さん。 そんな ー兀氣 のね え 

こと 云 はねえ で、 もっと 景氣の い & こと を 話さ うぢ やね 

え か。 

六藏 いや、 これ やい けね え、 全く だ" すまね え。 

宗八 いや あ >  すむ もす まねえ も あり やしね え。 俺 あご 馳 

走に なって るんだ からな。 

六 蔵 皮肉 は 云 ひっこな しに しょうぜ。 だが まあ、 俺の 話 

と 遠って、 いつだつて お前の 話 は 面白い や。 

宗八 聞く お前さん にゃあ • さう かも 知れね えが、 これで 
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そ Q 時 あ、 やつば し n 分 苦 しい 思 ひ をした こと も 度々 な 

ん だせレ 

六 蔵 そり やさ、 つ だら うさ。. たが、 お前の は 仕放題 0 こと 

をして、 散々 面白い 目 を 見ての 上 G- こと ぢ やねえ か。 ち 

つ と や そ つ と は 當り前 さ。 

i ズ さう ばかりで もね ぇぜ。 

六藏 なくって もさ」 俺達と 来たら， お前の して 来た ほど 

のこと は、 たった 一 つ だって あり や あしなかった" 

宗八 だって、 そり や あお 前 土地 も 違 ふしね リ 

六 蔵 女の こと、 博 突の こと、 喧嘩。 珍ら しい こと だらけ 

だ。 それに 錢儲 けだって お前、 そんな 命 賭けの 荒仕事な 

んか、 俺なん ざ あ、 考へ て 見た こと も あ り やしね え や 

ュ f 

小 八 だが、 お前から 見たら * 恐ろしい 馬鹿げた こと だら 

うぢ やねえ か。 

ハ藏 ー應 はさう だ」 だが 今 俺 にゃあ、 さ うぢ や あねえ 

よ。 い、 や、 素晴らし いこと だ」 いや 全く、  しい こと 

だ。  ) 

ふポ八 脊 かすな よ、 六さん。 シ め、 吃驚す るせ。 

六藏 ぃネ、 本當 だよ。 俺 あ， お前の 話 をき いた 時に や 

あ、 あとで つくづく 思 ふんだ よ。 だって 人間 * 誰 だって 

そんな 氣持は 持って ゐ るんだ = 成程、 惡 いこと だと か 何 


とかかん とか はいふ- がー 生の 中 にゃあ • その 亂： § な- 

無茶な、 惡黨 がかった こと だって、 やって 見たい と 思 ふ 

こと は 誰し も 幾度 か ある だら うと 思 ふん. たせ〕 

宗八 お前、 大分 醉拂 つて 來 たねし 

六藏 大きなお世話 ぢ やねえ か、」 飲んだ 酒なら 醉 ふの が當 

り 前 だ U 

宗八 お、 お、 これ や あお 姝を とられ さう だ〕 

六藏 は \>-.1。 だが、 俺の 云つ てること は本當 だよ。 冗 

ちゃね えよ。 全く 人間、 誰 だって、 あると 思 ふんだ」 

ま， 一寸した 話が 見ね え、 小續に 障る 奴 だよ。 畜： HT こ 

の 野郎： と 思った 時 にゃあ、 nl の 前で 叩き 斬って 了 ひ 

た ぃ氣 にだ つ て いくら もなる ぢゃ ねえ か。 その 時なら お 

前- すつ ばり やった つて、 氣持 のい X ことこ そ あれ、 嫌 

な氣持 だなん てす る 氣遣ひ はねえ。 そんなら お前、 無性 

に 物が 欲しくな り や あ * 泥棒 だって、 人殺し だって、 ま 

た何處 かで 遇った 女 だって …… . - 

ふ； 小 八 亂暴 だね， こいつ あ。 何も 俺 あ， そんた 入 泥棒 見て 

いなことば かりして 來 やしね えせ。 

六藏 いや、 ま >  ま、 たと へが だよ」 鬼に im: 誰に だって、 

そんな 氣は 時々 起る もの だとい ふこと よ。 

宗八 お前に も， そんな 氣が 起る ことがある のかね。 

六藏 長い 一 生 だ。 俺に だって 無論 あら うぢ やねえ か。 ま 
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して， お前、 かう やって 毎 曰ぎ うぎ う 人の 足の 下に 踏み 

つけられて 何 一 つ.： ：《 分の 氣持 らしい こと を やって 見た こ 

とのね え 人 問に はよ。 

〈-; 小 八 そんな もの かねえ。 ——- 驚くな あ。 

六錢 そり やね， 無論. 俺 はそんな こと は 一 度 もやり はし 

なかった。 また この 俺に 出 來る箬 もな しね。 

ふ！^ 八 そり やま あ • さう だな あ。 

六- 战 だが まあ、 それだけに お前さんの 話 をき いてる と 面 

白い よ。 かう、 自分の 出来ね え、 無鐵 砲な 素晴らし いこ 

と を、 すば すばやつ てる やうで ね" まるで 自分が やって 

でも ゐる やうに、 胸が すうつ とする やうなん だ。 

八 いやはや。 

六 蔵 0 む 劍に) 本當 なんだ。 本當 なんだ。 だから * 俺 あ 

お前、 人が お前の こと を 何とい はう とも、 俺 あ 何とも 思 

はねえ。 それが 俺に や 面白 いんだから。 11 何 一 つ 自分 

の 一 牛： に 思 ひ 出す 事の ねえ 今の 俺に は、 そのお 前の 思 ひ 

のま 》 に^ 舞って 來た話 をき くの が、 まあ、 たった 一 つ 

の樂 しみ だと 云っても い &ん. た" 

小 八 (ぼんやり 相手の^ ズ ながら) 變な 男もゐ るんだ 

な あ.) 

六藏 G?i:i.l^ しつ、) でも 何でもい、 や。. たからよ。 ま 

あ 5 お^なしに、 酒で ものんで 變 つた 而 白い お前の 話 をう 


んと 聞かして くれよ。  ， 

ふ 八 うむ. - …… 

六 蔵 何 だな』 變に ぼんやりし ちまって. さ 一つ 景氣 よく 

飲んで、 いつもの 尤氣を 出して くれよ。 

宗八 何だか 今日は 何う もお 前の 方が 上手で ：… 

六 蔵 何 を 云って るんだ。 さ. さ、 つがう. つがう。 のみ 

ねえ C  11 や， もう 酒 はねえ のか。 チヨ ッ、 おきた の 奴、 

やけに 遲 いんだな あ。 何う しゃがつ たんだら う。 

宗八 な あに、 い 本な、 さう 急がな くった つて。 もうす 

ぐ歸 つて くら あな" 

(、、の 時 表の あく 音。) 

六 蔵 おや、 噂 を すれば 影 かな。 

宗八 樣 子が 違 ふやう だせ。 

六 蔵 誰 だい. - おきた ぢ やねえ のか。 

村の 聲 わし だ〕 わし だ C 六 一 i さん ゐ るかね〕 

六 蔵 (障子な わけ) おや、 野 村さん" 

野 村 今晩は。 11 先刻 も 一 寸ぉ. 寄りし たんだが ね。 

六藏 は あ。 a,? のない 返 

野 村 (上って 來て) おきたさん は。 

六藏 一寸 使 ひに 出た もので。 

野 村 宗 八さん， い \ こ 機嫌 だね U 

宗八 いや， は -。 
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すから ね。 向 ふでよ くった つて 此方で いけなかったり、 

難 かしい もんで さ J 

野 村 だが そり や ぁ賛澤 だ) それ も 遊んで ゐられ る 身分な 

ら 知らない こと だが ね。 

六 蔵 でも それが 氣 質なら 仕方が ねえで せう。 

© 村 いや， さう はいかな いよ。 別して、 それが 他人に ま 

で 迷惑 になる とい ふ 場合 に は ね。 

六 蔵 いや、 やつば し 酒が なくつ ちゃ あ， 話が 理に 落ち ま 

すね リ 11 本當 に お きた の 奴 あ、 何 しゃがつ たんだら う。 

(表 もく。 ぉきた^^ってくる。) 

六藏 (お たに) 何 をぐ づぐづ してやが るんだ〕 もう 先 

刻から 野 村さん だって 見えて るんだ ぞ。 

おさた あ、 さう です か。 —— でも 買物 だって、 か、 る だ 

けの 時 問 はか- - ります よ。 

六 蔵 (きっと 兄る。 がそれ は 一寸で 又 iA,^^ したやう： i) 

まあい、。 何よりお if たお ir た。 それから 何 か を 見 絡 

つて 来た かい。 

おき 穴 い、 え〕 

六 fi 買って 來 ねえ。 

おきた あ. 

六藏 ばか。 何が あ \た^ 十五 や 六の 小娘 ぢゃ あるまい し 


六 蔵 今 恰度 始めた 所で さ. - 11. 何う です、 一杯。 

野 村 いや、 わし は 酒 はやらん の だ。 

六藏 でも、 一 つ 位。 

野 村 いや、 わし はい 》。 

宗八 だが 六さん、 酒 はおつ もりなん だせ。 

六藏 き， さう だつ け。 11 おきた の 奴 何う しゃがった 

んだ らう。 仕樣が ねえな あ。 

野 村 な あに、 何方に したって わし はの まな いんだから。 

—— 所で 何 かい、 宗 八つ あん はこの 頃、 何 かやって るの 

かい。 

宗八 な あに、 相變ら ずで さ。 11 だ あれ も 雇 ひ 手が ねえ 

ん でね。 

野 村 そいつ あ • いけない ね。 

宗八  

S それでお 前さん • 何う する つもりなん だね。 いつま 

でも そのまん まで ゐる つもり かね。 

さあ" 

何とか 口が 見つからない もんかね。 

それが さう もい かないん でね。 

だが、 わし は 思 ふに、 お前さんの やっぱり わが 身 か 

らだと 思 ふが ね。 

六 蔵 しかし 何です よ。 人間 それぞれ 氣 質って 奴が ありま 
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ii^f 六 r? 六 


さい。 

&村 だが * みすみす 不爲な こと を、 わしと して 11 

六 蔵 いえ. そのこと は 分り ましたよ。 

野 村 それ ぢゃ あ- 聞き入れて 下さる か。 

六藏  

§ たビ、 あの 宗八を 近づけさへ しなければ ぃ&ん だね。 

さう すれば * おきたさん も 何ん なに 喜ぶ かしれ ないし、 

お前さん のために だってよ し， ま あ 家 の 中 もまる く收ま 

ろと いふ ものだね。 

おきた 本當 にさう です わね。 そり ゃぁ宗 八さん も惡ぃ 人 

ぢ やない かもしれ ない けど、 何も あの人 だけし かゐ ない 

世の中 ぢ やなし リ 

六 蔵 默 つてろ、 手前 は。 

おきた もの 理窟が さ うぢ やない か。 野 村さん の 云 ふこ 

とだって 一 々 ：：： 

六 蔵 、「ろ さい ッ。 

酑村 まあ さう おきたさん ばかりに 劍 つく 食 はさないで。 

ねえ 六藏 さん。 本當 だぜ。 惡 いこと は 云 はない から。 さ 

うしなさい。 あとで、 きっと 思ひ當 るよ リ 

六 fil 何う も ありがたう ござんす。 

野 村 え >- い >f かい。 聞いて くれる かい。 え 六 蔵さん。 

六 蔵 分り ましたよ。 


六錢 そり や あ、 人の ことば かり 苦にして る あんた にゃあ、 

さう かも 知れね え" だが， あっしに やねえ。 

, む 村 ばからしい。 

六 蔵 ばからし くっても 仕方が ありません さ。 それが あつ 

しに はせ めても の氣 晴らしなん だから。 

&村 ばかな。 仉の中 にゃあ、 もっとい- -樂 しみが いくら 

も あら あな 0 

0 所が、 半： Is と あっし にゃあ、 な いんで ね。 

村 な あに、 やって ごらん。 すぐと 出來る もの だよ。 

0 何う です かね。 

村 い k えさ、 势 でも 將棋 でもい 、ぢゃ ないか。 何なら 

わしが 相手に なって 上げよ うぢ やない か。 

六 n 化して i:^ ひませ う。 誰が 11 

お た まあ、 お前さん。 折角 ご 親切に 云って 下さる もの 

を 何て n の 利き や. r だね。 

六 蔵 默 つてろ、 fiE の 出る 慕ぢ やねえ や。 

&村 それ それ、 また だ。 11 な あ、 六藏 さん リ 全く だよ.； 

まあ、 たま にゃあ 老人の いふ こと も くもの さ。 

-: ハ蔵 子供ぢ や ああろ まいし、 ，：：11 分の こと 位 .：n: 分で 分別が 

つき まさ あ 0 

S それなら •  ^更 のこと ぢ やない か。 

六战 だから、 あっしの こと は 私に 任して おいてお くんな 
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野 村 ぢゃ あ、 宗 八に はね、 わしから もまた ようく 云つ と 

くから ね。 11 全く、 あんな 男が ゐる ばっかりに こんな 

ことになるん だからな あ。 ぢ や、 おきたさん。 わし はこ 

れ で失禮 する からね。 

おきれ まあ、 さやう です か C 何う もお 愛想な しで。 本當 

に 種々 ご 親切に ありが たう ござ いました。 

野 村 いやいや、 何もお 互樣 だ。 ぢゃ、 わし はこの 足で 一 

寸宗 八の 所へ 行って 來 よう。 

(野 村 行き かけろ C) 

六 蔵 野 村さん。 本當 にこれ から 宗 八さん の 所へ 行 くんで 

すか。 

野 村 あ. -、 何しろ あいつが 元 だからね。 

六 蔵 でも、 何も さう 急に。 

野 村 いや、 何とか 早く 片を つけて しまはなくて は • わし 

の氣 がすまん から。 

六藏 …… …… 

野 村 ぢゃ あ、 ご免なさい。 

おきた 本當 にご 厄介ば かりお かけし まして、 —— お前 さ 

ん、 歸んな さると 云って なさ るんだ よ。 

六 蔵  

(野 村 去る。 おきた 送リ 出す。) 

(；冉 び 席へ 51 つて、 六 蔵 の^に 坐る。：/ 


(沈 默。) 

おき；： お前さん。 

六 蔵  

おき；^ お前さん。 怒って る 

六藏  

おきた. ねえ. - 

六藏 當り 前よ。 (と 云 ひ樣、 足で 臉^ 引 綠リ返 マ) 

おきた まあ、 何 をす るの。 

(六 蔵。 わき か 向いて 酜 つて ゐ る。) 

おき^ お前さん〕 お前さんったら。 あんな 宗 八さん なん 

かとつ き 合 ひするな と 云 はれた 〇 が、 そんなに 腹が立つ 

の C 

六藏  

おき；： お前さんてば、 私の ことなん か、 何とも 思って く 

れ やしな いんだね」 

六葳  

おきた 餘りだ わ" 餘りだ わ。 

六 蔵 やかまし いやい。 

おきた (きっと； 威 上げて) 本當 にお 前さん つたら * 私 

が 何うなら うと 構 やしないん だね G 

六 蔵 うるさい ッ C 

おきた (； 泣きながら) あ >t あ X、 私の 心 持なん か 少し だ 
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(爭 つた 指 句. 六 蔵 遂-」 引き出して、 おきた 結り つく 

J やっき 飛ばし * 默 つて 出て V 仃 かう とすろ 0) 

おきた ま、 お前さん 何處へ 行く の。 

六藏 何處へ 行かう と 勝手 ぢ やねえ か。 

おき；^ だって- お前さん， お前さん。 

六 蔵 喧しい や" 何う せ 手前 だって 俺の 氣持は 分って くれ 

ねえんだ」 だ つ て 手前の 氣持を 察しる 必要 はねえ。 

おきた だけど >  そり や あお 前さん * 私ば かり ぢ やなく  • 

野 村さん だって あ 土  K つてる んぢ やねえ か。 

六 蔵 何が、 あんな 野 村の いふ ことなん ぞ。 理窟 は 何う だ 

らうと- 俺 にゃあ 俺の 理窟が あるんだ。 な あ. 少し 位 は 

何で あらう と、 それで 俺の 氣が なぐさみ や あ、 また それ 

で 働きに も 出られようと 云 ふ もの だ。 誰が、 糞 面白く も 

ねえ 俺 の やうな 仕事に 、毎日た r しかめつ 面し て 勤め て 

ゐられ る もんけ え。 

おきた だって， 私 はた V お前の こと だけ を 思つ たんだ も 

の 0 

六 蔵 だからよ。 ！ いやもう い \ や。 な、 考 へて 見る が 

い  や。 手前の はな， 俺の ため ぢ やねえ， 手前 自身の た 

めなん だ。 

おき；： そんな" そんな- 私 —— 

六 蔵 鬼に 角， 俺 あな、 これから 何處 かへ 行って， 氣の晴 


れ るまで のんで くら あ。 何處 かに 俺 を 慰めて くれる 所の 

あるまで はな あ。 11 手前 はま あ 家で 一 人で よつ く考へ 

てゐ るが い 、や。 

おきた お前さん、 ま * 待って おくれよ" 5^ むから、 私が 

、むから。 

六錢 知らね え や。 (出かけて ふと 立ち リ、 ふリ 返ろ と) 

あ、 さう だ。 それから あの チ； li 配さん にもな あ 云つ とくが 

い. -ゃ。 おかげで、 うちの 中 もまる く收 まりました つて。 

(拾 鉢な 笑 ひ) は. -。 

(六藏 去る。) 

(おきた 慌て. - 追って 出る 0) 

おき；. 一 お前さん、 お前さん * お前さんてば …… 0 

(上 リロで 立ち 留る。 ぼん や.： や >i つてな ろリ g3  くし 

て氣 がつ いたや う 不 やつ，： 泣き 始め る。) 
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解 說 


此 戯曲 集 は 大體に 於て S 災 のあった 大正 十二 年 前後 か ら 

活動し 始めた 戯曲 家の 作品 を收 めて 居る。 

勿論 六 人の 作家 は 各ぶ その 個性 を 明瞭に 持つ て 居る の 

で、 之 等 の 作家に 共通な 特色と いふ もの を 大まかに 擧 げた 

りする こと は 困難で ある。 然し 之 等の 諸 作家が その 活動 を 

始めた 時代 ci! 曲 E な」 一 つの 著しい 傾向が あつたと いふ こ 

とはいへ ない こと もな い。 それ は 戯曲が 舞臺 上の 寫實、 王義 

から 脫け 出さう とい ふ 努力で ある。 イプセンに 始まった 寫 

實 主義 は、 當 時の 所謂 近代劇 を嚴ー に 制限す る 一 つの 鐵則 

であるかの 觀を呈 して 居た。 これ を 何等か 0 方向へ 超越し 

ようとい ふ惱 みが その 時代の 新しい 戲曲家 の 悶え であ つ た 

やうに 思 はれる。 理想、 王義 的に、 浪漫主義 的に ，！ 要する 

に客觀 的から、 王觀 的に 戯曲 界は 一 つの 轉向を 取らう として 

居た。 

從 つて 此 集の 作家の 多く は 此空氣 の 中で： ま 曲 家と しての 

發足 をした ともい へれば、 此 集の 作家の ある 人た ちが さう 

いふ 空 氣を壤 成す る ことに ぁづ かって 居た とも 考 へ られ 


讀者は 本 集の 魏讀に 際して 以上の 事 を 一 應 頭へ 人れ て 

置く 方が 便利で ある。 

岸 田國士 篇解說 

岸 田 國士氏 は 明治 一 一十三 年士 一月 ニ曰柬 京に 生れた。 父 

君が 軍人であった ので、 同じく 軍人と なる ために • 幼年^ 

校 を經て 士官 學 校に 入り、 遂 ひに 少尉に 任 {E した。 けれど 

も 氏 の 文學 に 對 する 熱情 は旣に 士官 學校 在學屮 から 燃え て 

居 て 、 任お 後 も それが 衰 へ る處か 寧ろ 〔.a  旺 になる とい ふ 

有様な ので、 氏 は 到底 乾燥な る 軍職に と V まるに 堪 へ な く 

なって 了った。 そこで 氏 は 父君の 強硬な 對を 押し 切って 

軍籍 を 退き、 かねて 憧憬の 的で あつ た^ 蘭 西 文 を 研究す 

るた め に 東京 帝 國 大學. ほ」 蘭 西 文學科 に 人 Ltf し た 。 畢 荣を卒 

はると 任 を 上海に 得て 先づ故 國を 離れ、 更らに tl^ 港、 安 南 

と 次第に 放浪の 旅を續 けて、 漸く 氏 はかね て 志す 怫 都 巴 M 

に 藩し、 長く こ C- 地に 留 つて フラ ン ス文 特に フ ラ ン ス戯 

曲 及 劇場 C の &究 に 沒 頭した。 今日の 戯曲 家 iS: 田國土 

氏 は 實に此 間に その 甚： 礎 を 築かれた ものである。 そして 大 

正 十二 年に 歸 朝し、 同 十三 年 三月 第 一 次 演劇 新潮に その 第 

一 作 「古い 玩具」 を發 表する や 氏 C 名 は 忽ちに して 日本 劇 

壇に 燦然と して 輝く に 至った ので ある。 


r,oo 


一お 解 


岸 w 氏 は 浪漫主義の 作家で あると いはれ る。 夢に 生きよ 

うとす ろ 作家で ある と 評せられて 居る。 そし て寫實 主義 か 

らの 解放と いふ 劇 境の 新 傾向 を 刺戟した 第 一 人 者で あると 

n されて 居る。 氏の 作品が フラ ゾ ス 現代 戯曲から 最も 强く 

影響され て lis る こと は、 その 經歴を 見れば 寧ろ 當然 である。 

氏の フラン ス 的な 極め て輕 快な 表現、 機智に 富んだ 明る い 

白 • 全體に 溢れて 居る 華やかな 才氣、 これら は從來 何れ か 

とぃへば：^^西"„5^、 北 歐， 獨逸 等の 文學的 影響の 多く を 受け 

て來た わが 文 •：！=- 劇！^ 一に は： Si はめて 特異な 色彩と して 映 じた 

の はいふまで もない。 新鮮な きび/ \ した 作家- i 詩に み 

ちた 作品 •「+:: ぃ玩 HLi、  r チ 口 ル の 秋」、 「紙 風船. T どの 一 つ 

を. 取って 兑て もさう いふ ことが 出来る。 朗 かな 浪漫主義 者 

が輕 やかな 足 どり で 舞臺に 現 はれて 来た * さう いって 文壇 

は ー齊に 拍手した。 

拍手す るの はよ い、 11 だが、 朗 かな 浪漫主義と だけで 

拍手す るの はどう か、 編者の 見る 處 によれば、 それ は 岸 W 

^十： 氏 を 0^ に 知らない 拍手の しかたで ある、 藩て 居ろ 絢 

^な 衣裳に^ まされて、 それにつ >- まれた 人 そのもの を 見 

誤った 見方で あると 信ずる。 何故か、 岸 田國士 氏の 「冷 さ」 

を 兑_洛 し て 1  おる か ら で ある。 

大正の 末年 代の 戯曲 界が 寫實 主義から 浪漫主義へ の復 

歸の 傾向 を. 取らう とし て 居た とい ふ こと を さき に 述 ベ た 


が、 一 度世戶^；的な自然主義の洗禮を受けた文學界の如何な 

る 分野に 於て でも 舊來 のま & の 浪漫主義が 再生す ると い ふ 

こと は 絕對に 不可能で ある 0 ハ イネ もキ— ッ もロセ ツチ も 

自然主義 以後 の 文學界 に は 其 儘で その 呼吸 を績け る こと は 

出来ない。 寫寶 主義、 自然主義 以後の 浪漫主義の 内に はお 

の づ か ら それら の 影響が 何處か に殘 つて 居る こと に な る の 

はまた 止む を 得ざる ことで あるつ 

岸 田 氏の 浪漫主義に 就いても 同樣 のこと がいへ る。 そし 

て編者は氏の^^漫主義に包まれて居るものを 「冷 さ」 であ 

る と 言 ひ 度い。 これ は 氏の 作品の 核心 をな す 最も 本質的な 

特色で あると 思 ふ or チ 口 ル の 秋」 を 見よ、 「葉 櫻」、 「溫 室の 

前」. 「ゼン マイの 戯れ」 を 見よ、 其處に は殘 酷な までに 透 

徹した 冷 さが 人生 を その 底の 底まで 貫きつ くして 居る では 

ないか。 氏の 作 中の 人物 は S 立 夢を見て 居る、 夢に 醉 つて 

居る、 いや 夢を見ようと 努め、 夢に 醉は うと 試みて 居る の 

である。 然し それらの 夢 は 常に 忽ち に し て 果敢な く現實 の 

前に 色槌 せる 夢に 過ぎない の だ。 夢見る 人 は、 落寞 たる 人 

生 に 絕望 し て 甲斐な き 夢 に 敗 殘の身 を 託さう として 失敗す 

る 人に ほかなら ない。 夢の 美し さに 希望 を繫 いで 居る ので 

はなくて、 希 環 を 失って 夢に 遁れ ようと^いて 居る の だと 

いふ 方が あたって 居る。 作者 はさう いふ 見方 をして 居る の 

だと 思 ふ or 紙 風船」、 「屋上庭園」、 「溫 室の 前」、 r ゼン マイ 


の 戯れ」 を 讀んだ 人の 心 は 重く 暗い 箬 である。 

岸 田 氏 は 冷い 心 をみ ぢん も動搖 せし むる ことなしに、 絕 

望の 人生 を、 輕 快な タ ツチと 朗 かな ボ ェ トリと に 包んで、 

知らぬ顔で 舞臺 上に 展げて 見せる 詩人で ある。 

何 は ともあれ、 氏 は 今日 劇壇 第 一 の人氣 作家で、 「チ 口 ル 

の 秋. T  a お 風船」， 「1 雨」、 「動員 揷話」 その他が 旣に 帝都 

各處の 劇場で 上演され て 居る。 


佐 藤 春 夫 篇解說 

佐 藤 春 夫 氏 は 明治 一 一 十五 年 四月 九日 和歌 山 縣新宮 町に 豐 

太郎氏 の 長男と し て 生れた 0 生家 は 代 々 醫を柔 と し て 居た 

が、 氏の 文 學に對 する 志望 は 旣に縣 立 新 宮中 學 校に 入學す 

る 頃から えて 居た。 從 て 中學生 時代に し て 早く 文 學書を 

耽 讀し數 理系 統の學 課の 成績 は 思 はしくな か つ たと い ふ こ 

とで ある。 明治 四十 三年 中 學を終 はると 上京、 生 田 長江 氏 

に 師事し、 與謝野 寛 氏の 門に 出入して 詩歌の 批評 を 受けた。 

次いで 永 井 荷 風 氏 に 私淑す る. ところ か ら 慶應義塾 大 學文學 

部に 入學 した が 1 早く 此頃か ら 散文 小品 詩歌 等 の 執筆 を 怠 

ら なか つた。 大正 一 一年に 至って 慶應義塾 を返學 した けれど 

も， K は 旣にそ の 一 一 三年 以前から 單に 學籍を 置く と い ふだ 

け で 講義 に は 出席して 居なかった ので ある。 爾来 具 さ に 文 


學的 修養の 辛酸 を $ ^め此 間  一二の 作品 を發 表した が 未だ 文 

壤 的に 確資な 基礎 を 築く に 至らなかった。 氏が 文 港； に 名 を 

成す に 至った の は @i に 大正 七 年 八月 雜誌 「中外」 誌上に 小 

設 「田園の 薆欝」 第二 稿を發 表してから のこと であった。 

當時 文壇に は，： m め  1 キ義 の餘成 未だ 衰 へ ず、 武ぉ 小路 .H 篤 氏 

等の 人道主義 漸く 旺な らんと する 時に 當っ て氏の^^漫的杳 

氣 の豐醇 なる 作品 は、 大いに 一 世 を 驚倒す るに 足りた C 佐 

藤 春 夫の 名 は 忽ちに して 文壇の 頂點に 立った" 

以上の やうに 氏の 作家と しての 活動 は 岸 W 國士 氏な どよ 

り も遙 かに 早く 始ま つ て 居た の であるが、 これ は小說 家と 

しての 氏の 活動であって、 戯曲 家と しての 氏が 働き 始めた 

の は 偶然に も 全く 岸 田 氏と 同じ 大正 十三 年であって、 此年 

三月 氏 は その 處女 戯曲 「暮春 禅話」 を發 表した のであった。 

「暮春 揷話」 は 浪漫主義の 戯曲で ある。 そして これ は 本質 

的に 詩人 で ある 佐 藤氏の 作品と し て 當然 の 歸結 で あると 思 

ふ。 此 戯曲 を 讀む人 は 其處に 一 種の 神秘的 色彩の 縹渺 とし 

て 居る の を見遁 がさない であらう。 戯^ 全體は 美しい 「詩」 

に つ  >- まれて 居る こと を 認める であら 、つつ 

岸 田 氏 の 作品 は 詩の 衣 を 着 て 居る と 言 つ た 、 然し 佐 藤氏 

は よ り 本賓的 に 詩人 で ある 。「春風 馬 堤 3l.i」 を 兑 よ 、 「燕」 

を 見よ、 「彼 者 誰」 を 見よ、 それら は その ま. -に 一 篇 0 詩で 

はない か。 
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然 らば 佐 藤氏 は 如何なる 傾向の 詩人 かつ 「憂欝」 の 詩人で 

ある 、「神秘」 の 詩人で ある T:;^ 世」 G 詩人で ある. - 讀者は 

その 5 き」 ^ 「曰 光 室の 人々」、 「五月 晴」 に、 「神卷 を 

「暮 話」、 「彼 者 誰」 に、 「厭世 思想」 を 「摸 父 犢に飮 ふ」、 

「屈 原」 に、 見出す ことが 出來 るで あらう， J 

かう いふ 傾向の 作， ぶで あるから、 波瀾 萬 丈の 大 葛藤 を そ 

の 戯曲の 材料と して-取扱 はう と はしない つ 日常生活の 斷； ir 

のうち に 戯曲 を 見出 して 行かう とい ふ 傾きが ある こと は 岸 

山^^の場八；！に於けるとほビ！：！樣でぁる。 「五 nr: 晴」， 「燕」、 

「彼 者， 誰」 や》 のうちに 讀者は これ を 看取し 得る 箬 である。 

編者 は 氏の 諸 作のう ち 特に 「燕」 の 一 篇を 愛する. - 此作 

に はせ く ほのかな 純情と しみ <\. とした 詩情と が實に 美し 

く あら はされ て： るで はない か。 

ともあれ、 佐 藤 春 夫 氏の 戯曲 家と し て Q 仕事 は まだ 始ま 

つたば かりで ある。 從 つて その 作品の 數も まだ あまり 多く 

はない。 我等 はこれ からの 氏の 戯曲に 多く を 期待し 得る に 

違 ひない と 思 ふ。 

犬 養 健 篇解說 

犬^^他氏は叨治ニ十九年七月、 東京 牛 込に 生れた.。 有名 

なる 政治家 犬 氏の 息で ある。 學習院 卒業の 後 帝 网大學 


文科に 學ん だ.： 

氏 も 亦 戯曲 家 としてより も 小設 家と して、 名 を 成して 居 

る。 氏の 作品の 特色 は そ の 透 傲 せ る觀 と 高雅な る 氣禀と 

に 在る。 武者 小路 责篤氏 等 の 所謂 白樺 派 の 人々 と 共に 擡 頭 

し て、 年少 旣 に朗か なる 風格 を も つ 作家と し て 認め ら れ 

た 

$ に收 めら れた ニ篇の 童話 風 の 醫 は 恐らく 氏 の i 

の總 てで あらう と 思 ふ 。 然 し 其處 に 盛られた -內容 は實 によ 

く 氏の 本質 を 語って 居る とい はなければ ならない。 

「家鴨の 出世」 を讀 むと、 我等 は 運命に 從順 でありながら 

も、 その 運命の 中で 常に 最もよ く 生きようと 努め て 居る 主 

人 公 の 美しい 魂 に 强 く擊 たれず に は 居られな い。 どの ひと 

りに も 行き渡って 居る 作者の 愛の 深さ。 かう いふ 作品 は讀 

む もの、 心に 人生の 希望 を 吹き込む も ので ある。 

犬 養 氏 の 二つの 戯曲 は 、戯曲と いふより は對 話と い ふ 名 

に 寧ろ 適 はしい ものである。 この 二 作の み に 依つ て 戯曲 家 

としての 氏の 手腕 を判斷 せんとす る は 少しく 早計の やうに 

感ずる リ 

田島淳 篇解說 

田 島 淳氏は 明治 三十 一 年 一 月 十九 日， 橫濱の 商家に 生れ 
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た。 そして 大正 八 年早稻 田大學 英文 學科を 卒業して 以来、 

專心 劇作 に從 事して 居る 少壯 戯曲 家 である。 

氏の 出世作と もい ふべき は、 本 篇の卷 頭に 收 めら れた 「能 

祇」 であって、 これ は 「能 祇と 泥棒」 の 名で、 氏が 卒業後 

間もなく 發 表され、 次いで 帝國 劇場に 於て 上演され たもの 

である。 

氏の 作品の 甚調 をな す もの は 「純情」 の 一語に 盡 きる。 

明るい 純情に 生きよう とする のが この 作者の 態度で あつ て 

其處 に は 懐疑 の 暗 い 醫は 少しもな く、 淨 璃 の 人情と い ふ 

言葉に よって 聯想され る 情感に 共通す る 古風な 詠嘆の 俤さ 

へ ある。 「能 紙」、 「如 皐と默 阿 彌」、 「歳末 挿話」、 「夕立」、 そ 

の 何れ を 見 て も、 作 中の 人物 は あるが ま. -の 世相 に 無力 に 

押し流されながら、 其處に 頼りない 詠嘆の 聲を あげて 居る。 

カ强く 世相、 運命に 働き かけよう とする 意力 はない。 これ 

が やがて 作者の 態度 だと 見る こと は敢て 間違 ひで はない や 

うに 思 はれる。 氏 ほ 素直な 「人情」 の 作家で ある。 

「月の出る まで」 の 一 篇に 於て、 田 島 氏 は社會 批評 的な 一 

面 を 開拓し よう と 志 し て 居る やう に 見え る が、 少 くと も此 

作品に 於て は 作者 は 新しい 時代に K 迫され る幽靈 たちに よ 

り 多くの 同情 を狒 つて 居る。 此方 面に 於け る 氏の 傾向が 果 

して どうい ふ 形 を 取って 來 るか は 今後に 侯たなければ なる 

まい。 


水木 京 太 篇解說 

水木 京 太 氏 は その 本タ， -を 七； 52- 太郞 とい ひ、 明治 二十 七 

年 六月 十三 日、 秋 51 縣 横手 町に 牛； れた。 鄉 の 中風 一. 校を卒 

業 後上 京して 慶應義 ：；¥8 文學 部に 學び、 業 を卒へ て 後 は 

資生堂 化粧品 部の 囑託 となり、 傍ら^ 譯 等に 從_$ した。 そ 

の 後 三 田 文學の 編輯 を擔當 し、 同時に 母校 廣應義 熟 大^ に 

敎鞭を 執った。 然し 此間 勿論 创作 の^を 絕 つて 居た わけで 

はなく、 旣に 數篇の 小說を 物して 居た。 そして その 戯曲 的 

活動 も 岸 田 氏 あたりより 少しく 早く、  氏が 「古い 玩具」 

を發 表する 以前に 「家」 (三部作)， r 淺瀨」 等の 戯曲 を 公に 

して 居る。 今日で は 氏に は 恐らく 二 十篇以 上 の 戯曲 が あ る 

であらう. - 

本篇に 集められた 六篇の 作品 を 兑ても 解る やうに 氏の 戯 

曲 は 多面的で ある。 然し それらの 作品 は 批評 的哲舉 的で あ 

ると いふ に 一 つの 統一 を 持って 居る やうに はれる。 第 

1 の 「淺 瀬」 が旣に 極めて 批評 的な ものであって Tiy 分 は 

これまで 人生の 淺瀨を 歩いて 来て 居る。」 とい ふ 主人公の 自 

己 批評が 作品の テ，. 'マ をな して 居る ので ある。 「殉死」 に 就 

いて 作者 自身の 書いた 文章 を 見る と、 これ は 所謂 プ ロレ タ 

リア 戯曲の バ 口 ディで あると いふ ことで ある or ブル ジ ョ ヮ 


級の 下らない こと を寫 した 1 くさりよ ろしく あって、 幕 

切に なって 主人公が 爆發 し、 お尻 を まくって 社會 革命 を 叫 

ぶの がお きまりに なって」 る 定式 を 追った ものであるが、 

その 尻 を まくって 氣焰を 吐く 英雄 も 同じく 下らない もので 

あると いふ 考 へから、 浪人 石 川、 王水に 切腹 させた ので ある 

とい ふ。 

此ニ作 だけに 就いて 考 へて 兑て も、 氏の 劇作 上の 傾向の 

大 ，要は 十分に 观へ る。 と ころが 此ニ作 は 共に 批評 的 傾向の 

强ぃ 作：： i であるのに その 手法に 至て は 全然 相違 して、 前者 

は^：^^なぉ！；：主義でぁるに反し、 後者 は 極めて Q 由な 技巧 

に 依つ て 扱 はれて 居る。 これ は 「殉死」 がーつ の ファルス 

である 以上 當然な ことで あると はいへ、 其處に 作者の 心の 

大きな 動きが ある こと は兑 遊す こと は 出來な い。 この 動き 

は 他の 諸 作の 間 にも それ^^ 觀る ことが 出来る、 そして 此 

點 から 我等 はこの 作者が 旺に 流動し 成育し つ. - あるの だと 

いふ こと を强く 感ずる ので ある。 然し il 者 は 「嫉妬-一 にあ 

ら はれた やうな 鋭 い 心理 解剖が 結局 氏の 最も 得意と すると 

ころで は あるまい かと 思 ふが、 して どうで あらう か。 

「拘 死」 は 大正 十五 年 七 《rs::f 松 竹 iii に 於て、 井上 正 夫、 

大 is^ 鬼 城、 柳 さく子 等の 手に 依って 上演され たもので ある。 


關 ロ次郞 篇解說 

關ロ次 郎氏は 本名 ニ郎、 明治 二十 六 年 六月" 福 井 縣敦賀 

に 生れた。 京都 第 一 中學 校、 第 一 高等 學校 を經て 東京 帝國 

大學 II 逸文 學科を 卒業した。 爾後 大阪 朝日 新聞に 二 年， 東 

京 朝日 新聞に 三年， 記者と して 勤務した。 氏の 戯曲 家と して 

の 活動 は ほに 大正 十二 年 震災 前後 に 始ま つ た も の と 言 つ て 

よい。 

關ロ 氏の 戯曲 は 多く 寫 i 貫 主義の 作品 で あ つ て 客觀的 色彩 

が 濃い。 「母親」、 「次男：！、 「姉」、 「秋の 終り」 等が それ を 示 

して 居る。 けれども 客觀 的と は 言 ひながら 水木 氏に 於け る 

やうに 批評 的 if 神が はっきり あら はれて 居る のでなくて、 

作者の 生活 感情が 作 中の 人物の 内で 呼吸して 居る ので あ 

る。 た^それ 等の 人物に 氏 は 客觀的 存在 を與 へようと 努力 

する。 此 目的 の た めに 氏の 周到に し て 堅實な 寫實的 手法が 

役立って 居る ので ある。 

けれども 氏の 戯曲の 總 てが 寫實 主義の 作品で あると は 勿 

論い ひ 得ない。 「靑 年と 强 盗」、 「乞食と 夢」 その他に は寫實 

を 越えて 作者の、 王觀 を燃燒 せしめよう とする 意 圖が視 はれ 

る 0 

氏の 作品に は 以上の やうに 大體に 於て 二つの 傾向が 見ら 

れ るが、 その 何れの 場合に あっても 氏 は樂々 と 書いて 行く 
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方の 作家で はない。 刻苦して 作品 を 築き あげて 行く、 さう 

いふ 行き方の 作家で ある。 從 つて、 今までの 處で はさう 大 

謹の 作品 はない やうで ある けれども、 さう い ふ 種類 0:1 

曲 を も 將來に 期待し 得る 作家で あると 信ずる。 

その 思想 的 傾向に 就いては、 平凡 人が その 平凡 を 乗り越 

え よう とする 苦悶と い ふ やうな もの を全體 の 作品 か ら感- す 

る やう， に 思 ふので あるが、 今 仔細に さう いふ 點に 就いて 考 

察する 暇の ない こと を遣憾 とする。 

附言、 本篇の M 說は 井汲 洁治 氏が 執筆して 下さる 害で 

あつたと： る、 急 Li 同氏 u. 差 支が 起リ、 止む， や 得す さ 

し 迫って 編輯 部で 間に合 はせ なければ な ら な い 事 に な 

つた。 何の 準備 もない 上 LL 時間の 餘裕 もなかった ため 

に、 かくの 如き 不十分な 解說 しか 附 けられた かつ；^ 點 

ん 謝し ま- ro 
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